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凡例

1.遺跡一覧表はA ・ Bの2種類からなるO

(1)遺跡一覧表A

1991年以降に刊行された発掘調査報告書から作成。紀元後1年以降に形成され,形成

の年代幅が200年以内に収まると推定される洪水痕跡が検出された遺跡を対象とする。

本稿で年代ごとの集計対象とした洪水痕跡を示した。

(2)遺跡一覧表B

遺跡一覧表A以外の洪水痕跡で, Aと同じ遺跡・調査区で検出されたもの,洪水痕跡

の形成年代幅がおおむね300年以内(紀元前1年以前はおおむね500年以内)に収まる

もの,洪水が大規模であることが当該発掘調査報告書に明記されているもの,洪水によ

り遺跡が大きな影響を受けたことが当該発掘調査報告書に明記されているもめ1990年

以前に発振調査報告書が刊行されたもので年代が200年以内に収まるもの,その他筆者

が特異と判断したものを示した。

2.遺跡一覧表に記載した項目は次のとおりである.

(1)遺跡一覧表Aには以下の⑬項目を記載した。

(》全体の番号

②遺跡番号

③遺跡名

④遺跡名のふりがな

⑤遺跡がある都道府県

⑥遺跡がある市町村

⑦出典(該当する発掘調査報告書)

⑧洪水痕跡検出箇所(遺跡の地区・層)

⑨発掘調査報告書における記載内容・報告書における該当ページ

⑩発掘調査報告書における洪水痕跡の年代

⑪発掘調査報告書をもとにした本稿における年代

⑫遺跡の概要

⑬洪水痕跡の上限・下限となる絶対年代と年代幅

(2)遺跡一覧表Aは次の3セットからなる。

A-1:①～⑥

A-2:①～③・⑤・⑧～⑩・⑪

A-3:①～③・⑫・⑬

(3)遺跡一覧表Bには上記(2)のうち,①～③,⑤～⑩のみを示し,③についてはふりがな

を割愛した。一覧表Bは次の2セットからなるo

B1.1.①～③・⑤・⑦

B-2:①～③・⑤・⑧～⑩



(4)各項目について

①全体の番号は順不同である.遺跡一覧表Aでは当初五十音順に番号を割り振ったが,

その後に修正したものについて901から再度番号を付けた。遺跡一覧表Bでは発掘調

査報告書の編集・発行機関をベースとした通し番号を用いていた。

②遺跡番号は4桁で示し,五十音順に番号を付けた。遺跡番号が同じものは集計におい

て同じ遺跡とみなしたものである。なお,番号のうち上2桁は都道府県ごとに番号を

割り振った(例:上2桁が03のものは岩手県内,同27のものは大阪府内の遺跡)0

④について, ②と同じふりがなを付けたものは集計において同じ遺跡とみなしたもので

ある。

⑨発掘調査報告書の記載内容は原則として該当箇所からの直接引用であるが,一部,明

らかな誤字を修正したり,簡略化したりした部分もある.また,他のページをもとに

簡略化したものについては( )を付した。また, 〔 〕を付した部分は,報告書内の

自然科学分析によるものであるが,報告書内における考察なども含む。

⑲で用いた記号の意味は下の通りである。ただし,年代について直接的・間接的記載が

ないものについては空欄とした。

★　発掘調査報告書に記されている洪水痕跡の形成年代。

▼　発振調査報告書に記された洪水痕跡の上限となる年代。洪水痕跡直下の遺構など。

○　発掘調査報告書に記された洪水痕跡(主として洪水による堆積物)中に含まれる

遺物の年代。

△　発掘調査報告書に記された洪水痕跡の下限となる年代。洪水痕跡直上の遺構など。

⑪の土器型式は本来「～様式」 「～式」 「～型式併行期」と表記するが,考古学で広く知

られているものについては,本稿の付表では記載を簡潔にするため, 「～式」 「～式併

行期」といった文言を省略し,単に「畿内Ⅴ-1」 「布留3」 「TK43」などと表記した。

⑬洪水痕跡の絶対年代はすべて西暦(午),形成年代幅の単位は年である。年代幅が"o"

のものは洪水痕跡が形成された年が判明しているものであるが,単に1650年ごろなど

とある場合には"1"とした。

3.遺跡集計表は,形成年代幅が200年以内に収まるとみられる洪水痕跡が検出された遺跡の数を

当該年と当該年の前後25年とを含む51年間の平均値として,府県ごとに示したものである。

表示したのは遺跡数が10以上となった,山形県,群馬県,山梨県,長野県,静岡県,愛知県,

京都鳳大阪府,兵庫県,奈良県,岡山県,福岡県の13府県、における遺跡数,および全国合計

した遺跡数である。紙面の都合上　山形県～愛知県と,京都府～福岡県・全国合計遺跡数に分

けて表示した。表には以下の各形成年代幅について横3列で遺跡数を示した。

50　　　形成年代幅が50年以内になるとみられる洪水痕跡が見つかった遺跡の数。

100　　　形成年代幅が51-100年になるとみられる洪水痕跡が見つかった遺跡の数。

200　　　形成年代幅が101-200年になるとみられる洪水痕跡が見つかった遺跡の数。

詳細は本文の第Ⅱ章第1節,図化したものは第Ⅳ章第2節を参照されたい。
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遺跡一覧表A-1

番号 「遺跡名

1
よみがな 都道府県 市町村 一

一

出典
総 [遺跡 書名.論文名 シlJ- ズ名 番号 t編集.発行機関 E発行年月

003 、010 1 H 5 13遺跡 H513いせき 北海道 札幌市東

区

H513遺跡

～

札幌市文化財調

査報告書
72 札幌市教育委員

会(札幌市埋蔵文

化財センター)

200403

004 0 10 1 H 513遺跡 H513いせき 北海道 札幌市東

区

H513遺跡 札幌市文化財調

査報告書
72 札幌市教育委員

会(札幌市埋蔵文

化財センター)

200403

002 0 102 K4 35遺跡 K43 5いせき 北海道 札幌市北

区

K435遺跡 札幌市文化財調

査報告書
X L Ⅱ札幌市教育委員

A=ミ

199303

005 0 103 K 523遺跡

I

K523いせき 北海道 札幌市北

区

K523遺跡 札幌市文化財調

査報告書
81 札幌市教育委員

会(札幌市埋蔵文

化財センター)

200603

00 1 0 04 柏木川4遺跡 かしわざがわ

4いせき

北海道 恵庭市 柏木川4遺跡(4 ) (財)北海道埋蔵

文化財センター調

査報告書

264 (財)北海道埋蔵

文化財センター
20 002

009 030 1 押切遺跡 おっきりいせ

き

岩手県 奥州市 押切遺跡発掘調

査報告書

岩手県文化振興

事業団埋蔵文化

財調査報告書

493 (財)岩手県文化

振興事業団埋蔵

文化財センタ-

200703

010 030 1 押切遺跡 おっきりいせ

き

I

岩手県 奥州市 押切遺跡発掘調

査報告書

岩手県文化振興

事業団埋蔵文化

財調査報告書

493 (財)岩手県文化

振興事業団埋蔵

文化財センター

200703

013 0302

i

中村城跡 なかむらじよう

あと

岩手県 - 関市 中村城跡第4次発

掘調査報告書

岩手県文化振興

事業団埋蔵文化

財調査報告書

560

i

(財 )岩手県文化

振興事業団埋蔵

文化財センター

201002

011 0303 穂貫日遺跡 ほぬきだいせ

き

岩手県 花巻市 穂貫田.駒板.山

口遺跡発掘調査
報告普

岩手県文化振興

事業団埋蔵文化

財調査報告書

517 (財 )岩手県文化

振興事業団埋蔵

文化財センター

2008 12

1

007 0304 本町 Ⅱ遺跡第2 もとまちⅡい 岩手県 平泉町 本町Ⅱ遺跡第二 岩手県文化振興 410 (財 )岩手県文化 20030 3
次 せき 次発掘調査報告

二重=日

!事業団埋蔵文化

働 調査報告書
振興事業団埋蔵

文化財センタ-

008 0304 [本町 Ⅱ遺跡第2 もとまちⅡい 岩手県 平泉町 本町Ⅱ遺跡第二 】岩手県文化振興 410 (財 )岩手県文化 20030 3
…次 せき 次発掘調査報告

‥垂=
日

]事業団埋蔵文化

財調査報告書

振興事業団埋蔵

文化財センタl

927 030 5 柳之御所遺跡 やなぎのご 岩手県 平泉町 -平泉遺跡群発掘 岩手県文化財調 1130 岩手県教育委員 20100 3
第69次 しよいせき 調査報告書 柳之

御所遺跡

査報告書 r会
i

017 040 1 市川橋遺跡 いちかわばし

いせき

宮城県 多賀城市 市川橋遺跡 宮城県文化財調

査報告書

…184

Er

宮城県教育委員 20000 3

3*
016 040 2 一里塚遺跡第

44次 .第47次

いちりづかい

せき

宮城県 大和町 l 里塚遺跡- 第

44 -47次発掘調査

報告書-

宮城県文化財調

査報告書
179 宮城県教育委員

A
2*

19 990 3
i

i
021 040 3 鴻ノ巣遺跡第7 こうのすいせ 宮城県 仙台市青 鴻ノ巣遺跡 仙台市文化財調 280 仙台市教育委員 2004 12

次 き 葉区 査報告書 A
コ;

018 0404 中野高柳遺跡 なかのたかや 宮城県 仙台市宮 中野高柳遺跡 I 宮城県文化財調 194 宮城県教育委員 200 30 3
第1次 .第2次 なぎいせき 城野区 査報告書 ∠ゝ

-TT
019 0404 中野高柳遺跡 なかのたかや 宮城県 仙台市宮 中野高柳遺跡Ⅳ

i

宮城県文化財調 204 宮城県教育委員 200 60 3
1第8次 なぎいせき 城野区 査報告書 ∠ゝ

コ;
020 0404 中野高柳遺跡 なかのたかや 宮城県 仙台市宮 】中野高柳遺跡Ⅳ 宮城県文化財調 204 宮城県教育委員 200 60 3

第8次 なぎいせき 城野区 査報告書 A
3T

014 0405 上代遺跡 わだいいせき 宮城県 大崎市 上代遺跡 宮城県文化財調

査報告書

173 宮城県教育委員

A=;

19 970 3

015 0405 上代遺跡 わだいいせき 宮城県 大崎市 上代遺跡 宮城県文化財調

査報告書

173 宮城県教育委員

AZx

19 970 3

023 050 厨川谷地遺跡 くりやがわや

ちいせき

秋田県 美郷町 厨川谷地遺跡 秋田県文化財調

査報告書

383 秋田県埋蔵文化

財センター

20050 3

022 0502 払田柵跡第93 まつたのさくあ 秋田県 大仙市 弘田柵跡一第92. 秋田県文化財調 238 秋田県教育委員 19930 3
次 と 93次調査概要.- 査報告書 会.秋田県教育庁

払田柵跡調査事

務所

025 0502 払田柵跡第139

次

i

ほつたのさくあ

と

秋田県 大仙市 払田柵跡一第139

次 .第 140次調査

- 関連遺跡の調
査-

秋田県文化財調

E査報告書
～

457 秋田県教育庁払

田柵跡調査事務
所

20100 3

026 0502 払田柵跡第140

次

ほつたのさくあ

と

秋田県 大仙市 払日柵跡一第139

次 .第 140次調査

- 関連遺跡の調
査一

Bk完芸芸化財調

i
1

457 秋田県教育庁払

田柵跡調査事務

所

20100 3

024 0503 堀ノ内遺跡 ほりのうちい

せき

秋田県 湯沢市 堀ノ内遺跡 秋田県文化財調

査報告書
432 秋田県埋蔵文化

財センタ-
200 80 3

029 060 1 荒川2遺跡第1 あらかわ2い 山形県 米沢市 荒川2遺跡発掘調 山形県埋蔵文化 43 (財)山形県埋蔵 19970 3
次 .第2次 せき 査報告書 財センター調査報

告書

文化財センター

030 060 1 荒川2遺跡第1 あらかわ2い 山形県 米沢市 荒川2遺跡発掘調 山形県埋蔵文化 43 (財)山形県埋蔵 9970 3
次 .第2次 せき 査報告書 財センター調査報

告書

文化財センター



遺跡-覧表A-1

034 0602 - ノ坪遺跡 いちのっぽい [

せき

山形県 ～

～

山形市 ーノ坪遺跡.梅ノ

木遺跡発掘調査

報告書

山形県埋蔵文化

財センター調査報

告書

78 】(財)山形県埋蔵

文化財センター
2000 03

033 0603 漆山長表遺跡 うるL やまな
がおもていせ

き

山形県 山形市 漆山長表遺跡発

掘調査報告書

山形県埋蔵文化

財センター調査報

告書 】

58 (財)山形県埋蔵

文化財センター

;

199803

0 39 0604 庚壇遺跡 Iかのえだんい

せき

山形県 南陽市 庚壇遺跡発掘調 -

査報告書

山形県埋蔵文化

財センター調査報

告書

161 (財)山形県埋蔵

文化財センター
200703

0 32 0605 上高田遺跡第2 かみたかだい 山形県 遊佐町 上高田遺跡第2.3 山形県埋蔵文化 57 (財)山形県埋蔵 ー99803
次 .第3次 せき 次調査報告書 財センタ一調査報

告書

文化財センター

027 0 60 6 木原遺跡 きはらいせき 山形県 遊佐町 木原遺跡発掘調

査報告書

山形県埋蔵文化

財調査報告書

186 山形県教育委員

A
コ;

199303
I

037 0 607 三条遺跡第2 さんじよういせ 山形県 寒河江市 三条遺跡第2.3次 山形県埋蔵文化 93 (財)山形県埋蔵 2001 10
次 .第3次 き 発掘調査報告書 財センタ- 調査報

告書

文化財センター

028 0608 筋田遺跡 すじたいせき 山形県 遊佐町 筋田遺跡発掘調

査報告書

山形県埋蔵文化

財調査報告書

187 山形県教育委員

.AZ3C

199303

036 0609

～

E長表遺跡 ながおもてい

せき

山形県 山形市 長表遺跡発掘調

I査報告書

山形県埋蔵文化

財センタ- 調査報

告書

87 (財)山形県埋蔵

文化財センター

200 103

i

03 1 0610 平野山古窯跡 ひらのやまこ 山形県 寒河江市 】平野山古窯跡群 山形県埋蔵文化 52 (財)山形県埋蔵 199802
群第12地点遺

跡第2次

ようあとぐん 第12地点遺跡第2

次発掘調査報告

財センター調査報

iW

文化財センター

038 06 11 向河原遺跡第4 むかいがわら 山形県 山形市 向河原遺跡第4次 l山形県埋蔵文化 107 (財 )山形県埋蔵 200203
次 いせき 発掘調査報告書 財センター調査報

it *

文化財センター

035 0612 山田遺跡 やまだいせき 山形県 鶴岡市 山田遺跡発掘調

査報告書

潟 雷禁 浩 も

海 書

83 (財)山形県埋蔵

文化財センター
200 103

043 0701 荒田目条里制 あっためじよう福島県 いわき市 荒田目条里制遺 iいわき市埋蔵文 84 (財)いわき市教 200203
遺構.砂畑遺跡 りせいいこう.

すなはたいせ

き

棉.砂畑遺跡- 古

代陸奥国磐城郡

官街関連遺跡の

調査- (第2分冊)

化財調査報告

i

育文化事業団

042 0702 荒屋敷遺跡 あらやしきい

せき

福島県 喜多方市 会津縦貫北道路

遺跡発掘調査報

告2

福島県文化財調

査報告書
405 (財 )福島県文化

振興事業団

】

200303

04 1 0703 北ノ脇遺跡

i～

きたのわきい

せき

福島県

I

本宮市 阿武隈川右岸築

堤遺跡発掘調査

報告2(第2分冊)

福島県文化財調

査報告書
401 (財 )福島県文化

振興事業団
2002 11

】
-

040 0704 i白山D遺跡

～

ぼ くさんD いせ 福島県 矢吹町

-

福島空港.あぶく

ま南道路遺跡発

掘調査報告6

福島県文化財調

査報告書
367

F

(財 )福島県文化

振興事業団

999 12

044 1080 1 大堀東遺跡Ⅱ おおぼりひが 茨城県 下妻市 大堀東遺跡 茨城県教育財団 269 (財 )茨城県教育 20070 3
- 区 しいせき 文化財調査報告 財団

045 …090 1 立野遺跡5区 たてのいせき 栃木県 宇都宮市 東谷.中島地区遺

跡群5 立野遺跡

～栃木県埋蔵文化

財調査報告
290 (財)とちぎ生涯学

習文化財団埋蔵
反 化財センター

20050 3

055 100 1 石関西田Ⅱ遺

跡

いしぜきにし

だⅡいせき

群馬県 前橋市 石関西田Ⅱ遺跡

】

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告

306 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

2002 09

0 91 1002 井手地区遺跡

秤

いでちくいせ

きぐん

群馬県 前橋市 井出地区遺跡群 群馬町埋蔵文化

財調査報告
34 群馬町教育委員

A
3*

1992 03

0 68 1003 小野地区水田 おのちくすい 群馬県 藤岡市 小野地区水田祉 (財)群馬県埋蔵 378 (財)群馬県埋蔵 200 607
祉遺跡(社宮司 でんしいせき 遺跡(社宮司B地 文化財調査事業 文化財調査事業

B地点) 点) 谷地遺跡F 団調査報告書 団

089 1004 鹿島浦遺跡 】かしまうらい

せき

群馬県 太田市 鹿島浦遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

496 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

2010 03

04 6 1005 上栗須寺前遺 Eかみくりすてら群馬県 藤岡市 上栗須寺前遺跡 (財)群馬県埋蔵 141 (財)群馬県埋蔵 1994 03

跡群 まえいせきぐ

ん

群 I 篠塚狐穴

(4A ) -篠塚四反歩

(4B ) 第 1分冊≪

本文編≫

文化財調査事業

団調査報告

文化財調査事業

団

048 1005 上栗須寺前遺 かみくりすてら群馬県 藤岡市 上栗須寺前遺跡 (財)群馬県埋蔵 185 (財)群馬県埋蔵 19950 3

跡群1区(上栗

須薬師裏)

まえいせきぐ

ん

群 Ⅱ 文化財調査事業

団報告

文化財調査事業

団

079 1006 上強戸遺跡群 かみごうどい

せきぐん

群馬県 太田市 上強戸遺跡群 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

443 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200803

080 006 上強戸遺跡群 かみごうどい

せきぐん

群馬県 太田市 上強戸遺跡群 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

443 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200803



遺跡一覧表AI1

081 1006 上強戸遺跡群 かみごうどい

せきぐん

群馬県 大田市 上強戸遺跡群 (財)群馬県埋蔵 ～

文化財調査事業

団調査報告書

443 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200803

082 00 6

-
ー

上強戸遺跡群 かみごうどい [

せきぐん

群馬県 太田市 E上強戸遺跡群 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

443 票 諸 芸芸票 E

団

200803

083 10 06 上強戸遺跡群 かみごうどい

せきぐん

群馬県 太田市 上強戸遺跡群 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

443 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

20080 3

085 10 06 上強戸遺跡群 かみごうどい

せきぐん

r

群馬県 太田市 上車戸遺跡群 (中

i
i
)

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

453 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

20090

086 10 06 上強戸遺跡群 かみごうどい

せきぐん

群馬県 大田市 上強戸遺跡群 (1)

～
i

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

453 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

20090 1

052 10 07 上滝榎町北遺

跡

かみたきえの

きまちきたい

せき

群馬県

-

高崎市 上滝榎町北遺跡.

上滝Ⅱ遺跡

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

289 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

2002 03

053 1007 上滝榎町北遺

跡

かみたきえの

きまちきたい

せき

群馬県 】高崎市 上滝榎町北遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

290 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

2002 10

060 008 上福島中町遺

跡

かみふくしま

なかまちいせ

き

群馬県 玉村町

I

上福島中町遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

318 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200303

061 1008 上福島中町遺

跡

かみふくしま

なかまちいせ

き

群馬県 玉村町 上福島中町遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

Efl調査報告書

318 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200303

051 009 神戸岩下遺跡 ごうどいわし

たいせき

群馬県

i

安中市 高浜向原遺跡.柿

戸宮山遺跡.神戸

岩下遺跡

～(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告

1262 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200002

～

087 1010 斉田中耕地遺

…跡
i

さいだなかこう

ちいせき

群馬県 玉村町

ちi

斉田中耕地遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

=司調査報告書

484 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

201002

064 0 1 下滝天水遺跡 しもたきてん

すいいいせき

群馬県 高崎市 …下滝天水遺跡 価 群馬県埋勘 329 (St )b a it 芸-= 塁票

屈 詣雲禁 書業 一 厘
200403

065 10 11 下滝天水遺跡

i
1-

しもたきてん

すいいいせき

群馬県 高崎市 下滝天水遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

329 i(財)群馬県埋蔵

l文化財調査事業

団

200403

I
r

069 0 2 下原遺跡 L もはらいせ

き

群馬県 長野原町 下原遺跡 Ⅱ (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

389 l(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

2006 11

-
057 10 13

～

菅谷石塚遺跡 すがやいしづ

かいせき

群馬県 前橋市 菅谷石塚遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告

313 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

20030 3

074 1014 総社閑泉明神 そうじやかん 群馬県 前橋市 総社閑泉明神北 (財)群馬県埋蔵 407 (財)群馬県埋蔵 20070 3

.北Ⅳ遺跡.元総 せんみようじ Ⅳ遺跡.元総社牛 文化財調査事業 i

ー
～

文化財調査事業

意 三

内Ⅴ遺跡

んきたⅣいせ

き.もとそう

じゃうしけがわ

し、せき.もとそ

うじゃきたが

わいせき.もと

そうじゃおみう

ちⅤいせき

池川遺跡.元総社

北川遺跡.元総社

小見内Ⅴ遺跡

Eg 調査報告書 ‖司
i

075 1014 総社閑泉明神 そうじやかん 群馬県 前橋市 総社閑泉明神北 (財)群馬県埋蔵 407 (財)群馬県埋蔵 200703

北Ⅳ遺跡.元総 せんみようじ Ⅳ遺跡.元総社牛 文化財調査事業 文化財調査事業

社牛池川遺跡.

元総社北川遺

跡.元総社小見

内Ⅴ遺跡

んきたⅣいせ

き.もとそう

じゃうしけがわ

いせき.もとそ

うじゃきたが

わいせき.もと

そうじゃおみう

ちⅤいせき

池川遺跡.元総社

北川遺跡.元総社

小見内Ⅴ遺跡

団調査報告書 団

076 1014 総社閑泉明神 そうじやかん 群馬県 前橋市 総社閑泉明神北 (財)群馬県埋蔵 407 (財)群馬県埋蔵 20070 3

北Ⅳ遺跡.元総 せんみようじ Ⅳ遺跡.元総社牛 文化財調査事業 文化財調査事業

社牛池川遺跡.

元総社北川遺

跡.元総社小見

内Ⅴ遺跡

んきたⅣいせ

き.もとそう

じゃうしけがわ

いせき.もとそ

うじゃきたが

わいせき.もと

そうじゃおみう

ちⅤいせき

池川遺跡.元総社

北川遺跡.元総社

小見内Ⅴ遺跡

団調査報告書 =司



遺跡-覧表A-1

077 10 14 総社閑泉明神 そうじやかん 群馬県 前橋市 総社閑泉明神北 (財)群馬県埋蔵 407 (財)群馬県埋蔵 200703
北Ⅳ遺跡.元総 せんみようじ Ⅳ遺跡.元総社牛 文化財調査事業 文化財調査事業

社牛池川遺跡.

元総社北川遺
跡.元総社小見

内Ⅴ遺跡

んきたⅣいせ

き.もとそう

じゃうしけがわ

いせき.もとそ

うじゃきたが

わいせき.もと

そうじゃおみう

ちⅤいせき

池川遺跡.元総社

北川遺跡.元総社

小見内Ⅴ遺跡

同調査報告書 団

078 1014 総社閑泉明神 そうじやかん 群馬県 前橋市 総社閑泉明神北 (財)群馬県埋蔵 407 (財)群馬県埋蔵 200703

】
】

北Ⅳ遺跡.元総 せんみようじ Ⅳ遺跡.元総社牛 文化財調査事業 文化財調査事業

社牛池川遺跡 .

元総社北川遺

跡.元総社小見

内Ⅴ遺跡

んきたⅣいせ

き.もとそう

じゃうしけがわ

いせき.もとそ

うじゃきたが

わいせき.もと

そうじゃおみう

ちⅤいせき

池川遺跡.元総社

北川遺跡.元総社

小見内Ⅴ遺跡

団調査報告書 団

062 10ー5 中棚Ⅱ遺跡 なかだなⅡい

せき

群馬県 長野原町 久々戸遺跡.中棚

Ⅱ遺跡.下原遺
跡.横壁中村遺跡

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

319 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200308

063 10 15 中棚Ⅲ遺跡 なかだなⅡい

せき

群馬県 長野原町 】久々戸遺跡.中棚

Ⅱ遺跡.下原遺

防.横壁中村遺跡

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

Eg 調査報告書

319 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200308

088 10 16

-

西野原遺跡 にしのはらい

せき

群馬県 太田市 西野原遺跡(5)

(7 ) 第2分冊- 飛
鳥.平安時代以降

編-

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

489 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

201003

049 1017 梯島川端遺跡 ぬでしまかわ

ぱたいせき

i群馬県 前橋市 楯島川端遺跡.公

田東遺跡.公田池

尻遺跡

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告

225

i

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

199703

054 1018 波志江中屋敷 はしえなかや 群馬県 伊勢崎市 波志江中屋敷東 (財)群馬県埋蔵 291 (財)群馬県埋蔵 200203
東遺跡 しきひがしい

せき

遺跡 文化財調査事業

団調査報告

…文化財調査事業
価

072 019 東今泉鹿島遺

跡

ひがしいまい

ずみかしまい

せき

群馬県 太田市 東今泉鹿島遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

403 (財 )群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200 703

073 1019 東今泉鹿島遺

跡

ひがしいまい

ずみかしまい

せき

群馬県 大田市 東今泉鹿島遺跡

i

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

403 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200 703

050 1020 東長岡戸井口 ひがしながお 群馬県、 太田市 】東長岡戸井口遺 i(財)群馬県埋蔵 257 (財)群馬県埋蔵 199912
遺跡 かといぐちい

せき

跡 】文化財調査事業

同調査報告

文化財調査事業

団

084 102 「福島飯玉遺跡 ふくしまいいだ

まいせき

群馬県 玉村町 福島飯玉遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

Efl調査報告書

446 (財 )群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200 810

070 1022 福島飯塚遺跡 ふくしまいい

づかいせき

群馬県 玉村町 福島飯塚遺跡(1) (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

‖司調査報告書

400 (財 )群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200 703

07 1 1022 福島飯塚遺跡 ふくしまいい

づかいせき

群馬県 玉村町 福島飯塚遺跡(1) (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

400 (財 )群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200 703

058 1023 福島久保田遺 ふくしまくぼた 群馬県 玉村町 福島久保田遺跡. (財)群馬県埋蔵 317 (財 )群馬県埋蔵 2003 03
跡 いせき 福島大光坊遺跡 文化財調査事業

団調査報告

文化財調査事業

団

059 1024 福島大光坊遺 ふくしまだいこ 群馬県 玉村町 福島久保田遺跡. (財)群馬県埋蔵 317 (財 )群馬県埋蔵 20030 3
跡 うぽういせき 福島大光坊遺跡 文化財調査事業

団調査報告

文化財調査事業

団

056 1025 福島曲戸遺跡 ふくしままがり

どいせき

群馬県 玉村町 福島曲戸遺跡.上

福島遺跡

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

309 (財 )群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

20020 9

066 0 26 前田遺跡 まえだいせき 群馬県 前橋市 前田遺跡 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

335 (財 )群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200409

090 10 27 南大類東沖遺 みなみおおる 群馬県 高崎市 南大類東沖.稲荷 高崎市文化財調 148 高崎市教育委員 99703
跡 いひがしおき

いせき

遺跡 査報告書 AX?

047 1028 元総社寺田遺 もとそうじゃて 群馬県 前橋市 元総社寺田遺跡 (財)群馬県埋蔵 156 (財)群馬県埋蔵 199303
跡 らだいせき I 溝.井戸.土

坑.水田の調査≪

遺構.遺物編≫ -

文化財調査事業

団調査報告

文化財調査事業

団

067 1029 矢部遺跡 やべいせき 群馬県 太EEl市 矢部遺跡.新島遺

跡

(財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団調査報告書

374 (財)群馬県埋蔵

文化財調査事業

団

200603



遺跡一覧表A-1

902 1030 横手南川端遺 よこてみなみ 群馬県 前橋市 -亀里平塚遺跡..横 (財)群馬県埋蔵 280 巨財)群馬県埋蔵 200103
跡 かわばたいせま

き

手宮田遺跡.横手

早稲田遺跡.横手

南川端遺跡

文化財調査事業

団調査報告書

～

文化財調査事業

団

IF
903 1031 横手早稲田遺 qよこてわせだ 群馬県

I

前橋市 亀里平塚遺跡.樵 ,(財)群馬県埋蔵 】280 (財)群馬県埋蔵 …200 03
跡 いせき 手宮田遺跡.横手

早稲田遺跡.横手

南川端遺跡

文化財調査事業

団調査報告書

文化財調査事業 1

団

100 1101 飯積遺跡第3

次.第4次

いいづみいせ

き

埼玉県 】

i

l

加須市 -飯積遺跡 Ⅱ (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団報告書

334 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団

200703

092 102 今井条里遺跡 いまいじようり

いせき

埼玉県 .

-

本庄市 今井条里遺跡 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団報告書

192 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団

199803

097 1103 北島遺跡第19

地点

きたじまいせ

き

埼玉県 熊谷市 北島Ⅷ/ 田谷 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団報告書

292 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団

200403

098 1103 北島遺跡第17.

19-21地点

きたじまいせ

き

埼玉県 熊谷市 北島遺跡 Ⅹ I (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団報告書

303

i

(財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団

200503

099 103 北島遺跡第17.

18地点

きたじまいせ

き

埼玉県 熊谷市 北島遺跡 ⅩⅢ (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

;団報告書

304 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団

1200503
1

918 1 04 久下前遺跡B 1 くげまえいせ 埼玉県

-

本庄市 …北堀久下塚北遺 i本庄市埋蔵文化 19

～
1

本庄市教育委員 201003

地点 き

-】

跡 Ⅱ(B 地点).久

下東遺跡IV (C1-

D 1-E1地点),久

下前遺跡 n (A i-

B 1地点)

財調査報告書 IA
コ;
～

096 1105 U fcf'w S

i-

たやいせき 埼玉県 熊谷市

i
】

!北島Ⅷ/ 田谷

i

(財)埼玉県埋蔵

】文化財調査事業
!団報告書

292 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

団

200403

093 …1ー06

-
i

築道下遺跡 つきみちした

いせき

I

埼玉県

I

行田市 1築道下遺跡Ⅱ 1(財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

Efl報告書

ー99

I

Z(財)埼玉県埋蔵
…文化財調査事業

{団

199803

094 1107 堂地遺跡 …どうちいせき

～
1

埼玉県 川島町 堂地遺跡 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

Efl報告書

266 …(財)埼玉県埋窟

…文化財調査事業
主団

200011

l
095 1 07 堂地遺跡.

～
1A

どうちいせき 埼玉県 川島町 堂地遺跡 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

回報告書

266 (財)埼玉県埋蔵

文化財調査事業

=司

200011

102 1201 .国府関遺跡

-

こうせきいせ

き

千葉県 茂原市 !国府関連遺跡群

l

(財)長生郡市文

化財センタ- 調査

報告

15

-

～(財)長生郡市文

1化財センタI

199305

106 l.iOl 甘 ー卜一

i

おちかわ.い

ちのみやいせ

き

[東京都 …多摩市

i

1

i落川.- の宮遺跡

Ⅳ - 自然科学編 1
1

I

落川l- の宮遺跡 ー199911

lL 票 ‥㌫欝 ) i

103 1302 声 芸票 温 かみちばいせ 東京都 1葛飾区 上千葉遺跡 …葛飾区遺跡調査 35 葛飾区遺跡調査 199603

き i会発掘調査報告

「書

会 1

)
104 1303 l九段南- 丁目

遺跡

くだんみなみ1

ちようめいせき

東京都 】千代甲区

i
～

東京都千代田区

九段南- 丁目遺

跡

i 千代田区九段南

- 丁目遺跡調査
会(千代田区教育

委員会)

200506

105 1304 染地遺跡第51 そめぢいせき 東京都 調布市 東京都調布市染 調布市埋蔵文化 2 調布市遺跡調査 200703
地点 地遺跡 財報告集刊 A

2x
108 1401

i

沢狭遺跡 さわざまいせ

き

神奈川県 !平塚市

～

沢狭遺跡発掘調

査報告書
i
I

金目郵便局建設

用地内遺跡発掘

調査団

199803

107 1402 山角町遺跡第

Ⅳ地点

やまかくちよう

いせき

神奈川県 小田原市 山角町遺跡第Ⅳ

地点発掘調査報

告書 i

】 玉川文化財研究

所

200611

112 501 青田遺跡 あおたいせき …新潟県 新発田市 青田遺跡

】

新潟県埋蔵文化

財調査報告書
133 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

m

200403

110 1502 -岩ft ui いわくらいせ

き

新潟県 糸魚川市

l】

岩倉遺跡 新潟県埋蔵文化

財調査報告書l

114 I(財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

200303

109 1503 江内遺跡 えうちいせき 新潟県 新潟市秋

葉区

江内遺跡 新潟県埋蔵文化

財調査報告書

76
;
～

～

(財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

99603

119 1504 延命寺遺跡 えんめいじい

せき

新潟県 上越市 延命寺遺跡

E

新潟県埋蔵文化

財調査報告書
201 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

200810



遺跡一覧表A-1

111 1505 蔵ノ坪遺跡 …くらのっぽい
F き

新潟県 胎内市 蔵ノ坪遺跡

E

新潟県埋蔵文化 …

財調査報告書 -

i1

115 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

2002 08

120 1506 田伏山崎遺跡 たぶせやまい

せき

新潟県 糸魚川市 田伏山u-W iif* 新潟県埋蔵文化

財調査報告書

205 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

…200 912

i

118 150 7 姫御前遺跡

～

ひめごぜいせ

き

新.潟県

i

糸魚川市

i

I

姫御前遺跡 I 新潟県埋蔵文化

財調査報告書
184 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

200 801

113 150 8 細 EE]畢跡 ほそだいせき 新潟県 I上越市 下馬場遺跡.細田

遺跡

新潟県埋蔵文化

財調査報告書
152

i

k E Z雷芸塁票

団

200 508

114 15 09 三角田遺跡 みつまたいせ

き

E

新潟県 上越市 三角田遺跡 新潟県埋蔵文化

財調査報告書

154 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

200603

115 1510 用言寺遺跡 ようごんじい

せき

新潟県 上越市 …用言寺遺跡 I 新潟県埋蔵文化

財調査報告書
159 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

…団

200603

1 16 1510 用言寺遺跡 ようごんじい

～せき
】

新潟県 上越市 用言寺遺跡Ⅱ 新潟県埋蔵文化

財調査報告書
183

i

(財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

200707

1 17 1510 用言寺遺跡 はうごんじい

せき

新潟県 上越市

-
～

用言寺遺跡Ⅱ

I

新潟県埋蔵文化

財調査報告書
183 (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業

団

200707

125 …160 1

iE

岩坪岡田島遺 いわつぼおか 富山県 一高同市 岩坪岡田島遺跡. 富山県文化振興 】35

～
-F

(財)富山県文化 200703

跡 だじまいせき ～
ii
I

屋 蓋蓋至芸蔓霊. 財団埋蔵文化財

発掘調査報告

鹿 興財団埋蔵文

】化財調査事獅

122 602 五社遺跡 ごL やいせき 富山県 L小矢部市 五社遺跡発掘調

重報告

富山県文化振興

財団埋蔵文化財

発掘調査報告

9 (財)富山県文化

振興財団埋蔵文

化財調査事務所

199803

123 1602

i
I

五社遺跡 ごL やいせき 富山県 小矢部市 五社遺跡発掘調.

重報告

富山県文化振興

財団埋蔵文化財

発掘調査報告

9 品 孟鑑 孟笠

化財調査事務所

199803

～

】
ー28 603

i

青山遺跡 したやまいせ

き

富山県 黒部市 若栗中村遺跡.育

山遺跡.宮沢釈迦

遺跡発掘調査報

土ヒ.
.=l

富山県文化振興

財団埋蔵文化財

発掘調査報告

46

I

(財)富山県文化

振興財団埋蔵文

201003

化財調査事務所

127 1604 竹ノ内Ⅱ遺跡 ¥tzif 呈冒うちⅡ

1

1

富山県

i
I
)

～

朝 日町 竹ノ内Ⅱ遺跡.柳

田遺跡.下山折衷
遺跡.下山新遺跡

発掘調査報告

富山県文化振興

財団埋蔵文化財

発掘調査報告

i42

～

1(財)富山県文化

振興財団埋蔵文

化財調査事務所

200903

126 1605

I

手洗野赤浦遺 jたらいのあか 】富山県 高岡市

I

i

岩坪岡田島遺跡. 富山県文化振興 35 (財)富山県文化 200703
m うらいせき 手洗野赤浦遺跡.

[近世北陸道遺跡
…発掘調査報告

財団埋蔵文化財

^ 7~ r"十号壬

振興財団埋蔵文

化財調査事務所

12ー 1606 任海宮田遺跡 とうみみやた

いせき

富山県 …富山市

】

任海宮田遺跡発

掘調査報告書 Ⅱ

富山県埋蔵文化

財センタ一
199703

124 1607 中名Ⅴ遺跡 なかのみよう

Ⅴいせき

富山県 :富山市 】中名Ⅴ.Ⅵ遺跡▼

砂子田 I遺跡発

掘調査報告

富山県文化振興

財団埋蔵文化財

発掘調査報告

26 (財)富山県文化

振興財団埋蔵文

化財調査事務所

200503

12 9 1608 中冨居遺跡 なかふごうい

iせき

富山県 富山市 富山市中冨居遺

跡発掘調査報告

圭
日

～富山市教育委員

A=

19990
I

E

132 170 梅田B遺跡第4

次調査(1 -2区)

うめだBいせき 石川県 金沢市 金沢市梅田B遺跡

Ⅲ

(財)石川県埋蔵

文化財センター

200603

130 1702 四柳白山下遺 よっやなぎは 石川県 羽咋市 羽咋市四柳白山 (財)石川県埋蔵 200503
跡 くさんしたいせ

き

下遺跡 I
I～

文化財センター F

i
131 1702 思 柳白山下遺 よっやなぎは

くさんしたいせ

き

石川県 】羽咋市 摺 = 宗冒柳白山 i-
)

(財 )石川県埋蔵

文化財センター
200503

133 1702 四柳白山下遺

跡

よっやなぎは

くさんしたいせ

き

石川県 羽咋市 摩 霊宗 書 柳白山

it

i

～

I

(財)石川県埋蔵

文化財センター

i

200603

168 190

】

秋山氏館跡 あきやまLや

iかたあと

山梨県 甲府市 秋山氏館跡 甲府市文化財調

査報告書
16 甲府市遺跡調査

A
^r

200103

169 190 秋山氏館跡 あきやましや

かたあと

山梨県 甲府市 秋山氏館跡 甲府市文化財調

査報告書
16 甲府市遺跡調査

A
コ=

2 00103

170 190 秋山氏館跡 あきやましや

かたあと

山梨県 甲府市 秋山氏館跡 】甲府市文化財調

主査報告書
16 甲府市遺跡調査

A
=

2 00 103

145 1902 壱番下堤跡 いちばんした

つつみあと

山梨県 南アルプス

市

壱番下遺跡 置 票 監 190 山梨県埋蔵文化

財センター
200 103



遺跡一覧表A- 1

138 1903 鰍 沢河岸跡 か じかざわか

しあと

I

山梨 県 富 士川町 鰍沢河岸跡 L山梨県埋蔵文化

財センター調査報

。ニ
口

14 8 山梨県埋蔵文化 t

財センタl
199803

139 903 鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍沢河岸跡 山梨 県埋蔵文化
財センター調査報

也
.=l

148 山梨 県埋蔵文化

財センター

～

199803

150 1903

l

鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍沢河岸跡 Ⅱ(第

1分冊 )

山梨 県埋蔵文化

財センタ- 調査報

it
ロ

224 山梨 県埋蔵文化

財センター
200503

151 1903

-

鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍沢河岸跡 Ⅲ 山梨 県埋蔵 文化

財センター調査報

がニ
l=.

235 山梨県埋蔵文化

財センター

200603

152 190 3 鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍 沢河岸跡 Ⅲ 山梨 県埋蔵 文化

財センタ- 調査報

也.
.コ

235 山梨県埋 蔵文化

財センター

200603

153 90 3 鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍 沢河岸 跡Ⅲ 山梨県埋蔵 文化

財センタ- 調査報

丘.
ロ

235 山梨県埋蔵文化 l

財 センター
200603

154 903 鰍沢河岸跡 かじかざわ か

しあと

山梨 県 富士川町 鰍 沢河岸跡Ⅲ 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

dニ
l=-

235 山梨県埋蔵文化

財センター
200603

156 1903 鰍沢河 岸跡 か じかざわ か

しあと

山梨 県 富 士川町 鰍 沢河岸跡Ⅳ 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

dこ
ロ

238 山梨県埋蔵文化

財センター

200 603

157 1903 鰍 沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨 県 富士川町 鰍沢河岸跡Ⅳ 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

』ニ
口

23 8 !山梨県埋蔵文化

財センター
2 00603

158 903 鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍沢河岸跡Ⅳ 山梨 県埋蔵文化

財センター調査報

dニ
ロ

238 】山梨県埋蔵文化

財センター
200603

i

159 1903

1

鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍沢河岸跡Ⅳ 山梨 県埋蔵文化

財センター調査報

。ニ
ロ

238 山梨 県埋蔵文 化

財センター
200603

ー6 1 1903 鰍沢河岸跡 かじかざわか

しあと

山梨県 富士川町 鰍沢河岸跡 Ⅴ 山梨 県埋蔵 文化

財センタ- 調査報

…告

245 1山梨県埋 蔵文化

財センター

200703

162 1190 3 鰍沢河岸跡 か じかざわ か

しあと

山梨 県 富士川町 ]鰍 沢河岸 跡Ⅴ 山梨県埋蔵文化

財センター調 査報

』=
口

245

-

山梨県埋蔵文化 は00703

財 センター -

163 190 3 鰍沢河 岸跡 か じかざわ か

しあと

山梨 県 富士川町 .鰍 沢河岸跡Ⅴ 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

rt-
.=l

245 山梨県埋蔵文化 20070 3

財センタl E

1
166 1904

～

i
】

北田中遺跡 きたななかい

せき

山梨県 甲州市 置 欝 跡 .北 田 佃 県埋蔵文化

】財センター調査報

』こ
.=l

252 山梨県埋蔵文化

財センタI
200 80 3

167 1904 E北日中遺跡

i

きたななかい 山梨県 甲州市 西畑B遺跡 .北 田 山梨県埋蔵文化 …252 山梨県埋蔵文化 200 80 3

せき 中遺跡 財センター調査報

it
R

財センター

134 905 狐原遺 跡

E-

きつねつばら

いせき

山梨県 笛吹市 狐原遺跡 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

dニ
l=l

120 山梨県埋蔵文化

財センタ一
19960 3

137 906 古婦 毛遺跡 こぶけいせき 山梨県 甲州市 古婦毛遺跡 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

.dニl=l

142 山梨県埋蔵文化

財センター
19 970 3

136 1907 大師 東丹保遺 だいしひがし 山梨 県 南アルプス

市

大師東丹保遺跡 山梨県埋蔵文化 13 1 山梨県埋蔵文化 19 970 3

跡 I 区 たんばいせき I 区 財センタ- 調査報

とヒ.
.=.

財センタ-

146 1908 百々遺 跡 どうどういせき 山梨 県 南アルプス

市

百々遺跡2 -4 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

』ヒ.
.=l

2 12 ～山梨県埋蔵文化

財センター

20 040 2

147 1908 百々遺 跡 どうどういせき 山梨県 南アルプス

市

百々遺跡2 .4 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

.d二m

2 12

i

山梨県埋蔵文化

財センター

】20 0402

148 1908 百々遺 跡 どうどういせき 山梨県 南アルプス

市

百々遺跡2 .4 山梨県埋蔵文化

財センタI 調査報

d=
lコ

212 山梨県埋蔵文化

財センタ-
20 0402

149 1908 百々遺跡 どうどういせき 山梨県 南アルプス

市

百々遺跡2 .4 山梨県埋蔵文化

財センタ一調査報

.d=ロ

212 山梨県埋蔵文化

財センタ-
200402

144 1909 仲田遺跡 なかたいせき 山梨県 南アルプス

市

仲 田遺跡 山梨 県埋蔵文化

財センタI 調査報

dニ
l=.

187 山梨 県埋蔵文 化

財センター

200103

164 19 10 西畑B遺跡 にしはたBい

せ き

山梨県 甲州市 西畑B遺跡 .北田

中遺跡

山梨 県埋蔵文化

財センター調査報

dニ
l=l

252 山梨 県埋蔵文 化

財センター
200803



遺跡一覧表A-1

165 19 10 西畑B遺跡 !

E
】

品 はたBLつ 山梨県 甲州市 西畑B遺跡.北田

中遺跡

山梨県埋蔵文化

財センター調査報

dニ
l=-

252 山梨県埋蔵文化

財センター
20080 3

160 19 1 平田宮第2遺跡 ひらたみやだ

い2いせき

山梨県 中央市 平田宮第2遺跡 山梨県埋蔵文化

財センタ- 調査報

』ヒ.
l=l

244 山梨県埋蔵文化

財センター
20070 3

140 19 12 町屋口遺跡 まちやぐちい

せき

山梨県 富士川町 町屋ロ遺跡 -山梨県埋蔵文化

財センター調査報

/アL
ロ

177 山梨県埋蔵文化

財センター
20000 3

171 19 13 松本塚ノ越遺跡 まつもとつか 山梨県 笛吹市 松本塚ノ越遺跡 石和町埋蔵文化 8 石和町遺跡調査 200310

ホテルやまなみ

地点

のこしいせき 〔ホテルやまなみ

地点〕

財調査報告 会.石和町教育委

員会

141 19 14 宮沢中村遺跡 みやざわなか 山梨県 南アルプス 宮沢中村遺跡 山梨県埋蔵文化 181 山梨県埋蔵文化 2000 03

むらいせき 市 E センター調査報 財センタI

142 1914 宮沢中村遺跡 みやざわなか

むらいせき

山梨県 南アルプス

市

宮沢中村遺跡 山梨県埋蔵文化

財センタ- 調査報

.dニl=.

18 1 山梨県埋蔵文化

財センター
200003

143 19ー4 宮沢中村遺跡 みやざわなか

むらいせき

】

山梨県 南アルプス

市

宮沢中村遺跡 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

也
.=l

18 1 山梨県埋蔵文化

財センター
200003

135 1915 向河原遺跡 むかがわらい

せき

山梨県 南アルプス

市

向河原遺跡 山梨県埋蔵文化

財センタ- 調査報

』ヒ.
.=l

129 !山梨県埋蔵文化

財センター

ー99709

155 1916

i

】

四ノ側遺跡 よんのがわい

せき

山梨県 都留市 四ノ側遺跡 山梨県埋蔵文化

財センター調査報

也.
∩

236 山梨県埋蔵文化

財センタI
200603

172 2001 石川条里遺跡 いしかわじよう 長野県 長野市 中央自動車道長 (財)長野県埋蔵 26 (財)長野県埋蔵 199703
りいせき 野線埋蔵文化財

発掘調査報告書

文化財センタ- 発

!掘調査報告書

文化財センター
i

173 2001 石川条里遺跡 いしかわじよう 長野県 長野市 中央自動車道長 l(財)長野県埋蔵 26 (財)長野県埋蔵 99703

I

i りいせき 野線埋蔵文化財

発掘調査報告書

文化財センター発

掘調査報告書

文化財センター

176 】2002

i

I

牛出遺跡 うしいでいせ

き

長野県 中野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(it)芸禁 票雲

脚 査報告書

28 (財)長野県埋蔵

文化財センター

1199703
-

183 2003 川田条里遺跡 かわだじようリ

いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

F 化財センタl
120 0003
-

-i
184 2003 川田条里遺跡 Lかわだじようりt長野県 】長野市 上信越 自動車道 (財)長野県埋蔵 47 I(財)長野県埋蔵 200003

いせき i
】

埋蔵文化財発掘

調査報告書

文化財センタI 発

掘調査報告書

文化財センター

185 2003 |J 田条里遺跡

-

かわだじようり

いせき

長野県 長野市 「上信越 自動車道
…埋蔵文化財発掘

…調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文イヒ財センタ-
200003

186 2003

～
i .

川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

I(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センター

200003

187 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センタ- 発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センタI
200003

188 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センタ二

200003

189 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センター

200003

190 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センター
200003

191 2003 川田条里遺跡 かわだじようリ

いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センタ-
200003

192 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

】いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センタ-
200003

193 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センター

200003

194 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センタI 発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センター

200003

195 2003 川田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長野市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財)長野県埋蔵

文化財センター
200003



遺跡一覧表A- 1

196 2003 川 田条里遺跡 かわだじようり

いせき

長野県 長 野市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センタ- 発

掘調査報告書

47 (財)長野 県埋蔵

文 化財センタ-
200003

197 20 03 川 田条里遺跡 かわだじようリ

いせ き

長野県

i

長野市

～

上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

47 (財 )長野 県埋蔵

文 化財センター
200003

174 20 04 屋代遺跡群 こうしよくじよう 長野県 千曲市 更埴条里遺跡 .屋 (財)長野 県埋蔵 26 (財 )長 野県埋蔵 199903

リいせき.やし

ろいせきぐん

代遺跡群 (含む大

境遺跡 .窪河原遺

防)- 古代 1編-

文化財センタI 発

掘調査報告書

文化財センター 】

i

175 20 04 屋代遺跡群 こうしよくじよう

りいせ き.やし

ろいせきぐん

長野県 千曲市 更埴条里遺跡 .屋

代遺跡群 (含む大

境遺跡 .窪河原遺

跡)一 古代 1編l

(財)長野 県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

26 (財 )長野 県埋蔵 -

文 化財センター

I

199903

177 20 04 屋代遺跡群 こうしよくじよう

りいせき.やし

ろいせきぐん

長野県 千曲市 更埴条里遺跡 .屋

代遺跡群 (含む大

境遺跡 .窪河原遺

跡)- 弥生 .古墳

時代編】

(財)長野 県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

29 (財 )長 野県埋蔵

文化財センター
199803

179 20 04 更埴条里遺跡 こうしよくじよう

りいせき
】

長野県

～

千曲市 北陸新幹線埋蔵

文化財発掘調査

報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センター発

掘調査報 告書

32 (財 )長 野県埋蔵

文化財センター
199803

180 2004 屋代遺 跡群 こうしよくじよう

りいせき.やし

ろいせきぐん

長野県 千曲市 北陸新幹線埋蔵

文化財発掘調査

報告書

(財)長野県埋蔵

文 化財センタ一発

g掘調 査報 告書

32 (財)長野県埋蔵

文化財センタ-

199803

198 2004 更埴 条里遺 跡

,

こうしよくじよう

りいせき.やし

ろいせきぐん

長野県 干曲市 上信越 自動車 道

埋蔵文 化財発 掘

調査報告 書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘 調査報告書

50 (財)長野県埋蔵

文化財センター

∴

200003

199 2004 更埴 条里遺 跡 こうしよくじよう

りいせき.やし

ろいせきぐん

長野 県 千曲市 上信越 自動車道

埋蔵 文化財発掘

調査報 告書

(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

50 (財)長野県埋蔵

文化財センター

2000 03

201 2004

I

更埴条里遺跡 t

屋代遺跡群

こうしよくじよう

りいせき.やし

ろいせきぐん

長野 県 千 曲市 上 信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調 査報 告書

】(財)長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

54 (財)長野 県埋蔵

文化財センター
2 000 03

I
t

202 12004 更埴条里遺跡 .

屋代遺跡群

に うしよくじよう

iりいせき.やし
E長野 県
E
】

I

「千曲市
】i

i

上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

(財)長野 県埋蔵

文化財センタ一発

54 .(財)長野 県埋蔵 S200003

…文化財センタ一 I
I

ろいせきぐん ー調査報告書 掘調査報告書 l

203 2004 g更埴条里遺跡 . こうしよくじよう1長野県 千曲市 j上信越 自動車道 (財)長野 県埋蔵 54

-

(財)長野 県埋蔵 2 000 0「

!屋代遺跡群 りいせき.やし

ろいせきぐん

】埋蔵文化財発掘

調査報告書

文化財センタI 発

掘調査報告書

文化財センター

204 2004 更埴条里遺跡 . こうしよくじよう 長野県 千曲市 上信越 自動車道 t(財)長野 県埋蔵 54 (財)長野 県埋蔵 …200003

屋代遺跡群 りいせき.やし

ろいせきぐん

埋蔵文化財発掘

調査報告書

文化財センター発

掘調査報告書

:文化財センタI

1

l

205 2004 更埴条里遺跡 . こうしよくじよう 長野県 千曲市 上信越 自動車道 (財)長野 県埋蔵 54

i

-(財)長野 県埋蔵 200003
屋代遺跡群 りいせき.やし

ろいせきぐん

埋蔵文化財発掘

調査報告書

】文化財センター発

掘調査報告書

文化財センタl

206 2004 更埴条里遺跡 . こうしよくじよう 長野県 千曲市 上信越 自動車道 (財)長野 県埋蔵 L54

i

1

(財 )長野 県埋蔵 200003
屋代遺跡群 りいせき.やし

ろいせきぐん

埋蔵文化財発掘

調査報告書

文化財センター発

掘調査報告書

文 化財センター

207 2004 更埴条里遺跡 . こうしよくじよう 長野県 千曲市 上信越 自動車道 (財)長野 県埋蔵 】54 (財 )長野 県埋蔵 200003
屋代遺跡群 リいせき.やし

ろいせきぐん

埋蔵文化財発掘

調査報告書

文化財センター発

掘調査報告書

文化財センター

208 2004 更埴条里遺跡 . こうしよくじよう

りいせき.やし

rろいせきぐん

長野県 千曲市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

54 (財)長野 県埋蔵

文化財センター
200003

屋代遺跡群

200 2005 郷土遺跡 -ごうどいせき 長野県 小諸市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センタI 発

掘調査報告書

52 (財)長野 県埋蔵

文化財センター
200003

178 2006 国分寺周辺遺 こくぶんじしゆ 長野県 上 田市 北陸新幹線埋蔵 (財)長野 県埋蔵 31 (財)長野 県埋蔵 199803

跡群 うへんいせ き

ぐん

文化財発掘調査

報告書

文化財センター発

掘調査報告書

文化財センタ-

209 2007 l離山遺跡 はなれやまい

せき

長野県 佐 久市 国補緊急地方道

路整備B業務 (主)

川上佐久線発掘

調査報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センタ一発

掘調査報告書

66 (財)長野 県埋蔵

文 化財センター

200403

182 2008 春山 .春山B遺

跡

はるやま.は

るやまBいせ

き

長野県 長野市 上信越 自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)長野 県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

45 (財 )長 野県埋蔵

】文 化財センタ-

199911

2 11 2009 松代城跡 まつしろじよう

あと

長野県 長野市 松代城跡 長野市 の文 化財 73 長野市教育委 員

会 埋蔵 文化財セン

タI

199503

212 20 10 松代城下町跡

(中木町 .西木

町 .紺屋町)

まつしろじよう

かまちあと

長野県 長野市 松代城下町跡 ～

中木町 .西木 町.

紺屋町 ～

長野市 の文化財 109 長野市教 育委 員

会 .長 野市 埋蔵文

化財センター

200503

213 20 10 松代城下町跡

(中木町 .西木

町 .紺屋町)

まつしろじよう

かまちあと

-

長野県 長野市 松代城下町跡 ～

中木町 .西木 町.

紺屋町 ～

長野市 の文化財 109 長 野市教 育委 員

会 .長野市 埋蔵文

化財センタ一

200503



遺跡一覧表A-1

18 1 】2011

】

松原遺跡 まつばらいせ

き
長野県 長野市

i

上信越自動車道

埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財 )長野県埋蔵

文化財センタ- 発

掘調査報告書

…36 (財 )長野県埋蔵

文化財センター
20 0003

2 10 】2012 御社宮司遺跡 み Lやぐうじい

せき

長野県 茅野市 御社宮司遺跡 中

村.外垣外遺跡

(財 )長野県埋蔵

文化財センター発

掘調査報告書

88 (財 )長野県埋蔵

文化財センター
20 090 3

214 2101
1
i

今宿遺跡 いまじゆくいせ

き

岐阜県 大垣市 今宿遺跡 岐阜県文化財保

護センタI 調査報

告書

37 (財 )岐阜県文化

財保護センター
199803

2 15 2101 今宿遺跡 いまじゆくいせ

き

岐阜県 大垣市 今宿遺跡 岐阜県文化財保

護センター調査報

告書

37 (財 )岐阜県文化

財保護センタI
19980 3

216 2101 】今宿遺跡 いまじゆくいせ

育

岐阜県 大垣市 今宿遺跡

-

岐阜県文化財保

護センター調査報

告書

37 (財 )岐阜県文化

財保護センタ-

19980 3

2 17 2 02 城之内遺跡 しろのうちい

せき

岐阜県 岐阜市 堀田.城之内 岐阜市遺跡調査

A
=;

19960 3

234 220 1 上土遺跡立石

地区

あげつちいせ

き

静岡県 静岡市駿

河区

上土遺跡(立石地

区) I (遺構編 )

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

77 (財 )静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

19960 3

235 220 上土遺跡立石

地区

あげつちいせ

き

静岡県 静岡市駿

河区

上土遺跡(立石地

区) I (遺構編 )

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

77 (財 )静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

19 960 3

2 18 2202 池ケ谷遺跡 いけがやいせ 静岡県 静岡市駿 池ケ谷遺跡 I (追 静岡県埋蔵文化 38 (財 )静岡県埋蔵 19 920 3
き 河区 構編) 財調査研究所調

重報告

文化財調査研究

所

246 2203 有東遺跡第14

次

うとういせき 静岡県 静岡市駿

河区

有東遺跡 静岡市埋蔵文化

財発掘調査報告
43 静岡市教育委員

■ゝzs

19970 9

230 2204 上反方遺跡

～
～

かみたんばい

せき

静岡県 島田市 上反方遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

査報告

58 (財 )静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199503

23 1 2204 -上反方遺跡 かみたんばい

せき

静岡県

i

島田市 上反方遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

58 】(財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199503

236 2205 川合遺跡志保 かわいいせき 静岡県 静岡市駿 川合遺跡志保田 静岡県埋蔵文化 110 2 (財)静岡県埋蔵 199803
田地区 河区 地区 財調査研究所調

重報告

文化財調査研究

所

247 220 6 ケイセイ遺跡第

7次

】けいせいいせ

き

静岡県 静岡市駿

河区

ケイセイ遺跡 静岡市教育委員

A
=;

200902

244 2207 小瀬戸遺跡 こせといせき 静岡県 静岡市葵

区

小瀬戸遺跡.栗ケ

沢遺跡

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

176 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

200703

i

245 2207

1

小瀬戸遺跡 こせといせき 静岡県 静岡市葵

区

小瀬戸遺跡.栗ケ

沢遺跡

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

176 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

200703

248 】220 7

`

小瀬戸遺跡 ～こせといせき 静岡県 静岡市葵

区

小瀬戸遺跡 静岡市埋蔵文化

財調査報告

静岡市教育委員

A
≡

…200903

219 220 8 瀬名遺跡 せないせき 静岡県 静岡市駿

河区

瀬名遺跡 I (遺構

編 I )

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

40 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199203

220 220 8 瀬名遺跡 せないせき 静岡県 静岡市駿 瀬名遺跡 I (遺構 静岡県埋蔵文化 40 圧財)静岡県埋蔵 199203

河区 編 I ) 財調査研究所調

重報告

文化財調査研究

所

22ー 220 8 .瀬名遺跡 せないせき 静岡県 静岡市駿

河区

瀬名遺跡 I (遺構

編 I )

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

40 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199203

242 220 9 恒武東覚遺跡 つねたけとう

かくいせき

静岡県 浜松市東

区

恒武東覚遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

148 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

20 0403

2 43 220 9 恒武東覚遺跡 つねたけとう

かくいせき

静岡県 浜松市東

区

恒武東覚遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

148 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

20 040 3

2 49 22 10 恒武西宮遺跡

第3次 .第6次 .

第7次

つねたけにし

みやいせき

静岡県 浜松市東

区

恒武西宮遺跡 (財 )浜松市文化

協会
200202

24 1 221 1 藤守遺跡 ふじもりいせ

き

静岡県 焼津市 藤守遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

131 (財 )静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

200203

233 2212 曲金北遺跡 まがりかねき

たいせき

静岡県 静岡市駿

河区

曲金北遺跡(遺構

編)

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告 .

68 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199603

222 2213 箕輪遺跡 みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

53 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199403

9 15 2213 箕輪遺跡 みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

53 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

99403

10



遺跡一覧表A-1

916 2213 箕輪遺跡 tみのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

53 (財)静岡県埋蔵 i

文化財調査研究

所

199403

223 22 3 箕輪遺跡

L

みのわいせき 静岡県 浜松市東 】

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化 E

財調査研究所調 】

査報告

53 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

99403

224 2213 …箕輪遺跡 みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡

i
E
～

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

套報告

53 圧財)静岡県埋蔵
離 財調査研究

19940 3

225 2213 箕輪遺跡 みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

53 m 雷宗宝器雲 19940 3

226 2213 箕輪遺跡 みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告 .

53 】(財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

19940 3

227 2213 箕輪遺跡 みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

53 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所 】

19940 3

228 2213 箕輪遺跡 みのわいせき 静岡.県 浜松市東

区 -

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

53 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

19940 3

229 22 3 箕輪遺跡 -みのわいせき 静岡県 浜松市東

区

箕輪遺跡 静岡県埋蔵文化 .

財調査研究所調

重報告

53 (財)静岡県埋蔵

FW 化財調査研究

19940 3

237 2214 元島遺跡 もとじまいせき静岡県 磐田市 元島遺跡 I (遺構

編本文)

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

109

I

(財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

】19980 3

238 2214 l元島遺跡 もとじまいせき静岡県 磐田市 元島遺跡 I (遺構

編本文)

静岡県埋蔵文化
;財調査研究所調

重報告

109 .(財)静岡県埋蔵

】文化財調査研究
】所

199803

239 22 14 元島遺跡 もとじまいせき静岡県 磐田市

蝣e "̂ J^

静岡県埋蔵文化

財調査研究所調

重報告

109 (財)静岡県埋蔵

文化財調査研究

所

199803

240 22 14 元島遺跡 …もとじまいせき静岡県 ]磐田市 一元島遺跡 I (遺構 静岡県埋蔵文化 …109 (財 )静岡県埋蔵 19980 3

i 1

～
一
一

編本文) 農 芸研究所調 文化財調査研究

所

264 …230 1

】

朝日遺跡 あさひいいせ

き

愛知県

～

名古屋市

西区.清洲

市

朝日遺跡Ⅶl (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

154 (財 )1愛知県埋蔵

文化財センタ-
20 0903

I
250 230 2 伊保遺跡 いぼいせき

I

-

1愛知県 !豊田市 E E 慧 ;霊農

高樋遺跡

(財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

46 (財)愛知県埋蔵

文化財センタ-

199303

262 230 3

I

今町遺跡 . 】いまちよういせ

{き

】

愛知県 皇田市 今町遺跡 屋 芸慧票 105 (S* i愛知県埋蔵
…文化財センター

1

200208

263 230 3 今町遺跡 ル、まちようしltせ

き

愛知県 豊田市 今町遺跡 圧財)愛知県埋蔵
唐 笠聖 ンタ一報

105 (財 )愛知県埋蔵

文化財センター

200208

253 230 4 大毛沖遺跡 おおけおきい

せき

愛知県 一宮市 大毛沖遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

66 (財)愛知県埋蔵

文化財センター
199608

254 230 4 大毛沖遺跡 おおけおきい

せき

愛知県 一宮市 大毛沖遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

66 (財)愛知県埋蔵

文化財センター

99608

-

255 230 5 門間沼遺跡 かどまぬまい

せき

愛知県 一宮市 門間沼遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

80 (財)愛知県埋蔵

文化財センター
199808

256 230 5 門間沼遺跡 かどまぬまい

せき

愛知県 - 宮市 門間沼遺跡 . (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

80 A(財 )愛知県埋蔵

文化財センター
199808

257 230 5 門間沼遺跡 かどまぬまい

せき

愛知県 一宮市 門間沼遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

i80 (財 )愛知県埋蔵

文化財センタ-

199808

258 230 5 門間沼遺跡 かどまぬまい

せき

愛知県

i

一宮市 旧 聞沼遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

80 (財)愛知県埋蔵

文化財センター

199808

259 230 5 門間沼遺跡 かどまぬまい

せき

愛知県 . I 宮市 門間沼遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

80 圧財)愛知県埋蔵

文化財センタ-
19980 8

260 230 5 門間沼遺跡 かどまぬまい

せき

愛知県 一宮市 門間沼遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

80

-

(財)愛知県埋蔵

文化財センター

19980 8

690 230 6 川原遺跡 かわはらいせ

き

愛知県 芦 田市 川原遺跡 第二分

冊

(財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

…91 (財)愛知県埋蔵

文化財センタ-

200 10 8

ll



遺跡一覧表A-1

25 1 2307 清洲城下町遺 きよすじようか 愛知県 清洲市 清洲城下町遺跡 (財)愛知県埋蔵 50 圧財)愛知県埋蔵 199403
跡

i

まちいせき

1

Ⅲ.外町遺跡 文化財センター報

告書

文化財センター

252 2307 清洲城下町遺 きよすじようか 愛知県 清洲市 清洲城下町遺跡 (財)愛知県埋蔵 50 (財)愛知県埋蔵 19940 3
跡 まちいせき Ⅲ.外町遺跡 文化財センター報

告書

文化財センター

691 2308 天神前遺跡 てんじんまえ

いせき

愛知県 豊田市 天神前遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

96 (財)愛知県埋蔵

文化財センター
20010 8

26ー 2309 八王子遺跡 はちおうじい

せき

愛知県 一宮市 八王子遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

92 (財)愛知県埋蔵

文化財センター

20020 3

265 】2310 法固寺中世墓 ほうえんじちゆ

うせいぼ

愛知県 一宮市 法同寺中世墓遺

跡発掘調査報告

圭
.≡.

I 宮市埋蔵文化

財調査報告
1 - 宮市教育委員

Jet=

19950 3

266 231 万加田遺跡 まんかだいせ

き

愛知県 皇田市 花本.万加田遺跡 豊田市埋蔵文化

財発掘調査報告

圭
日

20 豊田市教育委員

A3*

200 20 3

692 2312 水入遺跡 みずいりいせ

き

愛知県 豊田市 水入遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センター報

告書

108 (財)愛知県埋蔵

文化財センタ-
200 50 8

689 2313 室遺跡 むろいせき 愛知県 西尾市 室遺跡 (財)愛知県埋蔵

文化財センタ一報

告書

49 (財)愛知県埋蔵 19940 3

文化財センター

267 】240 1
;

位田遺跡 いんでんいせ 三重県 津市 一般国道23号中 三重県唾蔵文化 115- 三重県埋蔵文化 199903

】

き 勢道路建設事業

に伴う位日遺跡発

掘調査報告

財調査報告 12 財センター

274 250 ]浅小井城跡第2 あさごいじよう 滋賀県 近江八幡 浅小井城跡2次調 近江八幡市埋蔵 -32 近江八幡市教育 199603
[次

E

いせき 市 査 文化財発掘調査

報告書

委員会

273 2502

i

I

「井戸遺跡 ～いどいせき 滋賀県 湖南市 井戸遺跡 県営経営体育育

成整備事業に伴

う発掘調査報告

二重=liiii-

37-3 滋賀県教育委員

R ㌫芸濃 賢 文
201003

-

275 2 503 草津宿場町遺

跡第7次

くさつしゆくぼ

まちいせき

滋賀県 草津市 草津宿場町遺跡

(第7次)発掘調査
報告書

草津市文化財調

査報告書

83 巳l 】201003

i
貝

A
21

276 2503 草津宿場町遺 くさつしゆくぼ 滋賀県 革津市 草津宿場町遺跡 草津市文化財調 83

i

草津市教育委員 201003
跡第7次
-

まちいせき (第7次)発掘調査

報告普

査報告書 A
^r

277 12503

】
;

-草津宿場町遺

跡第7次

くさつしゆくぼ

まちいせき

滋賀県 革津市 】草津宿場町遺跡

g ; 蛋 )発朋 査

草津市文化財調

査報告書
83 草津市教育委員

.̀ゝ .33

201003

r

268 2 504 j柳遺跡

-
l

やなぎいせき 滋賀県

i
]

草津市 柳遺跡Ⅲ 草津川改修事業

ならびに革津川

放水路建設事業

に伴う発掘調査
報告書

…10
ii
-
i

滋賀県教育委員

会Ⅰ(財)滋賀県文

化財保護協会

200603

2 69 】2504 柳遺跡 やなぎいせき 滋賀県 草津市 柳遺跡Ⅱ 草津川改修事業

ならびに草津川

放水路建設事業

に伴う発掘調査

報告書

10 滋賀県教育委員

会.(財)滋賀県文

化財保護協会

200603

2 70 2504 柳遺跡 やなぎいせき 滋賀県 革津市 柳遺跡Ⅲ 且 EiM r.i<Z[ge iw 10 滋賀県教育委員

会.(財)滋賀県文

化財保護協会

200603

i

革津川改修事業

ならびに革津川

放水路建設事業

に伴う発掘調査

報告書
271 2504 柳遺跡 やなぎいせき 滋賀県 革津市 柳遺跡Ⅲ 草津川改修事業

ならびに草津川

放水路建設事業

に伴う発掘調査 ′

報告書

10 滋賀県教育委員

会.(財)滋賀県文

化財保護協会

200603

272 2504 [柳遺跡 やなぎいせき 滋賀県 草津市 柳遺跡Ⅲ 草津川改修事業

ならびに草津川

放水路建設事業

に伴う発掘調査

報告書

10 滋賀県教育委員

会.(財 )滋賀県文

化財保護協会

200 603

929 2504

～

柳遺跡 やなぎいせき 滋賀県 草津市 柳遺跡Ⅳ 草津川串修事業

ならびに革津川

放水路建設事業

に伴う発掘調査
報告書

ll 滋賀県教育委員

会.(財)滋賀県文

化財保護協会

200803

12



遺跡一覧表A-1

930 2504 柳遺跡 やなぎいせき !滋賀県 [

1

草津市 つ柳遺跡Ⅳ 革津川改修事業 …
ならびに草津川
放水路建設事業
に伴う発掘調査
報告書

ll

-

滋賀県教育委員
会.(財)滋賀県文
化財保護協会

200803

688 260 嵐山 】あらしやま 京都府 京都市西 史跡.名勝 嵐山 厚都市埋蔵文化.2008- (財)京都市埋蔵 200903

i 京区 財研究所発掘調
査報告 !

14 文化財研究所

296 2602

I

宇治川太閤堤
跡

うじがわたい E

こうつつみあ
と

京都府 -宇治市 芸孟詣歪雷雲誓 j

1

宇治市埋蔵文化 け3
聖発掘調査報告 E

.∃

宇治市教育委員
A33

200901

297 2602

1i

宇治川太閤堤
跡

うじがわたい
こうつつみあ
と :

京都府

i

宇治市

-

完 詣歪霊誓笠 屋芸宗器霊孟笠 E

～

73 宇治市教育委員

.とーT*

200901

286 2603 】
～
内里八丁遺跡A
地区.B地区

うちさとはつ -

ちよういせき
京都府 八幡市 [内里八丁遺跡

ILl

京都府遺跡調査
報告書 1

26 (財)京都府埋蔵
文化財調査研究
センター

1999 2

287 2603 …内里八丁遺跡C
地区～F地区

うちさとはつ
ちよういせき

京都府 1

-

八幡市 …内里八丁遺跡Ⅱ 京都府遺跡調査
報告書

30 (財)京都府埋蔵
文化財調査研究
センタ-

200303

304 2604 京都大学北部 きようとだいが 京都府

..ノ

京都市左 京都大学北部構 l京都大学構内遺 1994 京都大学埋蔵文 99803
構内遺跡B F34
区

くこうないいせ
き

E京区

-

内BF34区の発掘
調査

糊 湖 完H-ft M-&
1

化財研究センター

305 2604 京都大学北部 きようとだいが.京都府 京都市左 !京都大学北部構 京都大学構内遺 2002 [京都大学埋蔵文 200703

E
構内遺跡BD28

i区

くこうないいせ.
き

京区 内BD28区の発掘
調査

跡調査研究年報 年度 ー化財研究センタl
-
l

306 2604 ]京都大学西部 きようとだいが 京都府

i

京都市左 京都工芸繊維大 i ～ 京都工芸繊維大 199309
構内遺跡 くこうないいせ.

き

厚区 学構内遺跡発掘
!調査報告書

学吉田団地遺跡

-調査委員会278 2605 蔵ケ崎遺跡 くらがさきいせ.
き

京都府 与謝野町 J蔵ケ崎遺跡 京都府遺跡調査
概報

54 圧財)京都府埋蔵
…文化財調査研究

jセンタ-

199303

I

281 2606

i

桑原ロ第6次
i-
～

くわはらぐちい

[せき

京都府 宮津市 桑原ロ遺跡第6次-京都府遺跡調査
[概報

10つ 墾 宝器雲 200203

280 2607

】

上津屋遺跡第4 にうづやいせ 京都府 】八幡市
l
-
1

上津屋遺跡第4次…京都府遺跡調査 う石「一.(財)京都府埋蔵 200111
次 F 15IR

1

文化財調査研究
センター

279 】2608
-
-

佐山遺跡 -さやまいせき 京都府 久御山町 佐山遺跡 京都府遺跡調査
概報

101 (財)京都府埋蔵
文化財調査研究
センタI

200 11

288 2608

-
l

佐山遺跡

I

!さやまいせき

-

京都府

-

I久御山町

-

佐山遺跡 京都府遺跡調査
報告書

33 (財)京都府埋蔵
文化財調査研究
センター

200312

-
295 ー云2609 「意南看て録閣 :じしようじ(ぎん[京都府 京都市左 史跡 慈照寺(鍾 l裏面市埋蔵文化 2007二画 意都市埋蔵 200803

寺)旧境内 かくじ)きゆう
けいだい

京区 閤寺)旧境内 財研究所調査報
it.口

16 文化財研究所

285 2610

-

下植野南遺跡 Lもうえのみな
みいせき

京都府 大山崎町 下植野南遺跡 京都府遺跡調査
報告書

[25 (財)京都府埋蔵
文化財調査研究
センタ-

199903
i

i
917 】2611 水垂遺跡.長岡 ながおかきよ.】京都府

,

京都市伏 水垂遺跡 長岡京京都市埋蔵文化 17 (財)京都市埋蔵 199803
京左京六.七条 うさきようあと
三亡 "--"!"--サ・_=

うあと)

見区 】左京六.七条三坊

,

財研究所調査報
d=口

文化財研究所 I

298 2611 「長岡京左京第 ながおかきよ 京都府 向日市 長岡京左京第293 向日市埋蔵文化 36 (財)向日市埋蔵 199303
293次 うさきようあと 次(7AN FM M ー3

地区)～左京三条

- 坊三町(三条-
.坊- 町).三条条
問小路(二条大
路)～発掘調査概
要

財調査報告書 文化財センター.
向日市教育委員
Az*

-

～

299 2611

i1

長岡京左京第 ながおかきよ 京都府 向日市 長岡京左京第370 向日市埋蔵文化 43 圧財)向日市埋蔵 199603

i

370次 ～うさきようあと

】
1
～

i

1
1

次(7A NEKZ- 9地
区)～左京三条二
坊二町(二条三坊
四～五町).東三
坊坊間西小路(秦
三坊第一小路),
鶏冠井清水遺跡.
乙訓郡九条弓弦
羽里三十六坪～
発掘調査概要

…財調査報告書
1
I

】文化財センター

13



遺跡-覧表A-1

300 26 11 長岡京左京第 ながおかきよ 京都府 向日市 長岡京跡左京第 向日市埋蔵文化 61 圧財)向E]市埋蔵 20031
】438次 うききょうあと 438次(7A N FM I-

7地区～左京五条

二坊九町.真二坊
坊間小路.鴨田遺

跡～発掘調査報

d=
l=-

財調査報告書

I

-

文化財センター

301 26 11 長岡京左京第 ながおかきよ 京都府 …向日市 長岡京跡左京第 向日市埋蔵文化 61 (財)向日市埋蔵 20031
438次 うさきようあと 438次(7A N FM ト

7地区～左京五条

二坊九町.真二坊
坊間小路,鴨田遺

跡～発掘調査報

d=
E3

財調査報告書 文化財センタI

302 2 61 長岡京左京第 ながおかきよ 京都府 向日市 長岡京跡左京第 向日市埋蔵文化 61 (財)向日市埋蔵 2003
】465次 474次 うさきようあと 465-474次

(7A N F Gト 1.2地

区～三条大路.真

一坊大路交差点,
左京三条二坊四

+= 芸

財調査報告書 文化財センタI

303 2G II 長岡京跡左京 ながおかきよ 京都府 向日市 長岡京跡左京第 向日市埋蔵文化 69 (財)向日市埋蔵 200905
第308次 うさきようあと 308次(7A N FH D ー

6地区)～左京五
条二坊十町,真二

坊坊間小路,嶋田

遺跡～発掘調査

報告

財調査報告書 文化財センター.

284 2 612 西ノ口遺跡 にしのくちい

せき

京都府 山城町 西ノ口遺跡発掘調

査概要

京都府遺跡調査

概報
111 (財)京都府埋蔵

文化財調査研究

センタ一

200403

307 2 613 】平等院境内
i
I

ぴようどういん

けいだい

京都府 宇治市 平等院境内発掘

調査報告書

宗教法人 平等院
I
I

200006

2 83 2 614 l福知山城跡 ふくちやまじよ

うあと

京都府 福知山市 福知山城跡発掘

調査概要

京都府遺跡調査

概報
107 (財)京都府埋蔵

文化財調査研究

センター

200303

2 82 2 615 [古屋敷遺跡

iI
E

ふるやしきい 京都府 京田辺市 古屋敷遺跡発掘 京都府遺跡調査 104 (財)京都府埋蔵 200203
せき 調査概要 概報

i

!文化財調査研究

】センター

289 2 616 平安京右京三 へいあんきよ 京都府 京都市中 平安京右京三条 [京都市埋蔵文化 21 漂 ヒ認 豊諾侶

i

200212
条二坊十六町

第3次

ううきようあと 京区 二坊十五.十六町 財研究所調査報
「告

290 2 617 摩 安京左京北 へいあんきよ 京都府 京都市上 平安京左京北辺 …京都市埋蔵文化 22 圧財)京都市埋蔵 20040
】辺四坊

]

うさきようあと 京区 四坊一第1分冊

(公家町形成前)

.財研究所調査報

dこ
.=l

文化財研究所

291 2 617 ～平安京左京北 へいあんきよ 京都府 京都市上 平安京左京北辺 京都市埋蔵文化 22 (財)京都市埋蔵 20040 1
辺四坊 うさきようあと 京区 四坊一第1分冊

(公家町形成前)

財研究所調査報

』ヒ.
lコ

文化財研究所

292 26 17 平安京左京北 へいあんきよ .京都府 京都市上 平安京左京北辺 京都市埋蔵文化 22 (財)京都市埋蔵 20040
辺四坊 うさきようあと 京区 四坊一第1分冊

(公家町形成前)

財研究所調査報

』ヒ.
l=-

文化財研究所

293 2 617 平安京左京北 へいあんきよ 京都府 京都市上 平安京左京北辺 京都市埋蔵文化 22 (財)京都市埋蔵 20040
辺四坊 うさきようあと 京区 四坊一第1分冊

(公家町形成前)

財研究所調査報

』ヒ.
口

文化財研究所

294 2 617 平安京左京六 へいあんきよ 京都府 京都市下 平安京左京六条 京都市埋蔵文化 2005- (財)京都市埋蔵 200512
条三坊五町跡 うさきようあと 京区 三坊五町跡 財研究所調査報

月=
lコ

8 文化財研究所

342 270 有池遺跡 ありいけいせ

き

大阪腐 交野市 有池遺跡 I (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

152 (財)大阪府文化

財センタ-
200702

3 43 270 有池遺跡 ありいけいせ

き

大阪府 交野市 有池遺跡 I (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

152 (財)大阪府文化

財センター
200702

34 9 2702 -池島.福万寺遺 いけじま.ふく 大阪庶 東大阪市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 158 (財)大阪府文化 200703
跡 I 期地区(総

括)

まんじいせき 3 財センター調査報

告書

財センター

353 2702 池島.福万寺遺 いけじま.ふく 大阪腐 八尾市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 168 (財)大阪府文化 200802
跡Ⅱ期地区03】

1調査区

まんじいせき 4 財センター調査報

告書

財センター

354 2702 池島.福万寺遺 いけじま.ふく 大阪腐 八尾市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 168 (財)大阪府文化 200802
跡Ⅱ期地区03-

1調査区

まんじいせき 4 財センター調査報

告書

財センタ-

363 2702 池島.福万寺遺 いけじま.ふく 大阪腐

】

八尾市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 185 (財)大阪府文化 200812
跡Ⅱ期地区05-

1調査区

まんじいせき 6 財センター調査報

告書

財センター

14



遺跡一覧表A-1

364 2702 池島.福万寺遺 い【瑠 津lふく 大阪腐 E東大阪市 ¥7t>島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 186 (財)大阪府文化 200812
跡 Ⅱ期地区05ー

2調査区

まんじいせき 7 財センター調査報

告書

財センター

9ー9 2702 池島.福万寺遺 いけじま.ふく 大阪南 八尾市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 195 (財)大阪府文化 200912
跡 Ⅱ期地区06ー

1調査区

まんじいせき 8 】財センター調査報

]告書 】

財センター

920 2702 池島.福万寺遺 いけじま.ふく-大阪腐 八尾市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 195 (財)大阪府文化 200912
跡Ⅱ期地区06I

1調査区

まんじいせき 8 財センター調査報

告書

財センタ-

921 2702 池島.福万寺遺 いけじま.ふく】大阪府 . 東大阪市 池島.福万寺遺跡 (財)大阪府文化 196 (財)大阪府文化 】200912

跡 Ⅱ期地区02

- 1-06ー2調査

まんじいせき 9 財センター調査報

告書

財センター

310 2703 池田西遺跡 いけだにしい

せき

大阪府こ 寝屋川市 池田西遺跡発掘

調査概要.I

大阪府教育委員

A
==

199403

344 2704 上の山遺跡 うえのやまい

せき

大阪庶 】交野市.枚

】方市
上の山遺跡Ⅱ (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

155 (財)大阪府文化

財センタ-
200703

345 2704 上の山遺跡 うえのやまい

せき

大阪庶 ～交野市.枚

方市

上の山遺跡Ⅱ (財)大阪府文化

財センタl 調査報

告書

155 (財)大阪府文化

財センター
200703

389 2705 瓜破遺跡東北 うりわりいせき 大阪庶 大阪市平 瓜破遺跡発掘調 圧財)大阪市文化 200203
地区00一8次 野区 査報告Ⅱ 財協会

390 2705 瓜破遺跡東北

池区oo-8次

うりわりいせき大阪腐 大阪市平

野区

瓜破遺跡発掘調

査報告Ⅲ

(財)大阪市文化

財協会

200203

391 2705 瓜破遺跡東北

池区oo-8次

うりわりいせき大阪南 大阪市平

野区

瓜破遺跡発掘調

査報告Ⅱ

(財)大阪市文化

財協会

200203

392 2705 瓜破遺跡西地

区00-ll-0トー7

うりわりいせき大阪腐 大阪市平

野区

瓜破遺跡発掘調

査報告Ⅲ

,i (財)大阪市文化

財協会
200303

393 2705 瓜破遺跡東北

地区04-5次

うりわりいせき 大阪腐 大阪市平

野区

瓜破遺跡発掘調

査報告Ⅳ

(財)大阪市文化

財協会
200503

i

394 2705 瓜破遺跡東北

地区04-5次

うりわりいせき 大阪府 大阪市平

野区

瓜破遺跡発掘調

査報告Ⅳ

(財)大阪市文化

財協会

】200503

395 12706
-

E瓜破北遺跡04-

い2.3次

うりわリきたい

せき

大阪府こ 大阪市平

野区

t瓜破北遺跡発掘

調査報告Ⅲ

(財)大阪市文化

財協会
200603

396 2706 瓜破北遺跡04- うりわりきたい 大阪庶 …大阪市平 瓜破北遺跡発掘 11 (財)大阪市文化 200603
い2.3次 せき I野区 調査報告Ⅲ 】

1
財協会

387 2707 大坂城下町跡 おおさかじよう

まちあと

大阪庶 大阪市中

央区

大坂城下町跡 Ⅱ 一
一
i

(財)大阪市文化

財協会
200409

316 2708 男里遺跡 おのさといせ

き

大阪庶 泉南市 男里遺跡発掘調

査概要. I
i 】大阪府教育委員

贋 碧 南市教育委
199704

-

397 2709 遠里小野遺跡 摩 りおのいせ 大阪庶 歪賢市住 億 芸芸票 慧発 (財)大阪市文化

財協会
200903

339 2710 勝部遺跡 [かつベいせき 大阪庶 豊中市

一

用券部遺跡

i

(財)大阪府文化

財センター調査報

告書

100 (財)大阪府文化

財センタI
200309

382 27 加美遺跡 かみいせき 大阪庶 大阪市平 大阪市加美遺跡 大阪市文化財協 4 (財)大阪市文化 200103
野区 の基本層序 会研究紀要 財協会

383 2711 加美遺跡 かみいせき 大阪庶 大阪市平

野区

大阪市加美遺跡

の基本層序

大阪市文化財協

会研究紀要

4 圧財)大阪市文化

財協会
200103

384 2711 加美遺跡 かみいせき 大阪庶 大阪市平

野区

大阪市加美遺跡

の基本層序

大阪市文化財協

会研究紀要

4 (財)大阪市文化

財協会

200103

351 2712 上私部遺跡05-

1区

かみきさベい

せき

大阪庶 交野市 上私部遺跡Ⅱ (財)大阪府文化

財センタ- 調査報

告書

165 (財)大阪府文化

財センタI

200709

385 2713 亀井北遺跡01I かめいきたい 大阪庶 大阪市平 亀井北遺跡発掘 (財)大阪市文化 200403
2次 02-1次.

03ー1次

せき 野区 調査報告 財協会

386 2713 亀井北遺跡01- かめいきたい 大阪庶 大阪市平 亀井北遺跡発掘 (財)大阪市文化 200403
2次 02-1次.

03-1次

せき 野区 調査報告 財協会

308 2714 萱振遺跡第1次 かやふりいせ

き

大阪腐 八尾市 萱振遺跡 大阪府文化財調

査報告書
39 大阪府教育委員

.ゝ
33:

199203

400 2715 鬼虎川遺跡第

38次

きとらがわい

せき

大阪庶 東大阪市 鬼虎川遺跡北部

の歴史時代耕作

地跡と地震層序

(財)東大阪市文

化財協会
199706

346 2716 久宝寺遺跡竜 きゆうほうじい 大阪腐 八尾市 久宝寺遺跡.竜華 (財)大阪府文化 156 (財)大阪府文化 200703
華地区 せき 地区発掘調査報

告書

財センター調査報

告書

財センター

347 2716 久宝寺遺跡竜 きゆうほうじい 大阪府 八尾市 久宝寺遺跡.竜華 (財)大阪府文化 156 (財)大阪府文化 200703
華地区 せき 地区発掘調査報

告書

財センター調査報

告書

財センター

348 2716 久宝寺遺跡竜 きゆうほうじい 大阪庶 八尾市 久宝寺遺跡.竜華 (財)大阪府文化 156 (財)大阪府文化 200703
華地区 せき 地区発掘調査報

告書

財センター調査報

告書

財センター

904 2717 蔵人遺跡第17

次

くろうどいせき 大阪庶 吹田市 蔵人遺跡発掘調

査報告書 Ⅱ 】
】

吹田市教育委員

A
=

200903

15



遺跡-覧表A-1

369 2718 上津島遺跡第5

次

こうづしまいせ

き

大阪府 豊中市 1て壬 津島遺跡 第5 i

次発掘調査報告 …

豊中市文化財調 .

査報告 】
41

i
i

豊中市教育委員 [

会 !
99703

324 2719 小阪遺跡 こさかいせき 大阪庶 堺市中区 小阪遺跡 i(財)大阪文化財

センタ一
199203

325 2719 小阪遺跡 こさかいせき

-

大阪腐 堺市中区 小阪遺跡 (財)大阪文化財

センター
99203

340 2720

i

讃良郡条里遺

跡03-3区

さらぐんじよう

りいせき

大阪庶 寝屋川市

1

讃良郡条里遺跡

Ⅳ

(財)大阪府文化

財センタI 調査報

告書

138 (財)大阪府文化

財センター

200602

357 2720 讃良郡条里遺

跡03-1区

さらぐんじよう

りいせき

1

大阪腐 寝屋川市 讃良郡条里遺跡 …

Ⅵ

(財)木阪府文化 ～

財センター調査報

告書

173 (財)大阪府文化 [

財センター

200803

365 2720 讃良郡条里遺

跡03-4調査区

さらぐんじよう

】りいせき

大阪府 寝屋川市 讃良郡条里遺跡

Ⅶ【

(財)大阪府文化

財センター調査報

告書

187 (財)大阪府文化

財センター
200901

309 272

I

志紀遺跡第6次 しきいせき 大阪庶

i

八尾市 志紀遺跡発掘調

査概要.Ⅱ ～
大阪府教育委員

r会

199203

312 2721 】志紀遺跡第5次 しきいせき 大阪庶 八尾市 志紀遺跡発掘調

査概要.Ⅳ

】大阪府教育委員

A
zr

199503
1

313 272 志紀遺跡第5次 しきいせき 大阪庶 八尾市 …志紀遺跡発掘調

査概要.Ⅳ

大阪府教育委員

A
コ=

199503

329 】2722 尺度遺跡

ii

L やくどいせき…大阪府 羽曳野市 尺度遺跡 I (財)大阪府文化

財調査研究セン

Eター調査報告書

44 (財)大阪府文化

財調査研究セン

タ一

199907

330 2722 ;尺度遺跡
】】

L やくどいせき 大阪庶 羽曳野市 尺度遺跡 I (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター調査報告書

44 (財)大阪府文化

財調査研究セン

タ一

199907

331 2722 尺度遺跡 L やくどいせき 大阪庶 羽曳野市 尺度遺跡 I (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター調査報告書

44 (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター

99907

332 2722 尺度遺跡 …L やくどいせき

-
1

大阪腐 羽曳野市 尺度遺跡 I (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター調査報告書

44 (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター

99907

333 2722 尺度遺跡 L やくどいせき 大阪腐

I

羽曳野市 尺度遺跡 ,I LgB 歪雷雲蓄Lb

タ- 調査報告書

44 (財)大阪府文化

財調査研究セン

タ一

199907

334 2722

～

尺度遺跡 L やくどいせき…大阪府

～
-

羽曳野市 尺度遺跡 I (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター調査報告書

44 (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター

199907

335 2722 尺度遺跡 L やくどいせき 大阪庶 羽曳野市

i
I

…尺度遺跡 I (財)大阪府文化

財調査研究セン

タI 調査報告書

;44 …(財)大阪府文化

】財調査研究セン
1タl

199907

iI
i

352 12723
F
I
-

新上小阪遺跡 ～しんかみこさ

一かいせき

大阪南 …東大阪市 新上中阪遺跡Ⅱ (財)大阪府文化

～財センター調査報
】告書

166 i(財)大阪府文化

財センター

】200712

314 2724 新庄遺跡 しんじよういせ [大阪府

き 】

茨木市 新庄遺跡 大阪府教育委員

.̀ゝ .==

199603

338 2725 吹田操車場遺 すいたそうL やl大阪府 吹田市 吹田操車場遺跡. (財)大阪府文化 i66 -(財)大阪府文化 200110
跡 じよういせき [吹田操車場遺跡

!B 地点

財調査研究セン

ター調査報告書
a
i
i

財調査研究セン

lタ-
360 2726 巣本遺跡03-2-

06-1

すもといせき 大阪庶 門真市 巣本遺跡Ⅱ (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

1183 |(財)大阪府文化

】財センター

200812

318 2727 高柳遺跡 たかやなぎい

せき

大阪腐 寝屋川市 高柳遺跡 大阪府埋蔵文化

財調査報告
1999-

3

大阪府教育委員

A
z*

200003

319 2727

I

高柳遺跡 匿 かやなぎい 大阪腐 寝屋川市 高柳遺跡 大阪府埋蔵文化 1999- 大阪府教育委員 200003

lせき 財調査報告 . 3 ∠ゝ
3*

327 2728 玉櫛遺跡 たまぐしいせ

き

大阪府 茨木市 玉櫛遺跡 (財)大阪府文化

財調査研究セン

ター調査報告書

31

i

(財)大阪府文化

財調査研究セン

ター

199803

328 2728 玉櫛遺跡 たまぐしいせ

き

大阪庶 [茨木市 玉櫛遺跡 (財)大阪府文化

財調査研究セン

タI 調査報告書

31

i
～

(財)大阪府文化

財調査研究セン

ター

199803

361 2728 玉櫛遺跡06ー1 芦 まぐしいせ 大阪庶 茨木市 F 櫛遺甲

～

(財)大阪府文化

財センタ一調査報

告書

184 (財)大阪府文化

財センター
2008ー2

362 2728

】

玉櫛遺跡06-1 Lt まぐしいせ

き

大阪庶 茨木市 玉櫛遺跡Ⅲ (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

184 (財)大阪府文化

財センター
200812

373 2729 垂水遺跡第24

次

たるみいせき 大阪腐 吹田市 垂水遺跡発掘調

査報告書 I

吹田市教育委員

.̀3ゝx

200503

359 2730 津田遺跡 つだいせき 大阪庶 枚方市 津田遺跡 (財)大阪府文化

.財センター調査報
告書

175 (財)大阪府文化

財センタ一

200803

374 273 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪庶 大阪市平

野区

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告ⅩⅥ

(財)大阪市文化

財協会
200103

16



遺跡一覧表A-1

375 2731 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪庶 大阪rtiT -

野区 1

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告ⅩⅥ

(財)大阪市文化

財協会
200 103

376 273 1 長原遺跡 】ながはらいせ

き

大阪庶 大阪市平

野区

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告X VI

(財)大阪市文化 [

財協会

200 103

3 77 273 1 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪腐 大阪市平

野区

長原I瓜破遺跡発 1

掘調査報告ⅩⅥ

i

1

(財)大阪市文化

財協会
200 103

378 273 1 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪庶 大阪市平

野区

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告ⅩⅥ

(財)大阪市文化

財協会
200 0 3

379 2 73 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪南 大阪市平

野区

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告ⅩⅥ
～

i(財)大阪市文化

】財協会
200 03

380 2 73 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪府 E大阪市平

野区

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告ⅩⅥ

(財)大阪市文化

財協会
200 103

381

】

273 長原遺跡 ながはらいせ

き

大阪腐 大阪市平

野区

長原.瓜破遺跡発

掘調査報告ⅩⅥ

(財)大阪市文化

財協会

200103

358 2732 茄子作遺跡 霊 づくりい ～大阪庶 枚方つ 茄子作遺跡 (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

174 (財 )大阪府文化

財センター
200803

37 1 2733 南郷日代今西

氏屋敷

なんごうもくだ

いいまにL L
やしき

大阪庶 豊中市 大阪府指定史跡

/ 春日大社南郷

日代今西氏屋敷

豊中市文化財調

重報告
57 豊中市教育委員

A
TZ 1

200503

3 72 2733 南郷日代今西

氏屋敷

なんごうもくだ

いいまにL L
やしき

大阪南 豊中市 大阪府指定史跡

/ 春日大社南郷

日代今西氏屋敷

豊中市文化財調

査報告
57 豊中市教育委員

∠ゝ
3*

20050 3

1

311 27 34

i

西大井遺跡 にしおおいい

せき

大阪庶 藤井寺市 西大井遺跡発掘

調査概要1992年

度 - 92-1区の調

～査-

F 阪府教育委員 1994 03

320 2734 西大井遺跡 にしおおいい

せき

大阪庶 藤井寺市 西大井遺跡 大阪府埋蔵文化

財調査報告

2002-

2

大阪府教育委員

.̀ .ゝTJ

200303

i
32 1 2734 西大井遺跡 にしおおいい

せき

大阪庶 藤井寺市 西大井遺跡

)

大阪府埋蔵文化

財調査報告

2002-

2

i歪阪紺 青委員 200303

322 2734 西大井遺跡 `こしおおいい 大阪庶 藤井寺市. LEg大井遺跡 大阪府埋蔵文化 S2002-
]

大阪府教育委員

A
=;

200303

ーせき 財調査報告 2

323 2734 西大井遺跡 にしおおいい

せき

大阪南 -藤井寺市 西大井遺跡 [大阪府埋蔵文化
[財調査報告

2006ー

4

-大阪府教育委員

⊥ゝ
≡

200703

326 2735 ;野々井遺跡 ののいいせき 「大阪府 堺市南区 野々井遺跡 Ⅱ 圧財)大阪府文化 20-2 (財)大阪府文化 199703

～

憎票 票 完 財調査研究セン

ター

350 2736 花屋敷遺跡06【

1区

はなやしきい

せき

大阪府 東大阪市 花屋敷遺跡 I (財)大阪府文化

財センタ- 調査報

告書

16ー !(財)大阪府文化 200703

財センタl E
1

I -
34 1 2737

;
I
I
-

東倉治遺跡04- iひがしくらじい 大阪府 !交野市 j東倉治遺跡 Ⅱ (財)大阪府文化 146 i(財)大阪府文化 20060 9

1区 1せき 財センター調査報

告書
】

LBtセンタ一

l-

3 15 2738 [東奈良遺跡
～
i

ひがしならい

せき

i大阪府 茨木市 東奈良Ⅲ.郡遺跡 [

発掘調査概要

大阪府教育委員

■ゝTx

19960 3

3 17 273 9 平石遺跡 ひらいしいせ

】き

大阪庶 河南町 平石遺跡発掘調

～査概要. I

大阪府教育委員

*」>.zx

20070 3

3 70 2740 穂積遺跡第14

次 .第15次

ほづみいせき 大阪庶 豊中市 穂積遺跡 第14

次 .15次発掘調査

報告

豊中市文化財調

l査報告～

[46 …豊中市教育委員

A
__

1 99903

4 16 2 741 真上遺跡 まかみいせき 大阪庶 高槻市 大蔵司遺跡.真上

遺跡発掘調査報

告書

名神高速道路内

遺跡調査会

i
l

199807

398 2742 水走遺跡第2

次.鬼虎川遺跡

第20次

みずはいいせ

き.きとらがわ

Fいせき

大阪庶 東大阪市 水走遺跡第2次.

鬼虎川遺跡第20

次発掘調査報告

(財)東大阪市文

化財協会
199203

399 2742 水走遺跡第2 みずほいいせ 大阪庶 東大阪市 .水走遺跡第2次.

】

.(財 )東大阪市文 199203

次 .鬼虎川遺跡

第20次

きヰ とらがわ

いせき

鬼虎川遺跡第20

次発掘調査報告

恒 財協会

401 2742 水走遺跡第9

次.鬼虎川遺跡

第28次

みずはいいせ

き.きとらがわ

いせき

大阪庶 東大阪市 水走遺跡第9次.

鬼虎川遺跡第28

】次調査の概要

(財)東大阪市文

化財協会

199803

402 2742 水走遺跡第9

次.鬼虎川遺跡

第28次

みずはいいせ

き.きとらがわ

いせき

大阪腐 東大阪市 水走遺跡第9次.

鬼虎川遺跡第28

次調査の概要
】

i
】

圧財)東大阪市文

化財協会

199803

i
4 03 2742 水走遺跡第9

次.鬼虎川遺跡

第28次

みずはいいせ

き.きとらがわ

いせき

大阪府 東大阪市 水走遺跡第9次.

鬼虎川遺跡第28

次調査の概要

(財)東大阪市文

化財協会
199803

4 04 274 2 水走遺跡第9 みずはいいせ 大阪庶 東大阪市 水走遺跡第9次. (財)東大阪市文 199803

次 .鬼虎川遺跡

第28次

き.きとらがわ

いせき

鬼虎川遺跡第28

次調査の概要

化財協会

AI
405 2 74 2

】

水走遺跡第9

次.鬼虎川遺跡

第28次

みずはいいせ

き.きとらがわ

いせき

大阪腐 東大阪市 水走遺跡第9次.

鬼虎川遺跡第28

次調査の概要

](財)東大阪市文

化財協会

199803

17



遺跡一覧表A-l

406 2742 水走遺跡第9

次.鬼虎川遺跡

第28次

みずはいいせ

き.きとらがわ

いせき

大阪庶 東大阪市 水走遺跡第9次.

鬼虎川遺跡第28

次調査の概要

; (財)東大阪市文

化財協会

199803

407 2742 水走遺跡第9

次 .鬼虎川遺跡

第28次

みずはいいせ

き.きとらがわ

いせき

大阪腐 東大阪市 水走遺跡第9次 .

鬼虎川遺跡第28 =

次調査の概要

(財)東大阪市文

化財協会

199803

40 8 2742 水走遺跡第4次 みずはいいせ

き

大阪府 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財)東大阪市文

化財協会

2000 11

40 9 2742 水走遺跡第4次 みずはいいせ

き

大阪庶 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財)東大阪市文

化財協会

2000 1

4 10 2742 水走遺跡第4寒 みずはいいせ

き

大阪府 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財)東大阪市文

化財協会

2000 11

4日 274 2 水走遺跡第4次 みずほいいせ

き

大阪庶 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財 )東大阪市文

化財協会

2000 1

412 274 2 水走遺跡第4次 tみずはいいせ

き

大阪庶 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財 )東大阪市文

化財協会

2000

413 2742 水走遺跡第4次 みずほいいせ

き

大阪府 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財 )東大阪市文

化財協会
2000 1

414 2742 水走遺跡第4次 みずはいいせ

き

大阪腐 東大阪市 水走遺跡第4次発

掘調査報告

(財)東大阪市文

化財協会
20 001

4 15 2742 水走遺跡第11

次

みずほいいせ

き

大阪府 東大阪市 水走遺跡第11次

発掘調査報告

(財)東大阪市文

化財協会
20 0208

355 2743

i

湊遺跡 みなといせき 大阪庶 泉佐野市 ～湊遺跡他Ⅲ (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

170 (財)大阪府文化

財センタ-
200802

35 6 2743 湊遺跡 匿 なといせき

～

】

大阪府

I

泉佐野市 湊遺跡他Ⅲ 巨財)大阪府文化

財センター調査報

告書

170 (財)大阪府文化

財センタ-

200802

36 6 2744 三宅西遺跡 みやけにしい

せき

大阪腐 E松原市 三宅西遺跡 (財)大阪府文化

財センター調査報

告書

1189 (財)大阪府文化

財センター
200903

38 8 2745 森小路遺跡94T もりしようじい 大阪庶 大阪市旭 森小路遺跡発掘 i(財)大阪市文化 200 07

13次 せき 区 調査報告 I 財協会

36 8 274 6 軍 遺跡08- 1-

i

やまがいせき 大阪庶 八尾717 LJLl芯追伸Ⅲ

i

】

(財)大阪府文化

財センタ- 調査報

告書

194 (財)大阪府文化

財センタI

200908

33 6 274 7
i

大和川今池遺

跡

やまとがわい

F いけいせき

大阪庶 松原市 大和川今池遺跡

(その3.その4)

i(財)大阪府文化

財調査研究セン

ター調査報告書

～65 (財)大阪府文化

財調査研究セン

9 -

200 109

33 7 274 7 大和川今池遺

跡

-

やまとがわい 大阪庶 松原市 大和川今池遺跡 (財)大阪府文化 65 1(財)大阪府文化 200 09

まいけいせき i(その3.その4)
i

財調査研究セン

ター調査報告書

財調査研究セン

ター

367 274 7 I?'和川今池遺 やまとがわい 大阪腐 堺市北区▼大和川今池遺跡 E(財)大阪府文化 191 (財 )大阪府文化 200 907

跡07- 1区 まいけいせき

】

.松原市 I - 難波大道の

調査-

財センター調査報

告書

財センター

448 280 1 鯖石田遺跡 いかるがいし

だいせき

兵庫県 太子町 [鴇石田遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

363 兵庫県教育委員

Aコ;

200 90 3

422 2802 伊丹郷町 いたみごうちよ

ういせき

兵庫県 伊丹市 伊丹郷町発掘調

査報告書

兵庫県文化財調

査報告書

123

F
I

兵庫県教育委員

3*

199303

44 1 2803 I 品野田遺跡 いつぽうのだ

いせき

兵庫県 朝来市 粟鹿遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

323 兵庫県教育委員

A
コ;

200 703

90 1 2804 今池尻遺跡第2 いまいけじり 兵庫県 神戸市西 今池尻遺跡 新方 神戸市教育委員 200 303

次 いせき 区 遺跡平松地点 発

掘調査報告書

lA
コ;

442 2805 加都遺跡 かついせき 兵庫県 朝来市 加都遺跡Ⅱ 兵庫県文化財調

査報告書
324 兵庫県教育委員

.̀ゝXk

200703

443 2805 加都遺跡 かついせき 兵庫県 朝来市 加都遺跡Ⅱ 兵庫県文化財調

査報告書
324 兵庫県教育委員

A
Zx

200703

444 2805 加都遺跡 かついせき 兵庫県 朝来市 加都遺跡Ⅱ 兵庫県文化財調

査報告書

324 兵庫県教育委員

A
2Z

200703

465 2806 上沢遺跡第38 . かみさわいせ 兵庫県 神戸市兵 上沢遺跡Ⅲ 第 神戸市教育委員 200403

4 6 -50次 き 庫区 38 -46 -50次調査 A25
42 1 2807

,

上ノ島遺跡 かみのしまい

せき

兵庫県 尼崎市 上ノ島遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

10 5 兵庫県教育委員

lム.=

199203

468 2808 郡家遺跡第70

次

ぐんげいせき 兵庫県 神戸市東

灘区

平成13年度神戸

市埋蔵文化財年

報

神戸市教育委員

∠ゝ
^ r

200403

47 1 2808 郡家遺跡第83

次

ぐんげいせき 兵庫県 神戸市東

灘区

郡家遺跡発掘調

査報告書

神戸市教育委員

A
2x

200803

472 2808 郡家遺跡第83

次

ぐんげいせき 兵庫県 神戸市東

灘区

郡家遺跡発掘調

査報告書

神戸市教育委員

A
コ=

200803

473 2808 郡家遺跡第83

次

ぐんげいせき 兵庫県 神戸市東

灘区

郡家遺跡発掘調

査報告書

神戸市教育委員

A
T i

200803

474 2808 郡家遺跡第83

次

ぐんげいせき 兵庫県 神戸市東

灘区

郡家遺跡発掘調

査報告書

神戸市教育委員

.̀ゝzr

200803

453 2809 坂元遺跡 さかもといせ

き

兵庫県 加古川市 坂元遺跡Ⅱ 兵庫県文化財調

査報告書
366 兵庫県教育委員

A
Zx

200903

18



遺跡一覧表A-1

454 2809 坂元遺跡 さかもといせ

き

兵庫県 L加古川市 坂元遺跡Ⅱ

1

兵庫県文化財調 …

査報告書

366 兵庫県教育委員 I

.̀ゝ . I3* i

200903

447 2810 柴遺跡 tしぼいせき 兵庫県 朝来市 t柴遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

360 兵庫県教育委員

A
3*

200903

457つ281 白水遺跡第3次 tしらみずいせ

き

兵庫県 神戸市酉

区

白水遺跡第3-6-7

次 高津橋大塚遺

跡第1.2次発掘調

査報告書

雲戸市教育委員 E200003

426 2812 砂入遺跡 すないりいせ

き

兵庫県 豊岡市 砂入遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

161 兵庫県教育委員

A
2x

199703

427 2812 砂入遺跡 すないりいせ

き

兵庫県 豊岡市 砂入遺跡

I

兵庫県文化財調 !

査報告書 i
161 兵庫県教育委員

A
3x

199703

417 2813 住吉宮町遺跡 すみよしみや

まちいせき

兵寧県 神戸市東

灘区

住吉宮町遺跡発

掘調査報告書

兵庫県文化財調

査報告書

83 兵庫県教育委員

A
コ; I

199101

418

i

2813 住吉宮町遺跡 すみよしみや

まちいせき

兵庫県 神戸市東 E

灘区 】

住吉宮町遺跡発

掘調査報告書

兵庫県文化財調

査報告書

83 兵庫県教育委員

A
23:

99101

419 2813 住吉宮町遺跡 すみよしみや

まちいせき

兵庫県 神戸市東

灘区

住吉宮町遺跡発

掘調査報告書

兵庫県文化財調

査報告書 I

83 兵庫県教育委員

A
コ=

199101

435 2813 住吉宮町遺跡 け みよしみや 兵庫県 神戸市東 .住吉宮町遺跡 第 兵庫県文化財調 226 兵庫県教育委員

会 】

200203

第33次 まちいせき 灘区 33次調査 査報告書

436 28 3 士l虫 、虫 すみよしみや

まちいせき

兵庫県 戸 士宮 、虫 第 丘車巨 ヒ 喜 226 兵庫県教育委員

.∠ゝコ=

200203
口呂 1昆

第33次
灘区 33蒜調査退 5査報告書 ′ I 】

455 2813 住吉宮町遺跡 J

第17次

すみよしみや

まちいせき

兵庫県 神戸市東

灘区

住吉宮町遺跡(第

17次-18次)

神戸市教育委員 l

AZ;

19980

456 2813 住吉宮町遺跡

第17次

すみよしみや

まちいせき

兵庫県 神戸市東

灘区

住吉宮町遺跡(第

17次.18次) 1

神戸市教育委員

A
Z」

199801

460 2813 住吉宮町遺跡

第24次

すみよしみや

まちいせき

兵庫県 神戸市東 -

灘区

住吉宮町遺跡 第

24次.第32次 発
掘調査報告書

I

i神戸市教育委員

ATT

200103

461 2813 住吉宮町遺跡 すみよしみや 兵庫県 神戸市東 住吉宮町遺跡 第 神戸市教育委員 200 03

第32次 まちいせき 灘区

i

24次.第32次 発

…掘調査報告書

…会
1 ～

1

466 28 3 住吉宮町遺跡

第35次

すみよしみや

はちいせき

;兵庫県 神戸市東

灘区

「平成13年度神戸

市埋蔵文化財年

報

i

1

神戸市教育委員

A3x
l

200403

467 2814 …大開遺跡第10

次

だいかいいせ [兵庫県

=i-

浮申戸市兵

庫区

!謡 完芸琵鑑 i

&

i雲両 痢 員 200403

434 28 5 高松町遺跡 lたかまつちよう

いせき

兵庫県 西宮市 高松町遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

213 兵庫県教育委員

A3*:

200103
-

423 2816 L玉津田中遺跡 たまつたなか …兵庫県 .神戸市西 玉津田中遺跡- 兵庫県文化財調 35-4 兵庫県教育委員

A
=;

199503

辻ケ内地区 …いせき 区 第4分冊(辻ケ内.

居住の調査)-

査報告書

496 28 7 月若遺跡第89

地点

jつきわかいせ
唐 .

兵庫県 芦屋市 月若遺跡発掘調

査報告書 第89地

点

芦屋市文化財調

重報告

69

L
i
-

1神戸市教育委員

A33:

200803

477 2818

I

津知遺跡第17

地点

～

つじいせき 兵庫県 !芦屋市 】津知遺跡第17地

点発掘調査概要

報告書

芦屋市文化財調

重報告
34 P hprrb 辞苗

Xv
i

199903

～

478 2818

I

～津知遺跡第17

Fb点

つじいせき 兵庫県

-

芦屋市 津知遺跡第17地

点発掘調査概要

報告書

!芦屋市文化財調

套報告

34 1芸屋市教育委員

-

199903

479 12818 】津知遺跡第17

地点

つじいせき 兵庫県 芦屋市 津知遺跡第17地

点発掘調査概要

報告書

芦屋市文化財調

重報告
34 芦屋市教育委員

.̀ .ゝjCZ

99903

480 2818 津知遺跡第17

地点

つじいせき 兵庫県 芦屋市 津知遺跡第17地

点発掘調査概要

】報告書

芦屋市文化財調

重報告

】34 芦屋市教育委員

A3*

199903

481 28 8 津知遺跡第17

地点

つじいせき 兵庫県 芦屋市 津知遺跡第17地

点発掘調査概要

報告書

芦屋市文化財調

重報告

34 芦屋市教育委員

A
33C

199903

482 2818 津知遺跡第17

地点

つじいせき 兵庫県 芦屋市 津知遺跡第17地

点発掘調査概要

報告書

芦屋市文化財調

重報告
34 芦屋市教育委員

A
Tx

199903

493 2818 津知遺跡第222 ,つじいせき 兵庫県 芦屋市 津知遺跡(第198- 芦屋市文化財調 55 芦屋市教育委員 200403

地点 222地点)発掘調

査報告書

重報告 ■ゝ
3x

476 2819 寺田遺跡第95 てらだいせき 兵庫県 芦屋市 寺田遺跡第95地 芦屋市文化財調 32 芦屋市教育委員 199909

地点 点発掘調査概要

報告書

重報告 lA3*

489 2819 寺田遺跡第120 てらだいせき 兵庫県 芦屋市 寺田遺跡発掘調 芦屋市文化財調 39 芦屋市教育委員 200103

-122地点 査概要報告書 重報告 A
=

490 2819 寺田遺跡第117 てらだいせき 兵庫県 芦屋市 寺田遺跡発掘調 芦屋市文化財調 39 芦屋市教育委員 200 03

- 124地点 査概要報告書 重報告 A
3T

491 2819 寺田遺跡第117 てらだいせき 兵庫県 芦屋市 寺田遺跡発掘調 芦屋市文化財調 39 芦屋市教育委員 200103

～ー24地点 査概要報告書 重報告 A
・jx

19



遺跡一覧表AI1

4 94 28 19 寺田遺跡第167 てらだいせき 兵庫県 芦屋市 兵庫県芦屋市寺 芦屋市文化財調 .59 L芦屋市教育委員 200503
地点 日遺跡発掘調査

報告書 第150~

153 -157- 160 -

166~ 168地点

重報告 ～

～

A
=;

i

445 2820 伝平等寺跡遺

跡

でんびようどう

じあといせき

兵庫県 丹波市 伝平等寺跡遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

352 兵庫県教育委員

A
2T

200903

44 6 2820 伝平等寺跡遺 でんぴようどう 兵庫県 丹波市 伝平等寺跡遺跡 兵庫県文化財調 352 兵庫県教育委員 200903

～
跡 じあといせき 査報告書 lA

コ=
438 282 1 中山手西遺跡 なかやまてに

しいせき

兵庫県 神戸市中

央区

中山手西遺跡 兵庫県文化財調

査報告書

276 兵庫県教育委員

.とー3x

200503

420 2822 西岡本1丁目遺

跡

にしおかもと1

ちようめいせき

兵庫県 神戸市東

灘区

本庄町遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
92 兵庫県教育委員

A
コ;

199 0 3

425 2823 西ヶ原遺跡 匿 L がはらい

】せき

兵庫県 三木市 西ヶ原遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
151 兵庫県教育委員

A
3T

19960 3

4 70 2824 西郷古酒蔵群 こしごうこさか 兵庫県 神戸市灘 西郷古酒蔵群/ 神戸市教育委員 20070 3
第4次.大石東

遺跡

ぐらぐん.おお

いしひがしい

せき

区 大石東遺跡発掘

調査報告書ー第4

次調査-

A
3*

4 29 2825 袴狭遺跡 はかざいいせ

き

兵庫県 豊岡市 袴狭遺跡(本文

編)

兵庫県文化財調

査報告書
197 兵庫県教育委員

.̀3ゝT

20000 3

4 30 2825 袴狭遺跡 はかざいいせ

き

兵庫県 豊岡市 袴狭遺跡(本文

編)

兵庫県文化財調

査報告書
197 兵庫県教育委員

Âr

20000 3

4 31 2825 袴狭遺跡 はかざいいせ

き

兵庫県 豊岡市 袴狭遺跡(本文

編)

兵庫県文化財調

査報告書
197 兵庫県教育委員

.̀Zゝx

20000 3

4 32 2825 袴狭遺跡

E

はかざいいせ

き

兵庫県 豊岡市 袴狭遺跡(本文

編)

兵庫県文化財調

査報告書
197 兵庫県教育委員

.̀3ゝT

20000 3

4 24 282 6 東武庫遺跡 ひがしむこい

せき

兵庫県 尼崎市 東武庫遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
150 兵庫県教育委員

A
=;

199503

437 2827

i
!

兵庫津遺跡浜

崎地区.七宮地

区

ひようごつい

せき

兵庫県 神戸市兵

庫区

兵庫津遺跡Ⅱ(漢

崎.七宮地区の調

査)

兵庫県文化財調

査報告書 ′
270 兵庫県教育委員

∠ゝ
=
I
～

200403

4 69 …2828

-
I

兵庫松本遺跡

第2~ 4 -12 -17 -

19次

ひようごまつも

といせき

～l

兵庫県 神戸市兵

庫区

兵庫松本遺跡 第

2~ 4 -12 -17 -19次

発掘調査報告書

「神戸市教育委員

一一
-zr

200503

464 2829 深江北町遺跡 ふ̀かえきたま 兵庫県 神戸市東 深江北町遺跡 第 神戸市教育委員 200203
第9次

]

ちいせき 灘区 9次 埋蔵文化財

発掘調査報告書

一̀ゝ
Tx

433 2830 】丸塚遺跡

】

まるづかいせ 兵庫県 神戸市西 丸塚遺跡発掘調 兵庫県文化財調 206 兵庫県教育委員 200003
き 区 査報告書 査報告書 A=;

462 283 1御蔵遺跡

i

みくらいせき 兵庫県 神戸市長

田区

御蔵遺跡 第4-6 -

14 -32次 発掘調
】査報告書

神戸市教育委員

Aコ; .

200 03

463 283 1 御蔵遺跡 みくらいせき 兵庫県 神戸市長

田区

御蔵遺跡 第4-6 -

14 -32次 発掘調
査報告書

神戸市教育委員

.一ゝ.2S

200 103

440 2832 ～溝之口遺跡
】

みぞのくちい

せき

兵庫県 加古川市 .溝之口遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
309 兵庫県教育委員

.∠ゝ.:XK

2006 12

449 2833 博 内堀脇遺跡 みやうちほり

わきいせき

兵庫県 豊岡市 「宮内堀脇遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
365 兵庫県教育委員

IA=

200903

450 2833 宮内堀脇遺跡 みやうちほり

わきいせき

兵庫県 豊岡市 宮内堀脇遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
365 兵庫県教育委員

A
=;

200903

45 1 2833 宮内堀脇遺跡 みやうちほリ

わきいせき

兵庫県 豊岡市 宮内堀脇遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
365 兵庫県教育委員

lAZE

200903

452 2833 宮内堀脇遺跡 みやうちほり

わきいせき

主兵庫県 豊岡市 宮内堀脇遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
365 [兵庫県教育委員

.̀ .ゝ=

200903

475 2834 本山中野遺跡

第3次

もとやまなか

のいせき

兵庫県 戸 本山中野遺跡第

三次発掘調査報

丘.
.=l

蝣= t̂̂ iO,rアK^ = 200902
灘区 戸 月 見

A
コ=

428 2835 山本北垣内遺

跡

やまもときた

かいちいせき

兵庫県 宝塚市 山本北垣内遺跡 兵庫県文化財調

査報告書
170 兵庫県教育委員

IA=

199803

439 2836 横田遺跡 よこたいせき 兵庫県 丹波市 横田遺跡.横田北

古墳群発掘調査

報告書

兵庫県文化財調

査報告書 、
303 兵庫県教育委員

lA=

200603

492 2837 六条遺跡第18 ろくじよういせ 兵庫県 芦屋市 六条遺跡発掘調 芦屋市文化財調 41 芦屋市教育委員 200202
地点 き 査報告書 . 重報告 A

コ=
495 2837 六条遺跡第13 ろくじよういせ 兵庫県 芦屋市 六条遺跡 (第13地 芦屋市文化財調 65 芦屋市教育委員 200703

地点 き 点) 重報告 .̀ゝ .
3Z

458 2838 若松町遺跡 わかまつちよ

ういせき

兵庫県 神戸市長

田区

若松町遺跡 神戸市教育委員

一∠ゝ2T

2 00003

459 28 38 若松町遺跡 わかまつちよ

ういせき

兵庫県 神戸市長

田区

若松町遺跡 神戸市教育委員

A
==

2 000 03

483 28 39 若宮遺跡第一0 わかみやいせ

き

兵庫県 芦屋市 若宮遺跡(第3-4 - 芦屋市文化財調 38 芦屋市教育委員 200 203
ー1地点 10-ll -16 -17 -25 -

3い32 -33 -34地
点)発掘調査概要

報告書

重報告 A
3E

20



遺跡一覧表A- 1

484 2839 若宮遺跡第10

I 1地 点

わかみやいせ

き

兵庫県 芦屋市 -若宮遺跡 (第3 -4 -

10 -ll-16 -17 -25 -

3 1-3 2 -33 -34地
点)発掘 調査概 要

報告書

芸霊宝 文化財調 F 8 芦屋市教育委員 E

Jゝ
3*

200203

485 2839 若宮遺跡第 10

I 2地点

わかみやいせ

き

兵庫県 芦屋市 若 宮遺跡 (第3 -4 -

10 -ll -16 -17 -25 -

3 1 -32 -33 -34地
点)発掘調査概要

報 告書

芦屋市文化財調

重報告

38 芦屋市教育 委員

Aコ;

200203

486 2S39
～

若宮遺跡 第16

- 3地点

わかみやいせ

き

兵庫県 芦屋市 若宮遺跡 (第3 -4 -

10 -1ー16 -17 -25 -

3 1 -32 -33 -34地
点)発掘調査概要

報 告書

芦屋市文化財調

重報告
38

I

芦屋市教 育委員

A
3*

200203

487 2839 若宮遺 跡第34

地点

わかみやいせ

き

兵庫県 芦屋市 若宮遺跡 (第3 -4 -

10 -ll -16 -17 -25 -

31 -32 -33 -34地
点)発掘調査概要

報告書 !

芦屋市文化財調

重報告
38 芦屋市教育委員

A
XC

20020 3

4 88 2839 若宮遺跡 わ かみ やいせ

き

兵庫 県 芦 屋市 若宮遺跡 (第3 -4 -

10 -ll -16 -17 -25 -

31 -32 -33 -34地

点)発掘調査概要

報告書

芦屋市文化財調

重報告

38 芸屋市教育委員 E2 00 203

499 290 1 大野南池遺跡 おおのいけみ

なみいせき

奈良県 広陵町 大野南池遺跡 奈 良県遺跡調査

概報 2008年 (第

三分冊 )

奈 良県立橿原考

古学研究所

2009 12

926 2902 鴨都波遺跡第

22次

かもつばいせ

き

奈良県 御所市 鴨都波遺 跡第22

次

i

奈 良県遺 跡調査

概報 2004年 (第

二分冊)

、奈 良県立橿原考

古学研究 所

200503

511

I

2903 下永東城遺跡

I

L もながひが

しんじよいせき

奈良県 川西町 下永 東城 遺跡 奈 良県文化財調

L査報告書

103 奈 良県立橿原考

古学研究所
200303
-

924 2904 シロカイト遺跡 ルろかいとい

-tア」

l奈良 県 明 E]香村 シ口カイト遺跡

I

i奈良県遺跡調査

概報 2006年 (第

二分冊)
I

奈良県立橿原考

古学研究所
20070 3

-
500 2905

i

十六面 .薬王寺 じゆうろくめ 奈 良県 田原本 町

i
1

十六面 .薬王寺遺 奈良県遺跡調査 奈良県立橿原考 200 912

Lia跡 第25次

1

ん .やくおうじ

いせき

跡第25次調査 概報 2008年 (第

三分冊)

古学研究所

498 2906 東大寺 旧境内 とうだいじきゆ 奈 良県 奈 良市 史跡東大寺 旧境 「奈 良県遺跡調査 - 奈良県立橿原考 …200 803

第122次 うけいだい 内第122次調査 概報 200 7年 (寡

一分冊)

古学研究所

693 2907 南郷遺跡群 (南

郷角田遺跡)

E

なんごういせ

きぐん

奈 良県 [御 所市

i

南郷遺跡群 I l奈 良県史跡名勝

天然記念物調査

報告

61 !奈良県立橿原考

s -t w k

199608
l

5 10 2908 西坊城遺跡第2

次 .第3次

にしぼうじよう

いせき

奈良県 l大和高田

市

西坊城遺跡 奈 良県文化財調

査報告書

LB3 奈 良県立橿原考

古学研究所
199903

497 2909 箸尾遺跡第14

次

はしおいせき 奈良県 広陵町 奈 良県遺跡調査

概報 1993年度

圧第二分冊 )

】奈 良県立橿原考

古学研究所

199403

502 2909 箸尾遺跡第5次 はしおいせき 奈良県 広陵町 .河 箸尾遺跡 I 奈 良県立橿原考 97 奈 良県立橿原考 200603

～第33次 合町 古学研究所調査

上報告

古学研究所

503 2909 箸尾遺跡第5次

～第33次

はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

.箸尾遺跡 I 奈 良県立橿 原考

古学研究所調査

報告

97 奈 良県立橿原考

古学研究所

200603

504 2909 箸尾遺跡第7次 はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

第7次調査 奈 良県立橿 原考

古学研究 所調査

報告

97 奈 良県立橿原考

古学研究所

200603

505 2909 箸尾遺跡第7次 はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

第7次調査 奈 良県立橿 原考

古学 研究 所調査

報告

97 奈 良県立橿原考

古学研究 所
200603

I

506 290 9 箸尾遺跡第14

次

はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

第 14次 調査 ]奈 良県立橿原考

古 学研究所調査

報 告

97 奈 良県立橿原考

古学研究所
200603

507 2 90 9 箸尾遺跡第 14

次

はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

第14次調査 奈 良県立橿原考

古学研究所調査

報 告

97 奈良県立橿原考

古学研究所

200 60 3

508 290 9 箸尾遺跡第 14

次

はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

第14次調査 奈良県立橿原考

古学研究所調査

報告

97 奈良県立橿原考

古学研究所

200 60 3

509 290 9 箸尾遺跡第 16

次

はしおいせき 奈良県 広陵町 .河

合町

第16次調査 奈良県立橿原考

古学研究所調査

報告

97 奈良県立橿原考

古学研究所
200 60 3

513 2910 布留遺跡 ふるいせき 奈良 県 天理市 布留遺跡三島 (里

中)地区発掘調査

I報告書

埋蔵文化財天理 199512

教調査団
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遺跡一覧表A-1

5 12 291 平城京朱雀大 へいじようきよ】

うあと

奈良県 奈良市 平城京朱雀大路. 奈良県文化財調 136 .奈良県立橿原考 20100 3
路.下ツ道 下ツ道 査報告書 古学研究所

925

～

29 2 南国栖遺跡 ′みなみくずい 奈良県 吉野町 南国栖遺跡2004 奈良県遺跡調査 i
】

奈良県立橿原考 20050 3

iせき 年 概報 2004年(第

二分冊)

I 古学研究所

501 29 13 能峠中島遺跡 ゆきとうげい

せき

奈良県 宇陀市 能峠遺跡群Ⅲ 奈良県史跡名勝

天然記念物調査

報告

60 奈良県立橿原考

古学研究所
19990 3

9 23 300 田井.西川遺跡 たい.にしかわ

いせき

和歌山県 美浜町 田井.西川遺跡 i (財)和歌山県文

化財センター

200712

5 14 3002 鳴神Ⅴ遺跡 なるかみⅤい

せき

和歌山県 和歌山市

】

鳴神Ⅴ遺跡 発掘

調査概要報告書

和歌山市文化体

育振興事業団調

査報告書

8 (財)和歌山市文

化体育振興事業

団

1994 03

922 300 3 野田地区遺跡 のだちくいせ

き

和歌山県 有田川町 】野田地区遺跡 (財)和歌山県文

化財センター

200910

515 3 10 青谷上寺地遺

跡第7次 (G調査

区)

あおやかみじ

ちいせき

鳥取県 鳥取市 青谷上寺地遺跡8 鳥取県埋蔵文化

財センター調査報

dニ
na

10 (財)鳥取県埋蔵

文化財センタI
200603

i

519 310 2 坪田遺跡 つぽたいせき
i
1

鳥取県 大山町 鳥取県西伯郡大

山町坪田遺跡発

掘調査報告書

大山町文化財調

査報告書
】3
i

i

大山町教育委員

E芸if ジテクノ有限

200707

520 310 2 坪田遺跡 つぼたいせき l鳥取県 大山町 鳥取県西伯郡大

山町坪田遺跡発

掘調査報告書

大山町文化財調

査報告書

】3

～
～
～

大山町教育委員

会.フジテクノ有限

会社

200707

518 3103 目久美遺跡第 めぐみいせき 】鳥取県 米子市 目久美遺跡(第15 (財)米子市教育 i60 (財)米子市教育 200903
15次 次調査) 文化事業団発掘

調査報告書

文化事業団埋蔵

文化財調査室

517 3104 米子城跡第29 よなごじようあ 鳥取県 米子市 米子城跡 第29次 (財)米子市教育 36 (財)米子市教育 20000 3
次 と m m 文化事業団発掘

調査報告書

文化事業団埋蔵

文化財調査室

531 320 出雲大社境内

遺跡

いずもたい

L やけいだい

いいせき

島根県 出雲市 出雲大社境内遺

跡

】芸社町教育委員 20040 3

532 320 出雲大社境内

遺跡

t tE 吾 、

小 いせき

島根県 出雲市 出雲大社境内遺

跡

1
1

大社町教育委員

A
コ=

…20040 3

524 320 2 山持遺跡Ⅱ.Ⅲ

区

～ざんもちいせ

I*

-

島根県 出雲市 …山持遺跡Ⅱ.Ⅲ区

1

H ii 43 1-M X )!喜整

厚 志宣誓発脚

jⅢ 島根県教育庁埋

蔵文化財調査セン

ター

20070 3

525 3202 山持遺跡Ⅱ.Ⅲ ざんもちいせ 島根県

5

出雲市 山持遺跡Ⅱ.Ⅲ区日当道431号道路改 Ⅲ 島根県教育庁埋 20070 3

E
;

区 き 築事業(東林木バ

イパス)に伴う埋

蔵文化財発掘調

査報告書

i蔵文化財調査セン
】タ-

526 3202 !山持遺跡Ⅱ.Ⅲ
S区

、 島根県 出雲市 山持遺跡Ⅱ.Ⅲ区 口 Ⅲ M S ≡ 20070 3
しせ

き

国道431号道路改

築事業(東林木バ

イパス)に伴う埋
蔵文化財発掘調

査報告書

島根県数日庁埋

蔵文化財調査セン

タI

533 3203 島根大学構内

遺跡橋本地区

lい く 島根県 i松江市 .当!<4tt rH 蝣* .竺- 6 I当 2000 12

くこうないいせ

き

子 】且
跡第10次調査(橋

本地区3)

千
化財調査研究報

告 .

ニ芋ニ
化財調査研究セン

タ-
527 3204 タテチョウ遺跡 たてちよういせ

き

島根県 松江市 タテチョウ遺跡発

掘調査報告書

松江市教育委員

Axc

19 920 3

i

523 3205 中野清水遺跡 なかのしみず

いせき

島根県 出雲市 中野清水遺跡(3)-

白枝本郷遺跡

一般国道9号出雲

八.イハ0ス建設予定
地内埋蔵文化財

発掘調査報告書

7 島根県教育庁埋

蔵文化財調査セン

タI

200 60 3

522 3206 原の前遺跡 =まらのまえい

Fせき

島根県 松江市 原の前遺跡 島根県埋蔵文化

財調査センター
19950 3

52 1 3207 本庄川流域条

里遺跡

ほんじようが

わじようりいせ

島根県 松江市 本庄川流域条里

遺跡

島根県教育委員

A
Tx

19 970 3

528 320 8 横路遺跡土器

土地区

よころいせき 島根県 浜田市 横路遺跡(土器土

地区)

】浜田市教育委員

A
コ;

ー99710

529 320 8 横路遺跡土器

土地区

よころいせき 島根県 浜田市 横路遺跡(土器±

地区)

浜田市教育委員

A
xc

1997 10

530 320 8 横路遺跡土器

土地区

よころいせき 島根県 浜田市 横路遺跡(土器土

地区)

浜田市教育委員

.∠ゝx:

1997 10

539 330 1 足守川加茂A遺 あしもりがわ 岡山県 岡山市北 足守川河川改修 岡山県埋蔵文化 94 岡山県古代吉備 99503
跡 かもAいせき 区 工事に伴う発掘調

査 足守川加茂A

遺跡.足守川加茂

B遺跡.足守川矢
部南遺跡(本文)

財発掘調査報告 文化財センター
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遺跡一覧表A- 1

540 3302 足守川矢部南 あしもりがわ 岡山県 L岡山市北

区

足守川河 川改修 岡山県埋蔵 文化 94 岡山県古 代吉備 i199503

向遺跡 やべみなみむ

かいいせき

工事 に伴う発 掘調

査 足守川矢部南

向遺跡

財発掘調査報告
～i
文 化財センター

564 3303 天瀬遺跡 .岡山 あませいせ 岡山県 岡山市北 天瀬遺跡 -岡山城 岡山県埋蔵文化 154 岡山県古代吉 備 [200 102

城外堀跡 き.おか やま

じようそとぼ り

あと

区 外堀跡 財発掘調 査報告 文化財センター 5

565 3303 天瀬遺跡 .岡山

城外堀跡

あませいせ

き.おかやま

じようそとぼり

あと

岡山県 岡 山市北

区

天瀬遺跡 .岡山城 岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告

154 …

i

i

岡山県古代吉備

文化財センタ一

200 102

外堀跡

588 3304 岡 山城跡本丸

下の段

おかやまじよう

あと 】

岡山県 岡 山市北

区

史跡保 存整備事

業 史跡岡山城跡

本 丸下の段発掘

調査報 告

岡山市教育委員

.∠ゝxc

200 103

589 3304 岡山城三曲輪

跡

おかやまじよう

あと

岡 山県 岡 山市北

区

岡山城 三曲輪跡

E

岡山市教育委員 …

.̀ゝ …2x

20020 3

591 3304 岡山城三之外

曲輪跡 .旧岡山

藩藩学跡

おかやまじよう

あと-きゆうお

かやまはん は

んがくあと

岡 山県 岡 山市北

区

岡山城 三之外曲

輪 跡.旧岡 山藩藩

学跡

～
～ 岡山市教育委員

A
万

～
1

2008 03

592 3304

～

岡山城 三之外

曲輪跡 .旧岡 山

藩藩 学跡

おかやまじよう

あと.きゆうお

かやまはんは

んがくあと

岡山県 岡山市北

区

岡山城三之外曲

輪跡 .旧岡山藩藩

学跡

】

岡 山市教育委員

A
3*

200803

597 3304 岡山城 二の丸

跡

おかやまじよう

あと

岡山県 岡山市 北

区

岡山城二の丸跡 I 中国電 力内山下

変電所建設事 業

埋蔵文化財調査

委 員会

199803

556 3305 北方地蔵遺跡 きたかたじぞ 岡山県

】

岡山市北 北方下沼遺跡 .北 岡山県埋蔵 文化 126 岡山県古 代吉備 199803

ういせき 区 方横 田遺跡 .北方

!中溝遺跡 .北 方地

蔵遺跡

～財発掘調査報告
1

文 化財センター

574 330 6

I
i

…久 田原遺跡 くたばらいせ

き

岡山県 …鏡野町 久 田原遺 跡.久田

原古墳 群(第1分

冊 )

岡山県埋蔵文化 184

財発掘調 査報告 :

1

岡山県古 代吉 備

文化財センター
200403

-
575 330 7 久 田堀ノ内遺跡 くたはりのうち

いせき

岡山県 鏡野町 久田堀 ノ内遺跡 …岡山県埋蔵文化

～財発掘調査報告

192 岡山県古代吉備

文化財センター

200503

571 330 8

-i
】
i

郷ノ溝遺跡

I

ごうのみぞい =司山県 岡山市北 新邸遺 跡.郷ノ溝 岡山県埋蔵文化 182 ||司山県古代吉備 20040 3

せき

～
-
1

区 遺 跡.仏生田遺

跡 l掛無堂遺跡 .

川入遺 跡Ⅰ中撫川

遺 跡

財発掘調査報告 ;文化財センター

】 I

1
-

585 3309 国長遺跡 こくちよういせ 岡 山県 岡 山市 中 中島遺 跡.吾南遺 岡山県埋蔵文化 22 1 岡山県古代吉備 200 90 3

き 区 跡.国長遺跡 .天

神 河原遺跡

財発掘調査報告 文化財センター

596 3310 鹿田遺 跡第7次 しかたいせき 岡 山県 岡 山市北 鹿田遺 跡5一 第7 岡山大学構内遺 …23 岡山大学埋蔵文 200 70 3

区 [次.8次調査- 跡発脚 査報告 … 化財調査研究セン

タ-

586 3311 上東 中嶋遺跡 じようとうなか

しまいせき

岡 山県 倉敷市 上乗中嶋遺跡 岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告

226 岡山県古代吉備

文化財センタ-

20 100 3

550 3312 田益新 田遺跡 たますしんで 岡 山県 岡 山市北 田益新田遺跡 .西 岡山県埋蔵文化 109 岡山県古代吉備 9 960 3

んいせき 区 l山古墳 群 財発掘調査報告 文化財センター

558 3313 段林遺跡 .段林

古墳

だんぼや しい

せき.だんぼ

や しこふん

岡 山県 浅 口市 段林遺 跡.段枯古

墳

～

岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告

132 岡山県古代吉備

文化財センタI

9 980 3

577 3314 津島遺跡 つしまいせき 岡 山県 岡山市北

区

津島遺 跡 岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告

206 岡山県古代吉備

文化財センター

200 70 2

594 3315

】

津島同大遺跡 つしまおかだ 岡 山県 岡山市北 津島同大遺跡6- 岡山大学構内遺 9 岡山大学埋蔵文 19 9512

第6次 いいせき 軍 第6 .7次調査- 跡発掘調査報告 化財調査研究セン

ター

595 3315 津島同大遺跡 つしまおかだ 岡 山県 岡山市 北 津島同大遺跡10 岡山大学構内遺 14 岡山大学埋蔵文 19980 3

第9次 いいせき 区 - 第9次調査l 跡発掘調査報告 -化財調査研究セン

】タ-
544 3316 津寺遺 跡 つでらいせき 岡山県 岡山市北

区

津寺遺跡2 岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告
98 岡山県古代吉備

文化財センター
199503

545 3316 津寺遺 跡 つでらいせき 岡山県 岡山市北

区

津寺遺跡2 岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告
98 岡山県古代吉備

文化財センター
199503

546 33 6 津寺遺 跡 つでらいせき 岡山県 岡山市北

区

津寺遺跡2 岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告
98 岡山県古代吉備

文化財センター
199503

553 33 16 津寺遺跡 つでらいせき 岡山県 岡山市北

区

津寺遺跡4 岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告
116 岡山県古代吉備

文化財センター
199703

554 33 16 津寺遺跡 つでらいせき 岡山県 岡山市北

区

津寺遺跡4 岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告
116 岡山県古代吉備

文化財センター
199703
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遺跡一覧表A-1

5 57 33 16 津寺遺跡 つでらいせき 岡山県 岡山市北

区

津寺遺跡5 岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告
127 岡山県古代吉備

文化財センター
19980 3

5 60 33 16 津寺遺跡 tつでらいせき 岡山県 岡山市北

区

立田遺跡2.高松

原古才遺跡2.加

茂政所遺跡2.津

寺遺跡6

岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告
143 岡山県古代吉備

文化財センター
ー9990 3

584 33 17 中島遺跡 なかしまいせ

き

岡山県 岡山市中 .

区

中島遺跡.吾南遺

跡.国長遺跡.天
神河原遺跡

岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告
221 岡山県古代吉備 E

文化財センター ,
200 90 3

576 33 18 中撫川遺跡4区 なかなつかわ 岡山県 岡山市北 仏生田遺跡2.中 岡山県埋蔵文化 202 岡山県古代吉備 20060 3
いせき 区 撫川遺跡2 財発掘調査報告 】 文化財センター

555 3 319 服部遺跡 はつとりいせ

き

岡山県 総社市 薮田古墳群 金黒

池東遺跡 奥ケ谷

窯跡 中山遺跡.

中山古墳群 西山

遺跡.西山古墳

服部遺跡 北溝手
遺跡 窪木遺跡

高松田中遺跡

岡山県埋蔵文化

財発掘調査革告
121 岡山県古代吉備

文化財センター

19970 3

5 93 3320 備前原遺跡 びぜんはらい

せき

岡山県 岡山市北

区

備前原遺跡 御津町埋蔵文化

財発掘調査報告

10 御津町教育委員

AZE

200203

534 332 1 百聞川沢田遺

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが

わさわだいせ

き)

岡山県 岡山市中

区

百聞川沢田遺跡3 岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告

84 岡山県古代吉備

文化財センター

～
～

199303
i

I
IE-
I

5 35 332 百聞川原尾島

遺跡 i- -; -=r' .
i(ひやつけんが

糧 呈)hLじま

岡山県 岡山市中

区

百聞川原尾島遺

跡3

岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告
88 腰 だ是雷禦 199403

5 36 332 】百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 88 =司山県古代吉備 199403

I

遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが
わはらおじま

いせき)

区 跡3 】財発掘調査報告

1
i

～

…文化財センター

i

i
1
-

537 …332 1 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 挿8 岡山県古代吉備 …199403

iI
1
l

遺跡

-

わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

1いせき)

区 跡3

i

財発掘調査報告 i 文化財センター

541 3 32 百聞川原尾島 】ひやつけんが =司山県

ii

岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 97 岡山県古代吉備 199503

5

遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

いせき)

区

～

跡4

i

周 発掘調査報告 E文化財センタI

】 E I

1

542 332 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 …百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 97 岡山県古代吉備 】199503

遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが
わはらおじま

いせき)

区 跡4 財発掘調査報告 文化財センター

543 3321 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 97 岡山県古代吉備 19950 3

i

遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

いせき)

区 跡4 財発掘調査報告 Z文化財センタ一

547 332 1 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 106 岡山県古代吉備 19960 3
遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

いせき)

区 跡5 財発掘調査報告 文化財センター

548 332 1 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 106 岡山県古代吉備 19960 3
遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

いせき)

区 跡5 財発掘調査報告 文化財センター

549 332 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川原尾島遺 岡山県埋蔵文化 106 岡山県古代吉備 19960 3

遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

いせき)

区 跡5 財発掘調査報告 文化財センター

551 332 1 百聞川兼基遺 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川兼基遺跡2 岡山県埋蔵文化 114 =司山県古代吉備 199603

跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わかねもとい

せき)

区 百聞川今谷遺跡2 財発掘調査報告
】文化財センター
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遺跡一覧表A- 1

552 3321 百ru‖一棟 3」iW

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが

わかねもとい

せき)

岡山県 L岡山市中

区

百聞 川兼基遺跡2

百 聞川今 谷遺跡2

岡山県埋蔵文 化

財発掘 調査報告
114 岡 山県古代吉備

文化財センター
99603

559 332 1 原 尾島遺跡 ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが
わ はらおじま

いせき)

岡山県 岡 山市 中

区

原尾島遺 跡 (藤原

光町3丁 目地区)

岡山県埋蔵 文化

財発掘調査報 告

139 岡山県古 代吉備

文化財センター

～

199903

561 3321 原尾島遺 跡(冒 ひやつけんが 岡 山県 岡山市 中

区

原尾島遺跡 .沢田 岡山県埋蔵文化 153 岡山県古代吉備 2000 12

間川以東) わいせきぐん

(ひやつけんが

わ はらおじま

いせき)

遺跡 財発掘調査報告 文化財センター

562 332 1 沢田遺 跡 ひやつけんが 岡山県 岡山市 中

区

原尾島遺跡 .沢 田 岡山県埋蔵文化 153 岡山県古代吉備 2000 12

わ いせきぐん

(さわだいせ

き)

遺跡 財発掘調査報告 文化財センタI
,

563 332 1 沢田遺跡 ひやつけんが

わ いせきぐん

(さわだいせ

き)

岡山県

i

岡山市中

区

原尾島遺跡 .沢 田

遺跡

岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告
15 3 賢岩芸雷豊 空 L2 000 2

566 332 1 百聞川米 田遺

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが

わよねだいせ

き)

岡山県 岡 山市 中

区

百聞川米 田遺跡4 岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告

164 岡 山県古代吉備

文化財センター
200203

567 3321 百聞川 米田遺

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが
際 ねだいせ

岡 山県 恩 山市 中 百聞川米田遺 跡4 岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告
164 岡山県古 代吉備

文化財センター

1

1200203

568 3321 百聞川米田遺

跡

ひやつけんが

わ いせきぐん

(ひやつけんが

わ よねだいせ

き)

岡山 県 岡山市 中

区

百聞川米 田遺跡4 岡山県埋蔵文化

!財発掘調査報告
164 贋 だ監 2002 03

569 332 1

～

百聞川米田遺

跡

i

ひやつけんが 岡山県 .岡山市中 E百聞川米 田遺跡4 岡 山県埋蔵文化 164 岡 山県古代吉備 1200203

わいせきぐん

(ひやつけんが
わよねだいせ

き)

区 財発掘調査報告 r文化財センタつ

570 332 1 百聞川原尾島 ひやつけんが 岡山県 岡山市 中 百 聞川原 尾島遺 岡山県埋蔵文化 179 岡 山県古代吉備 …200402

遺跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わはらおじま

いせき)

!区 跡6 財発 掘調査報告

i
i

文 化財センター

578 332 1 百聞川兼基遺

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが

わかねもとい

せき)

岡山県 岡 山市 中

区

百 聞川兼 基遺 跡

4 .百聞川沢田遺

跡5

岡山県埋蔵 文化

財発 掘調査報告
208 =司山県古代吉備

文 化財センター
200703

579 332 1 百聞川沢 田遺

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが

わさわだいせ

き)

岡 山県 岡山市 中

区

百 聞川兼基遺 跡

4 .百聞川沢田遺

跡 5

岡山県埋蔵文化

財 発掘調査報告

208 岡山県古 代吉備

文化財センター

200703

580 332 1 百聞川原尾 島 ひやつけんが 岡 山県 岡山市 中

区

百聞川兼基遺跡7 岡山県埋蔵文化 2 15 岡山県古代吉 備 200803

遺跡 わいせ きぐん

(ひやつけんが

わ はらおじま

いせき)

百聞川二の荒手

遺跡

財発掘調査報告 文化財 センター

581 3321 百聞川二の荒 ひやつけんが 岡 山県 岡山市中 百聞川兼基遺跡7 岡山県埋蔵文化 2 15 岡山県古代吉備 20 080 3

手遺 跡 わ いせきぐん

(ひやつけんが

わ にのあらて

いせき)

区 百聞川二の荒手

遺跡

財発掘調査報告 文化財センター

582 332 1 百聞川今谷遺 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川今谷遺跡4 岡 山県埋蔵文化 217 岡山県古代吉備 20 0903

跡 わ いせきぐん

(ひやつけんが

わ いまだにい

せ き)

区 財発掘調査報告 文化財センター
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遺跡一覧表A- 1

583 332 1 百聞川今谷遺

跡

ひやつけんが

わいせきぐん

(ひやつけんが

わいまだにい

せき)

岡山県 岡山市 中

区

百聞川今谷遺跡4 岡 山県埋蔵 文化

財発掘調査報告

217 岡山県古代吉備

文 化財 センタ-

200 903

587 3 321 百 聞川沢 田(市 ひやつけんが 岡山県 岡山市中 百聞川沢 田(市 岡山市 教育委員 199203
道 )遺 跡 わいせきぐん

(ひやつけんが

わさわ だいせ

き)

区 道)遺跡発掘調査

報告

.̀ .ゝ
コミ

590 332 百 聞川沢田遺

跡

ひやつけんが

わ いせきぐん

(ひやつけんが

わ さわだいせ

き)

岡山県 岡山市中

区

百聞川沢 田遺跡 岡山市教育委員

A
z*

200403

572 3322 仏生田遺跡 ぶしようでんい 岡山県 岡 山市北 新邸遺跡 .郷 ノ溝 岡山県埋蔵文化 182 岡山県古代吉備 200403

せき 区 遺跡 .仏生田遺

跡 .掛 無堂遺 跡.

川入遺跡 .中撫川
遺 跡

財 発掘調査報告 文化財センター

573 3322 仏生 田遺跡 ぶしようでんい 岡山 県 岡 山市北 新邸遺跡 .郷ノ溝 岡山県埋蔵文化 18 2 岡山県古代吉備 200403

せき 区 遺 跡.仏生田遺

跡 .掛無堂遺跡.

川入遺跡 .中撫川
遺 跡

財 発掘調査報告 文化財センター

538 3323 三手遺跡 みていせき 岡 山県 岡山市北

区

山陽自動車道建

設 に伴う発掘調査

9(本文)

岡山県埋蔵文化

財 発掘調査報告
90 岡山県古代吉備

文化財センター

】199403

～

928 340 広島城跡上八

丁堀地点

ひろしまじよう
あと

広島 県 広 島市 中

区

広島城跡 上八丁

堀 地点

(株)パスコ 201003

599 350 下右 田遺跡神 しもみ ぎたい 山口県 防府市 下右田遺 跡(神里 山口県埋蔵文化 53

】

(財)山 口県ひとづ 200603

里地 区 せき 地 区) 財 センター調査報

d二
∩

くり財団山 口県埋

蔵文化財センター

600 3502 神郷大塚遺跡

第8次

じんごうおお

っかいせき

山口県 山口市 神 郷大塚 遺跡 Ⅳ 山 口市埋蔵文化

財 調査報告
96 山 口市教育委 員

A
3S

200703

60 1 3503

-

延行条里遺跡

砂子 多地 区

lのぶゆきじよう

りいせき

山口県 】下 関市 延行条 里遺跡 下関市埋蔵文化

財 調査報告書
56 下関市教育委員

会 .
199603

602 3503 延行条里遺跡 のぶゆきじよう 山口県

E

下関市 t延行条里遺跡 下関市埋蔵文化 56 下関市教育委員 199603
砂子 多地 区 りいせき 財調査報告書 「会

6 11 370 rk 怨 霊第 1 いつかくいせ

き

ト香川県 高 松市 一角遺 跡 高松市埋蔵文化

財調査報告

44 高松市教育委 員 200003

A3T
60 6 3702 川津東 山田遺 かわつひがし 香 川県 坂出市 川津東山田遺 跡 四国横断 自動車 38 (財)香川 県埋蔵 200110

跡 I 区 やまだいせき I 区 道建設に伴 う埋

蔵文化財発掘調

重報告

文化財調査セン

ター

60 9 370 3 川南 .西遺 跡 かわみなみ.

にしいせき

香川県 高松市

)

川南 .西遺跡 高松市埋蔵文化

財調査報告

;38
i
I

高松市教育委 員

■ゝ.2i

199903

6 10 3703 川南 .西遺 跡 かわみなみ.

にしいせき

香川県 高松市 川南 .西遺跡 高松市埋蔵文化

財調査報告

;38 高松市教育委 員

一ゝ.=

199903

60 7 3704 北 内遺跡 きたうちいせ

き

香川県 丸亀市 住吉遺跡 渡池跡

北内遺跡 池下遺

防

(財)香川 県埋蔵

】文化財センター

200802

6 08 370 5 弘福寺領 山田 ぐふくじりよう 香川県 高松市 讃岐国弘福寺領 高松市埋蔵文化 37 高松市教育委 員 199903
郡 田図比定地

ほか

の調査 財調査報告 A
Z5

604 3 706 金毘羅 山遺跡

】

こんぴらやま 香川県 東かがわ 金毘羅山遺跡 I 四国横断 自動車 36 (財)香 川県埋蔵 200008
いせき 市 塔の山南遺跡 庵

の谷遺跡

道建設に伴う埋

蔵文化財発掘調

重報告

文化財調査セン

ター

605 3 706 !金毘羅 山遺 跡 こんぴらやま 香川県 東かがわ 金毘羅 山遺跡 I 四国横断 自動車 36 (財 )香 川県埋蔵 20000 8

いせき 市 塔の山南遺跡 庵

の谷遺跡

道建設に伴う埋

蔵文化財発掘調

重報告

文化財調査セン

タ-

603 370 7 龍川五 条遺跡 たつかわ ご

じよういせき

香川県 善通寺市 龍川五条遺跡 Ⅱ

飯野東分 山崎南

遺跡 1

四国横断 自動車

道建設に伴う埋

蔵文化財発掘調

重報告

39 既 票-u 塁票

タ-

1998 10

6 12 3708 農学部遺跡 のうがくぷい

せき

香川 県 三木町 農学部遺跡1 香川大学埋蔵文

化財発掘調査報

dニ
ロ

1 香川大学埋蔵文

化財調査室

200203

6 19 380 1 岩崎遺跡 いわさきいせ

き

i

愛媛 県 松 山市 岩崎遺跡 松山市文化財調

査報告書
7 1 松山市教育委 員

会 .(財)松 山市生

涯学習振興財 団

埋蔵文化財セン

ター

199903
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遺跡一覧表A-1

620 3802 大測遺跡第3次 おおぶちいせ

き

愛媛県 松山市 t大測遺跡- 第3次

調査-

鵠 空言化H*S I 78 松山市教育委員

会 .(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

2000 03

62 1 3802 大測遺跡第3次 おおぶちいせ

き

愛媛県 松山市

i

大潮遺跡ー第3次

調査-

松山市文化財調

査報告書
i～
～

78 松山市教育委員

会.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

200003

622 3802 大測遺跡第3次 おおぶちいせ

育

愛媛県 松山市 大測遺跡- 第3次

調査-

松山市文化財調 】

査報告書
78 松山市教育委員

会.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

200003

613 3803 県民館跡地 けんみんかん

あとち

愛媛県 松山市 史跡「松山城跡」

内 県民館跡地

埋蔵文化財発掘

調査報告書

81 (財)愛媛県埋蔵

文化財調査セン

タ一

200002

614 3803 県民館跡地 けんみんかん

あとち

愛媛県 松山市 -史跡「松山城跡」

内 県民館跡地

埋蔵文化財発掘

調査報告書

81 (財)愛媛県埋蔵

文化財調査セン

ター

200002

615 3804 古照遺跡第6次 こでらいせき 愛媛県 松山市 ～古照遺跡 松山市文化財調 35

査報告書

】

松山市教育委員

会.(財)松山市生

涯学習振興財団

1㌍ 文化財セン

199303

616 3804 古照遺跡第6次 こでらいせき 愛媛県 松山市 古照遺跡 松山市文化財調

査報告書

;35 LT (富慧 荒

涯学習振興財Eg

埋蔵文化財セン

ター

1993 03

～

618 3804 =古照遺跡第7次 こでらいせき

!

愛媛県 松山市 …古照遺跡 J松山市文化財調

査報告書

-38 松山市教育委員

会.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

199403

E

I
905 3804 古照遺跡(第1

1次～第11次調
査総括)

】こでらいせき 愛媛県 松山市 古照遺跡

]

松山市文化財調

査報告書

53 松山市教育委員

A ＼ 生

199603

,]
A
-

= t(財)松山市

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター
906 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

i
～

にでらいせき.

-
i

i

愛媛県 …松山市

1

古照遺跡

-
】

松山市文化財調

査報告書

7
1

…53 松山市教育委員

A 、
199603

苔 .(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

タI
907 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

i

こでらいせき i愛媛県 松山市 古照遺跡 松山市文化財調

査報告書

53 松山市教育委員

A 、

199603

i石.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター
908 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

こでらいせき 愛媛県 松山市 古照遺跡 松山市文化財調

査報告書

53

～

松山市教育委員

会.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

199603

909 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

こでらいせき 愛媛県 松山市 古照遺跡 松山市文化財調

査報告書

53 松山市教育委員

会.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

199603

910 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

こでらいせき 愛媛県 松山市 古照遺跡 松山市文化財調

査報告書

53 松山市教育委員

A 、 生

199603

冗.(財)松山市

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター
623 3805 樽味遺跡第4次 たるみいせき 愛媛県 松山市 樽昧遺跡Ⅳ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

Ⅸ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室

20030 3

617 380 6 道後今市遺跡 どうごいまい 愛媛県 松山市 道後城北遺跡群 -松山市文化財調 37

I

松山市教育委員 19970 9

第9次 ちいせき Ⅱ 道後今市9次.

道後鷺谷.祝谷大

地ケ田

査報告書 会.(財)松山市生

涯学習振興財団

埋蔵文化財セン

ター

624 380 7 文京遺跡第18

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡Ⅴ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

ⅩⅥ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室

200 70 4

27



遺跡一覧表AI1

625 3807 文京遺跡第18

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡Ⅴ 愛媛大学埋蔵文 E

化財調査報告 】

ⅩⅥ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室
20 0704

626 3807 文京遺跡第18

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡Ⅴ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

ⅩⅥ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室

200704

627 380 7 文京遺跡第18

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡Ⅴ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

ⅩⅥ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室

200704

628 380 7 文京遺跡第25

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡 Ⅵ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

ⅩⅩ 愛媛大学埋蔵文 !

化財調査室

200903

629 38 07

I

文京遺跡第25

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡 Ⅵ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

ⅩⅩ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室

200903

630 3 807 文京遺跡第25

次

ぶんきようい

せき

愛媛県 松山市 文京遺跡 Ⅵ 愛媛大学埋蔵文

化財調査報告

ⅩⅩ 愛媛大学埋蔵文

化財調査室
200903

63 1 390 不破遺跡

～

ふぱいせき 高知県 中村市 不破遺跡 高知県埋蔵文化

財センター発掘調

査報告書

90 (財)高知県埋蔵

文化財センター

200403

～

632 3901 不破遺跡 ふぱいせき 高知県 中村市 不破遺跡 高知県埋蔵文化

財センター発掘調

査報告書

90 (財)高知県埋蔵

文化財センタ-

200403

633 390 1 不破遺跡 ふばいせき 高知県 中村市 不破遺跡 高知県埋蔵文化

財センタ- 発掘調

査報告書

90 (財)高知県埋蔵

文化財センタI
20040 3

6 58 400 1 碇遺跡第1次 いかりいせき .福岡県 久留米市 碇遺跡 久留米市文化財

調査報告書

190 久留米市教育委

員会
20030 3

-

6 39 4002 井相田D遺跡第

2次

いそうだDいせ

き

福岡県 福岡市博

多区

井相田D遺跡第2

次調査

福岡市埋蔵文化

財調査報告書
610 福岡市教育委員

A
=;

9990 3

640 4002 井相田D遺跡第 いそうだDいせ

き

福岡県 福岡市博 井相田D遺跡一第 福岡市埋蔵文化 70 1 福岡市教育委員 20020 3

!1次 多区 1.3次調査- 財調査報告書 .∠ゝ
=;

6 35 4003 岩本遺跡

】

いわもといせ 福岡県 福岡市西 岩本遺跡- 岩本 福岡市埋蔵文化 34 2 福岡市教育委員 19930 3
き 区 遺跡群第3次調査

ォ& -

財調査報告書 ∠ゝ
3S

6 56 4004 小郡川原田遺 おごおりかわ 福岡県 小郡市 小郡川原田遺跡

Ⅱ

小郡市文化財調 16 3 小郡市教育委員

Aコ=

20020 3

跡 らだいせき 査報告書

64 8 400 5

i

金山遺跡Ⅴ区 ーかなやまいせ

き

福岡県 北九州市

小倉南区

金山遺跡 卜 Ⅴ区 北九州市埋蔵文

化財調査報告書

22 3 (財)北.九州市教

育文化事業団埋

蔵文化財調査室

】19990 3

1
1

64 4 400 6 上広瀬遺跡第1 かみひろせい 福岡県 E福岡市早 広瀬遺跡2.上広 …福岡市埋蔵文化 190 1

i

福岡市教育委員 20060 3
次 せき ]良区 瀬遺跡1 財調査報告書 A

z*
645 40 06 上広瀬遺跡第2 かみひろせい 福岡県

I

福岡市早 上広瀬遺跡2 福岡市埋蔵文化 928 ;福岡市教育委員 20070 3
次 せき 良区 財調査報告書 A

=
652 40 07 …蒲生大畔遺跡

i
がもうおぐろいl福岡県 北九州市 蒲生大畔遺跡1(1 北九州市埋蔵文 30 8 (財 )北九州市芸 20040 3

せき 小倉両区

I
～

区.2区.7区の調

査)

化財調査報告書

i

術文化振興財団

埋蔵文化財調査

室

653 4007 蒲生大畔遺跡 がもうおぐろい福岡県

i

i北九州市 蒲生大畔遺跡1(1 =北九州市埋蔵文 治08 (財 )北九州市芸 20 04 03

せき 小倉南区 .区.2区,7区の調

査)

化財調査報告書 …術文化振興財団

埋蔵文化財調査

室
65ー 4008 蒲生寺中遺跡 がもうてらな

かいせき

福岡県 北九州市

小倉南区

蒲生寺中遺跡2 北九州市埋蔵文

化財調査報告書
307 (財 )北九州市芸

術文化振興財団

埋蔵文化財調査

塞

20 0403

649 4009 黒崎遺跡 くろさきいせき 福岡県 北九州市

八幡西区

黒崎遺跡 北九州市埋蔵文

化財調査報告書

280 (財)北九州市教

育文化事業団埋

蔵文化財調査室

20 0202

637 4010 雀居遺跡第3

次.第6次 .第8

次

ささいいせき 福岡県 福岡市博

多区

】

雀居遺跡4 福岡市埋蔵文化

財調査報告書

-

565 福岡市教育委員

A
3*

199803

64 1 4010 雀居遺跡第12

次

ささいいせき 福岡県 福岡市博

多区

雀居遺跡8 福岡市埋蔵文化

財調査報告書 、.
747 福岡市教育委員

A
3S

200303

638 401 1 下月隈C遺跡第 L もつきぐまC 福岡県 福岡市博 下月隈C遺跡2- 福岡市埋蔵文化 566 福岡市教育委員 199803

2次 いせき 多区 下月隈C遺跡2

次P3次調査l

財調査報告書

】
-

～

A
35

642 401 1 下月隈C遺跡第 L もつきぐまC 福岡県 福岡市博 下月隈C遺跡Ⅴ !福岡市埋蔵文化 839 福岡市教育委員 200503

6次 いせき 多区 財調査報告書 .A .
冗

643 40日 下月隈C遺跡第 L もつきぐまC 福岡県 福岡市博 下月隈C遺跡Ⅵ 福岡市埋蔵文化 88 1 福岡市教育委員 200603

7次 いせき 多区 (本文編) 財調査報告書 .一ゝ.
3x

636 ー4012 次郎丸高石遺 じろうまるたか 福岡県 福岡市早 福岡外環状道路 福岡市埋蔵文化 536 福岡市教育委員 199703

跡第3次 いしいせき 良区 関係埋蔵文化財

調査報告2

財調査報告書 A
3i

657 4013 大宰府条坊跡

第230次

だざいふじよう

ぽうあと

福岡県 太宰府市 大宰府条坊跡25 太宰府市の文化

財
75 大事府市教育委

員会.玉川文化財

研究所

20 0403

650 4014 長野尾登遺跡

第2地点E′}H 区

ながのおのぼ

りいせき

福岡県 北九州市

小倉南区

長野尾登遺跡第2

地点E一} H 区

北九州市埋蔵文

化財調査報告書

1

286 (財)北九州市教

育文化事業団埋
蔵文化財調査室

200203

28



遺跡一覧表A-1

655 40 4 長野尾登遺跡 ながのおのぽ 福岡県 北九州市 長野尾登遺跡第2 北九州市埋蔵文 396 (財)北九州市芸 20080 3
第2地点 りいせき

-
1

小倉南区 地点(L区) 化財調査報告書 霊孟禁 芸雷雲 S

l室 1

654 40 15 長野フンデ遺跡 ながのふんで

いせき

～福岡県 北九州市

小倉両区

長野フンデ遺跡 北九州市埋蔵文

…化財調査報告書

～

348 圧財)北九州市芸

術文化振興財団

埋蔵文化財調査

室

200603

647 4016 中伏遺跡Ⅱ区. なかぶせいせ 福岡県 北九州市 曹 伏遺跡2 北九州市埋蔵文 135 圧財)北九州市教 19930 3
Ⅳ区 き 八幡西区 化財調査報告書 育文化事業団埋

蔵文化財調査室

911 40 7 東比恵三丁目 ひがしひえさ 福岡県 福岡市博 東比恵三丁目遺 福岡市埋蔵文化 636 福岡市教育委員 20000 3
遺跡第1次 んちようめい

せき

多区 跡 財調査報告書 .∠ゝ
コ;

646 40 7 東比恵三丁目 ひがしひえさ 福岡県 福岡市博 東比恵三丁目遺 福岡市埋蔵文化 】1051 福岡市教育委員 20090 3
遺跡第2次 んちようめい

せき

多区 跡2 財調査報告書 A
3*

634 4018 屋舗内遺跡 やしきうちい

せき

福岡県 うきは市 流川地区遺跡群 福岡県文化財調

査報告書
171 福岡県教育委員

■ゝ2X

20020 3

664 4101 快万遺跡1軍I2

区

かいまんいせ

き

佐賀県 佐賀市 快万遺跡1区.2区 久保田町文化財

調査報告書

15 久保田町教育委

員会
20020 3

663 4102 蔵上遺跡 くらのうえいせ

き

佐賀県 鳥栖市 蔵上遺跡Ⅱ 鳥栖市文化財調

査報告書

60 鳥栖市教育委員

A3*

20000 3

659 4103 坪の上遺跡 つぼのうえい

せき

佐賀県 佐賀市 坪の上遺跡 I 佐賀市文化財調

査報告書

93 「佐賀市教育委員
痩

19980 3

660 4104 徳永遺跡21区 !とくながいせき佐賀県 佐賀市 漂 霊霊2T 雷Ⅶ 徳 佐賀市文化財調

】査報告書

128 】佐賀市教育委員

A
=;

200 10 9

662 4104 鷹 霊遺跡13区l とくながいせき佐賀県 佐賀市 徳永遺跡群Ⅹ 徳

永遺跡13区.19区

佐賀市文化財調

査報告書

138 佐賀市教育委員

一∠ゝ≡

…20020 3

912 4105 中原遺跡5区 なかぼるいせ

き

佐賀県 唐津市 中原遺跡Ⅲ 5区

の調査

佐賀県文化財調

査報告書
179 佐賀県教育委員

A2X

20 0903

913 4105 曹 原遺跡5区 なかぼるいせ 佐賀県 唐津市 中原遺跡Ⅲ 5区 佐賀県文化財調 179 佐賀県教育委員

A
≡

200903
き lの調査 査報告書

914 4105 中原遺跡5区 なかぼるいせ 佐賀県 唐津市 中原遺跡Ⅲ 5区 佐賀県文化財調 179 佐賀県教育委員 200903
き の調査 査報告書 F 一∠ゝー

3x
66 1 4106 増田遺跡5区 ますだいせき 佐賀県 佐賀市 増田遺跡群Ⅵ 佐賀市文化財調

査報告書

|130

I

佐賀市教育委員

A
3*

20 0203

666 430 大江遺跡群第

106次

おおえいせき

ぐん

熊本県 熊本市 大江遺跡群Ⅵ l熊本市教育委員
】会

200703

-
668 4302 黒髪町遺跡本 くろかみちよう 熊本県 熊本市 熊本大学構内遺 熊本大学構内遺 Ⅳ ～熊本大学埋蔵文 20080 3

i
i

荘北地区9601

調査地点

いせき 跡発掘調査報告

Ⅳ

跡発掘調査報告 E化財調査室
I
i

669 4302 黒髪町遺跡黒 くろかみちよう 熊本県 熊本市 熊本大学構内遺 -熊本大学構内遺 Ⅳ [熊本大学埋蔵文 20080 3
髪南地区9603 いせき 跡発掘調査報告

Ⅳ

-跡発掘調査報告

I .

座 財調査室 I
1
-

調査地点
i

670 4302 黒髪町遺跡黒 くろかみちよう 熊本県 熊本市 l熊本大学構内遺 熊本大学構内遺 Ⅳ 1熊本大学埋蔵文 200803
髪南地区9704

調査地点

いせき 跡発掘調査報告

Ⅳ

跡発掘調査報告 化財調査室 1

667 4303 】山王遺跡第1次 さんのういせ

:#

熊本県 熊本市 i山王遺跡 i 熊本市教育委員

;2*

20 080 3

665 4304 西片町遺跡 にしかたまち

いせき

熊本県 八代市 西片町遺跡 熊本県文化財調

重報告
153
i

熊本県教育委員

A
コ=

19960 3

675 4401 大肥吉竹遺跡 おおひよした

けいせき

大分県 日田市 大肥吉竹遺跡 日田市埋蔵文化

財調査報告書
48 日田市教育委員

A
2x

20040 3

671 4402 河内谷御茶屋

跡.河内谷馬場

跡

こうちたにお

ちややあと.こ

B T =にばば

大分県 竹田市 河内谷御茶屋跡.

河内谷馬場跡

大分県教育委員

∠ゝ
≡

】19950 3

674 440 3 玉沢地区条里 たまざわちく 大分県 大分市 玉沢地区条里跡 大分市埋蔵文化 59 大分市教育委員 20050 3
跡第3次 じようりあと 第3次調査報告 財発掘調査報告

全
日

A
21

672 440 4 八坂久保田遺

跡

やさかくぼた

いせき

大分県 杵葉市 -八坂の遺跡 I 総

読.八坂久保田遺

;跡.八坂本庄遺跡

大分県文化財調

査報告書
150 声 分県教育委員 20030 3

～
673 440 5 八坂本庄遺跡 やさかほん

じよういせき

大分県 杵築市 八坂の遺跡 I 総

読.八坂久保田遺

跡.八坂本庄遺跡

大分県文化財調

査報告書

150 大分県教育委員

A
3*

20030 3

681 450 1 革刈田遺跡 くさかりだいせ

き

宮崎県 えびの市 …革刈田遺跡 えびの市埋蔵文

化財調査報告書

39 えびの市教育委

員会

20040 3

682 450 2 坂元A遺跡 さかもとAいせ

き

宮崎県 都城市 坂元A遺跡 坂元

B遺跡

都城市文化財調

査報告書
71 都城市教育委員

.̀ゝ2x

20060 3

683 450 2 坂元A遺跡 さかもとA いせ

き

宮崎県 都城市 坂元A遺跡 坂元

B遺跡

都城市文化財調

査報告書
71 都城市教育委員

A2x

200603

679 450 3 昌明寺遺跡 しようみようじ

いせき

宮崎県 えびの市 昌明寺遺跡 えびの市埋蔵文

化財調査報告書

30 えびの市教育委

員会

200 02
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680 4503 昌明寺遺跡 しようみようじ

いせき

宮崎 県 えびq)市 昌明寺遺跡 えびの市埋蔵文

化財調査報告書
30 えびの市教育委

員会

200 02

684 4504 中尾下遺跡 なか おしたい

せき

宮崎 県 都城市 中尾下遺跡 「都城市文化財調

査報告書

98 都城市教 育委 員

∠ゝ:et

20090 3

676 45 05 母 智丘 谷遺跡 もちおだにい

せき

宮崎 県 都城市 母智丘谷遺跡 .価

田遺跡 .嫁坂遺跡

宮崎 県埋蔵 文化

財センター発掘調

査報告書

63 宮崎 県埋蔵文化

財センター

20020 3

677 4 505 母 智丘 谷遺跡 もちおだにい

せき

宮崎 県 都 城市 母智丘谷遺跡 .畑

日遺跡 .嫁坂遺跡

宮崎 県埋蔵 文化

財センター発掘 調

査報告書

63 宮崎県埋蔵文化

財 センタ一
2002 03

685 460 鍛冶屋馬場遺

跡

かじやばばい

せき

鹿児島県 薩摩川内

市

鍛治屋馬場遺跡 鹿児 島県立 埋蔵

文 化財センター発

掘調 査報 告書

39 鹿児島県立埋蔵

文化財センター
200 203

68 6 4602 京田遺跡 きようでんいせ

き

鹿児島県 薩摩川 内

市

京 田遺跡 鹿 児島県立埋蔵

文 化財センター発

掘 調査報 告書

8 1 鹿児島県立埋蔵

文化財センター

2 00503

6 87 4603 橋牟礼川遺跡 はしむれがわ

いせき

鹿児島 県 稽宿市 橋 牟礼 川遺跡 Ⅲ 指宿市埋蔵文化

財発掘調査報告

皇
Ea

10 指宿市教育委員

■ゝ.zc

199203
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洪水痕跡検出位置

発掘調査報告書記載内容

相対年代



遺跡一覧表A-2

番号 「遺跡名 】検出位置 -.報告書記載内容.該当ページ 年代 t備考
総 遺跡 検出区

など
層など 報告普 本稿

003 010 H513通跡

F

2層群 p34:(2層群は)埋没河川中のl 郡で碓認0秒.シルト▼近世～近 近代′〉現
主体で,小磯を含む層もある03a層の腐植土を含む
層の上位で確認されることから.3層堆積後に河川の
氾濫があった可能性を示すものである。(中略)(直下
の3層群は)腐植土の発達する3a層及び3C層.その
間層となるTa-aを基本とし,(中略)近世から近代に
堆積したと見られる0

代。 一代o

)
i
】

004 0101 H513遺跡 4層群 p34:(前略)堆積状況から見ると.下位の5層群堆積 ▼中世～近 17世紀～
後▼3層群堆積までの間に数次にわたる大規模な河
川の氾濫があったことが理解できる0(中略)(直下の
3層群は)中世から近世に堆積したと思われるが.年
代観を明確にしうることはできなかった。

世0△1739
年0

1739年?

002 0102

i

K435遺跡

i

(D1地 4c~ (上野秀- 「環境変遷と遺構群」pp449-451)p450: ▼擦文早期 擦文早期末
点) 4h 5at5層が堆積しその上面で人々 が居住した直後に 後半(8世紀 葉～前期初

ま,D1地点第14-15号竪穴住居跡の覆土堆積物やそ初護～後 め(8世紀末
の上にのる4c~ 4h層の砂～砂質土が堆積する状況 半)0△擦文 葉～9世紀初
からも判断されるように,再び大量の河川堆積物が
供給される環境く中略)この激しい河道の動くに呼応
する形で▼D1地点をはじめとしてかつての氾濫原など
の低い部分はほとんど哩積され,一旦は平坦化する
結果となった0(中略)この後▼はじめに居を構えたの
はD2~ 3地点の4b1層面段階である0(中略)この時
期は出土遺物から見て擦文前期段階であるp450(4

～7行目):(5a層面は)時期的には▼A地点例は各種
時期の資料が混在している可能性もあるが.少なくと
も今次調査資料中では比較的古い擦文早期前半ま
で遡り得る可能性がある資料も含む。C地点は(中
略)擦文早期後半の中の8世紀初譲から前半のもの,
】D1地点は同期後半の8世紀後半のものである0

前期0 め)e

i
005 0103 K523遺跡

EI

～

p18:分層出来た層の総数は全部で64層あり,堆積環▼中世～近 17世紀～
1
～
I
EI

一
一
一
l

境から大きく12の層群に分けて理解することが出来 世0△1739 …1739年?
年(Taーa)つ

I

る。p19:(3層群は)Tataと見られる粗粒火山灰を起
源とする層。(中略)(4層群について)埋没河川内に
確認された土層で,堆積状況から35層に分類される0
時期的には埋没河川内に水が流れていた時代から
樽前a火山灰降下直前までの堆積層である0全体を
概観した結果,今回の調査では埋没河川の川幅及びi

～
～

i

川底は確認できなかったが.調査区西側に向かって
河床部が深く落ち込む地形が確認された。また▼河川
内の埋没過程に7つの画期が確認され.第12～ー4図
において,4c,4f,4j,4k-5,41-0,4卜2-4ト4層の下面 " -
を太線で示している部分である。河川堆積物が徐々
に蓄積し,河床の位置が西から東へ移動していること I
が確認できる0特に4f層は微高地が河川によって削
られた直後に堆積した状況が観察され.河川が埋没

" 喜 ■ " 即-i

する過程において,流路が徐々 に東側にずれたこと
を示すものである0また,4k層並びに4層は全部で20 " -
の層に細分したが.流木などの関係で中州状に堆積
したもので▼比較的大型の流木が多量に出土してい
ることが観察できる0この中州が形成されたことによ " - " -
リ,河川の流路が東側に広がり.徴高地面が削られ
たことが推察される0河川内からは,擦文土器,黒曜
石製削片.木製品などの遺物が4g▼4m,4q層から出
土しているが,これらの遺物は河川流路が変わった
際に徴高地面とともに遺物包含層も削られたため.2 i
次的に混入したものと思われる。なお▼遺物が主体的
に混入するのが4m,4q層であることから,中州形成
以前から微高地面は河川に削られており,それだけ
の規模を語る河川の氾濫が遺跡形成以後に発生し,
その際ー大量の堆積物や流木などの混入物によって
中州が形成された可能性が高い。(中略)(7層群につ
いて)堆積状況及び出土遺物から中世から近世に堆
積したものと思われる0

001 0 04 柏木川4遺跡 p177:近現代流路は▼B地区の調査時に確認したもの
で,B- 76-77区付近にみられるTa- aを切る流れで

★明治～現
代O

琵㌣~ 8i

ある。堆積状況は,5~ 10cm程度の磯とシルト質粘土
の互層で▼急激な氾濫の堆積を示す0現柏木川は,

】
i

明治から現在にかけて多くの氾濫を繰り返してきてお
り,その一端を示しているe

～
i
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009

～

030ーE押切遺跡 …票本層EI p10 :(前略)表土を除去したところ,3箇所のコンク
リl トのタタキ面が検出され,近似するレベルに磯の
散布もみられた0この面を「第 I面」とした.畑の耕作土
はにぷい黄褐色砂質土(基本土層I層)で洪水起源
の砂と推測される。第 I面出土の陶磁器,ガラス瓶
の年代観.コンクリ- トの使用年代観から.基本土層
のI層は.昭和22年のアイオン台風,昭和23年の力
サリン台風の洪水の所産による砂層と推測される0
水害による砂の堆積で第1層が被覆されたと解釈され
る。P64‥遺跡地内調査地内には昭和23年頃まで2つ
の屋敷が所在していたという。(中略)屋敷開始年代
は明治初更頃が妥当と考える0

★1947年。
▼昭和0

ー947年0 i

】

010 030 押切遺跡 基本層
序

I
】

同上0 ★1948年0

▼昭和。
1948年0

013 0302 中村城跡

i

】
i

1～7号

i
I

p144:(中世について)遺構の廃絶についてである ▼13世紀中 ー6世紀～17
堀跡

i

が.1~ 7号堀跡の断面にはいずれも水成堆積した状
況が認められる。1号堀跡は2層以下,2号堀跡は2a
層以下▼3.4号堀跡は1層以下▼5号堀跡は7層以下,

6号堀跡は2層以下,7号堀跡は3層以下にほぼ同じ
堆積状況が観察され▼水成堆積後は人為的にI 括
土で埋め戻されている0このように大規模な水成堆積
はおそらく金流川の氾濫による洪水堆積と推定され
る0この洪水後まもなく,人為的な埋め立てが行われ
廃絶したものと考えられる0これらの中世に係わる出
土遺物と各遺構の堆積状況から▼城館として機能し
ていた時期幅は13世紀中葉～17世紀初頭までと捉え
られる0その中でも15世紀半ば～16世紀代が中心時
期と考えられる。

葉～17世紀
初頭(とくに
15世紀中葉

～16世紀)0

世紀初め?

i

i

011 0303 ]穂貫田遺跡 l基本層Ⅳ pp67-68‥(前略)(遺跡周辺の地形について)ほぼ平 ★鎌倉後 鎌倉後期。 参考=野中奈津子
序 らになったのは.穏貫日遺跡では,Ⅳ層上面かⅢ層 期? △中世

～近世。

i

I

I
i

1

9 05詣 鑑 寸

川氾濫と河道痕跡
下部辺りで縄文時代中期の終わり～後期初めころと
推測されるが.駒板遺跡ではⅢ層で中～近世と推測
される。Ⅲ層下部から縄文時代後期前葉の土器,上
部から平安時代の土器が多く出土するためである0

$ 警豊諾 讐

Ⅳ層もⅡ層も基本的には洪水堆積層である。Ⅳ層
は,柳之御所遺跡付近のL2面を形成する堆積層に

E空言芸㌫ 需 霊 競 k 豊 票雷 雲 覧ヂ

おりーⅢ層はおそらくこの時によるものと推測される。

】l 」『平泉文化研

pp37-43 岩 手県

007 0304 …本町Ⅱ遺跡第
一2次

S10

t～

Ⅱ

i

p347:S10上層の第Ⅱ層にみられる厚い堆積は.昭
和20年代の大洪水(力ザリン▼アイオン台風)による
堆積であることが.聞き取り調査から確認されてい
る0

1★1947年0 ー947年0

008 0304

-

本町Ⅱ遺跡第
2次

S10
I1

…Ⅱ
～

同上0 ★1948年0 1948年。

927 0305
i

柳之御所遺跡】21SD2

i

p17:V 層は灰褐色～黒褐色を呈する粘質土.粘土で★12世紀0 12世紀0 E
I～i
li

第69次 ある。下位ほ.ど粘土になる傾向がある。層中にはラミ
ナが確認され,完形のかわらけも多数包含する。この
ため,この層は12世紀代に自然に水性堆積した層と
考えられる0したがって.この層で21SD2付近は覆わ
れており,洪水等により冠水したと想定できる p65‥

21SD2の出土遺物は▼出土状況から廃絶の時期に近
いものが多くーその構築時期を示すと考えられる遺物
は少なく判断が難しい。21SD2の構築時期について
は,より構築の時期に近いと想定できる旧期の堀の
堆積層出土遺物がー器高の高い椀型の器形で口径
が15cm前後の口ク口かわらけ大皿で▼12世紀前半代
の遺物に多くみられる特徴をもつことは注目される0

0 12世紀(と
くに前
半? )0

017 0401 市川橋遺跡 SD516 p102:(SD5163-5164-5166河川跡は)小規模な支 ★平安後半 11世紀～12

3. 読,もしくは洪水等による一時的な水流の痕跡とみら (10世紀後葉世紀?
5 64-
5166河
川跡

れる0(中略)平安時代でも新しい時期の河道である
SD5162蝣5163蝣5164 -5166河川跡は,(後略)ムp283 :
(南北大路廃絶以降(10世紀後葉以降)について)こ
の段階と考えられる遺構は,G区のSD5214やSD5218
など南北大路を斜行する溝跡やSD 5162- 5166河川
跡にすぎない0

以降)。
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016 0402 一里塚遺跡第 ⑥～ P13 ‥(⑤層について)Ⅲ区とI 区西部の北半に部分 5▼8世紀後葉 9世紀- 915
47次 ⑧ 的に認められる灰白色火山灰層である0 (中略)(⑥ -～9世紀前 年(灰白色火

層について)‥褐灰色のシルトで,調査区全域に分布し葉0△10世 山灰)?

ているが.西部では薄い。黄色味が強く,やや砂質 紀前葉(灰白

i
i
i
～

i

～E

で,上部が風化して黒味を帯びる部分もある0河川の 色火山灰)0

氾濫によって一度に堆積した土の可能性がある0 (⑦

層について)にぷい黄褐色のシルトで, I 区中央より

西側に厚く分布している0非常に黄色味が強く,やや

砂質で▼河川の氾濫によって- 度に堆積した土の可

能性が強い。(⑧層について)灰黄褐色のシルトで,

調査区全域で認められる0黄色味が強く,やや砂質

で▼河川の氾濫によって一度に堆積した土の可能性

がある。この層の上面で.小溝状遺構群の掘り込み

を確認しているD上面の標高は15.3- 16.0m で.緩や

かに東側へ傾斜し,東端部で低くなる。(⑨層につい i
て) I 区の東部からⅡ区の西半にかけて分布する褐

色の砂質シルトで,調査区ほぼ中央を南北に縦走す

る旧河道の堆積土最上層である0この層の上面で

は,古墳時代末期の竪穴住居跡などの遺構の掘り込

みが確認されており▼少なくともこれ以前に埋まりきつ
ていたものと考えられる p114 :検出された遺構には .

掘立柱建物跡.柱穴列r材木塀跡P溝跡,小溝状遣

構群.土坑などがある p132:(第47次調査区につい

て)(前略)遺構確認面の直上にあたる基本層序⑥～

⑧層は河川の氾濫によって一度に堆積した可能性が

強く.上部にある灰白色火山灰との関係からその堆

積は比較的遺構期に近い時期と考えられる p146 :

(第44次調査区の)建物群は出土遺物の年代観を加 、

味するとP8世紀後葉から9世紀中葉頃の間でー比較

的短期間利用された官街に関連する施設と考えられ

る0

021 0403 [鴻ノ巣遺跡第 3a p9:(2b層について)上面で中世,平安時代,奈良時 ★6世紀中 [脚 葉。

一

一

一

i

I

1

…7次

l
l
-

I

)

1

1
Al
1
i

代の遺構が検出された。(3a層は)黄褐色砂0遺構や 葉0▼古墳

-

i3b層上面の凹地に沿うように部分的に分布する0河 後期rO0 6世

LJ日の氾濫によって運ばれたと考えられる自然堆積層 紀中葉。△7
品 禁 詰 霊宗 悪 霊 監禁 霊誌 )t世紀後葉。

暗褐色シル卜質砂0調査区の南部を中心に分布す E

,

i

-

)

1

■" " る。成因は不明である0層厚は10~ 30cm 。上面で古
" " " ■" 喜 墳時代後期の遺構が検出されたほか. 層中から同期

<D ii $!l# 」<t」o T d3アL "C ^ & 0p280 :SR3a3tia>"e[* .zam tf im .-t %>w .m <D 2m アm fr z>w m 2& .m <D¥m & <p m o>アm & ff & t 」^>T tiiアT i^ z.t fr

1

…6世紀中葉から7世紀中葉頃までの空白期問を経て,

…7世紀後葉以降に再び遺構が形成されるようになる0

018 0404

I～

i

中野高柳遺跡 基本層 Ⅳ p9:(第Ⅲ層は)中世以降の旧表土である0 (中略) ★10世紀前 10世紀前半
】第1次.第2次 序 (第Ⅳ層は)にぷい黄褐色砂質シルトを主体としてお 半0▼ー0世 (915年(灰白

り▼河川の氾濫を起源とする層である。SD1100河川 紀前葉(灰白 色火山灰)以

跡を中心に認められる。氾濫によってSF1303-1333

畑耕作痕やSD 1151区画満跡は東端部が壊されてい

る0厚さは河川跡の最も深い部分で260cm あり,層の

細分も可能で砂質シルトのほか▼砂やシルト▼粘土が

認められる.p70:(前略)遺構期を大別7期設定した。

P71‥(第 I期について)(前略)(第Ⅱ期について)基
本層序第Ⅴ層で確認したSF1303畑跡,SF1333畑跡

の時期である。(中略)SD 1151と河川の接続部は土坑
状に大きく壊されており(SXー154).河川の氾濫が畑

の廃絶原因と考えられる0年代は上限が灰白色火山

灰の降灰年代で▼下限はSX 1154に廃棄された土器

の年代が10世紀前半であることから. 10世紀前等以
降の10世紀前半代と考えられる。

色火山灰)0

△中世以

降0

Pi),

E
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遺跡一覧表A-2

019 0404 中野高柳遺跡

第8次

i

i1

基本層

序

E
E
～

Ⅳ

～

p22:(第Ⅲ層は)中世以降の旧表土である0て串廟)

(第Ⅳ層は)にぷい黄褐色の砂質シルトもしくはシルト

を主体としており,河川の氾濫を起源とする層であ

★10tt」H* 10

葉。▼10世

紀前葉(灰白

】葉0

i

ii～

!
;
!
I

i
i

i

る SD1100河川跡を中心に認められる0氾濫によっ

て.畑や水田とその区画溝はー河川と接する部分など

色火山灰)。

△中世以
が壌されている0住宅地区のSD 1100では▼厚さが

260cm あった0層の細分が可能でー砂や粘土も認めら
れる p23:(前略)(古代の遺構について)これらの遺

構は, 10世紀前葉に降灰した灰白色火山灰とその後

の氾濫によって埋没する。第Ⅴ層の畑は、5区北東部

で検出された0一方, B区は調査区のほとんどが河川
や河川敷となっているため,遺構は確認できなかっ

た p302:(第Ⅲ期について)遺跡北東部に屋敷がつ

くられる。年代は12世紀と考えられ.第Ⅲ期の終末と

は1世紀半以上のブランクがある。第Ⅲ期以降は遺

跡内に様々な屋敷が構えられるようになり▼古代とは

土地利用のあり方が全く異なる。p303 ‥第 I ～Ⅱ期の

河川は, 10世紀中葉の洪水によって埋没し.中央部

分が湿地化する0湿地跡左岸北部には幅1m ほどの

溝で画された屋敷L′}N がつくられる0

降0

020 】0404

i

】
～
i

】
I
i

I

中野高柳遺跡 基本層 Ⅴ pp22-23 :(第Ⅴ層は)にぷい黄褐色シルトを主体とし ★10世紀中 10世紀中
第8次 序 ており.河川の氾濫を起源とする層と考えられる0遺

跡全体で認められー(中略)層の厚さは自然堤防上で

10~ 20cm ,その縁辺部では30~ 40cm ある。p23:(寡

Ⅵ層は)灰白色火山灰である0 (中略)古代の遺構

は,5-D 区の第Ⅶ層上面で検出した畑跡や水田跡▼5

区第Ⅴ層で検出した畑跡である0第Ⅶ層の畑は5区と

D 区の西半部にひろがリ,遺跡中央を南北に流れる

河川 (SD1100)と接続する溝で南と東を画されている0

水EElは5区北東部で検出され,溝で三方 (北.西.南)

を囲まれている0これらの遺構は.10世紀前葉に降

灰した灰白色火山灰とその後の氾濫によって埋没す

る。第Ⅴ層の畑は▼5区北東部で検出された0- 方,a

菓0▼10世

紀前葉(灰白

色火山灰)0

△中世以

降0

1

l-

1i

l1

I

葉0

-
l
一

一

一

一

I

】
i

I

一
一
一

区は調査区のほとんどが河川や河川敷となっている

tzisbk m .運 藍 藍 蝣otz藍 窯 曇

…クがある0第Ⅲ期以降は遺跡内に様々な屋敷が構え

…られるようになり.古代とは土地利用のあり方が全く
「異なる p303:第 I～ Ⅱ期の河川は、10世紀中葉の洪

-水によって埋没し,中央部分が湿地化する0湿地跡左

I警 豊 は幅1m ほどの溝で画された屋敷L～N がつ

014 0405

i
r
ri

i

;上代遺跡
-

ヨI

- 7 p94:(6層は)しまりのある黄灰色の砂質シルト06区 】▼9世紀前 9世紀中葉? pillに「洪水等の

F

以北のほぼ全域に分布し.段丘に近い2a-5-6a区で「半。△9世紀i 2度にわたる大規は軽石および白色砂裸(径2~ 3m m )を多く含む。水

田もしくは畑の耕作土の可能性もある07層暗灰黄色

の中砂と黄灰色の砂賢シルトからなるしまりのない水
成堆積層。短期間に供給されたような堆積状況にあ

り, 層厚が5~ 25cm 程で調査区のほぼ全域を覆って

…後牛o

i
～

i
～

模な自然災害」と

記載あり0

I

いる。(8層は)古代の水田耕作土で,黒褐色の砂質

シルトからなる。p109 :(8層上面の遺構について)(前

略)9層堆積後の復旧が間層を挟まずほぼ同位置.同

規模で行われてし†ることや.9層の堆積が認められな

い6区では10層水田跡を直接7層が覆っていることな

どからみて,両者の問に時間的な隔たりはほとんどな

いものと思われる0 (7層上面の遺構について)層上面

で検出したSD9溝跡とSD10河川跡については、出土
遺物がほとんどなく明らかではないが.7層が短期間

に供給された水成堆積層で,灰白色火山灰層(5層)

との間に水田もしくは畑耕作土の可能性のある堆積

土(6層)を5~ 15cm 程の厚さで介在していることを考

慮すれば,灰白色火山灰が降下する10世紀前葉より

もある程度の時間幅をもって古いと考えられる0概ね

9世紀後半頃と推定される0

～̀
Ii

～
a

i
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遺跡一覧表A-2

015 0405 上代遺跡 9 p94:(8層は)古代の水田耕作土で▼黒褐色の砂質シ [▼9世紀前 9世紀中葉? pillに「洪水等の

ルトからなる。9層の堆積後に鋤き込まれているため 半0△9世紀 2度にわたる大規

か,10ab層に比べて全体的に砂つぽい。9層が確認さ】後半0 模な自然災害」と

れた5区以北に分布する。(9層は)暗灰黄色の中砂と.

黒褐色の粘質シルトからなるしまりのない水成堆積

層。7層と同様の堆積で▼5区以北に分布する (10層

は)古代の堆積層で,9層に覆われる p109 :(10層の
遺構について)(前略)年代は概ね9世紀前半頃と考

えられる。Pー11:(上代遺跡全般について)水田跡は.

9世紀前半頃に段丘縁辺の基礎整地や430m 以上に
わたる基幹水路の掘削などの大規模な造成工事を

伴って.広大な範囲に新規開田されたもので,決水等

の2度にわたる大規模な自然災害を経て,9世紀後半
頃に廃絶されている0本遺跡周辺において.玉造郡

家による在地支配がどの程度およんでいたかは明ら

かではないが,今回の調査区域における大規模な新

田開発および災害後の復旧などはI 集落単位で成し
得る事業とは考え難く,律令支配の下で遂行された

可能性が高いものと思われる0

記載あり0

023 050 厨川谷地遺跡 基本層 Ⅲ

-
E

p14:IH層(河川堆積物)は微高地上で厚さ30cm に及 ▼9世紀後葉 10世紀前

i
!
1

1
i
i

i

序 ぴ,その上部に十和田aを包含するため,上面の遺構

は概ね10世紀前葉▼Ⅲ層中に埋没した遺構は9世紀

後葉～10世紀初頭と考えられる。徴高地を囲う旧河

道内では前記堆積物が1m 以上もの厚さとなってお

り, 河川の運搬 .堆積作用により大型の炭化物を多

量に含む粘土鉱物が集中的に運ばれたことを確認し

た p237:(前略)本遺跡でⅢ層と呼称する河川堆積

物には大型の炭化物が多量に含まれており.それら

～10世紀初

更0△10世
紀前葉0

葉。

i
l
;
】
i

022 0502 払田柵跡第93 河川跡 河川 p44-48:河川跡SL1035に伴う砂裸層は,20トレンチで ★9世紀末～ 9世紀末葉～一
一

一

次 SL103 跡 は厚さ80cm になる0その上には火山灰と砂が相互に 10世紀前 10世紀前

i

E

】

11

5

I

SL103 細かい層理をなす p78‥河川は9世紀初譲には存在 半。 半0
5埋土 し▼9世紀末～10世紀前半に大きな氾濫があったり.

川下の河道が変わるなどして,多くの砂磯層を堆積さ

せる状況に変化し,最終段階も古代の範囲内と推定

される0

025 0502 弘田柵跡第 …A区 Ⅲ p10 :A 区では比較的厚く地山粘土層(第Ⅳ層)が堆積 [▼9世紀後 9世紀後半～

`
)
I

139次 】

】 [

～

しているが.第Ⅳ層の上位には多量の炭化物が混じ 「半。△915 915年。 r
る洪水堆積物(第Ⅲ層)が第Ⅳ層上面の凹凸を補整

するように20cm 程度堆積し.少量ではあるが土器.木

製品などの遺物も包含していた0第Ⅲ層の上位に二

次堆積の白色火山灰層(第Ⅱb層)を確認し▼第Ⅲ層

の堆積時期は火山灰の降灰期が下限とすることを確

認した0この点では厨川谷地遺跡の堆積状況に類似

し,第Ⅲ層の上限は9世紀後半代と想定される0ま
た.第Ⅳ層にもごく少量の炭化物及び遺物が包含さ

れることから一第Ⅳ～Ⅲ暦は河川による連続的な洪

水堆積物で構成され,第Ⅳ層から第Ⅲ層への変化は

包含する炭化物の状況から河川上流の奥羽山麓に

おける大規模開発に伴う焼き払い等が活発化した画

期を示すと考えられる0

[年。

l 1
-

026 0502 払田柵跡第 基本層 Ⅲ, p14:第Ⅲ層 暗オリ- ブ灰色粘土炭中粒中量含む。 ▼9世紀後 9世紀後半～ 139次調査と同位
140次 序 創建期外柵造営の際の盛土0造成土0第Ⅲ,層 灰

オリーブ色シルト層炭小粒中量含む,河川により洪水

堆積物層。第Ⅲ,下層 オリーブ褐色シルト層炭小粒

中量含む▼Ⅲ,層同様の河川堆積層▼河川により第

m (~ iv層)が浸食された後に堆積した層準で調査区
東半部に分布0第Ⅳ層 黒色粘質シルト層創建期の

旧表土▼Ⅳ～Ⅴ層は漸移的0

半0△915

年0

915年0 置のもの?

024 0503 堀ノ内遺跡 Ib

～

P19‥Ib層は層厚約70~ 180cm の混土砂傑層であ ★昭和20年 1945年～

】る。調査区西側に確認された旧河川流路を埋めてい

】る。調査時の聞き取。で.昭和20年代ごろに集中豪

雨による大規模な山崩れが発生し,調査区域内に土

砂が厚く堆積したと聞いた。本土層はこの際の土砂と

推察される。

代。 1954年0
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遺跡一覧表AI2

029 0601 荒川2遺跡第1 SG 25- F4 p25:(SG 25-435河川跡覆土の)F4は(中略)洪水に ▼8世紀第2 9世紀第3四

次.第2次 t
435河 よって上流や周囲より多量の遺物が流れ込んだもの 四半期後半 半期0

川跡 と考えられるoP29‥出土土器に当てはまる年代は,

F6層が8世紀第1四半期後半から第2四半期を中心と
する頃,F5層は8世紀第2四半期後半から第4四半期

にかけて▼F4層が8世紀第4四半期末～9世紀第3四

半期初譲にかかる頃,F3がやや重複するが9世紀第

2四半期から第3四半期を中心にする頃, (後略)0

p103 :SG 435はF1~ 7の層序毎に多量の土器を包含
する覆土が堆積しており▼F4-6は洪水が原因したと

考えられる砂の堆積層である。

～第4四半

期0 0 8世紀

第4四半期末

～9世紀第3
四半期初

頭。△9世紀

第2四半期～

第3四半期0

030 060 荒川2遺跡第1 SG25- F6 p25 :′(SG 25-435河川跡覆土の)F6は(中略)F4同様 ○8世紀第1 8世紀第2四

次.第2次 435河 こ洪水により流入して堆積したものと思われる。p29: 四半期後半 半期0

川跡 出土土器に当てはまる年代は.F6層が8世紀第1四

半期後半から第2四半期を中心とする頃.F5層は8世

紀第2四半期後半から第4四半期にかけて,F4層が8

世紀第4四半期末～9世紀第3四半期初頭にかかる

頃▼F3がやや重複するが9世紀第2四半期から第3四

半期を中心にする頃.(後略)op103:SG435はF1~ 7

の層序毎に多量の土器を包含する覆土が堆積してお

り,F4-6は洪水が原因したと考えられる砂の堆積層

である0

～第2四半

期0△8世紀

第2四半期後

半～第4四半

期0

034 0602

i

ーノ坪遺跡 河川跡 2 p5:(一ノ坪遺跡について)遺構覆土は若干砂を含む ▼9世紀前 9世紀後半e

-
i
～

E

i
i
I

SG 17

～

ものもあることから▼遺構の埋没にも河川の氾濫が作

用し,廃絶の一つの要因とも推測される。p10 :(SG17

河川跡について)調査区北部A ~ E- 13~ 15グリッド

に位置する東西に延びる河川跡である。幅約5.5m 前

級,検出面からの深さは76~ 190cm を測るO西側に

かけて急激に深くなり,平面でも西端で北側に強く屈

曲し▼土砂が厚く堆積する0覆土は.全体で3層に大

別され.2暦日に砂疎の洪水層を挟み.上層では浅い

窪地状の流路に変遷する0出土遺物は本遺跡の出

土土器の半分程の割合で最も出土している。覆土2

層より糸切の須恵器坪や高台付坪.内黒土師器坪,

赤焼土器坪等を主に9世紀中～後半代の土器群が

出土し,覆土3層からは上層より古相の小形でやや身

の深い9世紀前半頃の赤燐土器坪等が出土し.他に

古墳時代前期の土師器壷片や.縄文時代後期末葉

の癌付土器の深鉢片が出土している。

半0○9世紀

中葉～後

半0

E

～

033 0603

Ii

-

l漆山長表遺跡i
!i

Ⅲ P7:基本暦序は I 層が黒褐色の耕作土, Ⅱ層が黒褐 ★9世紀後半 9世紀後半～

E
～

色粘質シルト層, Ⅲ層が暗褐色微砂層(地山).Ⅳ層 ～10世紀前 10世紀前

が黒褐色粘質シルト～粘土層である0 Ⅱ層下部から

遺物の包蔵が認められr遺構の検出面はⅢ層直上

面であった0柱穴等遺構の壁面状況や南区南西緑の

トレンチ調査からⅢ層の微砂層は総じて薄く広がる分

布を示し一律の厚さでは堆積していない0これは自然

堤防形成以前の低湿地(Ⅳ層の泥炭層)の凹部に河

川の氾濫により土砂が運ばれ, Ⅲ層を作り上げた結

果といえよう0南区南西縁では検出面が削平を受け

ているが▼Ⅲ層直下のⅣ層泥炭層がほぼ遺構確認

面と同レベルに表れ.遺跡等の立地に適さない状況

を示している。遺構覆土は砂を含み遺構の埋没にも

河川の氾濫が作用し,廃絶の一つの要因とも推測さ

れる p29:調査区の主体である奈良ヰ 安時代の遺

構 .遺物からは概ね8世紀後半が主体をなし.10世紀

前半代で廃絶し,9世紀後半段階での土器相が希薄

である。これは高瀬川等が氾濫の要因の一つとして
考えられ▼集落が一時期移転▼廃棄された結果と推

測される0

半? 辛 ?
Er
】

039 0604 庚壇遺跡 河川跡

i

～

〔某賀井明子r庚壇遺跡の成立過程について」pp118ー★9世紀後 F 世紀後半0

I

SG2 120〕p118 :(奈良.平安時代について)p119:(前略)

上記SD11溝跡とはやや主軸の異なるSD 54-76溝跡

からも,9世紀前半から半ば過ぎの遺物が多く出土し

ている0そして,これら2つの溝跡を切って,SG 2川跡

が流れ下っている0覆土や遺物の様相から,SG2川

跡は常に流れていた河川ではなく, 9世紀後半頃に発

生した洪水時の流路跡と推定される。古代で1軒だけ

見つかったST1竪穴住居跡も, このSG 2川跡とほぼ同

時期のものと考えられる。古代が過ぎると,近世に至

るまでしばらく遺構が検出されない時期がある0 (後

略)

・o

at



遺跡一覧表A-2

032 0605 上高田遺跡第SG 蝣 i

I

p15:(SG1301河川跡について)3区のD～ト59~ 65G ○9世紀- 10 9世紀～10世

i

i

2次.第3次.
i;gi-300-301$51¥¥サ

に位置する河川跡である0検出面ではSG1300と直接
繋がらないが,河川の向きや包含遺物の時期を検討
すると▼SG1300と関連が非常に強く.洪水などによる
非継続的な流路変更により形成された可能性が非常
に高い0土層を観察するとー概ね灰褐色系の砂質シ

世紀0 紀?

ルトであるが,中間に十和田aテフラを含む層を確認
できる。各層とも包含遺物は9- 10世紀の須恵器,赤
焼土器の細片で,実測可能な大きさに復元できたも
のはなく.割れ口も摩耗しており.流れ込みであること
を如実に物語っている0

I

027 0606 木原遺跡

I

P4=遺跡域での基本層序は▼以下に記す4層から構成
される。I層:暗褐色粘質シルト(耕作土)▼Ⅱ層:褐色
粘質シルト,Ⅲ層=暗褐色粘質シルト(遺物包含層).
Ⅳ層=にぷい黄褐色シルト(遺構検出面)である0
p37:(前略)主だった遺構の変遷と遺物群の各年代
観は. I期:SK304-540-393(9世紀1/4~ 2/4期),Ⅱ
期:SK302-SX617(10世紀1/4期),m 期:SE30-
SX938-977-SK7(10世紀2/4期)等に比定される0こ
れらは火山灰を鍵層とする各遺構の新旧と各々 の遺
物群の年代ともほぼ合致する。本遺跡の遺構.遺物
は上記の概ねⅡ期とⅢ期が主体をなし,9世紀後半
段階での土器相を欠落する0すなわち, I期とⅡ期
の問の約半世紀近い空白期が指摘できる0恐らく,月
光川や高瀬川など河川の大規模な氾濫などが一つ
の要因と考えられPその結果- 時的にしろ集落の停
廃が生じたと推測される。

★9世紀後
半e▼9世紀
第1四半期～
第2四半期0
△10世紀第1
四半期0

9世紀後半。

i

-1

037 0607 L三条遺跡第2 河川跡 pp16-17:(B~ G-K調査区の河川について)SG134- 票 琶雷 5

糸己後半～
末0

[9世紀末葉?

i
1

-

I

i
I
i

p447:(前略) Ia
期は8世紀中葉～
後半, Ib期は8世
紀末,Ⅱ期は9世
紀中葉.Ⅲ期は9
世紀後半～末と考
えられる。

次.第3次 SG134 323が検出された。両河川は流路がほぼ同位置69～
74- 49~ 72Gにあり▼同一の河川であるが,覆土の
状態から上位のSGー34と下位のSG323に分けて登録

i1
した SG134は灰色の細砂層▼SG323は黒色～黒褐

i

1
--

I

,】
～

-
i

I
-

I

i

i
-

i

-

i
i

l1

I
I
～
,

1ら出土する遺物は▼Ia期～Ⅲ期まで混在する0I
方,SG323は, Ia~ Ib期が主体を占め,Ⅱ期の遺
物が若干混入する0また′SG134は.Ⅲ期が主体で,

.Ⅲ期が混入する状況にあるSG323から「大伴」の文
字が記された木簡が出土した0(中略)木簡は,9世紀
前葉は下らないと考えられる0

028 0608 筋田遺跡 p4:(前略)遺構の検出面はⅢ層直上面であった0ま ▼8世紀後半i9世紀後半?
i

i
i

i

た、遺構覆土は黒褐色シルトを基調とするが,一部に
は基盤層と覆土との識別が困難なものがあり,わず
かな汚れや土質の違いから辛うじて区別できたもの
がある0河川の氾濫と急激な埋積作用によると推測
される。すなわち河川の氾濫が遺跡の存続に大きく
作用したと考えられ.集落の廃絶もこのことに起因し
たと判断される。p32:遺物では河川跡外から多くの土
器類が検出されたが.特にSG19での様相は本遺跡
の継続期間全般を包括すると判断される0時期は概
ね8世紀後半～9世紀後半に掛かり▼主体は9世紀前
半期と推測された0

～9世紀後
半0

036 0609

～

長表遺跡

i

C区の pll:(SG34河川跡について)C区北部A- E- 44~ 49 ▼古墳前期 古墳中期?

i
1

;

SG34
河川跡

グリッドで,北西から南東に延びる河川跡である0幅
約5.5m,検出面からの深さは76~ 190cmを測り,西か
ら東へ急激に深くなる0覆土は下層が自然木や有機
物を含む粘質土層で,下層を稿状に含む間層を挟
み,上層は洪水等が要因の粗砂層が厚く堆積するe

p61:(前略)主な遺構の変遷は, I期:ST27b-
SB300-30K 前期前葉),(中略)Ⅴ期:SG34(前期後
葉～中期)に比定されよう0上記から概観されるの
は,「当初,河川に囲まれた集落は特異な棟持柱建
物や大型の竪穴住居を主として展開し▼前期全般を
通じて存続する大型の竪穴住居を中心的建物とし,
その周辺に主軸等をほぼ合わせた小.中型の竪穴住
居群が概ね数棟単位のブロックで建て替えを行いな
がら.集落を構成する」様相が看取られる。集落の最
終段階は判然としないが,集落を区画する旧河川上
層の洪水層等が集落の廃絶や移転の要因の- つで
あろう。

後葉～中
期。

i

<*



遺跡一覧表A-2

031

～

06 0 平野山古窯跡- iⅣ- 1 p8:IV層は標高約112m以下の低い部分に広がる水 ★9世紀後 9世紀後半。…

群第12地点遺 成堆積の黒色泥質粘土で,形成当時は湿地であった半0▼8世紀
跡第2次

i

i

と見られる0奈良～平安時代の遺物を包含する0この

Ⅳ層はシダ類らしき植物遺存体や風倒木が挟まった
間層(洪水で一気に埋ったもの)2枚によってさらに3
層に細分することが出来る0最も古いⅣー3層中には
遺物はほとんど見られない。Ⅳl 2層は8世紀中葉～

9世紀後半の某恵器.土師器を大量に含む。灰原の
覆土はこの層中にあるため,窯が操業していたのは
このⅣ- 2層が形成されつつあった時期と考えられ
る0Ⅳー1層は南区のSG31の洪水に関連するものと
みられ,遺物から見て9世紀後半頃と思われるO(中
略)洪水に見舞われたのは▼窯の操業前と終わりに
近い時期にあたるものと思われる0Ⅲ層は砂層でr遺
構は認められない0

中葉～9世紀
後半0

038 061 向河原遺跡第i

!

Ⅳ p7:(IV層について)B区北端に旧河川跡と考えられる▼9世紀後半 9世紀末葉～
4次 厚い砂の層が確認されており,この砂の層のI層と

同じ堆積物である p59 :河川跡SG 171は砂が100cm
堆積。竪穴住居(9世紀後半～10世紀初頭)はSG 171
に切るものと切られるものがある p59 :竪穴住居は
全て▼9世紀後半～10世紀初頭のものと考えられる。
SG 171河川跡に切られるもの,SG 171を切るものが存
在することから,河川跡埋没前から埋没後にかけて
営まれた集落といえる。

～10世紀初
頭0△9世紀
後半～10世
紀初頭。

10世紀初
め0

035 0612

I

山田遺跡

～
】
～

SG I72 中 p13:(SG 172河川跡について)堆積土は概略的に見 ★8世紀中葉 8世紀中葉～

I
i
i
I
】
i
-

河川跡 て▼上層(F1)のシルト質土層.中層(F2)の腐植粘土
層,下層(F3)の川砂層の3層準に区分される。ただし
堆積土の在り方は.各地点により間層の有無.薄厚.
偏在等から異なった分布を示しー場所による哩積過
程の差異と理解された。下層は河川としての機能を
有していた時期の堆積層で,その拡範状況から検出
面で捉えた川岸より広い川幅であったと推定される。
中層は洪水や氾濫によって流水量が低下し,湿地状
の様相を呈していた時期の土層と考えられ▼上層は
河川としての機能を失い.埋没していつた時期の堆積
層と理解される0(中略)下層から上層までの埋積期
置 票 誓 から9世紀中葉までの概ね100年間と

～9世紀中
葉0

9世紀中葉。

043 】0701 荒日日条里制第3水 第3水 p413:第1～3水田跡は洪水砂などによって被覆され ▼10世紀後 10世紀後

一一
遺構.砂畑遺
跡

田跡

I

田跡 た遺構と判断され,畦畔は砂を除去する過程で盛り 半0△10世 葉?

i
-
i

-

iI

i
11
i

直上 上がりとして検出されたものが多い p414‥(第1水田

G t票 票 豊 雷iア)m 3諾 票芸宗 ‰

贋霊賢～l1

覆された後に,復旧された水田と考えられる p431:
(第3水田跡の時期は)10Cでも後半周辺に降下する
可能性を考えている0第2水田跡は(中略)10C後葉

-11Cの年代を考えている0第1水田跡は.それ以降
の年代となろう0

042 0702 荒屋敷遺跡 21号溝 P日3:(2一号溝跡の)機能時期については,出土遺物 l★9世紀～10 9世紀～10世
跡 等から判断して平安時代,9世紀～10世紀前半に位

置づけられる。9世紀後半を主体とし▼僅かにその前
後期で河川氾濫を繰り返しながら機能していたものと
考えられる占

世紀前半。 紀前半O I

<I:



遺跡一覧表A-2

041 0703 北ノ脇遺跡 35号住 35号 p110 :(35号住居跡の埋土として)全体的にみると均 ★栗岡式0 580年代～ -栗園式をTK43-

i

i
～
;
～

i

i

i
-
i
i

居跡 住居 賢な砂層が厚く堆積しており,1段階と2段階のあいだ ▼7世紀(栗 690年代。 TK48I:こ併行するも

;*M*

土

にやや時間差が感じられるが,洪水砂のようなもので…

短時間に埋没したものと推察される。(中略)(中略) ?

(35号住居跡の時期について)栗岡式期の年代幅に

おさまるとみている p204 :(前略)E ~ IV期の集落の

膨張は, 自然堤防一帯に大規模な移住が行われた

結果と考えられ▼住居跡や出土遺物の中には他地域

の影響が認められるものもある0 (中略)関東地方の

人々が何らかの形で関わっていたことが想定され.右

囲式)O S

i

のとした。

岸地区への移住計画は広範に影響力を持つ畿内政

権の介在がなければならない0自然堤防の一帯は必

ずしも居住に適してはおらず,集落は度々完遂して洪

水砂で埋まりながらも長期にわたって営まれており▼

それなりの強制力があったものとみられる。p192:(前

略)(土師器と須恵器の共伴関係について)TK43型式

と考えた須恵器がH B~ IV 群土器と共伴し,TK209~

48型式と考えた須恵器がⅣ群土器と共伴していると

いうことができる p197:(遺跡の時期区分について)
① I 期… I 群土器(舞台式期.住社式古段階)。②Ⅱ

期…h a -b群土器(住社式新段階)。③Ⅲ期…Ⅲ群

土器(栗岡式期前葉)。④Ⅳ期日.Ⅳ群土器(栗囲式期

中葉～後葉)0⑤Ⅴ期…Ⅴ群土器(国分寺下層式

期)0⑥Ⅵ期…Ⅵ群土器 (表杉ノ入式期)0⑦Ⅶ期…

Ⅶ群土器(10世紀代)0

040 0704 白山D遺跡

1

基本層 ⅤC p17:(LV cについて)調査区東側にのみ堆積してい ★奈良。▼7 奈良。

1
--

序(沢

部の土

層)

-
I

る0上位に奈良～平安初預の遺物を多量に含んでい

る0また.樹木を押し倒しており,部分的な土砂崩れ

による堆積層と考えられる0下位のLⅥb層では7世紀

の遺物が流れ込んだ状態で出土する p17:(上方の

LⅣbでは)平安時代の水田耕作土で鋤込みによると
考えられる細かな乱れが見られる0 (中略)(下方の

Ⅵb層では)7世紀代の遺物が流れ込んだ状態で出土
するoP98二奈良時代頃,本遺跡は自然災害を受けた

と思われるが,土砂流入による谷底の上昇によって

谷幅が広がり,平安時代には谷奥へと開墾が進んだ

ようである。

世紀。

044 0801 大堀東遺跡 Ⅱ 第60 …p295 :(前略)(平安時代について)当遺跡の時期を5 ▼10世紀後 !10世紀後半

区 早.第 I段階に分け,それぞれの段階に年代をあてはめてい 半0△10世 ～11世紀前

i
75号住 るが,今回の調査だけではー明確な時期決定はでき 紀後葉～11 f

i

i
～
2

1
i

i
i

I

居跡

I

E～
i
i

ず,遺跡全体の発掘調査終了後の十分な検討を待ち 世紀前葉0

tI

たい。(中略)第3段階は▼(中略)10世紀後半と考えら

れる0また▼小皿と区別しにくい杯や置き竃も出土し

ている0第1-2-5-7-10 C調査 I 区M 7-20-25-40'

42-46-51-53-54-57′~ 59-70-73~ 75-77号住居跡が
該当する。p296:第4段階は, (中略)10世紀後葉から

11世紀前葉と考えられる。第18-21-23-35-36-45-

47-48-55-56-60-61-64-69号住居跡が該当するも

のと考えられる0 (中略)第60号住居跡と第75号住居
跡の関係には,洪水の影響をうけた痕認されている。

第75号住居跡が下,第60号住居跡は上に確認されて

おり, 当然第60号住居跡の方が新しい。土層を観察

すると,第60号住居跡が第75号住居跡を掘り込んで

おらず▼両住居跡の間に,立ち上がりの見られない層

が確認されている。この層は氾濫による堆積層と考え

られ,洪水の後に,新たに住居が作られたことが確認

できる事例と考えられる。

045 0901 立野遺跡5区

～

5区低 l~ 11 P28 ‥短期間に堆積したと思われる洪水層群(古墳前 ★古墳前 古墳前期(4

地部 期相当の無遺物層および自然流木包含層)0(中略) 期0○4世紀 世紀中葉以

(9層の)上部に黄色軽石粒(浅間C軽石)を多く含む。

(中略)7層～11層にかけて浅間C軽石(A SーC,4世紀

中葉)を含み.9層最上部～上部に特に多い0

中葉(As-

C)。

降)0

055 00 石関西日Ⅱ遺 A1区 Ⅴ P5 ‥(Ⅴは)黄褐色洪水砂。キャサリン台風の洪水砂 ★1947年9 1947年9月0

跡 低地部

基本土

層

に比定。 月。

091 1002 井手地区遺跡 A .Bラ 7 p4 :5層は榛名- 伊香保テフラ(H「ト6世紀中葉)の混 ▼6世紀初頭 6世紀前葉～

i

～

秤 イン 在する灰褐色土でやや粘質である0 (中略)7層は黄

色を呈する洪水層で,砂粒主体となっておりA .B ライ

ンで認められる08層は榛名ー渋川テフラ(HドS.6世
紀初頭)で北側は依存度が悪く部分的にしか認めら

れない。

(HドS)0△6

世紀中葉

(H「I)0

中葉0
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遺跡一覧表A-2

068 1003 小野地区水田 10号溝 pp18-19:10号溝は, i ~ m 区を東西に貫いて検出さ ★9世紀中頃 9世紀中葉～
吐遺跡(社宮 れている0 (中略)調査区間の未調査部分を含めた溝 以降0△10 末葉0

司B地点) の総延長は,約166.6m である0検出面における上幅

は.約1.50~ 3ー27m までのばらつきがあるが,底部幅

は30cm 前後で一定している0 (後略)p19:(10号溝に

ついて)当溝は砂と砂磯で埋没しており,テラス状部
分と溝状部分も同様の埋没状態であった0これは,当

溝が酉から流入した洪水などで運ばれた砂磯によっ

て一気に埋められPさらにオーバーフローした砂裸を

含む流れが周辺をも削り取り▼テラス状の部分と枝分

かれした溝状部分を形成した状況が想定できる。

p24:(10号溝の遺物について)(前略)概ね9世紀代
中頃以降と見られるもので,10世紀代に入る資料は

認められない0したがって. 当溝の埋没時期は9世紀

代の中頃以降と考えられる0

世紀0

089 1004 鹿島浦遺跡 ～

i

p276 :7区東端部から6区西端部にかけて, ほぼ東西

方向の帯状に検出された水流の痕跡は▼調査時に大

溝跡として調査された0その幅員や深度は検出個所

により大きく異なり,特に7区東端部と6区西端部にお

いて.水流による底面の挟れ(ポッド)が認められた。

また▼隣接する5区のトレンチ調査結果においても,同

様の水流に奉ると考えられる落ち込みが検出されて

おり,この水流痕は,5~ 7区の広範囲にかけて全体

に不定形に蛇行し認められることからー溝跡のような

人為的な遺構ではなく,河道若しくは大規模な河川の

決演による自然災害の痕跡と判断された0遺跡地

は,渡良瀬川右岸1.7km ほどの所に位置し▼水害は

渡良瀬川増水に起因するものと考えられるが,川より

の直接的な氾濫ではなく▼恐らくは調査区東側に接し

て矢場堰より取水の休泊堀用水経由の流入と推察さ
れる0この氾濫跡の時期については▼最も新しい出土

遺物としてカルピス瓶.各種薬瓶があり,昭和20年代

のものと推定される0 この時期の波良瀬川水系の決

壊.氾濫事例として,昭和22年9月のキャサリン(力ス

リン)台風.翌23年のアイオン台風.24年のキティ- 台

風による未曾有の水害が記録されている0 中でもキャ

サリン台風時には一葉鹿橋より上流側600m で堤防を

越流し▼床下浸水などの被害をもたらした。5-6-7区

】検出の氾濫跡もこの水害によるものと推察される。

★1947年。

～

1947年0

i
i

046 1005

lI

E
～
i
i
i
i

i

上栗須寺前遺 (基本 Ⅳ (第1分冊)p16:(前略)(標準的な層序について)(Ⅳ ★9世紀前 】9世紀前半。

i跡群 層序) 層は)25Y5/40黄褐色。シルト質土で下部に鉄分の

凝集が見られる(洪水の影響か)。〔岸田治男「遺構」

(第3分冊)pp27-37〕p36:上栗須寺前遺跡群は前述

したように.扇状地の扇端部を東西に横切るために,

微高地と小谷とが繰り返し立ち現れる地形的特徴を

もっている07世紀の初頭に扇状地上に営まれ始めた

8世紀前半人々の生活を竪穴住居地の推移からおお

まかに概観すると▼8世紀前半に微高地上に爆発的

に増加した奈良時代のムラは,後半になると小谷の

沖積地にも広がAりを見せる0 この傾向は9世紀前半紀

初頭にも見られるがー9世紀前半に洪水に舞われた

影響からか.その後は極端な竪穴住居の減少をもた

らし▼一応の回復が確認されるのは9世紀末葉になっ

てしまう。しかしながら,小谷の集落は9世紀後半に
なってもその打撃から立ち直れず,微高地に居を移し

て10世紀を迎える。6区の集落変遷から窺えること
は,洪水を画期に竪穴住居から掘立柱建物への主屋

の役割変換が行われた可能性が高い0

# oA ll08

…年 (As-B )。

;
-

～
～i

048 1005 上果菜寺前遺 1区の2

I

p159 :2区の台地上を南から1区の低地部分に1号河 ★平安後 11世紀～

跡群1区(上栗 号河道 道,2号河道が走る。両河道中の埋土から浅間B軽石 期0△1108 1108年?
須薬師裏) の堆積が認められることから,この河道をめぐる河川

の氾濫は11世紀以前と考えることができる。p200:縄
文時代と8世紀.9世紀の遺構分布の状態と,鍵層に

なる火山灰の存在から▼この河道は平安時代後期の

氾濫によるものと考えてよい。

年(As-B )。
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079 1006 上強戸遺跡群

E

Ⅱ期河 ll 〔坂口I -小高哲茂「K.L区の河道P洪水及び水田に ★4世紀~ 5 4世紀～5
道 ついて」pp131-134〕p131:(河道について)L区西側で

全幅が約5m ほどの河道1条,K区でほぼ同規模の河

道2条を確認した。これらは, L区の西側から県道足

利線に出て北側に大きく蛇行し,K区東側の河道に接

続して北上し▼さらにK 区調査区域の北側で南側に蛇

世紀0 】紀0 i～
Ii
1

行して,K区中央部の河道に北側から接続する同-の河道である。この-連の河道は、おそらく遺跡の北側約一0kmに位置する鳳凪ゴルフ場内に谷頭をもち,地形の最も低い部分を流下していることから,人為的な改修が加えられた可能性は否定できないものの,基本的には自然河道である0この河道はー堆積した洪水層の違いによってI～Ⅴ期の5時期の河道に分けられる0但し▼Ⅴ期の河道は,河道というより一連の河道の最後の窪みである。p133:H期河道は11層洪水に覆われた河道であり,4~5世紀代,I期はそれ以前と推定される0Ⅲ期河道は8層洪水に覆われた河道であり▼8世紀中葉と推定される0したがって.7層洪水に覆われたれた河道であるⅣ期河道は▼8世紀後半から9世紀前半で,9世紀前半であるとすれば被覆する洪水暦(7層)は一弘仁9(818)年の可能性もある0Ⅴ期河道は6層洪水で覆われた河道であり,9世紀後半と推定される。第3面の水田面及び畦畔(9層が耕土)は8層洪水に覆われているため,8世紀中葉と推定される0

-
t】I

080 006 上強戸遺跡群 Ⅲ期河

道
8 =司上0 ★8世紀中 】8世紀中葉。

葉0

081 006 上強戸遺跡群 Ⅴ期河

道
6 同上0 ★9世紀後 9世紀後半0 】

半0 1

082 006 上弓最戸遺跡群

i

I

i

i
i-
i
]
I1

8

-

i

〔坂口I .小高哲茂「K-L区の河道P洪水及び水田に ★8世紀中 8世紀中葉。1Ⅲ期河道の項目

ついて」pp13卜134〕pp13ト132:8層洪水は,9層を耕 葉0 を参照 080と同一

土とした水田面(上強戸遺跡群第3面)を直接被覆す のものとみなし
る洪水層である。この洪水層の下面は. Ⅲ期河道の

一
一

た0

-

-

-

,

-

～

1
-

底面に相当する0つまり▼この洪水層はこの河道を給

源源としている0K区では,8層洪水は大きく2回発生し

ている0水田面直上を覆うのはシルトで.この上位に

A

j

洪水砂が乗る0つまり.洪水の初期の段階は水位が

上がり,その後に鉄砲水が来たものと考えられる0し

I
区では,8層洪水は洪水砂の上位にシルトが堆積す

L

i

l
一一
一
一A
]

るパタ- ンを大きく2回繰り返していることから.いわ

ゆる鉄砲水と滞水とを2回繰り返したものと考えられ.

る0また,Ⅲ期河道より東側で,最初の洪水の後に磯

を含む洪水砂がレンズ状に認められることから.河道

が洪水層で自ら埋没して河床が上がったため この

I
河道の上流から供給された土砂が東側に流れたもの

と考えられる。p132:8-6層洪水ともに洪水層としては

厚く堆積しているが.その大部分はシルト質である0

これは,谷からの鉄砲水を下流で呑むことができなく
】なったため.この低地一帯が長い間滞水した可能性

を示している0 i

083 1006 上強戸遺跡群 6 〔坂ロー.小高哲茂「K.L区の河道,洪水及び水田に ★9世紀後 9世紀後半。 Ⅴ期河道の項目

ついて」pp131ー134〕p132 :6層洪水は河道としてはⅤ ・

～

-

を参照 081と同一
期河道が相当する。この洪水層は,洪水砂の上位に のものとみなし

シルトが堆積することから, いわゆる鉄砲水と滞水に

よる洪水と考えられる。なお,この洪水層の上位には

H「FA と考えられる白色軽石が均質に混じることか

ら,H「FA以降に耕作土化した可能性が高い。L区で

はこの洪水層は東側ほと層厚を増すことと,東端部

付近では下位に洪水砂を伴うことから,おそらくL区よ

り東側に別水系の河道が存在し,その河道を給源源

たe

としている可能性が高い0これは 8層洪水及び7層洪 i
-
～水によって▼一連の河道はほぼ埋没して河床が上

がつたため.河道がL区より東側と西側に移動したも

のと考えられる 8-6層洪水ともに洪水層としては厚く

堆積しているが.その大部分はシルト質である0これ

は.谷からの鉄砲水を下流で呑むことができなくなつ

i

i

たため,この低地一帯が長い間清水した可能性を示 】
している。 一

1
il
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085 006 上強戸遺跡群 】

-

Ⅶ区 …m .iv p86-88:(VB区第2面の8号溝について)溝の掘り込み ▼8世紀中 8世紀後半 ? 】
i
～
】

I
】

Ii(第2 面は第2面水田跡を覆う洪水Ⅲ層で捉えられる。水田 葉。△奈良

面直

上)

跡被覆の大別上.下2枚の洪水層のうち下位層であ

る。洪水Ⅲ層の下位層には水田耕土の直上を覆うⅣ
層Si】t層が見られるが洪水層としては同時発生のもの

であろう。埋土はやはり全体が洪水起源と考えられる

S拙.砂層などである。埋土の一部には複数回の洪水
状況を思わせる土層堆積状況が見られるが.土質が

著しく似通ったもので,土砂流出時の複雑さあるいは

激しさが織りなす現象の可能性が高い0埋没後の被

覆土はSHt質の洪水層で.この上面は第1面の水田耕

土である。p88:(8号溝の出土遺物について)土器類

は土師器坪.嚢,須恵器坪I椀短など8世紀中頃の遺

物である0その他小片土器類は多いが8世紀代のも

のが大半を占める。p90 :(前略)8号溝(河道)は第2

面検出の水田跡が洪水層によって被覆まれた後に形

成されたと考えられる08号溝が人為的な開削か. 自

然流水路(河道)かは不明である。当調査区北方で大

きく蛇行をくり返す状況とは異なり比較的緩やかな軌

跡を保っている0Pー02:(VH区第2面の)水田跡は第1

面水田跡下に堆積する2度にわたる洪水層に被覆さ
れている0 (中略)廃絶は5～6月頃に起きた水害によ

ると考えられている。

～平安0

i
086 1006 上強戸遺跡群 Ⅶ区 Ⅵ p12 :(VH区基本層序について)(0層は)現耕作土及び ▼4世紀初更 4世紀～5世 079と同I のもの

圃場整備盛土0 ( I層は)黒色土0第1面水田耕土

(As-B 混土または現桝作土及び圃場整備盛土下)0

(Ⅱ層は)暗灰褐色土eSiーt質(洪水層)o (M 層は)明

褐色砂層。砂 siltが縞状に堆積(洪水層)o (N 層は)

褐灰色silt層(第2面水田直上被覆の洪水層)薄層で

部分的に存在。(Ⅴ層は)暗灰色土0第2面水田耕

土0日「FA軽石混入。(Ⅵ層は)褐灰色Siーt質土(第3面
水田直上被覆の洪水層)。薄層で部分的に存在。(Ⅶ

層は)黒色土0第3面水田耕土。白色軽石(As-C)混

入0

i(As-C)。△6

～世紀初頭
i(H「FA )C

紀 ?

i

】

とみなした0

i

i

F

052 1007 上滝榎町北遺 上滝榎 Ⅹ I p15 :(第Ⅸ層は)H「FA 層あるいはH「FA起源の泥流 ▼4世紀初頭 4世紀～5世

跡 町北遺 (洪水)層と考えられ,遺跡全体を覆っている p16 : (As-C)。△6 紀0

-

跡 .上 (第Ⅹ I 層は)軽石に近い砂状の堆積層'-e あり,地形 世紀初頭

滝Ⅱ遺 的に低い部分に堆積している0層相から.分層される (H「FA)O

lI

i
1
1

跡の基

-～
】
i

1

状況もある0おそらく,洪水等による堆積と考えられ

本土層

i
i
)～

る。もちろん,第6面水田以前で▼第7.8面水田以降の

形成(堆積)である。p233:(上滝榎町北遺跡の)第7

面は,基本土層のⅩⅡ層となるA SーC軽石を混在させ
一

一

一

一
i

i
-
～
E

る黒色粘質土上面を確認面とし▼検出された遺構を

扱った0このAs-C軽石は.浅間山を給源とする4世紀

初譲の降下火山灰とされていることから,As-C混土

層の形成は4世紀以降であることは明らかであるが,

i明確な時期は確定できていない0また,A s-C混土層

-e fc 要覧 諾 ix n i ゥアm c iア,㌫ 豊 讐

いることが確認されている。

053 1007 上滝榎町北遺

,

p692:(As-C混土上面について)基本土層のⅩ層 の ★4世紀～5 4世紀～5世

紀。

052と同一のもの

とみなした。

I

跡

】
i

A s-C 混土層が.水田耕作土であるO基本土層Ⅹ層

(H「FA水田耕作土)を剥いだ段階で検出された0つ

まり,ASlC混土層の上面で検出された遺構面であ

る0当該遺跡においては,As-C軽石の一次堆積層は

確認されなかった。つまり,AD 300年前後とされる浅

間山の噴火に伴うAs-C軽石降下以後.軽石を鋤込

むような形での開発が行われたことが想定されるe

A s-C 混土上面で検出された遺構面であることから.

この調査面の時期としては,ASーC軽石降下(A D300
年前後)以降,Hi-FA 降下(6世紀初頭)以前の.鍋

200年間の時期が想定できる。且つ.遺物から見る

と.4′} 5世紀代とされる遺物が混在することから,大

世紀0 ▼4世

紀初頭(As-

C)O0 4世紀

～5世紀。△
6世紀初頭
(H「FA )。

まかに.古墳時代前Ⅰ中期(4- 5世紀頃)の調査面と

して考えていきたい p738 :水田跡は,A s-C混土層の

上面で検出された0すべての調査区では検出できず

に,A-3-A ランプ.B 区だけからの検出となった。(中

略)このAs-C混土層を耕土とする.通称「As-C混水

田」の時期は. 当遺跡ではAS】C 降下(A D300年前後)

以後.H「FA降下(6世紀初頭)以前間の,ある時期と
考えられるがーより詳細な時期決定が出来ないのが

現状である。現状では▼4′}5世紀代の洪水層下の水

田跡として考えている0

～

060 1008 上福島中町遺

跡

基本土

層
Ⅱ P4(第3園):近現代の洪水層と考えられる0 ★近代～現

代0

近代～現

代0
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061 1008 上福島中町遺 基本土 Ⅵ p4:VI層は砂粒の目立つ洪水砂層で▼この層に覆わ ★1742年? 1742^ O

跡 層

琵三菱窯 運 ,(莞 )EZ 慧 慧 濃 t

i

051 1009 神戸岩下遺跡 近現代 p148:5区の東半で検出された0烏川の洪水層によっ ▼19世紀。 19世紀以

の畠

i

て埋没しており, (中略)畠状遺構の面からは19世紀

の陶磁器類が出土しており,この畠の時期を表すも

のと思われる0

降。

087 1010 斉田中耕地遺

跡

標準土

層
Ⅳ下 .
層

P13 ‥Ⅳ中層:黒色粘質土:As-B下水田耕作土0Ⅳ下

層:灰色系シルト=洪水層0Ⅴ=灰黄褐色軽石土:水田

耕土及び床土。A s-B撹拝層。p71:5面では出土遺物

から9世紀末の所産と認識される洪水層で埋没▼被覆

された水田牡を調査し.当該期前後の遺構も確認,

調査した。p374 :(前略)(遺跡全般について)最下面

の8面に於いては旧河道や風倒木痕,7面ではAs-C

★9世紀末0 E

i

～

i

9世紀末葉。

泥土を覆土とする擬似畦畔水田跡,6面では溝やH「

FA下水田跡など▼5面では大型水路や9世紀末の洪

水層で被覆されー多量のヒトの足跡や牛の蹄跡を伴う

水田牡など.4面ではAs-B で被覆された水田や溝な

ど,3両では溝や柵列,そして屋敷跡やこれに伴う,

堀ー掘立柱建物.井戸,土坑やピットなと,2面では溝

や土坑▼畠など,1面では溝や降下ASーA 軽石災害か

らの復旧作業に伴う復旧溝群など, 多くの遺構を記

録し,これらの遺構に伴う土師器,須恵器.陶磁器の

類や▼石器,石製品.木製品,金属製品等多くの出土

遺物を得たのである。

064 101 下滝天水遺跡 b地点 p5:(b地点ーこついて)付近は自然堤防状の微高地と ★8世紀～9 8世紀～9世

低地との境にあたる0集落はあまり見られなくなる。

As-B層下では水田耕作を行っているOB区以北で行

なった洪水層に関連した調査では▼上層で畠状の耕

作溝群が確認されるが▼下層の古墳時代の小区画水

田は確認できない0B 区以南で確認できる洪水層は,
出土する遺物から8～9世紀頃に形成された可能性が

あり,C 区以北と同一の層か確認できていない。

世紀0△

1108^ (As-

B)。

紀0

i

065 1011 下滝天水遺跡 取付道 p471 :取付道A 区7号溝より南側で▼洪水堆積物と推 ★4世紀後菓 4世紀後葉～-

～

～
I

I
i
i

i
i

A 区7 定される灰黄褐色砂の直下で水田を検出した0この ～5世紀前
-5世紀前葉。

-

号浅南 砂層はH「FA 下の水田耕作土の下位にあり▼厚さ3～ 葉0

i

側 5cm 堆積していた。7号溝より北側にはこの洪水砂の

堆積は見られなかった0洪水砂の下面は,A s-C餐石

】を含む異色土を覆っている。(中略)洪水層の時期
1は,層序からASーC降下以降H「FA 降下以前となる。

洪水層直下で出土したこの財形土器は4世紀末葉か

ら5世紀前葉のものと考えられ.暦位とも合致してい

るOしたがって,洪水層および水田埋没時期は4世紀
後葉から5世紀前葉と考えている。

069 1012 下原遺跡 基本層

序

Ⅴ p12 :(第Ⅴ層は)土砂崩れ堆積層であり,3層に細分

される0ー742(寛保2)年の洪水による可能性がある0

★1742年? 1742年0

057 1013 菅谷石塚遺跡 基本的 ni-iv P7 =洪水層はⅢ層とⅣ層d)間で確認された。色調は ★8世紀後半 8世紀後半～

土層 問 褐色を呈し,最下位や中間に薄く粗い砂層が確認さ

れたため洪水による堆積層と判断した0この洪水の

発生した時期については上限が7区や8区の洪水層

下部で出土した土器群から8世紀後半以降.下限が

洪水層上位に位置するⅢ層であるASーB の堆積が

1108年の浅間山の噴火が起きる前までの11世紀後
半までの間に起きたと想定した0その後平成13年度

に県教育委員会文化財保護課が7区調査区の西

300m 地点隣接地を試掘調査した時.この洪水層上面

で竪穴住居を確認した0 この竪穴住居確認時には第

7園に示した須恵器杯椀▼羽釜,聾などの土器群が出

土している。この土器群は10世紀前半代に比定され▼

9世紀末から10世紀初頭には比較的安定していたと

見られる0こうした成果から洪水の起きた年代は8世

紀後半から9世紀後半までの約100年間に想定され

る0

～9世紀後

・c

9世紀後半。

074 1014 総社閑泉明神

北Ⅳ遺跡.元

総社牛池川遺

跡.元総社北

川遺跡.元総

社小見内Ⅴ遺

跡

微高地

部

ⅩⅢ P8(図5)=黄褐色洪水砂0 ▼3世紀後

半。△6世紀

初頭。

4世紀～5世

紀?

SB



遺跡一覧表A-2

075 1014 】総社閑泉明神
匪 Ⅳ遺跡.元

微高地

部

ⅩⅤ P8(図5)=黄褐色洪水砂。 -▼3世紀後

半。△6世紀
初頭。

4世紀～5世

紀?

076 1014 、 河道部 ② P8(図5)=褐色粗粒洪水砂0ASーC軽石含む05世紀中 ★5世紀中葉 5世紀中葉～*o
北Ⅳ遺跡.元

総社牛池川遺

跡.元総社北

川遺跡.元総

社小見内Ⅴ遺

跡

葉～後半。 ～後半。 後葉0

077 1014 総社閑泉明神 河道部 ③ P8(図5)‥黒泥土0細粒洪水砂をラミナ状に含む04世 ★4世紀末～ 4世紀末葉～
北Ⅳ遺跡.元

総社牛池川遺

跡.元総社北

川遺跡.元総

社小見内Ⅴ遺

跡

紀末～5世紀前半0 5世紀前半0 5世紀前葉0

078 1014 総社閑泉明神

北Ⅳ遺跡.元

総社牛池川遺

跡.元総社北

川遺跡.元総

社小見内Ⅴ遺

跡

河道部 ㊨ P8(図5)=粗粒洪水砂O 多量のAs- C軽石を含む。4

世紀0

★4世紀。 4世紀0

062 0 5 中棚 Ⅱ遺跡 p70:(第Ⅱ層は)暗褐色土(天明泥流堆積物)0(中 ★1780年? 1780年。 洪水イベントは,
略)(第Ⅳa層は)灰暗褐色土0泥流畑作土0Ⅳb層を △ASーA 和暦6月または7
基層として耕作により形成された作土0 Ⅲ区及びⅤ区 (1783年)0 月に起こったとさ
の一部で見つかっている土砂崩れ上の作土で継続し れるが、『徳川実

て耕作がおこなわれたⅤa層(N37(2)号畑.38N(2)早 紀』には和暦6月

～
畑)にも対応する。(第Ⅳb層は)灰褐色土。2~ 3cm 大 に「此月なかぱよ

～ の亜角磯を多く含む不均質層0締まりやや弱い0発 り雨ふりつ きゞて。
掘調査時に,寛保年間の土砂崩れを想定した0その 武蔵0上総0下

後, 関連する史料の集約や遺物の年代から.子の歳 総。上野。下野。

の水害の可能性を指摘できる。確認できるのはⅢ区 常陸の国々に水

I
IiI

- とⅤ区の北西端のみであるePー52 :(前略)子歳の記

5述を基にすれば,表中に示す水害のいずれかの可能

あふれ0(後略)」

とある。『武江年

～
】
i

i

i

i i
】
～
】

度 禁 墓誌 宝鑑 T= P㌻8i5 宗霊 圭票 告完豊

がその年代を決定する0これらについて泥流面以外

表』には「六月,大

雨降り続き′二十

六日より江戸近
の遺物の項で記述したので併せて参照頂きたい。こ 在▼利根川荒川戸

i のことで.この土砂崩れの年代について安永九年 田川洪水。(後
(1780)子歳の荒れの可能性を指摘しておきたい0 略)」とあり,和暦6
p152(表Ⅲ.ー1「利根川子歳水害年表抜粋」):(子義の 月はグレゴリオ暦

水害は1624年,1660年▼1696年,1732年▼1780年に 7月2- 31日▼6月
発生。) 26日は同7月27日

に該当する。した
がって,イベントは

7月27 日ごろに発

生した可能性が高

い0

063 1015 中棚Ⅱ遺跡 p152:昭和10年9月25 日の水害は, 県内に明治43年 ★1935年9月 1935年9月25 p45:ヤツクラ;不

の大水害以来の大被害をもたらした。(中略)Ⅲ区表

土掘削時には,層序をたどると,石垣や不変な石が

片づけられた状態の「ヤツクラ」の下から,この山津波

に該当する跡が見つかっている0特にⅢ区では,2面

目の土砂崩れ層.天明泥流.昭和10年の山津波層の

上位に今日の耕作地の石垣やヤツクラが築かれてい

ることが判った。

25B O 日。 要な裸を片づけて

おいた場所であ

り,現在この地方

で見られる畑地景

観の特徴でもあ

る0

44



遺跡一覧表A-2

088 0 6 西野原遺跡 p412:(7)- 2区での製鉄本体部分の調査で.排津場 ★7世紀後 7世紀後半。E
1.2群の直上面を覆った砂質土を主体とした洪水層 ・o
であるが.先述したように国家座標×= 38290,Y =
45.210地点で25cmの堆積が確認されているe周辺地1
域でのこの種の洪水層が確認されている遺跡には,
本遺跡の東側約5kmーこ位置する上車戸遺跡群があ
るOこの上強戸遺跡群は,本遺跡の(7)- 2区がある
低地帯の東進した延長上にあたる0上弦戸遺跡群で】
の洪水膚は▼数時期の水EEl遺構面の間にあり,7世 ;
紀後半に位置づけられる票恵器の小型坪を畦内に
出土させた水田面を厚く覆った洪水層であることか
ら,8世紀以前(7世紀後半の時間幅内)の洪水層と想
定されている0本遺跡での洪水層と,上強戸遺跡群
での洪水層を同- の洪水層とするには▼中間地点で
の洪水層の有無が必要となるが,明確に検出された
遺跡はない。しかし,僅かではあるが中間に位置する
菅塩遺跡群において確認されている0また,同じ低地
帯にあって.本遺跡の方が標高的に高く,東進するに-
従って低くなる状況等を含めた地形的な点からして
も▼両者の洪水層.がほぼ同時期のものと考えられる0

049 1017

i

I

櫛島川端遺跡

I

Ei
1i

I
-

I

I

1

第1洪 p67 :本節で中世として扱うのは,.浅間B軽石(AS一B) ★15世紀後 15世紀後
水層
(利根
川の
瀬替
えに
伴う洪
水層)

I

1

雲譜 霊 票 票 票 票 濫 豊 t

てお。,利根川の瀬替えは15世紀後半頃に推定され
ている0(中略)本地区ではこの間に浅間B軽石を多
量に含む土壌(以下はB混土層と呼ぶ)が厚く堆積し
てお。,その上面は利根川の瀬替えに伴う洪水層で
覆われているeB混土層は,下層:浅間B軽石と灰褐
色土がブロック状に混じったもの,中層=軽石を含む
灰褐色土▼上層=軽石を含む灰色シルト質土の3層に
分層できる0(中略)上層は利根川瀬替えに伴う洪水
層で覆われた田畑の耕土で,層厚は10~ 15cmほど
である0この田畑を覆う洪水層は黄白色のシルト砂層
で▼層厚は厚いところで20cm以上の堆積が認められ
たO洪水後の復旧による削平を考慮すれ息 相当大
規模な災害であったと言えよう0この洪水層を利根川
瀬替えに伴うものと考えるのは.下層のB混土層中に

半0 伴 O I

ii

近世の遺物が認められないこと▼この層を境に上部
層はすべて洪水堆積物(シルトあるいは砂)の土質に
変化すること,などによる。

054 …1018
1

i波志江中屋敷基本層iⅥ
i
1

p7:VI層は洪水層で▼砂磯層である C-D区の低地の★4世紀後半4世紀後半～参考=桂雄三「波
】東遺跡
l

-

F

i

みで確認された。(中略)この層の直下を第3面として寺子禁 乱 i
-

初頭(As- i

C)0

5世紀前半。

-

発掘調査をおこなった p116:C区の低地はこのl号
溝と11号溝を通して,洪水層が流れ込んで埋没して
いる p330:波志江中屋敷東遺跡の水田の開削時期
…は,As-Cの降下の時期を弥生時代未から古墳時代
初頭とすると,このころに水田の開削が始まったと考
えられる。(中略)4世紀後半～5世紀前半と推定され
る時期に.1号溝と11号溝を通して,局地的な洪水が
おこつた0(中略)この洪水で▼AS一C降下後に作られ
た水田は廃棄される。

072 1019 東今泉鹿島遺
跡

P4‥渡良瀬川の氾濫は遺跡の覆土からも確認でき▼ ▼6世紀～7 7世紀～8世
縄文包含層.古墳前期集落.古墳後期～7世紀の水
田は洪水による砂層やシルト層によって埋没し▼水EEl
を覆った洪水層の上に奈良～平安の集落が立地して
いる p348:水田は2面検出されている。(中略)下面
の水田は4区.18区.19区から検出された0洪水砂層
直下の水田である p485:洪水層下の水田は,18区
で住居跡と重複している。住居跡の年代は,8世紀後
半から9世紀であり.竪穴住居住居の掘り込みは,漢
水層上面から掘り込まれ,洪水層下の水田面を破壊
している。(中略)洪水層下の水田は(中略)6世紀～7
世紀の水田と推定することができる0本遺跡の17-18
区付近は,5世紀代の集落が立地し.その後水田に
なり.洪水で哩没した跡は,再び集落が立地し.平安
時代末には再度水田が立地する変遷をたどる0

世紀O△8世
紀後半～9世
紀0

紀?
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遺跡一覧表A12

073 019 東今泉鹿島遺 P4=渡良瀬川の氾濫は遺跡の覆土からも確認できー ▼5世紀前 5世紀中葉～j

跡 縄文包含層.古墳前期集落.古墳後期～7世紀の水

田は洪水による砂層やシルト層によって埋没し.水田
を覆った洪水層の上に奈良～平安の集落が立地して

いる p348:水田は2面検出されている0 (中略)下面

の水田は4区.ー8区.19区から検出された0洪水砂層

直下の水田である。(中略)(下面水田について)本水

田の時代は4世紀後半以後,8世紀中葉～後半以前

の水田跡となる pp144-145-18ト190:(古墳時代の

住居跡(66-67-98- 106号住居跡)の年代は5世紀前

半 )p485:本遺跡の17-18区付近は,5世紀代の集

落が立地し,その後水田になり.洪水で埋没した跡

は,再び集落が立地L t平安時代末には再度水田が

立地する変遷をたどる0

半0 △6世紀

～7世紀0

6世紀? I
1

-

050 020 東長岡戸井口 第9号

～

p19:第9号溝状遺構は,調査区中央を縦断する1号 ★8世紀未。E8世紀末葉O

i

F一
i
I

～

Ii

～

】i

遺跡 溝状遺

構

堀に併走する状態から南方に走行して調査区外に延

びている0 (中略)(第9号溝状遺構は)調査区中央よ

り北側では.灰黄褐色シルトにより埋没していいた

が.状況的に洪水に原因すると判断され,溝が半ば

埋没しかけた段階でーシルトが一気に流入したものと

考えられる。これは1号堀の古期の段階で起きている

洪水に原因している0 出土した須恵器杯からはくシル

ト直上層中より出阜)8世紀末頃に洪水が発生してい

ることが推定される0 この第9号溝状遺構は▼走行経

路から. 当初1号堀の水を引き込む目的の小規模用

水路として開削され,東南方向の谷地を受益地として

開削されたものと考えられる0この場合ーこの谷地の

小規模開発程度の状態であったであろうと考えられ

る。又,前述した硬化面等の状況から,洪水により埋

没後溝状遺構を利用した道として利用されていたこと

が推定される0

084 1021 福島飯玉遺跡 ]第2面 p24:(第2面について)洪水による堆積層に覆われた ▼江戸。△ 217世紀～

1

i

屋 上
面で,浅間A軽石降下以前,江戸時代の遺構を3区で 1783年(AS一 1783* ?

検出した0他の調査区では,その後の連続した土地

利用の関係のためか遺構の検出はなかった。調査時

には第1面と同一確認面として認識されていた面であ

F孟O (m 芸濃 詣 温 ,1783(天明3)年の

A )0 E

070 1022

i

E

I

福島飯塚遺跡 基本層 2 p12:暗褐色シルト質層0極めて軟弱な層で.河川の ▼江戸0△ 17世紀～ 1

序

一一
1
1-
-1
i

kE悪 霊 芸慧品 芸禁 p13(:芸60 )K T O)票

三 圭幸手 主義 幸 三

】2面は)洪水による氾濫層に覆われた面で,時期は江

】戸時代であると考えられる。

1783年(As-

A )0

1783年? -

07ー 022 福島飯塚遺跡 基本層 3- a P12‥褐色シルト質層。やや粘性を持つ洪水層02層が ▼江戸e△ L17世紀～

序 残存しない地点では,この層の上でも第1面が確認で

きる。P16‥(直下の第2面は)洪水による氾濫層に覆

われた面で一時期は江戸時代であると考えられる0

(直下の第3面は)A s-B を多く含むいわゆる「As-B混

土」の上面で検出される遺構面で,洪水層により被覆

される。

江戸 1783

年(ASIA )0 171E1783年?

058 1023 福島久保田遺 p42:中世に相当する遺構面は発掘調査による遺構 ★応永年 1394年～
跡 確認面では,第2面および第3面が相当する。(中略)

(第2Ⅰ3面は)As-B 降下以降, 中世を通じて形成,堆

積した土層となっており,応永年間と想定される利根

川の変流に伴う洪水により埋没したものと理解されて

いる。今回の発掘調査では.洪水層に哩没する水田
が検出され(第2面)▼その下層に北側および南側を

区画する構内に掘立柱建物,井戸.各種土坑により

構成されるいわゆる「館」遺構が確認されている0

間0 1427年0

059 1024 福島大光坊遺

跡

2

p159:第2面として検出した埼構は2区および10区に

おいて認められたものである。(中略)この面で検出さ

れた遺構は.土坑,請.水田,畑である0基本的に洪

水層に哩没するが,その時期について有効な情報は

得られていない。しかし▼北接する福島曲戸遺跡にお

いて,寛保2(1742)年と推定される洪水砂を埋設する
復旧溝が検出されている0 (中略)(第2面直上の洪水

層について)有力な候補として寛保2年を想定してお

きたい0

★1742年? 1742年。

056 1025 福島曲戸遺跡 基本土 Ⅴ Pll:黄褐色土。出土遺物.文献史料から寛保2 ★1742年0 1742年。

層 (1742)年の大洪水と推定される洪水層。(中略)Ⅴb

の上面から洪水を復旧したと考えられる溝群がD区で

検出された。また, この洪水層に覆われた近世水田

が検出されたc

▼近世。

46
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066 1026 前田遺跡 基本層
序

2 P4‥第1層は耕作土0(中略)第2層は,古代末期と推 ★古代末 12世紀(1108
定される洪水によって形成された層0この洪水による
層は,天仁元年,浅間山噴火のASーB軽石を含み▼赤
褐色を呈しザラザラしているO尚,B区からは確認され
なかった。第3層はAS】B軽石の純層09区のみ確認し
た0

期0○1108
年。

年以降)?

090 1027 南大類東沖遺
跡

基本土
層

Ⅴ p2:V 層は(中略)洪水起源の可能性が高い。p2:(V
層直上のⅣ層は)浅間B軽石に埋没した水田土壌で
ある。(中略)(Ⅴ層直下のⅥ層は)浅間C軽石(A S】
C)を含んでいる。p5:(第2面の)溝SD3-4の覆土も水
田面を覆う土に通っており,また洪水起源の様相を呈
した堆積であった。水路と水田が同時に存在し,この
水路から溢れた洪水砂が水田を覆つたと考えられ
る0なお,土層中及び水田からは8? 9世紀の土器が
出土している p26:これらの遺構(古代の遺構)の上
はー洪水起源と推定されるⅤ層.に哩没した水田の土
壌である0Ⅴ層で水田が埋没したのは9世紀でも,水
田化はそれより以前である0

★9世紀0○
8世紀～9世
紀0△1108
年(As-B)。

9世紀0

047 1028 元総社寺田遺
跡

1

4面直
上

p137 :(4面について)Ⅱ区からⅤ区にかけて,FA下黒
色粘質土からASーC直上までの土層中より,4面に相
当する遺構.遺物を検出した。(中略)溝以外からも多
量の木製品が出土している状況からみて.かなりの
流木が本調査区内に及び,それは洪水的な氾濫から
流水が消滅するまでの一連の過程を物語っている0
(中略)(調査区では)FA下黒色粘質土が3面の水田
耕土として安定するまでの間に▼幾度かの流水の影
響を受け,流路に従って溝筋を形成し▼氾濫により漂
流した木製品が流水の消滅に伴って埋没していつた
ものと考えられる0その期間は4世紀初頭のAs-C降
下,堆積以降.6世紀初頭以前のFA下黒色粘質土
(水田耕土)が安定するまでの間と考えられ▼砂層の
堆積が氾濫の証とも言える0

★4世紀初更
(ASーC )~ 6
世紀初頭
(H「FA)。

4世紀～5世
紀0

067 1029

I

～

F 部遺跡

i

I

-I

2号溝 No.(4 〔坂口I 「矢部遺跡1区3号溝の洪水層について」 ★7世紀0 m u .

i
I

i

i
1

i ～)6pp109-110〕p109‥矢部遺跡では▼北西から南東の方向に走行する複数の溝を確認した0これらはいずれもI
1I

I

近似した方向に走行し▼確認した範囲では平面形が

直線的で,複数の洪水に由来するシルト層及び洪水

に由来する砂層で哩没している p110 ‥2号溝は(中

略)複数の洪水に由来するシルト層及び砂層で埋没

しているO特徴的なのは黄桂色のシルトを主体とする
jN〇一4l5層である。これらはおそらく一連の洪水に由来

この洪水層の年代は7世紀台の可能性があり,No.4-

5層の洪水層はその直上に位置することから,おそら

く7世紀からそう長い年月を経た年代である可能性は

低い0

902 1030 横手南川端遺

跡

基本土 Ⅴ p304 :第Ⅴ層(第7面) 黒褐色年度の水田耕作土で ★10世紀前 k PT 紀前 同様の層は亀里

層 あるⅤa層と下層の緑がかった灰白色粘土Ⅴb層に分 半。▼9世

紀0

平塚遺跡.横手宮
けた0粘性に富む均I な土質であり,洪水堆積層で 田遺跡.横手早稲

ある。p306 :第7面は,第6面耕作土と基本土層Ⅴb層 EB遺跡.横手南川

の緑がかった灰白色粘土層を除去し▼H「FPを含む 端遺跡全体で見

明黄褐色洪水層下で溝及び竪穴状遺構.土坑等を検 つかっているが,

出した0 (中略)(竪穴状遺構について)調査時には不 ここでは年代.遺

定形であるがー遺物が多量に出土する掘り込みであ 構との対応が明瞭

リ.住居跡として記録されている0 (中略)出土遺物 な横手南)け端遺

は,須恵器皿.坪.塊類の破片が大半であり.聾類は

ない。出土遺物から9世紀代の遺構と考えられる。

〔斎藤利昭「洪水層について」pp373】376〕p373:(亀

里平塚遺跡.横手宮田遺跡.横手早稲田遺跡.横手

南川端遺跡全体について)第Ⅴ層灰白色粘土層はー

横手南川端遺跡の竪穴状遺構を覆うことから10世紀

前半代と考えられる0

跡の分を挙げた0

903 1031 横手早稲田遺

跡

基本土

層

I p96:第 工層 現在の耕作土であるが, I 区において

は現在の耕作土下には,As-A泥流やAs-Aを鋤き込

む耕作痕が見られた。また部分的に近現代の洪水層

(明治期か)等も含まれる0

.★明治。 明治。
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遺跡一覧表A-2

100 1101 飯積遺跡第3 流路跡 流路 〔加藤隆則「自然堤防と集落」pp406-424〕p412:(6世 ★6世紀第2 6世紀第2四

一

一

I

F

-】 1

i

次.第4次 跡2次 紀第 I 四半期について)住居跡は28件と前時期につ 四半期(6世 半期0

;

堆積

土

いて増加し,飯積遺跡最大のピークを迎える p414:

(6世紀第Ⅱ四半期について)洪水による流路跡の完
全埋没が起こる0洪水以前の流路跡には黄褐色粘質

土が安定して堆積していたが▼突如洪水に見舞わ

れ.褐色租粒砂に完全に覆われ埋没した0分厚く堆

積した粗粒砂の間層には▼黄褐色粘質土の薄層を挟

んでおり,洪水は複数回あつたと見られる。斜面地に

紀中頃)。

は,洪水の合間にピットや土坑が掘りこまれているe

住居軒数は16軒と前時期の半数近くまで減少する0

その分布は前時期と対照的で.より流路跡に近い西

側に営まれた。特に第113-171-193号住居跡は.読

路跡にもつとも近い自然堤防の際に等間隔に立地す

る0住居は西側に偏って作られたため,前時期の住

居跡とはほとんど重複しない。それだけでなく▼本時

期は前時期から- 転し.真北からやや西に触れた主

軸をもつ住居跡が多数作られた0これらの変更は,隻

落規模で行われているようである0 (中略)(6世紀第

Ⅲ四半期について)住居跡は16軒を数え′.前時期と

横ばいである。流路跡からやや離れ, 自然堤防の中

心よりやや北にまとまる0 この分布は▼洪水に対する

リアクションと捉えられる p421:今回の調査では▼6

世紀中頃の洪水によって埋まった流路跡を確認でき

た意義は深い0この成果は,周辺地域における古墳

時代の流路を明らかにできる可能性をもつであろう。

092 1102

lI

-
I

今井条里遺跡

i

l

1
-
-

基本層 Ⅵ

i
i

p145:第3遺構面は,基本層序Ⅵ層をなす洪水砂層を ★古墳後 古墳後期末

～
】
1
1

1

-

序 取り除くことによって検出した p155 :水田跡の時期

は▼主要な濯灘用水路跡SD54出土の土師器杯P古

墳時代未から奈良時代初頭の出土遺物をもつ第33

～34号坪型区画跡によって構成される条里型地割が
形成されていないこと.第4遺構面における7世紀前

半の土器を出すSD 94-SD95の一部の地割をSD54が

踏襲していることからみて,古墳時代後期のうちに求

めるのが妥当である0小区画水田跡の特徴も,条里

-)l卜SD54によってもたらされていた SD 54中のⅥ層に

は古墳時代末の遺物が含まれていた。上層のAs-B ▼

下層のHr-FA からみて,遺物の年代は支持できる。

埋没水田の年代は古墳時代後期のうちとしてよいだ

ろう0

期。▼7世紀

前半0○古

墳末期0△

1108年(AS】

B )0

I
F
rI

菓0

1

097 …1103

A

-北島遺跡第19 基本層 Ⅸ p245:今回の北島遺跡第19地点の調査によって,調 ★古墳前期 古墳前期中 田谷遺跡(097)と

地点 序 査区を西から南東へ縦断する中央河川跡を境に.そ …中町

)

葉0 北島遺跡第19地

の東側に広がる微高地上に8基の古墳跡が比較的狭 点(096)の洪水痕

い範囲に分布することが明らかとなった。古墳群をの 跡は接続している

せる微高地は▼古墳時代前期の中頃におきたと想定

される大規模な洪水堆積によって陸化した部分であ

り.古墳群の下層には前期前半を中心に営まれた方

形周溝墓群が埋没していた。つまり,時期的な断絶
があるにもかかわらず,前代の墓域を踏襲する形で

古墳群が形成されていたのである。また▼中央河川

跡の西側に広がる微高地上には古墳がまったく造ら

れず.居住域 (生産域)と墓域が載然と空間分割され

ていたことも,集落構造の変遷を考える上で重要であ

る0

ものとみなした0

098 1103

-

北島遺跡第 第17地 13,ー4 p14(第4図):(ー2層は)褐灰色土。水田土壌 (13層 ▼弥生中期 弥生後期前

17-19-21地点

l～

i
】

点の基 は)黄灰色土e洪水層0弥生時代中期～後期包含 後半。○弥 葉 ?

本土層 層。(14層は)灰色土0洪水層0弥生時代中期包含

層。(15層は)灰色土0弥生時代中期水田土壌(上

面)。p88:水田跡は,A 区のAO ~ AS40~ 43グリッドを

中心に検出された0 (中略)水田面は基本土層の第

12層で検出された0上層の第11層では古墳時代初頭

乃至中期に降灰したとされる▼浅間C 火山灰が認めら

れる0すでに報告された第15-16層の弥生時代中期

後半の水田跡とは第13-14層をはさみ明確に区別で

きる0第13-14層は洪水層と考えられ,弥生時代中期

後半から後期の土器片を若干含む0これらのことから

水田跡の大まかな時期を捉えることができる0すなわ

ち弥生時代後期から古墳時代前期にかけての水田

跡である。水田跡の地形はー北東側から南西側に向

かい緩やかに傾斜している。エレベーションB-B'のラ

インで見ると約35m で18cm 低くなっている。南東及び
南西のl 部で水田跡の一部を確認できなかった。こ

れは洪水により畦畔が流失したことによると考えられ

蝣O -

生中期後半

～後期0△
弥生後期～

古墳前期0
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099 1103 北島遺跡第 第18地

点

3面直

上

p350:(第18地点の)発掘調査は,平安時代の1108 ★古墳前期 古墳前期初 L

17-18地点 (天仁元)年に降った浅間山起源の火山灰(As-B)杏 初頭0 め0

被った面(本報告書では一面と呼称,以下同じ), この

調査面を取り除いた面(二面)▼古墳時代前期初頭の

洪水砂層を取り除いた面(三面)▼そして弥生時代中

期の洪水砂層を取り除いた面(四面)の.4層界で

行った。
1

918 1104 久下前遺跡B1 第4号 Pー58:(第4号溝跡について)溝の西端付近には.砂利 ★7世紀後半 7世紀後半～

地点 溝跡 や細砂を充満した不整形の土坑状に映れた窪みが

連続して見られ▼l 時的な大水による濁流などもあっ

たことが窺える。(中略)本溝跡の時期は. 出土遺物

の時期から,おそらく7世紀後半に掘削され▼8世紀代

～9世紀前半のうちにはほとんど埋没して機能しなく
なったものと思われる0

～9世紀前

半。

9世紀前半0

096 1105 田谷遺跡 基本層

序
Ⅸ pp14卜142 :(基本層序について)(前略)西暦500年

頃の噴火とされる榛名ニッ岳火山灰(H「FA )層(Ⅶ
l 古墳前期中 i

葉0

田谷遺跡(097)と

北島遺跡第19地刑
期。▼古墳

層).古墳時代後期の遺構が掘り込まれた細砂層(Ⅶ 前期0△H「 点(096)の洪水痕

層),古墳時代前期の遺構掘り込み面を上面にもつ FAテフラ 跡は接続している

古墳時代前期の洪水砂層(Ⅸ層),古墳時代前期の

遺構掘り込面を上面にもつ弥生時代後期の遺物包

含層となっていたシルト層(Ⅹ層).弥生時代後期から

古墳時代前期初頭の遺構掘り込み面を上面.tもつシ

ルト層(Ⅹ I 層)に区分された。

(500年ご

ろ)0

ものとみなした。

0931106築道下遺跡

51
I

〔叡持和夫「中世の墓域について」(第2分冊)pp634-★15世紀初!15世紀初
I

645〕p642:(中世の)墓域は厚い氾濫土に覆われてい頭0(以降に め。
たので.遺存状態はきわめて良好であったlP643‥第

Ⅲ次周堀は溝底がわずかに埋まった後.洪水による
氾濫土の堆積を繰り返す0第Ⅱ次周堀にこれを渡課
した様子はなく,埋まるに任せていたようである0ある
いは,洪水の頻度があまりに高かったからかもしれな
い0やがて墓地は氾濫土で覆い尽くされ,結果的に廃
絶してしまう。おそらく,集落全体も命運をともにしたと
考えられるOその後も氾濫は長く続き▼築道下遺跡は
歴史の中に埋もれてしまう p644:現時点で墓地の消

m m

～

i t

～
1

094 1107 厚地遺跡
[
I1
-
--
-

H=若松良一「堂地遺跡の変遷」pp200ー209〕p200‥(古 ★9世紀後 9世紀中葉～l複数回?

-
メ

代について)A -B両区を合わせて律令時代の竪穴住
居跡が11軒検出されており,本格的定住生活が確認
できる0出土遺物によって3期に分期が可能である0
(中略)(第I期(8世紀中葉から後半について)集落
の開始時期は7世紀末ないし8世紀初頭まで遡る可能
性が高かろうO(中略)(第Ⅲ期(9世紀前半から中葉)
について)A 1区の第6号住居跡,A2区の第1号住居
跡▼A3区の第4号住居跡,A4区の第7号住居跡,B区
の第8号住居跡の5軒が該期に属す0- 定の間隔を

葉0▼9世紀
前半～中
葉。△12世

E紀後半O
I
】

後葉。

l

,
i

i

おいて広く分布する傾向が窺われる0(中略)古代の
竪穴住居は例外なく覆土と地山が同質で,有機質土
の発達を見ない。このことは.再三の洪水での被害状
況を示すものであろう。9世紀後葉を最後に集落は廃
村となる p201:堂地遺跡に再び住人が登場したのは

12世紀後半代のことであった。

-i

095 1107 堂地遺跡 〔若松良一「堂地遺跡の変遷」PP200-209〕p201‥(13
世紀前葉について)中心建物の整備と大規模な長方
形区画溝の新設によって.居館の体裁が整えられ
る0(中略)(13世紀中葉について)洪水に見舞われ.
居館は壊滅的な被害を受けた0このため.水はけ口
のなかった区画溝の最低部に排水路第78号溝が設
けられると共に.旧第1号溝に添うように第35号溝が
掘削された0この第35号溝は上流で区画溝と連絡し
ているようである0中心建物は潰減し.調査区外の北
西方面に規模を縮小して建て直しが行われたものと
推測される。(13世紀後半から14世紀初頭について)
再び治水が安定し.低地部への進出が認められる
が,分散居住形態が存続する。

★13世紀中
葉0

13世紀中
葉。

102 1201 国府関遺跡 自然流 自然 P9:自然流路は青灰色砂質土を開析し,自然流路か ★弥生後期 弥生後期未

i

路 流路 ら出土した土器から.砂質土の堆積が終了したのは 末葉～古墳 葉～古墳前
埋土 弥生末～古墳初頭と判断される p15‥自然流路は激

しく蛇行し弥生未～古墳初頭まで集落が谷奥側か
ら移動しなかったとしたとき▼流路埋没にかかわる洪
水によって集落が被害を被ったことは確実である。

前期初頭0 期初め0
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遺跡-覧表A-2

106 …1301
1
1】

～

落川.- の宮 第14地¥m ¥w 参考〔高野繁昭.増測和夫「遺跡とその周辺の自然 ★古墳中 古墳中期0 -
遺跡 点 ～Ⅲ層

t
L
i
らi】
1

史」pp5-53〕p25 :落川.一の宮遺跡周辺に分布する 1期0
沖積層を落)lL層と呼ぶこととする。P26‥(落川)Ⅲ層
は層厚3m以上の砂礁層からなり.第12調査地点以
北に分布する。(中略)Ⅲ層は河床堆積物と考えられ

1
-
～

1

lIi
1る0第ー4-15調査地点では本層から古墳時代前期お

よぴ中期の土器が出土するe(中略)Ⅲ層は古墳時
代中期の堆積物と考えられる0

ー03 1302 上千葉遺跡西 (調査 Ⅶー Pー7=Ⅴ層上面で検出した遺構をI期とした0(中略) ▼16世紀後 16世紀末
亀有1- 12地 区南部 2a-2b I期はー6世紀後半になろうかと思われる p44:( I期半(文禄年間 V.?

1

～

点

E～

の水 の水田は)はおそらく洪水によって埋没したものと思 以前)。△16
田)

～

われる0〔江上智恵「遺構の変遷」PP320-322〕p322 :

I期の遺構は耕作域として機能していた時期にあた

1りr文禄年間以前であるものとと思われるO水田は数
度にわたる洪水によって被害を受けており,砂の堆積
が顕著である。

世紀末～ー7
世紀前半0

104 】1303 九段南- 丁目 Ⅳ p12:(I7層は)調査区中央あたりのDー1地点で観察 ★近世初期 17世紀～18

F

I
i

遺跡

～i

された。本層はー自然堆積の状態を呈していることか
ら,土留構築後に発生した洪水等により- 時的に冠
水し,水位の後退により土砂沈殿物が堆積したもの.,
および護岸外の河床堆積物と推定される。(中略)時
期的には近世初期から前葉の早い段階までと推定さ
れる0

～前葉の早
い段階0△近
世前葉。

】世紀前葉。

105 1304 染地遺跡第51
地点

Ⅴ.Ⅵ
間

p12:(第Ⅴ層の)上面は平安時代の遺構面0(中略) ▼8世紀初頭i8世紀～9世
(第Ⅵ層の)上面は奈良.平安時代の遺構面 p110:2 ～9世紀初 紀中葉?
枚の古代地表面のうち▼旧地表面では8世紀初頭か 譲。△9世紀

】
】i

i
E
i

F

aI

ら9世紀初頭の廃絶と考えられる遺構群が.新地表 中葉以前0
面では9世紀中葉の廃絶と考えられる遺構群が検出
されており,旧地表面と新地表面の時間的な幅は非
常に短く,連続していると言っても差し支えない。そし
て旧地表面で確認された遺構の中に,第Ⅵ層ときわ
めてよく似ているもののまだらで不均質な土を覆土と
しているものがあることや,短時間でいっきに埋没し 】
忘tfc * ffi 鵠 宗干告豊 謡等 豊 諜霊 まう

面が形成された可能性が高いものと判断された。そし
てこの新地表面(第Ⅴ層)は多量に遺物を含む「遺物
包含層」であることから考えて,基本的に洪水による
堆積土層を主体とする整地層であり,洪水後の復旧
作業によって形成されたものであろうという結論に達
Lfc o

～

; i

- 1

108 1401

2～

1I
I1

1沢狭遺跡 I
I

-

氾濫 P7=宝永火山灰下の氾濫層。近世前半の金目川の氾★近世前 l近世(1707年-
三

慶

濫に起因するものと考えられるe ・ A 1707
年(宝永火山
灰)。

以前)0 一
一
一

1

107 1402 山角町遺跡第 95号遺遺構 p59:堀80号遺構開口時に,洪水などに起因する流水 ★16世紀第2 16世紀第2四
Ⅳ地点

I
i

構
】覆土

が南側から及んで比較的短期間に形成されたものと
考えられる。流入土が処理されていない現象から.堰

80号は本流の形成をきっかけに廃絶した可能性が指
摘できる p60:(95号遺構の)形成時期は,出土遺物
から16世紀第2四半期頃の所産と考えられる0

四半期。 半期0

112 1501 青田遺跡

i

iⅥ p28:VI層は薄い砂層であり.調査半地全域で確認で
きる.(中略)9世紀末葉に洪水などによって短期間の
うちに形成されたものと考えられる0〔高漬信行.卜部
厚志「青田遺跡の立地環境と紫雲寺地域の沖積低地
の発達過程」PP卜18〕P17‥青田遺跡での観察から,9
世紀頃の遺物を含む洪水起源の砂層(Ⅵ層)以後急
速に沈水し紫雲寺潟が形成されたことが明らかであ
るOまたー青田遺跡内では複数回の液状化が観察で
きるがーⅥ層の堆積直前にも液状化が発達すること
から地震活動に密接に関連して紫雲寺潟が形成され
た可能性が非常に高い0

★9世紀未。 9世紀末葉0

IiI

i

I
I
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遺跡一覧表A-2

110 1502 岩倉遺跡 Ⅴ tp12:(V 層は)灰色砂層(洪水堆積土)3層に分層され
る p13‥今回検出された方形区画遺構は,当遺跡最
下層であり,出土している遺物から15世紀代が考えら
れる p14:(方形区画遺構の)覆土はⅤ層の灰色砂
層(洪水堆積土)である,p15‥遺跡の中には,現川床
で見られるような角の取れた砂傑(Ⅴb層)が広く帯状
に分布している p22‥出土した遺物はほとんど包含
層のⅢ.Ⅳ層が圧倒的に多く.遺構から出土したもの
は少ない p23‥出土土器を見ると,15世紀後半～16
世紀前半と17世紀前半の大きく2時期を設定すること
ができる。検出遺構と対比すると,下層の方形区画遺
構が遺物包含層の下部で確認されていることからこ

▼15世紀後 ～
半～16世紀
前半または
それ以前0△
17世紀前
半0

】

16世紀つ

i
-の方形区画遺構が15世紀後半～16世紀前半または

それ以前▼礎石建物跡が17世紀前半とすることがで
きようlO

i
i
】

109 503 江内遺跡

】

基本層 Ⅱb p9: I層は表土層0 Ⅱ層は2つに細分され.ともに洪 ★1796年。 1796年。

i

中央気象台.海洋
序 水性堆積層0茶褐色シルト。Ⅱa層は東側(B区)で厚 △18世紀末 気象台(1939)等

い0Ⅱb層は全体に堆積し,厚さ40cm o上面から掘り 葉～19世 ここれに対応する
こまれる遺構には18世紀末～19世紀のものがある。 ft o

E

とみられる記載は
寛政8年(1796)の洪水の際に堆積した可能性が高 ないがー児玉
い (1988:241)による

と,新潟県内では
和暦4月と5月にそ
れぞれ妙高市▼三
条市で洪水があっ
たが.遺跡に最も
近いものとして7月
7～9日(和暦6月3

～5日)に「大雨洪
水▼沢海.上下木
津(横越村)(現新
潟市)など破堤,
新発田藩頒水損
高2万3000石」とあ
り.これに該当す
るものと解釈され

FるO

119 504 延命寺遺跡 基本層Ⅵ,Ⅶ p13 :(VI層は)暗緑灰色シルト。粘性ややあり。しまり★8世紀中 8世紀中葉言参考 p13「第3表
序

ii

ややあり。洪水堆積層。(中略)(Ⅶ層は)暗線灰色細
砂0粘性なし0しまりなし0暗緑灰色シルトを少量含
む0洪水堆積層。(中略)遺跡の西側約500mには三
角田遺跡が隣接する。延命寺遺跡と三角田遺跡の基
】本層序の対応を第3表に示す0三角日遺跡では洪水

…葉O

IA

～

]～
i

】 [基本層序対応表」

I
,
i5
I

2堆積層(延命寺遺跡Ⅵ～Ⅶ層)を挟んで,包含層が2 I
LFg確認できる0このうち上層(延命寺遺跡Ⅲ～Ⅳ下

限)と敵歯吾はない0このことからP延命寺遺跡の洪水
堆積層(vi~ vn層)は8世紀中葉頃に堆積したことが
判明し,Ⅸ層の年代▼の下限は8世紀後葉に降ることは
ない。またⅨ層からは「天平八年J(736)の紀年銘木
盾.Ⅶ層からは「天平七年」(735)の紀年銘木筒が出
土し,遺跡の下限を示すと考えられる。p122:(前略)
SD日は基本層序のⅥ層から,SD 707はⅦ層から掘り
込まれており▼8世紀中葉に掘削されたと推測され
る。集落の様相は洪水層の堆積により大きく変化し▼
居住域としては使われていない0延命寺遺跡の西側
に隣接する三角田遺跡では洪水後も集落が形成され
ている。

】
1 I

I

1ー1 1505 蔵ノ坪遺跡 川跡 p62 :SD808とSD265の2本の川跡は櫛形山脈西麓の ★9世紀後 9世紀後半0 遺跡は古代の津
小谷を源流に、北西側の沖積地方向に流れていたと
思われる SD808からは8世紀後半から9世紀前葉の
土器が多く出土し.少量であるが8世紀中葉の遺物も
含まれていた。埋没するまで▼断面を観察する限り3
回は流路変遷していた0遺物は2回目の河床面から
多く出土した SD265は9世紀後葉の土器が多く出土
した。埋没するまでやはリ2回の流路変遷が確認され
た0そのうち最終段階の流路をSD264とした。SD265
とSD 264の出土土器は同時期に近く▼SD265C264)の
あるⅡ区は遺構が2小期(E a, E b)あるので,9世紀
後葉の短期間に流路が変化する氾濫があったものと
考えられる。また、SD808とSD265の関係については
SD808が9世紀後葉の遺物を含まないことからSD808
が氾濫なとで埋没し,SD265に流路が変化したと考え

ている0

葉e に関連したもの0
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遺跡一覧表A12

120 1506 田伏山崎遺跡 沢地区 M b- P22:調査区東側ではⅦIb層とⅦlc層の間に土石流が ★春日編年 11世紀前葉 春日真実(1999)

北 ⅦIC間 詑められ,Ⅶ【c層からは.土師器.須恵器.緑軸陶器. W 2- 3~ W (春日編年Ⅶ 「土器編年と地域

灰紬陶器など古代に所属する遺物が出土した p23 ‥.期0 2- 3~ W 性」『新潟県の考
圧SD1077について)(前略)北西l 南東方向に延びる 期)0 古学』pp301】310)

川跡で,幅340~ 915cm ,深さ89~ 156cm である0土 p305 :VH期は10世

層断面の観察から▼流路の移動.川幅の増減を繰り 紀前葉～11世紀

返したことが推定される。土層の堆積は地点によって 前葉,Ⅶl期は11世

異なるが▼川跡の中央から最深部にかけては砂磯

層.川岸側の下層は黄灰色シルト▼川岸側の上層は

ⅧC層の土を含むオリーブ黒～黒褐色シルトが堆積
する。遺物は中央部上位の砂磯層からの出土が多

く,また, この層にはⅦIC層起源と思われる土が含ま

れる0このことから▼SD1077はⅦ【C層の時期には流路

として存在したことが推定され.この後,土石流の堆

積により埋没したものと者えられる。P53 ‥沢地区北で

は10世紀前葉前後～11世紀前葉前後の遺構 .遺物

が出土した0春 日編年のⅦ期.Ⅷ期の段階に位置付

けられる。p54:(春日編年Vn2- 3~ W 期について)

SD 1077が継続して存在した時期である。この後▼土

石流によりSD 1077が埋没し,Ⅶ【b層が堆積する。この

一連の動きは遺物の出土状況から▼比較的短期間で
あったものと考えられる。

紀前葉。

118 1507

】

～

姫御前遺跡 基本層 Ⅱa p10 :(H a層は)暗黄灰色細砂0粒子の粗い細砂を基 ★17世紀0 17世紀0

序 調とすることから.洪水性の堆積物と考えられる0花

粉分析.植物珪酸体分析の結果からは, Ⅱa層段階

において水田稲作が行われていたことが明らかに
なっており▼比較的水の影響を受けやすい環境に

あったことが窺える。p11:H a層には17世紀を主体と

する遺物が含まれており▼近世に形成された土層と

考えられる。層厚は20′~-30cm ほどである0

○17世紀。

113 1508

1

細田遺跡 ～Ⅳ

I

I
;
i

P65 ‥低地部分では部分的に存在するⅣ層(灰色シル ▼弥生終末 7世紀～8世

ト:洪水層か)を間層として,Ⅲ層(暗褐色土=古代遺 期～古墳前 紀?

物包含層)とⅤ層(黒褐色土 :弥生～古墳遺物包含 期.古墳後
i
～

I

i

～
i
i

層)の2時期の遺物包含層が存在する。P69‥(出土遺

物の)主体となるのは古代および弥生終末期～古墳

期(6世紀～7

世紀)0△古

前期で▼(後略)op74:遺物によっては▼小破片レベル 代(主として8

での古墳前期の土器群との識別は困難である0した

がって,弥生未から古墳前期とした土器群の口縁部

残存率の数値中に古墳後期の土器群が含まれてい

る可能性は高い0(明確に国化できた11点は)古墳後

世紀後半～9

世紀後半)0

i

期(6-7世紀)に比定されるoP91:(古代の土器につい

て)細田遺跡では春日編年のⅣ～Ⅵ期(8世紀後半

～9世紀後半)を中心とする土器が出土した。

114 1509 三角田遺跡 Ⅴ.Ⅵ p10 :V -VI層は砂.シルトの混じった無遺物層で洪水 ▼8世紀初頭 8世紀中葉～

堆積物と考えられえる p41:(C区上層出土の)226は

須恵器杯蓋のB類でー器形は山笠状となる。9世紀前

葉頃のものであろう。p73:C 区下層遺跡は洪水性堆

積物に覆われていた。土器の年代は8世紀初頚から

前葉に限定され.基本的に新しい遺物の混入が確認

できないことから,遺構もこの時期に限定できる.0ただ

し,遺構検出状況や包含層の堆積からは▼洪水が遺
跡廃絶の契機である証拠は確認できなかった。C 区

上層からは9世紀代の土器が出土しており,洪水層

は集落廃絶後9世紀頃の間の比較的短期間に堆積し

たと考えられる0洪水層の観察からは▼複数回の洪

水による可能性が指摘されている。

蠑"HI~_~.-
9世紀初め0

115 1510 用言寺遺跡 請 p71:古代(Ⅱ期)の遺構は▼多数の溝が並列するよう0 9世紀末～ 9世紀末葉～

こ検出された。切り合い関係を把握し,主軸方向を整 ー0世紀初 10世紀初

理する過程から▼これらが概ね3時期に掘削されてい

ることが明らかになづた。また、溝の覆土上層には;3

時期とも細砂が厚く堆積していることから,洪水により

埋積したものとみられる0検出された多数の溝は,漢

水で埋積するたびに溝を掘削した結果を反映してい

るものと考えられた0なお,覆土の最上層から9世紀

末～10世紀初茸に位置付けられる土師器がPほぼ完

形の状態で出土することがあった0この出土状況は,

溝の埋没年代を反映するとともに▼土地を鎮めるため

の祭把行為を意味する可能性がある。

頭0 め0

116 1510 用言寺遺跡 段丘下 Ⅱe p17 :(I e層は)灰色砂質シルト0細砂に近い土質で ▼10世紀後 ー0世紀後半

こおけ ある09世紀～10世紀後半の遺物が混在しているが. 半0○9世紀 (989年以

る基本 洪水堆積物と考えられる土質であり,遺物は混入に ～10世紀後 前)0

層序 よるものと考えられる0 (中略)(D g層は)10世紀後半

の遺物を多量に含み.他の時期の遺物の混在がほと

んどない。P16‥ⅡC層には焼山火山起源の高谷池火

山灰層グループCが多量に含まれていることが明ら

かとなった。(中略)(高谷池火山灰層グループC )は

989年の噴出物と判断することができる。

半0 △989

年0
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117 1510 】用言寺遺跡 t段丘上 覆土 [〔加藤学「用言寺遺跡周辺における災害の履歴」 ★9世紀後半 9世紀後半～ 参考 :高野武男.

の溝 PP8ト90〕p88:平安時代に入ると▼段丘上には多数の ～10世紀初 10世紀初 2004:「古代の地

溝が掘られる0 (中略)(溝は)いずれも洪水性の堆積 め0 め0 】形」『上越市史通

物によって短期間に埋積しており.そのたびに掘り直 史編1/ 自然.原

L がおこなわれたものと考えられた p89(第10表)‥(9 袷.古代』上越市0

世紀後半～10世紀初頭に度重なる洪水の被害D) 電刻書第10表は

P90 ‥(溝は)遺物の年代観から,9世紀末～10世紀前 遺跡全体を包括し

半頃.= は排水路の機能が失われたと見られるO たもので, 当該洪

水痕跡を日5と同

- のものとみなし
た0

125 1601 岩坪岡田島遺 P31‥(中世について)河川は大規模なものとみられる ★12世紀～ 12世紀～13

跡 が,本体は調査区外にあり,出土した種実.花粉.珪

藻等の自然科学分析から,12- 13世紀には周辺の

低地部には湿地林が形成され.時折洪水などによっ

て河川の水が溢れる湿地的環境であったとされるe

13世紀。 i

～

世紀0

122 1602 五社遺跡 班(漢 p15 :五社遺跡の一帯は,古くから小矢部川.庄川の ★11世紀末 11世紀末葉 参考=河西健二,

水A ) 氾濫の被害を受けてきたことが知られている。調査に ～12世紀後 ～12世紀0 1993「五社遺跡調

より,第4図のように三回の洪水堆積物を分離するこ 半0 査で思ったこと 1

とができる0洪水A はⅢ層でー黄褐色の砂質シルトと 自然災害と五社遺

砂が互層を成しており,最下部はⅣ層をパックするよ 跡」『埋蔵文化財

うに粘質土が薄く堆積している。堆積期間は11世紀 年報4』(財)富山

～12世紀末頃と推定され,この堆積によってほぼ平 県文化振興財団

坦な地形が出来上がったと思われる。p404 ‥五社遺 埋蔵文化財調査

跡の集落を見ると,11世紀末～12世紀後半の間に

襲った庄川の洪水で荒廃した田野に,12世紀後半に

はA拝.E群などで集落が創建されて再開発が始ま

る0

事務所

123 1602 F 社遺跡

i

i

I1

Ⅴ(漢 P15‥五社遺跡の一帯は.古くから小矢部川l庄川の ★9世紀後半 9世紀後半～

i

水B ) 氾濫の被害を受けてきたことが知られている。調査に

より▼第4国のように三回の洪水堆積物を分離するこ

とができる。(中略)洪水B はⅤ層で黄褐色及び青灰
恒 の砂質土から成り,互層を成している0細かくは薄

い粘賢土と砂の層が繰り返し堆積したもので,場所に

よってその差が大きいO堆積期間は9世紀後半～10

世紀頃と推定される0

～10世紀0

】
i
1
i

10世紀D

～
1

128 603 青山遺跡

iI

基本層

序

iIb p58:粘土と砂の互層であるIb層はA 1地区及びA2地

区の北半でみられ,昭和9年の黒部川代洪水の所産
と考えられる洪水堆積層である。

★昭和9年0 1934年0

I

127 1604 】竹ノ内Ⅱ遺跡
l

B 1地 古代 …p101:B1地区では上下2面の遺構面が検出され.そ 1▼9世紀0△ 9世紀中葉～r
I

]
i
i

i

1
1i

i

一

一

区

I

下層.

上層

問

1れぞれ出土遺物から9世紀(下層), 9世紀末～10世 19世紀末～10

世 紀0

～
i
;
～

1後葉0

-

i
I
i
i

一
一
一
一
i

-

膚 重義窯 窯 憲 憲 SB4-̂ SB 1t L'>53B#

廟 の変遷が想定できるがP柱穴の埋土がほほ同I で

あることから,極めて短期間の変遷であろう0また

SB2の西側には柱痕の残る穴が複数あり.建物域は
さらに北西側に広がる可能性がある0下層と上層と

の問に大きな時期差はなく.恐らくは河川の氾濫等に

より一気に埋まったものと推測できる0上層の遺構は

下層の集落とほほ同位置に営まれるが,再び河川の

氾濫等により廃絶したものとみられる0その後集落は

北東側のC 1-C2地区へ移動し中世集落へ移行したも

のと考えられる0
126 1605 手洗野赤浦遺 i

】

p269 :調査区の西側は中央の微高地より- 段低い谷 ★15世紀後 15世紀第3四

跡 状地となっており,哩土の下から中世中頃～後半の

掘立柱建物.請.井戸.土坑が検出された0 (中略)谷

状地盤土下では14世紀から15世紀頃にかけての遺

構の変遷がみられるが,15世紀後半～16世紀のある

時期に洪水等により埋まったと推定される。その後▼

埋土上に掘立柱建物と井戸が構築されるが,軟質の

石材と曲物を使用する井戸の構築方法が埋土下の

井戸と同じであることから.上下層で期間の隔たりは

あまりないものと考えられる p405(第216図「手洗野

赤浦主要遺構変遷図」=(洪水等により低地部が埋没

するのはー5世紀第3四半期ごろ0)

半～16世紀

(ー5世紀第3

四半期ご

ろ)。▼14世

紀～15世

紀0

半期0

121 1606 任海宮田遺跡 I地区 P9:旧河川(SD06)部の堆積土は(中略)斜交ラミナが ★9世紀末e 9世紀末葉0

発達し典型的な流水堆積の様相を呈する。(中略)こ

の河川は奈良時代の集落が形成された時期に既に
存在し,平安時代に比較的短期間に埋没したことが

伺える。p12:(SD06)は奈良時代(8世紀前半)には既

に形成されており▼最終的に平安時代(9世紀末頃)

に埋没したことが明らかである。(中略)(SD07)は調
査区北側で北西から南東方向に流れた,いわゆる鉄

砲水的な流路である0

～
-
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124 1607 中名Ⅴ遺跡 E1地 I .Ⅱ p15:E1地区の I 層とⅡ層の間に淘汰の良い黄褐色 ▼近代。 19世紀後半

～

[区
I
-
～
】

間 シルト層が狭在し.約0.05~ 0.10m の厚さで堆積して 以降0

いる0遺物などは含まれていないのだが 洪水によっ
てもたらされた堆積物が,近世から近代にかけてと考

lえられる耕作関連遺構を被覆している。

129 1608 中冨居遺跡 第1区 P7=下層の溝は大別して主軸方向が東西に伸びるA [▼9世紀初頭 9世紀? 】

B 群溝 群と.南北に伸びるB群に分けられる0 (中略)A群.B

群とも出土遺物の年代観にあまり差はなく▼ほぼ9世

紀代に属する。検出状態.切り合い等から規則性を

持って沼肩に作られたA群溝が埋没した後▼その堆積

を削る形でB群溝が形成され.更に河川氾濫により短

期間で埋没したと考えられる p11‥1区下層は9世紀

初～中頃(という時期が与えられる。)

～中頃。0 9

世紀0

ー32 170 梅田B遺跡第4 1区基 20 p8:16層は20~ 30cm 程度で, ほぼ全面で検出でき ★古墳前期 古墳前期初

i

次調査(1-2 本層序

i

た。(中略)(16層について)この層が検出できる谷奥 初譲。▼古 め。

区) に向けては,古代後半期の集落跡が検出されてい

る。この層が検出できないところでは古代の遺構が削

平されている可能性もある。20層が中層面で検出し

た水田に被る細砂であり▼厚いところで20cm 程度堆

積していた。21-E 2層は水田耕土で20~ 30cm 程度

ある p151 :日面には無数の足跡が残されており,

(中略)(洪水の時期は)現在の梅雨の時期ではない

かと考えられ:(中略)古墳時代前期初頭には廃棄さ

れたと考えられる。

墳前期初

頭。△古代

後半。

130 1702 四柳白山下遺 i pp12-13:下面生活面の標高は,B 地区北西で14hー ★9世紀中 9世紀中葉0

跡 弱,A 地区南東で約11.8m と▼約2m 鼓もの標高差をも

ち.扇状地形成時の土砂堆積の影響を大きく受けや

すい地勢にある。そのため▼9世紀中頃のある短時期

にB地区7区以南の約200m2に土砂の堆積をみたと考

えられる0 (後略)

葉。

131 1702 四柳白山下遺 C地区 ㊨ p16 :④河川の氾濫層0 (中略)河川の氾濫に伴う土 ★14世紀中 14世紀中

跡 層④.⑦はー1m を超える円磯を最大に10~ 30cm 大の

円磯が多量に混ざる0 (中略)この河川氾濫層は14世

紀中葉に堆積したことが,第2次調査により判明して

いる。.

葉0 葉。

133 1702

I
-

-

-

四柳白山下遺 C地区 ③

rI
r

～

I
i
1

P9:③ Ⅱ面覆土0 (河川の氾濫層。)(中略)(各層は) ★ー4世紀中 14世紀中 131と同一のもの

!跡

-
I

～

[の基本

…土層序

r
i

粗砂層が多く,いずれも洪水等により上流よりもたら

された土砂とみられるが,現大谷川に沿う北東断面

ハ.二では磯を多量に含み層厚100cm を超える③層
が Ⅱ面水田を覆い▼南東壁の断面へ.トでは層厚

|90cm」i!i|孟票 芸謂 誓 :<S 5 op9(SS4ォ):(II19 :(Sg n ffi lア)14itt fe 中

i頃に発生した大規模な土石流土砂により- 時に埋没
】したものである0 (中略)厚さ50~ 150cm を測る水田覆

土( I 面ベ- ス土)は▼最大1m を超える山石を含んで

おり,洪水のよりもたらされた土石流砂層である0

菓0

i

;

葉。

-i
E
F

i
]～
i1

とみなした0

168 190 秋山氏館跡 P1=基本層位は,表土から約60cm 前後のレベルで暗 ★1907年0 1907年0 8月下旬の大雨に

褐色砂質土が覆い,直下に洪水によると考えられる 起因するとみら

粗粒砂層が5~ 10cm 程度堆積している0〔佐々木満 】れ, 甲府では8月

「近世.近代」pp98-102〕p99:(前略)明治40-43年に 23~ 25日に合計

県下を襲った大洪水の砂層が調査区に堆積していた 314.3m m の降水が

ことからl畑の槻能もこの段階で一時終了している。 記録されている0

(参考=株式会社

テクノバ.災害研

究プロジェクト

(1993:ll))

169 1901

～

秋山氏館跡 同上。 ★1910年。 1910年0 8月上旬の大雨に

起因するとみられ

るO 甲府では8月

10日には222.5m m

の降水(気象庁の
データより)。r気

象庁天気図」から

は台風と前線によ

る大雨といえる8
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170 190 1

～
i

秋山氏館跡

i

i
i

ip12 :(15号溝跡は)E9-F9 -G 9グリッドを中心に検出さ ★1728年0 1728年e ①「15号溝上層に

れ,主軸は南北方向で長さ約14.70m ,最大幅約 は洪水によると考

2.50m である0 (後略)p13 :(15号溝の時期は)17世紀 えられる粗粒砂

～18世紀初頭か。〔佐々木満「近世.近代」PP98- 10 2〕 層」を1728年のイ

p98:(近世.近代について)本遺跡の名称にもなって ベントによるものと

いる秋山氏の館跡に関連する遺構群であり▼17世紀 解釈した。②報告

初頭から近現代まで継続した土地利用が認められ 書等にイベントの

た0Pー01:(前略)15号溝跡出土陶磁器の年代は,柳 起こった月EU ま記

沢氏在城の宝永7年(1710)から享保9年(1724 )に設 されていないが,

定できる0更に限定すれば.15号溝上層には洪水に 日下部(1975b:

よると考えられる粗粒砂層が堆積していた0享保13年

(172 8)に大洪水の記録があり,15号溝跡は最終的に

132)にはr甲斐は

六月二十七日

この段階には埋没したと考えられる。 8.2 から七月八

日まで大雨で,笛

吹川などが大洪水

となる」とある0

145 1902 壱番下堤跡 各トレ D 〔保坂康夫「考察」pp39】42〕p39 :(まとめの4として)護 ★16世紀中 16世紀中

ンチ 岸施設は形成後▼砂,シルト,粘土と言った細粒堆積

物に覆われた。(中略)(まとめの6として)護岸施設は

4の堆積物も含め,洪水流によって削剥された p40 :
本遺跡の調査成果から検討すると.護岸施設の年代

については,出土陶磁器′出土木材の放射性炭素年

代測定が検討材料である0 (中略)洪水層は木根以

前すなわち16世紀後半以前で,層中の遺物の最も新

しい年代の16世紀前半以降すなわち16世紀中頃に

成立したことになる0

頃。 葉0

～

138 1903 鰍沢河岸跡 第Ⅱ pll: I 面下50~ 60cm にはⅡ面の堅い層がある。こ ▼明治初期 1890年代?

面直 の面には建物礎石が載っているが.さらに礎石を覆う～20年代後

i

-

上 ように細かく薄い砂層が堆積しており,洪水を受けた 半0 △明治

ことが分かる0 Ⅱ面下20~ 50cm にⅢ面の堅い面が広 30年代初頭

がつている0 やはりこのⅢ面上にも細かい砂層が堆

積している0 (後略)p96 :富士川運輸会社が設立され

た明治初期から20年代後半をⅢ面の機能した時期と

し更に▼拡張が進み最も広い敷地となったのが I 面

であったとしておきたい p97: I面は明治30年代初

頭から大正末ないし昭和初期までの生活面とするこ

とができようか。

～大正末。

i
～
I
i

13 9 903

E

鰍沢河岸跡

E

l
i

第Ⅲ pi1: I面下50~ 60 cm にはⅡ面の堅い層がある0こ ★18世紀後 18世紀後半

面直 の面には建物礎石が載っているが,さらに礎石を覆う半～19世紀 ～19世紀中

上 ように細かく薄い砂層が堆積しており.洪水を受けた

ことが分かる0 Ⅱ面下20~ 50c m に正面の堅い面が広
がっている0やはりこのⅢ面上にも細かい砂層が堆

積している。(後略)p96 :H 面は18世紀後半～19世紀

中頃まで,たびたび洪水に悩まされながらも修復され

つつ機能していたものと考えたい0

中頃0 [葉0 i

～

i
～
1

150 90 3 J鰍沢河岸跡 =御蔵台 6~ 2 p426 :御米蔵西側の土層堆積を米蔵西ベルト南壁)か ▼1821年(文L19世紀(182 1 文政大火は1821

】

i 地区 らみると,焼土.炭化粒が散布する面が連続するのが

16層であり,これが文政大火直後の面と考えられる0

これを切り込む15層が矢来を設置するための掘り込

み層である0 13層が赤瓦や薄板を短期間に廃棄した

厚い堆積層であり▼屋根だけの可能性もあるが,この

段階で御米蔵が解体されたと考えられるD12層と10

層の灰白シルト層は,層厚が薄く葉理が確認できな

かったので溢流洪水堆積物の二次堆積と考えられ

る。これらと6層の溢流洪水碓積層である灰自シルト

層を合わせて判断すると,12層から6層までは溢流洪

水などで徐々に堆積したものと考えられる。この上の

4層から2層の大角磯層もしくは角硬質土は盛土であ

り, 人為的に短期間で堆積されたものと考えられる。

政大火)。 「年以降)? 年に発生0

i

～
～
～

151 1903 鰍沢河岸跡 問屋街 土手1 p75 :土手1の最上部平坦面は.調査直前まで現存し ▼昭和初 昭和以降0

地区の

土手1

覆土 ていたコンクリート舗装路の直下にあたる0 (中略)北

側の法面については.洪水などによって護壁が崩さ

れ法面が崩された状態で洪水砂を一気に被った可能

性がある0この土手1の最上面の時期は昭和初期と

考えられるe

期0

152 1903 鰍沢河岸跡

】
i

御蔵台 6~ 12 p209 :(御米蔵西側の米蔵西ベルト南壁において)ー2 ▼1821年0 19世紀中

地区醐 層と10層の灰白色シルト層は,層厚が確認できな △近世? 葉?

i

栄.蔵西

側

かったので溢流洪水堆積物の二次堆積と者えられ

る。これらと6層の溢流洪水堆積層である灰白色シル
ト層を合わせて判断すると,12層から6層までは溢流

洪水などで徐々に堆積したものと考えられる。
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153 1903 鰍沢河岸跡 御蔵台 ー5～ p209:御米蔵基礎石垣の内部については. (中略)≡ ★1799年? [17鴫

I

i

i

報告書にイベント

地区醐 16 段階のレベルでこの土地が利用されていると考えら のあった月日は明
米蔵内 れる0 (中略)(下段について)トレンチ最下部の18層 記されていない

部 】は厚い堆積層であり▼この上に土壌化は明瞭でない

が生活面の可能性のあるほぼ水平な17層があり(標

高241.9m ),さらに上には溢流洪水に由来する可能

性が高い15-16層が覆っている0(中段について)この

上には.厚く傾斜をもった12- 14層があり, この上は

溢流洪水に遭った痕跡のある生活面であった11層の

小磯混じりのにぷい黄褐色粘質土がある(標高

242.6m )。(上段について)さらに7~ 10層は厚く傾斜
をもち焼土粒や炭化粒を多く含む堆積層であり. この

上の1～5層は土間漆喰層(上面は標高約243.44m )

に関連する層、である p210 :溢流洪水に襲われた痕

跡が2段階あり,御米蔵の内部の土地を二度嵩上げ

されたことを示すものと考えられる0 これに関連する

文献としては▼(寛政11年(1799)ー文政5年(1822)の

ものとがある。)(中略)このトレンチの土層堆積の観

察と文献上の記録はほぼ合致すると考えられるO

が.中央気象台.

海洋気象台(1939:

180)には9月18日

に「讃岐,摂津諸
国並江戸 大風

雨」とあり, 日下部

(1975c:168)にも

同様の記載があ
ることから,これに

対応するとられ

る0

154 1903 鰍沢河岸跡 御蔵台

地区御

米蔵内

部

～

ll 同上。 ★1821年? 1821年O

i
,
;

E報告書にイベント

のあった月日は明

記されていない

が, 中央気象台.

海洋気象台(1939:

194)▼日下部

(1975c:170-171)

はともに8月31日

に中部.近畿地方

で暴風雨や洪水

があつたと記し,

】他に洪水の記載
…がないことなどか

ら, これに対応す

るとみられる0

156 1903 鰍沢河岸跡 …南北セ～9 p12:南北セクション3層.北部東西セクション8層は砂 ★1867年。 1867年0

-

i

～

I～

-

1
-

-
-

[クシ∃ 磯層であり,洪水により口留番所広場面が砂磯で覆

¥ts

I

われたことを示している0第2章で述べた慶応3,明治

元両年の水害で形成された可能性がある0さらにそ

の面は平坦にされ.使用が継続されている。これらの

土層も遺物を含まない。

157 1903 鰍沢河岸跡 南北セ

クショ

ン

9

i
I

同上 ★1868年。 1868年0

158 1903 …鰍沢河岸跡 …南北セ

】クシ∃
9

i
i

i

i

p15:南北セクション9層は明治年間に形成したものと ★1907年。 1907年。 8月下旬画

思われるが,出土近代銭貨は明治24年までがほとん 起因するとみら

> どであり▼1894年の日清戦争頃までに廃止直後の造 れ,甲府では8月

成面を性格したものと思われる。9層上面,15層上面 23~ 25日に合計

のレベルから方形木枠遺構が掘り込まれ.砂層が中 1314.3m m の降水が

を埋積していることから.明治40-43年の水害以前に

機能していたものと思われる。木枠内出土の色銅版

皿からもこの年代が指示される0南北セクション12層

の細砂層が第2章で述べた明治40-43年洪水層と思
われる0 明治40 -43年の洪水で周囲が砂で埋積され,

地形がかなり変更されたものと思われる0 ～

159 1903 鰍沢河岸跡 南北セ

クショ

ン

I

9 同上 ★1910年。 1910年0 】監 禁 票 L=

】る。甲府では8月

,10 日には222.5m m

の降水(気象庁の
データより)0

161 】1903

】

鰍沢河岸跡 〔保坂康夫「発掘成果から推定される歴史」p1091区 ★1828年0 1828年0 焼土面は文政大

南西隅には文政11年(1828)洪水層と思われる砂磯 1867年か 火(1821年)のも
層が残されている0南川の氾濫層である0 この焼土面 1868年0 の。日下部

や洪水層を覆い2期遺物群が形成されている0幕末 1882年0 (3 く1975c:171)に
期にあたる3期遺物群が形成された後,慶応3年

(1867)ないしは明治元年(1868)の洪水層が形成さ

れ.その層を基盤として4.日.12石垣の上段が構築さ

れる0この頃,1号建物虻が羅災し▼シルト層で埋積さ

れ,その上に家が嵩上げされる0さらに,4期の遺物

群が形成されて後,明治15年の洪水層が形成され,

それを基盤に15-17-18号石垣の上段が構築される0

1.2区は明治15年洪水層で埋積されて1筆となるが.

旧地籍図には8筆の地番が記載されており,洪水以

前の筆数を示すものと思われる。

回) 「このころ甲斐で

は笛吹川の水門

が破れ▼甲府城下

まで大洪水が押し

よせた」とまとめら

れていることから,

これに対応すると

解釈される0
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162 1903 固沢河岸跡 t
t l

t t
I

l l

i
I
〔保坂康夫「発掘成果から推定される歴史」p1091区つ★182時 つ 1

期にあたる3期遺物群が形成された後▼慶応3年 回)
菱867)ft ^ LIアW 5&7Ĉ (1868)ffl ^ * l A<̂ fiE*,* <Dg 」」& 」LT 4-ll-125 iia>ア& ;!>*ISSI」

豊 つ

1

I

I

156ー157のうちい
ずれかと同一のも
のとみなした0

群が形成されて後▼明治15年の洪水層が形成され, 4
それを基盤にー5-17-18号石垣の上段が構築される0
1.2区は明治15年洪水層で哩積されて1筆となるが▼
.El地籍図には8筆の地番が記載されておりP洪水以
前の筆数を示すものと思われる0

1

ー 1
163 1903 鰍沢河岸跡 同上。

1

1867年か
1868年。

166 904 北田中遺跡 t苦本層

I

Ⅱ p59:(H層は)明治40年水害の洪水堆積層。(中略) ★明治40 1907年0 8月下旬の大雨に
(Ⅲ層は)明治40年以前の旧耕作土0 年。

t 一 一

起因するとみら
れ.甲府では8月
23- 25日に合計
314.3mmの降水が
記録されている0
(参考‥株式会社
テクノ′くJ災害研
究プロジェクト
(1993:ll)

167 1904 E北田中遺跡
l

Ⅳ 59:(inB tt )a 仏40ff B 前の Ⅳ▼、 ～ 近、。
lヨ

序 P P ′ロ 0
層は)薄い洪水砂層。(中略)(Ⅴ層は)近世から近代

代0△明治
の落込みの覆土。 40年0

134 S1905

I

I

I

E
i

1

I

F1-

i

狐原遺跡 i t

i

i

i t

i

F

i

P6=調査区北側の3号住居地は北東側の一部が砂磯i

I

-
i

i
-
I

-

:三三享二+

期0○9世
紀0 ;

一
一

I
F

9世紀第3四
半期後半～

～

一

一
一一
一

1

1

こより消失していることから砂.砂磯層の堆積は▼本
遺跡での居住期間中から期間終了後の短い期間の
間の内に発生した自然災害的堆積であると認識して
いる。P8‥(3号住居は)9世紀等2～第3四半期頃(甲
斐型土器編年Ⅷ～Ⅸ期)の所産が考えられる。住居
北東側のl 部は洪水災害等に起因する砂襟層によ
り削り取られていることが土層観察により確認され
た0砂磯層は南東から北西方向に流れたと推測さ
れ▼遺跡東側を北流する金川からの影響を考えるの
が妥当であろう0洪水災害等の時期確定はできない
が.調査区内の砂磯層中からは平安時代(9世紀)の

第4四半期前
半?

I
5
1

L
l

i
-
-

遺物のみが発見されており,「住居」として機能してい
た時期に被災した可能性も強ち比定できない0

一
一

-

137 1906

～

F 婦毛遺跡

i

F区 lⅧ 〔パリノ.サl ヴエイ(秩)「自然科学分析」PP81ー95〕

PP8ト82‥(Ⅷ層は)調査区の広範囲に渡って堆積す
る泥流堆積物0下部は灰色の斜行ラミナの発達する
淘汰の良い細粒～微粒砂からなる0その上位を淘汰
の悪いにぷい黄褐～灰色の砂磯が覆う0(中略)本層
から数は少ないものの16世紀代の遺物が出土する。
p90:本泥流の発生は,調査域の環境を一変させたも
のと思われ▼当時行われていた稲作は壊滅的な被害
を受けたことが想像に難くない0

○16世紀0 ～
i
16世紀0 i

136 1907 大師東丹保遺 I区

I

③(第 〔新津健「遺構遺物の検討 第1節 鎌倉時代」pp70- ★13世紀後 13世紀後半
跡I区 1面直 75〕P70‥(第1面の)各列の杭の中には地上に出てい 半～14世紀 ～14世紀前

上) る頭の部分が南西方向に傾きながらけばだっている
ものも含まれることから,寡- 面を襲った洪水により
損傷を受け.埋没していつたものとみられる。(中略)
第一面の遺構群は13世紀後半から14世紀前半と
いった鎌倉時代後半期に位置付けられるものであ
る0(後略)

前半0▼13
世紀後半～
14世紀前
半0(複数
回)

半0

1
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14 6 1908 …百々遺跡 …

i

基本 層 Ⅲ p16 :( E 層の)砂磯層の下にはやや厚く白褐 色のシ ★15世紀後 15世紀後半

序 ル ト質 土が広く覆うO厚 さは場所によって異なるが20 半～ 16世紀 ～16世紀前

~ 40cm 程である0 (中略)平安時代を覆う最下部では

砂層やシルト質砂層,砂利 層と漸位的に変 化するとこ

ろがある。〔今福利恵 「遺跡 の立地」PP4 33-437 〕

p437 :百 々遺跡において平安時代を覆っている基本
層序 の新期シルト層 (Ⅲ層 )▼傑層 (Ⅱ層)については

明らかに平安時代以降であり.この平安期 の洪水よ

りもさらに大規模な水 害と思われる0この水害 の発生

時期 については考古学的な知見 は得 られていない

がー(中略)「勝 山記」では文明7年 (1475) から永書3

年(1560)の 85年間 に24回の災害 が記され ており, 15

世紀 後半から16世紀前半 にか けて特 に雨が多かった

ことがわかる0正確 ではないがおそらくこの頃の大規

模な洪水堆積物と思われる0

前半 。 半 。

～

147 190 8 百 々遺跡 百々遺 6号 .7 〔今福利恵「遺跡の立地」pp433ー4 37〕p433 :百 々遺跡 ★920 年～ 920年~ 960

～
I

跡2 ;6

早 .7号

住居跡

号住

居跡

覆土

2の被災住居は (中略)6号住居跡 と7号住居跡であ

る。6号住居跡と7号住居 跡は近接しており,出土した

遺物から10世 紀前 半に位置づけられるものである0 7

号住 居跡は覆土 中に暗褐 色土の間層をはさんで砂

磯層がみられ ,二度にわ たる洪水を受けている。(中

略)洪水の時期 はⅩ Ⅱ期 (920 ~ 960年ごろ)となる。

(後略)pp436-437 :百々遺跡2 .4の 中で被 災した住居

の検討からおよそ二 回の洪水を受けていることがわ

かる0 - 回 目は百 々遺跡4にみられるⅨ期 (840~ 860

年 ), Ⅹ期 (8 60 ~ 880年 )にグリッド85- 90付近 にお

こつたものである0 (中略)二回 目は(中略)Ⅹ Ⅱ期

(920 ~ 960年 頃)に2回被災 しているが 1回目のものは

局所的である。Ⅹ Ⅱ期の2回 目の被 災は比較 的規模

が大きかったようでシルトが広く厚く流入した痕跡が

ある0これ以後このあたりに住居が構 築され ていない

ことか ら,かなりの被害を被ったものと思われるe

960年 。 年。

148 1908 百 々遺跡

～】
】
～
i

～

百 々遺

跡4 :36

号 ～38

号住居

跡

I
I

i

住居

跡覆

土

rE

は含意畏悪霊 冒孟鵠 品 4 37]p436 :W ^ il S l>m t 3m & m m , 38

Hj=およそⅨ期 (840 ~ 860 年 )Iこシルトの流入があり▼

また直後のⅩ期 (860- 880年 )に砂磯を伴う洪水を受

けたものと判断できる。いずれも南方からの被 災であ

るが.これ らの住居群の南側 およそ20m に旧河道が

あり,ここからの氾濫と思われる0 (後略)pp4 36-437 :

百々遺跡2 .4 の中で被 災した住居 の検 討からおよそ

二回の洪水を受けていることがわかる。- 回 目は

百々遺跡4にみられるⅨ期 (840 ~ 860年 ), Ⅹ期 (8 60

-880年 )にグリッド85- 90付近 におこつたものであ
る。(後略 )

】★840 ~ 8 60

:<f
i

I
i

E

i

5
J

840~ 860

i

lI
i

[

i

～

E
～
I

i

1

I
149 1908 百々遺 跡 百 々遺 住居 同上 。 ★860 年～ 860年 -880 E

,i跡 4 :3 6

号 ～38

号住居

跡

跡覆

土

880 年0 年0

ー44 1909 仲田遺 跡 〔山本茂樹 「仲 田遺跡 の水 田について」PP4 3ー4 5〕 ★ 16 世紀後 16世紀後

p43 :本遺跡 は,御勅使川によって形成された扇状地 半 。▼16世 半。

上に立地し▼度重なる水害を受 けた土地でもある0水

田の床面上 には40cm 以上の砂や砂利 が堆積 してい

た。このことから, 畦は洪水等による水害 によって壊

されたものと考えていたが,このことは必ずしも洪水

によるためだけではないようである。(後略)p44 :本遺

跡の洪水 による氾濫の時期としては.稲刈りが終

わった後と想定される0また,水田が機能していた頃

の時期 は中世でー遺 物の時期からすると16世紀後半

頃に比定される0 (中略)特 にこの時期 .中世におい

て山梨 県内では.出水による洪水 が広範囲に認めら

-れている。

紀後半 。

,

164 1910 西畑B遺 跡 基本層 I p10 :( I 層 について)部分 的に北 区第4トレンチ東壁 ▼明治40 1907年 以

序 1b層のようなラミナ構造が部 分的に認められ る洪水

堆積が存在する。

* o 降0
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165 1910 西畑B遺跡 基本層

序

Ⅱ P10 ‥(Ⅱ層は)明治40年水害の洪水堆積砂層0西区 ★明治40

年0

1907年0 8月下旬の大雨に

第4トレンチ西壁 3=灰シルト混じり黄褐細砂層 ラミ 起因するとみら

ナが顕著に認められる。 れ.甲府では8月

23~ 25日に合計

314.3m m の降水が

記録されているO

(参考=株式会社 .

テクノバ.災害研

究プロジェクト

(1993:ll))

160 9 平田宮第2遺 基本層 Ⅹ I P9(第2表)=灰白色砂層。細砂により構成される0 (第 ▼10世紀前 10世紀前

半。跡 序 Ⅹ層直上は第Ⅲ面(平安中頃),第ⅩⅢ層は第Ⅳ面

(平安時代中頃)o)p24:まず,平田宮第2遺跡が位置

する下河東周辺であるが▼弥生時代後期から平安時

代にかけて微高地化したと想定される0最下層の遺

構面である第Ⅳ面に伴う遺物は山梨県史編年による

第Ⅵ期(10世紀前半)に位置づけられることから.第

Ⅳ面下にある灰色砂層が弥生時代後期から9世紀段

階までに相当すると考えられるが.浸食と堆積繰り返

しているため,限定するのは困錐である0第Ⅳ面が畑

であることから,居住地として適さないため生産域とし

て最初に開発した可能性がある.。第Ⅳ面と第Ⅲ面の

問には灰色砂層があるがP溢流氾濫に伴う細粒土壌

の堆積と考えられる0 (中略)第Ⅲ面からは▼第Ⅳ面と

同じく第Ⅵ期(10世紀前半)に位置づけられる遺物が
遺構の覆土中などから出土している0 (後略)

半。△10世

紀前半e

140 1912 町屋ロ遺跡 2区 p24:1区から5区までの第1両の水田面は▼明治時代 ★明治20年 1892年～ 明治25年～明治

につくられたもので.時期的には明治23年の5銭銅貨

が出土している事から,水田面はこの時期に近い年

代だと考えられます0 (中略)(第一面の水田面は)明

治時代の20年代の後半から30年代の時期に大洪水

ーがあつたと思われます。

代後半～30

年代0

1906年0 39年とした0

171 1913 松本塚ノ越遺 2 p10:灰色砂層0明治40年の大洪水の跡, (後略)。 ★1907年。 11907年0 8月下旬の大雨に

跡ホテルやま

なみ地点

i

i

p10(図6):(層厚は西区.東区ともに30cm o) 起因するとみら

れ,甲府では8月

23~ 25 日に合計

314.3m m の降水が
記録されている0

(参考 :株式会社

テクノバ.災害研

究プロジェクト

(1993:ll)

141 914 宮沢中村遺跡】

i

第2両 P9:第2面で確認できた3号建物面には逆流による薄 ▼幕末(19世 19世紀後

i

直上 い洪水砂が被うており,この面も水害を受けたことが

分かる p55:(3号建物は)逆流による水害を受けたこ

とがわかる0この時期は出土陶磁器からみてまだ江

戸時代のものである0その際の水害を契機に土盛り

がなされ, 一面の1号建物へと移行し,その後明治30

年代になって他所への移転になったものと考えられ

る p56:(第2面は)19世紀半ばの磁器も多く出土して

いることから,幕末を含む時期の面とすることができ
る0

紀半ば)0△

明治30年

i代。

半0

142 1914 宮沢中村遺跡 第4面 P9:第3面下は洪水による自然棟層が堆積していた ▼16世紀末 17世紀～18

直上 が, (中略)(第4面の桂根は)16世紀末から17世紀初

頭の建物とみなした0第4面はほかに一部が確認でき

ただけで発掘区の大半は砂利層であったことから,大

規模な洪水により流出してしまった面と思われる。

p56 :(第3面は)江戸時代後半の時期とすることがで
きる。

～17世紀初

頭0△江戸

後半0

世紀。

143 9 4 宮沢中村遺跡 第6面 p27 :3面以下6面直上までは厚い砂利層で覆われて ▼平安～鎌 鎌倉?

直上 おり,何度も洪水が押し寄せてきたことが分かるが,6

面の粘土層は厚いことから.この形成時は安定した

気象条件下にあったことが推測できる。p28:水田は

洪水砂に覆われる。p27 :(第6面の時期は)平安～鎌

倉期ではないかと考えている0

倉。△鎌倉0

135 1915 向河原遺跡 1区中 pll:1区調査区のほぼ中央で.上記の層序の堆積を ★1901年。 (1901年0) 明治43年または

央 . 大きくは解している磯層が確認されたOこの磯層は調 昭和34年の誤.

査区を東西に横断しているが,これは明治34年の滝

沢川の氾濫によるものではないかと思われる0

記 ? 集計しない。

155 1916 四ノ側遺跡 旧河道 p13:調査区の中央部第い2号住居跡をそれぞれ押し ▼10世紀中 10世紀中葉

流すように東側より流れ込む2条の旧河道が検出さ

れた0ほぼすべてに小型の砂磯が充填されており,

上流部から勢いよく流下した土石流が平坦において

収束する端部であることが想定できる状況にある0遺

物の出土はみられなかつたが.住居跡の構築想定年

代が10世紀中葉であることから,その直後に発生した

土石流の可能性が弓負い0

葉。 ～後菓0
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172 2001 石川条里遺跡西側低 I lp38: I層は砂質であり表土と間層に洪水性の砂が ★1824年ま 1824年また ～

地 t

～

i

堆積した地点が見うけられるなど,山麓からの小河川
もしくは千曲川の土砂堆積の影響を多分に受けてい …
る p553 :(前略)近世面と捉えた遺構を覆う砂層は文.
政七年(1824)か弘化二年(1845)のいずれかの洪水
に対比されよう。なお.弘化二年の洪水は遺跡に近
い長谷で山抜けを伴つたとされる0

置 霊

1-
l

は1845年0 1
)～

173 200

I

石川条里遺跡東側低 工上 p39: I層とⅢ層の土質の違いが不明瞭であり.両層 ★1824年ま 恒24年また 173と同- のもの
也 農 芸 ㌢ JL 票 盈 怠詔 票 去雷雲覧悪霊

は調査面が保持された地点には普遍的に観察され
る p553 :近世面と捉えた遺構を覆う砂層は文政七年
(1824)か弘化二年(1845)のいずれかの洪水に対比
されよう。なお,弘化二年の洪水は遺跡に近い長谷で
山抜けを伴つたとされる0

たは1845
年?

】は1845年0
1

とみなした0

i
i

176 2002

-]i
】
】

牛出遺跡 第1地 p20 :(前略)井戸が同じ透水層を利用するために同じ○14世紀末 14世紀末～
点 位置に繰返し掘り直されたのは,おそらく崩壊あるい

は洪水等によって使用不能となっても,屋敷地そのも
のは維持される必要があったからであろう0井戸の埋
没状況は▼強い流れをともなわない溢水による洪水を
推測させる。このタイプの洪水は家屋を流失させるよ
うなことはない0(中略)出土遺物から推定すると▼こ
れら建物祉群と井戸牡はおもに14世紀末から15世紀
代の年代が与えられる0

～～1悦 15世紀0

i～
i

183 】2003
i

～
E～

川田条里遺跡 A地区 (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災
害痕跡と水田の消長」pp55-58}p55(第2表「川田条
里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層一覧」):(A地
区では近世(18世紀;第1水田),古代Ⅱ期後半～Ⅲ
期前半(第2水田).古代Ⅱ期(第3水田)▼古墳時代
Ⅲ期(第4水田),古墳時代Ⅱ期(第5水田),弥生時
代Ⅲ期～Ⅳ期(第6水田),弥生時代Ⅱ期? (第7水
田)で洪水砂層がある0)

★弥生中期
後半0弥生
後期0古墳
前期0古墳
中期。古代

m 票 お吉
監 豊 前

恒8世紀)。

】古墳中期0

i

i

184 2003 川田条里遺跡

i
】I1ミ]

% t

L

A地区

i
I
E

同上0

1

★弥生中期
後半0弥生
後期D古墳
前期O古墳
中期O古代
(8世紀)。古
代(8世紀後
半～9世紀前
辛)0近世
(18世紀)。

8世紀0

r
11

一
一

一

l
185 2003 川田条里遺跡LA地区 i

～

同上。 ★弥生中期
後半0弥生
後期。古墳
前期0古墳
中期占古代
(8世紀)。古
代(8世紀後
半～9世紀前
辛)。近世
(18世紀)0

8世紀後半～
9世紀前半0

i
i

i
I
i

186 2003

-
E

川田条里遺跡 A地区 同上。 ★弥生中期
後半。弥生
後期。古墳
前期。古墳
中期e古代
(8世紀)。古
代(8世紀後
半～9世紀前
辛)0近世
(18世紀)0

18世紀0 191,192のいずれ
かと同- のものと
みなした0

187 2003 川田条里遺跡 B2地 (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災★弥生後期 弥生後期前

～

区 害痕跡と水田の消長」pp55-58)p55(第2表「川田条
里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層一覧」):(B2地
区では古代Ⅱ期後半" Ⅲ期前半(第一水田)▼古代Ⅱ
期後半～Ⅲ期前半(第2水田)r古代Ⅱ期(第3水
田),古墳時代Ⅳ期(第4水田),古墳時代Ⅳ期(第5
水田)PJ弥生時代Ⅲ期～Ⅳ期(第7水ffl ).弥生時代

Ⅲ期(第8水田)で洪水砂層がある。)

(前半? )。
弥生後期D
古墳後期0
古代(8世紀
後半)0古代
(9世紀前
半)。

半?
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188 2003 r I蛸 里遺跡

i

B2地 (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災 ★弥生後期 8世紀後半。I

-
】

区 害痕跡と水田の消長」pp55ー58}p55(第2表「川田条

里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層一覧」):(B2地

区では古代Ⅱ期後半～Ⅲ期前半(第1水田),古代 Ⅱ

期後半～Ⅲ期前半 (第2水田)I.古代Ⅱ期(第3水

田).古墳時代Ⅳ期(第4水田),古墳時代Ⅳ期(第5
水田),弥生時代Ⅲ期～Ⅳ期(第7水田)▼弥生時代

Ⅲ期 (第8水田)で洪水砂層がある0)

!古墳後期0

古代(8世紀

後半)0古代

(9世紀前

早)0

189 2003 川田条里遺跡 B2地

区

同上0 ★弥生後期

(前半 ? )0

弥生後期。
モ モ

匿 紀前

9世紀前半。

190 2003 川田条里遺跡 C地区 i (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災-★古墳前 8世紀後半～ 185と同一のもの

害痕跡と水田の消長」pp55ー58}p55(第2表r川EEl条

里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層- 覧」):(C地

区では近世(18世紀)(第1水田),近世(18世紀)(第2

水田),中世(第3水ffl ),古代 Ⅱ期後半～Ⅲ期前半

(第4水田)ー古墳時代Ⅳ期(第5水田)ー古墳時代Ⅱ.

期(第6調査面)▼古墳時代Ⅱ期(第6水田)で洪水砂

層がある0 )

期0古墳後

期。古代(8

世紀後半～9

世紀前半)0

中世。近世

(18世紀)に2

回0

9世紀前半0 とみなした。

191 2003 川田条里遺跡 C地匝 同上0

～

1

★古墳前

期0古墳後

期。古代(8

世紀後半～9

世紀前半)0

中世。近世

(18世紀)に2

回0

18世紀0 (2

回)

192 2003 川田条里遺跡 C地区 同上0 ★古墳前

期0古墳後

期0古代(8

世紀後半～9

世紀前半)。

中世。近世

(18世紀)に2

回。

18世紀。(2

回)

193 2003 川田条里遺跡 D地区 (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災 ★弥生後 8世紀後半～ 185と同I のもの

害痕跡と水田の消長」pp55ー58}p55 (第2表「川田条

里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層一覧」):(C地

区では近世(18世紀)(第1水田).古代Ⅱ期後半～Ⅲ
期前半(第3水田), 弥生時代Ⅲ～Ⅳ期 (第6水田)で

洪水砂層がある。)

期0古代(8

世紀後半～9

世紀前半)。

近世(18世

紀)。

9世紀前半0 とみなした。

194 2003 川田条里遺跡 D地区 同上D ★弥生後

期0古代(8

世紀後半～9

世紀前半)。

近世(18世

紀)0

18世紀0 191,192のいずれ

かと同一のものと

みなしたO

195 2003 川田条里遺跡 E1地 (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災 ★弥生後期 弥生後期前 187と同一のもの

区 害痕跡と水田の消長」pp55ー58}p55(第2表r川田条

里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層一覧」):(E1地

区では弥生時代Ⅲ～Ⅳ期(第2水田)で洪水砂層があ
る。)

前半。 半。 とみなした0

196 2003 川田条里遺跡

i

E2地 (第3分冊)〔河西克造「川田条里遺跡における自然災 ★弥生後期 弥生後期前 187と同一のもの

区 害痕跡と水田の消長」pp55-58〕p55(第2表「川田条

里遺跡で確認された洪水砂層.泥炭層一覧」):(E2地

区では近世(18世紀),弥生時代Ⅲ～Ⅳ期 (第4水田)

で洪水砂層がある0)

前半0近世

(18世紀)。

半0 とみなした0

197 2003 仙Iffl 条里遺跡 E2地

区

同上0 ★弥生後期

前半0近世

(18世紀)0

18世紀0 191,192のいずれ

かと同一のものと

みなした0

174 2004 屋代遺跡群

I

⑥区旧 IV - p117など=第5水日面を覆う洪水砂 p111:第5水田は ▼7世紀末～ 7世紀末葉0
河道内 Y6ー

4b-4c

土器編年1期。和銅7年(698)? の木簡を伴う。 8世紀初頭0

△7世紀後半

(第4水田)。

175 2004 】屋代遺跡群 ⑥区旧 Ⅳ- . p121‥第4水田を覆う洪水砂Dかなり大規模な洪水に ▼7世紀後 7世紀末葉～

河道内 Y6】 よって廃絶 p111:第4水田は土器編年1期末～2期初 半0△8世紀 8世紀初め。

3C 頭0 前半 (第3水

田)。
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177 2004 屋代遺跡群 SD258 p75:(屋代遺跡群SD258-236溝群について)初源 = ▼4世紀後 5世紀? 付図2「屋代遺跡

236溝 SD258溝底出土遺物から少なくとも古墳3期には掘削 半0△5世 群古墳時代の土
秤 が完了していたと考えられる0 (中略)上層水路:水田 紀0 器編年表」‥古墳3

土壌に類似した堆積土が覆土中ほどに見られ▼その

後▼同時期の洪水砂を被っている0この洪水砂堆積

以後にSD258に代わって掘削されたのがSD235であ

る0溝底から多量の勾玉などが出土している0この溝

は遺物から5世紀代に比定されており,基幹水路が掘

削し直されていたことがわかる0

期は4世紀後半0

179 2004 更埴条里遺跡 1区.2

区

p21:今回報告する更埴条里遺跡では現耕作土であ

る川は除いて.いずれの地区にも普遍的に分布する

標準的な層がない0周辺の遺跡でキー層とされる9世

紀末の洪水砂は条里水田を整っていることで知られ

るが, 1区から5区まで堆積はみられない。3～5区は.

8- 10世紀に集落適地として遠地されているように後
背湿地内の微高地であり,洪水が及んでいない05区

と70m 程度しか離れていが▼屋代遺跡群の1区では,

60cm 前後の洪水砂が堆積しているO (後略)

★9世紀末0 9世紀末葉。

180 2004 屋代遺跡群 I旺 p113 :甲層:褐～明黄褐色砂e 洪水砂層0 (中略)Ⅲ ★9世紀末0 9世紀末葉。 180と同一のもの

層上面は,洪水哩没後の土地利用や再開発を探る

目的で行った,遺構は僅少で中世に至ってもほとんど

遺物は散見されない0Ⅲ層下面は▼.洪水直前の土地

利用が明確にパックされており▼9世紀後半の水田や

廃絶された集落跡が確認されている0

▼9世紀後

・o

とみなした。

198 2004 更埴条里遺跡 n (13 〔寺内隆夫「自然災害痕跡Jpp185-190〕p185:H 層に ★13世紀～ 13世紀～14

'14
世紀

代の
砂層)

含まれる洪水砂は▼自然堤防 I群から後背湿地 I群

では明確でなくなり,もっぱら旧河道(屋代遺跡群⑥

区～窪河原遺跡)と自然堤防Ⅱ群(窪河原遺跡)で見

られる。窪河原遺跡H 6区水的域の断面では▼砂の堆

積後に新たな畦畔や水路∴耕作面を再整備した跡が

4面認められる0また.畦畔脇にだけ砂層が残存する

面が1面存在する0明確に砂層と耕土層が分離でき
なかった層を含めるとl 耕地となったⅢ- 1▼8層上面

(13- 14世紀)～Ⅱ】3層上面(19世紀後半)の堆積

は約2.1m に達している。

14世紀0 世紀。

199 2004 更埴条里遺跡 n (19 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」pp185ー190〕p185 :D 層に ★19世紀中 1847年以
世紀 含まれる洪水砂は, 自然堤防 I群から後背湿地 I 群 葉(善光寺地 降0
中葉 では明確でなくなり,もっぱら旧河道(屋代遺跡群⑥ 震;ー847年)
以降

の砂

層)

区～窪河原遺跡)と自然堤防Ⅱ群(窪河原遺跡)で見

られる。窪河原遺跡H6区水的域の断面では.砂の堆

積後に新たな畦畔や水路.耕作面を再整備した跡が

4面認められる0また▼畦畔脇にだけ砂層が残存する

面が1面存在する0 明確に砂層と耕土層が分離でき

なかった層を含めると▼耕地となったm - 1,8層上面

(13- 14世紀)～Ⅱー3層上面(19世紀後半)の堆積

は約2.1m に達している P189‥(前略)d.ー9世紀中葉以

降の砂層 屋代遺跡群⑥区から窪河原遺跡の全域

でⅡ- 3層とした砂層が確認されている0善光寺地震

によると推定される砂脈を削っており▼19世紀中葉以

降と考えられる0上層より明治時代の焼き物が出土し

ており.それ以前の可能性が高い0 (後略)

以降0

201 2004 更埴条里遺 基本層 Ⅱー3 p54:9世紀第4四半期の洪水砂(Ⅲ層)の上部に堆積 ★19世紀後 19世紀後

跡.屋代遺跡

秤

序 し,現代の力クランを受けていない層をⅡ層とした0

(中略)屋代遺跡群⑥区以北.で共通のⅢI 3層の砂

は19世紀後半の洪水砂と推定される。

半0 半0

202 2004 更埴条里遺 更埴条 Ⅲ- 2 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」PP19卜194〕Pー91(表17 ★縄文後 9世紀後半e

跡.屋代遺跡 里遺跡 「災害痕跡一覧」)‥(洪水は基本層位m - 2;9世紀後 期。縄文晩
秤 半,Ⅶ;縄文時代晩期,K ~ X I ;縄文時代後期(た

びたび)で発生。)

期09世紀後

半。

203 2004 更埴条里遺 厘代遺 Ⅳ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」pp19ト194〕p191(表17 ★縄文中期 7世紀後半。
跡.屋代遺跡 跡群 「災害痕跡一覧」)=(洪水は基本層位m - 2;9世紀後 前葉0縄文

群 半,IV ;7世紀後半(水路氾濫.蛇行),Ⅵ上面;古墳

後期,Ⅶ;縄文時代晩期,K ~ X I :縄文時代後期

(たびたび), X I - X IE ;縄文中期中葉～後葉.Ⅹ

IV -X V ;縄文中期前葉で発生。)

中期中葉～

後菓0縄文

後期0縄文

晩期。古墳

後期。7世紀

後半09世紀

後半0
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204 2004 更埴条里遺

跡.屋代遺跡

秤

厘代遺

跡群

in - 2 Ll寺内隆夫「自然災害痕跡」pp191ー194〕p191(表17 ★縄文中期

前葉0縄文

中期中葉～

9世紀後半o ¥202b ffl - (D もの

～

I

i

「災害痕跡一覧」)=(洪水は基本層位HI- 2 :9世絶後

辛,IV ;7世紀後半(水路氾濫.蛇行),Ⅵ上面;古墳

i
i

】後手乱 Ⅶ;縄文時代晩期,K ~ X I ;縄文時代後期 後葉。縄文

i
a
I

I

] 1(たびたび), X n ~ X M ;縄文中期中葉～後葉,Ⅹ 後期。縄文

] 】IV -X V ;縄文中期前葉で発生0.) 晩期0古墳

i
i

i

i

後期。7世紀

後半。9世紀

後半0

205 2004 更埴条里遺 日河道 Ⅳ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」PP19卜194〕p191(表17 ★7世紀後 7世紀後半。 203と同一のもの
跡.屋代遺跡 EA/屋 「災害痕跡I 覧」):(洪水は基本層位 lIー3:19世紀 半。7世紀末 とみなした0

I* 代(参区 後半 ;善光寺地震(1847年)の水害か ? , H - 5;近世

(16世紀以降), Ⅲー2;9世紀後半,IV ;8世紀前半;

第3水EEl被覆,IV :7世紀末～8世紀初更 ;第4水EEl被

覆▼Ⅳ;7世紀後半;第5水田被覆で発生。)

～8世紀初

護。8世紀前

半。9世紀後

半016世紀

以降。1847

年?

206 2004 更埴条里遺

跡.屋代遺跡

群

i

i
i
i

旧河道

A/屋

代⑥区

Ⅳ

i

同上0 ★7世紀後

半07世紀末

～8世紀初
頭。8世紀前

半09世紀後

半。16世紀

以降 1847

年 ?

7世紀末～8

世紀初め0

175と同一のもの

とみなした。

207 2004

～
～

更埴条里遺

跡.屋代遺跡

群

旧河道

A/屋

代⑥区

Ⅳ 同上0 ★7世紀後

半。7世紀末

～8世紀初
頭08世紀前

半09世紀後

半O16世紀

以降。1847

年 ?

8世紀前半0

208 】2004

i
】
i

一

一

更埴条里遺 日河道 IEー2 同上。 !★7世紀後 9世紀後半0 202と同一のもの
跡.屋代遺跡 A /屋 …半07世紀末 iとみなしたO
群 代⑥区 g～8世紀初

B =:冨雷雲

l
一
一

-

l

半016世紀
ド

以降 1847 -
年 ?

l
200 】2005 郷土遺跡 1号溝 p420 :(1号溝は)調査区内をほぼ北から南へと流れ ★平安以降 9世紀0 p422;第110区け古

i :る流路である0調査段階では「溝」という名称を用いた
l

l(9世紀後半
l

代の土器(1)」

～

E E

[ [

J=め,1号溝と呼称するが,人工構造物ではないOお

】孟 票 慧 霊 吉濫 盈 ;2慧 欝

溝であり,この点からも自然形成であることがわか

る0 覆土は基本的に4層にわけられる。(中略)4層か

ら平安時代の土器が少なからず出土したことから平

安時代以降に形成されたものと判断した。1回のみの

大水によって形成されたものとは考えにくく.おそらく

複数回に及んだものでないかと理解できるd第110図

- 1-2が9世紀箪半頃に比定できるため▼おおむねこ
の頃に最終的に形成されたものと考えられよう0

i以前)。

】～

1

～

一
一
一

I
I
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178
-

i
I

=

ii

1

i～

1

2006

I

i1

i

E

昆宗寺周辺遺t

I

i

I

-

E～

芸本土F a i

i

p29:III層は,上下2層に分けられている0上位Ⅲa層 =★11世紀後 11世紀後
は粘土質シルトに円裸を多く含みT強い流水作用で …
堆積したといえ▼一方,下位のⅢb層は比較的安定し
た黒褐色か黒色の粘土質シルトであり,2層は全く堆
積成因が違うが.2つの層相を混在させた部分が多く

詛 3 - :̂

i
,
I

I:

ア
1
I

】

)

確認されていたため,調査段階から大きくⅢ層として

振り替えずに用いている。Ⅲa層は粘土質シルトに

覆土に入り込んでいることが確認されていることか

堆積したものといえる0(中略)例外的に前述したⅢa
層を覆土とした平安時代後半の遺構もあるが,Ⅲ層
内では遺構が把握できないため▼弥生時代後期から
平安時代までをⅣ層上面で検出する結果となってい" -
る。〔柳津亮「まとめ」pp375-380〕p379:(前略)11世紀
代の住居の状況をみると,501溝を中心に広く遺跡上
部を流下して埋積したと考えられるⅢa層は.11世紀
後半の住居覆土を構成し.11世紀後半の住居を切つ
ていることからーその埋積時期は11世紀後半頃に求
められるだろう0ただ,その時期に11世紀後半の住居
が機能していたかどうかは不明であり,直接の「災
害」として住居廃絶の要因となったははっきりしていな
い0しかし,この時期以降,調査地区では中世に関わ
るような遺物や遺構は全く見つかっていない。

209

-
-
l-

2007

H i

一
一
一 1
- 1

離山遺跡

i

～
～

6 p23:(第5調査面/ 6層について)6層は砂磯層からな
るが,本層からは砂磯に混じって相当量の遺物が検
出された。本層は北区の中でも部分的な堆積であり,
これは洪水等で押し出されたものと考えられる0遺構.

;は確認できなかったがI遺物を包含することから第5 !～ 順 葉頃に洪水等で押し出されたものと考え

★6世紀中 6世紀中葉。t

H

葉0○5世紀

中葉～6世紀.C ol中葉。
一一

182 2008

I

～

】

春山.春山B遺

跡

6* ア

層

11

2

-
】

P10 ‥2層は,洪水砂と認識される細粒砂でほぼ遺跡

一帯で確認された0隣接する川田条里遺跡Eー2調査
;区全域でも30cm 前後の堆積厚で検出され一本遺跡

B .C地点同様に水田跡を覆う状況であった0 (中略)
文献から18世紀中頃に地域- 帯を襲った河川氾濫

が該当する(寛保2- 1742年▼戊の満水)0

★1742年0

i

1742年0

i

211 2009 松代城跡 花の丸

御殿跡

地点の

13号溝
!吐

上層

】

pi0 -12:(13号溝虻は)平面的には百聞堀の内部を

巡る位置から検出された0堀の堆積土層は下層に茶

褐色を呈し植物遺体を多量に含む粘質土層とr-上層

に黄褐色を呈し微粒砂層に大別される0前者が通常

の堆積で.後者が洪水時の堆積と判断される。さら

に.洪水層の上部は花の丸造成と期の整地層が覆

い.意図的に堀を埋め平坦化している。寛保2年の洪
水後花の丸を築いたという文献記録と合致する0

★寛保2年。 1742年。

212 2010 松代城下町跡 第1砂 P18‥確認できた基本土層序は▼大火被災の痕跡と考 ▼18世紀後 19世紀前葉
E

(中木町.西木 磯層 えられる焼土整地層が3層とその被熟面4面▼洪水堆 半～19世 ～中葉?

町.紺屋町) 積の痕跡と考えられる砂傑層2層である。(中略)(第1 紀0△明治

砂磯層上方の)第1焼土整地層は明治初期までの陶

磁器が多く含まれるO(第1砂磯層下方/第2砂磯層上

初期(下

限)。
～
3

方の)第2煉土整地層は18世紀後半～19世紀代,(第

2砂磯層下方の)第3焼土整地層は17世紀後半～18

世紀前半の遺物が多く含まれ,それぞれ大火による

一括遺物として認識できよう。

～
I
]
i
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213

181

210

214
i

215

2010

2011

松代城下町跡

ii

i

第2砂p18:確認できた基本土層序は▼大火被災の痕跡と考▼17世紀後 18世紀中
(中木町.西木 磯層 えられる嘩土整地層が3層とその被熟面4面.洪水堆 半～18世紀 莱?
町.紺屋町) 積の痕跡と考えられる砂磯層2層である。(中略)(第1前半0△18

i

i

砂襟層上方の)第l焼土整地層は明治初期までの陶 世紀後半～
磁器が多く含まれる。(第1砂磯層下方/第2砂確層上
方の)第2焼土整地層は18世紀後半～19世紀代,(第
2砂磯層下方の)第3焼土整地層は17世紀後半～18
世紀前半の遺物が多く含まれ,それぞれ大火による

I 括遺物として認識できようp254(第3表):(松代城
下町(木町通り)では▼1712年に「亥の大満水」,1742
年に「戊の大満水」がある0大火は1717年,1733年,
1739年ー1788年,1800年に発生している0)

19世紀0

松原遺跡

】
I

基本土Ⅴ p14:基本土層Ⅴ層は地表下1m前後に堆積する黄褐 ★弥生後期 弥生後期前
葉。層

F

色系の砂混じりシルト層で,その上位には基本土層
Ⅳ層黒褐色砂質シルト層が乗るp15:V層前後の松
原集落は▼土器型式で設定されるところの1段階分の
時間帯に位置する集落が確認できない。このことか

前葉0▼弥
生中期後葉
～後期初
頭0△弥生

ら,(弥生時代)中期後葉に拠点的集落として拡大し
た松原のムラは.中期終末から後期初頭にかけて規
模の縮小が認められ▼その後移動していることが理
解される0洪水砂堆積後の後期中葉に至っては.新

後期中葉。

たに小規模集落が成立している。P16‥(旧河道SD10ー
の覆土について)(3層は)SD101内で唯一▼遺物を出
土しない厚い堆積層で.集落内基本土層Ⅴ層に対応
するものと思われる。同層は千曲川の洪水砂層と想
定され,集落および河道部に厚い堆積が認められ
る0河道内上下層から出土する遺物および▼集落牡
における検討から.同洪水砂は弥生時代後期前葉に
堆積したものと理解することができる0

i

i

】2012 御社宮司遺跡

i

基本土 Ⅱ

～

～
i
i

p26:(H 層について)10YR4/60褐0砂層。細粒砂主 ▼18世紀～ 19世紀以 江浦洋「大名.皮

層 体で小磯とシルト混入0近世水田(SL01)を被覆す 19世紀0 降e 民の時代と自然」
る。Ⅲ1a層上面に堆積し, m ia層を掘り込む竪穴最 )～ 『考古学による日
上部にも堆積する0宮川の氾濫による洪水砂と考え

られる。p109:(前略)(近世以降の遺構について)御
社宮司遺跡ではSL02-03 を被覆するシルト層の母材

となる洪水砂が確認されていないことから.耕作痕跡

と考えることとした0 したがって.約30年前の中央道調

査で発見された畦畔状遺構はー今回の調査成果から

18- 19 世紀の耕作痕跡と判断することができる0

～
～

I
I

r

l1

iI

本歴史16 自然環

境と文化』

2101 今宿遺跡 基本層

序

基本層

序

Ⅹ I P12 :水EEl域 -2.5Y3/1~ 5Y4/1黒褐色～灰色シルト ▼古墳前期 廻間 I 式期 】廻閉式土器につ
質粘土0層厚5cm - 12cm 0(中略)下から灰色l 黒褐 (廻間 I (新) の新段階～ いて.赤塚次郎,
色ー灰色- 黒褐色と色調は変化しているが,洪水に ～Ⅱ(前))0 rⅡ式期の前 1990「廻閉式土
より堆積した一連のものであると判断した p17 :(第4 △3世紀後半 半。 器」『廻間遺跡』愛
ffi )(x n 層上面で)古墳時代前期の水田遺構を検出 (廻間 I (新) 知県埋蔵文化財
ルた0この水田遺構は,洪水によると思われる粘質シ ～Ⅱ(前))0

I

センター調査報告
ルト層により覆われ,非常に良好な状態で残されてい 書10,pp50-109の
た0 (第2分冊)pp87一88 :(第3面の水田遺構の時期に 第7表(p106‥編年
ついて)上層のⅦ層からⅩ層で出土した土器が▼赤 対照表)を参考に
塚編年の廻問Ⅱ式後半から廻間Ⅲ式の前半にあた

ると思われ.下層のⅩⅡ層から出土した土器が,廻

間 I 式の新しい段階から廻間Ⅱ式前半のものと考え

られることから,3世紀後半頃を想定している0また,

ⅩⅡ層を覆うⅩ I 層は洪水によるものであり,第3面

の水田遺構が第4面の大畦畔を踏襲していることか

ら.ⅩⅡ層の時期に近いと考えられる0 (第2分冊)

p88 :(第4面の水田遺構について)出土した土器はあ
まり多くないが▼おおむね廻間 I 式の新しい段階から

廻間 Ⅱ式前半のものと考えられることから,3世紀頃

のものと思われる。

】した0

210 今宿遺跡 ⅩⅡ P12 ‥水田域- 10GY4/1~ 10Y4/1暗緑灰色～灰色粘 ▼古墳前期 廻問 I式期 廻間式土器につ
質シルト。層厚5cm ~ 12cm op17:(第5面x x m 層上 (廻問 I (級) の後芋o いて.赤塚次郎,
面で)古墳時代前期の水田遺構を検出した p80:X ～Ⅱ(古))0 1990「廻間式土
Ⅱ層を除去しーⅩⅢ層上面において小区画水田を検 △古墳前期 器」『廻間遺跡』愛
出した。部分的に洪水による粘質シルト層に覆われ (廻間 I (新) 知県埋蔵文化財
た部分では▼.小畦畔の検出は比較的容易であった

がP 大部分ではⅩⅡ層とⅩⅢ層との識別がEEl難で

あった。(第2分冊)p88 :第5面から第7面において検

出した水田遺構の時期は, 出土した土器から第5面

～Ⅱ(前))。

～

センター調査報告

IflO,pp50-109ゥ

第7表(p106:編年

対照表)を参考に

した0が廻間 I 式後半から廻間Ⅱ式の古い段階.第6面が

廻間 I式頃.第7面が山中式と思われる。
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216

I

2101 今宿遺跡 門 ⅩⅣ t

t I

5Y3/2~ 5Y4/1^ U- ^ H3cm ~ 10cm oSfeiS ife- 7.5㍍ 票 讐 詣 漂 篭 t
p12:水田域では部分的に残存するだけである0

厚8cm - 15cm 。p17 :(第5面)(X V 層上面で)弥生時

代末期から古墳時代前期初預の水EEl遺構を検出し

票 芸裏芸 t

初頭O△古 E

墳前期0

以前)(190年 知県埋蔵文化財

代後半～3世 センタ- 調査報告

紀初め)0 書10,pp50-109の

第7表(p106:編年

た p139:X IV層を除去し,ⅩⅤ層上面において小区

画水田を検出した。部分的に洪水による粘質シルト

層が水田面を覆っており,これを目安に第6面とした0

(後略) 対照表)を参考に

した0

217 2102 城之内遺跡 日

i

Ⅱ P9 =灰褐色砂質土～茶褐色土～暗茶褐色粘質土;氾

濫原堆積物と思われ調査区全体にわたって存在して

おり,場所により上.下あるいは上.中.下と分けられ

る0暦厚は20~ 60cm と場所に依って差があり,均質

な状況ではないが一括してⅡ層とした。p109‥(区画

溝について)いずれの溝の埋土にも黄色砂層が含ま

れる0 (中略)広範囲に厚く砂が堆積していることか

ら,長良川の氾濫により一気に押し流されてきたもの

であると考えられる。p257:区画溝の年代について

はー(中略)第11型式= 生田2号窯期から大栗 I期

(p254;第144図;15世紀後葉～16世紀前葉)の遺物

が中心で,大窯Ⅱ期開始以前に廃棄.埋没している0

p258 :(土岐氏の居館である)「枝広館」の存続期間は
短くー天文4年(1535)長良川大洪水により廃棄され,

守護所は北方の大桑城へ移つたと考えられている0

居館堀跡には洪水堆積物と思われる砂層が認めら

▼16世紀前

葉(1535

年? )0

1535年。

)

I

F
れたが,各区画溝埋土もこれと同じであって,静水堆

積や人為的な埋設の状況にはない015世紀の第1l

型式= 生田2号窯期以前の遺物はこの時溝中に落ち

込んだ可能性がある0区画溝の建設.廃絶はともに

枝広館と密接に関連しており,大窯 I 期のうちに収ま

るものであったと考えられる0かわつていると見られ

る0

I

II

,i

234 220 上土遺跡立石 13 Ep19:(E層は古墳時代中期洪水堆積層=13層0) ★古墳中

期0

古墳中期0

地区

235 220

1

I

i

l孟孟遺跡立石li

i t

i

I

llb

-i

1
i

1

p24:D H 層(ll-10層)-D I層(9- 7層)日.(平安時代 ▼古墳中期

～8世紀また
は平安初

Sl o△838ね
F ;二Ktテフ

8世紀 -838

年?

I

l一
一

r
,
I

i
I

l-
i

一
一

i

の湿地性堆積物層)(中略)(11層について)自然堆積

層:b層～一部でa層? (洪水堆積)。p52:(12層水田

について)12層水田を覆う11層黄灰色粘土(腐植質)

8世紀代にまで遡る可能性もある0

218 2202 池ケ谷遺跡 E- IV
i

P27 :河川の氾濫等によって堆積した砕屠物によって

生成されたと考えられるラミナの発達した灰色の色調

で. (中略)。1/2区～7区の調査区全域に広がってい

るO層厚30~ 40cm でP平均35cm を測る0 (後略)

p103:D IE層の下町 こ属するE層は,静清平野の他遺
跡の土層堆積状況との比較検討から5世紀頃と推定

されるものである0

★5世紀0 5世紀0

246 2203 有東遺跡第14 SD09 SD09 p12:(溝状遺構SD09は)調査区北隅で検出した0 (中 ★弥生後期 弥生後期初

.め0

ど

次 埋土

～

略)覆土は砂裸層を主体とする0機能している最中に

洪水で埋没したものと考えられる。この砂磯は,上層

水田耕作土(Ⅲ層)の供給源になっていると思われ

る0洪水に伴う自然流路とも考えられるが▼方向性等

を考えると人為的な溝と見たほうがよかろう0出土土

器から埋没時期は弥生時代後期初頭と考えられる。

初頭0

230 2204 上反方遺跡 基本層

序
5.6 わ22:5層 (砂傑層),6層(砂層)は洪水堆積によるもの

は推測され,40cm 程の砂磯が堆積していたものであ

★16世紀初

頭(1507

16世紀初め

(1507

る p38 :(文献も含めた)残存記録から可能性が見出

せるのは1507年(永正4年)の洪水である0 とすると▼7

層水田が洪水に襲われた時期は16世紀初頭と者え

られる。

年? )0 年? )0

231 2204 上反方遺跡 基本層

序
12 p38:12層の砂襟はかなり厚い洪水堆積の跡である0

上反方の南方に位置する矢崎遺跡の基本層序14層

に相当し,また石成遺跡でも同様な層が確認されて

いる。鎌倉時代を前後する時期に起こった大洪水痕

跡であると考えられるが,残念ながら文献では10～

12世紀にかけて空白部分が多く, (後略)0

★鎌倉0 鎌倉0
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236 2205 川合遺跡志保 基本層 7 |p10:6層と8層の水田耕作土に挟まれる青灰色細砂 ▼5世紀0△.5世紀～6世 i

i

i
～
～

田地区 序 層▼(後略)op12‥(第6面は)8層の上面で確認され 古墳後期(第

5面水田)0

紀?

た。(中略)(第6面の)時期のついては遺物が少なく

明確にはできないが下の9層が5世紀代の遺物包含

層と判断されている。p115 :調査第5面と6面は▼上下

を厚さ1.1m ~ 1.8m を測る洪水堆積の砂磯に挟まれて

いる05面は水ffl ,6面は方形周溝墓からなり▼弥生時

代中期から古墳時代中期の間は▼大きな洪水に遭う

ことなく,低地ではあるが比較的安定した環境が類推
される。P1ー9 :(第6面について)ここからは洪水により

運ばれた▼青灰色細砂に覆われた10枚の水田を検

出したe

247 2206 ケイセイ遺跡 基本土 Ⅱ p6:I 盛土 旧社宅(官舎)造成土0 上面(現地表 ★近代以 近代以降0
第7次 層序 面)の標高は,西区,東区とも10.5~ 10.6m o H 砂裸

層 Ⅲ層上面を覆う0近代以降の洪水層0

降0

244 2207 小瀬戸遺跡

,
I!
i

i
】
i
】
i
i

SD 0 p42:SD10はE区の北側に位置する p43:(SD10の時
期は)12世紀から13世紀と思われる p163 :E区の南

★12世紀。 ー2世紀。

西から南東にかけての建物群と流路や溝を検討する

と,9世紀後半～10世紀代には建物群に対して南東

部から北側の低地を流れていた大きな流路のSR8が

あつたと思われる0その後12世紀前半から12世紀後

半になると,南側の丘陵部や発掘区外西側から流れ

てくるSD 10などの河川の氾濫があつたと考えられる

この水害から建物群を守るような構造に整えられてい

I たと思われる0

245 2207 】小瀬戸遺跡 E区な 2-4-7 p26:(前略)(A 区では) I 層～Ⅵ層は粘土を主体とす ★1827年 ? 1827年0

1】
i

】
-

日下部(1975:

ど る層位で,5~ 25cm 程度の厚さをもち灰色～褐色を ▼戦国～近 171)には7月16日
呈する,このなかで最下位にあたる6層で戦国時代～ 世。 こ「遠江.美濃洪

近世の水田を検出している0 (以下,B-C -D 区も同 水☆天竜川破堤」

様 )p27:(前略)(E区は)他の地点に比べ河川の影 とあり.静岡県編

響が大きかったことが知られる。また,不整合がみら (1996:62)にも同
れる2-4-7層も粘土でありながら水性堆積によるもの 日に「大井川.天
と考えられる0 (後略)p166:(前略)近世の洪水で記 竜川満水▼所々堤
録に残るものとしては,文政11年(1827)の藁科川の 切れ, (後略)」と
氾濫がある。(中略)今回調査を行った水田からは19 あるため,これに

世紀前半までの遺物が出土いているので,調査に 対応すると解釈さ
よって検出された水田はあるいは文政日年の水害に

よって埋没したものとも想定される0しかし.水が引い

た後は洪水堆積物の上面を利用して,再度水田を営

んでいる0(後略)

れる0

248 2207 小瀬戸遺跡 〔原日直浩「自然災害について」pp200-201〕pp200- ★18世紀～ h 8世紀～19

201:73-3地点は既刊『小瀬戸遺跡.栗ケ沢遺跡』によ

れば,水性堆積が随所で確認れており▼文政11年

(1827)に藁科川が氾濫して広い範囲で川成となった

ことから. 「調査によって検出された水田はあるいは

文政11年の水害によって埋没したものとも推定され

る」とされている(静岡県埋蔵文化財調査研究所

2007,166頁)よしかL P文政11年の水害以外にも小
瀬戸村は度々藁科川の水害や山崩に悩まされてい

る。例えば.宝暦6年(1756)の「田方荒所引高小前胤

(戸崎家88号)には「谷川地」の名が見え,また, 文化

9年(1812)の「田畑損地書上」(戸崎家96割には,「当

月(6月)四日.五日大雨出水にて所々山崩仕,村中

江石砂等押出し」とあり,6月4日.5日の大雨洪水で

山崩が起き.田畑が石や砂に埋もれたことが記され

ている0この時被害にあった出畑の場所には「谷川
地」や「ひのくま」の名が見られ,発掘調査地周辺で

被害があったことがうかがえる0これらのことから,i

概に文政11年の水害によって埋没したと推測すること

はできず,小潮戸村は何度も被害にあっていることが

窺える。

19世紀(文政

11年など)0

世紀0

2ー9 2208 瀬名遺跡 2/3区 10 p68(第19表):(10層の時期は古墳中期。)p92 :10層

は上下を黒泥質の層に挟まれた砂傑層で▼12層上の

杭列水田が放棄され湿地化した期間の- 時期にP流

路や洪水によって堆積したものである0 (後略)

★古墳中

期0

古墳中期0
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220

I

I

1

2208

1

瀬名遺跡 6区 7 [p176 :(18層水田について)被覆層である17層(水性 ▼弥生後期 弥生後期中
堆積砂磯層)と18層との境界は波状明瞭である。(中
略)(出土)土器については.(中略)弥生時代後期前
半くらいとした p179 :16層水田は全域を15層(砂確)
に被覆される。この6区15層は杭列水田を被覆廃絶さ
せた砂磯層(2区～6区に広がるO確認範囲約300m )
の一部である0(後略)p183:完形に近い土器として調
査区南西部の畦畔交点から小型の相が検出されたこ
とにより▼弥生時代後期後半～古墳時代初頭くらいと
した。p189:(14層水田の)基盤層は精査面全域にお
いて砂傑層(15層)である0(中略)(6区15層は)5区9
層,2/3区10層に約300mの範囲にわたって対応す
る0

喜野 預 t

I

1

葉?

221

1

2208 瀬名遺跡

i

9区 3,4 p372 :1層と2層は近代以降の客土で.現地表面では -
畑が営まれていた03層▼4層としたのは▼洪水により
堆積したと思われる砂.砂襟で,これを掘り下げると5
層上面の遺構が現われた0(中略)(5層上面の遺構
の時期は)近世～近代であることにまちがいないであ
ろう。

▼近世～近
代。△近代
以降。

近代? i

I

242 2209

F

恒武東覚遺跡 自然流
路

p16:(SR216は)本来はSR215の一部であり,洪水の ★6世紀末" 6世紀末葉～.
跡と無われる SR215は .断面の観察から さらに上 7世紀後半。7世紀後葉0

SR215 )U*¥ 。
下2本の流路に分けることができる0いずれも埋土は ▼5世紀後

216

i
I

砂層と粘土層の互層になっており.ラミナの発達が見

られることから.複数回の洪水跡を示している。(中
略)SR215の上部とSR216からは,6世紀後半から7世
紀前半の遺物が主体で,下部からは▼5世紀後半の
遺物が出土しており.時期差を示している p65(義
2):(SR215-216の時期は6世紀末～7世紀後半0)

半0△6世紀
後半～7世紀

.前半0

243 2209 恒武東覚遺跡 自然流
路

I P38‥(前略)埋土は小蝶を含んだ砂を主体としてー ★8世紀後葉8世紀後半～
所々に粘土層をはさんでおり複数回の洪水跡を示 ～9世紀初 9世紀初め0

SR213 目
している0(中略)この流路の中層から下層にかけて,
8世紀中葉～9世紀初預の遺物が多く出土した p65
(表2):(SR213の時期は8世紀後葉～9世紀初頭。)

譲0▼8世紀
中葉～9世紀
初頭0

2.チ9 2210 恒武西宮遺跡
第3次.第6次.
第7次

Ⅱb.
Ⅲ

pll(Tab.3):(H b層;黄褐色細砂0年代;4世紀0特記
事項;洪水堆積。)(Ⅲ層;明褐色～灰黄褐色粘土0
年代;4世紀0特記事項;洪水堆積。)P12(Fig.13)‥Ⅲ
層は全域に堆積0

★4世紀。 4世紀0

241 221 藤守遺跡 p15:11層レベルでは7世紀後半の竪穴住居が構築さ★7世紀後半7世紀後半～
れP7世紀後半には14層のSR6以外はI 旦哩没す
る0住居は8世紀前後の侵食により形状がほとんどわ
からなくなったものと考えられる。洪水が頻発していた
ことを考えるとP寒冷な気候にあった可能性が高い9

～8世紀。 8世紀?

233 2212 t曲金北遺跡 基本層
序

Ⅳ P9‥(Ⅳ層は)灰色シルトと粘土の細かな互層なら成
る,水平ラミナの発達した自然堆積層である。洪水に
よる堆積層と考えられるが,砂利層などはみられな
い。(後略)p80 :(前略)静清平野の各遺跡の発掘調
査結果などにより,このⅣ層を供給したのは古墳時
代中期頃の安倍川の氾濫であると推測されている。

★古墳中
期0

古墳中期0

222 2213 箕輪遺跡

,

19 p37 :年代観:弥生後期前半019層水田作土(平面.断
面で検出.。下層水田に所属)。20層水田の被覆土。
洪水堆積土が.耕作されー19層水田の作土となって
いる020層上面の多くの地点で炭化物の薄層が見つ
かっているふ20層水田の耕作をしていたが,雑草が繁
茂しすぎたためか.野焼きをしたようである。その直
後に洪水が襲いかかり,水田が廃絶されたようであ
る。

★弥生後期
前半0

弥生後期前
半0

915 2213 箕輪遺跡 18. p37:(19層について)年代観=弥生時代後期前半0 ▼弥生後期 弥生後期前
蝪38:19層水田の廃絶の原因としてはー18層さらに18
層が洪水によって調査区にもたらされ.19層の日面
が覆われてしまったことによると考えられる。p39:珍
(18層)さらに粘土質シルト(18層)が洪水によっても
たらされても,19層水田から18層水E日へと,途切れろ
ことなく継続していたと推定できる0(中略)(16層につ
いて)年代観‥弥生後期後葉0

前半(19
層)0△弥生
後期後葉(16
層)。

葉～中葉0

916 2213 箕輪遺跡 18

i

p37:(19層について)年代観=弥生時代後期前半。 ▼弥生後期 弥生後期前

i

p38:19層水田の廃絶の原因としてはr18層さらに18
層が洪水によって調査区にもたらされ.19層の田面
が覆われてしまったことによると考えられる p39:砂
(18層)さらに粘土質シルト(18層)が洪水によっても
たらされても▼19層水田から18層水田へと,途切れる
ことなく継続していたと推定できる0(中略)(16層につ
いて)年代観=弥生後期後葉。

前半(19
層)0△弥生
後期後菓(16

.層)0

葉～中葉0

i
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223 2213 箕輪遺跡 t

i

15-2 p40 :16層水田の廃絶は,砂質シルトの堆積物(15層) ★古墳前期 】3世紀後半0 古墳時代前期後
の被覆によるものである。(中略)(D層群;15~ 12層 芸葦)(讐 t i

～

葉の年代幅が広
く.絶対年代は今
後検討をする?

の年代観は弥生後期後葉～古墳前期 )p42 :(15-2
層の年代観は古墳時代前期後葉。(3世紀後半?))
(中略)15-2層はP16暦水田の被覆土 p43:(前略)
以下のような洪水堆積と水田構築の順序が推定でき
る。第1に,15- 2層の砂質シルトが調査区の全面で
厚さ10cm ほど堆積するO第2に▼ここに15ー2層水田
が構築され,この堆積土の上半部もしくは大部分が
耕作される0しばらくすると.第3に,15- 1層の砂質シ
ルトが調査区中央部の東西大畦畔付近の北側と南
北大畦畔付近の西側部分に洪水堆積する。この準水
が引いた後に▼第4に,復旧水田の15- 1層水田の造
成が始まる。(後略)

224 2213 箕輪遺跡 15-1 同上。 ★古墳前期 !
芸葦)(誓 紀 !

i

3世紀後半0 古墳時代前期後
葉の年代幅が広
くー絶対年代は今
後検討をする?

225 2213 箕輪遺跡

1

14 p40:(D層群;15- 12層の年代観は弥生後期後葉～ ▼3世紀後 3世紀後半0

】

古墳時代前期後
古墳前期。)p44 :15- 1層水田の被覆土O田面を覆う辛? △3世紀 葉の年代幅が広
砂層の14層砂は,調査区中央部の東西大畦畔付近 後半? く▼絶対年代は今
よりも北東部のみに厚く1cm ほど偏在し,他の部分で
は薄かった0(中略)(12層の年代観は古墳時代前期
後葉? (3世紀後半? )

後検討をする?

226 2213 箕輪遺跡 ll p46:(11層の年代観は古墳時代前期後葉0(4世紀 ★古墳前期 4世紀末葉。古墳時代前期後
末。))p47‥5回目の洪水供給土はー16層以来の粘土 後葉(4世紀 葉の年代幅が広
であり,しかも12層までの堆積土によって田面は上昇
し▼南北大畦畔の高さの2/3以上がすでに埋没してい
た0

末)。 く▼絶対年代は今
後検討をする?

227 2213

1

箕輪遺跡

ち1

I

I

～i

-

4～6 p51:B層群(4- 6層)は.古墳後期前半(6世紀)の ★6世紀0 6世紀。

ii

Eら

i

228,229のいずれ

i 80cm程の堆積砂である。初期の6層と5層はそれぞれ かと同一とみなし砂層でありながら,水田作土として利用されている0

全国でも作土が砂層となっている埋没水田の発見は
22S

228 2213 箕輪遺跡 6層被 p51:6- 1層水田に襲来した最初の洪水堆積物0 (後 L* 6世紀0 6世紀0

膜層 略) i

229 2213 準 輪遺跡 - …4 ミp52:自然堆積の砂層である0 (中略)洪水の初期堆

積物である微砂の薄層の次に,厚い粗砂の堆積が行

われている0

～★6世紀。 6世紀。

1
-

237 2214 元島遺跡 基本層

序

I P7:近代の太ffl jliの氾濫によってT床土と耕作土の

間に▼薄い砂層が堆積している箇所も見られた。

★近代。 近代0

238 2214 元島遺跡 基本層 Ⅱ P7:褐色砂質土。細かな砂粒を主体に.若干の炭化 ★近代0 :近代。

…序

～
i～

物.植物繊維を含む層で.近代の太田川の氾濫層で

あるe調査区全域にわたって分布するがー東南域で

は確認できない0 (中略)平均20~ 30cm ほどであるO

239 2214 元島遺跡 18区 (第Ⅲ p193:第Ⅲ遺構面を,1.3世紀代の遺構として捉えた0 ★14世紀。 14世紀。

遺構 (中略)(8区では)遺構面として捉えきれなかった14世 ▼14世紀0

面)直

上

紀代と考えられる土坑も存在する0このことは,14世

紀の遺構面が何らかの原因で▼削平されてしまい▼深

い土坑状の遺構のみが残されたということも推定させ
る0また,確認面は確実にⅢ面でありながら,遺物は

14世紀代のもg)が混在している状況も確認された。こ

のことも, 14世紀代の自然災害を裏付ける事実と考

えられる0

、△15世紀0

240 2214 元島遺跡 8区 第Ⅳ p212:(第Ⅳ遺構面について)第Ⅲ遺構面より下層で 0 12世紀0 l12世紀～13

遺構 あることは確実だが.出土遺物に極端な差は認めら △13世紀(第 世紀前半?

面基

盤層

れない0基盤層となっている洪水堆積物に含まれる

遺物は.12世紀代のものに限定されるため,それ以

降ということは確実である0 (後略)

Ⅳ遺構面)0
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2 64 230 朝日遺跡 朝日U P28‥朝日M 層は粘土が堆積する層で.複数の炭化物 ★古墳中期 4世紀末葉～ ①400年ごろを4世

層 のラミナ状の地層が見られる場合が多い。朝 日M 層 前葉(宇田I 5世紀初め 紀末葉～5世紀初
は比較的識別が容易であり,朝 日遺跡全域において 式期:400年 (400年ご′ めとした0②ただ

の鍵層的な存在となる。灰白色を呈する場合が多く,

一般的には無遺物層となる0おおむね古墳時代前期
の松河戸式期を中心とした時期と想定できる0朝日
遺跡では広範囲に止水域が広がる環境であった。朝

日M 層上位に堆積する朝日∪層は▼砂を挟むシルト層

である場合が多く▼朝日M 層との間に不整合面が見ら
れる0やはり無遺物層であるが,谷Bなどでは朝日M

層が厚く堆積し,その下位には宇田式期の遺物が,

上位には奈良時代の遺物の包含が認められる0とこ

ろで濃尾平野での発掘調査において古墳時代中期

に大量の砂層の堆積が見られる場合が各地域で報
告されている0最も著名なものが一宮市大毛池田遺

跡の古墳時代水田を覆い尽くした砂層である0松河

戸Ⅱ式末葉段階の良好な遺物がその下位で検出さ

れており.宇田 I 式期内での出来事と想定されてい

る。この宇田期大洪水が朝日∪層に関係する砂層で

あると想定したト、0今後の調査成果をまたねばならな

いが▼比較的広域的な現象と思われ▼葉栗.中島.港

部郡を巻き込んだ大災害の可能性も指摘できる0し

たがってまた鍵層として位置づけが可能でありここで

あらためて大毛池田層と仮称しておきたい0所属時期

を古墳時代中期前葉段階と考え,おおむね西暦400

年前後を想定しておきたい0

ごろ)0 ろ)。 し,赤塚次郎.早

野活二(200 1)「松

河戸.宇田様式の

再編」『愛知県埋

蔵文化財センター

研究紀要』2

pp.13一32のp.31
「表1 編年対照

表」およびp.32によ

ると,宇田 I 式は

陶邑のTK73型式

に併行する5世紀

初め～中葉に位

置づけられてい

る0本稿では刊行

年の新しい方を

採った。

250 230 2 伊保遺跡 NR01

-

p6 :(前略)NR01とした砂磯の堆積範囲は幅50m にも ○廻間 I 前 廻間 I前半 廻閉式土器につ

付近 及んでおり▼その上流部での弥生時代後期～古墳時 辛(3世紀前 (2世紀末葉 いて,赤塚次郎,

代の集落の展開が推定でき▼それらの遺構群を襲つ 半)。 ～3世紀初 1990「廻閉式土

た小河川の氾濫が, NR0 1における土器堆積と推定で め‥近畿地方 器」『廻間遺跡』愛

きよう p14:(前略)NR01 -S K0 6を含めて廻間 I式前 の庄内期と 知県埋蔵文化財

半期の中で捉えておいて大きな誤りはない。 併行)?

～

センター調査報告

書10,pp50- 109の

第7表(p106 :編年

対照表)を参考に

!した。
262 230 3 今町遺跡

1

暦 本層 Ⅲ.Ⅲ
間

Pー2 :第Ⅱ層と第Ⅲ層の間に灰黄色粗粒砂やにぷい

黄褐色中粒砂の暦が一部でみられ,明治以降に起

こった水害により堆積したものと想定される。

★明治以

降。

I

明治以降0 i
】

263 2303

I
1
11

[今町遺跡

】

i

基本層

序

M -IV p 12 :第Ⅲ層と第Ⅳ層の間にも砂の層が確認されてお

り,江戸時代中期頃にも水害があった可能性が想定

は悪霊oP22品去監 禁こ豊 賢覧 慧 讐 雷 苫

期以降,洪水などの被害により大規模な土木事業

(整地)が行われたようで.これによってこの地域の様

相が大きく変わったものと思われる。本遺跡の南西に

位置する郷上遺跡では, 18世紀代に頻発する洪水を

避けて現在の台地上の鴛鴨集落に移動していること

が確認されており, 時期的にも符合しているように思

われる0

F 誓 i江戸中期0

～

i

18世紀における洪

水の増加につい

て▼上流域での窯
業にともなう伐採

に起因するという

見方もある(愛知

県121『志賀公園

遺跡 Ⅱ』)

253 2304 大毛沖遺跡 I .Ⅱ P17‥(遺跡は)遺構の変遷から4期に大別ーさたに8小 ▼7世紀後 7世紀末葉～

期間 期の細別を加える。I 期は7世紀後半を中心とする時

期0 (中略) I 期とⅡ期の間には30~ 40cm の洪水性

の堆積が見られる0これをもって I 期とⅡ期の大別と

した。Ⅱ期は8世紀前葉～中葉を中心とする時期e

半0△8世紀

前葉～中

葉0

8世紀初め0

254 2304 大毛沖遺跡 Ⅲ.Ⅲ p17:(前略)Ⅱ期とⅢ期の大別は,窯様式で示すと鳴 ▼8世紀前葉 8世紀中葉～

期間 海32号窯式の遺物がほとんど見られないことから区

分した0洪水性の堆積は確認できなかったものの,

『続日本紀』の記事には「鵜沼川(木曽川)大水0葉栗

中嶋海部の3郡水に浸る0」と見え,遺構.遺物の断

絶との関連性からも示唆できる。Ⅲ期は8世紀後半～

9世紀代までを中心とする時期0

～中葉0△8

世紀後半～9

世紀。

後葉?

255 2305 門間沼遺跡 〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194ー198▼「古代の様 ▼3世紀前半 廻間 I ～Ⅱ 廻間式土器につ

相」pp19 9-2 11▼r中世の様相」pp212-219〕p219 (表 (廻間 I 期0 いて, 当該報告書

5-im 間沼遺跡の変遷」)=(古墳時代 I l I 期/廻 式)。△3世 および赤塚次郎,

間 I .Ⅱ式閤0洪水。) 紀後半～4世

紀初頭(廻間

Ⅱ式)。

1990「廻間式土

器」『廻問遺跡』愛

知県埋蔵文化財

センター調査報告

書10,pp50- 109の

第7表(p106 :編年

対照表)も参考に

した0
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256 2305 門間沼遺跡 i 〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194-198,「古代の様 ▼3世紀後半 廻間Ⅲ～Ⅲ 廻問式土器につ

相」pp199ー211, 「中世の様相」pp212-219〕p219(表 ～4世紀初頭 期0 いて, 当該報告書

5.1「門間沼遺跡の変遷」):(古墳時代 i - n -ni期/ (廻間Ⅱ および赤塚次郎.

廻問Ⅱ珊 洪水? ) I

式)0△4世

紀前半～中

莱(廻間Ⅲ

式)0

I】

1990「廻閉式土

器」『廻間遺跡』愛

知県埋蔵文化財

センター調査報告
書10,pp50】109の

第7表(p106‥編年

対照表)も参考に

した0

257 2305

I

～

門間沼遺跡

i
i

I

〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194-198,「古代の様 ▼4世紀後半 松河戸 I ′} 松河戸 I式土器

相」pp199】211,「中世の様相」PP212一219〕p219(表 (松河戸 I Ⅱ期0

-

i

r

1

について▼赤塚次

5.ー「門間沼遺跡の変遷」):(古墳時代 I - Ⅳ期Ⅰ古 式)。△4世 郎. 1994「松河戸

墳時代 Ⅱ- Ⅴ期/松河戸 I -Ⅱ式間。洪水0)

i

!

紀末葉～5世

紀初蔑(松河

戸Ⅱ式)。

i

-

様式の設定」『松

河戸遺跡』愛知県

埋蔵文化財セン

ター調査報告書

49,pp84-103によ
ると,畿内の「布留

式土器の中で盛

行する特徴的な∃

コミガキ調整が欠
落し始めるこの段

階がおおよそ松河

戸 I 式前半期と基

本的に併行す

る」。ただし,松河

戸式は廻閉式の
基本的に後続であ

るから,本稿では

松河戸式の上限

を廻閉式の下限と

した0松河戸式の

下限については赤

塚次郎.早野浩

二,2001「松河戸.
;宇田様式の再編」

佃愛知県埋蔵文化

財センター 研究

紀要』2 pp.13-32

から▼420年とし

た0

赤塚次郎7早野浩258 2305 門間沼遺跡

l
i

〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194一198▼「古代の様 ▼4世紀末葉 松河戸Ⅱ期

相」pp199-211, 「中世の様相」pp212-219〕p219(秦 ～5世紀初頭 ～城山2号窯 二,2001「松河戸.

5.1「門間沼遺跡の変遷」)=(古墳時代E - V -VI期/ (松河戸Ⅲ 期e 宇田様式の再編」

松河戸 Ⅱ式.城山2号窯間e洪水0) 読)。△5世

紀後半(城山

2号窯)0

『愛知県埋蔵文化

財センター 研究

紀要』2 pp.13-32

を参照。城山2号

窯期は陶邑の

TK208型式期に併

行するとされる0

259 2305 門間沼遺跡 〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194-198,「古代の様 ▼5世紀末葉 H- ll-5f~ H 赤塚次郎.早野濫

相」pp199-211, 「中世の様相」pp212-219〕p219(秦 (H - 11# - 61^ 38

期0

二,2001「松河戸.

5l1「門間沼遺跡の変遷」):(古墳時代 Ⅱ期 -vi-vn 窯)0△6世 宇田様式の再編」

期/H- 11号窯 H - 61号窯間。洪水0) 紀前半(H-

61号窯)0

『愛知県埋蔵文化

財センター 研究

紀要』2 pp.13ー32

を参照 H- 11号

窯期は陶邑の

TK23型式後半～

TK217型式前半▼

H- 61号窯期は

T K10型式期に併

行するとされる0

260 2305 門間沼遺跡 〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194ー198▼「古代の様 ★7世紀初頭 H - 44号窯

期0

斉藤孝正▼1991

相」ppi99-211,r中世の様相」pp212-219〕p219(表 (H - 44号窯 「愛知」『古墳時代

5.1「門間沼遺跡の変遷」)‥(古墳時代ⅡーⅦ期.古

代 I - a期/H ⊥44号票期0洪水0)

期)。 の研究6』pp174一

181によると,東山

44号(H - 44号)窯

期は中村編年の

陶邑Ⅱ型式4段階

(田辺編年では

TK43型式期)に対

比される0
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690

I

2306 川原遺跡 [

～

E
】

水° e p57:(古代.中世について)遺構の検出状況から.水 ▼15世紀後 15世紀後半

田は, 「下層水田」と「上層水田」の2時期に分かれる 半~ 1fr世紀 ～16世紀前
ことが確認できた0これにより,Ⅶ期はa期とb期の2つ

の小期に細分することができる。P58 ‥これらの水田か

らの出土遺物は,いずれも15世紀後半～16世紀前半

に属するものであった。また▼「a期の水田」と「b期の
水田」の問には,極細粒な砂の堆積層が見られたこと

から▼この地に造られた水田は,一度洪水砂によって

埋没した後,さほど時間を経ることなく. 旧の規格をほ

ぼ踏襲した形で,再度造成されたと考えられる0これ

らの水田が営まれた時期は,川原遺跡の北西約0.3

km に位置していたとされる鴛鴨城の伝承記録(応仁2

(1468)年～永禄年間)ともほぼ一致しており.興味深

い0その後,戦国～江戸期に起きた洪水によると思

われる土砂に覆われ▼埋没したようである。

前半 A 15

世紀後半～

16世紀前
・o

半。

251 2307

-

清洲城下町遺 基本層 2

I

P6 =第2層は城下町期の遺物を多く含んでおり,この ○15世紀末 15世紀末～

跡 序 上面で宿場町期の遺構が多く掘り込まれている 92A ～17世紀前 17世紀前

区の西端では,第2層中にラミナが見られ▼この層は

五条川の増水によって形成された堆積物と考えられ
る0 (中略)第3層にも城下町期の遺物が含まれる0

p4 :(城下町卿 ま15世紀末～17世紀前葉0)

葉0△近世0 葉0

252 2307 清洲城下町遺 基本層 5 P8 ‥第5層は五条川の河道の堆積物である0 (中略) ★15世紀末 ー5世紀末～ 251と同一のもの

跡 序 第5層の五条川の河道の堆積物はその出土遺物から～17世紀前 17世紀前 とみなした0

i
I

城下町期に堆積したと考えられ, おおよそ約200年で

2m 以上の地層が五条川により堆積している0また.

93A 区では, 自然堤防の堆積物の上に河道の堆積物

l謡 L)漂 ㌢票 聖霊 宗 鑑 il<サtg * i-Z O Z t h豊

葉。 葉。

691 2308 天神前遺跡

I

-
1
-

SB 100 P9:竪穴状遺構は98B 区で1基確認された SB1001は ★5世紀前 ]5世紀前半。F
F

1

-
1

98B 区南端中央部で検出された竪穴状遺構である0 半0△5世紀

i(中略)SB1001は5世紀前半に位置付けられよう。 後半(神明式
i

1

]
1

5i

～

,
Z,
-

1
-
l

i

lpp9-10T tBアこ慧 諾E農 憲 監謡 慧 ㌶ 讃 雷

鳥監 詔 書 畠豊 I*SB 100ユ票 慧 豊 こ

Lf=。嚢はSB 1001が掘り込むオリl ブ褐色砂質シルト

】中から出土している0 これらの土器はSB 1001とそれ
1ほど時期的に差が認められないことから,土器が出

土した経緯に若干の問題が残るものの,SB 1001が機

能した前後の比較的短期間に洪水による堆積が頻

繁に起こっていたことが想像される。pp49-50:天神前

遺跡の古墳時代中期の土器は3段階に分けられる0

SD1006やSD1008は水田状遺構を切ることから.天神

前遺跡で確認された水田状遺構や竪穴状遺構の所

属時期は1段階(5世紀前半古相前後)に位置付けら

れ,少なくとも3段階(神明式=5世紀後半)には廃絶さ

れたと考えられよう。

期)P0

I

i
I
i

261 2309 八王子遺跡 pll:図 29. p7:- 宮市北部の大毛池田遺跡から門間沼遺跡にか ★5世紀前 5世紀前半0

4 30.

46-47

(pll:

図4)

けて,総延長3km を超える大規模な水田遺構が確認

されている0この水田遺構は3世紀前半頃に形成さ

れ,5世紀前半頃には分厚い洪水層によって埋没して

いる0八王子遺跡においても.2世紀後葉頃に掘削さ
れた大溝(B a-0 区N R01)が同じく5世紀前半頃の洪

水層で埋没しており.木曽川下流域でこの時期かなり

大規模な洪水が頻発していたようで,尾張平野低地

部の多くの集落がその影響をうけていた可能性が高

い p266:廻間Ⅲ～松河戸 I式期には.北側の大溝

内に.再度土器の大量廃棄が認められる。南側の居

住域ではt LC区に竪穴住居群が展開するが,B棟程

度と集落規模は依然として小さい0その後は▼木曽川

下流域- 帯を襲つたとみられる大規模な洪水によっ.

て大溝は埋没し,集落は弥生時代後期以来の集落 、

は廃絶する0 (後略)

半0

265 2310 法囲寺中世墓 基本層 Ⅱ p3:H 層下面は整然とした堆積で∴洪水等で一気に ★15世紀中 1452年ごろ0

序 Ⅱ層が堆積し.積石基頂部を残して埋没した感を呈し

ている。p27:『妙興寺文書』には宝徳4(1452)年の
「坂井某書状」の中に,洪水で材木が佐千原に漂着し

莱

(1452 ? ).
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266 2311 万加田遺跡 t

-

基本層-5 p76:第5層は酸化鉄の層で▼竪穴住居SB04- 11等 ▼9世紀～10 、9世紀～10世

序

i

】
～
～

の遺構より新しくーSB 12,SD08- 10などの遺構より古

く,この集落がI 時期水没した可能性を示している0

(中略)(第6層について)下層から9世紀中頃の遺物

が出土し,上層でSD09-10が検出されることから,そ

の間に堆積したと考えられる。p168:(SB12は)9世紀

世紀初譲0 l

△8世紀前半

～10世紀初
頭0

紀初め?

E
i

初～中頃の竪穴住居と推定される p194:(SD08の

時期は)9世紀後半～ー0世紀初頃と想定される0

p195 :(SD09は)8世紀前半～10世紀初頚の溝と考え
られる。(中略)(SD 10は)9世紀初～末の溝と想定さ

れる。

i

i

～

692 23 2 水入遺跡 大溝 】6 (第1分冊)p76:(古墳時代の大溝について)矢作川お ★古墳中期 古墳中期前 ～

～
～
i

I

よびそれに面する段丘崖とほぼ平行に北東から南西

方向へのぴる,段丘面を掘削して築準された直線的

な溝である0 (後略)(第1分冊)p83:大溝掘形内の堆

積土層を大きく第1～第9層に区分した0このうち9層

は上述したように大溝底部を完成させるための人為

的な埋め戻し層である。残る第1～第8層は完成後?

近世の堆積層で▼時期を概略を示すと次のようにな

る0第1層は戦国時代～江戸時代中期▼第2層は鎌

倉.室町時代一第3層は平安時代,第4層は奈良時

代▼第5層は古墳時代中期後半～後期,第6′〉8層は

古墳時代中期前半である。(中略)(大溝の第6層につ

いて)黒褐色シルトを主体とする層である0ラミナ構造
はみられないが,水が澱んだ状態であった可能性は

残される。植物質を多く含み. 自然状態の樹木や木

製品の遺存が顕著である0 (後略)p84:(第6層につい

て)矢作川の洪水によってもたらされたと考えられる
粗粒砂のレンズ状堆積である。(中略)(第5層につい

て)窯式表示のできない6世紀後半の須恵器も含まれ

ており▼およそ5′} 6世紀代の堆積層とみてよいであろ

う。

前半0▼古

墳中期0△

古墳中期後

半～後期(5

～6世紀)0

半0

689 2313

i
1

室遺跡

=】

基本層 (IV )

L
g

p15:(IV )黄褐色シルト層…下部ではグライ化して青 ★10世紀後 10世紀後

I
～
i

!

i

r
5

2-
1

序

i

灰色を呈しているが,ほとんど均一で洪水で一気に 「半。 半0

堆積した厚さlrn以上の土層であるO (中略)この層は

室遺跡の中世の基盤となる層であるが.この層が堆

積した結果ーこの地域に自然堤防が形成され, 中世

誓 禁 覧 孟 宗 孟票 悪 書h P.冒2‥

SK0ーから出土した土器群が黒笹90号窯式から折戸

53窯式に属することから,9世紀から10世紀後半の

200年近い期間であったと考えられる0廃絶時期は,
洪水によってもたらされた黄褐色シルト層に含まれる

土器が折戸53窯式に比定されることから, ー0世紀後

半としてよい0

267 2401 位日遺跡 pll:A地区南西部では昭和12年の洪水で堤防が決 ★1937年0 1937年0 9月の台風に伴う

壊した場所であり,部分的に砂層が遺構を破壊して 洪水よるとみられ

いた0 る(「気象庁天気

図」を参照)。津で

iア9fl io~ iia i-
計152.6mm の降水

量が記録されてい

る。

274 2501 浅小井城跡第 3 PP17-ー8:(p17 :「挿図17」中)3の砂層は粗砂が主体 ▼近世後期 近代以降0

2次 である0洪水によりたまったものと考える。4の土層は

若干の腐植土が混ざっていることなどから水田耕作

土と考えられる0近世後期～近代の遺物が確認でき

た04の土層が洪水により使えなくなり▼新たに土を入

れて水田としたのであろうか。

～近代。

273 2502

-

井戸遺跡 3区,4 p58:3区と4区ではー10世紀～11世紀の遺物包含層を ★10世紀～ 10世紀～11 断続的?

区 検出した0この包含層は厚さ30cm ほどで▼河原石も

多く包含しており▼土器の破片が石に巻き込まれたよ

うな出土状況を示していた。よって▼洪水ないしそれ

に類する現象が発生しー集落がその被害を受けた結

果堆積したものではないかと考えられる p60:3区～4

区の遺物包含層については.古くは7世紀前半の遺

物を含むが,中心は10世紀後半～11世紀前半g)遺

物である0また,年代を示す資料として皇朝十二銭で

ある「富寿神宝」も出土しているが, これが鋳造された

のは9世紀前半である0 これらのことから,井戸遺跡

に関わる集落の中心はもう少し離れた場所に.おそら

く7世紀以降11世紀前半まで存続しており.それが幾

度となく繰り返された洪水や土石流のような現象で押

し流されて形成されたのが3区～4区の遺物包含層で

はないかと考えられる。

11世紀0 ○

10世紀～11

世紀0

世紀0
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275 2503 草津宿場町遺 14 P3=各遺構構面の所属時期については.後述する各 ▼17世紀中 17世紀中葉

跡第7次 種遺構並びに整地層中より出土した遺物により概ね 葉0△18世 ～18世紀前

比定できーレンガ.コンクリート漆喰.瓦.ガラス片等

を含む近現代の撹乱並びに整地層である第1層より

下層で,第1面(19世紀前半以降).第2面(18世紀中

葉～後葉)▼第3面(18世紀前葉～中葉).第4面(17

世紀中葉前後),第5面(16世紀末葉～l7世紀前葉)

と推定される p5:第3面～第4面の間には第13層～

第14層の都合2層を認める。第13層は灰色砂質粘土

で.18世紀前葉のある段階で火災を受けた町屋建物

内に設けられた土間三和土である0第14層は生活面

である第3面の基鮭層で.厚さ12cm - 15cmを測る均
質な明黄褐灰色の砂層で.洪水による堆積砂をなら

した土層と推測する p31:(前略)当該調査地におけ

る層位を概観すると,旧草津川の天井川化が顕在化

する18世紀中葉の時期は当調査地の第2面に当たる

ことになり▼当該面下には少なくとも2回に及ぶ厚い洪

水砂層を基盤とする生活面(第4面.第3面)が所在す

るI 方,第2面の形成以降の地盤変化は比較的安定

したものであることが認められ,とりわけ,16世紀末

～17世紀代の宿場内の生活は, 旧革津川の氾濫(漢
水)に大きく左右されたものであったことが窺われるも

のとなったこ

紀前葉0 菓0

276 2503

i
i
1

草津宿場町遺 19.20 P3:各遺構構面の所属時期については▼後述する各 ★16世紀末 16世紀末葉

跡第7次

i

種遺構並びに整地層中より出土した遺物により概ね 葉～17世紀 ～17世紀中

比定でき, レンガI.] ンクリ- ト.漆喰I瓦.ガラス片等

を含む近現代の撹乱並びに整地層である第1層より

下層でP第1面(19世紀前半以降)▼第2面(18世紀中

葉～後葉), 第3面(18世紀前葉～中葉),第4面(17

世紀中葉前後),第5面(16世紀末葉～17世紀前葉)

と推定される p5 :第4面から第5-a面までの間には第

16層～第21層の層位を認める。第16層(暗灰色粘質

土)は比較的固く締った土層で▼当層上面よりSD06が

掘りこまれる状況から,第4面の形成時に敷詰められ

た整地層と考えられる。第17層.第18層は▼第4面に

伴う落込み埋土である0第l9層l第20層は第5Ia面上

に厚く堆積した明灰色粗砂層で.16世紀末葉以降,

17世紀中葉までの問のある段階で形成された洪水砂
層と捉えられた。第21層は第5-a層直上に堆積する

有機物を多く含む局部的な堆積層である0

中葉0△17

世紀中葉0

葉0

277 2503 草津宿場町遺

I

25 P3=各遺構構面の所属時期については,後述する各 ○16世紀末 16世紀末葉

跡第7次

～
i
～

i
i

種遺構並びに整地層中より出土した遺物により概ね 葉～17世紀 ～17世紀前

比定でき, レンガ.コンクリ- ト漆喰.瓦lガラス片等

を含む近現代の撹乱並びに整地層である第1層より

～芸竺芸君 覧霊 苫漂 謡 賢 漂 )T 呈8ffi4BS習字

世紀中葉前後).第5面(ー6世紀末葉～17世紀前葉)

と推定される p5:第25層は第5ーb面と第5-a面の間に

堆積した灰色シルト層と有機物層の互層で.上記した

第19層.第20層と同様,洪水等の水害に関連した堆

積土である可能性が高いものである p31:(前略)当

該調査地における層位を概観するとー旧革津川の天

井川化が顕在化する18世紀中葉の時期は当調査地

の第2面に当たることになり,当該面下には少なくとも

2回に及ぶ厚い洪水砂層を基盤とする生活面(第4

面.第3面)が所在する. 方,第2面の形成以降の地

盤変化は比較的安定したものであることが認められ,

とりわけ. ー6世紀末～17世紀代の宿場内の生活は.

旧事津川の氾濫(洪水)に大きく左右されたもので

あったことが窺われるものとなった。

前葉0 葉。

268 2504 柳遺跡 T4(③ 第1面 p23(図8):(洪水砂e直下は第1面 )p54:(第1面の) ★16世紀初 16世紀初

i
I
I

断面) 直上 水田1A は16世紀初頭頃に洪水を被り廃絶する0水田

1A の耕作期間は15世紀中頃～16世紀初頭頃までの

概ね半世紀間であったと考えられる0

頭0▼15世

紀中頃～16

世紀初頭0

め0

269 2504 柳遺跡 T4(③ 第2面 p23(図8):(洪水砂0直下は第2面。)p41:(第2面の) ★15世紀中 15世紀中

断面) 直上 水田1B の耕作期間は▼13世紀後半から15世紀中頃

の洪水を被るまでの概ね170- 180年くらいに推定し

ている。p44:洪水羅災の時期は15世紀中頃と考えら
れる0

頃0▼13世

紀後半～15

世紀中頃。

葉e
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270 2504 柳遺跡 T15 第2ー p23 (図8):(洪水砂0直下は水EB1BーI古 )p106: ▼14世紀前 宗讐 t
(⑧断 Ⅱ面 T15調査区は全域が水田1Bに該当し,T14調査区は 葉～末葉0
面)

直上 l

調査区北東隅に位置する沼沢地ないし自然河川の
SR1401以外は水田1Bが広がる。水田1BはTー5調査
区北西部ではrさらに水田1B- E -1BーI古 1B -
I新の3段階の耕土層に分かれ,水田1BーI古.1B

- I新段階には洪水に罷災している。p107:水H 1B
は最終段階の15世紀中頃に洪水を被る0この洪水は
柳川を起源とすると見られ.標高が低い筆11-10-24-
15-20の田面は洪水砂に覆われる0(中略)(水田の
時期は)水H iB - n が13世紀後半～14世紀前葉,
水B 1B - I古が14世紀前葉～14世紀末▼水田1Bl
I新が14世紀末～15世紀中頃といった年代観とな
る。

△14世紀末
葉～15世紀
中頃。

271 2504 柳遺跡 T15 % 2- p23(図8):(洪水砂。直下は水田1B- I新o)p106: ★15世紀中 15世紀中
葉。

269と同一のもの
(⑧断 I面 T15調査区は全域が水田1Bに該当し,T14調査区は 頃0▼14世 とみなした0
面) 直上 調査区北東隅に位置する沼沢地ないし自然河川の

SR1401以外は水田1Bが広がる0水田1BはT15調査
区北西部ではーさらに水田1B- H -1B- I古 1B -
I新の3段階の耕土層に分かれ,水田1B- I古.1日

- I新段階には洪水に罷災している p107:水田1B
は最終段階の15世紀中頃に洪水を被る。この洪水は
柳川を起源とすると見られ▼標高が低い筆11-10-24-

15-20の日面は洪水砂に覆われる。(中略)(水田の
時期は)水田iB- n が13世紀後半～14世紀前葉..
水田1B- I古が14世紀前葉～14世紀末.水田1Bー
I新が14世紀末～15世紀中頃といった年代観とな
る0

紀末葉～15
世紀中葉0

272 2504 柳遺跡 T15 第1面 p23(図8):(洪水砂。直下は第1面。)p120 :(第1面 ★16世紀初 16世紀初
め。

268と同一のもの
(⑦⑧ 直上 の)水H 1Aは1′5世紀中頃から約半世紀間耕作され. 頭0▼15世 とみなした0
⑨断 l6世紀初更頃に洪水に罷災するが,水田1Bの洪水 紀中頃～ー6
面) 時と同様に標高が低い田面には洪水砂が堆積する。世紀初頭。

929 2504

1

li柳遺跡 第1段 p71:堰1の周辺から出土した土器は弥生時代後期後 ▼弥生後期 弥生後期後 当該報告書では
階堰

～

～
i

半期のものを主体とする0なかでも広口壷▼直口蓋, 後半。○弥 辛(庄内期を庄内式併行期が
受口状口縁賓.賓,鉢は第1段階堰の堰き止め部構 生後期後 含まない)。 古墳時代初∋副こ
造材直下の標高97.9~ 98.0m付近から出土しており,
検出された第1段階堰の設営時期の上限を示すもの
である0これらの年代観についても弥生時代後期後
半の範暗に比定できる0すなわち.第1段階堰は弥生
5後期後半期に設営され,さほど時間を経ないうちに洪
水被害を蒙って遺棄されたものと考えられる0なお,
先述したように.検出された第1段階堰は幾度ものつ
くり替えを経て最終的に遺棄された遺構と考えられる
ものである0当地に最初に堰が設けられた時期の詳
細は不明であるものの,弥生時代後期後半を遡るこ
とはないとみられる p73 :(第2段階堰について)=遺
物は第1段階堰の項で記述したように.堰周辺の洪水
砂層から壷,嚢が出土しており,これらの主体は弥生
時代後期後半のものである0

】半。△弥生

後期後半。

～
F～
i

iE
～
I
～

含まれる。

I
-

930 2504 柳遺跡 第2段 p73 :(第2段階堰について):遺物は第1段階堰の項で★(弥生後期弥生後期後 当該報告書では
階堰 記述したようにー堰周辺の洪水砂層から壷,聾が出 後半からさほ半(庄内期を庄内式併行期が

土しておりーこれらの主体は弥生時代後期後半のも ど時期を経な含まない)0 古墳時代初頭に
のである。p74 :(第2段階堰について)堰周辺から出
土した土器の様相から.第2段階堰の設営から廃絶
までが弥生時代後期後半の範暗に収まるを考えら
れ,当堰は第1段階堰堤が遺棄されてからほどなく構
築され▼さほど時期を経ないうちに洪水で破壊され埋
没したと思われる。p75 :分水溝sxi- m 第2段階堰
の設営に伴って,T10SD4と重複する位置に掘りなお
された分水溝である p76:(分水溝SX1- Ⅲの)溝内
は砂が充満しており.洪水によって短時間のうちに埋
没した状況が窺えた。出土した土器は弥生時代後期
後半期のものを主体とするが▼高杯のように明らかに
古墳時代に時期が降るものもみられる。当溝と.重複
するSX1- VIの埋土の境が極めて不明瞭であったた
め.遺物取り上げ時に双方の遺物が若干混入したと
思われることから,これらについてはSX1- VIに帰属
する可能性が高い0

い時期0)▼
弥生後期後
半0○弥生
後期後半。

含まれる0

688 2601 嵐山 川1な P7:(川1は)調査区のほぼ全域で検出した▼北西から★室町末 室町末期0
ど 南東へ直線的に流れの方向をもつ自然流路であるe

(中略)この川は,恒常的に流れを維持していたので
はなく.桂川が氾濫した時に水が一気に流れ過ぎた
痕跡であると者えられる p19:調査により▼近代の耕
作土の下から.江戸時代の土坑.耕作地造成の跡.
室町時代末期の洪水に伴うと考えられる自然流路.
鎌倉時代から室町時代の耕作関連遺構を検出した。
(中略)室町時代末期に大規模な洪水にあって耕作
地が大きな被害を蒙つたと考えられる。

期0
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296 2602 宇治川太閤堤

跡

河川堆

積層

A p16 :A 0701hU > ?-E * 10cm li i:(D *ffl蒜g :諸 ㌶ Ocm IS 詔 品認 品i

瞭であるが.南側では欠如することもある0これは昭

和28年9月水害による氾濫砂と推定される0

★昭和28年9

月0

1

1953年9月0

297 2602 宇治川太閤堤t

跡

河川堆 E p16:宇治川の洪水により,河岸の微高地の形成され ▼元禄～正 1716年～

積層 た堆積物である。(中略)この層の上から50cm ほどの

ところには,文化年間の瓦が含まれる。(中略)A0701

トレンチでは15枚の氾濫堆積層が確認できる p17‥

(直下のF層)下位の河床磯との間に厚さ20~ 30cm

の元禄から正徳期の瓦の層が挟まれる0

徳00 文化0 1804年。

286 2603

～

内里八丁遺跡 A地区 p12:(A 地区の第4遺構面について)調査区の西部域 ★弥生後期 庄内期前 E

半。

参考 =森岡.西村

A地区.8地区 第4遺 から.洪水砂によって埋没した水田と畦畔を検出し 末葉(庄内 (2006)c

構面

直上.

B地区
水田

跡直

上

た p14‥(B 地区について)調査区南部域から洪水砂

(淡黄灰色細砂)の堆積によって埋没した水田畦畔を

検出した p54 :(今回の調査で)弥生時代後期末～古

墳時代初頭の水田跡を検出することができた0水田

跡は,20~ 30cm の洪水砂層をはさみー上下2面の水

田跡が存在した0 (中略)内里八丁遺跡で検出した洪

水砂は木津川の氾濫に伴うものと判断する0 (中略)

水田跡を検出したA .B地区は,現地形に残る田畑の

形状や畦畔の動きから,古くは木津川の河道部分に

含まれていたことが読みとれる p62‥(A地区の)下層

の水田跡が庄内期でも古相の時期に埋没したもので
あり▼上層の水田跡は庄内期でも新相の時期から布

腎式期初頭頃のものと判断される0なお,B地区水田

跡に関しては, (中略)A 地区下層水田に対応するも

のと判断しておきたい0

(古))0

287 2603

】

内里八丁遺跡 F区な

ど

P88 二流路跡に見られた洪水砂層とその東側で検出し ★弥生後期 庄内期前

・o

I
】

参考:森岡.西村

C地区～F地

区

た水田跡との関係であるが. 土層断面の検討の結

果,NR96224下層に相当する洪水砂によって水田跡

とが一様に覆われており,このF地区第6遺構面で検

出した水田跡の廃絶期が I期に相当するものと判断

される。(後略)p90 :今回出土した資料と,A -B地区出

土資料の対比を行うと, (弥生時代後期未～古墳時

代初頭の)古相をなす一群は今回の I lⅡ期に.新

相をなすものはⅢ期に相当するものと考える0

末葉(庄内

(古))0

(2006)

1

304 2604

i

京都大学北部 IBF34
～

P8=道路SF1は,逆台形に地面を掘削し幅約4m の路 ▼16世紀以 16世紀～17

[構内遺跡 区の 面を造成している。2枚の路面が確認でき,最初は掘 降0△17世

.紀。I

世紀。

1
i

B F34区 SF1 削面を叩きしめ,次の段階で砂磯を敷きつめた一種

の舗装をおこなっている。最初の段階では,東側に側
溝を設けている。路面を覆うように.流路SR1が堆積

しており,洪水により道路としての機能が維持できなく

なったことを考えさせる0 (中略)出土遺物の下限の年

代から判断して▼SF2は14世紀後半にさかのぼりSF1

は16世紀以降.灰色土2上面で検出した溝群は17世

紀の遺構と考えられる0

305 】2604 京都大学北部

構内遺跡

BD28区

BD 28

区

p234 :道路SF1は,調査区北辺を東西方向にはしリ, ★9世紀前

半0

9世紀前半。

方位を真北から約7度東へ振る0路面は,黄色砂に掘

り込まれた明灰色砂質土の硬化層で,路面直上の明

灰色砂質土との判別は容易だった0調査区西半では

授乱が著しいので構造は不明瞭だが,東半では▼造

成の痕跡や側溝を確認でき,黒褐色土の堆積中のあ

る時点で地面を逆台形に掘削して▼幅2m を超える路

面を達成していることがわかった。まず.当時の地表

面から土石流堆積層である黄色シルトないし黄色砂

に達するまで地面を掘削する。(後略)pp261ー262:道

路SF1の敷設の背景について考えてみよう。10世紀

中ごろには機能していることから▼成立が10世紀前半

に遡ることを否定できないので,ここでは,遠因とし

て,9世紀前半の鴨川氾濫にともなう比叡山地からの

河川の川筋の変化を想定してみたい0 (後略)

306 2604 京都大学西部 砂磯 P5=調査地は京大西部構内の西にあり高低差はな ★平安末

期0

平安末期0

構内遺跡 層 いO室町後期の大溝の下に厚さ80cm の砂傑層があ

り,北東からの土石流で一気に堆積したもののようで

ある0岩石の包含状態は極めて密で,岩石の上下で

平安後期の土器が層をなして堆積している。P6‥平安
後期に相当の土量を伴なう土石流が発生したもので

ある p23 :調査地においては平安末期に土石流の跡

がある0

278 2605 蔵ケ崎遺跡 No.2ト

レンチ

以北

p5 :(前略)N0.2においては表土下に黒褐色粘質土そ

の下に暗青灰色砂質土が厚く堆積している。この暗
青灰色砂質土はこれより以北の各地点においても確

認できる。また,B トレンチにおいて確認した上層水田

面を覆っており,出土した土器から見ても▼奈良時代

の中で堆積した洪水層と見られる0

★奈良0 奈良0
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遺跡一覧表A-2

281 2606 桑原ロ第6次 tA地区 pll:表土下30~ 70cm ほどの盛土が見られ▼この下 ★古墳後 TK43一〉
など

-

層に暗灰褐色系のシルト質細砂～中粒砂で構成され 期0△古墳 TK209(580

I

る厚さ10~ 40cm の旧耕作土層.その下層に厚さ 後期(TK43 -620年

10cm 前後の黒褐色中粒砂の包含層,その下層の灰

褐色粗砂の洪水砂層(厚さ30cm ),黒褐色シルト質細

砂の包含層(厚さ10~ 20cm )によって構成され▼この

下層に遺構検出面である青灰色極細砂層が堆積し

ている p11‥表土下の盛土下には厚さ30cm の洪水

砂層がある p12‥トレンチ西半の掘立柱建物建物群

と.東西方向の溝は灰褐色粗砂の洪水砂層の上面

から掘削されており,洪水砂が古墳時代後期までに
流れ始めた流路群に切られ,弥生時代～古墳時代

中期の遺構はこの洪水砂を除去しなければ検出でき

ないことから▼この洪水は古墳時代後期のものである

ことが限定できる。P21‥自然流路群は古墳時代後期
ごろに.まずNR02が流れ▼これによって堆積した洪水

砂を切ってNR01が流れ▼(後略)op24‥(NR01からは)

TK43~ 209型式に比定される須恵器などが出土し

た0したがって,この流路群の中で最も古いと見られ

るN R01も.古墳時代後期以降に堆積したと考えられ

る0

~ TK209)。 代)0

280 2607 上津屋遺跡第 第2トレ4上 p62 (第43図)‥(洪水砂03層は表土。4層より下方か ▼18世紀後 19世紀以

降04次 ンチ らは溝SD01の埋土が検出される )p64:(SD01の)上

面に18世紀後半から19世紀の陶磁器類が放棄され

ていた0

半～19世

紀0 △現代。

279 2608

1

佐山遺跡

i

B - 1 SD05 p45:(SD05は)調査区東部を南北に貫く溝である。 ★13世紀前 13世紀前

半0

i

地区 埋土 pp46-47:III層下半の出土遺物は13世紀中葉までに 半0▼11世

SD05 納まる0Ⅳ層(19層)は粗砂と磯からなる層で▼粗砂

の間に直径5cm 程度以下の亜円棟を含んでおり▼洪

水などで一時期に堆積したものと思われる。p47:

SD05が最初に掘削された時期については,Ⅴ層の出
土遺物に11世紀後葉の遺物が目立つことから,この

頃に遡る可能性が高い。また,いったん埋没する時

期はⅣ層の出土遺物から13世紀前半と考えられ,機

能を終える時期はⅢ層下半の遺物から13世紀中葉

頃とみられる0

紀後葉。△

13世紀中

葉0

288 2608 l佐山遺跡 B- 1 SD05 p63:(溝SD5は)調査区東部を南北に貫く濠である0 ★13世紀前

半0

i

匿 紀前

一
ii

`

279と同- のもの

地区 埋土 圧中略)哩土は5層に分けることができる。(中略)Ⅲ層 とみなした0

SD05 第Ⅳ の出土遺物は13世紀中葉までに納まる0Ⅳ層は粗砂

層 と礫からなる層で.粗砂の間に直径5cm 程度以下の

亜円棟を含んでおり,洪水などで一時期に堆積したも

のと思われる0 (中略)SD5は, 当初に掘削されてから

洪水によっていったん埋没したが,再び掘削され,

(中略)一旦埋没する時期はⅣ層の出土遺物から13

世紀前半と考えられ▼(後略)

295 2609 慈照寺(銀閣 基本層 6 p6 :(1区の基本層序について)第6層 水成のシルト ★16世紀後 16世紀後半 1～3区の基本層

寺)旧境内 序 ～極粗砂である0砂層はいずれもアルコーズ質で- 半～17世紀 -17世紀 序は互いに対応0

連の地層に見えるが.土壌化部分や堆積状況の観

察から,第6A ~ 6L層の12層に細分できる0 (中略)第

前半0 半0

6層は全体的に16世紀後半から17世紀前半にかけての地層であるoP42:堤30は防御用土星によく似た規模と形状だが.2度の改修を経て大型化した結果であり,1区西壁で観察できる当初の規模は極めて小さい。また.通常防御用土塁に付随する堀を持たない0(中略)堤30は,I期の段階から北側斜面に洪水砂のすりつきが見られること.改修のたびごとに規模を大きくしていること,最終的に数度にわたる洪水砂層である第6層で北側斜面が完全に埋没していること,堀30南側の慈照寺主要伽藍域に顕著な洪水砂を及ぼしていないこと.などから水防と砂防の機能を有した堤防であることが明らかである。(後略)

i

285 2610 下植野南遺跡 A地区 p15 :(古墳時代 I 期の)遺構面はSR395333を起源と ★6世紀0 ▼ 6世紀(530年

(1992 する洪水性の堆積物によって短期間に埋没したた 6世紀前葉～ 代(TK10)以

年度調 め,遺構面の残りが比較的良好であった p93‥(6世 中葉(TK10 - 降)0

査) 紀について)A 地区ではTK10-M T15型式の時期の遺

構が上下で検出されているが,土器型式に顕著な差

は翠められない0 (中略)下植野南遺跡は▼古墳時代

全般を通じて存在しているが,6世紀に最も住居跡の

分布密度が高くなることがわかる。A 地区の6世紀と

考えられる遺構面を覆うSR395333を形成した洪水以

後,A地区では住居が営まれなくなる07世紀の住居

域の変化と集落戸数の減少は,A 地区での現象と関

連するのかも知れない。

M Tー5)00 古

墳後期0
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遺跡一覧表A12

917 2611 水垂遺跡.長 河川 河川 Lp33:調査区内の北東部を蛇行しながら,北西から南 】★6世紀前 6世紀前半 M T15は500年代

岡京左京六.
】
埋土9 東方向に延びる河川であるe (中略)(埋土の基本層 半0 ▼布留 (MT 15 :530 -530年代前半で

七条三坊

1

- 12 序うち)1~ 8層は洪水以後7世紀前半までの堆積層, .期以降0△7 年代後半よりあり,530年代前

9′} 12層は砂磯を主体とした6世紀前半の洪水による 世紀前半0 も前)0 半を洪水の下限と

堆積層ー13′} 25層は布留期から洪水までの堆積層で

ある p98‥(古墳時代のうち)4期(p96:(3-4期は布留

期の土器を伴う0))と5期 (p96:(M T15~ TK10型式の

須恵器を伴うe))の問にも時間的空白が存在する05

期の竪穴住居は4棟と激減する0この時期に洪水が

おこつたと思われる0流路に沿って砂磯流がいっきに

流れ込んで.流路を大きく削り込んでいるO

M T15-

TK10。

した。

298 2611

i

長岡京左京第 .基本層 4 p221:(第4層は)赤褐色襟層である0後述の第5層.- 】★長岡京期 長岡京期～

293次 序 長岡京期整地土層を刻んで堆積する0淘汰が悪い粗

粒堆積物であり,層相から土石流堆積物と判断され

た。厚さは0.3m である。基質は壌土質である。トレンチ

南半に分布している0上面では土坑状の掘り込み

(SK29301)を確認した p226:土石流の発生は長岡

京期もしくはその直後頃と推察される。

もしくはその

直後頃。▼

長岡京期。

平安初期?

299 261

I
i

長岡京左京第 3

-
!】
】

p172‥(第3層は)灰色砂質シルト.シルト壌土(上部) 〇一4世紀前 14世紀前

i

i

370次 ～砂襟.4層系混じり(下部)0 (中略)第3層は▼下位

の第4暦の上に弱い下方侵食を伴って堆積する洪水

性の薄層である0 (中略)第3層及び第4a層上面では

中世段階(14世紀前半下限)の素掘り溝群が検出さ

れた p175:第3層及び第2C層下部に下部に伴う遺物

の下限年代は,後述するようにおよそ14世紀前半代

であり. (後略)

半0△14世

紀前半。

・o

300 26 長岡京左京第 基本層】3b p129:淡緑灰～瀬黄褐色シルト質砂.砂疎く中略)近 ▼10世紀前 10世紀中

[438次

E

序 隣河川からの溢流氾濫梨q)堆積物に相当する0

p159‥遺跡の変遷過程を時系的に整理すれば, (中

半～中葉0

△10世紀前

葉0

i
-

略) I期:湿田的農地利用段階(第4b層準:9世紀後 葉～中葉(上

半代以降)ーⅡ期 :乾田もしくは半乾田的「棚田」状小 限)。
i

～

;I

i

区画水田の構築.利用.埋没過程(第4a層準=10世紀

前半～中葉の埋没年代観),Ⅲ期:扇状地面(第3b層

の溢流氾濫に伴って形成された微高地面)上におけ

る建物配置等が示す集落的土地利用段階(第3a層

準t下部‥10世紀前半～中葉上限).Ⅳ期=農地利用

への再転換段階(第3a層準.上部～第2層準=10世紀
代以降13世紀代)0

301 2611 ;長岡京左京第 基本層 4a

1

p129:褐灰色砂質シルト～シルト質砂, (中略)弱い溢 ★10世紀前 10世紀前葉 I

-
l一一

】

438次

1

序

I
11

流に伴う菓理状の構造がl 部で観察される0動水的

[条件下において形成された埋没条里水田土壌であ
】る0 (直下の4b層では)9世紀後半代の土器資料が確
1記された p159‥遺跡の変遷過程を時系的に整理す

れば▼(中略) I 期‥湿田的農地利用段階(第4b層

準=9世紀後半代以降), Ⅱ期=乾田もしくは半乾田的

「棚田」状小区画水田の構築.利用.埋没過程(第4a

層準=10世紀前半～中葉の埋没年代観). Ⅲ期:扇状

地面(第3b層の溢流氾濫に伴って形成された徴高地

面)上における建物配置等が示す集落的土地利用段

防(第3a層準.下部 =10世紀前半～中葉上限), Ⅳ期 :

農地利用への再転換段階(第3a層準.上部～第2層

準=10世紀代以降13世紀代)0

i.半～中葉。 ～中葉0

i

302 261 長岡京左京第 SD465 SD465 p178 :(SD46511-46512について)両溝とも哩土はシ ▼長岡京 長岡京期～9

465次 474次 ll. ll. ルト.砂～砂磯層の互層で構成され.動水的な条件 期0△9世紀 世紀前半0

46512-46512

47420

下における埋没過程が確認された。後出の左京第 中葉～10世

47420 474次検出の三条大路北側溝SD47420内部における

堆積構造との比較 洪水堆積物に相当するものと推

紀前半0

!

哩土 察される0Pー85:(SD47420の時期は長岡京期0 )

p196 :(SD47420の)堆積面では小形のピットP01が検
出された。長岡京期以降ー中世以前の土地利用痕跡

と位置付けうる0後述の包含層資料ではー平安期Ⅱ

期(9世紀中葉～10世紀前半)に属する土器類が確

認されており▼当該期の利用の可能性が示唆される0
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遺跡一覧表A-2

303 2611 長岡京跡左京基本層5 p179:(第4層は)灰色系砂襟～シルトであるO小畑川t左禁 孟 】富胃前期(布

i

第308次

i
i
i
I

序

～

系の氾濫堆積物および土壌帯(上部:第3/4層界土
壌化層.古墳時代中期下限か)である。調査地周辺 (古)0○庄 ;
の扇状地面を構成するとみられる0調査地北部が砂 内～布留0 7
磯質(4b層),南半に向けシルト～シルト質砂層(4b'・

4a層)に移行する0層界面が東ないし南東に延びる0
磯硬質の調査地北部が微高地状を呈す0本流から縁

g]A 誓 中 F

辺流路ないし湿地に移行する堆積相を示すと見られ
る。下位の埋没水田遺構を逆級化状に直接被覆す
る。庄内式～布留式土器片を極微量包含する0(第5
層は)淡灰～緑灰色シルト▼シルト質壌土である。埋
没水田遺構面を構成する。層厚0.4m程度である0上
部が土壌層と微弱な氾濫相を示す砂～砂蝶の薄層
の互層をなす。(後略)p226:(前略)(水田について)
水田面に伴う資料(庄内式)からみて弥生時代後期
頃に稲作を開始したと推測するが.耕作地維持の年
限は不詳である。遺構遺存状況からみて.畦の水口
が開け放たれ日面に稲株が残されるシーズンであろ
i識 語 監 孟 莞 ㌘鵠 託 fa tzl欝

濁水がEEF面をシ- ト状に覆うOさらに拳大の磯を伴う
砂確層が調査地北半部を覆っていく0洪水流が南東
に向けて走る0小区画水田景観が終蔦をむかえた0
しかし埋没面には少なくとも古墳時代前期.布留式古
相の段階に水田区画配列軸に沿うかのように水路状
の施設SD30832が構築される0

i

～

284 2612

i

i
I
Ì

i

F

西ノ口遺跡 北半部3

～
i
Ii

t
>i
i

pp90-91:(1953年の水害」について)この災害時の災 ★1953年8月 1953年8月
害記念塔が▼当調査地の東方約120mのところに位置
しており,現在は水田に囲まれた緯原神社跡地に建
てられている。この碑文には「昭和二十八年八月十
五日の未明南山城地方を襲った未曽有の大豪雨に
より天神川.不動川の堤防は崩壊し,田畑は砂傑泥
淳棒の惨たる荒原と化す。同年十月これが復旧に立
ち▼住民不屈の協力により,同三十四年五月工事全

ー4-15日。 14-15日。

;
-
i

一
一
一
一

一

く成る。同年八月十五日」れを且つ0耕地I 七八反0
i ≡ ≡ 三 ≡

海)。P91‥=昭和28年の水害による洪水層は北半部で
i孟設 謡 慧 漂 警 部までは及んでおらず明

307 …2613

I

…平等院境内

F

i

防災施 こ/3、 p97:今回の土層観察かL,は,かつては北に向けて傾★近世未ご j近世末期O
…設工事
塩豊吉

北部調
査地区

い橿
色砂
層

i

斜する地形であったことが分かった0当地区の土層
は全体的にみて単純堆積であり.上層から順に説明
していくことにする0土層は,各地点とも現地表面下
、に近代盛土である約50cm の褐灰色砂質土.その下
に約40cmのにぷい栓色砂層が堆積している0にぷい
軽色砂層は近世末頃の河川氾濫層であるとみられ
る。

1ろ0△近代O
,
i

283 2614 1福知山城跡 整地 pp62-63:(前略)2層の整地層の間には.洪水などに ★18世紀 j18世紀末
層1.2 よるものとみられる厚さ15~ 20cmの暗青灰色粘質土 未。0 18世 I* .
間 が堆積しており.その中から18世紀後半～未頃の遺

物が出土した0このことから,整地層1はー8世紀末頃
以後,整地層2は18世紀末頃以前のものと考えられ
る。p66:整地層1は▼上記のとおり18世紀末頃の洪水
堆積層とみられる層の上に盛土されており▼それ以
後の盛土とみられる0(後略)

紀後半～
未。

282 2615 古屋敷遺跡 旧河川
SRO

p60:調査地東端では.河川堆積に伴う濁淡灰黄色極
細砂などの詰まった旧河川SR01が検出された。東側
の木津川の氾濫による堆積であろう。17世紀に形成
されたものである0

★17世紀0 17世紀0 [

289 2616 平安京右京三2区西 耕作 p19:(耕作土Ⅱの時期は江戸時代。)p20‥2区西端で ○18世紀～ 江戸(19世紀
条二坊十六町端 土Ⅱ

下
ま,耕作土層Ⅱの下層で流路もしくは氾濫を示すと考19世紀前 前半以降)?

第3次 えられる灰黄褐色から黒褐色を呈する磯混じりの砂
泥層が堆積し,18世紀γ19世紀前半代の陶磁器類
が出土した08区の西半部でも氾濫を示すと考えられ
る土層を検出している。

半0△江戸。

290 2617 平安京左京北W 区.X
区

洪水 p35:洪水層 IはW 区.X区などで確認されている水成★18世紀中 18世紀中葉
辺四坊 層I 砂磯層で,層厚0.05- 0ー1m ある0(中略)18世紀中頃

～後半の洪水層であるO(中略)洪水層の分布が調
査区南半に集中するのは,この地域が地層の残存状
態が良好であることに加え,北半に比べ.鴨川氾濫
原に近い低地であり.水害による被害を受けやす
かったことによるであろう0また.いずれの洪水層も砂
確からなることは.山地の土砂崩れによる比重の高
い泥流による被害であったことを伺わせる。

頃～後半0 ～後葉。
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291 】2617

～
r

平安京左京北 T 区.W 洪水 p35 :洪水層 Ⅲは調査区南半のT 区.W 区などで確認 ★17世紀後 17世紀後半

辺四坊

i
～

区 [層 Ⅱ
～

されている水成砂磯層で,層厚0.1m 以下である。(中 半～18世紀 ～18世紀前

贋 滝 芸富慧芸蒜宗芸豊富芸塁琶夏雲詔 孟漂 こ

の地域が地層の残存状態が良好であることに加え.

北半に比べ,鴨川氾濫原に近い低地であり,水害に

よる被害を受けやすかったことによるであろう0また,

いずれの洪水層も砂磯からなることは, 山地の土砂
崩れによる比重の高い泥流による被害であったことを

伺わせる0

前半0 半0

292 2617 平安京左京北 S 区

i

洪水 p35 :洪水層Ⅲは調査区南半のS区のみで確認されて ★17世紀中 17世紀中葉

】辺四坊
層Ⅲ いる水成砂磯層で,層厚0.2m 以下である0 (中略)17

世紀中頃の洪水層である0中略)洪水層の分布が調

査区南半に集中するのは▼この地域が地層の弗存状

態が良好であることに加え.北半に比べ,鴨川氾濫

原に近い低地であり,水害による被害を受けやす

かったことによるであろう0また.いずれの洪水層も砂

裸からなることは, 山地の土砂崩れによる比重の高

い泥流による被害であったことを伺わせる。

葉

293 2617 ～平安京左京北 S区-T 洪水 p35 :洪水層ⅣはS区▼T区.U 区▼W 区で確認できる水 ★17世紀前 17世紀前

辺四坊 区.∪

区.W

[区

I

i

層Ⅳ

】

成砂襟層で,層厚0.6m 以上に及ぶ部分がある。17世

紀前半の洪水層であろうe中略)洪水層の分布が調

査区南半に集中するのは, この地域が地層の残存状

態が良好であることに加え,北半に比べ,鴨川氾濫

原に近い低地であり.水害による被害を受けやす

かったことによるであろう0また,いずれの洪水層も砂

磯からなることは. 山地の土砂崩れによる比重の高

い泥流による被害であったことを伺わせる。

半0 ・o

294 2617

-

平安京左京六 轍 轍覆 p17:(楊梅小路路面は)全域で東西にわたり検出し ○11世紀～ 日世紀～12

i

i

条三坊五町跡 土
-

た0路面形成層は厚さ0.6~ 0.95m あり.厚い箇所で10

数層▼平均で8層程度重なっているe下から2層目の

上面で.轍の痕跡を検出した0轍の上部には砂蝶層

が覆う0 ((中略)(轍とみられる窪みの)上には洪水起

源とみられる粗砂が覆う0轍はこの粗砂.裸に覆われ

たため▼保存された0土坑3300は(轍を覆う粗砂 .傑)

を掘り込み, (中略)(この上にも路面を挟んでさらに

粗砂 I襟が堆積0)(中略)轍を覆う粗砂.磯は,11世

紀代の遺物に混じって12世紀代の遺物も含まれる0

p18 :(土坑3300からは)ー1世紀代の遺物が出土した。

12世紀0 △

11世紀0

世紀?

i

a
IF

-

342 2701

-

有池遺跡 03-1-4 p70 :生産域では近世の耕土.床土とその下層の近世 ★近世初 近世初め。

調査区 初更の洪水砂層を除去した段階でr中世の水田面を

検出した0
頭。

343 270 有池遺跡 わ3 0 0i8 p429:(2流路は)南辺に沿って約22m にわたり北肩部 ★12世紀末 …12世紀末葉 -
- …調査区 厚検出した。く中略)上層(2- 12層は)ほぼ水平堆積 ～13世紀初 ~ 13世紀初

…の2流 i
i

;であり,12世紀末～13世紀初譲前後の耕土とみら 頭。0 12世 】め。

KS

i
】

i I

れ 1調査区でみられた成果同様,南側へ向かって下 紀末～13世 i
1降する谷を棚田として利用したものと考えられる(中

略)2～ー2層のうち.8層は砂層で洪水砂とみられ.10

層はブロック土で整地層.12層は青灰色シルト層で床

土とみられる他は,灰色粘土を主体とする耕土層が

連続する。11層までは陶器片が目立ち,12世紀末～

13世紀初頭頃の遺物が主体であるが′12層では11

世紀末～12世紀前半の瓦器類が混在する0

紀初更。

349 2702 池島.福万寺

遺跡 I期地区

(総括)

】池島 I
】期地区

】1b i買蓋芸1bly ゥ>i藍 憲 買藍 琵 愚

との対比などから.享和2年(1802年)の北河内一帯

を襲った大洪水が最も有力な候補とされている。

★1802年0 1802年0 (参考 =門真町史

編纂委員会(1962:
基本層

序
776

353 2702 池島.福万寺 i 1b p12 :第1b層は最下部がシルトで上方粗粒化する自然 ★1802年0 1802年0 349と同一のもの

遺跡Ⅱ期地区

03-1調査区

堆積層である。1802年の洪水砂とする意見がある0 とみなした0

354 2702 池島.福万寺 3b p12 :第3層は15世紀後半から16世紀までの層であ ★15世紀後 15世紀後半

E

遺跡Ⅱ期地区 る0起源となる第3b層は調査区北.西部にのみ残存し半～16世 ～16世紀0
03-1調査区

と
I

ていた p13:第3b層は上方粗粒化し,下部がシルト

から細砂r上部は中砂から磯となる。第3b層は島畠

の芯にのみ残っている0

紀0△15世

紀後半～16

世紀0

363 2702 池島.福万寺

】

1-2 p9:(第1一2層は)池島第1b層に相当する水成層でー ★1802年。 1802年。 349と同一のもの

遺跡Ⅱ期地区 調査地北部の島昌間の凹部を埋積する0最下部に灰 ○18世紀後 とみなした0

05-1調査区 色シルトが薄く堆積し.その上を灰白色細粒砂～中

粒砂が覆っている。層厚は最大で40cm あり.上方に

粗粒化する0 18世紀後半～19世紀初頭の陶磁器を

包含しており.池島第1b層が享和2 (1802)年の大洪

水に比定されていることと矛盾しない。

半～19世紀

初頭0
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364 2702 池島.福万寺 1b p12 :(第1b層は)極粗粒砂～中粒砂を主体とする砂 ★1802年。 1802年0 349と同「のもの
遺跡 Ⅱ期地区 )質確層であるO調査区の全域に分布しており▼江浦 とみなしたO

05- 2調査区 ～洋は福万寺地区の調査において,第1b層を1802年

i(享和二年)の洪水によって堆積した氾濫堆積物とす

る見解を示す0

919 2702 池島.福万寺 1ー1b

i

P12 :第1層は3層に細分した。近世から近代の耕作土 ★近世～近 「近世～近代 ～

i

遺跡 Ⅱ期地区 層である0第1- l層は浅黄色細砂から磯混じり砂質 代0 ▼1802 恒 802年以

06-1調査区 シルトで▼層厚0.14 mである0起源となる第1】1b層は

細砂から粗砂の水成堆積層で調査区中央部でのみ
「確認できた0第ト 2層はにぷい黄橿色細砂から磯混

じり砂質シルトで▼層厚0.12m である。起源となるのは

厚い第1一3b層であるが,この層の直上はP捜乱の弱

い灰白色極細砂から中砂の層があり第1I 3層とし

た。いわゆる1b土坑の埋土も含み,層厚0.12ー0.5 6m

である0第1- 3b層は灰白色シルトから中砂の水成堆
積層で.最下邸がシルトで上方粗粒化し,層厚0.05 '

0 .56m である。1802年に堆積したと考えられるいわゆ
る1b層である0
I

年0 .降)0

i

920 2702 池島.福万寺

】遺跡 Ⅱ期地区

OC 133甫区

1- 3b 同上。

～

★1802年0

1

1802年0 349と同一のもの

とみなした。

921 2702 】池島.福万寺
…遺跡 Ⅱ期地区

02- 1-0 6- 2
調査区

1b P10 ‥【第1層】近.現代の作土居で.下部の第1b層を

捜拝したオリーブ褐色2.5Y 4/3の粗砂を含む砂質シル

LX 竺代～現

ii
i
A

近代～現

代0
トのa層とー色調が部分により異なる橿色5Y R6/8- 黄

褐色10YR 7/ 8の極細砂～極粗砂からなるb層であるD

遺跡全域で確認されるが.部分により層厚は異なり.

厚いところではb層が50cm を超える。 1

310 2703 池田西遺跡

i

基本層

序
2 鑑三豊 完 蒜 )T.Pfi fe 品0m霊 T.P.2.5m 」-C CD J3ife ★1802年? 1802 ^ D

-

I

i

i
E
i

i
～

降の洪水堆積である0遺物をほとんど含まない p10 :～
～

E

i

(第 I 以降面について)この遺構を覆う洪水砂は遺物

をほとんど含んでいないため.洪水の時期を特定でき
】ないがー砂層が厚く均質であること,遺物や植物遺体

もほとんど含まれていないことから淀川の決壊箇所に

厚わめて近いと考えられる。淀川の洪水では大阪市

r

>E]内まで冠水した一新淀川を開削する契機となった1885…

i 年(明治18年)の洪水が考えられるが,この時の最大

3

1

1
1

)

の決壊箇所は.枚方市の三矢で.調査地からは6km

近く離れている。調査地に近い箇所の洪水としては.

180 2年(享和2年)の仁和寺.点野切がある0決壊箇

所が調査地のほぼ北で一km 程度しか離れていない。

;洪水砂の状況から享和の洪水と考えている0

l
344 2704 …上の山遺跡

～

i
一

7区.8 7 b 2 5‥7.8区はP本遺跡が立地する中位段丘と茄子作 i* 16商雇後 -16世紀後 -

檀

一

一

暦 讐 芸 ㌫ -5 *00m 冨器宗芸監 禁 呈票 T8層

は黄灰色シルト(粗砂l細砂混じり)の扇い土壌化層

で,調査区北半部にのみ残る0当該層の直上には第

27層灰白色極粗砂の洪水砂が堆積してお。ー上面に

は踏み込みが多くみられる0 当該層の時期は出土遺

物などから, 16世紀後半と考えられる。層厚は約0.1m

を測る07層として遺物を取り上げた0

i半0

I
i

・,

i
】

345 2704

i

上の山遺跡

～

7区.8 8 P3ー‥(8層洪水砂について)当該層は平安時代の洪水 ★平安0▼ 11世紀～12
区

～

砂で▼下層の平安時代水田面を覆うものである0第46 10世紀後半 世紀?

層の戻白色極粗砂～極細砂を中心に第43- 49層が

重複的に累積する0洪水砂は平安時代水田面の標

高が低い調査区北側では厚く堆積し.標高の高い南

側では薄くなる傾向がある0また, 中位段丘裾部にあ

たる調査区東側には洪水砂の堆積はおよばない0層

犀はO.2~ 0.8m を測るが,7- 区境の西寄り付近では

最も厚く堆積し▼調査区北側は0.1m と薄くなる0このこ

とは,調査区の西側をはしる小河川が調査区外の南

西部あたりで破堤した結果,洪水砂がもたらされたも

のと考えられる pp3卜32:(平安時代の水田耕作土
層について)水田面の時期は10世紀後半～11世紀前

半に埠定される。耕作土層を9層,洪水砂層を10層と

して遺物の取り上げを行った0

i~ lI世紀前

半0

～

,i

389 2705 瓜破遺跡東北 8a下 p8:(第8a層について)下部は細硬～中粒砂からなる O M T85~ 7世紀末葉。

-

趣(200 1) :N G 6A
池区oo-8次 氾濫堆積層で,斜交ラミナが観察される0 (中略)(第8

層について)本層からは飛鳥Ⅱに属する土師器や,

M T85型式~ TK2ー7型式を中心とする須恵器のほか,
木製品.刀子.動物遺体などが出土した。p13(表1):

(N G 6A 層に相当0 )

TK2 17。飛鳥

Ⅱ0

層は7世紀末葉。

390 2705 瓜破遺跡東北 8b

I

p8 :(第8b層は)褐灰色ないし黄灰色の細磯～シルト ,○T K10 - 6世紀末葉～ 連(200 1) :NG 7A

地区00ー8次 からなる氾濫堆積層で,層厚は5~ 30cm (平均15cm ) T K43 0 7世紀0 層は上限が6世紀

で, (中略)本層からTK10型式~ T K43型式を中心と 末～7世紀初頚,
する須恵器のほか.土師器.円筒埴輪.木製品.動物

遺体などが出土した。p13(表1):(N G 7A層に相当0)
下限が7世紀後

半0
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391 2 70 5 瓜破遺跡東北 8C i p9 :(第8C i層は)西壁と北壁の角部付近ではさらに ○TK47- 5世紀末葉～ 捜(200 1) :N G 7B

池区oo-8次 上.中.下部に細分される0 (中略)(中部は)きわめて

局部的な分布を示す粗粒の氾濫埠積層である0 (中 l

略)第8C i層からはTK47型式~ TK10型式を中心と

する頁恵器が出土した。p13(表1):(N G 7B i 層

に相当0)

TK lO c 6世紀中葉e i層は5世紀末～

6世紀中頃▼NG7B

ii層は5世紀後

半0

392

～

2705 瓜破遺跡西地 1 i上 P9(表1):(最上位に1998年の洪水による堆積物がの ★1998年。 1998年0 報告書にイベント

区00-ll -0卜

17次

る。) のあった月日は明

記されていない0

国土交通省の水

文水質デ】タベー

スによると,遺跡

の下流にあたる堺

市遠里小野の水

位観測所では6月

20日午前3時と22

日午前3時をピー

クに水位が通常よ

り2.5m程度上昇し

ている0これに前
後する6月19- 22

.日にはアメダス観l測点の堺で

144m m の降水が

記録されているこ

とからも,洪水は

この時の大雨に対
応するとみられ

る。

393 2 705

～

瓜破遺跡東北 lla P一o :(第11層は)砂磯の氾濫堆積層とこれに挟在す ★7世紀前 7世紀前半0

地区04ー5次 る粘土層である0 (中略)第11a層はラミナが発達した

砂磯層であるが. (中略)下部層の基底付近で多量の

加工木とともに7世紀前半の須恵器が出土したことか

ら飛鳥時代に位置づけられる UR00-8次調査の.第8a

層は洪水層ではないが▼下部層に対比される。p11:

(第11b層の)上部層はTK43型式の某恵器を下限と

し,U RO0-8次の第8b層に対比される0中.下部層は

同じく第8C層に対比される0

半0 ▼TK43 0

-

394 2705

i

Ei

i
～

～

H b上 p10:(第11層は)砂磯の氾濫堆積層とこれに挟在す ★7世紀前 6世紀末葉～I

る粘土層である0 (中略)第11a層はラミナが発達した

砂蝶層であるが, (中略)下部層の基底付近で多量の

加工木とともに7世紀前半の須恵器が出土したことか

ら飛鳥時代に位置づけられる0URO0- 8次調査の第8a

層は洪水層ではないが,下部層に対比される p11:

^ o A T K 43 0 7世紀前半0
I

(第11b層の)上部層はTK43型式の須恵器を下限と

し▼URO0 -8次の第8b層に対比される。中.下部層は

同じく第8C層に対比される0

395 2706 瓜破北遺跡 3B P日=(第3.4層は)西区では,SD 30 1 -40 1′-40 3から ★14世紀初 14世紀初 S?(2001) :N G 4A

04-い2.3次 オーバーフローした氾濫堆積物が比較的厚く供給さ

れ,2層に大別することができた0さらに各層は,氾濫

堆積物である第3B -4B 層と,およびそれぞれを耕起し

た第3A -4A層に細分することができる。(p13 (表3):

3B 層は長原4A 層.4日層は長原4C 層に対応0)

預 (NG4A )。 め0 層は14世紀初頭。

396 2706 瓜破北遺跡 4B P11‥(第3Ⅰ4層は)酉区では▼SD301 -40 1~ 40 3から (★長原4C 9世紀～10世 逮(2001) :N G 4B

04- 1-2 -3次 オーバーフロ- した氾濫堆積物が比較的厚く供給さ

れ▼2層に大別することができた0さらに各層は,氾濫

堆積物である第3B -4 B層と, およびそれぞれを耕起し

た第3A -4A層に細分することができる。(p13 (表3)=

3 B層は長原4A 層▼4B層は長原4C層に対串。)

層に対応。) 紀 ? iii層は10世紀～

12世紀後半が主

たる形成時期.

NG 5A 層は8世紀

後半～9世紀初頭

に相当。

387 270 7 大坂城下町跡 〔遭哲済「大坂城下町跡の自然地理的背景について」

pp347ー350〕p349 :鎌倉時代には.. 汀線は遺跡地から
はかなり後退していたとみられる。満潮時.海水は道

修町の入り江までは侵入することができたが,沿岸ト

ラフには届かなかったようで. トラフの淡水には泥層
が堆積している0 (中略)大川はこの時期にもしばしば

氾濫し,左岸の州を嵩上げし成長させるとともにPI

部は州を乗り越えて入り江にも砂層を堆積した。

★鎌倉 鎌倉。
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3162708男里遺跡l ㍗鑑4:Mli<D̂ ftl告詣霊票、競豊矧
と同じく河道2の哩土である0灰褐色から青灰色の砂l裸からなり,上層の埋土とは異なり,その殆どが砂磯
で構成されていることから,急激な流れによって形成されたものと考えられる。また.その堆積状況は一様
ではなく▼調査区内の地点によって若干異なることから,複数の流れにより形成されたものと見ることがで
きる0Ⅲ層と同じく多量の土器.木製品が出土してお。▼その年代は出土した土器からおおよそ7世紀代のものと考えられる。p9:(前略)(河道2は)ある程度の急激な流れ.たとえば氾濫などにより形成されたと考
えられる0この下層から嬢,7世紀代を中心とした遺物が出土した。

胤 t

397 2709 遠里小野遺跡 6 p12:明治元年の大和川決壊によるものである可能性
がある。p13:黄褐色中硬質粗粒砂からなる洪水砂層
で▼層厚は最大150cmで▼人頭大～直径1m以上の大
きな偽蝶を含む0

★1868年間4
月13日。

1866年。
～i

-

339

I

2710

Li

i

i

勝部遺跡 4地点 2- 2 pll :第2ー2層は砂.シルトを主体とした堆積層で7第2 ★弥生末～ 弥生後期末
面で検出した流路1,流路2を埋没させる砂磯～シルト
と連続する0〔森本徹「調査のまとめ」pp21卜214〕

p211:今回の調査範囲に限れば縄耳時代を含め,第
2面までの土地利用も活発であったとはいいがたい。
第2面において水田としての土地利用がみられるわけ
であるが.これも廃絶は弥生時代後期末～古墳時代
初更という時期であり,(中略)活発な堆積環境の中
で耕地の拡大が進行する状況がみられなかつたと推
測する。弥生時代末～古墳時代初頭の洪水により第
2面は摩絶し▼第1面が形成される0(後略)

古墳初頭0
葉～古墳前 t

期初め。

382 271 加美遺跡 基本層4A p19:(加美4A層は)砂.棟を主体とし▼シルト賢細粒砂○平城宮Ⅲ 平城宮Ⅲ～ I

1

-
l

F

m -

I

1

層.細粒砂質シルト～シルト層を挟み▼顕著なトラフ
型斜交ラミナが見られる河川の埋積層である0最大

′}Ⅳ0 Ⅳ(8世紀中
葉～後葉)?

i
層厚部は河道内にあり140~ 300cmである0本層が哩

～2

1

i

I

積した河道は遺跡北.中部にあって.ほぼ南南東から
北北西へ流下する0平城宮Ⅲ～Ⅴに属する土師器や
須恵器のほか′人面墨書土器,絵馬,大量の木製
品,鉄製品,牛や馬の骨などが包含される0また,南
綾部でも河道および河道から氾濫した砂～砂質シル

】ト層が分布する0
383 2711 jjQ美遺跡

I
1̀

基本層ー6A ii p22 :(加美6A ii層は)灰褐色ないし灰色を呈する粘 [▼弥生後期 古墳前期(布

[序

E

1

土質ないし砂賢シルトと砂層からなる河川の氾濫堆 .後半0○庄 !留)。

-積層である 遺跡北部を模式地とし平均層厚は ;内.布留O△
u ¥-UtJa/O.it*v< ヨ

30cm ,最大層厚90cmである0下位の加美6Aiii層を 古墳前期。
E覆って中Ⅰ南部に広く分布する0布留式土器▼庄内式
Li 器が包含される p25 :本稿における加美遺跡の暗

i

I 色帯の層準と年代は,加美9A層の直上の8B層から
畿内第I～Ⅱ様式の弥生土器が出土していることに
より,9A層が弥生時代中期初譲以前でこれより大きく
遡らない時期,加美8A i蝣iii層が弥生時代中期,加
美7A i・iii層が弥生時代後期前半P加美6Aiii層が
弥生時代後期後半,加美6A i層が古墳時代前期と
者えている。従って.加美9A層は長原9A層に,加美
8A i蝣iii層は長原8B層に▼加美7A iii~ 6A i層の暗
色帯は長原7B iii層にそれぞれ対比されると考えられ

i>.

L 1

1

384 2711 加美遺跡 基本層
序

7A II p23:(加美7A ii層は)灰色ないし灰褐色を呈する粘
土～シルトないし砂で,.氾濫堆積層と考えられる。層
厚は10cm 以下である p25:本稿における加美遺跡
の暗色帯の層準と年代は,加美9A層の直上の8B層
から畿内第I～Ⅱ様式の弥生土器が出土しているこ
とにより,9A層が弥生時代中期初頭以前でこれより
大きく遡らない時期,加美8A i・Hi層が弥生時代中
¥m .加美7A トiii層が弥生時代後期前半▼加美6A iii
層が弥生時代後期後半.加美6A i層が古墳時代前
期と考えている。従って▼加美9A層は長原9A層に,加
美8A i蝣iii層は長原8B層に.加美7Aiii~ 6A i層の
暗色帯は長原7Biii層にそれぞれ対比されると考えら
れる0

★弥生後期
前半0▼弥
生中期0△
弥生後期前
半。

弥生後期前
半。

351 2712 上私部遺跡 2区の p10 :最も西の地点①では▼近.現代耕作土層の下層 ★近世初頭 17世紀後半 元禄4年は1691
年005-1区 地点(令 にはラミナが発達した洪水砂層(にぷい黄褐色粗粒 (1691 ～18世紀初

め。など 砂)が厚く堆積しており▼層内から17世紀後半から18
世紀初めと考えられる唐津椀底部や肥前系磁器の
網目文碗片が出土している0この洪水砂層は地点
②.③だけでなく7区にも広がっており,近世初茸副ここ
の地域で耕作面を覆い尽くす山津波があったことを
示している0先述した元禄4年の大雨との関連を示唆
する興味深い層である。

年? )0○17
世紀後半～
18世紀初
頭0
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385 2713

I

I

F

4 p9:(01ー2次調査区の第4層は)東区.西区東部で確

認した自然流路▼およびその周囲にあふれ出した氾

濫性堆積層である。灰色砂磯を主体とし▼第5層起源

の偽磯を多く含む。P9(表5):(層厚50cm 以上0亀井

北4層, (P6(表3):(加美3~ 4A 層,長原4～5層に対

応する )))p13:第4層の年代は日世紀代と判断でき

る p17 :(02-1次調査区の第4層は)調査区の北部に

分布する水成層で▼(後略).p17(表6):(灰色シルト

質中粒砂～中粒砂。層厚20cm 以上。氾濫性堆積層。

亀井北4層に相当 )p21(表7):(03】1次調査区の第4

層.第5層は亀井北4～6層に相当。)

]★11世紀0

i

日世紀0

386 2713 亀井北遺跡 6 p17 :(02ー1次調査区の第6層は)上方に向かって細粒 ★古墳後 T K209~ 飛 参考 :奥和之.山

0ト2次 02-1 化する水成層で, (中略)第6層はおそらく▼周辺調査 期0 ▼古墳 鳥Ⅱ期(600 上弘編,1986『亀
次.03ー1次 で確認されている古墳時代中～後期前半の生活面を 中期～後期 -660年)? 井北(その2)』

覆う一連の氾濫堆積層 (= 亀井北6層)と考えられる。前半0○ (財)大阪文化財

i

i
E
E

p27 :(前略)亀井北(その2)調査では▼河成層の上か TK2090△飛 センター pp.38-
ら幅が約7.0~ 8.0m ,深さが約0.3~ 0.5m の弧を描く

SD01と,幅が約4.6~ 4.8m ,深さが約0.3~ 0.4m の直

線的に延びるSD02が検出され,埋土からは図25-A で

提示したTK209型式に比定できる須恵器の杯やはそ

うが出土している。今回の調査では▼Ⅱ区について河

成層の上で作土と畦畔SR501-502を確認しーSR501

の脇からは飛島Ⅱに相当する土師器の杯C67がほぼ

形を保った状態で出土した。これまで,NR4401による

洪水砂が一帯を覆つてから,調査地近辺で再び開発

が進むのは奈良時代以降という考えもあった0しか

し、亀井北(その2)や今回の結果を見るかぎり.ほど

なく生産域として再利用されていたと思われる0実

際,当該期の地層( ト Ⅱ区の第5層)は,中世以降

の耕作や平安時代中期の洪水砂で削られて残存しな

いところも多くみられたことから.本来の遺構面が失
われた可能性が高いのではないだろうか。

鳥 Ⅱ0 42,150-152など。

308 2714

F

F; 振遺跡第1

～

i
～

i
I

E
i

i

基本層

序

i

i

i

7 P15 ‥(第7層は)「黄灰色シルト」庄内期の遺構面を形 ▼弥生後期 庄内期0

成する層で調査区全域に堆積するが,無遺物層であ 末葉(庄

i

る0上面の水準高は4.6~ 5.0m ,層厚10~ 20cm o 内)0△弥生

P53 ‥NR3002A はD 区で検出した南北方向の大規模な 後期末葉(庄

自然流路▼NR3002B はA ,B,D 区にかけて検出した 内)。

N R3002A から分流する南東から北西方向の自然流

路である。(中略)NR3002B は幅約一5m ,深さ4~ 5m i
I
l
i

i

で▼弥生時代後期の遺構面を押し流すように流れて

いる。埋土はほとんどが淘汰の良い粗砂で,最上層

のみがシルトまたは粘質土になる0埋土からは弥生
時代中.後期から古墳時代初頭の完形晶を含む少量

の土器が出土した NR3002A -Bが完全に埋没したの
ち第7層が堆積し,その上面が庄内期の遺構面に

なっていくことから,これらの自然流路は弥生時代後

期後半以降,終末. あるいは古墳時代のごくはじめご

豊 富鵠 宗 鑑 孟

400 2715 鬼虎川遺跡第

38次

P12 ‥(14世紀について)耕作土層直下で耕作地の

ベースメントをなす室町時代泥層は調査区全体に分

布していたと考えられるが,その下位の砂傑層はおも

に調査区中央部を南東→北西方向にのぴ.帯状に分

布していた0 (中略)河川本流からの逸流が一時的に

通過していた時期に,堆積したものと考えられる。

★14世紀。 14世紀e

346 27ー6

i

久宝寺遺跡竜 02-1 5-2b p30 :(第5層は)場所によっては層厚1▼0m 以上に達す ★弥生後期 弥生後期後

華地区 査区基

本層序

る基盤層と▼2から5層に分化する土壌化軍から構成

される0 (後略)p157:下面では,調査区内における明

確な水田遺構はみられなかったものの,高まりや微

高地上の水路の存在,イネ花粉や植物珪酸体の分

析等により. 当地を含む近隣地域での水田耕作を想

定するに至った0しかし,、弥生時代後期後半頃に発生

した大規模な洪水により▼調査区全域が厚い氾濫堆

積物に覆われることとなり,当地周辺の地形環境は

大きく変化した0 (後略)

後半。 ・o
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347 27 6 久宝寺遺跡竜 02-1調 4-2b p33 :(第4層は)灰色の細砂混シルトを基調とし. ★古墳前期 古墳前期前

i

華地区 査区基 T.P.+6.0m 付近にて検出した0自然堆積層と土壌化層 前半(庄内期 辛(庄内期を

本層序 の組み合わせが上下に重なっており,いずれの土壌 を含む)。▼ 含む)。

化層も上面に水田遺構を検出することから▼氾濫後 古墳初頭(庄

こ耕地化されていたことが明らかである0 (後略) 内期を含

i
-

p492 :第5面では▼古墳時代初頭頃の墳墓の築造を む)。△布留

前後する遺構面の変遷を明らかにしたが,それらは

弥生時代後期に発生した洪水の収束を契機としたも

のであった0第4面は,下面において遺構面に変化を

もたらした流路が▼再び発生した氾濫によって埋没

し,同時に周辺一帯を襲った土砂が形成した新たな

地形を基盤とする遺構面である0この氾濫は古墳時

代前期前半頃に発生したと考えられ.本遺構面も自

然現象を契機に再形成されたことが明らかである0 し

かし.第5面と比較しても,基本的な土地利用の状況

に違いは認められず,土砂の堆積による地形の平坦

化に伴い. 耕地の拡大が進むようである0第4面の基

盤となった第4ー2b層は.調査区東半の下面における

低地部と調査区西部一帯に厚く堆積しておりP第5両

において墳墓が盛んに築造された中央部付近では,

周溝等を除くとほとんど検出されなかった0.(後略)

p495 :(第4- 2面の堤について)出土土器の全体的な
様相としては▼布留式期中段階に比定する。

中段階0

348 27 16 久宝寺遺跡竜 02-1調 3-3b

i
i
i

i

p33 :(第3層は)灰白色の中粗砂を主体とする自然堆 ★古墳中 古墳中期0

華地区 査区基

本層序

i

-

I

積層とその土壌化層であり,T.P.+6.4m 前後において

検出した。p519 :第4面では▼墳墓の築造を停止した

後に発生した氾濫を契機とし,本調査区一帯を水田

域へと変化させた状況が明らかとなった0しかし,古

墳時代中期頃に新たな氾濫が発生し,調査区内全体

は再び土砂の下に埋没することになる0この氾濫堆

積物を基盤として形成された遺構面が第3面であり,

下面までの状況とは- 変した景観となる。(中略)(第

3遺構面について)本遺構面を形成する第3層は.堤
所によって異なる段階の基盤層となる氾濫堆積物を

検出し,これらを間層として最大3つの細分が可能な

土壌化層によって構成される0 (中略)第3- 3b層は▼

調査区東半の低所を中心に厚く堆積しており,西に

向かって次第に薄くなる様子が看取される0 (中略)

第3ー2b層と第3- 1b層については,調査区内の局所

に検出されたのみであり,上記の層のような氾濫堆

積物の供給源も確認できなかった0各段階において

は.本調査区内は安定した環境にあったことかがわ

かっており,調査区外で発生した氾濫の影響を受け

たものと推測する。

期。

～

】
i

-

-
i

～
～
】
～I

904 2717 蔵人遺跡第17 】第11 p4 3 :(第11面について)B 区内に設定した確認グリッド★古墳後期 6世紀後半0

次 !面直 において▼畦畔1条を検出した0調査範囲内は.水田 (6世紀後

上 面と考えられる0遺構面の標高は概ねT.P.+1.8m とな

る。[水田畦畔]SN2は東西方向に走向し,上幅20cm

前後×下幅40cm 前後,高さ6cm を測る0畦畔盛土内

からは遺物の出土は見られなかった0ただし覆土層

中からTK43型式の須恵器杯身,ベース層中から弥生

時代後期後半の弥生土器壷などが少量出土してい

る0当遺構面は,遅くとも古墳時代後期(6世紀後半)

頃に埋没したのであろう p61‥第11面SN2は▼発掘調

査範囲が僅か3m 四方での検出であ.るが▼この範囲で

見る限りやはり東西方向を意識している。年代を示す

良好な出土状態の遺物が少ないが,古墳時代後期

(6世紀代)頃には洪水で埋没したとみられるので,そ

の直前ないしはそれ以前の所産と考えられるe

辛)0△

T K43▼奈良

～平安初頭
(8~ 9世紀)

(第一0面ベー

ス層)0

369 2718 上津島遺跡第

5次

IEIS 9 iサ417 p 14 :(第7層は)第8層上面を覆うように堆積する厚さ

15cm 以下の暗線灰色粘土層である。この層は調査

区南側の流路付近で最も厚く,地形的に低い調査区

南半部を中心に広がりをもつ。有地質の土質と堆積

状況から見る限り.古墳時代集落の廃絶後,猪名川

主流路の移動もしくは周辺地形の変化に伴い▼芦地

点付近は一定の清水を伴う湿地状の環境に変化した

ものと推定される0 (中略)なお第7層には古墳時代中

期以外の遺物を全く含まないことから,古墳中期集落

の廃絶から第7層の堆積までは,比較的短期間のこ

とであったとみなされる。

▼古墳中

期。○古墳

中期0

古墳中期。
E]

序

85



遺跡一覧表A-2

324

i

2719

1

5

小阪遺跡 -河川5 p213:河川5はF地区の中央部を北東から南西方向に
貫流してE地区に至っている0(中略)遺物からは▼形 …

★古墳初頭
(庄内期を含

古墳前期前 ,
葉0

I

I 1

いる0このことから,溝24の遺物から推定される時

堆積物を供給して自らの流れを止める0

む)0

325

I

～I

2719

i

i

小阪遺跡

I

孟雷区i

i

1

p430 :(I地区水田は)完新世段丘面で検出された水

田で,東→西に流れる河川8の両岸に広がる。p432:
河川8は▼埋没最終段階で両岸に溢流し▼水田面を砂
層で覆ってしまうが,この時期が河川内の出土遺物
から8世紀末頃と想定されている0(中略)この水田
は,河川8が両岸への浸食作用を強めたため,その
都度畦畔を修正しながら耕作が継続されたが,8世紀
末の大洪水で砂に哩没したために放棄されたのであ
ろう0(後略)

★8世紀末0 8世紀末葉0 …

34つ

1

2720 讃良郡条里遺～基本層 4-2b p14:第4- 2b層は5区と4区の北部では細砂～粗砂で★古墳初 古墳前期初
め。 i】跡03-3区 序 細磯が混じる淘汰の悪い土石流堆積であるO時期を

示す遺物は出土していないが,第4- 2a層は護良郡
条里遺跡03-1調査の古墳時代初頭の層準と同じと
考えられるため.この時期を想定している0

要。

357 2720

E
I
I,ら
i
1

讃良郡条里遺 基本層4-1b p41:第4- 1b層の堆積時期に関しては,後述する第4 ★古墳前 古墳前期後
半。

1

跡03-1区
E

i
I
l
-

序

I
-
i
ii

～
I

- 2a層上面の溝.流路出土土器も合わせて考える 期0▼古墳
と,古墳時代前期と考えられる。(中略)第4- 1b層や
第3b層は,668流路から供給された砂である可能性
がきわめて高い p45 :(第4- 2a層上面の)489溝は3
区北端で検出された0(中略)この溝はトラフ型斜交
層理のみられる砂で埋没していたが,この砂は第4ー
1b層に含まれるのである0この溝は讃良郡条里遺跡
(その3)の「溝23-24」ー小路遺跡(その2)の「27溝」に

前期後半0

i
-

ii

～連続するもので,200m 以上にわたって直線的にのぴ
,ていることが判明した0(中略)今回はこの溝から遺物

i

I

l

は出土しなかつたが▼小路遺跡(その2)では庄内式
新段階～布留式古段階に属する土器が出土してお
り,古墳時代初頭のものと考える p47 :第4】2a層上
面段階の流路が埋没したのは,古墳時代前期後半

…頃であった可能性が高い0.
365 2720

I
)

B 03讐孟芸霊

E
1

;1b

～
】 側地点で破堤した可能性が高いことを物語る。

* 蝣_ 蝣": 華代e 一一
i

a

309 272 …志紀遺跡第6 15 P7:(第5a層(13- 14)について)志紀遺跡では,この ▼5世紀後 5世紀後半～『長原遺跡調査報
次 層で6世紀後半の水田域が広範囲で検出され,上層 半0△6世紀 6世紀後半? 告書Ⅲ』1983年

のシルトでパックされているため,その残存状態も極 後半0 i(財)大阪市文化
めて良好である p10‥(第5b層(16- 19))は緑灰色,
～暗緑灰色シルト質粘土。本層の上面は踏み荒らされ

ており,洪水砂(15)で覆われ,面が存在したと思われ
る0(中略)(第5C層について)上面は第3遺構面(5世
紀後半)のべl スとなる0

財協会も参照0

312 272 志紀遺跡第5 基本層22～ p4:(第22~ 25層は)志紀遺跡の広範囲で検出できる★奈良初 奈良初め0

～
i

i 】次 序

i

25 粗砂,砂,徹砂,シルトで構成される厚い洪水層であ
る0本層中には弥生時代から奈良時代前半程度の遺
物を含んでおり.後者の時期の洪水層と考えられる0
なお,この層をはさんで上部は条里地割に沿った水
臥 畑等,下部は自然地形に沿った弥生～古墳時代
の水田になる。p48:奈良時代初演頃の洪水層0志紀
遺跡の広域で確認できる洪水層である。(後略)

頭0

313 272 志紀遺跡第5 基本層 68-83 p4:(第68-83~ 85層は)部分によって様 な々色調を ▼庄内0△ 庄内期～布 参考:寺沢
次 序 一〉85 呈する砂,粗砂,小磯で構成される洪水層であり一第

9遺構面を覆う。p26:(第8遺構面について)本来布留
2式に水田が造営(第8a面)され,その後I型式3段
階の時期に前代の大畦畔1を踏襲して再度盛土を
行った(第8b面)と考えることができる。p32:(第9遺構
面について)遺物は庄内併行期に位置付けられ,本
遺構面の時期を示している0

蠑H ~

～

留2期。 (1986),森岡.西
柿(2006:551(義
7 c
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329 2722 度遺跡 230溝 埋土 p31:(230溝について)旧表土が溝内に人為的に客土;★11世紀末 11世紀末葉

i

～
I

1

下層 される前段階に,下層の砂確層が堆積しており▼その～12世紀初 -12世紀初
中に大磯が含まれていることからー大きな洪水があっ
たことを示している p34:またー溝の底の洪水砂中か
らPl1世紀末から12世紀初譲にかけての古い時期の
瓦器椀が出土している0遺物が洪水のあった時期を
示していると考えられば▼その時期は11世紀未から
-12世紀初頭に位置すると考えられる0

頭0 め。

～

330 2722 尺度遺跡 4-2面;

i

p46:227流路新と呼称しているのはほぼ227流路古よ,★6世紀～飛飛鳥11(640

i

5I

i

227流 りやや蛇行を弱めている0流路は幅3m,深さは1.5m 島Ⅲ。

I

I

路 I である0断面形はほぼ∨字形を呈す。最下層に常時
の流水堆積と思われる砂層を残すが▼大部分は洪水
堆積物で埋没しその後,一部凹地として残ったとこ
ろはブロック土で埋められている0流路内の出土遺物

331 2722

I

尺度遺跡 4一2面;
溝集中
区015-
016溝

I

I

p67:(溝集中区の溝について)基本的にどれも廃絶
するときは洪水砂で埋没するようだが,015溝の南側
が特に埋没時の浸食や肩のくずれが激しいのが注目
できる。(中略)おそらく溝を埋没させる洪水毎に取水
施設も被害を受け,その取水地点での試行錯誤が流
路にちかい部分での溝のコlス.芋反映されたのであ
…窯 憲 懇 ～憲 畢 豊富票 i

★6世紀前
半。

6世紀前半0 i
I

-
332 2722

1

尺度遺跡 4ー2面; p68:(029溝は)溝集中区の中では下層に位置する溝★6世紀前半6世紀初め0
029溝 である0(中略)かなり激しい洪水で埋没した形跡があ

り.浸食を受けた可能性がある。(中略)遺物からは6
世紀前半までしか限定できないが,015溝古より古い

の早い段階0

t
】

1

ので.廃絶はその中でも早い時期に求められるであ i]
Fろう0 -

Ly J謂 慧

;薫,1989「各地域
jの併行関係.解
j説」『弥生土器の
…様式と編年- 近畿
i編I- 』pp322ー
F*2㌶ 監 ヂ

1

i

333 …2722
I

I

i
LらI

!尺度遺跡

1
I

I

i
i

1

5S528チ;

921流
路

ii

I

Ei

I
I
一
I

p207:(528-921流路について)遺構名は二つに分け
たが,本来一つの流路である。pp207-208:埋土はほ
とんどが粗砂で,激しい洪水で一気に埋没した状況

i悪習 諾 贋讐 望冒㌫

…Ⅱ様式後半 -内Ⅴ様式)0

-m様式前.I
F e△庄内0 5

1 ～

i

が見て取れる。またその形成も下層に大きな土磯が
層雲 票雷語 LO)品 覧 宗悪霊忘漂 通

常の流路よ。破堤Lt扇状地を流下する流路だったよ
うで.通常は水流はなかつたと思われる。p208:形成
[は6面時点であった可能性が高く,5層自体が.この流
…路を水流が走るような洪水時に堆積したものである
1可能性が高い0最終的には庄内期集落成立以前に
激しい洪水で一挙に埋没し,そのときのこの流路から
の破堤の痕跡やそのときの砂層の堆積が10tre北側
などに見られた。p210:遺物群は大体,弥生時代の河
内Ⅱ様式後半～Ⅲ様式前半と▼Ⅴ様式のものに分か
れるD(中略)この二つの時期は,流路の形成時期と
埋没時期を各々 示していると考えられる。 - i " - -

334 2722 -尺度遺跡 1期の
港

I

p232‥(古墳時代後期から飛鳥時代の)溝群を切り合 ★6世紀前半 6世紀前半～全体を包括したも
いと,出土遺物から時期分けすると,大体3期に分別 ～中葉0 中葉。 ので,331-332の
できる0以下,その状況を述べる。1期は北から伸び いずれかと同じも
てくる溝群に限られる。(中略)扇状地を濯激する体
系の排水路と思われる。(中略)埋没時期は6世紀前
半～中葉で.掘削時期は5世紀に入る可能性もある。
この溝群の体系は洪水で破壊されたようで,粗砕で
埋まるものも多く▼029溝の南側などはかなり侵食を
受けている。ただし,316落ち込みはブロック土で埋め
られる02期は229-002溝などからなる扇状地の潅激
体系も存続している事が知られるが,新たな動きとし
て5tre,Dの南側外で227流路から取水する溝群が出
現するe(中略)(2期の)廃絶時期は6世紀中葉で,1
期からあまり期間が認められない。埋没状況は定か
ではないが大部分が人為的に埋められた可能性が
高いopp232-233:3期は009-010溝が227流路から取
水し▼それと直角の関係にある291-808溝が存在す
る。(中略)出土遺物は飛鳥Ⅲ式を示し▼7世紀後半に
洪水で埋没したと思われる0しかし,掘削時期を確定
できる資料がないため.2期の溝群の廃絶からどの程
度の空白期があったのかが分からない0(中略)227
流路内の遺物も6世紀後半から7世紀初喪の遺物が
ほとんど見られず.そこに断絶があったのは間違いな

のとみなした0

】いと思われる0 】
i
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33 5 2722 尺度遺跡 3期の

溝

(009 -

0 10溝)

p23 2 :(古墳時代後期から飛鳥時代の)溝群を切り合 ★7世紀後半L飛鳥IE (660

いと.出土遺物から時期分けすると▼大体3期に分別

できる0以下.その状況を述べる0 1期は北から伸び

てくる溝群に限られる0 (中略)扇状地を濯激する体

系の排水路と思われる。(中略)埋没時期は6世紀前

半～中葉で,掘削時期は5世紀に入る可能性もある0

この溝群の体系は洪水で破壊されたようで,粗砂で

埋まるものも多く▼029溝の南側などはかなり侵食を

受けている0ただし,316落ち込みはブロック土で埋め

られる02期は229-00 2溝などからなる扇状地の濯灘

体系も存続している事が知られるが,新たな動きとし

て5tre,Dの南側外で227流路から取水する溝群が出
現する0 (中略)(2期の)廃絶時期は6世紀中葉で,1

期からあまり期間が認められない。埋没状況は定か

ではないが大部分が人為的ーこ埋められた可能性が

高い pp232ー233 :3期は009-0 10溝が227流路から取

水し.それと直角の関係にある291-808溝が存在す

る。(中略)出土遺物は飛鳥Ⅲ式を示し.7世紀後半に

洪水で埋没したと思われる0 しかしー掘削時期を確定

できる資料がないためー2期の溝群の廃絶からどの程
度の空白期があったのかが分からない。(中略)227

流路内の遺物も6世紀後半から7世紀初譲の遺物が

ほとんど見られず,そこに断絶があったのは間違いな

いと思われる。

(飛鳥Ⅲ)。 -680年

代)0

352 2723 新上小阪遺跡 基本層

序
4b p14‥4a層はその母材となる4b層(洪水堆積層)の土 ▼6世紀末～ 6世紀末葉～

壌化層であるが74b層は調査地のI 部,1調査区中

央付近T2調査区北西コl ナ- 付近でしか確認できな

かった0 (後略)p45 :(第4面は古代～中世前半に相

当。)p58 :(1調査区第5面について)調査区中央で4b

層(洪水砂)で埋没した水田を検出した。p64 :(第5両

の時期は)6世紀末j～7世紀初頭と考えられる。

7世紀初頭。

△古代～中

世0

7世紀前半?

314 2724 新庄遺跡

i

基本層

序
Ⅱ P2=第 Ⅱ層は第2面(近世前半～中頃)から▼第3- a

面(中世後半)を覆う15~ 30とrnの堆積で▼2回の画期

が認められる0第3】a面を覆う細砂の堆積がその1つ

で,5~ 10cm の層は.厚さ1cm 前後の盤状構造を呈す
る堆積で,小規模な冠水が繰り返された結果と考え

ている。p21:第3- a面の時期は室町中頃～後半0

▼室町中頃

～後半0△
近世前半。

室町後半 ?

F
i

3 38 272 5 吹田操車場遺

跡

】
-

C地匝 5.6間 p19 :第5層は調査区の北東端に堆積する0調査区の ▼6世紀後 6世紀後半0 1
I

i

-
5I

.基本層

序

北東部分で▼第6層との間に洪水砂が覆つたと考えら

れ,その砂を撹拝しているためIやや砂つぼくなって

いる。P90 ‥第5層は6世紀後半の古墳時代後期の遺

物を包含している0 (中略)第6層は6世紀後半の古墳

時代後期の遺物を包含している。

一半。△6世紀
i後半。

360 2726 巣本遺跡03ー ～ p234‥(平安時代後期について)この頃からようやく巣 T 12世紀前 12世紀。 i

2 -0 6- 本遺跡内の土地利用が始まる0 (中略)開発に伴い.

まず寝屋川の治水対策として;遺跡内に幹線水路が

通される。(中略)12世紀前半頃までにはその開削工

事も終わり,寝屋川からの水害にもある程度対応可

能な水路が完備する。(中略)しかしこの状況は長く

はつづかず,寝屋川の氾濫によって耕作地は埋没す

る。それは4区の耕作溝が砂層に覆われていることか

らは判明する0水害後▼7区には直ちに溜池状の大型

の土坑(100 9土坑)を設けるなど対応し▼人々は復興

に努める0 (中略)完全に復興するのは13世紀に入っ

てからのことであったと考えられる0 (後略)

半0△13世

紀0

318 2727 高柳遺跡 A 区.B

区の基

本層序

1 p7:(A 区の1層は)洪水砂層0厚さは5~ 7cm o近世遺

物を出土 p9:(直下の)検出した耕作溝は上層を厚

い洪水砂によって埋められているため,洪水以降は

かつての土地区画が踏襲されなかったものと思われ

る。近世におけ尋大洪水の記億として,享和2年

(180 2年)の「点野.仁和寺切れ」が知られている0耕

作溝の上層を覆う厚い洪水砂はこの大洪水の跡を推

定できる。p23:(B 区の1層は)洪水砂層。厚さは8～

10cm o近世陶磁器等の遺物を検出。

★1802年? 18 02年0

319 2 72 7 高柳遺跡 C 区基 0下 p35:(0は)盛土および現在の耕作土層。下層に洪水 ▼1802年? 1802年以

本層序 砂層が見られる0 降0
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327 2728 玉櫛遺跡 1995年 Ⅳ上 pll:IV 層の上層に部分的だが,ところどころにラミナ ▼13世紀0 13世紀中葉

度調査 (第5 のみられる洪水堆積砂が残っているが全体には続か △14世紀前
F 14世紀?区基本

層序

遺構

面直
上)

ない。p12(第4匡!):UV 層は2A 区.4A 区で確認。Ⅳ層

の直上は第5遺構面 )p43:(2A 区第4遺構面につい

て)この遺構面の時期を14世紀前半代とする p45 :

(2A 区第5遺構面について)この遺構面の時期を14世

紀前半代と比定する p56:(2A 区第6遺構面につい

て)時期的にも第5遺構面とほとんど変わらなりなく,

14世紀前半から中葉の年代を示す p101:(4A 区第5
遺構面は)主に13世紀代の遺構面と考える。第5遺構

面は4A 区では耕作地から集落域に変わる最後の遺

構面と言えるが.第5遺構面の水田が廃絶した後,漢

水砂を挟むも.中の,さほど時期を隔てずして集落が

形成されたと見られる。

半 。

328 2728 玉櫛遺跡 1995年

皮

/1997

年度調

査基本

層序

Ⅴ/7 pll:(1995年度調査Ⅴ層は)水田耕土層を覆う洪水

堆積層だが,各トレンチの広い範囲に堆積するため

Ⅴ層とした。(後略)pp183 :(1997年度調査第7層は)

平安時代の水田を埋めた洪水による砂傑層である0

ラミナが見られる。部分的に撹拝され乱れる0線灰

色,灰色の砂磯層でシルト状の部分から粗砂,磯ま

でのを含む。厚さ5~ 20cm である0瓦器椀. 白磁皿な
どが出土している 1995年度調査のⅤ層である。

p200 :(1997年度調査の第5遺構面について)直接の
時期は決められないが▼第7層中から和泉型 I - Ⅲ

型式の瓦器椀が出土しているのでP11世紀後半頃の

洪水で埋まったものであろう0

★11世紀後

半0

11世紀後

・o

361 2728 玉櫛遺跡06-1

i

i

基本層 ll pll:(第11層は)調査区東部で約1.2m ,西部で約 ★10世紀後 10世紀後半

序

i

0.2m の厚みを持つ.洪水堆積層である。大部分が細 葉。▼10世 ～11世紀 ?

砂～粗砂で,最下部は約0.2m のシルト層である0特 紀後葉(- ll

に第11層が厚く堆積している調査区東部では▼第11 世紀後菓? )

層が第12層,第15層を決っている状況がみられる。 0 10世紀後

10世紀後葉を中心とする時期の遺物を含むoP172:

(第12面;10世紀後葉について)調査区全域で▼条里

型水田を検出した。(中略)第11層中に含まれる遺物

葉0

の時期から▼10世紀後葉を中心とする時期に埋没L

t=票 霊 孟op175温 霊至芸孟宗だ営

10世紀後葉を中心とする時期に埋没したと考えられ

る。ただし,遺跡南部では古手の瓦器椀が洪水堆積

層から出土しており,111S 紀中.後葉まで水EEL面が存

続した可能性もある。

362 2728 玉櫛遺跡06-1 基本層 5b pll:(第5層は)原則として,調査区西半中央部に認 ★13世紀中 13世紀中葉

i序 められる細砂～粗砂の堆積層(層厚0.4m ,第5b層と

呼称)を母材としていると考えられる土壌化層である0

p169:第5面は,調査区西半中央部のみに認められる
洪水堆積層(第5b層)を母材とする土壌化層(第5層)

の上面であり,遺構は,第5層上面および層中,下面

で検出した0第5b層は,少量ではあるが13世紀代の 1

遺物が出土していること,層上で14世紀前葉の遺構

群を検出していることと,第7面で13世紀前葉の遺構

を検出していることから▼13世紀中～後葉頃に堆積し

たと考えられる。(後略)

～後菓0▼

13世紀前
葉D○13世

紀0△14世

紀前葉0

～後菓0

373 2729 垂水遺跡第24 基本層 2ー2 p5:(第2層は)第1面覆土層。(中略)(第2- 2層は)シ ▼18世紀後 19世紀以

次 序

i

i

i

ルト～砂～細傑互層。層厚75~ 90cm o平行ラミナや

I 部に斜交ラミナなど▼水流に起因する堆積構造が
観察できるe落ち込みを充填する,河床構造堆積物

のような水成堆積層で′侵食と堆積を順次繰り返しな

がら埋没していつた様子が看取できる0調査地が丘

麓であることを考えると.埋没河川などは想定しがた

く,背後の山側から雨水によって流出した土砂によっ

て,谷地形が埋没したものであろうか p9:(下方の)
第1面の時期は江戸時代中.後期(18世紀後半～19

世紀初頭)と考えられるe

半～19世紀

初頭0

降0

359 2730 津田遺跡 1区 6 P9:第6層は13世紀の耕作土と洪水砂層が交互に堆

積する0厚さ約0.2m の2′〉3層の耕作土が確認されて

おり.13世紀代の瓦器が出土する。これより下では遺

構.遺物は確認されなかった。第2層から第6層の堆

積によってー13世紀以降調査区背後の山地から度重

なる土砂流出が存在した事が分かる。p15:(第2面.

第3面の)耕作土の上面では,それぞれ洪水による粗

砂の堆積が確認されており,そのたびに水田を復旧

した事が分かる。第2面で検出した258水田上面の洪

水砂より上層にはー泥状の細砂及びシルトが堆積し

ており,258水田を最後にこの場所での水田耕作を放

棄している。(後略)

★13世紀0 13世紀。
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374 …2731

i

長原遺跡 長原遺 4A 〔超哲済「長原遺跡の地層」pp7-28〕p8:(長原4層は) ★14世紀初 14世紀初 長原遺跡の発掘

跡標準 暗灰褐色磯混じり砂ないしシルトからなりー後述する 頭0△14世 め。 調査報告書は複

層序 長原5A層上に形成された淘汰不良の古土壌である0 紀後半(- 17 数あるが,本稿で
層厚は10一~ 45cm で▼下限は不明瞭である。(後略)

p9:(長原4A層は)細傑混じり黄灰色中粒砂ないし砂
質シルト層で,層厚は8~ 15cm ある。瓦器,土師器が

特徴的に包含される0遺跡東南地区を模式地とし▼

東.東北地区などの遺跡の平野部で厚くー下位層上

面の人工河川を埋積している p23 :長原4A 層は河川

の氾濫堆積層であるのでー包含される遺物は下位の

長原4B i層上面以下に由来するものと考えられる0

本層出土遺物の中で最新のものはⅣ期の瓦器椀で

あり,14世紀初更と考えられる0

世紀)。 は進(2001)が整

理した基本層序を

用いた。

375 273 長原遺跡 長原遺 4B II 〔遭皆済「長原遺跡の地層」pp7-28〕P8:こ(長原4層は) ▼10世紀～ 12世紀後半 長原遺跡の発掘

跡標準 暗灰褐色磯混じり砂ないしシルトからなり,後述する 12世紀後 ～13世紀0 調査報告書は複

層序 長原5A層上に形成された淘汰不良の古土壌である。半。△13世 数あるが,本稿で
層厚は10~ 45cm でP下限は不明瞭であるO (後略)I 紀～14世紀 は遭(2001)が整

p9:(長原4B ii層は)河道および河道から氾濫した細

磯混じり黄灰色中粒砂層であり.平均層厚は5cm で

ある0遺跡東南地区に断続的に分布するほか,西地

区にも分布する p23 :(前略)(包含される瓦器椀から

みて,長原4B i層には)鎌倉時代の13世紀を中心と

する年代が与えられる0その下限は上述の長原4A 層

中の遺物の年代をあてることができる。pp23-24:(長

原4B iii層について)10世紀～12世紀後半力亨主たる形

成時期と推定される0

初頭0 理した基本層序を

用いた0

376 2731 長原遺跡 長原遺 5A 〔趨哲済「長原遺跡の地層」PP7ー28〕p9:(長原5A層 ★8世紀後半 8世紀後半～ 長原遺跡の発掘
跡標準 は)砂.磯を主体とし.シルト質細粒砂の薄そうを挟 ～9世紀初 9世紀初め0 調査報告書は複
層序 み,顕著なトラフ型斜交ラミナが見られる河成層であ 頭0▼8世紀 数あるが▼本稿で

る0層厚は10~ 80cm である0平城宮Ⅴ～Ⅵに属する 後半～9世紀 ま趨(200りが整

土師器や須葛器のほか.下位層に由来する弥生土 一初更。.△l0 二哩した基本層序を
器などを二次的に包含する0模式地は遺跡南地区に 世紀～12世

i
I
I

用いた0

i

i
-
I
I

あり,後述する長原6A i層上面の人工河川群を埋醸

し,これらを中心に中央地区から西.東南地区まで広

;紀後半。

く分布する02時期の氾濫により形成された可能性が

ある。p24:(前略)本層は8世紀後半～9世紀初雪副こ

発生した洪水による堆積層と考えることができる0 (中

略)長原5A -5B層は奈良時代未～平安時代初譲(8

世紀後半～9世紀初頭)のある時期に洪水で堆積し

た地層と考えられる0

377 2731 …長原遺跡 長原遺 5B 〔遭哲済「長原遺跡の地層」pp7-28〕p9:(長原5B層 ★8世紀後半 8世紀後半～ 長原遺跡の発掘

1 ;跡標準 ま)青灰色細粒ないし極細粒からなる氾濫堆積砂層 ～9世紀初

更。▼7世紀

9世紀初め0 】調査報告書は複

- =雪序 で▼層厚は2~ 8cm である0上面にヒトの足跡や鍬跡 数あるが,本稿で

が検出される。遺跡東南地区を模式地とする p24 ‥

長原5日層は5A 層と同様に水成層であり▼内部構造の

末葉。△8世 Li
は遭(2001)が整

理した基本層序を紀後半～9世
i
i

i

i 変化は少なく,上面の遺構も希薄であるので,5A 層

の堆積直前に堆積したものと考えられる。水田の作

土層である長原6A i層に包含される遺物には平城

宮土器Ⅱの土器があるが,下限は上位の長原5A 層

の遺物に求められ,8世紀末～9世紀初頭ということ

になる0

紀初頭0 i 用いた。

378 2731

i

長原遺跡 l長原遺 6A II

i

〔趣哲済「長原遺跡の地層」pp7-28〕P12‥(長原6A ii ★7世紀末 飛鳥Ⅳく680 長原遺跡の発掘

跡標準 層は)上部は河成の灰色中粒ないし細粒砂層で,層 葉。▼7世紀 ~ 700年 調査報告書は複
層序 厚は50cm 以下である。(中略)下部は河成の粘土質 後半0△7世 代)。. 数あるが,本稿で

シ!レト層と極細粒砂層の互層である。層厚は平均

10cm で,またその直下でラミナの変形.破壊が認めら
れる。中央地区で本層上部の下位に認められた。

p24:水田の作土層である長原6A i 層に包含される
遺物には平城宮土器Ⅲの土器があるが,下限は上

位の長原5A層の遺物に求められ.8世紀末～9世紀

初頭ということになる 6A i層は淘汰が不良であるた

め,耕作時期は6B i層に比べて短かつたと考えられ

る。長原6B i層に包含される遺物には飛鳥Ⅲ～Ⅳの

7世紀後半～末の土器がある0本層上面を覆う長原

6A ii層の出土遺物には飛鳥Ⅳと考えられる土器が
あることから,長原6B i層上面の水田遺構は飛鳥Ⅳ

の段階,すなわち7世紀末葉に長原6A ii層で埋没し

たと考えられる。

紀末葉0 は進(2001)が整

理した基本層序を

用いた0
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379 2731 長原遺跡

I
I

長原遺 6B II 〔超哲済「長原遺跡の地層」pp7-28〕p12 :(長原6B ii …▼6世紀末～ 飛鳥 11(640 長原遺跡の発掘

跡標準 層は)灰色を呈する河成の粘土.シルト.細硬質粗粒 7世紀初頭。 年代後半～ 調査報告書は複

層序 砂層で,層厚は10cm 以下である0 東南地区を模式地 0 7世紀後 650年代)0 数あるが,本稿で

とし,遺跡全域に断続的に分布する。分布の縁辺部 半0△7世紀 は遭 (2001)が整

では下位層上面の微小な凹部に残存する。飛鳥Ⅲに 末葉0

i

理した基本層序を

属する土器が包含されている p24 :長原7A層ないし

長原7層から出土した遺物は, 飛鳥 I の土器が最新

のものであるが▼本層上面の水田遺構を被覆する長
原6B ii層から飛鳥Ⅲの土器が出土しているので.下

限は7世紀後半まで下るものと思われる0また,本層

の上限はTK209型式の須恵器より▼6世紀末～7世紀
初頭と推定される。

用いた0

i

380 2731 …長原遺跡 長原遺 7B0
i

〔趨皆済「長原遺跡の地層」pp7-28〕p13 :(長原7B0層 ▼6世紀中ご TK10一〉 長原遺跡の発掘

跡標準 は)明黄褐色砂裸～暗オI)l ブ灰色粘土質シルトか ろ0△6世紀 TK209C530 調査報告書は複

層序 らなる河成層であり,層厚は最大250cm である。本層 末～7世紀初 ~ 610年 数あるが,本稿で

は遺跡東北地区を模式地とし,南.東方向から流下し 頚O 代)0

i

は趣 (2001)が整

て下位層上面の沖積低地を埋め尽くした地層であり▼ 理した基本層序を

模式地から北側に分布する0下位層に由来する多時

期の遺物を包含するが,T K10型式の須恵器が最新

のものである p25:長原7B0層は河川の氾濫堆積層

であり,下底付近に含まれる最新の土器であるTK10

型式の須恵器は,直下にある6世紀前半～中ごろの

7B i層の生活面から二次的に堆積したものと考えら
れる0

用いた0

381 2731 長原遺跡

li

長原遺 7B II 〔趨哲済「長原遺跡の地層」PP7」28〕p13 :(長原7B N ★5世紀後半 TK216C5世 長原遺跡の発掘

l跡標準 層は)河成の褐色極粗粒砂ないし粘土質シルト層で (TK216K O 紀後半)。 調査報告書は複

層序 あり,上方に細粒化する0遺跡東南地区を模式地と 5世紀後半 数あるが.本稿で

し▼層厚は20cm 以下で.遺跡の東側に拡がる0東北 (TK216)。△ は遭 (2001)が整

地区では本層に対比される河成層中にTK216型式の 5世紀末～6 理した基本層序を
須恵器が包含される ,p25 :長原7B ii層に対比される

東北地区の地層からはT K216型式の須恵器が出土し

ており,古墳時代中期の5世紀後半の年代が与えら
れる0

世紀中頃0

-

用いた。

E

358 2732 】茄子作遺跡

-

[第2調 4ー2

I

p27:4】2層は,灰黄色細砂～粗砂を主体とする洪水 一〇13世紀。 13世紀?

-

l

E査区2

】ー1区

基本層

序

砂層である02ー1区東半部に堆積が認められる。2-1

kE 票 謡 1詣 票 慧 琵 莞ヾ豊誤 -S o4t ffl 表漂お

】が出土した0

△14世紀0

37ー 2733

i

1
i

南郷日代今西

氏屋敷

-

～
F
i

今西氏

屋敷居

宅部分

(主屋

部分)

2 p10:(第2層は)中～粗粒砂からなる層厚2~ 10cm の

水成層で,主屋南壁面土層28がこれにあたる。整地

層としての可能性も残る。P11‥同居は複数回の洪水

により堆積した可能性があるものの,上下層の時期

関係から19世紀後半頃に堆積したものと考えられ,

1* 19啓高さ復
】半。

i

～

19世紀後

半。
一
一一
一

基本層 本報告では同層上面を第 Ⅱ- 3期として扱った。

i
E

序

372 2733 南郷日代今西 今西氏 Ⅲ p15:(第Ⅲ層は)青灰色細粒砂からなる水成層で,層L★17世紀中 16世紀中葉

氏屋敷 屋敷居 厚10~ 15cm をはかる。第Ⅳ層との層境は明瞭ではな 頃以前0 ▼ ～17世紀中

宅部周 い。今西氏屋敷西側一帯に分布し,周辺における基 16世紀前 葉。

辺基本 盤層となる。同層上面から,.内堀2など近世以降の遺 半0 ○17世

層序 構が検出された p16:第Ⅲ層から出土した遺物をみ

るとー17世紀前半代のものを下限とすることから.お

おむね17世紀中頃までに堆積した可能性が考えられ

る。p17:第IV,- 1層は16世紀前半代▼第n/,- 2層は

15世紀頃までに堆積した可能性が考えられる0

紀前半0

311 2734 西大井遺跡 基本層 1.2 p6:(第い2層は)灰色系の中～細砂層。明治時代の ★明治。 明治。 320と同- <D もの

序 洪水堆積層。第2層と同じ砂層は12.2m 付近にも堆積

している0

とみなした0

320 2734 西大井遺跡 基本層 I p7:(第 I 層は)粘質土のブロックを含む黄褐色の細 ★明治前 明治前期。

序 砂層で▼厚さ約50cm を測り▼第1遺構面で検出された

短冊形の土坑群の埋土と一体になる。明治時代前期

の洪水堆積物で,撹拝されている0

期0

321 2734 西大井遺跡 基本層 Ⅱ p7:(第Ⅱ層は)にぷい黄褐色細砂層でラミナが明 ★江戸末 江戸末期0

序 瞭0厚さ約10cm と薄いO短冊形土坑の及ばない部分

に残る。江戸時代末ごろの洪水堆積層である0

期。

322 2734 西大井遺跡 基本層 ⅦI P7:(第Ⅷ層は)オリーブ灰色粗砂～細砂層でラミナ ★平安中 11世紀後

序 が明瞭である。厚さ約10′~ 20cm o平安時代中期の洪

水堆積層である p9:(第Ⅶ層直上の第4b面の)時期

は平安時代(11世紀)であるO(中略)(第Ⅶ【層直下の

第5面では)平安時代中期 (11世紀後半)の水田を検

出した0

期0▼11世

紀後半0△

11世紀。

半。
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遺跡一覧表A-2

323 2734 西大井遺跡

I
】

9

I

p7:(第2遺構面直上砂層(第9層))は植物堆積層を ★11世紀 11世紀末 i
除去すると認められた砂層である0第1遺構面直上砂

層と異なり.地山が高くなるI 区西側より以西では確

認されなかった0層厚も第1遺構面直上砂層に比べ

薄くー西側は約0.2m ー東側で約0.4m である0 (中略)

(第2遺構面は)第2洪水砂層を除去すると現れる水

田面である。p14:(第2遺構面について)この遺構面

は▼後の洪水が大規模であったためか,凹凸が目立

つ状況であった0さらに,洪水により生じたと思われる
流路(自然流路)が I 区北東部分で畦畔6を寸断した

状況で検出された p18 :(前略)第2遺構面の上限は

10世紀ごろと考えることができる0 そうすると,瓦器を

含んだ自然流路が11世紀末ごろに形成され,第2遺

構面が廃絶したと考える0

末0 葉0

326 2735 野々井遺跡 58 Ⅲ p8:(第5日層は)水成層に覆われた2層の作土層から ★飛鳥Ⅱ0 飛鳥H (640 0S :溝e西

なる p8-11‥5B Ⅲ層は灰白色ないし黄白色の細～中 ▼TK23- 年代後半～ (1986),宮崎

粒砂の水成層である0ほとんど層をなさず▼下位の踏

み込み内に依存するのみである0なお,上面で検出し

た53一〇Sを埋める水成層は本層に属すると考えら

れ.飛鳥Ⅱの土器が出土しており,本層の時期を示

唆している。p11:(第5日Ⅳ層について)本層中からは

TK23型式またはTK47型式の須恵器などが出土し

た0

TK470 650年代)0 (2006)参照0

a～

i
]i

350 2736 花屋敷遺跡 第1調 15溝 p14:第2層および第3面直上の遺物は,その大半が ▼16世紀以 16世紀? ～
～
-

i

06-1

I-
i

査区;

15溝な
ど

i

E

I

I
I

埋土 中世の遺物で占められるが, (中略)(第3面の15溝

は)調査区の南端を東西に直線で延びる溝である0

(中略)当溝は洪水などの営力により,一気に埋没し

たと考えられる0 (中略)土師器皿▼瓦質土器など中

世の遺物が出土しているが, (中略)下位の層や以降

から出土する遺物と類似するものが多い。p17:(17溝

は)15溝ほどではないが17溝は砂粒の含む割合が高

く,水流の強い形で堆積が行われたものと思われる0

p59:(第1～3面の)溝や窪地から出土する遺物は下
位の層から発見されるものと同様のものが多い0これ

は遺構が砂で一挙に埋まった形跡が認められること

からー洪水などにより周辺の下位の層や面を破壊し.

古い遺物が混入したものと考えられる。よって当該期

と思われる遺物は少なく,遺構の時期を明確にするこ

とは難しいが, 16世紀以降に耕作関係に使用された

用水路として機能した溝群であろうと考えられる0

降0○中世0

341 …2737
]一
一

1
～

真倉治遺跡 い5落ち

i

〔パリノ.サーヴエイ(株)(辻康男.辻本裕也)「軟X線 ★鎌倉0 i鎌倉0

-
i
～

04-1 】込み 写真による堆積物の層相観察」pp48ー52〕pp51-52 :15

落ち込み内では,弥生時代後期から中世頃まで土壌

が発達するような好気的な地表面付近の環境が形成

されていたことが推定された0中世には,次第に落ち

込み内の水位が上昇するような堆積.土壌環境下に

おいて耕作土が形成される。層相や微化石分析結果

をふまえると-耕作土の地表面付近は.湿性ないし多

湿d)土壌環境下であったことが推測される。その後▼

落ち込み内の堆積環境が不安定なり.洪水堆積物が

連続的に累重するようになる0落ち込み内で耕作土

や洪水堆積物が累重する時期は,出土遺物の相対

年代から.鎌倉時代頃と推定されている。この時期,

遺跡周辺では.人間による植生干渉の影響が大きく

及んでいた可能性が花粉分析結果から示唆される。

3ー5 2738 東奈良遺跡 93-94 p9: la層上面には灰白色砂が調査区全体にわたつ ★ー3世紀後 13世紀後半

区 て覆っていた。この灰白色砂を堆積させた流路は南 葉～14世紀 ～14世紀前

北方向に延びるもので,調査区東半では検出面から

1.4m まで下がったⅡ層上面まで削り込まれていた。

p73:(前略)この付近は10世紀頃から13世紀後葉に
かけては耕作地でありー13世紀後葉～14世紀前葉に

洪水に見舞われたといえよう。

前葉0 半0

317 2739 平石遺跡

～

第43 p34:第43区は平石川が大きく北に張り出す蛇行部右 ★1982年8 1982年8月。～

i区.第

44- A

区

岸に設定した幅5.0m ▼長さ8.0m のトレンチである0標

し

月0

伺はT.P.164ー6m を測るO現耕土を取 )除く,0.1~ 1.0m

の石を多く含む砂質土が露呈する0この上にはブ

ルーシ- トの破片が含まれていたO地元の話では昭
和57年(1982)8月2日の台風10号による大雨のため

平石川が氾濫し, 同地点I 帯が冠水したため町当局

により応急の措置が取られたので, この付近の地味

は悪いとのことである0 (中略)(第44- A 区も同様0)
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遺跡一覧表A-2

370 2740 穂積遺跡第14 第14次Ⅲ p33:(第Ⅲ層は)中世後期㌢近世頃の耕作土層とた …至華窯 !戦国?

次.第15次 調査基 め池状遺構の埋土である。(中略)(第Ⅲ層は)黄灰

I

～

本層序 I色～暗灰色系のほぼ均質な粗粒砂層で構成された▼
洪水堆積層である0最新の遺物としては中世後期～
戦国頃のものを含む0(中略)層厚は約20~ 40cmを

測りー単層中に北から両方向へ斜行したラミナが複数
観察される p37:(第15次調査の)9~ 11層等は基本
層序第Ⅲ層に相当する洪水堆積層で.第15次調査
地点にまで分布が広がっていることが確認できた0

i

416 741 真上遺跡 基本層
序

Ⅴ

ー l

p23:V 層は灰色の砂混じり粘土一にぷい黄橿色の ★13世紀後 13世紀後半
砂,青灰色の砂で▼それぞれはラミナーを形成してい

る。河川氾濫によって堆積した層で奉る。(後略)O

p60:中世の耕作土が洪水層ーこ覆われていることを確
認した調査区は▼大蔵司遺跡の第4調査地区と真上
遺跡の第6-7 -10 -ll-12調査地区である。これは真如
寺川から東側約200mと西側約50m の範囲である0こ
のことから真如寺川は中世の洪水で左岸側へ大きく
氾濫したことがわかるとともに,同じ左岸側でも第3面
(古代の遺構面)がある第4.8調査地区は▼冠水して
いないことも理解できる PP60-61:(前略)おおよそ洪
水の発生時期を13世紀後半から14世紀前半での間
に絞り込むことができる0

半～14世紀
前半。▼13
世紀前半。

I

～14世紀前
半。

398

1

2742

1

水走遺跡第2 N0.ート 3 p6:No.1トレンチでは▼第3層がシルト質粘土と極細粒 ★近代以
降0

1

近代以降。
次.鬼虎川遺
跡第20次

レンチ
聖完悪 霊空詣 漂 豊 と漂 監 禁 豊 L

付近から検出している旧玉櫛川の氾濫による堆積と
考えられる0堆積時期については今回の調査では確
認できなかったが,上層は近代以降と考えられる0

I

I

399 2742

I

i

aI

1

水走遺跡第2
次.鬼虎川遺
跡第20次

1i

;1
i

1

No.5h

I

I

1

!li

1
i

i

1

】ンチの部分であったと考えられる。p143:(前略)No.5

トレンチの範囲内は洪水によって決壊した部分にあた
ると考えられ.決壊部分の補修に木杭▼葦束を使用し
たと推定できる0また,堤防内の出土遺物から12世紀
前半頃であると考えられるDこの時期は▼水走付近を
眉豊 品 霊票 警 である「水走氏」が開発を開

★12世紀前 t
半頃O t

1

l l

-

12世紀前
半0

i

i

】i

I

-

l-
401 2742 水走遺跡第9

次.鬼虎川遺
j跡第28次

IPピット5-5~ 7 p137 :第5g~ 8b層は近世前半の洪水等による自然堆
1積層である。

L* 近世前
1半。

…近世前半。 [

I -

402 2742 水走遺跡第9 Qピットi
I
oe"-* p143‥第5e~ 7b層は近世前半の洪水等により自然堆 ★近世前

半0
l近世前半0

1

401と同一のもの
次.鬼虎川遺
跡第28次

i 7b 積層であり,(後略)。

I

とみなした0

401と同一のもの403 2742 水走遺跡第9 Rピット6b~ 8 p148:第6b~ 8f,層は近世前半の洪水等による自然堆 ★近世前
・o

近世前半。
次.鬼虎川遺
跡第28次

積層であるが▼遺物は出土しなかった。 とみなした0

401と同一のもの404 2742 水走遺跡第9 Sピット5a～ Pー49:第5a~ 8d層は近世前半の洪水等に伴う自然堆 ★近世前
半0

近世前半0

次.鬼虎川遺
跡第28次

8d 積層で.(後略)。 とみなした0

405 2742 水走遺跡第9 Tピット6~ 8f p153:第6~ 8f層は近世前半の洪水等に伴う自然堆 ★近世前
半。

近世前半0 401と同- のもの
次.鬼虎川遺
跡第28次

積層である0 とみなした。

406 2742 水走遺跡第9 ∨ピット6~ 8e p159:第6~ 8e層は近世前半の洪水等に伴う堆積層 ★近世前
半0

E近世前半0 401と同一.のもの

次.鬼虎川遺
跡第28次

である0 とみなした。

407 2742 水走遺跡第9 Wピット5f~ h, p162:(前略)第5f~ h層は自然堆積の砂..シルト層で ★近世初頭 近世初め～ 401と同I のもの
次.鬼虎川遺
跡第28次

6～8 ある0このことは近世初更から前半▼洪水により砂な

どが堆積し(第8～6層および第5f~ h層),その後に開
発されたもので一第1～4層は周辺地域からもたらされ
た土である0

～前半0 前半0 とみなした0

408 2742 水走遺跡第4
次

整地 p37 :調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼12世紀末 完誓 1
2.3間 なわれ,とくにB地区周辺において集落形成が行われ

ていった時期である。東側- A地区- は先の事業(堰
および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した
ようであるが,B地区での集落形成には特に西側をほ
ぼ南北に流れていた旧吉田川(以下▼河川と記す)の
氾濫が大きく影響していたと考えられるeそれは主に
氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に
盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで
ある。(中略)(整地2の時期は12世紀末～13世紀初
更。)

～13世紀初
頭0△l3世
紀前半。
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409 2742 水走遺跡第4 整地 p37 :調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼13世紀前 13世紀中

,i

次 3-4- なわ九,とくにB地区周辺において集落形成が行われ 半0△13世 葉0

間 ていつた時期である。東側ーA地区ーは先の事業(堰

および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した

ようであるが.B 地区での集落形成には特に西側をほ

ぼ南北に流れていた旧吉日川(以下.河川と記す)の

氾濫が大きく影響していたと考えられる0それは主に

氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に

盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで

ある。(中略)(整地3の時期は13世紀前半。)

紀後半0

410 2742 水走遺跡第4 整地 p37 :調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼13世紀後 13世紀後

次 4-1. なわれ▼とくにB地区周辺において集落形成が行われ 半。△13世
…葉O4ー2間 ていつた時期である0東側- A地区- は先の事業(堰

および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した

ようであるが▼B地区での集落形成には特に西側をほ

ぼ南北に流れていた旧吉田川(以下,河川と記す)の

氾濫が大きく影響していたと考えられる。それは主に

氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に

盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで

ある p38 :(整地4- lの時期は13世紀後半。河川9.8

の氾濫をうけて行われた整地0河川7および6対応0)

紀末～14世

紀初譲0

411 2742 水走遺跡第4 整地 p37 :調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼13世紀末 14世紀前

次 4-2 -5

間

なわれ▼とくにB地区周辺において集落形成が行われ

ていった時期である。東側ーA 地区- は先の事業(堰

～14世紀初

更。△14世 0

および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した 紀前～中

i

i
i

F

F

-i
i

～
-

ようであるが,B地区での集落形成には特に西側をほ

ぼ南北に流れていた旧吉田川(以下,河川と記す)の

氾濫が大きく影響していたと考えられる。それは主に

半。

氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に

盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで

ある。p38 :(整地4】2の時期は13世紀末～14世紀初

頭0河川7-6の氾濫をうけて行われた整地O河川5対
応。)

412 274 2 水走遺跡第4 整地 P37 ‥調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼14世紀前 14世紀中葉

次

I
一

～

i
i

5 .6 なわ九.とくにB地区周辺において集落形成が行われ ～中半。△ ～後葉0 I

i
E

間0

L

ていつた時期である。東側- A 地区- は先の事業(堰

および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した

14世紀後半

～15世紀O

～

iI

i
はうであるが,B地区での集落形成には特に西側をほ [ [

E lEぽ南北に流れていた旧吉EEl川(以下,河Jilt記す)の -

～
a
】i氾濫が大きく影響していたと考えられる。それは主に

氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に I1
盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで

ある。P38‥(整地5の時期は14世紀前～中半0河川5

の氾濫をうけて行われた整地0河川4対応0.)

413 2742 】水走遺跡第4 整地 p37 :調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼14世紀後 15世紀～16

!次

i
～

6.7 なわれ. とくにB地区周辺において集落形成が行われ 半～15世 世紀前葉?

間0 ていつた時期である0東側ーA 地区ーは先の事業(堰

および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した

ようであるが▼B 地区での集落形成には特に西側をほ

ぼ南北に流れていた旧吉日川(以下,河川と記す)の

氾濫が大きく影響していたと考えられる。それは主に

氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に

盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで

ある。p38 :(整地6の時期は14世紀後半～15世紀。河

川4の氾濫をうけて行われた整地。河川3対応0)

紀e△16世

SJ o

414 2742 水走遺跡第4 整地 p37 :調査地全域にわたっておおがかりな整地がおこ ▼16世紀0 16世紀後

次 7.8 なわれ, とくにB地区周辺において集落形成が行われ △17世紀前 葉?

間。 ていつた時期である。東側l A地区一は先の事業(堰

および堤防と盛土.整地)によってある程度安定した

ようであるが,B 地区での集落形成には特に西側をほ
ぼ南北に流れていた旧吉ffl JIK 以下.河川と記す)の

氾濫が大きく影響していたと考えられる。それは主に

氾濫= 河川に砂などの急激な堆積= が起こった後に

盛土.整地をおこなっていたことが確認されたからで

ある p38 :(整地7の時期は16世紀。河川3の氾濫をう

けて行われた整地など。河川2対応0整地8の時期は

17世紀前半O)

半。

415 2742 水走遺跡第11

次

p18 :調査地南部では14世紀以前の耕作地が,粗粒

の氾濫堆積物に覆われたのち,同堆積物を材料とし

★13世紀.未

～14世紀前

13世紀末葉

～14世紀前
た盛土の上に建物群が作られたと考えられる0 (中

略)この氾濫堆積物の層厚は最大約1m と推定され

る0′(中略)13世紀末～14世紀前半までのある時期に

速やかに堆積したと考えられる。

半0▼14世

紀以前。

半0
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355 2743

】

湊遺跡 基本層

序
2 pp104-105 :第2層が耕土として成立した最初の段階

では,3tr.の北西側から調査区外にかけてはー南東よ
り一段下がつた耕地区画が存在していた0元々は324

流路と326流路の合流点の低地に由来する.より低い

区画であった0その区画で第2層古が耕土であった時

期である0ある時期T洪水が起こりI近辺で砂粒を中

心とした洪水堆積物で覆われる事態になったと者えら

れる0近世前半期頃の事か。その洪水被害を復旧

し.洪水堆積物を処理するのに使われたのがこの区

画である。p105:近世に入って.第2層以降の耕土が

第3層に比べて砂質化しているのは,これほどにない

にしろ洪水によりしばしば砂などの堆積物が供給され

ていたからだと考えられる0近世には上流に溜池を
持っていたであろう湊川水系の洪水は考えにくく▼上

部の開発が進み.川筋が固定された佐野川の洪水

が考えられる0低位段丘上でもわずかに確認された

洪水砂らしき砂層がそれを示唆する p106:(第2層

は)3tr.では新古に分かれて構造も複雑だが▼多くの

部分では第1層の下で鉄分に染まっているのが目立

つ層である0

★近世前

半0

E

近世前半。

356 2743 湊遺跡 基本層 4 pp106-107:(第4層は)主に第5面で形成された後背 ★弥生後期 弥生後期後 ①和泉の弥生土

序 湿地を埋積していく層で,第1～3黒色層とした三つの 後半(和泉Ⅴ 辛(和泉Ⅴー 器は森岡秀人

暗色帯とその間にはさまるシルト～細砂を中心とした ー3-4)- 庄 3-4- 庄内初 (1990)「各地域の

層からなる0 (中略)黒色層間の層は細砂～シルトを 内初頭0 め)0

i
]
1

-

併行関係.解説」

中心として粘土～中砂までを主体とした, ほとんど有 『弥生土器の様式

機分を含まない層で,堆積後酸化状態にあるものは と編年- 近畿編 Ⅱ
黄褐色系に,地下水により還元状態にあるもd)は青 - 』木耳社▼

灰色系になる。部分的にラミナが見られ,溢流的な洪 pp.42ト436の様式

水により後背湿地に流れ込んだ堆積層と考えられ 編年対照表を参

る。第4面に接した部分以外は土壌化の痕跡はほと 考にした0②庄内

んどない。単層で最大厚のものは約40cm ほどのもの 初めは庄内1期と

i

i

i

E

もある p191:(今回の調査で最も古い時期の包含層

は)弥生時代中期後葉の330流路である。(中略)そ

…の時期は開析谷内には安定した平坦面は存在せず▼
;(中略)堆積が進行する中,二つの流路は調査地点

では合流して147流路になったものと思われる。それ
が調査区北東側の第4層の堆積を進行させたのであ

ろうeそれがト2trt第4層土器群い2の示す,弥生時代

後期後半▼和泉Ⅴー3.4から庄内式併行期初頭頃と

した。

】

-

～ 考えられる p192:庄内式併行期以降.布留式期の

古墳時代前期から後期まで,遺跡内で遺物が極端に

少ない時期がある0再び遺物が増加し,遺構も見られ

るようになるのは飛鳥時代である0その間に,古墳時

-

]

1
代後期に326流路は後背湿地化し,その流れは再び

324流路とー調査区より上流側で合流する形になった

と思われる。そして,南西側の後背湿地の堆積もほ
ぼ完了するO

-

366 …2744

i

-

+≡ 基本層 5 p24 :三宅西5層(第5層)は▼灰黄色ないし灰色シルト ★中世。▼ 12世紀～13

序 質砂～砂からなる氾濫原堆積層である。上位層の耕

作による摸拝を受けており▼部分的にしか残されてい

ない0層厚は20cm 以下である0本層及び上位の三宅

西4層からは12- 13世紀ごろの瓦器が出土しているD

p27:(三宅西4層(第4層)の年代は中世0三宅西5層
(第5層)の年代は中世0三宅西6層(第6層)の年代は

飛鳥時代～平安時代。)

飛鳥～平

安。○12～

13世紀0△

12- 13世
紀0

世紀。

388 2745 森小路遺跡 94-13 2 p187:(第2層は)暗灰黄色細蝶混じり細粒砂を主体と★1934年。 1934年0

…94-13次 次調査

区

する水成層で▼層厚は20cm 前後ある。明治時代以降

の陶磁器や瓦片をはじめ▼大正～昭和初期のガラス
瓶などを含むことから, 当地域が浸水したとされる昭

和9(1934)年の室戸台風時の洪水による堆積物と考

えられる0

368 2746 山賀遺跡08l 08-1- 4 p9:(第4層は)調査区のほぼ全域に認められる氾濫 ★弥生後期 弥生後期末

1.2区 1.2区

基本層

序

堆積物であり.層厚は0.6m から1.0m を測る。土質は

灰黄褐色から暗オリーブ灰色を呈する細砂から細蝶

を主とする。ラミナが顕著であることから流水性の強

い堆積と判断するが.原因になったと考えられる流路

等は本調査区や周辺では確認できない。また▼同層

の除去面に侵食の痕跡があまり認められないことか

ら,当地は本流から離れた溢流堆積部分と考える0

同層より出土した遺物から,弥生時代後期未頃に発

生した氾濫(洪水)によるものと推測する0

末0 葉e

336 2747 大和川今池遺 その3 0 p14:(第0層は)現代の表土.盛土.撹乱..および現代 ★現代0 現代。

跡 調査区

基本層

序

の大和川の洪水砂層である0
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337 2747 大和川今池遺
跡

その3 3 p14 :(第3層は)暗灰黄色砂混じりシルトが主を成す。▼12世紀～ 15世紀?
調査区 鉄分沈着による褐色化したシルトと粘質シルトが互層 15世紀0△
基本層
序

を成す。20~ 30cmの厚さを測る。(中略)この層を掘
削した面が第3面で,南北方向の溝や建物ピットなど
を検出した p21:第3層は調査区の西側で厚く堆挿し

ている。複数回の洪水堆積層で細分することが可能
である。p22:(第3層.第3面の)出土遺物は12世紀～
15世紀代の様相を示している0

15世紀～17
世紀0

367 2747 大和川今池遺 基本層
序

3 p14 :(第3層について)5Y5/1灰色,シルト～細砂.M n ★飛鳥I期 7世紀第1四 耕作土の可能性
跡07-1区 1 粒.管状Feわずかにあり0(中略)調査区内の基本層

序では主体的粒子が最も粗い層である。層厚平均

10cm程度0(中略)この層は耕土とは考えにくい0水
成堆積であるならばl緩やかな洪水で.混濁した泥土
状の土砂が供給され.そのまま堆積したものと考えら
れる0しかし,水成堆積層と考えると凹凸のある第4
面上で広い範囲に均等に堆積し.水成堆積層である
のが確実な第4層との間に堆積当時の古土壌が残存
していない事が不自然である。(中略)第3層が堆積,
もしくは耕作が停止した時期は飛鳥I期後半,7世紀
前葉頃と考えられ.「難波大道」の作られたのはそれ
以降という事になる p88 :第3層は水成堆積層か旧耕
土か結論の出ない層であるが▼大道盛土残存部の下
から検出された207畦畔を畦畔と認めうるならば▼「難
波大道」以前は,第3層を耕土として,正方位を指向し
ない耕地区画が存在した可能性がある。

前半(7世紀
前葉ごろ)0

半期。

-

もある0

448 2801

i

らI

i
E
E

角島石田遺跡

!
1

)
1

p12:(平成14年度調査で流路は)調査区南半部で検 ○弥生時代 古墳前期初

～

1

出した0南側の平成13年度調査区へ続くものでー南
北方向にのぴる0中央付近で北東側へ蛇行し調査区
外へ続いている0埋土は粗砂が堆積しー最終埋土は
ラミナ状の堆積をみせる0以上から常時流水があり最
終的に洪水により埋没したものと推定する、埋土上層
の粗砂内からは弥生時代末から古墳時代初頭の土
器片を多く包含していた0これらの土器はローリング
の度合いが少なく▼比較的近い場所から流れてきた
ものと思われる。p44:今回の調査では溝だけを確認
hJ,多量の弥生時代未から古墳時代初譲の土器が出

土しているが,残存状態に大きな差があった。摩滅し
ていることから,やや離れた地点から流されてきた
か▼非常に大きな洪水につて堆積したかと思われた0
それに対して古墳時代初頭の】群にはほとんど流さ
れてきたような摩滅痕はなく,非常に近いところに本
他の集落があつたと想定される0

末～古墳時
代初頭0

I

--

め?

I
II]

1

422 2802

】

伊丹郷町 22 p12 :23層上面(第5遺構面)が生活面とし子利用され
た後.洪水等の要因によりー北から南に傾斜をもつ22
層(シルト質極細砂)が堆積する。22層上面は.生活
面として使用され,(後略)oP22:土砂の堆積は17世
紀前半 p21:第5l遺構検出面の機能停止後その上へ
の土砂の堆積は,遅くとも17世紀前半代には完了し
ていたと考えられる。P22‥(22層直下の第5遺構面
は)基本的には,第4遺構検出面を形成する土砂の堆
積によって▼その機能を停止する遺構検出面である0
本遺構検出面を覆うように堆積する土砂の堆積時期
は.前述のとおり,17世紀前半代と考えられるので,
本遺構面の存続期間は.ー7世紀前半以前に比定で
きる。

・17世紀前 匿 紀前 i

441 2803 - 品野田遺跡 洪水 p497:調査区の層序は上層から,表土,床土.洪水 ▼11世紀～ 12世紀～13
砂磯 砂裸層I,その下から第1面を構成する暗灰黄色磯 12世紀(第2 世紀?

層Ⅱ

i

】
i

】

混じり細砂が出現する0第2面は第1両との間に洪水
砂確層Ⅱを挟む0第2面より下層からは磯層が出現
する0(中略)第1両は13世紀代と考えられる時期の
遺構面であるOp506:(第2面について)検出した水田
遺構の時期は▼第2面よりも下層の旧河道を埋める洪
水砂の中から奈良時代の須恵器が出土している他一
第2面の水田耕土からは10世紀代と考えられる土師
器皿片が出土していること,第1面の時期が13世紀と
考えられることから11世紀～12世紀にかけてと考えら
れる p511:(遺跡の)段丘化の時期は11- 12世紀以
降と考えられ.13世紀に至って調査地点は安定し,隻
】落として利用されるようになったものと考えられる。

面)。△13世
紀(第1面)0
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901 2804 今池尻遺跡第 第2遺 p72 :第2遺構面を覆う明灰白色極細砂層と乳白色極 ★古墳後 古墳後期 参考 :p74(fig.85)

2次 構面の 細砂層を取り除くと第2遺構面の北半部のみせ畦畔 期0▼6世紀 (TK43:580 「古墳時代後期～

水田跡 が数条確認されたe (後略)p73:水田耕土と考えられ

る淡灰色シルト層と,その上を覆う洪水砂である乳白

色～灰白色細砂層から出土した遺物と▼水田下層で

検出されたSX201から出土した遺物から.これらの水

田の時期は6世紀後半と考えられる p74:226は

SX201出土の須恵器坪蓋であるe外面約1/2に回転

へラ削りを施し, ロ縁部内に洗練を有す。陶邑編年の

TK10型式にあたり,6世紀中ごろのものである 227-

228 -229は水田201-204の耕土層である淡灰色シル

ト層出土の須恵器である TK10型式からTK43型式の

もので6世紀後半のものと考えられる。〔山本雅和「ま

とめ」pp25卜263〕p253 :(遺跡は)再び,古墳時代後

期には大洪水に見舞われる0この氾濫は想像以上の

親模で,その傷跡として今池尻遺跡第3次調査の

SR101や今池尻遺跡第2次調査のSR202あるいは新
方遺跡第44次調査のSR202などの遺構が挙げられ

る0いずれも6世紀初めには流下し始め▼遅くとも6世

紀後半には埋没が始まり,7世紀前半までには完全

に埋没してしまった流路である0 この洪水で哩没した

のが今池尻遺跡第2次調査地点の水田牡で,洪水が

終息してしまった時期に営まれたのが今池尻遺跡第

3次調査の竪穴住居群である。

後半(TK10

- T K43 c

年代以降)。

;
～

飛鳥時代の遺物」

442 2805

i

i

i

～
i

加都遺跡 新水北 @ p42:(薪水北地区について)調査区の東半部を占め ★江戸後 江戸後期。

,
F

i

E

EI

地区基 る微高地は,扇状地の旧中洲上にあたる部分であ 期0▼江戸。

本層序 る0(中略)西半部は円山川本流もしくはそれと同程

度の規模の分流が埋没し,低湿地化した旧河道跡部

分にあたる。(中略)西半部では江戸時代後期以前の

堆積が良好に残っている。局地的に残存するものも

含めた概略は以下の通りである。(彰近現代の水口土

壌。②江戸時代後期の洪水砂0③江戸時代水田土

壌0④江戸時代初期の洪水砂0⑤中世後期～中世

末期(16世紀末)前後の水田土壌0⑥中世前期の洪

水砂0(参中世前期の水EEl土壌0⑧6世紀前半～9世

紀の水田土壌。⑨5世紀後半の水田土壌及びその母

層である洪水砂0⑩5世紀前半を中心とする水田土

壌 p43:⑪4世紀代に対応する土壌0⑫弥生時代前

期～後期に対応する土壌0⑬弥生時代以前の堆積と

考えられ,旧河道を埋めるシルト p49:⑭旧河道の基

餐.東半の微高地を形成する磯層0

△近代～現

代0

443 2805
-
E

加都遺跡 新水北

地区基

本層序

④

i

同上0 . ★江戸初

期0▼中世

後期～末期

(16世紀

末)0△江

戸。

匿 戸初め0

444 2805 加都遺跡 新水北

地区基

本層序

⑨ 同上。 ▼5世紀前

半0△5世紀

後半0

5世紀中葉?

465 2806 上沢遺跡第 西半部 p82 :遺跡の西半部では.平安時代前期と後期の間 ★10世紀? 10世紀O

38-46-50次 に▼砂傑層が堆積しているところが確認され,規模は

不明ながら,洪水によるダメージを受けている(おそら

く10世紀頃)0この洪水が,集落に与えた影響は不明

であるが▼平安時代後期以降,前代の中心的な拠点

としての様相は影を失い,漸次, 中世的な散村の景

観というべきものに変化L P広範囲に遺跡.遺構が分

布するようになっていく0これはP当該時印の八部郡

における他の遺跡の状況と同様である。

▼平安前

期0△平安

後軍。

421 2807 上ノ島遺跡 南区 3 p10:(第2層は)黒灰色細砂,旧耕作土。(第3層は) ★1712年? 1712年e 中央気象台.海洋

黄色細砂(厚さ平均10cm )洪水砂。(第4層は)灰色シ 気象台(1939:

ルト質粗砂▼近世水田 p54:(近世について)この時 121)には8月3 日

期にも武庫川が氾濫をくりかえし,水田洪水に襲われ 付けで「京都並備

たとみえ,遺構は洪水砂に覆われていた0洪水砂中 前▼摂津諸国 大

から出土した陶磁器の年代を推定すれば▼18世紀は 風雨,洪水」とあ

じめと考えられ,文献資料にいう正徳2年(ー712)の大 リ,これに対応し

水害にあたるのではないかと推測している0 た洪水痕跡とみら

九るe (参考:森岡

秀人『古代学研

究』94,1980年)

468 2808 郡家遺跡第70 床土 p116:床土層下に洪水砂層。奈良～中世の遺構が切 ★古墳中 古墳中期0 472~ 474と同一

次 層下 り込む p118 :古墳中期に水田を埋没させる0 期。 のものとみなし

た0

97



遺跡一覧表A-2

47ー 2808 郡家遺跡第83 - p18:(第2遺構面の)水田蛙は南流する水路の西側 ★6世紀未。 6世紀末葉0

-
i

次

Ei

Ei

に位置し,約700m 2ほどの範囲を確認した0 (中略)水

田層全体が水路最上層と同じ洪水砂層で覆われてお
り▼洪水災害によって水田が埋没L t集落が放棄され
たと考えられるが▼洪水砂層から出土する土器の時
期から,水田が放棄されるきっかけとなった洪水が起

こったのは6世紀末段階と考えられる。〔石島三和「集
落の変遷ー水田ー植生.自然災害ー」pp138-140〕

p140‥本調査区ではT K47型式を超える時期を示す建
物牡は確認されておらず▼放棄された建物の上には
良好な包含層が堆積していく。包含層上にMT85型式
併行期頃と思われる古墳状の方形区画が残されてお
りr?9次調査でも6世紀後半の住居地などが確認され
てし、ることから.この時期まで集落は中期より規模を
縮小しつつ存続していたと考えられる。しかし6世紀
末▼郡家のみならず隣の住吉宮町遺跡一帯でも痕跡
が認められるほどの規模で大洪水がおこリ,水田は
完全に埋没した。それまでの度重なる災害になんと
か持ちこたえた集落も.この大洪水で壊滅的な被害
を受けたのではないかと考えられる0

▼6世紀後半
(MT85期を
含む)0

472 2808

～
】
i

I

郡家遺跡第83 〔石島三和r集落の変遷l 水ffl .植生,自然災害l 」★古墳中期 古墳中期(5 洪水が3回あった
次

i

pp138ー140〕p138‥(古墳時代中期について)この時代 (5世紀後半 世紀後半～6 として集計 p14も
2～3回以上の洪水災害に見舞われ,洪水の度に水 ～6世紀初め 世紀初め(3 参照。
路の水深が浅くなり続ける0南端まで拡大していた居
住域は50年程度で別の場所に移動したと見られ,放
棄された南端部の住居の上にはやがて遺物包含層
が堆積しはじめるが,南での水田経営は継続してい
た可能性が高い0地震痕跡が多数残されていること
から▼この時期大型地震にみまわれたとみられ,ある
いは居住区の移動および集落縮小の原因とも考えら
れる0 (古墳時代後期について)集落はじまって以来
最大の洪水災害にみまわれ.水田埋没。生産基盤を
失いI 旦集落としての機能は大幅に縮小したか,停
止した可能性が高い。p139:(前略)古墳時代中期の
集落を頻繁におそった災害は,単なる自然災害では
なく.あるいは大規模な伐採によるものとも考えられ
る p140 :本調査区で確認した建物牡はどれも洪水
砂ではなく.包含層により埋没していることから見て,:l
洪水→洪水(→洪水)→地震.洪水→大洪水といった
災害プロセス(5世紀後半～6世紀初更の50年程度に

.繰り返されたものである)のうち,地震が起こったあた
りで御影中町付近まで拡大していた居住区は放棄さ
れ▼これを契機に集落の小規模化が始まったのでは
ないかと考えられる0ただし水田を覆う洪水砂層から
出土する土器から見て.水田そのものが埋没して放
棄されるのは6世紀後半と考えられる0 (中略)包含層
上にM T85型式併行期頃と思われる古墳状の方形区
画が残されており.29次調査でも6世紀後半の住居地
などが確認されていることから.この時期まで集落は
中期より規模を縮小し? つ存続していたと考えられ
る0

(3回以
上))。△6世
紀後半
(M T85)O

】
】
i

回))。

i

i
Ii

E

473 2808 郡家遺跡第83
次

-
i

5
-i

i
】

同上0 . ★古墳中期
(5世紀後半

～6世紀初め
(3回以
上))0△6世
紀後半

】諾 芸翠L56

世紀初め(3
回))。

洪水が3回あつた
として集計 p14も
参照。

474 2808 郡家遺跡第83
次

, 同上0 ★古墳中期
(5世紀後半

～6世紀初め
(3回以
上))0△6世
紀後半

古墳中期(5
世紀後半～6
世紀初め(3
回))。

洪水が3回あつた
として集計 p14号l

=..

453 2809 坂元遺跡 〔青木哲哉「坂元遺跡における地形環境」p99~ 114〕

1ー4 :現氾濫原は,白ケ池川流域で扇状地,別府川沿
いで旧河道が埋没する過程で生産域に利用された0
これらの埋没がなされていた8世紀の現氾濫原はP洪
水が多発する低湿な環境であった。そのため▼洪水

に伴うシルトを土壌に水田稲作が営まれた。(中略)
その後も洪水は繰り返され▼白ケ池川流域では中世
後期までと江戸時代にも砂やシルト質砂が堆積した0

★8世紀0 8世紀0
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遺跡一覧表A-2

454 2809 坂元遺跡 i

ら

i〔西口圭介「条里型地割の復元と集落の考察」

PP146- 152〕p146 :坂元遺跡における正方位の方格地
割を条里型地割プランA▼北東に軸をもつ方格地割を

条里型地割プランB としておく p147 :(条里型地割プ

ランBについて)(前略)坂元遺跡では32区 蝣33区.40

区において検出された畦畔の側溝は,何れも9世紀

代と考えられる黄白色洪水砂磯によって埋没あるい

は被覆されている0 (中略)条里型地割プランBの方

格は,少なくとも坂元遺跡においては8世紀後半には

成立し▼一部が9世紀入って埋没したことが明らかで

ある0

:fi 琵F ～t9世紀0 i

;

447 28 0 柴遺跡 基本層 Ⅲ

)

p13 :埋没した谷の凹部には黒褐色の湿地性堆積物 ★8世紀～9 8世紀～9世 …

序

I
! 】

が堆積しており(Ⅲ層),上半部がA地区では生活面, 世紀0▼8世 紀0 1
B地区では洪水砂が入り,水田土壌として人為的に

撹乱されている。(中略)柴遺跡が存続している8世紀 】

から日世紀の間の内,9世紀代までの遺構 .遺物はこ

のⅢ層,主に甲l 1層中より検出されておりl (後

略)0

紀～P9世紀。E

】

457 28 1 白水遺跡第3 第2遺 p54 :第2遺構面では▼水田17面と溝1条が検出され ▼6世紀末。 T K209 (600

次 構面 た。(中略)水田耕土層を覆う洪水砂層からは, O TK 209。 -610年
l

の上 TK20 9型式の須恵器坪が出土しており.水田の時期

は古墳時代後期後半の6世紀末頃と考えられる0

代)0

-

426 28 12 砂入遺跡 Ⅲ区 下層2 p20 :砂入Ⅱ区では洪水堆積物によって大きく分けら ★飛鳥Ⅳ 飛鳥IV (680

期 れた上下2面の遺構面を検出した。〔渡辺昇「第5章=ま期。 年代 -700年
i とめ/ 第1節:遺構について/ 砂入 Ⅱ区の遺構につ 代前半)。

- いて」pp61-63〕p61 :(砂入Ⅱ区の遺構は)大きく上層 )

～

II

ら
～

1

～
I

I

l
-

i

i

一
一
一

I

i

I
E～
i
】
～

i
i
i

i
i

-

i

i

i
i
1

と下層の2時期に分けられる0その中でさらに小分類
a

i

i

I

-

lli

一
一

一
ll
一
一

i

i

1

-

-

i

】
1
1
i

することができる p62 :下層2期は砂入 Ⅱ区で最も祭

把が行われた盛期を示している0今まで溝を対象とし

て祭把遺物を流していたのに加えて道が利用される

ようになったのが,最も大きな祭把の変化である。祭

祀のお壊れた場所も当然拡大したことになる SD 18

以外に北側のSD17やSD18の両岸が拡大された場所

である。洪水砂の問層があることから,数度となく祭

農 芸霊F=芸票言霊 h (宗芸濃 票怨 霊 雷

!る p63:(前略)下層1期はSD 18最下層やSD19の底

～面出土遺物から7世紀前半でも古い時期(初頭)にな

1るものと思われる0下層2期は▼砂入地区で最も祭杷

行為が盛んだった時期で,飛鳥Ⅳ期を前後する時期
と考えられる0そして全く遺構のない上層1期を経て様

相が一変する人形などの祭把遺物も大型化し墨書の

ものが一括出土するようになる。上層の遺構からは
】
i

平城宮期の土器が見られ,袴狭遺跡の延暦16(797) 】

年の紀年銘の木簡が出土しており.8世紀末前後に

相当することが想定される。その上層には厚く洪水堆

積物が存在し遺構が認められないことからも, 10世紀

初譲の禁制木簡の時期まではくだらないことが確実

である。すなわち砂入Ⅱ区の遺構は7世紀初頭から9

世紀初頭の約2世紀に渡って営まれた祭杷遺跡と考

えられる0

427 28 2 砂入遺跡 Ⅱ区 上層1

期

同上0 ★8世紀未。 8世紀末葉。

417 2813 住吉宮町遺跡 平成元 Ⅲ p17:H 層はー旧地表及び塵芥を含む近現代～戦前 ▼近代0△ 近代0

年度調 期を中心とした堆積である0Ⅲ層は土石流の堆積で 昭和戦前

査 ある0標高24.00m を中心に I～Ⅳ区にかけて出現す

る0Ⅳ層は近代の水田土壌である0

期0

418 2813 住吉宮町遺跡 平成元

年度調

Ⅵ p17:V 層は,標高22.50m にある18世紀以降の畑であ

る0 (中略)Ⅵ層はⅢ区を分断している土石流である。

▼近世。△

18世紀以

17世紀～18

世紀?

査 p18:VH層は近世の水田土壌である0 降。

419 28 13 住吉宮町遺跡 平成元 Ⅹ Ⅱ p18:X I層はⅡ～Ⅳ区の標高22.0m を中心に出現す ★6世紀末0 E6世紀末葉0

年度調

査

る奈良～鎌倉時代にいたる水田土壌層である。p19:

ⅩⅡ層は6世紀末の洪水砂である0古墳を被覆する

洪水砂として周辺地で広範囲に確認されているが,

本調査区では, Ⅱ区の3.4号填.土坑3を埋没させる

層として遺構内でのみ検出されている。

△奈良0

435 28 13 住吉宮町遺跡 基本層 10 p16 :(基本層序の形成は全12段階に分かれる0) ▼弥生中期 弥生後期末

第33次

～

序

】

p17:(第6段階について)洪水起源の堆積物(第10 ～終末期O 葉～古墳前

層)が堆積する。第4段階で形成された中央部の微高

地の東側でのみ確認され,この堆積により微高地は

東側へ拡大する。(第7段階について)土壌層(第7～9

層)が形成される0古墳時代前期の遺物を包含するO

(後略)

協 誓 前 期前半?

i
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436 2813 住吉宮町遺跡 基本層 6 p16:(基本層序の形成は全12段階に分かれる0) E▼古墳前 古墳中期 ?

第33次 序 p17:(第8段階について)洪水起源の堆積物(第6層)

が堆積し▼微高地はさらに東側へ拡大する0 (第9段

階について)土壌層(第5層)が形成される0

ffl o E

l
455 2813

-
i

住吉宮町遺跡

第17次

i I C P17-19:第 IC層の灰青色砂層は遺物を含まず▼(中

略)昭和13年の阪神大水害時に堆積した砂の層と考

えられる。

★1938年。 1938年。 1

456 】2813 住吉宮町遺跡 Ⅳの P52‥(古墳時代後期(第5遺構面について)第4遺構面 ▼TK208' 6世紀 (MT 15

1
I

第17次 下 の基盤となっていた第Ⅳ層の下には▼純粋な黄色砂

層が厚く堆積している。この砂層は洪水によって運ば

れてきたものであり▼土層断面からは墳丘の断面形

に沿って堆積していることがわかる。これにより.古墳

の周溝だけでなく,古墳自体も埋没していたことがわ
かる p62 ‥本古墳群の存続時期は,T K208~ MT 15期

と考えられる。これは,第5遺構面より上位で出土する
遺物も最も古いものが,M T85期であることからもいえ

ることである0

M T150△

M T85O

l

~ MT85K

i

460 28 3 住吉宮町遺跡 古墳群 P19 ‥(2号墳の周溝について)上層では洪水による淡 ★6世紀初 6世紀初め0

第24次 黄色細砂が堆積している0この洪水砂は1号墳と4号

墳の周溝でも見られるeこのことからI古墳が造られ

た後.ある程度の時間は古墳の形が顕れていたが.

暫くして洪水で一気に埋まったものと考えられる0

p38 ‥(古墳群の古墳は)4基同時に洪水によって埋
霊詑 空孟宗 票 笠雷雲漂 品

】で,6世紀の初頚前後と考えられる0

頚。

461 2813 住吉宮町遺跡 (1号 p133:住吉宮町遺跡でこれまでに見つかっている古 ★TK47- T K47- M T15

第32次 墳周 墳の多くは.周溝内を洪水砂で覆われており,このこ M T15型式併 (480年代～

請) とから.洪水により埋没した古墳群であると考えられ

てきた0 (中略)(調査区の古墳群のf)造営期間は,

T K208型式からTK10型式併行期の間.芋わたり▼その

間には幾度か河川の氾濫による洪水に遭い,なかで

もTK47型式以降M T15型式併行期の間に起こった大
1芸書芸謡 雷 雲豊 ごずかに墳丘の高まりを

行期0 530年代前

半)0

466 2813 住吉宮町遺跡 1号墳 pp24-26:1号墳周溝を埋める洪水砂06世紀初頭の ★6世紀初 6世紀初め。 460と同- のもの

第35次 周溝 洪水痕跡と考えられているが.今回の洪水砂が第24

一次調査のものと同一かどうかは不明O

頭0 とみなした0

467 2814 大開遺跡第10

次

西壁 3C

(p48:

fig.37)

p48(fig.37):1938年阪神大水害の際の洪水砂0 ★1938年0 1938年0

434 28 5 高松町遺跡 基本層 Ⅳ p13:0V 層は)厚い洪水砂層0 (中略)Ⅳ層は,調査 ▼弥生0 ○ 弥生南 京d

i

～
I
i

i

…序
i

i

区のほぼ全域にわたり,厚さ20~ 100cm で堆積して i弥生後期～ 葉。

いる。砂質層が 弥生時代の水日面である粘土層を 終末期0

直接覆い,かつ堆積が厚い点から.弥生時代の水田

耕作がまだ営まれていたときに大きな洪水が当地で

起き,砂の堆積が形成されたと考えられる。弥生時代

の水田土壌がⅤ層以外に上方で見られないことか

ら▼洪水砂の堆積数十cm を再開発せず,そのまま当

地の水田は放棄されたものと考えられる。p18 :IV -V

層から▼弥生時代後期～終末期頃のものと思われる

土器の細片が少数出土したことが,水田の時期の特

定の根拠であるが. (後略)e

423 2816 玉津田中遺跡

辻ケ内地区

pll:辻ケ内地区では土層堆積を▼おおよそ10の段階

に分類した0 (第 I段階は)近現代の盛土.耕土.漢

水砂である。洪水砂は地区を広く覆っており.坪境の

水路を一気に埋積している。特に地区の西北部の堆

積が厚く.本来旧河道のために低かったはずの水田

面が▼現状では一段高くなっているe地元の方の話で

は▼この洪水砂は昭和13年の阪神大水害によるもの

で,それ以来水路は埋もれたままとのことである0

★1938年0 1938年0

496 2817 月若遺跡第89

地点

】

P9=調査区中央から東にかけては,厚い盛土層下に

旧河道理没後の近世以降の耕作土壌と阪神大水害

のものと思われる洪水砂で覆われている0

★1938年。 1938年。

477 2818 !津知遺跡第17 基本層 5 p19:当地点で観察された土層は▼大きくみて,上層か ★13世紀0 13世紀0

地点 序 ら現表土.撹乱土層(第1層), (中略),近世水田耕作

土層(第4層). 中世洪水砂層(第5層),古代遺物包

含層(第6層)I (中略),無遺物層(第19-20層)に分け

ることができる p19 :(第5層に)包含される遺物の時

期は11- 13世紀までの幅をもつ0〔佐藤隆春「津知遺

跡第17地点の地質」pp53-54〕p54 :(前略)13世紀に

洪水によって細粒～中粒砂が流入し.第5層が堆積

する。(後略)

▼古代。0

11世紀～13

世紀e
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遺跡-覧表A12

478 2818 津知遺跡第17 基本層 8 p19:当地点で観察された土層は.大きくみてー上層か ▼8世紀～9 9世紀～10世

】

地点 序 ら現表土.撹乱土層(第1層).(中略).古代整地層

(第7層)ー古代洪水砂層(第8層),古代水田耕作土

層(第9層), (中略)r無遺物層(第19-20層)に分ける

ことができる p21:(第7層上面の第2遺構面の)形成
時期を厳密には10世紀代と推測する0 (中略)第8層

には6～9世紀の土器が含まれている0(中略)(第8層

rこ覆われた)第3遺構面は8世紀～9世紀の水日面と

考える。

世紀0○8世

紀～9世紀。

△10世紀。

～

紀0

479 2818 津知遺跡第17 基本層 10 P21‥第9層以下は,水田耕作土である粘土層と洪水 ▼7世紀。△ 7世紀～8世 E
地点 序 砂層の互層堆積となるe (中略)第10層は砂蝶膚で,

直径5~ 15cm の磯を含んでいる0洪水砂層で,当層

に覆われた面が第4遺構面である。p29:(第Ⅳ遺構面

は)第10層に含まれる土器から▼飛鳥時代(7世紀)の

水田面であることがわかる。

8世紀～9世

紀(第3遺構

面)0

紀0

480 2818 津知遺跡第17 基本層 12 P21:第9層以下は,水田耕作土である粘土層と洪水 ▼6世紀～7 7世紀0
地点 序 砂層の互層堆積となる0 (中略)第12層は,細砂～粗

砂で形成される洪水砂層である。6～7世紀の土器を

包含していた p32:第5遺構面は洪水砂層(第12層)

に覆われ, (中略)古墳時代後期～飛鳥時代(6- 7世

紀)の水田跡であることがわかる。

世紀0△7世

紀(第4遺構

面)e

481 2818 津知遺跡第17 基本層 14 p21:第9層以下は,水田耕作土である粘土層と洪水 ▼4世紀～5 5世紀～6世

地点 序 砂層の互層堆積となる。(中略)第⑭層は細砂～粗砂

で構成される砂層で,第6遺構面を覆っている0当層

は頚恵器を含んでおらず▼土師器の小片が出土した

のみである。P33‥(第6遺構面は)古墳時代前.中期

(4~ 5世紀前半)の水田である可能性が高い0

世紀前半。

△6世紀～7

世紀(第5遺

構面)0

紀0

482 2818 津知遺跡第17 基本層 17 P21‥第9層以下は,水田耕作土である粘土層と洪水 ▼4世紀0△ 4世紀O

i

i

F

地点 序 砂層の互層堆積となる0 (中略)(第7遺構面は)4世紀

代に形成されたものである0第17層は細砂～中砂層

で,第7遺構面を覆う洪水砂である。当層からは▼3世
紀代の土器が出土した0 (中略)第4～7遺構面の水

田面を覆う砂層が細砂であり,層厚も薄いことから,
規模の小さな洪水が頻繁に起こっていたことが推測さ

れる。

4世紀～5世

紀前半(第6

遺構面)0

-
E
)F
～

493 2818 津知遺跡第 基本土 1b P19‥(1b層は)灰黄色～淡黄色粗砂0調査区西壁に ;★1938年0

i
j193時 0

-
-
1
A

222地点 層 おいて観察した層厚20cm 程度のしまりの悪い洪水砂
巌 昭和13年の阪神大水害によるものと推定0

476 2819 寺田遺跡第95 基本層】8

】
i

P6‥(第7面直下の第2面では)庄内式併行期～古墳 ★布留 j布留(古)0

I
I

I

】
i
F】

…

地点 庫 時代後期の竪穴住居などを検出した0 (中略)第8層

]は淡黄色砂層で,洪水砂である0下部が極細軌 上

(古)0▼弥

生後期後半

部が細砂～粗砂から構成されており.流水の勢いが

次第に増していったことがわかる。この洪水砂が谷と

～庄内。

SR02両遺構を完全に埋めていた0庄内式併行期の

土器を含む第9a層,第9b層はSR02と谷が形成された

級,土壌化した層である p25:谷とSR02-03は基本土

層との関係や埋土から,弥生時代後期後半から庄内

式併行期に形成され,布留式古段階に埋没したと考

えられる。(中略)当調査区では.最深部の遺構面で
ある第5面(弥生時代中期初頭)から.第3面(古墳時

代前期)までに少なくとも3回の土石流または洪水(第

8-10-12層)があったことが確認された。特に.第5面
を覆う第12層は層厚1.4~ 2.8m にも達し′それまでの

微地形を完全に埋めてしまっている0

489 2819 寺田遺跡第 15 p82(第87図)=(第15層は黒褐。シルト混じり細砂～粗 ○弥生後期 E弥生後期後
120- ー22地点 砂 SD15哩土。)p86:(SD15は)調査区南端に位置す

る p87:当溝は一度に埋没したものではなく.埋没→

再掘削→掘削のパタ. ンを繰り返して埋没している0
今回の調査した範囲の中では,断面観察によると上

記のパターンが少なくとも5回認められた0 (埋没1とし

て)洪水により第8層(p86:第91図)が埋没する。(中
略)次の洪水により第7層が堆積し, (後略)oP88 :

(SD 15の時期は)弥生時代後期後半と考えられる0

後半。 半0

490 2819 寺田遺跡第 〔山EE]清朝「地形環境の変化と遺構の変遷」pp110- ★布留式初 布質(初)0 布留古段階と同一

117- 124地点 117〕p110:(遺跡では)今回の調査で検出した遺構の

なかで最も古く遡るのは,弥生時代後期中葉の第120

-122地点第2面SD15である0以後, 中世後期まで10
段階におよぶ断続的な遺構の変遷をおうことができ

ろ。pill:C第5段階(布留式初頭)について)第117-

118地点(第3面)に限られる。洪水により,前段階ま

でに形成された集落が一旦廃絶する0 (後略)

頭e△12世

紀(第6段

防)。

に扱った0
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遺跡一覧表A-2

491 2819 寺田遺跡第 第119 i

i

〔山田清朝「地形環境の変化と遺構の変遷」pp110- ★12世紀0 12世紀0 i
117- 124地点

i

コi

SBll

i
】

117〕p110 :今回の町で検出した以降のなかで最も古
く遡るのは′弥生時代後期中葉の第120- 122地点第
2面SD15である0以後.中世後期まで10段階におよ
ぶ断続的な遺構の変遷をおうことができる p111‥(第
6段階(12世紀)について)第5段階以降洪水砂が堆積
し,土壌層Aの上層が形成される0第117-118地点第
2面0第ll9地点第2面.第120- 122地点第2面と,範
囲がひろがるO柱穴(第119地点第3面)に代表される
ように集落として利用される0また,その周縁的要素
として.土坑.落ち込みなども形成される p115 :(第7
段階(12世紀)について)第119地点においてー前段階
の上層に洪水砂の堆積が認められる0ただし一第
117-1ー8地点と第120- 122地点においては,土層的
には変化は認められないことからP小規模な洪水と考
えられる0またP土器の分析においては一第6段階と
明確な時期を認めることはできなかった0こ.のため,
前段階とその時期差はわずかなものと考えられる0
(第8段階(13世紀)について)前段階と変化は認めら
れなし†。

T 12t& f」0

494 2819 寺田遺跡第 1区第2 p104 :(SD201は)調査区の東半部を被覆する洪水 ○11世紀後 12世紀前
167地点 遺構面 砂.淡灰茶色極細砂を除去した下面から検出した溝 半～12世紀 辛?

SD20 である。p105 :SD201からは多くの遺物が出土した0こ
れらの出土遺物は概ね平安時代後半(11世紀後半

～12世紀前半)の時期のものと考えられ,調査区北
東部に当該時期の集落域が示唆され,この時期に発
生した洪水により流入したものと推定される0

前半O

445 2820 伝平等寺跡遺

i
li

I

p8:(0~ 2段階のうち1段階について)出土遺物から伝 ▼13世紀前 13世紀初

～-
E

】跡 承による安政期の山崩れによって退転した平等寺の
段階と推定される。P12‥伝平等寺遺跡では上段地区
と下段平坦面の2地区を調査した0(中略).下段平坦
面では12世紀中頃に平坦面が形成されるが,13世紀
]初頭と近世の2度にわたって土砂崩れが発生してい
息O)亘iE0 孟票 等完 走諾 悪 霊 諾 票胃

損壊を蒙っており▼少なくとも近世段階には移転を余
儀なくされたことは前述のとおりである0

半0★13世
紀初頭0

め0

446 2820 伝平等寺跡遺
跡

I
i

同上0 ★近世(安政
期)0▼近
世0

1854年～
1859年(安
BO o I

438 282 中山手西遺跡 Id～
Ih

[P8‥洪水性堆積物と考えられるId層～Ih層は▼昭
如13年の阪神大水害時に流入した可能性がある0

★1938年? 1938年。 I
i

420 】2822
i

西岡本ー丁目 Aの上】P5:調査地点では,旧中州と旧河道の一部を検出し ★1938年。 1938年。

;～
】
i

i

遺跡 た0北東端の旧河道都には住吉川の氾濫堆積物(H
層)と湿地性堆積物(G層)が互層をなしており,(中
略)その上面のF層は洪水砂と思われ無遺物層であ
る。E層は粗砂とシルトで構成されており上面に足跡
が見られることから水田の可能性がある。D層は中～
粗砂の洪水砂である。その上のC層は更に3層以上
に分層できるが不明瞭である。中世以降のおそらく16
世紀までの水田土壌層と考えられる0その上面を洪
水砂であるB層が覆っている。A層は土壌化しており▼
畝状の凹凸が見られることから近代の畑であろう。調
査区内で最高40cmの石垣を伴う段差を持って4枚に
分けることができる。その近代の畑を最高2.2mの厚さ
で覆っている洪水砂は.おそらく昭和13年にこの地方
を襲い,特にこの住吉川周辺に多大な被害を与えた
「阪神大水害」に伴うものと考えられる0

▼.近代0

425 2823 西ヶ原遺跡 C地区 13b

i

P21二C地区は毛谷から供給された土砂による土石流 ★弥生末期 弥生後期末
タイプの扇状地の先端部分にあたる。(中略)毛谷か
ら供給された土石流は4b層と13b層の2層認められ
少なくとも2回の土石流が発生したことが確認された車
特に13bのものはー弥生時代未のSD02を埋没させたl
いることから比較的近い時期に発生したもait思わ
れる04bのものは.中世の遺物を包含していることか
らこの時期以降のものであろう。

に近い時期0

▼弥生末
期0

葉?
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470 2824 西郷古酒蔵群 近世水 P3 6 ‥近世遺構はこの自然 堤防上に築かれ た遺構で▼★ 18世紀後 18世紀後

第4次.大石東 路遺構 遺 構埋土内の出土遺物か らみてー18世紀 ごろを中心 半 。 半0

i
～

遺跡

I

とした江戸時代の水路遺構であることがわかる0水路は江戸時代のうちに洪水等で埋没し機能を失つたと見られるが.水路して機能していた間に少なくとも3
i

度▼改修された痕跡を確認しているp57:近世水路以降に関しては▼3回の補像改築などをへた痕跡を確認しており,時期的には水路1期～4期にわけること】ができる。水路は洪水で埋没するたびに作り直された
i

と見られ埋没のたびに新しく石を組みなおしている0最終段階の埋没は出土遺物から18世紀後半から末と考えられるが,この哩没後に再建されることはな
I

かったようである p58 :(近世の水路について)水路
遺構は,埋土土質からみて,度重なる洪水で埋没す
るたび3度にわたり改修.改築を施された果てに.漢

7kによって最終埋没したものと判明している。水路内
から出土した肥前系磁器によって,水路が洪水で最
終埋没したのは18世紀末の出来事と判断できる0し
かし下層の水路からの出土遺物が少ないため,最初
に水路が築造された年代は正確に判定できない0
(後略)p59:(水路から)栽培植物(商品作物)の炭化

1

1

I

物が出土した点については,単なる裏作物である小
麦の収穫時期に.大石村が洪水に見舞われその結
果として作物が土砂内に多く混入した可能性も否定
できないOとすれば洪水が起こった時期は収穫期で 1
ある春ころであろうか。

429 2825 袴狭遺跡 1衛下地19 p34:衛下地区では▼奈良時代から中世にかけて継続 ▼8世紀中 8世紀中葉。

i

I

i

l l

区 i

‖

的に営まれた水田を確認した。いずれの土壌層の上
面を裸混じりの洪水砂が厚く覆い,廃絶と生成を繰り
返していた状況が窺える0調査区内の堆積は全部で
崖芸憲 謹 皇憲 葉 菜 還

暦票蒜 警票 望㌫ b8品 葦濃冒票訂

iるe

頃。△8世紀
～

1

⊥

鑑 )(第2t

～ l

置 鼠

▼8世紀末～
9世紀初頭0
△9世紀前半
(第4水田
甲)0

430 !2825i
H

i t

I ー

袴狭遺跡 t
i

Ii

Ii

1

雷下叫
I

-

1

-

1つ

I

I

i

p34:衛下地区では,奈良時代から中世にかけて継続
的に営まれた水田を確認した0いずれの土壌層の上
面を磯混じりの洪水砂が厚く覆い,廃絶と生成を繰り

8世紀後葉?

i

I

一
一
一
I1
i

I

i

1

返していた状況が窺えるO調査区内の堆積は全部で
21層を数えるp36:(第2水田面は)水田土壌層は.
調査区東半部に分布する0上層は洪水砂磯と考えら
れる第15層:灰褐色中～小磯混じり粗砂が20cmの厚
さで堆積しておりー洪水によって畦畔や水田に関する
施設は消失したと考えられる0(中略)出土遺物の示
す年代感には,第1水田面と大きな違いがない。洪水
による第1水田面の廃絶乱直ちに造営されたと考え
られる0

431 2825 t袴狭遺跡 衛下地
区

I

1

lll p34:衛下地区では.奈良時代から中世にかけて継続
的に営まれた水田を確認した。いずれの土壌層の上
面を磯混じりの洪水砂が厚く覆い.廃絶と生成を繰り
返していた状況が窺える0調査区内の堆積は全部で
21層を数える。p36:(第3水田面は)水田土壌層は.
調査区の西端付近を除く全面で確認された。(中略)
土壌層の上面は▼第11層:黒褐色傑混じりシルトが堆
積する0円蝶が含まれ,速い流れによって形成された
様子も見て取れるが▼畦畔を押し流すほど強いもの
ではない。遺物は▼水田面直上および土壌層中から.
土器.木器が出土した0これらの年代感から.水田は
8世紀末～9世紀初頭に営まれたと考えられる0

t9世紀別菓0i

1

432 2825 袴狭遺跡 下坂地9, P39‥腐植土層(ll)層(12)層の上には厚く洪水砂が★江戸後 江戸後期(ー9

と.ム、

区基本
層序

10 堆積している。(中略)(9)層には19世紀代の出石焼
片が多く混入しており,江戸時代後期の洪水に起因
した可能性が高い層である0

期0019世
紀0

世紀以降)0

424 2826 t東武庫遺跡 V p17:(第Ⅴ層は)調査区東側以外のほぼ全面に認め
られ,第Ⅲ.Ⅳ層と同様に安定した堆積であるp20:
第Ⅴ層は比較的厚く,また中砂～極細砂で比較的粗
い砂粒から成っていることから,この時期に広範囲に
洪水砂が供給されたことが考えられる。この状況を武
庫川が形成した完新世段丘Ⅱ面を覆う洪水砂とする
と,第Ⅴ層が鎌倉時代以降に相当し,第Ⅳ層が奈良
～平安時代に比定することができる0またー同地域に
立地する上ノ島遺跡の調査成果では1712年の大水
害時に供給されたと考えられる黄色細砂が確認され
ており..この層に第Ⅴ層が対応するとすれば.時期は
全体に新しくなる可能性がある。

★1712年?

i

1712年? 中央丸象口.海洋
気象台(1939:
121)には8月3日
付けで「京都並備
前▼摂津諸国大
風雨,洪水」とあ
り▼これに対応し
た洪水痕跡とみら
れるe

[IK



遺跡一覧表AI2

437 2827 兵庫津遺跡浜 浜崎地 第 Ⅱ p28 :第Ⅱ面は昭和13年の阪神大水害時の洪水砂に ★1938年0 1938年。

崎地区.七宮

地区

区11区 面直

上

パックされた面である0(中略)時期は不明だが,遺構

面の埋没状況を考えると近世以前に遡ることはない

と考える0

▼近世以

降0

469

1

2828

1

兵庫松本遺跡 第17次 第1遺 P79‥(第1遺構面は)現地表面下1.ー～1ー3m (標高8.1 ★弥生末期 弥生後期末

第2~ 4-12- ー2調 構面 ~ 8.3m )で検出した0出土遺物から,弥生時代末～古 ～古墳初 葉～古墳前

17-19次 査区 墳時代初頭頃の遺構面と考えられるが.河道あるい

は洪水の痕跡と考えられる溝状の窪みを数ヶ所検出

したのみで,その他に明確な遺構は検出されなかっ

た。

頭0 期初め0

464 2829 深江北町遺跡 4.〉5区 pll:(第2遺構面の)下層には淡灰色砂磯など古墳時 ★古墳後期 古墳後期前

半0
第9次 t

代後期以降と考えられる洪水砂が堆積しており,須

恵器.土師器.弥生土器が出土している0 (後略)

p149 :(前略)深江北町遺跡では弥生時代中期に集
落の形成が始まり,弥生時代未～古墳時代初めに砂

堆上が墓地として利用され, この周辺の後背湿地に

は水田域が広がっていた。しかしー古墳時代後期前

半には洪水砂によって,すっかり哩没してしまう0

前半。

433 2830 丸塚遺跡 97年度 p17:(A地区について)本地区では現地表下約1.2m で ▼弥生後期 】弥生後期未

調査区

～

小区画水田跡を8筆検出した0水田土壌は非常に粘

質の灰色シルトで▼その上層には明褐色.黄褐色.黄

灰色の細粒砂～中磯の砂傑層が0.白～1m の厚さで堆

積していた0この砂裸層は洪水による堆積と考えられ

る p18:(B 地区について)水田土壌はA地区同様灰.

色シルトで,非常に粘質である0水田面の上層には

洪水による砂棟層が堆積していたが,それらは調査

区中央部西寄りの最も厚いところで約80cm ,東側は
約30cm であるがー東端付近で徐々に薄くなり▼その上

に黄褐色の粘質土等が堆積しそいる p20:C地区で

確認した水田は,砂磯が堆積している調査区北西部

に限られP(後略)一p20:今回検出した水田跡は出土

土器より弥生時代後期未～庄内併行期と思われる0

p32:弥生時代後期末の水田が廃絶された要医=ま一こ
の,櫨谷川の氾濫による洪水砂の多量の堆積であ

り.この砂磯をもたらした自然堤防決壊部分が国で示

した攻撃面であることは疑う余地がなかろう0大洪水

末～庄内0 葉0

のあと.部分的に水田を再構築したようであるが,大

半は放棄されたものと思われる0

～

i

,
】
i

462 2831

-
1
i

～

御蔵遺跡 5丁目 5b～ p78 :(基本層序は上から)1.表土▼2.3.近.現代の耕作 ★庄内期0 …庄内期。 -

I薩15d 土,4-淡灰褐色粘質砂,5-b~5-d.乳灰色粗砂～細砂▼黄灰色シルト▼灰色砂質粘土(庄内式併行期の土器を含む。この時期の洪水堆積物と考えられる),5.黄灰色シルト質粘土(無遺物の堆積層。庄内水田層の可能性が高い)op78‥砂層0庄内期の土器を含み,この時期の洪水性堆積物と考えられるp80‥第5-b~5-d層となる洪水性の堆積層は▼低地部分にだけ堆積していて▼東端.の高い部分には見られない。p82:(前略)5丁目南地区でもつとも北西に位置する第1調査区は,弥生時代後期未(庄内式併行期)には,人間の活動に適さない低湿地と徴高地の境界地点であったと考えられる0洪水性堆積物はこの低地部分にだけ堆積していたが▼これは低湿地が庄内式期に洪水などの自然作用で急速に埋没したことを示している。p108:(6T目南地区について)灰色粘質シルト層の直下には,庄内式期の遺物を出土する洪水性の堆積層が見られる。これは5丁目南地区第1調査区で確認した洪水砂と同じものであると考えられる。(後略)p129:(前略)(弥生時代後期末の水田を覆う)洪水砂は当遺跡の西半に一様に見られ,この水田域をほぼ同時に覆ったものと考えられる0

○庄内期0I

463 2831 御蔵遺跡 p129 :(弥生時代後期未の)遺構に続く時期の遺物を ★古墳前期 古墳前期初

含む遺構は5丁目南地区第2調査区SX301や5丁目北

地区第4調査区SP302等,かなり少なくなる。この集落

は.弥生時代後期末に始まるが,存続期間は短く,古

墳時代前期の初頭には急速に衰えたものと考えられ

る0その理由としては,前記した水田層を覆う洪水砂

が見られるように.頻繁に起こったであろう洪水によ

るものと考えられる0

初頭0▼弥

生後期末～

古墳前期初

更。

め。

104



遺跡一覧表A-2

440 2832 溝之ロ遺跡 tH地区 t p31(SR006Hは)加古川あるいはその支流による氾濫 ★13世紀(中 13世紀中

葉0

1

i

によって形成された落ち込みである0落ち込みは湿地

化の後ー水田として利用されたと考えられる。なお湿

地化した時期にはゴミ捨て場として利用されており,

13世紀後半から15世紀前半にかけての土器.瓦や鉄
鉱など多くの遺物が出土している p33:(H地区につ

いて)(前略)本格的に集落として開発されるのは12
世紀後半頃からである。以後ー掘立柱建物跡は13世

紀前半までのうちに4時期の建て替えが認められる0

13世紀には河川の大きな氾濫があったようで▼地山

面が決られー湿地が形成されている0 (後略)p65:(中

世Ⅴ期について)H地区では洪水により西側が決られ

ている。この影響により.集落は- 度断絶する10洪水

により,まず13世紀中頃に北側のSR080Hの部分が
削られており▼さらに南側のSR006Hの部分が削り取

られ▼窪みとして残つたと者えられるe嘉禄年間(1225

~ 1227)に大洪水が起こったと伝えられるように▼この
時期に洪水が相次いだのかもしれない0

* ~.~ '-z -

449 2833 宮内堀脇遺跡 1 p13:幕末洪水砂層 p192:近世 I面は畠状遺構を検

出している。上面に被覆する洪水砂層中に19世紀代

の出石煤を含んでいることから19世紀代の畠である

可能性が高い0各年度において確認できる0 この時

期の洪水砂は袴狭地区においても確認.報告されて

おり▼沖積地を広範囲に覆う洪水が発生したことが明

らかである0

★幕末0▼

19世紀0 0

19世紀。

I

江戸末期。 -

i
I
i
E
I

450 2833 !宮内堀脇遺跡

]～

I
i

1
-

i

】
】

〔青木哲哉「宮内堀脇遺跡における地形環境と土地

改変」p155~ 162〕p157:(ステージ2 ;出石川の洪水に

★慶長年

間。(2回)

謹笹 2 l

r

ll l

伴うシルトが次々に堆積し,後背湿地が発達した。そ

こでは奈良時代と平安時代後期に水田が作られた0

ステージ3 ;引き続きシルトが堆積した後,鎌倉時代に

はまず水田稲作が行われた0次に入佐川の洪水に

よって砂襟がもたらされ,支流性扇状地の扇端地が

調査区付近まで発達した0ステージ6;慶長年間

(1596- 1615年)になると一入佐川と出石川の洪水が
各1度及び,砂確とシルトが堆積した。ステージ7;江

戸時代中～後期にも.砂磯とシルトが洪水に伴つても

】たらされた。)

451 2833

E,

宮内堀脇遺跡

]

1
- i

同上0 ★慶長年

間0 (2回)

1596年～

1615年。(2

回)

452 …2833

i

～

揮 内堀脇遺跡

-
1
i

- i 〔青木哲哉「宮内堀脇遺跡における地形環境と土地 ★江戸中～ [江戸中期～

改変」p155~ 162〕p157 :(ステージ2;出石川の洪水に

伴うシルトが次々に堆積し.後背湿地が発達した。そ

こでは奈良時代と平安時代後期に水田が作られた0

ステージ3;引き続きシルトが堆積した後P鎌倉時代に

-はまず水田稲作が行われた。次に入佐川の洪水に

後期。
…後期0 [

i i

よって砂襟がもたらされ,支流性扇状地の扇端地が

調査区付近まで発達した0ステージ6 ;慶長年間

(1596ん1615年)になると▼入佐川と出石川の洪水が

1

i

～

i

】
各1度及び,砂嫌とシルトが堆積した。ステージ7 ;江 】
戸時代中～後期にも▼砂蝶とシルトが洪水に伴つても 】
たらされた。) i

475 2834 本山中野遺跡

第3次

3C p8:3c二奈良時代?洪水砂0 ★奈良? 奈良0

428 2835 山本北垣内遺 4トレン p18:(前略)上層の遺構は,SD04の東側では3トレン ○奈良後 奈良後葉(末 奈良時代末葉は

跡

～

チ ノ チ同様に中世の遺構で,SD04の西側では奈良時代 期。△奈良 葉を除く)0 本稿では「760~

SD04 末～平安時代はじめ頃の遺構と考えてし、る。下層の 末～平安初 800年」と定義して

遺構では,SD04は3トレンチと同じ状況で検出されて め0 いる0本件はその

いる。西側は洪水で肩上部が削られており▼その上に 中間を採り,780年

上層の遺構である溝SD05が築かれている0 (中略) を下限年代とし

平面的には明確に調査で判断できなかったが.数回

の洪水を受けていることは確実である0その際に溝幅

を木きく西側から減少させている可能性が高い0最も

大きな洪水だけ磯層の範囲が明確である。角磯の混

ざった洪水堆積物が北西方向から溝内に入り込んで

おり.その際に溝の西肩は大きく損傷したようである0

新しい段階は.東肩はそのままで,西側は大洪水に

よって生じた砂襟層を掘り下げて,改めて幅を小さくし

た溝を築いている0最大幅で4.5m ,深さ1.8m を測る0

Pー9:遺物は奈良時代後期の遺物に限られている。

た。

439 2836 横田遺跡 〔青木哲哉r横田遺跡の地形環境」pp74-85〕p84:12 ★12世紀～ 12世紀～13

～13世紀には.古加古川の洪水によって砂質シルト

やシルトがA 地区西部の旧河道上に堆積し▼旧河道

は浅く哩没した0 (中略)その後12~ 13世紀の問に▼

洪水が数度発生し.特にA地区の埋没旧河道上と支

流性扇状地の扇端付近で主に砂賢シルトの堆積が

みられた0 (後略)

13世紀0 世紀。

i

ffiE



遺跡一覧表A-2

492 2837 六条遺跡第18 第18地 5 P48 ‥(第5層は)..由書直の大半で確認できた。河道中 ▼12世紀中 12世紀後
Jft .a

i

点 心は調査区より東にあり,当層はその右岸縁辺部に 頃0△12世 辛 ?

あたる0【遺構面 Ⅱ】黄色硬混じり粗粒砂。3m m 大の

磯を多量に含み.東壁の中位と下位では10cm 大の

硬が帯状に観察できた。p53:(遺構面Ⅱは)第5層上

面で精査し, (中略)(出土遺物の)下限時期は12世
紀末であり.第Ⅲ遺構面に後続すると考える0 (中略)

(遺構面Ⅲについて)第6層上面▼調査区全域で溝4

本.土坑5基を検出した0 (中略)(遺構面Ⅲの土坑1

～5について)遺構埋土は,第5層の単一層で.まさに
オーバーフロ- した洪水砂が遺構面をパックしたかの

感がある p56:(遺構面Ⅲの井戸について)出土遺物

の下限年代では12世紀中頃に比定される。

紀末。

495 2837 六条遺跡第13 基本土 6 p30 :淡黄灰色粘質土層O (中略)洪水砂が土壌化し ▼11世紀後 12世紀0

地点 層
)
1

たものである。第1遺構面の基盤層である0 当層が第

2遺構面を覆っている p32:第6層からは,11世紀後
半～12世紀代の須恵器.土師器など,古代末～中世

の土器が出土している。p33 :第1遺構面は13世紀,

第2遺構面は11世紀後半から12世紀に比定される0

半～12世

紀0○l1世

紀後半～12

世紀0△13

世紀。

458 2838 若松町遺跡 基本層

序

i
～
～
i
)

6- 0 P13‥第5層は畠土壌である0つまり▼下層の第6層.第

10層とともに洪水に起因して堆積し, 畠作に伴い土壌

化した層が第5層と考えている p14 :(第6-10層直上

の第1面は)弥生時代後期後半を中心とした時期と考

えられる0 (中略)(第6-10層直下の第2面の時期は)

弥生時代後期と考えられる0

▼弥生後

期。△弥生

後期後半0

弥生後期中

葉 ? 1

i

i
i
-

459 2838

I

I

若松町遺跡

i

】
i
I

一

F 本層

1

3 p15:(第3層は)基本的には調査区全域で認められ

た0洪水により堆積した層を水田土壌化したもので,

★弥生末期

～古墳初頭

贋 讐 期後

極細砂～粗砂からなる0 (中略)当土壌層は12世紀以

降に形成されたものと考えられる0この洪水砂上面か

ら1の小型丸底壷が出土している p45:畠5の東側に

部分的に第4層が認められない箇所がある0この部

分でわずかに第4層の下層にあたる洪水砂の堆積

(第13図第5層上面)が認められ, この洪水砂上面か

ら弥生時代後期末～古墳時代初茸引こかけての土器

が出土している0〔山田清朝「地形環境の変化と土地

利用」pp49-50〕p49(第5表)=(弥生時代後期に2度,
弥生時代未～古墳時代初更の直前(第2面直上)に1

度▼洪水に伴う後背湿地の埋没が起こる0)

の直前0

I

483 2839 若宮遺跡第10 第10- 1 p84 :(第1層は)表土および白黄色細砂層(近代の洪 ★近代0 近代′こ

- 1地点 1地点 水砂層)0

4S4 2839 -若宮遺跡第10

- 1地点

m o-

j1地点
7 p81:第2遺構面のベース層となる第7層は洪水砂で, 匿 濫

5
I
i

-

15世紀～16

世紀?当遺構面では南北方向にのびる耕作溝が検出され

た。覆土である第6層には16世紀代の遺物が包含さ

れており,ベース層である第7層には14- 15世紀代の

遺物が包含されていることから.第2遺構面は室町時

代(16世紀代)の昌耕作面と考えられる。第2遺構面

のベl丁ス層である第7層は▼同時に第3遺構面を覆っ

ている0 (中略)第3遺構面は室町時代(15世紀代)の
水田面と考えられる。p84:(第7層は)白黄色砂層,シ

ルト～粗砂0 (後略)

485 2839 若宮遺跡第10 第10- 7 p103:第1遺構面は室町時代後半 (16世紀以降)の水 ▼15世紀。 15世紀～16 484と同一のもの

一2地点 2地点 田耕作面と考えられる。第7層は第2遺構面を覆って

いるO細砂～粗砂からなる砂層で,洪水砂であると考

えられる0 (中略)第2遺構面は室町時代(15世紀代)

の水田耕作面と考えられる0

△16世紀以

降0

世紀? とみなした0

486 2839 若宮遺跡第16 第16- 4 p131:(第4層は)中世末期と推定される氾濫堆積物0 ★16世紀e 16世紀。
- 3地点 2 2 -

16- 3
地点

本層は16- 3地点でのみ見られる。第16- 2(2)地点

では▼畑地耕作土層の第3層形成時に削平され,残
存していない。明瞭な逆級化を示しており,下部は水

平葉理をなすオリーブ灰色シルト～極細粒砂,上部

はプラナI 型斜交葉理をなす極粗粒砂～細蝶で構成

される0 (後略)p143:(第5.6層の上には)16世紀前

後とみてよい氾濫堆積物がのつており(第4層), (後

略)0

487 2839 若宮遺跡第34 第34地 7 p180:(第7層は)中世後半の氾濫堆積物および流路 ★中世後 16世紀0 486と同一のもの
地点 占 充填堆積物。灰白色中粒砂～細磯d (後略)p188:第

8層は,出土遺物から15世紀末～16世紀前半に形成
されたことが推定される。

半0 ▼15世

紀末～16世

紀前半0

とみなした0

488

-

2839 若宮遺跡 1b 〔佐藤隆春「若宮遺跡の地質」pp220-229〕p224 :(第 ★19世紀末 19世紀末葉

ーb層は)磯混じり粗粒砂である0層厚は第16- 2地点 ～20世紀初 ～20世紀初

で5cm ,第10- 1地点で10~ 40cm である p226:(前

略)洪水によって流路が充填し,その際の溢流によっ

て第1b層が堆積した時期は19世紀末～20世紀初演

と思われる。

頭O め0
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499
i
～

2901 大野南池遺跡

】
】

東区 4 p158‥(東区の.)トレンチ東側では.3層の下位に灰色

砂質土が堆積する(4層)0この4層は,平坦面を広げ

るための整地土と考えられ尋。土師器,瓦器,須恵器

などの遺物を含み.およそ中世前期頃と考える0基盤

層となる5層は.黄褐色シルトを主体とし,灰色砂質土

を多く含む。深掘りをして確認したところ,標高44.6m

付近で粗砂層の堆積に至った。高田川に由来する洪

水砂と考えられる05層上面,標高約45.4m 付近で遺

構検出をおこなった0 (中略)4層中の遺物は12- 13

世紀のものが主体で,下層の溝はおおむねこの時期

に埋没したと考える0

○12世紀～

13世紀0

i

13世紀?

i

926 2902 "J島都波遺跡第

22次

2201区

の

SX02

p286‥SX02 トレンチの北寄りの位置で検出された北

から南へかけての落ち込み0調査区内では南端肩を

確認できなかったので.規模は20m 以上ある0北端で

は深さ約0.3m を測るが▼弥生時代中～後期頃の包含

層を切っている0落ち込みの堆積は洪水に起因する

粗砂層で▼遺物には古墳時代後期頃の須恵器が含

まれていることから,堆積の時期はおよそ6世紀前半

ごろと考えられる。このSX02の堆積もトレンチの南で

はさらに後世の洪水砂に削平されている0

★6世紀前

半。

6世紀前半0

511 2903 下永東城遺跡 第1次.～

I

p75:(整地層は)2条平行して掘られている第4.5号溝 ★古墳中 古墳中期0

第2次

調査区

整地層

のうち,西側に位置する第5号溝をちょうど覆い隠すよ

うに,第5号溝をちょうど覆い隠すように,第5号溝の

東岸から西側の調査区ほぼ全体に整地が行われて

いた。p78 :(前略)古墳時代中期頃に起こる大きな氾
濫によって.調査区の東側は遺構が消失するほどの

隈 だ空詣 童謡 筑 豊禁 監 空豊 霊

慢 語 呂雷覧 悪霊票 豊 富禁 £ 票 票

定できる。

期0

924 2904 シ口カイト遺跡l

1

Ⅶ

ii
1-

p312 :W 層は東区に存在する旧河川(飛鳥川の本

読)の堆積で,埋没年代は12世紀代と考えられる0

★12世紀。 12世紀。 -
I
L

i
1

A

p315 :東区の北において,旧河川の粗砂堆積が認め

られた。これは12世紀代に埋没した飛鳥川の本流で

5ある。走向は現在の飛鳥川の走向に近い0底面の標
高は約226.5m であり,現在の飛鳥川河床約223.5m よ

り3m ほど高い0底部付近は岩盤である。下から約1m

は40cm 大の巨磯を含む洪水堆積と考えられる0

I

l

I
p322 :12世紀以降の中世前半期にはこの埋没河道上

l

7
i

- i
に石敷郁夫が構築された。その性格の解明は今後の

課題である0r世の中になにか常なるあすか川昨E]

の淵ぞ今日瀬になる(古今.巻18-933)」と古今和歌
集に詠まれた飛鳥川であるが,12世紀という限定さ

れた時期における洪水災害▼それに対応した周辺住

民の諸活動を解明する手がかりが得られたことが最

大の成果である0

-
i

-

i

1

500 】2905 十六面.薬王 p215 :1a -1b-2a区で検出した水田遺構(条里型水田) ★ー2世紀中 ー2世紀中 川越俊- ,1983

寺遺跡第25次 は.その堆積状況,水田面の標高などからみて,す 頃(川越編年 葉。 『文化財論叢』(奈
べて同時期の水EElとみて大過ない02a区において, Ⅱ- B 期)0 良国立文化財研

水田を覆う洪水砂中から川越編年Ⅱ- B期にあたる 究所創立30周年

比較的大きな瓦器椀片2点が出土している0これが洪

水砂に覆われる時期を反映するものとすれば.ここに

おいて検出した条里型水田は12世紀中頃に埋没した

こととなる0 この時期は田原本町多遺跡や広陵町.河

合町箸尾遺跡における水田遺構では0期に該当する

ものである0

記念論文集)

498 2906 東大寺旧境内

第122次

p112 :古代の状況は明確に確認できず,鎌倉時代頃

には河川の氾濫を受けている可能性があり,室町～

江戸時代には東西溝が機能していたこと確認した0

★鎌倉。 鎌倉0

693 2907 南郷遺跡群 南郷角 p299 :2期の段階には,「工房」は廃絶して,通常の集 ▼南郷5期 陶邑Ⅱ型式3 南郷2期は須恵器

(南郷角田遺 田遺跡 落として概能していたと考えられる0しかし,その期間 (陶邑Ⅱ型式 段階～飛鳥 の中村編年 I型

跡) の も短くーその後5期に入ってその南側に川SX02が流れ 3.4段階)0 時代(560年 式3段階,南郷5期

SX06 るほか,そのさらに南側には川(土石流)SX06が,隻 ○陶邑 I 型 代後半~ 690 ま同Ⅱ型式3.4段

落を押し流すような形で,大きく流れる SX06は▼第 式3段階～飛 年代)0 防,南郷6期は同

2.第4 トレンチの調査結果から,幅60m 以上.深さ3m A . Ⅱ型式5 .6段階に

以上に及ぶ0それに含まれている土器は,2期～6

期.さらに飛鳥時代に亘っておりその存続期間は長

い p304‥(南郷角田遺跡について)(前略)集落の南

端から西の縁.辺部を横切る形で,大きな川(土石流)

SX06が流れる0これは金剛山の土砂崩れに関係する
ものである可能性もあり.あるいは集落の廃絶理由と

関わるかもしれない。当麻町太田遺跡で検出された

地震痕跡と関わって▼興味深い0

相当(p298)c
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510 2908 西坊城遺跡第 第3次 Ⅳ p16:(中世包含層の)下はⅣ層灰白色粗砂で古墳時 ★古墳後 古墳後期(飛

i

2次.第3次 調査区 代の遺物が少し入り,中世の遺物はみられない。この 期。▼古墳 鳥時代を除

など 灰白色粗砂層は古墳時代後期の洪水層と考えられ.

これを除去したところのⅤ層褐色粘質土上面で水田

が検出された。p23:水田の時期であるが.洪水砂層

及び水田耕土からの出土造物は非常に少なく全て細

片である0それらの時期は古墳時代中期から後期前

半のものであり▼飛鳥時代以降の土器は全くみられ

ない0また.下層に古墳時代前期の遺物を含む層が

みられることP第2次調査区のSR01,02埋土の砂層と

同I 層である可能性が高く,ここからも土器が塁的に

出土したのにかかわらず飛鳥時代以降の土器が全く

みられないこと.第1トレンチにおいて洪水砂層の上に
中世遺構面が形成されることから.水田の時期を古

墳時代中期から後期前半と考えておきたい。p60:第2

次SR01,02,第3次SR03は壁土,埋没の時期から一

連の流路であることが考えられるeまた水田遺構を覆

う洪水砂層も同様な白色粗砂であり,相互に対応す

る層位と考えられる。この白色粗砂層からの出土遺

物は布留3式からTK47までの時期幅が考えられ,水

田遺構の時期もTK47以前といえる0また,周辺の遺

構.遺物の出土状況から布留式の後半からその直後

の時期を中心とする集落が周辺に存在したことが指
摘できる0また,検出された水田もこの集落の生産域

であったことが考えられる。年代としては5世紀を中心

とするものであろう0

中期～後期

前半0○古

墳中期～後

期前半/布留

3- TK47。△

飛鳥0

<)

=

497 2909 箸尾遺跡第14

次

調査区

西部

P7:現代の洪水砂0 ★現代0 場代o

1
502 2909 箸尾遺跡第5 基本層 Ⅵ p23:(VI層は)灰褐色粗砂層0Ⅶ層を覆う洪水砂層で ★13世紀中 13世紀中 i

～

I

次～第33次 序

i
-
i

i

1~ 2m m の微細磯を含む灰褐色の粗砂を一般とする

が▼色調は灰色,黄灰色など多様である0秒層の下

部では細砂,微砂を呈することが多い0とくに田面の

足跡や耕作痕跡内には微砂が蔵人する。遺物はきわ

めて少ないが共伴する瓦器片などから13世紀中頃の

洪水堆積物と考えることができる。

葉0 葉。

503 2909 箸尾遺跡第5 】基本層 Ⅵ, p23:(VI僧 は)灰褐色細砂層0地点によってはⅦ,層 ★l4世紀後 14世紀後

半0

E
】
`
i
I
～
～
1
1
I

;次～第33次 】序 J を覆う洪水砂がⅥ層よりも顕著にみられる場合があ

噴. ,也 、
半0

i

i

l

i

i

ii
;,

リ,Ⅶ 層上面での耕作退構を良好な状怒で温存する

要因となっている0色調や砂粒の大きさなどに明瞭な

差は認められないが,経験的にはⅥ層よりも微細な

砂層であるとの感触があり,なかには水流が反映し

た砂紋がみられる部分もある0伴出する瓦器片など

からー4世紀後半の洪水堆積物と考えられる0

-

i
i

-
504 2909 箸尾遺跡第7 P85‥Ⅲ期の耕作遺構を埋没させていた灰褐色洪水 ★江戸初 江戸初期。

次 粗砂には.唐津灰粕天目茶碗,瓦質捨鉢.火鉢など

が出土していることから,埋没時期は江戸時代初頭

であると考えられる0

頭0

505 2909 箸尾遺跡第7 SE30 p98:(SEー301について)堆積土は3層に大別され▼最 ★12世紀後 12世紀後

FR
下層に厚さ1m に及ぶ暗黄灰色の粘土が堆積し,以

上は灰色の洪水砂らしい砂層を介在させて▼中層の

半0 半。

粘土層. 上層の砂質土層となる00期水田がこうむつ

たと考えられる12世紀後半の洪水砂であろうか0いず

れにせよ.0期水田に伴って築造された井戸である0

(中略)井戸の掘削は10世紀中葉P埋没は12世紀後

半～13世紀初頭と考えておきたい0

～
～
i

506 2909 箸尾遺跡第14

次
S区 p157 :(前略)西端でも現代の洪水砂▼Ⅲ期水田面を

覆う洪水砂(17世紀初頭), Ⅲ期水日面を覆う.洪水砂

(14世紀後半)の累積によって水田面の確定に難航し

たが, (後略)。

★現代。 現代。

507 2909 箸尾遺跡第14 S区 p157 ‥(前略)西端でも現代の洪水砂▼Ⅲ期水田面を ★17世紀初 17世紀初 ノ

次 覆う洪水砂(17世紀初頚), Ⅱ期水田面を覆う洪水砂

牒 雫㌫ )Oの累積によって細 面の確定に難航し

頭0 めO

508 2909 箸尾遺跡第14 S区 p157 :(前略)西端でも現代の洪水砂. Ⅲ期水田面を ★14世紀後 14世紀後 503と同一のもの

次 覆う洪水砂(17世紀初頭), Ⅱ期水田面を覆う洪水砂

(14世紀後半)の累積によって水田面の確定に難航し

たが. (後略)0

半0 半。 とみなした0

509 2909 箸尾遺跡第16 第16次 p187 :(下層耕作遺構は)一連のⅦ層より下位,下層 ★10世紀末 10世紀末葉

次 調査下 河道の堆積面上に形成され,上面を0期水田造成前 ～11世紀初 ～11世紀初

層水田 の洪水砂に覆われた水田遺構を検出した0 (中略)下

層水田遺構は第14次調査S区で発掘されたものと-

連のものと考えられ,10世紀後半代に形成され 10

世紀末～11世紀初めに洪水砂で埋没したもの′と考え

られる。

め0▼10世

紀後半以

.降。

め。
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513 2910 l布留遺跡 t 〔金原正明「第6章 考察.研究 1 布留遺跡周辺の地

形分類」pp385-386〕蝪386‥三島(里中)地区では,古

墳時代中期の薄い白色砂層がほぼ全面に分布し,こ

の時期にも洪水があったことを示す0以後の時期で

は,別所(三反田)地区では下刻した谷地形が中世の

砂磯で埋積し,近世には水田化されている0 以上から

みて,布留川扇状地は縄紋時代には形成されてお
り.以後,何度からの比較的規模の大きい洪水や埋

積は.縄紋時代後期前半▼縫紋時代晩期,古墳時代

中期.奈良時代後半から平安時代前半, 中世の5時

期がある0 これらは湿潤化や温暖化の気候の変化に

関係すると考えられる。

★古墳中

期0

古墳中期つ

512 29 平城京朱雀大 I 区の p69:今回の調査では▼I 区, Ⅱ区,Ⅶ区で下ツ道側 ★6世紀後葉 T K43(580-

1

路.下ツ道 SDー04 溝を確認した0このうち東側にあたる I 区SD 104では

溝底部から1点ではあるが.須恵器杯蓋の完形品が

出土している0この他の出土遺物はわずかしかなく.

いずれも細片で,器面の摩滅が激しい0 しかし,この

須恵器の器面は摩滅しておらず,他の遺物とは異な

る様相を示す。またこの須恵器の上には約40cm の厚

い砂層が堆積していたが.堆積状況から短期間に形

成された層と考えられる0出土した須恵器杯蓋はー

!TK43型式に相当するもので,6世紀後菓頃に位置づ.
】けられる0 (後略)p72 :(前略)現状では▼SD 104出土

預恵器が時期の異なる混入品である可能性は低く▼

溝の開削から下位砂層堆積までの年代は,この須恵

器の年代に近いものと判断される。

(TK43)o 590年代)0

925 2912 南国栖遺跡 左岸地 p423:トレンチを5m 四方の大きさに再設定し掘削を継 ★1959年(伊 1959年D

区第1

トレン

チなど

続した結果,造成土の下で洪水による砂層に到達し

た。洪水砂層は昭和34年の伊勢湾台風時の堆積と

考えられる。

勢湾台風)O

501 29 3

～
】

能峠中島遺跡 竪穴住

iI

I

p17:(竪穴住居跡SI-01について)微丘陵地の上位部 ★6世紀前 6世紀前半。

居跡 中央に位置する古墳時代前期の竪穴住居跡である0 半。

Sト01, pp17-18 :覆土は暗褐色土.暗褐色砂賢土を基本と

l自然河 し, 上層には10~ 50cm 大の磯を多量に含んでいる。

l道SDー p30:(前略) (調査地では)布留式(布留2式)になり再

01 ぴ集落が営まれる(S卜01)が.洪水により集落は放

棄され.弥生時代後期に再掘削されたSD-01も埋も

れてしまう0その後.6世紀前半まで徐々に哩積が進
!行し(Ⅱ層)▼6世紀前半の洪水( I層)によりSD-01は

j完全に埋没する p29:(自然河道SD-01について)能

峠中島遺跡の所在する微丘陵地の南西側を北流す

る自然河道である0幅10~ 20cm ,深さ約2m を測り,

長さ約70m に亘って検出した0 (中略)河道そのもの

は,6世紀前半の突発的な洪水で埋没している0

923 300 田井.西川遺 基本層 P6 :基本層序は▼上から盛土(厚さ約60cm ▼上部は耕 ★1953年7 1953年7月。

i

)
i

跡 】序 土),1953年7月の大水害による堆積土(約20cm ), 月0

大水害直前の耕土(5~ 20cm ,東西方向の畝が南北

に並行),近世以後の旧耕土(約6cm ),縄文時代の
遺物を包含する黒褐色土(4~ 15cm ).地山(にぷい

黄褐色土)の順である0地山面の標高は約一.5m であ

る。

514 3002 鳴神Ⅴ遺跡 SD-20 p17:(SD - 20は)Ⅱ区の南部に検出されfc N-65 -

W の方向性をもつ溝である0(中略)土層観察から少
なくとも3回は洪水によるとみられる砂層堆積により埋

没していつたことが考えられる0それぞれの層に瓦器

椀を含むことから,鎌倉時代に埋没したものと考えら

れる。

★鎌倉0 鎌倉。

922 3003 野田地区遺跡 Ⅱ区 p8:(前略)Ⅱ区では昭和28年の7.18水害の時に堆積 ★1953年7月 1953年7月18

したシルトが線路わきに盛り上げられていた0 18日0 日0

515 3 01 青谷上寺地遺 南西区 ① p114 :①～⑧層は近現代～古墳時代の堆積層であ ▼近世～近 近代以降0

跡第7次(G 調 (第7次 る0①層は3~ 4cm の厚さの黄灰色細砂で,ラミナが 代。
～

】

査区) 調査

(G調

査区))

明瞭に認められることから,小規模な洪水層であると

考えられる0③層では断面で近世～近代のものと考

えられる溝が確認できた0

519 3102

i

坪田遺跡 SX02 第4面 p8 :(第4面では)調査区南側では砂裸を主体土とする

SX03とSX02が検出された SX02は位置から判断して

河川の氾濫にともなうものと思われる。(中略)(第4面

の時期は)14世紀代の可能性がある0

★14世紀0 14世紀0

520 3102 坪田遺跡 第5面 p8 :(第5面について)調査区南側にはtSD06-07の砂

磯を多く含む溝状遺構,SX03の砂.シルト主体の落ち

込み,SK10の暗褐色のシルト.砂.磯の混合土,SX04

の砂磯を多く含む不整形な落ち込み▼SK 11-SK12の
土坑,SK13の小穴などが分布する0ほとんどが東か

ら西へ長く延びる落ち込みで▼東谷川の流路ライン上

にあることから,かつての川の氾濫によって形成され

たものと思われる0 (中略)(第5面の時期は)14世紀

代の可能性がある0

▼14世紀O

△14世紀。

14世紀0
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518 3 03 目久美遺跡第 弥生後 p26:弥生時代後期の水路1は(中略)総延長は600m ▼弥生後期 弥生後期前

15次 期水路

1

を超える規模となり,弥生時代後期の水路遺構として

は▼全国的に見ても例のない大規模なものとなる。こ

の水路の構築は,弥生時代中期の水田が洪水により

埋没した後に掘削されており▼災害によって被災した

生活域を復活される意図があったものと考えられる

が, (中略)水路の堆積土は粗砂1層のみであり.梶

削後,短期間に埋没したものと考えられることから.

水路の掘削後に余時間をあけずに.再び洪水砂以外

にあったものと推測される。なお,水路1が掘削された

年代については,弥生時代後期初頭頃と想定してい

る。

初頭0

i

7.-IT.".x.-T-.

i
i

517 3 04 米子城跡第29 C-Cラ 堤防 p8:(前略)堤防状遺構1の北側では近代の耕作に ▼近世未 18世紀後半 i
i

次 イン 状遺 よって削平されているために残存していないが,C ー 期0△18世 ～19世紀前

構1の C,ラインでは堤防状遺構1の直上を洪水堆積によると 紀後半～19 半?

i

直上 思われる砂層が覆いーさらに全体的に杭痕跡内に砂

が流入していることから堤防状遺構1は洪水によって

埋没.損壊したものと思われる。(中略)堤防状遺構2

は調査区のほぼ中央で調査区の中心軸に沿うように

検出され,北側は堤防状遺構1と重複する。堤防状遺

構2は堤防状遺構1が洪水によって埋没.損壊したた

め,これを補修,再整備したものと思われる p48 :堤

防状遺構1,2は近世末の米子湊の再整備と為替蔵

の設置を目的として. 中海を埋め立てる際に堤防とし

て構築されたものと考えられる0堤防状遺構1と堤防
状遺構2は部分的に重複しており▼その時期差は堤

防状遺構1から遺物が出土していないため不明であ

るが▼堤防状遺構2からは18世紀後半～19世紀の遺

物が出土している。

世紀e

i

I
-

i

～

531 320ー

L
i

出雲大社境内 彰古館 1 p239:(1面下層について)洪水層である。厚さは, ★1648年0 1648年0

I
I

遺跡

I

北 20cm から30cm に堆積している0 出土土器からは, こ

の層の形成年代は, 17世紀中～後半代と考えられ
る0地質学的な見解では▼この層は,一部に砂の堆

積やマトリックスの少ない磯の集積などから造成土で

はなく. 自然堆積である可能性が高い。周囲で発生し

i

～

～

i

11

i

～
i

E
i
～
i

】
1
i

-

たま規模な洪水の影響を受けている地層である.との

見解があろO文献史料の佐草自活「御造営自記」に

は.慶安元年(1648)の洪水の記事があり.この洪水

に対応する層であると考えられる0

532 3201 出雲大社境内[拝殿南

i

5 p271:5層は,青灰色砂質土で洪水により短期間に形 ★16世紀前 16世紀～17
1

i
一,
1
I

遺跡 ～成された堆積層と考えられる0 (中略)16世紀前半代

から17世紀代に発生した洪水により,3,4,5層が短

期間に形成されたと考えられる。

半～17世

紀e

世紀0

524 3202 山持遺跡Ⅱ. Ⅱ区. Ⅱ p15(第9図) :(H 区Ⅱ層はⅢ区Ⅱ層に相当 )pp15- i★1702年? 1702年0 洪水痕跡は、日下

Ⅲ区 Ⅲ区基 16: I層は現水田の耕作土及び床土で▼その下に厚 部(1978:38)から

本層位

-

さ20cm 程度の青灰色細砂層が存在した。.出雲平野

の斐伊川西岸では明治以降の洪水の記録はないた
めーそれ以前の洪水砂と想定され,出土した陶磁器

の年代から江戸中期の洪水によって形成された層と
考えられる。p188 :(前略)現段階では上層水田遺構

は元禄15年の水害により埋没した水田に相当する可

能性が高いと考えている。

7月21′} 26日のイ

ベントに対応する

とみられる。

525 3202 山持遺跡Ⅱ. Ⅱ区. Ⅳ p15(第9図):(H 区Ⅳ層はⅢ区Ⅳ層に相当 )pp16 ‥ ★ー633年ま 17世狩前

Ⅲ区 Ⅲ区基 Ⅲ層は茶褐色粘質土で畦畔の存在から近世水田耕 たは1635 半。

】

本層位 作土と考えられる。Ⅳ層はⅡ層と同じく青灰色細砂で

やはり斐伊川の氾濫による洪水砂である0 Ⅴ層は茶

褐色粘質土でⅢ層と同じく水田耕作土である。出土

遺物が僅少なため正確な年代は不明であるが,上下

の層位関係から16- 17世紀前半を中心とする時期と
者えられる p188 :中層水田遺構の年代は耕作土中

出土遺物が示す16世紀を上限とし▼上層水田遺構耕

作土出土遺物が示す17世紀第2四半期を下限とす 1

る。これに関連する洪水記録としては,武志土手が決

壊した寛永10年(1633年)の大洪水や斐伊川東流の

契機となった寛永12年(1635年)の大洪水が想定され

ようが,その特定は不可能である。

年? ▼16世

紀～17世紀

前半0 △17

世紀第2四半

期。

526 3202 山持遺跡Ⅱ. Ⅱ区基 Ⅶ【 p16:¥M 層は灰褐色系砂磯で奈良時代の土石流層だ ★奈良。▼ 奈良b

Ⅲ区 本層位 が, この層はⅡー2区でしか確認できていない。Ⅱ区 古墳後期～
i

では腐植土層であるⅦ層の下に弥生時代後期遺構

面とほぼ同レベルで古墳時代後期～奈良時代遺構

面が認められる0

奈良0

533 3203 島根大学構内 基本層 2 p20-23:(第2層下位砂層は)淘汰の悪い河川性の砂 ★6世紀後 6世紀後半0

遺跡橋本地区 序 磯層。D 区の自然流路0い01,埋土上位を中心にB′}

C -26グリッド以東で検出。層厚4~ 20cm 程度,標高0

~ +0.4m で堆積。p23:第7次調査Ⅱ区.自然流路02哩
土上位の本層からは, 山本Ⅲ期須恵器蓋杯が出土し

ており▼6世紀後半頃の堆積と推定される0

半。
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527 3204 -タテチョウ遺跡 34街区

i

p23:(34街区は)朝酌川河川敷のすぐ西側に隣接す

…る街区である0 (中略)水田下の土層はおおむね耕作

土層,灰色粘土層,砂磯層▼シルト質細砂層またはシ

ルト土層となっている。砂層は場所によって上部が粗
砂,下部が細砂となっている。遺物包含層は,この内

砂層及び砂襟層である0 (中略)土器片などr時期的

★9世紀。 9世紀。

i
】
ち
iにヘだだりがあるものが混在して同じ土層から出土し

ており,摩滅した破片が多く含まれていることなどか
ら,出土土器の示す最も新しい時期である西暦9世紀

代に朝酌川流域が大規模な洪水に見舞われ. 中流

の河川周辺集落が流出し河口付近に砂磯とともに堆
積したのではないかと考えられる0

～
i

523 3205 中野清水遺跡

i
;

～

4区な 】5

i

i

p35:(4区の)7層上面は水田面で▼洪水砂と見られる ★江戸初 江戸初め0

i

ど 灰白色粗砂(5層).明灰色粗砂 (6層)に厚いところで

20cm 程度覆われており.畦畔3条と耕作の際に残さ

れた人や牛馬の足跡も見られたoP72 ‥(7区の)7層上

面は水田面で,洪水砂と見られる青灰色砂 (5層)と暗

灰色粗砂(6層)に厚いところで20cm 程度覆われてい

る。pp138-139:(前略)(水田について)少なくとも室

町時代から江戸時代初めにかけて水稲稲作が行わ

れていたことは確かだろう0水田は上面を厚いところ

で60cm 程度の洪水砂で覆われており.江戸時代初め

に付近が大規模な水害に見舞われたことが想定でき
るO (後略)

期。▼室町

～江戸初
期0

522 3206 原の前遺跡 I 区の p40:北区南半F6-F5-E4-E5区の標高一0.6- 1.3m 付 ★古墳後 6世紀末葉 絶対年代は,大谷

北区 近で▼南南東に向かって緩やかに傾斜していく洪水 期0○古墳

後期前半(山

(OjU S E 器 晃二,ー994「出雲

跡を検出した0この洪水跡の層は2~ 3cm 大の青灰色 地域の須恵器の

の磯を主体にした比較的薄い層で,細かく破壊された 陰須恵器編

年Ⅲ期)。
i/TK43)O .編年の地域色」

多くの土器片や自然木の破片を含んでいた p41:こ 『島根考古学会

の層からは,縄文土器.弥生土器,土師器,須恵器 誌』11,ppt39-82に
など各種の土器片が出土したが,古墳時代後期の須 はる0 Ⅲ期は畿内

恵器が時期的には下限であった。従って.この洪水

跡は古墳時代後期のもので,洪水後は比較的流速

の遅い状況で水位が上昇し.急速に堆積が進んだも

のであろう p42:(須恵器は)山陰須恵器編年Ⅲ期に
属し,後邸の前半にあたるO

…のTK43に併行0

1

1

∴

521 3207 本庄川流域条 〔中村唯史.徳岡隆夫「松江市本庄町本庄),L流域条 ▼古墳前～ 古墳中期?

i

里遺跡 里遺跡の立地と環境」pp57-82〕p67:本庄川遺跡は

本庄川扇状地の扇央部に立地する。地下水を利用

することで生活用水の確保は容易と考えられるが,

土石流をともなう洪水が発生したときはその被害を受

けやすい位置にあり,今回の調査では古墳時代前～
中期の地表面を覆う土石流堆積物が発見された0し

かし,その堆積物の上には古墳時代中～後期の住

居が作られており,土地利用されたことがうかがわれ

る0

中期。△古

墳中～後

期。

528 3208 横路遺跡土器 〔山内靖喜.中村唯史「Ⅴ. 自然理化学分析 横路遺 ★8世紀前 8世紀前半e

土地区 跡の地質学由検討」pp48ー53〕p50:(前略)8世紀頃ま

で本発掘地点周辺には下府川の主流路が流れてい
が,8世紀前半のある時代に大洪水が起き▼流路が

南方に移動した0その結果, これまで主流路が流れ

ていた部分は,蛇行部内部の流路近くの川岸となり,
ボントバーが形成された。しかし▼その後に. 自然堤

防が成長し始め.本発掘地点は自然堤防から後背湿

地にかけての環境へと変わっていった。このような状

態が11世紀前半まで続き,本発掘地点の大半は次

第に沼沢地から乾いた土地へと変わり▼11世紀末頃

から人間が住みつき出し.13世紀のある時期まで宅

地として利用されていた0なお,この時期には,本発

掘地点の南西部には本流路から分岐してきた小流路

が流れていた0 しかし.13世紀のある時期に洪水が

発生し,本発掘地点周辺は再び湿地ないしは沼沢地

になったと推定される0洪水が発生したとする根拠

は,遺構面の上に円硬が散在していることである0

(後略)

半。
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529 3208

】

i

～

横路遺跡土器 〔山内靖喜.中村唯史「Ⅴ. 自然理化学分析 横路遺 ★13世紀末 13世紀末葉

土地区

i
】

跡b)地質学的検討Jpp48ー53〕p50:(前略)8世紀頃ま 葉～14世紀 ～14世紀初

で本発掘地点周辺には下府川の主流路が流れてい

が▼8世紀前半のある時代に大洪水が起き,流路が

南方に移動した0 その結果.これまで主流路が流れ

ていた部分は▼蛇行部内部の流路近くの川岸となり,
ボントバーが形成されたeしかし,その後に,自然堤

防が成長し始め,本発掘地点は自然堤防から後背湿

地にかけての環境へと変わっていった0 この事うな状

態が11世紀前半まで続き,本発掘地点の大半は次

第に沼沢地から乾いた土地へと変わり▼11世紀末頃

から人間が住みつき出し,13世紀のある時期まで宅

地として利用されていた0なお,この時期には,本発

掘地点の南西部には本流路から分岐してきた中流路

が流れていた0しかし, 13世紀のある時期に洪水が

発生し.本発掘地点周辺は再び湿地ないしは沼沢地

になったと推定される。洪水が発生したとする根拠 .

は,遺構面の上に円磯が散在していることである。

P51‥さらに,本遺跡から約900m 上流の古市遺跡にお
いては,第2遺構面では13世紀中頃を中心とする遺
物が報告され,14世紀にはほとんど衰退したと考えら

れていることから大洪水は13世紀末ないし14世紀初

頭に発生した可能性が大きい013世紀未の洪水に

よって本発掘地点は再び自然堤防内側の湿地帯とな

り,土地は利用されないまま江戸時代に至った0しか

し.次第に湿地帯が哩積され▼耕地として利用できる

状態になったか, 開墾が盛んになったことかによっ

て,17世紀のある時期から耕作地として利用され出

し1T現在に至った0その間にも本発掘調査地点周辺

は幾度か洪水に襲われたと考えられるが,その明瞭

な痕跡は18世紀の遺物を含む砂磯層が土器土地区

と原井ケ市地区の間に認められることから.少なくとも

18世紀に洪水が発生している0

初譲0 め0

530 3208 横路遺跡土器

土地区

同上。 ★18世紀。 18世紀0

539 3301

i

足守川加茂A 第一調 p33 :(前略)弥生時代後期後半になると,竪穴住居の ★古墳初頭 古墳前期(亀 亀川上層期は布

遺跡 査区 検出面は若干高位で検出され,第1調査区で海抜 (亀川上層 川上層期)0 留式の古段階に

3.20m ,第2調査区で2.70m を計測する。注目されるの

は,古墳時代初頭段階における洪水砂の堆積であろ

う0洪水砂はー中でも亀川上層段階の遺構を中心とし

て比較的厚い堆積を見せており▼集落全体を広く覆っ

ていたものと推測される.0

期)。 併行(参考:入倉

徳裕, 1996「亀川

上層式土器」『日

本土器事典』.雄

山間,p608)。ある

いは布留1式に併
行(赤塚次郎,

2002「総説 土器
様式の偏差と古墳

文化」『考古資料

大観2』pp33ー40の

「弥生時代後期か

ら古墳時代前期

の編年表」0)

540 3302 足守川矢部南 徴高地 5～7 pp653-654 :堆積層は3つに大別された。微高地基盤 ★弥生後期 弥生後期後

向遺跡

i

北斜面 上に堆積する第9′} 11層を決り取るように,洪水砂と

思われる第5～7層が堆積していた0これら砂層から

の遺物の出土はなかつたが,基盤斜面に流れ込む第

8層からは水漉粘土で作られた高杯片がみられ,弥
生時代後期後半以降に埋没したものと考えられる0

後半。 半。

564 3303 ,天瀬遺跡.岡 平成10 p18 :(平成10年度調査)2区から3区の調査区土層断 ★弥生後期 弥生後期末

-

山城外堀跡

I

年度調 面で水田畦畔と推察される高まりを確認した0 (中略) 末葉0△古 葉。

】

査区2

区.3区

この上層に堆積した砂層の状況と合わせて検討する

と,百聞川遺跡群で検出される弥生時代後期未の洪

水砂で埋没した水田と同様な状況を呈しており. (後

略)oP69:(平成8年度調査)海抜80cm程において弥

生時代後期末の洪水砂 (第13層)に覆われた水田層

(第14層)が.調査区全域において確認された。p82:

(前略)旭川東岸域の百聞川遺跡群では後期末の洪

水砂が著名だが,本調査区で検出した砂層がこれと

同時期かどうかは,西岸域の調査例が希少なため断

定はできない0古墳時代の遺構には.前期の土坑1

があるのみで▼遺物の調査区全体でみても後期の須

恵器片が数点みられるのみである。

墳前期0
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565 3303 天瀬遺跡.岡 平成10 p39 :(外堀は)9区全域に位置する0 (中略)(埋土に ★17世紀後 17世紀後
山城外堀跡 年度調 ついて)第Ⅳ.Ⅴ層よりも下位には砂と粘質土の互層 半。▼1601 * o

査区外 が確認できることからー洪水による堆積物と推察され 年以降。

E堀
～

る0 (中略)外堀は1601年に築かれた後に,17世紀後

半の洪水で埋没したのを契機に大きく改修され,明治

8年に埋め戻されるまで外堀として機能し.更に土橋

の存在から部内から郭外を結ぶ出入り口として利用

されていたと判断できる0

588 3304 岡山城跡本丸 基本層 D p24 :D層は,16世紀末から17世紀初頭までの瓦ほか ★16世紀末 16世紀末葉

下の段 序 を多く含む▼花崩岩バイラン土～暗褐灰色微砂の造

成土で,一部はその間に起きた旭川の洪水による堆

積砂を含んでいる0場所によって厚さや内容がずい

ぶん異なるが▼下面のほか▼層中にも複数の遺構面.

生活面が確認できる場合が多い0 (後略)

～17世紀初

頭0○16世

紀末～17世

紀初頭。

…～17世紀初

め。

i
i

589 3304 岡山城三曲輪 内堀 p16 :内堀埋土は最下層から上層まで4層に分けられ ★江戸後期 江戸後期～
跡 埋土 る。下.中層は砂粒が粗く,洪水時の堆積としての側

面が強い。17世紀初頭～ー8世紀の陶磁器が大量に

含まれるが,19世紀のものも含まれる0堆積年代は

江戸後期～明治まで下る0

～明治00

17世紀初頭

～19世紀0

明治0

-

591 3304 岡山城三之外 第2次 Ⅴー① p82 :第Ⅴ暦は下層に瓦片を多く含む部分や下面に ★明治25 1892年0 足守川の決壊など
曲描跡.旧岡 調査 瓦だまりを伴っており.周辺に武家屋敷地の.解体や 年0明治26 によるもので.7月
山藩藩学跡 (体育 E]岡山藩藩学閉鎖以降の近代の土層とみられる0Ⅴ 年。 23 日の大雨に起

鰭.特 I(か層は部分的にしか認められないが,洪水に伴う砂 Eq するとみられる

別教室 層であり,女子師範学校ー師範学校の基礎に切られ (例えば.中央気

棟調査

区)

ることから明治25年.26年の水害に伴うものである可

能性が高い。(後略)

象台編 1949)。

592 3304 岡山城三之外

曲輪跡.旧岡

山藩藩学跡

第2次

調査

(体育

鰭.特

別教室

棟調査

区)

Ⅴ-① 同上0 ★明治25

年0明治26

年0

1893年0

～

株式会社テクノ

バ.災害研究プロ

ジェクト(1993:10)

からー10月13- 16

$ 謡 禁 ㌘ も

I

597 3304 岡山城二の丸 2 P9:第2次大戦後の造成土下に広がる「灰黄色の砂 ★承応3年 11654年。 .洪水のあった月日
跡 層」は調査区全体を覆い尽くしておりー特に調査区の (1654年)。 について報告書に

北東から南西方向にむけて砂の厚い堆積が認めら ▼17世紀中 】 、記載はないが. 日

れた0 この砂層を除去すると,A ー1区では幅10~ 15m 葉以前0 …下部(1978‥35)に

の大きな決り込みとなって表れ,旭川の氾濫による激 iE tよるとr洪水は8月
流の状態をみることができた。この決り込みには洪水 31日と10月9日に
砂とともに大量の遺物で埋まっていた0広範囲にしか あり, ともに岡山

も厚く堆積した上部は削平されているが,現存するだ 城が浸水している

けでも北東壁面で約1m の厚さを測り,決り込まれた ことから,このいず

南西では約2m 厚の洪水砂が堆積しており.遺構の時 れか.あるいは両.

期決定において1つのメルクマI ルになった p10:こ 方のイベントの痕
の洪水砂は承応3年の洪水砂に対応させたのは,市 跡と解釈できる。
教委によって実施された岡山城周辺の調査成果にも 両者とも中国地方
とづいている。(後略)P一一7:発掘調査の結果,遺構は の広範囲が被害

層序による時期区分で大きく5時期に大別することが を受けたとみられ
できた。(中略)Ⅲ期は17世紀中葉までの遺構であ る(日下部 1978:
り▼承応3年の大洪水によって被害を受けた家老池田

伊賀守の屋敷遺構の実態を示すものといえる0

35).

556 3305 北方地蔵遺跡 p143 :弥生時代後期後半には1.2区のほぼ全面で水 ★弥生後期 弥生後期末

日遺構が検出された。北方下沼遺跡から連続して検

出された水田遺構で▼同時期に洪水によって砂層に

覆われた,きわめて明瞭な水田遺構である p178‥

(弥生時代後期水田について)出土した土器は▼旭川

東岸の百聞川遺跡群などで確認されている水田と同

時期と考えられー今回検出された洪水層で覆われた

水田の状況も酷似しており.共通の洪水によって埋

没した可能性が高い0

末葉? ▼弥

生後期後

半。

葉。

574 3306 久田原遺跡 9 p17:この遺跡を特徴づけるのは,大洪水砂層(9層) ★弥生後期 弥生後期末

で▼ところによって厚さ2m 余りにも及んだ0 出土遺物 末葉～古墳 葉～古墳前

I
の時期から.弥生時代末葉～古墳時代初頭のできご

とであった0

前期初更。 期初め0

575 3307 久田堀ノ内遺 p20:久田堀ノ内遺跡の基本層序は構成の洪水等で ★古墳初 e古墳前期初

跡 削平を受けている地点が多いことを除けば久田原遺

跡と大差ない。弥生時代後期から古墳時代初頭の洪

水砂裸の下層に上から暗褐色土.明褐色土.暗褐色

土の堆積がみられ. (後略)oP210 :(前略)洪水の時

期は弥生時代終末期～古墳時代初頭,中でも後者

に入つてから起こったものと考えられるが,古墳時代

の土器が弥生時代終末期のものと比べて少ないこと
や時期的に古墳時代初頭以降の土器を含まないこと

などからー古墳時代に入つてからまもなく大洪水が発

生したと考えられる0

頭0 -め0
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571

(

3308 郷ノ溝遺跡

I
5i

たわみ p54:(たわみ1は)2区の北西端に位置する。これは▼ ★10世紀後 10世紀後半

1.溝llt
北東から流走してきた溝11がその方向をやや西寄り 半～11世紀 ～11世紀前

* o

】

1
1

i

2

に変える地点にあたり▼溝の南側に接して南北6m , 前半0 i
i東西4m の範囲がたわみとなる0底面は数段に落ち込

み.検出面からの深さは30cm 前後を測る0これは溝

11の底面のレベルとほぼ等しい0埋土は砂と粘土で▼t

底面は鉄分とマンガンの沈着が著しく,激しい流水と

満水が繰り返されたものと考えられる0 (中略)たわみ

は.検出状況から溝日の氾濫部と考えられる。p56:

(溝l1について)埋没時期.I=ついては.土師器高台椀

の示す時期(p56‥10世紀後半から11世紀前半代)と
推定され▼存続時期はやや長期に亘るものと考えた

い。

585 】3309 国長遺跡 p542 :(前略)(近世の耕作痕跡について)耕作痕跡は

近世の前半に2区の一部と3区を覆つたと考えられる

洪水砂で埋もれた状況であった0

i★近世前

半。▼近世0

近世前半0

596 3310

～

鹿田遺跡第7
E

2

I

p17 :(2層(近代)は)灰色系の粘土層であるが,場所 ★近代。▼ 近代0

次 によって暗灰色粘土,青灰色粘土,黄灰色粘土,黄

灰白色粘土などの変化が認められるe (中略)土層の

厚さは20cm 前後を測る0く3層>上面に形成された畦

畔 .溝などの遺構を覆い尽くしている状況から,洪水

に係わる堆積土の可能性が想定される0 (中略)(3層

は近代に相当する0)

近代。

1

586 33 上乗中嶋遺跡 -

～
i

P8‥2区では中.近世耕作痕を切る土坑群が見つかつ ★19世紀前 19世紀前

た。(中略)2区で見つかった土坑群ーこ入る粗砂から

ug 宗芸雷雲芸蒜Z;習霊霊慧雷雲豊 吉LT おりPそ

辛? 半e

550 3312

i
i
～

1
-

田益新田遺跡

i

l

[
】

〔内藤善史r小結」pp87-89〕p87:河道- 4の底には, ▼弥生後期 古墳前期初

一
一
一
I

1

灰色細砂が70cm 程堆積していた0特に,底に近い方

には粗砂が堆積し,この堆積層が上流からの土砂に

よりかなり短時間のうちに埋まっていることを推測さ

せる pp87-88 :田益新田遺跡ではr河道ー1あるい

は河道一2の埋没後の弥生時代後期末から古墳時

代初頭にかけて集落が営まれたとみられ▼この集落

が洪水に見舞われ,土器などが土砂とともにこの河

道に埋没したものではないかと推定される0このよう

な状況から河道】4は▼弥生時代後期頃に生じ.古墳

時代初譲には埋没したと考えられる p88 :田益新田

遺跡では,弥生時代前期に河道- 1があったものの,

次第に埋まりはじめ,弥生時代中期には河道ー2が

新たにでき,河道- 1は完全に埋没する。弥生時代後

L期末に至り.河道l 2は洪水により一度に埋没し,新
…たに河道- 3ができるが,古墳時代初頭にはこれも埋

没している0その後の河道は,今回の田益新田遺跡

の調査では明らかにされていない0

未～古墳初

頭。

ii

i

め?

r
i

558 3313 段林遺跡.段 2トレン 2.3 p6:2トレンチでは1トレンチで確認された古墳時代以 ★現代e 現代0

E
I

林古墳 チ 降の土砂崩れ跡のほかに,他にもいくつかの土砂崩

れ跡が発見された 2-3層は現代と思われる土砂崩

れ跡である。6～9層は,中世以降の土砂崩れ跡であ

る 50cm ~ 100cm の確が多量に含まれている0

577 3314

i

"̂tCiii'i

i

A - 9- P日=弥生時代後期の水田層は厚さ20~ 30cm の洪水 ★弥生未 i弥生後期未

B - ll 砂層(A - 9層,B- 10層)に覆われている。この直上

には,古墳時代前期と考えられる水田層があり.畦畔

が検出された。p17 :(調査地では)弥生時代の末頃,

付近- 帯は洪水に見舞われたようでー微高地部分を

除き,厚さ20~ 30cm の砂が堆積している0百聞川遺

跡群などで認められる洪水砂層と同時期のものの可

能性が考えられる。

期0▼弥生

後期。△古

墳前期0

…葉O

594 3315 津島同大遺跡 4 Pー5:(4層は)洪水層である0主に微砂で形成されて ★17世紀後 17世紀 ?

第6次 おり.鉄分とマンガンの沈着が認められる。調査区の

北東部を中心に部分的に認められる。時期決定可能

な遺物はほとんど出土していないが, 17世紀後半以

前と思われる。p17:(5層について)層中には中世後

半～近世の遺物を含んでおり,近世に属すると考えら

れる。

半以前。▼

近世0

595 3315 津島同大遺跡

第9次

i

8a

～

pll:(8層は)土質により,2層に細分し.上層を8a層▼

下層を8bとする0調査区南側では8層は確認されな

▼10世紀後

半～11世紀

10世紀後半

～11世紀初
かった。古代に帰属する大溝を検出している08a層は

灰褐色砂～灰黄色粘質土で,鉄分が多く▼マンガン

は少ない。上面高は3ー3m 前後である。層厚も薄く▼堆

積の状況から洪水砂と者えられる p67:(前略)溝25

は8a層上面から.溝29は9層上面から掘削されている

ことが確認されている p75:(溝22~ 29に伴う)遺物

のうち一部には奈良時代のものを含んでいるが,ほ

ぼ平安時代後半(10世紀後半～11世紀初頭)のもの

である。

初頭(演

25),

め0
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544 3316 津寺遺跡 西川調 3 p129:低位部では▼洪水砂(第3層)が認められる0こ ★明治25 1892年0 足守川の決壊など

査区の の洪水砂は.明治25-26年の足守川の氾濫によるも 年0明治26 によるもので,7月

基本層 のと判断された0第4雇は▼この洪水砂に覆われた水 年。 23 日の大雨に起

序 田層である。 因するとみられる

(例えば,中央気

象台編 1949).

545 33 6 津寺遺跡 西川調

査区の

基本層

序

3 同上。 ★明治25

年0明治26

年0

1893年0 株式会社テクノ

バ.災害研究プロ

ジェクト(1993:10)

から, 10月13- 16

日の台風によるも

のと思われる0

546 33 6 津寺遺跡 中屋調 (その2)p462:(第671図の)断面西端の遺構は河道 ★17世紀。 17世紀0 p464;第671園「調

査区南

部

- 1で17世紀前後の時期の足守川が氾濫した時の堆

積層である0

査区南側断面」

553 33 6 津寺遺跡 中屋調 p215:(水田- 4は)水田ー3の10cm ほど上層で検出 ▼古墳前期 古墳前期中 土器3912- 3919

査区 したものせー(中略)水田に至る微高地斜面や,水田 Ⅱ期0○古 菓0 まp216(第196

を覆う洪水砂からは3912- 3919の土器が出土してい 墳前期Ⅱ 図)-p217(第197

る p216:(土器3912- 3919について)これらの土器 期0 図)を参照 p22

ま古.前.Ⅱ期の特徴を備えており,水田が放棄され (表2:岡山県の土

た時期を示すものと思われる0 器編年対比表)‥

(古1.前.Ⅲ期は古

墳時代前期中葉

～後葉に対応。)

554 3316 津寺遺跡 高田調 p371:(前略)(調査地では)古墳時代初更段階には▼★古墳前期 古墳前期末

～

ii

A
1

F
I
I

I
】

査区 比較的安定した微高地と水E日というた景革が想像さ

れる 7-9層で示すように少なくとも2段階の水田層が

確認されている。これ以降,激しい洪水,土砂の堆積

が認められる。5層は水田を被覆する洪水砂層であ

る0これによって水田は放棄され▼遺構.遺物もほとん

ど見られず,荒廃した状況が看取できる0また,絶え

間ないこうした土砂の堆積の進行によって▼大幅な地

形の変化がもたらされ,かつて水田が広がった低位

部は埋没し▼微高地へと変化していったものと思われ

末葉。▼古

墳前期前

半。

葉0

る。こうして.安定して居住地が営まれだすのは,古

墳時代後半6世紀後半からである p382:古墳時代前

期末になると,この地の地形状況は一変する0水EEl

経営は厳しい気象環境のもと,絶え間ない洪水によ

蝣5 ア8 >諾 歪諾 聖霊 票 慧 急 LfT豊

代前期前半に爆発的な拡大をみせた集落が急速に
解体した様相を暗示するものと思われるO古墳時代

中期段階には明確な遺構は確認しておらず.この段

階には荒廃した湿地の状況が広がっていたことが推

測される0

557 3316 津寺遺跡 〔亀山行雄「古墳時代前期の津寺遺跡」(第2分冊) ★古墳前期 古墳前期中

PP712ー717〕pp716-717‥古墳前期を通して300軒近く

の竪穴住居が営まれた津寺遺跡も▼古.前.Ⅱに至っ

て解体に向かう0その原因は判然としないが,下流に
位置する足守川遺跡群ではこの時期の遺構が厚い

洪水砂で覆われていることからすれば,この一帯が

大規模な水害に見舞われたものと推測される0津寺

遺跡においても東の低位部に洪水の痕跡をとどめて

おり.その生産基盤に壊滅的な打撃を被ったことも容

易に想像される0しかし, 居住域が冠水した様子が窺

われず. 中期には再び集落の展開が見られることか

らすれば.あるいはそうした災害によって.この集落

の担っていた機能の減退ないし喪失を招いたことが,

集落解体の主たる要因として働いたとも考えられる。

これはまた, 中山茶臼山古墳から車塚古墳へと続い
た首長系譜の終蔦とも時期的に一致する可能性があ

り, 政治的な動向とも深く関わっていたことも考えられ

る。

Ⅱ期0 葉。
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560 3316 津寺遺跡 高田町 p149 :高田調査区のうち,1区から5区にかけては北 ★古墳前期 古墳前期中

調査区 から南へ下がる徴高地の傾斜面にあたっていたよう

で, (中略)5区の微高地は弥生時代にはかなり堆積

が進んでいたようで▼古墳時代の前期には▼その斜

面に水田が作られている。水田の東端は確認できな

かったが,1区から3区まではまだ低湿地の状態に -

あつたと思われる。やがて水田は洪水によるとみられ

る砂層で埋没し,新たに高くなった地盤に古墳時代後

期の竪穴住居が掘られ,集落が形成される。p152 :高

田6区から8区の中央付近までは低位部で,やはり古

墳時代前期の水田が広がっていた08区の中央部か

ら水田が広がっていた。(中略)水田は洪水の砂層で

厚く埋められーその上面に古墳時代後期の竪穴住居

が掘られることになるのは4-5区の状況と同じであ

る0

Ⅲ期0 ▼古

墳前期。△

古墳後期0

葉O

584 3317

～

中島遺跡 p370:集落はー13世紀前半頃にそれまで何もなかった ▼14世紀中 14世紀中葉 P
地に忽然と現れた0遺構の広がりは,5区を除いて全

ての調査区で粗密はあるものの当該期の存在が確
認された0 (中略)周辺にはこれを棟方向を同じくする

建物と井戸.墓.土坑等も存在する0調査区が分断さ

れて外郭線を示す溝の存在は不明であるがー比較的

大きな空間を持った館であることが推測される0さら

に館は東側に存在した規模こそ縮小するが配石され

た同様の建物にー4世紀中葉頃のものも認められるこ

とから,館はその頃まで存続していたことが窺われ

る0 内容的に考えてこれら大形建物.井戸等の施設 .

は中世後期において南僅か30m の地点に築造される

中島城の全段階の館である可能性が高いと考える0

中島城の上限が判然としないなか,この推測が首肯

されるなら館の下限である15世紀中葉頃に直接繋が

りはしないものの.中島城の構築が周辺一体が洪水

で埋没した後の集落を被覆した土砂の地盤が安定し
た後の早ければ15世紀後半頃への位置づけが考え

られる。

葉～ー5世紀

中葉0△15

世紀後半0

～15世紀?

576 3318 中撫川遺跡4

区

4区の

大溝

～
i

r 3

i

p43:幅6m と推定される大溝の東肩部を調査区の北

西津角で検出した0 第30国に示すように,溝の大半

笹 芸竺前期

i
)

I
】

古墳前期後

葉0

参考)p29;第30図

「中撫川遺跡4区

は洪水砂をみられる細砂(13層)で埋没し.溝が機能 中央ートレンチ土層

していた時の堆積層(14-15層)も薄く2層みられた0

(中略)(大溝が)洪水砂に埋没したのは古墳時代前

[期の後葉と考えられる0

断面囲」

555 3319 服部遺跡

(

】
i
-

溝29 …p274 :(溝29について)溝内は砂層が堆積しており▼洪

水等により埋没したと思われる0出土遺物は少量検

★鎌倉前

半。

鎌倉前半e

-

i
～
】
1出でき,鎌倉時代前半期の特徴を示していた。(中

略)(溝30について)洪水時に溝29から派生した溝と

考えられる0 溝の幅は約30cm ,深さは約15cm を測

る0時期は溝29と同様であろう。

593 3320 備前原遺跡 2 p16 :第2層下層であるが,均質な細砂が0.4m もの厚 ★弥生後期 弥生後期未 第一遺構面の年代

さで均等に堆積している。また, 出土遺物も少なく▼摩

滅している0これらのことから.この細砂は洪水によっ

てもたらされたものと想定される0第2遺構面は第2層
とした細砂層を除いた面である p50:(弥生時代後期

終末期について)河道は埋没したとは言え,不安定で

あったようで,第2遺構面の水田は第2層下層の細砂

層を形成する洪水に襲われている。

末葉0 葉0 は記載なし。

534 3321

i

百聞川沢田遺 横田調 ll p21(第7図)=洪水砂。p22:弥生時代終末に発生した ★弥生後期 弥生後期未 百聞川後期Ⅳは

跡 査区 と考えられている洪水による堆積層。洪水砂層上面 末葉0△古 葉0 酒津式土器に併

から出土した土器の年代は百聞川古墳時代 I 期の 墳前期初 行する0『考古資

もので▼東側微高地における洪水後の集落開始時期

を示すとともに▼洪水の時期がこの年代から層隔たっ

ていないことも暗示している0巻預(編年対比表)=百
聞川古墳時代 I 期は古墳前期初頭0

頭0 料大観』などからー

庄内式(190′- 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した0百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した。
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535 3321 百聞Jl=頁尾島 三股. p18 :(9-10AB 区では)古墳時代の包含層の土質は弥 ★弥生後期 】弥生後期末 百聞川後期Ⅳは
遺跡 丸田調 生後期末の洪水堆積によく似ており,それが再堆積 未0▼弥生 葉。 酒津式土器に併

査区 ないし撹乱を受けたものと思われる0東端の9-10Z区 後期。△古 行する0『考古資

では弥生後期末の洪水堆積層が微高地上に堆積し 填。 料大観』などから▼

ており,耕土下は洪水堆積層.その下は弥生後期遺 庄内式(190~ 265

構の密集(層)となり,古墳時代以降の遺構は洪水堆 年)前半に併行す

積層上面で検出された。(後略)p289:(7~ 11A ~ D 区 るものとして集計

を中心に)弥生時代後期末の大洪水後▼最初に形成 した。百聞川遺跡

された I期の集落は,大形住居をもつ大集落であっ 群の「弥生時代後

た可能性が強く最も活況を呈していたといえるe 期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪
水として集計した0

536 3321 百聞川原尾島 川内調 p257:層位は.標高3.5m 前後を測る現地表下に現代 ★弥生後期 弥生後期末 百聞川後期Ⅳは

遺跡 査区 水EEl耕土.鉄分.マンガンを多く含む淡黄褐色砂層, 未。▼弥生 葉。 酒津式土器に併

そして灰色粘土層(中世).灰黒色土層(古墳時代)と 後期0△古 行する0『考古資

続きーその下は弥生時代後期末の洪水砂層となる 墳0 料大観』などから▼

が▼島状高まりの頂部は淡黄褐色砂層に接してい 庄内式(190~ 265

る。洪水砂層は厚さ50′~ 60cm を測り,その直下は弥 年)前半に併行す

生時代後期の水田層となる。(後略) るものとして集計

した0百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した。

537 332

～
i

百聞川原尾島 左岸用

i

p285:(本調査区の基本的な層位は)現水田耕土の ★弥生後期 弥生後期末 百聞川後期Ⅳは
遺跡 水調査 下には厚さ10cm前後の近世から忠清の層がほぼ水 末0▼弥生 菓0 酒津式土器に併

区

～
i

平に堆積し,その下には古墳時代の層.さらに下に 後期0△古 行する0『考古資

弥生時代後期末の洪水砂層▼そして弥生時代後期水 墳O 料大観』などから▼

日層と続く0

i
】l-

庄内式(190′- 265

年)前半に併行す

るものとして集計
臨 ∴票 駕篭

!期末葉」の洪水砂

…はまとめて1遺跡

…における1回の洪
[水として集計した0

541 3321 百聞川原尾島 丸田調 p14:低位部となる14 -15C -D 区では表土の下に中世 ★弥生後期

末0▼弥生

後期0△古

墳。

贋 讐 期末 圃 ‖後期Ⅳは

年)前半に併行す

遺跡 査地区 の遺物を含む灰色土やオリーブ灰色土層があり.そ

の下は古代と推定される灰黄色微砂層.そして古墳
時代と考えられる暗灰黄色粘質微砂層と暗灰黄色粘

土層へ続く0さらにこの下は弥生時代後期末の洪水
砂であるオリI ブ黄色微砂層になるが,14ライン付近

では古代から古墳時代と考えられる層は無いか▼ i るものとして集計

あつても極めて薄い0洪水砂の直下には弥生時代後 した0百聞川遺跡

期の水田層があるが,同じような灰色粘土層が14ラ 群の「弥生時代後

イン付近では二層,14ラインから東へ10m 付近では三" - " - 期末葉」の洪水砂

～四層認められ▼これらも水田層と考えられる0
】
li
I

はまとめて1遺跡

V-c ~ -蝣* -~ - ";

542 332 百聞川原尾島 従来下 p185:低位部では洪水砂で埋没した弥生時代後期の ★弥生後期 弥生後期末 百聞川後期Ⅳは

遺跡 調査区 水田,および水田層下で検出した後期の溝などを中 末。▼弥生 葉。 酒津式土器に併

心に.古墳時代や中世の遺構がわずかに検出されて 後期0△古 行する。『考古資

いる0 墳0

-
i

i

i

料大観』などから,

庄内式(190′- 265

年)前半に併行す

るものとして集計

したe百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した0
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543 3321

i

百聞川原尾島 川内.

1

p194 :5層が百聞川遺跡群の鍵層となる砂層で▼弥生 ★弥生末
期0

弥生後期末
葉0

1

百聞川後期Ⅳは

遺跡 三ノ坪 時代末期に発生した大洪水の堆積層である。この堆 酒津式土器ーこ併
調査区

i

積層によって地形の起伏がならされ▼以後は水平堆
積層が続く。

行する0『考古資
料大観』などから.
庄内式(190~ 265
年)前半に併行す
るものとして集計
した。百聞川遺跡
群の「弥生時代後
期末葉」の洪水砂
はまとめて1遺跡
における1回の洪
水として集計した。

547 3321 百聞川原尾島
股ケ.

I

p17 :旧河道内の堆積の状態は.最下層に縄文時代 ★弥生後期 喜千緋 +

I

百聞川後期Ⅳは

遺跡 晩期および弥生時代前期の土器を包含し▼その上層 末0▼弥生 酒津式土器に併
丸田地 の数層は前期の段階で堆積したとみられ,さらにその後期。△古

墳。
行する。『考古資

区(4地 上層には中期土器を含む洪水砂,後期末水田層,後 料大観』などから.

区) 期末洪水砂ー古墳時代包含層と続く0いつぽう,微高
地上には弥生時代前期から中世にかけて▼ほぼ南北
方向の用水路などの溝が数条存在し,そのうち3本の
溝が低位部の水田を覆った砂と同じ砂によって埋没
している事実が両者の同時存在を証明し▼少なくとも
後期末の段階では低位部(水田面)と微高地上との
比高差が約80cm以上あったことがわかる0

庄内式(190~ 265
午)前半に併行す
るものとして集計
した0百聞川遺跡
群の「弥生時代後
期末葉」の洪水砂
はまとめて1遺跡
における1回の洪
水として集計した0

548 3321

5I

1

百聞川原尾島 三ノ I

1

p171:古墳時代包含層の下層には▼弥生時代後期末-★弥生後期 弥生後期未 「百聞川後期Ⅳは
遺跡 秤.横 (冒.後.Ⅳ)と考えられている洪水砂層が調査区の多末0▼弥生 葉。 ほ酉津式土器に併

田調査
区

くの部分に堆積していた0この洪水砂層に覆われる 後期末0

;

行する。『考古資
かたちで検出されたのは,調査区西半部と南東部隅 料大観』などから,
こ存在していた水田2.3と水田3に伴う水路4のみで 庄内式(190~ 265
あった0

t

年)前半に併行す
るものとして集計

rしたO百聞川遺跡t群の「弥生時代後
期末葉」の洪水砂
はまとめて1遺跡
における1回の洪
水として集計した0

549 332 百聞川原尾島 i

i1I

l〔岡本寛久「第4章 百聞川原尾島遺跡のまとめ 第4 ★16世紀0 h6世紀。 Il-

i

～ !遺跡 i 節 中世の村落」pp276-280〕p280 :(中世後期につい
て)(前略)16世紀に入って.不幸にも,この原尾島村
落を突然に洪水が襲うこととなる0人々は安全を求め
て移住を余儀なくされたようであるe室町時代,15世
紀の遺物を出土した井戸10-16-17-18-ll-30のすべ
てが板や石の枠材や曲物を留めていなかつたことは

* '-~̂ *l

印象的である。
1

551 332 百聞川兼基遺
跡

大上ロ p51:百.後.Ⅳ期に周辺一帯を襲った洪水による堆積★弥生後期
末0

弥生後期末
葉e

百聞川後期Ⅳは
調査区 砂は.水田域は言うに及ばず,用水路を含み周辺の

微高地上にも及んでいた0
酒津式土器に併
行する。『考古資
料大観』などから,
庄内式(190- 265
年)前半に併行す
るものとして集計
したO百聞川遺跡
群の「弥生時代後
期末葉」の洪水砂
はまとめて1遺跡
における1回の洪
水として集計した0

552 332 百聞川兼基遺
跡

東苗代 p91:第4.5層は百.後.Ⅳの洪水砂で,この層を除去 ★弥生後期 弥生後期末
葉。

百聞川後期Ⅳは

調査区 した地形が後述する「高まり」などの起伏として観察さ末。▼弥生 酒津式土器に併
れる。第5層の下面が弥生時代後期の遺構検出面に

当たる0

i

後期。 行する0『考古資
料大観』などから,
庄内式(190′-265
年)前半に併行す
るものとして集計
した0百聞川遺跡
群の「弥生時代後
期末葉」の洪水砂
はまとめて1遺跡
における1回の洪
水として集計した0
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559 3321 原尾島遺跡 溝2, p15:(溝2は)溝1の東側で検出した幅1.64m , 深さ ★弥生後期 弥生後期末

葉。

百聞川後期Ⅳは

水田2 1.07m の溝で,断面は∨字形である0 (中略)哩積土の 末0▼弥生 酒津式土器に併

など うち2.3層は粘質土.1層は砂質土である0 1層は弥生 後期末葉0 行する0『考古資

時代後期末の洪水堆積層の可能性があり.溝の機 料大観』などから.

能が失われてのち浅いくぼみとなり,最終的に洪水に 庄内式(190~ 265

よって埋没した可能性が考えられる p17 :(溝4は)調 年)前半に併行す

査区の東部で検出した溝で▼上幅1.87m ,深さ88cm , るものとして集計

底面幅40cm を測る0 (中略)水田2とともに弥生時代 した0百聞川遺跡

後期末の洪水で埋没した遺構とみてよい。(水田2は) 群の「弥生時代後

調査区東端で検出した水田で,検出範囲は東西 期末葉」の洪水砂

6.4m ▼南北13.8m ▼田面高3.60m である0出土土器17 ままとめて1遺跡

や洪水砂の特徴から弥生時代後期末に洪水によって こおける1回の洪

埋没した百聞川遺跡群などの水EElと一連のものと判

断される0

水として集計した。

561 3321 原尾島遺跡 3区西 14(第 P27:全域で弥生後期末の洪水砂に覆われた水田が ★弥生後期 弥生後期末

葉。

百聞川後期Ⅳは

(百聞川以東) 壁 44図) 認められた0洪水砂は平均して約25cm と厚くー場所に 末葉0 酒津式土器に併

よっては2層に分かれ堆積している0その以降は粘質 行する。『考古資

土の水平堆積が確認され,古墳時代から現代までお 料大観』などから,

もn水田に利用されていることが判明した0 庄内式(190- 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した0百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した0

562 3321 沢田遺跡

i

p41:調査は.現代の造成土と近世以降の洪水砂を除 ★弥生後期 弥生後期末

葉。

I
i

-
l
一
一

百聞川後期Ⅳは

去した近世の水田面から行い▼(中略)海抜約3.3m 末葉0 酒津式土器に併

で,調査区の西端と中央に島状高まりを残し,弥生時 行する。『考古資

代後期末の洪水砂で埋没した水田面と溝多数を検出 料大観』などから.

した。 庄内式(190~ 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した。百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

[水として集計した0
563 3321 沢田遺跡 溝24～ p47:(溝24~ 26は)1区で南北に流路方向をとって検 ★平安末0 j平安末期。 I

E

26 出した p8:いずれの溝も洪水砂で埋没しているが.

(中略)溝は平安時代末の洪水で埋没するまでの平

安時代を中心に機能していたと推測される0

▼平安。

566 3321 百聞川米田遺 当麻調 p72:(井戸315について)埋土から.井桁内部に堆積 ★13世紀中 13世紀中

跡 査区の

井戸

315

した土がほぼ同じことであることで,洪水のような一度

に埋没したものと考えられる p73:遺構の時期は, 出

土した土器から13世紀の中頃には洪水等で廃絶した

ものと考えられる。

頃。 葉0

i

567 332 百聞川米田遺

跡

岩間下

調査区

洪水1 p206 :堤防は河道3の西岸に約55m に渡って検出され

た0構造は,木杭を多数打ち込み,柵を多用し.草本

★10世紀末

～1一世紀初

10世紀末葉

～11世紀初
類や小枝を敷き詰めながら盛土するものである。立

地の違いにより便宜上▼先端部▼中央部▼復旧部と仮

称する0先端部は堤防北東端部が河道内に乗り出す

ように落ち込んで終わっている部分,中央部は岸辺

上面に構築された部分.復旧部は堤防が決壊したと

考えられる南西半分を指す p215:今回検出された復

旧部は, 河道3の左岸側に検出されたもので,先述し

た堤防の上流部にあたる。(中略)堤防を破壊した洪

水,復旧施設3を破壊した洪水「洪水1」.さらに復旧

施設1-2-4を破壊した洪水「洪水2」と大きく3回の大

洪水に見舞われている0 (中略)検出された復旧部

は, 「洪水lI2」によって大きく破壊させられた堤防の

復旧施設で,復旧施設は構築時の現状をとどめてい

るものはほとんどない p221:(洪水1.2について)復

旧施設を覆う砂層と灰色弱粘質徴砂とが交互に堆積

しノ くームクI へン状を呈していた。これは洪水後の

再堆積層と理解されるが,切り合いが見られ,少なく

とも2度の洪水があつたと考えられる。古い方の砂堆

積を洪水1,新しい方の砂堆積を洪水2とする p223 ‥

(前略)洪水1の時期は10世紀末～11世紀初預と考え

られる0 (中略)洪水2の時期は▼洪水1の土器と差は

なく, 期間をおかずして相次いで洪水に見舞われたも

のと解釈する0

頭。 P 0

～

～

568 3321 百聞川米田遺

跡

岩間下

調査区

洪水2 同上 ★10世紀末

～11世紀初
頭 ?

10世紀末葉

～11世紀初
め0
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569 332 百聞川米 田遺

跡

岩間下

調査区

p2 52 :河道を東西に渡る橋 梁施設を検 出した。(中

略 )このうち基盤施設は,東側が近世 の用水路 によっ

て削平されているが全長39m , 最大幅 10m 以上を測る

大規模な以降で▼東西両端にのぴる杭列を含めた長

さは46m に達する0 (後略)p 255 :橋の構築は13世紀

前半,廃絶 は17世 紀前 半と推定され,約400年 間に

わたって使用されたとみられるoP2 65 :(前略)基盤施

設を覆う砂 襟層の遺物は17世紀前半に位置 づけら

れ▼Ⅳ期 の橋 は1654 (承応3)年の大洪水 によって廃

絶した可能性が考えられ る0

★1654年 ? 1654 年。 日下部 (1978:35)

によると,洪水は8

月3 1日と10月9日

にあり▼ともに岡山

城が浸水している

ことから. このいず

れか ▼あるいは両

方のイベントの痕

跡 と解 釈できる0

両者 とも中国地方

の広範囲が被 害

を受けたとみられ

る(日下部 1978:

35)。

i

570 332ー 百聞川原尾島 p16 :(前略)(弥生時代後期中葉にかけて)両微高地 ★弥生後期 弥生後期末

葉。

百聞川後期Ⅳは

遺跡 間の低地部 (海抜2.8m 前後)が水田に開発され,後 末葉0▼弥 酒津式土器に併

期末になって水田面が大洪水による25~ 40cm の厚さ生後期中葉 行する0『考古資

の砂で埋没したと看取できる0 以降。 料大観』などから.

庄内式(190~ 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した0百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した0

578 332

i
1i
i

百聞川兼基遺

跡

I

10(第

5国)

p16(第5図):弥生後期末葉の洪水砂を確認。 ★弥生後期

末葉。

弥生後期末

葉0

i

百聞川後期Ⅳは

酒津式土器に併

行する0『考古資

料大観』などから,

庄内式(190~ 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した。百聞川遺跡

群の「弥生時代後

.期末葉」の洪水砂E 蔓憲 0

579 332 百聞川沢田遺

跡

横手.

高縄手

.地区

7 p219:第7層は弥生後期末の洪水砂層0 ★弥生後期

】末0

弥生後期末

葉0

層 雲崇 芸賢諾

行する0『考古資

料大観』などから,

庄内式(190- 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した。百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

ー士おける1回の洪

水として集計した。

580 332 百聞川原尾島 P15‥調査区の4/5を占める微高地は▼6~ 8A ~ C区部 ★弥生後期 弥生後期末

葉。

百聞川後期Ⅳは

遺跡 分である0調査区内では西側の低位部際が高く,そ

の東側の7-8A 区付近が若干低くなっている0微高地

の南東壁断面を示した第5図によると,この低い部分

には第9層で示す薄い砂層が見られる0この砂層は,

弥生時代後期未の洪水砂層と考えられ,遺構の中に

は同砂で埋没したものが見られる。この地区の古墳

時代以降の遺構は,基本的に洪水砂層上面で検出し

ているが,古墳時代初頭の遺構にはー酷似した砂で
埋没したものがあり,l 部は洪水砂下面で検出して

いる。基盤層は南東壁断面の第12層以下であり,こ

の付近での海抜高一ま365cm 前後を測る。低位部際の
高い部分では,洪水砂は見られず.現代耕作土直下

で古墳時代以降の遺構や.一部弥生時代後期の遺

構を検出した。(中略)調査区の1/5を占める5-6B C区

の低位部では,幅14~ 15m の旧河道が南北方向にや
や弧を描いて存在する0 (中略)その後に拓かれた弥

生時代後期の水田は,最終的に洪水砂で埋没するも

ので「田」字状の畦畔で区画され,典型的な低位部の

水田の様相を呈する。

末葉。 酒津式土器に併

行する0『考古資

料大観』などから.

庄内式(190′-265

年)前半に併行す

るものとして集計

した。百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した0
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581 3321 百聞川二の荒 右岸導 p158 ;今回の調査は,二の荒手右岸袖部と右岸導流 -★1934年0 1934年0 遺構は近代のも

i
i

手遺跡 流堤の

断面

T3

堤を対象とした0この付近は昭和9年9月の室戸台風

により堤防が決壊し, 甚大な被害を受けた場所と周

知されており,岡山県風水害史や荒手本体▼右岸袖

部付近の石積み等から堤防決壊以降に修復された

場所と捉えられていた p160二T3の北側断面では昭

和9年の洪水による決壊跡の.石組み残存部と復旧

盛り土部分との境が明瞭に確認できた p162:(前

略)昭和9年の堤防決壊時に下部がどのあたりまで削

平されたかは断面観察では不明瞭であった0

-▼近代0 の。

582 3321 百聞川今谷遺

跡

基本層

序
3 p13 :第3層は百.後.Ⅳ期の洪水砂。 ★百聞川弥

生後期Ⅳ

期0

弥生後期末

葉0

百聞川後期Ⅳは

酒津式土器に併

行する0『考古資

料大観』などから,

庄内式(190~ 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した0百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪
水として集計した0

583 3321 百聞川今谷遺 低位部

i

】

8 p13 :(低位部にあたるハ地点では)冒.級.Ⅳ期の洪 ▼弥生後 弥生後期末 百聞川後期Ⅳは

跡 水砂 (第8層)の上に▼古墳時代前期の土器を含む第 期0△古墳 葉0 酒津式土器に併

7層が厚く堆積している0洪水砂の下には▼2枚の弥 前期。

i

行する0『考古資

生時代後期水田層(第9-10層)が連続し.第11層を 料大観』などからー

挟んで弥生時代中期以前の水田層(第12層)があ 庄内式(190~ 265

る。 ほ 主監 雷

した0百聞川遺跡
群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した0

587 3321 百聞川沢田 p5:(前略)E,F,G層は中世～古墳時代の時期に求 ★弥生未0 弥生後期末 百聞川後期Ⅳは

(市道)遺跡 …められるeG 層の下には幅が30cm 程のり膏を埋める洪 ▼弥生中期 葉。

-

酒津式土器に併
1水砂があり▼百聞川遺跡群の調査で広範囲に確認さ ～後期0△ 行する。『考古資

れている弥生時代末の洪水砂に対応するものと思わ -古墳～中 料大観』などから,

れるOり膏の下にはJ層と部分的にJ層上に0 層があ l世0 庄内式(190~ 265

i
i

,i

リ.0 層が存在する部分にのみJ層の水田畦畔がとら 午)前半に併行す

jえられた0J層はさらに下層に存在する河道の遺物な るものとして集計

厄から弥生時代中期～後期の時期に推定される0 した0百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪
水として集計した0

590 332 百聞川沢田遺 p34 :弥生時代後期水田遺構は.本体部分,配管部 ★弥生後期 弥生後期末 百聞川後期Ⅳは

跡 分.および道路部分東調査区,中調査区において, 末葉。▼弥 葉。 酒津式土器に併

弥生時代後期未の洪水砂に埋没した状態で確認され 生後期0 行する。『考古資

た0 (後略) 料大観』などから▼

庄内式(190~ 265

年)前半に併行す

るものとして集計

した。百聞川遺跡

群の「弥生時代後

期末葉」の洪水砂

はまとめて1遺跡

における1回の洪

水として集計した0

572 3322 仏生田遺跡 3区 pp95-96;現地表は調査区のほぼ中央E調査区が最 ★明治25 1892年0 足守川の決壊など

も高い0表土下には厚さ50~ 70cm の洪水砂が存在し年。明治26 によるもので▼7月

た0この洪水砂は.後述する遺物などによりー近世～ * o 23 日の大雨に起

近代に堆積した可能性が高い p97:トレンチ調査の 因するとみられる
範囲は避世まで低位部で,近世になって耕作地と (例えば.中央気

なったことがわかった。その上に堆積した砂層は一気

に堆積している。遺物が少ないためはっきりといえな

いが, 明治になって岡山県を襲った洪水のうち,最も

大規模な明治25-26年の洪水による可能性が高い0

象台編 1949)c

573 】3322 仏生田遺跡 3区 同上0 ★明治25

年0明治26

年0

1893年0

i

株式会社テクノ

バ.災害研究プロ

ジェクト(1993:10)

から.10月13- 16

日の台風によるも

のと思われる0
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538 3323 三手遺跡 向原

Ⅲ.沼.

丸川調

査区の

基本層

序

2′〉5 p64 :1層は現在の水田層である0これより下位,2~ 5

層は,基本的に層位が乱れた砂蝶層でありT明治段

階以降の複数回の洪水によって形成されたと判断し

ている0

孟誓 つ 明治以降。

I
928 340 広島城跡上八 南壁土 P341:(前略)南壁土層断面の20-21層は創建当時の ★明治0

～

明治0

T 堀地点 層断面 土塁の盛土と考えられる0 このとき掘られた溝は, 中

堀と溝(B ーSD015)であると考えられる0南壁土層断

面図からは▼明治期に洪水を受けて土塁は浸食され

たことが確認され,その後西面の石垣は修復された。

しかし,近世の時期に土塁が洪水で流され氾濫堆積

物で覆われた痕跡は確認できかつた0 (後略)

599 350 下右田遺跡神 第2面 p25:(第2面について)出土した遺物から12世紀末～ ○12世紀末 12世紀末葉

;

里地区 砂蝶 13世紀前半代のものが大半を占めるとみられ,層位 ～13世紀前 ～13世紀前

堆積

層

的には先行するものの.第1面との時期差はあまりな

いものと思われる p36:第2面では,調査区東西端に

砂襟堆積層が確認された0とりわけP Ⅱ地区で確認さ

れた砂磯堆積層1は,幅約5m にわたってⅡ地区を東

西に横断し▼深さは2m 近くに達する0両端は調査区
外へと延び,河…の様相を呈する0底面は起伏に富

み▼流れが一様でなかったことをうかがわせる。河川

等の氾濫によってできた流路に砂が堆積したものと

考えられる。埋土は基本的に砂であるが一粒の大きさ

が異なる砂が幾層にも重なりを見せる。

半0 半0

600 3502 神郷大塚遺跡 p23 :(調査区では)遺構は一面で確認されたが,時期 ★7世紀0▼ 7世紀。

i
I
I

第8次 は弥生時代後期,古墳時代終末～7世紀▼中世と大

きく3つの時期が存在する。また,調査区東端で確認

された旧河川からは,水辺の祭把に使用したと思わ

れる土師器も出土している.O現在東脇を流れる大塚

川との関係は不明であるが,古墳時代以降の土器が

埋土中に含まれていないことから▼7世紀のある時期

に洪水により一気に埋まりその機能が失つたと思わ

れる0

古墳終末～7

世紀。

601 3503

～

延行条里遺跡 基本層 Ⅱ3

～

P7 ‥Ⅱ層は,19世紀代の堆積である。3層に細分され ★19世紀0 19世紀0 …

砂子多地区 序

i
i

…る0 Ⅱ1層には上面から水田暗渠の排水溝が掘削さ

i

)

I
1

602 3503 延行条里遺跡 基本層 Ⅳ P7‥Ⅲ層は▼3層に細分される0 Ⅲ1層は,17- 18世紀 ▼15世紀～ …16世紀～17

…砂子多地区 序

-

頃にⅣ層の堆積した旧河道部分を水田基盤として造

成している0Ⅲ3層は.灰色を帯びた砂壌土の自然堆

積である。Ⅳ層は▼花繭岩.安山岩の細襟を含む粗

い砂層で3層に細分できる0砂子多川の氾濫堆積物

の上部にあたる。(中略)(Ⅴ層は)15- 16世紀の自

然堆積層で▼中世の遺構面を被覆する。

E16世紀0△

l7世紀～18
世紀0

1世紀?

611 370 - 角遺跡第1 第2調 6 p85:西壁では全部で28層の堆積が見られたが,大別 ▼18世紀後 19世紀～20 I

次I第2次 1 査区 して第1～第9の9層に分層できる0 (中略)第5層は8

層にあたり,灰色のシルト質極細砂層である。陸軍に

よる空港造成面と考えられる 9~ 24層のシルト～磯

層は洪水による堆積と考えられ一第6層とした。第7層

は25-26層にあたり.灰色粘質シルト層である。この

上面で溝を検出していることから,第7層上面を第1遺

構面とした。く中略)第1遺構面については出土遺物

から江戸時代後半の18世紀後半～19世紀前半と考

えられる0

半～19世紀

前半。△昭

和戦前期0

世紀初めe

606 3702 川津東山田遺

跡 I 区

p274:(中世について)再び集落の規模は小さくなる。

掘立柱建物9棟,土坑1基ー現地割に沿う溝を数条検

出したがー遺構密度は低い0遺構は微高地の中でも

平野に近い方で検出した0その他▼SR01東側の流路

で13世紀台の土器が多量に出土した。これらは摩滅
度が少なく.破片も大きい013世紀頃に土石流が起こ

り.集落域が一気に流されたとも考えられよう0

★13世紀。 13世紀0

609 3703 川南.西遺跡 噴砂検 pll:現耕作土直下に層厚10cm 弱の灰黄色シルト混 ★1912年9月 ー9ー2年9月21

出区 じり極粗砂層がみられる。前年試掘時所見も考慮す

ると春日川及び新川堤防が決壊した大正元年

(1912)9月21日の水害による堆積するとみられる0

21日0 日0

610 3703 川南.西遺跡 噴砂検

出区
Ⅱ.

Ⅱ,

Pii:n , n '層は,近世後半の堆積と考えられるが.

新川堤防3カ所が決壊という慶応2年(1866)8月7日

「寅年の大水」が伝えられる。P16-19:n ~ n '層が堆

積したとみられる時期については▼文献記録等から

は以下の例が考えられるea.宝永7年(1710)(中略)

b.享保7年(1722), (中略)がみられる p19:本遺跡
が宝永～享保年間に規模の大きい地震と水害に遭

遇したのは確実だろうe

★1866年? 1866年 ?
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遺跡一覧表Al2

607 3704 北内遺跡 SD 001 P79 ‥I 区SD001は I 区中南部で検出した溝である。 ★弥生終 弥生後期末

SD001は西から東へ流れ,幅260~ 268cm ▼深さ76～ 末0 葉0

90cm を測る0埋土は最下層が緑灰色砂.-暗線灰色

砂.暗灰色砂等の砂層により堆積し▼短期間で埋没し
～

たことがわかる。上層は黒色粘土.粘質土等で,硬や

クサIJ磯を多量に含み,徐々に堆積したと考えられ

るop86:SD001は概ね弥生時代終末期頃洪水砂を受

～

～
けて1/3程度が埋没したと考えられる。 F

608 3705 弘福寺領山田 田図南 5 p57 :層序は上位から,第1層現耕作土,第2,3層現 ▼近代～現 現代0

郡EEE図比定地 地区比 代の堆積層.第4層遺構振り込み面形成層,第5層洪 代0△現代。

ほか 定地B

調査区

酉区画

の南側

水砂磯層,第6層地山層,第7層近現代溝状遺構哩

土となっている。

604 3706 金毘羅山遺跡 SR01 p18 :表土直下で.基盤暦の黄色系粘質土が現れる0

調査地西から東へかけて,この基盤層は低くなってい

くが▼これは,川跡SR01によって調査地北東の半分

の基盤層が大きく削られ,その後川跡が埋まっていく

ことによって生じたものと者えられる SR01は,弥生
時代後期の遺物を出土することから.弥生時代後期

頃には埋没したものと考えられる0 (中略)SR01は,そ

の後埋没が進み,6世紀末頃には,- 度P洪水による
堆積と考えられる粗砂層に覆われる0そして▼7世紀

後半頃の川跡SR03の検出面が,現耕作土下40cm で

検出できるまでになっている。さらにこの後,この上に

は鎌倉時代末頃の砂暦(SR05)が覆い,ほぼ現在の

地表面と同じ様な状況になったものと考えられる。

★6世紀末0

△7世紀後半

(SR03)t

6世紀末葉0

i

605 3706 金毘羅山遺跡 SR05 同上0 ★鎌倉末 [鎌倉末期0

603 3707

E

龍川五条遺跡 SR07

i
,
i

p363:中世後半の14世紀代になると,前池地区の居

住域や東低地部の基幹水路に変化がみられる0 (中

嘩)基幹水路のSD60-61もその時期には完全に埋没

して,SR06の後背湿地を開析して流れる河川SR07が
新たに出現する0その契機については.(中略)ある

段階でI 気にSR06後背湿地側にオI ハーフロl した

状況を確認するに留めておきたい。

★14世紀。 ～14世紀。

】

2-i
]̀
i

612 3708
I

農学部遺跡

i
1

1
～

還伝子 中世 p10 :中世層は鎌倉時代に位置づけられるO赤褐色粗 ★鎌倉0 !鎌倉。

-

l

一
一
一
一
1

実験施 層 砂(洪水堆積層)が属する。地表下約一.4m から始ま

設地区 リー標高18.8m から18.6m の問にある p17 :(前略)こ

a>rd-|v;!-.t;5TJI|<7);豊 畠霊 票 豊 孟t謡 キ去

る水田は少なくとも中世初期には放棄されたものと考

えられる0電気室地区では平安.奈良時代の水田層

i

i

上の砂層に中世の水田層と判断される地層群が後

続する0これは砂層の堆積が顕著ではないことに原

因したものと考えられるのであるO

619 3801

】

岩崎遺跡 水口3. 〔宮内慎一r集落の変遷」pp460-464〕p463:(中世の ★12世紀～ 12世紀～13

畝跡 第1エリアについて)水田地は少なくとも3面(水田1.

水田2.水田3)を確認した0畦畔と水路は平面調査で

検出できなかったことで,水田区画や形状は明確で

はないD水田は,灰～灰白色の粗砂や微砂などの洪

水砂で埋没し,人間や牛と思われる足跡と鋤跡を多

数検出した。特に▼牛の足跡は鋤跡とほぼ同じ方向

で検出されたことから.水田は開墾時に埋没したもの

と推測される0最も古い水口3は12~ 13世紀▼水田2と

水田1は13世紀以降,15世紀後半以降に埋没したも

のと判断した0 (中略)畑牡は▼調査地南端 I 区第1地

区にあり,東西方向の畝溝を30条検出した。畝は.平

面調査及び土層断面観察においても検出されなかっ

た0畝溝は水田牡と同様,洪水砂で哩没している0時

期は▼畑地を覆う土壌内から13世紀代の遺物が出土

していることより.水田3と同様に,12- 13世紀頃に埋

没したものとみられる。

13世紀。0

13世紀。

一世紀0

620 3802 大測遺跡第3 基本層 Ⅲ p8:(第 Ⅱ層は)灰(自)色～暗青灰色シルト0近現代 ★近世初 近世初期。
次 位 水田耕作土0堆積厚2~ 40cm 。(第Ⅲ層は)褐色粗砂

～黄灰色粗砂0洪水堆積層でー互層堆積をなす。堆
積厚2~ 60cm 。(第Ⅳ層は)灰色シルト(褐色混)e 中

世水田耕作土こ堆積厚10~ 40cm 。p114 ‥(第Ⅲ層直

下の水田は)中世後期(ー5世紀中頃～16世紀後半)

に属する。p131:(前略)水田遺構は近世初期に発生

した洪水砂(第Ⅲ層)によって埋没しており,当地域が

古墳時代前期初譲以来幾度となく水による被害を受
けた地域であることが判明したのも大きな成果であ

る。

期0▼15世

紀中頃～16

世紀後半。

i
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遺跡一覧表A-2

621 3802

]

大測遺跡第3 基本層 Ⅵ2

i

p8:(第Ⅵ2層は)洪水(土石流)堆積層である。さらに ★8世紀～9 8世紀～9世 p104も参照0

,き

次 位

i

大きく2層に分層可能で▼上層が暗灰色粗砂= 第Ⅵ

2a層▼下層は黒色粘質土(褐色混)= 第Ⅵ2b層。堆
積厚2~ 30cm を測る p102 :(S R5は)調査区北西部

において検出した0他の流路と同様.南から北北東に

向かって流れていたと考えられる0規模は検出長約

16m ,幅55cm ~'1.8m ▼深さ4~ 20cm を測り.,断面形態
は皿状を呈する。SB3と切り合っておりーその関係か

らSB3より新しい。SR6と同様,流路中には暗灰色粗

砂と共に4cm 程度の小石から拳大▼人要大の磯が堆

積しており,"巨大な流れ"の最下層部分である可能

性が高い。特に,暗灰色粗砂で構成される第Ⅵ2層を

上層に伴うことより,SR5は第Ⅵ2層に伴って上流から

流れてきた最下流路である可能性が最も高いといえ

る0従ってSR5および第Ⅵ2層全体を"土石流"として

捉え,SR5を最下流路の痕跡として理解する0 (中略)

SR5は古代(8~ 9世紀)期に発生した土石流の可能
性が高い0

世紀。△中

世0

紀0

622 3802

i

～

大測遺跡第3 自然流 p15:(自然流路SR7について)この流路からは古墳時 ▼庄内Ⅳe 弥生後期末

次 路SR7

～
】

i
-
F
,
I

代前期初頭に比定される土器がまとまった状態で出 △布留 I 0

i

葉(庄内新)

土した。流路の規模は検出長34.3m ,幅0.34~ 3m ー深 ～古墳前期

さ22~ 40cm を測る0調査区南西部に端を発し,蛇行 初め(布官

しながら北東方向に流れている0 (中略)本流路は6層 1 e S
i

I

I

に細分可能である。しかし▼流路内に堆積する土層の

ほとんどが「砂」で構成されており,かなり不安定な土

層であるといえる p60:(前略)S R7は古墳時代前期

初頭段階の段期間中に機能し.廃絶した流路である

と考えられる。p130 :(古墳時代前期について)自然流

路(SR7)を中心として竪穴式住居牡が周辺に配置さ

れる状況が確認され,古墳時代前期初更(庄内Ⅳ式

期)に属する集落構造の一端を垣間見ることができ

た。(中略)また,集落の存続期間が短く.布留 I 式

新段階の土器出現以前に廃絶するという特徴は宮前

川北斎院遺跡群と共通しており,当時汎松山平野的

に発生した自然災害の存在を予感させるものである。

i

613 3803

-

県民館跡地 中世 p18(表3)‥(時代区分について,江戸Ⅲ期は17世紀 ▼11世紀末 13世紀前

水田 代(江戸時代前期)▼中世1期は13世紀中葉～16世紀 ～13世紀初 半?

層2- 代(中世後半期),中世2期は11世紀末～13世紀初譲 頭 (中世水田

中世 頃(中世前半期)o)p20:今回の調査で認定した遺構 層2)0△13

水田 面は,古いものから地山相当層.黄褐色砂質土(シル 世紀中葉～
～層1間 ト)上面に堆積した中世水田層2, この上に洪水性堆

積の間層を挟み.中世水田層1が展開する0さらに,

この上に薄い洪水性堆積の問層を挟む。その上層が

江戸Ⅲ期遺構面に相当する0

16世紀(中世

'A.tii層1㌔

614 3803

～

県民館跡地 中世 …p18(表3):(時代区分について. 江戸Ⅲ期は17世紀 ▼13世紀中 16世紀～17

E

i

水田 代(江戸時代前期), 中世1期は13世紀中葉～16世紀 葉～16世紀 世紀 ?

層2ー 代(中世後半期)▼中世2期は11世紀末～13世紀初更 (中世水田層

江戸 頃(中世前半期)。)p20:今回の調査で認定した遺構 1)0△17世

Ⅲ期 面は,古いものから地山相当層.黄褐色砂質土(シル 紀(江戸Ⅲ期

遺構

面間

卜)上面に堆積した中世水田層2,この上に洪水性堆

積の間層を挟み,中世水田層1が展開する0さらに.

この上に薄い洪水性堆積の間層を挟む。その上層が

江戸Ⅲ期遺構面に相当する0

遺構面)0

615 3804 古照遺跡第6 基本土 p14:先ず遺構基底層たる上部互層ー I の上面はそ ★1721年な 1721年。 中央気象台.海洋

次 層 の遺構の年代から推して古墳期には安定したものと ど。 気象台(1939:

思われる。それ以後に▼上部互層- Ⅱたる層厚約2 129-131)には,9

～4m の砂磯層が河川の特徴を有して観察されるOこ
I

月1日に「近畿諸

の層序は,中世には安定期に入り水田等が形成さ

れ, 以降はこの中世期及び江戸期の水田を被覆する

I
i

～
-
i

i

国 大風雨」▼9月

6日に「諸国 大風

洪水流による最低2回(或いは江戸期と現代旧耕作

土の間野水田を被覆す砂層の堆積を数えると3回)の

砂層の被覆を観察しつつ現代に至るものと思われ

るO (中略)この砂層の堆積時期は一秒層から唐津焼

碗▼伊万里系皿▼瀬戸.美濃系天 日碗等を出土してお

雨,洪水」の見出

しがあり,前者は

対象地域が近畿

地方と岡山市周辺

のみの0.5ページ
り.遅くとも18世紀前半に起こった洪水の盤積砂層と

È
ほどの記載である

考えられる0本遺跡と関連の深い石芋川の氾濫につ が,後者には『松

いて『松山叢談』にその記述を読みとることができる0 山叢談』から「石

(中略)この砂層は. おそらく享保六年(1721年)の大 芋川洪水」という

洪水のものと考えられる。 デ ≡ 芙

料が掲載されてい

る。そのため,遺

跡でのイベントは9

月6日の台風に伴
う大雨による可能

性が高い0
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遺跡一覧表A-2

616 3804

I

古照遺跡第6

次

芸層調I p130:古代以降の土器は,10世紀後半の溢流堆積物一★10世紀後 10世紀後 下層にも遺構があ

からの出土である p131:(前略)このことから須恵器 半などO 半。 るが時期記載な

を含む時期の河川或いは洪水等は▼黒褐色粘羊

N0.2より西側にあったものと考えられる。また,10世
紀後半の土器を含む溢流堆積の状況では西から東

への堆積流として観察されているため,この時期の河
川が調査地西側を流れていたものと考えられる0

し。

618 3804 古照遺跡第7

次

A地区 Ⅴ p15 :洪水による堆積0Ⅵ層は13世紀の埋没水田0 ★中世0▼ 13世紀～14

p161:洪水砂は古照遺跡の既往調査や松環古照遺

跡でも確認されている0本調査区の中世洪水は江戸

中期の洪水と同様に大規模0洪水後,14世紀～16世

紀の土坑が形成される。

13世紀。△

14世紀～16
世紀0

世紀0

905 3804 古照遺跡 (第1E

次～第11次調

査総括)

p78-80:(弥生時代後期～古墳時代初更について)西

部と北西部には後背湿地(黒褐色粘土等)が広がっ

ていたと思われる。年代測定及び植物珪酸体分析か

ら. おおよそ3世紀頃よりこの後後背湿地を水田とし

て利用し姶めたと思われる。p80:この時期,河川の

氾濫や洪水が頻繁にあったようであるO特に大規模
な氾濫が北部と東部と南西域にあり自然堤防が砂磯

に埋没してしまう。いずれの自然堤防も同時期に埋没

した可能性もある0氾濫の中で溢流堆積物中におい

て.意図的な土器の廃棄(祭把? )が行われている

(第8次調査エアタン区東肩)0またー- 時期ではある

が河川の安定する段階に小自然堤防が北部に形成

されている(第8次エアタン区西側)0

・3tt *e 3世紀。

】

906 3804 古照遺跡(第1 P80‥(古墳時代前期(4世紀)について)北衷部.東部 ★4世紀後 4世紀後半。

次～第11次調 の自然堤防を被覆する砂磯層の上部層が徐々に土 半0

査総括)

I

i

-
】

]

壌化し安定している04世紀後半,洪水.氾濫などによ

i

I

I

i
-

～
1

I

I

I

i

I

り「第ト2堰」が埋没してしまう0この埋没時期と同時

期,北東部では溝(SD1)に土師器を意図的に投棄し

ている0西部の後背湿地にはSD2ー(第6次調査)も同時期に存在しているDこの時期,北東部における地形は.「井堰」に比べて高い地表レベルにありほぼ平坦面であったDしかし,西側に高まり(自然堤防状?)が

ていく。「井堰」の埋没後.「井堰」を被覆する砂硬層

i

E1---
li

Iの上部は徐々に土壌化し安定し,水田が営まれる。

この土壌(黒色泥層)で水田が営まれているが時期

は不明である(第1次調査)。

907 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

東部 p80:(古墳時代中期(5世紀)について)前半には,秦

部の土壌化した土層と北東部もあわせた地域で水田

が営まれている0この時期の河川としては▼東部にお

いて確認できる0それは,南西から北東方向へ1条流

れている(第99次調査)0その河川に対して土師器を

並べて祭把が行われている。祭杷行為の後,氾濫に

よる溢流堆積によって水田.祭把遺物が埋没してしま

う0後半以降▼北東部に河川(2条)がみられ▼前半の

堆積層を削り批している(第8次調査初沈区南壁)0西

部.北西部の後背湿地では.4世紀と同様に氾濫に

よって湛水しながらも水田を営んでいる。

★5世紀後

・o

5世紀後半0 i

908 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

西部.

北西部

同上。 ★5世紀0 5世紀0 断続的にすく数

回?

909 3804 古照遺跡(第1

次～第11次調

査総括)

p83:(古照遺跡全体について)6世紀初更には.西

部l北西部の後背湿地が洪水,氾濫による砂襟に

よって哩没してしまう(第6.8次調査終沈区)0その同

5㍍禁 認 諾 蝣P SfUy ,- ro 票 訟 器 票監 禁 品

湿地の東面が浸食され削り取られている。

★6世紀初

頭0

6世紀初め0

910 3804 古照遺跡(第1 p83:(古照遺跡全体について)10世紀後半頃に西部. ★10世紀後

半0

10世紀後 6ー6と同じものとみ

次～第11次調

査総括)

北西部に,河川の洪水.氾濫による溢流堆積がみら

れる。この河川は浄化センターの西側にあったものと

恵われ,現在の宮前川とほぼ同じ河道であったと思

われる。

半0 なした0
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623 3805

～

梓味遺跡第4 SD2 SD2埋

土

p24:(SD-2について)暗褐色シルト質土除去後P調査 ★11世紀～ 11世紀～12

次 区北半で東西方向に確認された溝である0 (中略)上

層と下層に分離が可能である0 (中略)上層溝は.検

出面から最深で約20cm を測る0溝の埋土下半は,荏

1m m 未満の砂粒を伴う砂質土が堆積しており,底面

にそって鉄分の沈着層が認められる。粘性を帯びた

土の堆積が見られないことなどから.溝の機能低下

は洪水砂によるものと考え られる0 (中略)下層溝は,

調査区の西端から調査区の東端へとほぼ東西方向

に続く。溝の深さは,検出面から約50cm 。埋土は.砂

磯混じりの黄褐色もしくは黄灰色系の砂質土である0

流水があったことが明らかであるとともに,幾たびか

に及ぶ砂磯を伴った洪水によって溝が機能しなくなっ

たと考えられる p38-40:SD-2の権能した時代である

が.上層出土の遺物には11~ 12世紀に下る例が存

在した。出土遺物からは▼SD-2下層も上層の時期ま

で下がるのか▼あるいはSD-2の上層.下層の間に大
きな時間差が存在したのか,両者の可能性がある0

ただし.遺構の検出状況からすれば.上層.下層の間

に300年近い時間差を想定するには,やや無理があ

り,下層の埋没も本来は11-12世紀に下る可能性を

考えておきたい0

12世紀。

E

F 紀0

i

】617 3806 道後今市遺跡 Ⅸ p12:(前略)V ~ W 層は中世の耕作面と考えられ13 ★中世0△ 中世(13世紀

第9次 世紀後半～14世紀代の遺物か多数出土しているOⅨ

層(明灰褐色砂)は,中世の洪水に伴う砂層でⅩ層上

面で検出された牛と人間の足跡を覆っている0

13世紀後半

～14世紀0

前半以前)?

624 3807 ]文京遺跡第18 A 区

i

i

p16:A 区は.城北団地南部の弥生時代～古墳時代 ★11世紀後 h l世紀後

次

i

i

の集落遺跡が営まれる微高地が同地北部の東西に 半0▼11世
】半0

i

I

I

-

のぴる谷状の窪地へ落ち込む自然地形の変換点付 紀。△12世

近に位置する。窪地は,基本層序のⅣ層を切り込む 紀初頭以降

自然流路(S Rー400)で形成され.その上位をⅡ層が (SD-208-

-5 Jf W アli 雲監 慧 謡 譜 n -2-ゥg 言語 忘

日, Ⅱー2-④層を中層水田, n -2-⑥層を下層水田と

呼称した。〔田崎博之「Ⅵ まとめ 1 古代～中世」

pp180】193〕p191:(前略)ー1世紀に経営された下層水
田と建物群は. n -2- ⑤層が堆積することで廃絶さ

.れる。Ⅱー2- ⑤層は,砂磯を多く混じる黄褐色砂賢シ
ルトや灰黄色砂質シルト砂傑混じりの黄褐色砂質

土で構成される堆積物である0また,部分的にラミナ

が確認されるので,河川氾濫に伴う比較的緩やかな

増水で堆積したものである0河川氾濫の分流がA 区

の谷状の窪地に流れ込みー下層水田が廃絶したもの

と考える。Ⅱー2- ⑤層の堆積時期は出土遺物から11

世紀代としか比定できないが, n -2-⑤層を切り込ん

で1一2世紀初頭を上限とするSD-208-209が開削され

ているので.ー1世紀後半期と考える0

209)0

I

625 3807 文京遺跡第18 SDー 〔田崎博之「Ⅵ まとめ 1 古代～中世」pp180-193〕 ▼12世紀初 12世紀前 25次調査(628)と

次 208- p191:12世紀初頭には,谷状窪地内にSD-208-209 頭以降(SD- 辛 ? 対応するものとみ

209 が開削される0周囲には水田域がひろがつていたと

考えられるが▼水田層は上層のⅡー2l④(中層水田)

層の耕作で削平されている。(中略)pp19卜192:SD-

208-209の哩土には.砂磯が多く混じり,上部にはラ

ミナ層がみられる0下層水田と同様に.洪水によって

SD1 08-209のそれぞれに伴う水田とともに廃絶した
ものと推定できる0SD】208-209を覆うⅡ-2ー④(中層

水田)層からは.12世紀中頃に比定できる遺物まで

が出土している。SD-208に伴う水EElが廃絶した後,

ほとんど時間を置かず I -2-④層の中層水田が開田

されたことになる0

208-209)e

△12世紀中

頃0

なした。

126



遺跡一覧表A-2

626 3807 文京遺跡第18 A 区 n -2- p16:A 区は,城北団地南部の弥生時代～古墳時代 ▼12世紀中 12世紀後 25次調査(629)と

次 ③ の集落遺跡が営まれる微高地が団地北部の東西に 頃0○12世 半e 対応0

のぴる谷状の窪地へ落ち込む自然地形の変換点付 紀後半0△

近に位置する0窪地は▼基本層序のⅣ層を切り込む 12世紀末～

自然流路(SRー400)で形成されーその上位をⅡ層が ー3世紀前葉

覆う0 (中略)n - 2層は▼Ⅱl 1層と比べて硬めの土 (E -2-②

質-e ,土色もやや暗い0 Ⅱー2-① ・n -2-⑥層に分層

でき, n -2-②.㊨.⑥層は水田層▼Ⅱ一2ー①.③.⑤層

は緩やかな氾濫で形成された砂襟が非常に多く混じ

る堆積土層である0 調査時には▼n -2-②層を上層水

田▼n -2-'④層を中層水 3, n -2-⑥層を下層水田と

呼称した0 〔田崎博之「Ⅵ まとめ 1 古代～中世」

pp180-193〕p192:E ー2-④層の中層水田は,洪水層
であるⅡ一2-③層が堆積することで廃絶するo n -2】
③層から出土した遺物でもつとも新しいものは12世紀

後半に堵定できる。中層水田を廃絶させたn -2-③層

の洪水層の上層には, E -2-②層の上層水田が拓か
れる0

層)。

627 3807 文京遺跡第18 A区 n -2- p16 :A 区はー城北団地南部の弥生時代～古墳時代 ★13世紀前 13世紀前 25次調査(630)と

次

i

i
～

①

i

の集落遺跡が営まれる微高地が団地北部の東西に

のぴる谷状の窪地へ落ち込む自然地形の変換点付

近に位置する0窪地は.基本層序のⅣ層を切り込む

自然流路(SR】400)で形成され▼その上位をⅡ層が

覆うO(中略)Ⅱー2層は, n - 1層と比べて硬めの土

質で▼土色もやや暗い n -2-①～Ⅱー2】⑥層に分層

でき. Ⅱ一2-②.㊨.⑥層は水田層, Ⅱー2ー①.③l⑤層
は緩やかな氾濫で形成された砂磯が非常に多く混じ

る堆積土層である0調査時には, n -2-②層を上層水

ea, n -2-④層を中層水田, n -2-⑥層を下層水田と

呼称した0〔田崎博之「Ⅵ まとめ 1 古代～中世」

PP180-193〕p192 :H ー2ー② (上層水田)層の調査で
は,12世紀末～13世紀前葉.道後城北遺跡群が位、

置する扇状地の扇央において,それまで谷状の窪地

に限られていた水田域が微高地上まで拡大すること

を明らかにできた。こうした水田域の拡大は,松山平

野を構成する扇状地の各所で見出せる。12世紀末～

13世紀における土地開発の画期として捉えることが

できる。この上層水田が廃絶するのは.これを覆う洪

水層であるn -2-①層から出土した遺物の年代比定

からT13世紀前半である0さらに, n -2ー①層の上層

の Ⅱ-1層も水田層で.その後も水田経営が継続され

ている0

半。▼12世

紀末～13世

紀前葉(Ⅱ-

2l(多層)0

半。

】
i

I

対底o

i
ii

-

-

-

!
l
I
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628 3807 文京遺跡第25 Ⅱー2ー〔吉田広「遺構の変遷」pp194-199〕p196 :(自然流路 ★12世紀前 12世紀前

次

～

⑤ について)25次調査区全面が自然流路内に位置し,

18次調査区南半が微高地にあたり▼掘立柱建物な
ど, 若干の遺構が微高地上に出土している0自然流

路は,北東方向から南西に流れ込み▼18次調査北東

部で北西方向に転じるe最深部未掘ながら.南側微

高地から深さ15m 以上を測る0北側へは.約50m で-

度Ⅳ層が高まり北岸をなすが.さらに北側に深い流

路が控え,より幅広の流路帯を呈する。流水による砂

磯.砂層の堆積が進行した後,恒常的な流水が停止

した窪地にシルト質土の堆積が進み.開田条件が整

う0 (中略) 自然流路埋没以降,水田の開田.埋没を

繰り返しながら,水田域が南へと広がる。下層水田.

中層水田では▼旧自然流路の微地形に規制された.

あるいは利用した水田配列.配水であったのが.上層

水田では▼真北方位に沿って縦横に直線的な水路が

配されるようになる。また,南北の水田面標高差は.

下層水田の20cm 前後.中層水田の30cm 前後から.

上層水田で50cm 前後に増大し,より高位への水田拡

張が窺える。北側低位部の25次調査においても. 18

次調査で指摘されていた上層水田開田の画期を,平

面的にPそして垂直方向に確認できたことになるC

p199:(前略)現時点での各層.遺構の年代比定は.
以下のようにまとめることができる0 (自然流路の埋

没)流水の停止:10世紀後半。窪地の埋没:11世紀中

頃～後半 n - 2- ⑥層の下層水田開田:(11世紀後

早)o n - 2- ⑤層による下層水田埋没:(12世紀前

半)。中一下層水田間の水田耕作:(12世紀前半～中

頃)。Ⅱー2ー④層の中層水EE-開田=12世紀末葉0 Ⅱ

l 2l ③層による中層水田埋没:12世紀末葉。Ⅱー2

- ②層の上層水EEl開田:13世紀前葉 H - 2- ①層
による上層水田埋没二13世紀前半Oこの結果,11世

紀後半から12世紀中頃にかけて.下層水田から中一

下層水田間の耕作が,ほぼ水田配列を踏襲しながら
続くのに対し, 12世紀末葉以降ー中層水田から上層

水田へと短時間で変遷し,その中に上層水田開田の

画期が兄いさだされることになる0

半。▼11世

紀後半以

降0△12世

紀前半～中

頃0

半0

629 3807 !文京遺跡第25

…次

1
- 】

～

Ⅱ- 2

- ③

=司上0 ★12世紀末

葉。▼12世

紀末葉0△

13世紀前

ー2世紀末

葉0
～

～

630 3807 文京遺跡第25

次

1 Ⅱ一2

- ①

同上。 ★13世紀前

半。▼13世

紀前葉。

】13世紀前

半0

631 3901 不破遺跡 第1耕 〔鹿田佳久「まとめ」pp45】48〕p45:不破遺跡で確認さ ★昭和12年 1937年～ 遺構は近代のも

作土 れた遺構は,最終的に昭和の初めに行われた掘削 ～16年。昭 1941年0 】のO

i
-

の上 工事の後にできた畝状地形を利用した耕作跡との結

論に至ったoP46:不破の掘削工事は.昭和4年から

14カ年継続工事として着工された渡川(四万十川)敬
修工事の一環として昭和8年から始まり,遺跡範囲が

掘削工事に着手されたのは昭和9年からで,昭和11

年にⅢ区付近▼昭和17年にⅡ区付近が竣工してい

る0 Ⅲ区にⅡ区より2枚多い耕作面が認められたの

は▼6年竣工時期が早かったためと考えられ▼Ⅲ区の

第ⅩⅩⅧ層(第1耕作土)と第ⅩⅩ I 層(第2耕作土)

は昭和12年から昭和17年の間の耕作面と言えよう0

この間の洪水の状況をみてみると, (中略)第2耕作
土が埋まったのは昭和17年の洪水ではなかろうか。

第1耕作土との間に多い所で5層の間層がみられるこ

とから第1耕作土は昭和12年からの耕作面で.遅くと

も昭和16年には埋もれたものとみられる0これらから

すると第1耕作土の耕作期間は長くとも4年間,第2耕

作土は2年間程度ではなかろうか p47:(前略)第3耕

作土は他の2層に比べ幅が厚く,耕作期間がいちば

ん長いようにみられるものの昭和2ー年頃には洪水で

埋まっていたのではなかろうか。換言すれば,第3耕

作土の耕作期間は長くとも4年間程度ではなかろう

か。

和一7年9月2一

日。昭和21
年ごろ?

632 390 不破遺跡 第2耕

作土

の上

同上 ★昭和12年

～16年e昭
和17年9月21

日0昭和21

年ごろ?

】1942年9月21

日。

遺構は近代のも

の。

633 390 不破遺跡 第3耕

作土

の上

同上 ★昭和12年

～16年。昭
和17年9月21

日。昭和21

年ごろ?

1946年ごろ。遺構は近代のも

の0
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658 4001 碇遺跡第1次 1SE4 p50 :(近世の遺構について)1SE4が唯一の井戸であ ★近代以 近代以降0

など り▼出土遺物から幕末に比定できる0また,この時期

の井戸までもが河川の浸食によって埋没している事
実は.近代以降の水害の凄まじさを物語っている。

降0▼幕末。

639
i

】

4002 井相田D遺跡 Ⅱ区の p49:(池状遺構(SG )は)調査区の全体に分布してお ★弥生後期 弥生後期初

第2次 池状遺

構

SGO"卜

02

リ,特に南半分には大型の遺構が存在する。分布状

況や遺構底面の状態から河川の氾濫又は.蛇行に

よって形成された掘り込みが三日月湖的に遺存した

ものと考えられる。p108 ‥池SG01は,池SG 02と同様に

弥生時代後期初頭の河川氾濫によってできた池であ

るが, (後略)0

初頭0 め

640 4002 井相田D遺跡 第2水 P8‥第1水田面下層の灰褐色土層には酸化鉄やマン ▼11世紀e 1l世紀～12

第1次 日面 ガンが沈着している。その下層には洪水砂の白色砂. △12世紀後 世紀中葉?

F

直上 灰褐色砂の互層がひろがリ,第2水田面を覆ってい

る。畦畔の残存は良好でなく,その高まりはいずれも

低い p11:(第2面について)Ⅲ区東側では洪水によ

る土砂の堆積は確認されず,東端では遺物包含層を

確認した。包含層下面では溝ー土坑▼柱穴.ピット状

遺構を検出した0遺構からは11世紀前後の土師器小

皿.黒色土器椀片の他,ピット状遺構土器椀片が少

量出土した。(後略)

半～13世紀

前半(第1水

田面)。

635 4003

E
～
1

岩本遺跡

i
i
i

1

～

第2層 P7:堆積層は5層群に区分される0第1層群(1- 2層) ★弥生後期 .弥生後期初

i

i
1
】

群(3 ま最上部層であり,現水田耕土▼床土類である。微高 初頭0▼弥 め0

I
I

.〉4 地の上部を含め調査区全域に堆積し一層厚は20～ 生中期後葉

層) 60cm である。第2層群(3- 4層)は谷部の上部埋土で

ある0規模の大きい洪水砂とみられ.下半部は未風

化のままである。上部は土壌化しー黒褐色を呈する0

層厚は30~ 50cm である0本層群が第2面の水田を覆

う。また,上面は第1面である0 (後略)pp32-33:2面の

水田の時期は出土遺物が少なく明確ではないが▼2

面は中間に洪水砂を介して畦畔の位置が重複し,水

路や水口の位置が共通するものが多い0また▼水田

を覆う埋土中に弥生時代中期後半から後期初頭に比

定される土器片が認められることから,両者の時期

幅は少なく,連続した水田経営が予測される0第2面

の最終的な埋没時期は弥生時代後期初預と考えら

れる0

～後期初

頭。

5

-

656 4004 小郡川原田遺 自然流 自然 p37:C トレンチの下層より弥生時代中期前半に比定さ★弥生終末 弥生後期未

i 跡

i
-
】

1
]i

路 流路 れる斐口縁片が見られることからrこの時期に河川の ～古墳初 葉～古墳前

の埋

:ア
i

氾濫による堆積がこの調査地点まで及び始めたこと

が分かるe (中略)C トレンチの上層からは,後期後半

の土器が少なからず認められる0土層観察から層位
;間に大きな時間の隔たりが認められないことから,こ

一頭。

i

1

一期初め0

混 票 差票 監 禁 笠 票 品監 y g 」3S

路が形成される0そして▼この自然流路は後期後半

から終末にかけて堰状遺構や杭列などが形成され.

人の手が加えられるようになると考えられる。しかしな

がら,この自然流路も終末から古墳時代初頭にかけ

てやはり河川の氾濫によって埋没してしまうのであ

る0

648 4005 金山遺跡Ⅴ区 Ⅴ区 7ー8 p141 :(3号溝以下.4号～6号溝,6層～8層は弥生時 ★弥生終末 弥生後期末

代終末～古墳時代初頭に相当する。)p142:本遺跡 ～古墳初 葉～古墳前

の7～8層はジヤリ層ー砂層からなり,厚いところでは

60cm をこえる箇所もある。それらに埋もれてみつかっ

た利水施設はたび重なる洪水により決壊,倒壊したこ

とを物語っており,その都度.水路の復旧と補修がな

されたものと思われる0そうした作業の際に幾度も繰

り返し祭把行為を行つたであろうことは,まとまって出

土する壷や高坪,器台などの完形土器が示してい

る。

頭。 期初め。

644 4006 上広瀬遺跡第 p113 :(中世について)遺物の出土量から長期間居住 ★13世紀初 13世紀初

1次 した状況ではなく′短期間で廃絶したものとおもわれ

る。要因としては広瀬遺跡同様ー13世紀初めの水害

が考えられ▼13世紀以降拠点集落は東丘陵上の峯

遺跡に移行する。

預。 め。
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645 4006 上広瀬遺跡第 1区な
ど

p8:(1区は)幅7m程の2面の旧水田面からなり,全面 ～★1963年。 1963年0 洪水痕跡の形成

2次 を昭和38年福岡大水害の土石流が,東西両側を中 月日について、報
世の大規模な土石流が厚く覆う。P15‥(4区では)(前 告書中に明記され
略)検出面は表土及び昭和38年土石流下の赤褐～ ていないが,6月
黄褐色混確粘質土上面0 1区同様東西両側を中世土 29日～7月5日に
石流が深く決る0 (後略)(他調査区も同様。) 九州北部で降った

大雨(国立天文台
編2007‥335)に
対応すると思われ
る。福岡では6月
29日に229.3m mの
降水があった0

652 4007

i

蒲生大畔遺跡 1区.2
区

3 p16:遺物包含層は4層からなり,遺構面は3層上面 ★13世紀～ 13世紀～14
と,3層が欠落する部分での4層上面とにある04枚の
遺物包含層はいずれも襟混じりのシルト及び粘土で
あって.洪水による堆積層である04層は弥生土器片
から奈良平安時代の貸恵器,13- 14世紀の青磁まで
がごく少量含まれており,1区,2区,7区の全面に分
布している03層は1区の北半部を中心にして南西-
北東の局所的に広がっており,7区には全く存在して
いない02層埠3層が厚く分布するところでは,逆に存
在しないかあつても薄い。(後略)p40 :(前略)3層は13

～14世紀の堆積であり,集落遺構の上面をなし,追
構からの出土遺物は同時期で.氾濫原的な堆積の直
後に集落が形成されたと考えて.叡齢はない0 (中
略)3層と4層は堆積物の相違はあるが▼同時期の堆
積である。

14世紀0 世紀0

653 4007 蒲生大群遺跡 1区.2 4 p16:遺物包含層は4層からなり,遺構面は3層上面 ★14世紀。 14世紀0

I

区 と.3層が欠落する部分での4層上面とにある。4枚の
遺物包含層はいずれも襟混じりのシルト,及び粘土で
あって▼洪水による堆積層である。4層は弥生土器片
から奈良平安時代の須恵器▼13- 14世紀の青磁まで
がごく少量含まれており, 1区.2区,7区の全面に分
布している03層は1区の北半部を中心にして南西ー
北東の局所的に広がっており▼7区には全く存在して
いない。2層は3層が厚く分布するところでは,逆に存
在しないかあつても薄い01層は旧耕作土とその床土
であり.畦畔と溝以外は平坦面が2～3枚からなる水
田面をなす。(後略)p40‥(前略)4層からは青白磁合

I

651 4008 蒲生寺中遺跡 1区の4
号溝

3 p45 :(1区の1期は2層上面の遺構.14世紀後半～15
世紀前半に相当 )p52 :(1区の4号溝は)調査区の南
壁とほぼ平行にのぴる溝である。幅は西側が狭くて
185cm ,東側が広くて400cm ,深さは西側が浅くて
98cm ,中央部で最も深くて170cmー東側がやや浅くて
135cmで,断面形は「∨」字形をなす。覆土はにぷい黄
榎色粘質土で.小磯を多く含む0この4号溝は2区にも
続き,自然流路となっている。p117:4号溝は中世に
生じた自然の流路であり.4b層が堆積していたところ
に.中世末期にさらに大雨による山水によって溝底が
決られてー最終的に3層が堆積したものと考えられる。

.★中世末
期0

中世末期0 i

649 4009 黒崎遺跡 1トレン
チ

4 p8:(1トレンチについて)4層は暗灰色裸層で,上位と
下位には中喋,中位と最下位には小磯が互層をなし
て堆積している0厚さは25~ 90cmをはかり,地山の
地形に沿って堆積している0マトリックスにシルトを含
まないことからーある時期の洪水による堆積層であろ
う古墳時代の遺物が出土している05層は黒褐色腐
蝕質砂層で東側のみに存在し,その堆積状況から,4
層堆積時の基盤層をなしていたようである0(中略)4
層中には7世紀代の須恵器や土師器が出土すること
から▼同時期の堆積層であろう0

★7世紀00
7世紀。

7世紀0

637 4010 雀居遺跡第3 p60:(前略)水田跡は30cmを越える洪水砂で全体が ★9世紀0▼ ～9世紀。

次.第6次.第8 覆われ大規模な洪水が予想される。水田跡はこの地 9世紀以前0

次 区全体に展開していたものであろうが洪水により畦畔
が消失した部分が大半を占めていたものであろう0
(中略)第2.3次調査ではこの水田が9世紀前後に大
規模な洪水により埋没した後,洪水砂が比較的高く
なった部分に集落が営まれる。この集落は10- 11世
紀代の短い期間の小規模なものである。越州窯系青
磁や木蘭等の出土遺物から官街的施設の可能性も
考えられているが,少なくとも空港西側地区において
は水田が哩没した後.度々の洪水があり不安定は地
形であったことが窺われ,その可能性は少ないと考え
られる0 (後略)

△10世紀～
11世紀。
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641 4010 * 居遺跡第12 1区西 p223:古代ー9世紀前後には条里制の地割りで整然と ▼9世紀前 9世紀。 既往の調査にお

端 水田が区画される0墨書土器,木簡.斎串,人形など 後0△10～ ける「9世紀」の洪

の遺物が出土していることから,太宰府に通じる官道 11世紀0 水と同一のものと

や官衝的な施設が近くにあった可能性が強い0しかし

この水田も大規模な洪水で厚く砂層に覆われ▼完全

に埋没する 10- 11世紀なって I地点の砂層が盛り

上がった場所に小集落が営まれているが,火災に

あったのか消滅し▼その後は洪水に幾度となく襲われ

たようである0

みなした。

638 4011 下月隈C遺跡 下層 p107:2次調査地点の下層水田はほぼ標高8.2~ 8.7m ★奈良0 ▼ 奈良0

～

第7次調査の第Ⅱ

i

-

第2次 水田

の上

暦 鑑 豊 富孟是を 豊 畏 票 だ 聖 33fe

ついては古墳時代にさかのぼる可能性も残されてい
る。基盤層の黒色粘土中には遺物も包含されており,

おそらくその下限は古墳時代前期と考えられるからで

ある0 この水田はおそらく奈良時代のうちに洪水に

よって埋没し,その後ある程度シルト層の堆積が進

み.安定した微高地を形成した後,第1期の集落が営

;まれるようになるのであろう0

古墳～奈

良0

面直上の洪水痕

跡と同一?

642 4011 下月隈C遺跡 p41:(第Ⅱ面の水田について)水田面から出土した遺 ★9世紀。▼ 9世紀0

-

～

第6次 物は, 当然ではあるが非常に少なく細片がほとんどで9世紀。△9
ある0(中略)水日面の北西側には畦畔と斜交する方

向に護岸杭列SX395が築かれている。このことは.河

川流路を検出した調査区北西部にも,元来水田が続

いていたことを暗示している0その水田がある時期に

河川により削られてしまい,それを防ぐために護岸施

設を築造したと考えられる0水田の廃絶はたった一度

起こった大規模な河川の氾濫によってもたらされたも

のではない。p42:水田面出土の遺物は8世紀代のも

のを主体とするが,水田の廃絶時期は護岸施設

SX395出土遺物が示す9世紀ごろと考えられるO水田
廃絶後は第一面に見るように,早くも9世紀のうちに

井戸が掘られ.その後は集落が形成されている。

P44二護岸杭列の築造は9世紀頃と考えている0

世紀。

643 4011

ll

i

下月隈C遺跡 第Ⅱ p39:(第 Ⅱ面について)第 I 面を約80cm 下げ▼古墳 ★8世紀後 8世紀後半0

1

-
I

第7次 …面直 時代後期(6世紀後半)から奈良時代(8世紀後半)を 半0

上 中心とする時期の遺構を検出した。地形的に第 I 面

で確認されたように北西方向に傾斜し▼北半部を中

心に水田の畦畔等の施設が洪水砂に覆われた状態

で良好に残る。南側ではこの検出面の下限となる8世

-

]

I
-

紀後半に洪水砂で埋もれたSD 735が検出された。

636 4012 …次郎丸高石遺 第3号 わ66:(第3号溝について)本溝はⅤ～Ⅶ区の北端部に[★8世紀前 8世紀前半0
i

-

～

i

胸声第3次 漢

i
】

i

Hi 置し▼第1号溝を切り,Ⅶ区からⅥ区にかけて東西 半。▼6世紀

ii

I

一
一…方向の流路で,Ⅵ区北東端でほぼ直角に折れ調査

対象地外へ延びている。標高8.5~ 8.85m の黒色～黒

灰色シルトの面で検出した0検出面では幅6m前後を

測り,溝底は凹凸はあるものの1.6m 前後遺存してい

る。横断面形は逆台形を呈し,粗砂を草調としー粘

土.シルトをレンズ状に挟むものの粗砂と砂を埋土と

しており,一気に埋没したと考えられる p73:本溝は

後半以降。

自然流路というより人工的な逆台形溝で▼水稲耕作

用水と考えられ,6世紀後半頃掘削され.8世紀前半

頃洪水によって埋没し,廃棄されたものといえよう0

657 4013

1

大事府条坊跡 28 P7‥(前略)整地層が調査区の大半で観察され,この ▼古墳後期 奈良0

第230次 面が遺構検出面の第 I 面である0さらに整地層を剥

がすと鷺田川の氾濫に起因すると推定される灰褐色

土(28層).暗灰色土(30層).黒色土(31層).褐色土

が観察され, 中央部には黄褐色砂(36層).が堆積す

る。この面が遺構検出面の第Ⅱ面である p50:第 I

面では奈良時代後期から平安時代の遺構群が検出

され.整地層を挟んだ第 Ⅱ面では古墳時代後期から

奈良時代前半までの遺構が発見された0

～奈良前半

(第Ⅱ面)0

△奈良後半

(第 I面)0

650 】4014

i

長野尾登遺跡 1.5号 p29:(溝(自然流路)について)E区で5条,F区で3条 ′★14世紀前 14世紀前

第2地点E～H 請 の合計8条を検出したDE区では土石流跡と考えられ 半0 ○14世 * o i
i

区

i

る自然流路が3条並んで見つかった0特に2号溝は弥 紀初更～中 ～

i

I

i

E生時代の土石流跡で規模も大きく.南西から北東に

向かってE区を貫くように流れている0流路内からは,

前期末から後期にかけての土器や石器が多量に出

土した。他の土石流跡の時期は室町時代に比定され

る0 (1号溝について)E区の南東部で検出した自然流

路で,土石流跡と考えられる0 (中略)流路の時期は

14世紀前半に比定される。p33:(5号溝について)(前
略)遺物は覆土の中位以上から,14世紀初頭～中頃

の土師器坪を中心に出土した0 (中略)5号溝は1号溝
が埋没しつつあった段階に発生した土石流跡と考え

られる0

頃。

～
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655 4014 長野尾登遺跡 P76‥(長野尾登遺跡の弥生時代について)中期には ★弥生後期 弥生後期前

～

F 2地点
前期末の中心であったK区から西側のE.F区と東のM
区に居住区を拡大している。中期未～後期前半に集
落は全域に拡大するが.大雨による災害により集落
は衰退し,その後,弥生時代終末期まで存続するが,
古墳時代には集落を廃棄している p77:(弥生時代)
後期前半には土石流が起こり▼B区2号溝やE区.し区
自然流路.K区1号溝にその痕が顕著に遺存する。後
期中葉には集落は衰退を始めており.(中略)中莱後
半から後葉になると丘陵全域で1.2基をみる過疎的
点在状況となる。

前半0 半e

I

654 4015 長野フンデ遺 5区 5b p135:長野フンデ遺跡の5区から検出された水田関連 ★弥生後期 弥生後期前

】

跡

i

の遺構には.立杭列群5列と.1対の立杭列によって
土留めされた畦畔3列,水田面3枚,水路2条がある。
以上の水田遺構の所属時期は,弥生時代前期後半
から中期後半にかけてであり,その埋没時期は5b層
の弥生時代後期前半である。(中略)5層と6層とは水
田耕作土として解釈して可であろうが,5層は保水で
きない程度に粘性を有してなく,マトリックスが粗砂で
ある0恐らく洪水時の自然堆積によって6層の水田耕
作土を被覆した堆積層と考えられる。P136-139‥水田
の経営期間は弥生時代前期後半から,中期後半まで
である0水田の廃絶は5層出土土器によると.弥生時
代後期前半であり,5層の堆積土壌からすると洪水に
よる埋没である。(後略)

前半。▼弥
生前期後半

～中期後
半0

～

半0

5

647 4016 中伏遺跡Ⅱ ⅣB区 2B p8:2層は江戸時代後期に属し二分できたが.2A層が★江戸後 江戸後期。

～
i
】

区.Ⅳ区

1A
～
i

II

東西方向の河岸を示しており.護岸の小杭が並んで
検出され,シルトと砂確の互層からなる。2B層は4枚
の均一なシルト層からなり′各分層は20′〉80cmの層
厚である02A層.2B層の時期細別はできなかった
が▼2B層の時期には大規模な氾濫のため.他処へ河
道が移動していたと思われる02B層は北側のⅣA区

期0

まで至ってなく.下底は狭く.直接中世の砂蝶層であ
る3層に接していて.主流の河道ではないと判断され
る0

911 4017 東比恵三丁目 褐色 p10 :東比恵遺跡の各水田面を覆う粗砂層は御笠川 ★弥生後期 …弥生後期前 i

i
l-

i

I

遺跡第1次 粗砂 の氾濫によって堆積したもので,(中略)地表面から 初頭～前 半0
層(上】1m ~ 1.20mの厚さでバラス等で構成される近代から 半0▼弥生
層水 現代の整地層が堆積する。その下の標高3.80m付近 後期初頭～ -

i

i】

田の
上)

に中世末から近世の時期と考えられる灰褐色土の耕
作土が堆積し,断面では畝などが観察される0この耕
作土は厚さ20cm ~ 30cmを測るOその下の層は褐色
粗砂層で御笠川の氾濫による堆積層である。上方は
褐色粗砂と暗褐色粘質土が混ざり合った状態で20cm

'50cmほど堆積する0上層水田埋没後にも数回の
氾濫があり▼その濁流が擾乱したものと考えられる0
下方には黄褐色から褐色の粗砂層が20cm前後の厚
さで堆積する0(中略)この層の下に粗砂が混入する
暗褐色粘賢土の上層水田が広がる0水日面直上に
は厚さ5cm程の灰色細砂が堆積する。p16 :(上層)水
日面では稲株痕が全く検出されず,足跡が多量に検
出されていることから,水田を湛水し田掃えを行った
後の,田植え直前に洪水によって埋没してしまったこ
とが考えられるが,水田の存続期間は.水田床土に
も鉄分.酸化物の沈着がほとんど検出されないことか
ら.比較的短かったものと考えられる。(中略)(上層
水田について)弥生時代後期初頭から前半の時期を
考えることができ.調査地点に近接する同時期の集
落が存在したことを示している0

前半。

～
,

646 4017 東比恵三丁目 1区 木組 pll:(1区の)明瞭な遺構は下から,12世紀初護～前 ★12世紀中 12世紀中葉
遺跡第2次 み護 半期の木組み護岸で,殆どが洪水で削られ露出する 頃～後半。 ～後葉0

岸の か流されており,北東部1ー3区の一部に幅7m弱,高 ▼l2世紀前
上 さ60cm程の盛土された土堤として残っている0上面で

は1- 1- 1ー3区北東端部で検出された水田面と大
畦畔の土留め工事で▼12世紀前半から中頃と考えら
れる0これもー2世紀中～後半には大規模な洪水で流
されている p16 :(前略)1次調査区上層水田哩没後
の粗砂層は数回の氾濫が確認され,また▼3層中に
は拳大の暗褐色粘質土混入が確認されており,以上
の状況から推測して.1次調査区では本調査区より上
層洪水砂の削平が著しく.日面を根こそぎ流し去り,
その残土がブロックとなって3層中に混在すると思わ
れる。

半～中頃。
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遺跡一覧表A-2

634 4018 屋舗内遺跡 (n - 1A m )

】

P15‥(n - 1号溝状遺構n - cTr.地点について)ここ

では上端幅4.2m ,下端幅約3.4mと.より床面が幅広く
なっている0その分▼立ち上がりの傾斜はきつい。ま
た,深さはやはり1mを測る。(中略)砂裸が多く堆積す
ることから洪水によって埋没したことを思わせる。その
場合は自然流路に連結していた可能性が高い0もっ
とも.清水させるためにも不可欠な装置であろう。そし
て▼堀の管理が手薄になった頃に一気に洪水あるい
は土石流が襲ったものと考えられる。p35 :上層出土
の国産陶磁器類が17世紀後半頃の年代を示すこと
から,土石流の時期はその直前であったと思われる。

△17世紀後
半0

17世紀?

664 4 0 快万遺跡1区. SX205
1

pll:(SX2051自然流路は)調査区北側 C -B - Z-3区★19世紀。 -19世紀0
2区 に位置する0平面は不整形状を呈し,埋土は細砂.粗

砂が厚く堆積し,深さは最大で0.78mを測る0北側か
らの河川氾濫等に伴う流路と考えられるO(中略)遺
物は主に4.5層から出土しており,18世紀後半～19
世紀代を主体とする近世の陶磁器類が多量に出土し
ている p20 :SX2051自然流路からは18世紀後半～
19世紀代を主体とする肥前陶磁器類が出土している
ことから▼これが19世紀代に起こった洪水等によって
形成されたことが窺える0(後略)

○18世紀後
半～19世
紀0

663 4 02 蔵上遺跡 北側部
分

-
1

p150:調査区一帯は,縄文時代後期後半～晩期初頭
の時期に集落が営まれて以降▼古墳時代後期に集
落が展開するまでの約1000年もの期間,全く生活の
痕跡が認められない。(中略)7世紀初更頃▼幾度目
かの安良川の大規模な氾濫が調査.区近辺を襲つた
であろうことが,この時期前後の住居跡が大小の確
に埋没した状況で検出されることから想定される。そ
して,この影響が一帯の土地利用の状況変化▼ある
いは生活空間としての連続性断絶として現れているこ
とは,遺構数の減少が如実に物語っている。ただし.
このことは調査区周辺のみの事象に限定されるもの
であり.やがて古代の律令体制下の地方末端支配機

】構が整備されていく過程で,蔵上地区周辺が依然とし
1譜 讐 域の中枢部として機能し続けたものと考え

★7世紀初
頭0

i

7世紀初め0

1

7世紀初更O

～
1
-

659 4103 l坪の上遺跡 谷地形 p107:(2区について)調査区の2/3以上が谷地形と考l★古墳初 .古墳前期初 !参考)Pー08;
え̀られ,Fig.110に示した範囲(弥生時代の遺構が存 譲0

i

ーめ。

-
i

-

Fig.110「谷実測図
「在する以外の部分)で確認した0谷地形としたが,河

川(氾濫)跡もLくは,もともと谷の部分が氾濫によっ
て大きく削られた跡の可能性がある0出土遺物から
大きな氾濫があつたとすればP古墳時代初譲頃と考
えられ▼同時期のこのような河川(氾濫)跡は,1-3区
でも確認している。当該期に,この地域(高木瀬町)に

票 監 護悪意悪霊 票 …票 漂 諾禁 22

】出土遺物等から高木瀬地区を襲う大規模な氾濫が,
古墳時代初頭前後に発生した可能性がある0その
後,この谷が完全に哩没してしまうまで遺構は存在せ
ず.氾濫等により集落が廃絶された可能性がある。

-②」

i

660 4 04 徳永遺跡21区溝群

1

p16:(SD21053溝は)調査区西側CE~ CR-95~ 99グ
リッドで検出した。(中略)SD21053の埋土は底部付近
に黒色の不純物をほとんど含まない粘土と地山ブ
ロックを主体とする層が存在し,最上層の一部に灰褐
色の砂質土が存在する他は粒子1- 5m m程度の粗
砂が主体で,堆積状況も不規則であることから▼強い
流水を伴う短期間の埋没が想定できる0堰2の埋没
状況も.部材直下には粘土層が存在し,散在する部
材のほとんどが粗砂によって埋没することから▼洪水
等による破壊を伴って廃絶したことが窺える0これら
の粗砂はSD21057と全く同じものであり,また
SD21057が21053に切り込んで存在することから▼両
者は同一の流水を有するものであり,堰との位置関
係よりSD21053からSD21057が取水していた可能性
が考えられる p55‥古墳時代後期になると調査区西
側にSD21052-21053-21057が開削される。(中略)
(SD21052-21053-21057を含む)一連の溝群が機能
した年代を6世紀後半以降,最終埋没は7世紀前半の
洪水による短期間の埋没と考える0

★7世紀前
半。▼6世紀
後半以降0

7世紀前半。
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遺跡一覧表AI2

662 4 104 徳永遺跡13 13/ー9 p13 -17 :(S D 13004溝は)調査区の東端で,DI~ ED - ○6世紀後半 6世紀後半～

区.19区

-

区 81- 91グリッドで検出した p17 :基本的に南北方向に

走行する溝だが,DW -82グリッド付近でやや屈曲す

る。全長113m 以上.溝幅2.6 ~ 8 .2m -深さ0.9 - 1.9m を

はかる。(中略)明らかな河川起源の砂を埋土とし▼部

分的に粘土や黒色土が挟み込まれている0明確な掘

り返しの痕跡はなく,哩土の切り合いから最低3回の

大規模な流水(洪叫 ? )によって多量の砂が運び込ま

れた事がわかる。DST87グリッド付近では▼この溝に

伴う取水溝らしきものを検出している0本体溝と同じ

砂で埋没していた。(中略)埋土の状況からは.1回の

洪水で用水路としての機能は停止し.その後に複数

の洪水で次第に浅い凹地になっていたものと判断で
きる0明瞭な修復や掘り返しの痕跡は確認できず▼掘

削から用水路としての機能が停止するまでの存続期

間は,短いものであった可能性が高い p115 :

S D 13004の掘削は6世紀後半代を大きくは遡らない時
期であり.大部分は7世紀前半代までに埋没し▼埋没

の完了が7世紀末前後と思われる0古代後期に属す
る遺構との切り合い関係から,9世紀には完全に埋没

していたことは確実である0

～7世紀末0

～

i
i

7世紀0

912 4 105

>
i
i
i
I

F
-

中原遺跡5区 SD50 1

i

～
～

p44 :(S D 50 1について)7区と接する調査区西側にあ ★大宰府編 大宰府編年 山本信夫(1996)
り一直線的な流路。埋土は粗砂が目立ち▼道路を挟ん年Ⅵ期0 Ⅵ期(800 ~ 「北部九州の土

でSD70 1とつながる。人工的に掘削された溝と判断し

た0 (中略)東側のSD550では粗砂がほとんど見られ

ない SD50 1は流路の上場と下場も直線的だが,

SD 550は蛇行している部分が東側を中心に見られ

る。流路を埋めた洪水が違う可能性もあるが.掘り返

しの跡は確認できなかった p266 :D期 (大事府編年

Ⅵ期について)SD 50 1ー550がある0 (後略)

830年代)0

i

】

器」『日本土器事

典』pp74 2-746の

p74 6「表1 北部九
州土器標式の並

行関係」によると一

大事府 I 期は7世

紀後半,Ⅳ期は

760 ~ 780年代ご
ろ.Ⅴ期は780年

代 -800年代前半
ごろ.Ⅵ期は800

-830年代ごろ0

913 14105
I
i

;
I
I

i一
一

中原遺跡5区 SD550 p265 :B期 (大宰府編年 I ～Ⅴ期について)SD 550か ★大事府編 大事府編年 山本信夫(1996)

らはSD25 6と同時期の遺物が流路東側を中心に出土 年Ⅵ期。 Ⅵ期(800- 「北部九州の土

儀 警L)去BM Î SStSS irL¥L S D 256 t 550 '芸品毘漂品 謡 豊 号

・5 oS D 550 C0昌㌶ 認 諾 昌 票 悪 霊雷

lば流路が途切れることも十分考えられる状況である。

そのため両流路がつながっていたかは結論を出すこ

とができない pp265-2 66 :C期 (大事府編年Ⅴ～Ⅵ期

について)SD 55 1は出土遺物が少なくはっきりしない
が▼C期には埋没していると考えている SD5 50はB期

と同じく, 出土遺物からみると蛇行しているト17以東

は流路として機能していた可能性(ト20付近までか0)

がある SD501 (S D 70 1も含めている0)との関係はD

期で触れる。また洪水時の氾濫流路と思われる

SD5ー2,5 13, 514はSD 50 1に切られていることからB

～C期の流路である p266 :D期 (大事府編年Ⅵ期に
ついて)SD 50 1, 550がある0 (後略)

830年代)e

r
I

i

E
】
i

器」『日本土器事

典』PP74 2- 746の

p746「表ー北部九
州土器標式の並

行関係」によると▼

大宰府 I 期は7世

紀後半▼Ⅳ期は

760′- 780年代ご

ろ,Ⅴ期は780年

監 8詣 fア800

-83 0年代ごろ。

914 4ー05 中原遺跡5区 SD55 1 pp265丁266 :C期 (大宰府編年Ⅴ～Ⅵ期について) ★大事府編 大事府編年 山本信夫(1996)
S D 551は出土遺物が少なくはっきりしないが,C期に 年Ⅴ～Ⅵ Ⅴ～Ⅵ期 「北部九州の土

ま埋没していると考えている SD550はB期と同じくl 期0 (780 ~ 830年 器」『日本土器事

出土遺物からみると蛇行しているト17以東は流路とし

て機能していた可能性(ト20付近までか。)がある0

SD 501 (S D 70 1も含めている0)との関係はD期で触れ
る0また洪水時の氾濫流路と思われるSD5 12 , 513▼

5ー4はSD50 1に切られていることからB ～C 期の流路で
ある0

代)0 典』pp74 2-746の

p74 6「表1 北部九
州土器標式の並

行関係」によると,

大宰府 I 期は7世

紀後半lⅣ期は

760諸 宗 語妄

E代 -80 0年代前半

ごろ,Ⅵ期は800

-83 0年代ごろ。

661 4 0 6 増田遺跡5区 基本土

層

2.3 p10 :第1層は畑地耕作土で▼その下の2.3層は恐らく

昭和28年の水害時の堆積土,第4層はそれ以前の耕

作土である0

★1953年0 1953年0

666 430 大江遺跡群第 基本土 Ⅱ P89 ‥(Ⅱ層は)暗褐色砂質土層。炭.煉土を多く含む0 ★昭和0 昭和。
106次 層 昭和期の水害による堆積層0

668 4302 黒髪町遺跡本 9601調 2 p 17 :2層ー青灰色砂層(昭和28年の白川洪水の層▼ ★1953年 O 1953年。

荘北地区960 1

調査地点

査地点

の基本

層序

厚さ10cm 。)
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669 4302

i

黒髪町遺跡黒 9603調 P75‥(前略)遺構検出面の上はー鉄分の沈殿した運 ★1953年 11953年0 他の調査区にお
髪南地区9603 査地点 動場の硬く締まった層,その上を昭和28年の洪水に E

～

ける1953年洪水
調査地点

i

よる青灰色砂層(厚さ30cm )が直接被覆していた。そ
の上部は泥炭質の暗褐色の埋土で,洪水によって運
動場が埋没し,その後埋立て造成された様子がわか
る0

痕跡と同一0

670 4302 黒髪町遺跡黒 9704調 4 p86 :(前略)遺構検出面の上は,鉄分の沈殿した運 ★1953年。

-

1953年0 他の調査区にお
ける1953年洪水髪南地区9704 査地点 動場の硬く締まった層が堆積している状況であった0

調査地点 の基本 さらにその上を昭和28年の洪水による青灰色砂層 痕跡と同一0
層序 (第4層,厚さ30cm )が直接被覆している。その上部は

泥炭質の暗褐色の埋土で▼洪水によって運動場が埋
没し▼その後埋立達成されたという旧聞を裏付けてい
る0

667 4303 山王遺跡第1 流路6. 〔岩谷史記「総括」pp258-262〕p258:(古墳時代につ L★古墳中 -古墳中期。

…次
7.8

i

】

いて)古墳時代前期の遺構は確認していないが,中
期の遺構にはVISE- い2およびX SE- 1-2の井戸▼
W SO P - 5-6およびx m sp - 2等の小穴がある0古
墳時代中期の集落形成の一端を示すものと考える0
その後▼流路6-7-8が中期段階に本調査区を覆い▼
堆積したと考える0後期以降,遺構が認められなくな
ることから,流路の堆積により.集落は廃絶された可
能性を考える。

固 古壇

665 4304

E

西片町遺跡

-
～

〔高谷和生「遺跡の各期の様子」pp56】57〕pp56ー57: ★古墳前期 古墳前期中

i
i
-～

(西片町Ⅱ期:古墳時代前期中頃について)弥生時代中頃0▼古 葉0
後期以降に,資料上からは一時集落は断絶し,この 墳前期中
地に改めて集落が営まれるのは古墳時代前期中頃
である0そしてこの時期に集落が洪水を襲った0(中
略)調査区ではC区が最も顕著で.このように遺跡の
中心部から北側に向かって▼洪水の痕跡が見られ
る0その勢いはかなりの土砂とともに,前時代の遺物
類も併せて流れ込み▼I 気に古墳時代の集落を押し
流したことが容易に想定される。(西片町Ⅲ期:古墳
時代中期前半について)A区では洪水の結果,一段

l下がった微高地の落ち込み状の箇所に,集落の生活…用具等とともに多数の大形木材や流木を堆積させ

一たOこの地点では洪水後に,損害を受けた集落の復
旧が時期をあけずに行われたと考えられる。

頃0

I

～～

-

675 4401 大肥吉竹遺跡

iI

I

〔渡蓮隆行「考察」pp123-133〕p125‥10号溝などは流 ★6世紀末～…6世紀末葉～
路と考えられ,遺物包含層グリッドには陶邑編年 7世紀後半O L7世紀0

▼古墳0△7 j
]世紀末。
1 i
i
I r

1

M T85- TK209や山本編年IB期の範暗に収まる須
恵器などの遺物が多数含まれることなどから▼10号
溝周辺から28~ 31号住居跡周辺はやや窪んだ地形
を呈し.吉竹1～2期以降,大肥川の氾濫により埋没し

-
1
i

i
i

ていつた可能性が考えられる0これらを示すように,6

～9号溝などはそのほとんどが古墳時代の遺構を
切って流れ.その上面に古代の遺構が形成されてい
ることなどからも,6世紀末～7世紀後半の間に大肥
川が氾濫した可能性が考えられる。p129‥7世紀に至
る3期において大肥川の氾濫により遺跡】帯が流さ
れ▼氾濫が安定するにしたがって.7世紀の末の4期
に再び集落が営まれるようになる。

671 4402 河内谷御茶屋基本層表土 P9:遺跡の基本層序は地点によって小異があるが, ★1993年8 1993年9月。報告書では8月と
跡.河内谷馬 序 表土は1993年8月の台風13号による河川氾濫に起因 M .

～

なっているが,9月
場跡 する砂質土であり.層厚30cm以上の堆積が認められ 3日に九州地方を

る地点も存在する0その下位は遺跡の廃絶後に(近 縦断した台風13号
代以降)に形成された水田の旧耕作土と床土である。

i

に起因するとみら
れる。大分では同
日に414.0m mの降
水(最大一時間降
水量81.5m m )記録
されている0遺跡
に近いアメダス観
測点の竹田では
同日に261m mの
酵 観測されて
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674 4403 玉沢地区条里 1区 洪水 p30:(洪水層S050について)S010水田層.大畦畔.用 ★9世紀中 9世紀中葉0 ～

～
跡第3次

-

層S50 水路を覆っている洪水層である0下層の大畦畔北側
部分とS010水田層上面に僅かに堆積が見られるシ
ルト質土と一連の洪水層と判断される。大畦畔.用水
路を完全に覆っているため,非常に大規模な洪水で
あったことが窺える。また▼洪水層の上層に若干の土
壌化が見られることから水田開発に至るまで一定期
間間隔があった可能性が示唆される p42‥1区の変
遷の中で注目されるのはまず.自然地形に規制され
た小区画の水田の地割が9世紀前半まで確実に踏襲
され,9世紀中頃には踏襲されていない可能性が指
摘できる所見である0(中略)9世紀中頃を画期に▼水
田の改変.拡張.水掛りの変更が行なわれた事を行
なわれた事を示唆する重要な所見であると考えてい
る。9世紀中頃に起きたと考えられる洪水の影響で平
坦化しー水掛かりのための畦畔を形成しなくても水田
開発が可能となったと考えられる。1区における現状
の条里状地割は土地管理上の畦畔の可能性が高
い0

頃。▼9世紀
前半0

672 4404 八坂久保田遺 (遺跡 p71:(第 I段階は)本遺跡で最初に水田が作られた ★12世紀初 12世紀前
跡 変遷 段階である0(中略)古代の中で考えられよう0(第Ⅱ 頭～前半0 半e

i

I
I
I
ii
i

過程 段階は)引き続き水田として利用されており,4~ 6 ▼12世紀初

I
ii

の中
の第
Ⅲ段
防)

i
l
,
-

層▼15- 17層がこの段階に相当する。地形的に前段
階同様に,南から北に向かい緩傾斜を呈するもの

で,洪水堆積が進行しこの段階の地表面は標高1m
ほどになる0(中略)水田の規模から考えて,河川澄
渡などの用水システムを整えたものであったと推定さ
れる。溝3は若干の掘り直しが認められるが,最終的
に埋没したのは12世紀初頃前後と思われる0(第Ⅲ
段階は)大規模な洪水堆積があり▼地形が大きく変わ
る。(中略)周辺でも大きな地形的な変化が生じたと
考えられ,第Ⅱ段階の水田に大きな打撃を与えたも
のと思われる0微高地上の集落は12世紀前半に短期
間存続したのみであるが,荒廃した水田の再開発を
慧詰 票 慧 孟急 ,票 豊 rfk 芸濃 豊 露

な集落が進出する0河床低下などにより,用水供給シ

ステムに支障が生じたためと推定される0本遺跡の
第皿段階にみられる大規模洪水がrその要因であっ
た可能性が高い。12世紀初頃前後から前半の時期で
ある0(第Ⅳ段階は)集落が撤退し,再び全面的に水
田化する0(中略)この段階は現在にいたるまで約1m
の堆積をみるが▼その大部分の層は数cm ほどの薄
いものである。第Ⅲ段階までの層が0.2mほどの厚い
堆積であるのと対照的である0これは.何度となく洪
水にみまわれたが▼水田層を完全に覆ってしまうよう
な大規模な堆積は伴わないことを物語っている0すな
わち,水はかぶるが,多量の土砂を運ばない洪水ぺ
と変化したものである0

更。

673 4405 八坂本庄遺跡 B区 第Ⅱ
面

p259 :(第Ⅱ面について)第Ⅱ面の微高地上で検出さ
れた遺構の大部分は12世紀前半代を中心とするもの
で▼この段階では現状に比べ,まだ土地の微起伏が
顕著であったことが分かるe(中略)集落が展開する
微高地の南側に広がる低地は▼古い段階の河道にそ
の起源をもつものである。微高地に展開する集落に
伴う水田は3面が確認された。このなかで最も古い水
田面はⅡ- 1面で,n - 2面,Ⅱー3面と新しくなるに
つれ,集落のある北方向に水田が拡張する0その拡
張は5~-8m にも及ぶが,これは水田が営まれる旧河
道の埋積が著しく進行したことにもよる0すなわち▼Ⅱ

- 1面の上面からⅡー3面の上面までで約0.4mを測
り,この間に数十cm単位の土砂堆積を残す洪水被害
を少なくとも2度受けたことが分かる。

○12世紀前
半。

12世紀前
・o

i

68ー 4501 革刈田遺跡 〔中野和浩「総括」PP144-148〕p144:( I期～Ⅵ期とし
た遺跡の変遷のうちのⅢ期について)8世紀末か9世
紀に入って施工されたと推定される官道は,9世紀後
半に哩没する0(中略)官道は市内を一直線に通つた
と推定するルI ト①と,長江川右岸から南へ折れて
灰塚の台地を通って東へ抜けるルート②が考えられ
る p148:(前略)9世紀後半には集落は段丘上に殆
ど移動したと推定されることから,この時期に川の大
氾濫が発生し,段丘下の官道はルート②ヘ移設しな
けれらばならなくなったことは容易に推定される0

★9世紀後
半0▼8世紀
末～9世紀0

9世紀後半0
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682 4502 坂元A遺跡 [ 6a-6b P31‥(6a-b層(弥生時代終末～古墳時代前期)の遺 ○弥生終末 弥生後期末

問 構について)(水田である)G ー7区とG ー8区にまたが ～古墳前 葉～古墳前

る1区画はP不確定な部分を含んでいるがー南北辺の

長い方が約4m .東西約7.4m である。北側の擬似畦畔

Bの幅はおおむね20~ 40cm である0なお,この付近

においては.6b層を耕作土とする段階の6d層単独か

らなる擬似畦畔Bと,6a層を耕作土とする段階の6d層

に6b層が混じり込んだ層からなる擬似畦畔Bとが▼わ
ずかのずれは認められるもの▼ほぼ同じ走向で重な

り合って検出している。先述したように6a層と6b層に

はr大きな時間的な断絶はなかったことと,小規模な

洪水によって薄い砂に覆われながらも▼小畦畔が維

持されるとともに,おおまかな水田区画に変更はな

かつたと考えられる0

期0 期初め0

683 4502 坂元A遺跡

E

～

軽石 P33‥(5b層(中世前期)の遺構について)5b層出土の 0 12世紀～ 14世紀～

】

粒混じ貿易陶磁器をみると, 12世紀から14世紀前半にかけ 14世紀前 1471年0

りの砂 ての時期幅がある。他方,遺物の中で最も多く出土し 半0 △15世

の薄 た土師器の杯.小皿は13世紀後半のものが大半を占 紀後半(桜島

層(5b

上)

!めるものと思われる。p36:(前略)酉ブロックのJ-K-

か 4区付近では,5a層の直下の5b層上面をr洪水に

伴うものと思われる軽石粒混じりの砂の薄層が部分

的に覆っており,その砂層が落ち込んだ小ピットを多

数検出した0 (中略)4層は灰白色軽石層であり, 15世

紀後半(文明年間)と推定される桜島起源のテフラで

ある0

文明軽石)0

679 4503 昌明寺遺跡 Ⅱ区の～

i

1

p29:SR-01-SD01の南側は.中世末前後の氾濫土壌 ★中世未 中世末期0 SR :盛土畦畔0

SRO 蝣

SD01
南側

である0 期。 -SD ‥溝状遺構。

680 4503

-
;I

昌明寺遺跡 Ⅱ区の p31:(SX-01は) I 区にまたがる▼幅8m 前後の流路跡 ★18世紀後 18世紀後

SX01

i

で▼砂確層と暗青灰色粘土層との互層.混層を主とす

る0基底面は未確認であるが▼突発的な土石流と思

!われる0覆土には17- 18世紀代の陶磁器類が多くr～(中世)概ね18世紀後半の土石流跡と解釈したい0

半00 17世

紀～18世

紀0

半0

E
～
】

684 4504

i

l
E

中尾下遺跡 …

-

氾濫 P5…本調査区は扇状地縁辺の開析谷と河川氾濫原と ★18世紀後 18世紀後半

[A2層 の境界に立地している0この立地要件から複数回に 辛(1764年ま

[たは1796

(1764年か

1796年? )0わたる河川氾濫起源の砂.砂利層等が見られ,また

旧地形の高低差もあり,地点毎に異なる堆積状況と

なっていた0 そのため基本的な層序の把握について

摩 ? )

i
は,通常の堆積層( i~ x m 層)ー河川氾濫起源の

堆積層(A 1~ 4層),河川流路.溝状遺構等(B 1- 5

磨)に分類した上で,.出土遺物による時期判別.自然

科学分析結果も加え.総合的に再構成を行った0

p62:(近世の遺構について)VI-Vic層を検出面とした
水田跡で氾濫A2層に被覆される0氾濫A2層は直上

Ⅳ層(18世紀後半)とほぼ同時期と考えられる0土層

観察からは.状況不明の西部微高地と中央低地や河

川流路を除く調査区内から▼南の開析谷への面的展
開が想定された。pp62-63:VI- SW 01耕作面で実施

したプラントオパ- ル分析からは,eg植え直後のr初

夏」埋没との推定がなされた018世紀代後半前後6.7

月(旧暦7.8月)の洪水災害記録には▼幕末の都城島
津家家老安山松巌が編纂した「年代実録」からは宝

暦3年(1753)-明和2年(1764)-寛政8年(1796)-文化

13(1816)-文政11(1818)が抽出される。損害高では
宝暦3年(1753)蝣明和2年(1764)-寛政8年(1796)が

大きく,氾濫A2層はいずれかに該当する可能性もあ

る。また寛政8年(1796)の記述には「諸所大破砂入

洗禄過分夫数十一幕入会御加勢夫御願ニ成」とあ

り.大規模な災害復旧の様子がわかる。本調査で確

認された災害復旧層は, 一部に砂が混じる層(Ⅳb

層)もあるが.大部分は新形成の耕作土層(Ⅳ層)で

あった0Ⅳd層のプラント.オ′くlル分析では稲作が存

在した可能性は低く,一連の災害復旧と捉えられる0

50cm を超える大量の砂の堆積が,復旧方法を変更さ

せた要因と考えられる0

-
iI

I
i

i

i

676 4505 母智丘谷遺跡 基本層 Ⅲ

5

P7:第 Ⅱ層は.様々な土質がブロック状で構成される ▼中世～現 現代。

序 暗灰褐色土層である0洪水等の後に施された近年の

造成土だと考えられる。第Ⅲ層は明褐色～明灰褐色

砂質土である0全体的に細互層のように堆積してい

る0氾濫等による洪水砂の堆積だと考えることができ

る0 (中略)(第Ⅳ層は)中世から現代にかけて連続し

た水田跡面であると考えられるO

代0○現代。

i

i
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677 4505 母智丘谷遺跡 基本層 Ⅴ P7:(第Ⅳ層は)中世から現代にかけて連続した水田 1▼15世紀後 1471年～16 桜島文明軽石は

序 跡面であると考えられる0第Ⅴ層は暗青灰色土であ

る。全体的に細互層のように堆積している。氾濫等に

よる洪水砂の堆積だと考えられる0 (中略)(第Ⅶ【層

は)桜島文明軽石(桜島起源ー15世紀後半噴出)層

であると考えられる0

辛(桜島文明

軽石)。△中

世～現代0

世紀? 1471年噴出O

685 460 鍛冶屋馬場遺

】

V a p14:V a層明黄褐色シルト0小石.砂粒.炭化物の混 ▼10世紀中 10世紀中 i
i
i

跡

E

i

I

～

F
i
コI
】

i

は.Ⅲa層～Ⅵ層までが弥生～近世にかけての遺物

包含層である。遺跡が自然堤防上に立地し,堆積環

境がほとんど同じであるために▼各層位の土質に大

きな違いは見られない0洪水層に関しては, Ⅴa層を

除き明確に認めることはできなかった0 Ⅴa層は土壌

化が進んでいないことから▼短期間に埋没したと考え

られ,調査区の南端にいくに従って次第に層厚が薄く

なりやがて見られなくなる0 Ⅴa層には,砂磯が含まれ

ないことから氾濫の際にも強い水の作用を受けない

立地であったことが考えられる。p23(掘立柱建物跡1

号計測表):(VI層上面の掘立柱建物2号は10世紀中

葉に相当。)pp23-29:(VI暦上面の掘立柱建物跡2～

4号は10世紀中葉に相当 )p77(竪穴住居跡計測

秦):(V a層上面の竪穴住居跡は10世紀中頃に相

当 )p80(掘立柱建物跡5号計測表):(V a層上面の

掘立柱建物跡は10世紀中葉に相当。)p193 :古代の

葉。△10世

紀中葉0

5
】

葉0

i

a】

】

遺跡はⅤa層を挟んでⅤb期とⅣb期の2期に分からえ

る0 (中略)Ⅴb層とⅣb層出土の土師器の型式差がみ

られないことから, Ⅴa層堆積後短期間のうちに遺構
の形成が始まっている0

686 4602 京田遺跡 基本層 Ⅲ

】

p19:(HI層は)灰色のシルトからなる河川の氾濫堆積 ▼9世紀～10 10世紀?

i

一

一

序 層である0調査区全域に分布し Ⅳa層を覆っている0 世紀0 F

-

I

～】

i
～̀
I
I

(中略)OV a層からは)9世紀から10世紀の遺構.遺物

が出土している p238:(前略)水田跡4の時期はⅣa

層で出土している土師器をもとに9- 10世紀に比定で

きる。水田跡4 は河川の氾濫堆積層であるⅢ層の堆
i 積によって廃絶する0このⅢ層は調査区全域にみら

i

1-
-

1
--

-
i

～

れることから,規模の大きな氾濫によって堆積してい

るOほぼ同時期の氾濫堆積層は▼川内市鍛治屋馬場

遺跡に川内川起源のⅤa層(10世紀中頃)がある0両

[者の対応関係については明らかでないが,川内川起
!源の氾濫堆積物は川内平野に広く分布しており,そ

漂 芝㌘ 進ヾめば鍵層として大いに活用できるものと

687 4603 橋牟礼川遺跡～標準層 9 pll:(第9層は)暗褐色土層。小磯や池田湖降下軽石l★5世紀～6 5世紀～6世
糎 を若干含む.やや粘質であり.厚さは50cm - 1m 程度

である0 (中略)第9層の形成は.基本的に扇状地堆

積物であるものの, 出土須恵器から判断すれば,5世

紀～6世紀代の集落形成による地層の撹乱と複数回

の河川氾濫などの要回が複合していると見なければ

ならない0

世紀0 紀0
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遺跡の概要

洪水痕跡の形成年代(絶対年代)



遺跡一覧表A-3

番号 遺跡名 】遺跡の概要 t 絶対年代

総 ′ノ遺跡 上限 】下限 幅

003 010 1 H 513直跡 中世～近代の集落跡0 860 2000 14 1

004 010 H 513遺跡 同上0 60 1739 139

002 0 02 K 435遺跡 擦文時代早期後半(8世紀前半)～後期を中心とした集落跡(竪穴住居跡など)。 771 830 60

005 0103 K 523遺跡 ①擦文時代前期～中期の遺物包含層0②中世～近世の遺物包含層と住居跡の可能性が

高い炉跡。

160 1739 139

001 0 04 柏木川4遺跡 縄文時代後期中葉～擦文時代に形成された河道が検出され,河道からは多数の木製品と 1860 2000 14 1

繊維製品,漆製品が検出されたe

009 0301 押切遺跡 現地表4m の下の洪水砂層から12世紀の手づくねかわらけ出土0近代の鍛冶場遺構-屋敷 1947 1947 0
跡を検出0

010 030 押切遺跡 同上。 1948 1948 0

013 0302 中村城跡 平安時代.中世.近世以降の遺構.遺物が確認された。調査区北側を中心に平安時代の集 150 1630 130

落が拡がつていると考えられ,竪穴住居跡や河川跡に形成された土器捨て場,To- aテフラ

が被覆した水田跡が確認された0調査区南側には主に中世の遺構が集中し.中村城の一部

と考えられる堀跡などの遺構群が確認された0城館が機能していた時期は13世紀中葉～17

世紀初頭で▼15世紀半ば～16世紀が中心。

011 0303 穂貫田遺跡 平安時代(9世紀半ば～10世紀初めごろ)の集落跡0穂貫田遺跡では.住居の数や鉄製品 1240 13 50 1日

の出土から. この時期に限れば周囲の集落と何ら遜色なかつたと推測される0また,近接す

る駒板遺跡は,いまだ地形の凹凸が顕著であったためか▼あまり住居は作られなかったよう

である。(近世未以降について)この間に起こった洪水によって,駒板遺跡も▼穂貫田遺跡と

同様に平らに埋まり.今と同様に水田が作られ,集落が営まれていたと思われる。

007 0304 本町 Ⅱ遺跡第2 今回の調査で検出された主な遺構は,9世紀後半～11世紀頃の竪穴住居跡26棟▼10世紀初 1947

1

194 7 0

次 頚の畠跡約12356m 2,合口棄棺2基,堀跡1条,溝吐17条,焼土遺構10基P墓坑56基(ll-

15世紀46基,近世墓坑10基),周溝2条,道路状遺構1基,建物跡27棟,柱穴列7基▼土坑類

36基,柱穴状土坑2462基である0周辺遺跡を含めたこれまでの調査では▼遺跡一帯は9世

紀後半以降の開拓に始まり▼現代に至ったものと考えられる0

008 0304 本町 Ⅱ遺跡第2

次

同上0 1948 1948 0

927 0305 柳之御所遺跡第

69次

平安時代,奥州藤原氏に関連した遺構群0今回は遺跡の南端部の調査0 110 1200 100

0 17 0401 市川橋遺跡 多賀城に関連した官街施設を中心とした遺跡0今回の調査地区は.多賀城の外郭から南へ 100

-

-

1200 200
約200m と近い位置にあり. 多賀城外郭にほぼ並行するように東西に細長く延びている0ま

た▼縄文時代▼古墳時代▼中世以降の遺構.遺物も認められる。遺跡の主体である古代につ

いて,多賀城外郭南門から南へまっすぐ延びる南北大路(SX5 230 )は,当初は路幅約18m で

あったが,後に約23m に拡幅されていることが確認できた0それぞれの年代は,8世紀中葉～

未T8世紀末～l0世紀後葉と推定されるで.構築年代はさらに遡る可能性もある0

016 】0402 i- 里塚遺跡第44 遺跡の範囲は東西約1.1km ,南北約0.9km 0 8世紀後半～9世紀初頭頃の郡街に付随する 801

ll
一
一

一

915 115

】次.第47次 「倉庫院」と考えられる官街施設や外郭に区画施設を伴う集落の存在などが判明している0 一
一

l
第44次調査区は遺跡の東端部,第47次調査区は遺跡の南端部に位置し.直線距離にして

600m 程離れており,遺跡内でも遺構の性格や出土遺物の年代観が異なる区域である0 1 第 一
一
一
一

Al
-44次調査区=8世紀後葉～9世紀中葉頃の官衝関連施設0②第47次調査区‥7世紀後葉～8

;世紀初譲頃の環濠集落跡0

021 0403 鴻ノ巣遺跡第7 m 墳時代中期～中世の畑跡 .集落跡など0①5b- 7層上面では, 15軒の竪穴住居跡と大型 531 570 40
次 の柱穴列からなる2方向.2時期の区間施設.祭把遺構など検出された。5b- 7層上面検出遺

=構からは出土した遺構.3期5段階の変遷が考えられ▼氏家和典が提唱した南小泉式と引田
,

式の区分が可能であることが確認された0②5a層は,古墳時代後期前半ないし古墳時代中 EZ
期後半頃の畑耕作土層で▼畑の耕作を反映して下面で小溝状右遺構群が検出された0③3b

層では古墳時代後期の溝跡と大型の土坑が検出された。④2b層上面では.中世.平安時

代.奈良時代の遺構が検出された。

018 0404 中野高柳遺跡第

1次.第2次

懇 望憲 m rn it , & * m m n蝣m v m -c m w L tz }還 憲 整 蓋 違 憲 蓋 藍 915 950 36

ある灰白色火山灰に覆われているO(参考:pp7卜73:(第 I期は9世紀末から10世紀前葉0

第Ⅱ期はー0世紀前葉以降の10世紀前半。第Ⅲ期は下層が12世紀前半.上層は12世紀中

頃から後半0第Ⅳ～Ⅶ期は中世.第Ⅶ細 まー7世紀以降。)

019 0404 中野高柳遺跡第 遺跡の利用は平安時代中頃に始まる。この時期は遺跡の北部から中央部に畑や水田が営 931 970 40

8次 まれた。畑の面積は.第 I 期が12300m 2以上 第 Ⅱ期は8900 m 2以上ありPI 般集落に伴う

畑と考えるには規模が大きすぎるeまた.両時期とも耕作を行った人々の居住域が確認でき

ず, 周辺でも同時期の遺跡は確認されていない。このことから.本遺跡の畑は大規模な農地

経営にかかわるものの可能性が想定されよう。平安時代末期以降はほぼ継続して集落が営

まれ,各時期の集落の空間構成= 有力者とその家臣.従者といった人々の屋敷から成る集

合体について,ある程度具体的に提示できたのが最大の成果とLIえる。

020 0404 …中野高柳遺跡第

8次

同上。 931 9 70 40

014 0405 上代遺跡 上代遺跡は.大崎平野の西北端に位置し.江合川右岸の河岸段丘に立地する奈良.平安時 831 8 70 40
代の遺跡である。今回の調査区は,遺跡東側の段丘縁辺から沖積地に移行する地点にあ

たる0調査の結果,基礎地業▼水田跡およびそれに伴う水路跡,溝跡,河川跡などが検出さ

れー今回の調査区域がおもに耕作域として利用されていたことが明らかになった0水田跡

は, 9世紀前半頃に段丘縁辺の基礎整地や430m 以上にわたる基幹水路の掘削などの大規.

模な造成工事を伴って,広大な範囲に新規開田されたもので,洪水等の2度にわたる大規模

な自然災害を経て▼9世紀後半頃に廃絶されている0本遺跡周辺において,玉造郡家による

在地支配がどの程度およんでいたかは明らかではないが.今回の調査区域における大規模

な新田開発および災害後の復旧などは-集落単位で成し得る事業とは考え難くP律令支配

の下で遂行された可能性が高いものと思われる0

015 040 5 上代遺跡 同上0 831 870 40
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遺跡一覧表A-3

023 050 1 厨川谷地遺跡 t

i

厨川谷地遺跡は9世紀後半～10世紀前半の祭把遺構群0竪穴住居跡なとの生活に関連す 901

II

950 50

る遺構は皆無0北西200m には払田柵跡の外柵が隣接し,遺跡東方の丘陵上には内村遺跡

が立地する0払日柵跡の外柵は9世紀中頃には廃絶し.その南辺部は幾条もの河川流路が

存在する氾濫原であったことが知られている0本遺跡も調査区全体が氾濫原に収まり,複数

の流路とそれにはさまれた微高地上に立地している0今回の厨川谷地遺跡の発掘調査によ

リ,9世紀後半代～10世紀前半代にかけて本遺跡が払田柵の祭把域として機能したことが

明らかとなった。

022 0 502 払̀ EEl柵跡第93次,9世紀～10世紀後半の城柵跡。沖積地と丘陵部からなる0 87 1 950 80

025 0 502 弘田柵跡第139

次

同上0 L 85 1 9 15 65

026 0 502 払田柵跡第140

次

同上。 851 9 15 65

024 0503 堀ノ内遺跡 ①縄文時代後期中葉から晩期中葉にかけて営まれた墓域および遺物包含層0②古代～中

世の集落跡0

1945 1954 10

029 0601 荒川2遺跡第1 ①縄文時代中期末頃の狩猟場,②奈良.平安時代の集落跡▼③室町～安土.桃山時代の館 851 875 25

次 .第2次 跡O奈良.平安時代では,集落跡の主体となるべき建物跡が検出されなかった。建物に付随
する井戸跡の存在やー河川跡に流れ込んだ多量の土器群の在り方等から,調査区の東西

において集落域が展開するものと推察される0井戸跡や土塀の遺構内出土および包含層出

土土器等の帰属時期は▼8世紀中葉から9世紀後半に位置付けられる。

030 060 1 荒川2遺跡第1

次.第2次

同上。 726 7 50 25

0 34 0602 ーノ坪遺跡 l ノ坪遺跡は梅ノ木遺跡と直線距離で約300m と近接し.共に西流する立谷Jll」岸の自然堤 851 900 50

防 (微高地)上に立地し.広義の馬見ケ崎川扇状地の扇端部に位置する0遺跡が分布する

自然堤防(微高地)の成立は不明であるが,- ノ坪遺跡のSG 17河川跡や調査区両端の河

床磯層▼梅ノ木遺跡の調査区中央部で認められた河床磯層は旧立谷川の支流等と考えら

れ旧河川が蛇行や氾濫を繰り返しながら両遺跡の立地する複雑な自然堤防(微高地)を形

成していつたと推定される0 時期的にも縄文や弥生時代.古墳時代の遺物が散見され奈良

～平安時代の集落を主体とする点など遺跡の成立や成因には密接な時速があった事が推

測される。 ′.J ～

033 0 603 漆山長表遺跡 ①古墳時代前～中期には自然堤防(微高地)が整L.1集落が断続的に営まれる。②調査区の 851 950
i
i

100
主体である奈良.平安時代の遺構.遺物からは概ね8世紀後半が主体をなし▼10世紀前半代

】で廃絶し,9世紀後半段階での土器相が希薄である0 これは高瀬川等が氾濫の要因の二つ

I-
として考えられ, 集落が一時期移転,廃棄された結果と推測される。

039 0 604 F 壇遺芋

i

]庚壇遺跡は▼山形県南陽市の宮内扇状地にある織横川の自然堤防上に立地する.縄文時 851 900 50

代～近世にわたって断続的に営まれた遺跡。織機川の流路は東から西へと変わっていった

が,その自然堤防を追うように,時代と共に遺構の分布域も東から西へと移動している。(令
i

縄文時代では.住居跡は確認されていないが▼性格不明遺構とした2基からは,底面からそ

れぞれ大木8a式と大木10式の遺物が出土していろ。当該期の竪穴住居跡である可能性をも

つ0②古代について,織横川が川上から運んで来る大量の土砂により,C 区以西が徐々に形
成されていった0奈良時代以降になると,湿潤となったC 区近辺は使用されなくなり.新しくで

きた自然堤防上を利用するようになっていつたと考えられる0調査区ではA 区.B 区とした地域

】である0しかし,古代には9世紀後半頃のST 1竪穴住居跡のほかには生活の痕跡が認めら

;
1

-

rれない0③近世に至るまでしばらく遺構が検出されない時期がある。平面矧 芋はPA区の平

安時代の溝跡群から西方約30m 間は遺構がなく,西端部に近世の溝跡が1粂だけ検出され

た0平坦な底面と断面形から,箱堀か水路と推測される0遺物は少なく,用途不明である0

032 0605 上高EEl遺跡第2 p113 :今回の調査で出土した遺物の年代は▼1次調査と変わらない。8世紀後半から10世紀 801 1000 200

次 .第3次 後半までに及ぶものと見られる0また,1次調査を含め,上高田遺跡では特に木製品の出土

量が多く,平安期の遺跡としては県内でも最多級の出土量である。(中略)みる0遺物から判

断する限り公的な祭把場としての性格が非常に強く伺われる0

027 0606 木原遺跡 建物跡.井戸跡.土坑.畝状溝跡群.落ち込み遺構が検出された0遺物は土坑や落ち込み遺 851 900 50
構に係わって多量の土器他が出土し,幾つかの遺構では広域火山灰(十和田a)との直接的

関連が窺えたO一方.遺物相の特徴からは本遺跡の時期的主体が火山灰降下の前後から

身の浅い杯や皿類が若干出現しはじめる段階の10世紀中葉頃までと考定された。なお,A 区

中央部やB区を中心として認められた9世紀前半代の須恵器類は.建物跡として積極的に認

定できなかった桂根,柱穴群などのより先行する遺構に付随したI 群と推察される。これら

を基として以下に主だった遺構の変遷と遺物群の各年代観は▼I期:SK 304 -540 -3 93 (9世

紀1/4 ~ 2/4期), Ⅱ期:SK30 2 -S X 617 (10世紀1/4期)▼Ⅲ期:SE30 -S X 938 , 977 -S K7 C10世

紀2/4期)等に比定される0

037 0607 三条遺跡第2次. 今回の調査では.縄文時代.奈良時代～近世の遺構と遺物,弥生.古墳時代の遺物が出土 87ー 900
～
i

30

声 3次
した0 三条遺跡は,縄文時代前期は高瀬山遺跡の,級.晩期は石田遺跡の縁辺部として位

置付けられる。その後,古墳時代になると高瀬山には古墳が造営され.三条遺跡は.古墳か

ら見下ろされることになる0この時期,三条遺跡では生活の様子は伺えない。奈良時代8世

紀中葉から急に集落が姿を現し,10世紀初まで継続され突然姿を消す0それは. 北西に展

関する高瀬山遺跡.平野山窯跡群の継続期間に等しく.地域が計画的に発展し.地域全体

に関係する理由で衰退したことが考えられる0その中で三条遺跡は.稲作が盛んに行われ

た水田に面して位置しー墨書土器.刻苦土器が多量に出土する特色を有する0墨書土器が

多量に出土する状況は▼周辺の遺跡にはみられず,現在のところ三条遺跡に限られている。

10世紀後半～12世紀半ばは空自となる。12世紀後半古墳の周辺に経塚が造営される。三条

遺跡でも関連する遺物が出土しており.経塚造営と関係した空間であったことが考えられる。

13世紀に入りP溝に区画された屋敷が営まれるDその後,区画施設の溝は規模を拡大し▼近

世まで機能したと考えられる。祐林寺跡の伝承が残るが,それを裏付ける遺物は出土してい

ない0区画内には.大規模な建物.溝が廻る土坑が検出されている。所属時期性格について

は検討を要するが.中世以降,継続して使われた空間であったことがわかる0

028 0608 筋田遺跡 掘立柱建物跡.井戸跡.土坑.畝状溝跡群等が検出された。遺物では河川跡外から多くの土 851 90 0 50

器頬が検出されたが,特にSG 19での様相は本遺跡の継続期間全般を包括すると判断され

る。時期は概ね8世紀後半～9世紀後半に掛かり.主体は9世紀前半期と推測された0

140



遺跡一覧表A-3

036 0609 長表遺跡 i遺跡範囲を縦断するように設定された調査区の中央部C 区の旧河川跡を境に▼北側A .B 区 370 530 161
では古墳時代前期を主とする棟持柱建物跡2棟,竪穴住居跡41枚が確認され,南側のC -D -

E区では鎌倉～室町時代の堀跡1条ー掘立柱建物跡1棟▼柱穴列4列ー溝跡l7条,土坑や井

戸跡17基一周溝跡1基. 多数のピット等が検出される複合遺跡である事が分かった0遺物

ま▼古墳時代が竪穴住居跡を主に古墳時代前期を中心とした土師器や管五 砥石,礎板等

が出土し, 中世では溝跡や土坑からかわらけや珠洲系陶器.青磁等の中世陶磁器,漬器や

砥石,茶目等が散見された0

031 0610 平野山古窯跡群 本遺跡は,縄文時代と奈良～平安時代との2時期に分かれる0奈良～平安時代は土器の生 851 900 50

第12地点遺跡第 産跡で,須恵器の窯跡(SQ と表記)が12基と窯関連の遺構が検出された。SQ 1はA 群窯= 8

2次 世紀第3四半期,SQ5はB 群窯= 8世紀第4四半期▼SQ 33がC群窯= 9世紀第2四半期とな

る0

038 0611 向河原遺跡第4.

次

今年度の調査ではー17棟に及ぶ竪穴住居跡をはじめとして▼井戸跡ー溝跡等総数430基に及 871 930! 60

ぶ遺構が検出された0 竪穴住居は全て▼9世紀後半～10世紀初頭のもの0 このほかー古墳時

代の溝跡が1条ー平安時代の溝跡が6条検出された。古墳時代の溝跡がやや湾曲しながら

南北方向に走るのに対して.平安時代の溝跡はいずれも東西方向に走る。本遺跡の南方

2.5km に,役所的な機能を備えた集落,あるいは祭把関連の集落と想定される今塚遺跡があ

る。今回の調査では▼祭把に関連する遺構や遺物は確認されていないため断定はできない

が,距離的に近いこと,9世紀という時代観が一致すること.朱墨痕のある転用硯や絵のよう

こ見える文字資料が出土していることなどから,今塚遺跡との間に何らかの関連があるのだ

ろうか,今後の資料の増加を待ちたい0

035 0612 山田遺跡 山田遺跡は.大山川や湯尻川によって形成された自然堤防の微高地上に立地する0 出土土 731 870 140

器の年代は6世紀後半と8.9世紀代に帰属するものの2種に大別され▼後者が圧倒的多数。

これまでゐ成果では,平安時代に限って見れば遺物の充実に伴うだけの遺構が確認されて

いないと言わざるを得ない。これは当該期の遣物の多くは河川跡から出土したものであり▼

上流域からの流れ込みが推測される一方,遺跡範囲における調査区域の制約もあろう。い

ずれにせよ, 田川郡域の駅家が本遺跡周辺に存在していたと同時に,飽海駅への連絡道も

付近を通過していた可能性は高いと考える0

043 0701 荒日日条里制遺 ①縄文時代では,倒木跡や群跡に混入した状態で前期前葉～後期中葉の土器が出土する 95 100 50

F

構.砂畑遺跡 が,遺構は確認されていない0海退期にあたり,居住できる環境ではなかつたと考えられる。

②弥生時代には,第1浜堤の形成がすでに終了しており.中.後期の土器もまた浜堤上から

の出土率が圧倒的に多いことから, この頃には本格的に浜堤上での人々の生活が開始され

たものと判断される。③古墳時代は.古墳群や竪穴住居跡.土坑.溝跡などが確認された0

古墳は全て埋没古墳であり.今回の調査で存在が判明したものである。古墳の年代は.前

期初頭に調査区の西端に円墳が1基出現し,後期には浜堤上に円筒埴輪が伴う群集境が

-出現する0③奈良時代になっても▼当初は古墳時代同様に竪穴住居跡を中心とした集落が

I 営まれるが, 8世紀後半になると突然▼方形区画に因まれた掘立柱建物群が出現し▼平安

時代まで継続される0④平安時代後期になると豪族居宅は姿を消すが.その後▼浜堤上に

.大型建物が出現し▼中世まで継続することが確認された0遺物では輸入された中国産磁器
が認められ,.平安時代末には,中世につながる新たな勢力が出現したものと考えられる0⑤

近世には.西側は水田域になっていたと考えられ,浜堤上には士族の屋敷や畑が存在して

いた0幕末には坂下門外の変に関わった高沢氏の屋敷があつたとされ. 「高沢」の名の入つ

た肥前産磁器も出土している。

042 0702 荒屋敷遺跡 今回の調査で検出された遺構.遺物は▼平安時代～中世が主体で,平安時代の土師器.須 801 950 150
恵器類と.古代末から中世前半期にかけてのかわらけ.陶磁器類の2時期に大別される0遺

物は縄文後.晩期の土器や弥生土器▼古式土師器等も僅かに出土しているが. 該期の遺構

は認められず.本遺跡における画期は平安時代から中世前半期である0第1の画期である

平安時代く9世紀頃～10世紀前半)には,該瓢 亭相当する住居跡や建物跡は認められな

かったが,21号溝跡を中心とする流路跡から多量ーの土器類(土師器杯主体)が確認され,

隣接地に遺構群の存在が窺えられる0その後,10世紀後半から11世紀代の遺構.遺物は認

められず.本遺跡では空白期となる。12世紀に至ると,建物跡や区画溝状土坑群等の遺構

をはじめ,該期の遺物が飛躍的に認められるようになり,第2の画期が訪れる012世紀後半

には最盛期を迎え▼13世紀頃まで継続するが, 以後遺構.遺物は希薄となり.近世まで生活

空間としての機能は途絶える0

041 0703 北ノ脇遺跡 当地区に古墳時代の遺構が認められるのは▼塩釜式期からである。少数の住居跡が確認さ 580 7q0 121
れ遺物も少量が広い範囲に散発的に認められる。次に続く南小泉式期の資料も塩釜式期と

同様の傾向があるが,住居跡などは確認されていない0古墳時代後期になると当地区にお

いて新たな集落の展開が見られ▼住居跡も継続的に嘗まれるようになる。その開始は6世紀

中葉頃と考えられ,7世紀いっぱいまで規模の大きさを保っている。奈良時代になると軒数は

減少する傾向になるものの, 北ノ脇遺跡側に中心を持ちつつ集落が継続しているように見受

けられる0平安時代の住居跡は調査区内に点在するあり方となる。調査されている平安時

代の阿武隈川左岸西側の低地に位置する遺跡が多いが.すべて小規模の調査であり全貌

は不明。

040 0704 白山D遺跡 出土遺物からすると本遺跡の始まりは縄文時代早期に遡る0ただ該期の検出遺構は丘陵斜 700 800 101

面の薄い包含層のみであり,丘陵の西端部に遺物の出土が集中している0縄文時代の次に

みられるに時期は古墳時代中期から後期にかけてのものであり,その遺構は竪穴住居跡1

軒と土坑1基が検出されている0古墳時代後期から奈良時代までの遺物は沢部の水田跡下

層から出土している0丘陵上位から洗れ込んだものと考えられる0 この時期の沢幅は4~ 5m

であり,調査区内では古墳時代以前の水田跡の存在は認められない0下流では低地の広が

る部分がある0平安時代前期の遺構は住居跡と水田跡であり,本遺跡の主体をなすもの

でl景観としては沢水田を経営する小規模な集落跡というものである。中世以降について調

査された遺構はない0

044 0801 大堀東遺跡 Ⅱ区 平安時代の集落跡を中心とする.縄文時代から中.近世にかけての複合遺跡0遺跡内に堆 951 1050 100

積した層は,川の氾濫の影響を受けて形成され▼遺構確認面が何層にも分かれている。上

部のシルト砂.粘土層からは▼平安時代の竪穴住居臥 中.近世の堀▼溝跡,下部の黄褐

色土層からは,縄文時代の遺構が確認されている。また,小貝川沿いからは旧河道路が確

認され,土師器,灰粕陶器,木製品などが出土している0

141
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04 5 090 1 立野遺跡5区 立野遺跡全体は縄文時代～近世の集落跡05区からは①縄文時代早期の遺物.(診古墳時 331 430 100
代中期～後期の集落と円筒土坑,③7世紀の小方墳,④中世(14- 15世紀)の方形区画溝.

⑤19世紀ごろの区画溝などが検出された0

055 00 1 石関西田Ⅱ遺跡 6世紀の可能性がある踏みわけ道,9- 10世紀の昌畝跡.竪穴住居跡などかなる。竪穴住居 947 194 7E 0

跡は9世紀後半に遡り,浅間Bテフラ(110 8年降下)によって埋没。浅間Bテフラ降下以降の状

況は不明。

091 10 02 井手地区遺跡群 榛名- 渋川テフラ(HドS :6世紀初めごろに降下)下の水田跡,浅間Bテフラ(As-B :1108年 501 570 70
降下)下の水田跡,中世後半の堀跡,近世の水路跡を検出した。

068 10 03 小野地区水田吐

遺跡(社宮司B

地点)

①縄文時代後期の遺物包含層,②9世紀の東西方向の用水路が検出された。 831 900

らち

70

089 1004 鹿島浦遺跡 古代の東山道の駅路跡.基幹用水路及び集落跡∴中世以降の畠跡を検出0 947 194 7 0

046 1005 上乗須寺前遺跡

秤

p36 :上栗須寺前遺跡群は前述したように,扇状地の扇端部を東西に横切るために,微高地 801 8 50 [ 50

と小谷とが繰り返し立ち現れる地形的特徴をもっている07世紀の初頭に扇状地上に営まれ

始めた人々の生活を竪穴住居地の推移からおおまかに概観すると.8世紀前半に微高地上

こ爆発的に増加した奈良時代のムラは▼後半になると小谷の沖積地にも広がりを見せる0こ
の傾向は9世紀初預にも見られるが▼9世紀前半に洪水に舞われた影響かられ その後は極

端な竪穴住居の減少をもたらし. 一応の回復が確認されるのは9世紀末葉になってしまう0し

かしながらI小谷の集落は9世紀後半になってもその打撃から立ち直れず,微高地に居を移 】
i

して10世紀を迎える。6区の集落変遷から窺えることは.洪水を画期に竪穴住居から掘立柱

建物への主屋の役割変換が行われた可能性が高い0そして徐々に竪穴住居はその役割を

終え,掘立柱建物を中心とした建物構成が主流となり中世を迎えるものと思われる。6区の

中世は土層断面の観察から推測すると,浅い小谷全体に水田耕作が開始され,徐々に耕作

域を拡大していった様相が窺える。

048 1005 上栗須寺前遺跡 ①縄文時代の住居吐,②古墳時代後期の土壌墓.③8世紀の土器溜まり.④8～ー0世紀の 1001 1108 108
群1区(上乗須薬

師裏)

住居地などを検出。住居地は8世紀が圧倒的に多い。

079 100 6 上強戸遺跡群 上強戸遺跡群では,洪水層テフラを混入する黒色土が重層して存在することから,調査面が 30ー 500 200
複数に及んだ。そのうち.調査区内の低地部では▼8世紀紀代に発生したと想定ざれる洪水

層直下より▼明瞭な畦畔をもつ水田遺構が検出された0また, 調査区内の微高地部では.中

世以降の時期が想定されるピット群や土坑群などが多数検出された0

080 100 6 上強戸遺跡群 同上0 731 7 70 40

0 81 00 6 上強戸遺跡群 同上。 851 900 50

0 82 100 6 上強戸遺跡群 同上0 731 7 70 40

0 83 10 06 上強戸遺跡群 同上。 851 900 50

0 85 100 6 上強戸遺跡群 同上0 751 800 50

0 86 00 6 上強戸遺跡群 同上。 301 5 00 200

0 52 00 7 上滝榎町北遺跡 4世紀以降の古墳時代の水田面4面を含め,浅間Aテフラ(1783年降下)下の近世まで,計8 301
l
I
i

500 200
面の水田面を検出。4世紀の農耕祭把跡や,6世紀の大用水路,奈良.平安時代の牛耕が確

記されたe

053 100 7 上滝榎町北遺跡 同上0 301 5 00 200

0 60 0 08 !上福島中町遺跡 本遺跡において検出された遺構は古墳時代から近代にわたっている0調査面は7面で.古墳 1860 20 00 141
時代前半以前の水田面, 平安時代,中世.江戸時代～近代である。

061 10 08 上福島中町遺跡 同上0 1742 1742 0

0 51 10 09 神戸岩下遺跡 本遺跡では,のベ4面の調査が行われている。第1面は近現代の畠▼第2面は平安時代の水

田▼第3両は古墳時代から平安時代の水田,第4面は古墳時代の水田である0

180 20 00 200

0 87 10 10 斉田中耕地遺跡 古墳時代～江戸時代の8面の遺構面が検出された0遺跡では,古墳時代(5世紀)に水田耕 871 900 30
作が始まり.洪水層(9世紀末),浅間日テフラ(110 8年降下)などで水田が繰り返し覆われ

た0第1面では浅間Aテフラ(1783年降下)からの復旧作業に伴う溝群などが検出された0

064 10 1 下滝天水遺跡 ①縄文時代前期の遺物0②古墳時代(4世紀中葉以降)の集落,古墳時代後期に最も拡大0 701 900 200
低地部では古墳時代初更から水田域として現代まで継続しPC区では8世紀ごろに集落が展

開された0浅間Aテフラ(1783年降下)からの復旧痕跡も残されている0

065 10 11 下滝天水遺跡 同上0 351 450 100

0 69 10 12 下原遺跡 ①縄文時代晩期～弥生時代前期の土器集中部.②古墳時代(5世紀末～6世紀中葉)の竪 1742 1742
穴住居跡.祭把遺物ー③平安時代(9世紀後半～10世紀)の竪穴住居跡ー④中世の墓,⑤中

世～近世の畑跡,洪水,浅間Aテフラ(1783年降下)からの復旧痕跡などが検出された。

057 10 13 菅谷石塚遺跡 ①古墳時代中期以前 (6世紀初頭以前)について,浅間C が混入した層の下から水田.水路 751 900 150
が検出された00②古墳時代後期 (6世紀)～平安時代後期(11世紀前半)について,Hr FA

上面とH「FP下で水EElが見つかりP- 部は9世紀に起きた洪水で哩没したことが判明した。

③平安時代末期(11世紀後半)～中世の水田跡が確認され,平安時代末期以降では浅間B

テフラ(1108年降下)で哩没した水田が大半を占める0④中世～近世の畠跡が検出されたe

074 10 14 総社閑泉明神北 ①縄文時代晩期の土器が出土。②弥生時代中期後半(毒見町式)の土器が出土0③古墳時 301 500 200
Ⅳ遺跡.元総社 代前期～後期の遺構面7枚が火山灰層を挟んで検出された0④平安時代の竪穴住居跡.梶

牛池川遺跡.元 立柱建物跡.畠跡などが検出された0⑤中世以降の掘立柱建物跡.水田跡.畠跡などが検

総社北川遺跡.

元総社小見内Ⅴ
遺跡

出された。

075 10 4 総社閑泉明神北

Ⅳ遺跡 .元総社

牛池川遺跡 .元

総社北川遺跡.

元総社小見内Ⅴ
遺跡

同上。 301 500 200
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076 1014 総社閑泉明神北 ①縄文時代晩期の土器が出土0②弥生時代中期後半(竜見町式)の土器が出土0③古墳時 431 500 70

Ⅳ遺跡.元総社 代前期～後期の遺構面7枚が火山灰層を挟んで検出された0④平安時代の竪穴住居跡.梶

牛池川遺跡.元 立柱建物跡.畠跡などが検出された0⑤中世以降の掘立柱建物跡.水田跡.昌跡などが検

総社北川遺跡.

元総社小見内Ⅴ
遺跡

出された。

077 014 総社閑泉明神北

Ⅳ遺跡.元総社

牛池川遺跡.元

総社北川遺跡.

元総社小見内Ⅴ

遺跡

同上。 371 450 80

078 1014 総社閑泉明神北i

Ⅳ遺跡.元総社

牛池川遺跡.元

総社北川遺跡.

元総社小見内Ⅴ

遺跡

同上0 301 400 100

062 1015 中棚 Ⅱ遺跡 近世の畠跡。洪水▼浅間Aテフラ(1783年降下)からの復旧痕跡も検出された0 1780 1780 0

063 1015 中棚 Ⅱ遺跡 同上0 1935 1935 0

088 016 西野原遺跡 ①飛鳥時代(7世紀後半)の製鉄遺構,②平安時代(9世紀)の住居跡55軒と土器集朝臥 ③

中世以降の掘立柱建物と跡 .井戸.溝が検出されたO

651 700 50

049 10 7 勝島川端遺跡 ①弥生時代後期の竪穴住居跡5軒▼②古墳時代前期の竪穴住居跡23軒.方形周溝墓.水田 1451 1500 50

3面.昌1面▼③奈良時代～平安時代の竪穴住居跡2軒.水田跡.昌跡.④中世の環濠集落.

火葬所.利根川の変流で埋没した水EEP⑤近世(19世紀前半から中頃)の廃棄遺物が検出さ

れた0

054 1018 波志江中屋敷東 ①縄文時代前期～中期の土坑と遺物包含層,②弥生時代後期末葉～古墳時代前期初め 351 450 100

遺跡 (浅間Cテフラ降下後)の水田跡.③古代の水田跡.④近世の溝.土坑などが検出された。

072 1019 東今泉鹿島遺跡 ①縄文時代早期.前期.中期.後期.晩期の土器.石器▼②古墳時代前期末～中期初めの住 601 800

I
1

200

i

居跡目軒▼③奈良時代～平安時代(8- 10世紀)の集落跡.④中世～近世の溝2条などが検

出された0遺跡の中心は8世紀後半～9世紀で,隣接遺跡と合わせ- 大集落を形成していた

とみられ,漆紙文書が見つかったことから古代山田郡の郡家が遺跡の近くにあつたと推定さ

れた0

073 019 東今泉鹿島遺跡 固上e 431 600 170

050 1020 東長岡戸井口遺

跡

①旧石器時代のプロツ9 -配石r②縄文時代の住居臥 ③古墳時代の竪穴状遺構.土坑,④ 771

-
li

-
-
ll

800

I
I
i

,i
～

30

t
-

奈良時代の住居跡,⑤平安時代の住居跡一土師器窯.大規模用水路,⑥鎌倉時代の竪穴状

遺構.井戸跡,⑦室町時代の竪穴状遺構.土墳墓.館跡,⑧江戸時代の屋敷跡などが検出

されたe遺跡の中心は奈良～平安時代(8世紀中頃～10世紀末)の住居跡119軒で.特に9

世紀に最も多く(59軒)▼官街を伴う可能性もある0

084 102 i福島飯玉遺跡

-

①古墳時代(6世紀中頃)の洪水層(H「PA 泥流)下から発見された溝跡.竪穴状遺構.土坑. 160 1783
1
-

183
1水田臥 ②平安時代の浅間Bテフラ(1108年降下)で埋没し復旧した水田臥 ③中世の屋敷

跡.④中世～近世の水田跡.用水路跡などが検出された0

070 1022 福島飯塚遺跡 [古墳時代前期(3世紀末～4世紀の浅間Cテフラを含む)～平安時代,江戸時代の水田跡0平 160

i

1783 183

-安時代の大溝から墨書土器(6世紀後半～12世紀)が大量に出土した0

071 1022 福島飯塚遺跡 =司上0 160 1783 183

058 1023 福島久保田遺跡 古墳時代後期,平安時代～近代の水田跡。調査地北端の微高地部分では9世紀の竪穴住 1394 14272 34

居5軒が検出され.小規模な集落が営まれていたが,浅間Bテフラ降下(1108年)前後に大規

模な水田開発が行われー集落が移動したとみられる。中世の館跡,浅間Aテフラ(1783年降

下)からの復旧痕跡も確認された。

059 1024 福島大光坊遺跡 古墳時代前期～後期.平安時代～近代の水田跡0調査地北端の微高地部分では9世紀の 1742 1742 0
竪穴住居5軒が検出され,小規模な集落が営まれていたが.浅間Bテフラ降下(1108年)前後

に大規模な水田開発が行われ,.集落が移動したとみられる。中世の館跡,浅間Aテフラ

(1783年降下)からの復伯痕跡も確認された。

056 1025 福島曲戸遺跡 ①4世紀初め～半ばの集落跡,②榛名ニッ岳渋川テフラ(H「FA ;6世紀初めに降下)による 742 1742 0
埋没水田.③平安時代の集落跡と官街関連遺構.遺軌 ④中世の水田臥 ⑤近世～近代の

水田跡が検出された0

066 1026 前田遺跡 8~ 10世紀の集落跡(A -B 区),中世の掘立柱建物跡.溝 (A 区);中世 (15世紀ごろ)の屋敷 日08 1200 93

跡(B -C 区)▼近世の潅灘用井戸(B -C 区),近現代の溝(全域)が検出された

090 1027 南大類東沖遺跡 ①弥生時代の方形周溝墓1基,②古代(9世紀以前と1108年以前)の水田跡,③近世～現代 801 900 100

の溝跡などが検出された0

047 1028 元総社寺田遺跡 縄文～弥生時代.古墳時代前期～後期.奈良～平安時代, 中世～近世の水田跡.集落跡0 301 500 200
遺跡の主体は古墳時代の水田跡で,古墳時代前期～後期に継続的に水田経営がなされて

いたとみられる0

067 1029 矢部遺跡 古墳時代後期(7世紀)▼平安時代(9世紀後半～10世紀前半)の住居跡2軒.水田1面.畠6面 601 700 100

以上,中世以降の井戸などが確認された0遺跡の特色として,古代において洪水による埋没

が複数回あったことが挙げられる0

902 1030 横手南川端遺跡 古墳時代以降の水田跡など0遺跡は利根川近傍に位置し▼水田跡が洪水による堆積層や 901 950 50

火山灰層に繰り返し覆われている状況が観察された。

903 1031 横手早稲田遺跡 ①縄文時代中期の土坑.②古墳時代以降の水田跡などが検出された0古墳時代以降の水 1868 1912 45

田が洪水による堆積層や火山灰層に繰り返し覆われている状況が観察された0

100 110 飯積遺跡第3次. 5世紀後半～10世紀(ピl クは6世紀第1四半期)の集落跡. 中世～近世の区画溝l土坑など 526 550 25

第4次 が検出された。

092 1 02 今井条里遺跡 ①弥生時代中期,古墳時代前期の集落跡。②古墳時代前期,古墳時代後期末葉～奈良時 63 730 101

代,平安時代,中世～近世の水田跡0
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遺跡一覧表A-3

097 1 03 北島遺跡第19地

点

古墳時代前期前半の方形周溝墓群,これを埋没させた洪水堆積.その上に古墳8基が存在 300 400 10 1

するのが確認された0古墳の築造時期は古墳時代前期後葉～末葉および5世紀後葉～6世

紀前半?

098 03 北島遺跡第17. ①第17地点:古墳時代前期の集落跡0②第19地点=古墳時代前期～後期の生産跡,水利 140 140

19 -2 1地点 施設を検出0③第21地点=古墳時代前期～平安時代の集落跡.生産臥 古墳時代前期の畠

跡を検出0

099 1103 北島遺跡第17.

18地点

奈良時代～近世の集落跡.水田跡。 190 330 141

9 18 1 04 久下前遺跡B1 ①旧石器時代のナイフ形石器.②縄文時代の打製石斧.縄文時代中期の土器,③古墳時 651 850 200

地点 代前期～後期の集落跡(竪穴住居跡など)ー④奈良～平安時代の溝跡,⑤中世の井戸など

が検出された0

096 1105 田谷遺跡 古墳時代前期前半の方形周溝墓群▼これを埋没させた洪水堆積ーその上に古墳8基が存在 300 400 101

するのが確認された。古墳の築造時期は古墳時代前期後葉～末葉および5世紀後葉～6世

紀前半 ?

093

l

1106 築道下遺跡 古墳時代～中世の集落跡0古墳時代後期～奈良時代の竪穴住居跡.古墳時代後期～中世 1401 14 30 30
の掘立柱建物跡.土坑▼奈良時代～.中世の溝跡,中世の墓跡などを検出。

094 1 0 7 堂地遺跡 ①奈良～平安時代(8世紀中葉～9世紀中葉)の集落臥 ②中世～近世(12世紀後半～13世 831 900 70

紀 .15世紀初め～18世紀後半)の集落跡,③中世(13世紀前葉)の居館跡▼④中世(13世紀

末～16世紀中葉)の板碑群,⑤中世後期～近世の屋敷跡0

095 1107 堂地遺跡 同上。 123 1 1270 40

102 201 国府関遺跡 ①弥生時代後期～古墳時代の遺物を多量に含む河道跡.②古墳時代前期の小規模な集落 150 330 181

跡が検出された。

106 1301 落川.一の宮遺

跡

縄文文時代晩期末葉の膨大な土器.石器▼奈良時代後半の大型方形柱穴l祭紀遺物▼平安 等70 530 161

時代末期～中世の大型掘立柱建物群などに特筆される.縄文時代晩期末葉～近世の複合

遺跡0

103 1302 上千葉遺跡西亀

有1- 12地点

中世(16世紀以前)～近世の集落跡.水田跡。 157 1 1600 30

104 1303 九段南- 丁目遺 ①中世の水田跡,②近世(17世紀前半～19世紀)の屋敷跡などが検出された0遺跡は江戸 160 1 1750 150

跡 城内郭の清水門前に位置し, 内堀と外堀に挟まれた地域で,近世は幕府御用地や旗本屋

敷地であった0

10 5 …1304 染地遺跡第51地 染地遺跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡0今回の調査では,奈良～平安時代 (8- 10世 70 1 870 170

点 紀が主体)の集落跡が確認され,遺構面が2面検出された(竪穴住居跡13.掘立柱建物跡2

など)0

108 140 1 沢狭遺跡 ①古墳時代前期.中期Ⅰ後期の遺物集中部,②奈良～平安時代の道状遺構,③近世の杭列 1600 1707 108

などが検出された0古墳時代中期の祭把遺構が特筆される0

107 1402

-

山角町遺跡第Ⅳl山角町遺跡全体では縄文以降の遺構.遺物が見つかっている。今回の調査でも縄文時代 1526! 1550 1 25

地点 近代の遺物が見つかった0遺構として,①中世(小田原北条期)の磯集積遺構,②近世(小

田原藩政期)の井戸跡.竪穴.土坑などが高い密度で検出された0

112 150

1

青田遺跡 青田遺跡からは縄文時代晩期終末の大規模な集落跡と平安時代の遺構 .遺物が検出され … 871 900 30

rZ 諾 監 禁 讐 票 監 禁 岩 宗 S fc ,碧空霊 歪忘禁 ㌫ 票 票 E

明らかになった0 1

110 150 2 岩倉遺跡 岩倉遺跡は,早川の左岸P海岸から約300m ▼標高約10m に所在する0遺物は15- 17世紀の 1501 1600 100

ものが検出された。遺構としては,15世紀ごろの一辺10m 前後の水田跡と考えられる方形区 -

画遺構がある。礎石建物は,2 X 3問で小さくI寺院や神社跡の可能性がある0 E

109 150 3 江内遺跡

-

①中世(14世紀)の掘立柱建物跡.製鉄関連遺物▼②近世(17- 19世紀)の掘立柱建物跡な 1796 1796

どが検出された0

119 150 4 延命寺遺跡 古墳.飛鳥l奈良時代の遺跡。①古墳時代の遺構は溝2条.土坑1基,性格不明遺構2基と少 731 770 40

なく▼出土土器から前期後半～中期初預の所産と考えられる0②飛鳥時代の遺構は竪穴建

物4棟▼平地建物4棟,掘立柱建物4棟, 井戸4基,溝1条,土坑.ピット多数.整地層,性格不

明遺構。③奈良時代の遺跡は古代頚城郡(役所)の出先機関の可能性が高まった。

111 1505 蔵ノ坪遺跡 縄文時代の遺物,平安時代の遺構 .遺物. 中世の遺物が検出された0中心となる時期は平 851 900 50

安時代である。平安時代の川跡2本と掘立柱建物16棟,土坑36基▼溝139条,畝状遺構1群,

道路跡3.杭列3,ピット524基, その他(焼土など)42基の遺構が検出された。これらの遺構

は8世紀後棄～9世紀前葉(I 期)と▼9世紀中葉～後葉(Ⅲ期)に分かれる0

120 1506 田伏山崎遺跡 沢地区南.北では上下2層で遺構.遺物が検出された0沢地区南では上層で中世,下層で弥 1001 10 50 50

生時代後期,古墳時代前期.後期.沢地区北では上層で古代～中世(とくに12- 15世紀),
下層で古墳時代前期の遺構.遺物が検出された。沢地区北野古代の自然流路では祭把が

行われていたとみられる0

118 1507 姫御前遺跡 古墳時代と中世の遺構.遺物が検出された0①古墳時代の土器は,前期～後期のものが認 1601 1700 100

められるが,その多くが古墳時代前期後半の資料である.古墳時代と判断した側柱の掘立
柱建物1棟.溝3条.土坑2基l板杭1列は,前期後半に帰属する可能性が高い0②中世の遺

構は.総柱の掘立柱建物1棟と杭列一列のみであり▼集落の縁辺を調査したものと考えられ

る0③中世後期～近世前半に断続的に土地利用されたことが理解される0

113 1508 細田遺跡 弥生時代終末期～古墳時代前期,奈良～平安時代を中心に,縄文時代(中.後.晩期),古 601 800 200

墳時代後期.中世,近世の遺物が出土した。遺跡西方の丘陵上から斜面部には周知の黒

田古墳群が隣接する0 !

114 1509 三角田遺跡 三角田遺跡は上層.下層からなり.古代を中心として近世までの長期にわたる。上層遺跡は 731 830 100

調査区全域に存在し,下層遺跡は調査区東側に限定される0上層と下層の間には洪水性堆

積物と考えられる無遺物層が存在した0調査結果を総合すると,三角田遺跡ではまず8世紀

初頭にC 区に集落が営まれ. この集落は洪水層堆積以前の8世紀中葉に廃絶された0その

後,遺跡中央北側に8世紀後半を中心に集落と大規模な畑跡が残され.さらにその西側を中

心に古代～中世の遺跡が形成されたと考えられる。こうした状況から,三角田遺跡では自然

堤防とその周縁において断続的に居住 .生産活動が行われたと推定される。
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遺跡-覧表A-3

115 1510 用言寺遺跡 今回の調査では3面にわたって遺跡が存在することが明らかになった0①下層からは縄文時 8711 930 60

代後期の遺物▼②中層からは古墳時代の遺構.遺軌 ③上層からは古代.中世の遺構.遺 " 喜 " m " -

物が検出された。

116 1510 用言寺遺跡

i

用言寺遺跡は一矢代川左岸の段丘上(高日面,標高約19m )- 段丘下の低地(標高約17m ) 951 989 40

こ立地する0今回の調査で.段丘上において,4面の遺跡が存在することが明らかになった0 " " " " " " " " "

①下層2からは縄文時代中期後葉～後期初頭の遺物が検出された0②下層1からは縄文時 " 喜 " 喜 " 喜

代後期中葉の遺物.段丘下の調査区において.焼山が約1000年前に噴火した際に降下した" ○○" ○○" 喜

高谷池火山灰層群C の堆積層が検出された0その下位からは10世紀後半と10世紀中頃の " 喜 " 喜 " 喜

遺物が層位的に出土しており,文献による記録との照合から火山灰の年代が989年に比定 " ○○" ○○" 喜

された0③中層からは古墳時代(前期.後期).古代(7世紀前半～8世紀初頭)の遺構.遺 " 喜

物,④上層からは古代(9世紀末葉～10世紀初頭).中世(11世紀後半～15世紀)の遺構.追 " 喜 " 喜 " 喜

物が検出されたe

117 1510 用言寺遺跡 同上。 851 930 80

125 1601 戸 坪岡田島遺跡

i

i

遺跡では二縄文時代前期後～末葉I7世紀Ⅰ9世紀 12- 14世紀を主体とする集落跡を検出し 1101 1300 200

た。①縄文時代面では, 自然河川の付近で前期後～末葉の規ケ森式.朝日下層式土器が出" 1 喜" ○○" 喜

土した。②7世紀には溝が開削され,9世紀には掘立柱建物がみられるようになる0③12世紀" 喜 " 喜 " 喜

中頃には低地部の河川近くに村落が形成され.12世紀後半には台地上に道路が敷設され " ○○" ○○- "

て村落は台地上に移り,14世紀頃まで存続する。④大規模な地震痕跡(天正地震.飛越地 " ○○- " ■喜

震)が検出された。

122 1602 】五社遺跡 ①古墳時代中期(5世紀中頃)の竪穴住居跡.②古代前期(9世紀後半～10世紀初め)の掘 1071 1200 130

立柱建物跡,③古代後期く10世紀末～11世紀後半)の掘立柱建物跡.畠跡.土器埋納土 " 喜 ■喜 ■喜

坑.④中世(12世紀後半～14世紀),⑤明治時代のゴミ穴などが検出された。

123 1602 五社遺跡 同上 851 10叫 150

128 1603 青山遺跡 縄文時代中期後菓～後期の集落跡 1934! 1934:

127 1604 竹ノ内Ⅱ遺跡 9~ 10世紀,12- 15世紀の集落跡で,13- 14世紀に最も栄えていたとみられる 831】 900】 70

126 1605 手洗野赤浦遺跡 14- 15世紀の集落跡0井戸から呪符木簡が出土するなど,祭把の跡も見られる0大規模な 1451 1475 25

地震痕跡(飛越地震)が検出された0

121 1606 任海宮田遺跡 古代(9世紀が主体),中世(13世紀が主体)の大規模な集落跡0江戸時代以降の用水路, 871 900 30
土坑なども検出された。

124 1607 中名Ⅴ遺跡 ①古代の集落跡,7世紀前半に形成され,8世紀～9世紀前半に最盛期を迎える0②中世の 1851 2000 150
溝跡。近接する中名Ⅵ遺跡では11～ー2世紀の遺構が皆無で.ー3世紀に集落が形成される0

129 1608 中冨居遺跡 ①平安時代の溝跡.土坑。集落の外縁部と考えられる0遺物は9世紀のものが主体0②中世 801 900 100

の溝跡.土坑0

132 170 …梅田B遺跡第4 ①弥生時代後期後半の集落跡0地震により短期間で廃絶したとみられる。②弥生時代後期 195 330 136
恢 調査(1-2区) L後半～古墳時代前期初頭の水田跡0③l1世紀の集落跡0④中世～近世の用水路跡0 E

130 1702

i

四柳白山下遺跡 ①縄文時代▼②弥生～古墳時代▼③奈良～平安時代,④鎌倉～戦国時代の集落跡 水田 831i 8701 40

警 ㌫ 芸鑑 誓 複合遺跡0山地から度重なる土砂供給を受けr各時代の遺構面が累重 i : i

131 】1702 四柳白山下遺跡 同上。 ! 1331 1370 40

ー33 1702 四柳白山下遺跡 同上0 】1331 ー370 40

ー68 1901 秋山氏館跡 ①甲斐型Ⅸ.Ⅹ期(9- 10世紀)を主体とする集落に関連すると思われる溝跡0②中世(ー5～ …1907 1907

16世紀)の嘉跡.火葬場。③近世の屋敷跡0 ;

169 190 秋山氏館跡 同上 1910 1910

170 1901 秋山氏館跡 同上 1728 1728

145 1902 壱番下堤跡 中世～近世の護岸施設016世紀後半～17世紀後半に成立したとみられる 1531 1570 40

138 1903 鰍沢河岸跡 江戸時代初めに富士川の開削によって開かれた富士川水運の船着場を中心とした遺跡 1890 1899 10

1928年の富士身延鉄道の開通まで機能した0

139 1903 鰍沢河岸跡 同上 175ー】1870 120

150 1903 鰍沢河岸跡 同上 1821 1900 80

151 1903 鰍沢河岸跡 同上 1926 2000 75

152 1903 鰍沢河岸跡 ′. 同上。 1831 1870 40

153 1903 鰍沢河岸跡 同上 1799 1799

154 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1821 1821

156 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1867 1867

157 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1868 1868

158 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1907 1907

159 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1910 1910

161 1903 鰍沢河岸跡 同上 1828 1828

162 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1867 1868

163 1903 鰍沢河岸跡 同上。 1882 1882

166 1904 北田中遺跡 古墳時代後期の河川堆積層から土器が集中して検出されたが,顕著な遺構はない。 1907 1907

167 1904 北田中遺跡 同上 1860 1950 91

134 1905 狐原遺跡 ①9世紀第2～第4四半期(甲斐編年Ⅷ～Ⅸ期)の集落跡と,②10世紀第3～第4四半期の炭 863 888 25

化物集中部O (参考ニ甲斐型土器研究ゲル- プ.山梨県考古学会ー1992『甲斐型土器I その " ○○" ○○獲 喜

編年と年代』など)

137 1906 古婦毛遺跡 ①縄文時代中期後半(曽根Ⅱ)の埋整O②古墳時代中期初頭の住居跡0③古代(8世紀後 1501 1600 100

半,11世紀後半～12世紀前半)の住居跡。④中世～近世初更の水田跡0

136 1907 大師東丹保遺跡 ①弥生時代中期後半の小河川.建築用材.土器.石器0②弥生時代後期の水田跡と噴砂 1251 1350 100

I 区 ③鎌倉時代の杭列0④近世以降の杭列0

146 1908 百々遺跡 ①弥生時代中期の遺物包含層0②古墳時代前期の遺物包含層。③平安時代の集落跡 9 1451 1550 100

世紀に出現し,2度の洪水により廃絶するが,北半部では中世まで集落が継続したとみられ " " " " " " " " "

る。④鎌倉時代以降の館跡?

147 1908 百々遺跡 同上 920 960 41

148 1908 百々遺跡 同上 840 860 21

149 1908 百々遺跡 同上0 】 860 880 21

144 1909 仲田遺跡 16世紀後半ごろの水田跡0遺跡の南には同時期の集落があつたとみられる0 】1551 1600 50

164 19 0 西畑B遺跡 ①縄文時代～近世の遺物ー②江戸時代末以降のものとみられる石垣が検出された。 1907 2000 94

145



遺跡-覧表A-3

165 19 10 西畑 B 遺跡 (彰縄文時代～近世の遺物. ②江 戸時 代末以降のものとみられる石垣が検 出された。 907 1907 0

160 19 1 平田宮第2遺跡 平安～鎌倉時代 (10世紀前半 ～14世 紀 )の集落跡 .水 田跡 .畑 跡。(参考 :保坂康 夫, 1997 90 1 950 50

「山梨県下の遺跡 .住居地数変動 の通史 的理解 」『研究紀要』13 山梨県立考古博物館 .山

梨県埋蔵文化財センター)

140 ー9 12 町屋 口遺跡 (彰江戸時代中頃～明治時代の水路跡 。②江戸時代末期 ～明治時 代の水 田跡0 18 92 1906 15

171 19 13 松本塚ノ越遺跡 古墳時代後期～平安時代の集落跡 0 竪穴住居跡の総数 は古墳時 代後 期が4 7軒 .奈 良時代 190 7… 1907 0

ホテルやまなみ

地点

が14軒 . 平 安時代 のうち9世紀が53軒 P 10世紀が24 軒 0

14 1 19 14 宮沢 中村遺跡 ① 鎌倉時代の護岸 .水 田跡 0② 16世紀後半～ 17 世紀 の集落跡。③江戸時代後 期(18世紀 18 51 1900 50

以降 )の民家 .寺院跡 。

142 1914 宮沢 中村遺 跡 同上。 60 1800 200

143 1914 宮沢 中村遺 跡 同上。 180 1350 17 1

135 1915 向河 原遺跡 ①弥生時代 中期後半 の水 田跡 0 ②中世～近世の水 田跡 。 190 190 0

155 1916 四ノ側遺跡 平安時代の住居跡2軒 (10 世紀中葉～後葉) , 土坑などが検出された。 9 31 1000 70

172 20 01 石川条里遺 跡 ①縄文時代前期 の集 落跡 0② 弥生時代中期 の水 田跡 0 ③弥生時代後期の集落跡 .水 田 18 24 1845 22

～
跡 0 ④古 墳時代前期の祭紀跡 .水 田跡0 ⑤古 墳時代後期の水 田跡。⑥平 安時代の集落跡0

⑦ 中世 の集落跡 .屋敷 跡 .水田跡。⑧近世 の水 田跡 。

173 200 石川条里遺跡 同上 0 18 24 1845 22

176 2002 牛出遺跡 古墳時 代前期 , 平安時代, 中世 の集落跡 0 13 71 1500 130

183 2003 川田条里遺跡 ①弥生 時代 中期～近世の水田跡0 ②縄文時代晩期 の焼土地 .土器集 中部0 ③ 弥生時代後 3 70 530 16ー

期 ～古墳 時代前期 の方形周溝墓0 ④ 中世 の集落跡 0 ⑤近世の墓跡 0

184 2003 川田条里遺跡 同上 0 701 800 100

185 2003 川田条里遺跡 同上 。 751 850 100

186 2003 川田条里遺跡 同上 0 70 1800 100

187 2003 川 田条里遺跡 同上 0 1 140 ー40

188 2003 川 田条里遺跡 同上 0 751 800 50

189 2003 川 田条里遺跡 同上 0 801 850 50

190 2003 川 田条里遺跡 同上 0 751 850 100

19 1 2003 川 田条里遺跡 嗣上 o 70 1800 100

192 2003 川 田条里遺跡 同上 O 701 1800 100

193 2003 川 田条里遺跡 同上 0 751 850 100

194 2003 .川 田条里遺跡 同上 0 701 1800 100

195 2003 川 田条里遺跡 同上 。 1 140 140

196 2003 川 田条里遺跡 同上 。 1 140 140

1 97 2003 り日田条里遺跡 同上 。 1701 1800 100

174 2004 屋代遺跡群 縄文時代中期～近世の集落跡 .水 田跡 .畠跡 .祭把跡。古代～ 中世の継続 的な集落跡 .条 671 700 30

里地割が特筆される0

175 2004 屋代遺跡群 同上。 671 730 60

177 2004 屋代遺跡群 白司上。 4 0 1 500 100

179 2004 更埴条里遺跡 =司上 871 900 30

180 2004 屋代遺跡群 同上0 871 900 30

198 2004 更埴条里遺跡 同上0 120 1400 200

199 2004 更埴条里遺跡 同上0 1847 2000 154

20 1 2004 更埴条里遺跡 .

屋代遺跡群

同上0 1851 190 0 50

202 2004 更埴条里遺跡 .

屋代遺跡群

同上0 851

-

90 0 50

20 3 2004 更埴条里遺 跡.

屋代遺跡群

同上0 65 1 70 0 50

204 2004 更埴条 里遺 跡.

屋代遺跡群

同上0 85 1 900 50

20 5 2004 更埴条 里遺 跡.

屋代遺跡群

同上0 65 1 700 50

2 06 2004 更埴条 里遺 跡.

屋代遺跡群

同上。 67 1 730 60

2 07 2004 更埴条 里遺 跡.

屋代遺 跡群

同上。 70 1 750 50

2 08 2004 更埴条 里遺 跡.

屋代遺跡群

同上0 85 1 900 50

2 00 200 5 郷土遺跡 ①縄文時代早期末葉 ～後期 初め の集落跡 で, 加曽利E n ~ m 期に最盛期を迎 える0 ② 8世 80 1 900

-

100

紀ごろの古墳 。③ 平安時代の集落跡で. 竪穴住居跡2 軒が検出された0住居 跡はともに10世

紀前半ごろのもの0

178 200 6 国分寺周 辺遺 跡 ①弥生時代後期 (箱清水期 )の集 落跡0 ②古墳時代前期の溝跡 0③ 古墳時代中期～後期 (5 105 00 50

秤 世紀後半～7世紀 )の集落跡 でー6世紀後葉 ～末葉 は住居数 が減少▼7世紀初めか ら増加0

④奈良 ～平安時代 C8 - 11世紀 )の集落跡: 8世紀後 葉にピ. ク0 遺跡 全体では5世紀後半 ～

6世紀の遺構密度 が特 に高い。

2 09 200 7 離 山遺跡 (彰古墳時代 中期 ～後期 の集落跡 0② 平安時代～中世 (9世紀後半 ～15世紀後半)の集落 53 1 570 40

跡 .水 田跡 0③ 中世 の石積 状遺 構2など0

182 200 8 春 山 .春 山B 遺 ①縄文時代晩期の土坑 .土器集 中部 0② 弥生時代中期 ～後期 の集落跡 0③ 弥生時代後期 . 1742 1742 0

跡 古墳時代前期の周溝墓 0④古 墳時代後期の溝跡0 ⑤平安時代 の溝跡 。⑥近世の水 田跡 。

2 11 200 9 松代城跡 戦国～江戸時代の城跡 。武 田信玄により築かれた. 明治時代 に解体された0 1742 1742 0

2 12 20 10 松代城下町跡 戦国末期～明治時代 の城下町跡 0 主に17世紀前半 ～明治時代前半の町屋と侍屋敷 と考 え 180 1 1870 70

(中木町 .西 木

町 .紺屋町 )

られる遺構が確認され た0

2 13 20 10 松代城下町跡

(中木田丁̀西 木

町 .紺屋町 )

同上。 173 1 1770 40

削at



遺跡一覧表A-3

181 20 11 松原遺跡 縄文時代前期 ～後期前葉 , 弥生時代中期後葉 (栗林期 )～近世の集落跡0 弥生時代 中期後 1 140 140

菓 (栗林期 )～後期は長野盆 地における拠 点的集落0 古代集落 は7 ~ 12 世紀に継続 し▼10世

紀 の住 居跡が最も多い。また, 7世紀の古墳群や ー11世紀の製鉄 .鋳造遺構もある0

210 20 12 御社宮 司遺跡 ① 中世 (13~ 16世紀 )の御射 山道沿い厩を中心とした集落跡0 ②近世以降の水 田跡 。水田 180 2000 200

ま宮川の洪水 で覆われー復 旧作業が広範囲で行われた0

214 2101 今宿遺跡 ① 弥生時代後期末葉～古墳時代前期 (山中式 ～廻間 I 式後半または Ⅱ式前半 ;3世紀前 半 2 10 230 21

～ 5世紀前 半)の水田跡0 ②中世 (13 - 14 世紀 )以降の水 田跡 .集落跡 0 5世紀後半 ～12世

紀は顕著な遺構 .遺物なし0

215 210 今宿遺跡 同上O 2 10 230 21

216 2101 今宿遺跡 同上0 ー95 230 36

217 2 02 城 之内遺跡 台地上に立地する弥生時代後期 (欠山期) ～ 9世紀の大規模な集落跡 , 平安時代後期以降 1535 1535 0

の集落跡. 戦国時代の 区画溝 (屋敷跡 ? )などで構成され る0 弥生時代後期～古墳時代 に

ま多数の住居跡が検出されているが. 奈 良時代 以降は比較的住居跡が少ない。9世紀後半

～10世紀は遺跡が空 白期の様相を呈するがー1 1世紀前 半には集落が再び形成された。

234 2201 上土遺 跡立石地

区

霊等 監 禁 慧 ㌶ 雷 漂 慧完謂 欝㌫ 監禁 謡 露 悪 琵 昔 ～n 400 500 101

近代の水路跡 .畦畔痕跡 .河道 0

235 220 1 上土遺跡立石地 同上0 70 1 838 138

区

218 2202 池ケ谷遺跡 ①弥生時代 中期～古墳時代前期初 めの水 田跡 0 ②平安時代の条里型水 田跡 。③ 近世の水 4 01 500 100

田跡 0

246 2203 有東遺跡第14次 ①弥生時代 中期～後期の溝跡 .土坑 .柱 穴 (建物跡)0 ② 弥生時代後期～古墳時代前期の 1 70 70

水 田跡 , 弥生土器 .古式土師器を伴 う。

230 2204 上反方遺跡 鎌倉 ～室町時代 ? の水 田跡 0 150 15 30 30

23 1 2204 上反方遺跡 同上 0 1180 13 50 17 1

236 220 5 川合遺跡志保 田 ①弥生 時代 中期の方 形周 溝墓 ? ② 古墳 時代 (5世紀 ) の水 田跡0③ 奈良時代の祭把遺構 l 401 600 200

地 区 官街 関連集 落跡0 ④江戸時代の水田跡0 全体では奈良時代の祭把遺構が特筆される0

247 220 6 ケイセイ遺跡第7

次

①古墳 時代 後期(7世紀 )の集落跡0 ②奈 良～平 安時代の官街に関連 した集落臥 祭把場 0 、1860 2000 14 1

出土土器は8 世紀中葉～9世紀前葉が最も多く, 10世紀以降のものはあまりみ られない0

244 220 7 小瀬 戸遺跡 ①奈 良～鎌 倉時代の集落跡0 ②中世 (とくに戦国)～江戸時代 の集落跡 .水 田跡 0 江戸時代 110 1200 100

の水田は洪水によりI 旦廃絶される。

24 5 220 7 小瀬 戸遺跡 同上。 827 1827 0

24 8 2207 小瀬 戸遺 跡 嗣上o 170 1 1900 200

219 2208 瀬名遺 跡 弥生時代中期～近世の水 田跡0 弥生時代後 期～古墳時代前期について. 多数の杭を打ち 370 530 161

込んだ水EB 跡が全調査区で確認された。平安時 代についてP 条里型地割を示す水 田区画 が

確認された0

220 2208 瀬名遺跡 同上。 50 150 10 1

221 2208 瀬名遺跡 =司上0 18 60 1950 91

242 2209

i

恒武東覚遺跡 ①古墳時代後期 (7世紀後半 ～8 世紀 初め)の官街関連施設 (竪穴住居跡4など), 墨書土器 5 71

I
i

700

I

130

を伴う0 ②奈良～平安時代の集落跡 (掘立柱建物跡2 .竪穴住居跡4など) ,祭 把遺 物を伴

う。③鎌倉時代以降の井戸など。全体では奈 良～平安時 代が主体 0

243 220 9 l恒武東覚遺跡 同上 0 7 51 830 80

249 22 10 恒武西宮遺跡第 ①古墳 時代前期 の方 形周溝墓 ▼土器集積 (元屋敷式の一括資料が 出土) 。② 古墳時代中期 30 1 400 100

3次 .第 6次 .第 7 ～後期 (5 - 7世 紀 )の大規 模な集落跡, 掘立柱建物 を伴う0 ③鎌倉時代 の井 戸0 ④戦国時

次 代 の井 戸, 区画溝0 大窯期の良好な資料が 出土0

24 1 22 11 藤守遺跡 ①古墳 時代後 期末葉 ～奈 良時代 (7 世紀後半～8世紀) の集落跡 , 祭紀遺構。②平安時代末 651 800 150

期 ～鎌 倉時代 中期 の集落跡 ▼条里制遺構′屋敷跡 0

233 22 2 曲金北遺跡 ①弥 生時代 中期後半 ～平安時代の水田跡など0 ②古 代東海道駅路跡。 370 530 161

222 22 13 箕輪遺跡 ①弥 生時代 中期の土坑0② 弥生時代後期～平安時代 の水 田跡 . 河道。 1 140 140

915 22 13 箕輪遺跡 同上 。 1 150 150

916 22 13 箕輪遺跡 同上 0 1 150 150

223 22 13 箕輪遺跡 同上 。 251 300 50

224 22 13 箕輪遺跡 同上 。 251 300 50

225 22 13 箕輪遺跡 同上 。 251 300 50

226 22 13 箕輪遺跡 同上 0 371 400 30

227 22 13 箕輪遺跡 同上 0 501 600 100

228 2213 箕輪遺跡 同上 。 501 600 100

22 9 2213 箕輪遺跡 同上0 501 600 100

23 7 22 4 元 島遺跡 ① 弥生時代中期後半の方形周溝墓0 ②古墳時代前 期の集落跡 (掘立柱建物跡)0 土器 は廻 1860 1950 9 1

II間 Ⅱ～松河戸式のものが 出土しているが, 廻間 Ⅱ～Ⅲ期が最も多い。③古墳時代 中期の墳

墓。.④古墳時代後期㌢奈良時代前半の集落跡 0⑤ 平安時代末期～戦国時代の集落跡 0 14

世紀は遺構がなく. 遺物も少ない。15世紀は遺跡全体が最も繁栄した時期とされ る。

238 2214 元 島遺跡 . 同上。 1860 1950 9 1

239 2214 元 島遺跡 同上0 130 1 140 0 100

240 2214 元島遺跡 同上0 110 1250 150

264 2301 朝 日遺跡 ①弥生時代前期～古墳時代前期の環濠集落跡 .方 形周 溝墓。②平安～江戸時代の水 田

跡。

37 1 430 60

250 2302 伊 保遺跡 ①弥生時代後期 (山中式後期) ～古墳時代前期 初め (廻 間式 卜 Ⅱ)の遺物。②室町時代 190 210 2 1

(14世紀後半) の集落跡 0

262 2303 今町遺跡 ①縄文時代 中期 中葉～後葉の土坑, 縄文 時代晩期中葉の竪穴住居跡0 ②飛鳥時 代後半 ～ 1860 2000 14 1

奈良時代の集落跡 。③鎌倉 ～江戸時代の集落跡 .水 田跡 .墓域▼戦 国時代 ～江 戸時代前 期

は城館跡 ?

263 2303 今町遺跡 同上 0 1700 1800 10 1

253 2304 大毛沖遺跡 古代 ～中世 (8 ~ 13 世紀 )の集落跡 0 13世紀後半には居住域が放棄され, 近接する大毛池 67 1 730 60

田遺 跡への移住が推定され る0

254 2304 大毛沖遺跡 固上 e 73 1 800 70
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255 2305 門間沼遺跡 ①古墳時代の集落跡.水田跡(廻間 I ～松河戸 I期),水田跡(松河戸Ⅱ期),墳墓.集落 190 250 61
跡? (城山2号案期~ H - 44号窯期)。(a 奈良～平安時代の集落跡(H- 44号案期～Kー90

号窯期)0③鎌倉時代(12世紀後半～13世紀)の集落跡.畠跡.方形土坑群0

256 2305 門間沼遺跡 同上0 210 270 61

257 2305 門間沼遺跡 同上。 270 420 151

258 2305 Ffl間沼遺跡 同上0 370 465 96

259 2305 門間沼遺跡 同上0 470 530 61

260 2305 門間沼遺跡 同上。 580 600 21

690 2306 川原遺跡 ①弥生時代中期の集落跡.墓軌 ②弥生時代後期～古墳時代初めの墓域.③古墳時代中 145 550 100

期の集落跡,④古代の集落跡,⑤中世～戦国時代の水田遺構などが検出された。とくに,

弥生時代中期後葉の古井式後半期には膨大な竪穴住居跡(300軒)が確認された。

251 2307 清洲城下町遺跡 ①古墳時代後期(7世紀)の溝跡0②古代(8~ 9世紀)の集落跡0③戦国～江戸時代初めの

城下町跡。
147 650 180

252 2307 清洲城下町遺跡 同上0 147 1650 180

691 2308 天神前遺跡 ①古墳時代中期の竪穴状遺構.水田跡,②古墳時代後期～江戸時代の水田跡.集落跡な 401 450 50
どが検出された。とくに,鎌倉～戦国時代(12- 16世紀)は居住地として継続的に利用され

261 2309 八王子遺跡 ①弥生時代前期～中期の集落跡.墓域0②弥生時代後期前葉(八王子古式)～古墳時代中 401 450 50

期(松河戸 I期)の集落跡。5世紀には顕著な遺構がない0③古墳時代後期 (6世紀中葉～7

世紀後半)の群集填。④古墳時代後期～古代(7世紀後半? 9世紀前半)の集落跡(8世紀後

半～9世紀前半),祭把跡(10世紀初め)。⑤中世～近世(12世紀中葉～17世紀初め)の集

落跡.屋敷跡0⑥近世以降の水田跡.島昌跡0

265 2310 法圃寺中世墓 鎌倉～室町時代(13- 15世紀)の墓0 1452 1452 1

266 2311 万加日遺跡 ①縄文時代中期後葉の集落跡。(診奈良～平安時代(7世紀後半～9世紀中頃)の集落跡r8 801 930 ー30

世紀中頃の土器はない0

692 2312 水入遺跡 後期旧石器時代以降の集落跡.耕作地など0①後期旧石器は流れ込みであったが付近に 370

-

470 101
生活空間があったことが考えられる。②縄文時代草創期～早期には焼土坑群があり.国中

期末に竪穴建物からなる集落が出現する0③弥生時代末期に集落が展開するが,本格的な

段丘面の開発が始まるのは古墳時代中期であるO 大屋敷地区に下流への濯灘を目的にし

たと思われる全長200m 以上の大溝が掘削され,大溝機能停止後も集落が展開され.7世紀

後半には下糟目地区も開発され.集落域が拡大する0④古代集落は9世紀代に急激な縮小

を経て,11世紀代にはほぼ廃絶する0⑤鎌倉時代に土坑墓からなる墓地として利用される。

墓地は14世紀代には廃絶0⑥15世紀代からは再び集落地となる。特に16世紀代の大屋敷

地区は大溝の最掘削や土塁構築,大型掘立柱建物が造られ,一種の川湊として機能してい

た可能性が考えられる0⑦17世紀以降は矢作川の洪水が増え,18世紀代には当該地での

集落経営は断絶するO

689 23 3 室遺跡 ①古代 (8- 12世紀)の水田跡.大型木樋を伴った導水施設▼②中世(12世紀後半～16世紀) 951 000 50

の集落跡.屋敷跡などが検出された0近世は耕作地として利用されたとみられる0

267 2401 位田遺跡 E(彰弥生時代後期末葉～古墳時代前期初めの方形周溝墓(欠山中～新段階).河道.炉跡 1937 1937
a

0

(元屋敷期)。②飛鳥～奈良時代の道跡。③平安時代中期～後期の官街関連の屋敷? 平安

時代末期の集落跡。

274 2501 浅小井城跡第2

次

遺跡全体は16世紀の城跡であるが▼今回の調査では明確な遺構は検出されなかった0 1860 2000 141

273 2502 井戸遺跡 ①縄文時代の土坑0②古墳時代の溝跡.土坑など。③平安時代後半の集落跡。④室町時代 901 1100 200
の耕作痕跡。過去の調査では古墳時代(4世紀ごろ)の集落跡も見つかっている0

275 2503 草津宿場町遺跡

第7次

16世紀末葉～19世紀後半の宿場町.屋敷跡など0 163 1750 120

276 2503 草津宿場町遺跡

第7次

同上0 157 670 100

277 2503 草津宿場町遺跡

第7次

同上0 157 1650 80

268 2504 柳遺跡 ①弥生時代後期の方形周溝墓0②平安時代後期～室町時代(12世紀後半～16世紀)の集 1501 1530 30

落跡.水田跡.畑跡▼とくに13世紀後半から条里地割に基づいて水田跡が拡大したとみられ

る0

269 2504 柳遺跡 同上0 143 1470 40

270 2504 柳遺跡 同上。 1371 1400 30

271 2504 柳遺跡 同上0 143ー 1470 40

272 2504 柳遺跡 固上e 1501 1530 30

929 2504 柳遺跡 同上0 120 190 71

930 2504 柳遺跡 同上。 120 190 71

688 2601 嵐山 近代の耕作土の下から,江戸時代の土坑.耕作地造成の跡.室町時代末期の洪水に伴うと

考えられる自然流路,鎌倉時代から室町時代の耕作関連遺構を検出した0

1470 1600 13ー

296 2602 宇治川太閤堤跡 芸雷雲 漂 票 禁 だ詳 慧 濫 監 豊 吉誓 られる0護岸は元禄期 1953 953 0

297 2602 宇治川太閤堤跡 同上。 1716 1804 89

286 2603 内里八丁遺跡A ①弥生後期末葉～古墳前期(庄内～布留期)の集落跡.水田跡.方形周溝墓。②古墳中期 190 228 39

地区.B地匝 末葉～飛鳥時代の集落跡0③奈良～平安時代(7- 12世紀)の道路状遺構.集落跡。⑤13

世紀以降の集落跡.島畠。

287 2603 内里八丁遺跡C

地区～F地区

同上。 190 228 39

304 2604 京都大学北部構 京都大学構内遺跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡。今回の調査では平安時代前期～ 150 1700 200

内遺跡BF34区 中期(9世紀前半～10世紀前半)の遺構.遺物が多く検出された0

305 2604 京都大学北部構 京都大学構内遺跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡0今回の調査では,①縄文時代後期 801 850 50
内遺跡BD28区 ～晩期のドングリ集積遺構 .植物遺体層.②平安時代の道路跡.溝跡.土坑▼③中世～近世

の野壷や工作痕跡などが検出された0

306 2604 京都大学西部構 京都大学構内遺跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡。今回の調査では,室町～江戸時代 1050 1200 151

内遺跡 の耕作痕跡が確認された0
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278 260 5 蔵ケ崎遺跡 ①弥生時代前期 の土器 が多数出土し,耕作土も確認された0②奈良時代について▼洪水層 700 8 00 10 1
こ覆われた水 日面が検 出された。墨書 土器を伴 うことから▼近隣 に官街が存在していた可能

性もある0

28 1 260 6 桑原 ロ第6次 桑原 口遺跡全体 は弥生時代後期～古墳時代,平安 時代 後期～鎌 倉時代初めー江戸時代の 580 620 4 1

集落遺跡 0今回の調査でもこれを追認するもので,古 墳時代前期.奈良時代～平安時代前

期,寅 町時代の遺構 .遺物 はほとんど見つかっていない0

280 260 7 上津屋遺跡第4 上津環遺跡全体 は弥生時代T古墳時代▼中tL 近世の集落遺跡0今回 の調査ではとく1= 14 180 20 00 200
次 ～15担紀 と16世紀の2段階で遺跡 の様相 が変化していることが看取された。

279 260 8 佐 山遺跡 弥生時代後期 ～江 戸時代の集落跡 .墓跡0存続期間 は弥生時代後 期中葉 ～古墳 時代後 期 12 0 12 50 50

と,奈 良～江戸時代の2時期 に大きく分 かれる。

288 260 8 佐山遺跡 同上 。 12 0 12 50 50

295 260 9 慈照寺 (銀閣寺) ①10世紀後半 ～11世紀初め以前に「浄土寺」に関連 した何らかの施設が存在 した可能性が 155 1650 100

～
旧境 内 判明 した0②室町時代 (15世紀後半～16世紀)の溝跡 .石壇跡 .堤跡 ,江戸時代の溝跡が検

出された0

285 26 10 下植野南遺跡 ①縄文時代晩 期の土器棺墓0②弥生時代 中期 の土坑 .方形 周溝墓など0③古墳時代 (庄 内 5 30 600 7 1

期～7世紀 )の集落跡 .埴輪棺 .祭紀遺構など0④平安時代の集落跡0⑤ 中せ くとくに13 世紀

と15世紀 )の集落跡。⑥近世 の井 戸0遺跡全体では6世紀 に特に住居跡 の密度が高くなる。

917 26 1 水垂遺跡 .長岡 遺跡全体では縄文時代以降ー各 時代 の遺構 .遺 物が検出されている0今回の調査 では縄文 501 535 3 5

京左京六 .七条 ～室町時代 の各時代について遺構が検出された0①古墳時代各期の集落跡▼②長岡京期

三坊 の条坊跡 .祭把遺 物が特筆される0

298 26 1 】長岡京左京第

293次

遺跡全体では長岡京に伴う遺構 .遺物が 主体 0今回の調査では長岡京期の整地層と, これ 784 950 16 7

を掘り込むから土石流堆積物が見つかった0

299 26 1 長岡京左京第 遺跡全体では長岡京に伴う遺構 .遺 物が 主体0今回の調査では,①長 岡京期 の遺構群 ,② 13 01 13 50 50

370次 中世 の条里制遺構 (溝群 .耕作痕跡)が検 出された0

300 26 1 長岡京左京第 遺跡全体では長岡京に伴う遺構 .遺 物が 主体 。今回の調査では▼古代 の水 田跡 (9 ~ 10世 931 970 40

438次 紀) .集 落跡 (10世紀) , 10 - ー3世紀の耕作痕跡が確認された0

301 26 1 長岡京左京第

438次

同上 901 970 70

302 26 1 長岡京左京第 遺跡全体では長岡京に伴う遺構 .遺 物が主体0今回の調査では▼①長 岡京三条大路周辺 の 784 850 6 7
465次 474 次 位置 .構 成.②平安時代後期 以降 の耕作痕跡などが確認された0

303 26 1 長岡京跡左京第 遺跡全体では長岡京に伴う遺構 .遺 物が主体0今回の調査ではー①弥 生時代 後期 ～古墳 時 260 430
l
】
～

171

308次 代前期 の水 田跡.②古墳時代 中期末 葉の竪 穴住居 状遺構 .③長岡京期の条坊関連遺構.

④ 中世 以降の条里制水 EEL跡が検 出された0

284 26 12 西ノロ遺跡 古墳 時代～近世の遺物が出土したが.遺構はない0 1953 1953 0

307 26 3 平等院境 内 12 - 17世紀を中心とした寺院0下層の塔の川遺跡では縄 文時代 後期前 葉.弥生時代中期 1800 1870 71

I
～古墳 時代後期の遺構も確 認された0

283 2 614 福知 山城跡 17世 紀初めに築かれ た城0 177 1800 3 0

282 2 615 古屋敷遺跡 平安時代後期～安土 .桃 山時代 の遺構 .遺 物が検 出され た。今回 の調査 区は遺跡 の東端 に 1601
- 票 計

1 両

-あたる0

289 2616 平安京右京三 条 平安京全体では平安時代 以降の遺構 .遺物 ,条坊関連遺構が主体0今回の調査では,(む平 80 1870 .'u

ll-
二坊十 六町第3 安時代中期～後期について, 「斎 宮」墨書土器 によりr斎宮 が居住 していたことが判明したO

次 ②室 町～江戸時代について耕作溝が検出された0

290 2 617 平安京 左京北 辺 平安 京全体では平安時代 以降の遺構 .遺物 ,条坊関連遺構が主体0公家町は桃 山時代 に 】 1731 1800

】

70

l四坊 形成 された0 今回の調査地は平安京の北東隅 にあたり,平安時代後期と戦国～江戸時代の

遺構 .遺 物が多く検出された0

29 ー 2 617 平安京 左京北辺

四坊

同上 0 1651 1750 100

292 26 7 平安京 左京北辺

四坊

同上 0 1631 1670 40

293 26 7 平安京左京北辺

四坊

同上 0 1601 650 50

294 26 17 平安京左京六条 平安京 全体では平安時代以降の遺構 .遺物 ,条坊関連遺構が主体0今回の調査でも平安 10 0 12 00 200

三坊五町跡 ～江戸 時代 の遺構 が多数検出された。

342 270 1 有池遺跡 縄文時代 .古墳時代.古代 末期 ～中世 の複 合遺跡0集落の主体 は古墳時代 中期～飛鳥時 1600 1700 10 1

代初め .平安時代後期～室町時代 (12 - 14世紀 )で▼近世以降 は耕作地として利用され た0

343 270 1 有池遺跡 同上 。 1171 12 30 60

349 2702 池島 .福万寺遺 弥生時代前期 中葉 ～近世の継続的な水 田跡▼古墳 時代前 期.中期後半～後期の集落跡な 18 02 18 02 0

跡 I 期地区 (紘 どが検 出されている0また,中世後半～近世は洪水砂と.洪水砂を母材 にした島 畠が重層

括) 的に検出されている0

353 2702 池島 .福万寺遺

跡 Ⅱ期地区03-1

調査区

同上0 18 02 180 2 0

354 2702 池島 .福万寺遺

跡 Ⅱ期地区03-1

調査区

同上0 14 5 1600 150

363 2702 池島 .福万寺遺

跡 Ⅱ期地区05-1

調査区

同上。 18 02 180 2 0

364 2702 池島 .福万寺遺

跡 Ⅱ期地区05ー2

調査区

同上0 180 2 1802 0

919 2702 池島 .福万寺遺

跡 Ⅱ期地区06一1

調査区

同上。 180 2 1950 149

920 2702 池島 .福万寺遺

跡 Ⅱ期地区06-1

調査区

同上。 180 2 1802 0
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921 2702 池島.福万寺遺 弥生時代前期中葉～近世の継続的な水田跡,古墳時代前期.中期後半～後期の集落跡な 1860 2000 141

跡 Ⅱ期地区02- どが検出されている。また, 中世後半～近世は洪水砂と,洪水砂を母材にした島畠が重層 [

1-06ー2調査区 的に検出されている0 ～ !

310 2703 池田西遺跡 (》弥生時代中期後半の土器0②古墳時代の井戸跡0③奈良～平安時代(9世紀ごろ)の集 1802 1802

落跡0④近世後期の粘土採取地。

344 2704 上の山遺跡 弥生時代中期～中世の集落跡.水田跡。今回の調査ではI(彰弥生時代中期前葉の大型掘 1551 1600 50
立柱建物臥 ②古墳時代前期 .中期の竪穴住居跡.③平安時代の掘立柱建物跡などが特

筆される0また.初期須恵器窯.飛鳥時代の漠恵器窯が存在した可能性もある0

345 2704 上の山遺跡 同上 1001 1200 200

389 2705 瓜破遺跡東北地 瓜破遺跡全体は縄文時代～近世までの複合遺跡で▼長原遺跡▼瓜破北遺跡と隣接する0今 671 700 30

区00-8次 回の調査では弥生時代後期の昌状遺構.古墳～飛鳥時代の溝跡l井戸跡などが検出され

た0

390 2705 瓜破遺跡東北地

区00-8次

同上 571 700 130

391 2705 瓜破遺跡東北地

区00-8次

同上。 471 570 100

392 2705 瓜破遺跡西地区

00-ll-0ト17次

雷雲雷雲譜 票 温 苦漂 認 諾 票 ,,悪霊票 溜 ㌍ 雷濫 賢覧 告 、今 1998

慕,③弥生時代前期～中期の溝臥 ④古墳時代の溝跡などが検出された。 i

393 2705 瓜破遺跡東北地

区04-5次

瓜破遺跡全体は縄文時代～近世までの複合遺跡で,長原遺跡,瓜破北遺跡と隣接する0今 601 650 50

回の調査では,①6世紀の関東系土器,②奈良時代末期～平安時代初めの瓦 (寺院と関 】
逮? )r③平安～鎌倉時代の水田跡などが検出されたe

394 2705 瓜破遺跡東北地

区04-5次

同上。 571 650】 80

395 2706 瓜破北遺跡04- 瓜破北遺跡全体は後期旧石器時代～近世までの複合遺跡で,長原遺跡,瓜破遺跡と隣接 1301 1330 30

1-2-3次 する0今回の調査では.(丑縄文時代中期の石器集中部(石器製作祉)と縄文時代早期末葉

～前期初めの条痕文土器,縄文時代中期前半の船元式土器▼②弥生時代後期の集落跡と

庄内期の方形周溝墓1基,③古墳時代前期の土坑1基が検出された0また▼鎌倉時代以降

は全面的に耕地化され,戦後に至つたとみられる。

396 2706 瓜破北遺跡04T

1-2-3次

同上 801 1000 200

387 2707 】大坂城下町跡

-
)E

弥生時代～近世の複合遺跡0今回の調査では,①庄内期の土器.②奈良時代～近世の遺 1180 1350 171

構:遺物が検出された0中世後期(14世紀ごろ)には遺構.遺物の出土地点が増加し,近世

初めには豊臣秀吉の築城に伴い,城下町が形成された0 l

316 2708

I

男里遺跡 弥生時代後期末葉i-古墳時代前期初めP飛鳥～奈良時代の河道と当該期の土器が多数 601】 700 100

検出された。②飛鳥Ⅱ～Ⅳ期には周辺に須恵器窯が存在していた可能性が指摘できた。 】 -

397 2709

I

I

遠里小野遺跡 遠里小野遺跡全体は弥生時代～近代の複合遺跡で.弥生時代～中世の遺構.遺物が広範 1866】1866

毘孟 宗 品 濃 認 讐 票 主君 票 代の7世紀中葉に造営されたとみられる大型 … 1 ]

339 2710 t勝部遺跡 ①弥生時代後期の水田凱 ②古墳時代前期 (布留新段階)の短期的な集落跡,初期須恵萄 150 330 181

(大庭寺段階;TG 232段階)を伴う0③古代末期 (12世紀)～中世(13世紀末～14世紀)の集 】
落跡0集落廃絶後も条里水田として利用され.現在にいたる0 】

382 271 】加美遺跡 弥生時代～近世の複合遺跡0弥生時代中期の大型墳丘墓▼弥生時代後期後半～古墳時代 731 800 70

前期の周溝墓群と集落跡が特筆される。

383 27 加美遺跡 同上。 260 430 171

384 2711 加美遺跡 同上0 ー 140 140

351 27 2 上私部遺跡05-1 ①古墳時代後期(田辺編年TK208以前 -TK217/中村編年 I型式3段階～Ⅱ型式5 .6段階 1651 1730 80

区 5～7世紀,とくに6世紀)の集落跡,掘立柱建物跡39棟を伴う,②平安時代後期以降の条里

制地割にもとづく水田跡などが検出された0

385 2713 亀井北遺跡0卜2

次 02-1次.03ー1

亀井北遺跡全体は縄文時代～近代の複合遺跡。今回の調査区では.①古墳時代後期の氾 1001 1100 100

濫性堆積層,②平城宮Ⅲ期の土器,③平安時代中期～鎌倉時代の作土層が検出され,室

次 町時代以降も耕作地として利用され続けたとみられる0 …

386 2713 亀井北遺跡0卜2

次.02ー1次 03-1

次

同上 600 660 61

308 2714 萱振遺跡第1次 弥生時代中期～後期の水田跡,古墳(萱振1号墳),奈良～平安時代.中世 (12世紀前半が 190 265 76

中心)の集落跡。

400 2715 鬼虎川遺跡第38 縄文時代～近世の複合遺跡で.水走遺跡▼鬼塚遺跡などに隣接する0①縄文時代晩期末 1301 1400 100

次 葉～弥生時代前期の貝塚.②弥生時代中期～古墳時代中期の集落跡.墓域.製鉄遺構な

ど.③平安時代末期～室町時代前半の集落跡 .畑跡などからなる。6- 11世紀,15- 17世紀

こは地下水位が上昇して湿地化し,居住域としては適さなかったとされる。今回の調査では

特に鎌倉～室町時代,江戸時代の水田跡が確認された0 (参考:別所秀高編著,2004『鬼虎

川遺跡第57次発掘調査報告書』 (財)東大阪市文化財協会)

346 2716 久宝寺遺跡竜華 久宝寺遺跡全体は縄文時代～近代の継続的な集落遺跡0今回の調査では▼弥生時代前期 120 265 146

地区 ～後期の集落跡.水田跡.古墳時代前期初め(庄内期初段階～布留古段階)の墳墓群など

が特筆される。

347 2716 久宝寺遺跡竜華

地区

同上 190 350 161

348 2716 久宝寺遺跡竜華

地区

同上。 370 530 161

904 2717 蔵人遺跡第17次 弥生時代以降の複合遺跡0鎌倉～室町時代の集落跡が主体0今回の調査では古墳時代後 551 600 50

期～安土桃山時代の日面の遺構面を確認した。条里制地割にもとづく耕作地を重層的に検

出できたことが特筆される。
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遺跡一覧表AI3

369 2718 上津島遺跡第5 弥生時代後期.古墳時代中期,鎌倉時代の集落跡0特に▼古墳時代中期の集落跡から多 370 530 161

次 量の木器.滑石製模造品が出土した0古墳時代中期の集落に伴う須恵器は4世紀末葉～5 1

世紀第3四半期のO N46-TK208期のものが大半で▼6世紀を待たずに廃絶した可能性が高 I

い0

324 27 9 小阪遺跡 日石器時代～近世の複合遺跡(集落跡.水田跡.墓域など)。陶邑遺跡群の中にある。①後 190 350 161

期旧石器時代の国府型ナイフ.有茎尖頭器尖頭器.②縄文時代早期末葉～晩期の土器.石

器と中期末葉～後期初めの土器片敷遺構▼③縄文時代晩期～弥生時代前期の土坑.請

跡 .④弥生時代中期の土坑▼⑤古墳時代前期(庄内期.布留期)の溝跡▼⑥古墳時代中期

～後期の集落跡,⑦古代の集落跡,⑧中世～近世の耕作痕跡などが検出された。遺跡全

体では古墳時代中期～後期の遺構の密度が最も高い0

325 27 9 小阪遺跡 同上 771 800 30

340 2720 讃良郡条里遺跡 縄文時代～近世の集落跡.水田跡.島昌跡などの遺構面が氾濫堆積物などとももに重層的 190 330 141

03-3区 こ検出される継続的な複合遺跡0

357 2720 讃良郡条里遺跡

03-1区

賢諾 ㌫ 慧 濫 監 孟宗覧 語 悪霊 謂 票 豊 雷芸芸砦 需 豊 320 430 111

の尖預器と前期～晩期前半の土器.石器が層位的に出土したこと,②弥生時代後期後半～

古墳時代前期初め(古墳時代には庄内期を含む)の集落跡.③平安時代前期(9世紀後半

～10世紀前半)の集落跡が特筆される0 .

365 2720 讃良郡条里遺跡 縄文時代～近世の集落跡.水田跡.島畠跡などの遺構面が氾濫堆積物などとももに重層的 1860 1950 91

03-4調査区 こ検出される継続的な複合遺跡。

309 272 志紀遺跡第6次 弥生時代～近代の水田跡で.平安時代末期～鎌倉時代初めには居住域も形成された。 551 700 150

312 272 志紀遺跡第5次 同上。 700 730 31

313 272ー 志紀遺跡第5次 同上 190 350】 161

329 2722 尺度遺跡 後期旧石器時代ー弥生時代中期～古墳時代前期初め(庄内期),古墳時代後期～平安時代 1071 1130 60

の複合遺跡で▼中世以降も平安時代以前の地割が踏襲されー耕作地などとして利用された

とみられる。後期旧石器時代の石器製作岨 古墳時代前期初め(庄内～布留初期)の首長

居館.集落跡が特筆される0

330 2722 尺度遺跡 同上 645 660 16

331 2722 尺度遺跡 同上 501 550 50

332 2722 尺度遺跡 同上 501 530 30

333 2722 尺度遺跡 同上 150 150

334 2722 尺度遺跡 同上。 501 570 70

335 2722 尺度遺跡 】同上 660 690! 31

352 2723 …新上小阪遺跡 禁 芸芸芸誤 霊芸憲 法 慧 妄語 莞 完 孟宗 孟 農 芸 芸笠h票 慧 571 650】 80

住域▼③古墳時代後期末葉の水田跡,④中世～近代の島昌跡などが検出された0 】 -

314 2724 新庄遺跡

～
ai

①弥生時代前期の集落跡,②弥生時代中期前半(畿内Ⅲ)の土坑.溝跡,③弥生時代中期 1430; 16001 171

後半(畿内Ⅳ)の周溝状遺構,④弥生時代後期(主体は畿内Ⅴの中ごろ)の集落臥 ⑤古墳 ;
票 蝣TK m if.豊 票 浩 志忘認 諾芸

範囲に分布。 】 [

338 2725 i吹田操車場遺跡 芸完慧詔 豊 吉票 讐孟霊芸呈豊 竃 覧 豊 漂 豊 .詣 芸温 蒜 等 551 600 面

期の溝跡群▼③平安時代(10世紀ごろ～)の掘立柱建物跡を条里畦畔を持つ水田臥 ④古 i

代の条里地割を踏襲した中世～近代の水田跡などが確認された0

360 2726 巣本遺跡03-2- 古代末期(11世紀ごろ)～中世の集落跡.水田跡で▼中世には寺院が存在していた可能性も 1101 1200 100

06-1 ある0

318 2727 高柳遺跡 ①弥生時代後期の焼失した竪穴住居跡,②古墳時代後期(6世紀後半ごろ)の溝跡.土坑 1802 1802

③平安時代中期の掘立柱建物跡.④中世の掘立柱建物跡などが検出されたが,遺跡の主

体は平安時代中期。

319 2727 高柳遺跡 同上 1802 2000 199

327 2728 玉櫛遺跡 玉櫛遺跡全体は弥生時代～室町時代の集落跡などで構成される。今回の調査では11世紀 1231 1400 170

以降,とくに鎌倉時代以降は長期間にわたり屋敷地が形成されていたことが判明した。

328 2728 玉櫛遺跡 同上 1051 1100 50

361 2728 玉櫛遺跡06-1 玉櫛遺跡全体は弥生時代～室町時代の集落跡などで構成される。今回の調査ではP(彰6世 951 1100 150

紀中葉の土坑に伴う木製鞍.馬骨,②10世紀後葉の条里型水田面▼③11世紀後葉.12世紀

前葉～13世紀前葉の掘立柱建物跡.溝跡.④ー3世紀中葉～15世紀前葉の大規模溝群.梶

立柱建物跡などが検出され.特にl4世紀前葉の溝から多種多様な遺物が出土した0また▼

中世末期以降も水田として利用されていた。

362 2728 玉櫛遺跡06-1 同上 1231】1300 70

373 2729 垂水遺跡第24次 垂水遺跡全体は弥生時代中期～江戸時代の集落跡0今回の調査ではこれまで遺構.遺物 1801 2000 200
が少なかった弥生時代後期～古墳時代前期の遺構 l遺物が検出され.弥生時代に成立した

集落が古墳時代前期まで存続していたことが明らかとなった0古墳時代中期には集落が急

速に衰退したとみられるO

359 2730 津田遺跡 津田遺跡全体は.後期旧石器～弥生時代の複合遺跡0今回の調査では,①縄文時代早 1201 1300 100

期ヰ 期の土器,②弥生時代中期前半の小規模な集落跡▼③奈良時代の集落跡,④鎌倉

～室町時代の集落跡.水田跡.堤防状遺構などが検出された。

374 2731 長原遺跡 後期旧石器時代～近代の大阪平野を代表する複合遺跡で,各時代の遺物が検出されてい 1301 1330 30

る。後期旧石器時代～縄文時代草創期の石器群と石器製作吐,縄文時代晩期の土器群

(長原式土器).飛鳥～奈良時代の方格地割にもとづく水日跡などが特筆される0平安時代

と室町時代以降は遺構が比較的希薄030年以上の広範囲に及ぶ発掘調査から隣接する瓜

破遺跡や加美遺跡なども含めた層序対比がなされている0

375 273 長原遺跡 同上 1151 1300 150

376 2731 長原遺跡 同上 751 830 80

377 2731 長原遺跡 同上。 751 830 80

378 2731 長原遺跡 同上。 680 710 31

379 2731 長原遺跡 同上。 645 660 16
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遺跡一覧表A-3

380 273 1 】長原遺跡 後期 旧石器 時代～近代の大阪平野を代表する複合遺跡で .各 時代の遺物が検出されてい 530 620 91

る 0 後期旧石器時代 ～縄文時代草創期 の石器 群と石器製作吐 , 縄文時代 晩期 の土器 群

(長原 式土器 )ー飛 鳥～奈 良時代の方格地割にもとづく水田跡などが特筆される 0 平安時 代

と室 町時代以降は遺構が比較 的希薄 0 30年以上の広範囲に及ぶ発掘調査から隣接する瓜

破遺 跡や加美遺跡なども含めた層序対 比がなされている0

38 1 273 1 長原遺跡 同上 0 451 500 50

358 2732 茄子作遺跡 ①縄 文～弥生時代の土器 .石器 (サ ヌカイト剥片を含 む) ▼②古墳時代前期～奈 良時代の集 120 1300 100
落跡 , ③古代末期 ～中世 の集落跡ー④中世後期 以降の水 田跡 (微 高地に限る)などが確 認

された 0 溶着 痕のある初 期須恵器がまとまって出土したことが特筆される。

3 71 2733 南郷 日代今西 氏

屋敷

13世紀中葉の春 日神社 の創建 に始まり, 15世紀初めには屋敷 が成立 し, 現在に至る史跡。 85 1900 50

3 72 2 733 南郷 日代 今西 氏

屋敷

同上 0 1531 1670 140

3 11 2 734 西大井遺跡 後期旧石器時代 ～江戸 時代 の複 合遺 跡。①後期 旧石器時代 の石器ブロック, ②古墳時代 1868 1912 45
の掘立柱建物跡 ,③ 平安～江戸時代の水 田跡などが特筆され る0

320 2 734 西大井遺 跡 同上 0 1868 1890 23

32 ー 2 734 西 大井遺 跡 同上。 1800 1870 71

32 2 2 734 西 大井遺 跡 同上。 105 1100 50

323 2 734 西 大井遺 跡 西大井遺跡全体 は後期 旧石器 時代～江戸時代の複合遺跡 0今 回の調査 では P ①古墳時代 1071 1100 30

前期の溝跡 , ②古 墳時代中期の掘立柱建物跡 ,③ 鎌倉時代の水田跡などが検 出された。

326 2 735 野 々井遺 跡 ①弥生時代 中期 ～後期 の集落跡 . 大型竪穴住居跡 .掘立柱建物跡などで構成され , 主体は 645 660 16

弥生時代 中期初 め。② 古墳時代 (5世紀後半 )の土坑 .溝跡 , 祭把遺構 ? ③飛鳥時代の溝

跡。④平安 時代後期の掘立柱建物跡 0

350 2 736 花 屋敷遺 跡0 6-1

区

①室町時代の屋敷跡 .集落跡 . ②江戸時代 の井戸 .濯漉用溝 跡が検出された 0 150 1 1600 100

341 2 737 東倉治遺 跡0 4-1 ①弥生時代後期 の竪 穴住居跡 .落ち込み . ②古墳時代前期 (布 留期 )の落ち込み▼③平安 1180 1350 171

区 時代の土坑 .④ 鎌倉時代の落ち込みが検 出された 0 周辺調査から遺 跡では弥生時代後期

～古墳時代前期 に集落が営まれ たことが判 明している 0

315 2 738 東奈良遺 跡 東奈良遺跡全体 は弥生時代前期～古墳時代の継続的な集落跡 .墓域 , 古代～中世の条里 125 1350 100
制地割にもとづく水 田跡 .集落跡 0 今回の調査では , 弥生時代 中期後 半 (畿内Ⅳ期 )の方形

周溝墓 .住居跡 が特筆される0

317 2 739 平石遺 跡 平石川上流の傾斜地を含 む一 帯に立地 。平石 川右岸では平安時代 (9世紀 )～南北朝時代 1982 1982 0

の高貴寺 に関連する掘立柱建物跡が検出され , 集落 としての利用もうかがえる 0 平石川左

岸では中世 以降の棚田跡が検出されている0

370 2 740 穂積遺跡 第 14 ①縄文時代後期 以前 の海成層 , ②弥生時代前期初めの遺物 .③ 中世 の土坑 .溜池状遺構 . 1450 1600 151

次 .第 15次 洪水層 , ④ 近世の水田跡 .溜池状遺構などが検 出され た0

4 16 2 741 真上遺 跡 弥生時代後期 ▼古墳時代後期～江戸時代の集落跡 。江戸時代は主に耕作地 として利用さ 125 1350 100

れていたとみ られる0

398 …2 74 2 水 走遺 跡第2 次 .l縄文時代晩期 に陸化に伴い形成された集落跡で . 東接する鬼虎川遺跡 とともに , 縄文時代 860 2000

Ii
-
i

141

】
I
i

鬼虎 川遺 跡第 20 晩期～弥生時代前期 の貝塚 , 弥生時代前期以降の各時代 における遺構 t遺物が検 出され

次 ている0 平安時代 (10 - ー1世紀ごろ)遺構には , 地元豪族「水走氏」の主導 によって大規模な

I ～耕地開発が開始 されたとみ られ . 堤防跡や祭杷用木製品なども見つかっている0 こうした遺

跡の様子 は中世 の文献史料である『水走文書』とも一致する0

399 2 74 2 水 走遺 跡第2 次 .

鬼 虎川遺 跡第 20

次

同上。 1 10 1150 50

401 2 742 水 走遺 跡第 9次 .

鬼虎 川遺 跡第 28

次

同上。 1600 1750 151

402 2 742 水 走遺 跡第 9次 .

鬼 虎川遺 跡第 28

次

同上。 1600 1750 151

403 2 742 水 走遺 跡第 9次 .

鬼虎 川遺 跡第 28

次

同上。 1600 1750 151

4 04 2 74 2 水 走遺跡 第 9次 .

鬼鹿 川遺 跡第 28

次

同上。 1600 1750 151

40 5 2 742 水 走遺跡 第 9次 .

鬼虎川遺跡第 2 8

次

同上 0 1600 1750 151

40 6 2 742 水走遺跡 第9 次 .

鬼虎川遺跡第 28

次

同上。 1600 1750 151

40 7 2 742 水走遺跡第 9 次 .

鬼虎川遺跡第 28

次

同上。 1600 1750 151

40 8 2742 水走遺跡第 4 次 同上 0 120 1250 50

40 9 2742 水走遺跡第 4次 同上 0 123 1 1270 40

4 10 2742 水走遺跡第 4次 同上 0 125 1300 50

4 11 2742 水走遺跡第 4次 同上。 130 1350 50

4 12 2742 水走遺跡第 4次 同上 0 133 1 1400 70

4 13 2742 水走遺跡第 4次 同上 0 140 1 1550 150

4 14 2742 水走遺跡第 4次 同上 0 155 1600 50

4 15 2742 水走遺跡第 1 1次 同上 。 127 1 1350 80
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355 2743 湊遺跡 湊遺跡全体は弥生時代後期(庄内期を含む)には製塩活動を伴う集落.奈良～江戸時代に 1600 1750 151

継続的に耕地として利用されていた0今回の調査では,①在地系Ⅴ様式と生駒西麓産庄内

奮.使用後の製塩土器の共伴,②中世(12世紀末～13世紀初め)の粘土採掘跡,③近世の

洪水復旧痕跡などが特筆される0

356 2743 湊遺跡 同上 120 225 106

366 2744 三宅西遺跡 縄文時代中期以降▼各時代の複合遺跡0弥生時代中期以降は継続的に集落や耕地として 1101 1300 200

利用されていたとみられる0①縄文時代後期中葉(北白川上層3期)の一括遺物.②弥生璃

代前期～中期前葉のサヌカイト製石器製作に関連した集落跡▼③古墳～飛鳥時代の百済

系土器を伴う流路と水利施設が特筆される。

388 2745 森小路遺跡94- 弥生時代中期前葉を中心に近世まで続く集落跡.水田跡0弥生時代後期～古墳時代前期は 1934 1934

13次 生活痕跡がほとんどないが,古墳時代中期～後期の溝跡.井戸跡▼奈良～平安時代の土

坑,鎌倉～室町時代の溝跡.土ffi .江戸時代以降の畝.畦畔l溝跡などが見つかっている。

368 2746 山賀遺跡08-1-2 山賀遺跡全体は弥生時代前期～近世の継続的な集落跡.水田跡.墓域などで構成される 150 265 116

区 今回の調査ではー①弥生時代中期前半の建物跡とみられる遺構と石器製作祉▼②弥生時

代後期末葉の氾濫堆積物におおわれて残存状態が良好な水田跡などが検出された0

336 2747 大和川今池遺跡 大和川今池遺跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡で▼難波宮期の官道である「難波大道」 1950 2000 51

や古代以降の条里制水田跡などからかなる0今回の調査では,①古墳時代の遺物を含む

整地土,②平安時代の条里制水田跡などを検出した。

337 2747 大和川今池遺跡 同上。 1401 1500 100

367 2747 大和川今池遺跡 大和川今池遺跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡で,難波宮期の官道である「難波大道」 601 625 25

07-1区 や古代以降の条里制水田跡などからかなる。今回の調査では,①難波宮から南に延びる官

道である「難波大道」,②古代～近世の畦畔や溝跡▼③近世の旧落堀川などを検出した。

448 280 角烏石田遺跡 弥生時代後期末葉～古墳時代前期初めの庄内式土器を多量に出土する遺跡であることが 190 330 141

確認された0庄内式土器の中には河内からの搬入品もあるが,多くは地元で焼成されたもの

であることが大きな特徴である。

422 2802 H声丹郷町 伊丹郷町は中世末期に成立したとされ. 多数の町屋からなるとされる。今回の調査では主と 1601 1650 50

して17世紀前半～19世紀前半の生活面を精査し▼礎石建物跡や焼土層などを確認した。

441 2803 - 品野田遺跡 ①11- 12世紀の水田跡.②13世紀の集落跡が検出された 1101 1300 200

901 2804 今池尻遺跡第2 今池尻遺跡全体は弥生時代中期～後期ー古墳時代後期,平安時代後期の集落跡0今回の 580 730 151

次 調査では弥生時代後期の竪穴住居跡,古墳時代後期の竪穴住居跡.掘立柱建物跡などが

検出された。

442 2805 加都遺跡 ①弥生時代中期の溝跡,②弥生時代後期の集落跡,③古墳時代中期～後期の集落跡(竪 1720 1870 151

歪票 欝濯 孟宗掌~ 14it歪毘誓う漂 詔 (8~ 9m te )ゥ{号慧 豊 ▼⑤平安～鎌 ～ !

443 2805 加都遺跡 同上 1600 1700 101

444 2805 -加都遺跡. 同上 431 470 40

465 2806 上沢遺跡第38.

46-50次

禁 聖票 禁憲 票 票 豊禁 慧 票 欝 こ雷雲言語芸掌監 霊悪霊譜 豊 901! 1000 100

集落だつたとみられる。 E 2

421 2807 i上ノ島遺跡 贋 慧 聖 霊芸琵語箕監 禁 禁 m m -?.雷票 芸濃 禁 警 毘 ～b 誓 時 1712 当 0

468 2808 ]郡家遺跡第70次 縄文～鎌倉時代における六甲山南麓の代表的な複合遺跡で,古墳時代(第83次調査の報 370 530… 161

告書などからTK218型式期)に最盛期がある。今回の調査では,古墳時代中期の水田跡,

奈良～平安時代の掘立柱建物跡などが検出された0

471 2808 郡家遺跡第83次 縄文～鎌倉時代における六甲山南麓の代表的な複合遺跡で▼古墳時代(第83次調査の報 571 600 30

告書などからTK218型式期)に最盛期がある0今回の調査では▼①古墳時代前期～中期の

韓式系土器を伴う建物跡▼祭把跡の可能性が高い土坑(布留1式期).水田跡▼②奈良時代

の集落跡(掘立柱建物跡)が検出され,集落は平安時代以降も継続していたとみられる0

472 2808 郡家遺跡第83次 同上。 451 530 80

473 2808 郡家遺跡第83次 同上。 451 530| 80

474 2808 郡家遺跡第83次 同上 451 530 80

453 2809 坂元遺跡 後期旧石器時代～中世の集落跡.墳墓など。①後期旧石器時代の石器.②縄文時代の墓 701 800 100

域,③弥生時代中期中葉～後葉の集落跡.方形周溝墓群,④弥生時代後期後半の集落

跡▼⑤古墳時代後期の集落跡.水田跡.古墳(TK10~ TK43期).埴輪焼成窯跡▼⑥飛鳥～鎌

倉時代の集落跡(奈良時代後半は駅家跡? )が検出された0

454 2809 坂元遺跡 同上。 801 900 100

447 2810 柴遺跡 奈良～平安時代(8~ 11世紀)の掘立柱建物柱跡.井戸.溝跡など0粟鹿駅家関連施設 701 900 200

457 2811 白水遺跡第3次 弥生時代中期.弥生時代後期末葉ー古墳時代中期(TK73期)▼奈良時代後期～平安時代中 600 620 21

期(11世紀前半),平安時代後期～鎌倉時代(12- 13世紀)の集落跡と▼古墳時代中期～後

期の古墳。古墳時代集落の最盛期は5世紀中葉(TK208- TK23期)0

426 2812 砂入遺跡

】

①縄文時代前期の土坑▼②古墳時代後期の水田跡,③飛鳥～平安時代の道路状遺構.祭 680 705 26

把土坑.河道.水田跡などが検出された。遺跡の最盛期は飛鳥～平安時代(7世紀第4四半

期～10世紀前半).遺跡南部の Ⅱ区は7世紀初めから9世紀初めの祭把場とされる0

427 2812 砂入遺跡 同上。 771 800 30

417 28 3 住吉宮町遺跡 住吉宮町遺跡全体は弥生時代～近世の継続的な遺跡で.とくに古墳時代については古墳 1860 1950 91

が多数見つかっている。今回の調査では,①古墳時代中期末葉の古墳4基.②古墳時代後

期末葉の土坑,③奈良時代の溝跡▼④鎌倉時代の溝跡.石垣状遺構.⑤中世の水田臥 ⑥

近世の水田跡が検出された。

418 2813 住吉宮町遺跡 同上。 160ー 1800 200

419 2813 住吉宮町遺跡 同上。 571 600 30

435 2813 住吉宮町遺跡第 住吉宮町遺跡全体は弥生時代～近世の継続的な遺跡でーとくに古墳時代については古墳 150 330 181

33次 が多数見つかっている0今回の調査では′①弥生時代後期末葉(庄内期)の集落跡,②古墳

時代中期～後期の集落跡.墓域一.③奈良時代～平安時代の集落跡.地鎮遺構▼④中世前半

の集落跡.採石遺構などが見つかった。

436 2813 住吉宮町遺跡第

33次

同上 370 530 161
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455 28 3 住吉宮町遺跡第 住吉宮町遺跡全体は弥生時代～中世の継続的な複合遺跡で▼古墳時代については古墳が 1938 19叫 0

17次 多数見つかっている。今回の調査では,①古墳8基(O N46~ M T 15期 =5世紀後半～6世紀初 F

め).,②飛鳥時代の集落跡(6世紀後葉～7世紀初め),③奈良時代(7世紀後半～8世紀前 】

辛)の集石遺構や溝跡▼④平安時代の道路跡,⑤中世(14- 15世紀)の方形区画溝跡など

が検出された0

456 2813

l

住吉宮町遺跡第

17次

同上。 501 600 100

460 28 3 住吉宮町遺跡第 住吉宮町遺跡全体は弥生時代～近世の継続的な遺跡で,古墳時代については古墳が多数 501 530 30

24次 見つかっている。今回の調査では,弥生時代後期末葉～古墳時代中期の土器棺墓1基.方

墳4基が確認された0

461 2813 住吉宮町遺跡第 住吉宮町遺跡全体は弥生時代～近世の継続的な遺跡でー古墳時代については古墳が多数 480 535 56

32次 見つかっているe今回の調査では▼古墳時代中期～後期の方墳9基.円墳1基.箱式石棺9基

が確認された0

466 2813 住吉宮町遺跡第 住吉宮町遺跡全体は弥生時代～近世の継続的な遺跡で-古墳時代については古墳が多数 501! 530 30

35次 見つかっている0今回の調査ではr古墳1基(5世紀中頃に築造 ? ),平安時代～中世の土 …

坑.ピットが確認された0 】

467 2814 大開遺跡第10次 大開遺跡全体は縄文時代晩期～近世の遺跡で,弥生時代前期の環濠集落跡が特筆され 1938 1938

る。今回の調査では.①弥生時代前期の環濠集落跡,②平安時代の掘立柱建物跡,③中

】世の耕作痕跡が確認された0

434 2815 高松町遺跡 ①弥生時代後期末葉の水田跡.②中世末斯の地震痕跡(慶長伏見地震のもの? )が検出さ 150 265 116

れた。

423 2816 玉津田中遺跡 玉津田中遺跡全体は平野部と傾斜地からなる,弥生時代～近世の継続的な遺跡。辻ケ内地 1938 1938

辻ケ内地区 区は遺跡の南東側平坦地にあたる0今回の調査では①弥生時代中期～後期の集落跡.水

田跡▼②中世(12世紀末葉～13世紀初め)の居館跡が見つかった0

496 28 7 月若遺跡第89地 月若遺跡全体は縄文時代晩期～江戸時代の複合遺跡で.弥生時代以降は継続して生活痕 1938 1938

点 跡が認められる0今回は,2面の遺構面について,①弥生時代後期後半;②古墳時代～中

世の遺物を確認した。

477 2818 津知遺跡第17地 津知遺跡全体は旧石器時代～近代の複合遺跡で,弥生時代以降は各時代について遺構が 1201 1300 100

占 認められる0今回の調査ではー①弥生時代後期末葉(庄内期:3世紀)～平安時代(9世紀)

の水田跡が洪水や土石流による砂層に交互に挟まれるようにして検出され (第3～7遺構

面)▼②平安時代(10世紀)の坪界を示すと考えられる道状遺構や柱穴(第2遺構面),③中

世の耕作地と思われる面(第1遺構面)が確認された0

478 】2818 L津知遺跡第17地

点
同上。 801 1000 200

479 2818 津知遺跡第17地

点

同上 601】 800 200

1
l

480 2818 津知遺跡第17地 同上 601 700 100
占 -

l
48ー 】2818

′;

津知遺跡第17地

占

同上 401 600 200

482 28 8 津知遺跡第17地

点

同上 301 400 100

493 2818 ;津知遺跡第222 津知遺跡全体は旧石器時代～近代の複合遺跡で,弥生時代以降は各時代について遺構が 1938 1938

地点 認められる。今回の調査では.4面の遺構面を確認し.調査区が平安時代末期～鎌倉時代 …

こ耕地化されたことが強調される。

476 2819 寺田遺跡第95地 寺田遺跡全体は縄文時代晩期～弥生時代中期,弥生時代後期後半～近世の複合遺跡で 260 320 61

点 ある。第95地点では.①庄内期の竪穴住居跡1棟▼②古墳時代の竪穴住居跡(前期1枚/中

期1棟/後期10棟)▼③古墳時代後期～鎌倉時代の竪穴住居跡.多数のピットなどが検出さ

れた0

489 2819 寺田遺跡第一20 寺田遺跡全体は縄文時代晩期～弥生時代中期▼弥生時代後期後半～近世の複合遺跡で 120 265 146

'122地点 ある。第117- 124地点では,弥生時代～中世について2～4面の遺構面を確認できた0

490 2819 寺田遺跡第日7

~ 124地点

同上 260 320 61

491 2819 寺田遺跡第117

~ 124地点

同上。 1101 1200 100

494 2819 寺田遺跡第167 ;寺田遺跡全体は縄文時代晩期～弥生時代中期ー弥生時代後期後半～近世の複合遺跡で 1101 1150 50

地点 あるD第167地点では,①弥生時代前期後半～中期初めの貯蔵穴,②古墳時代のピット ③

奈良時代の掘立柱建物l棟と溝1条▼④平安時代の多量の遺物,⑤中世の多量の遺物が検

出されたe

445 2820 伝平等寺跡遺跡 雷蒜志豊 筑 豊 ㌫ 濫 悪 評 孟 ‡謡 温 票 8*013世紀以降 1201 1230 30

446 2820 伝平等寺跡遺跡 同上 1854 1859 6

438 2821 中山手西遺跡 票胃監 豊 鵠 芸孟 慧 監慧 孟 P謡 票 JTt認 諾 監 禁 芸㌘集落跡(柱 1938 1938

420 2822 西岡本1丁目遺 西岡本遺跡全体は旧石器時代～近代の複合遺跡(集落跡.墓域など)で.古墳時代中期~ 1938 1938

跡 後期(5- 7世紀)の群集墳が特筆される。今回の調査では(彰中世(16世紀)以降? の水田

層▼②近世の溝跡が確認された0

425 2823 西ヶ原遺跡 (彰弥生時代後期末葉の竪穴住居跡▼②古墳時代(MT 15~ TK43期 :6世紀前半～7世紀前 150 265 116

!半)の竪穴住居跡31軒からなる集落跡が検出された0

470 2824 西郷古酒蔵群第 ①奈良時代以降の河道ー②中世の耕作土層▼③近世 (18世紀後半)の水路跡▼④近世(18 1751 1800 50

4次.大石東遺跡 世紀末以降)～近代の酒造遺構などが検出された。

429 2825 袴狭遺跡 弥生時代の水田跡.土坑.溝跡▼弥生時代中期後半～古墳時代の井堰.およびそれ以降の 731 770 40

水田跡.集落跡などが検出された0奈良～平安時代は掘立柱建物跡や水田跡が継続的に

見られ▼但馬国府移転(804年)以前の国府が遺跡周辺にあつたとみられる。中世には下坂

地区で礎石建物が建立されている。

430 2825 袴狭遺跡 同上。 751 800 50
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431 2825 袴狭遺跡 弥生時代の水田跡.土坑.溝跡▼弥生時代中期後半～古墳時代の井堰,およびそれ以降の 801 850 50

水田跡.集落跡などが検出された0奈良～平安時代は掘立柱建物跡や水田跡が継続的に

見られー但馬国府移転(804年)以前の国府が遺跡周辺にあつたとみられる0 中世には下坂

地区で礎石建物が建立されている0

432 2825 袴狭遺跡 同上 1801 1870 70

424 2826 東武庫遺跡 東武庫遺跡全体は弥生時代と古代を中心とした遺跡0今回の調査では.弥生時代前期前半 1712 1712

～中期初めの方形周溝墓22基.土坑l溝が検出されたe

437 2827 兵庫津遺跡浜崎 鎌倉時代～室町時代(13世紀前半～15世紀後半)の集落跡でー貿易拠点としての機能して 1938 1938

地区.七宮地区 いた。中世の兵庫津が16世紀前半を境に急速に衰退したのち▼江戸時代には石垣など護岸

施設が築かれた。 l

469 2828 兵庫松本遺跡第 縄文時代～近世の複合遺跡で,弥生時代中期～後期に一時縮小したのち.弥生時代後期 150 330 181

2- 4 -12-17-19
次

末葉～古墳時代前期初めに最盛期を迎える。今回の調査では′①弥生時代前期後半の土

坑やピット(集落かどうかは不明).②弥生時代後期末葉～古墳時代前期初め(庄内期～布

留中段階)の集落跡.祭把遺構▼③平安～鎌倉時代の屋敷跡I集落跡などが検出され,これ

以降も耕作地として利用されたとみられる0

464 2829 深江北町遺跡第 深江北町遺跡全体は弥生時代中期以降の集落跡.耕作地で,古墳時代後期に一旦途絶え 470 630 161

9次 るが.古代の「芦屋廃寺」創建期には集落が遷地し,奈良時代～平安時代前期には官街関

連施設もあつたとされる。今回の調査では,①弥生時代後期末葉～古墳時代前期の遺物,

②奈良時代前半 ? ～平安時代前期 (10世紀前半ごろ)の古代山陽道駅家と関連するとされ

る建物跡とこれに付随する集落跡,③平安時代後期の集落跡(掘立柱建物跡など)が検出

された0奈良時代後半に最盛期が認められ.平安時代後期以降の集落は高い場所へ移動

していつたものと考えられるe

433 2830 丸塚遺跡 ①弥生時代後期の集落跡と,弥生時代後期末葉～古墳時代前期初め(庄内期主体? )の 150 265 116

水田跡,②平安時代末期～鎌倉時代初め(ー2世紀末～13世紀初め)の掘立柱建物群0

462 2831 御蔵遺跡 御蔵遺跡全体では縄文時代晩期～中世の各時代にわたる複合遺跡で.弥生時代後期末葉 190 265 76

と飛鳥時代に集落形成の画期があり,その間の古墳時代には遺構.遺物が少ない。今回の

調査では,①弥生時代後期末葉(庄内期)～古墳時代前期初めの土器溜まり.土坑.溝跡,

②飛鳥時代(7世紀前半～)の集落跡,③奈良時代後半～平安時代前半の官街関連の可能

性がある多数の掘立柱建物跡,④平安時代後期～中世(11世紀末～12世紀)の条里制集

落跡などが検出された。

463 283 御蔵遺跡 同上 190 330 161

440 2832 溝之ロ遺跡 古墳時代前期～鎌倉時代を中心とした集落遺跡。①弥生時代中期の溝跡.②古墳時代前 1231 1270 40

期ヰ 期.後期の竪穴住居跡.溝跡と古墳時代後期の掘立柱建物跡ー③平安～鎌倉時代の

掘立柱建物跡.溝跡,④近世の溝跡などが検出された0

449 2833 宮内堀脇遺跡 弥生時代後期～江戸時代末期の遺構面が検出された0弥生時代後期▼古墳時代前期～鎌 1800 1870 71

禁 ㌶ 票 芸謡 温 温 若君議 書豊 鑑 悪霊諾)ゥ3Sffl :-efe y ,1濫 霊 】 】

紀末の100年間に形成されている。近世以降は昌.水田として利用されていたとみられる0 -

450 2833 宮内堀脇遺跡 同上 1596 1615 20

451 2833 宮内堀脇遺跡 =司上 1596 1615 20

452 2833 宮内堀脇遺跡 =司上0 】1700 1870| 171

475 2834 本山中野遺跡第

3次

本山中野遺跡全体は縄文時代晩期以降の複合遺跡0今回の調査では3面の遺構面を確認 700 800 101

した0第3遺構面は古墳時代後期から飛鳥時代の水田? 後背湿地が陸地化し,水道敷設や
土留めを行い▼開発が始まることを確認した。第2遺構面は飛鳥～奈良時代の水田で, これ

を覆う洪水砂から奈良時代d)瓦が出土し.調査地の北に瓦葺き建物の存在することが推定

された0第1遺構面は奈良時代末期から平安時代の居宅。10世紀前半に焼失する大型の掘

立柱建物があり, この屋敷の主がこの地域を統率するクラスの人物であったと推測できる。 -

428 2835 山本北垣内遺跡 ①弥生土器や古墳時代中期～後期初めの埴輪も出土しているが. 同時期の遺構は確認さ 740 780 41

れていない。②奈良時代は集落跡で,掘立柱建物跡や大溝跡を伴い,遺跡の中心となる0

歪若造語 呂霊 芝 「昆陽上溝」と推定されるO③鎌倉時代の土坑亀 ④近世の溝跡.井戸 !

439 2836 横田遺跡 ①弥生時代後期末葉の大規模な集落跡0庄内期を含む弥生土器が多量に出土する】方 1101 1300 200

布留期の土器は極めて少ない。②古墳時代後期の柱穴0③奈良時代～平安時代前半(8～

10世紀)の掘立柱建物跡群。郡街施設と関連している可能性もある0④平安時代末期～鎌

倉時代(12~ 13世紀)の集落跡.木棺墓など0⑤室町時代の遺構は少なく,調査地周辺は集

落の中心鰻域から外れていたとみられる0

492 2837 六条遺跡第18地 六条遺跡全体は弥生時代前期～近世の複合遺跡で, 12世紀ごろに最盛期を迎える0今回 1151 1200 50

点 の調査では▼古代末期～中世(11世紀末～12世紀末).の堤状遺構.井戸跡.墨書土器.近世

以降の水田面などが検出された0

495 2837 六条遺跡第13地 六条遺跡全体は弥生時代前期～近世の複合遺跡で, 12世紀ごろに最盛期を迎えるe今回 1101 1200 100

点 の調査では.①11世紀後半～12世紀,②13世紀▼という2面の遺構面が検出され▼ともに耕

作痕跡が確認された。また.一一～12世紀ごろには現在と同じ方向に土地割りがなされていた

と推定される0

458 2838 若松町遺跡 ①弥生時代後期の水田跡.集落跡.洪水により埋没0②弥生時代後期末葉～古墳時代前 50 150 101

期初めの畠跡0③古墳時代後期の集落跡.昌跡0④奈良～平安時代の水田跡。

459 2838 若松町遺跡 ①弥生時代後期の水EE]跡.集落臥 洪水により埋没0②弥生時代後期末葉～古墳時代前 120 265 146

期初めの畠跡。③古墳時代後期の集落跡.畠跡0④奈良～平安時代の水田跡0

483 2839 若宮遺跡第10- 縄文時代晩期～近代の集落跡などを伴う複合遺跡。①縄文時代晩期に突帯文土器の出土 1860 1950 91

1地点 が増加し.②弥生時代前期～中期初めの竪穴住居が構築される。③弥生時代中期中葉～

後期前半には断絶がある。④弥生時代後期末葉には遺跡が弥生時代の中での最盛期を迎

え′⑤古墳時代(6世紀初めまで)には墓域となる0⑥古代～中世前半(8- 13世紀)の出土

遺構 .遺物は少ない0⑦中世後期以降は耕地開発が進み,近世も耕地として利用され続け

る。

484 2839 若宮遺跡第10-

1地点

同上。 1401 1600 200
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485 2839 若宮遺跡第l0ー 縄文時代晩期～近代の集落跡などを伴う複合遺跡0①縄文時代晩期に突帯文土器の出土 1401 1600 200

2地点 ～が増加しー②弥生時代前期～中期初めの竪穴住居が構築される0③弥生時代中期中葉～

後期前半には断絶があるe④弥生時代後期末葉には遺跡が弥生時代の中での最盛期を迎 l
え,⑤古墳時代(6世紀初めまで)には墓域となる0⑥古代～中世前半C8- 13世紀)の出土 L

遺構.遺物は少ない0⑦中世後期以降は耕地開発が進みー近世も耕地として利用され続け ー
るO j

486 2839 若宮遺跡第16ー

3地点

同上 1501 1600 100

487 2839 若宮遺跡第34地

占

同上 1501 1600 100

488 2839 若宮遺跡 縄文時代晩期～近代の集落跡などを伴う複合遺跡0①縄文時代晩期に突帯文土器の出土 1871 1930| 60

が増加し,②弥生時代前期～中期初めの竪穴住居が構築される0③弥生時代中期中葉～ … [
後期前半には断絶がある0④弥生時代後期末葉には遺跡が弥生時代の中での最盛期を迎 】

え,⑤古墳時代(6世紀初めまで)には墓域となる0⑥古代～中世前半(8~ 13世紀)の出土 ] t

遺構.遺物は少ない。(参中世後期以降は耕地開発が進み▼近世も耕地として利用され続け

Eるe

499 290 1 】大野南池遺跡 中世以降の耕作溝が検出されたが.他に明瞭な遺構はない。中世～現代は大きな景観の 1201 1300 100

変化はなかつたとされる0

926 2902 鴨都波遺跡第22 鴨都波遺跡全体は弥生時代中期以降の複合遺跡で,式内社,鴨都波神社を中心として分 501 550 50

次 布するとされる。今回d)調査では,弥生時代中期～後期と古墳時代の遺軌 l1世紀の溝跡

などが検出された0

511 2903 下永東城遺跡 ①弥生時代中期～後期の方形周溝墓.土坑.溝跡.②古墳時代前期の集落跡(掘立柱建物 370 530 161

跡.溝跡など)▼③古墳時代後期の溝跡,④奈良～平安時代の土坑.井戸.溝跡.④中世以

降の溝跡など。遺物については古墳時代後期～平安時代に大きな断絶がなく.連綿とした

時期変化が確認できた0

924 2904 シ口カイト遺跡 ①縄文時代後期の土坑.②12世紀代の集落跡.③中世前期の石敷遺構が検出された 1101 1200 100

500 290 5 十六面.薬王寺 十六面.薬王寺遺跡全体は弥生時代の河道▼古墳時代の方形周溝墓.溝跡▼古墳～奈良時 1131 1170 40

遺跡第25次 代の水田臥 中世～近世の集落跡.居館跡などからなる0今回の調査では中世血前と近世

の水田跡が確認された0

498 290 6 …東大寺旧境内第 奈良時代に建立された寺院0 今回の調査では,室町～江戸時代の溝跡が確認された。古代 1180 1350 171

ー22次 の状況は確認できなかった0

693 290 7
E
-I

南郷遺跡群(南 南郷遺跡群全体では古墳時代中期～後期の遺構 .遺物が最も顕著0南郷角田遺跡では 565 700 136

郷角田遺跡) ①古墳時代中期の工房跡,②古墳時代中期～後期の集落跡.③中世の石垣などが検出さ

れた0

510 …290 8 西坊城遺跡第2 古墳時代中期～後期の集落跡.水田跡0弥生時代中期の土器.古墳時代前期の古式土師 501 600 100

( 次.第3次 慕(布留3～4式),韓式土器なども検出された0

497 29 09 箸尾遺跡第14次 平安時代(10世紀? )以降,現代まで続く▼条里地割にもとづいた水田跡 1950 2000 51

50 2 290 9
⊥

箸尾遺跡第5次 同上。 1231 1270 40

～第33次 -
503 290 9

-

箸尾遺跡第5次 同上 1351 1400 50

～第33次 I

504 290 9 箸尾遺跡第7次 同上。 1600! 1700 101

50 5 290 9 箸尾遺跡第7次 同上 1151] 1200 i 50

50 6 290 9 .箸尾遺跡第14次 同上 1950 2000 ! 51

50 7 1290 9 箸尾遺跡第14次 同上0 】1601 16 30 30

50 8 29 09 箸尾遺跡第14次 同上。 】ー351 1400 50

509 29 09 箸尾遺跡第16次 同上 971 10 30 60

513 29 10 布留遺跡 旧石器時代以降ー各時代にわたる複合遺跡。特に弥生時代後期末葉～古墳時代前期には 370 5 30 161

奈良盆地の拠点的集落として機能し▼.「布留式土器」の名親として知られている0今回の調

重では,弥生時代～古代の自然流路とr玉類など祭杷器具などが検出された。

512 2 91 平城京朱雀大 平城京跡全体は弥生時代以降の集落跡.奈良時代以降の都城跡などからなる複合遺跡 580 600 21

路.下ツ道 今回の調査では,①弥生時代後期の土坑,②古墳時代の流路,③平城京のうち朱雀大路

秦.西側溝,三条大路北側溝,下ツ道東.西側溝を検出した0

925 2 912 南国栖遺跡 今回の調査地はすべて,伊勢湾台風などの大洪水による堆積砂層で覆われており.岩盤層 1959 1959

の上には新しい堆積物のみが存在する0遺構は検出されなかった0遺物は.無文土器,突

帯文土器▼中世土器が砂層から検出された0

501 29 13 能峠中島遺跡 能峠中島遺跡全体は,奈良市東部の河川上流域の谷筋に立地する.縄文時代後期～中世 501 550 50

の複合遺跡とされる0今回の調査では,①弥生時代後期(大和VI- 2 ~ 3期で庄内期は含ま

ない)の竪穴住居跡2.掘立柱建物跡2▼②古墳時代前期(布留2期)の竪穴住居跡1が見つ

かった0

923 300 日井.西川遺跡 ,縄文時代後期末の集落6他に中世.近世の土坑などが検出された。 1953 1953

514 300 2

i

鳴神Ⅴ遺跡 ①古墳時代前期の水田跡▼②古墳時代前期～中期の方形区画墓6基▼③古墳時代後期の 1180 13 50 171

遺物を大量に伴う溝跡,④平安時代の溝跡,⑤鎌倉時代の溝跡.河道.石組井戸5基.⑥江

戸時代の河道.溝跡などが検出された0

922 300 3 野田地区遺跡 遺跡は沖積地から河岸段丘にかけての範囲にわたる0①弥生時代中期の土器.②弥生時 1953 1953

代後期の竪穴住居跡.③古墳時代の高床式建物.④奈良～室町時代の溝跡などが検出さ

れた0古代～中世は祭紀遺跡としても機能した0

515 3 10 青谷上寺地遺跡 汽水域も含む低湿地に立地する,縄文時代以降の集落跡.水田跡などからなる複合遺跡 1860 2000 14 1

第7次(G調査

区)

弥生時代前期～古墳時代前期は地域の拠点的集落だつたとみられている。

519 3 102 坪田遺跡 ①古墳時代中期～平安時代の水田跡.河道0②中世の道路状遺構.水田跡0道路状遺構は 1301 1400 100

名和長年の墓所「長高庵」への通路である可能性もある0③近世～明治時代の長綱寺参道

跡.石垣0

520 3 02 坪田遺跡 同上。 1301 1400 100
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518 3103 目久美遺跡第15 目久美遺跡全体は縄文時代前期～近世の集落跡.水田跡などからなる0今回の調査では▼ 1 140 140
次 ①縄文時代前期の土坑状の遺構,②弥生時代中期後半の水田跡,③弥生時代後期初めに ■" 園

掘削された水路跡が検出されたO水路埋没後の遺跡は▼古墳時代前期まで水田.水路の構 " 漢 " 喜
築がなく,放棄されたままであったとみられる0

517 3 04 米子城跡第29次米子城跡は縄文時代以降▼各時代の複合遺跡0米子城は16世紀末に吉川広家によって築 1751 1850 100
かれたとされる0今回の調査区はr米子城の中でも旧加茂)lL河口の米子湊に位置し,1858 " ○○" 喜
年に設置された為替蔵に伴う船人遺構と祖の東岸に位置する堤防状遺構が検出された0

531 3201 出雲大社境内遺縄文時代晩期以降の各時代における複合遺跡。弥生時代後期になると遺物量が飛躍的に 1648 1648
跡 増加し,古墳時代前期から遺構が認められるようになる0古墳時代中期～後期には一旦衰 " " 寡" 喜喜

える0飛鳥～奈良時代(7- 8世紀)になると.文献史料から社殿建造物などが築かれた可能 " " " " -
性が高いとされるが,明確な遺構は確認されていない0平安時代もこれに準ずる0鎌倉時代 " " 寡" -
には掘立柱建物跡数棟が確認され,14- 16世紀には出雲大社本殿に伴う遺構が認めら " " 寡" " 寡
れ.現代に至る。

532 3201 出雲大社境内遺
跡

同上。 1501 1700 200

524 3202 山持遺跡Ⅱ.Ⅲ 山持遺跡全体は弥生時代～近世の複合遺跡 n -m 区では,①弥生時代中期末葉～後期 1702 1702
区 の自然河道から朝鮮系無文土器を含む多数の遺物が出土したこと.②奈良時代の畠状遺 " - " 喜

樵.③鎌倉時代の卒塔婆が多数出土したこと.④室町～江戸時代の水田が3面検出された " " 寡" 喜
ことが特筆される0古墳時代前期～中期(3- 5世紀)の遺構.遺物は確認されず,居住に適 " ○○" 喜

さない湿地となっていたとみられる0

525 3202 山持遺跡Ⅱ.班
区

同上 1601 1650 50

526 3202 山持遺跡Ⅱ.Ⅲ
区

同上 700 800 101

533 3203 rtiS+ifcH-i"*. 3M t F*!J&81i」<* lア*8 StB# tt :~ 」tt 」* i、 一 ム;ォs*-r- ォ-fr n*ォ-i-つ 、 551 600 50
こ子. 1邑

跡橋本地区
子 】且 LJ 一 口〕且

海面変動や植生について重要な情報を提供している0今回の調査では,弥生土器,古墳時代の須恵器,中世の墨書土器などが検出された0 " 喜 " 喜

527 3204 タテチョウ遺跡 タテチョウ遺跡全体では縄文時代～近世の遺物が見つかっている0今回の調査でも縄文時 801 900 100
代後期以降の遺物が検出された。遺物は流されて砂磯層中に堆積したものでありー遺構は " 喜 " 喜
ない0

523 3205

-

中野清水遺跡 中野清水遺跡全体は弥生時代中期～近世の複合遺跡。弥生時代中期後菓～古墳時代前 1600 1700 101
期初め(とくに弥生時代後期後葉～古墳時代前期前半)は石製品製作.鉄器生産などが行 i 喜喜" 寡
われる出雲平野の拠点的集落だつたとみられている0奈良～平安時代にも金属器生産の場 ■○○鵜喜

として機能した0中世以降は主として耕作地として利用された0今回の調査結果もおおむね ,
これを追認する。 ‖〇 〇 m

522 】3206 原の前遺跡
】

夏雲 蒜票 妄票 代後期の河乱 古墳時代前期(4世紀ごろ)の石組護岸遺構満列つ 580j 600i 21

521 3207 本庄川流域条里①古墳時代中期の集落跡,②奈良時代の条里制集落臥 ③中世以降の道路跡が確認され 370! 530… 161
遺跡 た0 [

528 3208 横路遺跡土器土 平安時代末期～鎌倉時代(11世紀後半～13世紀前半)の集落跡でr遺物の主体は11世紀 801! 850i 50
地区 後半～12世紀。

529 3208 横路遺跡土器土
地区

同上。 1271 1330 60

530 3208 横路遺跡土器土
地区

同上。 1701 1800 100

539 3301 足守川加茂A遺 弥生時代後期前半～古墳時代後期の集落跡で,集落として本格的に利用されていたのは 260 330 71
跡 弥生時代後期後半でr古墳時代前期初め～前半に遺構がピI クに達する0その後,亀川上 ■○○■喜

層期の大洪水によって集落が廃絶し,古墳時代後半以降は主に水田として利用された0

540 3302 足守川矢部南向弥生時代中期～中世の集落跡0①弥生時代後期には竪穴住居跡46棟などが検出された 120 265 146
遺跡 ②古墳時代前半の竪穴住居は下田所併行期まで継続する。③古代の建物跡(立てな住居 ■喜 " 喜

跡.掘立柱建物跡)は6世紀末～7世紀のもの?④中世(16世紀後半ごろ)の溝群が検出さ " ○○■○○" 喜
れた0

564 3303 天瀬遺跡.岡山 ①弥生時代の土坑.粘土採掘坑.溝跡.水EEl跡,②古墳時代の土師器l須恵器l③中世～明 150 265 116
城外堀跡 治時代の井戸跡.柵列.鍛冶関連遺構l外堀など検出された。弥生時代後期の粘土採掘坑▼ " " 寡" 喜寡

17世紀の城下町での鍛冶関連遺構.遺物が特筆される0 u" - - -

565 3303 天瀬遺跡.岡山
城外堀跡

同上。 】1651 1700】 50

588 3304 岡山城跡本丸下
の段

16世紀末葉に築かれた城郭。1620年代までは城郭の構造が目まぐるしく変化した。 1571 16当 60

589 3304 岡山城三曲輪跡 16世紀末葉に築かれた城郭0①明治時代に埋められた三之曲輪内の内堀石垣を江戸時代 1720 1912 193
の絵図と一致する位置で検出したこと,②三之曲輸内で16世紀末～17世紀前半を中心とし " 喜 ■喜
た屋敷地関連の遺構が検出されたこと,③膨大な量の陶磁器が検出されたことが特筆され " 喜 ■喜
る0

591 3304 岡山城三之外曲①弥生～古墳時代の溝状遺構t粘土採掘坑▼②古墳～平安時代の水田層# P③中世の水 1892 1892
輪跡.旧岡山藩 田耕土,④近世の岡山藩藩学跡0主体は1669年に関学した岡山藩藩学跡で.19世紀まで継 " m ■○○
藩学跡 続0 l̂ ^ ^ l ^ ^ ^ l ^ ^ H I

592 3304 岡山城三之外曲
輪跡.旧岡山藩
藩学跡

同上。 1893 1893

597 3304 岡山城二の丸跡①中世(ー4世紀前半)の墳墓.②16世紀末葉に築かれた城郭跡 1654】1654

556 3305 北方地蔵遺跡 ①弥生時代前期の水田跡▼②弥生時代中期～後期の溝跡.たわみ状遺構▼③弥生時代後 150 265 116
期後半の水田跡,④古墳～鎌倉時代の溝跡などが検出されたe

574 3306 久田原遺跡 ①縄文時代後期中葉～晩期の集落跡(後期は遺物のみ),②弥生時代中期の集落跡.水田 150 330 181
跡ー③古墳時代中期～後期の集落跡.古墳群▼④古代(7- 8世紀,とくに8世紀)の集落跡. ■○○-
墓跡l鍛冶関連遺構ー⑤中世(13- 14世紀)の集落跡.墓跡l鍛冶関連遺構016世紀以降は ■喜 案" 漢
集落が放棄され,耕地化したとされる0
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575 3307 久田堀ノ内遺跡 縄文時代後期～近世の継続的な遺跡であるが,古墳時代～古代は遺構.遺物とも少ない0 190 330 141
久田原遺跡に南接。①縄文時代後期～晩期の土器.石器.火処群.土器溜まりI(塾弥生時

代中後葉の集落跡.水田跡.③古墳時代前期の竪穴住居跡1,④古墳時代後期の土壌墓

1▼⑤古代末期～中世初めの経塚,⑥中世 (とくに戦国時代)の屋敷跡▼⑦江戸時代の屋敷

跡.墓。

571 3308 郷ノ溝遺跡 (彰弥生時代前期の土器P②弥生時代後期～古墳時代の溝跡,③古墳時代後期(6世紀後 951 1050 00
辛)の竪穴住居跡▼④古代～中世の溝跡.柱穴0

585 3309 国長遺跡 13世紀を中心とした集落跡0近世は畑,近世後半は水田として利用されていたe 1600! 1750 151

596 3310 鹿田遺跡第7次

i

鹿田遺跡全体は弥生時代以降▼各時代の集落跡.水田跡など0今回の調査では,①古墳時 1860 ー950 ー
代前期初めの集落跡▼②古代末期の集落跡▼③中世前半(14世紀)の屋敷跡などが検出さ " 喜 " 喜

れた0 u喜 器

586 331 上東中嶋遺跡 上東中嶋遺跡は微高地の縁辺部から低位部にかけて位置するe微高地からは縄文時代晩 1801 1850 50

li

期末の土器やサヌカイト石器.剥片が多く出土し▼周辺に集落の存在が推定される。弥生時

代には後期後葉の土器棺や土坑が検出され,集落縁辺部に相当すると考えられた0 中世に

ま柱穴列や井戸などが見つかり,微高地に存在の存在が想定できる0なお,低位部は古代

まで利用することなく▼中世以降に排作地として利用するようになった0 低位郡を耕作地とし

て利用する段階には▼徴高地の端部に溝を掘削しており,耕作地の形成と溝掘削との関わ

りが考えられる0溝は現代の用水路に平行し, 中.近世耕作痕は現代水田の畦や用水路に

平行していた0 これらのことから,遺跡周辺で認められた現代の景観は.中世段階に形成さ

れたと推測された0

550 3312 田益新田遺跡 弥生時代前期～中世の遺構と.縄文時代後期～中世の遺物が検出された0調査区の3分の 190 330 4ー

1は河道0弥生時代後期末葉～古墳時代前半には集落が営まれていたとみられる0

558 3313 段林遺跡.段林 段林遺跡は急斜面から低地に立地する0①弥生時代後期(弥生時代後期Ⅲ期)の集落跡. 1950 2000 51
i古墳 ②6世紀第4四半期～7世紀第1四半期の古墳が検出された0

577 3314 津島遺跡 弥生時代前期以降,各時代にわたる集落跡.水田跡など。明確に集落跡が確認されている 1叫 265 116

[ 】のは弥生時代中期からで,弥生時代後期末葉に大規模な洪水を受けるものの,近代まで継

続0今回の調査でも弥生時代中期～後期,古墳時代の集落跡や水田跡.中世の溝などが

検出された。

594 3315 津島岡大遺跡第 津島同大遺跡全体は緯文時代～近世の集落跡.水田跡などで構成される0今回の調査で 1601 1700… 100

I
6次 まr(彰縄文時代後期の貯蔵穴13,②弥生時代前期の水EEl跡,③平安時代後期の条里坪境

の溝跡.水田跡ー④中世の水田跡などが検出された。 i
-

595 3315 津島同大遺跡第 津島同大遺跡全体は縄文時代～近世の集落跡.水田跡などで構成される0今回の調査で 951 1030 80
9次 ま.①縄文時代後期の貯蔵穴群▼②弥生時代早期(突帯文期)～前期の溝跡,③古墳時代

前半.後半の水田跡.溝跡,④古代の条里地割に伴う溝跡などが検出された0また. 10世紀

後半～11世紀初めの土器編年を確立した0

544 3316 津寺遺跡 津寺遺跡全体は弥生時代～近世の大規模な集落跡0 今回の調査でも,弥生時代中期～近 1892 1892
世の各時代における遺構.遺物が確認された0

545 33 6 津寺遺跡 同上0 1893 1893 0

546 3316 津寺遺跡 同上。 1601[ 1700! 100

553 33 6 津寺遺跡 …津寺遺跡全体は弥生時代～近世の大規模な集落跡O今回の調査でも▼弥生時代中期～近 300( 390… 91
】
l

世の各時代における遺構.遺物が確認され,①古墳時代おける多量の非在地系土器と古墳

時代後期の鍛治集落ー②古代(8- 10世紀)の大形建物と多量の官街関連遺物などが特筆

される0

554 3316 津寺遺跡 同上0 350 430 8

557 3316 津寺遺跡 同上0 300 390 9

560 3316 津寺遺跡 津寺遺跡全体は弥生時代～近世の大規模な集落跡O今回の調査では,(丑古墳時代前期の 300 390 9
水田跡,②中世の堀を巡らす集落跡などが特筆される。

584 3317 中島遺跡 鎌倉(13世紀前半)に突如出現した集落。16世紀後半には居館が築かれ▼江戸時代になる 1331 1500 70
E
～

と大規模な掘立柱建物跡群からなる屋敷が築かれた0江戸時代の集落は耕作地と集落に

分かれていたとみられ,寺堂も存在していた可能性があるO/

576 33 8 中撫川遺跡4区 中撫川遺跡全体は弥生時代以降の複合遺跡で,今回の調査結果もこれを追記するO今回 320 430】 111

の調査では,調査区の東半を横断している溝群が中撫川1区から続いて延長300m 以上にわ

たることが判明し,弥生時代後期～奈良時代に同じ場所で何度も掘りなおされ流れ継続して

いることから,この地域における基幹水路であることが確認された0

555 33 9 服部遺跡 ①弥生時代中期末葉～古墳時代前期初めの粘土採掘坑群,②中世～近世の溝跡.土坑な 1180 1260】 81

どが検出された0

593 3320 備前原遺跡 縄文時代～中世の複合遺跡で. 弥生時代前期以降の水田跡が主体0 150 265】 116

534 332 百聞川沢田遺跡 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で▼弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39
水田集落として機能。今回の調査では,①縄文時代晩期後半の土器群(沢田式土器),②弥

i

I

生時代前期の環濠集落跡.墓域.水田跡,③弥生時代中期～後期の水田跡,④古墳時代の

集落跡▼⑤古代以降の溝跡などが検出されたが▼古代～中世の遺構は少ない。

535 3321 百聞川原尾島遺 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で7弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39
跡 水田集落として機能0 今回の調査では,(D 弥生時代前期～後期初めの溝跡.水田跡,②弥

生時代後期中葉～末葉の集落跡.土器棺墓,②古墳時代前期.中期.後期の集落跡,③中

世(主として13世紀)の集落跡などが検出された0

536 332 百聞川原尾島遺

跡

同上。 190】 228 39

537 3321 百聞川原尾島遺

跡

同上0 190 228 39

541 332 百聞川原尾島遺 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で,弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39

跡 水田集落として機能。今回の調査では.①縄文時代～弥生時代中期の土坑.溝跡,②弥生

時代後期の集落跡.,③古墳時代各時代の集落臥 ④中世の屋敷跡などが検出された0

542 332 百聞川原尾島遺

跡

同上0 190 228 39

543 3321 百聞川原尾島遺

跡

同上0 190 228 39
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547 3321

E

w nsu n原尾島遺 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡でI 弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228] 39

水田集落として機能D今回の調査では,①縄文時代後期の土器溜まり,②弥生時代前期～

中期の集落跡,③弥生時代後期の大規模集落跡.製塩炉.水田跡ー④古墳時代各期の集落

跡.大溝跡▼⑤奈良～平安時代の大溝跡.律令的祭紀の痕跡,⑥鎌倉時代の土壌星 ⑦室

町時代の屋敷地を区画した集落跡が検出された0

548 3321 百聞川原尾島遺

跡

同上 190 228 39

549 3321 百聞川原尾島遺

跡

百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で, 弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 1501 1600】 100

p- -:?・-- 蓋 等

551 332 百聞川兼基遺跡 三三 A-~ --- -- ---*- ,"- ^ > 責 三.・蝣$.-3"蝣."-. 二二三 十十

552 3321 百聞川兼基遺跡 同上0 】 190 228 39

559 3321 原尾島遺跡 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で.弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 1901 228 39

水田集落として機能0今回の調査では▼①弥生時代の水田臥 ②古墳時代(とくに中期未～】

後期)の集落跡.臼玉製作資料.製鉄関連遺物▼③古代(8世紀後半)の備前国府に関連す

るとみられる建物跡,④中世の井戸などが検出された。

561 3321 原尾島遺跡(冒 原尾島遺跡は百聞川に隣接する弥生時代前期以降の水田跡Ⅰ集落跡0今回の調査では 190 228 39

間川以東) ①弥生時代前期の水田臥 ②弥生時代後期の水田跡とこれを覆う洪水臥 ③古墳時代～

現代の水田跡などが確認された0

562 3321 ;R BB遺跡 沢田遺跡は百聞川に隣接する弥生時代前期以降の水EEl跡.集落跡。今回の調査では.① 190 228 39

弥生時代の溝臥 ②古墳時代前期.後期の溝跡▼③古代の溝跡と包含層,④中世の包含

層▼⑤近世以降の洪水砂などが検出された。

563 332 沢田遺跡 同上 1050 1200 151

566 332 百聞川米田遺跡 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で,弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 1231 1270 40

水田集落として権能O今回の調査では.①縄文時代晩期の貯蔵穴,②弥生～古墳時代(とく

に弥生時代後期～古墳時代前期初め)の集落跡.③奈良時代の道路跡,④平安時代の堤

賢 覧 禁 ,ゥ票 諾 慧豊 誓 あり涌 梁は13世紀掛 17矧 こ長期間維持さ 日

567 3321 5百聞川米H 遺跡 同上。 971】1030 60

568 3321 …百聞川米田遺跡 同上 971】10301 60

569 3321 百聞川米田遺跡 同上 1654 1654

570 3321 百聞川原尾島遺

跡

百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で. 弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190】 2碑 39

!水EEl集落として機能0今回の調査では,①弥生時代の集落跡.水EEl臥 ②古墳時代の集落 j - A
】艶 T 111品 瓢 T6監 禁 慧慧㌘跡.道などが検出された。古代～中世の遺構は主 i l

578 3321 百聞川兼基遺跡屈 m m m h L T & m **?ョ<0 m & v it .ゥ& 」nt ft* wjm rs iw -3*アB# ft+ SB薫 190 228 39

r

Lf 墳時代の遺構は少ないO

579 3321 百聞川沢田遺跡 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で,弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39

水田集落として機能0今回の調査では▼①弥生時代中期の環濠集落跡.墓域.水田跡,②古

墳時代前期の集落跡▼③7世紀中葉～8世紀の溝跡.条里関連遺構などが検出された。

580 332 百聞川原尾島遺 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で.弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39

跡 水田集落として機能。今回の調査では,①弥生時代中期以前の水田跡.②弥生時代後期の

集落跡.水田跡.③古墳時代前期～後期の集落跡▼④平安～鎌倉時代の集落跡.土壌墓,

⑤江戸時代の土取り遺構などが検出された0

581 3321 百聞川二の荒手 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で▼弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 1934 1934

遺跡 水EEl集落として機能0今回の調査ではー江戸時代の堤防跡とその補修状況が確認された。

582 3321 !百聞川今谷遺跡 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で,弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39

水田集落として機能0今回の調査では,①弥生時代前期の水田跡ー②弥生時代中期の掘立

柱建物跡を伴う集落跡.水田跡.③古墳時代前期の集落跡.④古代以降の溝跡.土坑が検

出された0

583 3321 百聞川今谷遺跡 同上。 190 228… 39

587 3321 百聞川沢田(市 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で.弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39

道)遺跡 水田集落として機能0今回の調査では, 弥生時代前期.中期.後期の集落跡が検出された。

弥生時代中期後半.後期後半に断絶がある0古代～中世のピットも少数検出された0

590 3321 百聞川沢田遺跡 百聞川遺跡群は縄文時代以降の複合遺跡で,弥生時代中期～後期は岡山平野を代表する 190 228 39
水田集落として機能0今回の調査では. 弥生時代後期の水田跡と島状の高まりが確認され

た0

572 3322 仏生田遺跡 弥生時代～中世の各時代について遺構が確認された。北の1区で弥生時代中期～後期の 1892 1892

溝群,南の5区では古墳時代の溝跡,古代(10世紀後半以前)の水田跡,中世の土坑Ⅰ水田

跡などが確認された0

573 3322 仏生田遺跡 同上。 1893 1893

538 3323 三手遺跡 ①古墳時代(5世紀後半)の集落臥 ②古代末期～近世の水田跡,③中世の墓群が検出さ 1868 2000 133

れた0

928 3401 広島城跡上八丁 広島城の中堀.武家屋敷の調査。戦国時代(毛利期)～泣代(軍施設)にわたる4面の整地 1868 1912 46

堀地点 層が確認された。

599 3501 下右田遺跡神里 古代末期～中世初めの集落跡 12- 13世紀の掘立柱建物,幅約4m の溝状遺構などが検出 1171 1250 80

地区 された。

600 3502 神郷大塚遺跡第 ①7世紀中頃の竃を伴った竪穴住居臥 ②13- 14世紀の溝を伴った掘立柱建物跡,③中世 601 700 100

8次 の埋葬跡などが検出された。
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601 3503 延行条里遺跡砂 (丑縄文～室町時代の集落跡-(塾室町～江戸時代の水田跡0縄文時代晩期の遺物包含層. 1801 1900 100
子多地区 土坑,弥生時代前期の溝(環壕? ).平安時代後期～室町時代前期の溝で区画された屋敷

地が特筆される。

602 3503 延行条里遺跡砂

子多地区

固上e 1501 1700 200

611 370 一角遺跡第1次. ①弥生時代後期後半の河道.竪穴住居跡(試掘時).②古代の水田跡,③幕末～明治初期 1801 1930 130
第2次 の溝跡.④明治～昭和19年の溝跡が検出された0

606 3702 川津東山田遺跡 川津東山田遺跡 I 区(今回の調査)では▼①弥生時代後期後半～末葉の集落跡,②奈良時 1201 1300 100

I 区 代の集落跡.③平安時代の集落跡,④中世の集落跡などが検出された0 Ⅱ区からは旧石器

～江戸時代の遺物と,古墳時代(7世紀前半)の集落臥 奈良～鎌倉由代の溝跡Ⅰ河川跡が

検出された0

609 3703 川南.西遺跡 中世後半～近世前半の集落跡.耕作地0遺物の大半は17世紀後半までのもの。 1912 1912

610 3703 川南.西遺跡 同上O 1866 1866

607 3704 北内遺跡 ①弥生時代中期の集落跡.土墳墓.②弥生時代後期の水田跡.③中世の掘立柱建物跡.港 50 265 116
状遺構などが検出された。

608 3705 弘福寺領山田郡 周辺は古代南海道.条里地割りがあつたとされるO今回の調査では,(彰弥生時代の畦畔遺 1950 2000 5
田園比定地ほか 棉.②古代の道路遺構(南海道かどうかは不明),③中世の溝状遺構,④近世の畦畔遺構.

社寺参道跡などが検出された0

604 3706 金毘羅山遺跡 ①縄文時代早期～晩期の土器.②弥生時代中期の溝跡.川跡,③弥生時代後期の集落跡 571 600 30

～

(竪穴住居跡など),④古墳時代前期の土坑,⑤古墳時代後期～終末期の集落跡(竪穴住

居跡.掘立柱建物跡など),⑥中世の集落跡(掘立柱建物跡など),⑦近世以降の土坑.砂

糖竃.井戸などが検出された0

605 3706 金毘羅山遺跡 同上0 1270 1350 81

603 3707 龍川五条遺跡
-

弥生時代前期前半～近世の各時代にわたる集落跡0①弥生時代前期の二重環濠集落跡. 1301】1400 100

②古墳時代後半の方形枠付田下駄部材が特筆される0

612 3708 農学部遺跡 ①弥生時代前期末の大溝1条.②古墳時代の足跡ー③奈良～平安時代の条里制? 水田跡 1180 1350 171

F
などが検出された。

619 380 岩崎遺跡 ①弥生時代前期末葉～後期の断続的な集落跡,②古墳時代後期の溝跡.土坑.自然流路, 1101 1300 200
③古代の集落跡(10世紀の掘立柱建物跡).④中世(12- 15世紀)の集落跡.水田跡,⑤近

世(18世紀)の溝跡。

620 3802 】大測遺跡第3次 ①古墳時代前期初め(庄内4～布留1期)の集落跡▼②古墳時代後期(6世紀後半)の集落 ー600 700 10
跡,③中世(15~ 16世紀)の水田跡。

621 3802 大測遺跡第3次 同上。 701 900^ 200

622 3802 大潮遺跡第3次 同上0 230 320】 91

613 3803 県民館跡地 ①鎌倉時代初め～室町時代の耕作痕跡.②江戸時代各期の武家屋敷跡。 1201 1250 50

614 3803 県民館跡地 同上。 1501 1700 200

615 3804 古照遺跡第6次 ①縄文時代の土器が多量に出土0②弥生時代後期～古代の各期にわたる土器。③中世 1721 1721… 0

(13世紀)～近世の水田跡.畑跡-洪水砂と重層的に堆積0
(

616 3804 古照遺跡第6次 同上。 951 1000 50

618 3804 古照遺跡第7次 A地区では,①平安時代後半(11世紀)の鋤跡状遺構▼②中世～近世の水田跡と洪水砂の 1201 1400… 200
原 票 賢 覧 霊霊器㌫票 濫 造 票 墓などが確認された湖 区の遺構は13世紀 I

l

905 3804 古照遺跡(第1次-縄文時代以降の各時代にわたる複合遺跡0弥生時代後期末葉～古墳時代中期の井堰を伴 201 300 100
～第11次調査総

括)

う集落跡.水田跡. 中世(12世紀ごろ)の集落跡,近世の水田跡などが検出されている0

906 3804 古照遺跡(第1次

～第11次調査総
括)

同上0 351 400 50

907 3804 古照遺跡(第1次

～第11次調査総
括)

同上0 451 500 50

908 3804 古照遺跡(第1次

～第11次調査総
括)

同上0 401 500】 100

909 3804 古照遺跡(第1次

～第11次調査総
括)

同上0 501 叫 30

i

910 3804 古照遺跡(第1次

～第日次調査総
括)

同上0 951 1000】 50

623 3805 櫓昧遺跡第4次 樽味遺跡全体は弥生時代～中世を中心とした遺跡。今回の調査では,古代～中世の自然 1001 1200 200

流路.溝跡.水路跡などが検出され,調査区東方に10- 12世紀の集落があった可能性があ

る0

617 3806 道後今市遺跡第

9次

中世(13- 14世紀)の耕作痕跡が検出された。 1150 1250 101

624 3807 文京遺跡第18次 文京遺跡全体は弥生時代～近世の集落跡.水田跡0今回の調査でも各時代の住居跡.水 105 1100 50

田跡が検出された。

625 3807 文京遺跡第18次 同上0 1101 1150 50

626 3807 文京遺跡第18次 同上。 1151 1200 50

627 3807 文京遺跡第18次 同上0 1201 1250 50

628 3807 文京遺跡第25次 文京遺跡全体は弥生時代～近世の集落跡.水田跡。今回の調査ではー古代～中世(11世紀 1101 1150 50
後半～13世紀前半)の水田跡3面が検出され,洪水による埋没と復旧が繰り返されているこ

とが確認できた0

629 3807 文京遺跡第25次 同上。 1171 1200 30

630 3807 文京遺跡第25次 同上0 1201 1250 50

631 390 不破遺跡 昭和初めの畝状地形を利用した耕作跡が検出されたこ近世以前の遺構はすでに削平されて 1937】1941】 5

いるとみられる。
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632 3901 不破遺跡 昭和初めの畝状地形を利用した耕作跡が検出された0近世以前の遺構はすでに削平されて 1942 1942

いるとみられる。

633 3901 不破遺跡 同上。 1946 1946

658 4001 碇遺跡第1次 ①弥生時代後期初めの井戸臥 ②古墳時代(5世紀中頃)の井戸臥 ③中世～近世(とくに 1860 2000 141

13～ー6世紀)の井戸跡などが検出された0

639 4002 井相田D遺跡第 ①縄文時代の埋没林,②弥生時代後期 ? の池状遺構.③古墳時代の水田痕跡▼④古代 70 70

2次 中世(11世紀後半～13世紀)の水田跡などが検出された。

640 4002 井相田D遺跡第 ①11世紀の遺物を伴う掘立柱建物跡と水田臥 ②12世紀後半～13世紀前半の水田跡が検 1001 1170 170

1次 出された。

635 4003 岩本遺跡 ①縄文時代の土器(第4面),②弥生時代中期後半ん後期初めの水田跡2面(第3.2面),④ 70 70

中世(鎌倉時代の遺物を伴う)の集落跡(第1面)が検出された0

656 4004 小郡川原田遺跡 弥生時代後期後半～末の井堰.自然流路 150| 330] 181

648 4005 金山遺跡Ⅴ区 金山遺跡は弥生時代後期末葉～古墳時代前期初めに最も遺構が顕著になる。Ⅴ区でも 150 330 181

①弥生時代後期末葉～古墳時代前期初めの大規模水利施設(矢板列.杭列など),②奈良

時代～平安時代初めの溝跡が検出された。

644 4006 上広瀬遺跡第1

次

日石器時代～近世の遺構.遺物が確認された0①縄文時代早期.晩期の土坑,②古代～中 1201 1230 30

世 (とくに12世紀)の集落跡(掘立柱建物跡29など)0遺跡の主体は古代～中世で,13世紀

初めの水害により,東丘陵上の峯遺跡に集落が移転したとされる0

645 4006 上広瀬遺跡第2

次

日石器時代～近世の遺構.遺物が確認された。今回の調査では,①旧石器時代の遺軌 ② 1963 1963

縄文時代晩期(黒川式)の土坑2.落穴6ー③中世(13世紀以前)の炭焼き窯.炭焼き住居跡

が確認された0

652 4007 蒲生大群遺跡 13- 16世紀の寺院周辺に付随する集落跡(掘立柱建物跡.土坑.井戸 1201 1400 200

653 4007 蒲生大畔遺跡 同上 1301 1400 100

651 4008 蒲生寺中遺跡 ①古墳時代の墳墓′②古代(7世紀前半～9世紀)の鍛冶工房跡,③中世(12世紀～13世紀 1450 1600 151

前半)の寺院跡.集落跡0④中世 (14世紀)の礎石建物跡l土坑▼⑤近世の溝跡などが検出

された。

649 4009 黒崎遺跡 ①6世紀後半～7世紀前半の須恵器.製塩土器.②平安時代後期 (11世紀後半～12世紀前 601 700 100

半)の井堰,③室町時代の溝1条,④江戸時代の蝶集積遺構.溝1条などが検出された。中

世以降は遺跡はめだって利用されないが,輸入陶磁器が少量出土すること.江戸時代には

すぐ東を長崎街道が通っていたことから▼全くの寒村ではなかったようで.水田経営を基本と

した風景が明治時代まで広がっていたe

637 4010 雀居遺跡第3次. 縄文時代～近世の遺跡で.①弥生時代の集.落跡,②古代(9- 11世紀)の条里制集落跡が 801 900 100

第6次.第8次 特筆される。縄文時代晩期(弥生時代早期)から集落や墓域として利用された。弥生時代後

期には大型の掘立柱建物を中心に感動集落跡が形成され,集落そのものは古墳時代前期

まで継続したのち途絶えた0古代(9~ 11世紀)には条里制の地割で水田.小集落が区画さ l

れ▼官道や官衝的な施設が近くにあった可能性が高い。中世以降は水田として利用されたO ー

64 4010 .雀居遺跡第12次 同上 8011 900[ 100

638 4011 下月隈C遺跡第

2次 .

E t買 笠語 詰 襟 漂 票 芸雷雷監 禁 認 品 呈雷 豊 L=㌫ 】 700i 800 101

同上 801「面 上 00642 4011 …下月隈C遺跡第

】 】6次

643 4011 下月隈C遺跡第

7次

同上 751 800 50

636 4012 次郎丸高石遺跡 ①古墳時代後期～奈良時代(6世紀後半～8世紀前半)の溝臥 ②1一世紀ごろの整地痕跡▼ 701 750 50

第3次 ③13- 15世紀ごろの溝跡.④15世紀ごろの集落跡など0

657 4013 大事府条坊跡第 奈良～平安時代を中心とした大規模官衝跡0今回の調査では.①古墳時代後期～奈良時 700 800 101

230次 代前半の土坑(7世紀後半に整地により埋没).②奈良～平安時代の条坊跡などが検出され

t^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ m ^^ ^ m ^ ^ ^ m ^^ ^ m
-。

650 40 4 長野尾登遺跡第 長野尾登遺跡全体は弥生時代前期後半～後期末葉.奈良～室町時代の集落跡0今回の調 1301 1350 50

2地点E～H区 . 重では.次の①②が特筆される0①弥生時代中期末葉～後期の集落跡で′とくに弥生時代

後期前葉は拠点的集落として機能した。②室町時代の集落跡(掘立柱建物1.溝状遺構2 .土

坑5,集石遺構j)。

655 4014 長野尾登遺跡第 長野尾登遺跡全体は弥生時代前期後半～後期末葉.奈良～室町時代の集落跡0今回の調 140 140

2地点 重では,①弥生時代中期後半の墳墓群ー②中世の集石墓(13- 15世紀).居館跡 (14世紀)

などが検出された0

654 4015 長野フンデ遺跡 長野フンデ遺跡全体は弥生時代の集落跡.水田跡0今回の調査では,弥生時代前期後半 140 140

中期後半の水田跡が検出され,弥生時代後期前半には洪水により水田が埋没したことが判

明した0

647 4016 中伏遺跡Ⅱ区. ①弥生時代の木器水漬け貯蔵遺構を検出した0②弥生時代前期末葉～中期中葉の土器を 1720 1870 151

Ⅳ区 多数検出した。③江戸時代後期の護岸小杭を検出した0

911 4017 東比恵三丁目遺

跡第1次

弥生時代中期中葉～後期前半の水田が4面以上検出された 140 140

646 40 7 東比恵三丁目遺 東比恵遺跡全体は.弥生時代中期～後期の水田跡と古代末期～中世の水田跡0今回の調 1131 1200 70

跡第2次 査では12世紀初めの護岸跡, 12世紀前半～中頃の水田が検出された0

634 4018 屋舗内遺跡 ①奈良～平安時代(8- 9世紀ごろ)の集落跡,②12~ 13世紀の溝跡.遺物包含層.③17世 1601 1700 100

紀(とくに後半)ごろの溝状遺構0遺跡全体の最盛期は12世紀。

664 4101 快万遺跡1区.2

区

中世前半を主体とした区画溝を伴う集落跡0 ー801 1900 100

663 4102 ォアiB B> ①縄文時代後期後半～晩期初めの集落跡,②古墳時代後期(6世紀後半～7世紀前半)の 601 630 30

集落跡▼③奈良時代の掘立柱建物跡.竪穴住居跡(官衝関連施設を伴う? )などからなるD

659 4103 坪の上遺跡 弥生時代,古墳時代.古代前期ー中世の遺構.遺物が検出された0 主体は弥生時代前期 190 330 ー41

後期0

660 4104 徳永遺跡21区 徳永遺跡全体は古墳時代～中世を中心とした複合遺跡。今回の調査では,①弥生～古墳 601 650 50

時代の溝群.②古墳時代後期～古代 (6~ 10世紀)の集落臥 ③中世以降の集落跡などが

検出された0主体は9世紀後半～10世紀初め。

161



遺跡一覧表A-3

662 4104 徳永遺跡13区. 徳永遺跡全体は古墳時代～中世を中心とした複合遺跡0今回の調査ではー①古墳時代後 551 700 150

19区 期の溝臥 ②古代後期の集落跡 (掘立柱建物跡など).③中世前期(遺物は13世紀～14世 i 】

紀前半)の集落跡(掘立柱建物跡など),④中世後期 (15世紀が中心)の溝跡などが検出さ

れた。

912 4105 中原遺跡5区 弥生時代t古墳時代の集落跡.墳墓と.古代の官街的な遺構からなる 1~ 7区では大事府 800 840 41

編年Ⅴ～Ⅵ期(8世紀末葉～9世紀初め)にあたる時期の遺物が最も多く▼遺跡の中心時期

とされる0

913 …4105 中原遺跡5区 弥生時代.古墳時代の集落跡.墳墓と,古代の官街的な遺構からなる 1~ 7区では大事府 800 840 41

編年Ⅴ～Ⅵ期(8世紀末葉～9世紀初め)にあたる時期の遺物が最も多く.遺跡の中心時期

とされる。

914 4105 中原遺跡5区 同上 780 830 51

661 4106 増田遺跡5区 室 ≒ ---_-I- 't̂ v =r3 " ; _i.-j:".̂ 薫 丁+千十門 +

666 430 大江遺跡群第 大江遺跡群全体は縄文時代～近世の複合遺跡0第106次調査区では,①古墳時代後期~ 1926…1989! 64

106次 奈良時代(7世紀前半～8世紀前半)の竪穴住居跡,②古代の水田跡(9世紀後半ごろ).畑 】

跡(10世紀ごろ? ),③近世の溝跡などが検出された0 1

668 4302 黒髪町遺跡本荘 熊本大学構内の黒髪町遺跡は縄文時代以降,各時代の複合遺跡0今回の調査では①縄文 1953 1953

北地区9601調査 時代後期前葉の深鉢土器▼②古代(8世紀後半～9世紀初め)の集落跡,③19世紀後半の墓

地点 地などが検出された。

669 4302 黒髪町遺跡黒髪 熊本大学構内の黒髪町遺跡は縄文時代以降,各時代の複合遺跡0今回の調査では古代(7 1953 1953

南地区9603調査

地点

世紀後半～9世紀前半)の集落跡(掘立柱建物跡▼竪穴住居跡など)が顕著な遺構である0

670 4302 黒髪町遺跡黒髪 熊本大学構内の黒髪町遺跡は縄文時代以降▼各時代の複合遺跡0今回の調査では①古代 1953 ー953

南地区9704調査 (7世紀末～9世紀)の集落跡(掘立柱建物跡.竪穴住居跡など),②近世前半の墓,③近世

地点 の溝跡が顕著な遺構である。 】

667 4303 山王遺跡第1次 漂慧慧 豊 富漂 監 霊悪習票鑑 慧冒 毘 0@ 中世～近世の水田跡愉 この 370… 16ー

665 4304 西片町遺跡 ①弥生時代後期前葉～中葉の集落跡,②古墳時代前期中葉～中期前半の杭列を伴う集落 3叫 390! 91

B .

675 4401 大肥吉竹遺跡 ①縄文時代中期(船元式)の土坑.土器▼②古墳時代後期(6世紀中頃～後半)の集落跡 571| 700 130

③古代(7世紀末～日世紀初めごろ)の集落跡。遺跡の主体は8世紀。10世紀末～11世紀初

めの集落廃絶後は水田化されたとみられる0

671 4402

E

河内谷御茶屋 河内谷御茶屋跡 .河内谷馬場跡は稲葉川上流の段丘～尾根上に立地する0河内谷御茶屋 1993 1993

跡.河内谷馬場 跡は1702年に造営された施設0河内谷馬場跡は1834年以降に造営された屋敷に伴うもの

跡 で,今回の調査以前から土塁が残存していた0今回の調査では,①縄文時代晩期の遺物包

含層,②近世の石垣.土塁.土坑.溝などが検出された0

674 4403 玉沢地区条里跡 玉沢地区条里跡全体は縄文時代～近世の複合遺跡で.古墳時代前期～近世の集落跡.水 831! 870i 40

第3次 田跡などからなる0今回の調査では,①弥生時代前期末葉? の水EEl跡,②弥生時代中期後 L

半～後期初めの石棺墓,③古墳時代(4世紀中頃～後半)の集落跡-水EEl跡,④古代(8世紀 F -

～ー0世紀後半)の水田臥 ⑤中世(12~ 16世紀)の水田跡などが検出された0 [

672 4404 八坂久保田遺跡 古代の条里制水田跡012世紀が主体 1101 11501 50

673 4405 八坂本庄遺跡 古代(9世紀以降)～近世の水田跡と▼14世紀後半,16世紀▼近世の集落跡が確認された 1101 日50… 50

681 4501 革刈田遺跡 ①弥生時代後期～古墳時代前期(布留期)の集落臥 ②8世紀末～9世紀後半の官道臥 ③ 851 900】 50

中世前半の集落跡(掘立柱建物跡群.区画講),④中世末期～近世初めの地割り.⑤近世

後半の道路跡などが検出された0

682 4502 坂元A遺跡 ①縄文時代晩期後半(弥生時代早期)の水田跡.②弥生時代前期の水田跡.③弥生時代中 150 330 181

期末～後期の水田跡,④弥生時代後期末葉～古墳時代前期の水田跡,⑤古代～中世(9～

15世紀)の水田跡(15世紀後半に降下した桜島.文明軽石からの復旧跡を含む)などが検出

された0

683 4502 坂元A遺跡 同上 1301 1471 171

679 4503 昌明寺遺跡 昌明寺遺跡全体は縄文時代以降の複合遺跡。①平安時代～中世(9世紀後半～16世紀)の 1450 1600 151

集落跡(土坑.土壌墓.溝状遺構),②中世～近世(16世紀末～19世紀 ? )の寺院跡(掘立柱

建物跡など)が主体0

680 4503 昌明寺遺跡 同上 1751 1800 50

684 4504 中尾下遺跡 古墳時代～近世の遺構 .遺物が確認された0古墳時代は遺物のみ検出0①8世紀末～10世 1751 1800 50

紀初め(9世紀第2～3四半期が主体)の集落跡.水田跡▼②中世～近世の継続的な水田跡

などからなる0

676 4505 母智丘谷遺跡 中世の水田跡。桜島文明軽石(15世紀後半に噴出)に覆われた水田跡が8区画検出された 1950 2000 51

677 4505 母智丘谷遺跡 同上 1471 1600 130

685 460 鍛冶屋馬場遺跡 ①古代(10世紀後半ごろ)の集落跡(掘立柱建物跡5.竪穴住居跡1.鍛冶炉6など),②中世 931 970 40

の土墳墓3.土抗日基.溝跡5条.井戸1基.柱穴16基▼③近世(19世紀後半ごろ)の柱穴14

基.溝跡4条.土坑1基などが検出された0

686 4602 京田遺跡 ①縄文時代晩期のウケ状遺構.自然流路.入佐式土器,②弥生時代中期～後期の水田跡 901 1000 100

杭列.黒髪式土器.中津野式土器,③古代(8~ 10世紀)の水田跡.杭列などが検出された0

687 4603 橋牟礼川遺跡 憲 買選 炭 芸遺 賢 謡 00 蒜票慧 宝)<D M 禁 謂 蒜 霊 品 401 600 200
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遺跡一覧表B-1

番号′遺跡 1

-

所在地 出典

都道府県 書名 シリーズ名.番号 - 編集.発行機関 刊行年月

1 滝里4i亘跡 北海道 萱jnfi is wiH 誓$M iSサ 5K I一蓋

跡(2)

(財 )北海道埋蔵文化財セt

ンタI 調査報告書

98 (財 )北海道埋蔵ヌ‥化

財センタ-
199603

2 山崎4遺跡 北海道 八雲町 山崎4遺跡 (財)北海道埋蔵文化財セ

ンター調査報告書

162 L(財)北海道埋蔵文化

財センター
200 03

3 上台1遺跡 北海道 森町 上台1遺跡 (財)北海道埋蔵文化財セ

ンター調査報告書

217 圧財)北海道埋蔵文化

財センター

200503

4 サンル4遺跡 北海道 下川町 サンル4線遺跡 (財)北海道埋蔵文化財セ

ンタI 調査報告書

258 圧財)北海道埋蔵文化

財センター

200808

5 学田三区2遺跡 北海道 富良野市 学田三区2遺跡 学 (財)北海道埋蔵文化財セ 270 (財)北海道埋蔵文化 201003

田三区3遺跡 ンタ- 調査報告書 財センター

6 学田三区2遺跡. 北海道 吉良野市 学田三区2遺跡 学 (財)北海道埋蔵文化財セ 270 (財)北海道埋蔵文化 201003

田三区3遺跡 ンタ- 調査報告書 財センタ-

7 学田三区3遺跡 北海道 吉良野市 学田三区2遺跡 学 (財)北海道埋蔵文化財セ 270 (財)北海道埋蔵文化 201003
日三区3遺跡 ンタI 調査報告書 財センタI

8 K 502遺跡 北海道 K499遺跡 K500遺跡 K50 1遺

跡 K502遺跡 K50 3遺跡(第3

分冊)[K 502遺跡]

札幌市文化財調査報告書 6ー 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

199903

9 K 39遺跡第8次 北海道 K39遺跡 第8次調査 札幌市文化財調査報告書 64 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

200003

10 C 424遺跡A地点 北海道 C424遺跡 C507遺跡 札幌市文化財調査報告書 71 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

200303

ll C 424遺跡A地点 P 北海道 C4 24遺跡 C507遺跡 札幌市文化財調査報告書 71 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

200303

12 C 424遺跡A地点 北海道 C424遺跡 C507遺跡 札幌市文化財調査報告書 71 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

】200303

13 C 424遺跡B地点 北海道

,
1

…C4 24遺跡 C507遺跡 …札幌市文化財調査報告書

] l

71

F

札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

Fタ- )

200303

14 K 514遺跡 北海道 K514遺跡 、 札幌市文化財調査報告書】73
-
-

i t* - )悪霊要語 至i *L 20040 3

E
15】K5 15遺跡 北海道 K515遺跡

～
一E

札幌市文化財調査報告書 74 けL幌市教育委員会(礼

】幌市埋蔵文化財セン

…タI )

2004 03

16 K 445遺跡 .北海道 K44 5遺跡 札幌市文化財調査報告書

-

75 札幌市教育委員会(礼 2004 03

i
1

i

i

i

1

* - ) 蔵文化財セン

17 K135遺跡第4次 .北海道 】K135遺跡(第4次調査)

i
I

札幌市文化財調査報告書j78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

200 503

18 K 135遺跡第4次 北海道 K135遺跡(第4次調査) 札幌市文化財調査報告書 78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

2005 03

19 K 135遺跡第4次 北海道 K135遺跡(第4次調査) 札幌市文化財調査報告書 78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

20050 3

20 K 135遺跡第4次 北海道 K135遺跡 (第4次調査) 札幌市文化財調査報告書 78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

タI )

20050 3

21 K 135遺跡第4次 北海道 K135遺跡 (第4次調査) 札幌市文化財調査報告書 78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

20050 3

22 K 135遺跡第4次 北海道 K135遺跡 (第4次調査) 札幌市文化財調査報告書 78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

20050 3

23 K 135遺跡第4次 北海道 K135遺跡 (第4次調査) 札幌市文化財調査報告書 78 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

20050 3

24 H 5 19遺跡 北海道 H519遺跡 札幌市文化財調査報告書 80 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

200 603

25 H 5 19遺跡 北海道 H519遺跡 札幌市文化財調査報告書 80 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

タ. )

200 60 3

26 K 523遺跡 北海道 K523遺跡 札幌市文化財調査報告書 81 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

ター)

2006 03

27 K 523遺跡 北海道 K523遺跡 札幌市文化財調査報告書 84 札幌市教育委員会(礼

幌市埋蔵文化財セン

タ- )

200 60 3
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28 K523遺跡 北海道 K523遺跡 札幌市文化財調査報告書 84 札幌市教育委員会(札 200603

幌市埋蔵文化財セン

ター)

29 iK5 18遺跡第1次 北海道 K518遺跡 第1次調査 札幌市文化財調査報告書 84 札幌市教育委員会(札 200703

幌市埋蔵文化財セン

ター)

30 K5 28遺跡 北海道 K528遺跡 札幌市文化財調査報告書 86 札幌市教育委員会(札 200803

幌市埋蔵文化財セン

ター)

31 K 518遺跡第2次 北海道 K518遺跡第2次調査 札幌市文化財調査報告書 88 札幌市教育委員会(札 200903

幌市埋蔵文化財セン

ター)

32 K 518遺跡第2次 北海道 K518遺跡第2次調査 札幌市文化財調査報告書 88 札幌市教育委員会(札 200 90 3

幌市埋蔵文化財セン

タI )

33 雨紛2遺跡 北海道 雨紛2遺跡 旭川市埋蔵文化財発掘調

重報告
14 旭川市教育委員会 19940 3

34 K39遺跡人文.社会科

学総合教育研究棟地

点

北海道 K39遺跡人文.社会科学総合教

育研究棟地点発掘調査報告書

I (遺物.遺構編)

北海道大学 20040 3

35 K39遺跡人文.社会科

学総合教育研究棟地

点

北海道 K39遺跡人文.社会科学総合教

育研究棟地点発掘調査報告書

I (遺物.遺構編)

北海道大学 200403

36 垂柳遺跡 青森県 垂柳遺跡.五輪野遺跡 青森県埋蔵文化財調査報

告書
219 青森県埋蔵文化財調 199703

査センター

37 上村遺跡 岩手県 上村遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
375 芦 詣 芸芸濃 ン 200203

38 上村遺跡 岩手県 上村遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

375 (財)岩手県文化振興 1200203

事業団埋蔵文化財セン

ター

39恒 館跡 岩手県 金館跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
1378 (財)岩手県文化振興 200110

事業Eg 埋蔵文化財セン

ター

40 中半入遺跡.蝦夷塚古

墳

岩手県 中半入遺跡.蝦夷塚古墳発掘

調査報告書

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

380 (財)岩手県文化振興 200202

】票 田埋蔵文化財セン

41 中半入遺跡.蝦夷塚古

墳

岩手県

i

中半入遺跡.蝦夷塚古墳発掘

調査報告書

岩手県文化振興事業団埋

…蔵文化財調査報告書
380 (財)岩手県文化振興 200202

事業団埋蔵文化財セン…

タ- 】

42[小松 I遺跡 岩手県 …小松 I 遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

433 一撃 詣 孟夏1巨悪Hz> 20040 1

43 小松 I遺跡 岩手県 小松 I 遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
433 (財)岩手県文化振興 20040 1

事業団埋蔵文化財セン

Iタl
44 島田Ⅱ遺跡第2次～第

4次

岩手県 島田Ⅱ遺跡第2～4次発掘調査

報告書(第1分冊:本文.遺構

編)

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

450 (財)岩手県文化振興 20040 3

事業Eil埋蔵文化財セン

ター

45 本宮熊堂A遺跡第24

次

岩手県 本宮熊堂A遺跡第24次 .本宮熊

堂B遺跡第25次発掘調査報告

全
日

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
470 (財 )岩手県文化振興 20060 2

事業団埋蔵文化財セン

ター

46 河崎の柵擬定地 岩手県 河崎の柵擬定地発掘調査報告

書 (第1分冊 古代、.中世.近世

編)

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

474 (財)岩手県文化振興 200602

事業団埋蔵文化財セン

ター

47 河崎の柵擬定地 岩手県 河崎の柵擬定地発掘調査報告

書 (第1分冊 古代.中世.近世

編)

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

474 く財)岩手県文化振興 200602

事業団埋蔵文化財セン

タ一

48 河崎の柵擬定地 岩手県 河崎の柵擬定地発掘調査報告

書 (第1分冊 古代.中世.近世

編)

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
474 (財)岩手県文化振興 200602

事業団埋蔵文化財セン

ター

49 河崎の柵擬定地 岩手県 河崎の柵擬定地発掘調査報告 岩手県文化振興事業団埋 474 (財)岩手県文化振興 200602

書 (第1分冊 古代.中世.近世

編)

蔵文化財調査報告書 事業Eg 埋蔵文化財セン

ター

50 河崎の柵擬定地 岩手県 河崎の柵擬定地発掘調査報告

書 (第1分冊 古代.中世.近世

編)

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
474 (財)岩手県文化振興 200602

事業団埋蔵文化財セン

タ-

51 河崎の柵擬定地 岩手県 河崎の柵擬定地発掘調査報告 岩手県文化振興事業団埋 474 (財)岩手県文化振興 200602

書 (第2分冊 縄文時代編) 蔵文化財調査報告書 事業団埋蔵文化財セン

ター

52 大西遺跡 岩手県 大西遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
479 (財)岩手県文化振興 200602

事業団埋蔵文化財セン

ター

53 金附遺跡 岩手県 金附遺跡発掘調査報告書(第1 岩手県文化振興事業団埋 482 (財)岩手県文化振興 200603

分冊 ‥本文.遺構.分析.考察

編)

蔵文化財調査報告書 事業団埋蔵文化財セン

ター
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54 金附遺跡 岩手県 金附遺跡発掘調査報告書(第一

分冊 =本文ー遺構.分析一考察

編)

岩手県文化振興事業団畢

蔵文化財調査報告書

482 (財)岩手県文化振興 200603

事業団埋蔵文化財セン

タI
55 金附遺跡 岩手県 金附遺跡発掘調査報告書(第1

分冊 ‥本文.遺構.分析.考察

編)

岩手県文化振興事業Efl埋

蔵文化財調査報告書
482 (財)岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財セン

ター

200603

56 野里上遺跡 岩手県 野里上遺跡.野中遺跡発掘調 岩手県文化振興事業団埋 492 (財)岩手県文化振興 200703
査報告書 蔵文化財調査報告書 事業団埋蔵文化財セン

ター

57 押切遺跡 岩手県 押切遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
493 豊 富孟孟夏lE票勘

タI

200703

58 力持遺跡 岩手県 力持遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
i

5 10 (財)岩手県文化振興 l

事業団埋蔵文化財セン

タ-

200803

59 境遺跡 岩手県 境遺跡発掘調査報告書 !岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
539 (財)岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財セン

ター

20090 2

60 境遺跡 岩手県 境遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
539 (財)岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財セン

ター

20090 2

6 1 境遺跡 岩手県 境遺跡発掘調査報告書 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書
53 9

～

U-1 日 鼠 200 902
′ 石 ′、

事業団埋蔵文化財セン

Fタ-62 野沢 I 遺跡 岩手県 野沢 I .Ⅱ遺跡.戸桜遺跡.舟

渡 I遺跡発掘調査報告書

岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書

567 i(財)岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財セン

ター

20 10 01

63 野沢Ⅱ遺跡 岩手県 野沢 ト Ⅱ遺跡.戸桜遺跡.舟 岩手県文化振興事業団埋 567 (財)岩手県文化振興 20 0 01
渡 I遺跡発掘調査報告書 蔵文化財調査報告書 事業団埋蔵文化財セン

ター

64 山王遺跡 宮城県 山王遺跡 Ⅱ 宮城県文化財調査報告書 167 宮城県教育委員会 い99503

65 山王遺跡 宮城県 山王遺跡 Ⅱ 宮城県文化財調査報告書 167 E宮城県教育委員会 199503

66 市川橋遺跡 宮城県 e市川橋遺跡 1宮城県文化財調査報告書 184 ¥S 城県教育委員会 200003

67 柳生台畑遺跡 宮城県 柳生台畑遺跡 】仙台市文化財調査報告書 230 仙台市教育委員会 199803

68 柳生台畑遺跡 …宮城県 柳生台畑遺跡 仙台市文化財調査報告書 230 仙台市教育委員会 199803

69 岩瀬遺跡 秋田県 東北横断自動車道秋田線発掘

調査報告書】岩瀬遺跡ー

秋田県文化財調査報告書 263 -秋田県埋蔵文化財セン

ター

199603

70E横山遺跡

i

秋田県 構LLJ遺跡 秋田県文化財調査報告書 363 秋田県埋蔵文化財セン

タ-

20030

-
7 1「拍子所 Ⅱ遺跡 [秋田県

i
～

拍子所Ⅱ遺跡 秋田県文化財調査報告書l3軒 !㌍ 県埋蔵文化財セン 200503

72 相子所 Ⅱ遺跡 】秋田県
】

柚子所止遺跡 】秋田県文化財調査報告書 398 秋田県埋蔵文化財セン

ター
200503

73 平右衛門田尻遺跡 fk m 平右衛F1 EB尻遺跡 秋田県文化財調査報告書1455 秋田県埋蔵文化財セン 201003

タ一 I

74 高瀬山K遺跡第1次 . 】山形県 高瀬山K遺跡第1.2次発掘調査 山形県埋蔵文化財調査報 158 沖 形県教育委員会

i

】199003

第2次 報告書 告書

75 助作遺跡第1次 山形県 助作遺跡発掘調査報告書(1) 山形県埋蔵文化財調査報

告書
ー62 ]山形県教育委員会 99009

76 山形西高敷地内遺跡 山形県 山形西高敷地内遺跡第5次発 山形県埋蔵文化財調査報 ー92 山形県教育委員会 99303
第5次 掘調査報告書 告書

77 今塚遺跡 山形県 今塚遺跡発掘調査報告書 山形県埋蔵文化財セン

ター調査報告書
7 (財)山形県埋蔵文化

財センター

】199403
i

78 土崎遺跡 山形県 土崎遺跡.莞天塚遺跡.中谷地

遺跡発掘調査報告書

山形県埋蔵文化財セン

ター調査報告書
42 圧財 )山形県埋蔵文化

財センタ-
199612

79 北柳 1遺跡 山形県 北柳lI2遺跡発掘調査報告書 山形県埋蔵文化財セン

ター調査報告書
48 圧財)山形県埋蔵文化

財センター

199703

80 平野山古窯跡群第12 山形県 平野山古窯跡群第12地点遺跡 山形県埋蔵文化財セン 52 (財)山形県埋蔵文化 99802
地点遺跡第2次 第2次発掘調査報告書 タ- 調査報告書 財センター

81 宮ノ前遺跡第3次 山形県 宮の前遺跡第3次発掘調査報 山形県埋蔵文化財セン 65 (財)山形県埋蔵文化 199903
告書 タ- 調査報告書 財センター

82 中台4遺跡 山形県 中台4.5畢跡発掘調査報告書 山形県埋蔵文化財セン

ター調査報告書
84 (財)山形県埋蔵文化

財センター
200103

83 山形西高敷地内遺跡 山形県 山形西高敷地内遺跡第6次発 山形県埋蔵文化財セン 117 (財)山形県埋蔵文化 200303

第6次 掘調査報告書 タ- 調査報告書 財センター

84 高瀬山遺跡H 0地区 山形県 高瀬山遺跡(H 0 地区)発掘調査 山形県埋蔵文化財セン 145 (財)山形県埋蔵文化 200503
報告書 タ- 調査報告書 財センター

85 大在家遺跡第1次 .第2 山形県 大在家遺跡第1次 .2次発掘調 山形県埋蔵文化財セン 153 (財)山形県埋蔵文化 200603

次 査報告書 タ- 調査報告書 財センタ-

86 下叶水遺跡 山形県 下叶水遺跡 山形県埋蔵文化財セン

ター調査報告書

177 (財)山形県埋蔵文化

財センター
200903

87 高木遺跡 福島県 阿武隈川右岸築堤遺跡発掘調

査報告2(第 1分冊 )

福島県文化財調査報告書 40 1 (財)福島県文化振興

事業Eg
2002 11

88 温井遺跡 群馬県 温井遺跡 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
198 103

89 温井遺跡 群馬県 温井遺跡 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
198 103
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90 温井遺跡 群馬県 [

7
-

温井遺跡 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団 E
19810 3

9 1

,F

田端遺跡 群馬県 田端遺跡 ～

E

群馬県教育委員会 .

(財)群馬県埋蔵文化

財調査事業Eg

198803

92 田端遺跡 群馬県 田端遺跡

1

群馬県教育委員会 .

(財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団

198803

93 飯土井二本松遺跡 群馬県 飯土井二本松遺跡 下江田前 (財)群馬県埋蔵文化財調 113 (財 )群馬県埋蔵文化 19910ー
遺跡 査事業団調査報告 財調査事業団

94 飯土井二本松遺跡 群馬県 飯土井二本松遺跡 下江田前 (財)群馬県埋蔵文化財調 113 i(財 )群馬県埋蔵文化 】199101

遺跡 査事業団調査報告 】財調査事業団

95 箱田古市前 工遺跡 群馬県 箱田古市前 I .Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団報告
191 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団
199503

96 下小鳥神戸遺跡 群馬県 下小鳥神戸遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告
229
i

(財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団
199709

97 下芝五反田遺跡 群馬県 下芝五反田遺跡一古墳時代編 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告
230 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団
199803

98 下芝五反田遺跡 群馬県 下芝五反田遺跡- 古墳時代編 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告

230 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業B]
199803

99 下芝五反田遺跡 群馬県 下芝五反田遺跡- 奈良.平安 (財)群馬県埋蔵文化財調 250 (財)群馬県埋蔵文化 199903

時代以降編- 査事業団調査報告 財調査事業団

100 東長岡戸井口遺跡 群馬県 東長岡戸井口遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告

257 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

1999 2

101 上滝五反畑遺跡 群馬県 上滝五反畑遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告

258 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
1999 12

102 高浜向原遺跡第1次 群馬県 高浜向原遺跡 .神戸宮山遺跡 .

神戸岩下遺跡

(財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告

262 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200002

-

103 長久保大畑遺跡 .新田 群馬県 長久保大畑遺跡▼新田入口遺 I(財)群馬県埋蔵文化財調 268 (財)群馬県埋蔵文化 200003

入口遺跡 跡 l査事業団調査報告 財調査事業団

104 中里見中川遺跡

E

群馬県 志望 農 芸是認 濃 F g 誓昌芸芸悪童化財調

遺跡 .上里見井ノ下遺跡 1

27 1 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200003

105 下阿内前田遺跡 群馬県 下阿内壱町畑遺跡ー下阿内前 ～(財 )群馬県埋蔵文化財調 278 (財)群馬県埋蔵文化 200 103
田遺跡 】査事業団調査報告 財調査事業団

106[亀里平塚遺跡

i
r

群馬県 亀里平塚遺跡 .横手宮田遺跡 . (財 )群馬県埋蔵文化財調 280
1

(財)群馬県埋蔵文化 200 103
t

i
横手早稲田遺跡.横手南川端

[遺跡

査事業団調査報告書 財調査事業団

107 横手宮田遺跡 群馬県 …亀里平塚遺跡 .横手宮田遺跡 . (財 )群馬県埋蔵文化財調 280 (財)群馬県埋蔵文化 j200 103
1
l-

】横手早稲田遺跡 横手南川端

遺跡

査事業団調査報告書 財調査事業団

ー08】横手宮田遺跡 群馬県 亀里平塚遺跡 .横手宮田遺跡 . (財 )群馬県埋蔵文化財調 280 (財)群馬県埋蔵文化 200 103

横手早稲田遺跡 I横手南川端 i査事業団調査報告書

遺跡 1

…財調査事業団

1

109 横手宮田遺跡 群馬県 「亀里平塚遺跡 .横手宮田遺跡 . (財 )群馬県埋蔵文化財調 280 (財)群馬県埋蔵文化 …200 103

横手早稲田遺跡 .横手南川端

遺跡

査事業団調査報告書 財調査事業 EB

110 横手早稲田遺跡 群馬県 亀里平塚遺跡 .横手宮田遺跡 .. (財)群馬県埋蔵文化財調 280 (財)群馬県埋蔵文化 200 103

横手早稲田遺跡 .横手南川端

遺跡

査事業Eg調査報告書 財調査事業団

-
111 横手南川端遺跡 .横手 群馬県 横手南川端遺跡 .横手湯田遺 (財)群馬県埋蔵文化財調12 92 (財)群馬県埋蔵文化 200 203

湯田遺跡 跡 査事業団調査報告書 財調査事業団

112 横手南川端遺跡 .横手 群馬県 横手南川端遺跡 .横手湯田遺 (財)群馬県埋蔵文化財調 292 (財)群馬県埋蔵文化 200203
湯田遺跡 跡 査事業団調査報告書 財調査事業団

113 II& H'血 群馬県 横手南川端遺跡 .横手湯田遺

跡1

(財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
292 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200203

1畠
湯田遺跡

114 横手南川端遺跡 .横手 群馬県 横手南川端遺跡 .横手湯田遺 (財)群馬県埋蔵文化財調 292 (財)群馬県埋蔵文化 200203

湯田遺跡 跡 査事業団調査報告書 財調査事業団

115 横手南川端遺跡 群馬県 横手南川端遺跡 .横手湯田遺 (財)群馬県埋蔵文化財調 292 (財)群馬県埋蔵文化 20 0203

跡 査事業同調査報告書 財調査事業団

116 横手南川端遺跡 群馬県 横手南川端遺跡 .横手湯田遺 (財)群馬県埋蔵文化財調 292 (財)群馬県埋蔵文化 200203

跡 査事業団調査報告書 財調査事業団

日7 西田遺跡 群馬県 西田遺跡 .村中遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
293 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200203

118 西久保 I遺跡 群馬県 八ツ場ダム発掘調査集成 (1) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

303 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

2002 12

日9 宿横手三波川遺跡 群馬県 宿横手三波川遺跡 .西横手遺 (財)群馬県埋蔵文化財調 310 (財)群馬県埋蔵文化 200303

跡群 査事業団調査報告書 財調査事業団

120 宿横手三波川遺跡 群馬県 宿横手三波川遺跡 .西横手遺 (財)群馬県埋蔵文化財調 310 (財)群馬県埋蔵文化 200303

跡群 査事業団調査報告書 財調査事業団

121 徳丸仲田遺跡 群馬県 徳丸仲田遺跡 (2) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
311 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200303

122 徳丸仲田遺跡 群馬県 徳丸仲田遺跡 (2) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
311 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200303

123 中内村前遺跡5～7区 群馬県 中内村前遺跡 (2)- 5 - 7区- (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
322 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

2003 10

BE



遺跡一覧表B-1

124 横壁中村遺跡 群馬県 横壁中村遺跡(2) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
355 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200 503

125 島悪途遺跡 群馬県 島悪途遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
376 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200603

126 二反沢遺跡 群馬県 上郷B遺跡▼慶石A遺跡▼二反 (財)群馬県埋蔵文化財調 379 (財 )群馬県埋蔵文化 200607

沢遺跡 査事業団調査報告書 財調査事業団

127 横壁中村遺跡 群馬県 横壁中村遺跡(4) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

381 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200608

128 下原遺跡 群馬県 下原遺跡 Ⅱ (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

389 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団

2006 11

129 福島飯塚遺跡 群馬県 福島飯塚遺跡(2) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

435 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200803

130 福島飯塚遺跡 群馬県 福島飯塚遺跡(2) (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

435 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200803

131 福島飯玉遺跡 群馬県 福島飯玉遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
446 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

2008 10

132 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前日Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200909

133 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県. 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200909

134 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
20090 9

135 荒砥前田Ⅲ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
20090 9

136 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
20090 9

ー37 荒砥前日Ⅱ遺跡 群馬畢 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200 90 9

138 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200 909

139 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前日Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200909

ー40 荒砥前田Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

472 (財 )群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200909

14 1 荒砥前田 Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 A(財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書

472 (財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団

200909

142 荒砥前日Ⅱ遺跡 群馬県 荒砥前田Ⅱ遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財坤 472

査事業団調査報告書 E

(財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200909

ー43 荒砥前田Ⅱ遺跡 】群馬県
]
l

笹 弘前口n iS J*

i

(財)群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書
472 圧財)群馬県埋蔵文化

財調査事業団
200909

i
144 鹿島浦遺跡

-

群馬県 鹿島浦遺跡 (財)群馬県埋蔵文化財調1496 は財)群馬県埋蔵文化

憧 事業団調査報告書 Ly 調査事業団
201003

145 株高遺跡群

】

群馬県 株高遺跡群(棟高水窪Ⅱ棟高

辻の内Ⅳ遺跡)

高崎市文化財調査報告者 224

1 ー

;高崎市教育委員会 200803

-
146 高関高根遺跡 群馬県 高閲高根遺跡 高崎市文化財調査報告書 244 高崎市教育委員会 200907

147 滝前遺跡 群馬県 滝前.滝下遺跡 山武考古学研究所 198803

148 下椿遺跡 埼玉県 下椿 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書
18 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

198203

149 金井遺跡 埼玉県 金井遺跡 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書
86 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

198909

150 広面遺跡 埼玉県 広面遺跡 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業B]報告書
89 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

199003

151 小数田遺跡 埼玉県 小敷日遺跡 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業Eil報告書

95 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

199 103

152 城北遺跡 埼玉県 城北遺跡 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書

150 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

199503

153 今井条里遺跡 埼玉県 今井条里遺跡 (財)埼玉畢埋蔵文化財調

査事業団報告書

192 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

99803

154 菖蒲城跡 埼玉県 菖蒲城跡 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書
232 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団

99902

155 築道下遺跡 埼玉県 築道下遺跡Ⅲ (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書
245 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団
200003

156 北島遺跡第17-19 -20 埼玉県 北島遺跡 Ⅶ (財)埼玉県埋蔵文化財調 291 (財)埼玉県埋蔵文化 20040 3
地点 査事業団報告書 財調査事業B]

157 古宮遺跡 埼玉県 古宮/ 中条条里/ 上河原 (財)埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書
298 (財)埼玉県埋蔵文化

財調査事業団
2004 09

158 北島遺跡第17-19 -21 埼玉県 北島遺跡 Ⅹ I (財)埼玉県埋蔵文化財調 303 (財)埼玉県埋蔵文化 2005 03

地点 査事業団報告書 財調査事業団

159 菅生遺跡 千葉県 一般国道409号(木更津工区) (財)千葉県文化財セン 337 (財)千葉県文化財セン 998 03
埋蔵文化財調査報告書 タ- 調査報告 タ-

160 芝野遺跡 千葉県. 東関東自動車道(千葉.富津 (財)千葉県文化財セン 409 (財)千葉県文化財セン200 103
級)埋蔵文化財調査報告書 タ- 調査報告 タ-

16 1常代遺跡六反免地区 千葉県 国道127号埋蔵文化財調査報 千葉県文化財センター調 493 (財)千葉県文化財セン2004 03
告書(第2章=常代遺跡六反免

地区)

重報告 タ-

162 姥田遺跡 千葉県 姥日遺跡発掘調査報告書 (財)君津郡市文化財セン

タ一発掘調査報告書

143 (財 )君津郡市文化財

センタI

199803

167



遺跡一覧表B-1

163 姥田遺跡 千葉県 姥EEL遺跡発掘調査報告書 E

】

(財 )君津郡市文化財セン

タT 発掘調査報告書 E
143 (財 )君津郡市文化財 [

センター 5

199803

ー64 姥田遺跡 千葉県 姥田遺跡発掘調査報告書 (財 )君津郡市文化財セン

ター発掘調査報告書
143 (財 )君津郡市文化財

センター
199803

165 常代遺跡 千葉県 常代遺跡Ⅱ (財)君津郡市文化財セン

ター発掘調査報告書
146 (財 )君津都市文化財

センター

99808

166 西原遺跡 千葉県 西原遺跡Ⅲ -(財)君津郡市文化財セン

ター発掘調査報告書
178 (財)君津郡市文化財.

センター

200303

i
167 多摩二ユ- タウン 東京都 多摩ニュータウン遺跡 東京都埋蔵文化財セン 75 (財)東京都生涯学習 99910

N o.7 53遺跡 タ- 調査報告 文化財団/ 東京都埋

蔵文化財センター

168 後楽ニ丁目南遺跡 東京都 後楽二丁目南遺跡 東京都埋蔵文化財セン

タI 調査報告

24 1 (財)東京都生涯学習

文化財団/ 東京都埋

蔵文化財センター

20 003

169 柴又帝釈天遺跡 東京都 柴又帝釈天遺跡 止 葛飾区遺跡調査会発掘調

査報告書

ll

lI

葛飾区遺跡調査会 19900 1

170 立石遺跡 東京都 立石遺跡Ⅲ 葛飾区遺跡調査会発掘調

査報告書

27 葛飾区遺跡調査会 199312

17 1 柴又帝釈天遺跡 東京都 柴又帝釈天遺跡Ⅶ 葛飾区遺跡調査会発掘調

l査報告書

36 葛飾区遺跡調査会 199603

172 柴又帝釈天遺跡 東京都 柴又帝釈天遺跡Ⅶ 葛飾区遺跡調査会発掘調

査報告書

36 葛飾区遺跡調査会 99603

173 染地遺跡第51地点 東京都 東京都調布市染地遺跡 調布市埋蔵文化財報告集

刊
2 調布市遺跡調査会 200703

174 落)]卜一の宮遺跡 東京都 落川Ⅰ- .の宮遺跡 Iー近世編.

中世編】

I

落川.. の宮遺跡(日

野3-2 -7号線)調査会.

調査団

ー999 11

175 落川 .一の宮遺跡 東京都 落川.一の宮遺跡Ⅳ - 自然科

学編-
i

落川 .一の宮遺跡(日

野3-2 -7号線 )調査会.

調査団

1999

176 干葉地東遺跡 神奈川県 千葉地東遺跡 神奈川県立埋蔵文化財セ 10 神奈川県立埋蔵文化 198602

ンタ- 調査報告 財センタ一

177 下新町遺跡 新潟県 今池遺跡.下新町遺跡.子安遺

跡

新潟県埋蔵文化財調査報

告書
35

i

新潟県教育委員会 198403

178 下新町遺跡 新潟県 今池遺跡.下新町遺跡.子安遺

跡

新潟県埋蔵文化財調査報

告書

]35 新潟県教育委員会 198403

179 子安遺跡 新潟県 今池遺跡.下新町遺跡.子安遺

跡

新潟県埋蔵文化財調査報

告書

35 E新潟県教育委員会

～

198403

[
180 馬見坂遺跡 新潟県 馬見坂遺跡.正尺A遺跡.正尺C 新潟県埋蔵文化財調査報 165 i(財)新潟県埋蔵文化 は00 610

遺跡 告書 財調査事業団

181 大角地遺跡 新潟県 大角地遺跡 新潟県埋蔵文化財調査報

告書
173 (財 )新潟県埋蔵文化

財調査事業団
200 612

182 野地遺跡 新潟県 !野地遺跡 新潟県埋蔵文化財調査報

上告書
196 (財 )新潟県埋蔵文化

財調査事業団
200 903

183 萩原遺跡 新潟県 萩原遺跡 新潟県埋蔵文化財調査報

告書
204 L(財 )新潟県埋蔵文化

財調査事業団
200 811

184 田伏山崎遺跡 新潟県 田伏山崎遺跡 新潟県埋蔵文化財調査報

告書
205 (財 )新潟県埋蔵文化

財調査事業団
20 0912

185 田伏山崎遺跡 新潟県 田伏山崎遺跡 新潟県埋蔵文化財調査報

告書
205 (財 )新潟県埋蔵文化

財調査事業団
20 09 2

186 日伏山崎遺跡 新潟県 田伏山崎遺跡 新潟県埋蔵文化財調査報

告書

205 (財 )新潟県埋蔵文化

財調査事業団

200912

187 家ノ内遺跡 新潟県 家ノ内遺跡発掘調査報告書 新発田市埋蔵文化財調査

報告

33 新発田市教育委員会.

国際航業株式会社

20060 7

188 竹ノ内Ⅱ遺跡 富山県 竹ノ内Ⅱ遺跡.柳田遺跡.下山 富山県文化振興財団埋蔵 42 (財 )富山県文化振興 200903

E

新東遺跡.下山新遺跡発掘調

重報告

文化財発掘調査報告 財団埋蔵文化財調査

事轟所

189 四方荒屋遺跡 富山県 富山市四方荒屋遺跡発掘調査

報告書

富山市埋蔵文化財調査報

dニ
口

23 富山市教育委員会 . 200803

190 桜町遺跡舟同地区 富山県 富山県小矢部市 桜町遺跡発

掘調査報告書 縄文遺構編 I .

弥生 .古墳.古代.中世編 Ⅱ 第

1分冊

小矢部市埋蔵文化財調査

報告書

53 小矢部市教育委員会 200403

191 鹿首モリガフチ遺跡 石川県 鹿首モリガフチ遺跡 石川県立埋蔵文化財

センター

198403

192 鹿首モリガフチ遺跡 石川県 鹿首モリガフチ遺跡 雷ヱ賢 埋蔵文化財 …198403

193 鹿首モリガフチ遺跡 石川県 鹿首モリガフチ遺跡

-

石川県立埋蔵文化財

センター

19840 3

194 寺家遺跡 石川県 寺家遺跡発掘調査報告書 I 石川県立埋蔵文化財

センター

19860 3

195 戸水C遺跡 石川県 金沢市戸水C遺跡 石川県立埋蔵文化財

センタ-

19860 3

196 倉部出戸遺跡 石川県 倉部 石川県立埋蔵文化財

センター

19900 3

197 I 塚イチノツ力遺跡 石川県 松任市- 塚イチノツ力遺跡 石川県立埋蔵文化財

センター

19900 3

is?



遺跡一覧表B-1

198 経念遺跡 石川県 珠洲市 経念遺跡 - 石川県立埋蔵文化財

センタ-

199603

199 能登部下仲町遺跡 石川県 能登部下仲町遺跡 (財)石川県埋蔵文化

財センター
199903

200 能登部下仲町遺跡 石川県 能登部下仲町遺跡 (財)石川県埋蔵文化

財センター
99903

20 1 能登部下仲町遺跡 石川県 能登部下仲町遺跡 (財)石川県埋蔵文化

財センター

199903

202 高昌C遺跡

-

石川県 鹿島町 御祖遺跡群 (財)石川県埋蔵文化

財センタI

199903

203 松山C遺跡 石川県 加賀市松山C遺跡 (財)石川県埋蔵文化

財センター

200 0 3

204 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三引遺跡 I (上層編

1)
I

(財)石川県埋蔵文化

財センタ-

200 0 3

205 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三引遺跡 I (上層編

1)

(財)石川県埋蔵文化

財センタI

200 103

206 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三引遺跡 I (上層編 E

1 )

(財)石川県埋蔵文化

財センター
200 103

207 藤江C遺跡 石川県 金沢市藤江C遺跡Ⅳ .Ⅴ 第1分

冊

(財 )石川県埋蔵文化

財センター
200 203

208 藤江C遺跡 石川県 金沢市藤江C 遺跡Ⅳ .Ⅴ 第1分

冊

(財 )石川県埋蔵文化

財センタ-
2 00 203

20 9 藤江C遺跡 石川県 金沢市藤江C遺跡Ⅳ .Ⅴ 第1分

冊

(財 )石川県埋蔵文化

財センター
200203

210 梅田B遺跡 石川県 金沢市 梅田B遺跡 .観法寺遺

跡 i

(財 )石川県埋蔵文化

財センター
200403

211 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三弓-遺跡Ⅲ (下層編) (財 )石川県埋蔵文化

財センター
200403

212 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三引遺跡Ⅲ(下層編) (財 )石川県埋蔵文化

財センター
200403

213 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三引遺跡Ⅲ(下層編) (財)石川県埋蔵文化

財センタ一
200403

2ー4 三引遺跡 石川県 田鶴浜町三引遺跡Ⅲ(下層編) (財)石川県埋蔵文化

財センター

200403

215 徳丸遺跡 石川県 .鹿西町 徳丸遺跡 (財)石川県埋蔵文化 200403

働 センタ- i

2 16 八 日市地方遺跡 石川県 八日市地方遺跡 7 】小松市教育委員会 200303

2 17 御経塚遺跡 石川県 野々市町御経塚遺跡 】野々市町教育委員会 98309

2 18 真脇遺跡 石川県 石川県能都町真脇遺跡 20 02 - 能都町教育委員会Ⅰ真

脇遺跡発掘調査団
200203

2 19 柿 .藤島遺跡泉田地区戸 井県

】

!林 .藤島遺跡泉田地区
】

-福井県埋蔵文化財調査報

』ニ
ra

1106 贋 芸芸霊冨票 文 200903

220 大島日遺跡 !福井県
～

大島田遺跡 勝山市埋蔵文化財調査報

上ヒ.
ロ

E9 5勝山市教育委員会
E
】

199 103
】

22 1 下長崎遺跡 山梨県 下長崎遺跡.両の木神社遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
44 山梨県埋蔵文化財セン

タ一
98903

222 東河原遺跡 山梨県 東河原遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
95 山梨県埋蔵文化財セン

タI

199403

223 油田遺跡 山梨県 油田遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
130 山梨県埋蔵文化財セン

ター

19970 3

】
224 油田遺跡 山梨県 油田遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
130 山梨県埋蔵文化財セン

ター

1997 03

225 油田遺跡 山梨県 油田遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
130 山梨県埋蔵文化財セン

ター

19970 3

226 油田遺跡 山梨県 油田遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
130 山梨県埋蔵文化財セン

ター

19970 3

227 油田遺跡 山梨県 油田遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
130 山梨県埋蔵文化財セン

ター
199703

228 大師東丹保遺跡 I 区 山梨県 大師東丹保遺跡 I 区 山梨県埋蔵文化財セン

タI 調査報告
131 山梨県埋蔵文化財セン

ター

199703

229 大師東丹保遺跡Ⅱ区. 山梨県 大師東丹保遺跡 Ⅱ.Ⅲ区 山梨県埋蔵文化財セン 132 山梨県埋蔵文化財セン 199703

Ⅲ区 ター調査報告 タ一

230 大師東丹保遺跡Ⅳ区 山梨県 大師東丹保遺跡Ⅳ区 山梨県埋蔵文化財セン

タI 調査報告

133 山梨県埋蔵文化財セン

ター
199703

23 1 大師東丹保遺跡Ⅳ区 山梨県 大師東丹保遺跡Ⅳ区 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
133 山梨県埋蔵文化財セン

タ.
199703

232 大師東丹保遺跡Ⅳ区 山梨県 大師東丹保遺跡Ⅳ区 山梨県埋蔵文化財セン

-タ- 調査報告

133 山梨県埋蔵文化財セン

ター
199703

233 宮沢中村遺跡 山梨県 宮沢中村遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告

181 山梨県埋蔵文化財セン

ター
2000 03

234 二本柳遺跡 山梨県 二本柳遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告書

183 山梨県埋蔵文化財セン

タ一
2000 03

235 塩瀬下原遺跡 山梨県 塩瀬下原遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告

185 山梨県埋蔵文化財セン

ター

2000 12

236 藤田池遺跡 山梨県 藤田池遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

タI 調査報告

204 山梨県埋蔵文化財セン

ター
2003 03

is



遺跡一覧表B-1

237 百々遺跡 山梨県 百々遺跡2.4 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告
212 山梨県埋蔵文化財セン

タI
20040 2

238 足原田遺跡 山梨県 足原田遺跡 I 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告

230 山梨県埋蔵文化財セン

ター

20050 8

239 平田害第2遺跡 山梨県 平田宮第2遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告

244 山梨県埋蔵文化財セン

タ一

20070 3

240 延命寺遺跡 山梨県 延命寺遺跡 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告

251 山梨県埋蔵文化財セン

】タI

200803

24ー小井川遺跡 山梨県 小井川遺跡Ⅳ 山梨県埋蔵文化財セン

ター調査報告

256 山梨県埋蔵文化財セン

ター

200803

242 ヂクヤ遺跡 山梨県 ヂクヤ遺跡 甲府市文化財調査報告書 22 甲府市遺跡調査会 200303

243 ヂクヤ遺跡 山梨県 .ヂクヤ遺跡 ]甲府市文化財調査報告書 22 甲府市遺跡調査会 200303

244 塩部遺跡 山梨県 塩部遺跡 I 甲府市文化財調査報告書 24 甲府市遺跡調査会 200401

245 塩部遺跡 山梨県 塩部遺跡Ⅱ 甲府市文化財調査報告書 30 甲府市遺跡調査会 200503

24 6 石橋条里制遺跡北砂

吐地区

山梨県 石橋条里(3次).石橋遺跡 境川村埋蔵文化財調査報

告書
18 境川村教育委員会 200303

24 7 御社宮司遺跡 長野県 長野県中央道埋蔵文化財包蔵

地発掘調査報告書

長野県教育委員会 198202

24 8 地之目遺跡.一丁日遺

跡

長野県 中央自動車道長野線埋蔵文化

財発掘調査報告書13

(財)長野県埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

16 (財)長野県埋蔵文化 199403

財センター
】

249 飯田古屋敷遺跡 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発

掘調査報告書13

(財)長野県埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

24 (財)長野県埋蔵文化

財センター
99703

250 常田居屋敷遺跡群 長野県 北陸新幹線埋蔵文化財発掘調 (財)長野県埋蔵文化財セ 30 (財)長野県埋蔵文化 99803
査報告書1 ンタ一発掘調査報告書 】財センタ-

251 浅川扇状地遺跡群 長野県 北陸新幹線埋蔵文化財発掘調 (財)長野県埋蔵文化財セ 34 (財)長野県埋蔵文化 199803
査報告書5 ンタ- 発掘調査報告書 財センター

252 北之脇遺跡 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発 (財)長野県埋蔵文化財セ 43 (財)長野県埋蔵文化 99903
掘調査報告書9 ンタ÷発掘調査報告書 財センター

253 春山.春山B遺跡 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発

掘調査報告書11

(財)長野県埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

45 (財)長野県埋蔵文化

財センター
199911

254 春山.春山B遺跡 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発 (財)長野県埋蔵文化財セ 45 (財)長野県埋蔵文化 199911
掘調査報告書11 ンタ- 発掘調査報告書 財センター

255 更埴条里遺跡.厘代遺

m n

長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発 (財)長野県埋蔵文化財セ 54 i(財)長野県埋蔵文化 200003
掘調査報告書 ンタ- 発掘調査報告書 財センター

256】更埴条里遺跡.厘代遺 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発 (財)長野県埋蔵文化財セ 54 (財)長野県埋蔵文化 200003
跡群 掘調査報告書 ンタI 発掘調査報告書 財センタI

257 更埴条里遺跡.厘代遺

跡群

長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発

掘調査報告書

(財)長野県埋蔵文化財セ

ンタ一発梶調査報告書 .

54 (財)長野県埋蔵文化

財センタ一
200003

258 更埴条里遺跡.厘代遺

跡群

長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発

i掘調査報告書

(財)長野県埋蔵文化財セ

ンタ- 発掘調査報告書

54 i(財)長野県埋蔵文化

[財センター
200003

259 更埴条里遺跡1屋代遺 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発 (財)長野県埋蔵文化財セ 54 i(財)長野県埋蔵文化 …200003

跡群 掘調査報告書 . ンタ- 発掘調査報告書 …財センター
～

260 更埴条里遺跡 .厘代遺

跡群

長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発

掘調査報告書

(財)長野県埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

54 (財)長野県埋蔵文化

財センター
200003

261 更埴条里遺跡 .屋代遺 長野県 上信越自動車道埋蔵文化財発 (財)長野県埋蔵文化財セ 54 (財)長野県埋蔵文化 200003
跡群 掘調査報告書 ンタ- 発掘調査報告書 財センター

262 石川条里遺跡 長野県 石川条里遺跡 (6) 長野市の文化財 45 長野市教育委員会埋

蔵文化財センター
199203

263 石川条里遺跡 長野県 石川条里遺跡 (6) 長野市の文化財 45 長野市教育委員会埋

蔵文化財センター
199203

264 石川条里遺跡 長野県 石川条里遺跡 (6) 長野市の文化財 …45 -長野市教育委員会埋

】蔵文化財センター
199203

265 石川条里遺跡 長野県 石川条里遺跡 (6) 長野市の文化財 P 5 】長野市教育委員会埋

蔵文化財センタ-
199203

266 今宿遺跡 岐阜県 今宿遺跡 岐阜県文化財保護セン

ター調査報告書
37 (財)岐阜県文化財保

護センタ一
199803

267 今宿遺跡 岐阜県 今宿遺跡 .岐阜県文化財保護セン

ター調査報告書

37 (財)岐阜県文化財保

護センタI
199803

268 堂ノ前遺跡 岐阜県 岐阜県吉城郡宮川村堂ノ前遺

跡発掘調査報告書

宮川村埋蔵文化財調

査室
199603

269 宮下遺跡 静岡県 宮下遺跡(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
9 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
19850 3

270 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

9900 3

271 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19900 3

272 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
19900 3

273 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編.)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199003

274 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199003

275 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199003

276 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199003

HI
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277 川合遺跡 静岡県 川合遺跡(遺構編)本文編 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
25 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199003

278 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡 I (遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
27 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199 03

279 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡 I (遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
27 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199 03

280 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡 I (遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
27 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199 103

281 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡 I (遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
27 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199 103

2 82 池ケ谷遺跡 静岡県 池ケ谷遺跡 I (遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
38 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

2 83 池ケ谷遺跡 静岡県 池ケ谷遺跡 I (遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
38 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

284 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

285 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

286 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

287 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

99203

288 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

289 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

99203

290 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

29 1瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

i

292 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

99203

-
～93 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40

F

(財)静岡県埋蔵文化 】199203

財調査研究所 1

294 瀬名遺跡 静岡県 t瀬名遺跡 I (遺構編 I)
i

静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

-財調査研究所

99203

295 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研…40

究所調査報告 [

(財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

⊥
2 96 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
19920 3

l
297 瀬名遺跡 静岡県 -瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県

究所調

埋蔵文化財調査研

重報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
19920 3

-

298 瀬名遺跡 】静岡県

i
,

輝 名遺跡 I (遺構編 I)

～

静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 E(財)静岡県埋蔵文化 199203

Ly 調査研究所 】

299 瀬名遺跡

E

l静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

300 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

30 1瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

302 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I )
～

静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

303 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

304 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

305 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

306 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
99203

307 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
99203

308 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

309 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

310 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

311 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

312 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

313 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

314 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

171



遺跡一覧表B-1

315 瀬名遺跡 静岡県 -瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化 】

財調査研究所

199203

3 16 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

3 17 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

3 18 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財 )静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199203

319 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財 )静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

320 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財 )静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

321 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

ー99203

322 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199203

323 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19 9203

324 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19 9203

325 瀬名遺跡 静岡県 瀬名遺跡 I (遺構編 I ) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
40 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19920 3

326 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡Ⅲ(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
49 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19940 3

327 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡Ⅲ(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
49 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19940 3

32 8 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡Ⅲ(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
49 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19940 3

3 29 長崎遺跡 静岡県 長崎遺跡Ⅲ(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
49 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

19940 3

3 30 川合遺跡八反田地区 静岡県 川合遺跡八反日地区Ⅱ 本文 静岡県埋蔵文化財調査研 63 (財)静岡県埋蔵文化 199503

編 究所調査報告 財調査研究所

331 川合遺跡八反田地区 静岡県 川合遺跡八反日地区Ⅱ 本文 静岡県埋蔵文化財調査研 63 (財)静岡県埋蔵文化 199503

編 …究所調査報告 財調査研究所

332 川合遺跡八反田地区 静岡県 川合遺跡八反田地区Ⅱ 本文 静岡県埋蔵文化財調査研 63 (財)静岡県埋蔵文化 199503

編 究所調査報告 財調査研究所

333 曲金北遺跡 静岡県 曲金北遺跡(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

68 (財)静岡県埋蔵文化

!財調査研究所
199603

334 曲金北遺跡

i

静岡県 】曲金北遺跡(遺構編) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

68 圧財 )静岡県埋蔵文化

財調査研究所
199603

335日日合遺跡志保田地区 i静岡県

1

川合遺跡志保田地区 …静岡県埋蔵文化財調査研
一究所調査報告

102 (財 )静岡県埋蔵文化

財調査研究所
ー99803

336 元島遺跡 静岡県 元島遺跡 I (遺構編本文) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
109 i(財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199803

I
337 元島遺跡 静岡県 元島遺跡 I (遺構編本文) ～静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
109 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199803

338 元島遺跡 静岡県 元島遺跡 I (遺構編本文) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
109 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199803

339 元島遺跡 静岡県 元島遺跡 I (遺構編本文) 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
109 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

199803

340 恒武西宮遺跡 静岡県 恒武西宮.西浦遺跡 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
120 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

200003

34 1 恒武西宮遺跡 静岡県 恒武西宮.西浦遺跡 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
120 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

200003

342 矢崎遺跡 静岡県 矢崎遺跡Ⅱ 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
125 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

200 103

343 恒武東覚遺跡 静岡県 恒武東覚遺跡 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告
148 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

200403

344 本郷坪遺跡 静岡県 本郷坪遺跡 静岡県埋蔵文化財調査研

究所調査報告

164 (財)静岡県埋蔵文化

財調査研究所

2005 12

34 5 長沼遺跡第2次 静岡県 長沼遺跡 静岡市埋蔵文化財発掘調

重報告
58 静岡市教育委員会 200203

34 6 長沼遺跡第2次 静岡県 長沼遺跡 静岡市埋蔵文化財発掘調

重報告

58 静岡市教育委員会 200203

34 7 長沼遺跡第2次 静岡県 長沼遺跡 静岡市埋蔵文化財発掘調

重報告

58 静岡市教育委員会 200203

34 8 長沼遺跡第2次 静岡県 長沼遺跡 静岡市埋蔵文化財発掘調

重報告

58 静岡市教育委員会 200 203

34 9 西畑屋遺跡 静岡県 西畑屋遺跡1999 (財)浜松市文化協会 199 903

3 50 梶子遺跡 静岡県 梶子遺跡Ⅹ (財)浜松市文化協会 200402

3 51 城山遺跡 静岡県 城山遺跡(200 5b ) 浜松市教育委員会.

(財)浜松市文化振興

財団

200 512

3 52 伊場遺跡 静岡県 伊場遺跡補遺編(第8~ 13次調

査遺構 s 然遺物)

浜松市教育委員会 200 703

3 53 御殿 .二之宮遺跡第6

次

静岡県 御殿.二之宮遺跡第6次発掘調

査報告書

山武考古学研究所 199 503
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遺跡一覧表B-i

354 清洲城下町遺跡 愛知県 清洲城下町遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

17 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター 】
19900 3

355 清洲城下町遺跡 愛知県 清洲城下町遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

17 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター
999003

356 山中遺跡 愛知県 山中遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

40 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター
1992 03

357 大毛池田遺跡 愛知県 大毛池田遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書 .

72 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター
199708

358 門間沼遺跡 愛知県 門間沼遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

80 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター
ー99808

359 門間沼遺跡 愛知県 門間沼遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

～80
i
P

(財 )愛知県埋蔵文化

財センター

199808

360 下津北山遺跡 愛知県 下津北山遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンタ一報告書

蝣蝣as
】

(財 )愛知県埋蔵文化

財センター
2000 08

361 猫島遺跡 愛知県

ち

猫島遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

107 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター
200308

i

362 猫島遺跡 愛知県 猫島遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

107 (財 )愛知県埋蔵文化

財センタI

2 00308

363 水入遺跡 愛知県 水入遺跡 . (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

108 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター

12 00508

364 志賀公園遺跡 愛知県 志賀公園遺跡Ⅱ (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

12 1 (財 )愛知県埋蔵文化

財センター
200408

365 伝法寺本郷遺跡 愛知県 島崎遺跡.伝法寺本郷遺跡.中 (財)愛知県埋蔵文化財セ 139 (財)愛知県教育.ス 200603
之郷北遺跡 ンタ- 報告書 ボーッ振興財団 (財)

愛知県埋蔵文化財セン

タ-

366 中之郷北遺跡

i

愛知県 島崎遺跡.伝法寺本郷遺跡.中 (財 )愛知県埋蔵文化財セ 139 (財)愛知県教育.ス 200603
之郷北遺跡 ンタ- 報告書 ボーッ振興財団 (財 )

愛知県埋蔵文化財セン

ター

367 伝法寺野田遺跡 愛知県 伝法寺野田遺跡

～

(財 )愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

14 1 (財)愛知県教育.ス

ポl ツ振興財団 (財 )

愛知県埋蔵文化財セン

ター

】200703

368 上品野蟹川遺跡 愛知県

I
一一

上品野蟹川遺跡 (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンタ一報告書
】

i

1142

,
i
～

(財)愛知県教育.ス

ポーツ振興財団 (財 )

一票 県埋蔵文化財セン

200803

i

I

369 惣作 .鐘場遺跡 Ⅱ 愛知県 惣作.鐘場遺跡Ⅱ

I

i

(財)愛知県埋蔵文化財セ

ンター報告書

150
r
I

I
r

!(財)愛知県教育.ス

ポーツ振興財団 (財 )

愛知県埋蔵文化財セン

ター

200803

370 朝日遺跡 愛知県 …朝 日遺跡Ⅷ (財)愛知県埋蔵文化財セ

ンタ- 報告書

154 (財)愛知県教育.ス

ポーツ振興財団 (財 )

愛知県埋蔵文化財セン

ター

200903

371 須ケ谷遺跡 愛知県 須ケ谷遺跡.西海塚遺跡.山王 (財)愛知県埋蔵文化財セ 156 i(財)愛知県教育.ス 200803
遺跡 ンタ- 報告書 ボーッ振興財団 (財 )

愛知県埋蔵文化財セン

ター

372 志賀公園遺跡第2次 愛知県 志賀公園遺跡第2次発掘調査

概要報告書

;名古屋市教育委員会 199503

373 郷上遺跡 愛知県 郷上遺跡 豊田市埋蔵文化財発掘調

査報告書
35 豊田市教育委員会 2009

374 森山東遺跡 三重県 一般国道23号中勢道路(9工

区)道路建設事業に伴う松ノ木

遺跡.森山東遺跡.太田遺跡発

掘調査報告

三重県埋蔵文化財調査報

rt-
.=l

115ー1 L i 県埋蔵文化財セン 199303

375 森山東遺跡 三重県 一般国道23号中勢道路(9エ 三重県埋蔵文化財調査報 115-1 三重県埋蔵文化財セン 199303

区)道路建設事業に伴う松ノ木

遺跡.森山東遺跡.太田遺跡発

掘調査報告

d=
口

タ-

376 筋違遺跡 三重県 筋違遺跡発掘調査報告 第一分

冊

三重県埋蔵文化財調査報

.d=l=.

115- 三重県埋蔵文化財セン 200403

19 タ-

377 筋違遺跡 三重県 筋違遺跡発掘調査報告 第1分 三重県埋蔵文化財調査報 115- 三重県埋蔵文化財セン 200403

冊 d=
l=- ー9 タ-

378 筋違遺跡 三重県 筋違遺跡発掘調査報告 第1分

冊

三重県埋蔵文化財調査報

.dこ。

115-

19

三重県埋蔵文化財セン

ター
200403

379 筋違遺跡 三重県 筋違遺跡発掘調査報告 第1分 三重県埋蔵文化財調査報 115ー 三重県埋蔵文化財セン 200403

冊 dニ
l=. 19 タI

380 舞出北遺跡 三重県 I 般国道23号中勢道路(13エ 三重県埋蔵文化財調査報 115ー 三重県埋蔵文化財セン 20 1003
区)建設事業.亭伴う 舞出北遺

跡発掘調査報告2

d=
l=l 24 タ-

381 赤部遺跡 三重県 赤部遺跡 松阪市埋蔵文化財発掘調

重報告

3 松阪市教育委員会.松

阪市文化財センター

200703
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遺跡-覧表B-1

382 里井B 遺跡 E滋賀県 里井B 遺跡 -日野川広域河川改修工事

に伴う発掘調査報告書

雷 JS 芸夏雲昆孟轟 20050 3

護協会

383 弘前遺跡 滋賀県 弘前遺跡 I ほ場整備関係(水質保全

対策)遺跡発掘調査報告

m .
日

35- 滋賀県教育委員会. i

(財)滋賀県文化財保

護協会

200803

384 長島遺跡.夕日ケ丘北

遺跡

滋賀県 長島遺跡.夕日ケ丘北遺跡 県営田園空間整備事業

(野洲川下流地区)集落農

園工事に伴う発掘調査報

告書

2 滋賀県教育委員会.

(財)滋賀県文化財保

護協会

20 003

385 関津遺跡 滋賀県 E関津遺跡Ⅲ ほ場整備関係(経営体育

成基盤整備)遺跡発掘調

査報告書

37- 4 滋賀県教育委員会.

(財 )滋賀県文化財保

護協会

1201003
;
～
i
i

386 関津遺跡 滋賀県 関津遺跡Ⅲ ほ場整備関係 (経営体育

成基盤整備)遺跡発掘調

査報告書

37- 4 滋賀県教育委員会Ⅰ

(財)滋賀県文化財保

護協会

】201003

387 関津遺跡 滋賀県 =調津遺跡Ⅲ ほ場整備関係 (経営体育

成基盤整備)遺跡発掘調

査報告書

37- 4 滋賀県教育委員会.

(財 )滋賀県文化財保

護協会

20 003

388 椋ノ木遺跡第5次 京都府 6.椋ノ木遺跡第5次発掘調査概

要

京都府遺跡調査概報 105 (財 )京都府埋蔵文化

財調査研究センター
200212

38 9 椋ノ木遺跡第5次 京都府 6.椋ノ木遺跡第5次発掘調査概

要

京都府遺跡調査概報 105 i(財 )京都府埋蔵文化
「財調査研究センター

200212

390 椋ノ木遺跡第5次 京都府 6.椋ノ木遺跡第5次発掘調査概

要

京都府遺跡調査概報 105 (財 )京都府埋蔵文化

財調査研究センター
200212

391 魚田遺跡第6次.西村 京都府 10.大住地区府営ほ場整備事 京都府遺跡調査概報 107 (財 )京都府埋蔵文化 200303

遺跡.門田遺跡 業関係遺跡発掘調査概要 財調査研究センター

392 長岡京右京第825次 京都府 5京 都第二外環状道路関係遺 京都府遺跡調査概報 …118 (財 )京都府埋蔵文化 200603

(京都第二外環状道路

関係遺跡友岡.調子地

区)

跡平成16年度発掘調査概要 財調査研究センター

393 長岡京右京第825次 京都府 5.京都第二外環状道路関係遺 京都府遺跡調査概報 118 (財 )京都府埋蔵文化 200603

(京都第二外環状道路

関係遺跡友岡.調子地

区)

跡平成16年度発掘調査概要 財調査研究センタI

394 長岡京右京第825次 京都府

I
～

】

5.京都第二外環状道路関係遺 京都府遺跡調査概報 18 (財 )京都府埋蔵文化 200603

(京都第二外環状道路

関係遺跡友岡.調子地

区)

跡平成16年度発掘調査概要 財調査研究センタ-

395 免田遺跡第7次 京都府 [京都府遺跡調査報告集

i

133 (財 )京都府埋蔵文化

財調査研究センター
2009

396t魚田遺跡第7次 京都府 i
ら

1京都府遺跡調査報告集 133 (財)京都府埋蔵文化 12009
[財調査研究センター

397 魚田遺跡第7次 京都府 京都府遺跡調査報告集 133 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター
2009

398 志高遺跡 京都府 京都府遺跡調査報告書 12 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター

198903

399 志高遺跡 京都府 京都府遺跡調査報告書 12 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センタ-

198903

400 志高遺跡 京都府 i 京都府遺跡調査報告書 12 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センタ一

198903

40 1 志高遺跡 京都府 京都府遺跡調査報告書 12 (財)京都府埋蔵文化 い98903

財調査研究センター 】

402 志高遺跡 京都府 京都府遺跡調査報告書 12 品 夏雲票 賢 竺 …198903

403 志高遺跡 京都府 京都府遺跡調査報告書 12 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター
198 903

404 志高遺跡 京都府 】京都府遺跡調査報告書 12 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センタ-
98 903

405 下植野南遺跡 京都府 下植野南遺跡 京都府遺跡調奪報告書 25 (財)奉都府埋蔵文化

財調査研究センター
99903

406 下植野南遺跡 京都府 下植野南遺跡 京都府遺跡調査報告書 25 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター
199903

407 内里八丁遺跡A地区.

B地区

京都府 内里八丁遺跡 京都府遺跡調査報告書 26 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター
1999 2

408 市田斉当坊遺跡 京都府

I

市田斉当坊遺跡 京都府遺跡調査報告書 36 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センタ一

200403

409 吉田近衛遺跡 京都府 吉田近衛町遺跡 京都文化博物館調査研究

報告

4 (財)京都文化財団.京

都府京都文化博物館
198903

4 10 平安京右京六条四坊 京都府 平安京右京六条四坊九町.五 京都文化博物館調査研究 8 京都府京都文化博物 199 109

九町.五条大路 条大路 報告 鰭

411 水量遺跡.長岡京左京 京都府 水垂遺跡 長岡京左京六.七条 京都市埋蔵文化財研究所 17 (財)京都市埋蔵文化 199803

六 .七条三坊 三坊 調査報告 財融究所.

412 水垂遺跡.長岡京左京 京都府 水垂遺跡 長岡京左京六.七条 京都市埋蔵文化財研究所 17 (財)京都市埋蔵文化 199803

六 .七条三坊 三坊 調査報告 財研究所

413 平安京右京三条二坊

十四町跡

京都府 平安京右京三条二坊十四町跡 京都市埋蔵文化財研究所

発掘調査報告

2006-

1

(財)京都市埋蔵文化

財研究所
200703
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遺跡一覧表B-1

414 平安京右京三条三坊 平安京右京三条三坊三町跡 京都市埋蔵文化財研究所 200 9- (財)京都市埋蔵文化 2009 10
三町跡 調査報告 4 財研究所

415 長岡京右京二条三坊 京都府 長岡京右京二条三坊- .八町. 京都市埋蔵文化財研究所 200 9- (財)京都市埋蔵文化 20 1002
I .八町,上里遺跡 上里遺跡 発掘調査報告 9 財研究所

416 広野遺跡 京都府 広野遺跡発掘調査概要 宇治市埋蔵文化財発掘調

査概報

～48 宇治市教育委員会 200003

417 宇治川太閤堤跡 京都府 宇治川太閤堤跡発掘調査報告

圭
日

宇治市埋蔵文化財発掘調

査報告書
73 宇治市教育委員会 20090 1

418 宇治川太閤堤跡 京都府 宇治川太閤堤跡発掘調査報告

二重=
日

宇治市埋蔵文化財発掘調

査報告書
73 宇治市教育委員会 20090 1

419恒 岡京左京第258次 京都府 長岡京跡左京第240 -25 8次調 向日市埋蔵文化財調査報 31 (財)向日市埋蔵文化 99 103
査 (7A N FO R -FO R - 3地区)～

東一坊大路.四条条問小路交

差点.鴨田遺跡～発掘調査概

要

告書 財センター.向日市教

育委員会

420 長岡京左京第258次 京都府 長岡京跡左京第240 -2 58次調 向日市埋蔵文化財調査報 31

～

(財)向日市埋蔵文化 199 103
査 (7A N FO R -FO R - 3地区)～

真一坊大路.四条条間小路交

差点.鴨田遺跡～発掘調査概

要

告書 財センタI .向日市教

育委員会

42 1 長岡京左京第258次 京都府 長岡京跡左京第240 -2 58次調 向日市埋蔵文化財調査報】31 (財)向日市埋蔵文化 99 103
査 (7A N FO R -FO R - 3地区)～

真一坊大路.四条条間小路交

差点.鴨田遺跡～発掘調査概

要

告書 財センタ- -向日市教

】育委員会

422 長岡京左京第310次 京都府 長岡京跡左京第310次 向日市埋蔵文化財調査報 57 (財)向日市埋蔵文化 2002 12
(7A N FM R - 2地区～四条条間

小路, 左京四条二坊七町～発

掘調査報告

告書 財センター

423 長岡宮跡第422次 京都府 長岡宮跡第422次 (7A N FY S - 2 向日市埋蔵文化財調査報 66 (財 )向日市埋蔵文化 20050 3
地区)～朝堂院南方官街～発

掘調査報告

告書 財センタ-

424 修理式遺跡第12次 京都府 修理式遺跡第12次(3N S B T D - 向日市埋蔵文化財調査報 75 (財 )向日市埋蔵文化 20070 8
2地区)～修理式遺跡北部～発

掘調査報告

告書

r

財センタ-

425 長岡宮第452次

i

京都府

ら
i

長岡宮跡第452次 (7A N E H J -

13地区)～朝堂院前庭. 乙訓郡

[街跡～発掘調査報告

!向日市埋蔵文化財調査報

告書
81 (S fr)空IB TfrI - 埋蔵文化

I

20 10 01

426 長岡京跡左京第512 i京都府

-

長岡京跡左京第512 -518次 向日市埋蔵文化財調査報 81 圧財 )向日市埋蔵文化 201001
# 蝣第518次

i
i
～
～

(7A N FK D - 6 -7地区)～四条条

間北小路,左京四条- 坊十六

町,中福知遺跡～発掘調査報

dニ
lコ

告書 [財センター

I

i

427 門田遺跡 京都府

I

i門田遺跡発掘調査概報 1京田辺市埋蔵文化財調査

報告書

35 京田辺市教育委員会 200 503

428 京都大学構内遺跡(白 京都府 】京都大学埋蔵文化財調査!Ⅱ 京都大学埋蔵文化財 198 103
河北殿第1次 .第2次) 報告- 白河北殿北辺の調

査-

研究センター

429 京都大学構内遺跡(白 京都府 京都大学埋蔵文化財調査 Ⅱ 京都大学埋蔵文化財 198 10 3
河北殿第1次 .第2次) 報告- 白河北殿北辺の調

査-

研究センター

430 北白川追分町遺跡 京都府 京都大学埋蔵文化財調査

報告- 北白川追分町縄文

遺跡の調査ー

Ⅲ 京都大学埋蔵文化財

研究センタ一

19850 3

43 1 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内BA 28区の発 京都大学構内遺跡調査研 1992 京都大学埋蔵文化財 ー99503
跡BA 28区 掘調査 究年報 年度 研究センター

432 京都大学本部構内遺 京都府 . 京都大学本部構内A U30区 . 京都大学構内遺跡調査研 1993 京都大学埋蔵文化財 199703
跡A U 30区 .A V 30区 A V 30区の発掘調査 究年報 . 年度 研究センター

433 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内B B 82区の発 京都大学構内遺跡調査研 1993 京都大学埋蔵文化財 199703
跡 B B 28区 掘調査 究年報 年度 研究センター

434 京都大学本部構内遺 京都府 京都大学本部構内AW 25区の 京都大学構内遺跡調査研 1993 京都大学埋蔵文化財 199703
跡A W 25区 発掘調査 究年報 年度 研究センター

435 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内B F34区の発 京都大学構内遺跡調査研 1994 京都大学埋蔵文化財 199803
跡 B F34区 掘調査 究年報 年度 研究センター

436 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内B F30区の発 京都大学構内遺跡調査研 1994 京都大学埋蔵文化財 199803
跡B F30区 掘調査 究年報 年度 研究センター

437 京都大学総合人間学 京都府 京都大学総合人間学部構内 京都大学構内遺跡調査研 1995 京都大学埋蔵文化財 199903
部構内遺跡A O 22区 A O 2 2区の発掘調査 究年報 年度 研究センター

438 京都大学総合人間学 京都府 京都大学総合人間学部構内 京都大学構内遺跡調査研 1995 京都大学埋蔵文化財 199903
部構内遺跡A O 22区 A O 2 2区の発掘調査 究年報 年度 研究センター

439 京都大学本部構内遺 京都府 京都大学本部構内AX 25 -A X 26 京都大学構内遺跡調査研 995 京都大学埋蔵文化財 199903
跡A X 25 -A X 26区 区の発掘調査 究年報 年度 研究センター

440 京都大学北部構内遺 京都府 北白川追分町弥生時代遺跡の 京都大学構内遺跡調査研 1995 京都大学埋蔵文化財 199903
跡B A 30区 展開一京都大学北部構内BA 30

区 (追分地蔵地点)の出土資料

究年報 (第Ⅱ部/ 京都大

学埋蔵文化財研究セン

タ- 紀要)

年度 研究センター

175



遺跡-覧表B-1

44 1 京都大学病院構内遺 京都府 京都大学病院構内遺跡AG 20 - 京都大学構内遺跡調査研 1996 京都大学埋蔵文化財 200008
跡AG 20区 AF20区 AF20区の発掘調査 究年報 年度 研究センター

442 京都大学医学部構.内 京都府 京都大学医学部構内遺跡AN 20 京都大学構内遺跡調査研 1996 京都大学埋蔵文化財 200008
遺跡A N20区 区の発掘調査 究年報 年度 研究センター

443 京都大学本部構内遺 京都府 京都大学本部構内AW 26区の 京都大学構内遺跡調査研 1999 京都大学埋蔵文化財 2003 1
跡AW 26区 発掘調査 究年報 年度 研究センター

444 京都大学本部構内遺 京都府 京都大学本部構内AX22区の立 京都大学構内遺跡調査研 1999 京都大学埋蔵文化財 2003 11
…跡AX 22区(立合い) 合調査 究年報 年度 研究センター

445 京都大学吉田南構内 京都府 京都大学吉日南構内AN2 2区の 京都大学構内遺跡調査研 2000 京都大学埋蔵文化財 200503
遺跡A N22区 調査 究年報 年度 研究センタ-

44 6 京都大学北部構内遺

跡BC 28区

京都府 京都大学北部構内BC 28区の発 京都大学構内遺跡調査研 2000 京都大学埋蔵文化財 200503
掘調査 究年報 年度 研究センタ-

44 7 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内BC 28区の発 京都大学構内遺跡調査研 2000 京都大学埋蔵文化財 200503
跡BC 28区 掘調査 究年報 年度 研究センター

448 京都大学本部構内遺 京都府 京都大学本部構内AT21区の発 京都大学構内遺跡調査研 2001 京都大学埋蔵文化財 200603
.跡AT 21区 掘調査 究年報 年度 研究センター

449 京都大学吉田南構内 京都府 京都大学吉田南構内AR24区の 京都大学構内遺跡調査研 200 京都大学埋蔵文化財 200603
～遺跡A R24区 発掘調査 」^ 16 年度 研究センタI

450 京都大学病院構内遺

跡AE19区

京都府 京都大学病院構内AE19区の発 京都大学構内遺跡調査研 2002 京都大学埋蔵文化財 200703
掘調査 究年報 年度 研究センター

451 京都大学本部構内遺 】京都府
i
,

京都大学本部構内AU25区の発 京都大学構内遺跡調査研 2002 京都大学埋蔵文化財 200703
跡AU 25区 掘調査 究年報 年度 研究センタI

452 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内BD28区の発 京都大学構内遺跡調査研 2002 j京都大学埋蔵文化財 …200703
跡BD 28区 掘調査 究年報 年度 L研究センタ-

453 京都大学北部構内遺 京都府 ]京都大学北部構内BD28区の発 京都大学構内遺跡調査研 2002 京都大学埋蔵文化財 200703
跡BD 28区 掘調査 究年報 年度 研究センタ-

454 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内BD28区の発 京都大学構内遺跡調査研 2002 京都大学埋蔵文化財 200703
跡BD 28区 掘調査 究年報 年度 研究センター

455 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内BF32区の発 京都大学構内遺跡調査研 200 3 京都大学埋蔵文化財 20080 3
跡BF 32区 掘調査 究年報 年度 研究センター

456 京都大学北部構内遺 京都府 京都大学北部構内BF32区の発 京都大学構内遺跡調査研 200 3 京都大学埋蔵文化財 20080 3
跡BF3 2区 掘調査 究年報 年度 研究センター

457 京都大学北部構内遺 .京都府 ]京都大学北部構内BC30区の発 京都大学構内遺跡調査研 200 4 京都大学埋蔵文化財 200 903

i
跡BC 30区 掘調査 」年報

i 200 6
庫 度

研究センター

E
458…京都大学北部構内遺 京都府

l
,

京都大学北部構内BC30区の発 京都大学構内遺跡調査研 2004 京都大学埋蔵文化財 200903
l跡BC 30区 -掘調査

1

究年報

200 6
年度

研究センター

459 萱振遺跡第1次 [大阪府
I
-

萱振遺跡 大阪府文化財調査報告書 第39

輯

大阪府教育委員会 199203

l
460 志紀遺跡第6次 大阪府 [志紀遺跡発掘調査概要蝣n i 大阪府教育委員会 199203

46 1 志紀遺跡第7次 .大阪庶 志紀遺跡発掘調査概要.Ⅲ ] 大阪府教育委員会 】199303

462】志紀遺跡第7次 大阪府 t志紀遺跡発掘調査概要.Ⅲ 1 大阪府教育委員会 199303
463】志紀遺跡第7次 F大阪府 志紀遺跡発掘調査概要.Ⅲ 大阪府教育委員会 99303
464 .志紀遺跡第7次 大阪腐 志紀遺跡発掘調査概要 .Ⅲ 】 大阪府教育委員会 199303
465 西大井遺跡 大阪庶 西大井遺跡発掘調査概要1992 !

年度ー 92 -1区の調査ー
大阪府教育委員会 199403

466 西大井遺跡 大阪庶 西大井遺跡発掘調査概要ー992

年度 -'92 -1区の調査-
大阪府教育委員会 199403

467 七ノ坪遺跡 大阪庶 七ノ坪遺跡 大阪府埋蔵文化財調査報

dニ
l=-

2000-
-6

大阪府教育委員会 200103

468 跡部遺跡 大阪府 跡部遺跡 大阪府埋蔵文化財調査報

d=
蝪

200 1ー

6

大阪府教育委員会 200203

469 跡部遺跡 大阪庶 跡部遺跡 大阪府埋蔵文化財調査報

』と.
口

200 1-

6

大阪府教育委員会 】200203

470 跡部遺跡 大阪庶 跡部遺跡 大阪府埋蔵文化財調査報

氏.
l=-

200 1】

6

大阪府教育委員会 200203

471 跡部遺跡 大阪腐 跡部遺跡 大阪府埋蔵文化財調査報

.dこロ

2001-

6

大阪府教育委員会 200203

4 72 萱振遺跡第2次 大阪腐

】

萱振遺跡 Ⅱ 大阪府埋蔵文化財調査報

』ヒ.
ロ

200 5-

1

大阪府教育委員会 200512

4 73 亀井遺跡.城山遺跡 大阪庶 -亀井.城山 (財)大阪文化財セン

ター
1980 12

4 74 瓜生堂遺跡 大阪庶 瓜生堂 (財)大阪文化財セン

ター
198003

475 瓜生堂遺跡 大阪腐 瓜生堂 く財)大阪文化財セン

ター
198003

476 巨摩廃寺遺跡 大阪庶 巨摩.瓜生堂 (財)大阪文化財セン

タI
ー98 03

477 亀井遺跡 大阪庶 亀井遺跡 (財)大阪文化財セン

ター
198203

478 亀井遺跡 大阪腐 亀井遺跡 (財)大阪文化財セン

ター
ー98203

479 亀井遺跡 大阪府 ～
F
亀井 (財)大阪文化財セン

ター ～
983 0

176



遺跡-覧表B-1

480 若江北遺跡 大阪庶 若江北 (財)大阪文化財セン

ター

98309

481 若江北遺跡 大阪腐 若江北 (財)大阪文化財セン

ター

198309

482 西岩田遺跡 大阪腐 西岩田 (財)大阪文化財セン

タ-

1983 10

483 西岩田遺跡 大阪庶 西岩田

-

(財)大阪文化財セン

ター
1983 10

484 山賀遺跡 大阪庶 山賀(その1)

-

(財)大阪文化財セン

ター
198309

485 山賀遺跡 大阪庶 山賀(その2) (財)大阪文化財セン l

タ-

1983 11

486 山賀遺跡 大阪腐 山賀くその2) (財)大阪文化財セン

タI

1983 11

487 山賀遺跡 大阪腐 山賀(その2) (財)大阪文化財セン

ター

1983

488 山賀遺跡 大阪庶 山賀(その2) (財)大阪文化財セン 】

タ-

1983 1

489 山賀遺跡 大阪腐 山賀(その3)

I

(財)大阪文化財セン

ター

983 11

490

～

山賀遺跡 大阪腐 山賀(その4) (財)大阪文化財セン

タll
984 10

49 1 山賀遺跡 大阪庶
】
山賀(その4) (財)大阪文化財セン

ター

1984 0

492山賀遺跡 大阪庶 山賀(その4) (財 )大阪文化財セン

タ-

1984 10

493 山賀遺跡 大阪南 山賀(その4) (財 )大阪文化財セン

ター

1984 10

4 94 山賀遺跡 大阪庶 山賀(その4)

1

く財 )大阪文化財セン

ター

1984 10

495 山賀遺跡 大阪庶 山賀(その5-6 ) (財)大阪文化財セン

ター

198410

496 亀井遺跡 ～大阪府 亀井遺跡Ⅱ (財)大阪文化財セン

タ一

198410

497 佐堂遺跡 大阪庶 佐堂(その1) i
-

(財)大阪文化財セン

ター

1984 12

498 佐堂遺跡 !大阪府

1

佐堂(そのり (財)大阪文化財セン 】1984 12

[タ- ～
499 佐堂遺跡 大阪庶 佐堂(その1) (財)大阪文化財セン

タ-
】1984 12
i
I

500 佐堂遺跡 大阪庶 …佐堂(その1) (財)大阪文化財セン

ター
】1984 12

501 佐堂遺跡 大阪庶 佐堂(その1) E
a】

(財)大阪文化財セン

タ一
ー984 12

502 佐堂遺跡 大阪庶 佐堂(その1) I (財)大阪文化財セン

ター

1984 12

503 佐堂遺跡 大阪呼 佐堂(その2)- I (財)大阪文化財セン

タ-

198403

504 新家遺跡 大阪庶 新家(その1) (財)大阪文化財セン

タ-

198703

505 太平寺遺跡 大阪庶 Ⅵ.太平寺遺跡 (財)大阪文化財セン

ター

198403

506 太平寺遺跡 大阪庶 Ⅵ.太平寺遺跡 (財)大阪文化財セン

タ-

198403

507 太平寺遺跡 大阪腐 Ⅵ.太平寺遺跡 (財)大阪文化財セン

タ-

198403

508 太平寺遺跡 大阪腐 Ⅵ.太平寺遺跡 (財)大阪文化財セン

ター

198403

509 友井東遺跡(南側) 大阪庶 友井東(その1) (財)大阪文化財セン

タI

19840 9

5 10 友井東遺跡(南側) 大阪庶 友井東(その1) (財)大阪文化財セン

ター

19840 9

5 11 友井東遺跡(北側) 大阪庶 友井東(その2) (財 )大阪文化財セン

ター

1983 10

5 12 友井東遺跡(北側) 大阪腐 友井東(その2) (財 )大阪文化財セン

ター
1983 10

5 13 友井東遺跡(北側) 大阪腐 友井東(その2) (財 )大阪文化財セン

ター
1983 10

5 14 美園遺跡 大阪庶 美園 (財 )大阪文化財セン

タ-
1985 03

5 15 美園遺跡 大阪庶 美園 (財 )大阪文化財セン

ター
985 03

516 美園遺跡 大阪府 美園 (財 )大阪文化財セン

ター
198503

517 美園遺跡 大阪庶 美園 (財 )大阪文化財セン

ター
198503

iサi
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5 18 美園遺跡 大阪庶 i美園

E

(財)大阪文化財セン

ター
198503

5 19 美園遺跡 大阪庶 「美園

～
(財)大阪文化財セン

ター

19850 3

5 20 美園遺跡 大阪府 美園 (財)大阪文化財セン

タI

19850 3

5 21 美園遺跡 大阪庶 美園 (財)大阪文化財セン

ター

19850 3

5 22 亀井遺跡 大阪庶 亀井(その2) (財)大阪文化財セン

ター
19860 3

5 23 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その1) .(財)大阪文化財セン

ター
19860 3

5 24 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その1) (財)大阪文化財セン

タ-
19 860 3

52 5 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北くその1) (財)大阪文化財セン

ター
198 60 3

52 6 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その1) (財)大阪文化財セン

ター
19860 3

5 27 亀井北遺跡 大阪麻 亀井北(その2) (財)大阪文化財セン

タl
19 860 3

52 8 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その3) (財)大阪文化財セン

ター
198603

52 9 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その3) ～ (財)大阪文化財セン

ター
198603

530 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その3) (財)大阪文化財セン

ター
198603

53 1 亀井北遺跡 大阪庶 亀井北(その3)

-

(財)大阪文化財セン

ター
198603

532 久宝寺遺跡南地区 大阪庶 久宝寺南(その2) (財)大阪文化財セン

タ一
198703

533 久宝寺遺跡南地区 大阪腐 久宝寺南(その2) (財)大阪文化財セン

ター
98703

534 城山遺跡 大阪腐 城山(その1) (財)大阪文化財セン

ター
198603

535 城山遺跡 大阪庶

F

城山(その1) 圧財)大阪文化財セン

タ-
198603

536 城山遺跡

-

大阪庶 城山(その2) (財)大阪文化財セン

ター
198603

537[城山遺跡

I

大阪腐 城山(その3)

1

(財)大阪文化財セン

ター
198603

538 城山遺跡 大阪腐 城山(その3) i (財)大阪文化財セン ー98603

i
I

タ-
539 城山遺跡 大阪腐 城山(その3) ～ (財)大阪文化財セン

タI
198603

540 城山遺跡 大阪腐 城山(その3) (財)大阪文化財セン

ター
198603

541 城山遺跡 大阪庶 城山(その3)

Z

(財)大阪文化財セン

タI
198603

542 城山遺跡 大阪腐 城山(その3) (財)大阪文化財セン

タ-
198603

543 小阪遺跡 大阪庶 小阪遺跡 (財)大阪文化財セン

ター
199203

544 巨摩.若江北遺跡第5 大阪府 東大阪市所在 巨摩.若江北遺 (財)大阪府文化財調査研 15 (財)大阪府文化財調 199609
次 跡発掘調査報告書ー第5次- 究センター調査報告書 査研究センター

545 巨摩.若江北遺跡第5

次 .

大阪腐 東大阪市所在 巨摩.若江北遺

跡発掘調査報告書- 第5次I

(財)大阪府文化財調査研

究センター調査報告書
15 (財 )大阪府文化財調

査研究センター
199609

546 巨摩.若江北遺跡第5 大阪庶 東大阪市所在 巨摩.若江北遺 (財)大阪府文化財調査研 15 (財 )大阪府文化財調 199609
次 跡発掘調査報告書- 第5次- 究センター調査報告書 査研究センター

547 野々井遺跡 大阪庶 野々井遺跡Ⅱ (財)大阪府文化財調査研

究センタ- 調査報告書
20-2 (財 )大阪府文化財調

査研究センター
99703

54 8 野々井遺跡 大阪府 野々井遺跡Ⅱ (財)大阪府文化財調査研

究センター調査報告書
20-2 (財 )大阪府文化財調

査研究センター
19970 3

54 9 野々井遺跡 大阪庶 野々井遺跡Ⅲ (財)大阪府文化財調査研

究センター調査報告書
20ー2 (財 )大阪府文化財調

査研究センター

19970 3

550 野々井遺跡 大阪腐 野々井遺跡Ⅱ (財)大阪府文化財調査研

究センタI 調査報告書
20- 2 (財 )大阪府文化財調

査研究センタ-
19970 3

55 1 野々井遺跡 大阪庶 野々井遺跡Ⅱ (財)大阪府文化財調査研

究センター調査報告書
20- 2 (財 )大阪府文化財調

査研究センター
99703

552 尺度遺跡 大阪府 尺度遺跡 I (財 )大阪府文化財調査研

究センタI 調査報告書

44 (財)大阪府文化財調

査研究センター
199907

553 尺度遺跡 大阪腐 尺度遺跡 I (財 )大阪府文化財調査研

究センタ- 調査報告書
44 (財)大阪府文化財調

査研究センター
199907

554 尺度遺跡 大阪腐 尺度遺跡 I (財 )大阪府文化財調査研

究センタ一調査報告書
44 (財)大阪府文化財調

査研究センター
199907

555 大和川今池遺跡 大阪腐 大和川今池遺跡 (その3.その (財)大阪府文化財調査研 65 (財)大阪府文化財調 200 109
4) 究センター調査報告書 査研究センタ一
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556 大和川今池遺跡 大阪府 大和川今池遺跡くその3 .その

4 )

(財 )大阪府文化財調査研

究センター調査報告書
65 (財)大阪府文化財調

査研究センター

200 109

557 大和川今池遺跡 大阪府 大和川今池遺跡 (その3.その (財)大阪府文化財調査研 65 (財)大阪府文化財調 20 0109

4 ) 究センター調査報告書 査研究センタI

558 大和川今池遺跡 大阪庶 大和川今池遺跡 (その3 .その (財)大阪府文化財調査研 65 (財)大阪府文化財調 200109

4) 究センター調査報告書 査研究センター

559 大和川今池遺跡 大阪庶 大和川今池遺跡 (その3 .その (財)大阪府文化財調査研 65 (財)大阪府文化財調 200109

4) 究センター調査報告書 査研究センター

560 吹田操車場遺跡 大阪庶

I

吹田操車場遺跡 .吹田操車場 (財)大阪府文化財調査研 66 (財)大阪府文化財調 2001 10

遺跡B 地点 究センター調査報告書 査研究センター

561 吹田操車場遺跡 大阪庶 吹田操車場遺跡 .吹田操車場 (財)大阪府文化財調査研 66 (財 )大阪府文化財調 2001 10

遺跡B 地点 究センター調査報告書 査研究センター

562 久宝寺遺跡竜華地区 大阪庶 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財)大阪府文化財セン 102 (財 )大阪府文化財セン 200309

査報告書Ⅳ タ- 調査報告書 タ-

563 讃良郡条里遺跡 大阪庶 讃良郡条里遺跡 (その 1) (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
109 (財 )大阪府文化財セン

ター

200402

564 讃良郡条里遺跡03-3

区

大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅳ (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
138 (財 )大阪府文化財セン

ター

200602

565 讃良郡条里遺跡03-3

区

大阪府 讃良郡条里遺跡Ⅳ (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

138 (財)大阪府文化財セン

タ-

200602

566 讃良郡条里遺跡03-3

区

大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅳ (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

138 (財)大阪府文化財セン

ター
20060 2

567 讃良郡条里遺跡03-3

区

大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅳ (財)大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

138 (財)大阪府文化財セン

ター

200 602

568 上私部遺跡03- 1区 大阪庶 上私部遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

15 1 (財)大阪府文化財セン

タI

200 702

569 有池遺跡 大阪南 有池遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

15 2

I

(財)大阪府文化財セン

ター
200 702

570 有池遺跡 大阪腐 有池遺跡 I (財)大阪府文化財セン

タR 調査報告書

152 (財)大阪府文化財セン

タ一

200702

571 私部南遺跡06-1 大阪庶 私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
154 (財 )大阪府文化財セン

ター

200703

572ほム部南遺跡06- 1 大阪腐 私部南遺跡 I (財 )大阪府文化財セン

.タ- 調査報告書

154 (財 )大阪府文化財セン

ター

200703

573 私都南遺跡06- 1 大阪南 私部南遺跡 I (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

154 圧財)大阪府文化財セン
1タ-

200703

574 私部南遺跡06- 1 「大阪府 .私部南遺跡 I L(財)大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

154 (財)大阪府文化財セン

ター

20070 3

-

575 E私都南遺跡0 6- 1
】

大阪府 私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

154

-

(財)大阪府文化財セン

ター

20070 3
j

576 私部南遺跡0 6一1 !大阪府 …私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

タ. 調査報告書

154
-
1

(財)大阪府文化財セン

タ一
200703
li

577 私都南遺跡06ー1 大阪庶 私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

]タ- 調査報告書

154 (財)大阪府文化財セン

ター
200703

578 私部南遺跡06ー1 大阪府 私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

154 (財)大阪府文化財セン

ター

20070 3

579 私部南遺跡06-1 大阪府 私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

154 (財)大阪府文化財セン

ター

2007 03

580 私都南遺跡06-1 大阪庶 私部南遺跡 I (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

154 (財)大阪府文化財セン

ター

200 703

581 久宝寺遺跡竜華地区 大阪庶 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財)大阪府文化財セン 156 (財 )大阪府文化財セン 200703

査報告書 タ- 調査報告書 ター

582 久宝寺遺跡竜華地区 大阪庶 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財)大阪府文化財セン 156 (財 )大阪府文化財セン 200703

査報告書 ター調査報告書 タ-

583 久宝寺遺跡竜華地区 大阪腐 久宝寺遺跡 .毒草地区発掘調 (財 )大阪府文化財セン 156 (財 )大阪府文化財セン 20、0703

査報告書 タ一調査報告書 タI

584 久宝寺遺跡竜華地区 大阪腐 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財 )大阪府文化財セン 156 (財 )大阪府文化財セン 200703

査報告書 タ- 調査報告書 タ.

585 久宝寺遺跡竜華地区 大阪腐 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財 )大阪府文化財セン 156 (財 )大阪府文化財セン 200703

査報告書 タ- 調査報告書 タI

586 久宝寺遺跡毒筆地区 大阪庶 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財 )大阪府文化財セン 156 (財 )大阪府文化財セン 200703

査報告書 タ⊥調査報告書 タ-

587 久宝寺遺跡毒筆地区 大阪庶 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財 )大阪府文化財セン 156 (財)大阪府文化財セン 200703

査報告書 一 タ- 調査報告書 タ-

588 久宝寺遺跡竜華地区 大阪腐 久宝寺遺跡 .竜華地区発掘調 (財)大阪府文化財セン 156 (財)大阪府文化財セン 200703

査報告書 タ- 調査報告書 ター

589 池島福万寺遺跡 I期 大阪庶 池島 .福万寺遺跡3 (財)大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン 200703

地区(総括 ) タ- 調査報告書 タ一

590 池島福万寺遺跡 I期 大阪庶 池島 .福万寺遺跡3 (財)大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン 200703

地区(総括 ) タI 調査報告書 タ-

591 池島福万寺遺跡 I期 大阪庶 池島.福万寺遺跡3 (財.)大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン 20070 3

地区(総括) タ- 調査報告書 タ-

592 池島福万寺遺跡 I期 大阪庶 池島.福万寺遺跡3 (財)大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン 200 70 3

地区 (総括) タ- 調査報告書 タ-

59 池島福万寺遺跡 I期 大阪庶 池島.福万寺遺跡 3 (財)大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン 200 70 3

地区 (総括) タ- 調査報告書 タ-
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594 池島福万寺遺跡 I 期 大阪庶 池島.福万寺遺跡3 (財 )大阪府文化財セン 158

～

(財)大阪府文化財セン200 70 3
地区 (総括) タ- 調査報告書 ター

595 池島福万寺遺跡 I 期 大阪府 池島.福万寺遺跡3 (財 )大阪府文化財セン 158
～
1

(財)大阪府文化財セン200 70 3
1地区 (総括) タ- 調査報告書 ター

596 池島福万寺遺跡 I 期 大阪庶 池島.福万寺遺跡3 (財 )大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン200 70 3
地区 (総括) タI 調査報告書 タI

597 池島福万寺遺跡 I 期 大阪庶 池島.福万寺遺跡3 (財 )大阪府文化財セン 158 (財)大阪府文化財セン200 70 3
地区 (総括) タ- 調査報告書 タ-

598 池島福万寺遺跡 I 期 大阪庶 池島.福万寺遺跡3 (財 )大阪府文化財セン 158 ;(財)大阪府文化財セン20 070 3
地区 (総括) タ- 調査報告書 】タ-

599 讃良郡条里遺跡03-2 - 大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅴ (財)大阪府文化財セン 160 (財)大阪府文化財セン20 070 3
0 5-一区 タ- 調査報告書 ター

600 護良郡条里遺跡03-2 - 大阪庶 . 讃良郡条里遺跡Ⅴ (財)大阪府文化財セン 160 (財)大阪府文化財セン20 070 3
0 5-1区 タI 調査報告書 タI

60 1 山賀遺跡03- 1-05- 1区 大阪庶 山賀遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
163 (財)大阪府文化財セン

タ-

20 070 9

602 新上小阪遺跡 大阪庶 新上中阪遺跡Ⅱ (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

166 圧財)大阪府文化財セン

ター
20 07 2

603 新上小阪遺跡 大阪腐 新上小阪遺跡Ⅱ (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

ー66 (財)本lBE府文化財セン

…クー
20 07 2

604 新上小阪遺跡 大阪庶 新上小阪遺跡Ⅱ (財 )大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

166 (財)大阪府文化財セン

ター
20 0712

605 八尾南遺跡 大阪庶 八尾南遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

172 cat)大阪府文化財セン20 080 3

606 讃良都条里遺跡03- 1 大阪庶 護良郡条里遺跡Ⅵ (財 )大阪府文化財セン 173 i(財)大阪府文化財セン20 080 3
区 タI 調査報告書 タ-

607 讃良郡条里遺跡03- 1 大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅵ (財 )大阪府文化財セン 173 (財)大阪府文化財セン200 80 3
区 ター調査報告書 ター

608 讃良郡条里遺跡03- 1 大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅵ (財 )大阪府文化財セン 173 (財)大阪府文化財セン20080 3
i区 ター調査報告書 タI

609 讃良郡条里遺跡03- 1 大阪腐 讃良郡条里遺跡Ⅵ (財 )大阪府文化財セン 173 (財)大阪府文化財セン200803
区 タ- 調査報告書 タ-

6 10 讃良郡条里遺跡03- 1

区

大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅵ (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
173 (財)大阪府文化財セン

ター
200803

6 11 茄子作遺跡 大阪庶

i

茄子作遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
174

】

* - 大阪府対 と財セン200803

6 12 [茄子作遺跡 大阪腐 茄子作遺跡 (財 )大阪府文化財セン

タI 調査報告書

174 * - 大阪府文化財セン200803

613 茄子作遺跡

l

大阪庶 茄子作遺跡

i1

(財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
174 (財)大阪府文化財セン

タ-
200803

614 茄子作遺跡 大阪腐 】茄子作遺跡 享 悪 霊S r i-,':馳 ン 174 (財)大阪府文化財セン

ター
200803

615 津田遺跡 大阪腐 津田遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
'17 5

i

(財)大阪府文化財セン

ター
200803

616 護良郡条里遺跡03-6 大阪腐 讃良郡条里遺跡Ⅶ (財 )大阪府文化財セン ー82 i(財)大阪府文化財セン200809
iI

区 ター調査報告書 タ-

617 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡7 (財 )大阪府文化財セン ー86 (財)大阪府文化財セン2008 12
地区05ー2調査区 タ- 調査報告書 タ-

618 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡7 (財 )大阪府文化財セン 186 (財)大阪府文化財セン2008 2
地区05- 2調査区 タ- 調査報告書 タ- 】

i
6ー9 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪府 池島.福万寺遺跡7 (財 )大阪府文化財セン 186 (財)大阪府文化財セン2008 2

地区05- 2調査区 タ- 調査報告書 タI

620 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡7 (財 )大阪府文化財セン 186 (財)大阪府文化財セン2008 2
地区05- 2調査区 タI 調査報告書 タ-

621 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡7 (財)大阪府文化財セン 186 (財)大阪府文化財セン2008 12
地区05- 2調査区 タ- 調査報告書 …ター

622 池島 .福万寺遺跡Ⅱ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡7 (財)大阪府文化財セン 186 (財)大阪府文化財セン2008 12
地区05二2調査区 ター調査報告書 タ-

623 池島 .福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡7 (財)大阪府文化財セン 186 (財)大阪府文化財セン2008 12
地区05-2調査区 タI 調査報告書 ター

624 讃良郡条里遺跡03-4 大阪庶 讃良郡条里遺跡Ⅶ【 (財)大阪府文化財セン 187 (財)大阪府文化財セン 20090
調査区 タ- 調査報告書 タ-

625 讃良郡条里遺跡03-4 大阪腐 讃良郡条里遺跡Ⅷ (財)大阪府文化財セン 187 (財)大阪府文化財セン 20090
調査区 タ- 調査報告書 ター

626 讃良郡条里遺跡03-4 大阪府 讃良郡条里遺跡Ⅶ【 (財)大阪府文化財セン 187 (財)大阪府文化財セン 20090
調査区 タ- 調査報告書 タ-

627 讃良郡条里遺跡03-4 大阪府 讃良郡条里遺跡Ⅶl (財)大阪府文化財セン 187 (財)大阪府文化財セン 20090
調査区 タ- 調査報告書 タ-

628 讃良郡条里遺跡03-4 大阪府 讃良郡条里遺跡Ⅷ (財)大阪府文化財セン 187 (財)大阪府文化財セン 200901
調査区 ター調査報告書 タ-

629 三宅酉遺跡 大阪府 三宅西遺跡 (財)大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

189 (財)大阪府文化財セン

ター
200903

630 三宅西遺跡 大阪腐 三宅酉遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
189 (財 )大阪府文化財セン

ター

200903

631 三宅西遺跡 大阪庶 三宅西遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
189 (財 )大阪府文化財セン

ター

200903

i l:Ti



遺跡一覧表B-1

632 三宅西遺跡 大阪腐 三宅西遺跡 ～(財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
189 (財)大阪府文化財セン

タl

200903

633 三宅西遺跡 大阪府 !三宅西遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

189 (財)大阪府文化財センE

タ-

200903

634 三宅西遺跡 大阪府 三宅西遺跡 (財)大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

189 (財)大阪府文化財セン

タ-

200903

635 三宅西遺跡 大阪庶 三宅西遺跡 ～(財 )大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

189 (財)大阪府文化財セン

ター

200903

636 三宅西遺跡 大阪府 i

i

三宅西遺跡 (財 )大 阪府文化財セン

ター調査報告書

189 (財)大阪府文化財セン

ター

200903

637 三宅西遺跡 大阪腐 三宅西遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

189 (財)大阪府文化財セン

ター
200 90 3

638 三宅西遺跡 大阪腐 三宅西遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

189 (財)大阪府文化財セン,

タ一

200 90 3

639 三宅西遺跡 大阪庶 三宅西遺跡 E(財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

18 9 (財)大阪府文化財セン

ター

200 903

640 三宅西遺跡 . 大阪府 三宅西遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

189 (財 )大阪府文化財セン

タI

200 903

64ー大和川今池遺跡07ー1

区

大阪庶 大和川今池遺跡 I - 難波大 (財)大阪府文化財セン 191 (財 )大阪府文化財セン200907

道の調査ー タ- 調査報告書 タl

642 山賀遺跡08一1 .2区 大阪庶 山賀遺跡 Ⅱ (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
194 (財 )大阪府文化財セン

ター

200908

643 山賀遺跡08ー1 .2区 大阪腐 山賀遺跡 Ⅱ (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
194 (財 )大阪府文化財セン

タ一

200908

644 池島 .福万寺遺跡 Ⅱ期 大阪府 池島.福万寺遺跡 8 (財)大阪府文化財セン 195 (財 )大阪府文化財セン 200912

地区06-1調査区 タI 調査報告書 ター

645 池島 .福万寺遺跡 Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財 )大阪府文化財セン 200912

地区06-1調査区 タ- 調査報告書 タ-

646 池島 .福万寺遺跡 Ⅱ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財 )大阪府文化財セン 200912

地区06- 1調査区 ター調査報告書 タ-

647 池島 .福万寺遺跡 Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 】195

タ- 調査報告書 1

(財)大阪府文化財セン

ター

200912

地区06- 1調査区

648 池島 .福万寺遺跡 Ⅱ期 大阪腐 =池島 .福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン 2009 2

地区06ー1調査区 タ- 調査報告書 タ-

649 池島.福万寺遺跡 Ⅱ期 大阪庶

l

池島 .福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン2009 12

地区0 6- 1調査区 タ- 調査報告書 ヨタ-

650 池島.福万寺遺跡Ⅱ期

地区06- 1調査区

大阪府 !池島.福万寺遺跡8 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

195 圧財)大阪府文化財セン

l …タ-

2009 12

65 1 池島.福万寺遺跡Ⅲ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡8 (財 )大阪府文化財セン 195 大阪府文化財セン[200 912

I地区0 6- 1調査区 …ター調査報告書

652 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪南 池島.福万寺遺跡8 -(財 )大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン200 912

F地区0 6-ー調査区 タ- 調査報告書 タ-

653 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財 )大阪府こ文化財セン ー95 (財)大阪府文化財セン200 912

地区0 6】1調査区 タI 調査報告書 タ- i

654 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財 )大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン200 912

地区0 6-1調査区 タI 調査報告書 タI

655 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 [池島.福万寺遺跡8 (財 )大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン200 912

地区0 6-1調査区 タ一調査報告書 タ-

656 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財 )大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン200 912

地区0 6-1調査区 タ一調査報告書 タI

657 池島.福万寺遺跡Ⅱ期

地区06-1調査区

大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書

195 (ft fr)大阪府文化財セン200 912

658 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財)大阪府文化財セン200 912

地区0 6】1調査区 タ- 調査報告書 タI

659 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪府 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 -(財)大阪府文化財セン200 912

地区0 6-1調査区 タ- 調査報告書 タ-

660 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財 )大阪府文化財セン200 912

地区0 6-1調査区 タ- 調査報告書 ター

661 池島.福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島.福万寺遺跡 8 (財)大阪府文化財セン 195 (財 )大阪府文化財セン200 912

地区0 6-1調査区 ター調査報告書 タ-

662 池島 .福万寺遺跡Ⅱ期 大阪庶 池島Ⅰ福万寺遺跡8 (財)大阪府文化財セン 195 (財 )大阪府文化財セン20 09 2

地区0 6-1調査区 . タ- 調査報告書 タI

663 池島 .福万寺遺跡Ⅱ期 大阪府 池島.福万寺遺跡9 (財)大阪府文化財セン 196 (財 )大阪府文化財セン 20 0912
地区0 2 - 1 -06 - 2調査

区

タ- 調査報告書 ター

664 池島 .福万寺遺跡Ⅱ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡9 (財)大阪府文化財セン 196 (財 )大阪府文化財セン 20 0912

地区02 - 1 -06 - 2調査

区

タ- 調査報告書 タ-

665 池島 .福万寺遺跡Ⅱ期 大阪腐 池島.福万寺遺跡9 (財)大阪府文化財セン 196 (財 )大阪府文化財セン 20 0912

地区02 - 1 -06 - 2調査

区

タ一調査報告書 タ-

666 池内遺跡 大阪庶 池内遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
198 (財 )大阪府文化財セン

ター

20 1003

667 池内遺跡 大阪庶 池内遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
198 (財 )大阪府文化財セン

ター

201003

668 池内遺跡 大阪府こ 池内遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
198 (財 )大阪府文化財セン

ター

201003

181
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669 池内遺跡 大阪府 池内遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書
198 (財)大阪府文化財セン

ター
20 1003

670 池内遺跡 大阪府 池内遺跡 (財 )大阪府文化財セン

タ- 調査報告書
198 (財)大阪府文化財セン

タ-
20 1003

671 池内遺跡 大阪庶 池内遺跡 (財 )大阪府文化財セン

タ- 調査報告書

198

-

(財)大阪府文化財セン

ター

20 1003

672 池内遺跡 大阪腐 池内遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

198 く財)大阪府文化財セン

ター

20 1003

673 池内遺跡 大阪府 池内遺跡 (財 )大阪府文化財セン

ター調査報告書

198 (財)大阪府文化財セン

タ- .
201003

674 池内遺跡 大阪庶 池内遺跡 (財)大阪府文化財セン

ター調査報告書
198 (財)大阪府文化財セン

ター
201003

675 橋本遺跡 大阪庶 橋本遺跡発掘調査報告書 (財)大阪府埋蔵文化財協

会調査報告書
30 (財)大阪府埋蔵文化

財協会.
198810

676 上津島遺跡第5次 大阪府 上津島遺跡 第5次発掘調査報

.dこロ

豊中市文化財調査報告 41 豊中市教育委員会 199703

677 南郷日代今西氏屋敷 大阪庶 大阪府指定史跡/ 春日大社南

郷日代今西氏屋敷

豊中市文化財調査報告 57 豊中市教育委員会 200503

678 蔵人遺跡第17次 大阪府 蔵人遺跡発掘調査報告書 Ⅱ 吹田市教育委員会 200903

679 蔵人遺跡第17次 大阪府 蔵人遺跡発掘調査報告書 Ⅱ 吹田市教育委員会 200903

680 長原遺跡 大阪庶 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財 )大阪市文化財協

A
Z*

200103

68 1 長原遺跡 大阪庶 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財 )大阪市文化財協

.A2x

200103

682 長原遺跡 大阪腐 長原Ⅰ瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

く財)大阪市文化財協

.̀2ゝ3C

200103

683 長原遺跡 大阪府 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財 )大阪市文化財協

A
7x

200103

684 長原遺跡 大阪府 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財 )大阪市文化財協

A
コ=

200103

68 5 長原遺跡 大阪腐 長酔 瓜破遺跡発塀調査報告

ⅩⅥ′

(財 )大阪市文化財協

A
z*

200103

68 6 長原遺跡 大阪府 長原-瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

.(財)大阪市文化財協

A
35

200 03

68 7 長原遺跡 大阪庶 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財)大阪市文化財協

A
=;

20 0103

688 長原遺跡 !大阪府
】

長原 .瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財)大阪市文化財協

A
=;

20 0103

689 長原遺跡 大阪府

1

長原 .瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

I
I
E

(財)大阪市文化財協

A
=;

200103

690 長原遺跡 大阪府 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

) (財 )大阪市文化財協

∠ゝ≡

200 03

691 長原遺跡 大阪府 長原.瓜破遺跡発掘調査報告

ⅩⅥ

(財 )大阪市文化財協

.̀ .ゝ3T

200103

692 加美遺跡 大阪庶 大阪市加美遺跡の基本層序 大阪市文化財協会研究紀

要

4 (財 )大阪市文化財協

.ゝIT

200103

693 加美遺跡 .大阪府 大阪市加美遺跡の基本層序 大阪市文化財協会研究紀

要
4 (財 )大阪市文化財協

A
3X

200 03

694 加美遺跡 大阪庶 大阪市加美遺跡の基本層序 大阪市文化財協会研究紀

要
4 (財 )大阪市文化財協

A
3*

200 03

695 加美遺跡 大阪腐 大阪市加美遺跡の基本層序 大阪市文化財協会研究紀

要

4 (財 )大阪市文化財協

A
31

200 03

696 加美遺跡 大阪腐 大阪市加美遺跡の基本層序 大阪市文化財協会研究紀

要

4 (財 )大阪市文化財協

A
T*

200 03

697 加美遺跡 大阪府 大阪市加美遺跡の基本層序 大阪市文化財協会研究紀

要
4 (財 )大阪市文化財協

.̀ .ゝ3X

200 03

698 宰相山遺跡02-3次 大阪庶 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財 )大阪市文化財協

A
T*

20040 3

699 宰相山遺跡02-3次 大阪庶 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財 )大阪市文化財協

A
33C

200403

700 宰相山遺跡02-3次 大阪庶 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財 )大阪市文化財協

∠ゝ
3*

200403

70 1 宰相山遺跡02-3次 大阪府 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財 )大阪市文化財協

A
冗

20 0403

70 2 宰相山遺跡02-3次 大阪庶 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財 )大阪市文化財協

Aコ=

20 0403

70 3 宰相山遺跡02ー3次 大阪府 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財 )大阪市文化財協

.̀ゝ .xc

200403

704 宰相山遺跡02-3次 大阪腐 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財)大阪市文化財協

A
zr

200403

705 宰相山遺跡02-3次 大阪腐 宰相山遺跡発掘調査報告 I (財)大阪市文化財協

Aコ;

200403

70 6 大坂城下町跡 大阪庶 大坂城下町跡 Ⅱ (財)大阪市文化財協

A
3x

200409

707 瓜破遺跡00】8次 大阪庶 瓜破遺跡発掘調査報告 Ⅱ (財)大阪市文化財協

A
3*

200203
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遺跡一覧表B-1

708 瓜破遺跡07-1次 大阪腐 瓜破遺跡発掘調査報告Ⅶ (財)大阪市文化財協

一とhZZ

20090 3

709 瓜破遺跡07-1次

～

大阪庶 瓜破遺跡発掘調査報告Ⅶ
～
]

(財)大阪市文化財協

Azx

200 903

710 瓜破遺跡07一1次 大阪庶 瓜破遺跡発掘調査報告Ⅶ 1 i(財)大阪市文化財協

∠ゝ
21

200 903

711 瓜破遺跡07- 1次 大阪腐 瓜破遺跡発掘調査報告Ⅶ (財)大阪市文化財協

.∠ゝ=;

200 903

712 瓜破北遺跡04- 1-2 -3

次

大阪庶 瓜破北遺跡発掘調査報告Ⅲ (財)大阪市文化財協

lAzr

2 00 603

713 瓜破北遺跡04- 1-2 -3

次

大阪庶 瓜破北遺跡発掘調査報告Ⅲ (財)大阪市文化財協

A35

2 00603

714 瓜破北遺跡07-2次 大阪腐 瓜破北遺跡発掘調査報告Ⅴ

;

(財 )大阪市文化財協

A
IT

2 00903

7 15 若江北遺跡 大阪府 若江北遺跡 (財)東大阪市文化財

協会

198503

7 16 若江北遺跡 大阪庶 若江北遺跡 (財)東大阪市文化財

協会

198503

7 17 吉田遺跡第1次 大阪庶 吉田遺跡第1次発掘調査報告 (財)東大阪市文化財

協会

1989 12

7 18 吉田遺跡第1次 大阪腐 吉田遺跡第1次発掘調査報告 (財)東大阪市文化財

協会

1989 12

719 君江遺跡第38次 大阪府 若江遺跡第38次発掘調査報告 (財)東大阪市文化財

協会

ー99303

720 北島遺跡第1次 大阪庶 北島遺跡の耕作地跡と古環境 (財)東大阪市文化財

協会

199603

72 1 瓜生堂遺跡第42次 大阪腐 瓜生堂遺跡第42次調査概報 (財)東大阪市文化財

協会

199703

722 水走遺跡第3次.鬼虎 大阪庶 水走遺跡第3次.鬼虎川遺跡第 (財)東大阪市文化財 199703

川遺跡第21次 21次発掘調査報告 協会

723 水走遺跡第8次.鬼虎 大阪府 水走遺跡第8次.鬼虎川遺跡第 (財)東大阪市文化財 19980 3

川遺跡第27次 27次調査の概要 協会

724 水走遺跡第8次.鬼虎 大阪腐 水走遺跡第8次.鬼虎川遺跡第 ～
1

;(財)東大阪市文化財 199803

遺跡第27次 27次調査の概要 協会

725 水走遺跡第8次.鬼虎 大阪庶 水走遺跡第8次.鬼虎川遺跡第 (財)東大阪市文化財 199803

川遺跡第27次 27次調査の概要 協会

726 鬼虎川遺跡第40次 ヨ大阪府 鬼虎川遺跡第40次発掘調査報

～告

東大阪市下水道事業関係 1998 (財 )東大阪市文化財 199903

発掘調査概要報告 年度 協会

727 鬼虎川遺跡第40次 大阪庶 鬼虎川遺跡第40次発掘調査報

dニ
ロ

東大阪市下水道事業関係 1998 (財 )東大阪市文化財 199903
発掘調査概要報告 年度 協会

728 北島遺跡第2次 大阪庶 北島遺跡第2次発掘調査報告 東大阪市下水道事業関係

発掘調査概要報告
1998
i年度

(財)東大阪市文化財

協会
199903

729 上六万寺遺跡第4次 [大阪府 上六万寺遺跡第4次発掘調査 東大阪市下水道事業関係 1998 (財 )東大阪市文化財 199903

報告 発掘調査概要報告 年度 協会

730 上六万寺遺跡第4次 大阪庶 上六万寺遺跡第4次発掘調査 東大阪市下水道事業関係 1998 (財 )東大阪市文化財 1ー99903

報告 発掘調査概要報告 年度 協会

731 宮ノ下遺跡第10次 大阪庶 ビル建設工事に伴う宮ノ下遺跡

第10次発掘調査報告書

(財)東大阪市文化財

協会

199904

732 鬼虎川遺跡第43次 大阪腐 鬼虎川遺跡北部の中.近世耕

作地跡

(財)東大阪市文化財

協会

200006

733 鬼虎川遺跡第43次 大阪腐 鬼虎川遺跡北部の中.近世耕

作地跡

(財)東大阪市文化財

協会

200006

734 意岐部遺跡第5次 大阪腐 店舗建設に伴なう意岐部遺跡

第5次発掘調査報告書

(財)東大阪市文化財

協会

200206

735 水走遺跡第15次 大阪腐 水走遺跡第15次発掘調査報告 (財)東大阪市文化財

協会
200208

736 鬼虎川遺跡第57次 大阪庶 送水管布設工事に伴う鬼虎川

遺跡第57次発掘調査報告書

(財)東大阪市文化財

協会

200403

737 鬼虎川遺跡第57次 大阪庶 送水管布設工事に伴う鬼虎川

遺跡第57次発掘調査報告書

(財)東大阪市文化財

協会

200403

738 服部遺跡第5次 大阪庶 豊中市服部遺跡- 第5次調査 六甲山麓遺跡調査会 199603

739 上板井遺跡 兵庫県 上板井遺跡発掘調査報告書 兵庫県文化財調査報告書 76 兵庫県教育委員会 199003

740 上ノ島遺跡 兵庫県 上ノ島遺跡 兵庫県文化財調査報告書 105 兵庫県教育委員会 199203

74 1 玉津日中遺跡辻ケ内

地区

兵庫県 玉津田中遺跡- 第4分冊(辻ケ

内.居住の調査)-

兵庫県文化財調査報告書 135-4 兵庫県教育委員会 199503

742 玉津田中遺跡竹添地

区

兵庫県 玉津EEl中遺跡l 第5分冊(本文

編)- 竹添地区.池ノ内地区の

調査

兵庫県文化財調査報告書 135- 5 兵庫県教育委員会 199503

743 下内膳遺跡 兵庫県 下内膳遺跡 兵庫県文化財調査報告書 ー55 兵庫県教育委員会 199603

744 下内膳遺跡 兵庫県 下内膳遺跡 兵庫県文化財調査報告書 155 兵庫県教育委員会 199603

745 下内膳遺跡 兵庫県 下内膳遺跡 兵庫県文化財調査報告書 155 兵庫県教育委員会 199603

746 捕.荒田町遺跡 兵庫県 捕.荒田町遺跡 兵庫県文化財調査報告書 162 兵庫県教育委員会 199703

747 佃遺跡 兵庫県 佃遺跡 兵庫県文化財調査報告書 176 兵庫県教育委員会 199803

748 佃遺跡 兵庫県 佃遺跡 、 兵庫県文化財調査報告書 176 兵庫県教育委員会 199803
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遺跡一覧表B-1

749 亀田遺跡 兵庫県 [亀田遺跡(第1分冊)- 亀田遺

-跡Ⅱ地点の調査ー

兵庫県文化財調査報告書 210 兵庫県教育委員会 2000 ー

750 亀田遺跡 兵庫県 …亀田遺跡(第1分冊)- 亀田遺

サn 地点の調査-

兵庫県文化財調査報告書 210 兵庫県教育委員会 2000 1

75 1 長坂遺跡 兵庫県 長坂遺跡 …兵庫県文化財調査報告書 218 兵庫県教育委員会 200 10 3
752 北口町遺跡 兵庫県 北口町遺跡 l兵庫県文化財 P査報告書 228 兵庫県教育委員会 200203

753 北口町遺跡 兵庫県 北口町遺跡 兵庫県文化財 P査報告書 228 兵庫県教育委員会 20020 3
754 入佐川遺跡 兵庫県 入佐川遺跡 兵庫県文化財 P査報告書 229 兵庫県教育委員会 20020 3

755 入佐川遺跡 兵庫県 入佐川遺跡 兵庫県文化財 .査報告書 229 兵庫県教育委員会 20020 3
756 入佐川遺跡 兵庫県 入佐川遺跡 兵庫県文化財 .査報告書 229 兵庫県教育委員会 20020 3

757 入佐川遺跡 兵庫県 入佐川遺跡. 兵庫県文化財 .査報告書 229 兵庫県教育委員会 20020 3
758 上脇遺跡 兵庫県 上脇遺跡 Ⅱ 兵庫県文化財 P査報告書 233 .兵庫県教育委員会 20020 3

759 上脇遺跡 兵庫県 上脇遺跡 Ⅱ 兵庫県文化財 P査報告書 233 兵庫県教育委員会 20020 3
760 七日市遺跡 兵庫県 七日市遺跡(Ⅲ) 弥生～平安

時代の調査

兵庫県文化財調査報告書 271 兵庫県教育委員会 200403

76 1 御船遺跡 兵庫県 御船遺跡 兵庫県文化財調査報告書 278 兵庫県教育委員会 200503

762 岩屋遺跡 兵庫県 岩屋遺跡.森本遺跡 兵庫県文化財 P査報告書 300 兵庫県教育委員会 200602
763 岩屋遺跡 兵庫県 岩屋遺跡.森本遺跡 兵庫県文化財 .査報告書 300 兵庫県教育委員会 200602
764 一品野田遺跡 兵庫県 粟鹿遺跡 兵庫県文化財 P査報告書 323 兵庫県教育委員会 200703

765 一品野田遺跡 兵庫県 粟鹿遺跡 兵庫県文化財 P査報告書 323 兵庫県教育委員会 200703
766 加都遺跡 兵庫県 加都遺跡 Ⅱ 兵庫県文化財 P査報告書 324 兵庫県教育委員会 200703

767 柴遺跡 】兵庫県 柴遺跡 兵庫県文化財 .査報告書 360 兵庫県教育委員会 200903
768 坂元遺跡 兵庫県 . 坂元遺跡 Ⅱ 兵庫県文化財 P査報告書 366 兵庫県教育委員会 200903

769 戎町遺跡 兵庫県 戎町遺跡 第1次調査概報 神戸市教育委員会 98903
770 戎町遺跡 兵庫県 戎町遺跡 第1次調査概報 神戸市教育委員会 98903
771 垂水.日向遺跡第1次 兵庫県 垂水.日向遺跡 第1,3 ,4次調

査

神戸市教育委員会 199203

772 魚崎中町遺跡 兵庫県 神戸市東灘区魚崎中町遺跡

(第3次調査)

神戸市教育委員会 199703

773 魚崎中町遺跡 兵庫県 神戸市東灘区魚崎中町遺跡

(第3次調査)

神戸市教育委員会 199703

774 白水遺跡第6次 兵庫県

I

白水遺跡第3-6 -7次 高津橋大

塚遺跡第1.2次発梶調査報告

i !神戸市教育委員会 200003

775 玉津田中遺跡第10次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査 i

神戸市教育委員会 200003

776 玉津日中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

77 7 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -ー2-13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

778 玉津田中遺跡第13次

ìi

兵庫県 j玉津田中遺跡発掘調査報告書
】第8-10 -12 -13 -15次調査

-神戸市教育委員会 200003

779 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 20000 3

780 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

i

(
】

神戸市教育委員会 200003

78 1 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8.ー0-12 -13 -15次調査
神戸市教育委員会 200003

782 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査
神戸市教育委員会 200003

783 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査
神戸市教育委員会 20000 3

784 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 20000 3

785 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 20000 3

786 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津日中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 20000 3

787 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -ー5次調査
神戸市教育委員会 200003

788 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

789 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

790 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査
-

神戸市教育委員会 200003

791 玉津日中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

792 玉津田中遺跡第13次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

793 玉津田中遺跡第15次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

794 玉津日中遺跡第15次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査
神戸市教育委員会 200003

795 玉津田中遺跡第15次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査

神戸市教育委員会 200003

796 玉津田中遺跡第15次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -ー3-15次調査

神戸市教育委員会 200003
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797 玉津田中遺跡第 15次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査
】 神戸市教育委員会 200003

798 玉津田中遺跡第15次 兵庫県 玉津田中遺跡発掘調査報告書

第8-10 -12 -13 -15次調査
神戸市教育委員会 200003

799 若松町遺跡 兵庫県 若松町遺跡 神戸市教育委員会 200003
800 住吉宮町遺跡第20次 兵庫県 住吉宮町遺跡(第 19次.20次) 神戸市教育委員会 200103
80 1今池尻遺跡第2次 兵庫県 今池尻遺跡 新方遺跡平松地

点 発掘調査報告書
神戸市教育委員会 200 303

802 新方遺跡平松地点第3

次

兵庫県 今池尻遺跡 新方遺跡平松地

点 発掘調査報告書
神戸市教育委員会 200 303

803 新方遺跡第44次 兵庫県 今池尻遺跡 新方遺跡平松地

点 発掘調査報告書
神戸市教育委員会 200 303

804 新方遺跡第44次 兵庫県 今池尻遺跡 新方遺跡平松地

点 発掘調査報告書
神戸市教育委員会 2003 03

805 新方遺跡野手西方地

点

兵庫県 新方遺跡 野手西方地区発掘

調査報告書1
神戸市教育委員会 20030 3

806 新方遺跡野手西方地

占

兵庫県 折方遺跡 野手西方地区発掘

調査報告書1
神戸市教育委員会 200303

807 二宮遺跡第2次 兵庫県 二宮遺跡発掘調査報告書ー第

2次調査ー

神戸市教育委員会 2003 11

808 二葉町遺跡第14次～

第21次

兵庫県 二葉町遺跡発掘調査報告書第

14次～21次調査

神戸市教育委員会 200803

809 寺田遺跡第95地点 兵庫県 寺田遺跡第95地点発掘調査概

要報告書

芦屋市文化財調査報告 32 芦屋市教育委員会 199909

810 寺田遺跡第95地点 兵庫県 寺田遺跡第95地点発掘調査概

要報告書

芦屋市文化財調査報告 32 芦屋市教育委員会 199909

811 若宮遺跡第3地点 兵庫県 若宮遺跡(第3 -4 -10 -ll-16 -

17 -25 -31 -32 -33 -34地点)発掘

調査概要報告書

芦屋市文化財調査報告 38 芦屋市教育委員会 200203

812 若宮遺跡第4地点 兵庫県 若宮遺跡(第3 -4 -10 -ll-16 -

17 -25 -31 -32 -33 -34地点)発掘
調査概要報告書

芦屋市文化財調査報告 38 】芦屋市教育委員会 200203

813 若宮遺跡第4地点 兵庫県 若宮遺跡(第3 -4 -10 -ll-16 -

17 -25 -31 -32 -33 -34地点)発掘

調査概要報告書

芦屋市文化財調査報告 38 芦屋市教育委員会 200203

8ー4 寺田遺跡第130地点 兵庫県 寺田遺跡発掘調査概要報告書

第127 -130 -132 -133地点

芦屋市文化財調査報告 43 …芦屋市教育委員会

E
200203

～
815 寺田遺跡第128地点 兵庫県 寺田遺跡(第128地点)発掘調

査報告書

芦屋市文化財調査報告 47 芦屋市教育委員会 200303
-

816 寺田遺跡第128地点 兵庫県 寺田遺跡(第128地点)発掘調 芦屋市文化財調査報告 47 】芦屋市教育委員会 200303
査報告書 , i

E
817 寺田遺跡第128地点 兵庫県 寺田遺跡 (第128地点)発掘調

査報告書
芦屋市文化財調査報告 47 芦屋市教育委員会 200303

818 前田遺跡第20地点 兵庫県 前田遺跡 (第20地点)発掘調査

概要報告書
芦屋市文化財調査報告 52 芦屋市教育委員会 2004 03

819 前田遺跡第20地点 兵庫県 前田遺跡(第20地点)発掘調査

概要報告書
芦屋市文化財調査報告 52 芦屋市教育委員会 2004 03

820 前田遺跡第20地点 兵庫県 前日遺跡(第20地点)発掘調査

概要報告書
芦屋市文化財調査報告 52 芦屋市教育委員会 2004 03

82 1前田遺跡第20地点 兵庫県 前田遺跡(第20地点)発掘調査

概要報告書
芦屋市文化財調査報告 52 芦屋市教育委員会 20040 3

822 前田遺跡第20地点 兵庫県 前田遺跡(第20地点)発掘調査

概要報告書
芦屋市文化財調査報告 52 芦屋市教育委員会 200403

823 前田遺跡第20地点 兵庫県 前日遺跡(第20地点)発塀調査

概要報告書

芦屋市文化財調査報告 52 芦屋市教育委員会 200403

824 寺田遺跡第 15 1地点 兵庫県 兵庫県芦屋市寺田遺跡発掘調

査報告書 第150- 153 -157'

160 -166- 168地点

芦屋市文化財調査報告 59 芦屋市教育委員会 200503

825 寺田遺跡第 15 1地点 兵庫県 兵庫県芦屋市寺田遺跡発掘調

査報告書 第150- 153 -157-

160 -166~ 168地点

芦屋市文化財調査報告 59 芦屋市教育委員会 200503

826 寺田遺跡第159地点 兵庫県 兵庫県芦屋市寺田遺跡発掘調

査報告書 第15 0~ 153 -15 7-

160 -166 - 168地点

芦屋市文化財調査報告 59 芦屋市教育委員会 200503

827 寺田遺跡第159地点 兵庫県 兵庫県芦屋市寺田遺跡発掘調

査報告書 第150 - -153 -15 7-

160 -166 - 168地点

芦屋市文化財調査報告 59 芦屋市教育委員会 200503

828 月若遺跡第96地点 兵庫県 月若遺跡第96地点発掘調査報

告書

芦屋市文化財調査報告 76 芦屋市教育委員会 200 903

829 思い出遺跡第 14区 兵庫県 思い出遺跡群Ⅳ 中町文化財報告 27 中町教育委員会 200 203
830 岩屋北町遺跡 兵庫県 岩屋北町遺跡 六甲山麓遺跡調査会 19930 1
831 多遺跡第10次 奈良県 多遺跡第10次 奈良県遺跡調査概報

1986年度 (第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所
198 90 8

832 平城京右京六条三坊 奈良県 平城京右京六条三坊三坪(薬 奈良県遺跡調査概報

i
奈良県立橿原考古学 198 908

三坪 師寺西)発掘調査報告書 1988年度 (第I 分冊) 研究所

833 日之出東本町遺跡 奈良県 日之出東本町遺跡 奈良県遺跡調査概報

1990年度 (第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所
199 10 3
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83 4 城島遺跡 奈良県 城島遺跡発掘調査概報 奈良県遺跡調査概報

1994年度(第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所

99503

83 5 下田味原遺跡第1次 E奈良県 香芝市下田味原遺跡第1次一 奈良県遺跡調査概報

I

奈良県立橿原考古学 200203
中和幹線道路整備地業に伴う

発掘調査概報3-

2001年度(第二分冊) 研究所

i

836 鴨都波遺跡第一7次 奈良県 御所市鴨都波遺跡第17次発掘 奈良県遺跡調査概報 Z 奈良県立橿原考古学 200203
調査概報 2001年度(第三分冊) 研究所

837 本郷遺跡群200 1 奈良県 大宇陀町本郷遺跡群200 1一本 奈良県遺跡調査概報 奈良県立橿原考古学 200203
郷一迫問.中之庄l西山所在P遺

物散布地における県営圃場整

備事業に関わる発掘調査報告

200 1年度(第三分冊) 研究所

838 署荷楼谷遺跡 奈良県 [署荷楼谷遺跡

I

奈良県遺跡調査概報

2002年度(第一分冊) .

奈良県立橿原考古学

研究所

200303

839 櫛羅遺跡2002ー1次調 奈良県 櫛羅ー県道213号線バイパス工 奈良県遺跡調査概報 奈良県立橿原考古学 200303
査 事に伴う2002年度試掘調査報

.dこl=一一

2002年度(第二分冊) 研究所

840 櫛羅遺跡2002 - 1次調 奈良県 櫛羅- 県道213号線バイパス工 奈良県遺跡調査概報 奈良県立橿原考古学 200303
査 事に伴う2002年度試掘調査報

氏.
ロ 一一

2002年度(第二分冊) 研究所

84ー櫛羅遺跡2002 - 1次調 奈良県 櫛羅- 県道213号線バイパスエ 奈良県遺跡調査概報 奈良県立橿原考古学 200303
査 】事に伴う2002年度試掘調査報

上ヒ.
∩

2002年度(第二分冊) 研究所

842 櫛羅遺跡2002 - 1次調 奈良県 櫛羅ー県道213号線バイパス工 奈良県遺跡調査概報 ,奈良県立橿原考古学 200303

査 事に伴う2002年度試掘調査報

氏.
ロ

200 2年度(第二分冊) 研究所

843 本郷遺跡群2002年度 奈良県 本郷遺跡群2002年度 奈良県遺跡調査概報

200 2年度(第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所

200303

844 飛鳥京跡第150次 奈良県 第150次調査 奈良県遺跡調査概報

200 2年度(第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所

200303

845 平城京右京三条三坊 奈良県 平城京右京三条三坊六坪 奈良県遺跡調査概報 奈良県立橿原考古学 200703
大坪 200 6年 (第一分冊) 研究所

846 萩之本遺跡 奈良県 萩之本遺跡(川西町5-7 ~ 9区) 奈良県遺跡調査概報

200 7年 (第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所

200803

847 - 町Ⅲ区.Ⅳ区 奈良県 - 町Ⅲ区.Ⅳ区 奈良県遺跡調査概報

200 7年 (第二分冊)

奈良県立橿原考古学

研究所
200803
i
i

848 飛鳥京跡第160次 奈良県 飛鳥京跡第160次調査 奈良県遺跡調査概報

200 8年 (第三分冊.)

奈良県立橿原考古学

研究所

…2009 12

11
849 能峠中島遺跡 奈良県 能峠遺跡群Ⅲ 「奈良県史跡名勝天然記念

物 調査報告
60 奈良県立橿原考古学

研究所
99903

850 曲川遺跡 奈良県 曲川遺跡 ～奈良県立橿原考古学研究 90 -奈良県立橿原考古学 200403

所調査報告 研究所

851 E8JJ一一 奈良県 曲川遺跡 1奈良県立橿原考古学研究

所調査報告

90 [奈良県立橿原考古学

研究所

200403

-】
852 曲川遺跡 -奈良県 曲川遺跡 奈良県立橿原考古学研究

所調査報告

90 奈良県立橿原考古学

研究所

2004 03

853 曲川遺跡 奈良県 曲川遺跡 奈良県立橿原考古学研究

所調査報告

90 奈良県立橿原考古学

研究所

200403

854 下永東方遺跡 奈良県 下永東方遺跡 奈良県文化財調査報告書 86 奈良県立橿原考古学

研究所

200103

855 下永東城遺跡 奈良県 下永東城遺跡 奈良県文化財調査報告書 103 奈良県立橿原考古学

研究所

200303

85 6 下永東方遺跡 奈良県 下永東方遺跡 Ⅱ 奈良県文化財調査報告書 124
-
～

奈良県立橿原考古学

研究所

200803

857 唐古.鍵遺跡 奈良県 唐古J鍵遺跡 I ー範囲確認

調査- 特殊遺物.考察編

日原本町文化財調査報告

ま=
la

5 田原本町教育委員会 200903

858 唐古.鍵遺跡 奈良県 唐古l鍵遺跡 I - 範囲確認

調査- 特殊遺物.考察編

田原本町文化財調査報告

S6;
日

i5

】

田原本町教育委員会 200903

85 9 曲川遺跡 -奈良県

～

曲川遺跡発掘調査報告書 (財)元興寺文化財研

究所

200603

8 60 曲川遺跡 奈良県 曲川遺跡発掘調査報告書 (財)元興寺文化財研

究所

200603

86 1 曲川遺跡 奈良県 曲川遺跡発掘調査報告書 (財)元興寺文化財研

究所
200603

8 62 E曲川遺跡 奈良県 曲川遺跡発掘調査報告書

E-

i (財)元興寺文化財研

究所
200603

8 63 布留遺跡 奈良県 布留遺跡三島(里中)地区発掘

調査報告書

E 埋蔵文化財天理教調

査団
1995 2

864 布留遺跡 奈良県 布留遺跡三島(里中)地区発掘

調査報告書

埋蔵文化財天理教調

査団
199512

865 布留遺跡 奈良県 布留遺跡三島(里中)地区発掘

調査報告書

埋蔵文化財天理教調

査団
199512

866 布質遺跡 奈良県 布留遺跡三島(里中)地区発掘

調査報告書

埋蔵文化財天理教調

査団
199512

867 野田.藤並地区遺跡 和歌山県 野田.藤並地区遺跡発掘調査

報告書

和歌山県教育委員会 198503
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868 田屋遺跡 和歌山県 田屋遺跡発掘調査報告書 】 圧財)和歌山県文化財

Lセンター
19900 3

869 太田.黒田遺跡第1次 和歌山県 太田.黒田遺跡(県1次調査) (財 )和歌山県文化財

センター

200 703

870 太田.黒田遺跡第1次 和歌山県 太田.黒田遺跡(県1次調査) (財 )和歌山県文化財

センター
200 703

871 西飯降 Ⅱ遺跡 和歌山県 西飯降Ⅱ遺跡.丁ノ町.妙寺遺

跡

(財 )和歌山県文化財

センター
20 10 03

872 酉飯降 Ⅱ遺跡 和歌山県 西飯降Ⅱ遺跡,丁ノ町.妙寺遺

跡

(財 )和歌山県文化財

センタ-
20 10 03

873 西飯降 Ⅱ遺跡 和歌山県 西飯降Ⅱ遺跡,丁ノ町.妙寺遺

跡

(財 )和歌山県文化財

センター

20 10 03

874 鳴神Ⅴ遺跡 和歌山県 鳴神Ⅴ遺跡 発掘調査概要報 和歌山市文化体育振興事 8 (財 )和歌山市文化体 1994 03
告書 業団調査報告書 育振興事業団

875 岡村遺跡第2次 和歌山県 岡村遺跡 第2次調査

I～

和歌山市教育委員会.

(財 )和歌山市文化体

育振興事業団

199903

876 岡村遺跡第2次 和歌山県 岡村遺跡 第2次調査 t
,I

E

和歌山市教育委員会.

(財 )和歌山市文化体

育振興事業El

199903

877 岡村遺跡第2次 和歌山県 岡村遺跡 第2次調査 】
】

牒 岩霊票 要語訂

育振興事業団

199903

878 岡村遺跡第2次 和歌山県 岡村遺跡 第2次調査 和歌山市教育委員会.

(財 )和歌山市文化体

育振興事業団

199903

879 岡村遺跡第2次 和歌山県 岡村遺跡 第2次調査 和歌山市教育委員会 .

(財)和歌山市文化体

育振興事業B]

199903

880 妻末法大神遺跡 鳥取県 妻木法大神遺跡 鳥取県教育文化財団調査

報告書
81

】
1

(財)鳥取県教育文化

財団 鳥取県埋蔵文化

ナ財センタI

200303

88ー】茶畑六反日遺跡0区 島取具 茶畑六反田遺跡(0 -5区) -鳥取県教育文化財団調査

i報告書

94 ,(財)鳥取県教育文化

財団 鳥取県埋蔵文化

財センター

200403

882 青谷上寺地遺跡第2次 鳥取県

-I

青谷上寺地遺跡8 鳥取県埋蔵文化財セン 10 I(財)鳥取県埋蔵文化 200603
～第7次 タ- 調査報告 財センター

883 青谷上寺地遺跡第2次

～第7次

鳥取県 青谷上寺地遺跡8 鳥取県埋蔵文化財セン

ター調査報告
10 !(財)鳥取県埋蔵文化

財センター
200603

-
884～青谷上寺地遺跡第4.6 鳥取県 青谷上寺地遺跡8

i-
,

鳥取県埋蔵文化財セン [10 (財)鳥取県埋蔵文化 200603
次 tタl 調査報告 t 財センター

885 青谷上寺地遺跡第7次 鳥取県 ～青谷上寺地遺跡8

,-

[鳥取県埋蔵文化財セン
tタ- 調査報告

10 (財)鳥取県埋蔵文化

財センター
200603

886 青谷上寺地遺跡第8次 鳥取県 青谷上寺地遺跡9 [鳥取県埋蔵文化財セン

ター調査報告

21 (財)鳥取県埋蔵文化

財センター

200803

887 目久美遺跡第5次 鳥取県 目久美遺跡Ⅴ.Ⅵ (財 )米子市教育文化事業

団発掘調査報告書

25 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

199803

888 目久美遺跡第5次 鳥取県 目久美遺跡Ⅴ.Ⅵ (財 )米子市教育文化事業

Eg 発掘調査報告書
25 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

99803

889 目久美遺跡第6次 鳥取県 呂久美遺跡Ⅴ.Ⅵ (財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書
25 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

199803

890 目久美遺跡第6次 鳥取県 目久美遺跡Ⅴ.Ⅵ (財)米子市教育文化事業 25 (財)米子市教育文化 199803

I
団発掘調査報告書 事業団埋蔵文化財調

査室

89 1 目久美遺跡第8次 鳥取県 目久美遺跡Ⅷ (財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書

44 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200303

892 目久美遺跡第10次 鳥取県 目久美遺跡Ⅸ.Ⅹ (財)米子市教育文化事業

Eg 発掘調査報告書
45 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200303

893 目久美遺跡第10次 鳥取県 目久美遺跡Ⅸ.Ⅹ (財)米子市教育文化事業

Eg 発掘調査報告書

45 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200303

894 目久美遺跡第10次 鳥取県 目久美遺跡Ⅸ.Ⅹ (財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書

45 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200303

895 目久美遺跡第10次 鳥取県 目久美遺跡Ⅸ.Ⅹ (財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書
45 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200303

896 目久美遺跡第12次 鳥取県 目久美遺跡Ⅹ Ⅱ (財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書

.54 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200707

187



遺跡一覧表B-l

897 目久美遺跡第12次 鳥取県 目久美遺跡ⅩⅡ

i

(財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書
54 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200707

898 目久美遺跡第15次

】

鳥取県 目久美遺跡(第15次調査) (財)米子市教育文化事業

団発掘調査報告書
60 (財)米子市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

200903

899 坪田遺跡 鳥取県 鳥取県西伯郡大山町坪田遺跡

発掘調査報告書

大山町文化財調査報告書L3 大山町教育委員会.フ

ジテクノ有限会社
20070 7

900 坪田遺跡 鳥取県 鳥取県西伯郡大山町坪田遺跡

発掘調査報告書

大山町文化財調査報告書 3 大山町教育委員会.フ

ジテクノ有限会社
200 70 7

90 1 坪田遺跡 鳥取県

i

鳥取県西伯郡大山町坪田遺跡

発掘調査報告書

大山町文化財調査報告書 3 大山町教育委員会.フ

ジテクノ有限会社
200 70 7

902 奈免羅.西の前遺跡1

区

鳥取県 鳥取県八頭郡八頭町 奈免羅.

西の前遺跡 Ⅱ

八頭町文化財調査報告書 5 (樵)島田組 20 100 3

903 奈免羅.西の前遺跡2

区

鳥取県 鳥取県八頭郡八預町 奈免羅.

西の前遺跡 Ⅱ

八頭町文化財調査報告書 5 (樵)島田組 20 100 3

904 奈免羅.西の前遺跡3

区

鳥取県 鳥取県八頚部八譲町 奈免羅.

西の前遺跡 Ⅲ

八頭軒文化財調査報告書i5 (樵)島田組 20 100 3

90 5 奈免羅.西の前遺跡3

区

鳥取県 鳥取県八頭都八頚町 奈免羅.

西の前遺跡 Ⅱ

八頭町文化財調査報告書 5 i(樵)島田組 】20 100 3

906 奈免薙.西の前遺跡3 鳥取県 鳥取県八頭郡八頭町 奈免羅. 八頭町文化財調査報告書 5 (秩)島田組 20 100 3
区 西の前遺跡 .Ⅱ

907 富田川河床遺跡第7次 島根県 富田川河床遺跡発掘調査報告

書Ⅲ

島根県教育委員会 9830 3

908 富田川河床遺跡第7次 島根県 富田川河床遺跡発掘調査報告

書Ⅲ

島根県教育委員会 19830 3

909 富田川河床遺跡第7次 島根県 富田川河床遺跡発掘調査報告

書Ⅲ

島根県教育委員会 19830 3

910 富田川河床遺跡第7次 島根県 富田川河床遺跡発掘調査報告

書Ⅲ

島根県教育委員会 19830 3

911 西川津遺跡Ⅱ～Ⅳ区 島根県 西川津遺跡Ⅶ 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センタ-

20 000 3

912 西川津遺跡Ⅱ～Ⅳ区 島根県

i

西川津遺跡Ⅶ 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センタ-

20 000 3

9 13 三田谷 I遺跡 】島根県

-

三田谷 I遺跡 Vo l.3 「斐伊川放水路建設予定地

内埋蔵文化財発掘調査報

告書

9 島根県教育委員会 120 000 3

;
914 古志本郷遺跡 】島根県 古志本郷遺跡Ⅴ 農 芸謡警語雷雲芸謡 芸

告書

26 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター
20 030 3

915 中野清水遺跡 島根県 …大津町北遺跡.中野清水遺跡

I

一般国道9号出雲バイパ …5

ス建設予定地内埋蔵文叫
財発掘調査報告書 1

島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

20 040 3

9 16 中野美保遺跡 島根県

～

中野美保遺跡 一般国道9号出雲バイパ

ス建設予定地内埋蔵文化
財発掘調査報告書

4 <島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター
200403

9 17 青木遺跡 島根県 青木遺跡(中近世編) 国道43 1号道路改築事業

(東林木バイパス)に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

ま=
目

1 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

】200403

9 18 北原本郷遺跡 島根県 北原本郷遺跡 I 尾原ダム建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書
7 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター
200503

9 19 北原本郷遺跡 島根県 北原本郷遺跡 I 尾原ダム建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書
7 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センタ-
200503

920 北原本郷遺跡 島根県 北原本郷遺跡 I 尾原ダム建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書
7 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

200503

92 1 北原本郷遺跡 島根県 北原本郷遺跡 I 尾原ダム建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書
7 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

200503

922 北原本郷遺跡 島根県 H E原本如遺跡 I 尾原ダム建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書

7 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

200503

923 青木遺跡 島根県 青木遺跡 Ⅱ 国道43 1号道路改築事業

(東林木バイパス)に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

」

Ⅲ 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

200603

924 浜寄.地方遺跡 島根県 浜寄.地方遺跡 - 般国道9号(益田道路)

建設予定地内埋蔵文化財

発掘調査報告書

2 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

200603

925 浜寄.地方遺跡 島根県 浜寄.地方遺跡 一般国道9号(益田道路)

建設予定地内埋蔵文化財

発掘調査報告書

2 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター

200603

926 浜寄.地方遺跡 島根県 浜寄.地方遺跡 一般国道9号(益田道路)

建設予定地内埋蔵文化財

発掘調査報告書

2 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センタI
200603

188



遺跡一覧表B-1

927 山持遺跡 Ⅲ.Ⅲ区 島根県 E山持遺跡Ⅱ.Ⅲ区 国道43 1号道路改築事業

(東林木バイパス)に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

圭
日

Ⅲ 島根県教育庁埋蔵文

化財調査センター
200703

928 夫手遺跡 島根県 手角地区ふるさと農道整備事

業にともなう夫手遺跡発掘調査

報告書

松江市文化財調査報告書 81 (財)松江市教育文化

振興事業団
200003

929 築山遺跡 島根県 寿昌寺遺跡.築山遺跡発掘調

査報告書 ～

出雲市教育委員会 2004 0

930 小山遺跡第3地点第5

次

島根県 四絡30号外1線道路改良工事

地内小山遺跡第3地涼発掘調

査報告書

出雲市教育委員会 200503

93 1 出雲大社境内遺跡 島根県 出雲大社境内遺跡 大社町教育委員会 200403

932 島根大学構内遺跡橋

得手地区

島根県 島根大学構内遺跡第1次調査

(橋縄手地区1)

島根大学埋蔵文化財調査

研究報告

1 .さ竺- …199703
i千

調査研究センタ-
933 島根大学構内遺跡京 、島根県 島根大学構内遺跡第5.9次調 島根大学埋蔵文化財調査 4 島根大学埋蔵文化財 199903

田地区.諸田地区 査(京田地区1.諸田地区4) 研究報告 調査研究センター

934 一里!. 、虫LDJL.-J- 島根県 島根大学構内遺跡第12 -13次

調査(京田地区2-3)

島根大学埋蔵文化財調査

研究報告

8 島根大学埋蔵文化財

調査研究センター

200503
こ子ニ 1昆 泉

田地区
935 百聞川原尾島遺跡 岡山県 百聞川原尾島遺跡1 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
39 岡山県教育委員会 1980

936】百聞川原尾島遺跡 岡山県 百聞川原尾島遺跡1 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
39 岡山県教育委員会 1980 1

937 百聞川原尾島遺跡 岡山県 百聞川原尾島遺跡1 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告

39 岡山県教育委員会 1980 11

938 百聞川沢田遺跡. 岡山県 百聞川沢田遺跡1 百聞川長谷

遺跡 百聞川岩間遺跡 百聞川

当麻遺跡1

岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告

46 岡山県教育委員会 198 11ー

939 百聞川沢田遺跡 岡山県 百聞川沢田遺跡1 百聞川長谷

遺跡 百聞川岩間遺跡 百聞川

当麻遺跡1

岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
46 岡山県教育委員会 198 11

940 百聞川兼基遺跡 岡 山県

1

百聞川兼基遺跡1 百聞川今谷

遺跡1

岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
51 岡山県教育委員会 1982

94 1「百聞川原尾島遺跡
I

岡山県 !百聞川原尾島遺跡2 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
56 建設省岡山河川工事

漂 芸所l岡山県教育委
1984 03

[
942 百聞川原尾島遺跡 岡山県

l

百聞川原尾島遺跡2 岡山県埋蔵文化財発掘調

.重報告I

56 「建設省岡山河川工事
庵 務所l岡山県教育委

憤 会

…1984 03
]1
-

943 百聞川沢田遺跡 】岡山県 百聞川沢田遺跡2.百聞川長谷

遺跡2

岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
59 贋 重富鵠 品 198503

944 百聞川沢田遺跡 岡山県 百聞川沢田遺跡2t百聞川長谷 岡山県埋蔵文化財発掘調 59 …建設省岡山河川工事 198503
遺跡2 i査報告 事務所.岡山県教育委

員会

94 5 百聞川沢田遺跡 岡山県 百聞川沢田遺跡2.百聞川.長谷 岡山県埋蔵文化財発掘調 59 建設省岡山河川工事 198503
遺跡2 重報告 事務所.岡山県教育委

員会

94 6 百聞川沢田遺跡 岡山県 百聞川沢田遺跡2.百聞川長谷 岡山県埋蔵文化財発掘調 59 建設省岡山河川工事 198503
遺跡2 重報告 事務所.岡山県教育委

員会

94 7 百聞川沢田遺跡 岡山県 百聞川沢田遺跡2.百聞川長谷 岡山県埋蔵文化財発掘調 59 建設省岡山河川工事 198503
遺跡2 重報告 事務所.岡山県教育委

員会

94 8 桑瀬遺跡ほかC散布 岡山県 桑瀬遺跡ほか 土佐貝塚ほか 岡山県埋蔵文化財発掘調 64 建設省岡山河川工事 198703

也 美土路遺跡ほか 重報告 事務所.岡山県教育委

員会

94 9 福本遺跡 岡山県 植木遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告

65 建設省岡山河川工事

事務所.岡山県教育委

員会

198703

950 樋本遺跡 岡山県 樋本遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調

套報告
65 建設省岡山河川工事

事務所.岡山県教育委

員会

198703

951 菅生小学校裏山遺跡 岡山県 菅生小学校裏山遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
81 岡山県古代吉備文化

財センター
99303

952 窪木薬師遺跡 岡山県 窪木薬師遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
86 岡山県教育委員会 199303

953 三手遺跡 岡山県 山陽自動車道建設に伴う発掘 岡山県埋蔵文化財発掘調 90 岡山県古代吉備文化 994 03
調査9 (本文) 重報告 財センター

954 三手遺跡 岡山県 山陽自動車道建設に伴う発掘 岡山県埋蔵文化財発掘調 90 岡山県古代吉備文化 ー994 03
調査9(本文) 重報告 財センタ一

955 足守川矢部南向遺跡 岡山県 足守川河川改修工事に伴う発 岡山県埋蔵文化財発掘調 94 岡山県古代吉備文化 199503
掘調査 足守川矢部南向遺跡 重報告 財センタI

956 北方下沼遺跡.北方横 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 岡山県古代吉備文化 199803
円遺跡 北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 重報告 財センター

957 北方下沼遺跡.北方横 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. =司山県埋蔵文化財発掘調 126 岡山県古代吉備文化 99803
田遺跡 北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 査報告 財センター
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958 北方下沼遺跡.北方横 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 岡山県古代吉備文化 199803

-
田遺跡 北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 重報告 財センター

959 北方下沼遺跡.北方横 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 岡山県古代吉備文化 199803
田遺跡 北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 重報告 財センター

960 北方下沼遺跡.北方横 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 =司山県古代吉備文化 199803
田遺跡 北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 査報告 】財センター

961 北方下沼遺跡.北方横 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 1岡山県古代吉備文化 199803
田遺跡 北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 重報告 財センター

962 北方中溝遺跡 岡山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 岡山県古代吉備文化 199803
北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 重報告 財センター

963 北方地蔵遺跡 P 山県 北方下沼遺跡.北方横田遺跡. 岡山県埋蔵文化財発掘調 126 岡山県古代吉備文化 199803
北方中溝遺跡.北方地蔵遺跡 重報告 財センター

964 加茂政所遺跡 岡山県 加茂政所遺跡 高松原古才遺 岡山県埋蔵文化財発掘調 138 岡山県古代吉備文.化 199903
跡 立田遺跡 重報告 財センター

965 加茂政所遺跡 岡山県 加茂政所遺跡 高松原古才遺 岡山県埋蔵文化財発掘調 138 岡山県古代吉備文化 199903
跡 立田遺跡 重報告 財センタ-

966 加茂政所遺跡 岡山県 加茂政所遺跡 高松原古才遺 岡山県埋蔵文化財発掘調 138 岡山県古代吉備文化 199903
跡 立田遺跡 重報告 財センタI

967 田益田中(国立岡山病 岡山県 田益田中(国立岡山病院)遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調 141 岡山県古代吉備文化 199903
醍)遺跡 重報告 財センター

968 津寺一軒家遺跡 岡山県 津寺三本木遺跡 津寺- 軒屋 岡山県埋蔵文化財発掘調 142 岡山県古代吉備文化 199903
遺跡 重報告 財センター

969 津島遺跡 岡山県 津島遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
145 岡山県古代吉備文化

財センター

199903

970 北方地蔵遺跡.北方薮 岡山県 北方地蔵遺跡2.北方薮ノ内遺 岡山県埋蔵文化財発掘調 149 岡山県古代吉備文化 200002
ノ内遺跡 跡 重報告 財センター

971 北方地蔵遺跡.北方薮 岡山県 北方地蔵遺跡2.北方薮ノ内遺 岡山県埋蔵文化財発掘調 149 岡山県古代吉備文化 200002
ノ内遺跡 跡 重報告 財センター

972 百聞川原尾島遺跡 岡山県 百聞川原尾島遺跡6 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
179 岡山県古代吉備文化

i財センター

200402

973 郷ノ溝遺跡 岡山県 新邸遺跡.郷ノ溝遺跡.仏生田 岡山県埋蔵文化財発掘調 182 =司山県古代吉備文化 200403
遺跡.掛無堂遺跡.川入遺跡.

中撫川遺跡

重報告

I

財センター

974 久田原遺跡 岡山県 久田原遺跡.久田原古墳群(寡 岡山県埋蔵文化財発掘調 184 岡山県古代吉備文化 200403
1分冊) 重報告 財センタ-

975:久田原遺跡 】岡山県

～

久田原遺跡.久日原古墳群(第 岡山県埋蔵文化財発掘調 ー84 岡山県古代吉備文化 200403
1分冊) 重報告 財センター

976 久田原遺跡 岡山県 久田原遺跡.久田原古墳群(第 岡山県埋蔵文化財発掘調 ー84 岡山県古代吉備文化 200403
1分冊) 重報告 財センター

977 久田原遺跡 j岡山県

-

久田原遺跡.久田原古墳群(第 岡山県埋蔵文化財発掘調 184 岡山県古代吉備文化 200403
1分冊) 重報告 財センター

978 伊福定国前遺跡 岡山県 】伊福定国前遺跡2 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
188 岡山県古代吉備文化

財センター
200502

979 夏栗遺跡 岡山県 夏栗遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調

重報告
194 岡山県古代吉備文化

財センター
200503

980 宮南遺跡 岡山県 中島遺跡.宮南遺跡.国長遺 岡山県埋蔵文化財発掘調 221 岡山県古代吉備文化 200903
跡 .天神河原遺跡 重報告 財センタl

981 三手(庄内幼稚園)逮

跡
岡山県 三手(庄内幼稚園)遺跡発掘調

重報告

=司山市教育委員会.岡

山 市遺跡調査団
198103

982 三手(庄内幼稚園)逮

跡

岡山県 三手(庄内幼稚園)遺跡発掘調

重報告

=司山市教育委員会.岡

山市遺跡調査団
198103

983 南方(国立病院)遺跡 岡山県 南方(国立病院)遺跡発掘調査

報告

岡山市教育委員会.岡

山市遺跡調査団
198103

984 西祖橋本(御休幼稚

園)遺跡

岡山県 西祖山方前遺跡.西祖橋本(御

休幼稚園)遺跡

=司山市教育委員会 199403

985 岡山城跡本丸下の段 岡山県 史跡保存整備事業 史跡岡山

城跡本丸下の段発掘調査報告

岡山市教育委員会 200103

986 吉備津奥田遺跡 岡山県 吉備津杉尾西遺跡..吉備津奥

田遺跡

岡山市教育委員会(岡

山市埋蔵文化財セン

タ一)

20 003

987 吉備津奥田遺跡 岡山県 吉備津杉尾西遺跡.吉備津奥

田遺跡

岡山市教育委員会(岡

山市埋蔵文化財セン

ター)

201003

988 吉備津奥田遺跡 岡山県 吉備津杉尾西遺跡.吉備津奥

田遺跡

岡山市教育委員会 (岡

山市埋蔵文化財セン

タ. )

20 00 3

98 9 熊山田遺跡 岡山県 熊山田遺跡 邑久町埋蔵文化財発掘調

重報告

1 邑久町教育委員会 200403

990 備前原遺跡 岡山県 備前原遺跡 御津町埋蔵文化財発掘調

重報告

10 御津町教育委員会 200203

99 1 備前原遺跡 岡山県 備前原遺跡 御津町埋蔵文化財発掘調

重報告
10 御津町教育委員会 200203

992 津島同大遺跡第3次 岡山県 津島岡大遺跡3- 第3次調査ー 岡山大学構内遺跡発掘調

重報告
5 岡山大学埋蔵文化財

調査研究センタ-
199203

993 津島同大遺跡第3次 岡山県 津島同大遺跡3ー第3次調査- 岡山大学構内遺跡発掘調

重報告
5 岡山大学埋蔵文化財

調査研究センター
199203
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994 津島同大遺跡第3次 岡山県 津島岡大遺跡3l 第3次調査- 岡山大学構内遺跡発掘調

重報告

5 岡山大学埋蔵文化財 199203

調査研究センター ー

995 津島岡大遺跡第5次 岡山県 津島同大遺跡4- 第5次調査ー 岡山大学構内遺跡発掘調

重報告

7 岡山大学埋蔵文化財

調査研究センタ-
99403

996 津島同大遺跡第5次 -岡山県
-

津島同大遺跡4ー第5次調査l 岡山大学構内遺跡発掘調

重報告

7 岡山大学埋蔵文化財

調査研究センター

ー99403

997 津島同大遺跡第6次 岡山県 津島岡大遺跡6一第6-7次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 9 岡山大学埋蔵文化財 99512
重報告 調査研究センター

998 津島岡大遺跡第6次 岡山県 津島同大遺跡6一第6.7次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 9 岡山大学埋蔵文化財 199512
重報告 調査研究センター

999 津島同大遺跡第6次 岡山県 津島同大遺跡6- 第6 .7次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 9 個 山大学埋蔵文化財 199512

重報告 調査研究センター

1000 津島同大遺跡第13次 岡山県 津島同大遺跡8- 等13次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 12 F岡山大学埋蔵文化財 199703

重報告 調査研究センター

100 津島同大遺跡第10次 岡山県 津島同大遺跡11- 第10 -12次 岡山大学構内遺跡発掘調 16 岡山大学埋蔵文化財 200303
調査一 套報告 調査研究センタI

002 津島同大遺跡第12次 岡山県 津島同大遺跡11- 第10 -12次 岡山大学構内遺跡発掘調 16 岡山大学埋蔵文化財 200303
調査- 重報告 調査研究センター

1003 津島同大遺跡第12次 岡山県 津島同大遺跡11- 第10 -12次 岡山大学構内遺跡発掘調 16 岡山大学埋蔵文化財 200303

調査- 重報告 調査研究センター

004 津島同大遺跡第12次 岡山県 津島同大遺跡11- 第10 -12次

調査-

岡山大学構内遺跡発掘調

重報告

L16

i

岡山大学埋蔵文化財

調査研究センター
200303

005 津島同大遺跡第 12次 岡山県 津島同大遺跡11- 第10 -12次 岡山大学構内遺跡発掘調 16 岡山大学埋蔵文化財 200303
調査- 重報告 調査研究センター

006 津島岡大遺跡第27次 =司山県 津島同大遺跡ー3l 第27次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 18 岡山大学埋蔵文化財 200305
重報告 調査研究センター

007 津島岡大遺跡第一5次 岡山県 津島同大遺跡14- 第15次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 19 岡山大学埋蔵文化財 200402
重報告 調査研究センター

1008 津島同大遺跡第 15次 岡山県 津島同大遺跡14一第15次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 19 岡山大学埋蔵文化財 200402
重報告 調査研究センター

1009 津島同大遺跡第 15次 岡山県 津島同大遺跡14- 第15次調査 岡山大学構内遺跡発掘調

dニ

19 岡山大学埋蔵文化財

調査研究センター

200402

.=.
1010 津島同大遺跡第 15次 岡山県 津島同大遺跡14- 第 15次調査 岡山大学構内遺跡発掘調 19 岡山大学埋蔵文化財 200402

重報告 調査研究センタ一

01 津島同大遺跡第23次 . 岡山県 津島岡大遺跡17一第23 -24次 岡山大学構内遺跡発掘調 22 岡山大学埋蔵文化財 200603
第24次 調査I 重報告 .調査研究センター

10 12 西束子遺跡 広島県 西束子遺跡発掘調査報告書 l文化財センタl 調査報告
…重二
Mi

1

7 】(財)東広島市教育文

1砦票 業団 文化財
19960 3

0 13 御領遺跡第99- 1次 広島県 神辺町内遺跡発掘調査概要 -神辺町埋蔵文化財調査報

-普

24 -神辺町教育委員会

]
20000 3

1999年度

10 4 アW .& サ 山口県 上東遺跡Ⅱ 山口市埋蔵文化財調査報

』こ
.=l

83 O Jロ市教育委員

i

20030 3

10 15 延行条里遺跡ほか 山口県 綾羅木川下流域の地域開発史 下関市教育委員会 99003

10 16 延行条里遺跡ほか 山口県 綾羅木川下流域の地域開発史 下関市教育委員会 99003

0 17 延行条里遺跡ほか 山口県 綾羅木川下流域の地域開発史 下関市教育委員会 】199003

10 18 吉日馬場遺跡 山口県 吉田馬場遺跡 下関市埋蔵文化財調査報

告書
43 下関市教育委員会 199203

0 19 吉田馬場遺跡 山口県 吉田馬場遺跡 下関市埋蔵文化財調査報

告書
43 下関市教育委員会 199203

020 吉田馬場遺跡 山口県 吉田馬場遺跡 下関市埋蔵文化財調査報

告書
43 下関市教育委員会 199203

02 周防国府跡第 107次 山口県 第107次 (H D地区)調査 防府市埋蔵文化財調査概

要
990 1 防府市教育委員会 199903

022 症 .蔵本遺跡第 10次 徳島県 庄 .蔵本遺跡1 徳島大学埋蔵文化財調査

報告書
1 徳島大学埋蔵文化財

調査室
ー99803

1023 庄遺跡 徳島県 庄 (庄 .蔵本)遺跡 徳島県教育委員会.徳

島大学埋蔵文化財調

査室

200503

1024 下川津遺跡 香川県 下川津遺跡l 第2分冊- 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告

7 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター

199003

1025 下川津遺跡 香川県 下川津遺跡一第2分冊- 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告

7 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター

199003

1026 下川津遺跡 香川県 下川津遺跡- 第2分冊l 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告

7 (財)香川県埋蔵文化

財調査センタ-

199003

027 下川津遺跡 香川県 下川津遺跡一第2分冊- 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告

7 (財)香川県埋蔵文化

財調査センタI
ー99003

1028 下川津遺跡 香川畢 下川津遺跡一第2分冊- 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告
7 (財)香川県埋蔵文化

財調査センタ-
199003

029 下川津遺跡 香川県 下川津遺跡I 第2分冊- 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告
7 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター
199003

030 下川津遺跡 fillゥ 下川津遺跡一第2分冊l 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告
7

-

(財)香川県埋蔵文化

財調査センタ-
199003

103 1 東山崎 .水田遺跡 香川県 高松東道路建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告 第1冊 東

山崎 .水田遺跡

(財)香川県埋蔵文化

財調査センタ一
19921
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遺跡一覧表B-1

03 2 川津- ノ又遺跡 香川県 川津ーノ又遺跡 I 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

26 (財 )香川県埋蔵文化

財調査センタI
ー99703

10 33 小山.南谷遺跡 香川県 小山.南谷遺跡 I (財 )香川県埋蔵文化

財調査センタ-
199708

10 34 川津I ノ又遺跡 香川県 川津I ノ又遺跡Ⅱ 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

30 (財 )香川県埋蔵文化

財調査センター
199810

1035 川津ーノ又遺跡 香川県 川津- ノ又遺跡Ⅱ 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

30 (財)香川県埋蔵文化

財調査センタ-
998 10

036 中間西井坪遺跡 香川県 中間西井坪遺跡 Ⅱ 本文編 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

32 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター
199903

1037 川津川西遺跡 香川県 川津川西遺跡.飯山一本松遺 四国横断自動車道建設に 33 (財)香川県埋蔵文化 1999 10

跡 伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

財調査センター

1038 川津川西遺跡 香川県 川津川西遺跡.飯山一本松遺 四国横断自動車道建設に 33

】

(財)香川県埋蔵文化 1999 0
跡 伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

財調査センター

1039 鴨部 .川田遺跡 香川県 鴨部.川田遺跡Ⅱ(第1分冊) 高松東道路建設に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告

】9 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター
2000 10 、

1040 原間遺跡 香川県 原間遺跡 (第1分冊) 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

39 (財)香川県埋蔵文化

財調査センタ-
200203

104 原間遺跡 香川県 原間遺跡 (第1分冊) 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

39 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター
200203

1042 原間遺跡 香川県 原間遺跡(第1分冊) 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

39 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター
200203

1043 池の奥遺跡 香川県 池の奥遺跡.金毘羅山遺跡 Ⅱ 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

46 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター

2003 10

044 善PEl池西遺跡 香川県 善門池西遺跡 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

:報告

50 (財)香川県埋蔵文化

財調査センター
200403

1045 成重遺跡 香川県 成重遺跡 I 第1分冊 四国横断自動車道建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査

報告

[47
i

(財)香川県埋蔵文化

財調査センタl
200403

1046…原間遺跡

i

香川県 原問遺跡 (財)香川県埋蔵文化

財センター
200503

1047…成重遺跡 香川県 成重遺跡Ⅱ 第1分冊 (財)香川県埋蔵文化

財センタ-
200503
】

1048 成重遺跡 香川県 成重遺跡Ⅱ 第1分冊 (財)香川県埋蔵文化

財センター
200503

1049 成重遺跡 香川県 成重遺跡Ⅱ 第1分冊 (財)香川県埋蔵文化

財センター
200503

1050 竹元遺跡 香川県 竹元遺跡 (財)香川県埋蔵文化

財センター

2006 11

105 1 鹿伏 .中所遺跡 香川県 鹿伏.中所遺跡 I (財)香川県埋蔵文化

財センタl

20080 1

1052 鹿伏 .中所遺跡 香川県 鹿伏.中所遺跡 I (財)香川県埋蔵文化

財センタI
20080

1053 奥白方中落遺跡 香川県 中東遺跡2 奥自方中落遺跡

奥白方南原遺跡

(財)香川県埋蔵文化

財センタ一
200802

1054 本郷遺跡 香川県 本郷遺跡 川原遺跡 (財)香川県埋蔵文化

財センター
2008 11

1055 浴 .松ノ木遺跡 香川県 浴.松ノ木遺跡 高松市埋蔵文化財調査報

』ヒ.
.コ

23 高松市教育委員会 199403

1056 浴 .松ノ木遺跡 香川県 浴.松ノ木遺跡 高松市埋蔵文化財調査報

が=
∩

23 高松市教育委員会 199403

1057 居石遺跡 香Jll県 居石遺跡 高松市埋蔵文化財調査報

.d=l=.

30 高松市教育委員会 1995 10

1058 弘福寺領山田都田図

比定地ほか

香川県 讃岐国弘福寺積の調査 高松市埋蔵文化財調査報

.dこロ

37 高松市教育委員会 ー99903

1059 川南 .酉遺跡 香川県 川南.西遺跡 高松市埋蔵文化財調査報

.d=l=l

38 高松市教育委員会 199903

1060 上西原遺跡 香川県 上西原遺跡 附 汲仏遺跡 高松市埋蔵文化財調査報

一d=l=.

47 高松市教育委員会 200003

106 凹原遺跡 香川県 凹原遺跡 高松市埋蔵文化財調査報

dニ
l=l

56 高松市教育委員会 2001 12

1062 中の池遺跡第11次 香川県 中の池遺跡.11次 丸亀市教育委員会.

(財)元興寺文化財研

究所

200503
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遺跡一覧表8-1

063 中の池遺跡第11次 香川県 中の池遺跡 11次 丸亀市教育委員会.

(財)元興寺文化財研

究所

200503

064 中の池遺跡第11次 香川県 中の池遺跡 日次 丸亀市教育委員会.

(財)元興寺文化財研

究所

20050 3

1065 中の池遺跡第11次 香川県 中の池遺跡 日次 丸亀市教育委員会.

(財)元興寺文化財研

究所

200 503

1066 福角遺跡 愛媛県 福角古墳.福角遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

全
日

50 (財)愛媛県埋蔵文化

財調査センター
1994 03

1067 阿方遺跡 愛媛県 阿方遺跡.矢田八反坪遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

ま二
日

84 (財)愛媛県埋蔵文化

財調査センター
2000 03

1068 阿方遺跡 愛媛県 阿方遺跡.矢田八反坪遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

=垂=Eil

84 (財)愛媛県埋蔵文化

財調査センター
200 003

1069 矢田八反坪遺跡 愛媛県 阿方遺跡 .矢田八反坪遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

二重=FEI

84 (財)愛媛県埋蔵文化

財調査センター
200003

1070 矢田八反坪遺跡 愛媛県 阿方遺跡 .矢田八反坪遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

圭
日

84 (財)愛媛県埋蔵文化

財調査センター
200003

1071 森松遺跡 愛媛県 南高井遺跡.森松遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

皇
E]

85 (財)愛媛県埋蔵文化

財調査センタ-

200010

1072 土居窪遺跡第2次 愛媛県 土居窪遺跡2次 祝谷畑中遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告 101 (財 )愛媛県埋蔵文化 2002 12

祝谷本村遺跡2次 重=
EBI

財調査センター

1073 猿川西ノ森遺跡 愛媛県 猿川西ノ森遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

皇
FI

147 (財 )愛媛県埋蔵文化

財調査センター

200803

1074 此花町遺跡 一 愛媛県 此花町遺跡 埋蔵文化財発掘調査報告

全
日

155 (財 )愛媛県埋蔵文化

財調査センタ-

200904

1075 大測遺跡第3次 愛媛県 大測遺跡一第3次調査- 松山市文化財調査報告書 78 松山市教育委員会.

(財)松山市生涯学習

振興財団埋蔵文化財

センター

200003

1076 大潮遺跡第3次 愛媛県 大測遺跡ー第3次調査一 松山市文化財調査報告書 78 松山市教育委員会.

(財)松山市生涯学習

振興財団埋蔵文化財

1センター

200003

1077～柳田遺跡 高知県 】柳田遺跡 高知県埋蔵文化財発掘調

査報告書

17 (財)高知県文化財Efl

-埋蔵文化財センター

19940 3
I

1078 柳田遺跡 高知県 柳田遺跡 高知県埋蔵文化財発掘調

査報告書
17 -(財)高知県文化財団

埋蔵文化財センタ-
1994 03

079 異同中山遺跡群Ⅲ- 2 高知県 異同中山遺跡群Ⅱ- 2 高知県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書
53 i(財)高知県文化財団

埋蔵文化財センター
2000 07

080 異同中山遺跡群Ⅱー2 高知県 異同中山遺跡群Ⅱー2 厚 慧 認 諾 豊 ン t53

L
F

-(財)高知県文化財団

埋蔵文化財センタI
2000 07

-
108 1異同中山遺跡群n - 2 高知県 異同中山遺跡群ⅡI 2 高知県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書

153 (財)高知県文化財団

埋蔵文化財センタ一
2000 07

1082 異同中山遺跡群Ⅱ】2 高知県 具同中山遺跡群Ⅱ- 2 i高知県埋蔵文化財セン 53 (財)高知県文化財団 2000 07
タ- 発掘調査報告書 埋蔵文化財センター

083 異同中山遺跡群ⅡI 2 高知県 具同中山遺跡群Ⅱ- 2 高知県埋蔵文化財セン 53 (財)高知県文化財団 2000 07

ター発掘調査報告書 埋蔵文化財センタ一

1084 田村遺跡群C2区 高知県 田村遺跡群 Ⅱ 第2分冊 ～高知県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書

85 (財)高知県埋蔵文化

財センター

2004 03

1085 下林西田遺跡 福岡県 下林西田遺跡 福岡県文化財調査報告書 ー32 福岡県教育委員会 1998 03

086 鼻元遺跡 福岡県 貝元遺跡 I 福岡県教育委員会 199803

1087 貝元遺跡 福岡県 貝元遺跡 Ⅱ(上巻) 福岡県教育委員会 199903

088 中町裏遺跡 福岡県 中町裏遺跡 九州横断自動車道関係埋

】蔵文化財調査報告

21 福岡県教育委員会 199103

1089 辻垣畠田.長通遺跡 福岡県 辻垣畠田.長通遺跡 椎田道路関係埋蔵文化財

調査報告

2 !福岡県教育委員会 1994 03

1090 辻垣畠田.長通遺跡 福岡県 辻垣畠田.長通遺跡 】椎田道路関係埋蔵文化財

調査報告

2 福岡県教育委員会 1994 03

109 辻垣昌田.長通遺跡 福岡県 辻垣畠田.長通遺跡 椎田道路関係埋蔵文化財

調査報告

2 福岡県教育委員会 1994 03

1092 鷹取五反田遺跡 福岡県 鷹取五反田遺跡 I 稲崎A .B

遺跡

一般国道210号 浮羽バイ

パス関係埋蔵文化財調査

報告

9 福岡県教育委員会 199803

0 93 船越高原A遺跡 福岡県 船越高原A遺跡Ⅱ 一般国道210号 浮羽バイ

パス関係埋蔵文化財調査

報告

15 福岡県教育委員会 200ー03

1094 大的遺跡 福岡県 大的遺跡 Ⅱ 一般国道210号 浮羽バイ

パス関係埋蔵文化財調査

報告

21 福岡県教育委員会 200403

1095 堂畑遺跡 - 福岡県 堂畑遺跡Ⅲ 一般国道210号 浮羽バイ

パス関係埋蔵文化財調査

報告

23 福岡県教育委員会 200 503

1096 那珂君休遺跡第2次 福岡県 那珂君休遺跡 Ⅱ 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
106 福岡市教育委員会 198403
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遺跡一覧表B-1

10 97 那珂久平遺跡 福岡県 那珂久平遺跡 I 福岡市埋蔵文化財調査報

告書 1
133 福岡市教育委員会 198603

1098 那珂久平遺跡 福岡県 那珂久平遺跡 I 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
133 福岡市教育委員会 198603

1099 那珂君休遺跡第3次

(那珂久平遺跡)

福岡県 那珂久平遺跡 Ⅲ 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
163 福岡市教育委員会 198703

100 那珂君休遺跡第3次

(那珂久平遺跡)

福岡県 那珂久平遺跡Ⅱ 福岡市埋蔵文化財調査報

告書

163 福岡市教育委員会 1987 03

110 那珂君休遺跡第4次 福岡県 那珂君休遺跡Ⅳ 福岡市埋蔵文化財調査報～

告書
208 福岡市教育委員会 198903

1 0 2 那珂君休遺跡第4次 福岡県 那珂君休遺跡Ⅳ 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
208 福岡市教育委員会 198903

110 3 岩本遺跡 福岡県 岩本遺跡- 岩本遺跡群第3次

調査報告ー

福岡市埋蔵文化財調査報

告書
342 福岡市教育委員会 199303

110 4 比嘉遺跡群第41次 福岡県 比恵遺跡群(15 )- 比恵遺跡群

第41次 .49次発掘調査報告書

福岡市埋蔵文化財調査報

告書
401 福岡市教育委員会 199503

1105 吉武遺跡群第2次Ⅴ.

Ⅵ区

福岡県 吉武遺跡群Ⅸ 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
514 福岡市教育委員会 99703

1106 吉武遺跡群第2次Ⅸ区 福岡県 吉武遺跡群Ⅸ 福岡市埋蔵文化財調査報

告書

514 福岡市教育委員会 199703

1107 那珂君休遺跡第7次 福岡県 那珂君休遺跡Ⅶ- 那珂君休遺

跡第7.8次発掘調査報告-

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

587 福岡市教育委員会 199803

1 108 那珂君休遺跡第7次 福岡県 那珂君休遺跡Ⅶ- 那珂君休遺

跡第7l8次発掘調査報告ー

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

587 福岡市教育委員会 199803

1 109 那珂君休遺跡第8次 福岡県 那珂君休遺跡Ⅶー那珂君休遺

跡第7.8次発掘調査報告ー

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

587 福岡市教育委員会 199803

1110 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第20集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

601 福岡市教育委員会 199903

1111 板付周辺遺跡G ー7a

区

福岡県 福岡.市板付周辺遺跡調査報告

書第20集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

601 福岡市教育委員会 199903

1112 板付周辺遺跡G ー7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第20集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

601 福岡市教育委員会 199903

1113;板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第20集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書 .

60ー 福岡市教育委員会 99903

1114 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告 福岡市埋蔵文化財調査報 601 福岡市教育委員会 199903

書第20集 蝪is

1115 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告 福岡市埋蔵文化財調査報 601 福岡市教育委員会

i
l

ー99903

書第20集 告書

1 6 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 ～福岡市板付周辺遺跡調査報告 福岡市埋蔵文化財調査報 601 福岡市教育委員会 …199903
-書第20集 告書

1117[板付周辺遺跡G - 7a !福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告 福岡市埋蔵文化財調査報 601 福岡市教育委員会 199903

i区 書第20集 告書

1118 東比恵三丁目遺跡第1

次

福岡県 …東比恵三丁目遺跡 福岡市埋蔵文化財調査報

告書

636 福岡市教育委員会 200003

1 119 東比恵三丁目遺跡第1

次

福岡県 東比恵三丁目遺跡 福岡市埋蔵文化財調査報

告書

636

1

i福岡市教育委員会 200003

1 120 東比恵三丁目遺跡第1

次

福岡県 !東比恵三丁目遺跡 福岡市埋蔵文化財調査報

告書

636 福岡市教育委員会 200003

1 12 1 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第21集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

640 福岡市教育委員会 200003

1122 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第21集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書
640 福岡市教育委員会 20000 3

112 3 .板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告 福岡市埋蔵文化財調査報 640 福岡市教育委員会 20000 3

書第21集 告書

1124 板付周辺遺跡G - 7a

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第21集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

640 福岡市教育委員会 20000 3

1125 板付周辺遺跡G - 7c

区

福岡県 福岡市板付周辺遺跡調査報告

書第22集

福岡市埋蔵文化財調査報

告書

680 福岡市教育委員会 200103

～

1126 井相田D遺跡第1次 福岡県 . 井相田D遺跡一第1.3次調査ー 福岡市埋蔵文化財調査報

告書

701 福岡市教育委員会 200203

11271元岡.桑原遺跡群第2 福岡県 元岡.桑原遺跡群1- 第2次調 福岡市埋蔵文化財調査報 722 福岡市教育委員会 200203

次 査の報告- 告書

1128 雀居遺跡第13次 福岡県 雀居遺跡9 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
748 福岡市教育委員会 200303

1129 雀居遺跡第13次 福岡県 雀居遺跡9 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
748 福岡市教育委員会 200303

30 笠抜遺跡第1次.第2次 福岡県 笠抜遺跡一第1.2次調査報告 福岡市埋蔵文化財調査報

告書
752 福岡市教育委員会 200303

1131 金山遺跡 Ⅱ区 福岡県 金山遺跡 Ⅱ区 北九州市埋蔵文化財調査

報告書

122 (財)北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

199203

1 32 金山遺跡 Ⅱ区 福岡県 金山遺跡 Ⅱ区 北九州市埋蔵文化財調査

報告書
122 (財)北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

199203

1133 カキ遺跡 福岡県 カキ遺跡(弥生時代編) 北九州市埋蔵文化財調査

報告書

16ー (財)北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

199503

BI



遺跡一覧表B-1

134 金山遺跡0区 -福岡県 金山遺跡0.Ⅳ区 北九州市埋蔵文化財調査

報告書
212 1(毘 豊富豊霊要語孟 L

調査室

199803

1 35 金山遺跡0区 福岡県 金山遺跡0 .Ⅳ区 北九州市埋蔵文化財調査

報告書
212 (財 )北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

99803

1 36 長野フンデ遺跡 福岡県 長野フンデ遺跡 北九州市埋蔵文化財調査

報告普
252 (財 )北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

200003

1137 長野小西田遺跡 福岡県 長野小西田遺跡2 北九州市埋蔵文化財調査

報告書

262 (財 )北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

200103

1 38 長野小西田遺跡 福岡県 長野小西田遺跡2 北九州市埋蔵文化財調査

報告書
262 (財 )北九州市教育文

化事業団埋蔵文化財

調査室

200103

139 長野尾登遺跡第2地点 福岡県 長野尾登遺跡第2地点E～H区 北九州市埋蔵文化財調査 286 (財)北九州市教育文 200203

E～H区 報告書 化事業団埋蔵文化財

調査室

140 長野尾登遺跡第2地点 福岡県 長野尾登遺跡第2地点E～H区 北九州市埋蔵文化財調査 286 (財)北九州市教育文 200203
E～H区 報告書 化事業団埋蔵文化財

調査室

1141 長野角屋敷遺跡4 (第7 福岡県 長野角屋敷遺跡4(第7地点) 北九州市埋蔵文化財調査 345 (財)北九州市芸術文 200603
地点) 報告書 化振興財団埋蔵文化

財調査室

142 長野尾登遺跡第2地点 福岡県 長野尾登遺跡第2地点(L区) 北九州市埋蔵文化財調査

報告書
396 (財)北九州市芸術文

化振興財団埋蔵文化
財調査室

】200803

1143 長野尾登遺跡第2地点 福岡県 長野尾登遺跡第2地点(A -B地 北九州市埋蔵文化財調査 436 (財)北九州市芸術文 20 003

(A -B地点) 点) 報告書 化振興財団埋蔵文化

財調査室

144 能行遺跡第3地点 福岡県 能行遺跡第3地点 北九州市埋蔵文化財調査

報告普
443 (財)北九州市芸術文

化振興財団埋蔵文化

財調査室

20100 3

1 45 小郡川原田遺跡 福岡県 小郡川原田遺跡 Ⅱ 小郡市文化財調査報告書 163 小郡市教育委員会 20020 3

1 46 三沢南崎遺跡 福岡県 三沢南崎遺跡2 小郡市文化財調査報告書 24ー 小都市教育委員会 200 90 3

1147 三沢南崎遺跡 福岡県 三沢南崎遺跡2 小郡市文化財調査報告書 241 小都市教育委員会 20090 3

148 大字府条坊跡第234次 !福岡県 大事府条坊跡29

-1

太宰府市の文化財 83 太宰府市教育委員会.

玉川文化財研究所

20050 5
～
】

1 4 9 筑前国分寺跡第26次 福岡県 筑前国分寺跡3 …太宰府市の文化財 106 太宰府市教育委員会 200901

1 50 [天田遺跡 福岡県 大荒遺跡.天田遺跡 1春日市文化財調査報告書泊0 !春日市教育委員会 200103

1151】天日遺跡 福岡県 大荒遺跡.天田遺跡 春日市文化財調査報告書…30 …春日市教育委員会 200 03

1152 大坪遺跡 福岡県 大坪遺跡 春日市文化財調査報告書j31 …春日市教育委員会 200103

1153 潤 .壱丁田遺跡 福岡県 潤.壱丁田遺跡 前原町文化財調査報告書】41 】前原町教育委員会 1992

1154 半日新田遺跡 佐賀県 半田新田遺跡 唐津市埋蔵文化財調査報い00

告書 】

唐津市教育委員会 200103

1155 半田新田遺跡 佐賀県 半田新田遺跡 唐津市埋蔵文化財調査報

告書
100 唐津市教育委員会 200103

1 56 中原遺跡第6次 佐賀県 中原遺跡(2) 唐津市埋蔵文化財調査報

告書
129 唐津市教育委員会 20060 3

1 57 蔵上遺跡 佐賀県 蔵上遺跡Ⅱ 鳥栖市文化財調査報告書 60 鳥栖市教育委員会 20000 3

1158 蔵上遺跡 佐賀県 蔵上遺跡 Ⅱ 鳥栖市文化財調査報告書 60 鳥栖市教育委員会 20000 3

1 59 稗田原遺跡 長崎県 稗田原遺跡Ⅲ 長崎県文化財調査報告書 152 長崎県教育委員会 19990 3

1160 車出遺跡 長崎県 車出遺跡 原の辻遺跡調査事務所調

査報告書
8 長崎県教育委員会 19980 3

1 6 梅ノ木遺跡 熊本県 梅ノ木遺跡一熊本県菊池郡菊

陽地区県営園場整備事業に伴

う埋蔵文化財調査報告ー

熊本県文化財調査報告 62 熊本県教育委員会 19830 3

1162 七地水田遺跡 熊本県 七地水田遺跡 熊本県文化財調査報告 101 熊本県教育委員会 19890 1

1163 上片町水田遺跡 熊本県 上片町水田遺跡 熊本県文化財調査報告 109 熊本県教育委員会 198910

1164 古麓能寺遺跡 熊本県 古麓能寺遺跡.古麓城下町遺 熊本県文化財調査報告 216 熊本県教育委員会 20030 9

1 65 柳町遺跡第4次～第6

次

熊本県 柳町遺跡Ⅱ 熊本県文化財調査報告 218 塵 本県教育委員会

-

20 040 3

1166 山王遺跡第1次 熊本県 山王遺跡 熊本市教育委員会 20080 3

1167 キリシタン寺院跡 熊本県 宮地年神遺跡 キリシタン寺院

跡 宮地池尻遺跡

八代市文化財調査報告書 20 八代市教育委員会 200303

1168 宮地池尻遺跡 熊本県 宮地年神遺跡 キリシタン寺院

跡 宮地池尻遺跡

八代市文化財調査報告書 20 八代市教育委員会 20030 3

1169 宮地年神遺跡 熊本県 宮地年神遺跡 八代市文化財調査報告書 31 八代市教育委員会 20060 3

1170 宮地池尻遺跡 熊本県 宮地池尻遺跡 八代市文化財調査報告書 33 八代市教育委員会 20060 3

17 日田条里遺跡群 大分県 日田条里遺跡群 佐寺横穴墓

群 大迫遺跡 白岩遺跡 下綾

垣遺跡

大分県教育委員会 19970 3

1172 三和数日遺跡C地点 大分県 三和数日遺跡C地点 大分県文化財調査報告書 98 大分県教育委員会 19970 3

1173 龍要遺跡 大分県 龍頭遺跡 大分県文化財調査報告書 102 大分県教育委員会 19990 3

1174 龍頭遺跡 大分県 龍頭遺跡 大分県文化財調査報告書 102 大分県教育委員会 19990 3

1 75 毛井遺跡A地区 】大分県 毛井遺跡A地区 大分県文化財調査報告書 121 大分県教育委員会 20010 3

76 井ノ久保遺跡 大分県 井ノ久保遺跡発掘調査報告書 大分市教育委員会 20000 3

195



遺跡一覧表B-1

1 77 賀来西遺跡 大分県 賀来西遺跡第1次.第2次発掘

調査報告書
大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
53 大分市教育委員会 2004 0

78 賀来西遺跡 大分県 賀来西遺跡第1次.第2次発掘

調査報告書

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
53 大分市教育委員会 2004 10

79 玉沢地区条里跡第3次 大分県 玉沢地区条里跡第3次調査報

ldこ■=-

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
59 大分市教育委員会 20050 3

1180 玉沢地区条里跡第3次 大分県 玉沢地区条里跡第3次調査報

也.
l=-

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書

59 大分市教育委員会 200 50 3

118 玉沢地区条里跡第3次 大分県 玉沢地区条里跡第3次調査報

』ヒ.
口

大分市埋蔵文化財発掘調

査.報告書
59 大分市教育委員会 】200 50 3

1182 玉沢地区条里跡第3次 大分県 玉沢地区条里跡第3次調査報

!告

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
59 大分市教育委員会 200 50 3

1183 玉沢地区条里跡第8次 大分県 玉沢地区条里跡第8次調査報

』こ
l=l

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 200 50 3

1184 玉沢地区条里跡第8次 大分県 玉沢地区条里跡第8次調査報

dニ
C3

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 200 50 3

118 5 玉沢地区条里跡第8次 大分県 玉沢地区条里跡第8次調査報

』ヒ.
.=l

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 200 50 3

118 6 玉沢地区条里跡第8次 大分県 】玉沢地区条里跡第8次調査報

也
ー=l

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 200 50 3

1187 玉沢地区条里跡第8次 大分県 玉沢地区条里跡第8次調査報

』ヒ.
口

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 200 50 3

1188 玉沢地区条里跡第8次 大分県 玉沢地区条里跡第8次調査報

』ヒ.
ロ

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 200 50 3

1189 玉沢地区条里跡第8次 大分県 玉沢地区条里跡第8次調査報

*t
l=l

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
60 大分市教育委員会 20050 3

1190 下郡遺跡群第25次 大分県 下郡遺跡群Ⅲ 大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
6ー 大分市教育委員会 200503

119 1 宮苑井ノ口遺跡第2 大分県 宮苑井ノロ遺跡第2次.第3次発 大分市埋蔵文化財発掘調 62

】

大分市教育委員会 200503
次 .第3次 掘調査報告書 査報告書

1192 玉沢地区条里跡第17 大分県 玉沢地区条里跡第21次調査報 大分市埋蔵文化財発掘調 70 大分市教育委員会 20070
次 dこ

.コ-
査報告書

1193 玉沢地区条里跡第9次 大分県 玉沢地区条里跡 第9次調査報

告書

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
75 大分市教育委員会 200703

1194 玉沢地区条里跡第9次.大分県 玉沢地区条里跡 第9次調査報

告書

i歪霊宝芸蔵文化財発掘調 75 大分市教育委員会 200703

i
1195 大道遺跡群 大分県 大道遺跡群3

～

大分市埋蔵文化財発掘調

査報告書
99 大分市教育委員会 201003

1196 大肥遺跡A-1区 大分県 Z大肥遺跡 IーA】1区の調査の
鹿 録l

日日市埋蔵文化財調査報

告書
50 日田市教育委員会 200403

ー197 大肥遺跡A-1区

i

大分県 一大肥遺跡 IーA- 1区の調査の

記録-

日田市埋蔵文化財調査報

rS

50 日田市教育委員会 200403

1198F大肥遺跡Aー1区 大分県 大肥遺跡 I- A - 1区の調査の

記録ー

日田市埋蔵文化財調査報

告書
50 日田市教育委員会 】200403

1199 平田迫遺跡 宮崎県 [平日迫遺跡 宮崎県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書
29 宮崎県埋蔵文化財セン

ター
200003

1200 町屋敷遺跡 宮崎県 町屋敷遺跡 宮崎県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書
39 宮崎県埋蔵文化財セン

ター
200 103

120 町屋敷遺跡 宮崎県 町屋敷遺跡 宮崎県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書
39 宮崎県埋蔵文化財セン

タ一
200 103

1202 嫁坂遺跡 宮崎県 母智丘谷遺跡.畑田遺跡.嫁坂 宮崎県埋蔵文化財セン 63 宮崎県埋蔵文化財セン 200203
遺跡 タ- 発掘調査報告書 タ一

1203 嫁坂遺跡 宮崎県 母琴丘谷遺跡.畑田遺跡.嫁坂 宮崎県埋蔵文化財セン 63 宮崎県埋蔵文化財セン 200203
遺跡 タ- 発掘調査報告書 タ-

1204 嫁坂遺跡 宮崎県 母智丘谷遺跡.畑田遺跡.嫁坂 宮崎県埋蔵文化財セン 63 宮崎県埋蔵文化財セン 200203
遺跡 タ- 発掘調査報告書 ター

1205 嫁坂遺跡 宮崎県 母智丘谷遺跡.畑田遺跡 .嫁坂 宮崎県埋蔵文化財セン 63 宮崎県埋蔵文化財セン 200203
遺跡 タ- 発掘調査報告書 タ-

ー20 6 山口遺跡第2地点 宮崎県 山口遺跡第2地点 宮崎県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書
99 宮崎県埋蔵文化財セン

ター

200502

120 7 旭2丁目遺跡 宮崎県 旭2丁目遺跡 宮崎県埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書
183 宮崎県埋蔵文化財セン

タ-

200901

1208 古屋敷遺跡 宮崎県 東川北地区遺跡群 本文編 手

仕山遺跡 古屋敷遺跡 内牧遺

跡 彦山第5遺跡

えびの市埋蔵文化財調査

報告書

41 えびの市教育委員会 200503

1209 江内谷遺跡 宮崎県 江内谷遺跡 都城市文化財調査報告書 59 都城市教育委員会 200303

ー2ー0 坂元A遺跡 宮崎県 坂元A 遺跡 坂元B遺跡 都城市文化財調査報告書 71 都城市教育委員会 20060 3
12 11 坂元A遺跡 宮崎県 坂元A 遺跡 坂元B遺跡 都城市文化財調査報告書 71 都城市教育委員会 20060 3
12 12 宮田遺跡第1次 宮崎県 岩吉日遺跡 宮田遺跡 都城市文化財調査報告書 74 都城市教育委員会 20060 3
12 13 早馬遺跡 宮崎県 早馬遺跡 都城市文化財調査報告書 84 都城市教育委員会 20080 3
12 14 早馬遺跡 宮崎県 早馬遺跡 都城市文化財調査報告書 84 都城市教育委員会 200803
12 15 早馬遺跡 宮崎県 早馬遺跡 都城市文化財調査報告書 84 都城市教育委員会 200803
12 16 平田遺跡C地点 宮崎県 横市地区平田遺跡群平田遺跡

A地点.B地点.C地点(第2分冊

C地点.自然科学分析)

都城市文化財調査報告書 87 都城市教育委員会 200803

1217 本御内遺跡 鹿児島県 本御内遺跡 鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンタl 発掘調査報告書

45 鹿児島県立埋蔵文化

財センター
200203

196
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218 京田遺跡 鹿児島県 京田遺跡

I

鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

81 鹿児島県立埋蔵文化

財センター
200 503

219 京田遺跡 】鹿児島県 厚 田遺跡

～

鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンタI 発掘調査報告書

81 鹿児島県立埋蔵文化

財センター
200 503

1220 京田遺跡 鹿児島県

I

…京日遺跡 鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

81 鹿児島県立埋蔵文化

財センター
200 503

122 上水流遺跡 鹿児島県 上水流遺跡1 縄文時代中期後

半から弥生時代編

鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

113

-

】鹿児島県立埋蔵文化

財センター

200 703

1222 上水流遺跡 鹿児島県 上水流遺跡4 鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書

150 】鹿児島県立埋蔵文化

財センター

2010 03

1223 中島ノ下遺跡 鹿児島県 中島ノ下遺跡発掘調査報告書 指宿市埋蔵文化財発掘調

査報告書

7 指宿市教育委員会 990 03

224 鹿児島大学構内遺跡 鹿児島県 鹿児島大学構内遺跡郡元団地 鹿児島大学埋蔵文化財調 2 鹿

財

s 島大学埋蔵文化 200 603
郡元団地H ー9区 H - 9区 査室調査報告書 P査室

225 鹿児島大学構内遺跡 鹿児島県 鹿児島大学構内遺跡郡元団地 鹿児島大学埋蔵文化財調 2 鹿

財

s島大学埋蔵文化 200 603
郡元団地H ー9区 H - 9区 査室調査報告書 P査室

BIJ
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洪水痕跡の検出位置

相対年代



遺跡一覧表B-2

番号 遺跡 都道府県 古置 報告書記載内容.該当ページ 洪水痕跡の

形成年代 (報

告書)

備考
l調査区

など

層など

1 滝里4通跡

、史

北海逗 p10 :住居構栗面となる土層は. I3ー568- 24区沢地形の最下 ▼縄文早期

位にある黒色腐植帯に連続する層位である0この沢地形では2

枚目の黒色腐植帯からも植物が出土するが,斜面上部からの

流れ込みとみられる0 この2枚の腐植帯問が遺物包含層である

が, 竪穴の堀り上げ土などがあり,土層堆積は一定していない0

また,竪穴上部や沢地形など2枚日の黒色腐植帯下のくぼ地に

広範囲に黄色粘土などが堆積しており▼これらは住居廃絶後の

氾濫堆積物であり,基本的に無遺物層である。(後略)p205 :本

遺跡で確認した竪穴住居跡19軒は縄文時代早期中葉の時期に

限定されるが,土ft ,T ピットについては時期が定かでない。

中葉0

2 山崎4追跡

、虫.

北海道 p399‥縄文時代中期後半の大形の竪穴住居跡であるHー3は集 ▼縄文中期

I

落の竪穴の多い地点から北側に離れた構築されていた0その覆

土に埋められていた完形に近い土器は竪穴放棄後,間の無いも

のと考えられるが,既に覆土中位まで埋まっていた事を意味す

る。覆土は自然堆積を示し,沢に近いことや南側で北から南に

緩斜面を流れたような多量の磯の集まった列沢が地形のうねり

と一致して数条出土している0土石流や洪水が想定されPこのよ

うな条件の悪い場所に大形住居が立てられたことについて検討

する必要がある0

後半0

3 上台1追跡

、虫.

北海道 P4=支流に面した調査範囲両端の斜面部において土石流による ★続縄文～

堆積物が確認された0 (後略)p5 :(前略)今回検出されたほどの

堆積物を残す土石流が.近接する地域において.後期中葉～10

世紀中頃という特定の期間でのみ複数回おきたとは考えにくい

ことから,3遺跡から検出された土石流堆積物は.ひとつの要因

によって引き起こされた自然災害である可能性が指摘できる0そ

の場合,土石流堆積物の形成時期は▼倉知川右岸の遺物の出

土状況から▼続縄文時代以降10世紀中頃以前である可能性が

あるe

10世紀中頃.0

4 サノル4追

跡

∴

北海道 B 地区

i

p17-22:(B地区は)土石流段丘部分にあたりP標高は161.5m 前 ★縄文以降。遺構なし0
後である。(中略)トレンチ壁面の観察では.二度の土石流堆積

E物が観察された0上位の土石流は幅約5m を測り,M - 36と〇一

37グリッド周辺に分布する0 土石流の中央部はやや盛り上がつ

ている0下位の土石流はトレンチのほぼ全面で認められた0土

石流上端の標高は160.9m 前後を測り.比較的平坦な堆積である

ことから▼この地区の地形(土石流段丘)の成因になったものと
考えられる0両者の発生時期は判然としないが,下位の土石流

が,腐植土であるⅡ3層を浸食しているように見えるので,縄文

r時代以降に発生した可能性がある。

～

i
5

～

千田ニ区2

遺跡

北海道 基本土

居

Ⅳ p6 :IV 層 後背湿地 河川の氾濫による砂の堆積層で学田三区 L* 縄文中期
2遺跡のみ堆積していた。(中略)遺物はⅢ層.Ⅴ層から縄文時 [後半(モコト

代中期後半のモコト式期の遺物が出土している。なお.表土,盛 式期)0 ▼縄
二L 表採等の遺物は I層として扱った。Ⅳ層は無遺物層である0 文中期後半
出土した土器 (モコト式)が同一型式であることからⅢ層とⅤ層 (モコト式
の時間差は狭く.ごく短期間にⅣ層が堆積したものと考えられ 期)0△縄文

る0縄文時代中期後半▼モコト式期の氾濫堆積層である。遺構 中期後半(モ
はⅤ層から掘り込まれている。 コト式期)0

6 学田こ区2 北海道 基本土

層

Ⅱ p6:I 層 表土▼耕作土▼盛土。Ⅱ層 粘質土と砂質土の互層を ▼縄文中期
遺跡

t*"im -

なし▼肉眼観察によりa～gに細分した。(中略)Ⅲ暦 黒褐色土で 後半(モコト

遺物包含層。縄文時代ヰ期で土器はモコト式が出土している0

p81:(遺跡全般について)(前略) Ⅱ層中にも▼暗褐色土.粘土
層.炭化物層の互層が多く認められることから,その後も冠水.

洪水を繰り返す場所あったことが窺える0 [

式)0

7 千田ニ区3 北海道

北海道

基本土

層

Ⅳ p8:(前 )Ⅲ層からⅦ層にかけて 北 向に延びる 、 層が
遺跡

I

l虫.

日
調査区西側で確認された0これについては部分的に出現するの

みなので層名や細分などの区分を行わなかった。この砂磯層は

南北方向に水が流れた溝状の凹凸が認められた0扇状地地形

による河川の氾濫堆積層と考えられるO遺物はⅢ層と砂傑層の

上部から出土した。少量の縄文時代晩期の土器片とともに同後

期初頭のタブコプ式土器がまとまって出土している0

8 K502追跡 P9=基本的には.河川部及び土壌化の良く進んだ3層,8層以外

は▼堆積物の顔つきから,氾濫原堆積物と一括して良いと思わ

れる0遺構.遺物の確認された層は,その中でも,堆積中あるい

は堆積完了後に比較的条件の良い時期が存在した,と言えるか

もしれない p80:遺跡の年代については,1739年に噴火したTa-

aテフラの下位に産出層準があること,また,放射性炭素年代の
測定結果及び断片的な遺物の情報,つまり陶磁器破片や古銭

などから考えて,各層とも大まかに中～近世に対比可能であろう

かと考える。(後略)

★中世～近

世0

198
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9tK39遺跡第 北海道 pll:7層群は,a- cの三層に区分した。7c層は▼粘土～粘土質 ★擦文前期0

8次 シルトの薄層と砂～砂質シルト層とが互層になって繰り返し堆積

しており,層厚は一m 以上にもある0土性等から十三層に細分し

たが▼これらの各層は.河川の氾濫.沖積作用によって比較的

短期間のうちに堆積したものと考えられる。(中略)7C層後半から

7b層段階の沖積作用によって西側氾濫原低地の埋積が進み.
次の7a層段階には,この付近は東から西へ緩やかに傾斜するよ

り安定した地形へと変化している0この安定化を反映してー7a層

からは擦文時代前期に属する多くの遺構が検出されている0

P12‥(前略)7a- 層は擦文時代前期の文化層(と理解することが
できる)。

△擦文前期0

10 C424遺跡 北海道 3b~ 6 P51‥3b~ 6層は主に細砂.砂質シルトによって構成されており, ★続縄文後

半。

i

A 地点 河川氾濫によって堆積したと考えられる0 (中略)当該層は続縄

文時代後半に位置づけられる可能性が高いと判断した0

ll C424遺跡 北海道

,

7 p58 :7層段階の河川内堆積物は大半が砂でしれらの切り合いも ★縄文晩期。

i

A地点 多いことから, 氾濫.堆積.浸食が断続的に繰り返しながら流路

を移動していたことが考えられる0 (中略)遺物はすべて埋没河

川A の覆土で発見され, (中略)付近に当該期の集落が存在し′

河川氾濫で一気に流され堆積した可能性が高い0 (中略)当該

基本層および埋没河川Ae~ f層は縄文時代晩期に位置づけられ

ると判断した。

12 C424遺跡 北海道 8a- 1~

3

p95:(8a- 1~ 3層は)河川氾濫に起因する細砂,砂質シルトが ★縄文後期 1

A地点 主体を占める当調査区の堆積土の中で最大層厚40cm に達する

黒色土の堆積は特筆すべきものである。(中略)8a層群段階に

は同じ場所で河川氾濫を挟むことなく堆積しており,全体として

当層群段階では有機物堆積が極めて安定して進んでいたと考え

られる0 (中略)当該層は縄文時代後期後葉に位置づけられると

判断した0

後芙o

13 C424遺跡 北海道 9~ 12 p141:16層段階頃から流れ始めた埋没河川Eは,河川沿いに15 ★縄文後期

B 地点 層.14層.13層を堆積させながら徐々に河幅を狭め▼12層段階に 前葉0

おける大規模な氾濫と土砂の埋積によって完全に埋没してしま

i

i】
i

い, (中略>11- 10層段階には8層段階と同じような落葉広葉樹

林と陽地性の草地とが分布していたものと推測されるDこの短い

安定期を経てー9層段階には埋没河川Dの沖積活動が活発化

し.調査区内は水没と離水を繰り返す不安定な環境下におかれ

たものと思われる p144:(9~ 12層の時期は)おおよそ縄文時代

後期の前葉頃に位置づけられるものと推察される0

14 K514遺跡 北海道 基本層 4

i

P22 ‥(4層段階になると)5層段階の静的な河川の様子は一変し, ★擦文。△中

世0

Ei
-

i
F

1

!序 大規模な氾濫を繰り返す動的な河川の状況へと変貌したことが

うかがえる。p20 (第1表):(5e層～7層は続縄文時代,4a層～5d

層は擦文時代.3層は中世に属する0)

15…K515遺跡 t北海道 7d~ 7e p37:7e~ 7d層の形成に伴い.自然堤防部に生えていたと考えらj○1425年～

れる,河道方向に直行する倒木が軒並み検出された。これらの

…倒木は,先に述べたユニットの形成が自然堤防を大きく浸食して

粗砂を堆積するほど非常に急速であったこと.すなわち大規模

な洪水によって形成されたと推測することを可能としている。

〔(秩)古環境研究所「K515遺跡の放射性炭素年代測定〕pp72-

72〕p71:(いずれも2 0.で,7d層の確実は1425~ 1625A D,7e層の

種実は1435′- 1635A Dのもの0)

1635年0

16 K445遺跡 北海道 6 P84二6層は,にぷい黄桂色細砂層である0当遺跡の基本層中, ★擦文前期 I

もっとも厚い堆積で,おおよそ80~ 90cm であるが.厳密には砂 ～中期0△擦

粒径の差やシルト層が含まれることから多数回に及ぶ堆積が繰

り返された不安定な環境と推測され,当該層中に遺構.遺物が

発見されなかったことと矛盾しないO (中略)当該層は.5層群が

擦文時代中期前半に帰属することや▼それに接する土層で大き

な時間差は存在しないものと考え,擦文時代前期から中期に位

置づけられると判断した0

文中期前半0

17 K135遺跡 北海道 扇状地 7 p18:扇状地性の氾濫原堆積物(3層～18層):(中略)7層は鈍い ▼130~

第4次

i

性の氾 褐色細砂を主とする 7a~ d層に細分される0逆級化構造を持つ 450A D。△

濫原堆 洪水堆積物であるOp19 :(18~ 3層について)2m 以上にわたって 100BC-

積物 連続する上方粗粒化構造を持つ砂～粘土の互層は.傑層形成

後に洪水による堆積物の供給が頻繁であったことを物語ってい

る p160 :6層から得られたA MS法による放射性炭素年代は6件

である.2a の暦年代は, (①115~ 33OAD ,②100BC ~ 75A D ,③

85~ 260AD,④サ5~ 230A D,⑤115- 330A D▼⑥245~ 425A D

でP)遺物から想定される年代観と比較的良くI 致する。(中略)

(8層から得られたAM S法による放射性炭素年代は)130-

350AD である。この年代値はー6層の放射性炭素諸年代値と重

複する0 (中略)6層と8層の間隙は102オーダーの可能性もある

が▼101あるいは10" オl ダーの間隙しかないことも想革される0

425A DO
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18 K135遺跡 北海道 扇状鞄 8 p18:扇状地性の氾濫原堆積物(3層～18層) =(中略)8層は明褐 ▼30BC 一}

第4次 性の氾 色細砂である0逆級化構造を持つ洪水堆積物の単層である0 -225AD o△

濫原堆 Pー9:(18~ 3層について)2m 以上にわたって連続する上方粗粒 OOBC -〉

積物 化構造を持つ砂～粘土の互層は▼磯層形成後に洪水による堆 425AD O
積物の供給が頻繁であったことを物語っている。p160 :(8層から

得られたAM S法による放射性炭素年代は)130~ 350A DであるO ～

この年代値は▼6層の放射性炭素諸年代値と重複する0 (中略)6

層と8層の間隙は102オ一ダーの可能性もあるが 101あるいは

150認 諾 0BC ~ 135A D,30票 孟Å昌161:(9a|f fr 」>-e fe o fc o)6-

8層の絶対年代とは重複する部分が,やや古めにでており,層序

と絶対年代の矛盾はないO

19 K135遺跡 北海道 扇状地 10 p18 :扇状地性の氾濫原堆積物(3層～18層)=(中略)10層は褐 ▼395-

第4次 性の氾 色細砂である0逆級化構造を持ち,洪水堆積物と考えられる0 200BC C15

濫原堆 P19 ‥(18~ 3層について)2m 以上にわたって連続する上方粗粒 層)0△30BC

積物 化構造を持つ砂～粘土の互層は.襟層形成後に洪水による堆 ~ 225AD (9a

積物の供給が頻繁であったことを物語っている。p161‥(9a層か

ら得られたAM S年代は30B C~ 135AD ,30~ 225ADであった0)6

- 8層の絶対年代とは重複する部分が,やや古めにでており.層
序と絶対年代の矛盾はない。

層)。

20 K135遺跡 北海道 扇状地 12 p18:扇状地性の氾濫原堆積物 (3層～18層):(中略)12層は褐 ▼395'

第4次 性の氾 色シルトである0逆級化構造を持つ洪水堆積物である p19:(18 200BC C15

濫原堆 ～3層について)2m 以上にわたって連続する上方粗粒化構造を 層)0△30BC

積物 持つ砂～粘土の互層は,磯層形成後に洪水による堆積物の供 -225AD (9a

給が頻繁であったことを物語っている p161:(9a層から得られた

AM S年代は30BC ~ 135AD ,30~ 225ADであった0)6ー8層の絶
対年代とは重複する部分が,やや古めにでており▼層序と絶対

年代の矛盾はない0

層)0

21】K135遺跡 北海道 】扇状地 14 p19:扇状地性の氾濫原堆積物(3層～18層):(中略)14層は褐 ▼395~

】
i

i

第4次 性の氾 色細砂である0級化構造の明瞭な洪水堆積物であるOp19:(18 200BC C15

濫原堆 ～3層について)2m 以上にわたって連続する上方粗粒化構造を 層)。△30BC

積物 持つ砂～粘土の互層は.傑層形成後に洪水による堆積物の供 ~ 225AD (9a

給が頻繁であったことを物語っている。p162 :(15層から得られた

A MS年代は2 0一の暦年代で395~ 200BCで)層序と矛盾はないと

みなすことができる。

層)0

22 K135遺跡 北海道 扇状塊 16

】

p19:扇状地性の氾濫原堆積物(3層～18層):(中略)16層は褐 △395- 】

第4次

i

性の氾 色シルトである。上方粗粒化構造を持つため洪水堆積物と考え 200BC C15 1

濫原堆 られる。p19:(18~ 3層について)2m 以上にわたって連続する上 層)。 1

積物 方粗粒化構造を持つ砂～粘土の互層はP裸層形成後に洪水に

よる堆積物の供給が頻繁であったことを物語っている。p162:

(l5層から得られたA M S年代は2Crの暦年代で395~ 200B Cで)

l層序と矛盾はないとみなすことができる0

E
5 ,

23 K135遺跡 北海道 扇状地 17 p19:扇状地性の氾濫原堆積物(3層～18層):(中略)17層は褐 】△395'

第4次 性の氾 色シルトである。逆級化構造を持つことから洪水堆積物と考えら 200BC (15 ～

i
濫原堆 れる p19:(18~ 3層について)2m 以上にわたって連続する上方 層)0

積物 粗粒化構造を持つ砂～粘土の互層は,磯層形成後に洪水によ

る堆積物の供給が頻繁であったことを物語っている。

24 H519遺跡 北海道 5 p23:5層は▼主体となる粗砂.細砂(5a-5c-5e層)と,その間に部

分的に介在する粘土質シルトやシルトから構成される。第1区北

半では層厚1m 近くと厚く堆積するが▼南西方向に向かって徐々

に層厚を減じてゆき.最終的に第2区南半では堆積が認められ

なくなってしまう。したがって,5層段階には,前段階から活発化し

つつあった河川の活動が本格化し.調査区の北側を流れていた

河川から多量の土砂がもたらされ′その結果.第1区北半の河

川沿いに自然堤防が形成されていったものと考えられる。(中

略)5層段階における遺跡周辺の環境は.河川の大規模な氾濫

が頻繁に発生する不安定なものであったと推測される p24 :4層

は,シルト(4a-4c-4d-4e層)からなりー(中略)4e層の堆積過程

で.5層段階に活発であった河川の氾濫が小康状態となりー遺跡

周辺の地形が自然堤防を中心として漸移的に安定していったも

のと考えられる0 (中略)4層では4e層上面,4C層▼4d層.4a層か

ら擦文時代の遺構.遺物が検出されている0

△擦文0

25 H519遺跡 北海道 3 p24:3層は,細砂.砂質シルト.シルト.粘土質シルトの各細別層 ▼擦文0△

1

からなるOu第2区では,撹乱が少なく3層が比較的良好に残存し 1739年(Ta-

ていたが▼第1区では, 近現代の耕作が深く入り込み,撹乱も広

範囲にわたっていたため▼3層の全体像については不明な点が

多かった。3層段階には▼前段階に比較的小康状態にあった河

川の活動が,再度活発化したものと思われ,第1区内で確認した

大きな埋没河川は▼この段階になって調査区内に河道を移動し

たものと推測される。(中略)2層は,櫓前降下軽石(Ta-a)相当

の粗粒火山灰である2a層.その直下の黒ボク土である2b層,そ

の下の粘土質シルトである2C層からなる0

a)。
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26 K523遺跡 北海道 8層群

～

】

P19‥(8層群について)堆積状況及び出土遺物から擦文時代前 △擦文前期 I
期から中期頃に堆積したものと思われる。(9層群について)微高
地面において調査区全面で検出された灰色シルトを主体とする
層0色調により2層に細分したが.埋没河川近くではさらに2枚の
粘土質シルトを主体とするラミナ状に堆積する層が確認された。
基本となる2層に黄褐色粗砂が部分的に含まれることから▼時折

…河川の氾濫が発生したことが推察される。

～中期0 ～

27 K523遺跡 北海道 4層群 |p19 :4層群は埋没河川内に確認されP35層に細分される0樽前a △1739年 i
火山灰降下直前までの堆積層0遺物が主体的に混入するのが
4nv 4q層のみであることから,中洲形成以前から微高地面は河
川に削られており,それだけの規模を持つ河川の氾濫が遺跡形
成後に発生し▼中洲が形成された可能性が高い p25:埋没河川

望志 O<7回の変遷が想定される0馴 ま遅

(Taーa)0

i～
28 K523遺跡 北海道 】9層群

i

～

p19 :9層群は微高地において調査区全面で検出された灰色シル△擦文前期
ト主体の層である0埋没河川付近でさらに2枚の粘土質シルトを ～中期0
主体とするラミナ状の堆積層が確認された。基本となる2層に粗
砂が部分的に含まれていることから.時折河川の氾濫が発生し
たことが推察される p19:8層群は擦文前期～中期に堆積0

29 K518遺跡 北海道 4層群▼p26 :(前略)遺跡が廃棄された後.縄文時代後期から続縄文時 ▼続縄文後 ～i
第1次

I

5層群 代前期前半にかけて粘土及び粘土質シルトを主体とする堆積土 期前半。△近E

I

が確認されることから,徐々に地盤が安定していったことや.河 世～近代0
川微高地の発達があまりないまま比較的時間をかけて緩やかに
堆積が進行していつたことが伺える0この時期に数次にわたり遺～
跡が形成されているようでありー最上位の7a層においては続縄
文時代前期前半の土器が出土している。7a層の頃には.腐植物

I

が土壌に含まれ黒色化しており,土壌の供給が少なくなり.安定
した環境下にあったことが推測される0その後ー土壌への腐植物
の含有量が減少し,土壌は灰色から黄色に変化する0この時期
こ続縄文時代後期前半の遺跡が形成され▼竪穴住居跡や焼土
関連遺構が構築される。腐植物の供給が減少したのは寒冷化
による自然環境の変化が推測されるが,その後.上位の4層群▼
5層群においては細砂や粗砂を主体とする堆積物に変化し,停
滞していた土砂の供給が一気に進行する0運び込まれる土砂に
より.6層群や7層群が部分的に削り取られている箇所がみられ
ている。土砂の堆積により埋没した後‥腐植の発達する0層群か
ら3層群が堆積する0時期的には擦文時代から近世ないしは近
代に堆積したものと推測され,その間に梓前a 火山灰が確認さ
れている0

30 K528遺跡 北海道 E～
I

5 p17:本遺跡を構成する土壌は,主に河川堆積物であり,氾濫原 ▼続縄文後 .
に堆積する氾濫堆積物と埋没河川内の河道本体から河岸斜面
に堆積する流路堆積物とに大別できる。本報告では,前者を基
本層,後者を河川内堆積層と呼称し.それぞれ個別に分層.注
記を行った0(中略)(基本層について)第2区南側の6b層から
は.埋没河川(6BR01)を検出しており.この河川が形成した小自
然堤防上で続縄文時代後期の遺構.遺物を検出している(第7文
化層,第11章)05層は細砂.砂賢シルトシルトから構成されてい
る氾濫堆積物が主体の層である。遺跡全体に比較的安定して分
布していると考えられるが,4a層段階の「シノ口」川本流埋没部
分である4BR02により,そこから北側は開析され,消失している
と考えられる06層段階から引き続き湿潤的な環境下にあったも
のと思われるが,6層の泥炭形成が終了し,細砂Ⅰ砂質シルトシ
ルトが運ばれていることから.遺跡周辺での河川の活動が活発
化し,沖積作用が断続的に繰り返されていたものと推測される0
4層は,全体的にしまりがある粘土質やシルト質から構成されて
いる。(中略)4a層から擦文時代前期の遺構.遺物を検出してい
る(第6文化層,第10章)0

[期。△擦文前
期。

31 K518遺跡 北海道 A区の基 2層群 p15:2層群は,黄色～榎色の細砂～砂質シルトが主体的であ ★中世～近
第2次

-

本層序

I

る。洪水に起因すると考えられる漸移的な土質の変化を1単位と
して分層しており,2d層は下位の褐灰色シルトから上位のにぷ
い橿色細臥 2f層は褐灰色シルトから黄褐色砂質シルト,2g層
は灰黄色砂質シルトから褐灰色細砂への変化が全体的に認め
られた p26‥(0~ 2層群について)当該層は,擦文時代後期に位
置付けられる左岸3a層より上位で′埋没河川Aの覆土BROf層で
は樽前a(Ta】a)火山灰が明瞭に認められることから,中世から
近世を主体とした時代が考えられる。

世0▼擦文後
期0

era
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32

i

K518遺跡 北海道 ′ B区の基 4層群▼ p165:3a層からは.擦文時代前期の遺構▼遺物が発見されてい ▼続縄文後

第2次 本層序
5層針

る04層群は,粘土質シルトから細砂層である0調査区西側と東

側で堆積の様相が異なる0調査区西側の埋没河川自然堤防頂 .

部付近では4a層から4C層の各層が厚く,層界が明瞭だが′東側

では全体として均質化し,砂質シルトに変わる0ただし▼埋没河

川Aに近い部分では小さな単位の起伏が激しく.その窪みに粘

土質シルL,粘土が堆積している pp165-166:5層は.粗砂から

粘土質シルト層である0、5a層は広範囲に安定した分布が認めら

れる薄い粘土層であるが.5b層から5d層は側方への土質変化

が顕著に認められた0具体的には▼埋没河川B側では各細分層

の土質の差,層界が明瞭であるが,調査区東側に向かって粗砂

からシルトの細かい堆積単位に変化し▼最終的には均一的な土

質となる04層▼5層は全体的に砂質で層理の乱れが多く認めら

れることから,洪水と乾燥が繰り返された環境と考えられる0

p166:6層群は,褐灰色から灰白色粘土が主体的である05層群
との土質の差は明瞭で,B地区全体に安定した堆積が確認され

ている。6層群からは,続縄文時代後半の遺構,遺物が発見され

ているe

半0△擦文前

期0

i
i

～

1
;i

33 雨紛2遺跡

～

北海道

F

Ⅱ p7:E 層はさらに細分されているが.その主体を成すものは.磯 ★縄文晩期

層,砂層,粘土層であり▼酸化鉄の混じり具合いr/くミスの混じり後菓(タンネト

具合いによって,細かく分層されている0 (後略)p69:本遺跡にお

いては鉄砲水等の急激な水流によりⅡ層が形成され,それが安

定した後に I層が形成されたことはほぼ間違いないと考えられ

るのであるがー(中略)縄文時代晩期のある時期に鉄砲水等の

急激な水流が発生し,本来の遺物包含層に包含されていた縄文

時代晩期の遺物と後期の遺物が地野に沿って,発掘対象区に

押し流された。その時期はⅡ層にいわゆるタンネトウし式の土器

が存在することから考えると,縄文時代晩期後葉のことと考えら

れる0 (後略)

ウし)。

34 K39遺跡人 北海道

1

5 p29 :(前略)5層は,下位の層に対して不整合面を境に接してい

文.社会科 る粗砂を主とした堆積物であり,調査区全域で厚く堆積してい

学総合教 る。この5層に対応すると考えられる粗砂層は一層厚に多少の差

育研究棟 異はあれども北大構内各地で確認されており, 比較的大規模な

地点 洪水によって運搬されてきた堆積物であることを示唆しているe

35JK39遺跡人.北海道 埋没河 ～ P29:調査区北西隅には,最も新しい時期に形成された埋没河}l ★擦文以降0

l一

一
-
l

文.社会科

学総合教

育研究棟

地点

川B Bが認められる02層を切っていることから,擦文文化もしくはそ

E れ以降の時期に形成されたと考えられる。急激な洪水によって

短期間の問に削剥 .解析された谷に▼淘汰の良い粗砂が堆積し

たものと考えられる。

誠 垂柳遺跡 青森県 基本層 Ⅴ …P10:(1V 層について)従来の近隣区域の調査では,Ⅳb層から田 ▼弥生中期 p18 :T区ー5 垂柳

序 】舎館式土器の破片が出土している0 Ⅴ層は,厚さ2~ 15cm の, -(田舎館期)0

△弥生中期

(田舎館期)0

!遺跡発掘調査

区」

-

1灰白色～にぷい黄橿色土を帯びた二次堆積火山灰層を主とす

る粘土質層である p11‥(前略)(Ⅵ層について)近隣区域の発

掘調査では,同様の厚さと性状をもつⅥ層の最上部層から,田

舎館式土器に特徴づけられる大量の弥生時代の土.石器が出

土し,またその上面からは▼広く水田跡や関連する遺構.生活痕

跡などが発見されている。p17:V 区,Ⅶ区の水田跡は第Ⅴ層に

覆われている。第Ⅴ層は二次堆積火山灰土が一過性の洪水に

よって上流から流されて堆積したものと考えられているため,第

Ⅴ層直下の面は共時喋が高いものと考えられる。

-

37 上村遺跡 岩手県 B 区北西 Ⅴ P7:調査区は本来.丘陵部から緩く尾根部分であったことや,北 ○十和田中

部 側を流れる沢の氾濫や丘陵部からと思われる鉄砲水などー水流 糎テフラ(T0ー

の影響を多大に受けており,- 様な土層の堆積状況は見られな Cu:5500B Po
かったOI 次調査では,B区北東部の5g~ 6jグリッド付近ではr △十和田bテ

表土直下の層が中振,中柘が起源と考えられる黄褐色の浮石 フラ
粒が混じる黒褐色土でー基本層序中のⅣ層から上位の層は削

平されている0この層から遺構が検出されているDさらにB 区北

西部の7d-9gグリッド付近では,中糎を含む洪水によって押し流

された土層が観察された0洪水の回数は中瓶の観察により,少

なくとも4回以上と推定されるe
E

(2000BP)。

38 上村遺跡

1

岩手県 1号～4 p273‥(旧沢跡に伴う流路について)旧沢跡に伴う流路としたもの ▼10世紀初

号流路

-

は,平成11年度調査において▼多数検出された。その中で比較

的明瞭に流路のプランを把握できた4条を図化した。現在,調査

区外南西から調査区西に流れる沢(小河川)の旧流路跡と.そ

れらが大雨時に増水して洪水的現象が発生した時分の痕跡と

思われる0 調査区内にある現道(農作業道で南西にある山に続

く)沿いの土層を観祭すると▼八戸火山灰土などがブロック状で

黒土に混じり複雑に堆積する部分があることから▼水力の強い

鉄砲水的な現象が起こったことが推定される0時期については,

流路内に十和田a降下火山灰の堆積が見られないことから.同

火山灰降下以降の自然現象と推定されるe

頭 T o-a c
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39 金館跡 岩手県 p19:(1号堀跡の哩土について)北側は黄褐色シル卜 暗褐色シ ▼10世紀後

ルトが堆積しているが,ほとんどが磯層r砂層からなる。埋土に 半以降?

は赤褐色に変色している部分があり,水性堆積を示す。滝名川

の氾濫によるものと推測される。(時期について)遺物がないた

め明確な時期は不明だが,館が機能していた時期のものと考え

られる。p41:(前略)10世紀後半以降と考えられる遺物.遺構

が,館の年代と結びつく可能性もあるが,調査の結果からは充

i分な資料が得られなかったため,推測の域を出るものではない0

40 中半入遺 E岩手県 i班 p9:(M 層は)自然堆積砂.粘土層(水成堆積層)0 にぷい黄褐 ▼10世紀初

跡.蝦夷塚 色.褐色粗砂～細砂.灰黄褐色粘土。Ⅳ層水田を覆い局所的に 頭 To-a 平

古墳 1

I
～

発達する(1日区中央.1E区北半.2区西半.4区中央)op373:(IV 安中期)0○

層水田跡について)本水田跡は1区本調査区でA -B -C地点,2区

本調査区でD地点.4区本調査区でE地点を精査し,範囲確認調

査区では1区東寄りと南西部,2区西半,4区東半において田面

が洪水堆積層に被覆されて残存していることを確認した p374 :

本水田跡の年代は耕作土のⅣ層,及び直上のⅢ層から平安時

代遺物が出土していることからT〇一a降下からさほど時期を置か

ない平安時代中葉に収まるものと判断したい0

平安0

4ー中半入遺 岩手県

～

Ⅵb p10 :(VIb層は)自然堆積砂.粘土層(水成堆積層)0にぷい黄褐 ▼7世紀後

跡.蝦夷塚 色.褐色粗砂～細砂I灰黄褐色粘土 p371-373:(W 層水田跡に 半。△10世紀

古墳

～

ついて)本水田の年代については直上の自然堆積層から遺物出

土がなく下限をⅥ層の年代= 10世紀初更におかざるを得ない

が,Ⅶ層出土の平安時代遺物が確認できないこと,1区T13Aで

は7世紀後半代と思われる遺構埋土と同相でⅦ層が広がること

から7世紀後半を中心とした年代を想定している p373:本水田

跡は10世紀初頭,平安時代中葉の水田跡で,一区本調査区でA

～H地点▼2区本調査区で卜J地点を精査し,その他に範囲確認
調査区では1区南東寄り▼4区中央付近で日面がⅤ層To-aに被

覆されて残存することを確認した。

初頭。

42 小松 I 遺

跡

岩手県 基本土 Ⅱ P7:旧表土0後背山地起源の崖錘棟を混入させ▼大局的に見て ○縄文晩期

層

】

黒色土が生成される時期に斜面変動を起こすような気候変動な 末～弥生初
どがあつたと推測される0最大層厚は約470cm (中略)3区では 頭。

I
E
,
i
i
I

=黒色土内で洪水堆積物が最大1rnで堆積している0崖錘堆積物

と洪水堆積物の堆積時期は関連性があると考えられる0 (中略)

iⅡb層は縄文時代晩期末～弥生時代初更頃の遺物包含層であ

o .

43 ㌫松 I 遺 !岩手県 基本土 Ⅳ

1

p7:UV 層直上のⅢ層は)十和田- 中糎火山灰(T0一Cu)o (中 ▼縄文早期

層 略)噴出時期は約5500年前とされる。p14 :(IV 層は)河道跡など 最終末(6560

地山に明瞭な地形の凹凸を示す時期の堆積物で▼土砂流堆積 ±170BP)o

物.河川性堆積物など同時期に性格の異なる堆積物が堆積して ○縄文前期

いる0 (中略)放射性年代はa2層で5540±100BPで,縄文時代前 前葉(5540±

「期前葉頃の包含層である0 (中略)(直下のⅤ層について)放射 100BPごろ)0

】性年代は6560±170BPで,縄文時代早期末葉(最終未)の遺物 …△約5500年

包含層である0 前。

44[島田Ⅱ遺 岩手県 Ⅲ P日‥Ⅲ層黒色土～黒褐色土は谷部に限られる層位で,崩落と ○古代010世

跡第2次～ 水成の繰り返しによる堆積で.大きい谷ほど埋没して層序が多く紀初更0△古

第4次 なるe (中略)ⅡC層上面には白頭山苫小牧火山灰が部分的に認

められ.土砂の堆積による水位や沢筋の変動などによる2次堆

積と考えられる。遺物包含層はⅡ層が古代となるが.谷底部分

では堆積状況のためかⅢ層上位に縄文土器と古代の遺物が混
在する0Ⅲ層下位以下は基本的には無遺物層で,大きな谷部で

0?Ⅳ層及びⅤ層と基盤層のⅥ層の層厚は不明である。

代0

45 本宮熊堂A 岩手県

～

E

-
′

旧河道 p338:本宮熊堂A遺跡から検出した旧河道は,東西方向にの ★古代?

】

i

-

遺跡第24 ぴ,調査区外へと続いている。川幅約10m ,水深は検出面から

次 一.6m を測る0 (中略)旧河道は堆積土が大きく5層に分層できる0

そして1.3層中には.水流を示すラミナの形成を数箇所にわたり

確認した6これらのラミナが洪水レベルの水流によって形成され

たのか,あるいは通常考えられる河川の水流によって形成され

たものかは定かではないが,仮に洪水レベルであったとすればー

このラミナにみられる水流の形跡が志波城にも影響を及ぼした

と考えられている古代の水害と何らかの関係があるかもしれな

い0(中略)旧河道は縄文時代晩期後葉前後から存在し,徐々に

川底を上昇させながら8世紀代までは機能し,そして10世紀前半

頃には完全に埋没してしまったものと推定される0

46 河崎の柵 岩手県 C 区SI5 1 p95:(C 区SI5竪穴住居について)H F53-54に位置する0第5層上 ▼8世紀末～

擬定地 竪穴住 面, (第2検出面)で検出された。(中略)当初はいわゆる周溝状 9世紀初預0

居 遺構とも考えられたが, この状況で遺物出土がなかったため性

格不明遺構(SX12)としていたO (中略)SX12については周囲と

同様な堆積をする中でこの部分のみが何らかの原因で陥没し▼

洪水堆積層である第1層がそこに流れ込んだものであると判断し

た。p98:(SI5について)床面直上出土の土師器類から8世紀末

～9世紀初頭と考えられる。
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47 河崎の柵 1岩手県 C 区Sl6 p98 :(C 区SI6竪穴住居について)HIF28 -29に位置する0第5層上 ▼8世紀末～

擬定地 竪穴住 面▼(第2検出面)で検出された0本遺構もC区SI5と同様に暗褐 9世紀初頭0

I
～
i

居

5

】

色土層(第2層 )の内部に黄色砂層が堆積するという状況で検出

された p100 :(前略) (SI6の性格について)古代の竪穴住居であ

る。廃絶した後壁面の崩落が始まった早い段階で洪水に見舞わ

れたため,住居内が洪水堆積層でパックされて凹地状になって

いたものと考えられる0 (年代について)床面直上出土の土師器

類から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。

48 河崎の柵 岩手県

-

C 区 p110二(C区SD 104溝にういて)n E 99 -100 - D F 10 -20 -29 -30 - ▼13世紀～

i
I

擬定地 SD 104 】39 -48 -4 9 -58 -67 -76 -7 7 -86 -95 -IV E 05 -BIF0 1に位置する。第1 】14世紀。

港 検出面でプランが確認された。.(中略)(埋土について)埋土は地

山との判別が難しい砂質の土で▼人為堆積, 自然堆積かの判断

が難しいが▼洪水による自然堆積の可能性が高い0 (中略)(年

代について)13 - 14世紀に構築▼使用された溝と推測される。

】

49 河崎の柵 】岩手県 D 区 p140 :(D区SX 20畝問状遺構について)IIIF86 ~ 88 -9 6~ 98 -IV ▼8世紀末～

擬定地 SX20畝 F0 5~ 08に位置する。(検出面について)第2検出面である。(形 9世紀初頭。

間状遺 態について)D 区S日と同一面で検出し,洪水砂層内に東西13m ,

構 南北10m の長方形の範囲を確認した0 (中略)(年代について)8

世紀後半～9世紀初頭と推測される0

50 河崎の柵 岩手県 D区 p140 :(D区SX2 1畝間状遺構について)IIIF75 ~ 77 -8 5~ 89 -96~ ▼8世紀末～

擬定地 SX2 1畝 98 -IV F06~ 09 -18 ~ 19に位置する。(検出面について)第2検出 9世紀初頭。

間状遺 面である。(形態について)D区SI1と同I 面で検出し,洪水砂層

樵

i

内に南西ー北東方向12二8m T北西l 南東方向22.2m のほぼ長方

形の範囲を確認したe (中略)(年代について)8世紀後半～9世

紀初護と推測される。

51 河崎の柵 岩手県 】 P1‥第1国は調査によって明らかになった調査B 区北端～北上川 ▼9世紀0△ P1 ;第1図「B 区

擬定地

r

までの北ー南方向の土層断面略図である0縄文時代後期前葉 13世紀前葉0 土層断面模式

～晩期中葉までは新旧堤防間に流路が存在し.洪水による影響

を受けやすい環境であったと考えられるが,以降▼流路-小堤防

は洪水によって埋まったが,やや急斜な綾部として9世紀頃まで

存在する0 この頃の河道縁部の標高は約18m で,縄文時代の縁

部の標高より約1.5m ほど上位で▼河道縁部低位面とは約2m の

比高をもつが▼1.3世紀前葉頃までに再度大きな洪水によって縁

部は砂に覆われ,緩斜面となった。

図(e-c堤防)」

E】

52 大西遺跡

i
I

岩手県 A区.B

区

A - IV

b , B -

p3 :B区とC 区の境界付近に露出していた断面では,東から西へ

下って傾斜する縄文.弥生時代の黒褐色土.暗褐色土の上を洪

農 芸讐 i

Ⅳ 水で堆積した黄褐色シルトが覆っている様子が観察されるeB区

からA 区に向うにつれ.洪水堆積の黄褐色シルトが厚くなる0洪

水堆積層の上面には平安時代の遺構確認面が存在することか

ら▼弥生時代後期から平安時代までの間に北上川で発生した洪

一
一

一

l一
一

l一

一
一水が大量の土砂を供給し.大西遺跡周辺の原地形を一変させた

ことがうかがえる0

53…金附遺跡
S̀
i

岩手県 …基本層 Ⅲ P7:砂層0洪水堆積層。層厚は最大1m に達する0無遺物層0ラミ ★弥生中期

E序 ナ発達0 (中略)洪水堆積層の時期はⅢ層が弥生時代前期以 ～奈良(8世

!降,平安時代以前。Ⅳb層が縄文時代後期中葉以降,晩期末以

前。Ⅴ層が縄文時代中期末以前.と想定される p324‥弥生時

代中期～奈良時代(8世紀前半)一本遺跡ではまったくの空白期

で,土器も出土していないeこの時期のいつか,再び大洪水が起

き,捨て場を含む斜面を覆った0 (中略)(平安時代;10世紀初頭

紀前半)0

i

～

前後と)奈良時代集落(8世紀中頃)との間の断絶は.志波城廃

絶の原因と同じ理由が考えられる0すなわち.この間▼洪水等に

さらされ,近づきにくい場所であったのはないか。(後略)

54 金附遺跡 岩手県 基本層 Ⅳb P7 =褐色土シルト質層,ないし砂層0洪水堆積層0層厚20cm 程 ★縄文後期

序 度。(中略)洪水堆積層の時期はⅢ層が弥生時代前期以降▼平 中葉～晩期

安時代以前eⅣb層が縄文時代後期中葉以降,晩期末以前0 Ⅴ

層が縄文時代中期末以前.と想定される0

*

1
55 金附遺跡 】岩手県 基本層 Ⅴ P7:砂層0洪水堆積層0 (中略)洪水堆積層の時期はⅢ層が弥生 ★縄文中期

序 時代前期以降,平安時代以前0Ⅳb暦が縄文時代後期中葉以

降.晩期末以前0Ⅴ層が縄文時代中期未以前,と想定される。

末以前0

56 野里上遺 岩手県 基本土 Ⅴ p5:U V 層は)十和田aテフラ0 (Ⅴ層は)シルト0粘性中.しまり 】▼7世紀後葉 ?サ* ゥ!-

跡 層 中o裸.破砕機(~ 5cm )少量混入0水成堆積による磯の多量混 ～8世紀前 般的な自然堆積

入地点があり。(中略).Ⅴ層は褐色土主体で.上下のⅢ.Ⅵ層が 半。△10世紀 とは異なる要

黒色主体であることから一般的な自然堆積とは異なる要因が働 前葉。 因」を土石流と

き形成されたと捉えられる0 同層は野里上Ⅰ野中南遺跡に共通し 解釈したe

て認められることから.その要因は大規模であったことが窺われ

る。p19 :(竪穴住居跡SI0 1について)検出層位は I 層直下のⅤ

層中で▼黒褐色土の広がりとして確認された p20‥(竪穴住居跡

SI0 1について)床面出土遺物から7世紀後葉～8世紀前半と推定

される p20 :(竪穴住居跡SI02について)検出層位は I 層直下

のⅤ～Ⅵ層中で,黒褐色～暗褐色土の広がりとして確認され

た p21‥(竪穴住居跡SI0 2について)床面出土遺物から7世紀後

葉～8世紀前半頃と推定される0

)
i
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57 押切遺跡 岩手県

1

基本層

序
ⅩⅡ

1

p10 :トレンチは地表から約5m の深さ(標高ー69m )まで掘り込ん ○12世紀後

だ0層位は16層に分けられる。この中でⅢ居中からは近世の磁

器片が出土L tⅩⅡ層からは12世紀後半の手づくねかわらけ片

が出土した0これはⅢ層が近世以降,ⅩⅡ層が12世紀後半以降

の堆積であることを示している。

半0△近世0

58 力持遺跡 岩手県 調査区 P15‥調査区中央部は▼多数の遺構.遺物が検出された。また, ★縄文前期

中央部 人頭大以上の大きさの花繭岩や水成堆積による砂層が調査区

内各所に見られることから▼縄文時代前～中期において, 自然

災害と捉えられる土石流などによる土の移動行為が活発であっ

たことが窺える0併せて▼それら自然災害は, 旧沢跡の土層観察

などから,少なくても3時期(3回)は発生した可能性がある0

～中期0

59 境遺跡 岩手県 基本層

序
Ⅲ p19:IH 層 褐色土 洪水堆積層1 粒の粗い砂質土(ー0～ ○中世～近

50cm )o下位に酸化鉄層を形成しているところもある p21‥Ⅲ層

以下の層はそれぞれに,次の遺物を包含していると判断した。

Ⅲ.Ⅳ層 近世.中世? Ⅴ層 古代(平安醇代)0Ⅵ層 弥生時
代0Ⅶ層 縄文時代。

世?

60 境遺跡 岩手県 基本層

序

Ⅳ p19:IV 層 やや明るい褐色土 洪水堆積層2 粒の細かい砂質 ▼中世～近

土(5~ 10cm )。柱穴状土坑や堀の埋土上位に堆積が確認でき 世 ? ○中世

る p21:m 層以下の層はそれぞれにI次の遺物を包含している ～近世? △

と判断した。Ⅲ.Ⅳ層 近世.中世? Ⅴ層 古代 (平安時代)0Ⅵ

層 弥生時代0Ⅶ層 縄文時代。p22:(検出した遺構面につい

て)第1検出面 近世～中世 Ⅳ層下位 p192 :第1次検出面は

旧耕作土下砂層に埋もれているもので.時代は近世以降の近代

に近い時期観が与えられる0

中世～近世0

61境遺跡 岩手県

1

基本層

序
Ⅸ p19 :K 層 灰褐色の砂 洪水堆積層3(非常に厚い)。Ⅹ層との

境に酸化鉄層を形成しているようである。p21:m 層以下の層は

それぞれに.次の遺物を包含していると判断した。Ⅲ.Ⅳ層 近

世.中世 ? Ⅴ層 古代(平安時代)。Ⅵ層 弥生時代0Ⅶ層 縄文

時代0

△縄文。

62 野沢 I 遺

跡

岩手県

I

i

Ⅲ PP16 :第Ⅱ層は北上川の洪水の影響を受けた堆積層と思われ,

砂質で炭化物などが混入する0野沢Ⅱ遺跡のⅡb層と類似す

る0第nia-nib層は野沢 Ⅱ遺跡の第Ⅳ層に土質や混入物の様

相が類似するものの,色調が異なる0第Ⅲa層上面で遺構を検

出している。p24:(前略)本遺跡は野沢 Ⅱ遺跡と同一の性格をも

つ遺跡と考えられ.遺構群は野沢Ⅱ遺跡で見つかった古代集落
に関連するものと思われるOp136‥(野沢 Ⅱ遺跡について)古代

では9世紀後半の竪穴住居跡が7棟見つかっている0

▼9世紀後

半。

-
;
1

63 野沢Ⅲ遺

】跡

i岩手県

】

p25:野沢Ⅱ遺跡の土層堆積で特徴的なのは▼Ⅱ～Ⅴ居中に炭

化物が多く混入する点である。(中略)人為による遺構が無い場

所の堆積土から炭化物が多くみつかる理由は定かではない0北

上川の洪水と何らかの関係があるのだろうか0

i

64 山王遺跡 宮城県 Ⅲb p17 :(IH層は)奈良.平安時代の堆積層である0a層はSX 1300 - ★奈良～平 1
1400道路跡以北の調査区北半部に,またb∴′e層は.標高が低く安。▼10世紀

なるSX3461道路跡以南の調査区南半部に分布している0 (中 前葉(灰白色

略)(m b層は)白色凝灰岩粒を多く含む褐灰色シル卜0灰白色火

山灰降下後の自然堆積層で,SX3461道路跡からSD2000河川

跡にかけてのほぼ全面に分布する 10~ 20 cm 程で厚さで,一様

に下層を覆っている0洪水等の短期間に大量の土砂が供給され

るような自然災害によって堆積したものと推測される0遺構はⅢ

b層上面および下層のⅣ層上面で検出されている (M e層は)10
世紀前葉に降下したとみられる灰白色火山灰層で,層厚は5cm

前後である0

火山灰)0

65 山王遺跡 宮城県 道路跡 Ⅱd p17 : (皿層は)奈良.平安時代の堆積層である。(中略M M c層 ★奈良～平 報告書の中に

SX346 1 は)10世紀前葉に降下したとみられる灰白色火山灰層で,層厚 安。△10世紀 は「水性堆積

以南 は5cm 前後である。(Ⅲd層は)オリ- ブ褐色細砂。SF3700B 水田 前葉(灰白色 層」とあるのみ

跡を覆うしまりのない水成堆積層で,SX34 61道路跡以南に分布 火山灰)。 で洪水かどうか

する。層厚は最大で10cm 程である。(皿e層は)未分解の植物遺

体を多く含む黒色粘質シルト。SD2000河川跡以南の湿地に堆積

したスクモ層で▼層厚は10cm 程である。

は不明。

66 市川橋遺 宮城県 SX5222 p 140 ‥(SX 52 30両北大路跡について)10世紀以降(灰白色火山 ▼10世紀前

跡 河岸跡 灰降下後)～中世にかけてこの付近では西側にあるSX5222河 莱(灰白色火

岸からの氾濫によって路面の浸食があり▼I 期大路の路上で

は,地山申上をこのときの砂層が基本的に覆っている p152 :

(S X 5222河岸跡は)G 区の南北大路(SX5230 )西側にある▼南東
側から北西側に大きく傾斜する落ち込みであるが.(中略)火山

灰降下(10世紀前葉)後間もない頃にこのSX5222の河川は氾濫

をおこし. (中略)その後再びSX5222の河川は氾濫し▼(中略)こ

の後流水はなくなり, 中世期には徐々に湿地化して1層が堆積し

埋没するという過程を経ている。

山灰)0△中

世。
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67 柳生台畑 宮城県 1区.2区 Ⅴ下半 p20 :全調査区の基本層を概観すると,Ⅴ層は1区検出の竪穴住 △10世紀前

遺跡 l
など 居跡を除き▼基本的に遺構の最終調査面となっている0下層調 葉(灰白色火

査でもわかるようにⅤ層は上半は粘性のあるシルト質であるが, 山灰)0

下半は砂質土▼砂蝶となることなどから洪水堆積層とみられ.付
i近一帯を厚く覆う層となっている。(中略)Ⅲ層はにぷい黄褐色

の砂質土及び砂質シルトで,1-3 -4区の一部と旧河道上にのみ

確認できる層である。一部では撹拝されているような箇所もみら

れるが,本来はⅢ層もまたある時期の洪水堆積層と考えられ

る。p99:く平安時代について)1区はⅤ層上面検出のSI2竪穴住

居跡とSK122, 2区はSD21がこの時期のものと考えられる。S 12

ま出土土師器や堆積土中の灰白色火山灰からみて10世紀初め

頃とみられるが▼SD2ーとの関連は不明である。p100 :(平安時代

～中世前半について)灰白色火山灰降下後に堆積したN ~ U c

層上面で検出された土坑がある0

68 柳生台畑

遺跡

宮城県 1区.2区

など

Ⅲ 同上O ▼10世紀前

葉(灰白色火 】

山灰)0

69 岩瀬遺跡 .

1

秋田県 河道A p26 :河道A は,M C57区南東杭の北側でⅩ層を切り込む不整合

面から.M C53区南東抗の北側とM C52区南東杭にかけて形成さ

れた不整合面(後述の河道C )までである0上端の幅は約20m

で,この堆積層の上を河辺B が覆う0堆積層はー厚い所が1.8m で
裸層が岩盤直上を覆い,その上は概ね砂層とシルト層の互層で

ある。この河道は,同岩盤の中央部を頂点に左右2つの弧状を

呈することや磯層中の不整合面の観察から,いくつかの大きな

洪水による河道も含んでいると解釈される0その流路は調査区

北東から西へ,さらに同中央部で北軍へと緩やかな方向をとる0

堆積層上部の砂層より▼早期撚糸文系土器が出土している0

p44 3 :遺跡からは.縄文時代早期初譲頃より中期まで現河川側
に移動している河道(河道A ~ I)の痕跡が確認できた0 (中略)新

しい河道ほど河床面が低くなるのに対してB河道のそれは高く▼
Å～C河道の東西流路に対してD 河道以降の流路が南北に変化

する0これら早期の2つの河道の在り方は▼他の河道形成とは異

lなる気候変動に対応するものかもしれない0

○縄文早期0

70L横山遺跡

I

!

i

秋田県 A 区 !Ⅲ

I

p16 :水田跡の存在が認められなかったA 区では深さ2m 地点でも ★古代以前0

粘土層を確認することができなかった。第Ⅲ層とした腐植土層中
1に3枚の粘質土が堆積しているが.これは水田耕作が行われる

古代以前のものと推定され.その要因として洪水なとの自然災

害が想定される0〔菊池晋「まとめ」pp12卜128〕p121 :(A 区の第

Ⅲ層について)縄文時代前期から平安時代にかけて.水成ある

いは河川氾艦により堆積したと考えられる。縄文海進により入り

l

-

11
i

-
i
1

】江状になっていた調査区北西側はー海退とともに低湿地と化し,

少なくとも平安時代までこのような状態が続いていたと想定され

る p126 :(遺跡全般について)今回検出の水田跡においては.

安定した水田経営が長く続かなかった可能性が強く.降灰時に

は耕作されていなかつたという可能性もある0さらに出土遺物が

10世紀初頭までに限られることから,降灰とその後の河川氾濫

によって水田が完全に廃絶してしまったとも仮定される0 (後略)

71 拍子所 Ⅱ 秋田県 谷(B 区) Ⅲ p13:B 区では大きく分けて2度の急激な砂襟堆積作用(m ,v ▼縄文後期 報告書中の「急

遺跡 層)の後,比較的穏やかな黒色シルトの堆積によって調査前の 前葉～末葉0 激な砂磯堆積作

地形が形成されたことが分かった0 (中略) Ⅱ層が縄文時代後期 △縄文後期 用」を土石流と

末葉～晩期,Ⅳ層が縄文時代後期前葉～後期末葉,Ⅵ層が縄

文時代後期初頭の遺物包含層になる0

末葉～晩期0 解釈した0

72 拍子所Ⅱ

遺跡

秋田県 谷(B 区) Ⅴ 同上0 ▼縄文後期

初更0△縄文

後期前葉～

末葉0

報告書中の「急

激な砂磯堆積作

用」を土石流と

解釈した0

73 平右衛門 秋田県 西側調 Ⅴ p13:V 層はⅥ層堆積中に溜まった極めて粒子の細かいシルト ▼15世紀以

降0田尻遺跡 査区 質土で.薄層で凹凸の激しい層である。Ⅵ層は低位地において

は普遍的な層で.特に基本土層3地点で厚く堆積する。(後略)

p106 :平右衛門田尻遺跡の井戸跡に木枠は残存しなかったが.
枠内の埋土は.黒褐色でややシルト気味の砂質土である0この

土は▼基本土層のⅥ層に相当するものである0基本土層で認め

られるⅥ層は土師器片が出土する層であり,古代の遺物包含層

と考えられる0井戸の埋没時期については,Ⅵ層形成後になる0

さらに.井戸枠を据えるための掘形の裏込め士から15世紀代の

珠洲系陶器が出土していることから′井戸が構築された時期は.

中世以降であったことがわかる0また,複数の井戸跡の出土遺

物に接合関係があり,これらの井戸はほぼ同時に埋没したよう

である0井戸の具体的な新旧関係は不明であるが,低標高地に
ある井戸から高標高地にある井戸へと変遷したものと思われ

る0地下水位はどちらも同一であり,変遷の理由としては低標高

地の井戸が河川の氾濫等の自然災害により使用できなくなった

ことが考えられる0
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74 高瀬山K遺 山形県 P5 :南側畑地では表土下20~ 50cm で遺構検出面に至るがその ○7世紀後半 一

一
跡第1次. 間には▼北側と同様な黒褐色土の遺物包含層が10′~-30cm ほど ～10世紀0

第2次 堆積している。水田面は表土下20cm で厚さ20~ 40cm の暗青灰

色粘質土の遺物包含層に至り,大小の蝶と土器が多量に混入し

ている。(後略)p88‥(前略)(北側と南側の遺構分布について)

前述したように両者の間約100m には掘立柱建物跡や溝.ピット

などが検出されるが竪穴住居跡は検出されない0これは南北の

竪穴住居跡群が自然堤防上に位置しその間は低地で.大洪水

などでは河道となった可能性が指摘される地区であることに起

因していると考える。(後略)p89:集落の変遷は7世紀後半に始

まり8世紀中▼9世紀前後と発達し9世紀後半～10世紀前後に

ピークを迎え終篤を迎える0

75 助作遺跡 山形県 P8:微高地の形成は主に河川の氾濫による土砂の堆積により行 ★M T15′}

第1次 われーその形成途上に営まれた集落は廃絶されるまで幾度も水

害を被つたと考えられ. (後略)。pp87-88:(前略)堆積土内の遺

物の包含状態をも鑑み,本集落が営まれていた期間中rt最低3

回以上にわたり大量に土砂が堆積した時期があったものと思わ

れる0 (後略)p98 :本集落の営まれた年代は▼出土した須恵器等

T KIOflf詣 -J,M T1芸監禁 T85に併行するものとみられ,主体は

M T850

76 山形西高 山形県 〔阿手島功.吉田由美子「山形西高敷地内遺跡の立地環境」付 ★奈良～平 -
敷地内遺 編PP1二14〕p12 :弥生時代の遺物.遺構は部分的にしか検出され )安0 i

跡第5次 ていないが▼その深度は古墳.奈良時代の生活面に近いと推定

される0 (中略)この後,平安時代までの間に,洪水性堆積層が

挟まれる。(中略)洪水におそわれるとまもなく住居が復原され

i
i

i
,
i

I

i

た0この後も洪水堆積層である問層に覆われている。

77 今塚遺跡 山形県 河川跡 p44:SG200は,A~ C調査区のほぼ中央部を東西方向に横断す L★古墳前期

SG200 るこ(中略)河川は2度の洪水を起こしたことが窺える,(中略)古 ～9世紀後
墳時代前期以降の河道であると考えられ▼哩没した時期を平安

時代9世紀後半に求めることができる0
半O (2回)

78 土崎遺跡

i

l
～

i

山形県

i

i
F

Ⅲ

)
I

P8‥(前略)土層は5層に分けられ他が各層の中でも2～3に細分 ▼平安0 0 中

できるものもあった0 I 層は表土.耕作土の層である0 Ⅱ層も耕

作土で以前のほ場整備時の床土で動いている層である0遺跡中

央部の高まり部分には見られない0Ⅲ層は泥炭質のシルト層で

ある。河川の氾濫.洪水等によって湿地化した時期があつたと思

われる0Ⅳ層は灰色シルト層で遺構の堀り込みを確認した面で

ある0平安時代と中世の遺構を検出したが.中世の生活面はⅢ

層中位▼平安時代の生活面はⅢ層～Ⅳ層上面にある0

世。

aI

79[北柳1遺跡

I

山形県 p9:(前略)旧河道の時期は, (中略)縄文時代晩期終末から弥 .l★縄文晩期

生時代中期には流路として機能していたことが想定される0この 終末～弥生

河道跡は調査区の南に接する高瀬川の支流または流路のI つ

になっていたものであろう。調査区の西端では砂の互層が河道
跡と同様の方向で認められた0流れの方向が- 致していること

は.この区域が旧河道の冠水にさらされていたことがうかがえ

る0

.中期0

～
】

80 平野山古 山形県 Ⅴ p8:V 層は最上川の氾濫により運ばれてきた土砂の堆積土層 ★縄文0 i

窯跡群第 で,襟混じりの粗砂と黒色泥質粘土とが分厚い互層を成して両 ～
i12地点遺 区と東区に広がる0 (中略)縄文時代の遺構や遺物はこのⅤ層 ～

;】
～

跡第2次 上面にあたる SG 3175号大氾濫した後,縄文時代のある時期には

河底が露出し▼川は細い流れになっていたようである。(後略)

81 宮ノ前遺跡 山形県 IV - 3 p10 :洪水層はIV - 1-3-4'C砂傑)層であるDそれらの谷床のレべ ○縄文晩期

第3次 ル等から北から南へと流下堆積したと推定され,特にⅣー3層は (大洞C D ,

大規模な洪水層で,谷の凹部から溢れ出し▼調査区全体を覆 △縄文晩期

い.下位の遺構群を埋める様相が看取られた。p12:(IV ー3層の

出土遺物は)大洞C 1式期と考えられる。

中葉～後葉。

82 中台4遺跡 山形県 河川跡 p6:SG 1河川跡は(中略)北西辺ではST49およびST 50などの竪 ▼縄文晩期

SG1 穴住居跡を破壊している0 (中略K ST57-58について)住居廃絶

後の埋没過程において,この河川の土砂をかぶっている可能性

が指摘できる。p20:(河川跡SG 1は土坑群ST58などと関連する

が,)ST58からは縄文時代晩期の大洞A 式期の土器片が出土し

ており,SG 1の氾濫時期の査証となる0

(大洞A)。

83 山形西高 山形県 河川跡 F1~ F3 p39 :SG 9河川跡は▼幅約8m 以上,最深部で約2.5m の規模であ (▼古墳前期
敷地内遺 SG 9 る0覆土は上(F1- 3)-中(F4)-下(F5)蝣最下層(F6)に大別さ 初頭0△奈

跡第6次 れ.下層は堆積状況等から更に細分できた p40:今調査の前述 良0 (第3次調

Ⅲ層下の奈良～平安時代の遺構面を一部形成するSG 9河川跡

上層(F1~ 3)砂磯層は,第3次調査IV a~ c層,第4次調査Ⅵa～

C層の砂礁層と各々対応すると推測される0第4次調査南壁は河
川縁辺部にあたり,Ⅵ層は洪水等の堆積層で西側で徐々に薄

失する。古墳時代前期の土師器片が出土する同河川中層(F4)

は,第3次調査Ⅴ層.第4次調査Ⅶ層が共に古墳時代包含層とな

る事から本層に相当する。(後略)

査))
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84 高瀬山遺 山形県 p351:(縄文時代)後期2号木組遺構は地表下1.7m で検出された ★縄文後期 報告書中の「土
跡H0 地区 が,砂利層に覆われており▼土砂の流入によって埋積されてい 中葉～晩期

前葉0

砂の急激な堆

積」を土石流ま

たはこれに類す

る。その後ー泥炭層が形成される状況にあったが,流水と滞水の

環境が繰り返し生起しており,縄文時代後期中葉～晩期前葉に

かけては,土砂の堆積が急激に進行したことが想定される。 るものと解釈し

た0

85 大在家遺

跡第1次.

…山形県

I

i
i

】
i

F9など Pll:下層の古代ではー調査区北端部でSG1773とした幅約25m ★縄文中期

～中葉など0

F9層以外にも洪

水による堆積層の河川跡が東から西方向に走行し▼検出面から底面までは深さ

第2次

さ～
I
i

約2.5m を測る0最下層からは縄文土器も出土し,河川の下限を

示すO主体的な覆土は,下位から洪水層(F7-9),砂一シルトの互

i

I～

があるが時代に

ついて明確な記
載がない0層(F5-F6),有機物層(F4)となり,徐々に河川が埋没する様子

三 三 三三菜 芋 三 ‡

享 ≡ ㌍ 三㌍ 芸 三 三 三

86 下叶水遺 山形県

～

基̀本層 Ⅳ▼ p100 :(前略)SG1河川東側の調査区北東端には,幅約2m 浅い .★縄文後期

跡 序 、 SG 2河川跡が検出され.遺跡東接の丘陵裾部を廻る沢跡と考え 後葉の後半。
られた0北壁の層序などからは,安定した。土層と.粗砂が混じる▼不明(地

洪水層が互層で確認される0特に下位の厚さ約30cm の無遺物 山)。△療付
の砂～シルト層で洪水層と考えられるⅣ,層は,SG 2河川跡の覆 土器Ⅲ期。
土と類似し同河川跡を埋めきった後.西側の下位遺構検出面

i

I

(Ⅴ層地山)上に溢れ出し▼新たな遺構面を形成した事が推測さ

れた。(中略)新たな上位遺構面には.埋設土器群や遺物包含

層Ⅳ層などが構築,堆積する0Ⅳ層の時期は遺物が散発的で不

明だが.Ⅳ,層上位に構築の埋設土器からは癌付土器Ⅲ期以前

で,単一土層から短期間の堆積が推測された0これらのことか

ら, 同後期後葉の後半には▼大規模な洪水が発生し,一部集落

跡の埋没などを経て,埋設土器群の墓域が構築された可能性も

考えられた。

87 高木遺跡 福島県 8-12号 8-12号 p57 :(8号住居跡について)本住居跡は出土遺物から表杉ノ入式 ▼9世紀初

I

1

住居跡

i

住居跡 期のものである0同じく平安時代頃に営まれた12号住居跡は, 頭0
埋土 (中略)住居跡内堆積土には同様な洪水砂が厚く堆積している0

…そのようなことから2件の竪穴住居跡は同一集落内に営まれ, ほ

ぼ同時期に廃絶したものと推測する p67:(12号住居跡につい

て)本住居跡は廃絶後のある程度した段階で,洪水砂によって

- 気に埋まってしまったものと考えられる p69:(12号住居跡は)

9世紀初めごろのものである0

88 温井遺跡 群馬県 i

～

p226:古墳時代の集落を営む土壌の形成は最下層に川原石,こ★①温井第 〔真下高幸「温

の川原石は下乗須地区の粘土採集跡▼付近の井戸掘削時の最 Ⅲ類期。温井 井遺跡出土土

下面にも認められることがてきる0よって,鮎川を要とする扇状 第Ⅵ類期0② 器の推移」
地l 帯は鮎川の氾濫により流出した磯群と考えられる0蝶群の 温井第Ⅴ類 pp208-217J
上層は,いわゆる藤岡粘土層で現在も瓦等の素材として盛んに 期0③1108年 p217:(前略)第
採集されている0粘土層は流出.水没.乾燥を何回か繰り返して (AS一B )の直 1類は5世紀中

いる。本遺跡では古墳時代後期の乾燥期に最初に集落がつくり 前。/3回 莱,第Ⅱ頬は5

始められている0本遺跡が営まれた後も3回の氾濫がうかがえ 世紀後半▼第Ⅲ
る。第1回は温井第Ⅲ類期に.2回目は第Ⅵ類期に,3回白は浅 …類は6世紀初

閉山爆裂B軽石降下以前の水没期である0第Ⅵ類期以降は集 頭▼第Ⅴ類は6
落は営まれない0現在の地形とほほ同様になるのはB軽石降下 世紀後半に▼そ

期頃である。 して第Ⅵ類を7

世紀初更に位

置づけたい。

89 温井遺跡 群馬県 同上0 ★①温井第

Ⅲ短期。温井
第Ⅵ類期0②

温井第Ⅴ類

期0③1108年

(As-B)の直

F前0/3回

90 温井遺跡 群馬県 同上0 ★①温井第

Ⅲ類期0温井
第Ⅵ類期0②

温井第Ⅴ類

期0③1108年

(As-B)の直

前0/3回

91 田端遺跡

i

群馬県 -〔外山政子「田端遺跡の変遷」(第5分冊)pp1107-1138〕p1127: ★8世紀後半
(前略)本遺跡では古墳時代後半から開始されている集落でありの新しい時
ながら奈良時代へ継続しー伝統的な集落として生成しつつあつた

と考えられる0その後▼一般的には集落が開始されることが多く

なる時期に,かえって一時期空白期間が生じていることはー水田

の洪水による壊滅とかかわりがあるといえよう0従って.水田の
埋没時期は集落が空白となる8世紀後半の比較的新しい時期で

ある0存続期間は8世紀初めから8世紀後半の.およそ70~ 80年

間に限定される0 (後略)

期0
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92…田端遺跡

i

群馬県 I

;

〔外山政子「EEl端遺跡の変遷」(第5分冊)pp1107-1138〕p110 7‥

(田端遺跡を1～8期に時期区分。)p1136 :(5期について)再び田

端遺跡にとって空白の期間である0平安時代初頭にあたる8世

★8世紀末葉

～9世紀中 …
頃。 1

i紀の終末から9世紀中頃と考えた0空白の直接原因は洪水によ i

i
-

E

る生産域の壊滅. 台地の分断にあつたと考えられる B -C 区の

居住域も放棄する04期の集落が, 田端廃寺と密接に結び付い

た付属施設であるとすれば, 集落と寺院の存亡とは軌を一にす

ると見てよいだろう03期から4期への変換のように再生.再開拓
…がおこなわれなかったのは,災害の大きさもさることながら.多

胡郡建郡による地域の変質が指摘できよう0寺院を修復し一存

続させるだけの力が▼地域にも.バックを失った寺院自身にも▼

なかつたということであろう0

931飯土井二 群馬県

5

基本土 Ⅵ -P11‥古墳時代以後の遺構はⅡ層を除去した段階(Ⅵ層の上面) ▼縄文中期 [

本松遺跡 層 で確認している0Ⅵ層.Ⅶ【層は河川の氾濫に由来する氾濫性堆 前半0△縄文-

1積物(砂壌土)である0Ⅵ層の上位部分より縄文中期後半の土 中期後半0 ,

器が出土する。当初▼この二層は一括して把握していたのだが,

A 区.B 区の調査が進むにつれ.Ⅶ層に相当する層序から縄文

前期後半と中期前半の遺構.遺物が確認され▼また,氾濫性堆

[積物(砂壌土)の堆積した時期が縄文早期以後(Ⅸ層), 中期後

】半(Ⅵ暦上面)以前に推定され,上記二点を根拠に堆積時期を

4含め,間層の存在を認定した。

94 飯土井二 群馬県 ⅦI P11‥古墳時代以後の遺構はⅡ層を除去した段階(Ⅵ層の上面) ★縄文早期 ;

本松遺跡

～

I-

で確認している。Ⅵ層ⅠⅧ層は河川の氾濫に由来する氾濫性堆 ～中期0△縄

積物(砂壌土)である0Ⅵ層の上位部分より縄文中期後半の土

器が出土する。当初,この二層は一括して把握していたのだが,

A 区.B 区の調査が進むにつれ▼Ⅶ層に相当する層序から縄文
前期後半と中期前半の遺構.遺物が確認され,また,氾濫性堆

積物(砂壌土)の堆積した時期が縄文早期以後(Ⅸ層),中期後

半(Ⅵ層上面)以前に推定され.上記ニ点を根拠に堆積時期を

含め,間層の存在を認定した。

文中期前半0

～
i

95 箱田古市 群馬県 2号住居 i p14 -16 :(2号住居跡について)遺構の確認は. Ⅴ層土の残存が ▼8世紀後

半0

I

前 I遺跡

i

I

跡 わるかったためにⅥ層上面まで下げて行った。充填土は浅いに

もかかわらず複雑に分層が可能であった0特に床面からわずか

の間層を置いてその上を覆っている褐灰色土は,河川等の氾濫
起源の土層の可能性が高い。p16:出土した遺物は.土師器坪.

聾及び須恵器坪.蓋などの特徴から8世紀後半代のものと考えら

iれる0

96 下小鳥神 群馬県 p132 :水田跡は浅間As-B軽石層の直下から検出され,その耕 ▼平安? △

I

…戸遺跡

～

土はやや粘性のある暗褐色土である0耕土は榛名山二ツ岳噴 1108」f(A s-

火を起源とする泥流層と考えられるが▼その堆積はニッ岳噴火

に伴う直接的なものとは考えられない。耕土及び泥串層は少数

ながら平安期の土器を混じえる包含層となっているこ土器の年

代観からすれば泥流発生からかなり時期を隔てたものであり▼

井野川の氾濫による水成堆積と考えられる。

B)0

97 下芝五反 群馬県 基本層 Ⅲ P7=調査区の東北部分ではⅡ層のなかに洪水堆積によると想定 O As-B (110 8

田遺跡 序 される灰黄色砂層が確認される。(中略)遺構の確認面は, Ⅲ層 年)0△現

中の灰黄色砂層下より中世の水田を検出し,その下層のⅢ層

(As-B )下より平安時代後期の水田(A s- B層下水田)を検出し

た0

代0

98 下芝五反 群馬県 基本層 Ⅷ

i
i

P7 :遺跡地の基本土層の様相は(中略)(V )榛名ニッ岳H「FA . △古墳0

i

田遺跡 序 Hr-F P噴火による泥流層, (VI)榛名ニッ岳(Hr】FA )層,Offl )若干

の̀浅間C 軽石(As- C )を含む黒色土層,(M )若干の浅間C軽石(AS】C )を含む灰褐色砂質土層, (中略)調査区の東北部分では

Ⅱ層のなかに洪水堆積によると想定される灰黄色砂層が確認さ

れる0また▼Ⅷ層のなかには.砂傑層が存在しておりⅧ層堆積中

に数回の洪水による氾濫が確認されたO (中略)今回.の報告であ

る古墳時代の遺構面は,Ⅵ層下▼Ⅶ層上面とⅦ層下.Ⅷ層上面

で検出した0

99 下芝五反 群馬県 基本層 Ⅱa P14 ‥(Ⅱ層の)遺構の時期はーⅡa層下水田から出土した遺物が ★15世紀(以 I
I

田遺跡 序 全くないため年代を明らかにすることが難しいが▼Ⅲ層上面で確 降)。▼13世

認した遺構が13世紀から14世紀に比定されることから.15世紀

代かそれ以降に起きた洪水で埋没したと考えられる0

紀～ー4世紀0

100 東長岡戸 .群馬県 第4面 pp21-22 :第4面は地山面を露呈させた。しかし.当該面を覆う洪 △As-B (1108iF
井口遺跡 直上 水層は南北端の壁面の土層断面には.数次に互状態が看取さ

れる。第3面のB軽石降下面の水路は当該洪水層を切り構築さ

れている0 (中略)北側土層断面からの所見で,洪水が最低3回

発生していることから.どの段階かの判断は出来かねるが.西

壁部の著しく西側に膨れる状況は洪水後の改修とも類推される

が根拠に乏しい。

年)。

101 上滝五反 群馬県 基本層 Ⅴ pp7-8 :IV 層はA S】A で東側で比較的厚く堆積していた0層厚は3 ★中世0▼

】畑遺跡

1

】
j
1
i

-

r

序 -4cm ほどである。Ⅲ層及びⅣ層直下を第1面として発掘調査を ASーB (1108

行った p8 :V 層は黄褐色土で, 中世の洪水層である0第1面の 年)。△近

農具の跡はこの層を削り込んであった。Ⅴ層中はほとんど遺物

はなく▼この層より上層で近世以降の遺物が出土する0さらに下

層から中世の遺物が出土することからⅤ層を中世と位置づけ

た。Ⅵ層はASーB の混土である0

世。
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102高浜向原 ～群馬県 K a~ K P1卜12 :As-Bを多く含んだⅤaより上層の堆積は,調p17:中央 ▼5世紀。
遺跡第1次

i

】

e 部8号溝と東端部7号溝に挟まれたほぼ東半分の等高線だけの
部分が▼氾濫堆積層:K a~ eに覆われた黒色土面。次いで氾濫
堆積層によって埋没後8号溝が出現し,それが磯によって短期
間に埋没すると▼砂磯を含む暗褐色～黒色土によって徐々に埋
まるが,途中何度かの流水浸食を受ける0 (中略)ⅨCの下層Ⅸ
d.eで小破片ではあるが.5世紀に比定される土師器片がややま
とまって出土し,円唐も顕著でないことから比較的近い周辺から
の流入を思わせる。

103長久保大 群馬県 G区の中 p432 :(G区の中世水田について)本調査地点はこの水田域の西 ▼中世0
畑遺跡.新 世水田。 端と考えられ,地形に制約された中での水田造作の特徴が伺え
日入口遺 る。その後水田は度重なる氾濫により厚い堆積があり継続でき
跡 なくなったものと考えられる0

104 中里見中 群馬県 1区のサ p16 :(1区の近世近代の遺構.遺物について)発見された「サク」 ▼近世～近
川遺跡 ク はー25条で約400m 2である。(中略)サクの年代についてである

が.断面図からは▼このサクが.洪水層により埋没し▼以後復旧
されていないこと0昭和時代のゴミ捨て場の層が,この洪水層よ
り新しいことが読みとれる0しかし一断面園の位置が不明瞭であ
る点▼ゴミ捨て場を昭和と判断した根拠が記録としては残されて
いないことなどから▼特定することが難しい。

代。△昭和?

105 下阿内前 群馬県 p117 :(A区の6号溝について)位置は,A】6～9調査区,21-23P ▼中世～近
田遺跡 ~ T -A ~ Sー3.4グリッドで検出された。走行方向は,北から南へ

の走行(N】0。)と想定され,A - 9区の北側とAー6区の西側
で,ともに調査区外へ延びていく。検出全長は116.0m ,上幅1.70

~ 2.50m ,底幅0.50~ 2.35m ,深さ0.04~ 0.56mである。(中略)哩
設土は,A s-B軽石を含む褐灰色砂壌土.灰色泥土で,溝の底部
には氾濫により堆積した砂層が確認された。(中略)本遺構は.
中世～近世の水田等に伴う水路と考えられる0

世0

】
106 亀里平塚 群馬県 基本土 Ⅱ p10 :西方450m付近を流下する利根川の流路及びその後の洪水▼ー5世紀。△

遺跡 層 層と考えられる。明黄褐色シルトまたは細砂の洪水砂が複数見 ASIA (1783
られ, H a-lib-H eなどの分層を行ったOこの層は,調査区によ 年)。 j
り層厚が異なり,北の1区では0~ 15cmであるが,南の5区では

】i
I i

40cm前後と層厚を増す。層厚の違いは▼圃場整備またはそれ以
前の耕作により撹拝を受け消失した可能性が考えられるが▼洪
水の範囲も層厚を表していると思われる。(中略)(直下の第Ⅲ
層は)本遺跡第1面の中世水田耕作土である p12 :(第1面は)
(近～中世)近世墓坑及び溝O利根川変流直前(15世紀代)の水
L田。p17:4区西調査区において(中略)洪水層を堆積後耕作が行
われた可能性が考えられる0〔斎藤利昭「洪水層について」

pp373-376〕p373 :利根川変流と考えられる洪水層は.基本土層
Ⅱ層であるOこの洪水層の分布は図1で示したように,前橋市萩
原団地及び六供町付近より現在の流域両岸の低位部に広が " -
リ.下流の玉村町まで広範囲に分布している。洪水層は,遺構 i
の検出された間層を挟み.複数枚確認でき.ASーA降灰直前の面

まで断続的に洪水が繰り返された状況が見られた0

ー07 横手宮田 群馬県 基本土 Ⅱ p58 :利根川の流路変更に伴う洪水層と者えられ,明黄褐色シル ▼15世紀0△

遺跡 層 トまたは細砂の洪水砂が複数枚見られ▼Ila - lib - I cなど分層 As-A (1783
を行った p62 :(第2面は)亀里平塚遺跡で検出された第1面に相

当する015世紀代の利根川の洪水層に覆われた水田遺構を検

出した面である0

* )c

108 横手宮田 群馬県 基本土 Ⅴ p58 :A sーB下水日耕作土である0 (中略)洪水堆積により形成さ ▼6世紀初頭
遺跡 層 れた粘土のようである。(中略)(直下の第Ⅵ層は)H「FP軽石を (H「FA )c△

含む洪水層(泥流層? )であり, Ⅱ区北端～Ⅲ区にかけて溝内 AS】B C1108
で検出した0下面を第4面とした0 年)。

109 横手宮田 群馬県 基本土 Ⅵ p58 :H「FP軽石を含む洪水層(泥流層? )であり, Ⅱ区北端～Ⅲ ▼6世紀初頭 火山泥流に伴う

遺跡 層 区にかけて溝内で検出した0下面を第4両とした p78 :この洪水 (H「FA )。○ ものとみなした。

層の中にはH「FPが含まれ,噴火に伴う泥流層またはそれ以降 H「FP(6世紀

の洪水層と考えられる0 中葉)0

110 横手早稲 群馬県 基本土 Ⅴb p96 :第Ⅴ層 黒褐色粘土層。As-B 下水田耕作土である0 (後 ▼H「FA (6世

田遺跡 層 略)p97 :V b層は,非常に粘性が強く細砂やシルト等の混入は見 紀中葉)0△

られず▼洪水堆積により形成された粘土である。第Ⅵ層 明黄褐 As-B (1108

色シルト質土0H「FP軽石を含む洪水層(泥流層)である0 年)。

111横手南川

端遺跡.樵

手湯田遺

跡

群馬県 基本層

序
Ⅱ p17 :洪水砂(近世以降)0天明3年以降の洪水砂0 蠑As-A (1783

年)。

112 横手南川 群馬県 基本層 Ⅴ p17 :洪水砂(中世～近世)0第2面上層。p64 :第2面の時期は, ▼中世0 △
端遺跡.樵 序 中世に位置づけられる第4面以降で,天明三年以後の第1面以 As-A (1783

手湯田遺 前という時間幅で捉えられるが.近世に属する可能性もある。第 年)以降。

跡 2面は洪水によって埋没。

113 横手南川 群馬県 基本層 Ⅵ p17 :洪水砂(中世～近世)。第3面上層。p68 :第3面は第4面(中 ▼14世紀～
端遺跡.横 序 世 :14世紀以降)以降,第2面.第1面(1783年)以前に位置付け As-A (1783

手湯田遺

跡

られる。水田は洪水砂により一気に埋没0 年)。
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114 横手南川 群馬県 基本層

序
Ⅶ p17 :洪水土。地点によって異なる層相を示す0利根川変流に関 ▼14世紀0△

端遺跡.横 わる洪水土と想定される(中略)(VH - 1層は)第4面屋敷跡を覆 14世紀～ASー

手湯田遺

跡

う洪水土を起源とする p69‥(第4面の時期は)中世(14世紀～)

段階と考えられる0

A (1783年 )。

115 横手南川 群馬県 基本層

序

ⅦI p17 :洪水土。Ⅶ層に類するがやや暗色。横手南川端遺跡A 地区 T As-B (1 108

端遺跡 こおいてのみ第4面を挟んで分離される p18 :(M 層直下の)Ⅸ 年)~ 14世

層は第5面水田耕作土 p70 :第5面は(中略)ASーB軽石降下

(110 8年)以降▼第4面(中世▼14世紀頃)以前という時間幅の中

に位置付けられる0

紀0△14世

紀0

116 横手南川 群馬県 基本層

序

ⅩⅢ p18 :灰褐色シルト質土。(中略)「平安洪水土」と呼称 p18 :(上 ▼9世紀後

端遺跡 方のⅩ I 層は)As-B層。(中略)(x n 層は)第7面水田耕作土。辛 ? △As-B

p93 :第9面は,AS】B 水田耕作土下の遺構であり,主にⅩⅢ層に

類する土層に覆われた遺構である0 (中略)ⅩⅢ層は,調査時

「平安洪水土」と呼称した灰褐色シルト質土であり′前橋台地南

部周辺に広域ー;分布している。第7面水田の基盤に関わる振り

込みや,第8面と時間的重複する遺構も想定されるが,全調査区

にわたり検出されることからあえて1つの面を設定した p94 :(第

9面のB 区5号溝.D区2号溝は)9世紀後半代に位置付けられる0

(110 8年)0

117 西田遺跡 群馬県 基本土 Ⅳ P5‥(Ⅳ層は)「平安時代洪水層」起源と考えられる耕作土0〔宮 ★平安0▼9

層 崎重雄lAs-B下水田について」pp70 2-704〕p70 3 :(前略)西田遺 世紀後半0△

跡においては9世紀後半以降にAs-B下水田がつくられたといえ 1108^ (A s-
る0(中略)他の前橋台地南部の遺跡のおいても▼ほぼ9世紀以

降に条里地割の水田が開田されたと考えられる0 (中略)具体的

な年代を示す資料がないため,9~ 11世紀初頭と年代幅が大きく

なっているが.竪穴住居住居廃絶後A SーB 下水田がつくられるま

でに▼条里水田に伴う水路が2度埋没しており,9世紀後半代に

比較的近い時期に水田開発が行われたことが想定できる0.

B )。

,
,i

日8 西久保 I

遺跡

Ii

群馬県 p55 :4 6区は.調査区の南側を中心に洪水層の堆積が見られるO

この洪水層は縄文中期末の遺構面の上を覆っているふP56‥46区
からは縄文時代の住居跡5軒,礎石建物1軒,土坑14基,溝4

条,ピット5基tを確認した0住居跡5軒のうち4軒が縄文中期末

(加曽利E4式期)の敷石住居である。住居の床面直上には洪水

層が厚く堆積しており,この時期の直後に洪水層の堆積で住居

が断絶していることが判明した0

▼縄文中期

未。

日9 宿横手三 群馬県

～
1
1

宿横手 Ⅱ(- p12 :(第Ⅱ層(黄褐色土)について)東方200m に位置する利根JI ▼中世0

I
～

波川遺跡 三波川 部) 変流以降の洪水層を母材とする。洪水砂の間層にシルト質土の

遺跡.西 堆積が見られ E a- lib - H e等に分層した0 (後略)p15 :A s-A の下

横手遺 層には中世に始まる利根川の変流とその後の氾濫洪水層が見

跡群の られるが,利根川から離れたA 区からC 区にかけては利根川の

基本土 氾濫層は薄く,洪水層直下のASーB混土上面を第2面とし中世と

層

】
～

判断した0しかし,D 区.E区については洪水層の堆積が厚く,漢

水層中に安定面を確認でき第2面として中世から近世までの間

の遺構と判断した。(後略)

120 宿横手三 群馬県

】

p15 :(宿横手三波川遺跡について)A s- B混士下には全調査区で★平安0△

波川遺跡 確認できるかなり捜拝された1108年浅間山噴火火山灰(As-B ) 110 8^ (A s-

があり▼この層下を古代面とした0全調査区でASーB下より水田を

検出した。このASーB下水田耕作土はこの地域から利根川流域

に見られる洪水堆積土である灰褐色粘質土を母材としている0こ

の洪水層下には明黄褐色シルト質の洪水堆積層が間層を挟み2
層確認でき.それぞれ6世紀代の榛名山噴火に伴う泥流層であ

る。上の洪水層は6世紀中頃のH「FP 泥流層であり,下層は6世

紀初頭とされるH「FA 泥流層である。(後略)

B )0

12 1 徳丸仲田 群馬県 溝群 p107 :古墳時代前期に属すると思われる溝群がH区北東部から1 ○古墳前期0

遺跡

】

区南西部にかけて検出された0 (中略)埋土は下層にシルトか砂

層P上層に黒～暗褐色土が堆積する0土層断面のA - A 'では,

暗褐色土堆積後に再び浅い溝が形成されー下底部に砂質土が

堆積する0 これは▼- 度洪水等により埋没した後に再び溝として

復旧したか,浅い溝が残っていたかを示すものだろう。哩土から

は..弥生時代中期後半と多量の古墳時代前期の土器が出土し

ている0前者は破片主体であるため,本溝に帰属するとは言い
難い。

122 徳丸仲田 群馬県 p132 :(古代について)水田跡はAS一B に覆われた古代Ⅱ期水田 ▼6世紀初頭

遺跡 とlその耕土下で検出される古代 I期水田の2面が確認されるこ (H「FA )c△

ただし▼古代 I期水田は,テフラや洪水層に覆われた日面でな 1108年 (A s-

く,水路群として認定した p196 :(前略)以上の溝群によって想

定される水田区画は,F区新2号溝を主幹水路として▼全体に北

から南方向に流れる水路網によって濯灘を行っていたと考えら

れる0.(中略)水田跡の上限時期は.6世紀初頭のH「FA 以後ー±

なり,E区5号群やF新2号溝.H5号満から出土した杯等の年代観

から▼7世紀後半から8世紀前半には間違いなく営まれていたと

考えられる0そして洪水起源と目される褐灰色シルトの一次堆積

によって埋没したのではなく,その後も復旧によって営まれ続け

たことがrl区10号溝の存在によって推測される。また′H5号溝に

堆積するシルト層中から9世紀はじめの杯が数点出土することか

ら,この時期までは古代 工期水田として継続した可能性を考えて

おきたい。

B)0
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123 中内村前 群馬県 p88:(6-1-1号屋敷内所在土坑群について)6-1-1号屋敷では内 ★中世～近
遺跡5～7 郭部分で6一卜114- 141-142a-142b-143- 149号土坑の36基の 世0▼15世紀

区 土坑を調査した。(中略)これらの土坑のうち,114-115-116-

125-126-149号土坑からは少量の土師器或いは須恵器片が出

土したが時期特定には至らなかった。I 方覆土からは148号土
坑はA SーA 降下後早い段階と推定されたのであるがrその他5基

が黒褐色の洪水層土,2基が黒褐色土で被覆されている。その

他6区一面に標識となる中近世の洪水層のうち132号土坑が上位

のもので被覆されている以外の28基,即ち全体の76%が下位の

もので被覆されていたのであるが,こうした下位洪水層被覆の土

坑は1号屋敷の所見から15世紀後半以降の中世の所産であると

判断される0

後半以降0

124 横壁中村 群馬県 基本土 ⅦI p12:(VEI層は)黄褐色粘質土。崩落したローム層の2次堆積土 ★縄文早期

遺跡 層 で, 多量の磯.砂疎を含む部分が多い0本遺跡では20区の西半

部でのみ確認されており,現在の山根地区集落はこの土層の高

まりの上に立地していると考える。供給源は山根集落南側の沢

上流部,つまり丸岩の北麓で,崩落時期は縄文時代早期後半頃

と思われる0

後半0

125 島悪途遺 群馬県 p101‥本遺跡が位置する合の川は▼東遷事業によって利根川が ★江戸0

跡 現河道になった後も締め切られなかったため▼洪水の際には濁

流が流れ込んだものと思われる。(後略)p104 :本遺跡では,江

戸時代を迎える前後の時期に昌が開かれ,以後数多くの洪水を

受けながら,現在まで連綿と耕作が続けられてきた0

126 二反沢遺 群馬県 1号溝 p77:(1号溝について)本遺構は調査対象範囲の西南より▼28地 ▼近世初頭。

i

跡 区92区D ～Fー1～4グリッドに位直する。(中略)(1号溝の)埋没

状態は明確ではないが洪水等によって短期間に埋没したとみら

れる。遺物は裏込めの棟内より金属製品の釘.銭貨「祥符通宝」

が出土している0本遺構の年代は出土した遺物や重複する遺構

から近世初頭に比定される0

127 横壁中村 群馬県

-

基本土 Ⅶ【 p381:(11【層は)黄褐色粘質土。崩落したローム層の2次堆積土 ★縄文早期

遺跡 層 で▼多量の棟.砂棟を含む部分が多い。本遺跡では20区の西半

部でのみ確認されており,現在の山根地区集落はこの土層の高

まりの上に立地していると考える。供給源は.山根集落南側の沢

上流部.つまり丸岩の北麓で,崩落時期は縄文時代早期後半頃

と思われる0

後半0

128 下原遺跡 群馬県 基本層 Ⅶ p12 :(第Ⅶ層は)土砂崩れ堆積層であり,2層に細分され,下面 ★中世～近

～

序 は畑である0近世から中世にかけての時期か0(第Ⅶ【層は)灰褐

色土0やや黄色味の強い灰質の土層で,排作土である0下位に

1128(大治3)年に浅間山から噴出した浅間粕川テフラ(A s-Kk)
が部分的に層状で検出される。この火山灰は色調が青灰色で.

分布範囲が浅間山からやや北東軸である。堆積時期は中世か

ら古代末にかけての土層であり▼上面が中世の確認面である。

世?

-
]～

129 福島飯塚 群馬県 基本土 2 p13 :(2層は)暗褐色シルト質層0極めて軟弱な層で▼河川の氾 ▼ー783年

遺跡 層 濫により堆積した洪水層0表土下のこの層上面で,第1面の遺構

が検出される。(3層は)褐色シルト質層。軟弱な洪水層0この層

上で第2面遺構群が検出されるが,1-2-3-6区では遺構の検出

はなかった p14 :(第1面について)基本的に1783C天明3)年浅

間山噴火による被災地(耕作地)の復旧のための火山灰埋設溝

(復旧溝)が認められる0

(As-A )。

130 福島飯塚 群馬県 基本土 3 p13 :(2層は)暗褐色シルト質層0極めて軟弱な層で.河川の氾 ▼1108年
遺跡 層 濫により堆積した洪水層0表土下のこの層上面で▼第1面の遺構 (ASーB)0△

が検出される0 (3層は)褐色シルト質層0軟弱な洪水層0この層

上で第2面遺構群が検出されるが,1-2-3-6区では遺構の検出

はなかった0 (4層は)暗褐色土層 As-Bを混入するため, やや

砂質。rB混」と通称される層0 この層上で第3面の遺構面が検出

される。p15:(第2面について)洪水による氾濫層に覆われた面

で.時期は江戸時代であると考えられる0

江戸0

131 福島飯玉 群馬県 第3面 p170 :第3面は洪水堆積層下の遺構検出面である0出土遺物が ▼室町(ー5世

遺跡 直上 まとんどなく, この面の時期決定は極めて困難であるが,第5面 紀後半)～江

の屋敷の継続時期が15世紀後半頃までと考えられることから,

それ以降から江戸時代初頚の頃の面と者えられるO

戸初預O

132 荒砥前田 群馬県 2.3区徹 第1洪 P83‥3区の微高地から低地にかけて,表土下面で灰白色砂層を

Ⅱ遺跡 高也部 水層 確認し,第1洪水層とした。

133 荒砥前日 群馬県 2.3区微 第2洪 P83‥第2洪水層下面では,6号溝を主要水路とする水田面が検

Ⅱ遺跡 高也部 氷層 出された。(後略)

134 荒砥前田 群馬県 2.3区微 第3洪 p83:第3洪水層下面では,上位の第2洪水層下水田の主要水路

Ⅱ遺跡 高也部 水層 (6号溝)に沿った形で検出された9号溝を水路とする水田面を検

出した0

135 荒砥前田 群馬県 2.3区徴 第4洪 p85:第4洪水層は3区北西部のみで検出された0洪水層直下でl

Ⅱ遺跡 高也部 水層 微高地縁辺には畠の畝のような小溝の連続が,低地内には平

坦面とアゼ状の高まりが検出された0狭い範囲の調査であった

が.水田であった可能性は高いと考えられる。

136 荒砥前日 群馬県 2.3区微 第5洪 P85‥第5洪水層下面は2区北西部の隅で検出されたO (中略)水

Ⅱ遺跡 高也部 水層 田化はされていなかつたと考えられる0

iii lii
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137 荒砥前田 群馬県 2.3区徴 第6洪 p6:(1区谷部の)第2洪水層は(中略)赤城山南麓地域では818 ★818年(也
Ⅱ遺跡 高地部 水層 (弘仁九)年の地震に伴う山体崩壊とそれによって引き起こされ

た洪水堆積物が確認されている0第2洪水層はこの堆積物であ

る可能性が高いと推定される p85:第6洪水層下面は2区北西

隅と3区南西隅で,第5洪水層の下位で検出された02区北西隅

で検出された小砂磯層は,1区第2洪水層と酷似しておりー同時
期の洪水の可能性が高い0

震)?

138 荒砥前田 群馬県 2.3区低 第2洪 p233 :2 -3区の西部,3ー82- M ~ P - 12~ 20G , 3 - 92 - J ~ M - ▼1108年

Ⅱ遺跡 地部

i

i

水層 2~ 8G にわたって,第2洪水層に埋まった水日面が検出された0

水田面を覆っていた第2洪水層は▼2区では厚さ5- 10 cm ▼3区で

は15~ 2 5cm の灰黄色砂と褐灰色シルトである0上層に砂層,下

層にシルトが堆積していた0 (中略)洪水層の堆積時期は不明で

あるが, 1108 C天仁元)年に降下した浅間Bテフラより新しい0 (中

略)第2洪水層下水田は近世以降の水田面である可能性が高

い0

(ASーB)。

139 荒砥前田 群馬県 2.3区低 第3洪 p242 :2 -3区の西部,3ー82- M ~ P - 12~ 20G , 3 - 92ーJ~ M - ▼1108年
Ⅱ遺跡 地部 水屑 2~ 8Gにわたって.第3洪水層に埋まった水田面が検出された。 A s-B L △

(中略)水田面を覆っていた第3洪水層は,2区では厚さ5~ 7cm

の褐灰色シルト 3区では4~ 20cm の灰黄褐色砂磯と褐灰色シ

ルトである0上層に砂磯層,下層にシルトが堆積していた0(中
略)(第3洪水層下水田の時期は)第2洪水層とあまり隔たらない

時期で▼浅間Bテフラ降下後,近世以前に開田されたものと考え

られよう。

近世0

140 荒砥前田 群馬県 4区 第2洪 p255 :4区低地部は荒砥川の後背湿地にあたる地形面である。

Ⅱ遺跡 水層 (中略)3区で検出した第一洪水層および第4洪水層は確認できな

かった0 (中略).第2洪水層下面では,長方形に区切られた耕作

遺構と,その内部を復旧した復旧溝を検出した0 (後略)

141 荒砥前田 群馬県 4区 第3洪 p255 :4区低地部は荒砥川の後背湿地にあたる地形面である。

Ⅱ遺跡 水屑 (中略)3区で検出した第1洪水層および第4洪水層は確認できな

かった0(中略)第3洪水層下面では平坦面,段▼農工具痕跡,凹

地を検出した0第3洪水層が確認できたのは,4区低地部の東部

谷幅40m 分ほどである0

142 荒砥前田 群馬県

I

4区 第5洪 p255 :4区低地部は荒砥川の後背湿地にあたる地形面である0

～
】

I
Ⅱ遺跡 水層 (中略)3区で検出した第1洪水層および第4洪水層は確認できな

かった0 (中略)第5洪水層は低地都全体で検出されたが.遺構

が確認できたのは北東部の低地部西端で,等高線に平行して細

長い水田区画を検出したにとどまった0

143 荒砥前田 群馬県 】4区

i

-

第6洪 蝪255 :4区低地部は荒砥川の後背湿地にあたる地形面である0 ○4520B C o
Ⅱ遺跡

i～
i
I

水層 (中略)3区で検出した第1洪水層および第4洪水層は確認できな

かった。(中略)第6洪水層は,第5洪水層の下位で検出された0

遺構は検出されなかったが.流木が出土した0その年代測定を

おこなったところ,交点の暦年代は紀元前4520年との結果が出

た0

144 鹿島浦遺 群馬県 9号溝 P48‥(1- 3区の溝跡は)この調査区の特徴でもあり.遺跡全体 ～▼古代0

ii
跡 の特徴とも言える8.9号の二条の溝跡が3区より1-2-4 -6 -7を経

て8区へと延長420m ほど遺跡内を大きく縦断する03区～2区に

かけて,8号溝跡の大規模な氾濫.決潰跡が検出された。両溝跡

は.渡良瀬川取水の古代用水路跡と考えられ,9号溝跡が河川

氾濫の影響を受けて埋没後.復旧困雛であった為か,隣接して

同規模の8号溝跡を新設している0

145 株高遺跡 群馬県 P5=洪水堆積物は,北西方向から流入しており,とくに影響が顕 ★8世紀～12
秤 著であったのは▼当遺跡南西部から南部にかけての範囲であっ 世紀初更

たO該当部では,6世紀末～7世紀代.安定して集落が営まれて

おり,集落廃絶後しばらく経過した後,洪水層形成が始まってい

る0 (中略)洪水は複数回にわたり,As- B形成時(12世紀初頭)

では休止あるいは終息している9洪水の開始時期については,
洪水層で直接埋没する以降が未確認のため判然としないがー上

記調査所見から,現時点では8世紀代が上限とされる0

(As-B ) ?

14 6 高閲高根 群馬県 p52 :本遺跡では,A s-B 下水日面が検出された。水田は.洪水堆 △ー108年
遺跡 積層であるⅥb層上面に築かれているe (中略)水田面では.足

跡や耕作痕跡などもほとんど確認されないことから,As- B降下

直前は水田としての機能は停止していた可能性が高い0

(As-B )o

ー47 滝前遺跡 群馬県 p223 :(滝前遺跡について)遺跡内に20箇所設けた下層調査区 ★縄文後期0

坑によって判断されたことは▼遺構基盤の粘質土下が厚さ2.0~ ○縄文早期

2.5m の砂磯土によって構成され, しかも砂磯土に縄文土器 (早

～後期)が混在するという状況であった0これにより,縄文時代
後期頃に鮎川の大規模な洪水が存在したことが推測される0し

かし,滝下遺跡では縄文時代前期の住居地が1軒検出され.又

本遺跡の南南東約130m の地点には市指定史跡の中大塚敷石

住居(縄文時代中期末∵後期初頭)が存在しており,洪水による

直接被害は本遺跡においてのみ認められる。

～後期0

213
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148!下椿遺跡 埼玉県 p8 :T *t禁 忌IBM J悪 霊 莞 票 豊 富完禁 t -S oilsゥjpTJUIw

- 部切られた形で存在する0この河川は渡良瀬川(現在の庄内
古川)の- 支流であると考えられるが,本遺跡においては古墳
時代後期の住居跡を破壊しておりー江戸時代以後と考えられる
溝が流路跡に重複している事や,17世紀中頃には利根川と渡良
瀬川が現在の河道に変更され▼庄内川は古川となった事実か
らーその流れた時期が推察出来る0 ～

▼古墳後期0

149 金井遺跡 埼玉県 p10:古墳時代後期の住居跡は,大半が調査区を二分するよう ▼7世紀後半
に東側から入り込んだ谷に面して立地している0 (中略)古墳時
代の集落が7世紀後半を中心に構成されていることや8世紀後半
の住居跡がさらに南側の谷が埋まった中に構築されていること
を考えると,約1世紀の間に谷は南側から徐々に埋まっていった
ものと考えられる p12:東側ーこ力マドをもつ住居の中には▼袖の
部分が北から南に流れており,北からの河川の氾濫を受けてい
たことが窺われる0

～8世紀後
半0

150 広面遺跡 埼玉県 〔村EE.健二「結語」pp134-140〕p138:(弥生時代終末～古墳時代 ★9世紀。 】参考(『稲荷前
.初更の方形周溝墓について)周溝の完全な埋没は▼近接する稲 遺跡(B -C区)』
荷前C遺跡の9世紀代の集落の埋没と- 致する0つまりこの時期 (埼玉県埋蔵文
こ越辺川等の氾濫により一気に墳丘を喪失し,埋没したものと 化財調査事業
考えられる0 (後略) 団報告書 第

151小敷田遺
跡

埼玉県 河川跡 (第2分冊)p3:(河川跡の堆積土について)河床面上層には,ま ○古墳前期。

i

ず弥生時代中期の包含層が堆積している0この堆積土は.灰褐 6世紀初頭
色土層からなり植物残津を少量含んでいる。(中略)本層を切る
交互堆積層は▼河川の氾濫による河道の開折.撹拝作用と考え
られ各地区によって氾濫部分に偏りが見られるものの共通して
認められる。また本層中及び上層の白色粘質土を含む層を挟ん

で古墳時代前期の遺物が出土している。この白色土層堆積前後
に河川の流水は,ほぼ停止したと考えられこの上層に植物残津
を多量に含む泥炭質土壌が堆積し以降湿地化したと者えられ
る。また,この層中に榛名ニッ岳火山灰層(FA層)が帯状に堆積
している。

(H「FA )。

152 城北遺跡

l

埼玉県

i

p12:FA降下面と浅間山B軽石降下面の中間に水成の互相が存
在し.6世紀以降,12世紀以前のある時期に.河川の水の影響

▼6世紀。△
1108年(As-
B)0

ヨI

l-

を多分に受けていたことがわかる0〔パリノ- サl ヴエイ(秩)rテ
フラ.微化石の分析と古環境の復原」pp795ー81りp809:M 層～
Ⅵ層が堆積する頃になると好流水性種や流水不定性種が多産
する0 (中略)仮に本層が河川の氾濫によって短期間のうちに堆
積したものであれば▼当時の集落は廃絶を余儀なくされるほどに
大被害を受けたことであろう0

153今井条里 埼玉県 p90 :第2遺構面は,基本層序Ⅲ層をなす火山灰層を取り除くこと▼平安前半0
遺跡 によって検出した。(中略)(検出した遺構は)平安時代未(1108 …△As-B (1108

年)に埋没した坪型区画溝23筆▼(中略)坪型区画跡内部の小区
画水田跡671筆(洪水砂で埋没した平安時代前半の埋没水田跡
9筆を含む)大規模用水路跡2条である0(中略)今回の調査で
は,もっとも新しい時期の漠渓以後と掘削当時の溝底を区別して
調査した。大規模用水路の掘削は▼用水の確保を果たしたと考
えられるが▼河川増水.氾濫の影響を直接水田域にもたらした。
増水.氾濫時,多量に供給された砂層は.周辺水田を埋没させ.
用水路の度重なる渡漠を必要としたようである0洪水砂はSD146
周辺に主に堆積しており▼この砂層に覆われた埋没水田9筆を
検出した0覆土中から出土する土器から平安時代前半頃のもの
と思われる0

A As-B (1108m .

i

-
i

154 菖蒲城跡 埼玉県 P7=中世の遺構.遺物検出面は,第6図トーンで示している第20 ▼日08年 pll;第6図r菖
層の直上である。第20層はシルトの洪水成層である0約15～ (As-B oA 蒲城跡断面図」
20cmの堆積群を示す0当然のことながら全くの無遺物層であ 1783ft :(A s-
る0 (後略)p12:(前略)テフラ分析によると.第20層は1108年より
新しく,1783年より古いということになる0

A)0

155 築道下遺 埼玉県 Ⅲ′}Ⅵ p21:遺跡は厚さ1m以上の氾濫土に覆われー(中略)氾濫土は流 ★15世紀初 -

跡 水を物語る砂の薄層を何枚も挟んでいるのでP洪水は幾度も起 頭以降0△17
こつていたことがよく分かる p21:m ~ VI層はシルト状で▼元荒
川の氾濫土とみられる0 (中略)氾濫土中に人々の足跡は認めら
れない。天正十八年(1590)の忍城水攻めに際し▼石田堤の決
壊で洪水となったことは前章で触れたとおりである。(中略)水田
として開発されるのは.遺物から見て17世紀中頃以降と思われ
る0

世紀中頃0

'il¥
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156 北島遺跡 埼玉県 第17地 ー3 p31:(A 区水Rl跡は)第17地点東側で検出されたO水田面の検 ▼弥生中期
第17-19- 点 出標高は21ー8~ 22.2m の範囲であった0水田面検出の層位的状 後半0△弥生
20地点 況は基本土層中の第15層及び第16層にあたる。基本土層第11 後期～終末

層に古墳時代初譲乃至は中期に降灰したとされている,浅間C

火山灰層が堆積していることから時期比定の鍵層になる。この

層中及び下層にあたる第1ト12層はー弥生時代後期から終末期

期0

i
の遺物包含層及び水田面となっている0さらに下層の第13層は I

i

-

i

I

シルト質細砂層でいわゆる洪水層である0よって検出された弥生

中期後半の水田跡はこの洪水層によって覆われた状況であっ

た p53 ‥(C区水田跡は)第17地点北西側で検出されたe(中略)

出された弥生中期後半の水田跡はこの洪水層によって覆われ

た状況であった0

157 古宮遺跡 埼玉県 p415:(二面その二(縄文時代晩期))土器集中が埠出された辺 ▼縄文晩期

りは,今回の調査範囲内では,後世における河川の氾濫の影響 ～古墳中
を最も大きく受けた地点であるといえよう。この部分では,20-

30cm 程上位に時代中期後半,50cm 程上位に古墳時代中期の

住居跡が存在する。しかしこれ以降, 中近世に至るまで人口の

痕跡は認められない0この部分については, 土層断面を観察し

ても,土層の性格.色調.包含物などの違いによる分層はほとん

どできないほどに.土質は均質に近いものであった。これは河川

(現在の星川と推定される)の増水と氾濫によって,土砂が堆積

した結果と思われるが,小規模な氾濫が繰り返されたというより
も,大規模なものが急激に起こったための土壌堆積と推定され

る。そして,この氾濫に伴う集落の埋没後,古代に至って,星川

沿いに集落が現れたとみなすことができる0

期 ? △古代0

158 北島遺跡 】埼玉県 第17地 10 p14:(第17地点について)調査区内の基本土層は20層からな ○4世紀初頭 i
第一7-19- 点の基 る。(中略)8-9層では▼榛名ニッ岳起源の火山灰が認める。第11 (As-C)。
21地点 本土層 層は,洪水層で浅間C火山灰を含む0第10層では.古墳時代前

期の遺物とともに弥生後期の土器破片が出土しているが,これ

は洪水でもたらされたものと考えられる0第11層が明確に調査

区全域で確認されたわけではないが多くの遺構は▼この層の下

より検出された0

159 菅生遺跡 千葉県 北西.北 6 pll(第2表;上層確認トレンチ土居説明):上面に酸化鉄沈殿, ▼弥生後期
東トレン 小楯川による洪水堆積層0 (北西.北東トレンチにのみ存在0 ) ～古墳前期0

チ p22:(弥生時代後期～古墳時代前期について)確認調査時の第 △古墳中期
7水田面および第8水田面がこの時代に比定される0 (中略)小桂

川による洪水堆積層と考えられる6層にパックされた状態で遺存

していたためrこれ以降の水田耕作の影響をほとんど受けてお

らず,遺存状態は比較的良好である p33:(6層上方の)古墳時

代中期～奈良.平安時代に比定される遺構は,本調査範囲全面

で検出された0〔パリノ.サーヴエイ(秩)「菅生遺跡の古環境変遷
と稲作の消長Jpp159-178〕p159:(6層について)この洪水層は

近接する芝野遺跡でも同様にみられることから,当時小植川流

域で大規模な洪水がおこつたのではないかという見解も示され

ている0

～平安。

160 芝野遺跡 千葉県 基本土 Ⅲ p6:M 層は.小穂川の洪水により形成されたと考えられる砂質土 ▼弥生後期。参考〔パリノ.

層 で,遺物はほとんど含まない0 (中略)Ⅲ層上面が古墳時代後期 △古墳前期。サ- ヴエイ(樵)

以降の遺構確認面であり,Ⅲ層中に古墳時代前期の溝(SD - 「芝野遺跡の古

45)が掘り込まれている。(中略)(直下の)Ⅳ層上面は.弥生時 環境変遷と稲作
代後期の遺構確認面で,南側から北側にかけての傾斜面となつ の消長」PP17ト

ている0〔「まとめ- 芝野遺跡の景観変化についてl 」pp161-

169〕p162‥芝野遺跡や菅生遺跡周辺をはじめとした小枝川流域

の微地形は,弥生時代後期の洪水により大きな変化を被ってい

ることが判明したが.これと類似した状況は.君津市内を流れる

小糸川流域q)常代遺跡や泉遺跡でも確認できる0 (中略)小糸

川流域で確認できる,弥生時代中期から後期にかけての大きな

微地形変化は,年代的な傾向が芝野遺跡.菅生遺跡での洪水

の頻発を示唆している0そして,気候変動などとの関連性を想定

できるのではなかろうか。

186〕

161 常代遺跡 千葉県 SD71 S-71覆 p21:Sー71は2区,9Fー21--llE- 27グリッドで検出した弥生時 ▼弥生中期
六反免地 土 代中期の旧河川である。(中略)Sー71は君文セE SD683を経て 後半(宮ノ

区 君文セSD ー220に続くものと判断され,北に隣接する小糸川に

ほぼ平行し,大きく東から西への流れが想定できる。(中略)荏

土はP(中略)洪水により砂層が- 気に堆積したものと想定でき

る。P26‥(S- 71からは)弥生時代中期の宮ノ台式土器が多数出

土している。

台)0

162 姥田遺跡 千葉県 SD3 SD3覆 P7‥(第1遺構面のSD3は)調査区の東端部に存在する深い溝 ▼6世紀前

半。土 で, (中略)上面に数多くの土器を包含する粘性の強い砂質土が

明瞭なコントラストをなして堆積していた0これは洪水などの要因

で溝が埋没する一過程で▼その窪地部分が土器短の捨て場とし

て機能していたと考える。p24:第1面は,第Ⅱ面の水田が馬登川

の度重なる氾濫によって埋没し.水はけのよい砂質地盤に変化

した後に変化した後に築いた遺構群である0 (中略)遺物から古
墳時代後期(6世紀前半)のものと判断した。

215
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163 姥田遺跡 千葉県 1 Ⅱe p16:第2面の確認面は(中略)東側にのみ遺存するⅢa層は上位▼古墳? △6
～の氾濫に伴うと想定する川砂層(Ⅱe層)が厚く覆っているために世紀前半0
…遺存している p25:宮田の時期は3面(第2面～第4面)とも遺物
G 品 豊 、議 も霊 漂 隻 語 等 富芸SD - 3

、から弥生時代中期後半ほかの土器が出土していることから,とく
こ展開方向が異なる下位2面の水田はこの時期である可能性も
ある0

164姥田遺跡 千葉県 ⅢC p20:第3面は▼ⅢC層(灰色砂層)を隔てて存在する p25:(前 ▼弥生中期
略)ⅢC層を耕作面とする可能性もあるがrⅣaないしはb層の中 E後半～古
㌫慧監禁 禁 票 温 宗 覧 書豊 妄票 慧 鑑 濃 暦呈? 6世紀

考えた。 !

165】常代遺跡 千葉県 SD610 - p17:(前略)(SD684とつながる)SD 160は▼遺構内の土葬状況か…▼弥生後期0

i

684 ら大溝の洪水によって埋没したと解釈されているが.今Elの調
査ではSD684の土層状況は下層に粘賢土,上層に砂が自然的
なレンズ状堆積をしており▼洪水によって埋没した様子は窺えな

い0仮にSD 684が洪水で埋没したと考えた場合▼底面幅が狭い
ことから,溝の下部は掘削後すぐに哩没してしまい,洪水は下部
が埋没してから起こったとすべきであろう p17 :(SD684に先行す
る)SD680の遺物は6～7期頃(宮ノ台式新段階～後期段階)に比
定できる0

】

166西原遺跡 千葉県 2区旧河 第I面 p10 :各面の時期は,第I面(4a'~ 4a層)が,9世紀前半～中葉, ★9世紀後 確認調査。
川 直上

～

第Ⅱ面(4a層)が▼9世紀前半と考えられる p98:SD001の開削 半0▼9世紀
SD001蝣 面は,4a-4a層を被覆する砂暦(3層)中である。この砂層は9世 !前半～中葉0L
002 紀後半～10世紀代の土師器杯を出土した3区SD005に開削さ

れ,砂層直上には10世紀前半代以降の可能性がある2層が堆
積していることから,少なくとも9世紀後半代の短時間に洪水に
よって形成された砂層と推察する

i

167 多摩ニュー東京都 油虫滑り P4:地滑り層は最大厚3mで▼多くの部分で滑り落ちる前の層順 ▼縄文前期
{タウン
ら

層 を残してⅢ層上を覆う0地滑り層とⅢ層の境はロームにⅢ層が 後半O

世 753遺 混ざった状態の部分が見られ,水の影響を受けたのか青灰色を

I

l

-

…跡 iL
呈する部分.鉄分の集積による赤褐色の縞模様を呈する部分,
粘土化した部分も見られることから,地滑り発生時において豪雨
などの影響が考慮される0Ⅲ2層は縄文前期後半の土器片を含
むことなどから,縄文前期後半の土器が遺棄され,この上にⅢ1
層が形成後,地滑りが発生したことが分かる0

168 後楽ニ丁 東京都

i

I

p29:中世以降は,近世初頭の埋立造成とその後に造営された ★18世紀以
日南遺跡 武家屋敷に伴う遺構.遺物が中心となり,5期に区分した0(4期= 降.および時

近世(18世紀以降および時期不詳),5期=近代以降0)〔小島正 期不詳。▼17
世紀後半。△

-
裕「後楽二T 日南遺跡における埋立造成について」pp.374-384〕
p377:(4期について)(前略)以上の事実から3つのことが推測で 近代以降。
きる01つは,遺跡の中央に分布する緑色砂磯層の形成は,調
査範囲西側の造成が一段落した後にまで及んでいること0次
に,緑色砂磯を堆積させた自然営力(おそらく洪水)が.竹柵を
含む造成地の一部を破壊したこと。そして,その造成地は洪水が
発生した川岸までを埋立範囲とし,その保全のために竹柵によ

1

lる護岸が施されていたことである。 ～
i

169 柴又帝釈 東京都 . 柴又7丁】Ⅱ p48 :(前略)(1号溝覆土上方の)Ⅱ層中にはー他地域から将来さ★17世紀O▼E
天遺跡 日10番 れた軽石が多く混入しており,洪水によって堆積した土砂と考え 17世紀前半0

地点 られよう0堆積時期は(中略)17世紀でもA (17世紀前半)よりも後
の時期と判断される。

170…立石遺跡 東京都

～

古墳周 古墳周 p14 :調査区北側(D~ Hライン)で古墳の周溝が確認されている。△7世紀後

～

請 溝覆土

i

(中略)(周溝の)覆土中にみられる黄色砂は洪水によって調査
区周辺に堆積したものと同質である。しかしながら黄色砂は- 部
流れ込んだ形でしか検出されておらず.洪水は本遺構が構築さ
れる以前に起こったものだと考えられる。この黄色砂は白灰色の
砂が- 様に酸化したものであるが.古墳の中央部では周囲に堆
積しているものに比べて酸化しておらず▼この砂が洪水によって
堆積してから長い時間を置かずに古墳が構築されたことが考え
られる。p142:立石古墳は,出土遺物より7世紀後半の構築と考
えている0

…半0
tI

17ー柴又帝釈 東京都

-Z

Ⅱ下部 p15:H層の下には部分的に5cm前後の黄灰褐色砂がみられる ▼近世0
天遺跡 が,これは洪水によるものと思われる0Ⅲ層は上面が近世の遺

構確認面,下面が中世の遺構確認面である。

172柴又帝釈 東京都 Ⅲ下部 p125:今回の調査では,中世に比定される遺構として溝14条.井 ▼16世紀後 j
天遺跡

】1

戸7期,土坑31基,性格不明遺構2基,小穴62基が検出された0
確認面はⅢ層下面にあたる0これらの遺構はひとくちに中世と

いっても.16世紀後半を主とする。13- 16世紀前半の遺物も出
土しているが.遺構の構築年代は16世紀前半以降と思われる。
(中略)(2号性格不明遺構の)覆土は黄色砂である0本来は地
形的に低くなっている部分に洪水によって流されてきた砂が堆積
したとも考えられる。

…半O i

i

'4Ii



遺跡-覧表B-2

173染地遺跡 ミ東京都 Ⅳb tp12 :(IVb層は)オリーブ灰色シルト0Ⅳa層とほぼ同質だが.粒 ★中世～近

第51地点 l

1

子が細かくやや明るい色調0粘性があり▼締まりはやや弱い0洪 世0▼9世紀
水堆積層と思われる層で,調査区の北半部にみられる0 (中略) 中葉0

(直下の第Ⅴ層)上面は平安時代の遺構面。p110:2枚の古代地表面のうち.旧地表面では8世紀初頭から9世紀初頭の廃絶と考えられる遺構群が.新地表面では9世紀中葉の廃絶と考えられる遺構群が検出されており,旧地表面と新地表面の時間的な幅は非常に短く,連続していると言っても差し支えない0そして旧地表面で確認された遺構の中に,第Ⅵ層ときわめてよく似ているもののまだらで不均質な土を覆土としているものがあることや,短時間でいっきに埋没しているものがおおくあるといったような状況証拠から▼旧地表面(第Ⅵ層)は人為的に整地されて新し地表面が形成された可能性が高いものと判断された。そしてこの新地表面(第Ⅴ層)は多量に遺物を含む「遺物包含層」であることから考えて.基本的に洪水による堆積土層を主体とする整地層であり,洪水後の復旧作業によって形成されたものであろうという結論に達した0

I

174 落川.- の 東京都 10】M区 p28:(前略)遺物が出土していないためⅡ.Ⅲ層は明確に判別で ▼古墳後期0
宮遺跡 きないが,酸化鉄の凝着層が入る褐灰色粘質層があって,厚さ

90cm の古墳時代の版築層を覆っている。Ⅲ層はこの版築層か
らで▼こq)版築層の下には,洪水による層厚12cm ~ 20cm黄褐
色粘質の自然堆積土層と考えられる水平に堆積した土層であ
る。また,この堆積層の下層にはさらに古墳時代の版築層の一
部▼遺構が遺存しており,その底面からは古墳時代後期の遺
構ー遺物が検出される0

△古墳。

175落川.- の 東京都 第14地 落川Ⅳ 参考〔高野繁昭.増測和夫「遺跡とその周辺の自然史」pp5-53〕 ★古墳後期0

i

i
i

F 遺跡 点 層 p25 :落川.- の宮遺跡周辺に分布する沖積層を落川層と呼ぶこ○古墳中期.
ととする p27‥(落川)Ⅳ層からは古墳時代中期及び後期の土器…後期0△奈
が出土する0これらの土器はⅢ層に含まれるものと同様河川に
よって運搬されたものであることから.Ⅳ層は古墳時代後期の堆
積物と考えられる。p33:(第14地点では)古墳時代後期頃比較
的規模の大きい洪水が発生し,多摩川の側方浸食により落川1
面が削剥された0 (中略奈良時代に入り▼埋積の終了と段丘化
によりー初めて住居が構えられるようになったと推定される0

!良0
】

176千葉地東 神奈川県 Ⅱ(第 pll:河川東側低地の第Ⅱ層は暗褐色砂質層で,泥岩粒や木炭 ▼14世紀第3
遺跡

r

3.第2 を含む。厚さは60~ 70cm o河川氾濫による砂層や泥岩塊などの 四半期0△14i
遺構面 地業層などがあり,5層に細分される H a-lib-H eは砂質土0 世紀第4四半!

直上) H a-IIbは部分的に薄い砂層をはさむことによって分けられるO 期～15世紀
p10-13:河川東側の第Ⅱ層も暗褐色砂質で,4層に分けられ,Ⅱ第2四半期0
層上面が第1遺構面, ⅡC層上面が第2面,Ⅲ層上面が第3面と および▼14世
なるoP18:第1～第9面は平安末期～中世Op564 :遺構面の時期 紀第4四半期
厄第3面が14世紀第3四半期,第2両が14世紀第4四半期～15世

紀第2四半期,第1面が15世紀第2四半期以降である0

農 芸讐 25 i

芸警 2畔 1

177下新町遺 新潟県 黄褐色 p150:表土下には25~ 40cm (黄褐色粘質土)がある0広範.均. ★15世紀～ i

l～

跡 粘質土 で水平に堆積し,下層の凹凸に強く影響されていることなどか 16世紀0▼ー5
ら,洪水による堆積層。形成年代は15世紀に上限とするoP182-
188も参照。

世紀0

178 下新町遺 新潟県 暗褐色 pp150-151:黄褐色粘質土の下には10~ 20cmの暗褐色粘質土 ★10世紀後
跡 粘質土 がある0洪水により形成。形成年代はSD21Aを覆い,SD21Bに掘

り込まれていることから,平安中頃のC期で分けた2小期前半と
後半の間(10世紀後半)0

・o

179 子安遺跡 新潟県 黄茶色 p182:表土下には黄茶色土が10cm ,どの部分にも見られる。 ★ー5世紀～
土 まったく同じ層は下新町遺跡でも検出される。洪水堆積による。

時期は15世紀～16世紀 p188:河川跡は調査区南西にあり▼最
上層の黄茶色土は洪水堆積層と同 ,SD4は河川跡が埋没し
たのち.掘られる。河川を完全に埋めた洪水は遅くとも16世紀に
生じた。

16世紀0

180 馬見坂遺 新潟県

i

p22:自然流路はⅡ区からI区南端(10G区)にかけて検出した。★9世紀半ばI

i

ヨ
I～

跡 覆土は青灰色シルトと粗砂に大別される。青灰色シルトが大部
分を占め,流れの激しさを示すようにラミナが波状に入り組んで
いる0粗砂はシルトに比べてやや低い位置に堆積し.縄文～平
安の遺物や流木が含まれることなどから▼上流の集落を押し流
してできた土石流が遺跡内に堆積したものと推定される0洪水の
発生時期は,上下の泥炭層の炭素年代から▼9世紀半ば以降13

～14世紀以前と推定される。

～ー4世紀0

～i

181大角地遺 新潟県 2区

i

SX101- p15:(2区の)SX101-SX102の覆土は,大小の木片や粗砂,直径 ★平安0○縄i
跡 102覆 5- 10m mほどの磯を多量に含むことが特徴的であるe特に覆土 文,平安,9

土 下半には砂磯が厚く堆積しており,洪水によって短期間のうちに
哩積したものと判断した SX102-SX102からは,縄文時代と平安
時代の遺物が出土した。一方.周辺の調査区で認められた中
世.近世の遺物が認められず▼平安時代に洪水に見舞われた可
能性が高い0また,川底に堆積した洪水堆積物(紗穫層)から
は▼平安時代(9世紀)の須恵器が出土した。

世紀0
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182野地遺跡 [新潟県 基本層 Ⅱ p232‥(前略)野地遺跡では.後期中葉に遺跡の形成が始まる ★縄文晩期
序 が,晩期初譲まではP2区とP3区においてのみ遺構I遺物が認め 中葉。○縄文

-

i

られ,P1区で活動が確認されるようになるのは主に晩期前葉か 晩期前葉～
らとなる。(中略)厚さ約2m の洪水堆積層(Ⅱ層)で遺物包含層 1中葉0
が埋没していることやーⅢ層およびそれを開削する自然流路から～
第Ⅴ～Ⅵ期の遺物が出土していることなどを考慮すると,野地
遺跡は▼晩期中葉までの比較的短期間のうちに大規模な浸水で -
消滅した可能性が高い。

183 萩原遺跡 新潟県

-
i

ip15 :本遺跡は阿賀野川によって形成された河岸段丘上に立地 ★縄文後期
している。段丘の形成過程については.基本層序として把握したE中葉以降0
Ⅴ層以前の堆積層については,重機による掘削によって確認で…
きた深度までは,阿賀野川本流によって供給された土砂によっ
て形成されたと理解し得るものであった0その後,阿賀野川から
の離水により比較的安定した状態が継続し,地表化が進む時期
(Ⅳ層)を経て.人 が々生活の痕跡を残す時期を迎える(Ⅲ層)。

～

iI

しかし,この生活の跡は.遺跡の北を西流して阿賀野川に注ぐ
圭誉票 霊 毘 芸㌫ 霊 鵠 竿.!.:ir4 !c# .'+ L.fc ア

石流によりーごく短期間のうちに埋没したと考えられる。そのた
め,後世の捜乱を免れた状態で遺存していた。この土石流の堆
積開始から終了までは比較的短期間であったと考えられる0

184 田伏山崎 新潟県 沢地区 Ⅱ層上
面

p14 :沢地区は南.北の調査区で若干の堆積の違いを示すもの ★近世以降0
遺跡 の基本 の,おおむね対比できるため暦番号を統一した0基本土層はI

層序 ～ⅩI層に識別された。Ⅱ層上面 V -K 層では砂確層が堆積
し,出水や土石流が繰り返されたことが確認される。Ⅶ層からは
近世の遺物が出土しており▼これより上位の層は近世以降の堆
積層と考えられる0Ⅷ層は沢地区南ではW a-VHb層ー北ではⅦIa

1
lI

1

～e層に分けることができた0Ⅷa層は中世の遺物包含層で▼沢 …
地区南では下位からの出土が顕著である0沢地区北では遺物
がほとんど出土しなかった。Ⅶb層は沢地区南では中世,北では
古代～中世の遺物を包含する。VHc~ e層は沢地区北に堆積し. i
古代の遺物包含層である0遺物は主にⅦC層から出土し▼Ⅶd.
Ⅶe層からの出土は少ないDⅨ層は沢地区南の中世と古墳を分
】ける層である。砂.裸混じりのシルト層で,土石流の可能性もあ

る0Ⅹ層は弥生時代後期～古墳時代後期の遺物を包含するe l
沢地区南ではX a-X b-X c層の3層に識別されたが,X b-X c層…
iは部分的に堆積する傾向が認められた。X a-X b層は古墳時代
後期. X b-X c層は弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が主
こ出土した。

185 田伏山崎
-遺跡
I

新潟県 沢地区
の基本
層序

Ⅴ 同上。

～

★近世以降。rL

-
186 田伏山崎 [新潟県

i
沢地区 Ⅸ 固上e ▼古墳後期O

遺跡 の基本 △中世0
層序

187家ノ内遺跡;新潟県

-

E ～ PP72-73 :(前略)家ノ内遺跡の古環境と性格について出土遺物 -★①3世紀末
葉以前0②4

i
】などから次のようにまとめることが出来る0(》3世紀末葉以前‥Ⅵ

層堆積後.今泉川によって形成された自然堤防に接する(本調 世紀中葉～8
査区を含む)部分一端に自然流路(A区流路1,B区流路5)が形 世紀後葉0③
成される(形成の開始時期は不明)0度 氾々濫を繰り返し.低湿 近世。(断続
な状態が続いた0②3世紀末葉～4世紀中葉(古墳時代前期)こ 的に繰り返さ
の時期になり,A区東側の標高のやや高い部分と低湿な部分を
区切り,排水をも意図した溝18が掘られる0しかし構内の堆積土
の大部分が砂であることからも明らかなように,その機能は充分
ではなかったようである0すぐに埋没してしまい復旧されることは
なかった0③4世紀中葉～8世紀後葉:A区溝18の埋没後▼新た
な自然流路(A区流路2-3,B区流路4)の形成と氾濫とが繰り返
され▼また低湿な状態がしばらく統いたと考えられる0④8世紀後
葉～10世紀初頭:自然流路(A区流路1~ 3,B区流路4-5)の氾

れる)

a
】
I

～ 濫もようやく収束し, (後略)

188竹ノ内Ⅱ遺富山県 B1地区 古代下 p101‥古代の遺構はB地区のみで検出された0 (中略)B1地区で ▼9世紀末～
跡 層.上 は上下2面の遺構面が検出されーそれぞれ出土遺物から9世紀 10世紀0△12

層間 (下層),9世紀末～10世紀代(上層)の集落跡と考えられる0 (中.世紀中頃～
略)上層の遺構は下層の集落とほぼ同位置に営まれるが.再び
河川の氾濫等により廃絶したものとみられる。その後集落は北
東側のCいC2地区へ移動し中世集落へ移行したものと考えられ
る0 (中略)(中世 I期は12世紀中頃～13世紀初頭に相当0 )

13世紀初頭0

189 四方荒屋 富山県 P45‥西地区では調査区南部に東西の畝方向を主体とする畑地 ★中世以降0
遺跡 として利用されていたが,中世以降▼次第に井戸や掘立柱建物

を伴う居住域に変化していることを確認できた0畑地はイネ.ソバ
の栽培.利用が分析の結果推測された0その土壌は洪水による
流水の影響を受けた洪水層を母材とした耕作土であるe (後略)
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190 桜町遺跡 富山県 t第2調査 Ⅵ p25:VI層はー厚さ約40cm 以上の灰黄褐色蝶の土石流である0 ★縄文晩期0

I

舟岡地区 区 Ⅴ.Ⅵ層からは,縄文後.晩期の土器.石器が大量に出土してい

る0この遺物は,第2調査区からさらに西側に続く第3調査区の縄

文遺構が縄文時代末に起きた土石流によって流されたものであ

る V -VI層の時期は,遺物からは判断できないが,Ⅵ層出土木

片の放射性炭素年代測定では,縄文時代晩期に相当する2310

±40年前の測定値が得られている0

191 鹿首モリガ 石川県 水田部 p51:(水田部調査区について)(前略)各期における埋没時の層 ▼弥生後期 p157「第5表 遺

フチ遺跡 調査区 堆積は, し、ずれも砂質土を主体とする複雑で極めて錯綜的なレ 前葉～中葉 構等水位関係

ンズ状の互層堆積をなし,特に i - B - n - B期では地点ごとに ( I - B期)。 対応想定表」=

異なりをもつが▼径約40~ 60cm の大木を含む多量の自然木を 古墳中期(Ⅱ (水田部調査区

混じえたうねり状の堆積を示し▼急激で短期間的な埋没状況が - B期)。(複 I ーA期は縄文

想定され,またⅢ一B期の4G 区西側断面中では寸断された細か 数回)

-

晩期～弥生中

な草木と粗殻を混じえた厚い堆積があり.表層面をも洗う濁流に 期(下野式～小

よった過激な禍害も推測するに足る様相をもつものといえる。 松式), I - B期

は弥生後期前

葉～中葉T Ⅱ-

A期は弥生後期
末葉～古墳前

期, ⅡーB期は

古墳中期.Ⅲ期

は古墳時代後

期以降0)

192 鹿首モリガ 石川県 T 18調査 4,6,7 p97 :(T 18調査区について)(前略)上層包含層出土土器と下層

～

】

フチ遺跡 区 包含層出土土器では,若干の形態差は看取されるものの.それ

はほぼ同- 型式の枠内で把握されるものである0こうした事実

は,この間の層堆積が極めて短期間であったことを示している0

予想される自然現象として.大洪水などによる土砂の一時期に

おける大量堆積が想定される0 (中略)無遺物層である第4層は

下層生活層が完全に埋没した後▼再度の洪水により堆積した層

であろうeこの層上面を生活面として,人々の営みが再開される

のは▼さほど長い期間をおいてではなかつたことは確かであろ

う0

193…鹿首モリガ 石川県

ai

I
～
i

p158 :(前略)古墳時代前期前葉頃～中葉頃(月影式～古府ク ★古墳中期0 p157「第5表 遺

…フチ遺跡 りレビ式)にかけての安定的盛期は,生産性面での安定あるいは 構等水位関係

】
)

増幅にこも証引されているものと考えたい0しかしながら この安 対応想定表」=
ら)I

,
I
=

I

i

-

i

】

定増幅期に到来したと考える台地上竪穴集団は▼Ⅱ- B期に至 I - B JJj!上林

るや忽然とその姿を消している0このことは.台地及びⅡ期し字 Li 時代後期前

状流路中の最新土器として示し得る小型丸底相がそれぞれに 辛, n - A期は

.伴いかつ.下限となる同時性が認められることを根拠とすれば, 古墳時代前期▼

I ーB期の急激的な沖積作用を紡排させるⅡ一B期L字状流路 Ⅱ】B 期は古墳

の過激な濁流を伴つたとみる完没を直接的な契機とし,流路の 時代中期.Ⅲ期

変動あるいは沖積部 (生産基盤面)自体の変貌が,再生産への は古墳時代後

保全と意欲をはるかに汝賀した災害であったことを推測させると 期以降に対

同時に,台地上の当該集落の廃棄(移動)をよぎなくさせた要因

の主体であったと考えられないだろうか0 (後略)

応0)

194 寺家遺跡 石川県

i

i

p24 7 :P 1では,弥生時代後期から古墳時代初頭の遺構面の上

に奈良時代～中世に至る遺構面が継続して堆積しているが,

Fig.56で示したように「ス」グリッドから東側では,SD01などを検出

した弥生時代後期の遺構面の上には粗い砂の層が堆積してお
り▼洪水によってシャコデ廃寺のある台地から粗い砂が流れて来

たことを示している。(中略)洪水堆積の粗い砂の層はこの他に

奈良から平安時代.中世から近世の層の間で面的な広がりを

持って検出しているOこの事から,各時代の中で幾度となく洪水

堆積を経験していることが推察できる0

i

195 戸水C 遺跡

】

石川県 p79 :(律令時代の遺構として)掘立柱建物五棟と溝(溝1)および 0 9世紀～10

井戸1基が確認された。p85:(前略)これらの溝が最終的に埋ま

る時期は,砂裸におおわれた時であり, レンズ状態に順時堆積

したのではなく▼一時に洪水等の事情で埋まったものと観察でき

た p87:溝1より出土した土器については, (中略)9世紀から10

世紀初頭にかかるころと推定される0

世紀初頭。

196 倉部出戸

遺跡

石川県 低地部

(SXー02ー

Ⅴ ・8:V 層はー弥生後期中頃～後半に.洪水などにより遺跡地

が冠水したことを示すとみられる。また,噴砂は,同層の下面で

★弥生後期

中葉～後菓0

50区以

秦)

検出されたことから, ほぼ同時期の可能性が高い。

197 - 塚イチノ 石川県 p66 :今回の調査では東西約170m の調査区の中央部で.幅約 ▼縄文後期

ツ力遺跡 52m の縄文時代の河川跡が検出され,河川跡の東西両岸沿い

に縄文時代後期後葉の集落跡が存在していたことが判明した。

p69: (前略)微高地上の縄文時代の遺構面.遺物包含層と弥生
時代後期の遺構面問にも僅かながら間層を挟んでいることか

ら,微高地上も覆う程度の洪水も発生したようであり,縄文遺跡

の廃絶も洪水の発生と関係があるのかもしれない0

後葉0
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198

i

経念遺跡 t石川県 i

E

i

I

P16‥8区から10区にかけての状況を細かく見ると.8区で現われ …○弥生後期0
た落ち込みは9区まででも肩部が決して直線的でないことがわか】
リ.少しずつ方向を変えているものと推定できる010区では大きく
方向が変わり,南側の調査区外へ伸びて行くものと推定できよ
う02号落ち込みは規模,形状,層序から,自然河道としての性
格が強いものと感じられ,おそらく日常の水流や周期的な洪水で
運ばれた土砂て埋まり,その位置を幾度となく変えたものの一つ" -
であろうO水流の方向については.原則的に若山川と同じて,西
から東と考えたい0そして,覆土から出土した遺物の時期が弥生 、

後期を中心としていることから,その埋没に関しては弥生時代後…
期に,あまり時間をおかずに進行したものと思われる0 】

199能登部下 石川県 12- 15

】

P15‥本調査では現水田面より約2m下位で黒色粘質土によって ★古代0▼古 「自然災害」を洪
仲町遺跡 形成された水田跡を確認した。遺構面は襟.小磯を含む単I の

砂層(第12- 15層)によって覆われていた0砂層はその堆積状
況からみて▼自然災害によって堆積したものとみられる0(中略)
現状から古代に発生した災害によって堆積した可能性が強いも
のと考えられる。(中略)本遺跡で発見された水田牡は.古代初
期に造成され▼中世までの問に埋没したものと考えられる0

代初期0

i
i)

水ととらえた0

200能登部下 石川県 5~ 9 p15:調査区西壁の土層観察の結果▼砂層上層の第10-11層は 「自然災害」を洪
仲町遺跡 耕土とその床土あるいは砂層面を造成する際の盛土とみられ

る。さらに上層には第16層上面同様にほぼ単質の砂層(第5～9
層)が確認された0この砂層についても第12- 15層同様に自然
災害による堆積とみられる0

水ととらえた0

201能登部下 石川県

I

- 16層よ p15:遺構面下層のトレンチ調査において,第16層下層にも砂層 ★古代～現 「自然災害」を洪
仲町遺跡 りも下 の堆積が確認され,さらに下層の試掘においては砂層下層に耕ち代0 水ととらえた0

位 土とみられる黒色土が確認された0以上のことから本遺跡周辺
の土地は古代から現在に至るまで,度重なる自然災害に遭いな
がらも,継続的に耕地として利用されていたと推定される。

202!高畠C遺跡石川県
】1

Ⅱ pp60-61‥各層の解釈は▼第Ⅱ層は大規模な流水,おそらくは洪
水によって供給された土砂であろう。(中略)第Ⅱ層以下の堆積
】年代は,出土遺物から第Ⅲ層が平安時代以前,第Ⅲ層が古墳
時代中期以前とわかる。p65 :今回の調査では上層に平安時代
以降の遺構面(第Ⅱ層)と,下層に古墳時代以前の遺物包含層

一
一

一

一

一
一
一

(第Ⅲ層)を確認し,遺構にはあまり恵まれなかったものの,時期

.が異なる遺物が分層して得られた0(中略)下層出土遺物は,班
に述べたように5世紀後半から6世紀前半の時期幅を持つ資料
である0付近にこの時期の集落域が存在するものと思われる
が.実態は把握できなかった。

203 松山C遺跡石川県 平安時 p8:9-10層は遺物包含層であり▼その層の直下が平安時代(9世 ▼
代遺構 紀)の遺構面(36~ 40層)にあたる0平安時代の遺構面は,SD02 ～7世紀初 l
面直下 とほぼ平行する流路覆土や動橋川の洪水堆積土によって形成 …頚0△9世

されている 22-25-26-43~ 46層はSD02以前の流路覆土であ …紀0
る。47-50 -4ーはSD04▼48-52は土坑で,ともに古墳時代後期(6 A
世紀後半～7世紀初頭)の遺構である0古墳時代の遺構面は青
E灰色及び趣灰色の粘土によって構成されている0

1 1

204 三引遺跡 石川県 両調査 …P17‥F層直上には黒灰色系の粘質土が薄く堆積しており.調査 ★古代～中
区

～

に厚みがなく土質もかなりしまっており,やや異質な印象を受け
るため,中世遺物を上部からの混入と解すれば.一次堆積土の
可能性も完全には否定できない(E層)0 .

】世0

205三引遺跡 石川県 両調査 p17:E層より上はかなり細分が可能で,土質の特徴も一概では ○14世紀～
区 ないが,いずれも人護大以上の大型襟を多く含み,出土遺物は

複数の時期(古代～中世)にまたがるという特徴がある。これら
は頻発する土石流の結果ー二次的に堆積した流入土であったこ
とが想定される。(中略)各層の最新の遺物は,14- 15世紀前半
頃におさまり,時期差を明確にするのは難しい0B層上面は近世
前半の遺構面である0この土石流で形成された緩斜面を盛り土
して▼段状地形が形成される。即ち調査着手前の景観は▼直接
的には近世後半以後の所産である0この盛土より上をA層とす
る。

15世紀前半。

206!三引遺跡 石川県 北調査 p51:中世段階では南半部に襟が集中してみられ,それらを包括 ★中世0

i
～

区 する形で6~ 10m幅の砂の堆積は帯状に観察された0横間から
遺物の出土をみたことから,土石流の痕跡と理解された0山側に
大型磯が多いことから,北西方向から南東方向へ土石流が流れ
たと判断され,杉の堂の水源のある谷筋から押し寄せてきたこと
が想像される。この土石流による堆積土の下より中世前期の遺
構とみられる幅20~ 30cm の溝を1条検出していることから,土石
流はそれ以降の発生といえよう0この溝以外には上層段階での
遺構は皆無である。(後略)
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207 藤江C遺跡 石川県 Ib P8=黄褐色シルト0灰白色土中に縞状のシルト乃至は微砂質土 △縄文晩期 参考 :p63 (第7

が水平に堆積する土層0その状況から水成堆積であることがう 末～弥生前 図)-p64 (第8

かがわれる p8:(上方の) Ia層については▼縄文時代晩期未

から弥生時代前期以前に堆積が終了し,その後地盤として安定

しつつあった頃も縄文時代晩期末から弥生時代前期に当たるも

のとして理解することができる p127:I 層は遺跡内でaからgま

で分層が可能であり, (中略)全体で1m にも達する厚さで堆積し

ているので.数回にわたって大規模な土砂の供給が何らかの原

因によりおこなわれたものであろう0

期0

i

図)0

208～藤江C遺跡 石川県 I d P8=浅黄色シルト0地点によっては浅黄色微砂が縞状に水平堆 △縄文晩期 …参考‥p63(第7

積する状態が観察される0本層も明らかに水成堆積であろう0 末～弥生前 伝 )-p64(第8

p8:(上方の) I a層については.縄文時代晩期未から弥生時代

前期以前に堆積が終了し▼その後地盤として安定しつつあった

頃も縄文時代晩期末から弥生時代前期に当たるものとして理解

することができるOp127: I 層は遺跡内でaからgまで分層が可能

であり, (中略)全体で1m にも達する厚さで堆積しているので▼数

回にわたって大規模な土砂の供給が何らかの原因によりおこな

われたものであろう0

期0 】国)0

209 藤江C 遺跡 石川県 Ⅲ P8 =緑灰色粘質土e縄文時代遺物包含層であるⅣ層を覆う土 ▼縄文後期

層0 (中略)突発的な事態により急激に堆積した可能性が指摘で 中葉～晩期

きよう0 く中略)(Ⅳ層は)縄文時代後期中葉から晩期前葉にかけ 前葉? △縄

ての生活面であったとも理解できる。p127:TP37では(中略)漢 文晩期末～

水などの突発的な事態で堆積した可能性が高いと思われる。 弥生前期。

210 梅田B 遺跡

I
i
～

石川県 ⅡA東 黄灰色 p22 :(前略) ⅡA東部tD 区の遺構覆土には灰褐色系粘賢土に覆 ▼弥生後期

l

部.D区 系の砂 われるかたちで,洪水に起因すると考えられる黄灰色系の砂の

堆積が認められた0主な遺構としてはⅡD 区のSD20で検出され

た水口状遺構があげられる。用水路と思われるSDH との合流点

付近に逆「フ」の字形に6枚の板を並べたもので,SD 20に引水す

るための施設と推定される。洪水砂の堆積状況から近隣の東部

環状道路関連の調査区で検出された小区画水田とほぼ同時期

の可能性が高い p69:(弥生時代2期について)(弥生時代)後
期後半から終末にかけての時期を想定している。今回の調査で

も恐らくⅡd区の水口状遺構の設けられたSD 20やtSD14-19が

「中層」とほぼ同時期に属すると思われる。

後半～終末0

2日 三引遺跡 石川県

～
i

8区 p8 :8-9区の地山直上に堆積する縄文時代早期末～前期初頭の ★縄文前期

iI
r
r

1-

-
～

i
Ai

～
一

～

遺物包含層については, この第3層と以下の第4層である可能性

もあるが.土石流による二次堆積資料が多いことから分離は困

初頭～末葉e

l
難である p72 :(土石流跡は)8区で検出された0土石流は背後

の丘陵が崩壊し.発生したものであり,本来,遺構とすべきでは
ないかもしれないが.本調査区の特徴として特記したい0既に8

区より山側に位置する7区や,南調査区,東調査区において大

小の山石を含む土石流層が確認されており,それぞれ縄文時代

中期以降期(7区), 古代～中世期(南.東調査区),中世以降期

(7区)のあることが分かっていたが,8区では▼わずかだが丘陵

裾が弁別して検出された0土石流の発生時期については.8区で

は縄文時代早期末～前期初更の土器が少量▼同前期末～中期

が少量▼同後期.晩期が多量に出土しているが▼その検出層序

と土石流内には前期初預以降の土器がないことから▼いずれも

前期初頭～前期末間に発生したものと考えられる0

212 三引遺跡 石川県 7区 同上0 ★縄文中期

以降。

-

213 三引遺跡 石川県 南.東調

査区

同上0 ★古代～中

世0.

i

214 三引遺跡 石川県 7区 同上0 ★中世以降0

215 徳丸遺跡 E石川県 〔横山誠「まとめ」pp73-74〕p73:(前略)縄文中期中葉前を1期 ★弥生中期 i

前,縄文後期から晩期を一期後、弥生中期後葉前を2期前として

記載した0 く中略)(2期について)B ′}D区の検出面 I - 2面,B～

D区Ⅱ面,A ~ Dm 面,A 区Ⅳ面とE区の Ⅱ声で弥生時代中期後
葉の明確な遺構を確認した0掘立柱建物跡を2棟,竪穴建物跡

を2基.その他土坑.溝▼小穴などを多数検出したO遺跡では,壁

のセクションなどで多数の生活面が確認できるが.その多くはこ

の時期に集中している。洪水などによる災害時期と人々の生活
時期が繰り返し続いていた様相が伺える。

後葉。

216 八日市地 石川県 ix 1S - p200 :集落Ⅱ期は, 集落東部域の最も東側の環壕が掘られたと ▼弥生中期 p18(義)=(集落

方遺跡 vnilS 推定される時期を指標とする0 (中略)ix 1S層が厚く.26地区で 中葉(畿内 Ⅱ期の時期は
は集落嘘を覆うような堆積状況であることから▼このときに大規 Ⅲ)。 弥生中期中葉;

摸な洪水に見舞われたと推定される。(中略)集落 Ⅱ期では,更

に上位の層準で大規模な洪水の痕跡が認められる0これは26

地区埋積浅谷の鍵暦になっているviiilS層であり, これも集落域

を覆う堆積状況を呈する。

畿内Ⅲ様式0)

217 御経塚遺 石川県 第4年次 p16 :国道8号線と御経塚町集落のほぼ中央で.幅約30m にわた ★古墳後期。

跡 調査区/ る溝状落ち込みが検出され▼(中略)古墳時代初頭以降におけ

溝状落 る大洪水によって形成された大溝であることは確実である0

ち込み p348 …南北方向をなす低地は′古墳時代後期頃に起きた大洪水

で▼現富樫用水の祖型にあたる本流から分かれ,遺跡内東より
を遺跡内の微地形的変化に沿うて▼南北に貫流した旧河道跡で

あることが判明し, (後略)0
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218真脇遺跡 i

I

石川県

I

4b P6:第3層は黒褐色から黒色を呈し弱粘賢で▼直径約5~ 10cmの○縄文中期
磯を含む。Iライン西側のエリアでは骨片や炭化物が多くみられ 前葉～末。△
る0後期前葉から後期初譲の土器が出土している0(中略)第4 E縄文後期初
層は暗灰色を呈し弱粘質層である。遺物は少なく中期未から中
期前葉にかけての土器が出土する。土器は磨耗したものが多く
みられる0第4層は弱粘質でありT砂の含まれている状況から2
倍に分けることができ▼砂の多いほうを第4b層としている0C3グ
リッドからし1グリッドにかけて北側が第4a層,南側に第4b層が広.
がつている。珪藻分析の結果から.第4b層は一時的に川が氾濫
し,しばらくの間▼沼の状態であったと推定されている。

頭～前葉0

219 柿.藤島遺 福井県 標準土
層

Ⅴ p12 :(標準土層について)Ⅴ層は黄褐色砂質で,洪水砂の堆積 ★古代。▼6
跡泉田地 層である0遺物はほとんど含まない0I 部を除き20~ 60cmの堆 世紀～7世紀

区 積が認められ▼上面は中世の遺構確認面である0Ⅵ層は,シル
ト質の灰黄色の土に黒色土が微量混入する水日面を希う土で,
当時の耕作土の名残と考えられ,遺物はほとんど含まないe

p155:古墳時代後期と考えられる遺構には.溝と水田がある。遺
物がほとんど出土していないので.正確な時期を決めることは難
しいが.水田面から僅かに出土した須恵器と土師器から6世紀

～7世紀前半頃に営まれていたと考えた0水田は洪水砂で覆わ
れており,下層の黒色土の上面に位置していたことから検出を
比較的容易にしたと言えるe(後略)

前半0△中 】
世0

i

220大島田遺 福井県 I旺 p6:III層は旧河道を埋没させた洪水層で▼遺跡の形成された頃 ★縄文晩期 遺構の時期は

跡 (縄文晩期後半頃)の地層である0(後略) 後半0 記載なし0

221下長崎遺 山梨県 P7=表土下の地層は不整合であるため標準層序は決められない★古墳時代

跡 が,地表の耕作土が約20cmで.その下層が小裸を含む黒褐色 の直前。△6
腐食土層の遺構包含層(50cm ~ 120cm )があり,その下層が大
小の磯を包む砂層の氾濫層となり,この地表からの深さは60cm

-130cmである0おおよそ氾濫層は下方になるにしたがって深く
なる。氾濫層(土石流)の状況は第1Gで深掘りしたトレンチの地
層固く第6園)のとおりである0その直上に古墳時代から平安時
代までの遺構包含層があるから,氾濫層は古墳時代直前に形
成されたものと考えられるO

世紀第4四半
期0

i

222 東河原遺 山梨県 A区 第Ⅱ面 p9:(A区第2面について)(水田の使用時期は)近世以降0畝の ★近世以降01

1
-

l跡

-

の上 形状や規模などがA区第 I面に類似していることからA区第I面
とⅡ面には大きな時間差はないと推測できる0(中略)第Ⅱ面の
終篤については▼覆土が完全な砂磯層であるから▼自然災害
(荒川の氾濫などを想定)により消滅したと考えられる0その後直

.ちに再構築され,ここにA区第 I面との連続的相関性が発生すると考えられる。

223

I

油田遺跡 …山梨県 基本層
序

Ⅱ

i

p7:(H 層は)泥流ないし氾濫堆積物とみられる0その上面は土
壌化しており,平安時代の遺構面となっている0〔パリノ.サl
ヴエイ(秩)「自然科学分析」pp20-52〕p41:(n ・I期について)
Ⅱ層とI層の堆積期が相当する。Ⅲ期以後も扇状地は発達し,
表層は泥流や流水性の堆積物が覆つたと見られる0これらの堆

】積後の安定期には稲作がおこなわれていたことが推定される。

l△平安。

i

I

i
-

224)油田遺跡 山梨県 基本層
序

Ⅲ P7‥(Ⅲ層は)調査区ほぼ全域を覆う土石流(泥流)堆積物。I区

で最も厚くー淘汰の悪い砂磯からなる0この土石流の堆積によ
り,調査区すべてが扇状地上に立地することになる0〔パリノ.
サl ヴエイ(樵)r自然科学分析」pp20】52〕P41‥(Ⅲ期について)
Ⅲ層の堆積期が相当する。Ⅲ層はI区北側に形成された土石
流堆積物である。その規模は大きく▼調査区北側の前時期に発
生した土石流面をも覆っており, i -n 区ではⅥ.Ⅴ層を浸食しな
がら流下したことが推定される0発生時期はー遺物の出土状況
から古墳時代以降.平安時代までのある時期と推定される。(後
略)

★古墳" 平
安。

225 油田遺跡 山梨県 基本層
序

Ⅳ p7:(W 層は)砂磯t砂.シルトからなる土石流(泥流)堆積物0古 ★古墳後期0

墳時代の遺物包含層である0〔パリノ.サーヴエイ(株)「自然科学
分析」pp20ー52〕p40 :本遺跡のI区からⅣ区にかけての古地理
および古環境は▼古い時期よりⅦ～I期に区分できる0(中略)
(Ⅳ期について)Ⅳ層の堆積期が相当する。本時期には,調査区
北側で御勅使川扇状地の扇端堆積物をみるようになる。土石流
の発生時期は.遺物の出土状況から,古墳時代後期頃と推定さ
れる0(後略)

○古墳。

226油田遺跡 山梨県 基本層
序

Ⅴ p7:(V 層は)淘汰の悪い砂磯からなるD泥流堆積物0〔パリノ.
けl ヴエイ(秩)「自然科学分析」PP20-52〕P40‥本遺跡のI区か
らⅣ区にかけての古地理および古環境は▼古い時期よりⅦ～I
期に区分できる0(中略)p41:(V 期について)I区南部に形成さ
れた流路哩積物であるⅤ層の堆積期が相当する0流路の形成
はⅥ期後半期に相当する。流路周辺は乾いた場所であったこと
が推定される0

227油田遺跡 山梨県 基本層
序

Ⅶ p7:(VH層は)最下位の砂磯層である0弥生時代以前の段階で発

生した泥流堆積物である。〔パリノ.サーヴ工イ(樵)「自然科学分
析」pp20ー52〕p40:本遺跡のI区からⅣ区にかけての古地理お
よび古環境は,古い時期よりⅦ～I期に区分できる0(中略)(Ⅶ
期について)Ⅶ層の砂傑層の堆積期が相当する。堆積年代は▼
遺物の出土状況から弥生時代前期以前と推定される。(中略)
大規模な河川の氾濫堆積の可能性がある。(後略)

★弥生前期
以前0
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228 大師東丹

保遺跡 I

山梨県 I 区 ⑥(第2 P7:第- 面を形成する安定した土壌は20~ 30 cm の厚さである ▼弥生後期 参考〔新津健
面直 がー漸移的に堅く締まったシルト質の非常に細かな砂層(⑤)と 】後半。 「遺構遺物の検

[区

～

上) なっていき,さらに再び砂磯層(⑥)となる0この砂利層も80cm か 討 第2節 弥生
ら1m と厚いものである。この層を除去すると▼(中略)水田の畦畔 時代」pp76ー77〕
とみられる高まりや水路が確認できた。これを第二面とした

(⑦)op29‥(第2面の畦畔は)洪水で破壊されている面も多い0

p30 :第二面の時期は弥生時代後期後半に位置付けられ.この
時期の水田がこのl 帯に広がっていたことが確認されたこと+.I

なる0

229

230

大師東丹 山梨県

i
i
】
～

i

Ⅱ区.Ⅲ 第1面. p3: E 区では厚さ50cm - 1m ほど,Ⅲ区で60cm 前後堆積してお ▼弥生後期0
保遺跡 Ⅱ 区基本 第2面 リ, これを除去すると部分的に青灰色の砂層(22層)があり,さら △鎌倉。

-

区.Ⅲ区 層序 間 に良好な黒褐色粘土層(5層).黒色粘土層(23層)に至る0この

面が鎌倉時代の第一面であり, (中略)第1面はⅡ区の南側でシ

ルト層(27層)に変わっていき,再び砂傑層となり.薄い砂層.粘.

土層と互層となり約一l2m と厚く堆積する ・7-11 ~ 15 -24 -2 8~

32層)。これらを除去するとⅡ区の南側では青色砂層(33層)とな
り▼やや青味がかった黒褐色粘土層く16層)となる。これが弥生

時代後期の第二面であるが,厚さは10cm ほどで薄く不安定な土

壌であり, n -m 区それぞれ北側では洪水により削られたとみら

れ残っていなかった。(後略)

大師東丹 山梨県 Ⅳ区基 2～9 P6=表土を剥がすと調査区ほぼ全域を覆う土石流(泥流)堆積物 ▼鎌倉(第1
保遺跡Ⅳ 本層序 (2~ 9層)が現れPⅣ直では厚さ1.3m 前後堆積している。この土 遺構面)0
区 石流の堆積により,調査区すべて扇状地上に立地することにな

る。

231 大師東丹 山梨県 Ⅳ区基 10- 12 P6 =砂層(10層),砂磯層(11層),暗灰色シルト層(12層)からな ▼鎌倉。
保遺跡Ⅳ 本層序 る土石流(泥流)堆積物 (13層は)黒褐色粘質土層からなり,古
区 填.鎌倉時代の遺構.遺物が検出される(第1遺構面)0

232 大師東丹 山梨県 Ⅳ区基 27 P6 =淘汰の悪い砂磯からなり,調査区全域に比較的厚く堆積す ▼弥生後期。
保遺跡Ⅳ 本層序 る0調査区南東部では本層の上位に古墳が構築されている。 △古墳前期
区 (中略)(28層は)黒色粘土～シルトからなり,腐植が集積してお 末葉～中期

リ,弥生時代後期の遺物を包含する(第3調査面)。p45:(古墳の

時期は古墳時代前期末葉から中期初頭0)
初頭0

233 宮沢中村 山梨県 第5面 p26:(第5面の時期は)隣接する大師東丹保遺跡と同様鎌倉期 ▼鎌倉? △
遺跡 直上 の可能性が高い。(中略)(第5面の)杭は殆どが南西側に傾いて 16世紀末～

いることから北東方向からの水流を受けたものとみられ,さらに l7世紀初頭
杭の頭がけぱ立っているものもあることから,何度となく洪水を

…被り▼砂利により埋没していつたものと考えられる0

(第4面)。

234 二本柳遺 山梨県 2区 p36 :(前略)下層水田が埋没し,あまり時間をおかずに上層水田 ▼10世紀～ ,
跡

I

が復旧され▼(後略)oP36‥(上層水田は)室町時代前半の14世 】13世紀0△14
紀～15世紀のものと判断された。p40 :(下層水田は)平安時代 -…世紀～15世

後半～鎌倉時代(ー0世紀～13世紀)の時期のものと判断され !紀。

235 塩瀬下原 山梨県 基本層

序

n ~ iv p6 :B 地点では▼縄文時代後期の堀之内.加曽利B式期に位置づ ○縄文中期
遺跡 けられるⅡ.Ⅲ層,縄文時代中期後半の曽制式期を主体とする

Ⅳ層の2面の文化層が確認されている。しかし,これらの層の堆
積状況は安定しておらず角磯の混入が各所でみられる0これは

段丘上面方向からの遺構をも押し流す土砂の流れ込みであり,
遺跡地が大規模な土石流に覆われたと想定できる。

後半～後期0

236 藤田池遺

防

山梨県 3区;3- p13 :(3 - 5号区画は)B - 12 ~ 13およびC - 12 ~ 13グリッドに記 .▼江戸後
5号区画 められた水田区画である0東西7m ,南北8m で,東側の一部が調

査区の外に続く0この水田区画は黄褐色の洪水砂に埋めつくさ

れていた。東側の畔もかなり流失している0区画内の床面には,

足跡と稲株の痕跡が明瞭に残る0中央やや南側には東西方向

に細い溝が設けられていた p24:(水田遺構は)全般的に明治

期にはいると思われる直接的な遺物は見られず,江戸時代後半

の年代が考えられるものである0

半?

237 百々遺跡 山梨県 基本層

序

Ⅵ p16:泥流堆積物である黄褐色粘質土層となる。(中略)厚さは最 ★縄文晩期
大2m にも及ぶ。縄文時代晩期の約3000年前に形成されたもの (3000年前)0
とされるが, この層の上面から下約50cm 程で弥生時代中期の土

器の出土があり,数回の泥流堆積によっているものと思われる。

○弥生中期0

238 足原田遺

跡

山梨県 谷跡 p8 :(谷跡について)谷の黒色土層が形成された一定期間の後.

その谷に土師器や石が廃棄された時代が続きーやがて洪水砂

により覆われたことが想定される0この洪水砂は硬く粒子が締
まっていることから▼洪水砂でも最も岸に近い部分に形成される

上であり.粘質土も含むためにこのような硬さを持っている可能

性がある。(中略)谷跡出土の遺物は▼おおよそ古墳時代前期に

属する土師器が主体を占める0

▼古墳前期0
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239 平田宮第2 山梨県 E基本層 l

序
Ⅲ P9(第2表):第Ⅲ層は灰白色砂層で,細砂層,粗砂層が互層状 ▼平安後半

-ii-
】

こ堆積し.シルトのラミナを含む0 (第Ⅱ層は旧水田面0第Ⅴ層 ～鎌倉0△室

直上は第 I面(平安後半～鎌倉)o)p25 :第 I面の水田跡は(中 町0
略)平安時代後半～鎌倉時代の年代幅で捉えられる0 (中略)水

田面が廃絶した要因は▼河川の氾濫により水田層の埋没が原

因となり,使用されなくなったことが想定される0 (中略)上窪遺跡

第2次調査において第 I面と対応する第1水田面の60cm 上に室

町時代の遺構面が確認されていることから,14世紀後半頃には

完全に機能を失つたと推定できる0水田が埋まった時期につい

誌 禁 訟 漂 ffl lffi O). W rit蒜 ㌫ 君 鵠 盟 主監 禁 Tl悪霊さ…

れたことが分かる。 1

240 延命寺遺 山梨県

S

基本層

序

Ⅴ～Ⅶ【P9‥Ⅳ層は部分的に細砂を塊状に含み.河川堆積土層と考えら ★古墳前

跡 れる0Ⅴ層は複数回におよぶ河川の侵食,堆積などを受けて,

部分的には変異があるが,基本的には河川堆積層である。Ⅵ

層.Ⅶ層.Ⅷ層は一葉理構造(粗砂以下の洪水堆積層の中にみ

られる薄い縞状[通常10m m 以下]の堆積構造)が顕著な河川堆

積層である0 (中略)(Ⅵ層について)この層の形成は古墳時代

前期と判断した0厳密には▼古墳時代前期の遺物包含層を,後

世の河川活動により再堆積している状況が想定され古墳時代前

期以降ということなるが▼今のところ古墳時代前期以降の遺物が】

確認できないので▼古墳時代前期と考える0Ⅸ層は部分的で明

確でないが,Ⅵ層.Ⅶ層.Ⅷ層の河川堆積層が形成されたときの

地山と考えられる0

期? -

24 1 小井川遺 山梨県

I

基本層

序

Ⅱ

1

P5:平成18年度に調査を実施した小井川遺跡の土層はP I 層= ▼9世紀後

跡

i

i

i

耕作土▼Ⅱ層‥釜無川の洪水や一日流路による砂磯層, Ⅲ層:調 半 ? △近世0

査区東壁沿いに堆積するシルト層に大別することができる p7:

1(Ⅱ面について)(1号住居跡の年代は)平安時代(9世紀後半)0

(中略)(2-3号住居跡の年代は)平安時代(9世紀後半か)。P9 ‥I
i本遺跡の大半は砂確が堆積し▼I面において確認された近世.

近代の各遺構は.いずれもこの砂蝶上に構築されていた0この

砂磯は釜無川の旧流路もしくは- 時的な洪水によって堆積した

もので.本遺跡から釜無川にかけて広く堆積していることが推測

される0(後略)p10 :本遺跡では▼現地表下約2.5m の地点(Ⅱ面)

こおいて平安時代の竪穴住居跡を3軒発見した。 i
i

242 ヂクヤ遺 山梨県 p22:当調査区は集落として9世紀後半に出現し,10世紀前半か ▼10世紀0
E

I
跡 ら中頃にかけて最盛期をむかえたものと考えb れる0そして10世

紀後半に火災,さらに洪水と自然災害により集落としての存続が

不可能になり,消滅したのではないだろうか0
243 ヂクヤ遺 山梨県 P20‥近世から現代にかけては▼1.5m 以上の土砂の厚い堆積が ★近世～現

跡

i

;P
i
i

確認されている。元禄7年(1694)には,代官桜井孫兵衛により▼

堤防を築き濁川の流れを笛吹)用こ合流させる大規模治水事業

が行われた0さらに,昭和40年代にも河川流路の改修が行われ

一代o

-

ている0近年の台風でも調査区北側が冠水するなど▼太古から

現在に至るまで水害に悩まされた地域である0

244 塩部遺跡 】山梨県
】
i

1号溝跡 p8 :(1号溝跡について)検出されたのは,溝全体のごく一部分と ～★古墳後期

者えられるが,F-5グリッド付近で湾曲し, 調査区外へ延びてい

る0 (中略)(1号溝跡は)最終的に小磯を含む粗粒砂層である6

層に全面覆われていたことから洪水によって埋没したと考えられ

る。(中略)最下層から5い52のS字聾D類が出土していることか

ら, 1号溝の開削時期は概ねこの時期と者えられ,廃絶は古墳
時代後期以降の洪水によると考えられる。

以降0

245 塩部遺跡 山梨県 基本層 粗粒砂 p4 :粗粒砂層は今回の調査区全体で確認されており,堆積状況 ○弥生後期

序 層 からある時期の洪水層と考えられる0粗粒砂直下は,再び黒色

粘質土が30cm前後堆積していたが, 中から弥生時代後期から

古墳時代初譲の遺物が多数出土し.同時に遺構も黒色土層上

で確認できるものが存在したD

～古墳初頭0

246 石橋条里 山梨県 SI1

i i

p22 :(竪穴住居跡S目について)F-G ー6 .7グリッドで確認0試掘 . ▼古墳中期 i

制遺跡北 調査時に住居跡の一部を削平しているが,方形と思われる住居 後半0

砂吐地区 跡のほぼ1/4を確認しただけで,大半は砂磯が堆積していること

から,狐川の氾濫で流失したものと思われる0床面はほぼ平坦

でPやや硬く締まっていた。住居跡隅において磯の周りに高杯の

脚部だけが逆位になった状態で見つかったことから,初期力マド

かと思われたがー焼土などが見つからず力マドとは判断できな

かったe時期は▼この高杯から古墳時代中期後半と思われる。

247 御社宮司 長野県 A～C地 A Ⅴ p15:(A V 層は)畦畔状遺構ア I群以外の遺構を埋める砂層.砂 ★近世D

i

遺跡 区 磯層で2分される,A V a層は各遺構の上面を薄く覆う砂層.細砂

層である,A V b層は各遺構を埋める砂礁層で人頭大の大きな裸

も含まれるが▼層中に一時的な満水状態を示す薄い細砂層.砂

質土層が何層か見られる p51:A V 層には近世陶器.鉄器.中

世土器.黒曜石などが少量混入しており,諸遺構は近世の洪水

によって一挙に埋没したのであろう0(後略)
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248 地之目遺 長野県 i p264:中世には,微高地を取り囲むように大きくL字状に溝が巡 ○13世紀～

i

跡.一丁田 らされている。内部に井戸は見られるが,掘立柱建物をはじめと 16世紀。

～
1

遺跡 した建物の検出はなく,居住域とはいいがたい0規模からみて居

館とは考えられずP有力- 般農民の「屋敷」の可能性がある0井

戸の出土遺物は,13世紀代から16世紀代まで幅が見られ▼溝も

同じ位置でのつくりかえと考えることができ,洪水に見舞われた

のちも▼同じ地に継続して集落が営まれていたと思われる0

249 飯田古屋 長野県

I

p20 :(前略)B -C -E面の水田は洪水砂によってパックされたもの ▼17世紀0△

敷遺跡 である。(中略)B面以下は大正以前の水田であり.E面より下層

から17世紀頃の溝が検出されたことから▼E面の水田も江戸時

代をさかのぼるものではないことがわかる0このことはわずかに

出土した遺物の時期とも矛盾しない0

大正0

250 常田居屋 長野県 p113:本遺跡で検出された遺構は近世以降と思われる水田遺構 ▼近世。

敷遺跡群 で,砂質層を除去することで容易に畦畔と水田面を検出できた。

数条の畦畔により区画されたおおよそ5区画分の水田を検出し

た0水田面は,ややきめの粗い洪水砂に覆われた状態で確認さ

れた0本遺跡の東約400m を流れる濁川の氾濫によりもたらされ

たものと考えられー濁川から離れるほど砂の畠が減るため西側

調査区では水田面を確認することができなかった0 (後略)

251 浅川扇状 長野県 〔上田真「成果と課題」pp240ー245〕p241‥弥生時代中期前半以 ★中世以降

地遺跡群 前にはW 13-14区近辺を通っていた浅川はー弥生時代中期後半

にはW 8A -B 区, 弥生時代後期にはW 8A -B 区▼古墳寺代前期に

はW 7A 区と南下し,古墳時代中期にはW 10A -B 区に戻り. 中世

以降E1区の水田を埋めるような氾濫があって現在の位置に移つ

たと考えられる0但し, 100年単位程度でしか集落の時期区分を

行っておらず,もう少し細かな変動はあったかもしれない0

など0

252 北之脇遺

跡

長野県

～

基本土

層
15 p188 :(15層は)褐色砂層0低地14層下に分布。洪水砂層とみら

れる。p190 :16層上面が2面の古墳時代前期土器検出層▼(後

略),p191:(前略)古墳時代～中世の間に山土の堆積土が増加

i▼古墳前期。

～

-
E
-
i

-

L P低地よりも明らかに高い地形となったようだ0この山土の堆

積土増加傾向は中世以後も継続したと見られ,1面以上でも厚

い堆積土が認められる0 (中略)巨蝶が転石として発生するよう
な大規模な崩落が中世以後にあったことを示すと思われる。

253 春山.春山 長野県

i

基本土 6,7

～

～
1

pp10】11:6-7層は明瞭な砂層堆積は認められなかったものの. ▼古墳前期

-

I

B遺跡 層 砂質シルトあるいは砂が多量に混入した状況となる調査域が 初頭0△古墳

あった。6層内からは明瞭な遺構と出土遺物はなく,7層上に安 前期中葉～

恩讐 監 芸 濃 富票 琵;S J漂 票 .票 と

遺構等から古墳時代前期初頭の時期が下限となるので,6層は

古墳時代前期中葉から中期の時期が与えられ▼人為的な土地

利用はなされなかったと判断される0

中期0

i

254 春山.春山 長野県

】
～

基本土 8d p10 :8層は灰色シルトを基調とした弥生後期の遺構が検出され,…▼弥生後期

B遺跡 [層(B地 低地では4層に細分された。(中略)低地 .低地境では8層下部 】中葉0△弥生

:.」) (8d層)が細砂で,洪水性の堆積層と捉えられるふこの砂層は水

田牡を覆い,竪穴住居跡住居の埋土にも同質の砂層が認めら

れることから9層内に構築された数棟の住居は水田埋没とほぼ

同時期とみなされる p12 :弥生後期の集落は移行の重複関係

から2ないし3時期あると考えられるが,出土土器の型式差は微

妙である0 (中略)後期中葉段階は水田牡が確認され▼居住空間

と合わせた景観が具体的に姿を現した。水田は洪水性の砂層に

より埋没L P数軒の竪穴住居の埋土からも同I の砂層堆積が認

められ,本地域一帯に大洪水があり▼一時的な断絶があった状

況が確認されたD後期後葉段階に低地では遺物廃棄場あるい

は井戸が複数検出され.住居は北東寄りに展開するe (後略)

後期後葉。

255 更埴条里 長野県 更埴条 Ⅸ～Ⅹ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」pp191-194〕p191(表17「災害痕跡- ★縄文後期e

遺跡.屋代 里遺跡 I 覧」):(洪水は基本層位HI- 2 ;9世紀後半,Ⅶ;縄文時代晩期▼ 縄文晩期。9

遺跡群 K ~ X I ;縄文時代後期(たびたび)で発生0) 世紀後半。

256 更埴条里 長野県 更埴条 Ⅶ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」PP19卜194〕p191(表17「災害痕跡- ★縄文後期。

遺跡.屋代 里遺跡 覧」)=(洪水は基本層位m - 2;9世紀後半,Ⅶ;縄文時代晩期, 縄文晩期。9

遺跡群 K ~ X I ;縄文時代後期(たびたび)で発生。) 世紀後半0

257 更埴条里 長野県

i

厘代遺 ⅩⅣ, 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」pp191ー194〕p191(表17「災害痕跡ー ★縄文中期

遺跡.屋代 跡群 ⅩⅤ 覧」):(洪水は基本層位IH - 2;9世紀後半,W J 世紀後半(水路 前葉。縄文中

遺跡群 氾濫.蛇行),Ⅵ上面 ;古墳後期▼Ⅶ;縄文時代晩期,K ~ X I ; 期中葉～後

縄文時代後期(たびたび),X n - X H ;縄文中期中葉～後葉ー葉0縄文後

X IV -X V :縄文中期前葉で発生。) 期0縄文晩

期0古墳後

期07世紀後

半09世紀後

半0
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258 更埴条里 長野県 屋代遺 ⅩⅡ▼ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡Jpp191-194〕p191(表17「災害痕跡ー ★縄文中期
遺跡.屋代 跡群 ⅩIE 覧」):(洪水は基本層位IH - 2;9世紀後半,W ;7世紀後半(水路 前葉0縄文中】
遺跡群 氾濫.蛇行),Ⅵ上面;古墳後期▼Ⅶ;縄文時代晩期tK ~ X I ; 期中葉～後

縄文時代後期(たびたび)▼x n ~ x ni;縄文中期中葉～後葉, 葉。縄文後
X IV -X V ;縄文中期前葉で発生。) 期0縄文晩

期。古墳後
期。7世紀後
半09世紀後

259更埴条里 長野県 屋代遺 Ⅸ′} Ⅹ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」PP19ト194〕p191(表17「災害痕跡- ★縄文中期
遺跡.屋代
遺跡群

跡群 I 覧」)=(洪水は基本層位H - 2;9世紀後半ーⅣ;7世紀後半(水路
氾濫.蛇行),Ⅵ上面;古墳後期▼Ⅶ;縄文時代晩期ーK ~ X I ;

前葉0縄文中
期中葉～後

縄文時代後期(たびたび)▼X I - X I ;縄文中期中葉～後葉, 葉。縄文後
X IV -X V ;縄文中期前葉で発生。) 期。縄文晩

期。古墳後
期。7世紀後
半。9世紀後
・,

260更埴条里 長野県 厘代遺 .Ⅶ 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」pp19ト194〕P19K 表17「災害痕跡- ★縄文中期
遺跡.屋代 跡群 覧」)‥(洪水は基本層位HI- 2 ;9世紀後半,W J 世紀後半(水路 前葉0縄文中
遺跡群 氾濫.蛇行).Ⅵ上面;古墳後期.Ⅶ;縄文時代晩期,K ~ X I ; 期中葉～後

縄文時代後期(たびたび),x n ~ x m ;縄文中期中葉～後葉, 葉0縄文後
X IV -X V ;縄文中期前葉で発生0) 期0縄文晩

期0古墳後
期07世紀後
半09世紀後
・o

261更埴条里 長野県 厘代遺 Ⅵ上面 〔寺内隆夫「自然災害痕跡」pp19卜194〕p191(表17「災害痕跡- % 驚 i

半。

遺跡.屋代

i

1

跡群 覧」):(洪水は基本層位HI- 2:9世紀後半ーⅣ;7世紀後半(水路
遺跡群

-i

氾濫.蛇行),Ⅵ上面;古墳後期▼Ⅶ;縄文時代晩期,K ~ X I ;
縄文時代後期(たびたび), x n ~ x m ;縄文中期中葉～後葉,
X IV -X V :縄文中期前葉で発生。)

262 石川条里 [長野県 昭和62 ) P8‥(昭和62年度調査について)調査地の土層堆積状態は.中 ▼平安。

F 跡
年度調
hV

i

世段階から現代に至るまでの水田耕作土下部に,千曲川氾濫
層と思われる砂層が存在し.それに覆われる形で平安時代の埋
没水田層が埋没している0砂層の堆積は西側の地区ほど薄くな
り,良好な状態で水田面を確認できたのは1号及び2号トレンチ
の東側においてのみであり,その他の地区では▼氾濫による水
田の廃絶後比較的早い時期に水田が復興したらしく,上部から
の耕作により砂層が消滅したかの様相を見せている0同層より
下には,有機質を多量に含む水田層が厚い堆積をみせ,木製遺
物の包含も確認された0

263石川条里 長野県 平成2年 p37 :(平成2年度調査のⅣ- 1区について)設定した試掘坑にお ★近世など0
遺跡 度調査 いては.例外なく聖川氾濫に由来すると考えられた砂傑層の断

のⅣ- 1 続的な堆積が認められ,聖川に接近するほどその規模と重層性
区 を増す傾向がうかがわれた0現況の水田耕作土直下に厚い砂

裸層を認める場合が多くT氾濫のピークは近世に設定されるも
のと思われる。この時期,当該地の水田耕作は,大きく衰退した
ことを土層の観察から窺い知ることができる。(後略)

264石川条里 長野県 平成2年 p37 :(平成2年度調査のⅣ- 2区について)北.西側が山地に接

5
!

遺跡 度調査 するこの地域は,かなりの傾斜地に位置することから,棚田に近

O W - 2 い水田地帯となっている。水田土壌下に.角磯を中心とした砂磯

区 混入層を検出する場合が多くー標高を上げるほどに耕作土層の
堆積は薄くなる0極端な場合.現況の耕作土20cmを別として以
下砂磯混合層が連続している例もあり,山手からの土石押し出
しにより形成された崖錐地形に近い立地と判断することができ
る0

265石川条里 長野県 平成2年 P37 :(平成2年度調査のⅣー3区について)前年度のⅢl 3調査 ▼近世など0
遺跡 度調査 区に隣接した聖川沿岸部にあたる。同河川の氾濫の影響から堆

のⅣ- 3 積活動が活発なため,埋没する平安時代水田遺構までの深さが

区 2m近くに達することが予想されてきた。試掘坑による調査所見で
は,地表下1mまでの間で▼近世の水田層とそれを被覆する複数
の氾濫層の存在を確認したものの,上流域のⅣー1調査区と比
較すると,氾濫層中に大磯の混入が少なく,堆積のあり方に差
異が指摘される0

266今宿遺跡 岐阜県 基本層 Ⅶ p12:(VE層は)緑灰色細砂～灰色微砂O層厚6cm ~ 75cm o複数 ▼古墳前期。
序 に及ぶ洪水砂層e (第2分冊)p88:今宿遺跡では▼弥生時代後期

に後背湿地を利用した水田耕作が始められたが,幾多の洪水を
経験しながら古墳時代前期の5世紀頃まで,断続的に水田経営
は行われた0しかしP5世紀後半から12世紀にはPこの地で人が
活動した痕跡を認められなかった。
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267 今宿遺跡 F岐阜県 基本層 】Ⅸ

i
1

p12:(K 層は)暗青灰色砂0層厚10cm - 105cm c,西側では ○弥生後期

序 7.5GY4/1~ 5BG4/1暗緑灰色シルト～暗青灰色粘質シルトとな ～古墳前期0

i I
～
i

る0洪水砂層。I 部Ⅶ層の洪水砂層により浸食を受ける。調査

区西部にまで及んでいない。調査区の西部を中心に摩滅した弥

生時代後期から古墳時代前期の遺物が出土した0

268 堂ノ前遺跡

i
～

岐阜県

～
1

-

3

i
i

p10 :洪水堆積層0黄褐色を呈する砂層で,宮川本流の氾濫によ.;★縄文前期 活断層の運動

る河川堆積物と判断される。p11:(前略)第3層形成の起因と 後半～中期 に起因?

I
i

4

なった河川氾濫の発生年代を, (縄文時代)前期後半～中期中

葉初頭の時期に限定することができよう。このような洪水の痕跡

は,当遺跡より近い家ノ下遺跡地内の調査では検出できなかっ

た0この洪水の発生原因は,遺跡付近の河川を斜めに横切る活

断層の運動にあると思われる0おそらくは断層の運動により.追

跡近くの川底が一時的に上がったことが.洪水を発生せしめた

直接的原因となったのだろう。

中葉初頭0

269 宮下遺跡 静岡県 基本層 Ⅱ p23 :E 層中には▼長尾川の氾濫によると思われる砂磯が, 1区. ▼江戸末期。

序 3区.4区で間層として堆積している部分がある。特に3区.4区で 近代以降0 (2

は I 層との間に約25cm の厚さを測り, この砂磯層の直下から水

田遺構とこれに伴う土坑群が検出されている。p27:(前略)(上

層の土坑について)2区.3区のものが近代以降.4区のものが江

戸時代末頃と2時期に大別されるが, いづれも覆土が砂磯であ

る点で共通している0これら土坑は,長尾川の氾濫によって埋没

した水田の修復に際して. 田面を被覆した砂磯の処理と,修復

水田の耕土用客土としての粘土採掘を目的として掘削されたも

のと考えているe

回)

270 川合遺跡 静岡県 6区.7区 Ⅱ(第1 P30‥Ⅱ層は灰褐色粘土層で,1~ 2cm 大の確を多く混入する部 ▼江戸前期0
遺構 分を間層として上下2層に分層し(Ⅱa層. Ⅱb層)ーそれぞれの上 △江戸末期0

面) 面において水田跡を検出した[第1遺構面]。(中略)旧水田の部

分ではⅡ層水田に掘削された土坑群と洪水の際の氾濫流路な

どを検出している p37:(各遺構の年代は第1遺構面;6-7区Ⅱ

層▼8区Ⅱ層,ー2区Ⅱ層が江戸時代末期0第2遺構面;6-7区Ⅲ

層,8区Ⅲ層,10-11区Ⅲ層が江戸時代前期0)

271 川合遺跡 静岡県 6区.7区 Ⅳ p30:IV 層からⅩ層までは砂暦とシルトの互層状態が続いてお △江戸前期0 一

一

リ. Ⅴ層,Ⅶ層,Ⅸ層の各層の上面で砂層に被覆された水田跡

を検出した0Ⅴ層は青灰色シルト層で.上面において畦畔と多数

の足跡および自然流路(SR6401)を検出した0 (中略)Ⅴ層を被

y .p s e onm .se e 苧m .10-11is 福ig 至 当m tm M o 等 ≡ ≡

Ⅶ層, 10-11区Ⅴ層▼12-13区Ⅴ層が古墳時代後期0)

272-川合遺跡

1
1

静岡県 6区.7区 Ⅵ

～
i

p30:I7 層からⅩ層までは砂層とシルトの互層状態が続いてお

り, Ⅴ層,Ⅶ層,Ⅸ層の各層の上面で砂層に被覆された水田跡

△江戸前期0 l一

一
l-
l

i

～
(
i

1

1を検出した0 (中略)Ⅶ層もⅤ層と同様のシルト層である0Ⅵ層の

砂を除去して水田跡を検出した p37:(各遺構の年代は第2遺構

面;6-7区Ⅲ層,8区Ⅲ層, 10-11区Ⅲ層が江戸時代前期0第3遺

構面;8区Ⅶ層,10 -日区Ⅴ層,12 -13区Ⅴ層が古墳時代後期。

第4遺構面;10-11区Ⅶ層▼12-13区Ⅶ層が古墳時代後期0 )

273 川合遺跡 静岡県 6区.7区 ⅦI p30:IV 層からⅩ層までは砂層とシルトの互層状態が続いてお ▼古墳中期

リ, Ⅴ層,Ⅶ層.Ⅸ層の各層の上面で砂層に被覆された水田跡

を検出したe (中略)(Ⅸ層の)水田跡を被覆するⅧ層は砂傑層で

あり,斜面に沿ってきたから南へと流れた氾濫流路の主流部に

あたっている p37:(各遺構の年代は第3遺構面;8区Ⅶ層.10-

11区Ⅴ層▼12-13区Ⅴ層が古墳時代後期0第4遺構面;10-11区

Ⅶ層,12-13区Ⅶ層が古墳時代後期0第5遺構面;10-11区Ⅶ【
層, 12-13区Ⅷ層が古墳時代中期後半0第6遺構面;6-7区Ⅸ層

上面.8区Ⅹ層上面が古墳時代中期前半。)

前半0

274 川合遺跡

i
-

静岡県

i

i

F

10区.ll Ⅳ p34:(第3遺構面の)水H Iま河川の氾濫で押し出された砂磯層 ▼古墳後期0

区 (Ⅳ層)に被覆されており, (中略)水田を被覆する砂磯層には▼

弥生時代中期から古墳時代後期にかけての遺物が少量ながら

包含されていた p37:(各遺構の年代は第1遺構面;第2遺構面;

6.7区Ⅲ層▼8区Ⅲ層, 10-11区Ⅲ層が江戸時代前期0第3遺構

面;8区Ⅶ層,10 -11区Ⅴ層, 12-13区Ⅴ層が古墳時代後期0)

△江戸前期O

275 川合遺跡

～

静岡県 10区.ll】Ⅵ p34:VI層の暗黒褐色粘土上面でもⅤ層水田と同様の河川氾濫 ▼古墳後期0 1

-
-

!区
i

～

によって哩没した水田跡を検出した0水田は青色砂(Ⅵ層)で被

覆されており, 田面には多数の足跡が残存している。p37 :(各遺

構の年代は第3遺構面;8区Ⅶ層,10-11区Ⅴ層,12-13区Ⅴ層

が古墳時代後期0第4遺構面:10-11区Ⅶ層▼12-13区Ⅶ層が古

墳時代後期。)

△古墳後期0

276 川合遺跡 静岡県 12区.13 Ⅳ p35:V 層水田,Ⅶ層水田とも河川氾濫の砂に被覆されているた ▼古墳後期0 i

i
i

～

区 め,保存状態は良好である p37 ‥(各遺構の年代は第2遺構面;

6.7区Ⅲ層,8区Ⅲ層▼10-11区Ⅲ層が江戸時代前期。第3遺構

面;8区Ⅶ層▼10-11区Ⅴ層, 12-13区Ⅴ層が古墳時代後期0)

277 川合遺跡 静岡県 12区.ー3 Ⅵ p35:V 層水乱 Ⅶ層水田とも河川氾濫の砂に被覆されているた ▼古墳後期。

区 め,保存状態は良好である p37 :(各遺構の年代は第3遺構面;

8区Ⅶ層,10-1一区Ⅴ層,12-13区Ⅴ層が古墳時代後期。第4遺
構面;10-11区Ⅶ層,12-13区Ⅶ層が古墳時代後期。)

△古墳後期0
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278 長崎遺跡 静岡県 基本層

序

A層群 p18:A層群は▼緩やかな河川氾濫がもたらした粘土層からなる。★古代～現

(古代～近現代)。 代。

279 長崎遺跡 静岡県 基本層

序

B層群. P9:B -C 層群はいずれも洪水の堆積物であり▼B層群は砂の粒 ★古墳中期

C層群 子が大きいためC層群よりも勢いの強い水流による堆積物と考

えられる p17:(活発な河川氾濫が粘土層.砂層を堆積させ氾濫

常襲地帯となる[C -B層群]…古墳中期～古代 )p146 :5世紀に -

は本遺跡の周辺は湿地化し,水田は廃絶され,本遺跡そのもの

も鎌倉時代まで断絶が認められる0

～古代e

i
280 長崎遺跡 静岡県

i

基本層

序

D D - 2 p15 :(弥生中期河道について)これらの河道を被覆する腐植土 ▼弥生中期 !

上部 層と微高地の黒色粘土層の直上を▼洪水堆積物である厚さ2～ 後半0△弥生

3cm の灰白色粘土層(一部では灰褐色粘土層)が遺跡全域で堆 後期後半～

積している0この灰白色粘土層と黒色粘土層が撹拝されて暗灰

色粘土層(D Ⅲ層)もしくはD Ⅲ層(上部)あるいはD Ⅱー2層が形 …

成されている0 (中略)この灰白色粘土の堆積は弥生中期後半 l

に埋積のほぼ完了した河道群が再び流路となり▼氾濫堆積物を

黒色粘土またはDⅢ層.D Ⅲ層(下部)直上に堆積させたものと者

えられる p16:D H - 層.D Ⅱー2層からは弥生後期後半の飯

田式から古墳前期の古式土師器までの土器片が多く出土してい

る0

古墳前期。

281 長崎遺跡 静岡県 基本層

序

D H - 1 p17:(前略)古墳前期河道の堆積覆土の厚さは浸食深さの半分 ○古墳前期0

上部 ほどであり. (中略)埋積河道跡の凹地と周辺の洪水堆積物の

薄い層に覆われたD H - 1層水田域の両方を覆ってD I 暦が調

査区全域から検出されているO

282 池ケ谷遺

跡

静岡県

ら

B P26‥(B層は)砂磯で構成されるそうである p38:SD610-611- ▼近世以降0

612は, (中略)B層を形成した洪水時にその上面がかなり削られ

たものと思われる p41:(流水浸食痕(SR601)について)調査区

の南東側, 面積セいうと調査区の1/3程度の部分に流水による

浸食痕が検出されたeB層を形成した洪水流による浸食であると

恵われ, (後略)。p103:(A層について)表土直下の粘土層に近

世の水田遺構。

△近世0

I
】

283 池ケ谷遺

跡

静岡県

l

C p26 :(C 層は)河川の氾濫等によって堆積した砕履物によって生

成されたと考えられるラミナの発達した灰色～暗オリH ブ灰色の

色調で. (中略)。1/2区～7区の調査区全域に広がっている0層

厚64- 96cm で▼平均80cm を測る。(後略)p38:C層下のD Ⅲ暦水

i田が平安時代に比定され▼砂磯層(B層)上面のA Ⅱ層の水田が
…近世以降のものと者えられているので▼C 層の遺構の時期はそ

の間の中世のものと思われるが,年代観を示す資料が少ないた
め.今後の検討を要する0

★中世?

[】
-

I

-

284 瀬名遺跡

I
～

静岡県 ～1区

i

28層水 p32 :28層水田は,暗褐色砂層によって被覆されており,洪水.氾 ▼弥生中期

I

田直上

】

濫による廃絶が窺える0遺物は, 日面より▼長床式土器併行と思

われる壷が出土しており.水田経営の時期は弥生時代中期後

E葉と考えられ.5区14層水田と近い時期と推測されるO

後葉。

285!瀬名遺跡 「静岡県 一区 19層水 p45:(19層)水日面直上は′3mm 程度の磯を少量含む青砂層に ▼平安前期0 i

i
i
i
】

田直上 よって被覆されており▼洪水による水田の廃絶が窺える p63‥ △平安後期

i(19層水田の時期は平安時代前期0) (17b層水

田)。

286 瀬名遺跡 静岡県 1区 17b層 p50:(17b層水田は)平安後期と考えられる水田跡である0 (中 ▼平安後期0

水田直

上

略)(17b層)は19層水田と連続している地域もある。上層はー青

砂層で▼流路SR-01の洪水.氾濫による廃絶が窺える0

287 瀬名遺跡 静岡県 1区 13層水 p54:13層水田もやはり,流路SR-01の洪水.氾濫による水田の ▼平安後期

田直上 廃絶が窺える0 (17b層水

田)。

288 瀬名遺跡 静岡県 1区 p56:(10層水田の)廃絶も流路SR-01の洪水によると考えられ.

青灰色砂層および茶褐色砂層で被覆されている。(中略)時期的

には近世の水田と推定できる。

▼近世0

289 瀬名遺跡 静岡県 2/3区 17- 19 p68(第19表) :(16a層の時期は弥生中期後葉。20層の時期は弥 ▼弥生中期0

生中期 )p78 :厚い砂磯層(17- 19層)を堆積させた大洪水の △弥生中期

後ー10cm から40cm 程の厚さで16層粘土層が堆積している。 後葉0

290 瀬名遺跡 静岡県 2/3区 15 p68(第19表) :(14層の時期は弥生後期 16a層の時期は弥生中 ▼弥生中期

期後葉 )p78 ‥16層上ではー下層の17- 19層の堆積の高まりに 後葉0△弥生

よって調査区西側は微高地になっている0水田跡は調査区東半

部r微高地から低くなっている部分に広がっている0全面. ー5層

の砂層によって被覆されており.畦畔,水田面とも良好な形で検
出された p82:14層は下層の15層砂層.上層の13層砂層とに挟

まれる形で存在し.度重なる洪水と洪水の間の一時期であるこ

とがわかる0

後期0

291 瀬名遺跡 .静岡県 2/3区 13(14 p68(第19表)‥(12層の時期は弥生末～古墳前期0 14層の時期 ▼弥生後期0

層水田 は弥生後期。)p82:14層は下層の15層砂層,上層の13層砂層と △弥生未～

直上) に挟まれる形で存在し,度重なる洪水と洪水の間の一時期であ

ることがわかる0

古墳前期。

292 瀬名遺跡 静岡県 2/3区 7 p68(第19表):(6層の時期は平安後期08層の時期は古墳後期 ▼古墳後期

～奈良 )p101‥8層上には数本の洪水流の浸食痕跡があり.全 ～奈良。△平

て北から南北方向に走ったものである。 安後期0

293 瀬名遺跡 静岡県 2/3区 4′}6 p106‥6層水田以後,大規模な洪水等による砂襟の堆積がな ▼平安後期。

かったようでー(中略)正確には3層と4層の間には部分的に薄く △近世～近

砂層が存在する。 代0
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294 瀬名遺跡 静岡県 2/3区 2 p68 (第19表):(3層の時期は近世～近代O)p 10 6 :3層水田は大 ▼近世～近 i

規模な洪水により埋没,放棄されたのであろう0全面厚さ約1～

1.5m の砂裸によって被覆されている。p10 7 :3層水田廃絶後, 厚
い2層砂磯層の上には再び粘土層(1層)が堆積している。現地

表面では,その上に更に1m 近い厚さで客土されておりー宅地と

なっていた0

代0

295 瀬名遺跡 静岡県 5区 14上面 p125 :(前略)14層水田はこの粘土層との土層対比からも.弥生 ▼弥生中期

中期後葉と考えることができる。(14層水田は)厚さ約30cm の洪 後菓0△弥生

水砂によって埋没し.廃絶されている。p128 :調査区東側で検出 後期(12層水

された14層水田が洪水によって廃絶された時ー調査区西側で

は,その洪水による砂の影響は受けず.14層の直上には粘土層

が堆積する0

田)0

296 瀬名遺跡 静岡県 5区 ll p140 :12層水田は上面を厚い砂磯層によって覆われているが, ▼弥生後期0

i

(後略)。p14 0 :(調査区中央部の水田区画の)東半は,南北方 △弥生後期

向の流路あるいは大規模な洪水流の痕跡(SR 5 120 1)によって 末葉～古墳

水田面が大きく破壊されており, (後略)op141 :(前略)12層水田 前期(10層水

の営まれた時期も弥生時代後期と考えられる。 田)。

297 瀬名遺跡 静岡県 5区 9 p144 :10層水田も12層水田と同様に厚い砂硬層(9層)によって ▼弥生後期

】
i

被覆されており,遺構の検出は容易であった。p146 :(10層水田 末葉～古墳

前期(10層水は)弥生末から古墳前期にかけて瀬名遺跡全体に広がる「杭列

水田」のI 部だと推定される0 (中略)10層水田は廃絶後しばらく

湿地帯になり,そこを大きな洪水にみまわれたようだ0

田)0

-
298 瀬名遺跡 静岡県 5区 7 p153 :(8層水田の)水田面上部は洪水による砂確層によって被 ▼10世紀後

覆されており,ffl 面もこの砂傑層を取り除くことで姿を現した。

p154 :水田の時期決定には,畦畔内部より出土したー0世紀後半
の灰粕陶器をあてて考えている0 P

半0

299 瀬名遺跡 静岡県 5区

E

L
～

4 p 156 :調査区東側に水田土壌に相当すると思われるグライ化し ▼11世紀以

た淡青色粘土層が存在し,南北方向の2本の畦畔が検出され 降0

た0流路の氾濫.洪水による砂層(4層)によって被覆されてい

た0 (中略)(水田の時期は)ほぼ1.1世紀以降ではあると考えてい

る。

I
i

i

P

I】
～

300 瀬名遺跡 静岡県 5区 蝣2 p158 ‥(3層水田の)西側は洪水流の浸食によって遺構面が削ら

れている0 (中略)明確に水田面に伴うという遺物はないが,下

層からは龍泉窯系とみられる型押し蓮弁文の青磁碗,13世紀と

考えられる資器系陶器が出土している。

[▼13世紀。 ,I-

30 1 瀬名遺跡 静岡県 6区

E～

15

～

～
1

p179 :16層水H Iま全域を15層(砂裸)に被覆される0 この6区15 ▼弥生後期

層は杭列水田を被覆廃絶させた砂磯層(2区～6区に広がる0確 後半～古墳

認範囲約300m )の一部である0 (後略)p183‥完形に近い土器と 初頭(16層水

億 懇 窯 M W L・~ -」m .m K $ )m < ^ t L tz o Pi89 :(u ¥ 。

(中略)(6区15層は)5区9層,2/ 3区10層に約300m の範囲にわ 】

たって対応する0 1

302 瀬名遺跡 静岡県 6区 12 p 192 :13層水田は自然堆積の細砂(12層=粒径0.1m m 以下)に ▼古墳中期

よって被覆される0 (中略)13層北東部の浸食痕跡は日層水田を ～平安末期

廃絶した水流によるものであり,水田遺構東部は被覆層が薄

かつたため畦畔の検出は困難であった。p209 (第50表)(6区13

層水田の時期は古墳時代中期以降平安時代末以前0)

(13層水田)。

303 瀬名遺跡 静岡県 6区 9,10 p 194 ‥(1 1層水田の)被覆層は砂傑 (9, 10層)である p20 9 (第50 ▼平安後期

義)(6区11層水田の時期は平安時代後期～中世。) ～中世く11層

水田)0

304 瀬名遺跡 静岡県 6区 4 p198 :5層水田を最初に被覆したのは厚さ約30cm の粗砂(4層) ▼近世(5層

である0 (中略)5層水田は4層と共に別の洪水流によってさらに

浸食されている0この洪水流による堆積(3層)に含まれる襟は最

大粒径10cm 程度。(中略)3層の上面は6区東端で標高10.7m に

至り.その上に近現代の水田が営まれていた。p209 (第50表)(6

区5層水田の時期は近世。)

水田)0

305 瀬名遺跡 静岡県 7区 13 p2 16 :13層の被覆土は洪水堆積である0この洪水堆積は8区の ▼弥生中期

19-20層に対応し,砂裸と砂層の互層である。(中略)(13層につ 中葉(12層方

いて)12層の方形周溝墓群に伴う土器が弥生時代中期中葉を

示していることから.それ以前の年代が与えられようか0

形周溝墓)。

306 瀬名遺跡 静岡県 7区 6 p25 7 :7層水田の土壌は暗青灰粘土で,厚さ150cm に及ぶ砂磯 ▼平安(7

(6層)に被覆されており,分層が明確にでき,検出は容易であっ

た0 (中略)7層の時期を平安時代の幅の中で考えたい0

層)0

307 瀬名遺跡 静岡県 8区 19, 20 p273 :黒色腐植混じり砂質粘土である21層上には,洪水堆積で ▼弥生中期

ある20層が堆積している0 (中略)(21層からは)弥生時代中期初 初頭(21層)0

頭段階とされる丸子式土器と思われる条痕文系の土器の破片5 △弥生中期

点が出されている p277 :20 -19層d)大規模な洪水堆積は′後述 ～後期(1号

する方形周溝墓の基盤層をなしているもので,厚さ約1m に及ん 方形周溝

でいる。(中略)19. 20層は同一の洪水堆積で,基本的には砂,

裸の互層である。(後略)p281 :(1号方形周溝墓に伴う土器は)

弥生時代中期から後期に至る時間幅を持っている0

墓)0

308 瀬名遺跡 静岡県 8区 10a-b間 p302 :10 b層水田は(中略)青灰色の細砂によって被覆されてい

た0同水田経営時に,弱い洪水によって田面に砂が覆ったもの

と者えられる。p316 (第67表)(8区10b層水田の時期は平安時

代。)

▼平安。
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309 瀬名遺跡 静岡県 8区 -9 p304 :10a層水田は(中略)シルトを主体とする9層によって被覆さ ▼平安中期

れていた0 (中略)(10a暦水田の年代は)平安時代中期以降と考

えられる。p305:10a層水田は耕作中のある時期に洪水に襲わ

れ.2本の浸食痕跡を残している0

以降0

310 瀬名遺跡 静岡県 9区 42上 p324 :(前略)(自然流路に伴う)砂の堆積の上には多量の磯が

レンズ状につまっていたことから.後にこの流路に沿って洪水流

が走ったことがわかる0

311 瀬名遺跡 静岡県 9区

】

37b p341‥(38層上のSD93801について)この水路は- 時的なもので ▼弥生末期

はないだろうか0小規模区画水田面を切って流れた洪水流の痕

跡の底を掘り直し▼堤をつくって利用したものとも考えられる0調

査区西側でSK93804▼SK93803を切っている洪水流の痕跡

SR93801とほぼ同じ方向で.北から流れてきたのだろう0 (中略)

38層上の水田は弥生時代末から古墳時代初頭までのいずれか

の時期ではないかとみられる。p346:38層上面の西端部を深く
決った洪水流(SR93801)は,調査区西半に青灰色砂質粘土の

堆積を残した(37b層)0

～古墳初更0

312 瀬名遺跡 静岡県 9区 30,31 p352‥33a層は灰褐色の粘土層で▼上面を数本の流路によって ▼古墳後期

浸食されており▼(後略)。p353:流路から出土した土器から,33a

層上の水田が営まれた時期も古墳時代後期から奈良時代にか

けてのいずれかの時期と思われる p354:33a層上を流れた流路

SR93302とSR93303は,調査区の西半に厚い砂と磯の堆積をも

たらした(31層,30層)0

「 奈良0

313 瀬名遺跡 静岡県 9区 22a p359:(22層の)調査区の中央から西北部にかけて上層の3本の ▼11世紀～

流路によって深く下刻され,(後略)。p359‥22b層上面の年代を 中世初頭0△

推定するならば11世紀代以降,中世の初め頃を含んでいるとい I中世 (20層上

えようか0 面水悶)。

314 瀬名遺跡 静岡県 9区 6~ 19 p362:20層の水田は▼時期を異にして北から南へと流れた最低4

本の流路によって,埋没し.深く水田面を浸食された p363‥20

層上面の水田の時期は中世あたりであろうか。p367:20層上を

浸食して流れた流路群は,厚い砂硬やシルトの堆積層(19- 16

層)を形成していった0

▼中世0

315 瀬名遺跡 静岡県 9区 p367 ‥13層上面の水田遺構では,水田区画の規模や形状は明

確にならなかった。水田面に洪水流によると思われる浸食が多

いことと,東西方向の畦畔に比べ,南北方向の畦畔の残存状態
が悪かったためであるO i1

1

316 瀬名遺跡 静岡県 10区 38 p388:10区において確認された最も古い時期の遺構 (39層)は,

弥生時代中期後葉段階と考えられる水田跡である0 (中略)

(SD 103901について)後の37層の段階で,この水路に沿って洪
水流が流れたようで,南側の堤の一部が決壊している0

▼弥生中期

後葉0 △弥生

$ 芸T3温

I
F

-

[田)。

317l瀬名遺跡 】静岡県 10区 34 p396:34層の砂の堆積をもたらした洪水流は.もとより地形の低 [▼弥生後期

-

かった調査区西側を激しく侵食したのであろう。(後略)p436 (第 E～古墳初乱
i i 95表)(ー0区35層水田の時期は弥生時代後期～古墳時代初 …△弥生末期

頭0) ～古墳初頭

(33層水田)0

318 瀬名遺跡 静岡県 10区 32 p401:33層の水田は(中略)南西方向からの洪水流で一部の水 ▼弥生末期

田面と畦畔が浸食され,砂裸で大半が覆われたこと(32層)で, ～古墳初更0

耕作の続行を断念したものと思われる。p437(第96表)(10区33 △古墳中期

層水田の時期は弥生時代末～古墳時代初譲。) ～平安(26層

水田)0

319 瀬名遺跡 静岡県 10区 24,25 P4ー1:(26層水田について)グリッドE81からーグリッドC79にかけ ▼古墳中期

て,洪水流が田面を浸食した痕跡がある p413 :26層の水田は.

25層や24層の粘質砂を運んできた洪水流に浸食され,放棄され

たのであろう p441(第100表)(10区26層水田の時期は古墳時

代中期～平安時代0)

～平安0

320 瀬名遺跡 静岡県 10区 21▼22 p413 :23層上の水田面は洪水流の運んできた砂棟(22層r21 ▼古墳後期

層)の厚い被覆の下,非常に良好な状態で保たれていた。p442

(第101表)(10区23層水田の時期は古墳時代後期～平安時

代0)

～平安。

321 瀬名遺跡 静岡県 10区 17, 18 p419:(19層水田について)16層の段階以前の洪水による砂の ▼平安。△平

堆積(18,17層)が厚い調査区の西端と東南端でのみ平面を検

出できた。p443(第102表)(10区19層水田の時期は平安時代。)
～安(16層水

田)。
322 瀬名遺跡 静岡県 10区 15 p420 :16層の水田はー洪水により全面に粘質砂が堆積(15層)し ▼平安。△平

たことによって放棄されたのであろう p444(第103表)(10区16層 安(14b層水

水田の時期は平安時代。) 田)。

323 瀬名遺跡 静岡県 10区 14a,b p423 :14層の水田土壌は.部分的に砂を挟んで上層(14a層)と ▼平安。△平

問 下層(14b層)に分層できた。p445(第104表)(10区14b層水田の 安後半(14a

時期は平安時代。) 層水田)。

324 瀬名遺跡 静岡県 10区 13 p423 :14層の水田土壌は.部分的に砂を挟んで上層(14a層)と ▼平安後半

下層(14b層)に分層できた p423 ‥上層の水田面は.洪水流によ (14a層水

る厚い砂磯(13層)に覆われ,全面的に遺構を確認できた0 (中

略)14a層水田が放棄されたのもこの洪水によってである0水田

面全体に厚さ1m もの砂裸層(13層)が堆積している。p446 (第

105表)(10区14a層水田の時期は平安時代後半0)

日)0
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32 5 瀬名遺跡 静岡県 10区 5 ～p427 :6層は,現表土から約1m の深さにあり,客土層(1- 4層)の

下▼洪水流による砂層(5層)を挟んで最初の遺構面である0 区
画整理前▼最後に放棄された近世の水田面だと考えられる。

▼近世0

326 長崎遺跡 静岡県 7区 20 ~ 22 P5 =奈良.平安時代集落面とD I層との問の洪水堆積物で,20- ▼6世紀前葉 (参考=『長崎遺

22はシルト砂層でC 層群上部にー23~ 33は (中略)C層群下部 以前～8世紀 跡 I 』(財)静岡
こ相当すると考えられる p8:23層の青灰色粘土層は6世紀前葉 後半0△奈 県埋蔵文化財

以前から8世紀後半より前にかけて時間をかけて堆積したと考え 良.平安。 調査研究所

られる。その後▼青灰色粘土層上面を洪水が襲ったようで,一部

に砂が堆積する0そして主に調査区北半で,上層と色調の類似

する20層の桂褐色シルト層が堆積し,奈良.平安集落面地山の

ものとになったと考えられる0

1991年)

327F 崎遺跡

E

i
E
E
～～

静岡県 7区 23~ 33 P5 :奈良.平安時代集落面とD I 層との問の洪水堆積物で▼20～ ▼6世紀前葉 (参考:『長崎遺

22はシルト.砂層でC層群上部にー23′} 33は (中略)C 層群下部 以前～8世紀 跡 I』(財)静岡
こ相当すると考えられる。p8:23層の青灰色粘土層は6世紀前葉 後半0△奈 県埋蔵文化財

以前から8世紀後半より前にかけて時間をかけて堆積したと考え 良.平安。

～

調査研究所
られるeその後,青灰色粘土層上面を洪水が襲ったようで▼一部 199 1年 )

に砂が堆積する0そして主ーこ調査区北半で.上層と色調の類似

する20層の桂褐色シルト層が堆積し,奈良.平安集落面地山の

ものとになったと考えられる。

328 長崎遺跡 静岡県 7区

i
-

40など p8 :S R 777~ 779埋積後の低湿地には▼洪水堆積物である40層 △古墳前期。I(参考 =『長崎遺

の灰色粘土層が一面に堆積する0そしてある程度乾燥した時点 2跡 I』(財 )静岡

で.水田耕作が始まったと考えられる0 (中略)S K775 -776を伴う 】県埋蔵文化財

水田があり,それが洪水等で使用不能となり,方位の異なる 調査研究所

SK77 1~ 774を伴うD JⅡー2層水田を造営したと思われるO (中略)

やがてその水田は河川の洪水.氾濫によって廃絶し,沼沢地と

なって泥炭が形成され▼古墳時代前期に34層のD I層 (暗茶褐

色泥炭層)に被覆される0

199 1年)

329 長崎遺跡

-
i
i

i

静岡県 7区 4~ 2 p4 :(第4- 12層は)旧巴川の堆積土層である p23 :(前略)(8世 ★ー0世紀前 (参考 :『長崎遺

紀後半以前からの)集落は旧巴川の氾濫に襲われ,廃絶したと 半以降0 跡 I』(財 )静岡

考えられ▼その時期は集落面.覆土出土土器のうち最も新しいも 県埋蔵文化財

のの年代が10世紀前半であることから.それ以後と推定される。 調査研究所

(中略)その後. 旧巴川は奈良.平安時代集落面を下刻し,多量

の洪水堆積物をもたらした0まず12層の青灰色粘土と砂の互層
が堆積した後,10層の磯層が大洪水によって急激に堆積L t厚

さ1.3~ 1.7m に及んだ0

ー99 1年)

330 川合遺跡 静岡県 基本層 3 p13 :1層は旧水田(第1遺構面)の耕作土で調査区全体に分布す ▼江戸前半。i
1
-
l-

八反田地 序

I
I

る0 (中略)(4層 )上面で水田を検出している(第2遺構面)(中略) △江戸後半

区 3層は灰褐色細～中粒砂層である0長尾川の洪水堆積物であ

り,4-5層水田を被覆している。p16(第3表)‥第1遺構面の時代

は江戸時代後半～現代0第2遺構面の時代は江戸時代前半。

～現代。

331 川合遺跡 静岡県 :基本層 7

-

p13 :7層は砂傑層である0長尾川による堆積層で自然堤防状の ▼古墳後期。

I

ai

八反田地 …序

】

微高地を形成している0上面は古墳時代末～平安時代の集落 △古墳末期

区 域となっている(第4遺構面)0 (中略)B工区南半部では7層を除

去した8層上面で水田を検出した(第5遺構面)o p16 (第3表):第

5遺構面の時代は古墳時代後期0

～平安0

】
332 川合遺跡 静岡県 基本層 13 P16‥13層は砂襟層及び緑灰色中～細粒砂層である0長尾川の △弥生中期 1

八反田地 序 洪水堆積層でB 工区南半部に微高地を形成している。上面で溝 ～古墳前期0

…区 状遺構や流路を検出した(第7遺構面)。p16 (第3表 ):第6.7遺構

面の時代は弥生時代中期～古墳時代前期。

333 曲金北遺 静岡県 基本層 Ⅴ P9‥黒色粘土と灰白色粘土の混じった層である。洪水によって, △古墳中期。

跡
～

～

序 下層のⅥ層を撹拝しつつ,そのⅥ層上に堆積した層である。

p80 :(前略)洪水の痕跡が検出されたSK18の西側, SK 19北側の
ブロック- Ⅵ層水EElで示したSブロック- はl V 層水田が耕作さ

れた様子はなく,Ⅵ層水田が明確に検出されている0これは,Ⅵ

層水田の最終時期,洪水によって上層がⅤ.Ⅳ層で覆われてし

まい.そのまま水田を放棄してしまったことを意味している。調査

区の南側では一時的にⅤ層水田が耕作されていた痕跡がある

ものの,輪力ンジキ型田下駄の出土で明らかなように,絶えずⅣ

層が供給されるような軟弱な地域であったことが予想される。そ

れが北側ほど,顕著であったと推測される0最終的にはⅤ層水

田も放棄されるが▼恐らくは大規模な洪水によりー一面がⅣ層の

土砂で覆われてしまったことが原因であると考えられる。静清平

野の各遺跡の発掘調査結果などにより, このⅣ層を供給したの

は古墳時代中期頃の安倍川の氾濫であると推測されている0

334 曲金北遺 静岡県 基本層 Ⅲ P9 :下部に粒の細かい締まった白い炭酸鉄をブロック状に含む ★古墳後期0

跡 序 青灰色粘土層である0 (中略)堆積の厚い第4調査区及び第3調

査区の北側部分では,このⅢ層中に砂の閉居が何層か認めら

れ,第4調査区ではそのように砂を被った形での水田面を含め.

全部で3面の水田遺構を部分的ではあるが検出することができ

た p75 :(ni層段階(p64‥古墳時代後期)の水田について)Ⅵ層

の段階に比較して,頻繁に洪水を受けていたようである。洪水に

よって砂をかぶった段階で放棄され,またある程度落ちついた段

階で再び耕作が開始されている。(後略)
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335 川合遺跡 静岡県 基本層

序

5 p10:砂磯層を主体とする洪水性堆積物層で層厚は約2mを測 ▼古墳後期0

志保田地

区

る0基本的に無遺物層だが,流木を交える。層の主体は磯で▼

10cm を超える大型の確も見られ流下力の大きさを物語る0 (中
略)形成時期ははっきりしないが,古墳時代後期(第5面水田の

時期)以降奈良時代(8世紀前半)までの範囲で▼それ程長期間

忘t>tz-oXI* .アT 警豊吉1.1m ~ 1.8m 慧 忍 Z<1* 7k逼p115諾 雲 霞 6T 1

いる05面は水田▼6両は方形周溝墓からなり,弥生時代中期か
ら古墳時代中期の間は,大きな洪水に遭うことなく▼低地ではあ

るが比較的安定した環境が類推される。

蠑~ ¥"-i .:.

336 元島遺跡 静岡県 基本層

序

IH- a p7:(M 層は)室町時代中期から江戸時代初頭にかけての遺物 ★近世0 ○室

包含層である0 (中略)砂質がかった褐色土がⅢーa層でr I面 町中期～江

遺物包含層である0 平均30cm ほどであるが▼流路.洪水等に

よって削平された箇所も多い。9区東.北角から3区東南角を結ぶ -

ラインから東を流れる近世夢路によって,4~ 7区全域にわたって

削平を受けているe

戸初頭0 △近

代。

337 元島遺跡 静岡県 基本層

序

Ⅳ- C p9 :(IV 層は)鎌倉時代から室町中頃にかけての遺物包含層で ○鎌倉～室

ある0 (中略)IV - c層が.Ⅳ面遺物包含層で調査区北西角部の

みに確認されており.他の区域は▼洪水.流路によってほとんど
削平されている。

町中期0

338 元島遺跡 静岡県 1-2-3- 第 Ⅱ遺 p146:(15世紀代の第 Ⅱ遺構面について)第 I遺構面との時期 ★15世紀末0 明応大地震と関

6-8-9区 構面直

上

差は,ほとんどないと考えられるが.溝の配置等, 16世紀代まで ▼15世紀。 達している可能

亥影響を与えるもの▼まったく機能を停止し埋没してしまうものが

ある0おそらく▼15世紀の末頃に大きな洪水の影響を受けている

可能性が高い0この集落ーま▼明応の大地震によって壊滅的打撃
を受けた集落と考えられ,集落そのものが自然災害によってか

なり削平を受けており▼柱穴の掘り方も非常に浅い状況で検出さ

れている0

性もある0

339 元島遺跡 静岡県

I

～
】

i

第Ⅲ. p193:第Ⅲ遺構面を, 13世紀代の遺構として捉えた0出土遺物 ★13世紀。▼ 津波の可能性も

Ⅳ遺構 が少なく.また上層の大規模な洪水層によってかなり破壊を受け 13世紀O△13 ある0

面間

E

ており▼建物が検出できたのは▼1区.9区.8区の一部で約500rri

程でしかない0 (中略)第Ⅲ遺構面と第Ⅳ遺構面のレベル差は.

約20~ 30cm 程であるが, 出土遺物の年代にまったく変化は見ら

れないeおそらく,13世紀の中で,洪水等の自然災害によって集

落の再構築があったためと推定される p279‥元島遺跡の中世

面の基盤層は 洪水によって堆積した砂磯層が大部分を占めて

一世紀0

- l
L

いる0 (中略)これら12世紀代の遺物と13世紀代の遺物は共に,

基盤となる堆積層の遺物である。従って▼13世紀中頃に巨大津

波もしくは大洪水によって堆積された層の可能性が高い。(中

略)元島遺跡の大洪水の痕跡と上土遺跡の断層から,13世紀中

頃の東海地震の想定が可能である。

一

一一

I
I

一
一
i
-

340 恒武西宮 静岡県 SR43
i
i
ら～
～
i
】

p14:SR43は南側をSR42によってほとんど挟られて▼不明な点も △7世紀中 i

1

遺跡 多い0 (中略)SR45埋没後にSR43が洪水により形成されたものと葉0

考えると,SR45南西部出土時の多くはSR43に伴うものと考えた

ほうが良いであろう SR43出土土器には時間幅があり▼比較的

長期間存在した可能性がある SR45が6世紀前半には埋没し,

それ以降7世紀中葉頃まで流れた可能性が高いD

341 恒武西宮 静岡県 SR30- 埋積土 P14‥北区南側には,比較的規模の大きい旧河道(SR30-46)が ○7世紀後半

遺跡

i

46 存在する SR46はN - 70。一EでP埋積土は砂質でラミナが発達

している0洪水などにより比較的短期間で埋没している可能性が

ある。最下層からはr7世紀後半のロI リングを受けた土器が細

片の状態で多く出土した。(中略)SR30もN - 70 - Eで,埋積土

もSR46に類似している0出土遺物には7世紀末葉～9世紀前半

の土器があるが,それほど長期間流れていたとは考え難くー二
次的廃棄も含めて考えた方が良いかもしれない0

～9世紀前半

342 矢崎遺跡 静岡県 ⅩⅢ. p66 :第3面の遺構群は砂磯層であるⅩⅢ層やⅩⅣ層によって全 ▼弥生後期

ⅩⅣ 面を被覆されていた。(中略)(第3両の時期は)や弥生時代後期

から古墳時代前期に位置付けるのが適当と思われる p72:(前
略)SK855よりも北側ではこのような耕作痕が全く検出されず,Ⅹ

Ⅳ層とⅩⅤ層の層界も明瞭であった0これに対し▼SA853より南

側ではⅩⅤ層の上位に若干砂が混入する(ⅩⅣ層の砂か)状況

が見られた0このことから▼当時洪水により水田全域に砂が被覆

した後,SK855よりも北側は耕作地としては放棄し,SA853よりも

南側のみを耕地として利用しようとしたのではないかと考えられ

る0

～古墳前期0

343 恒武東覚 静岡県 自然流 p33 :(前略)下層の埋土は砂が目立ち▼ラミナの発達も認められ ★8世紀～10

遺跡 路SR202 る019層上面では奈良時代の土器が多く出土し,洪水で- 気に

流されてきた状況である。p34 :恒武西浦遺跡のSR30の延長の

可能性が高い。p66(表2):(SR202の時期は8世紀～10世紀前

半0)

世紀前半0

344 本郷坪遺 静岡県 (基本層 Ⅵ～Ⅶ【p12 :VI~ W 層は古墳時代後期の安部川の洪水堆積層であり, ★古墳後期0

跡 序) これら3層の層厚の合計は最大で2.5m に達する p75 :(前略)Ⅳ △7世紀～12

層から成る畦畔を律令期～中世の条里畦畔と仮定したが, 推定

されるⅣ層の堆積.利用時期から上限は7世紀(古墳時代後

期), 同下限は12世紀(平安時代後期= 古代末期または中世初

期)に比定することができる0

世紀0
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345 長沼遺跡

第2次

静岡県 6 p9:(豊 ,(㌫ .--> JUh).pll:完悪 空m91 漂 宗 鑑 5= 雷 鳥 芸誓

(中略)に比定できる。(中略)古墳時代中～後期にみられる砂
磯の流入 (河川氾濫)の影響により,長沼遺跡の地形l傾斜等は

大きく変化し,盛土造成等がなされる前段階までの基盤層となつ

ている0

346 長沼遺跡 ー静岡県 -
i
】

7 p9 :(7層は)灰色粘土。層厚約50cm で,細砂層を境として3枚に .★古墳中期

第2次 分層できる(7a~ 7c)op11二(前略)6~ 9層が古墳時代(中～後 ～後期0

期)(中略)に比定できる0 (中略)古墳時代中～後期にみられる

i
i

砂磯の流入(河川氾濫)の影響により,長沼遺跡の地形l傾斜等

は大きく変化し,盛土造成等がなされる前段階までの基盤層と

なっている0

347 長沼遺跡 静岡県 8

】

p9 :(8層は)灰色砂.シルト。ラミナの発達する自然堆積層 pii: ★古墳中期
第2次

1

(前略)6~ 9層が古墳時代(中～後期)(中略)に比定できる0 (中

略)古墳時代中～後期にみられる砂裸の流入(河川氾濫)の影

響により.長沼遺跡の地形一傾斜等は大きく変化し▼盛土造成等

がなされる前段階までの基盤層となっている。

～後期。

348 長沼遺跡 静岡県 9 p9 :(9層は)灰色粘土.シルト0ラミナ発達 p11:(前略)6~ 9層 ★古墳中期
第2次 が古墳時代(中～後期)(中略)に比定できる0(中略)古墳時代

中～後期にみられる砂磯の流入(河川氾濫)の影響により,長沼

遺跡の地形.傾斜等は大きく変化し, 盛土造成等がなされる前

段階までの基盤層となっている。

～後期0

349 西畑屋遺 静岡県 西区土 i p16 :土器集積1.2は西調査区南西端で検出された2列の堆積で △7世紀前
跡 器集積

i
F

ある0上部は砂で薄く覆われ,集積後に河川の氾濫があつたと 半?
i.卜2.5 思われる。土器集積5の北には炭化物集積遺構があり,決水等

に起因すると考えられる p42‥土器集積1.2は7世紀前半の遺物
を伴わず,遺跡内では時期的に新しい。隣接する蝶集積は7世

紀前半～8世紀後半に利用される。

350 梶子遺跡 静岡県

I-
E
i

p44 :弥生時代後期後半.欠山様式の段階になると状況は一変 ★2世紀後半
する。伊場.城山.握手遺跡周辺は旧砂丘部を除き一面ー伊場 (弥生後期後

遺跡での調査でC層と呼んだ灰青色の粘土層に覆われる。この 辛(欠山))～

現象はこの地域が海進に伴う湿潤化の結果と度重なる洪水の

ため.居住には不適当な環境になったことを示している。p45 :C

層の堆積はー2世紀後半～4世紀にわたっていたと考えられる0

4世紀。

I
35ー城山遺跡 静岡県

-

I

4′} 7 p6:4~ 7層は伊場C層(3~ 5世紀)と呼ばれる04層はシルト 5～i★3世紀～5

7層は粘土層である。5層からは弥生後期の土器と土師器が検

出された。3層は6～7世紀の生活面である08層は伊場D層(1～

3世紀)に対応する0

世紀0

352 伊場遺跡 静岡県 -

1

iC p12:(C 層は)弥生時代の集落の全域を覆う青灰色粘土層。環 ▼弥生後期
濠内では,青黒い上半部をC1層とし,青白い下半部をC2層とし 後半0○弥生

た0環濠内C 1層内では弥生後期後半の遺物を包含していた0大 後期後半。△

溝の縁で,C層に覆われたD 層内から弥生後期後半の土器が出 古墳中期～

土している。環濠の外では原則的に無遺物層である。伊場集落

を廃絶させた洪水による堆積物と考えられる0古墳中期.後期と

律令時代の遺構はC層を切り刻んでいる。

律令時代0

353 御殿.二之 静岡県 河道覆 p12:6世紀末葉より平安時代まで河道は一定している0 (中略) ★平安末葉
宮遺跡第6 土 覆土の最上層は洪水を成因とする灰白色粘土層や流木が認め ～中世初頭0
次 られ.川を埋めてしまっており,川は消滅している0 川の消滅した

時期は灰白色粘土層中より山茶碗などが出土していることから

平安時代末葉から中世初頭と者えられる0

354 清洲城下 愛知県 南地区 4 P6:第4層は遺物をほとんど含まない砂層であり,河川の氾濫に ▼平安後期0

町遺跡 よる堆積と見られる。62J区,62K 区では一第4層と第5層の間に △鎌倉.室
は黄褐色シルト層に砂が混入した層があり.この上面で平安時

代後期の遺構が検出された。(中略)北地区から62K区までに広

がる自然堤防上に古墳時代後期から平安時代前期の遺構が展

開し,その後は河川の氾濫などがあり▼不安定な状況であったと

考えられる。この中でも平安時代後期の遺構群は部分的に存在

するが,鎌倉Ⅰ室町時代に自然堤防が安定するまで大規模な遺

構群は展開しない0

町0

355 清洲城下 愛知県 Pー13:(A期(p6:A 期は古墳時代後期～平安時代初期の遺構 ★古墳後期

1町遺跡 秤))について)遺構の埋没状現から見て,たびたび氾濫によっ ～平安初期
て浸水することがあり▼そのたびに居住域を変えた可能性も想定 (̀断続的に複

できる0 数回)0

356 山中遺跡 】愛知県

～
A区 pll:弥生時代前期の遺構はA 区のほぼ全域で検出できたが, ★弥生前期0

大半の遺構の哩土は.褐色中粒砂の単一土居であり∴洪水等

の影響により一気に廃絶した様相を呈していた。p86:(前略)(弥

生時代前期について)これらの遺構群の多くは.その埋土が洪

水性の堆積層である褐色中粒砂に覆われており,ある時期,I

気に洪水の影響を受け.遺跡自体は衰退する方向に進んでいく

ことになる0 】

▼弥生前期0
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357 大毛池田
遺跡

i
ー 】
i

愛知県 t

i

】

i

t t

基本層 3 pp8-9:水田耕地は放棄された後6世紀後半にいたるまで明確な ▼3世紀～4 松河戸I式土
Fa

序 遺構はみられない。(中略)(3層は)褐色～黄褐色を呈する砂を…世紀後半(松 器について,赤
荒 孟詣 ㌫し悪 霊 忠 霊 豊 盈 厭 温 己眉菜 蔭

で埋積したものである p10:(古墳Ⅱ期は)第4層水田が構築さ 後半0
れる期間0廻間Ⅲ式末葉～松河戸I式の時期が相当する0(古 遺跡』愛知県埋
墳Ⅲ期は)第4層水田の埋没時期である0第4層を2~ 10cmの厚 蔵文化財セン
さのシルト砂層が覆う0この直下で検出した土器群はほぼ完形 タ- 調査報告書
こ近く,洪水によって短期間に埋没したものと思われる。洪水直 49,pp84-103|C
前の時期を示す資料である p21:基本層序第4.5層で検出した よると,畿内の
古墳時代の水田面を埋没させた洪水性の厚い砂質の堆積層に～ 「布留式土器の
違われ,ここに断絶が認められる0数次の洪水がもたらしたと思 ! 中で盛行する特
われるシルトと砂層の堆積は,厚いところで50cm ,少ない地点に 1警芸墓∃蒜 芸し
おいても30cmを測り.この間には明確な生活面は認められな
い0極めて不安定な時期であったことが推測される0 始めるこの段階

がおおよそ松河
戸 I式前半期と
基本的に併行す
る」。ただし,松
河戸式は廻間
式の基本的に
,後続であるか
】ら,本稿では松
河戸式の上限を
廻問式の下限と
した0松河戸式
の下限について
は赤塚次郎.早

】】

辛
pp.13-32からー

420年とした。

358 門間沼遺 愛知県 i

～

i
a
I
i
～

〔石黒立入「古墳時代の様相」pp194-198,「古代の様相」pp199- ▼I- 17号 (D 斉藤孝正,

跡 211, 「中世の様相」PP212-219〕p219(表5.1「門間沼遺跡の変 窯0△Kー14 1991「愛知」『古

遷」):(古代 Ⅱ.Ⅲ期/ト 17号案.K 】14号窯間0洪水0) -

I

I
i

号窯0 ;墳時代の研究

-6』pp174-181に

…よると▼岩崎17

1号 (ト 17号)窯

MT 21初め型式

期:620年代～

700年代前半)

に対比される0

(塾山下峰司

(1995)「灰粕陶

慕.山茶碗」(中

世土器研究会

編『概説 中世

の土器.陶磁
器』真陽社

pp.279-297の
…p.280によると

K14窯式は9世
紀前半,K90窯

式は9世紀後半

が有力とされ

る0
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359 門間沼遺 】

跡

愛知県 …

E

〔石黒立入「古墳時代の様相Jpp194ー198,「古代の様相」pp199- Y K- 14-ァー(K (》山下峰司

211,「中世の様相」PP212-219〕p219(表5.1「門間沼遺跡の変 ー90号)窯O (1995)「灰粕陶

遷」)=(古代Ⅲ期.中世 I 期/K - 14号窯(K- 90号窯).藤津第4 △藤津4型

式。

-

慕.山茶碗」(中

型式問0洪水0) 世土器研究会

編『概説 中世

の土器.陶磁
器』真陽社

pp.279-297の

p.280によると
K14窯式は9世
紀前半,K90窯

式は9世紀後半

が有力とされ

る0②藤津良祐

(1995)「古瀬

戸」(中世土器

研究会編『概説
中世の土器.陶

磁器』真陽社

pp.367-382ゥ

p.378によるとⅣ
期は13世紀後

葉ごろとされる0

360 下津北山 愛知県 調査区 P12‥谷地形は,微高地の遺構検出面付近に相当する高さまで ★15世紀末

遺跡 北西部 は,シルト～粘土からなる細粒な滞水性の堆積で.それより上位

は粗粒砂で一気に埋没している0粗粒砂についてはバラス層直

下からすでにみられることから,それらの多くが比較的近年の洪
水性氾濫によってもたらされたことは明らかである。p101:15世

紀末以降.河川活動は活発化,遺跡周辺一帯は洪水に見舞わ

れることになり,下津北山遺跡も終篤する0

以降0

361 猿島遺跡 愛知県

i

～

NR01付 P21‥(溝99E-SD04について) 99E区で外環濠SD02から北東方 ★弥生中期

I

-

近

I

向に分岐し.すぐに屈曲して東西方向にまっすぐ走る大溝であ

る0調査時にSD02との関係を精査したがr切り合い関係は認め

られず,SD02から枝分かれした濠と認定した0 総延長は約30m ,

幅約1.7m ,断面は逆台形を呈L I深さは50cm 強を測る0遺物とし

ては尾張編年Ⅲ期に比定される土器を出土する0 外環濠99E-

SD02 は,一部を北東から流れ込む粗粒砂層に埋め尽くされ▼環
濠壁の一部を破壊されており,弥生時代中期前葉に洪水で被害

を受けたと推定されている0このため環濠の再掘削.補確が実施

されており,99EーSD04はその際に増設された濠であろう0この濠

によって低湿地と区画された北側にOOAc区の猫島Ⅲ期(尾張編

年Ⅲ期-1-2 期)の竪穴住居群が営まれたと推定される0

前葉以前0

362 猫島遺跡 】愛知県 99E-

SD04

i

=司上0 ★弥生中期

前葉。○尾張

編年Ⅲ期0

363 水入遺跡 愛知県 基本土 青灰色 (第1分冊)p14:青灰色シルトおよび粗粒砂層 黒褐色土層の上 !★近世～近

層 シルト. に厚く堆積するのが近世～近代の洪水による堆積砂層である0 代。

粗粒砂 耕作土たる表土はこのごく表層である。砂層は遺跡南部にゆく

層 ほど厚くなり98B2区では地表面から約3m も堆積する 99C 区な

どでの観察によると粗粒砂層と青灰色シルト層の互層になって

おり▼洪水による前者堆積ののちに田畑として復旧した後者の

層の繰り返しになっているとみられ,十数回以上の繰り返しが観

察できる箇所もあるという。洪水回数はともかく, これだけの厚さ

の堆積が観察できたのは付近- 帯の発掘調査の中でも水入遺

跡だけで,遺跡南側に堤防を設けて遊水池にしていたこととも関

係するとみられる0

364 志賀傘園 愛知県 p8:(前回の調査で)N R07下部から宇田 I 式期の堆積層が検出 ▼古墳後期

遺跡 されたがー今回検出した上層水田が宇田 I 式期であること.さら

に上層水田の上部を洪水層が覆っていることから見て.年代は

そこまで遡らないだろう。古くても7世紀前半代と考えるe

(宇田I )。

365 伝法寺本 愛知県 A区.B p104 :(遺跡では)古代以降,河川活動が活発化L t堆積環境が ★7世紀～13

郷遺跡 区 不安定化する0 (中略)河川活動が活発化する時期についてはー世紀0

(NR01 (中略)7- 12世紀であったことが確かめられる p105:(中世以

降について)A -B 区の河川は,上層が粗粒砂によって哩積するこ

とから,大規模な氾濫によって短期間に埋没したとみられる0そ

の一方▼周囲には相対的に新しい自然堤防が形成され. 13世紀

以降,A 区と中心として中世遺構が展開する0 (中略)一方,1221

年の下津川(青木川)大洪水の記述からも,12- 13世紀までは

堆積環境が不安定な状態が継続し.それ以降は地形が徐々に

安定化したとみられる。
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366 中之郷北 愛知県 Ⅲ p110 :m 層は遺跡の広範を被覆する洪水性堆積で▼A 区とBa区 ★5世紀後半

遺跡 で検出された河川も▼同様の堆積物によって埋積する。Ⅲ層中 " 7世紀0○7

に包含される遺物は少ないが.A 区の河川からは.7世紀の遺物

が大量に出土していることから.堆積が進行した時期もその前後

と考えられる p11ー=(Ⅲ層上位で検出された遺構の時期は古代

(8世紀)0(中略)Ⅳ層を被覆するⅢ層の堆積は▼7世紀を中心と

しながらも,5世紀後半以降の複数時期の洪水に起因することが

判明しているので.(後略)

世紀。△8世

紀。

367 伝法寺野 愛知県 基本層

序

Ⅳ

i

pll:(基本層序について) 卜 Ⅱ層は中世以降の堆積層, m -iv ○廻間 I 式0

田遺跡 層が古墳時代前期の遺物包含層▼Ⅳ層以下が水田を形成およ

び上面を覆っていた堆積層であり,Ⅷ層以下では遺物の出土は

みられなかった p24:IV層(灰黄色細粒砂層) Ⅴ層上面を被覆

する洪水性の堆積で▼層厚は最大で約40cm を測る0粒径によっ

て細かくは3層に区分できる0比較的起伏に富む地形は▼この洪
水砂によって,きわめて短期間でかなり平坦になったとみられ

る0Ⅳ層には極少量の廻間 I 式期に相当する土器が包含され

ていた0

△古墳前期0

368 上品野蟹 愛知県 】

I

基本層

序

Ⅱ p67 :河川流路(NR01)今回の調査区の大部分を覆う河川性の ★中世初め0 「急激な河川流

川遺跡 堆積層(Ⅱ層)の範囲である。中世以降に堆積が進み▼01B 区で 路の変更」を洪
は複数の砂層を含む層厚1m 強の堆積を確認している0流量の

大きい時期があり,01A 区微高地もこの時点で削平を受けたと考

えられる0上品野蟹川遺跡では急激な堆積環境の変化が,中世

初頭に確認でき.この原因には主要な河川流路の大幅な変更

があったことが者えられる0

水とみなした。

369 惣作.鐘場 愛知県 SD212 p16:(溝SD212について)溝は弥生時代後期に掘られ,その後, ★弥生後期0

遺跡 Ⅱ 土石流などの一時的な流水によって大きく形状を変えられたも ▼弥生後期0

i

のと考えられる。p290:(弥生時代の遺構について)北部地区の

02B区に集中し.後期の竪穴住居2棟,溝1条が検出された。(中

略)溝は後期の時期に属し,最下層からこの時期の土器が検出

されている。惣作川の谷筋にあり▼谷に沿って流れ下った土石流

によって- 時埋没したあと,再掘削されており,最終的に古墳時
代前半に放棄された。

370!朝日遺跡 愛知県

～
i

朝日T- p28::高蔵式末葉期に勃発した洪水性の堆積層は▼朝日遺跡谷 】芸苧倉式末

SA 層

5
i1

Aを中心にして多大な影響をあたえたものと想定できる0特に重

要な点は北区画の南側に存在する環濠帯とその南岸に設置さ

れていた逆茂木や乱杭帯を埋め尽くしている点は留意したい0ま

た谷Bには基本的に朝日T】SA 層に相当する地層が確認できな

いようであり.谷Bの整備がこの時期以降に開始された可能性が
陛 霊 詣 認 諾 芸慧 悪霊温票 譜

371 須ケ谷遺

跡

…愛知県

】
1

05C 区 }砂層 p27:05C 区では上述のように砂層が挟まれ,洪水の影響を受け ★弥生中期 i

】

た受けた可能性の高いことが判明した p105:(弥生時代中期中 中葉(貝田町

葉1(具田町式1期について)05C 区北半部の砂層は中期前葉か

らこの時期にかけて堆積したもので▼大きく上下の2層に分かれ

る SB3060は上下を砂層に挟まれ,SB001は上部の砂層を切っ

て床面が構築されている。SB3001は砂層を切り上部に灰白色シ

ルトが堆積しているが, 「外周溝」として対応すると考えたSD16

は砂層に覆われており,層位的に不整合を生じている。外周溝

ではあつても.SB3001には対応しないのかもしれない0

式1期)0

372 志賀公園 愛知県 黄灰色 P2‥茶褐色土層からは▼13- 14世紀の山茶碗や小皿等が主に ○6世紀～9

遺跡第2次 砂利層 出土L t (中略)(その下方の)黄灰色砂利層及び黄褐色砂層に 世紀0△9世

など は,主に6～8世紀代の須恵器等が含まれていた p7:土層の堆

積状況の観察から▼黄灰色砂利層等は▼調査区中央で砂利層

が盛り上がる箇所があり.6世紀～9世紀頃の須恵器等が含ま

れることから, この時期に河川氾濫によって形成されたと推定さ

れた。砂利層の上は▼淡灰白色シルト層及び茶褐色砂シルト層

で, (中略)(淡灰白色シルト層は)9世紀頃以降に形成されたと
推定される。

紀以降0

373 郷上遺跡 愛知県 C3など 基本層 P60‥洪水堆積 pp76-79:戦国時代～近世(15世紀後半～18世 ★15世紀後

序 卜 紀前半)この時期との特徴としては,調査区の東部一帯に広く見 半～18世紀

Ⅲに対 られる洪水堆積層が挙げられる。(中略)県埋文の調査において 前半0

応 も国道248号線を挟んだ北側の調査区(98C)で洪水堆積層が確

認されている p81:洪水の痕跡が広く確認されたことは.江戸時

代後半に遺跡数が激減する傾向にあることから.矢作川の洪水

被害による集落の移動.衰退を示唆した県哩文の調査成果を裏

付ける結果となった0

374 森山東遺 三重県 基本層 Ⅲ下部 P59‥Ⅲ層の下には灰白色細砂が40~ 60cm の幅で厚く堆積して ★室町0

跡 序 おり,N ~ m 層は確認されなかった。おそらく,この層は.灰白色

細砂土内出土の遺物から判断して室町時代のl 時期におこつ

た激しい氾濫によって形成されたものと思われる。
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375森山東遺 三重県

】

基本層 …Ⅹ p59-61‥弥生時代の水EE]遺構は,冒頚でも触れたように2層に ▼弥生中期
跡 序 わたって検出された。p61:D地区南部からE地区にかけては,下 以前?

I

層水田の基盤層であるⅩI層の上面でⅩ層,Ⅸ層の堆積が認
められた0この2層は南に向かって堆積層としての厚みを増す傾
向にあるが,北に向かっては徐々に薄くなり,D地区北部から北
では,全く見られない0 (中略)第1期の下層水田は,地形の傾斜

I
～

i
が非常に緩やかな南部の低湿地帯に求められた。ここには.也
下水位の比較的高い泥炭土があり,初期の稲作栽培には,最もi

】Ii
適していたためであろう0しかしある時期水田全面が河川の氾濫
と思われる緑灰色細砂(Ⅹ層)に覆われ,一旦下層水田は埋没
し▼さらにその後の清水で第Ⅸ層が形成された p97 :(下層水田
の時期は)弥生時代中期以前の可能性が高いが.遺物が伴って
いないので明確な時期は不明である。

376筋違遺跡 三重県 13工区 Ⅲbー1

F

P9(第1表)=(中世洪水層0Ⅲa層は13世紀初頭 )p10(第3表). ★9世紀～13
基本層 pll(第3表)-P12(第5表)=(調査区西壁.北壁.東壁では9世紀 世紀初乱

i序 ～13世紀初頭に堆積0)

377筋違遺跡 三重県 13工区
基本層
序

…Ⅳ中部b

】1

P9(第1表)=(弥生中期遺構面を覆う洪水層。堆積時期;弥生中
期後葉 )p17‥Ⅳ層中部b- 1層は,SD41をほぼ踏襲して掘削さ
れ弥生中期後葉の遺物を含むSD8から流れ出た洪水砂層であ
り▼粒度はSD8付近の粗砂～シルトへと南北に細かく変化する0

★弥生中期
後菓0▼弥生

～

ii

i

中期。

`
378筋違遺跡 三重県 13工区 Ⅳ下部b P9 (第一表):(上層遺構面を覆う洪水層0堆積時期;弥生前期前 ★弥生前期 i

-基本層 - 1-b 半。)p17‥(前略)Ⅳ層下部b- 1層下部とⅣ層下部b】2層下部 前半。
序 ー2 のⅤ層上面には平面的連続する水日面が広がっており,全く変

化なく検出できたことから両者は極めて近い時期の洪水砂層で
ある可能性が高い0

379】筋違遺跡

i

三重県 13工区 Ⅴ上層b P9(第1表)=(弥生前期下層畝間内堆積0堆積時期;弥生前期前 ★弥生前期
基本層 半0河成堆積。)p18 :V 上層bー1層とV 上層b- 2層はⅤ下層で 前半。
序 みられなかった土壌が堆積しており,その土壌はSD41との位置

関係で変化する0
380舞出北遺 三重県 弥生時 〔パリノ.サI ヴエイ株式会社「古環境分析」pp.153-162〕p159 : ★弥生後期

跡 代終末 (前略)弥生時代終末から古墳時代前期の水田では▼基盤をな ～古墳前期0
から古 す自然堤防を覆って累重したより泥質な洪水堆積物を母材とし
墳時代 て作土が形成されたと推定される0水田域では,耕作放棄後,檀
前期の 浅い滞水域ないし湿地へと変化したことが層相から推測される0
水田跡 植物珪酸体分析でも水田跡検出面の上位の層準で,湿潤な環
を挟在 境に生育する∃シ属が多産しており,層相観察結果と調和的傾
する堆 向であることが認識される0このことからは,地表面付近の環境
積層 が湿性化していくような▼相対的な水位の上昇過桂にある自然

堤防斜面において水田が造成されたことがうかがえる0現地お
よび軟X線写真による層相観察からr本調査区において弥生時
代終末から古墳時代前期に水田が形成された局地的要因とし
ては.調査区における地下水位の上昇が指摘される。

381】赤部遺跡 三重県 〔青木哲哉「赤部遺跡の地形環境」pp180-189〕p189:(古墳時代 ★13世紀以
前期について)調査地区では,この時期洪水のほとんど起こらな-降など0 i

I

い安定した時期が訪れ.当時の表土である黒灰～黒褐色のシ

ルト上では,人間活動がみられた0 (中略)(古墳時代中期～9世
紀にういて)この時期には▼C地区とD地区北部の後背湿地を中
心に洪水が2～3度発生し,シルト質砂や砂質シルトが堆積したe
(中略)(10世紀～13世紀について)10世紀頃から続く比較的安

～
i

定した環境下で.東から西へ延びる流路がA地区北東部からB
地区に形成された。(中略)(14世紀以降について)13世紀にお
ける流路の埋積から15世紀にかけて,A地区からC地区を中心
に洪水が1～2度発生した0さらに15世紀以降にも.A地区からD
地区中央付近に洪水が数度およんだ0

382 里井B遺
跡

～

滋賀県 (とくに
第4調査

p59 :(第4調査区の)遺構面は第2調査区などでも観察された洪
水砂と考えられる粗砂に10cm程度から20cm程度の厚さで覆わ

▼13世紀か
16世紀?

～

区) れていた0 (中略)pp63-64 :(洪水砂直下の水田について)時期
的には13世紀後半頃のものであり,出土した状況より畦畔の構
築時期を示すものと者えたいが,調査区全体を覆った洪水砂は
第2調査区や第3調査区のものと同一のものであるので,16世紀
前半以降のものと推定される。出土した黒色土器が畦畔構築時
に人為的に埋められたとすると▼300年ちかく畦畔を使用し続け
たことになり,すぐ近くを流れる日野川の沖積作用を考えると,

300年近くも土砂の堆積がなかつたとは考えにくい。(中略)(これ
については)今後の検討課題である。.
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383 弘前遺跡 滋賀県

i

p95:弘前遺跡2期(弥生時代中期前半(紀元前2～3世紀) 継続

して墓域が営まれる0G 区において1期同様の正四辺形を意識し

▼弥生中期

後半～後期0

P99の記載だけ

ではSX06が「弥
た方形周溝墓SX03~ 07が築かれ,E区では土坑SK05-07がつく △弥生中期 生時代後期初

られる SX04-06-07は同中期後半～後期に造営されたと推定さ後半～後期0 頭」に洪水で埋

れるD (中略)SX07はSX06と重層関係にあり▼SX07はSX06が洪 没したと解釈で

水等で- 旦埋まった後に造られたものである p99:(前略)SX07 きない0
はSX06を大きく削平しておりtSX07はSX06が洪水によって運ぱ

れたと思われる土砂によって埋まった上に新たに墓を築いてい

る0このような土砂の堆積は随所に認められ▼方形周溝墓SX02

の周溝においてもみられる。(中略)洪水による影響は甚大で,

居住域や墓域の移動を余儀なくされたと思われる0特に弥生時

代後期初更における遺構の埋没,遺跡の終息や空白期が認め

られる遺跡は県下のみならず県外でも認められ▼県内では.高 .

島市針江川北遺跡.近江八幡市浅小井過跡,同蛇塚遺跡,彦

根市馬場遺跡,米原市法勝寺遺跡,県外では愛知県朝日遺跡

などでも確認されており,全てが同じ要因とは限らないが,同時

期に広範囲におよぶ自然災害による環境変化が示唆される0

384 長島遺跡Ⅰ滋賀県 p10:遺構検出面の上層には厚い洪水砂層が確認できた。この ★鎌倉以降0

夕日ケ丘 洪水砂層は光善寺川の氾濫に起因する自然堤防と思われー鎌

北遺跡 倉時代以降の堆積層である0遺構検出面は洪水砂の影響を受

けていなかった0遺構の哩土中にも砂層が入り込んでいる様子

は認められなかった0これは洪水砂層と遺構検出面の間には遺

物を包含する暗灰褐色粘土層が広がっていたためであると考え

られる0 自然堤防の形成の時期は不明だが.少なくとも溝0104-

0105-0106や小穴0201が機能していた平安時代末～鎌倉時代

には,光善寺Jillま自然堤防を形成するほどの浸食l運搬I堆積

の作用がなかつたと考えられる。現在▼光善寺川は天井川化し

ているが, 中世前期には天井川化がさほど進行していなかった

のであろう0

385 関津遺跡

i
i

-
F

!滋賀県

i

i

I
I

T 12~ (第2分冊)p72 ‥本遺跡の調査では,丘陵裾部に位置する丁12～ ★13世紀後

T27, 丁27調査区,T53~ T55調査区,T56′~T61調査区,T70- T73調 半以降0

T53' 査区,丘陵中央域に位置するT87-T91調査区▼T109調査区ー

T55, 】T96調査区,TI0 4調査区▼丁80調査区,T 111調査区,T113-T1ー4

丁56' 調査区などで▼耕作土直下付近から遺構面直上に形成された遺

T61調査 物包含層直上付近において▼数cm '-*1m 前後の厚みをもつ砂を

区(小山 主体とする水成堆積層を検出した0この水成堆積層は,調査地

川による の地形から推測すると,丁12~ T27調査区tT53- T55調査区.
1 l堆積層)

i

】
】

丁56~ T61調査区は小山川,T70- T73調査区は瀬田川,丁87.
I

Ei9蓋 監 …慧 遠 罵 返 還 還 E

i

ら▼小山川による堆積層が13世紀後半以降.瀬田川による堆積
層が15世紀後半以降▼森川による堆積層が16世紀後半以降と
考えられる。この水成堆積層は,河川の堆積作用あるいは氾濫
こ伴うものであり,その形成時期や影響範囲は,関津における
土地利用の変遷や集落移動の原因を考えるうえで示唆的であ
リ,堆積物の供給源は田上山であることから.田上山の荒廃過
程を窺うことができる資料の一つと考えられる0

386関津遺跡 滋賀県 】T70-

】T73調査
区(瀬田
川による
堆積層)

同上。 ★15世紀後
半以降。

387関津遺跡 滋賀県 T87-
T91.
T 109,
T96,
T 104▼
T80.
T 111,
T 113-
T 114調
査区(義
川による
堆積層)

同上0 ★16世紀後
半以降0
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388 椋ノ木遺跡 京都府 基本層 第lift p92-95:(床土の)下位に25.7m までの約1m 余りは,黄灰色～淡 ★近世。
第5次 序 水層 褐色の粗砂を主体とする洪水起源の堆積物が認められる0その

中にー少なくとも3層の突発的な洪水層が間層となる0上位より,

第1～第3洪水層と名付けた0特に▼第2洪水砂とした層は標高

2古.5m 付近セ検出され▼灰褐色の粗砂を主体として構成されたも

ので▼調査区全域を被覆している0また,第2洪水砂と第3洪水砂

の問には植物が未分解のまま滞積した層があり,上位の堆積速

度にさほど時間を措かなかったことが推測された p143:(前略)

15世紀以降′当地は不安定な氾濫原へと変化し▼遺跡全体が冠
水して機能を失うようになる0この洪水が,堆積物から見る限り▼

突発的な洪水ではなかったようだ。近世になると一花崩岩のバイ

ラン砂が厚く堆積するようになる。この中には,3回の洪水によっ

て生成された砂層を観察することができる。

389 椋ノ木遺跡

第5次

京都府 基本層

序

第2洪

水層

同上0 ★近世0

390 椋ノ木遺跡

第5次

京都府 基本層

序

第3洪

水層

同上。 ★近世0

391 魚田遺跡 京都府 東半部 p141:今回の調査において魚田.西村.門田遺跡でいずれも.広 ★1896年0 試掘調査。

第6次.西 範に堆積する洪水堆積層を認めた0調査地周辺は頻繁に洪水

村遺跡.門 の影響下におかれており, (中略)この層は周辺の京田辺市教

田遺跡 育委員会の調査において確認されている「明治29年の洪水砂

層」に同定しうるものと考える。(後略)

392 長岡京右 !京都府 A地区な 茶灰色 p64:(中世の遺物を含む層の)下層から茶灰色砂裸をベl スと ★中世初頭0

京第825次 ど 砂傑 する遺構が検出された0茶灰色砂磯は厚さ20- 60cm . (中略)

(京都第二 中世初更段階の土石流に似た小泉川の氾濫によるものと考え

外環状道

路関係遺

跡友岡.調

子地区)

るに至った0

393 長岡京右 京都府 E地区な p76:(E地区の)各トレンチの層序は地表下約0.5m まで▼黒色泥 ★中世～近 試掘。

京第825次 ど 土,淡灰色泥土,黄灰色粘質土が数枚の互層を為し,水田ー畑 世0 (複数回)

(京都第二 地の痕跡であるO時期は中世～近世である0なお,この互層の

外環状道 問には.厚さ5cm 前後の砂磯層,砂層が堆積し,複数回の氾濫
路関係遺

跡友岡.調

子地区)

跡が確認できた0

394 長岡京右 京都府 E地区 暗茶褐 p76:(E地区の13-14トレンチでは.中近世の耕作土の互層以 ★10世紀～ …試掘l拡張0

京第825次 13-14ト 色砂 下.厚さ10cm の褐灰色砂質土があり▼中世および平安時代後期 11世紀0△中
(京都第二 レンチ

i

E

裸.褐 の遺物が含まれる。さらに暗茶褐色砂磯.褐灰色砂襟は厚さ0▼3 世。

I外環状道 灰色砂 ~ 0.6m 堆積し▼須恵器,土師器などが出土し,瓦器など中世の

路関係遺 磯 遺物を含まない 10- 11世紀頃の旧小泉川の氾濫によって堆積
～
i
～
～

跡友岡.調

】子地区)

したものと考えられる0

395…魚田遺跡

第7次

京都府 【1】 〔増田富士雄.伊藤有加.坂本隆彦.佐藤智之「京都府京田辺市

魚田遺跡付近の地形と洪水破堤堆積物」P99ー104〕p102 :ここで

確認できた破堤堆積物の堆積年代は現在のところ決めることが

できない。破堤堆積物の堆積年代を木津川の洪水記録から推
定してみよう0最も新しい【1】層は,ビニール製品が含まれる黒

色層の上位にあることから,昭和34年9月(伊勢湾台風)の破堤

洪水による可能性が大きい。この地点で最も粗粒な【2】層は(中

略)1896年の堤防決壊に伴う可能性が高い。(中略)【5】層は(中

略)1860年のいわゆる"大住ギレ"に由来すると考えている。

★1959年0 試掘調査。

396 魚田遺跡

第7次

京都府 【2】 同上? ★1896年0 試掘調査。

397 魚田遺跡

第7次

京都府 【3】 同上0 ★1860年0 試掘調査0

398 志高遺跡 京都府 舟戸南

地区.

15 pp37-38(第21図)=古墳時代前期洪水層。 ★古墳前期。

△古墳後期
(6世紀前半

以降)

p440:(古墳時

代は須恵器の

出現をもって前

期.後期に区

分。)

399 志高遺跡 京都府 舟戸南 19 pp37ー38(第2一因) =弥生時代中期洪水層 pi16 :弥生時代中期 ★弥生中期。

地区 の集落は,本来現由良川の上に大きく張り出していたと推定さ

れ.由良川によって遺跡の大半が流失した思われる0

400 志高遺跡 京都府 舟戸南 p115:弥生時代中期から現代に至る包含層は.平安時代の洪水 ★平安e

地区 層を挟みはするがP比較的連続し,洪水等による- 時的流失と

堆積による断絶はあるが. 自然堤防上に集落が継続的に営ま

れていた様相が窺える。

401 志高遺跡 京都府 舟戸北 p330:(前略)(粘土層の上には),厚さ80cm から数m にわたって ★弥生中期

地区 弥生時代中期末から古墳時代前期にいたる洪水層(砂層)が堆 末～古墳前

積している0 期。

402 志高遺跡 京都府 舟戸北 8 p332:奈良時代の包含層の上には平安時代前期の洪水層(第8 ★平安前期

地区 層)が堆積している p443:(9世紀第1四半期頃の建物群につい (9世紀第2四

て)9世紀第2四半期に起こった大洪水によってこれらの建物群

は消失する0

半期)O

403 志高遺跡 京都府 岡安地 P4ー5=舟戸地区で見られたような中世の包含層及び平安時代の

区 洪水層は存在しなかった0
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404 志高遺跡 京都府 】岡安地

区

p415:(前略)褐色粘土層の下には弥生時代後期の洪水層と考

えられる淡黄灰色砂質土が堆積していた0

-★弥生後期0

-
405 下植野南 }京都府 B地区 p18:現在の水田床土直下に堆積した砂利層を削り込んで遺構 0 9世紀～13

世紀。

i

i

i

遺跡 (1990年 検出をしたところ,小泉川水系の流路跡と考えられる自然流路2

度調査) 条と▼平安時代の大型の某恵器璽片の集積,上流から押し流さ

れたと考えられる洪水堆積層を検出した0秒磯層の中からは6世

紀後半の遺物が多く出土しているが,上層を中心に9世紀から13

世紀までの土器が出土している0平安時代以降の遺構面と考え

られる。

406 下植野南 京都府 B地匝 p26:調査地東半部の基本的な層位は,灰白色砂磯(大石を含 ★平安0 A
】

遺跡 (1992年 む:平安時代洪水堆積層)ー褐色砂層(平安時代包含層)- 黒

度調査) 褐色砂磯土層(古墳時代後期包含層)ー黄褐色土(地Ill)セあ

る。

407 内里八丁 京都府

-

A地区 第3遺 p9:(第3遺構面の)直上を20~ 30cm の厚さの洪水砂(淡黄灰色 ▼弥生後期

遺跡A地 構面直 細砂)が覆っていた p54‥(今回の調査で)弥生時代後期未～古 末葉～古墳

区.B地区 上 墳時代初頭の水田跡を検出することができた0水田跡は,20- 前期初更(庄

30cm の洪水砂層をはさみ,上下2面の水田跡が存在した。p62: 内(新)～布

(A地区の)下層の水田跡が庄内期でも古相の時期に埋没したも

のであり,上層の水田跡は庄内期でも新相の時期から布留式期
初頚頃のものと判断される。

留(初))。

408 市田斉当 京都府 C 調査区 6 p13:第5層と第8層の間には,黄灰色細砂を多量に含む淡青灰 ▼1596年。△

坊遺跡 など 色シルト(第6層)が幅約5- 10cm の厚さで堆積しており,洪水砂

層と判断される0第5層からは,染付などの陶磁器片が出土して

おり▼近世後期と推定される0また第6層は.広範囲に確認でき

る層位であり,D調査区第3.4層に対応するとみられる。この第6

層およびそれ以降の堆積層には▼C調査区北東部で検出された

いわゆる慶長地震(1596年)に由来するとみられる地震噴砂の

立ち上がりは達しておらず,第8層中位で留まっている0

近世後期e

409 吉田近衛 京都府 I 区

】
1

5 P9:第5層は調査区全域に堆積する。厚さはほぼ40cm で一定し ★弥生中期

遺跡 ている。(中略)本層はその黄色砂(京都大学構内の遺跡におけ

る弥生時代中期初譲頃の黄色砂)に対応してくるものと考えられ

る0

初東o

I
410 平安京右 京都府 溝7 溝7哩 p99 :平安時代の最後,つまり最も新しい溝は溝7である0この溝 ▼平安後期。

】
京六条四 土 は.出土遺物が少ないため時期の特定は難しいが▼周囲の堆積 1

坊九町.五 や切り合い関係から,平安時代後半のものと考えられる0存続

条大路

I

期間は,溝の壁が比較的切り立って規格的である点や,洪水性

の堆積物で埋まっていることからすると▼短かつたと考えられる0

411.水垂遺跡. 京都府 河川 河川埋 p33 :調査区内の北東部を蛇行しながら.北西から南東方向に延 ★布留期以

長岡京左 土13～ ぴる河川である。(中略)(埋土の基本層序うち)1- 層は洪水以 降0△6世紀

京六1七条 25 後7世紀前半までの堆積層,9- 12層は砂襟を主体とした6世紀 前半(M Tー5

三坊 前半の洪水による堆積層, 13- 25層は布留期から洪水までの

堆積層である p98 :(古墳時代のうち)4期(p96 :(3-4期は布留

期の土器を伴う。))と5期 (p96:(M T15~ T K10型式の須恵幕を

伴う0))の間にも時間的空白が存在する05期の竪穴住居は4棟

と激減する0この時期に洪水がおこつたと思われる0流路に沿っ

て砂礁流がいっきに流れ込んで,流路を大きく削り込んでいる0

-TK10)c

412 水垂遺跡. 京都府 p113 :(平安時代の)畦や溝は平安時代中期の遺物を含む砂磯 ★平安中期。

長岡京左 層によって埋没しておりーこの時期に大規模な洪水によって一時

京大.七条

三坊

的に埋没したことがうかがえる0

413 平安京右 京都府 川跡2 中層 p25 :野寺小路にあたる位置において,野寺小路川(川跡45と川 ▼11世紀。△

京三条二 跡2)を検出した。川跡45は,全く新たに形成されたものである 13世紀末～

坊十四町 か.野寺小路東側溝を踏襲して流路化したものか断定できない 14世紀前半。

跡 が.その埋没は11世紀頃と考える。そして川跡45哩没後に川跡2

が形成され,13世紀末から14世紀前半頃の間には埋没したと考

える0(中略)野寺小路川は,川跡45と川跡2の洪水層(川跡2中

層)を含む3時期をあわせた,4時期にわたって平安時代中期か
ら機能し,鎌倉時代から室町時代初頭頃までには廃絶したと考

えられる0

414 平安京右 基本層 1～4ー p42 :1層から4- 3層はすべて耕作土である。イネのプラントオ ★室町～近

京三条三 序 3 パールや花粉を多量に含むという分析結果から主に水田として 代。

坊三町跡 利用されていたことが判明した0小襟を含んでいたりP氾濫堆積

物を挟在する状況が明瞭に観察できる土層があることから.氾

濫堆積物を母材にしていることがわかる。いずれの土層も西側

が厚く.また,西側から東側に向けて傾斜していることから,調査

地西側を流れていた紙屋川が氾濫したときに供給された堆積物

に基づくことは明らかである。20世紀前葉に付け替えられる前の
紙屋川は天井川となっていたが, 1層.2層に含まれる磯は3層.4

層よりも大きいことから▼時代が下がるにともない洪水の規模が

激しくなったことが推定できる。しかし.度重なる洪水にもかかわ

らず▼室町時代以降,工場が建設される近代に至るまで.耕作

地としての利用が続けられた0
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415 長岡京右 京都府 Ⅱ区

～

p15 :H 区では現代耕作土(厚さ0.2m ),現代以前の耕作土(厚さ ★長岡京期
京二条三 0.2~ 0.4m ),以下は小畑川あるいは善峰川による氾濫堆積(砂 以降。
坊一.八 磯中心)となっている。段丘崖を形成した氾濫堆積の時期は不
町,上里遺 明であるが,長岡京期以降と考えられ,それ以前の遺構は削り

跡 取られて遺存していない p21:(長岡京期以降の河川氾濫堆積

について) Ⅱ区中央部の東西断割断面の観察により.大きく下

面を削り込む洪水とそれに伴う砂裸の堆積が少なくとも2度確認

され.1度目の洪水によりト Ⅱ区間の段丘崖が形成されたと考

えられ,2度目.の洪水までに溝481が作られ.その埋没後に2度

目の洪水があつたとみられる。その後は耕作地として利用されて

廿、ることがわかる。

416 広野遺跡 京都府 = P10 ‥中近世の土砂堆積層は大きく2層に分けられ,3-4層は河} L* 中世後期
氾濫により直接的に堆積 p12 :中近世堆積層は中世後期～近

世初期に堆積か。このような堆積層は▼城陽市北部でも確認で

きるという。上流域における比較的規模の大きい開発を想定す

ることが可能ではないかと考えている0

～近世初更0

417 宇治川太 京都府 河川堆 A p16:A0701トレンチでは▼上から30cm ほどのところに厚さー0cm ほ ★昭和28年9
閤堤跡 積層 どの細粒砂が挟まれる0砂は北側ほど明瞭であるが▼南側では

欠如することもある。これは昭和28年9月水害による氾濫砂と推

定される0

月0

418 宇治川太 京都府 河川堆 E Pー6=宇治川の洪水により,河岸の微高地の形成された堆積物で ▼元禄～正
閤堤跡 積層 ある。(中略)この層の上から50cm ほどのところにはP文化年間

の瓦が含まれる。(中略)A0701トレンチでは15枚の氾濫堆積層

が確認できる。p17:(直下のF層)下位の河床確との間に厚さ20

~ 30cm の元禄から正徳期の瓦の層が挟まれる0

徳。○文化0

419 長岡京左 京都府 4 p185:(第4層は)暗灰色系硬質～砂蝶層0上半が土壌化したや ら▼弥生前期0
京第258次 や細粒の扇状地性堆積層である。層厚は約0.35m を測る0第4層 △古墳前期

下面は波状をなし,堆積時に顕著に下層.第5層を掘り込んだ状 (布留(新))0

況がみられるoP222‥遺跡形成のプロセスについては弥生時代

前期遺構面の基盤.第7層からなる扇状地性もしくは河川堆積物

が,西南西方位から東北東方位へ供給された後▼泥質の堆積し

始める環境下において. 当該期の生活面の形成もしくは遺物の

放棄される状況下となったものと考えられる。しかしその後ー古

墳時代前期までに少なくとも2回の洪水氾濫堆積(第5層.第6層

上半,層厚0.8m 以上)によって弥生時代前期遺構面は完全に埋

め立てられてしまったとみられる0古墳時代前期頃には再び扇 ～

状地の形成(第4層による第5層上面の掘り込み.不整合面の形

!成)がなされ,その堆積面(第4層上面)において布留式新段階

以降古墳時代後期にかけての遺構面が成立した0

420 長岡京左 京都府

京都府

5,6 p188‥(第5層は)灰色系シルト0比較的均質な細粒土壌である0 ▼弥生前期e
京第258次

A

長岡京左

層厚0.38~ 0.50m 以上。(中略)(第6層は)黒灰色炭混じり細砂

質シルト層0暗色を呈する細粒土である0層厚0.3m を測る。(中

略)弥生時代前期の遺物包含層であるサP222 :遺跡形勢のプロ

セスについては弥生時代前期遺構面の基盤t第7層からなる扇

状地性もしくは河川堆積物が.西南西方位から東北東方位へ供

給された後,泥質の堆積し始める環境下において. 当該期の生

活面の形成もしくは遺物の放棄される状況下となったものと考え

られる0 しかしその後▼古墳時代前期までに少なくとも2回の洪水

氾濫堆積 (第5層.第6層上半,層厚0.8m 以上)によって弥生時代

前期遺構面は完全に埋め立てられてしまったとみられる0耳墳

時代前期頃には再び扇状地の形成 (第4層による第5層上面の

掘り込み.不整合面の形成)がなされ▼その堆積面(第4層上面)

において布留式新段階以降古墳時代後期にかけての遺構面が

成立した0

蠑7~ z ~ .-

】

421 SD2581

6

4上面 p194 :(長岡京期の)溝SD25816はトレンチ南半部を東西に貫く ▼長岡京期0
京第258次 (SD258 大形の東西溝である。(中略)溝埋土は大きくみて次の3層で構 △13世紀。

16埋土) 成される0即ち.溝下層=洪水起源とみられる粗粒な堆積物,下

層に挟まれた中層.泥土:灰色シルト,下層を人為的に埋め立て

たとみられる上層二暗赤褐色硬質土である0下層はその下部が

砂蝶層もしくは砂磯.砂の互層,上部が砂.シルトの互層になっ

ており.急速に洪水堆積物が溝SD25816内に流れ込み.埋め去

てた状況を認めうる p223:(前略)少なくとも2回にわたって側溝

内の下半を埋めるような粗粒な洪水堆積物を確認し得たことは,

長岡京期の自然災害の実態を検討するための好例となった。

(中略)(第3層上面検出の素掘り溝群の下限時期は13世紀0)

422 長岡京左 京都府 基本層

序
5 p131:(第5層は)流路堆積物である0層相から3層に区分でき ▼弥生中期

京第310次 る。(中略)上層上面で長岡京期の遺構を検出した0標高は14.6 ～古墳後期。

-14.65m 。中層は奈良時代の遺物を包含する流絡堆積物であ

る。下層は弥生時代中期～古墳時代後期の遺物を包含する流

路堆積である。

△長岡京期0

423 長岡宮跡 京都府 Pー40 :(古代(長岡京期～平安時代前期か)には)落差5m ある段 ★長岡京期
第422次 丘崖の裾に向けて,商流する古小畑川が東方に流路を移してい

く0強い水の流れは多量の土砂を動かす共に,崖の付け根の地

層をえぐり, 崩壊させる0洪水の度にえぐり取られた地層は,-
抱えもある大きな粘土塊(偽磯)となって川底を押し流していく0

河床水位の高い状態が継続する0 (後略)

～平安前期0

241



遺跡-覧表B-2

424 修理式遺 京都府 基本層

序

5 tpp155-159:(第5層は)紫灰色粘質土～黒紫色粘土で弥生～古 ★弥生後期

跡第12次 墳時代の氾濫堆積物である0〔辻本裕也「自然科学分析の成 末葉～古墳

果」pp183-210〕p186 :(第5a層の)形成時期は,布質式土器が出 前期(庄内～

土することから古墳時代前期頃と推定される。p187:(第5C層の)

形成時期は▼庄内式期の遺物が出土することから,弥生時代後

期末から古墳時代初更と推定される。p203:弥生時代終末～古

墳時代初頭および古墳時代前期の遺物が出土する第5層形成

期になると,堆積環境が変化する0 (中略)弥生時代終末期から

古墳時代にかけてー調査区は再び河川の氾濫の影響を受ける

氾濫原に変化したことが推定される0

布留)0

425 長岡宮第 京都府 l基本層

序
4b p57:(第4層は)池SG 45201機能時の堆積土である。4層に区分 ▼近世0 △昭

452次 される0 第4a層は灰色粘土で.地底の泥土上層に相当する。同 和34年ごろ0

層中より茶褐色のガラス瓶の破片が出土した0第4b層は泥土内

を裸形に入り込む灰色砂襟で,氾濫堆積物に似た層相を呈す

る0池内部に入り込んだ氾濫性の土砂と推測される0池の北岸 E

付近に分布し▼池中央側へ終息していくことから.土砂の流入後

には底渡いが行われたとみられる。第4a層はその後の堆積であ

る p65:今回の調査により,池の北及び西側の岸辺を確認する
ことができた0池底に堆積した泥土は大きくみて3層に区分され 】

る0最下層からは近世の陶磁器▼瓦類が出土しており,池の造

宮が近世にまで遡る可能性を示唆する0(中略)池の廃絶につい

iては,明らかではない0地元住民からの聞き取りによれば,昭和

34年頃には竹薮になっていたらしい0

426 長岡京跡 京都府 基本層

序

I

3d

-1

p147:(第3層について)大きくみて4層に区分される。第3a層はオ ★江戸。

I

r)
-

左京第512 リーブ褐色シルトで平均層厚0.2~ 0.3m 。この上面は第1遺構面

次.第518

次

となり,標高は23.40~ 23.50m 付近にあたる0第3b層は褐オI)I

ブ色シルトで,平均層厚0.4~ 0.5m oこの上面が第2遺構面とな

る0その標高は23.20m 付近にあたる。第3C層は褐灰色シルトを

.基調とし.灰色砂のラミナが幾筋もうすく介在する0平均層厚
0.5m 0第3d層は灰黄色砂▼シルトで氾濫性の溢流堆積物であ
る0平均層厚0.5m 。p156:江戸時代の生活面は▼第1遺構面を除

けば▼氾濫の影響を受けて消失したり.氾濫後に利用可能な土

地に復旧するための人力による改変が加えられるなどして.より

下位層での遺存状態は良くなかった0このことは.江戸時代にお

いて当該箇所が小畑川の氾濫の影響を強く受ける地域であり,

1孟宗票 況と向き合った江戸時代の人ぴとの生活の在り方

427 門田遺跡 京都府

～

p4 -6:基本的な層位は.水田の耕作土直下に明治29年(1896)と★1896年0 一
一

考えられている洪水による砂もしくは砂確が堆積し,その下は青

灰色系の粘性細砂～粘土が厚く▼東部ではその下がかつての

木津川の河原とみられる茶褐色粗砂となる0

428 京都大学 】京都府 第2次調 Eー0-F7 p10:調査区西南部ではそこに営まれた多数の井戸や小河川 ▼12世紀～ p27(表2):(辛

構内遺跡 査区 SX07が,後の氾濫による砂磯(E10-F7層)に埋もれる0 (中略) 13世紀。△14 安京Ⅳ期は12

I(白河北殿 E9層は,第1次調査区ではA3層など広くみられた層位に類似し, 世紀。 世紀頃, 中世京

第1次.第2 年代も対応するとみてよい。E11層は,調査区の西南部のごく- 都 I期は13世

次) 部に限られる土層であるが,これが第1次調査区で多量の遺物 紀頃.中世京都

を出土したA5層に相当する。p9:(第1次調査区の)A3層は,おも Ⅱ期は14世紀

に,中世京都Ⅱ期ごろの土師器を出土し,A5層は平安京Ⅳ期か

ら中世京都 I 期ごろにかけての土師器が出土した0

頃に対応する。)

429 京都大学 京都府 第2次調 SX06 PP2ト22 :(SX06は)第2次調査区西部で検出した埋積河道であ 0 10世紀頃0 p27(表2)‥(平

構内遺跡 査区 る0 この河道の東岸は450 前後の傾斜で東へ上がる0この斜面 安京Ⅱ期は10

(白河北殿 に厚さ5~ 10cm 程度の青灰色粘土を南北約20m 以上にわたって 世紀頃に対応す

第一次.第2 貼り付けている0 (中略)粘土帯の西側では,東側と不連続な砂 る。)

次) 襟が▼やや東下りの傾斜をもって堆積しており,粘土帯の西裾付

近からは.平安京Ⅱ期の土師器が出土した0両側の砂磯層と

もーその磯種組成は高野川系の流路ないし氾濫を物語る0 (後

略)

430 北白川追 京都府 14~ 28 P34‥14~ 28層は,泥炭質土と砂層の互層であり.低湿地がしぼ ★縄文晩期0

分町遺跡 しぼ滞水域となったことを示す0縄文晩期の土器を伴なう。参考

/ 石田志郎.竹村恵二「北白川追分町遺跡の堆積環境の変遷」

pp189ー192:縄文晩期の泥炭層西方に小規模河川があり,その
河川からオーバーフローしたり.クレバススプレー型の堆積をし

たものと考えられる0

431 京都大学 京都府 5 p54 :第11層(黄色砂)は弥生前期末～中期初頭の土石流による ★弥生前期

北部構内

遺跡BA28

区

堆積である。厚さは2m 0 未～中期初

頭。

432 京都大学 京都府 5 P6:第5層の黄色砂は粒子の細かい砂層で,無遺物。弥生前期 ★弥生前期

本部構内

遺跡A U30

区.AV30

区

未～中期初頭の土石流堆積物に相当する。 末～中期初

頭0

433 京都大学

北部構内

遺跡B B28

区

京都府 12 p42:第12層は砂磯で-弥生前期末～中期初頭の土石流の跡O ★弥生前期

末～中期初

更0

242



遺跡一覧表B-2

434 京都大学 京都府 5 第5層(黄色砂)は弥生前期末～中期初頭の土石流による ★弥生前期

本部構内

遺跡

区

堆積である。 末～中期初

頭0

435 京都大学 京都府 区 9 層の)黄色砂は,弥生前期末～中期初譲の土石流にとも F★弥生前期

北部構内 なう堆積物であることが従来の調査で明らかになっており.吉田 …末～中期初

遺跡 山北麓から西麓にかけて広く分布する鍵層である。本調査区で 頭。

区 は,層厚0.2′ ほどで堆積のみとめられない部分もある。

436 京都大学 京都府 区 6 黄色砂 (第6層)は,厚さ約 一弥生前期末～中期初更の ★弥生前期

北部構内 土石流にともなう堆積物で,吉田キャンパス東半一帯にかけて 末～中期初

遺跡

区

広く分布する0 頭0

437 京都大学 京都府 区 5 P5 =第5層の黄色砂はP弥生時代前期末ー中期初頭の問の- 時 ★弥生前期

総合人間 期に比定される土石流堆積層で▼(中略)厚さ1′ を測り,無 末～中期初

学部構内

遺跡

区

遺物であるため機械力で除去した0 頭。

438 京都大学 京都府

i

区 10 P8 =第10層は. 白色の粗砂層で▼中央微高地の形成要因となつ ★縄文後期0

a

総合人間 ている の埋積層であるほか.第11層の上面や内部の随所 ▼縄文後期
学部構内 こブロック状に存在する。層内には磨滅した土器の細片が散見 中葉0

遺跡 される。縄文時代後期ごろの白川系の流路にともなう洪水堆積

区 層とみなされる0 (中略)(第11層について)調査区東辺では,層

内から縄文時代後期中葉の残りのよい土器を得ており,この層

の堆積時期を示すものとみられる0

439 京都大学 京都府 AX25. 5 第5層の)黄色砂は弥生前期末から中期初頭の洪水層 ★弥生前期 】

本部構内 26区 で,これまでの周辺地域の調査で京都大学吉田キャンパスの- 末～中期初

遺跡

AX25.

区

帯に広く堆積していることが明らかになっている。 頭0

440】京都大学 京都府 1 機械により除去した第1層の黄色砂は.弥生前期末～中期 ★弥生前期

北部構内 初頭の一時期に生じた土石流による堆積で,京都大学構内ー 末～中期初

遺跡

区

帯で広く検出される鍵層である0 頭。

441 京都大学 京都府 区 調査区西辺では,この黄灰色シルトを切り込んで形成され ▼縄文後期

病院構内 た自然流路SR7を検出した0淡褐色砂質土は,このSR7の肩部 前葉。○縄文
遺跡 から黄灰色シルトを覆って堆積しており の溢流堆積物と理 後期前葉。

区 区

r

解できる および淡褐色砂質土からは,.縄文後期の遺物が

出土した ‥淡褐色砂質土およびSR7から出土した縄文土器

はいずれも縄文後期前葉に属し, Ⅲ9が縁帯文成立期であるほ

かは北白川上層式2期に比定できるものが主体を占める0

442 京都大学 京都府 区 7 西域では黒褐色粘質土(第5層.同B 層). 白色細砂(第6

医学部構 l層).黄灰色砂硬(第7層I同D層)r東域では赤褐色細砂(第8

内遺跡
i

潤 ),黄灰色細砂(第9層)などを介して,赤褐色砂磯(第10層.同

区 I層)が厚く堆積している0黒褐色粘質土の埋積する沢状の流路

なSR1とする0これらは, 旧白川の氾濫によって形成された堆積

物と推定される。(中略)流路SR1の段階以前から.ここに浅い沢

状の凹部があり,そこへ様々な堆積物が流れ込んで沢を埋めて

いつたとみられる。その下.手は厚い赤褐色砂確 (I 層)が堆積し

ており.大規模な洪水を物語っている0青灰色シルトからは縄文
前期の土器.黄灰色シルトからは縄文中期の土器が出土してお

り,その下に堆積する黒褐色粘質土は▼縄文前期以前に堆積し

たものとみられる0

443 京都大学 京都府 】 区 5 第4層の暗褐色土は調査区内では層厚 をはか ★弥生前期

本部構内 リ,縄文時代から7世紀までの遺物を包含していた0この堆積物 末～中期初

遺跡 は.束に隣接する立合調査区では.黄色砂(第5層)をはさんで 譲0

i

区

～

上下に分離でき(4a層と 層),下層はさらに比較的均質な4b

層と小裸l粗砂のまじる4C層に区分できた。(中略)黄色砂はそ

の特徴から,京都大学吉田キャンパスI 帯に広く堆積した,弥

生前期末.中期初更ごろの洪水層である。

444 京都大学 】京都府 AX22区 3 地点B トレンチの断面に▼黄色砂(第3層)からその下位 ▼弥生前期 立合調査。

本部構内 の黄褐色粘土(第6層)までを削る黄褐色糊砂(第2層)を確認し

】末葉0

-

遺跡 たe黄色砂には葉理がほとんどまったく確認できないのに対し黄

区(立合 褐色糊砂には明瞭な葉理が認められたので.この粗砂層は水

い) 成堆積である。この攻撃によって削られた第4.5層のブロックも

散在する。堆積年代については,京都大学構内で弥生時代前期

末の鍵層とされる黄色砂を削っているのでそれ以後と言えるが,

上部が撹乱を受けているために下限は不明である。

445 京都大学 京都府 区 P6‥(前略)第5層の黄色砂は.吉田キャンパス一帯で広く見られ ★弥生前期

吉田南構 る弥生前期末の洪水性堆積である0上部が粗砂ー下部が細砂 末～中期初

内遺跡

区

からなる。 頭0
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4叫京都大学 京都府 区 Pー39:縄文晩期.弥生前期の遺物包含層(東壁の第8層.酉壁の ★弥生前期
北部構内 第13層)の上面で.lj、区画水EElおよび周辺の微地形を良好な状 末～中期初

頭0遺跡
区

態で検出したD黄色砂がT弥生前期末～中期初頭のI 時期の
土石流堆積層であり,今回も含めてこれより下層で弥生中期に
下る遺物はまったく出土していないことから,弥生前期末段階の
地表面がほぼそのまま遺存しているとみてよい0

447E京都大学 京都府 区 は 北肩の黄色シルト層上面～上部にかけ ▼弥生前期 ー
北部構内 の て,弥生中期後葉(畿内Ⅳ期)の土器 の破片がまと末～中期初 ,
遺跡
区

まっていたもの0(中略)これらは,流路SR 1が形成されて後の比 預0△弥生中
較的早い段階の遺構とみられるので▼流路を形成する洪水の発 期後葉(畿内
生は,弥生中期後葉までの間であったことがわかる 弥生
前期末～中期初譲の鍵層として評価されてきた黄色砂を切って
流れる大規模な洪水による流路 の存在と,その後の長
期にわたる地形環境の変遷を明瞭に把握できたことも.今回の
大きな調査成果である0(中略)土石流により黄色砂が2mあまり
埋積して前期の水田が廃絶し.それほど時を経ずに洪水による
谷地形の形成があった後,中期のうちにすみやかに低地を利用
した水稲耕作が再開されていたことが十分に予想される0今後
は,このような弥生中期以降の遺跡についても.生産領域など
の認定を視野に入れた調査にのぞみ,活動空間の変遷を具体
的に復元することが課題となろう0

Ⅳ)。

448京都大学 京都府 区 5 P4‥第5層の黄色砂は,吉田キャンパス一帯で広くみられる弥生 ★弥生前期
末。本部構内 前期末の奴水性堆積物 前後の層厚をもつ粗砂(5a

遺跡AT2一
区

層)とー 前後の層厚のある細砂(5b層)に分離できる0

449京都大学 京都府 区 5 基本層序は全域でほぼ共通する0ただし第5層黄色砂は. ★弥生前期 i

1

吉田南構 付近から西方に向かい厚みを増し,西端で をはか 末～中期初
更0内遺跡 る。この黄色砂は▼弥生前期末～中期初頭の一時期に生じた土

区 石流堆積で,京大構内遺跡一帯の鍵層としてひろく確認されて

いるものである0
450京都大学 京都府

ー1】
1l1
-

区 14

ZI

P7:調査区東半には,表土.撹乱層を除去すると黄褐色シルト層l★縄文後期
病院構内
遺跡
区

～

第5層を削っている地層にはrこのほかに第4層の灰白色粗砂
ある0泥炭賢土の介在を局所的に見るが,総じて一様の粗砂層 :
がr東北から南辺中央にかけてr撹乱に分断されつつも,二筋 -lの河道が合流するように分布する0ラミナが確認でき,包含遺物-

-は縄文時代後期の北白川上層式までにおさまる0比較的短期
間の白川系流路による水成堆積層と判断する。Pー08 :先史時代一

一
の高野川の左岸の浸食と思われる堆積状況はこれまでにも.吉l-
田キャンパス各地で確認されてきた(北から▼ " -
141地点など)0それらが全て同一の時期の所産なのかはわから -

ないが,今回の調査によって,少なくとも北白川上層式2期にI

度はそうした大規模な氾濫があったことがわかり 地点で営

まれた弥生前期の水田の成立につながる土地条件が整う過程

がうかがえた。

45ー京都大学 京都府 区 弥生前期末の土石流堆積層で鍵層となる黄色砂は.西方 ★弥生前期

本部構内 ほど厚く.C地点付近で薄くなって消失する0ただし.E地点付近 未。

遺跡 など時計台北側の東半部でもー表土直下で薄い膜状に検出され

区 る地点がある0

452 京都大学 京都府 区 6 第6層の黄色砂は.厚さ 以上におよぶ弥生時代前期 ★弥生前期

北部構.内 末～中期初要の土石流堆積でP水成堆積を示唆するラミナは基 末～中期初 -

遺跡

区

本的にみられない0 (後略) 乱 】

244



遺跡一覧表B-2

453 京都大学 京都府 区 14 縄文晩期の地表面について)この地表面の南縁には,西 ▼縄文晩期

F
E
I

北部構内 流する自然河道が確認されている0第15暦上面の旧地表面が 前半0△縄文

遺跡 分解しなかったのは,直上が洪水性堆積砂(第14層)に瞬時に 晩期末。

;

区 -

i

～
】
i
～

覆われたからであるが. この細砂もその直上の粗砂(第12層)

もPこの河道から横溢して堆積したものである。また,地表面の

東北辺では,およそ南北方向に,直上の第14層の細砂が幅1cm

ほどの地割れ状に深さー0cm 以上入りこむ間隙を多数確認してお

り,第15層掘削後にも残っていたものは,図135に示した0第14

層が水成堆積でありながら摺曲した状況を呈している点と▼第12

】霊豊 農芸芸悪霊鐙 だ :豊 聖 禁霊 芸の% 票富悪 霊

をともなわない不透水性のシルト層である点をあわせて考えるな

らば,第14層を洪水が襲った後あまり時間を経ずに地震が起き

た可能性を指摘できる。 前略)泥炭質土 Iの南方を西流

していたこの白川系流路は.増水.氾濫し泥炭質土 Iを厚い細

砂層(第14層)と粗砂層(第12暦)で,完全に覆ってしまう0以後,

この辺りは泥炭質土が分布するような湿原状態になることはな

いが,それはこの透水性のある細砂層が厚く堆積したことによっ

て周囲よりも比高が高くなったためであろう0とはいえ,それに
よって晩期後半にすぐにこの辺りが安定したわけではなく-弥生

前期の安定した土壌化層の形成に至るまでには▼しばしば粗砂

を網状に分布させる北東からの白川系の水流がおよぶよう卑

(第 層),シルト基調の植生の発達しない地表状態だつたと

思われる0

454 京都大学 京都府

l

区

i
i

31 第29層の下位には▼調査区中央より南辺では淡灰 △縄文後期
北部構内 色細砂層(第30層)が堆積しておりーその下に堆積するチャート 後半(元住吉
遺跡 の目立つ褐色磯層(第31暦)との層理面に近い堆積底面付近か 山)。

i
-
～

区

i
i
i
E

ら, ほとんど摩滅していない元住吉山式の無文土器片が50点ほ

浩 志諾 忘諾 讐 農芸票 豊豊富豊 吉 2]4莞 志 もl

認められた第31層相当の褐色磯層は 前後の厚い堆積で,

その上には東に向かって厚みを増す第30層があり,この褐色磯

層の下には,層厚2cm ほどの黄灰色粘土(第32層)がある。第3

2 層のさらに下位には▼ ほどの厚みで.硬質の茶褐色粘質

土(第33層)が見られる0第 層は調査区ほぼ四周で確認で

きた0そしてその下には ほどの層厚の明灰色シルト(第34

E
F

層)が.さらにその下位には黄灰色シルト(第35層)が,それぞれ

堆積していた。 元住吉山式よりは古い時期の高野川の横

溢によってできた厚さ 前後の磯堤(第31層)の下位には.硬

質の土壌化層(第33層.)が調査区I 帯に広がっていた0そして,

この土壌化層の直上には.もともとの堆積厚は不明だが,第31
層たる横堤をもたらした水流にようて上部を削られた粘土層が

薄く残存している(第32層)。したがって,元住吉山式以前のいつ

の時代かはわからないが.安定した第33層の地表面が,洪水な

いし土石流などに襲われた可能性がある0

455 京都大学 京都府 区 8 前略)表土除去後に第8層の洪水砂層に達してーこの第8 ★弥生前期

北部構内 層上面に様々な埋土の遺構が確認される状況となっている0洪 末?
遺跡 水砂層は,南半では,シルト質のためか,土壌化している部分が

区 目立つ0そして.東辺と西辺中央ではかなり厚いが.北辺中央付

近や西北辺には調査区南半と同様に,暗黒褐色砂質土や黄色

がかった粘質土が残存する0南壁際では,この洪水砂層を切る

ようにそれよりも新しい堆積の黄褐色や黄白色の砂層が堆積し

ている。弥生前期末の土石流堆積である黄色砂の可能性はあ
る0

456 京都大学 京都府 区 暗黒褐 前略)本調査区では.上記のように.暗黒褐色砂質土 Ⅱの】★縄文早期。

北部構内 色土

～

直下にも.それより下位の黄白色粘土層の直下にも▼土石流な

遺跡 いし氾濫性の堆積が認められ,また▼暗黒褐色砂質土 I もⅡ

区 も,それぞれラミナを確認できない砂に覆われており, これも氾

濫起源の可能性がある。白川の上流域は花崩岩地盤なので▼

土砂移動は頻繁に起こりやすく,北白川廃寺下層での氾濫堆積

と,本調査区のそうした堆積物との年代を対比させることは跨措

されるが,暗黒褐色砂質土 I .Ⅱは縄文早期頃の地層と考えて

おきたい。暗黒褐色砂質土 Ⅱは,調査区東南部を中心に氾濫に

見舞われ,その堆積によって西下がりの傾斜が多少きつくなつて

から,再び安定化して暗黒褐色砂質土 I が形成される0そしてこ

こでもまたP今度は比較的広く氾濫に見舞われるOここまでは縄

文前期以前のことである0

457 京都大学 京都府 区 6 P6‥第6層の黄色砂は▼中砂～粗砂が基調となる6a層,粗砂が主 ★弥生前期

北部構内 体で拳大の磯が混じる6b層▼幅1m をこえる巨確を包含する6C層 末。
遺跡

区

に細分できる。弥生前期末に発生した洪水性堆積物である0
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458 京都大学 】京都府 区 10▼11a P6 =灰白色砂襟(第11a層)は.径 前後の確から構成され ★縄文後期

北部構内 る。扇状地上を流れた網状流路を埋積した氾濫性の堆積物。灰 後半～晩期

遺跡 白色砂 層)はその川底堆積物である0淡褐色砂質シルト 前半。 ～

区

～

～
…
i

～

(第9層 ),灰黄褐色シルト(第10層)は,第 l1層の溢流堆積物で 5

あろう0上下の堆積物の年代から判断してー縄文後期後半から

晩期前半におさまるだろう。 前略)第11層のような氾濫性

堆積物もみとめられた0 この氾濫の時期は▼上下の堆積物の年

代から縄文後期後半から晩期前半までのある時期と考えている

-

が,南西へ50m 離れた297地点では,縄文後期後半(元住吉山

式期)に白川系流路の氾濫があったことが明らかになっている0

これらは,一連のものである可能性もある。

459 萱振遺跡 大阪庶 基本層 10 〔広瀬雅信「中河内における弥生時代小集落の- 様相ーいわゆ ▼弥生中期。

～
第1次 序

～

る分村の消長- 」 〕P3ー4 :(弥生時代中期の)水田面

の上には砂とシルトの互層(第10層)が厚く堆積しており.(中

略)この堆積状況は中期の水田面が幾度もの出水と満水の繰り

返しで埋没していつたことを示す0 (中略)第10層の中には遺構

面や水田面が形成されていないことから,中期のある時期から

後期前半の集落が営めるような地盤が形成されるまでは,毎年

のように繰り返される洪水のために▼人々の生活はこの地域か

ら遠のいていたのであろう0

△弥生後期0

460 志紀遺跡

第6次

i
】

大阪庶

i

～

第5遺

構面直

前略)第4遺構面は弥生時代後期末から古墳時代初頭に

位置付けられる 第5遺構面では)自然流路をはさんで調

▼弥生前期

～中期0△弥

r
】

上

-
i

査区の西側の水田群の上面はおよそ 程度の徴砂層に覆 生後期末～

われていた0流路の氾濫に起因すると考えられる 前略)

第5遺構面の存続年代を弥生時代前期から中期にかけてと考え

た。 第5遺構面▼第6遺構面である弥生時代前期から中期の

遺構は大畦畔が等高線に平行して営まれ,それを切るように自

然流路が氾濫していた。自然流路は幾筋にも分かれ.流れがひ

いたあと,それぞれ埋め戻されるまで,長きにわたって遺構面が

存続していたことが伺える0

古墳初頭0

E
～

461 志紀遺跡 大阪腐 (12) PP1卜ー2=(第3a層 は)オリーブ黒砂混じりシルト0上面が第1 ▼平安末期O

-

第7次

i

;遺構面のベースとなる0調査区東側からおびただしく検出され

た。鎌倉時代前期に相当する0 この遺構面上層には,黄褐色の

砂レキ層 が調査区全体を覆っている0この洪水層は,既往

の調査区でも確認されている 第3b層は)第2遺構面の

ベースとなる。平安時代末期の水田遺構0

△鎌倉前期0

I

462 志紀遺跡 大阪庶 4 第3b層は)第2遺構面のベースとなる0平安時代末期の水 ;○飛鳥.奈良

第7次 田遺構0 (中略)(第4層 は)暗オリーブ灰シルトで,粗砂,細 r末0△平安末

砂rラミナを構成する洪水層であるO既往の調査区でも確認され 期。 r
下 し、るが,従来のように分厚い洪水堆積ではなく.緩やかな流れ

jの水性堆積層である0 (第5a層は)オリ- ブ黒粘質土,灰オリl

鵠 霊t,e禁 呂芸票 ㌫ 慧 認 諾言語

リーブ灰シルト灰オリーブ砂質シルトなどの細砂が相互にラミ- 獲-
信雷雲f,票 孟 慧 霊票 霊 ㌶ 霊宝豊 富 5

履霊 票 慧 濫 妄宗怨 讐 に飛鳥帆 奈良時代未 】

463志紀遺跡
第7次

大阪庶 5b El完品 濃 芸憲豊富 岩孟 豊 ㌫ 荒 完票 i

する0しかしながら著しく踏み込んだ跡がみられることから,数面
の遺構面が存在しては,水没したものと思われる0 1

464志紀遺跡 大阪庶 6 第6層は)調査区全体にみられるややスミを含む分厚 ★古墳前期0
第7次 い植物遺体層,およびシルト質砂層.古墳時代前期頃の洪水層

と思われる。
465西大井遺 大阪府 基本層 34 第34層は)オリ-ブ黒色砂混じり粘土層が河川の運搬で堆▼11世紀0

跡 序 積した土砂である0(下方が第3遺構面。 ‥(第2面について)
遺構の年代はー遺物から中世と考えられる 第3面は)寡

一層等をベースにした水田▼畦畔遺構が調査区全域から検
出できた0(中略)調査区東側の水田は,洪水の粗砂層によって
埋没するが,西側の水田は洪水の被害を受けていない ‥
(第3遺構面について)遺構の時期はー11世紀頃の平安時代後
半と考えられる0

466西大井遺 大阪府 基本層
▼

第 層は)暗青灰色粘質シルト層.オリーブ▼11世紀0
跡 序 31,35, 黒色シルト層,暗オリーブ灰色粗粒砂混じり粘土層ー灰オリーブ

43 灰色粘土層等がベースになる0河川堆積でできた土砂が大半で
ある 第3面は)第 層等をベIスにした水田▼畦畔遺
構が調査区全域から検出できた。(中略)調査区東側の水田は,
洪水の粗砂層によって埋没するが.西側の水田は洪水の被害を
受けていない ‥(第3遺構面について)遺構の時期は.11世
紀頃の平安時代後半と考えられる。
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467 七ノ坪遺跡 大阪庶 5a 第5a層は)灰白色～灰色～灰白色～褐灰色粘土～微砂質 ▼古墳0△中

粘土0上部水田面を覆う土層0層厚 区西端では

前略)水田は2時期あるいは3時期を経て,砂層で

埋没する。約 程の堆積あるが▼土器はほとんど出な

い0さきにふれたように時期はわからないが.堆積砂層自身が

早- の堆積というより.色調l土性に違いがあることから,一度

の堆積というよりは▼幾時期かの回数を経て堆積し,相応の層序

を形成したと考えられる0その上位の層は, 中世包含層であり.

アゼの推定する古墳時代からかなりの年数であることから▼当
然過去に削平された土層も勘案すべきであるが,水田埋没の直

接的契機となる洪水砂が.水田経営を放棄させる方向へ導いた

と考えられる。(後略)

世。

468-跡部遺跡 大阪庶 基本層 4 P5 ‥第1～3層は耕作土層である。出土遺物の所属時期から判断 ▼中世(第7

序 して, 当該地は中世には開発され,近世を通して耕作地として活 層上面‥第1
用されていたと考えられる。(中略)第4層 黄灰色粗砂～シル 遺構面)。△

ト 区以南で確認した0厚さ 河川氾濫に起

因する堆積層と考えられる0遺物の出土はみられない。(中略)

第7層上面が第1遺構面である。第1遺構面では, 中世に帰属す

る溝が検出されておリ. 当時の生活の痕跡等の一部が存在し

た。

中世～近世0

469 跡部遺跡 大阪腐 基本層 7 P5=第7層 灰色～灰白色細砂～シルト0厚さ 最下部 ▼平安。△中

序

t
-
E

に厚さ5cm前後の灰色シルトの帯状の層が観察された0河川の

氾濫に起因する堆積層と考えられる。上部は第5.第6層からの

撹拝により耕作土化する0標高 十7ー3m 前後を測る0第7層上

面が第1遺構両である0第1遺構面では, 中世に帰属する溝が検

出されておりI 当時の生活の痕跡等のI 部が存在した0第8層

黄灰色粘土0厚さ 。上部はマ.ンガンの沈着により変色

する0下部に部分的にシルトの薄い堆積がみられた0上面は溝

1.2が検出された第2遺構面に当たる。溝2は平安時代に比定さ

れ,本層はそれ以前に形成された土層と考えられる0

世0

470 跡部遺跡 大阪庶 基本層 16 P7二第13層 灰黒色粘土0厚さ約 弥生時代中期～布留式 ▼弥生後期
!序 こ属する嚢の休部片.桃核が出土0 (中略)第16層 灰白色～黄 (第 層

灰色粗砂～シルト0厚さ 。調査区中央部で薄くなる。河 上面=第4遺

川の氾濫に起因する堆積層と考えられる。上面が第3遺構面で 構面)。△弥

ある。上面の方向は 前後を測る0第17層 灰色粘土。 生中期～布

厚さ 部分的に植物遺体が層を成して堆積0弥生時代

中期に属する嚢の休部片が出土0

留0

471 跡部遺跡 】大阪府

1
i

基本層 18 P7=第17層 灰色粘土0厚さ 部分的に植物遺体が層 ▼弥生後期

序

F
ii

を成して堆積0弥生時代中期に属する寮の休部片が出土。 (第 層

当該地区- 帯に弥生時代から古墳時代にかけて,時折安定し 上面=第4遺

た時期もあるが-概ね継続的に砂やシルトが流入し続けている

ことが確認されたのである0第ー8層 オリーブ灰色細砂と同色の

シルトの互層をなす0厚さ 区以南で確認し

た0河川の氾濫に起因する堆積層と考えられる0第19層 黒灰

色粘土。調査区南部にみられる0厚さ約 。上部に植物遺体

が層をなして堆積している。上面は溝 が検出された第4遺

構面に相当する 第4遺構面に相当する第 層上面で

は▼弥生時代後期に比定される3条の自然流路を検出した0

構面)。

472 告 、虫. 大阪府 基本層

序
3 第3層は)黒～褐色の砂層や粘土層を主体とする土層であ

り.上面の水準高はおおよそ である。本来は弥生時代

★弥生後期0
旦 温
揮 2次

後期の流路の氾濫によりあふれ出た土砂の堆積土層である0

473 亀井遺跡.

城山遺跡

大阪南 NR3001 ー 自然流路 について)検出面は包含層第Ⅸa ★弥生終末

層上面である。この川は調査区東半部の弥生時代中.後期集落 ～古墳前期。

～

-

のl 部を押し流しており.このことと,出土土器からすれば. ▼弥生後期。

と同様,弥生時代後期終末ごろの流路と考えられる0

弥生時代後期について)(前略)特に,後期でも後半にな

ると, 自然の流路 が当発掘地域内を流下し, (中略)水

田開発に伴い自然破壊が進行したことが推定される0 (古墳時

代前期について は近接地に流路を変え,その跡は後背

湿地化したO発掘地域は常時,溢流などによっておおわれてい

る。つまり▼人々が住むのに適当な土地とは言いがたく,遺構や

遺物は検出されていない0 (古墳時代中期について)再び環境的

にも安定しはじめ▼(中略)一時的に洪水の影響を受け▼それに

対処した結果と思われる堆積層(第Ⅵ層;「偽裸層」)が検出され

た0

△古墳中期0
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474 瓜生望遠 大阪府

-

B地区な- 弥生時代中期包含層のすぐ上層には の暗灰色 ★弥生中期

跡 ど 】 粘土層が堆積しているところが多い0これは,河川の流路の移 末葉。▼弥生

動が起こり,ムラが水没をきたした結果であろうと考えられる0粘 中期。△弥生

土層の上には▼暗灰色～灰色の粗砂や砂の堆積が見られ,粘

土層と合わせると後期の間で約1m 程も堆積が進行している。そ

の間▼A～C地区では遺構も検出され,また 地区等では
足跡のついた面もあることからl人々の生活は近隣で続いてい

たと考えられる 地区の)1m もの砂層が堆積する自然

環境の変化は,畿内第 Ⅱ様式と第Ⅲ様式の問に起こったことを

明らかにした 弥生時代)中期未に起こった自然環境の

激変により▼洪水で沼沢化した当該地を放棄した人々は,後期

の時期には生活をしていなかったと理解されていた0 ところが▼

(中略 後期初譲の人々もー低湿地を放棄することなく,

新たな生産の場を切り拓いて生活していたのであろう。

後期0

475 瓜生堂遺

跡

大阪庶 C 地区以

南

地区以南では.古墳時代中期も沖積作用の非常に激し

かった時期であったと見られ,布留式土器の細片を含む砂～シ

ルトの互層が 以上に渡って堆積している。

★古墳中期0

476 巨摩廃寺 大阪庶 J地区 面の)ベ- ス面は砂層の所もあれば粘土の所もあっ ▼弥生後期0 参考:安田喜憲

遺跡 て複雑である。自然河川が多く,J地区では弥生時代後期初頭 △庄内0 「瓜生堂.巨摩

の方形周溝墓周溝内に入り込んで周溝を破壊している0J地区 廃寺遺跡の泥

の東西に走る自然河川内には.木棺の側板が埋まっていた0河 土の花粉分析」

川が氾濫し,村を襲い,家や墓を破壊したのだろう0 (中略)洪水

に追われながらも,人々は住みついていたらしい。なお▼

面には庄内式期と考えられる土器片も出土しており▼弥生時代

後期から古墳時代への移行期であろう0

ト360

i
477 亀井遺跡 大阪庶 基本層 Ⅶ P17‥自然河川 の氾濫土層であるOとくに弥生 ▼弥生後期

～
1

序 (KM 】 時代後期遺構の凹みで厚く堆積する。層厚 。上面にて 初更0△弥生

H) 古墳時代前期の自然流路 を確認している。 古墳時 後期終末～

代について)(前略)弥生時代の氾濫土である青灰色シルト(寡 古墳前期(布

Ⅶ層)が堆積し▼その凹みには布留期の土器を検出した自然流

路SDー01が流れている ‥H5地区においては基本土層の第

Ⅶ層上部にて弥生時代後期終末に位置づけられる多量の土器

一群をえた落ち込み3を.第Ⅶ層の下の青灰色粘土中に弥生時代
後期初頭に所属する数百個の土器等をえた を検出してい

るn

留)0

-

478 亀井遺跡

-

大阪南

～

基本層 Ⅴ上面 基本層序第Ⅳ層を除去すると第Ⅴ層上面にて径10～ △奈良0

l

序 程の小穴を多数確認した0 (中略)小穴の所属時期は層準

H)
i

i

からして奈良時代以前のものと思われた0また▼小穴を充填する

砂.シルトはH5地区に検出した奈良時代の河川の氾濫土であり

下限を奈良時代におさえることが出来る0

479】亀井遺跡 】大阪府

】 】

基本層 Ⅴ P8:茶褐色細砂～粗砂層0 自然流路 の覆土及びその間 …○弥生～9世 I

序 …時異層で,A トレンチ北端からCトレンチ20ライン付近にわたって …紀初頭0△平

広く認められる0 (中略)B トレンチ08ライン付近からC トレンチ20

ライン付近にかけては のオーバーフローと考えられ▼層

厚は になる。上面のレベルはT.Pー で.A トレ

ンチでは近世の奈良街道 トレンチでは鎌倉▼室町時

代の土坑や清一C トレンチでは平安時代の井戸 が検出さ
れた0居中からは弥生時代から平安時代に至る多量の遺物が

出土した。 ー139‥ の覆土からは弥生時代かた平安

時代に至る各種の土器が出土した0弥生土器は周辺の弥生時

代遺物包含層に由来するものである。5～7世紀代の土師器ー須
恵器は著しく摩滅したものが多くP8世紀から9世紀初更の土師

器はほとんど摩滅していない。

…安。

480 若江北遺 大阪府 第 Ⅱ遺構面の)水田は▼弥生時代中期前葉に洪水によっ ★弥生中期

i

i

跡

2--

て廃絶する0 この時期以降ー調査区内は.しばしば洪水に襲わ

れ.あるいは. 自然流路が流れるためー厚い流水堆積層が形成

される。(中略)弥生時代中期後葉には,流水堆積暦の形成は,

いったん終了し.調査区内は比較的安定した時期をむかえる。

(中略)弥生時代後期から,古墳時代前期にかけて,調査区の

南半部は再び,北西に流れる大きな流路となり.流水堆積層が

形成される0北半部では▼依然として水田が存続していたものと

考えられる0 (中略)北部の水田は,古墳時代中期までに洪水に

よって砂層に覆われ廃絶してしまう。その後調査区内は,小規模

な洪水による砂層が部分的に見られる他は,粘土層の水平堆積

が旧地表面まで続く。

前葉。

481 若江北遺

跡

大阪庶 同上0 ★弥生後期

～古墳中期。
482 西岩田遺 大阪腐

L

基本層 Ⅵ 層は)古墳後期に属する層で▼ほぼ全体に分布する0 ★布留0△古

跡 序 (中略)(Ⅵ層は)布留期に属する層で全体期には分布せず,B ト

レンチのみに認められるが面としては不明瞭なもの。褐色.赤褐

色の砂磯の層で,河川の影響が考えられるもの0

墳後期0

483 西岩田遺 大阪庶 基本層 Ⅷ 弥生後期に属している。流水堆積砂層と呼称している。A ト ★弥生後期0

跡 序 レンチは層厚が全体の中でも厚くrほぼ 程度でありl特に

トレンチは1ー6m 近くに達する0 (中略)D トレンチ南端では

流水堆積が消える0
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484 山賀遺跡 】大阪府 A,B トレ PP9ー10=弥生時代中期の堆積層は トレンチとC tD トレンチ ★弥生中期

;E ンチ で大きく変化する0AtB トレンチでは.TP約 に砂層が 末～後期初

～

～

厚く不規則に堆積している。この砂層中に遺物が含まれていな

かった為.時期は判別し難いが,少なくともその堆積状況から,

I 時的I急激な堆積と推定される0 この1m に及ぶ砂の堆積上面
には弥生時代後期中頃の遺構面が検出されたところから,砂層
は弥生時代中期末～後期初雪副こかけて堆積し,中期の遺構面

はこの時に押し流されたとも考えられる0 (後略)

頭。

485 山賀遺跡 大阪腐 基本土 6 ー16(表1)‥淡灰色砂。厚さ 分布範囲;全域0 ★弥生後期

層 時期;弥生後期後菓0性格;自然堆積層0下半部は洪水による

自然堆積層。

後芙o

486 山賀遺跡 大阪府 基本土 12 表1)=淡黄褐色粗砂0厚さ 。分布範囲; ▼弥生中期

層 以北。時期;不明(第11層は弥生後期前葉/第15層は 後葉。.△弥生
弥生中期後葉)。性格;一時的な洪水による自然堆積層▼調査

区北側に微高地を形成0

後期前葉0

487 山賀遺跡 大阪庶 基本土 14 ー16(表1):淡灰色砂。厚さ;最大 分布範囲 ; ▼弥生中期

層 以南。時期;不明(第11層は弥生後期前葉/第一5層は 後葉。△弥生
弥生中期後葉)。性格;一時的な洪水による自然堆積層▼調査

区南側に微高地を形成0

後期前葉0

488 山賀遺跡 大阪庶 基本土 17 表2):淡青灰色砂0厚さ 。分布範囲;全域0 ★弥生中期
層 時期 ;弥生中期前葉～後葉。性格;洪水による自然堆積層,調

査区北側に徴高地を形成0

前葉～後葉。

489 山賀遺跡 大阪府 灰色細砂～暗灰色粘土層;弥生時代第Ⅲ～Ⅳ様式遺構面 ▼畿内Ⅱ0△

ベースとなる0南部は粘土質で北半は第Ⅲ様式河川等の影響に

より細砂質になっている。(中略)地形的に安定する時期である。

(直下は第Ⅱ様式遺構面ベースとなる。)

畿内Ⅲ～Ⅳ。

490 山賀遺跡 大阪庶 基本層 ⅦI上面 層は)青灰色粘土0調査区全域に約 の厚さで堆 ○古墳後期。
序 積0 (中略)本層上面より長大な自然河川が切り込み,その埋土

の砂中より古墳時代後期に編年される遺物が出土している0ま

た.この自然河川のオーバーフローによって堆積した本層上面

の薄い砂層を除去すると.全域で人間や動物の足跡が検出され

たO

491 山賀遺跡 大阪腐 基本層 Ⅹ 層は)砂もしくはシルト層0調査区南部では 内外の ▼弥生後期 】
序 厚さで堆積。(中略)本居は流水堆積により形成されたものであ (弥生後期 I ～

リ,いくつもの小さな流れごとにラミナを見せて砂やシルトが堆積 遺構面)0

している 弥生時代後期 I の遺構面について)本遺構は,

】
i
～

第ⅩⅡ層の上に形成された厚さ の黒灰色粘土の上面

に構築されたものであるが▼(中略)遺構面の上には の

薄いシルト層が乗り.更にその上には 近い流水堆積による

砂またはシルトの層が堆積していた。ここでも弥生時代中期 I の…

遺構面と同様流水に伴う土砂によって急速に埋没した状況が読 I
-

みとれる0 ]

492 }山 大阪腐 基本層 ⅩⅡ 層は)砂もしくはシルト層0本層は調査区全域に60～ ▼弥生中期
序 の厚さで堆積0第Ⅹ層と同様,小さな流水堆積が集積して (弥生中期 Ⅱ

形成された土層であるため, (後略)。 弥生時代中期 Ⅱに 遺構面)0△

ついて)この上部は第ⅩⅡ層が覆い. 一時の大量の水と土砂の 弥生後期(弥
流入によって埋没したと考えられる。 生後期 I遺

構面)。

493 山賀遺跡 大阪庶 基本層 ⅩⅤ 層は)暗青灰色粘土0調査区南部に の厚さ ○弥生前期。

序 で堆穫,南へ漸次薄くなる。若干シルト質ではあるが,全体に均 △弥生中期

質で水成堆積と考えられる0北部では.本層と併行して弥生時

代前期の自然河川を埋める砂層が存在している0

(弥生中期 I

遺構面)0

494 山賀遺跡 大阪庶 基本層 ⅩⅣ上 調査区北部,約 の面積に弥生時代中期 Iの水田 ★弥生中期

序 面 跡を検出した0レベルが1ー の第ⅩⅣ層(淡黒灰色粘 中葉の直前0

土)の上部を耕作土(暗灰色粘土)として使用し,(中略)本遺構 ▼弥生中期
面全域には厚さ の淡青灰色シルトが堆積し,さらにその (弥生中期遺

上部は流水堆積による砂もしくはシルト層に覆われていた0この 構面 I)。△

層は,砂粒の混ざり方P色調の変化の観察によると▼一時に急 弥生中期(弥

速に堆積したのものと考えられ.遺構面はー撲的に流入した水 生中期遺構
とそれに運ばれた砂とシルトによって瞬時に埋没し.その機能を

失つたと考えられる0 (後略 中期遺構面 I について)当

該遺構面と前期新段階遺構面の間は,間層を挟むことなく密接

しており▼その後の中期遺構面上層(中期遺構面 Ⅱ)との間に

は,砂及びシルトの間層が厚く堆積していることからも▼瓜生堂

遺跡と同様▼中期初頭 (畿内第Ⅱ様式)までには前期に開始さ

れた集落が存続し,中期中葉直前に自然環境の激変があったこ

とを再確認した0

面 Ⅱ)0

495 山賀遺跡 大阪腐 弥生時代中期になると.前期まで続いてきた大小の河川 ★弥生中期。

がほとんど埋没し▼(中略)その後遺跡の南半は広く流路が通 ▼弥生前期。

リ,流水砂層に覆われる0この砂暦上の微高地は中期中葉以降 △弥生中期

居住域となったようであるが,北半では変わらず水田が営まれて

いる0

中葉。

249



遺跡一覧表B-2

496 亀井遺跡 大阪府 基本層 Ⅶ 自然河川 ー11)の氾濫土居である0とくに弥生時 ★畿内Ⅴ後
序 代後期の凹みで厚く堆積する0層厚 上面にて古墳初 半0▼弥生後

H ) 頭の落ち込み3▼古墳時代前期の自然流路を検出している。 期0△古墳前

落ち込みに伴う土器は畿内Ⅴ様式末～庄内 各遺

構の時期は)第Ⅹ期 。(中略)第Ⅹ期は第Ⅴ様式後

半。

期。

497 佐堂遺跡 大阪庶 3.4 P5 :第3.第4層は耕土.床土でー酸化鉄斑.マンガン斑を含み中

世後半～近世に属するもので▼部分的はあるが洪水で被ったも

のであろうそれぞれ上面に薄い砂の堆積が認められ,人.牛の

足跡.鋤跡,小畦畔溝が検出されている0層厚 を測

る0地点によっては,類似した数層の厚い堆積も認められる。

F Z 芸警

I

498 佐堂遺跡 大阪南 6,7 前略)第6層上面は13世紀代～14世紀の遺構面,第7層上 ○10世紀～ 報告書には「砂

面は一 世紀の遺構面と考えられる0また両層ともに 12世紀0△13 裸」とあるのみ

(奈良～平安時代河川)付近では砂裸を含むようになる0 世紀～14世 で洪水かどうか

紀。 ま不明。

499 佐堂遺跡 大阪庶

F

ll P6 :第 11層は奈良～平安時代の河流による堆積砂層で,褐色系l★奈良～平

粗砂中に鉄分が沈着した赤褐色を呈する薄い粗砂層,粘土を含

んだ粗砂層等が部分的にみられる 飛鳥時代以降平安時

代にかけて▼当調査区は幾度も洪水に見舞われた不安定な土

】賢謡 孟 宗 濫 蒜 票 )河川を除いて7.8世紀代

安0

500 佐堂遺跡 大阪腐 ー2 ;P6‥第12層は飛鳥時代の河川による堆積層で.粗砂▼細砂の堆

積がみられる0
★飛鳥。 報告書にはr河

川による」堆積

寺 宝 ‡

501 佐堂遺跡 大阪腐 14 P6 =第 13 .第15層は古墳時代の水田耕作土で北半部は河川に ▼5世紀末～ 報告書には「河

よって分断されてはいるが▼調査区全域にひろがつて検出されて6世紀0△6世 川による」堆積

いる。また.調査区中央部では第13層と第15層に挟まれて第14 紀末～7世 等とあるのみで

層のシルト層が堆積している。第13層は6世紀末～7世紀代,第 紀。 洪水かどうかは

15層は5世紀末～6世紀代頃と考えられ▼(後略)0 不明0

502 佐堂遺跡 大阪庶 】20▼21
)
1

P6 =第 19層は調査区中央に広がるシルト層で,南北両端部は部 K )弥生前期 報告書には「河
分的に自然流路によって削られており▼河流の堆積層である第 L 中期0△弥 l川による」堆積

層が認められる。この砂層及びシルト層には弥生時代前 生前期～中 等とあるのみで

期～中期の遺物が含まれている。 期。

-

洪水かどうかは

不明0

503…佐堂遺跡 大阪庶

11i

基本層 2 第2層の黄灰色～灰色磯混じり粗砂は旧長瀬川によって運 -★10世紀後 報告書には「河

序 ばれた堆積である。堆積層の厚さは である0 (中略) 庫 0 川による」堆積

この粗砂層は1.0世紀後半以後の堆積である0すなわち,長瀬川 】 等とあるのみで

がこの位置を流れはじめたのが10世紀後半頃でありー河流が最 洪水かどうかは

も深くそれまでの堆積層を浸食したのが場所によっては

世紀頃と考えられる0 (後略)参
- 不明。同報告書

内では参考とし

て,阪田育功
「河内平野の形

成と河川の変

遷」

がある0

504 新家遺跡 大阪庶 基本層 Ⅷ 鎌倉,室町時代について)この時代はⅦ【層に相当し, (中 ★鎌倉～室 i
序 略)(Ⅷ暦は)何らかの理由で水成堆積層が形成され湿地化して

いたものを日として使用したのではないかと考えられる0湿地を

再開発して田としたのが12世紀前後ではないかと考えられる。

町0

505 太平寺遺 大阪申 第 Ⅱ調 第2遺 古墳時代中期;5世紀後半の)包含層は厚さ ほ ★5世紀後

跡 査区 構面直 どの砂質のやや強い茶黒色粘質土であり,間に薄い青褐色シル 半00 5世紀

下 ト層を不連続に挟む0このシルト層は(中略)一時期の洪水等に

よって部分的に堆積したものと考えられる0 この時期(5世紀後

半)の遺構の大半は本来,このシルト層の上面を遺構面として持

つものと考えられる0 (中略)石津川の前身と思われる埋没河川

の左岸部が調査区東端部の 地区付近で検出されている

が, (中略)包含層である茶黒色粘質土が5世紀後半に限定され

るように急速に堆積が進展したのも▼この川の流路がこの地域

に移動してきたことが大きな要因としてあげられるであろう0

後半。

506 太平寺遺 大阪府 埋没河 遺構埋 である旧石津川は,6世紀未,須恵器編年でいうⅡ ★6世紀末
跡 川 土 型式の終わり頃に埋没してしまうが.この流路を変えるほどの洪

水の発生が,須恵器生産に伴う燃料用の薪の大量切出しによる

森林破壊によってもたらされたとも考えられるが,これも断定は

できない0とにかく,この流路を変えるほどの洪水は.この地域

にも相当な被害をもたらしたことは想像に難くない。

葉0

507 太平寺遺 大阪府 青灰色砂磯を主体としたこの洪水堆積層は.(中略)氾濫 ★室町。

跡 原全域で見られるもので,少なくとも 以上の幅を持ってい

る0 (中略)(層中の)もつとも新しい遺物は室町時代に下る。この

ことから室町時代に発生した大洪水によって上流の河岸部が大
規模に崩壊し▼多くのものが流水中に投ぜられたものと思われ

る0
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508 太平寺遺

跡

大阪府 ～

=

‥氾濫原は室町時代の洪水堆積層である青灰色砂磯によっ★江戸0 i

～

】

て- 面に埋め尽くされた後,石津川は流路を第 Ⅱ調査区西端の

地区に移動させる0 この移動の後,流路は再び洪水堆

積層である砂裸によって埋没してしまうが, この埋没の時期は既

に江戸時代に入っている0

509 友井東遺 !大阪腐 Ⅱ 第 Ⅱ層は)第1次遺構面のベI スとなる土で▼(中略)灰色 △ 年 ?

i
跡(南側) 系の砂質土によって構成されているe (中略)これらの砂層は.

突発的な洪水氾濫によって堆積したものと判断できる。そこでこ

のような洪水氾濫がもたらされた時期であるが.大和川はつけ
替え以後.大規模な洪水がなかったことから.第2次面を大和川

のつけ替えの18世紀初葉以前と考えたい0

510 友井東遺 大阪府

～

～

Ⅶ 層は)第7次面を覆う厚さ約 程度の砂.微砂.粘 ★弥生前期

跡(南側) 土などによって形成された土層である 前略)(弥生時代)

前期から中期前半にかけて堆積したものと推定しておく

(前略)弥生時代中期中葉までは. 自然河川の流路が不安定

で.多量の土砂を運搬していた自然史の過程が窺える,弥生時

代前期面から中期中葉までの約300年間に約 堆積し

たのに比べて,弥.生時代中期後半から現代に至る約 年間

に約 堆積があったのみであることは非常に対照的であ

る0このように弥生時代中期後半以降の地理的基盤の安定化と

共に人々の活動が活発化してくる。(後略)

～中期前半0

I

i

511 友井東遺 大阪庶 基本層 7 黄色砂e古墳時代後期の遺構面を全面にわたって覆ってい ★6世紀後半

跡(北側) 序 る0A トレンチ北東端で検出した自然河川を埋めた砂及びオ- ～7世紀初

バーフローした砂 古墳時代後期の)水E日面を全域にわ 頭。▼古墳後

たって覆っている黄色砂は本河川のオl バI フローした砂であ

りP一時的に埋没した様である0河))Hこ近くなる程砂の堆積が厚

くなっていることからも▼洪水の規模が窺われる0 (中略)本河川

の埋没時期は山賀遺跡(その4)の成果から6世紀後半代～7世

紀初更と考えられるO

期0

i
i

i

512 友井東遺 大阪庶

I

基本層 】10 灰色砂0弥生時代後期の自然河川埋土及びオ- ハーフ l▼弥生後期0

跡(北側) 序 ローした流水堆積砂0A トレンチ 付近以北では本層は △弥生後期

途切れ,第9層下に第11層がある 第9層は)庄内～布留 末葉～古墳

式土器を含み, (後略)0 初頭(庄内～

布留)0

513 友井東遺
…跡(北側)

i

大阪庶

～
-;

基本層 】13

序 】

灰白色砂。弥生時代中期面を覆っている砂で, 自然河川の ★弥生中期

…中頃O▼弥生埋土及びオーバーフロー下流水堆積0調査区全域を覆ってい
i

i [

i
11

る0山賀遺跡(その4)の弥生時代中期 I 面を覆っている砂と同 庫 期O

様でT 時期的にも近いと考えられる 弥生時代中期についr

て)本期は第14層.灰黒色粘土をベースとし. 自然河川が4条流
-

れていた0 次期の後期面との間には灰色砂が厚く堆積しており.

本地域一帯に及んでいる0また,この状況は山賀遺跡(その4)

でも観察され▼弥生時代中期中頃に一時的に埋めつくされたも

のであろうー

514 美園遺跡 】大阪府

1

A地区 Ⅳ▼Ⅴ 第Ⅳ層は)砂層に近いシルトである。流水堆積により ★弥生中期
形成されたもので,厚さ 前後でA地区のほぼ全域にわたっ

て堆積する。 中略)(第Ⅴ層は)茶灰色砂質土である0上層
第Ⅳ層とほぼ同一時の流水堆積と思われる0第Ⅳ.第Ⅴ層が堆

積した原因としては.A 地区北側の さらには北接する友

井東遺跡検出の弥生時代中期の自然河川の氾濫によるものと

思われる。堆積した時期は遺物が出土していないので明確では

ないが,上.下層や上記の自然河川の関係より弥生時代中期前

半に形成された堆積層と考えられる0

前半0

515 美園遺跡 大阪庶 A鞄区 VI 】15 :暗青灰色粘土で一部に淡黄褐色の砂がブロック状に ★弥生前期

はいる0比較的均質で水成堆積と思われる0厚さ 前後で北 後半～中期

側にゆるやかに傾斜していく0 この層の上面は,弥生時代中期 前半0△弥生

I遺構面のベI ス層を成すが,上記第Ⅴ層のところで述べた自

然河川の氾濫により,この遺構面は消滅したものと思われる。

地区の土層堆積時期をまとめてみると. (中略)第Ⅵ.Ⅶ層

→弥生時代前期後半～弥生時代中期前半P(後略)0

中期前半0

516 美園遺跡 大阪庶 A地区 ⅦI 弥生時代前期 I遺構面のベースを成す砂質土▼もしくは, ★縄文晩期

シルトである。この層は弥生時代前期以前の洪水等による堆積 ～弥生前期

層と考えられ.厚さ0ー5m と厚く微高地形を形成している層であ 後半0▼縄文

る0 (中略)(第Ⅸ層は)縄文時代晩期の層と考えられるが,明ら 晩期0△弥生

かに自然堆積層と思われる。(中略)A地区の土層堆積時期をま

とめてみると, (中略)第ⅦトⅨ層l→縄文時代晩期～弥生時代前

期後半. (後略)0

前期。

517 美園遺跡 大阪腐 B地区 V g- V 層 はそれぞれ淡灰色粘質土及び茶灰色粘質土で ○畿内Ⅲ。

h間 あるO同層はともに弥生時代中期Ⅲ遺構面のベ- スを形成して

いるが,明らかに自然堆積層と考えられ.遺構としても同地区北
端と中央部において自然河川のみしか検出されなかった0また▼

これら自然河川のオI バ一フ口- と思われる砂の堆積がⅤgと

Ⅴhの問に認められる部分があり▼わずかではあるが.その中よ

り弥生時代中期(畿内第Ⅲ様式)の土器片が出土する0
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5 18 美園遺跡

～

大阪腐 B地区 Ⅸb 層は黄色砂である。弥生時代前期遺構面のベースを形 ★縄文晩期

成する0厚さ 前後の堆積層でほぼ全域に観察されるが,同 ～弥生中期

地区南端よりC地区側では全く認められなくなる0この砂暦は縄

文時代晩期の河川跡,または.その氾濫によってもたらされた砂

の堆積と思われ, (後略 前略)B地区の土層堆積時期を

まとめてみると, (中略)第Ⅸ.Ⅹ層→縄文時代晩期～弥生時代

中期初譲,(後略)0

初頭。

519 美園遺跡 大阪庶 B地区 Ⅹ 第2黒色粘土である0 (中略)山賀遺跡等の関係より縄 ★縄文晩期
文時代晩期の有機質を多く含んだ水成堆積と思われる ～弥生中期

(前略)第Ⅸ.Ⅹ層→縄文時代晩期～弥生時代中期初頭.(後

略)0

初頭0

520 美園遺跡 大阪庶 C地区 庄内式 にかけて,暗黄褐色細砂層および暗 ▼庄内0△布
- 布留 黄灰色シル卜層で構成される布留式の遺構面を検出した。この 留0
式面間 面は▼調査区中央部方北側にかけて古墳時代中期の遺構面と

重なる部分をもつが.時期的に安定した面を形成している0庄内

式遺構面との間は主に粘土とシルトの堆積を見るがー庄内式時

間幅の中で ▼303 t が哩没する際に砂を被る。

521 美園遺跡 大阪庶 弥生時代中期について)A ーB,C ▼Eの各地区より幅の広 ★弥生中期

い自然河川が合計5本検出されている0これらは同時に厚い砂 (畿内Ⅱ前半

を堆積させていた0この時期の堆積量が各時代を通して最も多 以降)。△畿
かった0B地区で前時期に営まれていた集落は,A地区を流れる

自然河川の氾濫によっておそらく北側の水田が埋没し▼それに

伴って集落が廃絶すると考えられる。その時期は畿内第 Ⅱ様式

前半以降であろう0畿内第 Ⅱ様式後半の遺構,遺物は.調査区

全体でほとんど検出されなかった0再び本遺跡に集落が営まれ

るのは畿内第Ⅲ様式に入ってからである0

内Ⅲ0

522 亀井遺跡 大阪腐 D 地区 】9

i

i

黄色粗砂層0層厚 。 。古墳時代河 ★5世紀末葉

川の流路堆積物であるム弥生時代の遺物のほかに5世紀後葉か ～6世紀中

ら同末葉の埴輪などを包含する ‥第9層は5世紀後葉から同 葉0▼5世紀

末葉にかけての古墳をおそらく破壊したようで,そのことから推

測すると,5世紀末葉もしくは6世紀初頭から▼6世紀中葉までの

流路とみなしうる0

後葉～末葉。

523 i亀井北遺 大阪庶 基本層 Ⅳ

i

P7 =調査区全域に認められ 付近で第Ⅳ層とし ▼奈良.平
跡 序 た青灰色シルト層あるいは紫灰色シルト層に至る0この層は流 安。△古代～

唐 票 悪㌫ 悪 霊 蒜 豊 鵠 芸 濃 中世0

r

～
i

Eい。上面では,井戸‥鋤溝等P古代から中世までの遺構が混在し

て検出された0 (中略)奈良.平安時代の遺構は,第Ⅴ面上面に
おいてのみ,第Ⅳ層上面の遺構群より分離して検出される。

奈良.平安時代について)この時期はー地形的に安定して

いた様であり, (後略)。

i

524 亀井北遺 大阪庶 基本層 ～Ⅴ 地区中央付近の自然堤防上にのみ存在する暗茶灰色シル ▼6世紀後 『亀井北(その
跡 序 トを第Ⅴ層とした0 (中略)(第Ⅵ層は)古墳時代後期に当たるも 半。△古代～ 2)』を参照0

のと考えられる。 ‥第Ⅵ層上面において,古墳時代後期の

水田面を検出した。第6遺構面とする0第Ⅵ層,第Ⅶ層, 第Ⅷ層

-の層序は,調査区周辺に普遍的に存在しており,第Ⅵ層上層に
は厚さ に亘って砂層の堆積が認められる0本調査区

ではr古代ないし中世の遺構面のベ- スとなる第Ⅳ層r第Ⅴ層

のシルト及び砂層が第Ⅵ遺構面を覆っている。第6遺構面におけ

る遺物の出土は,皆無であり,時期の確定は困難であるが▼(そ

の その3)調査区では▼本調査区で第Ⅵ層とした暗青灰色

粘土層を覆う砂層より6世紀後半の須恵器が出土しており,第6

遺構面は古墳時代後期に位置づけられるものと考えられる0

中世0

525 亀井北遺

跡

大阪庶 基本層 Ⅹ I 第Ⅹ I 層は 付近に存在する。灰色シル ▼弥生後期0

序 卜 淡黄灰色砂P緑灰色微砂といった一連の流水堆積層を第Ⅹ

I層とする0層厚は を測り,基本的に上半がシルト

賢一下層に至るにつれて砂質化する0 (後略 古墳時代前期

I遺構面(第8f遺構面)は第Ⅹ I層の灰色シルト層ー淡黄灰色
砂層上面をベース面とする(後略)0

△古墳前期0

526 亀井北遺

跡

大阪腐 基本層 ⅩⅤ 第ⅩⅤ層について)B地区中央付近以北ではⅩ l層直下, ▼弥生後期0
序 以南ではⅩⅣ層直下に当たり,弥生時代後期 I遺構面を覆う流

水堆積層が存在する。これを第ⅩⅤ層とする0北半では層厚約

を測る0 (後略 ‥弥生時代後期の遺構面は4面を検出し

た。下層より第12遺構面(後期 I)▼第11遺構面(後期 Ⅱ).第10

以降面(後期Ⅲ),第9遺構面(後期Ⅳ)としたが▼(後略)。

△弥生後期。

527 亀井北遺

跡

大阪腐 基本層

序

Ⅶ 層について)この層は 地区全面で検出され.古墳時 ★6世紀後

代後期の水田面である古墳時代第4遺構面全面を厚さ約 半00 古墳後
で被う黄灰色を呈する砂層であり,古墳時代後期の遺物を 期0△7世紀

包含している 第Ⅹ層の上面に有機質土層が堆積し.一時

人間の足跡が標されない時期があるが.6世紀に入って再び水

田が形成される0この水田も6世紀後半の洪水により第Ⅶ層の
砂が1m 近く堆積してしまう▼間もなくこの砂上面に溝状遺構が掘

削されるが,すぐ7世紀初更には哩没してしまい▼やがて歴史時

代へと時代は進む。

初頭。
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528 亀井北遺 大阪庶 N R3601 NR3601 P5:弥生時代第6遺構面は,淡青灰色粘土▼Iトレンチでは,淡青 ▼弥生後期0

跡 】 r 覆土 灰色シルトをベI スとする。層厚は である。弥生時代

後期の水田と.亀井遺跡A トレンチにおける弥生後期大溝群と関

係があると思われる大溝を検出した0この遺構面の上層には,

のオーバl フ口一による砂層が.約 堆積している0

529 亀井北遺 大阪腐 P6:古墳時代第4遺構面は,暗灰色粘土をベースとしている0古 ★古墳0▼古 『亀井北(その

跡 墳時代後期の水田面である0層厚は▼ である0また,lト

レンチ中央部でーま,この面から約20m の川幅を持つ が検
出された0この遺構面の上層には のオーバーフローで

ある古墳時代砂層が約 堆積し.遺構面全体を覆っている0

墳後期0 2)』を参照0

530 亀井北遺 大阪府

～

奈良時 奈良時代第2遺構面からは)亀井遺跡で検出された ★8世紀末～

～

跡 代第2 (亀井北遺跡その3調査区では の北側肩を検出した0 9世紀初頭

遺構面 は)奈良時代後期における平野 思われる大河 (奈良時代第

直上 川である 奈良時代第2遺構面について)この川の流入の

為.本調査区Iトレンチ付近は▼川の氾濫やその他の理由で,

人々の居住の場としては適さなくなり.生産の場へと変化して

いったのではなかろうか0 (中略 からもっとも多量に出
土した奈良時代後半の土器は)他の時期の土器と比べて▼ほと

んどローリングを受けていない0この為,この川の流入していた

時期を▼この時期周辺に置くことは可能であると思う。(中略)奈

良時代第1遺構面と 世紀中頃。))と奈良時代第2遺構面

世紀末～9世紀初頭))は,わずかな時間差しかなく,本

調査区における奈良時代第1遺構面は非常に短期間の間に▼廃

絶してしまったことがうかがえる0これについても が大

きな原因のひとつであったと思われる。

2遺構面)0

531 亀井北遺

跡

大阪腐 奈良時

代第1.

第2遺

構面間

同上0

i

▼8世紀中頃

(奈良時代第

1遺構面)0△

8世紀末～9
世紀初頭(奈

良時代第2遺

構面)。 ～
～

532 久宝寺遺 ;大阪腐 基本層 第5遺 桓7=(第5遺構面は)主に弥生時代後期の河川堆積層によって構 ★弥生後期0 】報告書には「砂

跡南地区 序 構面 !成される面である 第6遺構面では.まず′特筆されるのは

Ii

i
ミ
I～

Iトレンチの第6遺構面下のシガラミ群であり.弥生時代中期のこ

の全般的な継続性のある河川の維持,管理の跡は.南側の居

住域としての亀井遺跡との関連性に興味深いものがある0そし

て,その河道の維持は.古墳時代後期にまで確実に継続し得る

寿命の長い点でも,他の河内平野沖積地内の河道の中でもとり

!わけ注 目される 第5遺構面においては. (中略)本調査区
…の全体の地形を一掃Pいっぺんさせるような河川堆積がある0こ

れは-縄文時代後半期のこの地点を水面上に浮かび上がらせ

た堆積以来の大きなものであったと考えられるOこうした堆積作

用のまつただ中においても,人間の生活の痕跡はうかがえるの

である0それ以降.本調査区の自然堆積以上に人為的な活動に

よる地形の改変の方が上まわるようである。ちなみに次の段階

で全域に薄いながらも砂層が被るのは飛鳥時代頃である。

533 久宝寺遺

跡南地区

大阪腐 同上0 ★飛鳥0 報告書には「砂

層」などとあるの

みで.洪水とは

明記されていな

い0

534 城山遺跡 大阪腐 ‥当調査区においては,弥生時代中期,古墳時代中期から

後期までの遺構P遺物の豊富さに比べ.飛鳥時代から平安時代

にかけては粘土層及び微砂層の厚い堆積がみられ▼わずかに
遺構▼遺物は検出されているが,不毛の時期であったといえる。

古墳時代から存在していた調査区北端部及び南半部の自

然河道の氾濫のために,調査区の全般にわたって古墳時代後

期初頭以降はオ一バl フ口l した砂及びシルト質の土層の堆積

がみられ,調査区付近は河川の氾濫,清水が繰り返され.不毛

の地となっていた事がうかがわれた0 (中略)土層からみても平
安時代後期から中世にかけては比較的安定した時期であったと

いえ▼(中略)しかし.14世紀後半頃から流れ出した乗除川が.

度々氾濫を繰り返しPオーバーフローした砂層の堆積が多く認め

られた0 (中略)このような状態は近世にいたっても続き,安定す

るのは 年に大和川が現在のように付け替えられ,それに

よって乗除川が埋没した後になる0

★飛鳥～平

安0

～

i

535 城山遺跡 大阪腐 同上0 ★14世紀～

年0

536 城山遺跡 大阪庶 奈良時代の後半に水田面を覆う砂の堆積があり,その後

の厚さで粘土が堆積している。(中略)(鎌倉時代以後

は)乗除川の氾濫によると考えられる砂の堆積が絶えず生産の

妨げとなっていたにも拘らず▼水田や昌が営まれていたようであ

る0江戸時代に大和川の付け変え工事終了後,それもなくなり▼

生産域としてずつと続いていたようである0

★奈良後半0
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537 城山遺跡 大阪庶 4 層は)灰白色の粗砂～微砂の薄層で,分布はI区以南に限 ★13世紀後

定される。 第7水田は)4層の砂で覆われた水田である0 半～室町後

(中略)氾濫の砂層が薄く,また後世の削平を受け失われた部分

も多いので残りはよくない。廃絶時期の上限13世紀後半頃で,

下限は室町時代後頃0

半0

538 城山遺跡

～

大阪庶 6 層は)G 区だけにある黄白色の砂層で.最大ー0cm の厚み ▼平安後期0 報告書には「砂
がある。 第6水田について)G 区において砂を除去した時点 層」とあるのみ

で▼無数の足跡を検出した。 第6水田の)廃絶の上限を平 で▼洪水か否か
安後期頃とすることができる0 ま不明。

539 城山遺跡 大阪庶 ‥(平安時代について)かつての段丘部では 世紀の流 ★10世紀。 河道変更を洪水
路は自然堤防状の高みとして痕跡を残している0 (中略)また,

長原東南部から八尾南にかけては 世紀代の氾濫の影響

は少なく.継続して水田であった可能性がある。 ‥この川(低

地部の新たな川)は大和川本流筋から10世紀頃に流れ出したも

のと考えられる。

と解釈。

540 城山遺跡 大阪庶 G 区～I ll P9‥(11層は)G 区からI区中央部にかけてある褐灰色の小磯まじ ▼6世紀～8 報告書には「粗

区中央 リの粗砂層で,最大 の厚みがある。 第4水田は)日層 世紀0 0 8世 砂層」とあるの

部 の砂で覆われた水田である0G 区中央部からI区北半にかけて約 紀末葉0 みで.洪水か否
の間にある 水田土壌中には6～7世紀の土師器.漢

恵器が包含されていたが,上を覆う砂層(11層)の上位からは8

世紀末葉を下限とする遺物が多く出土した0水田の廃絶時期は

8世紀代に下る可能性もある。

かは不明。

541 城山遺跡 大阪腐 13 層は)12層の下位にある灰色.褐色粗砂層である0分布 ▼7世紀末葉 報告書には「粗

の北限は明らかだが,南限は明らかでない0時期のわかる遺物 (第2水田)0 砂層」とあるの

ま出土していない 第3水田は)13層の砂で覆われた水田 0 8世紀末葉 みで.洪水か否
である。I区中央付近のわずかの範囲でしか確認されていない0 (1 1層の上

位)0

かは不明。

542 城山遺跡 大阪庶

I

i

15 P9‥(15層は)l区中央部以南に広く存在する灰青色の小裸まじり ▼7世紀末 報告書には「粗
の粗砂層で▼ の厚みがある 第2水田は)16層を 葉0 ○8世紀 砂層」とあるの

水田土壌とした水田である0調査範囲のほぼ全面で確認でき 末葉(11層の みで,洪水か否

中略)水田 より南では最大厚 の砂蝶層(15層)

によって覆われている。砂磯層の最下部は薄い微砂層になって
おり▼多くの場所でこれが水日面を直接覆っている。(中略)水田

土壌からは7世紀末葉を下限とする遺物が出土している0

上位)。 かは不明。

Ei
543 小阪遺跡 大阪腐 河川7

l

河 は,F地区の15Fトレンチで検出されている0 (中略) ★古墳後期0 ～
1

a

I1i

I

]】

l

検出面は,他のF地区内の古墳時代河川と同様に一基本居序の

第Ⅳ層である。しかし▼やや微視的に見ると▼河 ま河川5の形

成時期におこつた大規模な洪水によって,あるいは河川5によっ

てもたらされ,数次にわたる小規模な堆積作用を繰り返した粗砂

～シルト層の上面から検出されており▼付近では最新の流路で

i
あることがわかる。遺物は,堆積層の最下部で6世紀代の須恵

1器が出土しており,河川7の形成時期は古墳時代後期にあたる0

544 巨摩.君江 大阪腐 基本層 3 匝8‥(古墳時代前期の)3層は第1面ベI ス層の褐灰色の細砂.シ】▼古墳前期。

i

北遺跡第5
$

ルトを呈する古墳時代前期の遺構を埋没させた河川流水堆積

次 層である。4ト トレンチで検出されており,層厚は

を測る。3層中および除去面で,第2面が検出される

が. トレンチにより遺構面は1～4面存在する0 いずれの面も洪水

による堆積の中で水田耕作が繰り返されており トレンチ北
半まで拡がる。

545 巨摩.若江 大阪腐 基本層 7 弥生時代中期中頃の)7層は第5面のベ- スとなる細砂か ★弥生中期 報告書には「河
北遺跡第5 序 らシルトの層である。河川の流水堆積層であり, トレンチによって 中頃0 川の流水堆積
次 は約 の堆積がみられる0 層」とあるのみ

で.洪水か否か
は不明。

546 巨摩.若江 大阪庶 基本層 9 弥生時代中期前半の)9層は流水堆積物の粗砂であり.層 ★弥生中期
北遺跡第5 序 厚は を測る ‥(弥生時代)中期では初頭から前半 初頭0
衣 にかけては全域において水田や溝などが検出されることから,

生産領域として利用されたようである0また.初頭段階では厚い

洪水砂に覆わ叫る地区があり▼数々の議論を醸しだした瓜生堂

遺跡を覆う洪水砂と一連の堆積層がこの地区にも及んでいるこ

とを追認することができた。

547 野々井遺

跡

大阪庶 6A I 第6A層は)水成層および作土層の2層からなる。6A I 層は ▼弥生後期

淡灰色砂磯層で, その1.2調査区の西部に分布する水成層であ (第6A Ⅱ層)0

る。流路A3が供給した土砂である。流路A 3を最終的埋めつくし: △
さらに溢流して周辺にも土砂の堆積をもたらす。6A Ⅱ層は灰白 第5B

色シルトないし粘土の作土層で.(中略)流路A 2は,西寄りの位

置に.幅が約6m の縮小した流路A3として残り▼この水流を利用

して東側の低地部で小規模の水田が営まれている。時期は弥生

時代中期から後期である0 このあと洪水で水田は埋没し.その2

調査区のほぼ全域に溢流堆積をもたらす0この時,竪穴住居な

どの中期の遺構はすでに埋没していたと推測される0 (中略)こ

の流路が最終的に洪水による6A Ⅲ層の土砂で埋まるのも弥生
時代後期の間であろうと思われる。

Ⅳ層)。
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548 野々井遺 大阪庶 i6A Ⅱ

I

前略)流路A2は▼西寄りの位置に▼幅が約6m の縮小した ★弥生後期0 -

】

跡 流路A3として残り.この水流を利用して東側の低地部で小規模

の水田が営まれている0時期は弥生時代中期から後期である0

このあと洪水で水田は埋没しーその2調査区のほぼ全域に溢流

堆積をもたらす。この時,竪穴住居などの中期の遺構はすでに

埋没していたと推測される。(中略)この流路が最終的に洪水に

よる6A Ⅱ層の土砂で埋まるのも弥生時代後期の間であろうと思
われる0

549 野々井遺

跡

大阪腐 6日 P11‥(第6日層は)灰色ないし黄灰色砂磯の水成層である0その ○畿内Ⅳ～

1.2調査区の西部に分布する。流路A 3に由来する堆積層で▼弥 Ⅴ様式0△弥

生第Ⅳ～Ⅴ様式の土器が出土している0 この堆積後,流路A3の 生後期(第6A

東側に砂を主体とする土砂により堤が築かれている0 Ⅱ暦)。

550 野々井遺 大阪府 7B 第7B層は)弥生時代中期の遺構の埋土として残る黒色シ ▼弥生中期

跡 ルト 中期の流路 の埋土である黄灰色細砂または砂襟であ ～後期0△畿

る。その1.2調査区の流路A 2では多くの流木が見られ.流路B か 内Ⅳ～Ⅴ様

らは多くの土器が出土した。 ‥(前略)(遺跡では)低地部 式(第6B

を避けて弥生時代中期に住居などの遺構が形成され.流失から

免れた力シなどの古木を利用した木製農具の製作が行われたも

のと思われる0この前後.低地部には幅約18m にわたる流路A2
が流れ▼流路の肩口には立ち木の根が落ち込みー下部では流

木が多数出土した0弥生時代中期ごろに土砂で埋まっている

が.この時の土砂も低地を埋め尽くすには至っていない。流路

A2は.西寄りの位置に.幅が約6m の縮小した流路A3として残 、ノ
リ▼この水流を利用して東側の低地部で小規模の水田が営まれ

ている。時期は弥生時代中期から後期である0このあと洪水で

水田は埋没し,その2調査区のほぼ全域に溢流堆積をもたらす0

この時,竪穴住居などの中期の遺構はすでに埋没していたと推
測される。

層)0

55ー野々井遺 大阪庶 8B 第8A層からは)縄文時代晩期船橋式や弥生時代第 I様 ▼北白川上

跡 式の土器細片が少量出土した0 (第8B 層は)貴灰色または灰白 層式0 △船橋

色砂硬で,流路A lを埋める水成層である0 (中略)(第9層から 式.畿内 I様

ま)北白川上層式の土器片が出土した0 式e

552[尺度遺跡

i

I

大阪庶 基本層

序
2 層は)本来,層厚5cm 前後の層の重なりだが,上下の質

の差がほとんどないため▼大まかにまとめて分層した。一つの層

★近世e

1

i

i

～

の厚さから,洪水になどによる土砂の供給があるたびに▼それを

耕土に利用し.耕作深度が変わらない事から順次水田下土壌と

して残されていったものと思われる ‥西側が層厚も厚く, (中

略)近世頃に形成された層のようである0

553…尺度遺跡

1
l

大阪腐 基本層 =3 層は)(黄褐～黄灰)砂質土0シルト～細砂主体,粗砂あ ★中世。 -

I
I

iI
F

,
1
l

-序 1 り 粒あり。2層よりやや暗色で粘質が高い層である0上

～
ヨ

下に租砂層が薄く残存する事が部分的にあり,この層の形成前

後に洪水があった事を示している0 (中略)遺物的には瓦器の破

片を含み, 中世頃のものと思われる0

554 尺度遺跡 大阪府こ 基本層 5 P13‥(第5層は) (にぷい黄～灰)粘質土0シルト～粘土主体,粗 △中世e t

! 】序

i

砂あり▼ 粒あり0色も質も場所によってかなり異なるが.基

本的には止水堆積の黄褐色系粘質土である。(中略 層に

分別できる部分もあるが,かなり層厚のある止水堆積で,有機

分は少ない事から溢流的な洪水の堆積物と思われるが▼その供

給源は確定できない。

555L大和川今 「大阪府 その3調 1 第1層は)オリ- ブ砂質土の粗砂～中砂層で,近現代の耕 ▼近世

池遺跡 査区基 作土層である。大和川の洪水砂が土壌化した土層である 年以降)O△

本層序 の厚さを測る0(中略)この層を掘削した面が第1面で▼現大 近代以降。

】和川に直交する耕作溝跡を検出した。 第1面は)江戸期

(ー704年)の大和川付け替え以降の耕作面であると思われる0

556 大和川今 大阪庶 その3調 2 P14 ‥(第2層は)灰オリ- ブ色砂質土の中砂～細砂層で,近世の ★近世。▼15
-

池遺跡 査区基 洪水砂の流水堆積層である。東側は第1層によって削平されて 世紀～17世

本層序 いる。約 の厚さを測る。下層にラミナがみられる。この層は

単一時期の堆積ではなく,幾度かの流水(洪水)と細砂の堆積を

繰り返した結果.形成されたものと考えられる0 この層を掘削し

た面が第2面で,正方位にのつた南北方向の耕作溝跡を検出し

た 第2面の流路1の遺物は)16世紀～17世紀前半頃に相

当するものである。P2ー:(第2層包含層の遺物は)15世紀～17世

紀代の様相を示す0

紀0

557 大和川今 大阪腐 その3調 4 第4層は)にぷい黄褐色粘質シルトが主を成す0 (中略)I ▼7世紀～10

】池遺跡

i

査区基 時的に湿地状況であったと考えられる。 第4層直下の第4 世紀。△12世

本層序 面の畦畔5～7は)洪水などの流水作用によって埋没したものと

思われる 第4層.第4面の出土遺物は)7世紀～10世紀代

の様相を示す0

紀～15世紀O
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558

559

大和川今 大阪庶 その3調 】5 第5面のベI ス層では層境においては踏み込みが顕著に ▼古墳中期 [
池遺跡 査区基 みられ,下層にはシルトが堆積している0シルト層には炭化物や 以前0△古墳

本層序 有機物が含まれる。水成堆積によるものと考えられPI 時的に

湿地状況であったことがうかがえる。 第5層直下の第5面で

は)水田区画内で流路跡や不定形土坑などが多くみられること

から,洪水などにより耕作地が湿地化し,一時期後背湿地の状

況であったと考えられる。(中略)古墳時代前期頃の耕作面が後

に湿地化した状況であると考えられる。 出土した遣物から,

第5層の上層 層)は.古墳時代後期から平安時代頃の

様相を示す0第5層下層(5ー4層)は.主に古墳時代中期から後

期を中心とする時期の様相を示す。第6層は古墳時代中期以前

の様相を示すものである0

…後期～平安。

F

-

大和川今 大阪庶 その4調 2 P87‥(第2層は)暗黄灰色細砂に代表されるラミナが顕著に観察 ★近世末以
池遺跡 査区 される砂層で形成される。 西地区では,洪水砂の間に

も耕作面をはさむ箇所もあることから.単I の時期に堆積した層

ではなく▼幾度かの川の増水に際し,砂が上流より運ばれること
を繰り返した結果,形成されたと考えられる0層の厚みは

を測る。 表4) ‥(第2層は近世未以降に相当0)

降0

560 吹田操車 大阪腐 A地区. 2下 地区の中央南辺およびB地区の北西隅には▼2層の下に]★近世。
場遺跡 B地区基 薄い灰白色の粗粒砂の堆積が認められた。これは,近世にお

本層序 こつた洪水砂の流入によるものであると思われる0

561 吹田操車 大阪庶 A地区. 5-1 第5層は)谷状地跡に堆積した層で▼(中略)最上位5-1層 ★古墳前期
場遺跡 B地区基 は,洪水によって流入した砂で構成される層である。 洪水は ～中期0

本暦序

-

古墳時代前期から中期にかけておこつたと推測される

地区の古墳時代前期について)開発は古墳時代後期以前にお

こつた大規模な洪水によって一時廃絶し,遺構面は厚い洪水砂

のなかに哩没した 地区の古墳時代遺構面について)部

分的に▼厚さ 程度の洪水砂で覆われている。この洪水砂

は,A 地区第5-1層と対応すると思われる。

562 久宝寺遺 ′大阪府 F基本層

序

4

E

P7‥(第4層は 十 の間に堆積する厚い洪水層で. 中 ★古墳初頭
跡竜華地

区
央部に南北方向の微高地を形成する0 (中略)古墳時代初預か

ら中期前半の洪水層と考えられる0
～中期前半0

1
563 讃良郡条 大阪腐 第4遺構 溝27の P6=奈良時代中期から平安時代初頭の溝 などが成立する L* 奈良中期

里遺跡 面=溝27 下層

i
I

第4遺構面のベ- ス層(⑤層)は,淡青灰色泥砂や淡黄灰色泥

砂などの混成層で.表面に砂質分が拡がる層厚の薄い堆積層

である0 (後略 溝27の堆積土は.黒褐色 系の砂泥.

泥砂.シルト 灰白色 系の微砂.細砂.粗砂などを主体と

r 平安初遠。

I

l一

一

一

1

-
-

r

し,上層では比較的安定した水平堆積に近い状態であるがー下

層では激しく捜拝された状態である0洪水などにより短期間に埋

】没した状況が推測される 奈良時代中期から平安時代初頭

の溝27は.遺構規模や多量に祭把遺物が出土する事からみて.
当時, この地域の幹線水路であった可能性が高いと考えられ

る。仮に幹線水路であるならば. 平安時代初更に埋没すると同

時に,他の場所に付け替えられたものと想定されるが,以後.調

l

～
査区内においては耕作地として一変し▼その経過が辿れない。

(後略)

564

565

讃良郡条 大阪庶 基本層

序
1b P12‥4区のb層は,淘汰が非常に悪くやや上方に粗粒化する土 ★江戸中期

里遺跡03- 石流と考えられるものと,ラミナを明瞭にもつ破堤.氾濫堆積物 以降。
3区 に分けられる03区では土石流が第1a層より上位に存在し,破

堤.氾濫堆積物は第1b層や第2層中に存在することが多い0 (中

略)9区の第1b層は全体としてやや上方に粗粒化する氾濫堆積

物で.3区の北東部を除きすべての畦畔を完全に覆い.さらに畦

畔の上に約 堆積する。(中略)第1層の時期は江戸時

代中期以降と推定する 区N3区l9区の)第1b層は全

体として上方に粗粒化する氾濫堆積物である0この層は南西部

では約 の厚さで堆積し,第1面を平坦化させた。

讃良郡条 大阪庶 基本層

序

1a上 区では土石流が第1a層より上位に存在し▼破堤.氾濫堆 ▼江戸中期
里遺跡03I 積物は第1b層や第2層中に存在することが多い0 (中略)第1層 以降0
3区 の時期は江戸時代中期以降と推定する0

566 讃良郡条 大阪腐 基本層

序

2 第2層中にも破堤.氾濫堆積物が広域に堆積しており,また ★室町～江
里遺跡03- 島畠の芯として残っている場合がある0第2層は4層に細分した0 戸前期0
3区 第2層の時期は室町時代から江戸時代前期と考えられる。

567 讃良郡条 大阪庶 基本層

序

3-2b P32‥(4区の第2面は)第 層に覆われていた遺構面である0 ▼鎌倉～室
里遺跡03ー 第 層は灰黄褐色粗砂を主体とする砂層で▼4区南部では 町前半。△室
3区 厚さ約 あり,北側では徐々に薄くなりながら 付 町～江戸前

近まで広がる05区では相当する砂層を認めていない0楠根川が

氾濫したときに堆積したものと考えられる0(中略)(4区の第2面

の)耕作地の時期は鎌倉時代から室町時代前半と推定できる0

期(2層)。

568 上私部遺 大阪腐 溝21 1 溝21は 区で検出した東西方向の谷状遺構の- 部 ○14世紀中

頃。跡03ー1区 である。(中略)堆積層を大きく4層に区分した0第1層は,灰白色

～灰色を呈する砂層で▼粗砂.小磯～大磯が多量に混在する。
河川として機能していた状況下での堆積とは認められず,洪水

あるいは土石流などでI 気に流れ込んだものとみられる0 (中

略)第1層からは21点の土器片が出土している0土師器の小皿

4ー0.大皿 瓦器の椀412は▼14世紀中頃に位置するものと考

えられる0
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569】有池遺跡

i

…大阪府

i

i

03ー1ー1 1 層より下では最終遺構面までの問に中世後半から近世ま ○中世後半 i

-
i
i

I
i

i
i
E

調査区 での時期の遺物を含む.耕土.床土.整地層の累積層を認めた
F 近世。

+

i
i
i

～
i

(1層)0これは2層とは土質が異なり.中～粗砂の含有率が高い

ため粘性は低いが▼全体に捜拝は進んでいる0整地層や耕起痕

の下部で.部分的にラミナが認められることからー何度か水田面

に洪水砂層の被覆を受けたことが考えられる。しかしその都度,

砂層を鋤き込んで土壌化し,あるいは部分的に積み上げる作業

を繰り返す過程で,徐々に水田面が高くなるとともに,層が形成

されていつたと考える。

570 有池遺跡 大阪庶

i

,i

03-1-3 3 現代耕土を除去した段階で-洪水砂層を検出した(1層)0こ ○中世0△近
調査区 れは 弱の厚さで,調査区のほぼ全域で認められた0 (中

略)1層を除去すると3～4枚からなる近世以降の耕土層を認めた

(2層)。その下の洪水砂層(3層)からは中世土器のみが出土し

ているe出土遺物はいずれも摩滅した細片で,帰属時期を判断
することは難しいが,この層の堆積した時期と,再度その場所が

水田として利用される時期との間に時間差が存在することは確

かである03調査区の中央部ではほぼ東西方向の帯状に,3層

の洪水砂が4層を削り取っている状況がみてとれた0このことか

ら洪水砂に覆われた水田が,直後に復旧されることなくしばらく
放置されたことが予想される0換言すればこの洪水砂層は, 中

世集落の廃絶時期と相前後する時期に堆積したといえるのかも

しれない0

世以降0

571 私部南遺 大阪庶 1区.2区 8 第8層は)標高 層厚 で堆積しており,流路 ○縄文晩期
跡 基本層 及びその氾濫堆積物などの自然堆積層とその上部に形成され ～弥生前期

序 た土壌化層である0この層からは縄文時代晩期から弥生時代前 新段階0△弥
期新段階にかけての土器が層位的に出土した0 (後略) 生前期新段

階～中期前

葉0

572 私部南遺 大阪庶 1区.2区 9 第9層は)標高 ▼層厚0」 で堆積してお LA 縄文晩期
跡06】1 基本層 リ,第9層は北西に流れる流路の氾濫堆積物である砂襟層とそ ～弥生前期

序 の上部に形成された土壌化層からなる0 (後略) 新段階0

573 私都南遺 大阪腐 3区～6 ーb 第1層は)標高 層厚 で堆積しており.氾濫堆積

跡OG-1 区基本 物と考えられる砂傑層とその上部に形成された土壌化層からな

層序 リ.調査区の全域で水平に堆積していた。(中略)第1b層は砂磯

を主体とするが▼3.5区を中心に細砂～極細砂となる0

574!私都南遺 大阪府 3区～6 3b 第3層は)標高 層厚 で堆積し▼流 ○古墳後期
跡06ー1 区基本 路.氾濫堆積物である砂磯層とその上部に形成された土壌化層 ～奈良。

;層序

i

II

で 暦に細分される。調査区の全域で水平に堆積している

状況が確認された。第3a層は全体に灰色を帯びており▼砂硬を

多く含む0黒色土器.瓦器.土師器など▼平安時代中期～中世前

半にかけての遺物が出土した。第3b層は灰白色砂確で▼6区で

検出された流路を中心に堆積しておりラミナが顕著である0この

流路からは古墳時代後期～奈良時代を中心とした遺物が出土

した0

575 私部南遺 大阪腐 3区～6 6- I 第6層は)標高 層厚 で堆積してお ○古墳中期
跡06】1 区基本 6-ll2b リ,氾濫堆積物である砂磯層とその上部に形成された土壌化層 (初期須恵

層序 からなる0 (中略)第 層は砂磯を主体としており,その 器)0△古墳
上部に形成された第 層は黒～オリI ブ黒色砂礁混

シルトで,調査区全域で北西に緩やかに傾斜をもって堆積する0

第 層は灰色砂磯である0第 層からは古墳

時代後期の土器r第6一 層からは6区で初期須恵器の鈴

付土器が出土した0

後期O

576 私部南遺 大阪腐 3区～6 6-2-lb, 第6層は)標高 層厚 で堆積してお ]★古墳前期

跡 区基本 6ー リ.氾濫堆積物である砂磯層とその上部に形成された土壌化層 初頭以前0△
層序 からなる0 (中略)第 層は砂磯を主体としており.その 古墳中期(初

上部に形成された第6一 層は黒色砂裸混シルトで,調査

区全域で北西に緩やかに傾斜をもって堆積する0第

層は砂蝶でラミナが顕著である。第 層からは第

2b層にかけて遺物は出土していないが,層位的な関係から古墳
時代前期初頭以前の堆積と考える。

期須恵器)。

577 私部南遺 大阪庶 3区～6 7-lb, P15‥(第7層は)標高 層厚 で堆積しており,読 △弥生(第7
跡OG-1 区基本 7ー2b 路及び氾濫堆積物である砂磯層とその上部に形成された土壌 - 1a層)O

層序 化層である。土壌化層は4.6区でのみ確認しており,他の調査区

では認められなかった02層に細分することができ,第7- 1ー2a
層は青灰色砂傑混シルトを主体とする0第 層は灰色砂

硬で,第 面で検出された流との堆積物と考えられる0第7 I

- 1a層からは弥生土器片が出土した。 -
578 私部南遺 大阪庶 3区～6 8 第8層は)標高 層厚 ー4m で堆積してお △弥生(第7

跡06-1 区基本 リ,流路及び氾濫堆積物である細砂～砂磯層とその上部に形成 - 1a層)0
層序 された土壌化層からなる0 (後略)

579 私部南遺 大阪府 3区～6 9 第9層は)標高 層厚 で第8l 3ーll △弥生(第7
跡06-ー 区基本 2a層と同じく全体的には北西に向けて低く傾斜して堆積してお - 13層)0

層序 リ.氾濫堆積物である砂磯層とその上部に形成された土壌化層

からなる0 (後略)

580 私都南遺 大阪庶 3区～6 10 第10層は)標高 層厚 で 区で確認さ △弥生(第7
& 06-1 区基本 れた氾濫堆積物である砂磯層とその上部に形成された土壌化 - la層)。

層序 層である0(後略)
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58 1 久宝寺遺 大阪南 t

i

02ー1調 8b 第8層は)砂質の黒色シルトを主とする土壌化層とやや粗 ★縄文後期

跡竜華地

区

査区基 い砂の多い基盤層からなり において確認した0 後半0

本層序 場所により 近くの土砂(第8b層)が堆噂するような洪水が縄

文時代後期後半に発生し.終息した後の縄文時代晩期から弥

生時代前期にかけて土壌化(第8a層)したものである0

582 久宝寺遺 大阪庶 調 6-2b 表 第6- 2層は弥生時代後期に相当。 第7面に ★弥生後期0

跡竜華地 査区基 おいて水田域の広がる低地部では,第6- 2層の基盤層である

区 本層序 第 層がl 様に検出されー地形的に低い場所ほど厚く堆積

芸禁 豊票 豊設 孟漂 ㌶ 霊 宝謡 …讐 監 禁 E

を物語っている。

583 久宝寺遺 大阪腐 調 3-2b 表 第3層は古代に相当 第3層は)灰白色の中 ★古墳後期O

跡竜華地

区

査区基 粗砂を主体とする自然堆積層とその土壌化層でありー

本層序 前後において検出した。 第3遺構面について)本遺構面を

形成する第3層はー場所によって異なる段階の基盤層となる氾濫
堆積物を検出し.これらを問層として最大3つの細分が可能な土

壌化層によって構成される0 (中略)第3ー2b層と第 層につ

いては,調査区内の局所に検出されたのみであり,上記の層の

ような氾濫堆積物の供給源も確認できなかった。各段階におい

ては.本調査区内は安定した環境にあったことかがわかってお

り▼調査区外で発生した氾濫の影響を受けたものと推測する0

下面q)第3面では▼古墳時代後期頃に発生した氾濫を契
機として形成された本調査区における古代の様相が明らかと

なった ‥第3面以上は中世以降に相当0)

584 久宝寺遺

跡竜華地

区

大阪庶 調

査区基

本層序

3-1b 嗣上o ★古代。

585 久宝寺遺 E大阪府

1

調 2b 表 第2層は中世に相当 下面の第3面では.古 ★中世。

跡竜華地

区

査区基 墳時代後期頃に発生した氾濫を契機として形成された本調査区

本層序 における古代の様相が明らかとなった0 (中略)(第2層について)

同層はー土壌化の弱い表土層と,その下部にて部分的に検出す

る氾濫堆積物によって構成される0(中略)第2b層は低位な地形

にのみ流入したものと考えられ,その標高は を

測る0

586 久宝寺遺 大阪府 02-1調 1

i

表7)‥(第1層は近世に相当 第1層は 以 ★近世。 -
跡竜華地 査区基 上において検出し,灰オリ一ブ色の中細砂混シルトを主体とする 1

]
l

.区

～

i

本層序 耕作土層である0下層と同様,平坦面では自然堆積層がほとん

ど残存しないものの,調査区西側の島畠内部では部分的に耕作

土と異なる砂層を検知できることから.当地に土砂が流入したこ

とは間違いないと思われる 第1層について)同層は.4つ

に分層が可能な耕土層と▼部分的に残存するわずかな氾濫堆

積物によって構成される0

587 久宝寺遺 大阪庶 調 7 第7層は)弥生時代前期末頃と推測する洪水砂層である0 ★弥生前期

末。跡竜華地 1 E査区 下刻作用が殆どみられないことから,氾濫の縁辺部の堆積と考

区 えられる0

588 久宝寺遺 大阪府 0ト3調 4 第4層は)弥生後期以降に堆積した洪水砂層である0最初 ★弥生後期

跡竜華地 査区 に流入した洪水砂を第4- 4層とし,止水性堆積に至るまでを第4 以降0△古

区 - 3層.第4- 2層,第4- 1層と区分した。(第3層は)古墳時代の

土壌化層である0

填。

589 池島福万 大阪庶

-

池島 I 2b 第2層は▼近世を中心とする耕作土層であるが,近年 ★中世～近

寺遺跡 I 期地区 では下部の一部は中世にかかる可能性が高いと考えられる。基 世0

期地区(総 基本層

序

本的に第 層 層 層 層の4層に分別され

括) る場合が多い。(後略 人為的撹拝層であるa層の連続する

第2層各層最下部には▼三十.三十一.三十三.三十四ノ坪を中

心に小規模な氾濫堆積物である2b層が見られる部分がある0第

2b層は,粗粒の氾濫堆積物層で中砂～小磯を主体とする。

590 池島福万 大阪腐 池島 I 3b P2 1‥第3層は. 中世後期の耕作土を中心とした層である。基本的 ★中世0 ▼古

寺遺跡 I 期地区 に第3- 1層I3ー2層.3ー3層に分割される。しかしー実際の調査 代～中世前

期地区(総 基本層 にあたってP各調査区により第3ー1- 1層 層 期(第4層～

括) 序 層 層.3ー2- 2層 層と5層に細分されている場合

もある0各層は活発な氾濫堆積物の供給を受けて各a層間に細

粒堆積物が多く,いずれの層も捜拝度も弱いことからー比較的短

期間に罷災を繰り返していた可能性が高い。(中略)こうしたb層

は▼池島 I 期地区全域でみられるが,地区南西部に供給が多

く,この部分では島畠が非常に発達する0なかでも,第3- 3b層

は調査区全域に比較的厚く供給されている。なお.97- 3調査区

の第 面を覆う氾濫堆積物中から「文明十三年

年)」の墨書のある卒塔婆が出土しており▼第3層のある段階に

ついて,15世紀後葉以降に時期を求めることができる0

第9層)0
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591

592

593

池島福万 】大阪府

】
】

池島 I 5b 第4層～第9層は.中世前期から古代にかけての耕作土を ★古代～中
寺遺跡 I 期地区 中心とした層である0細粒の粘土～シルトが土壌化した層で.層 世前期0
期地区(総 基本層 間に氾濫堆積物などのb層をほとんど挟まない。ただし,池島 I

括) 序 期地区北西部の三十一.三十二ノ坪では,第5～6層段階に水路

からの氾濫堆積による粗粒堆積物が見られ▼この箇所の島畠の
初現とも絡んで注目される ‥第5層は,細砂～粗砂の混じる

粘土～シルトの耕作土層である0上層による撹拝のため基本的

には遺存状況が悪い0調査区北部の三十.三十一ノ坪では,5層

中の氾濫堆積物が見られ,部分的に第5層が第5l 1層.5ー2層

に細分される0

池島福万 大阪庶 池島 I 6b 第4層～第9層は▼中世前期から古代にかけての耕作土を ★古代～中
寺遺跡 I 期地区 中心とした層である。細粒の粘土～シルトが土壌化した層で,層 世前期0
期地区(紘

～

基本層 間に氾濫堆積物などのb層をほとんど挟まない0ただし,池島 I

揺) 序 期地区北西部の三十一.三十二ノ坪では,第5～6層段階に水路

からの氾濫堆積による粗粒堆積物が見られ.この箇所の島畠の

初現とも絡んで注目される 第6層は, 中砂～極粗砂の混じ

る粘土～シルトの耕作土層である。上層による捜拝のため.遺

存状況の悪い層である0基本的には,第5層同様に部分的な氾

濫堆積物が層中に見られ,三十l三十l ノ坪では第6l 1層J6-

2層に細分される0

池島福万 大阪腐 池島 I 10一1b 第10層は,古墳時代の土壌化層である。基本的に第10- 1 ★古墳。
寺遺跡 I 期地区 層 一2層に細分されるものと考えられる0 (中略)第10ー1b

期地区(総 基本層

序
層.10ー2b層は,小規模な氾濫による堆積と考えられる細粒氾

括)

;i
-

濫堆積物で.細砂を中心に粗砂中砂～粗砂の混じる堆積物であ

る ‥ただし▼第10ー1層 層聞及び第 層下部には

複数の細粒氾濫堆積物が見られ.これが池島 I 期地区内の第

10層の層位的連続性の認識を困難にしている0(後略)

594 池島福万

寺遺跡 I

期地区(総

括)

大阪腐 池島 I

期地区

基本層

序

10ー2b 同上0 ★古墳。

595 池島福万 大阪府 池島 I llb 第11層は▼弥生時後期の耕作土及びその下部の自然堆積 ★弥生後期0

1

寺遺跡 I 期地区 層である。(中略)第11b層は.上部が粘土～シルト,中断が砂礁
】期地区(総 基本層

序

層,下部が粘土～シルトによって構成されている場合が多い0こ
準 )

I

の氾濫堆積物は非常に多く,第11面以降長く残る微高地はこの

中段の氾濫堆積物が厚く堆積したものである0 (後略)

596 池島福万 大阪庶 ;池島 I 13b 第13層は▼弥生時代前期末～中期初頭の耕作土を中心と き★弥生前期
】寺遺跡 工 期地区 する層である0 (中略)第13b層は細砂～小磯の堆積物で構成さ 末～中期初 1

-
…期地区(総 基本層

序

Zれた層である。このb層最上部では,地震による液状化の現象に 頭0 一
一

一

括) よる地割れが多数検出され.南海大地震の可能性が指摘されて

l-

いる。また.この層の上面から13b層最下部にかけては地震によ

る変形構造が見られる場合もある0

597 池島福万 大阪庶 池島 I 14-2b 第14層は.弥生前期～縄文時代晩期の層である0第14ー1 】★縄文晩期
寺遺跡 I 期地区 層 層に分けられる0 (中略)第14ー2b層は,上部に細砂 」 弥生前期0
Fi㌍区(総 i 基本層

序

～粗砂の多く混じる粘土～シルト 中部には中砂～小蝶, 下部

には粘土～シルトの氾濫堆積物が主体を占める自然堆積層で

ある0 中段階の粗粒な氾濫堆積物によって大きく地形が変形し,

第14面の景観を決定している。

-

598 池島福万 大阪腐 池島 I 15b 第15層は,縄文時代後期の層である0(中略)第15b層は, ★縄文後期。

II
I

寺遺跡 I 期地区 上部が中砂～粗砂の粗粒堆積物で.下部が粘土～シルトの細 ○縄文中期

未0期地区(総 基本層

l序

粒堆積物である。大量のアシの茎が横位に含まれるシルト～粘

揺) 土層で,縄文時代中期末の土器片が出土している0

599 讃良郡条 大阪府 基本層

序

5b 層は)5a層の母材となる自然堆積層である。(中略)縄 ★縄文晩期。
里遺跡03- 文時代晩期頃の層準と考えられる 第4- 2面について)こ

区 の面の地形は,大きく東から西へ傾斜する地形に,南東から北

西方向へ延びる微高地が入り込む様子が読み取れる0 (中略)

この微高地を形成している堆積層は,縄文時代晩期に考えられ

る氾濫堆積層でありI2つの等高線のピ- クをつないだ先に,こ

の氾濫堆積物を吐き出した流路の存在が想定できる。

600 讃良郡条 大阪腐 基本層

序
7b 層について)上薗を.1区において,部分的に調査を行つ ★縄文後期0

E

里遺跡03- た07a層との間に. 氾濫堆積物が認められる07a層と同じく,周
区 辺の調査結果から縄文時代後期に相当すると思われる0

601 山賀遺跡 大阪腐 一
区

2 第2層は)砂層。第3面14溝を境に,東へ粗粒化しラミナが -▼弥生後期
03-ト

区

発達する0西側では植物遺体やマンガンを含む層が堆積する0 ～古墳後期0
ー1区第3面は)第2層の洪水砂層を除去した, 自然堆

積シルト層の上面である 第3面は弥生時代後期～古墳

時代後期相当0)第3面は.第2層の洪水砂層の下面にあたる自

然堆積シルト層上面である。(中略)(第2面は古墳時代後期に

相当。)

△古墳後期0
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602 新上小阪 大阪府 基本層 !6

i

層は細砂～細磯を主体とする洪水堆積層である0 (中略) ★弥生中期
遺跡 序

-

調査地西半は第7面が高く.その結果▼6暦は西半が層厚 前 後半O▼弥生

後,東半が 前後と東側が高いO洪水砂は途中で粗襟を含む 中期後半。△
レンズ状の堆積や▼ラミナの不整合がみられ,3回ほどの堆積の 弥生中期末
単位が確認できる0 どれほどの時間的経過を示すかは不明であ

るが▼一連の洪水堆積層と考えられる。層内からの遺物の出土

は少なく, ローリングを受けた縄紋時代後期～弥生時代中期の

遺物が出土しているが,いずれの遺物も時期を直接示すもので

はない。 第6面は非常に安定した面であり,検出した遺構

は弥生時代中期末～古墳時代後期と長期間に及ぶ 第

7面には)弥生時代中期後半の時期を与えたい。 前略)第

7面が弥生時代中期後半と考えられること▼第6面の古相の遺構
が弥生時代中期末～後期初頭と考えられることから6層の洪水

堆積層は弥生時代中期後半の時期をあてはめることができる0

その後,大量の土砂供給が- 段落L P安定した微高地を形成し

ていたものと考えられる。

～後期初頚。

603 新上中阪 大阪庶 基本層 7-2b 層は弥生時代中期の水田作土層である0この7a層の母 ▼弥生中期
遺跡 序 材となるのは調査地西半では洪水堆積層 層)であり,東半 前葉(河内Ⅱ

では第8面が西半に比して高かつたため, 洪水堆積層はみられ 様式)。△弥

ず,緑灰～暗緑灰色の粘性のあるシルト層である 層)。

第9面の水田は)弥生時代中期前葉(河内Ⅱ様式)と考え

られる。

生中期。

604 新上中阪 大阪庶 基本層 9b 層は)母材となる洪水堆積層9b層の土壌化層である。 ▼弥生中期

遺跡 序 (中略)9b層は調査区全体にみられ▼1調査区東半では層厚約 前葉(河内Ⅱ

▼西半では 調査区では を測り▼調査地東 醸式)。△弥

側が厚い0 9b層はラミナの状況から3回ほどの堆積の単位をみ 生中期前葉
ることができる0 どれほどの時間的経過を示すかは不明である (河内Ⅱ様
がー一連の洪水堆積と考えられる 第10面.10層の土器 式)(第9面の
こは)弥生時代中期前葉 (河内Ⅱ様式)の時期が与えられる0 水田)0

605 八尾南遺 大阪腐 基本層 3 (第1分冊 層は)弥生時代後期に相次いで形成され ★弥生後期。

▼弥生後期

～
】
(
i

跡

～

iI

序 た流路を埋積する洪水流によってもたらされた堆積物で.2層を

除去して検出される本層の上面を第2面として認識した0粘土質

シルトから中砂といった比較的細粒の堆積物を主体とし▼最下部

中葉。△弥生

未～古墳初

】
】
1
11

1
1

こは第3面を覆う灰オリーブもしくは明オリーブ色のシルトからシ 頭0

-

-

～
1

-

ルト質極細砂層が堆積している0 (後略 第2面について)

それぞれの遺構は▼出土遺物の年代から ①古代 ②古墳時代

中期から後期,③弥生時代末～古墳時代初頭ーこ位置づけられ

ることが明らかとなった ‥(第3面について)本面に伴う土器

- は.すべて弥生時代後期中葉に位置づけられる0

606 雲孟霊 大阪府 基本層 3b 区.3区における第3a層は.黄灰色粗砂～細硬質極細砂 P★奈良後半 I

序 んシルトでP母材となる氾濫堆積物(粗砂～細磯/ 細砂～中砂. ～平安初め0
1区 li

i

第3b層)とセットで依存する部分もあった。(後略 表 第

3a層は 区の第3- 2a層に相当 第3b層は奈良時代
後半～平安時代初め頃に堆積した氾濫堆積物であると考えられ

る。

607 讃良郡条 大阪庶 基本層 4-3b, 第4- 3層の下には,流路充填堆積物および氾濫堆積物が ★縄文晩期
里遺跡03】 序 4-4a, 堆積していたeこの層準はP流路充填堆積物の切り合い関係か 前半。

1区 4ー4b らー大きく2つの堆積ユニットに細分される0 (中略)(下位の)第4

ー4a層の時期は縄文時代晩期前半に年代の1点を有すると考え
られる。

608 讃良郡条 大阪腐 基本層 6b 第6b層は)流路充填堆積物の部分と氾濫堆積物の部分か ▼縄文早期
里遺跡03-

1区

序 らなる。 後半～前期

末。△縄文晩

期前半。

609 讃良郡条 大阪庶 基本層 7-l～ 第6b層は)流路充填堆積物の部分と氾濫堆積物の部分か ▼構文草創
里遺跡03- 序 7-4 らなる。また.その下位では,流路充填堆積物ないし上方粗粒化 期～早期初

1区 した氾濫堆積物と,それを母材とする古土壌(暗色帯)のセットが め(第9層)0
4つ確認されたOそれらを第7l l層ヤ第7- 4層とし,それぞれa △縄文早期
層.b層に細別した。(後略 第 層～第7ー1a層の時期 後半～前期

ま縄文時代早期後半～前期末と考えられる0 末0

610 讃良郡条 大阪庶 基本層 9 第9層について)第8層の下には,腐植を多く含んだ古土壌 ★縄文草創

里遺跡03- 序 (暗色帯)とその母材となる氾濫堆積物のセットが,多くの地点に 期～早期初
1区 おいて4つ確認された。これらについては第9l l層～第9- 4層と

呼称し,それぞれa層.b層に細分した0 (後略 第9層の時期

は縄文時代草創期～早期初め頃と考えられる0

め0

6日 茄子作遺

跡

大阪腐 第1調査 2 P24‥第2層は▼灰色砂まじりシルトまたはーシルトまじり細砂を主 ○17世紀0

区1- 4 体とする0基本的に耕作土であるが.粗砂や細砂の流入がある

区低地 ことから,頻繁に洪水等にみまわれていた状況が推測される0こ

部基本

層序

の層からは▼17世紀までの遺物が出土した0

612 茄子作遺

跡

大阪庶 第1調査 3 第3層は, 灰色砂まじりシルトと黄灰色砂から成るe黄灰色 ▼13世紀00

区1- 5 砂には.ラミナが認められることから,洪水砂の流入があったこ 14世紀。△17

区低地 とをうかがわせる。層厚は を測る0 この層からは.14 世紀。
部基本

層序

世紀までの遺物が出土した0
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613 茄子作造 】大阪府

～

～

第1調査 埋土 井戸2は▼調査区東半部中央において検出した井戸で ▼7世紀。

】跡
区:井戸 ある。(中略)掘り方の哩土は,粘土ブロックを含む黒色～灰色

2 シルト またはシルト質細砂を主体とする0井桁内部には,黒色

粘土ブロックを含む褐灰色粗砂や.灰白色シルトまじリ細砂があ

り、, 少量ではあるが▼植物遺体の残存が認められた0また,両者

とも上層には,灰白色～灰色を呈する洪水砂が厚く堆積してい

た0この洪水砂にはー削平されたと見られる木組みの破片が含

まれていた0井桁の内部からは,須恵器賓片(5世紀).土師器

杯片(7世紀)が出土した0

614 茄子作遺 大阪腐 第1調査 埋土 溝9は,ト3区lト4区 区の北東部において検出した遺 世紀0
跡 区:溝9 構である0 (中略)(埋土には)斜め方向に大きくうねるラミナが形

成されていることから.7激しい水流によって哩没したことがわか

る0 (中略)埋土から▼弥生土器,須恵器,土師器(庄内～布留

式 世紀)P黒色土器(11世紀)P瓦器 (12「13世紀)▼陶

慕(14世紀),瓦質土器が出土した。

615 津田遺跡 大阪腐 1区 4 P9:第4層は土石流により堆積する粗砂。この粗砂は,1区で検

出された13世紀の堤防遺構を覆っている。(後略)
▼13世紀0

616 讃良郡条 大阪腐 基本層 13 第12層は)弥生時代後期から古墳時代にかけて堆積した ▼弥生後期。
里遺跡03I 序 ものと想定される0 (中略)(第13層は)灰白色ないしは灰オリー △弥生後期
6区 ブ色の細砂から粗砂で構成される自然堆積層。洪水によりもた

らされたと考えられ,2区の西側半分では,下層の第 層を

侵食している0西側での堆積は厚く▼2区では の厚みがあ

る。上部はやや黒色化しており.古土壌となっているが,顕著な

遺構は確認できなかった。層中には厚さ約5cm のシルト層をはさ

む0そのシルト層上面では人の足跡がいくつも検出された0洪水

の合間に人が移動していたのだろう0 (中略)(第14層からは)弥
生時代後期の土器が数片出土している0

～古墳0

617 池島.福万 大阪庶

-

2

-

第2層は)中粒砂～極粗粒砂を多く含む蝶.粘土質砂の作 △ 年(第

I

寺遺跡Ⅱ 土層とP洪水堆積物の砂質磯層である0第2層は池島 I期地区 1b層)0

i期地区05I では調査区によって把握される土壌化層の枚数が異なるが.概

2調査区 ね5層に細分している。(中略)本調査区の位置する二十二坪

は,西側の二十七坪や北側の二十I 坪(池島 I期地区)に比

べ,地形的に高い場所であるため.洪水堆積物の分布が顕著で

はない。

618 池島.福万 大阪府 3 第3層は)極粗粒砂を主体とするシルト質砂の作土層と,シ △ 年(第 I
～寺遺跡Ⅱ ルト砂賢磯の洪水堆積層からなる。(中略)本調査区において 1b層)。

I

期地区05I も,3面分の遺構面を確認したが▼水田部分は捜拝されていたた

2調査区 …めr全面的に調査したのは第3l 1面r第3ー2面の2面である0

619 池島.福万…大阪府 10-2b

i

第10- 2b層は)シルト質砂層の洪水堆積物と.第l1層の .▼弥生後期O
寺遺跡 Ⅱ 流路内に堆積した粘土.砂質磯の流路内哩土からなる0 (第11

期地区05ー

2調査区

層は)弥生時代後期の土壌化層と自然堆積層である0

620 池島.福万 大阪庶 i

-

i

lllb P19‥(第11b層は)シルト質砂0弥生時代中期後半～後期にかけ ★弥生中期
寺遺跡 Ⅱ ての洪水堆積物である。(中略)当調査区では▼氾濫堆積物の停 後半～後期0
期地区05- 止面は明瞭ではないが, 下層と中層.上層では層中の磯の比率

】2調査区 が異なるため,池島 I 期地区と同様に停止面が存在する0

621 池島.福万

寺遺跡 Ⅱ

大阪庶
i 13b 第13層は)弥生時代前期から弥生時代中期後半に比定さ

れる。(中略)(第13b層は)わずかに磯質粘土質砂の氾濫堆積

★弥生前期

～中期後半0
期地区05- 層と,極粗粒砂～粗粒砂を主体とする粘土質礁層の流路堆積

2調査区 物からなるO

622 池島.福万 大阪腐 14】1 第14層はー2枚の土壌化層と,洪水堆積層で構成される。 ★弥生前期0
寺遺跡 Ⅱ (第14ー1層は)弥生時代前期に比定される.極細粒砂からシル
期地区05ー トを主体とする砂質泥層である。上部が土壌化していることか

2調査区 ら▼一時的に砂の供給がおさまり,安定した状態にあつたと考え

られる。

623 池島.福万 大阪腐 14ー2b 第14層は.2枚の土壌化層と▼洪水堆積層で構成される0 ★弥生前期。
寺遺跡 Ⅱ (中略)(第 層は)氾濫堆積物によって構成されたシルト
期地区05ー 砂質磯層である0層厚は を測り,大きく3層に分けられる0下
2調査区 層は植物遺体を多く含むシルト質磯層0 中層はシルト砂質傑層

で,細砂の薄層を挟在させる層理面が部分的に確認できる0上

層は砂質傑層で,上方に向かって細粒化する0

624 護良郡条 大阪庶 8b-2～ 第 層 (縄文時代後期～晩期)について) ★縄文後期
里遺跡03ー 8b-10 (前略)各層は.色調のほかに層厚も類似しており▼一定期間の ～晩期0
4調査区 乾湿を繰り返しながら緩やかな堆積サイクルが進行していたこと

が窺われ▼比較的安定した沼沢地としての環境が想定できる

が,上流の氾濫によるものか.しばしば粗粒の堆積物が供給さ

れている。(後略)

625 讃良郡条 大阪庶 8bー1 ‥第 層については. 出土遺物から弥生時代前期末 ★弥生前期

末。里遺跡03- の氾濫堆積物と考えられ,極粗砂～細砂が主体である0調査地
4調査区 西側の 区にて部分的に厚い供給が見られ,南東から北西

方向まで幅を狭めながら伸びる微高地を形成する0 (後略)

261



遺跡一覧表B-2

626 讃良郡条 】大阪府 i 7b b ー7:(第7b層(弥生時代後期～古墳時代初譲)について)砂磯とL* 弥生後期 -

1

】

里遺跡03- 鹿 土が互暦を成す氾濫堆積物である。徴高地1の東西で供給状 】～古墳初乱

4調査区 態が大きく異なり,層序.層相も大きく異なる0中でも砂磯の供給

は局所的で,調査地内に部分的な起伏を彪成する0相対的高位

となって乾燥した砂傑上にはー古墳時代以降の集落や畠地など

が立地する。

!△古墳。

627 讃良郡条 大阪庶

i

4b P18‥(第4b層(室町時代? )について)三十ノ坪,三十一ノ坪に烏 ★室町。
里遺跡03ー 所的に供給された氾濫堆積物で,調査地内に部分的な起伏を

4調査区 形成する0部分的に2層以上に分層でき.下層の第5a面直上に

は粘土～シルトの細粒の堆積物が見られる。細粒の堆積物には

三 三

利用され,第3a面の開発まで踏襲される。

628 讃良郡条 大阪腐

i
i

2b 第2b層(近世)について)第3a層上面を被覆する粘土～シ …★近世。

里遺跡03I ルト層と,その上の砂傑層からな成る氾濫堆積物0広い範囲に

4調査区 供給されているが▼1区の南西側だけは確認されず,第1a層と第

2a層が連続した古土壌として確認される06区の北東端付近では

第2b層による浸食が見られ 区では特に厚い堆積が見られ

ることから,調査地北東側付近で讃良川が破堤したことを物語

る。

629.三宅西遺 -大阪庶

i

i

基本層 6 三宅西6層(第6層)は,黄褐色砂混じりシルト～砂からなる ★飛鳥～平
跡 序 作土層および氾濫原堆積層である0層厚は 以下で.分布 安0▼古墳～

は 区では連続するが▼ 区では断続的である0飛鳥時

代から平安時代の遺物を含む 三宅西5層(第5層)の年

代は中世0三宅西6層(第6層)の年代は飛鳥時代～平安時代0

三宅西7a層(第7a層)の年代は古墳時代～飛鳥時代0)

飛鳥。△中 …

世0 E

～

630 三宅西遺 大阪庶 基本層 7b 三宅西7層(第7層)は,後背湿地層, 古土壌および河川氾 ★古墳0▼弥

-

跡 序 濫堆積層からなる0遺跡のほぼ全域に分布し 区では三 生後期末～

宅西7a層～7e層に細分され 区では1層に修練するe (中 庄内0△古墳

略)三宅西7b層(第7b層)は∴灰黄色シルト質砂～砂.磯からなる

河道内堆積層および河道からの氾濫堆積層である0層厚は

以下で▼河道部では 以上ある0主として遺跡中央部に

分布する 三宅西7a層(第7a層)の年代は古墳時代～飛

鳥時代0三宅西7b暦(第7b層)の年代は古墳時代0三宅西7C層

(第7c層)の年代は弥生時代後期未～庄内式期。)

～飛鳥。

631 三宅西遺 大阪庶

i

-t
t

j基本層 7d

i

三宅西7層(第7層)は,後背湿地層, 古土壌および河川氾 …★弥生中期 …

-跡 序 濫堆積層からなる。遺跡のほ ぼ全域に分布し 区では三 末～後期。▼!

i 】宅西7a層 層に細分され 区では1層に修練する0 (中 弥生前期～ [
…略)(三宅西7C層(第7C層)について 区では上面で庄内

式期の掘立柱建物や井戸.溝などを検出している0三宅西7d層

中期。△弥生

後期未～庄

内0

～

-

(第7d層)は,褐灰色ないし黄灰色粘土質シルト～砂.裸からな

る河道および河道からの氾濫堆積層である0層厚は概ね

以下であるが,河道部では約 ある0主として 区に分

布し 区以西では上位層と収蝕する。なお 区 E
の河道からは,畿内第Ⅴ様式の土器が多数出土している

(三宅西7C層(第7C層)の年代は弥生時代後期末～庄内式期0

三宅西7d層(第7d層)の年代は弥生時代中期末～後期0三宅西

7e層(第7e層)の年代は弥生時代前期～中期0)

632 三宅西遺 大阪庶 基本層 8 P24二(三宅西7e層(第7e層)について 区では▼ ★縄文晩期。

跡 序 弥生時代前期～中期の竪穴住居や掘立柱建物が多数検出され ▼縄文後期。
ているe三宅西8層(第8層)は▼上部は黄灰色ないし灰黄褐色 △弥生前期
砂.磯からなり,下部が黄灰色ないし褐色粘土質シルト～砂質シ

ルトからなる河川の氾濫堆積暦である0層厚は 区で

以下▼ 区では で,遺跡の全域に分布する0

区の河道より,縄文土器(滋賀里 が出土

している。P27‥(三宅西7e層(第7e層.)の年代は弥生時代前期～

中期0三宅西8層(第8層)の年代は縄文時代晩期0三宅西9a層

(第9a層)の年代は縄文時代後期。)

∴中期。

633 = 宅 遺 大阪庶 基本層

序

9b 三宅西9層(第9層)は▼古土壌および河川氾濫堆積層から

なる0遺跡の全域に分布する0 (中略)三宅酉9b層(第9b層)は,

上部が黄褐色ないし黄灰色砂.磯からなり,下部がオリ- ブ灰色

ないし灰色粘土質シルトからなる河川の氾濫堆積層である0層

厚は 以下である 三宅西9a層(第9a層)の年代は縄

文時代後期0三宅酉10層(第10層)の年代は縄文時代中期0)

▼縄文中期0

△縄文後期。

F
634 三宅西遺 大阪庶 基本層 10 三宅西10層(第10層)は,灰色砂.磯～黄灰色粘土質シ ★縄文中期0

跡 序 ルトからなる河道内堆積層および河道からの氾濫堆積層であ ▼縄文早期
る0遺跡の全域に分布し.層厚は 河道都では約 後半⊥前期。

である 区では河道から縄文土器 (船元Ⅲ? )が

見つかっている 三宅西9a層(第9a層)の年代は縄文時代

後期0三宅西10層(第10層)の年代は構文時代中期0三宅西

11C層(第11C層)の年代は縄文時代早期(後半)～前期0)

△縄文後期0
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635 三宅西遺 大阪府 基本層 llb 三宅西11層(第11層)は.暗色帯構成層および河成層で, ▼縄文早期
跡 序 遺跡の全域に分布する 区では収敷しているが 区 後半～前期0

】東端部から 区にかけては三宅西11a層～三宅西日d層に

】区分される0 (中略)三宅西日b層(第11b層)は,上部は褐灰色

ないし黄褐色砂l磯からなり.下部は灰黄色ないし暗オリーブ色

シルトからなる河川の氾濫堆積層であるO層厚は 区で約

以下 区では約 以上である0 (中略) (三宅西

11C層(第11C層)について 区では▼中位に暗灰褐色

の横大路火山灰層(鬼界ア力ホヤ火山灰 が挟まれる。

三宅西10層(第10層)の年代は縄文時代中期0主宅西11C
層(第11C層)の年代は縄文時代早期(後半)～前期0)

△縄文中期0

636 三宅西遺 大阪腐 基本層 lld P26‥三宅西11層(第11層)は,暗色帯構成層および河成層で, ▼後期ー日石 1
跡

i

序 遺跡の全域に分布する 区では収敢しているが 区 器後半～縄

文草創期。△
】
i
i

東端部から 区にかけては三宅西11a層～三宅西11d層に

区分される0 (中略)(三宅西11C層 (第日C層)について) 縄文早期後

区では,中位に暗灰褐色の横大路火山灰層(鬼界ア

力ホヤ火山灰:KーAh)が挟まれる0三宅西日d層(第11d層)は▼

上部がオリーブ灰色シルト～砂,下部がオリーブ灰色粘土質シ

ルトからなる河川の氾濫堆積層である。 三宅西日C層(第

11C層)の年代は構文時代早期(後半)～前期0三宅西12層(第

12層)の年代は後期旧石器時代後半～縄文時代草創期。)

半～前期0

-

637 三宅西遺 大阪腐

～
～
I

基本層 12b 三宅西12層 (第12層)は,沼沢湿地性堆積層,古土壌およ ★後期旧石
跡 序 び河川の氾濫堆積層で 区において三宅西12a層および 器～縄文革

三宅西12b層に細分される0層厚は 以下である0三宅西12a 創期。▼後期
層(第12a暦)は,褐灰色ないし黄灰色シルトからなる沼沢湿地 旧石器0△縄
性堆積層および古土壌で,三宅西12b層(第12b層)は,灰黄褐 文早期後半
色粘土質シルト～シルトからなる河川の氾濫堆積層である0

三宅西llC層(第11C層)の年代は縄文時代早期(後半)～

前期0三宅西12層(第12層)の年代は後期旧石器時代後半～縄

文時代草創期0三宅西13層(第13層)の年代は後期旧石器時

代。)

i～前卦

638 三宅西遺

跡

大阪腐 基本層 ー4 三宅酉14層(第14層)は,下半部が緑灰色砂磯からなる河 ★中期旧石

器0序 川の氾濫堆積層で.上方細粒化して緑灰色粘土質シルトへ移化

する。層厚は 以上で,広域に分布する 三宅西14層

(第14層)の年代は中期旧石器時代0)

639 三宅西遺

跡

大阪府こ 基本層

序
15

IF

三宅西l5層(第15層)は▼上半部が暗線灰色シルト薄層と

砂薄層からなる河成層で.層厚は約 である0下半部は暗青
★中期旧石

…器e
I

l

li
rI灰色砂混じりシルトからなり硬質である 三宅西15層(第

15層)の年代は中期旧石器時代0)

640 三宅西遺

跡

】大阪府

i
I

基本層

序
16. P26‥三宅西16層(第16層)は,緑灰色砂質シルトからなる河成層

で.層厚は約 以上である 三宅西16層(第16暦)の年

ま中期旧石器時代。)

★中期旧石

器。

641;大和川今 [大阪府 基本層

序
4 第4層について 灰～オリーブ黄色.シル 】★古墳後期

以前 ?F Ea 跡07ー ト 微小なM n粒.管状Fe若干あり0 (中略)後発のコンボリュート 】

ラミナで乱れるが.級化構造があり,止水堆積層である。花粉密 …

度が低く,珪藻化石が検出されない事から.洪水で短期間に堆 、

積したものと考えられる0層厚は残りの良いところで最大 程

度0第6面で検出される第5層を哩土とした木根痕の中心付近に

落ち込んでいる例が多いので,第5層を形成した森林状態を廃

絶させるような洪水で堆積した可能性が強い ‥(前略)出土

遺物からは古墳時代後期頃までに堆積したとしか言えない。

i
i
i
I

642 山賀遺跡 大阪府 . 08llI1- 6 第6層は)灰色から暗オリI ブ灰色を呈する粘土から細襟 ★弥生中期
08】1.2区 2区基本 の氾濫堆積物であり,第5層の基盤層となる0調査区の大半は ～後期0

層序 層厚が 前後で粘土からシルトを主体とするが 区

の北半は層厚が 以上の磯層であり,第7層が削平されてい
ることから▼土砂流入の中心であった可能性が高い0第5層を除

去した本層の上面では,遺構がまったく検出されたなかったた

め.遺構面の設定を行っていない。僅かな出土遺物から,弥生

時代中期～後期頃の堆積と推測する0

643 山賀遺跡 大阪府 ト 8 第8層は)灰オリーブを呈する細砂から細磯の氾濫堆積物 ★畿内Ⅲ～

Ⅳ0区 2区基本 である。 区の中央から 区の西端をかすめ,08

層序 区の製版を北流する河 流路)から溢流したものと考え

られ, 中心部の層厚は を超える0流路の出土遺物から,Ⅲ

様式からⅣ様式頃の氾濫によるものと考える0
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644 池島.福万 E大阪府 2- 1b 第2層は5層に細分した0近世の耕作土層である0第2 ★近世0△
寺遺跡Ⅱ ー1層は暗青灰色細砂から磯混じり砂質シルトでP島畠の部分も 年0
期地区06- 含めると層厚 ー4m であるO起源となる第2ー1b層は島畠の

1調査区 芯として残存していたが▼三ノ坪東側では非常に粗く,西側で細

かい0 この傾向は第2層のそれぞれの層でも見られる。 第2

ー2層は青灰色細砂から磯混じり砂質シルトで, 島昌の部分も含
めると層厚 である0起源となる第 層は粗粒の堆

積層で東部の畠昌で見られた0第2T 3層は暗青灰色中砂から

磯混じり砂質シルトで▼層厚は である。起源となる第

層は四ノ坪島昌の芯として遺存しており,非常に粗い砂磯からな

る。層厚は 第2l 4層は三ノ坪東部の島島周辺にのみ遺

存しておりTオリI ブ灰色細砂から極粗砂混じり砂質シルトで,

層厚 である。起源の第 層は非常に粗い砂裸で,層厚

である0第2ー5層も三ノ坪東部の島昌周辺にのみ遺存し

ており,灰色細砂から粗砂混じり砂質シルトで,層厚 であ
る。第3層は4層に細分した0 中世後期の耕作土層である0この

段階は土砂の供給が活発な時期にあたり.短期間に島畠が増

加▼拡張L tそれぞれの土壌の撹乱度は弱い0

645】池島.福万

寺遺跡 Ⅱ

期地区06-

1調査区

大阪庶 2I 2b 同上。 ★近世0△
… 年0

i

646 池島.福万

寺遺跡 Ⅱ

期地区06-

1調査区

大阪腐 2- 3b 同上0 ★近世0△

年。

647

t

大阪庶

i

-

3- 1b

i

第3層は4層に細分した。中世後期の耕作土層である。この ★中世後期0

1

i一
一
一

段階は土砂の供給が活発な時期にあたり.短期間に島昌が増

加,拡張し,それぞれの土壌の撹乱度は弱い。第3-1層は青灰

色砂質シルトで,層厚 である0起源となる第3ー1b層は三ノ

坪東部 四ノ坪 で見られた0シルトから細砂の水成

堆積層でr最下部はシルトで上方粗粒化する0第3- 2層は整理

段階で存在しないと判断し,欠番とした0第3l 3層はオリ- ブ黒
-i
】

】
i

i

1

色細砂から粗砂混じり砂質シルトで,層厚 である0起源と

なる第 層は島畠の芯.肩に遺存しており▼シルトから磯の

水成堆積層で▼最下部がシルトで上方粗粒化する。第3- 4層は

灰色細砂から中砂混じり砂質シルトで撹乱の度合いが特に弱

い。層厚は である。起源となる第 層は島昌の芯r肩
1li

こ遺存しており▼灰白色シルトから極粗砂の水成堆積層で,最下 -
1

,

部はシルトで上方粗粒化する0第3- 5層は灰オリ- ブ色細砂か

Ii 三

なっている0この層の堆積を契機として 調査区で島

畠の構築が始まる。第4層は2層に細分した0 中世後期の耕作土

層である0

648 池島.福万

寺遺跡Ⅱ

期地区06-

1調査区

大阪腐 3- 3b 同上0 ★中世後期。

i

649 池島.福万

寺遺跡Ⅱ

期地区06ー

1調査区

大阪庶

I

3～4b 同上。 ★中世後期0

～

650 池島-福万

寺遺跡Ⅱ

期地区06「

1調査区

大阪腐 3- 5b 同上。 ★中世後期0

651 池島.福万 大阪腐 4～lb 第4層は2層に細分した。中世後知の耕作土層である0第4 ★中世後期。
寺遺跡Ⅱ l l 層は灰褐色細砂から磯混じり砂質シルトでP 層厚は で

期地区06- あるO起源となる第4- 1層は東西方向の坪境水路を埋積する水

1調査区 成堆積物として遺存している。下部はシルトで上部は中砂から裸

の粗粒の堆積物である0厚さは である0 第4- 2層は暗褐色
中砂から磯混じり砂質シルトで,層厚 である0起源となる第4

ー2b層は坪境水路を埋積する粗粒の堆積物として遺存してい
る。調査時では標準層序第5層は存在しないと考えー欠番として

いたが, 周辺調査区との比較のなかで第4- 2層がこれに対応す
るようである。第6層は2層に細分した0中世の耕作土層である0

652 池島.福万

寺遺跡 Ⅱ

期地区06-

1調査区

大阪庶 4- 2b 同上0 ★中世後期0
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653 池島.福万 大阪庶 6- 2b P13‥第6層は2層に細分したO 中世の耕作土層である0第6l l層 ★中世。△中
寺遺跡 Ⅱ は暗褐色中砂から傑混じり砂貿シルトで,層厚 である0第6 世後期0
期地区06ー l 2層は黒褐色申砂から礁混じり砂質シルトで,層厚 であ
1調査区

i

る0起源となる第 層は南北水路を埋積する堆積物として遺

存している0第6- 2層とは指交L T土砂が供給されながら第6l 2

層が形成されたと考えられる0シルトから磯の水成堆積層でr粗

粒の堆積物は下部に見られる0第 ー2層とも砂磯を多く含

む層である。三ノ坪の東西南北の水路から堆積物が供給された

】

～

結果,三ノ坪の標高が四ノ坪の標高に比して高くなる0この高低

差は後にも踏襲さ.れることになる。第7層は2層に細分したe中世

前期の耕作土層である。

654 池島.福万 大阪庶 7ー2b 第7層は2層に細分した。中世前期の耕作土層である0第7 ★中世前期0
寺遺跡 Ⅱ - 1層は黄灰色中砂から硬混じり砂質シルトでこれも砂磯を多く △中世0
期地区06I 含み,層厚は である0第7- 2層は四ノ坪西部にしか分布し

1調査区 ない,オリーブ黒色粗砂から蝶混じり砂質シルトで▼層厚 で

ある。起源となる第 層は細砂から磯の水成堆概層であるO

第8層は中世前期の耕作土層である。暗青灰色細砂混じり砂質

シルトで一層厚 である。

655 池島.福万 大阪庶 10b 第10層は層は古代から古墳時代の地層である。青灰色砂 ★古墳～古
寺遺跡 Ⅱ 質シルトで,層厚 である0起源の第10b層は調査区内を流 代0
期地区06- れる弥生時代後期の流路から供給された厚い水成堆積層で.

1調査区 270流路内は非常に粗い堆積物からなり高まりを形成する0流路

内では10m もの厚さで堆積している。他の部分では側方変化して

シルトから細砂が堆積する0この層の堆積によりこれまでの地表

面の高低差が解消に向かうこととなる。第11層は4層に細分し

た。弥生時代後期の耕作土層.古土壌で場所により特徴が異な

る0

656 池島.福万 大阪庶

i

ll- 1b 第11層は4層に細分した0弥生時代後期の耕作土層.古土 ★弥生後期0

i

寺遺跡 Ⅱ 壌で場所により特徴が異なる0 (中略)(第11一 層につい
期地区06I て)それぞれの起源となる第 層は流路を埋積す

1調査区 る堆積物として遺存し.流路中心.蛇行部外側は非常に粗粒の

堆積物ー蛇行部分内側は泥質で植物遺体に富むシルトからな

る0第11ー3層は流路西岸と調査区東側の- 部でのみ遺存して

いた0灰色細砂から中砂混じり砂質シルトで層厚は であ
る0第11ー13b層は破堤堆積物(クレバススプレー)と考えられ,淘

汰の進まない黄褐色粗砂から磯の粗い堆積物からなり部分的

にシルトの薄層も見られる0流路東岸に微高地を作り出す。第12

層は2層に細分した。弥生時代中期後葉の耕作土.古土壌であ

る0

657!池島.福万
…寺遺跡 Ⅱ

.期地区06l
1調査区

大阪庶 11ー2b 同上0 L* 弥生後期。

A
i

i

-
11

i

658 池島.福万 大阪庶 111 3b 同上。 L★弥生後期。
寺遺跡 Ⅱ

期地区06-

1調査区
～

;
659 池島.福万 大阪庶 ～ 12- 2b 第12層は2層に細分した。弥生時代中期後葉の耕作土.古 ★弥生中期。

寺遺跡 Ⅱ 土壌である。暗色化した泥質の層である。第 層はいわゆる ▼弥生前期

期地区06- 第2黒色泥層(2黒)に相当する.青灰色極細砂混じり粘土質シル 後半～中期
1調査区 トで,層厚は である0第 層は暗緑灰色極細砂混じり

粘土質シルトで.層厚は である0古土壌であると考えられ

る0起源となる第 層は調査区中央部にのみ分布し,植物

遺体のラミナが見られる青灰色シルトで,層厚は で

ある0第13層は2層に細分した。弥生時代前期後半から中期前

葉の古土壌である。

前葉0

660 池島.福万 大阪庶 13- 2b 第13層は2層に細分した0弥生時代前期後半から中期前葉 ★弥生前期
寺遺跡Ⅱ の古土壌である。第13ー1層はいわゆる第3黒色泥層(3黒)に相 後半～中期
期地区06ー 当する0植物遺体に富む暗色化した緑黒色粘土質シルトで.多く前葉0▼縄文

1調査区 の場所では上層に削平され存在せず▼相対的に低い場所にの 晩期～弥生
み遺存している0層厚は である。第 層は起源となる

第 層が弱く損乱を受けたもので標高の高い場所では砂

質となる。緑灰色砂質シルトで▼層厚は である0起源となる

第 層は調査区内を流れる流路から供給された厚い堆積

物で,層厚は0一 である0流路中は未分解の落葉.木片な

どを含む植物遺体を大量に含み細砂から襟の粗い堆積物により

埋積され▼最終鍬 こ高まりを作る。自然堤防や後背湿地は側方

変化して植物遺体の薄層を含むシルトからなる。層中から土器

が出土しており, 人が活動できる期間をはさみながら堆積したよ

うである0第14層は2層に細分した。縄文時代晩期から弥生時代

前期前半の古土壌である0

前期前半0

661 池島.福万 大阪腐 14- 2b 第14層は2層に細分した。縄文時代晩期から弥生時代 ★縄文晩期
寺遺跡 Ⅱ 前期前半の古土壌である0第 層は当調査区の掘削深度で ～弥生前期
期地区06ー ある においてその上面が- 部露出する 前略)第 前半。
1調査区 層は暗オリ- ブ灰色シルト質粘土である。第15層は縄文

時代後期の古土壌である。
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662 池島.福万 大阪府 15b P19二第15層は縄文時代後期の古土壌である0いわゆる第5黒色 ★縄文後期0
寺遺跡Ⅱ 泥層(5黒)に相当する0強く暗色化した黒色細砂混じり粘土質シ
期地区06l ルトで▼層厚は である0起源となる第15b層は暗オリーブ灰
1調査区 色極細砂混じりシルトである0

663 池島.福万 大阪腐 調 H b 【第1層】近.現代の作土層で,下部の第1b層を捜拝したオ ★近代～現
寺遺跡Ⅱ 査区の リーブ褐色 の粗砂を含む砂質シルトのa層と.色調が部 代。
期地区02 基本層 分により異なる橿色 黄褐色 の極細砂～極粗

ー2 序 砂からなるb層である0遺跡全域で確認されるが 部分により層

調査区 日章は異なり,厚いところではb層が を超える0

664 池島.福万 大阪府

～

調 2- 3b P 10 ‥【第2層】色調は部分により相違しているが,極細砂～中砂 ★中世未～

F

寺遺跡Ⅱ 査区の を多く含む近世から中世末にかけての砂質系の土壌化層であ 近世0
期地区02 基本層

序

る0およそ4層に分層が可能で,第2- 1層=黄灰色 第2 i

- .巨06ー2 - 2層:灰色 第2ー3層:灰色 第2ー4層l灰オリl

調査区

i

日.ブ色 の部分により極細砂から中砂を多く含む層でありT

遺存状況は地域により異なっているO大きく第2- 層と第

層に分けることが可能である0また,非常に部分的で

はあるが第 層を検出した部分がある0また,第 層

は.わずかにしか見られない部分もあるが▼.下部に相性の強し、

粘土～シルト 上部に極細砂からなっている0

665 池島.福万

寺遺跡 Ⅱ .

期地区02

- l-06 l 2
調査区

大阪府 調

査区の

基本層

序

i

2- 4b 同上。 ★中世未～

近世0

666 池内遺跡

～
～

、 、..

大阪腐 基本層

序

池内3 〔(財)大阪市文化財協会 (遭皆済ほか)「大和川下流域における ★中世～近

世0

i

層

～

遺跡形成過程の総合調査(池内遺跡)」(第1分冊 〕

二池内3層は中世 (～近世)の作土層および河川の氾濫堆積
層で,遺跡のほぼ全域に分布する。層厚は西部で約 ▼東

部で約 で,西部の 区では 層に細分できる0 (後

略)

667 池内追跡 大阪腐

l
Ai

基本層

序

池内7b 〔(財)大阪市文化財協会(遭哲済ほか)「大和川下流域における ▼構文後期 )～層 遺跡形成過程の総合調査(池内遺跡)」(第1分冊 〕 (池内9C層)0

△弥生前期

i

】 池内7層は主として 区側に分布する後背湿地堆
】積層,古土壌および河川の氾濫堆積層r作土層からなる -中段階つ

l
l

】区での層厚は で,池内7層 および池内7a層～7C層に

…細分できる。 区では遺構内の哩土にのみ分布する0弥生時

代前期中段階の土器を含む 池内7a層～7C層は黒褐色

のシルト～シルト質砂からなる暗色帯構成層で にぷい黄褐色

i
ないし暗褐色の砂質シルト～砂硬からなる河川の氾濫堆積層で

、 、虫.

i ある池内7b層を挟む。

668i池内追跡

I

r

大阪庶 暦 本層

,

池内8 1〔(財)大阪市文化財協会(超哲済ほか)「大和川下流域における>▼縄文後期 .

(池内9C層)0

△弥生前期 】

中段階0

E
～I

r

l
Z

669】

i

i

i

池内遺跡

i

大阪庶 基本層

序 .

基本層

序

池内9b 〔(財)大阪市文化財協会(趨哲済ほか)「大和川下流域における ▼縄文後期O

i

層 i

池内9C

層

遺跡形成過程の総合調査(池内遺跡)」(第1分冊 】386〕

池内9層は後背湿地の細粒堆積層,古土壌および河川の

氾濫堆積層からなり,遺跡全域に分布する。層厚は東部で約

西部で約 である 区東部および 区中央部

で9a層～9C層に細分される0 (中略)池内9b層は灰黄褐色ないし

灰色シルト～砂からなる河川の氾濫堆積層である0池内9c層は

灰黄褐色粘土質シルト～シルト質砂からなる古土壌および後背

670 池内遺跡 大阪腐 同上0 ★縄文後期0

○縄文後期0

671 池内遺跡 大阪庶 基本層

序

池内10 〔(財)大阪市文化財協会(趣哲済ほか)「大和川下流域における

-

層 遺跡形成過程の総合調査(池内遺跡)」(第1分冊 〕

池内10層は上部が灰褐色ないし緑灰色の砂.磯からなる

河川の氾濫堆積層.下部が緑灰色シルト～粘土からなる湿地の

堆積層である0遺跡の全域に分布し,層厚は東部で約 西

部で約 である0

266



遺跡一覧表B-2

672 池内遺跡 大阪府 基本層

序

池内11a 〔(財)大阪市文化財協会(遭哲済ほか)「大和川下流域における ★縄文中期0

磨 遺跡形成過程の総合調査 (池内遺跡)」(第1分冊 〕

池内11層は,後背湿地の細粒堆積層,古土壌および河川

の氾濫堆積層からなり,遺跡の全域に分布する0層厚は東部で
約 ▼西部で約 である。 区東部では上面で縄文土

慕(船元Ⅲ式?)やサヌカイト剥片が出土している 区および

区の西部では収赦しているが▼ 区東部では池内11a層

層に細分できる0池内11a層は黒灰色粘土質シルトからな

る暗色帯構成層である。池内11b層は灰色砂l襟,および緑灰色

シルト～粘土からなる河川の氾濫堆積層である0池内H C層は

黒褐色砂質シルトからなる古土壌および沼沢湿地の堆積層であ

る0上面で乾痕が観察される。横大路火山灰層(鬼界ア力ホヤ火

山灰 の降灰層準である0池内11d層は上部が掲灰色砂.

蝶からなる河川の氾濫堆積暦.下部が灰色ないし緑灰色からな

るシルト質砂～砂質シルトからなる湿地の堆積層である。下部

層の上面に乾痕が観察された 池内11a層 層は縄文

時代中期,池内1ーC層は縄文時代早期(後半)～中期,池内11d

層は(縄文時代草創期～早期)に相当する0 )

673 池内遺跡 大阪庶 基本層

序

池内

11b層

同上0 ★縄文中期0

i▼

674 池内遺跡 大阪庶 基本層

序

池内

H d層

同上。. ★縄文草創

期～早期?

△ 。

67.5 橋本遺跡 大阪府 砂傑層 P8:今回の調査区での土層堆積状況は▼大きく4層に分かれる。 ★13世紀をあ

上から順に近世水田耕土.床土.中世水田耕土.床土.砂傑層I まり遡らない

黄色粘土層となる0(中略)砂確層は,その厚さを認めたトレンチ

において砂磯層とl 括したが,細棟から巨裸までその構成する

ものは変化に富んでいる 前略)土石流的堆積が,上面の

土器が示す13世紀をあまり遡らない時期に起こったものと考えら

れよう0

時期0

676 上津島遺 大阪庶 基本層 5 第5層は)調査区のほぼ中央部.南北約13m の範囲にの △11世紀未

一
一

跡第5次 序 み見られる厚さ約 の粗砂層である0典型的な洪水堆積層で葉～12世紀

あり.この粗砂層の堆積によりわずかながらみ微高地が形成さ

れている0この粗砂による微高地の範囲と中世遺構の集中範囲

とはほとんど重なり合うことから▼第5暦の堆積によって形成され

た微高地が,集落の選地に際し,大きな影響を与えたことが推

察される 第5層上方の)中世集落の形成が遅くとも11世紀

末葉～12世紀前半に開始されていた可能性が高い0

前半0

677 南郷日代 大阪腐

】

今西氏 Ⅴ 一 第Ⅴ層は)褐灰色粘土層, あるいは褐灰色腐植土. ★中世後期0 一
一
一今西氏屋 恒 敷居 灰色中粒砂の交互層である0第Ⅳ層と同じく,細分層上面には. ○13世紀後

】敷 宅部周 耕作時の撹拝が顕著に認められ▼各時期に水田耕作が繰り返し】半～l6世紀0
辺基本 行われていたことがわかる。その一方で,灰色中粒砂などの間 △15世紀0

層序 層が存在することは,小規模な洪水による冠水が頻繁に起きた

ことを示す。(後略 第Ⅴ層には)13世紀後半から16世紀代
にかけての遺物が混在するなど.基本層の堆積時期を示すもの

とは言いにくいが. 中世後期に堆積したことだけは明確である。

678 蔵人遺跡 大阪庶 基本層 3 第2層:黒褐色 細粒砂質シルト層 大の ▼室町末～ i

第17次 序 小磯を含む0近世後期以降の旧耕土である。総ての調査区にお 安土桃山(ー6

いて, ほぼ均質に見られる0第3層=にぷい黄褐色 細粒 世紀後半)。

砂質シルト層0上下2層に大別でき.下部昧互層あるいは漸移的 △近世後期

な級下層理で.洪水に起因する水成層である0 (後略 第4

- C層をベースとする第1面について)～D 区において.主に南北
方向と一部東西方向の畠の畝溝▼ピット 木杭PC 区で東西方向

と南北方向に交差する鋤溝と思われる小溝列と.足跡などを検

出した0 当遺構面は.黄色砂層に覆われる状態で検出された0こ

の砂層は断面観察により.斜交葉理が観察されたことから.漢
水により埋没したものと考えられる ‥(第1面の)各遺構出土

遺物の下限年代は,室町時代末～安土桃山時代(16世紀後半)

である0

以降。

679 蔵人遺跡 大阪庶 基本層 4- C 第4層:灰色 中粒砂質シルト(緑灰色 シ △室町末～

第17次 序 ルトブロック)層0A 区は暗灰色粘土(黄色中粒砂の互層で平行 安土桃山(16

葉理)がかるeC区では層が厚く上下3層に区分できる0 (中略)4 世紀後半)

- C層 :灰色シルト質粘土(細粒砂と3mm 大以下の小磯を含む)0

D 区では,酉半部は黄橿色中粒砂(淡黄色～灰白色粘土ブロッ
クを含む.膜状酸化鉄斑が入る)で東半部が灰色中粒砂質シル

トへと水平方向に対して漸移的に変化する0 洪水に起因する河

川砂傑層である0第1面ベl ス層である0

(第1面)e
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680 長原遺跡 大阪腐 長原遺 2 〔進哲済「長原遺跡の地層」PP7ー28〕 長原2層は)灰褐色な ○17世紀以
跡標準 いし黄褐色を呈する細磯混じりシルト質砂ないし砂質シルトから 後0△現代0

～
ら-

層序 なる作土層で,層厚は である0本層上面および下面に

は畝間や翠痕▼溝などの耕作に係わる遺構が検出されている。

肥前系の磁器や唐津.美濃.備前などの国産陶器が包含され

る0本層は遺跡東南地区を模式地とし,遺跡のほぼ全域に分布

して.細分が可能である0ことに遺跡西部を南北に延びる通称
「馬池谷」の周辺では河成の砂層等を挟んで厚くなり,複数の不

連続な単層群に細分される。 現代の作土層の直下にある

長原2層は,肥前系の磁器や唐津焼.美濃焼.備前焼などの国

産陶器を包含する0遺物の下限はー7世紀以後にある。

68ー長原遺跡 大阪庶 長原遺 3 〔遭皆済「長原遺跡の地層」 〕P8‥(長原3層は)細襟混じり ★14世紀後
跡標準 淡黄褐色ないし灰色砂.粘土質シルトからなる作土層で,層厚は.半 世

層序 である。河成の砂磯層や偽襟からなる盛土層.客土層 紀)O

を挟むことがある0本層下面には畝間や溝.島畠などの耕作に

係わる遺構が検出されているe瓦質土器や瓦器(Ⅳ期の椀)▼輸

入陶磁器が包含される0本層は遺跡南地区を模式地として断続

的に分布し, 北.秦.東北地区の平野部では作土層と河川の氾

濫堆積物として広く分布する。 前略)本層は14世紀後半

か.それ以降に形成されたと考えられる0

682 長原遺跡 大阪庶 長原遺 8A

`

〔遭皆済「長原遺跡の地層」 〕 長原8A層は)青灰色 ▼畿内Ⅲ～

-

跡標準 から黄灰色を呈する砂磯からなる河道.氾濫堆積層であり.上方 Ⅳ0△畿内Ⅴ

層序 こ細粒化する0層厚は である0また,側方では上部の ～布留Ⅳ0

灰黄ないし明黄褐色細傑～細粒砂層と,これと漸移関係にある

下部は微細な炭化物のラミナ(厚さ を2層挟む明黄

褐色～暗灰黄色シルト質粘土層に移行し.基底部に中粒～粗粒

砂薄層を伴うことがある0層厚は上部が 下部が15～i

一
一一

ほどである0遺跡東南地区を模式地とし,秦.東北地区にも

世紀前半の年代が与えられる0長原8B暦上面に構築された方
形周溝墓は,共伴した畿内第Ⅲ～Ⅳ様式土器の編年観から,弥
生時代中期後半▼紀元前2世紀～前1世紀の年代が与えられ
る。

683長原遺跡 大阪南

～

長原遺 8C i 〔趣哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原8C i層は)河道 .▼畿内Ⅱ古0 -

li
～

跡標準 および河道から氾濫したにぷい黄褐色極粗粒砂～中粒砂層で j△畿内Ⅲ～
層序

i
i
i

あり,上方および側方へ細粒化する0斜行葉理が発達する。平
均層厚は約 であり,下位層の窪地上では磯を含んで粗粒
物質が卓越し,下方侵食する0最大層厚は に達する0遺跡
東南地区を模式地とし,秦.東北地区にも分布するが▼薄く細粒
となる。本層の基底付埠からは.直下の下位層に由来する畿内
第Ⅱ様式の弥生土器や木葉形石銀などが出土してくる 長
原8B層上面に構築された方形周溝墓は,共伴した畿内第Ⅲ～
Ⅳ様式土器の編年観から.弥生時代中期後半.紀元前2世紀～
前1世紀の年代が与えられる0長原8C i層は氾濫性堆積層であ
るので▼本層に包含される遺物は下位層に由来するものと考え
られる 層直下の作土居である 層の上面付近から
は.畿内第Ⅱ様式古段階の弥生土器が出土している。

…Ⅳ0

684】長原遺跡 大阪庶 長原遺 8C ii 〔撞皆済「長原遺跡の地層」 〕P14‥(長原 層は)黄褐 ▼畿内I新。
跡標準 色シルト賢粘土からなる氾濫原堆積層であり.微細な炭化物か △畿内Ⅱ古。
層序 らなる平行葉理がある、遺跡東南地区を模式地とし▼層厚は

以下である。本層上面にはヒトや偶蹄目の足跡が分布し.
足跡の窪み直下のラミナは荷重により変形している0側方で粗
粒となり,上位層と区分し難くなることがある。 層直下

の作土層である 層の上面付近からは,畿内第Ⅱ様式古段
階の弥生土器が出土している0長原9A層に包含される遺物の中
で▼もっとも新しく編年される土器は畿内第 I様式新段階の弥生
土器であり▼紀元前4世紀後半と推定されている。また,長原9B

層に包含される長原式土器は,晩期船橋式に後出する
縄文土器であり 層以上で畿内第I様式の弥生土器と共
存する0

685長原遺跡 大阪府 長原遺 9B i 〔趣哲済「長原遺跡の地層」PP7ー28〕 長原9B層は遺跡東南 ▼畿内I中0
跡標準 地区を模式地として 層に細分される。東北地区に厚く△畿内I新0

i

i

層序 分布する。(長原9B i層は)灰オリーブないし黒褐色砂磯からな
る氾濫原堆積層であり,シルト質細粒砂薄層を挟み,上方細粒
化する。層厚は最大 である。P25‥長原9A層に包含される遺
物の中で,もっとも新しく編年される土器は畿内第 I様式新段階
の弥生土器でありr紀元前4世紀後半と推定されている0また.
長原 層に包含される長原式土器は,晩期船橋式に後
出する縄文土器であり 層以上で畿内第 I様式の弥生土
器と共存する0長原 層に包含される貼付け突帯をもつ壷
は,畿内第I様式中段階に型式分類される弥生土器であり,上
述のように紀元前4世紀後半の年代が与えられる0
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686 長原遺跡 t大阪庶 長原遺 9B iii 〔姓哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原9B層は遺跡東南 ▼縄文晩期

跡標準 地区を模式地として 層に細分される。東北地区に厚く前半(志賀里

層序 分布する。(中略)(長原 層は)灰オリーブ色シルト質粘土か Ⅳ)0△畿内

らなる氾濫性堆積層であり▼層厚は である0下位層上

面の流路上では砂磯薄層.細粒～粗粒砂薄層を挟んで厚くな

る0層厚の厚い東北地区では微細な炭化物ラミナを複数挟んで

いる。 ー26‥長原 層に包含される貼付け突帯をもつ壷
は,畿内第 I様式中段階に型式分類される弥生土器であり.上 .

述のように紀元前4世紀後半の年代が与えられる0長原9C i 層

上面からは,縄文時代晩期前半の滋賀里Ⅳ式土器が出土して

おり,その編年観から▼3.0′ 千年前の前半の年代が推定さ

れる0

I 中0

～
687 長原遺跡 大阪庶 長原遺 9B V 〔趨哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原9B層は遺跡東南 ▼縄文後期

跡標準 地区を模式地として 層に細分される0 東北地区に厚く前半(北白川

層序 分布する0 (中略)(長原9日V 層は)青味の強い灰オリーブ色シ 上層 Ⅱ～

ルトからなる氾濫原堆積層である0層厚は であり,下 Ⅲ)0△縄文

半部が砂裸に移化して厚くなり,最大層厚 となる0また,秦 晩期前半(志

北地区では基底付近に後背湿地性の黒色シルト質粘土薄層を

伴うことがある0

賀里Ⅳ)0

688 長原遺跡 大阪腐

-
E
]i

長原遺 9C ii 〔趨哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原9C層は遺跡東南 ▼縄文後期

I
-
～
～
li
～

跡標準 地区を模式地として広域に分布する ∴iii層下部に細分さ 前半(北白川

層序 れる0 .(中略)(長原 層は)2層の微細な炭化物ラミナを挟む 上層.Ⅱ～

氾濫性の灰色シルト質粘土層であり,砂磯に側方変化する。層 Ⅲ)0△縄文

犀は で,模式地付近および東北地区で分布が確認され 晩期前半(志

た。 ー26‥長原 層に包含される貼付け突帯をもつ壷は,

畿内第 I様式中段階に型式分類される弥生土器であり.上述の

ように紀元前4世紀後半の年代が与えられる。長原9C i層上面

からは,縄文時代晩期前半の滋賀里Ⅳ式土器が出土しており▼

その編年観から 千年前の前半の年代が推定される。

賀里Ⅳ)。
i
】

～

l
689 長原遺跡

1
I

大阪庶 長原遺 ー0 〔趨哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原10層は)緑灰色 !★縄文後期 E

跡標準 からオリl ブ灰色を呈する河成硬質砂層であり,上方および側 前半(北白川 I

I

層序

-

方へ細粒砂からシルトに移化する0斜行葉理が発達しー下位層 上層 Ⅱ～

の窪地では著しく下方侵食する。木片および微細な炭化物を含

有する。模式地は遺跡東南地区にあって,最大層厚は 以

上あり,遺跡の平野部に広く分布する。本層に対比される東北

地区の砂磯層からは▼縄文後期前半の北白川上層Ⅱ～Ⅲ式土

居 豊 富完 宗 是認 浩諾 語農芸蒜 課 空

…3千年前の前半か中ごろのある時期であったと考えられる0

…Ⅲ)。

690 長原遺跡 大阪庶 長原遺 ll

】

1〔趨哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原11層は)暗緑色 ▼縄文中期

～

～i

跡標準 をわずかに帯びる灰色シルト質粘土からなる氾濫原堆積層で, 末(北白川

層序 層厚は 以下である0平行した数枚の炭化物のラミナが観察 C )0△縄文

される0模式地は遺跡東南地区にある0上位層に伴って広く分 後期前半(北

布し,側方へ粗粒砂層に移化するため.上位層とは識別し難い t白川上層 II

i
`
E～

ことが多い0そのばあい,10⊥11層と一括して呼んでいる0本層 ⊥Ⅲ)0

以下は上位層より固く締まっている 前略)10層の堆積年

代が4～3千年前の前半か中ごろのある時期であったと考えられ

る0長原12A層上面付近から出土した北白川C 式土器は,縄文

時代中期末に比定されており.縄文土器の年代観からは

千年前の後半の年代が与えられる。

691 長原遺跡

i
E-
i

大阪腐 長原遺 12B ii 〔建哲済「長原遺跡の地層」 〕 長原12層は▼(中略)模 ○緯文中期

iI

跡標準 式地を東北地区に改める 層に細分される 長 前半 (船元

層序 原 層は)灰色粗粒砂層で,上方および側方へ粘土質シル Ⅱ)0△縄文

トに移化する0模式地での層厚は 以下で, 中位に層厚 中期未(北白

以下の粘土質シルトを挟むことがある0東南地区では層厚

約 の氾濫性の暗黄灰色シルト質砂層になり.下位の長原

13層を下方侵食する0下半部に火山灰の二次堆積層が認めら

れることがある0本層と下位の 層とにまたがって,縄文時

代中期前半に属する船元Ⅱ式土器が見つかっている 長

原 層から出土した船元 Ⅱ式土器は縄文時代中期前

半に比定され 千年前の前半の年代が与えられる0

川C )0

692 加美遺跡 大阪庶 基本層 5B 加美5B層は)灰色ないし黄灰色を呈する粗粒～細粒砂層 ▼古墳前期0 参考:趣哲済

序 で,下底付近に暗灰色を呈する極細粒砂～シルト層を伴い.トラ 「長原遺跡

フ型斜交ラミナや上方細粒化▼一部上方粗粒化が見られる河川 の地層」(『長

の氾濫堆積層である0河道から離れた南部から亀井北遺跡では 原.瓜破遺跡発

粘土質シルト～シルト質粘土になり.微細な炭化物ラミナを挟 掘調査報告Ⅹ

む。層厚は である。本層は遺跡北部を模式地とし,南 Ⅵ』 (財)大阪

部まで広く分布する0古墳時代前期の方形周溝墓群を埋立てた

地層である。P

市文化財協会)
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6931加美遺跡 大阪腐 苦本層! 】23‥(加美6B層は)上半部は灰色ないし褐灰色を呈する粘▼弥生後期～参考:趨哲済

1
i
I

土.シルトを主体とし.植物遺体のラミナを挟み,葉理の発達する氾濫堆積層である。下半部は灰色ないし明緑灰色の細粒ないし

i

粗粒砂,砂磯からなる河道.氾濫堆積層で,一部下位層を削剥

している。中位層準でスランプ構造や偽磯の密集帯が見られる
ことがある0上半部▼下半部とも側方変化が激しい0層厚は20～

でP下半部の砂襟が厚くなるところでは を越える0
遺跡南部を模式地とL t北部まで広く厚く分布する。 本稿に
おける加美遺跡の暗色帯の層準と年代は▼(中略).加美

層の暗色帯は長原 層にそれぞれ対比されると考え
られる。

694加美遺跡 大阪府 L基本層 ～
序

7B t

I

加美7B層は)灰色ないし淡灰色中粒～粗粒砂と褐灰色粘]…華甲 lt

i

5

参考‥趣哲済
「長原遺跡

の地層」(『長
原.瓜破遺跡発
掘調査報告Ⅹ
Ⅵ』 (財)大阪
市文化財協会)

土質シルトの互層からなる氾濫堆積層で,側方変化が激しいe
中位層準に植物遺体のラミナを挟み▼下底付近に灰色シルトを
伴うことかがある。層厚は で,遺跡南部から北部へ層
厚を滅ずる。遺跡南部を模式地とし.北.中部へも広く分布する。

本稿における加美遺跡の暗色帯の層準と年代は. (中略).
加美 層が弥生時代中期,加美 層が弥生時代
後期前半ー(後略)0

695

1

加美遺跡 大阪府

】

基本層
序

8A ii P23‥(加美 層は)暗褐灰色ないし暗線灰色を呈するシルト ▼弥生中期。参考=趨哲済
ないしシルト質粘土からなる河成層である。下底部に緑灰ないし△弥生中期O 「長原遺跡
暗緑灰色シルトを伴うことがある0最大層厚 で.遺跡の南 の地層」(『長
部を模式地とし.中部まで分布する 本稿における加美遺 原.瓜破遺跡発
跡の暗色帯の層準と年代は, (中略)9A層が弥生時代中期初頭 掘調査報告Ⅹ
以前でこれより大きく遡らない時期▼加美 層が弥生時代 Ⅵ』(財)大阪

中期▼(後略)0 市文化財協会)

696 加美遺跡

i
1

大阪庶

1

ー△弥生中凱

697!加美遺跡

-

I

i

F 阪腐

I

;

暦本層

i

5
-

!9B 院 盟票 票 ),漂 琵 謡 豊 竃富監 君.

ヨ(後略)0

E志霊芸宗T A i

1畿内

I

i

参考‥趣皆済
「長原遺跡

i芸濃 豊霊発

…掘調査報告Ⅹ
iⅥ』(財)大阪
-市文化型畢華旦

698 宰相山遺 大阪腐 7b下 第7b層について)下部はシルトを含む褐灰色ないし灰白色 ー★縄文晩期 t
跡 次 の中磯～細粒砂からなる砂磯層で,河川の氾濫堆積層である0 終末～弥生 …

(後略 表 第7層は縄文晩期終末～弥生前期に相当0) 後期。△縄文
前期末～中
期初頭0

699宰相山遺 大阪庶 8b i 第8b i層について)シルト偽襟を含む灰色ないし黄褐灰色. ★縄文前期0 i
跡02ー3次 灰白色の中傑～中粒砂からなる砂傑層で,河川の氾濫堆積層 ▼縄文前期0

である0層厚は である0 (後略 表 第8層～第
層は縄文前期に相当O)

△縄文前期。

700宰相山遺 大阪庶 i 8b ii 第 層について)灰色ないし黄褐灰色Ⅰ灰白色の中 l★縄文前期0
跡 次 裸～中粒砂からなる河成の砂傑層で,河道の堆積層である。層 ▼縄文前期0

厚は であるO(後略 表 第8層～第12c層は縄

文前期に相当0)

△縄文前期0

70ー宰相山遺 大阪腐 9b i 第9b i層は)シルトと中磯を含む灰色の細粒砂～細磯か ★縄文前期e

i

跡02ー3次

i

らなる砂磯層で▼河川の氾濫堆積層である0層厚は で ▼縄文前期0
ある0 (後略 表 第8層～第一2C層は縄文前期に相当。) △縄文前期0

702宰相山遺 大阪庶 i 9b ii

～

第 層は)上部は細磯～粗粒砂を含む灰色のシルト混 ★縄文前期0

跡 次 じり細～中粒砂▼下部は灰色の中磯～中粒砂からなる砂磯層 ▼縄文前期。
で,河川の氾濫堆積層である。層厚は平均 である。(後略)

P8(表1)‥(第8層～第12C層は縄文前期に相当0)

△縄文前期。

1

703 宰相山遺
跡 次

大阪府 10C 第10C層は)ややシルトの混ざる灰色の細～中磯混じり極
粗～中粒砂からなる河川の氾濫堆積層である0層厚は 以

★縄文前期0

▼縄文前期0

,
i

下で▼東壁では観察されず.調査区西側にのみ局所的な分布を

示していた0 (後略 表 第8層～第12C層は縄文前期に相
当。)

△縄文前期。

704 宰相山遺 大阪庶 12e ii 第 層は)褐灰色の中傑～中粒砂からなる砂磯層でP ★縄文早期0

跡 次 河川の氾濫堆積層である。層厚は 以下である。P8 (表1)=

(第12C層～第12f層は縄文早期に相当0)

705宰相山遺 大阪府 12f i 第 層は)地すべり末端部の崩積土に相当する地すべ ★縄文早期。
跡 次 り堆積物である0 (後略 表 第12C層～第12f層は縄文早

期一第13層は中期旧石器時代に相当0)
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706 大坂城下 大阪腐 基本層 8 第8層は)中世後半から大坂本願寺期の堆積層で ★中世後半 ～

i
i

町跡 序 16世紀代の遺物を含む地層である。洪水による水成砂層や,人 ～大坂城本
の活動によって擾乱を受けた遺物包含層である0 願寺期0○14

世紀～16世

紀0

707 瓜破遺跡 大阪庶 東北地 9b 第9b層は)シルトと粗粒砂の互層からなる氾濫堆積層であ ○河内Ⅴ。 趨哲済
次

～

区 る0 (中略)河内Ⅴ様式に属する弥生時代後期の土器や,サヌ力 『長原.瓜破遺

次

西地区

イト製石蝕.動物遺体などが出土した0 (後略 表 跡発掘調査報
層に相当。) 告ⅩⅥ』 (財)

大阪市文化財

三三 三

Ⅳ式(5世紀前

半)のもの▼

層上面の

方形周溝墓は

畿内Ⅲ～Ⅳの

土器を伴う0

708 瓜破遺跡 大阪庶

-

7b ii P13 ‥(第7層は)主としてシルト賢粘土～細粒砂質シルトからなる ★弥生前期 年代は小倉
次 次 湿地の堆積層である。 層に区分し,7b層および7C層はさ 末～中期初 ー84を参

らにそれぞれ 層▼ 層に細分した 第 要0△弥生後 照。
層は)オリ- ブ黒色ないし黒色の粘土質シルト～極細粒砂 期～古墳前

i

質シルトからなり,一部で中粒砂～細蝶を含む暗灰黄色の細粒

砂質シルトからなる湿地堆積層および氾濫堆積層で.層厚は10

である0植物遺体を含み,暗色化する0上部で乾痕が観
察された0下位層との境界には明瞭な層理面が見られたがP両

区西側ではやや不明瞭となる0(後略 一 第 層は)

上部は黒色の粘土質シルト～シルト質粘土ないし.黒褐色の極

細粒～細粒砂質シルトからなる湿地堆積層で,暗色化する。下

部は暗灰黄色の中粒砂～中裸からなる氾濫堆積層であるO上.

下部を合わせた層厚は である0下部にはトラフ型斜交

ラミナが発達し,下部から上部にかけておおむね上方細粒化し

ていた0 (後略)

期。

709 瓜破遺跡

07」1次

-

大阪府

～
～

西地区

次

j7C ii 同上0

i
lI

★弥生前期

末～中期初

頭0△弥生後

期～古墳前

期0

ヰ 代は小倉

を参

照0

710 瓜破遺跡 大阪腐 西地区 】8 第8層は)上部は暗灰黄色ないし黒褐色の極細粒砂質シ ▼縄文早期 年代はJ軒

07」1次 次
i
i

ルト～シルト質細粒砂からなる氾濫堆積層である0下部は上半 未 。○船 を参

照0

1
i

i

部と下半部にさらに細分でき,上半部はオリーブ黒色ないし暗灰 元Ⅲe△縄文
黄色の細粒砂質シルト～シルト質,細粒砂からなる氾濫堆積

層r下半部は暗灰黄色ないしオリl ブ黒色の中粒砂～中確から

なる西谷を埋積した河道の堆積層である0上.下部を合わせた1

層厚は である0 (後略)

中期～後期0

711 瓜破遺跡 大阪庶 西地区 9 第9層は)氾濫堆積層と河道の堆積層からなり 層に ○縄文早期 年代は小倉
次 07一1次 区分した0 (第9a層は)9a層上部は暗灰黄色ないし黒色のシルト

質細粒砂～細粒砂からなる氾濫堆積層で.下部は灰色ないし暗

灰黄色の中粒砂～中横からなり.後述する西谷底部の流路

(チャネル)を埋積する河道堆積層である。(中略)流路(チャネ

ル)内の側壁付近からは縄文時代早期末～前期初頭頃に属す
ると考えられる構文土器が出土した0 (第9b層について)上部は

黒色ないしオリーブ黒色のシルト質細粒砂～極細粒砂質シルト

からなる湿地堆積層で.暗色堆積層である0下部はシルトを含

むオリーブ異色ないし灰色▼灰オリーブ色の中粒砂～中磯から

なる氾濫堆積層である0上部の層厚は約 ▼下部の層厚は

である0 (後略)

慕 を参

照0

712 瓜破北遺 大阪腐 5C P13‥(第5C層は)灰色のシルト～粗粒砂からなる氾濫堆積物 ▼畿内Ⅲ～ 趣哲済
跡 で,上方へ細粒化する。この層準の堆積が完了した時点で▼調 Ⅳ0△畿内Ⅴ 『長原.瓜破遺
3次 査区内の谷地形は完全に埋没し,また瓜破北遺跡全体も微高 ～布留Ⅳ0 跡発掘調査報

地状の地形となって完全に離水する 表 層は厚さ 告ⅩⅥ』
以下で,長原8A 層に対応? ) 層の上限は畿

内 下限

は畿内Ⅴ～布

留Ⅳ。

713 瓜破北遺 大阪庶 7 第7層は)黒褐色中～粗粒砂からなる氾濫堆積物である0 ○畿内 I 。 趨哲済
跡 層厚は中央区で 以T ,東区で であった 表 『長原.瓜破遺
3次 長原9A層に対応する。)

i

跡発掘調査報

告ⅩⅥ』 (財)

大阪市文化財

協会=長原9A層

の,最新土器
は,畿内第 I様

式新段階。
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714 瓜破北遺 大阪府 8 第8層は)灰色砂l襟層(粗粒砂が主体で氾濫堆積物であ ★平安～鎌

跡 次 る0層厚は であった0上位.下位層との層界は明瞭で 倉。○古墳～

ある。(中略)本層の第8層は平安時代から鎌倉時代にかけての

時期であるとみられる0

中世前半e

715 若江北遺 大阪腐 基本層 8 P7:第8層灰色細砂層及淡褐色中～粗砂層は.調査区全体に続 ★弥生後期

跡 序 いていた第9層以下の各層を大幅に浸食し堆積した自然流路形 後葉(庄内期

成層で, 自然流路内では,約1m 下部に続いていた第 層 の直前)0△

まで浸食していて,庄内期直前の洪水あるいは流水による浸食

のすさまじさを示している0

庄内期0

716 若江北遺 大阪庶 基本層 10 P8=第10層は,上下粗.中砂層に分かれ,共に洪水時の堆積層 ▼弥生後期 !

跡 序 と考えられるが,上層の淡茶褐色粗砂居中から弥生後期の聾を 前半0○弥生

検出している。(中略)(第11層の時期は)弥生時代後期前半期 後期。△弥生

と者えられる。 後期後葉。

717 吉田遺跡 大阪庶 5 第5層は)黄灰色細砂から中粒砂(上部砂層)。A .B地区で ★13世紀前

第1次 厚さ 。C .D地区では である0第

トレンチでは存在しない0 (中略)土師器の細片と13世紀前半か

ら中葉に属す瓦器椀出土 地区とC .D地区の砂層とも出土

遺物などからみて相似た時期に洪水によって堆積したものと考

えられる。P8=各層の所属時期は(中略)第5層鎌倉時代(13世紀

前半～中葉), (後略)。

半～中葉0

718 吉田遺跡 大阪庶 9 第9層は)暗黄灰色細砂から中粒砂。厚さ 。すべ ★7世紀前

第1次

S

てのトレンチに存在するが. (中略)層厚は 地区で厚く.砂

の粒子も粗い。これは,東から西に向かって砂が堆積したことを

示しており,玉串川の前身の河川の氾濫によって堆積したと考

えられる0土師器.須恵器の細片が出土した。須恵器はー7世紀

前半に属するものがある。(中略)各層の所属時期は(中略)第9

層古墳時代後期末 (7世紀前半)I (後略)0

半0

719 君江遺跡 「大阪府

1

9 第9層は)黄灰色細砂から中粒層0最大厚 下層 ★弥生後期0

-

第38次 の盛り上がりが認められるB地区東半部を除いて存在するe遺

物は含まない0上面は, ほぼ平坦である.0弥生時代後期の洪水

に起因して堆積した層と考えられる02箇所でこの層が.地震に

～伴う噴砂となり▼吹き上げているのが確認された0

720～北島遺跡 大阪庶 ) 〔パリノ.サ- ヴエイ(秩)「珪藻化石.植物化石.樹種による古環 ★古墳前半0

第一次 境復元」PP7卜130〕 古墳時代前半から後半について)この

間の時期には古墳時代前半砂層にみられるように洪水の影響

を受けることもあり.短期間にせよ当時の稲作に影響を与えたも

のと思われる0古墳時代前半砂層は鬼虎川遺跡でも確認されて

おり,広域に起こった変化である可能性がある0先に述べた降水

量の増加などに起因するとも考えられる。

721…瓜生堂遺 大阪腐 - 8 第8層は砂層で,河川の破堤などが原因で▼弥生中期中頃 …★弥生中期 …

跡第42次 ～後半に堆積0 i中頃～後半言

722 水走遺跡

第3次.鬼

虎川遺跡

大阪庶 ピッ

i

i

22 買菜 還 芙葱 葱 鼠 ★弥生中乱 E

】第2一次 る0 -

723!水走遺跡 大阪庶 基本層 4～8 ピットでは旧耕土面が周辺よりやや低い位置にあるが,近 ★近世。

第8次.鬼 序 】

】
i

i
E
～

世の洪水期の堆積層に相当する下部の4′} 8層が非常に薄く.

虎川遺跡 その分第 層のハス田層はやや厚く,上面はやや起伏のあ

第27次 る盛上がりを見せていた。 ピットでは)近世の洪水期の

やや厚い中粒砂及びシルト質粘土と細砂層との互層が続いてい

る(第6～9層)0 この下には厚み ほどの第 層のハス

田層が続き,この下にも中世の洪水期に堆積した細砂やシルト

質粘土.中粒砂層 層)が続き▼幾度からの堆積と侵食が

見られた ピットでは▼地表下 の盛土層の下には▼

旧耕土層ならびに近世洪水期の堆積層である厚い第4層淡褐色

～黄色粗砂層及び暗線灰色系統のシルト層と粘土層の互層で
ある第7～9層が続いている0
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724 水走遺跡 大阪庶 基本層 14′} 16 P5ー:(C ピットでは)洪水期の堆積層である第16層の細かな砂層 ★中世0
第8次.鬼 序 ～シルト層の下に続く暗青灰色粘土層の第17層上面で,人の足

虎川遺跡 跡を混じえ牛など動物の足跡多数を検出した ピットにつ
第27次 いて)第13層までの状況は,これまで報告した各ピットと状況は

あまり変わらない0しかし,その下部には暗灰色粘質シルトと砂

層が互層に堆積し,場所によっては洪水等の流水で侵食を受け

た流路部分に両層が混じった複雑な凹凸のある堆積状況が見

られると共に.粗砂のつまった浅い河川状の部分の存在も見ら

れ(第14層系),上層で瓦器椀片が出土した ピットでは)

中世の洪水期の砂やシルトの堆積層である第 層も,東方

のA ～D ピットの状況とは変化して次第に厚みを増していて. (級

略)。 ‥(G ピットでは)近世の洪水期のやや厚い中粒砂及び

シルト質粘土と細砂層との互層が続いている(第6～9層)0この

下には厚み ほどの第 層のハス田層が続き,この下に

も中世の洪水期に堆積した細砂やシルト質粘土.中粒砂層(14

～16層)が続き▼幾度からの堆積と侵食が見られた
ピットについて)第13層の下には.中世の洪水期の堆積層である

暗緑灰色系の第14層や暗オリーブはいいと中粒砂の第16層か

らなる厚い砂層が約1m の厚みで堆積している ピット第

層も)中世の洪水期の堆積層の第14層細砂層あるいは16

層の粗砂層に重なっている。

725 水走遺跡 大阪腐 基本層 20～24 ピットでは. 凹地がほぼ埋没し▼上部に弥生時代後期の遺 ★弥生中期

-

第8次.鬼 序 物包含層である第19層の薄い黒色粘土層が堆積する以前に. 末～後期前
虎川遺跡 大規模な短時間の洪水の発生により凹地内に沿う形で▼南東か 半0▼弥生中
第27次 ら北西に続く河川の流路と厚い砂層の堆積層の存在が確認され 期以前。△弥

ている ピットにおける)弥生時代の地層は▼中期末～

後期前半の洪水期の堆積である第 層の白色系の粘土層

と▼その下部に堆積する中期以前の第 層の黒色系粘土

層は′いずれもそれぞれ薄く水平堆積しており,弥生時代の遺

構や遺物等は全く検出できなかった0

生後期0

726 鬼虎川遺 大阪庶 也 1 P4 :第1層は上部を撹乱されており.層厚 が遺存していた0 ▼古墳後期0
跡第40次 区 製塩土器,古墳時代の土師器.弥生土器▼縄文土器を少量含 ○縄文.弥

む。氾濫性の堆積層と思われ.溝1の埋土となっていた 溝

1は古墳時代後期のもの。)

生.古墳0

,
727 鬼虎川遺 大阪庶

i

也 溝7.9 地区では)縄文時代晩期以前に南東から北西方向に ★弥生前期

i
I

跡第40次

1

区 埋土 流れていた自然流路が北西側に存在していたことを示す0大溝 ～中期前葉

はこの自然流路を利用して.まず溝9がその流れにほぼ平行し

て掘削された。しかし▼洪水などにより短期間のうちに埋没した
ため.再度溝9にほぼ平行する形で,溝7が掘削されたと考えら

れる0 この溝7の活用時期もそれほど長くなく, (弥生時代)中期

前葉には埋没している。中期以降の遺構.遺物は少なくなり,-隻

落の中心は 地区方向の西および北へヘ移行していつたと思

われる0

(2回)0

728 北島遺跡 大阪庶 (8),(9) は にはさまれ.土石流堆積物と考えられる弥生時代】★弥生中凱

第2次 中期の砂硬質シルト賢粘土層 は の下位にみとめられ,

掃流堆積物と考えられる弥生時代中期の砂磯層。 層と

(9)層は調査区北端部の 付近に分布するO

729 上六万寺 大阪庶 Aプロツ 平安～鎌倉時代について)土石流は▼出土した遺物と堆 ★平安～鎌
遺跡第4次 ク 積環境から大きく次の2回起こったことがわかる。上位は主に13.倉0○12世紀

14世紀の遺物が中心の土石流(以下中世土石流)であり.下位 以前。△13世

は主に12世紀以前の遺物が出土する土石流(以下平安.鎌倉土

石流)である。 平安.鎌倉土石流の)全幅は南北方向に

に及ぶ規模が想定できる0

紀～14世紀0

730 上六万寺

遺跡第4次

大阪府 Aブロッ

ク

同上0 ★中世0○13

世紀～14世

紀。

731 宮ノ下遺跡 大阪腐 遺跡では)奈良時代以降たびたび洪水氾濫や排水不良に ★奈良以降。

第10次 見舞われながらも,洪水氾濫で流路から供給された土砂や排水

不良で溜まった泥を用いて鎌倉時代末期～室町時代中頃と江

戸時代末期～明治時代初雪副こは畑地の作土層が作られたこと

や,周辺の水位を下げるために奈良時代～平安時代および室

町時代中頃には溝がP江戸時代末期～明治時代初頭には潅灘

用の水路が設けられていたことが明らかになった0

732 鬼虎川遺 大阪腐 16 P6(図 は室町時代.ー7以下は鎌倉～室町時代に相 ★室町0
跡第43次 当 ‥(泥層 の)下位には▼泥のブロックを多く含む,

層厚 のわずかにシルト質の傑質砂層がみられる0その下

面にも部分的に踏み込みの凹凸がみられる。このような砂襟は

扇状地斜面あるいはより上流の山地斜面を集水域とする河川に

よって,集中豪雨の際に運搬され▼調査地周辺に布状に堆積し

たと考えられる0 (後略)

733 鬼虎川遺 .

跡第43次

大阪腐 18 同上0 ★鎌倉～室

町0
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734 意岐部遺 大阪腐 i Ⅳ 層上部では)古墳時代前期の土器を伴うピットや土坑な ▼庄内期0△ 日本測地系0古
跡第5次 どの遺構を確認できた(古墳時代前期第Ⅱ遺構面)。Ⅳ層は緑 古墳前期。 墳時代には庄

灰色を呈するシルト～極細粒砂と極細粒砂～細粒砂の層理ない

しは葉理の互層. (中略)洪水氾濫によって形成されたと推測さ

れる0場所によっては上部にもう1面の古墳時代前期の遺構面を

確認できた(古墳時代前期第 I遺構面)0

内期も含む0

I

i

735 水走遺跡 大阪庶 Ⅲ 第Ⅲ層直上の第 Ⅱ層の)上部は削平され,13世紀後半頃 △ー3世紀中
第15次 に哩没する土坑501や溝502等が構築されていることから▼(第.Ⅱ

層の堤防は)13世紀中頃に築造されたと思われる。(第Ⅲ層は)

堤防補強に伴なう盛土層と吉田川の堆積層0調査区西部の自

然堆積層は吉田川の急激な堆積(氾濫)によるものと考えられ,

堤防の補強や削平が繰り返される。

頃。

736 鬼虎川遺 大阪庶 57ー2区 (5)～(8) は灰オリ- ブ色を呈する塊状の細粒～シルトからなる。後 ○弥生中期 i
一i
】
～

～
～

j跡第57次

～

述するDC 3から溢れた泥質砂で▼ 上面の第Ⅳ遺構面を布状 前葉(畿内Ⅱ

こ覆う0 (中略 にかけて上方粗粒化のサクセッションを 後半～Ⅲ前
なす0植物遺体を多く含み,僅かに弥生土器の破片が出土し

た。 はオリーブ黒色を呈する無層理の粘土質シルトからな

る0盛土をなし▼DC 3の谷壁に相当する の北側斜面に沿つ

て から崩落した偽磯や砂磯がみられる と指交する0畿

内第Ⅱ様式後半～同Ⅲ様式前半の弥生土器が多数出土した0

(後略)

半)0

】
i

737 鬼虎川遺 】大阪府 区 (5) P17 ‥(5)は灰色～オリーブ灰色を呈する無層理の粘土質シルトで ▼弥生中期

跡第57次 ある。盛土上部付近では細粒砂～極細粒砂の葉層が挟まり,莱 後葉(畿内

層は南に向かって薄層化.せん滅する 層は鬼虎川遺跡の Ⅳ)0

～

,

弥生時代中期の居住域とされる外環状線(国道170 号線)より西

側に広く分布し.畿内第Ⅳ様式期の堆積層や遺構を覆っている

ことから(例えば第7次調査地点の第 層▼第47次調査地

i 点の第Ⅴ層など),この洪水氾濫を契機に集落の移動を余儀な

くされたのではないかと考えられる0

738 服部遺跡 大阪庶 7上面 上層遺構面の下部には▼黄橿色や灰橿色系の砂(第5.6 ★古墳終末

第5次 . 磨)が の厚さで堆積している。このあたりの土層は- ～奈良0
r

見単純な水平堆積にもみえるが,よく観察すると粒度や色調な

ど意外に層相変化があり,洪水層的な砂層もみられることから,
i
i
～
]

古墳時代の終わりから奈良時代頃にかけてあまり安定的な土地
1

利用はされていなかったのかもしれない0 1

739 上板井遺 兵庫県

～

旧河道

iI

② 旧河道は調査区北部を東西に走っている 旧河道内 ○弥生後期0 ;

跡

1
i
I

の堆積物は層相の違いから数枚に細分される0①層は▼旧河道)△弥生後期
F

最上部を被覆する0シルトを主体とする0②層は.砂.磯を主体と

した堆積物で, 旧河道第Ⅲ.Ⅳ区付近では堆積が厚くなる0②層

の上面付近は砂質であり▼l 部で砂硬層となっている ー

j未～古墳初

頭。
l

前略)②層中の土器は▼弥生時代後期の範晦で捉えられる

土器が大多数を占めている 旧河道は,その土層の堆積状

.況から三時期に大別される0 (中略)数回にわたって弱い洪水が厚 志 豊 雷雲 蒜 蒜 完豊 霊 いく時期は瀧

-
l

i
i

740 上ノ島遺跡 兵庫県 弥生時代前期Ⅱ- b段階をもつてこの村は,突然廃絶してし

まうのである。おそらく武庫川の洪水がその原因と考えられ▼

人々は伊丹段丘上の武庫庄遺跡等ヘ移動したのであろう0

★弥生前期0

741 玉津田中 兵庫県 河道

～

辻ケ内地区では7区と8区においてこの河道を検出してい ★古墳後期。-

遺跡辻ケ る。河道は洪水堆積物である砂.シルトによって埋没しており, 弥

内地区

i)

生時代中期に堆積した砂磯によってその規模を著しく減じてい

るe(中略)河道はその後▼古墳時代後期に大きな洪水があった

らしく,それ以前に堆積したシルト層を削り込んで,幅の狭い流

路が形成されている。

742 玉津田中 兵庫県 SR4600 前略)西微高地がⅡ様式以降▼Ⅲ様式のある段階までに ★畿内Ⅳー

遺跡竹添 2付近 北東方向に拡大したといえる。(中略)微高地の拡大とともに▼調 1。
地区 査区北半を中心として以降面が複数存在するため,この時期に

は▼河川上流側における微高地上への土砂の堆積も多かつたと

推測される 様式には が大規模な氾濫を起こす0

この氾濫によって 自体も埋没してしまい,西微高地全

面が洪水砂で覆われる0 (後略)

743 下内膳遺

跡

兵庫県 土石流 〔山田清朝r地形環境の変化と土地利用の変遷」 〕 ★弥生中期0

1 第121表):(遺跡では,弥生時代中期に土石流lr弥生時

代後期に土石流 古墳時代末期～奈良時代に土石流4が堆

積し,平安～鎌倉時代に南.西側が段丘化した0)

744 下内膳遺

跡

兵庫県 土石流

2.3

同上0 ★弥生後期0

745 下内膳遺

跡

兵庫県 土石流

4

同上0 ★古墳末期

～奈良。
746 捕.荒田町 兵庫県 年 第1面では.大別して3群の遺構群が検出された。第1群は▼0 18世紀後

遺跡 度調査 等間隔に並んだ南北方向に延びる溝5条と.これと同方位を示

す小規模な溝群である。遺構は調査区東半分に位置し. いずれ

も洪水砂によって同時に埋没している0洪水砂中より,18世紀後

半以降の磁器碗類破片が出土している。

半以降0
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747 佃遺跡 兵庫県 前略)縄文時代後期には2度,大きな洪水があったようで▼

そのときの洪水砂によって,この崖面は段階的に埋没している0
なお,この2度の洪水砂間に元住吉山式期(佃4～5期)の遺物包

含層が堆積し▼当該期のごみ捨て場としての機能を有していた

ようである0 (中略)弥生時代になって再び洪水が起こり.砂層に

よってこの崖面は消滅し,現在に至る0

★縄文後期。

748 佃遺跡 兵庫県 同上0 ★弥生。

749 亀田遺跡 兵庫県 Ⅱ調査 流路1は)東側の谷から.西側に向かって流れる自然流路 ▼弥生0△平 断続的に複数

地点流 である。(中略)(埋土は)中.下層の埋土には襟を含む部分が多 安後期0 回洪水があった

路1 く,幾度か洪水を繰り返していたことがわかる0上層の埋土は細

砂～極細砂の部分が多く▼流路としての機能を失つてのち▼徐々

に埋没していつたようである。中.下層には弥生～奈良時代の土

器が大量に含まれている0上層には平安後期までの須恵器.土

師器.陶磁器などが含まれている0

とみられる0

750 亀田遺跡

】

兵庫県 Ⅱ調査 は)北東- 南西に向かって流れる溝である。(中略) ○奈良。

地点 (哩土について)下段の溝内には細砂～極細砂が堆積しーその

SD50, 上には洪水による中砂に覆われている。弥生土器の破片が出

51 土している は)流路1の北側に沿って流れる溝である0

(中略)(埋土について)磯が多く堆積し▼洪水によって埋まったこ

とがうかがわれる。奈良時代の須恵器の破片が出土している0

751】長坂遺跡 兵庫県 B 区 第1面

直上

区は長坂川による扇状地性地形の末端部から,伊川によ

る沖積地にかけて位置しており,I 部に長坂川の氾濫による洪

▼5世紀後半

～6世紀初
水砂の堆積が認められた0この砂層に覆われて数本の畦畔で

区画された水田跡が検出された 前略)B区に居住してい

た人々は洪水等の何らかの理由で,集落をより高い位置へと移

動し▼この地区の土地利用形態を水田へと変えたものと考えれ

ば,この水田は5世紀後半から6世紀初頭頃のものとするのが最

も妥当ではなかろうか0

頭0

752 北口町遺 兵庫県 P7:盛土下の層位は近世～近代の水田土壌層.中世の洪水砂. ★中世。
跡

-

黄褐色砂質シルト層となっており,この黄褐色砂賢シルト層上面

で弥生時代～中世の遺構を検出した0 (中略)中世の洪水砂は
細かくみると3～4面に分けられ,この時期に洪水による被害が

頻発したことが知られるe Lかしその洪水砂も土壌化を受けてお

り, 居住地ではなくなった後も水田もしくは畑地として利用されて

いたものと考えられる。

753 北口町遺 兵庫県 調査区の西端に溝 が南北に通っており▼集落の西限 ▼弥生後
節 を区画している。(中略 より西側は微志地面に比べて数

低くなっており.シルト質の土壌層も発達しており,水田域

期 ?

が広がっていたものと考えられる0水田面は洪水砂に覆われて

おり▼南西 で調査された高松町遺跡の弥生時代後期の水

日面につながる可能性もある0

754…入佐川遺 兵庫県

-

入佐川2 現地表面下の堆積は′調査前に営まれていた水田の △現代0 `
跡 区B地点 耕作土に続いて,円棟を含む砂質が堆積を重なるO局部的に褐

色シルトの薄い堆積を挟みながら 近くの厚みを持ってい

た。褐色シルトはいずれも水田堆積層と考えられ▼上層の砂質

土は洪水砂がもたらされたことによって廃絶したのであろう0 これ

らの水田土壌層は広範な両を持って検出されず,形成された時
期などについては,明らかにL がたい0

755 入佐川遺 兵庫県 . 入佐川2 シガラミ101は)調査区の南西部で検出された。(中略)板 ★近世0 i

i
跡 区B地点 材が接地する面は溝底から ほど上で▼最下層の淡褐色傑

シガラミ 混じり粗砂が堆積した段階で設けられている。また最下層内から

ー01 も板材の残欠が確認されており.洪水等の急激な出水による破

壊.埋没の後.新たに造りなおした状況が見てとれる0 (中略)近

世の所産であろう0

756 入佐川遺

跡

兵庫県 入佐川2

区B地点

シガラミ203は)調査区の西壁近くに位置する。P19‥シガラ

ミ と同じく 内に設けられた施設ではあるが,前者

▼古墳前期0

シガラミ とは異なり,河道が大きく埋没しない段階で設置されたと見られ

203 る。両者とのレベル差は で,シガラミ203の上部が洪

水によって消失したと考えろが.遺存する下部の構造から,上流

からの流れを受け止め水位を上昇させる性格がうかがえる0(中

略 の所産から古墳時代の遺構であろう0溝底付近で出

土した遺物に須恵器を含まないことから,古墳時代前期に設け

られたと考えられる。

757 入佐川遺 兵庫県 入佐川2 は)調査区の西部を蛇行気味に.北東から南西へ ▼中世。

跡 区F地点 のぴる0 (中略)総じて安定した流れであったが,I 時的な急流

SD 102 によって一気に堆積した時期のあったことを示している。 中

世の遺構と考えられる。

758 上脇遺跡 兵庫県 第2層群を除去した状態で検出される遺構面を第2遺構面と★弥生～10

した。この第2層群直下の暗茶褐色の土層群は,堆積状況が-

様でなくー(中略)伊川の沖積作用による本流性堆積物により形

成されたものと判断される ‥調査区周辺では弥生時代以前

から10世紀に至るまでの間に最低4回の伊川本流による大量の

土砂供給により.丘陵裾部から連続するなだらかな傾斜面が形
成された後.再び浸食を受け氾濫原側が削平された結果,南西

から北東方向に走行する崖面が形成されたことが明らかにされ

た0

世紀e (4回)
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759 上脇遺跡 兵庫県 第4層

秤

第3遺構面は)平安時代.を中心とする古代の遺構面と判断

される。(中略)(第3遺構面下方の)B地区下段では,侵食性の

崖面の形成直後に堆積したと見られる暗灰黄色のやや粘質を

帯びた細砂や極細砂が層厚約 で堆積している0 この

やや粘質を帯びた細砂や極細砂は▼極めて遺物の包含量が希

薄で,短期間の- 時期清水状態にあったことを窺わせる泥土状

の堆積層である0 (後略)

★古代0△平】

安0

760 七日市遺

跡

兵庫県 F地区の 各微高地境界を南北方向に流れる旧河道群は調査の結 ★弥生中期

な

ど

果.西側の旧河道は弥生時代中期段階の遺構を切っており.少 未0 ○弥生中

なくとも奈良時代までには埋没している。中央部の旧河道は弥

生時代中期～終末期にかけて存続しており,比較的短期間に埋

没しているO東側の旧河道は弥生時代中期～終末期に段階的

に洪水(砂傑層)がおこリ,古墳時代中期～後期にかけては緩

やかな堆積(シルト層)があった状況が看取できる0そして飛鳥

時代には埋没している 七日市遺跡の欠落時期に▼遺跡

の南約2km に国領遺跡が営まれていることを考えると.七日市遺

跡の居住者たちはその土地を離れP大きく居住域を移動したと

考えるのが妥当であろうeF地区 埋没状況を見ると,Ⅳ期末

の土器を包含した砂礁層が厚く堆積しておりー中期末に大規模

な洪水があり,七日市遺跡の反映に何らかのダメ一ジを与えた

ことが推察されるが,後期初頭まで集落自身は継続しているの

で,他の社会的な要因と相まって集落が放棄されたのであろう0

期末。

～

761 御船遺跡 兵庫県 P47‥(弥生時代後期～庄内期の水田について)この水田はー比 ★弥生後期

較的短期間の内に洪水砂層によって埋没しており▼各調査地点 後半～古墳

で洪水性の堆積物から出土している土器からも.弥生時代後期

後半～古墳時代初頭にかけて▼周辺が水害によってかなりの被

害が生じたことがうかがえる。長田神社境内遺跡や長田南遺跡

の後期集落が衰退するのもこうした水害が- 因となっているの

かもしれない。

初頭。

762 岩屋遺跡 兵庫県 C .D地

区水ロ

水田面

直上

上層遺構面の水口面は)調査区南東部でのみ検出され

た0 (中略)広い範囲で黄褐色の砂層に被覆されていることか

▼近世初頭

～18世紀末 i
】面 ら,洪水による埋没があったものと推定される この水田面 ないし19世紀

を被覆する洪水砂中からは,17世紀代～18世紀代の陶磁器類 初頭。0 17世

が出土しており,水田面は近世初頭以降▼18世紀末ないし19世

紀初頭まで機能していたものと推定される。

紀～18世紀0

763…岩屋遺跡 兵庫県 C -D地 水田面 ‥(下層遺構面の は)C地区調査地点において▼独立し △近世初更

】区 直上 た溝と判断して調査を実施したが.D地区の成果から判断するな ～18世紀末

らぱー 旧河道)の外縁部に相当するか,もしくはその洪水 ないし19世紀

砂による浸食部とすべきであろうO 初頭0

764 - 品野EEl 兵庫県

i
I
i

洪水砂 調査区の層序は上層から.表土▼床土,洪水砂磯層 I , ▼13世紀(第 )
`
i

I

遺跡 . 磯層 I その下から第1面を構成する暗灰黄色蝶混じり細砂が出現す

る0第2面は第1面との問に洪水砂傑暦Ⅱを挟む0第2面より下

層からは磯層が出現する。(中略)第1面は13世紀代と考えられ

る時期の遺構面である 遺跡の)段丘化の時期は

世紀以降と考えられ,13世紀に至って調査地点は安定し▼集落

として利用されるようになったものと考えられる。

1面)0

765 一品野田 兵庫県 第2面 調査区の層序は上層から,表土▼床土▼洪水砂磯層 I . ○奈良。△11

!遺跡
下の磯 その下から第1面を構成する暗灰黄色磯混じり細砂が出現す 世紀～12世

層 る0第2面は第1面との間に洪水砂礁層Ⅲを挟む0第2面より下

層からは傑層が出現する。(中略)第1面はl3世紀代と考えられ

る時期の遺構面である 第2面について)検出した水田遺

構の時期は.第2面よりも下層の旧河道を埋める洪水砂の中か

ら奈良時代の須恵器が出土している他,第2面の水田耕土から

は10世紀代と考えられる土師器皿片が出土していること,第1面

の時期が13世紀と考えられることから11世紀～ー2世紀にかけて

と考えられる。

紀(第2面)。

766 加都遺跡 兵庫県 】新水北 ⑥ 前略)西半部では江戸時代後期以前の堆積が良好に残つ ★中世前期。

地区西 ている。局地的に残存するものも含めた概略は以下の通りであ ▼中世前期0

半部の る0①近現代の水田土壌0②江戸時代後期の洪水砂。③江戸時 △中世後期

基本層 代水田土壌0④江戸時代初期の洪水砂。⑤中世後期～中世末 ～末期(16世

序 期(16世紀末)前後の水田土壌。⑥中世前期の洪水砂O⑦中世

前期の水田土壌D⑧6世紀前半～9世紀の水田土壌。⑨5世紀後

半の水田土壌及びその母層である洪水砂。⑱5世紀前半を中心

とする水田土壌0

紀未)。

767 柴遺跡 兵庫県 基本層 Ⅲb P13‥Ⅱ層はⅢ層の上を被覆する褐色土である0日地区では.大 ★8世紀～11

序 半がⅢ層上を被覆した洪水砂(Ⅱb層)を撹乱して水田として使

用する層である0 (中略 層からは10世紀～11世紀にかけ

ての遺物が出土している。〔青木哲哉「柴遺跡における地形環
境」 〕 世紀から11世紀まで洪水のたびに水田をつ

くりかえながら稲作が営まれた。

世紀0
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768 坂元遺跡 …兵庫県
-i

i

E
～
1

〔青木哲哉「坂元遺跡における地形環境」 〕 世紀初頭

(前略)段丘上の遺跡軍部には,9世紀初頭以降に遺跡南側の ;以降0△13世

開析谷から洪水が及ぶようになり▼人間は13世紀に遺跡東部の

埋没旧中州上で居住した程度であった 現氾濫原は, 白ケ

池川流域で扇状地.別府川沿いで旧河道が埋没する過程で生

産域に利用された0これらの埋没がなされていた8世紀の現氾濫

原は▼洪水が多発する低湿な環境であった0そのため,洪水に

伴うシルトを土壌に水田稲作が営まれた0 (中略)その後も洪水

は繰り返され▼白ケ池川流域では中世後期までと江戸時代にも

砂やシルト質砂が堆積した0

紀0

769 戎町遺跡 兵庫県 7～9 層上面が弥生時代前期後半の遺構面(第3遺構面である) ▼弥生前期

(中略 層は水田虻を覆う無遺物の淡黄色細砂層で,11層 前半 ? △弥
を基盤として.10層を耕土とする水EEI祉(第4遺構面)が河道に

よって切られた形で遺存する。P12‥(第4遺構面について)第3遺

構面から水田祉までは細かく分層すると3～4層に分けられる約

を測る洪水による細砂の堆積層が認められることから, (中

略)弥生時代前期前半に遡り得る可能性が高いと考えている0

生前期後半0

770 戎町遺跡 兵庫県 第3遺 層上面が弥生時代中期の遺構面(第2遺構面)で,4層は弥 ～▼弥生前期

構面直 生時代中期の遺物包含層である05層は無遺物の砂層である06 後半0△弥生
i 上 層は弥生時代前期後半の遺物包含層で.7層上面が弥生時代

前期後半の遺構面(第3遺構面)である。 第3遺構面の)円

形杭列遺構は,厚さ を測る洪水などの土砂による堆積と考

えられる青灰色シルト質細砂層を中心とする埋没土(河道上層)

によって徐々に覆われていったものと考えられる。

中期。

77ー垂水.日向 兵庫県

i

自然流 自然流路は)A 地区東端で確認され,その堆積土の一部 i★室町0
遺跡第1次 路 は奈良～鎌倉時代の遺物包含層と遺構面を削っている。(中略)

遺物の下限時期である室町時代に河川の氾濫によって堆積した

ものと考えられるOまたB地区東端の- 部では, 当時期に堆積し

たとみられる同様の洪水砂層が確認できた0

772 魚崎中町 兵庫県 Ⅲ 遺構面は(中略)撹乱層下の近世あるいは近代の水田層 ★平安～中
遺跡 (ト Ⅱ層),および平安時代から中世にかけての層厚 程度 世0 ▼平安前 I

の洪水砂(Ⅲ層)によって予想以上に保存されていた。遺構面

は▼表土下 程度に平安時代前期頃の第1遺構面(Ⅴ層),

(中略),が検出された0

3期0 △近代。

EI
-

773 魚崎中町 兵庫県

1
l

1

`

Ⅳ … 第5園 層はシルト質細敵 層はシルト質中 ▼古墳未～ 一
一
1i

遺跡

1

砂。 ‥(第2遺構面の)水田耕作土中には古墳時代初めから 奈良? ○奈

奈良時代前半の土師器.須恵器が散見されること,奈良～平安

時代を中心とした遺物を含むⅣ層の洪水によって削剥を受けて

いることなどから,古墳時代末から奈良時代前半の水田経営が
想定されるが,.決め手はない0

良～平安0

774 白水遺跡 ;兵庫県

I

北端地 第3.4 現代耕土の下に▼(中略)淡灰黄色極細砂(第3遺構面 [▼古墳後期
-第6次 区 I 区 】遺構面 ベ- ス層)となり,部分的に洪水砂等の間層を含むものの淡灰 ト～奈良後期0

間 黄色極細砂の下層上面が第4遺構面となる。 ‥(第4遺構面 △平安前期

では)古墳時代後期～奈良時代後期の遺構▼弥生時代後期～ ～中世(第1

】～
～
～

奈良時代後期の遺物が確認された 第1遺構面では)平 遺構面)。
安時代前期～中世の遺構.奈良時代後期～中世の遺物が確認

された。

775置 1*0 兵庫県 A 区基本 ⑤.⑥ ⑤黄褐色～灰色砂傑(弥生時代中期未の洪水砂 :中央部 ★弥生中期

層序 こ分布)。⑥黄灰褐色細砂～極細砂(弥生時代中期末の洪水 末葉。▼弥生
砂 =南半部～中央部に分布)0 中期0

776 玉津田中 兵庫県 A - N区 ⑦ 区は)全長40m の調査区で,調査の結果,弥生時代 ▼弥生後期
遺跡第13 中期～後期の水田遺構(第1水田暦),前期～中期の水田遺構 (⑱)。△弥生

後期?

i

～
i次 (第2水田層)が確認された0 (中略)④褐灰色色粘質土(中世耕

作土)。.⑤暗灰褐色粘質土(弥生時代後期の土器含む)0⑥黄灰

褐色粘質土。⑦灰色シルト～砂磯(洪水堆積層)0⑧灰色砂磯

～茶灰色シルト質極細砂(洪水堆積層 :南半部に堆積)0⑨暗灰
色シルト(洪水堆積層=北半部～中央部に堆積)。⑩青灰色シル

ト賢細砂? 極細砂(弥生時代後期の洪水砂)0⑪暗灰色シルト

(第1水田層)O⑫青灰色粗砂～極細砂(洪水堆積層)0⑱暗灰

色シルト(第2水田層)0

777 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 A - N 区 ⑧ 同上0 ,▼弥生後期

(⑩)e△弥生

後期? 】

778 玉津田中

遺跡第一3

次

兵庫県 A ーN 区 ⑨ 同上。 ▼弥生後期 …

(⑱)0 △弥生

後期? .

779 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 A - N 区 ⑩ 同上0 ★弥生後期0

▼弥生中期

～後期(第1
水田層)。

780 玉津田中

遺跡第13

次

i

兵庫県 A - N区

i

⑫ 同上。 ▼弥生前期

～中期(第2
水田層)0△

弥生中期～

後期(第1水

田層)0
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78 1曇漂冒F3 t兵庫県 A 】S区

i

⑦ P64‥ 区は)全長60m の調査区で 調査の結果 圃場整備 △鎌倉(⑤)0

前の溝,中世(鎌倉時代)の溝,弥生時代中期～後期の水田遺

構(第1水田層),弥生時代前期～中期の水田遺構(第2水田層)

が確認された。(中略)⑤黄白色粘質土(中世遺構面)。⑥淡褐

色粘賢土6⑦淡灰黄色～褐灰色シルト質極細砂(洪水堆積

層)。⑧灰色砂礁～茶灰色シルト質極細砂(洪水堆積層)O⑨灰

色～青灰色砂磯.細砂 (洪水堆積層)0⑩黄灰褐色極細砂～粗

砂(洪水堆積層)0⑪暗灰色砂混じりシルト(洪水堆積層)0⑫暗

灰色シルト(第1水田面)0⑱灰色粗砂～シルト質極細砂(洪水堆

積層)0⑭暗灰色シルト(第2水田層)0

782 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 A - S区 ⑧ 同上0 △鎌倉(⑤)。

783 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 A - S 区 ⑨ 同上。 △鎌倉(⑤)。

-
E

784 玉津日中

遺跡第13

次

兵庫県 A ーS区 ⑱ 同上0 ▼弥生中期 】

～後期(第1
水田層)。△

鎌倉(⑤)0

785 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 A - S区 ⑪ 同上0 ▼弥生中期

～後期(第1
水田層)。

786 玉津田中

遺跡第一3

次

兵庫県 A ーS区 ⑬ 固上e -▼弥生前期

～中期(第2
水田層)O△

弥生中期～

後期(第1水

田層)0

I

787 玉津田中 兵庫県 tB 区 ⑤ 区は)全長約50m の調査区で調査の結果, 弥生時代中

遺跡第13 期～後期の水田遺構(第1水田層)▼弥生時代前期～中期の水

次

i

田遺構(第2水田層)が確認された。(中略)③褐灰色粘質土(中

世耕作土)。④黄白色粘質0⑤暗灰色～黄褐色シルト(洪水堆
]

積層)。⑥灰黄色シルト質極細砂(洪水堆積層)0⑦褐色シルト l
(第1水田層)。⑧黄褐色シルト0⑨青灰色粗砂～極細砂(洪水

堆積暦=安定していない。⑩暗灰色シルト(第2水田面)。

788 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 B 区

ヨ
1

⑥ 同上O ▼弥生中期

～後期(第1
水田暦)e

7 89 玉津田中

[漂跡第13

～
,
i
～

!兵庫県

】
i
I

B 区 ⑨ 同上0

-

▼弥生前期

～中期(第2
水田層)。△

弥生中期～

「後期(第1水

EEl層)0

I

l
t

1
l

7 90 玉津日中 兵庫県 C区 ⑥ P65‥(C 区は)全長約40 m の調査区で▼調査の結果, 弥生時代前 △弥生中期

遺跡第13 期～中期の水田遺構(第2水田層)が確認されたが. (中略)⑤ ～後期(第1

次 褐色シルト(第1水田層)0⑥淡灰黄色～黄褐色シルト賢極細砂

(洪水堆積層)。⑦青灰色砂礁～粗砂(洪水堆積層=安定してい

ない)0⑧青灰色極細砂(洪水堆積層 暗灰色シルト(第2水

田層)。

水田層)0

791 玉津日中

遺跡第13

次

兵庫県 C区 ⑦ 同上。 LA 弥生中期

～後期(第1
水田層)。

792 玉津田中

遺跡第13

次

兵庫県 C区

i

⑧ 同上。 ▼弥生前期

～中期(第2
水田層)0△

弥生中期～

後期(第1水

田層)。

793 玉津田中 兵庫県 A .B区 ⑥ ⑤淡茶色極細砂、(第1遺構面ベース)0⑥淡茶灰色細～中 △弥生中期

遺跡第15 砂他(洪水砂層)0⑦濃灰茶色シルト(第1水田層)0⑧濃灰茶色 ～後期(第1

次 細砂混じりシルト他 (洪水砂層)0⑨濃褐色シルト(第2水田層)。

第2遺構面は)弥生時代後期後半～古墳時代前期(布留

期)を中心とする遺構面で, 15 - C 区以北でのみ遺構が検出され

た。 第3遺構面(第1水田面)の時期は)弥生時代中期～後

期としか比定できない。(中略)(第4遺構面(第2水田面)の時期

は弥生時代中期。)

水田面)0

794 玉津田中

遺跡第15

次

兵庫県 A .B区 @ 同上0 ▼弥生中期

(第2水田

面)0△弥生

中期～後期

(第1水田

】面)O
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795 玉津田中 兵庫県 C .D区 ⑥

⑧

⑤-a黄灰色粘質土(第2遺構面ベース)。⑥淡茶灰色細～ △弥生中期
遺跡第15 中砂他(洪水砂層)0⑦濃灰茶色シルト(第1水田層)。⑧濃灰茶 ～後期(第1
次 色細砂混じりシルト他(洪水砂層)0⑨濃褐色シルト(第2水田

層 第2遺構面は)弥生時代後期後半～古墳時代前期

(布留期)を中心とする遺構面で 区以北でのみ遺構が検

出された 第3遺構面(第l水EEl面)の時期は)弥生時代中

期～後期としか比定できない0 (中略)(第4遺構面(第2水田面)

の時期は弥生時代中期0)

水田面)0

796 玉津田中

遺跡第15

次

兵庫県 C .D区 同上。 ▼弥生中期

(第2水日

面)0△弥生

中期～後期

(第1水田

面)e

797 玉津田中 兵庫県 E区 ⑥

i

-

P97 ‥⑤一a黄灰色粘質土(第2遺構面ベース)0⑥淡茶灰色シルト △弥生中期
遺跡第15 鹿 じり細～中砂他(洪水砂層)。⑦濃灰茶色シルト(第1水EEl巌 ～後期(第1
次 この地区ではほとんど存在しない)0⑧淡青灰色シルト混じり極 水田面)0

-

i

i
細～細砂地(洪水砂層)0⑨濃褐色シルト(第2水田層.この地区

ではかなり不明瞭 ‥(第2遺構面は)弥生時代後期後半～

古墳時代前期(布留期)を中心とする遺構面で▼ 区以北で

のみ遺構が検出された ‥(第3遺構面(第1水田面)の時期
は)弥生時代中期～後期としか比定できない0 (中略)(第④遺構

面(第2水田面)の時期は弥生時代中期0)

798 玉津日中 兵庫県 E区 ⑧ 同上。 ▼弥生中期
遺跡第15 (第2水田
次 】面)0△弥生

F中期～後期

(第1水田

面)0

799 若松町遺 兵庫県 基本層 3 Pー5:(第3層は)基本的には調査区全域で認められた。洪水によ ★弥生後期。
跡 序 り堆積した層を水田土壌化したもので▼極細砂～粗砂からなる。 (2回)

(中略)当土壌暦は12世紀以降に形成されたものと考えられる0

この洪水砂上面から1の小型丸底壷が出土している 昌5の

東側に部分的に第4層が認められない箇所がある0 この部分で

わずかに第4層の下層にあたる洪水砂の堆積(第13図第5層上

面)が認められ,この洪水砂上面から弥生時代後期末～古墳時

代初護にかけての土器が出土している0 〔山田清朝r地形環境

の変化と土地利用」 〕 第5表):(弥生時代後期に2

～

1
-
I

度I弥生時代未～古墳時代初更の直前(第2面直上)にl度,漢
i
lI

水に伴う後背湿地の埋没が起こる0)

800 住吉宮町 兵庫県 t基本層

序
6 第6層は′調査区のほぼ全面を覆う粗粒砂を主体とする黄 r★6世紀末～

遺跡第20 灰色系の砂質土層である。遺構の切り合いの状況から6世紀末 7世紀初頭以 】
次 ～7世紀初を下限とする。 古墳時代中期～後期の第3遺構 前。▼古墳中

】面について)調査区全体を覆う洪水堆積層(第6層)を人力にて

i除去した段階で旧河道 日河道2と杭列3を検出した0
期～後期0

80ー今池尻遺 兵庫県 流路202 第2遺構面の)流路202は流路201の最終段階の流れで, △7世紀半
跡第2次 幅約6m ,深さ約 を測る0その埋土は大きく分けて下層の灰

色砂襟層と上層の暗灰色シルト層～極細砂層に分かれ,当初

は水流があったが.最終的には緩やかな流れとなったものと考

えられるO この流路から溢れた流れがP流路201の黄褐色砂磯

層を覆う青灰色極細砂層を堆積させており,この層から出土した

遺物より,7世紀半ばにはほぼ埋まったものと考えられる0

ば0

802 新方遺跡 兵庫県 I 区基 23 ‥中世の遺構面である第10層を取り除くと,調査区の南半 ★平安後期。

】
I

平松地点 本層序 分では.その下位に室町時代の耕作土層とさらに下位に洪水砂 ▼平安中期
第3次 層(第23暦)が堆積していた。その層中には,平安時代の土器片 ～後期00 平

が混じっている0 (後略 本調査区では.厳密に時代を特定

できる遺物を得ることができなかったが,調査区の南に隣接する
新方遺跡第44次調査地点Ⅲ区では▼水田は平安時代中期とさ

れ,本調査区の河川跡からは平安時代後期の遺物が出土して

いる。以上の点から,平安時代中期から営まれていた水田が.
後期に入り洪水で埋没した可能性が高い。

安。△室町0

I

803 新方遺跡 兵庫県 区では弥生時代前期～古墳時代前期の第4遺構面の ▼弥生前期。
第44次 下層に)無遺物の暗乳灰色シルト質極細砂～細砂層の土壌化 △弥生前期

層.淡乳灰色の洪水砂層を挟み,弥生時代前期の遺物を包含

する黒灰色シルト層が堆積する0
～古墳前期0

804 新方遺跡 兵庫県 】 古墳時代後期では流路が確認されたのみで,集落域を直 ★古墳後期0
第44次 接物語る遺構には恵まれなかった。流路 が機能していた

のは▼今池尻遺跡第3次調査 とほぼ同時期と考えられ,伊

川が大きく氾濫した時期と者えられるe (後略)

805 新方遺跡 兵庫県 弥生時代中期前半以前は.微高地より1m 程度低い湿地状 ★弥生前期
野手西方 の地形であったが▼弥生時代中期前半には砂質層を基本とした 末～中期前

半0地点 堆積層により埋没している 野手.西方地区は,弥生時代

前期末から中期前半初頭と中期後半に大規模な洪水に見舞わ

れているが,前期末以前では洪水の痕跡は確認できない0 (後

略)
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806 新方遺跡 兵庫県 弥生時代中期前半以前は▼微高地より1m 程度低い湿地状 ★弥生中期

野手西方 の地形であったが.弥生時代中期前半には砂質層を基本とした 後半0

地点 堆積層により埋没している 野手.西方地区は.弥生時代

前期末から中期前半初頭と中期後半に大規模な洪水に見舞わ

れているがー前期末以前では洪水の痕跡は確認できない。(級

略)

807 二宮遺跡 兵庫県 P34 ‥今回の調査区では,7世紀の溝があった以外に,その後の ▼13世紀～

第2次 人間活動を物語るようなものは何も見つからなかった。(中略)

川の上流にあたる今回の調査区のより北西側のごく近い場所に
世紀のムラがあったが,ある日川ができるきっかけになっ

た鉄砲水に襲われ,いっきに押し流されたのではないかと考えら

れる0

14世紀D

808 二葉町遺 兵庫県 久保町5 褐色系の砂質土が遺構面となっている場所では,その層か ★縄文晩期e

跡第14次 丁目 ら縄文時代晩期の土器片が出土しており,同時期の洪水砂が堆 ○縄文晩期。

～第21次 積しているものと考えられる。

809!寺田遺跡 兵庫県 基本層

序

10 P6:第.10層は細砂～粗砂からなる白黄色砂層で土石流堆積層. ▼弥生中期

第95地点 または洪水砂層である0遺物の包含は確認していない。第10層 後葉(畿内
を削つて と谷が形成される。(中略)第11層は畿内Ⅳ様式

の土器を少量包含している0 (中略)当調査区では,最深部の遺

Ⅳ)0 △弥生

後期末葉～

構面である第5両(弥生時代中期初頭)から▼第3面(古墳時代前 古墳前期初

期)までに少なくとも3回の土石流または洪水(第 層)が 頭(庄内～布

あったことが確認された0 宮古)0

810 寺田遺跡 兵庫県 基本層

序

I

12 P6‥第12層は自黄色砂層で細砂～粗砂で構成されている。層厚 ▼弥生中期

～
-

第95地点 は に達し.部分的に直径 程度の磯を含む土石流 前葉(畿内

堆積物層あるいは洪水砂層である0当面に覆われた面が第5面 Ⅱ)。△畿内

である。第5面は畿内第Ⅱ様式に相当する面で,この土石流は

当時の生活に壊滅的な被害をもたらしたことが想像できる。当調

査区ではーその後▼中期後葉(畿内第Ⅳ様式)になるまで遺構.
】遺物は確認されていない。(中略)当調査区では,最深部の遺構

面である第5面(弥生時代中期初瑛)から,第3面(古墳時代前
期)までに少なくとも3回の土石流または洪水(第 層)が

あったことが確認された。

Ⅳ(第11層)。

I

-
1

若宮遺跡 兵庫県

iI

第3地点 3 第3層は)調査区全面を の厚さで覆っている0 にぶ ▼近世0△近

第3地点

-

い黄色粗粒砂で,径 の極粗粒砂～細磯混入,しまり 代0

がよく,全体に酸化して褐色を帯びる。斜行層理が観察できる0 1

上流域での河川氾濫に伴うものか,一時期荒廃したことが窺わ 一

一

一
l

れる 第1遺構面として)第3層上面で調査区に並行する略

l東西方向の耕作痕を検出したe (中略)(第2遺構面として区では第4b層上面で 区では第5a層上面で耕作痕を検出し

た。 検出遺構面は4面で,各々の想定時期は▼第1面が近 1

代一第2面が近世(中略)となる0 -

812 若宮遺跡 g兵庫県 第4地点

I

5,6 第5層と第6層は第1遺構面を覆っている。第5層は細砂から ▼15世紀以

第4地点 なっており,径1cm 程度の粘土ブロックを含んでいる0粘土プロツ

】クを含んでいることから,宮川などから運ばれた洪水砂と粘質土

を混ぜ合わせて耕作土をつくる方法で,洪水災害にあった耕作

地を復旧していたことが推測される 前略)(第1遺構面は)

15世紀以降の耕作面であることがわかる0

降。
i

813 若宮遺跡 兵庫県 第4地点 ⑫ 第3遺構面は第12層をベース層としており▼自然流路 ★縄文晩期

第4地点

I

からオーバーフローした粗砂である第⑫層に覆われる落ち込み 後半(滋賀里

以外は第2遺構面と同一面である。 前略)当遺構面の時期

は滋賀里Ⅳ式(新相)期であることがわかる ‥(前略

は)縄文時代晩期後半(滋賀里Ⅳ式(新相))に流れていたという

ことができる0

Ⅳ新)0

814 寺田遺跡 兵庫県 第130地

点

第3遺 篇3遺構面と基盤となる暗黄色粗砂層は▼弥生時代中期 ○弥生中期

第130地点 構面 初頭の土器を含む洪水堆積層で,調査区全体に厚く堆積してい 初頭0△弥生

ベース る。この洪水砂は下面で検出した谷地形を覆って堆積しており.

最大で の厚さを測る。(第3遺構面で)検出した遺構は弥生

時代中期後半の溝3琴,土坑,ピット等計32基である。

中期後半0

815 寺田遺跡 兵庫県 第1調査 6-C 層は)中世の耕作土および氾濫堆積物 層の3層に ▼古代0△庄

第128地点 区基本 分層される0 (中略 層は灰白色中粒砂を主体とし,黒褐色 内～古代0

層序 のシルト質砂からなり葉理が挟在する0本層はr調査区南西部

付近のみに分布する。各堆積層の層相から 層は畑地耕作

土▼6ーb層は整地層ないし盛 層は氾濫堆積物であると推

定される0 (中略 ーa層に含まれる考古遺物は, 中世の時期

に該当するものの出現頻度はきわめて低く′大半が庄内併行期

～古代の遺物で占められる傾向にある。(中略)(7層は)古代に
形成された人為的撹乱を受けたと推定される堆積層0

816 寺田遺跡 兵庫県 第1調査 9a 層は)弥生時代後期～庄内併行期に形成された氾濫堆 ★弥生後期

第128地点 区基本 積物。(中略)9層は▼a層およびb層に細分される。9Ia層は,弱 ～庄内。

層序 い水平葉理をなす極粗粒砂～細粒の細蝶0層相から氾濫堆積

物と推定される0調査区南半部のみに分布する0
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817 寺田遺跡 兵庫県 第1調査 llc 層は)弥生時代中期の河道堆積物。a～C層の3層に分 ら★弥生中期0

第128地点 区基本 属される0 (中略 層は灰黄色を呈し, トラフ型斜交葉理ない ○弥生中期0

層序 し不明瞭な水平葉理をなす極粗粒砂～中磯で構成される0 各堆

積層で観察される層相から,1トa層は流路充填堆積物▼1卜b層

は河岸ないし流路縁の堆積物.1卜C層は氾濫堆積物と推定され

る011ーC層内からは▼弥生時代中期の土器片が1点検出され

た0

818 前田遺跡 兵庫県 3 P24 ‥第2層は近代の耕作土層である0 (第3層は)厚さ約 オ △近代0

第20地点 リーブ褐色砂質土層である0第3層は比較的薄い氾濫堆積層で

ある0

819 前田遺跡 兵庫県 5 第5層は)厚さ約 オリーブ褐色砂賢土層である0第5 ▼中世0

第20地点 層は厚みのある氾濫堆積層である。 第6b層は)中世の遺

物包含層である0

820 前田遺跡 兵庫県 7 第6C層は)古代の遺物包含層である。(第7暦は)厚さ約 ▼縄文晩期 -i

～

i

第20地点 案褐色極細砂層の洪水層である0その上面を第2遺構面と～弥生前期。

した。(中略)第8層は芦屋川右岸域における扇状地に共通に見 △古代0

られる黒色土層であり,縄文時代晩期～弥生時代前期に形成さ

れた堆積層である0 (中略)この前後をはさんで特に前の時期に

ついては層位からも窺い知れるように頻繁な氾濫堆積が行われ

芦屋川右岸域における扇状地形成を垣間見ることができる0

821 前田遺跡 兵庫県 9a 第2表):(第9a層は弥生時代前期の氾濫堆積層。 第 ★弥生前期0

第20地点 9a層は)厚さ約 暗灰黄色微砂層。

822 前田遺跡 兵庫県 9b 第2表)‥(第9b層は氾濫堆積層 第9b層は)厚さ約 △弥生前期0

第20地点 灰黄色砂層0

823 前田遺跡

第20地点

兵庫県 10以下 P26‥第10層以下は自然流路及び氾濫堆積の層位である0 △弥生前期0

824 寺田遺跡 兵庫県 第4遺構 の埋土は,砂層と粘質土,シルト層の相互堆積であ ▼弥生前期

第151地点

i

】

E

面 リー洪水等による埋没と清水が繰り返されながら埋没していつた 後半～中期

状況が推定される。遺物包含層である黒灰色粘質土下の淡灰 初頭00 415

色極細砂には径 程の流木が混入しており,比較的規模の

大きな洪水であったものと考えられる0尚.この流木について加

速器質量分析法による放射性炭素年代測定を実施した結果.

別稿のとおり の時期の可能性が高い事が示され

た。 について)南肩を中心に弥生時代前期後半から

中期初頭の遺物が多数出土している0出土遺物は過渡期の様

相を示しており,河道からの出土ではあるが..一括性が高いもの

で注目されるO

～385BC 0

嘉票 監 兵庫県 第3遺構

i

第3遺構面では)北東から南西方向の河道 の南 ○弥生0

i

面 側の肩は検出されたが. (中略)砂層を中心とする堆積層で▼土

E 層の観察からある程度埋没後,流路状に存在した部分に洪水砂

～ が押し寄せて埋没したものと推定され,最終埋没である の

i

r
i

最終堆積層と 卜東は壁面が挟られー分岐点には流木が流

入する等,洪水が激しいものであったことが窺われる0河道内か

らは弥生土器片が出土した0 (後略)

826 寺田遺跡 兵庫県 第3.4 第3遺構面からは弥生時代中期頃のものと考えられる遺構 1▼弥生中期。E

第159地点 遺構面 が検出された0この第3遺構面は最大1m の厚さで堆積する洪水 △弥生中期。

間 砂層である。第4遺構面は,この厚く堆積する洪水砂層の下層の

黒灰色混傑シルト層の上面に検出される0弥生時代中期頃と考

えられる遺構が検出されている。

827 寺田遺跡 兵庫県 第1.2 第2遺構面は, 当初東側は第1遺構面下層の土石流上面に ▼弥生後期。

第一59地点 遺構面 存在するものと予測され. (中略)第2遺構面からは弥生時代後 △古墳～中

問 期頃と考えられる竪穴住居1棟,北東から南西方向の流路及び

北西から南東方向の溝を検出した。 第1遺構面では高密度

で遺構が検出され.古墳時代から中世にかけての掘立柱建物2
樵,溝2条.土坑3基,ピット110基余を検出した。

世0

828 月若遺跡 兵庫県 基本土 8 層は,黒褐色粘質土であるが,砂や細榛等が多い部分や △弥生後期

第96地点 層 土壌化の強弱が認められ,全体的にみると雰囲気は一様ではな

い。おそらく▼長い時間をかけて徐々に堆積していつたものと推

測される。これは,土石流による堆積(8層)の後.その上面に土

壌が形成されていく過程を示している可能性が高い0弥生時代

後期後半～古墳時代前期の土器を含んでいるが,本調査地西

方の既往調査地点と比べて土器の包含量は少ない0弥生時代

後期～古墳時代前期の土壌層と考えられる。8層は,にぷい黄

褐色砂質土である。当層は▼1第3遺構面を覆っている0中粒砂を

主体とし.粗粒砂.小磯が極わずかに混じる。部分的に暗褐色ブ

ロック土が混入するなど.極めて不均質である。.(中略)第4遺構

面を覆っている 断割1では, 当層に対応すると考えられる

黒褐色砂質土から縄文時代早期の山形押型文土器が1点出土

したが,表面が摩滅しており,後世に混入した可能性が高い0他

に遺物はまったく出土しておらず, 当層の堆積時期は不明であ

る。

～古墳前期0

829 思い出遺 兵庫県 溝6 溝6は)調査区東端に位置する。(中略)この溝の堆積土は ▼8世紀後

跡第14区 灰砂蝶層を中心とし.黒褐色粘質土層が帯状に包含する0この

灰砂硬層は遺構として掘削された部分だけでなく,広い範囲に

広がり,一時的な大水等の氾濫による堆積であることをうかがわ

せる 前略)8世紀後半頃まで▼この溝が機能していた
ものと推測される。

半。
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830 岩屋北町 兵庫県 基本層 Ⅳ上 層は河道成立前の土層で遺物の包含はなく,地山とみて △7世紀0

～

遺跡

i

序 よい0 (中略)調査区南東部ではⅣ層上部を切り込む洪水層らし

き砂層が広い範囲で広がっていた 河道内下層は極めて複

雑な土層で,土石流に起因する裸層や砂層.シルト層などー黄色

系.灰色系の土層が錯綜した堆積状況を示す。しかしながら,河

道横断面の土層を詳細に検討すると大きく三つに分けることで

き▼(中略)流路A は.調査区北半では河道内西部を流れ.南半

ではくの字に折れて東側へ流れを変え.径 程度の花
崩岩襟を多量に含む土石流 層)で埋まっていた0間に灰

色シルトを挟む部分があるため土石流の前後二回にわたるよう

であるが,幅 検出面からの深さ をはかり,少量

ではあるが,出土した遺物から7世紀に形成された流路と思われ

る0 (後略)

831 多遺跡第 奈良県 基本層 Ⅵ 層は水田耕土.Ⅵ層はこれを覆う氾濫時の洪水砂層と ★13世紀前 試掘調査
10次 序 解釈しうるが,Ⅶ層は同様の土質をもちながらもやや明るいⅦa

層とやや暗いⅦb層に二分することができ,Ⅶa層に顕著な鉄と

マンガンの縦縞状斑をもつ水田耕土なのであろう ‥水田は

Ⅶa層およびⅦb層を耕土とし, (中略)水田の経営時期は.河道

埋没が全く完了する10世紀後半～11世紀初更を上限と考える事

が合理的であり.その土砂による埋没時期は後述するようにⅥ

層砂層に包含される瓦器等々から13世紀前半と考えられるので

ある。

半。

832 平城京右 奈良県 Ⅳb 層としたものは,奈良盆地の各所で検出があいついでい ★12世紀後
京六条三 るⅥ層洪水砂(13世紀中頃)ではなく,広陵町箸尾遺跡第7次調 半0
坊三坪 査で確認したⅦa層水田耕土下の洪水砂に対応するものと考え

られ.その洪水年代は1.2世紀後半段階と考えられている土層で

ある。

833 日之出東 奈良県 Ⅵ P5‥Ⅶ層とした暗灰色粘質土は,土中に曇管状の褐色を呈した ★13世紀前 試掘。
本町遺跡 秩.マンガン溶解斑がみとめられ,水田耕土と考えられるが▼こ

の土層は従来の大和平野での水田跡調査の経験からすれば,

田原本町多遺跡の13世紀前半(～中頃)埋没水田土壌▼あるい

は広陵町等尾遺跡でも同様の▼Ⅶ層水田哩没後に形成され13

世紀前半(～中頃)に埋没した水田土壌(Ⅶ層)にきわめて類似

している0従って▼[Ⅶ]層上に堆積した【Ⅵ]灰褐色砂層は13世

…紀前半～中頃の洪水砂と考えて大過あるまい。

葉～中葉。

834[城島遺跡

～

奈良県 流路3 .5 i

～

E
iI

P2 :トレンチは自然流路のなかに位置し.流路の肩は検出されな ★古墳前期O
一

一
一

l-

かった。西壁断面を観察すると.流れの方向は基本的に東西方

向で,大別すると7期に区分される0 (後略)P3‥今回検出した自

然流路は古墳時代前期の洪水で,南から北に河道をふったこと
が確認された。

835 下田味原 奈良県 ーaの)中層では弥生時代後期の土器片が微量出土 ;○弥生後期。i遺構の時期記
遺跡第1次 する ト12=調査区では.溝を4条検出した0なかでもSD 1は,

掘り直し前後の2時期にわたって存在した0 当初の は▼最

大で幅 深さ1ー1m と規模の大きいものである。人工溝と捉え

られるが.溝内部の下層に流木などの植物遺体が堆積すること

から, 自然流の可能性も考えられる0遺物は下層から出土し,上

層ほど含まれていない0土層の堆積状況は常時は流水量が少

なく▼天災によって運ばれた土砂で一気に埋没したと考えられ

る0その後の は,最大幅 深さ と より規

模が小さい0この溝が屈曲部をもち蛇行しているにも関わらず,

埋没した の流路域内に収まっていることは. 当時の人々

が湿地状の 跡を流路として認識できる間に掘りなおした

ことを示していると思われる0

】 「載なし。

836 鴨都波遺 奈良県 区 P8 =検出されたのは地山を難壇状に削り出したものであり▼人工 ★古墳中期。試掘 区に
跡第17次 的な河岸の南岸であると者えられる。現状で4段確認できるが, も古墳時代の洪

比高差は1m である。構築時期は不明であるが,古墳時代中期

頃に洪水砂によって埋没している事が確認できる。

水砂0

837 本郷遺跡 奈良県 第3トレ 前略)(第3トレンチの青灰色シルトは(本郷川が古墳～奈 ★古墳～奈 遺構の時期記

秤 ンチ 良時代頃に氾濫した時分の▼土石流に伴う堆積層であると考え

られる0P9‥(調査地全般について)第3トレ▼ンチを除けば.水田耕

作土より下の堆積は本郷川の旧本流及び洪水に伴う氾濫によ

る堆積であり, ほとんどの地点で安定面を検出することはできて

いない0出土遺物の時期からすると.弥生時代以降.数回の大

きな氾濫があったものと考えられる0

良。 載なし0

838 若荷樫谷 奈良県 (基本層 Ⅴ.Ⅵ 古墳時代前期について)遺構のベースとなる砂層からもそ ★古墳前期e

遺跡 序) の時期の土器が出土した0砂層は,調査区のある谷の堆積土層

であり.この時期に出水などによる砂層の堆積があった中で,遺 i

構も形成されるという不安定な環境であったことがわかる0 [
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839 櫛羅遺跡 奈良県 ー1 Ⅹ つの調査区の土層観察結果から, この地点における土 -★縄文後期

次 次調査 地環境の推移は次のように復元できる01.洪水によって砂.シル 以前0
調査 区 ト.粘土が堆積し.その後には長期間の安定面が形成される。出

土した土器から縄文時代後期以前と考えられる0 (Ⅹ層)2.大規

模な洪水による浸食作用によって.第1トレンチ部分に段丘崖が

形成される。洪水の時期は奈良盆地内の状況等を勘案すると▼

年頃のものと考えられる。(Ⅸ層)3.洪水が繰り返される

が,洪水と洪水の間には, 一定期間の安定面が形成されてい

る0 (Ⅶ【層)4.大規模洪水が起きる。(Ⅶ層)5.畑作が繰り返し行

われる0 中世と推測される。(Ⅵ層)6ノj、規模の洪水が繰り返され

た後.再び畑作が行われる0 (Ⅴ層)7ー大規模洪水が起きる。近

世のものと推測される0 (Ⅳ層)8.復旧後に畑作が再開される0

(Ⅲ層)

840 櫛羅遺跡

次

調査

奈良県 2002-1
次調査

区

Ⅷ 同上。 ▼ 。

△中世。

841 櫛羅遺跡

ー1次
調査

奈良県 2002-1

次調査

区

Ⅶ 同上0 △中世0

842 櫛羅遺跡

次

調査

奈良県 ー1
次調査

区

Ⅳ 同上0 ★近世0

843 本郷遺跡 奈良県 各トレン 各トレンチの耕作土.造成土層の下では,河川堆積層.段 ★11世紀後 試掘0遺構な
群 年 チ 丘上砂襟層.岩盤層を確認したのみであり, (中略)11世紀後半 半0 し0
度 頃の洪水.氾濫が最も大きかつたと推測され, (後略)0

844 飛鳥京跡 奈良県 基本層 Ⅳ 層は古代未から中世にかけて幾層にもわたる堆積であ ★9世紀後半

i

第150次

I

i

序 る0厚さ約 層は東の丘陵から一気に流れ込んだと思わ 以降0 ▼飛鳥

れる土石流の砂層堆積である0Ⅳ層は飛鳥時代から存続する 以降。0 9世
溝 の中にも大量に流れ込んでいる0また の西 紀後半以降0
壁を越えてさらに西にある性格不明な遺構 の埋土の上 △古代未～

層にも堆積している。この土層の下面が飛鳥時代の遺構面とな

る 一 に大量に流入したⅣ層からは, 平安時代の灰

粕陶器段皿.緑粕陶器皿,土師器皿.梶,黒色土器A 椀が出土

した09世紀後半以降に位置づけられる土器であろう。 が

土石流で埋まった時期が.ほぼこの時期にあたるのであろう0

〔林部均.南部裕樹「第150次調査地点における土地環境の変

遷」 〕 平安時代には,大規模洪水の時期を挟ん

で,数々の洪水に見舞われたようである。

中世。

～

845 平城京右

京三条三

…奈良県

ど

近世の耕作面とそれに伴う南北方向の畦畔を検出した0

断面で上下2面の耕作土を確認しており,上下の耕作土の問に
▼近世0△近

世。
坊六坪 洪水砂と考えられる粗砂層が入ることから,下層耕作面が洪水

】 で埋没した後 新たに耕作面が築かれたと考えられる 畦畔は

～
i

。
上幅約 下幅約2m ▼高さ を測る。細砂で築かれてお

i
-
i

リ,下層での畦畔に対する掘り込みと▼洪水後の畦畔の再構築

という少なくとも2回の補修痕跡が認められる0

846 萩之本遺 奈良県 基本層 Ⅳ 区におけるⅣ層直下の水田について)水田を覆うⅣ層 ▼弥生前期0
跡

i
i
i-

序 には弥生時代前期までの遺物が含まれることを勘案すると,水

田の時期を新しく見積もるべき要素は少ない。そのため.調査中

の所見では弥生時代前期に形成された水田である可能性がもっ

とも高いと考えておく。水田が洪水砂によって覆われ放棄された

のちに.弥生時代後期に溝4が形成されるO

△弥生後期0

847 ー町Ⅲ区. 奈良県 Ⅳ区 自然流路1はおおよそ南北方向に流れる自然河道で.調 ▼弥生後期

Ⅳ区 査区北端で北東にふれる。(中略)(自然流路1は)弥生時代後 後半～古墳

期後半から古墳時代中期の遺構と考えられる 水田はそ

の大半を自然河道1の洪水砂によって覆われており.その洪水
砂を掘削すると畦畔及び耕作面と思われる平坦面が確認でき,

多数の足跡を検出した0水田耕土層からは遺物は出土しなかつ

たが, 自然河道1と方位を同じくすることから▼水田はいずれも自

然河道1とほぼ同時期の遺構であると考えておきたい。

中期0

848 飛鳥京跡 奈良県 飛鳥京跡内郭推定地域の西辺の西南から北方にかけて ▼
第160次 の調査であったがl飛鳥時代の遺構は確認できなかった0また,

内郭西辺が大規模に飛鳥川の氾濫で削られている時期に関し

ても.内郭造営以前か以後かの判断はできなかった0 内郭西南
隅では.古墳時代後期の土器を含む河川堆積層が確認された

が,大規模且つ一時の河川氾濫に伴うものと考えれば.比較的

良好な土器を採収したとはいえ,この河川堆積の起こった時期

をこれらの土器で代表できるかどうかは大いに疑問である。(中

略)河川堆積の形成の上限を出土した須恵器の 型式頃と

考えるのが妥当と思われる。

849 能峠中島 奈良県 竪穴住 Sト01の

上

竪穴住居跡S卜01について)微丘陵地の上位部中央に位 ▼布留2。△6
遺跡 居跡Sト 置する古墳時代前期の竪穴住居跡である。 ー18 ‥覆土は暗 世紀前半0

01 褐色土.暗褐色砂質土を基本とし,上層には 大の棟を

多量に含んでいる 前略)(調査地では)布留式(布留2式)

になり再び集落が営まれる(Sト01)が,洪水により集落は放棄さ

れ,弥生時代後期に再掘削された も埋もれてしまう.Oその

級.6世紀前半まで徐々に哩積が進行し(Ⅱ層).6世紀前半の洪

水(I 層)により は完全に哩没する0
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850 曲川遺跡 奈良県 北調査 調査区の大部分を占める旧河道 は▼縄文時代後. ★縄文後期 断続的に複数

区の 晩期までに埋没が始まり,弥生時代中期までには調査地周辺は ～古墳前期0 回洪水が起きた

SX0024 陸化している。しかし,その後も氾濫が繰り返し起こるような不安

定な状況が続いたとみられ, 古墳時代前期にいたっても土地利

用は低調であったようである0.

とみられる0

851 曲川遺跡 奈良県 北調査 P18‥ は)調査区中央▼ の上部に位置する。幅 ★古墳前期。
区の 深さは最大で を残すが..浅い窪みとして検出された

SD00 15 のみである0哩土は単層でー砂層が堆積する。出土遺物はわず

かで,土師器▼サヌカイト剥片があるが.いずれも細片である0

古墳時代前期の氾濫の痕跡と考えられる0

852 曲川遺跡 奈良県 北調査 は)調査区南西に位置する溝で▼南東から北西へ ★弥生中期O

区の 直線的に流下する。幅 深さは最大でー を測り,断面

SD00 17 形は立ち上がりが緩やかなU字形である0流路の右岸にはオー

バI フローした粗砂が堆積する0(後略 出土遺物から弥生

時代中期の流路と考えられ,集落もしくは水田への導水を目的

としたと考えられる。

853 曲川遺跡 奈良県 北調査

区の

弥生中

期の埋

は)調査区西側で左岸を検出した河道で,南から

北方向へ流下する0 (中略)縄文時代晩期の哩土が弥生時代中
★弥生中期。

▼縄文晩期0

】

SD0024 土 期の哩土に大きく削られていることから▼河道の埋没が進行し,

ほぼそれが完了した時点で大きな出水があったものと考えられ

るOさらに 等がこの河道の埋土に切り込まれることからT

急速に再埋没が進んだものと考えられる0

854 下永東方 奈良県 自然流路 は)調査区東半の,12世紀代の耕作痕跡と ★弥生前期
遺跡 考えられる素掘りの小藩の下層で検出した。(中略)埋土は灰白

色～灰色の砂とオリーブ黒色の粘土が互層状に堆積していた。

砂及び粘土には弥生時代前期～中期初頭の土器の小片が僅

かに認められた。なお,下層の遺構は,すべてこの の氾濫

に関わると推定される砂層をベースにして検出されている0

～中期初頭。

855 下永東城 奈良県 基本土 16 第16層は)青灰色砂質地土0 (後略 第1号遺物集 ★平安以降0
遺跡 層 中地点について)この遺構の覆土は.奈良.平安時代以降に起

こった氾濫に伴う河川堆積土である基本土層16層である。

856 下永東方 奈良県 第5次調 上層遺構の基盤層である砂層(厚さ 程)は.弥生時代 ★弥生前期

-

遺跡 査区

I

E
I

前期～中期前葉の土器を含んでおり,その間の洪水で堆積した ～中期前葉。
ものと考えられる0この砂層を除去すると▼黒褐色粘土層(下層 ○弥生前期
遺構面)となり,下層遺構面の南端では大和川旧河道を検出し

ている0

～中期前葉。

857 唐古.鍵遺 奈良県

tli

[東環濠

i
-

〔藤田三郎「唐古.鍵遺跡の集落構造と変遷」 〕 ★弥生中期 l確認調査。
跡

-

E第91次 (弥生時代中期第2段階について)中期第2段階は,大和第Ⅲ. (大和Ⅲ～

[調査区 Ⅳ様式の時期にあたり,大環濠集落の成立と内的発展期にあた

る。唐古.鍵の集落は▼大和第Ⅱー 様式乃至第Ⅲ】1様式

に前期段階の3つの地区を取り囲むように内濠(以下,大環濠と

する)を掘削し,統合された大規模集落へと変貌を遂げることに

なる0この段階で北地区に存在した前期の河跡(流路)は,ほぼ

】Ⅳ)。

-

-

;,

i
i
～

]i

i

埋没したと考えられる。ただし.この部分は低地部には変わりな

く突発的な洪水(砂層堆積)にみまわれ▼特に第Ⅳ様式を前後す

る時期の北方砂層やその起点となる遺跡東南部の状況から,堤

濠集落内部を貫流するような低地部を有していた可能性があ

る0このことは唐古l鍵集落にとってP洪水対策をいかにするの

か.排水が有効に機能するのかが集落維持の要件であったと思

われる0

Li

i
】

858 唐古.鍵遺

跡

奈良県

i

東環濠 〔藤EEl三郎r唐古.鍵遺跡の集落構造と変遷」 〕 ★弥生後期 】確認調査0
第91次 弥生時代後期初頭～前半は▼大和第Ⅴ.Ⅵート2様式に相当す 初頭～前半

調査区 る0この段階は,環濠の埋没と再掘削による集落の維持.拡大 (大和Ⅴ～Ⅵ
期にあたる0 中期段階に成立した各環濠も埋没による再掘削や

溝渡えをおこなっているが,大和第Ⅳー2様式段階の埋没は.第

19次調査等で確認されているように大規模な洪水砂層による埋
没であってかなり状況の異なるものである。ただし▼第61次調査

において確認した砂層は.大和第Ⅲ抜式後半まで遡る可能性も
あり.この段階から度々洪水による埋没を経験していた可能性

がある0中期段階と後期初頭段階の違いは.環濠がほほ哩没し

た後に縮小した形で再掘削することである。中期の大環濠(内

演)の規模はなく.環濠の条数を増やすことで環濠集落を維持す

ることになる0 (後略)

】2)0

859 曲川遺跡 奈良県 L0C.1 6 〔辻本裕也「自然科学的分析の結果」 〕 層は,上 △弥生前期0

方細粒化する細粒～極細粒砂～シルトからなる0 (中略)層相か

らは, 氾濫堆積物の可能性がある。(後略)
(4層)

]
860 曲川遺跡 奈良県 LOG.1 5 〔辻本裕也「自然科学的分析の結果」 】112〕 層は見 △弥生前期。

かけ上塊状をなす極細粒砂質シルトからなり,土壌構造が発達

する。氾濫原ないし後背湿地の堆積環境で形成された氾濫堆積

物であり,本層直上からの土壌形成があったことが示唆される0

(後略)

(4層)

861 曲川遺跡 奈良県 LOG.1 4

F

〔辻本裕也「自然科学的分析の結果」 ー112〕 層は上

方粗粒化するシルトから極細粒砂質シルトへ上方粗粒化する▼

逆級化層からなる0 (中略)4層は氾濫原ないし後背湿地の堆積

環境で形成された氾濫堆積物と判断できる。(中略)年代は,逮

物.遺構の検出状況から弥生時代前期と推定される0その後,4

層を浸食する流路が形成される0 (後略)

★弥生前期。
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遺跡一覧表B-2

862

863

864

曲川遺跡

.i

奈良県 LOG.1 3 〔辻本裕也r自然科学的分析の結果」 〕 層の) 1▼弥生前期0
年代は,遺物.遺構の検出状況から弥生時代前期と推定され
る。その後-4層を浸食する流路が形成される03層は.この流路
充填堆積物と.側方変化する河岸に堆積した氾濫堆積物からな
る0河岸に位置する一地点では土壌構造が発達することから,堰
積時.後に土壌が発達する時期を挟在していたことが推定され

△弥生中期O

,iる0本層上面では,弥生時代中期の遺構が確認されており.堆
積環境とも同調的である0

布留追跡

、虫.

奈良県 〔金原正明「第6章 考察.研究 1布留遺跡周辺の地形分類」 ★縄文後期
〕 ‥三島(里中)地区で一事▼古墳時代中期の薄い

白色砂層がほぼ全面に分布し▼この時期にも洪水があったこと
を示す0以後の時期では.別所(三反田)地区では下刻した谷地
形が中世の砂蝶で埋積して近世には水田化されている0以上か
らみてP布留川扇状地は縄紋時代には形成されており.以後,
何度からの比較的規模の大きい洪水や埋積は,縄紋時代後期
前半.縄紋時代晩乱 古墳時代中期,奈良時代後半から平安時
代前半,中世の5時期がある0これらは湿潤化や温暖化の気候
の変化に関係すると考えられる。

前半。

i

I

布留追跡
、立

奈良県 同上 ★縄文晩期。
865布留追跡

、虫

奈良県 同上 ★奈良後半

～平安前半。
866布留追跡

野田.藤並

奈良県 同上 . ★中世0
867 和歌山県 野田地 弥生時代後期未～古墳時代前期について)この時期の堆 ★弥生後期

地区遺跡

、虫.

区遺跡 積状況は,段丘より流れ込んで堆積した層,有田川の氾濫によ 末葉～古墳
ると考えられる層,この二種類の層共,他の時代の堆積層に比
べて,より多く堆積する0 (中略)(平安時代前～中期 世紀
代)について)この時期はー前代に比べて沖積層の,堆積が顕著
でない。溝群は,標高11m前後に集中する0有田川の氾濫によ
る堆積土も少ない。

前期。

868 田屋追跡

F
I

和歌山県

和歌山県 遺構182

〔田屋集落の変遷」 〕 の堆積土の分析によ】★弥生後期

I

ai

リ,田屋の集落は,気候の激変による氾濫原の動向に大きく左 (2世紀前
右されたことが読み取れる0Ⅳb期以降に見られる放棄水路堆
積物の植物遺体や有機質に富む層準は,水位の低下や堆積環
境が静穏化する時期を示していると考えられる、寒冷気候の下
では▼稲の生育にとっては良い条件とはいえないのであるが,逆
に安定した気候が氾濫原における集住をもたらしたものと考えら
れるのである。しかし.Ⅵa期にやや温暖化へと転じ,氾濫原の
洪水を誘発させ.集落は不安定化し竪穴住居を激減させていつ
た。さらにⅥa期末には廃村へと追い込まれている0この大きな
要因は,現地表に残る旧河道の形成による氾濫原の荒廃にあっ
たものと考えられ 気候の温暖.湿潤化による低地集落の居住
地が沼沢化したことがあったものと推測される 第19表) :
(田屋集落では,弥生時代後期(2世紀前半)に大氾濫があり

が形成され,6世紀後半にも氾濫.飛鳥奈良時代(7
世紀後半)に大氾濫で現旧河道が形成された0)

辛)0

I

869太田.黒田 区の遺 182は洪水痕跡の可能 がある0遺構からは陶 .★江戸以降。
遺跡第1次 器片などがわずかながら出土し,江戸時代以降に形成された遺

構と考えられる0しかし詳細な時期を示す資料は出土していな
い。

870

871

太田.黒田 和歌山県 3l 2.3 層はシルト質の3- 1層と砂 層の3l 2層 層に 分 ▼飛鳥～奈
良0遺跡第1次 ー3 でき,後者は洪水堆積の可能性がある03ー1層は調査区全域に

厚く堆積しているが 層 層は全体には広がらず,流路
や溝の埋土として堆積している場合もあるO調査中は3l 2層上
面遺構としていたが.土層断面などを検討した結果 層上
面を切り込む遺構はほとんどなく▼3l 2層で埋まってLiる遺構が
多いため.3ー2層下面遺構と呼称する0 (中略)これらの遺構か
らは漠恵器や土師器など飛鳥～奈良時代の遺物が多く出土して
いる0一部古墳時代後期に遡る可能性がある。

西飯降Ⅱ 和歌山県 西飯降 間層 第4l 3層 黄灰色系細砂で風化蝶を含み 層に ▼古墳前期
遺跡 Ⅱ遺跡 細分される。西飯降Ⅱ遺跡 区)南西 区)では東側に (布留2.布留

区 落ちていく谷地胞を呈し,第4- 4層の上層に第4- 3層が堆積す 前半)0△古
の基本 る0古墳時代の竪穴建物や自然流路の埋土となる0間層 暗色 墳後期(6世
層序 傾向を示す堆積土で砂磯を多く含む洪水砂層である0第4- 3層 紀

下面での大半の遺構の埋土となり 層に細分される0第4-
4層 黒褐色系シルト0弥生時代中期の土器を包含する。
弥生時代中期と古墳時代前期の遺構の哩土となっている

西飯降Ⅱ遺跡 区)について)上層遺構面では.第4-
2層下面で古墳時代後期の竪穴建物3棟をはじめとして▼古墳時
代後期から中世までの焼成土坑▼溝,自然流路を検出してい
る。 ー 古墳時代前期の遺構は布留2式.布留前半期の
ものが多い 古墳時代後期の遺構は西飯降Ⅱ遺跡(06

ー1区)に集中しー竃をもつ竪穴建物3棟,自然流臥 溝,焼成土
坑3基,鋳造炉を検出している。遺構の時期は6世紀

型式)である0

TK43)0
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872 西飯降Ⅲ 和歌山県 西飯降 間層 P12‥第4- 2層 褐灰色系 共灰色系シルト。遺 ▼古墳前期0 }i
i
E

遺跡 Ⅱ遺跡 物は土師器▼須恵器を含み,古代(9世紀後半)以降に堆積す △9世紀後半

06ー2 る。西飯降Ⅱ遺跡2ー3区▼2l 4区,丁ノ町.妙寺遺跡1- 1区.1 (第4ー2層)。…

～

i

I

区一丁ノ - 2区下面では古代の水田を検出しているO地点によってはさら

町.妙寺 に細分できる0また一丁ノ町.妙寺追跡の西半では▼第4- 2層直

遺跡の 下で第4- 4層が堆積する0問層 黄灰色～灰白色系シル

基本層 ト,遺物の包含量は少ない。調査地の中央埋没谷には.洪水砂

序 層である粗砂蝶主体の堆積暦である1- 3層が認められる。第4

ー4層 黒褐色～5Yオリl ブ黒色系シルトに,5Y 灰オリ一ブ
色系風化磯を多量に含む0弥生土器.土師器を包含する。第4ー

4層下面では, 弥生時代中期から古墳時代前期の遺構面を形成
する0T ノ町.妙寺遺跡では▼地形は西に高く上り,第4ー2層の

直下に堆積する0 (後略)

873 西飯降Ⅱ 和歌山県 西飯降 上層遺構面である第4- 2層下面では.遺構は希薄である ▼9世紀後
遺跡 Ⅱ遺跡 が,古代から中世までの掘立柱建物,土坑, 自然流路を検出し 半0△鎌倉以

区 ている。調査区西半から丁ノ町.妙寺遺跡の調査区東半にかけ 降0

の水悶 ては鎌倉時代以降の水田の下面で洪水層と考えられる間層を

検出しーこの洪水層にパックされる形で平安時代の水田を検出し

た。(後略 ‥大半の水田跡は出土遺物が少ないため, 時代

の判定は困難であるが,今回,わずかながら溝1号や水田耕作
土内から平安時代前期(9世紀後半)の土器が出土した。また.

耕作土は洪水層にパックされていることから撹乱を受けていない

と判断できる0遺構の時期は.平安時代前期 (9世紀後半)と考

えられる0

874 鳴神Ⅴ遺 和歌山県 Ⅲ区南 江戸時代の遺構;河川氾濫原について)Ⅲ区南東部に位 ★江戸O

i
跡 東部の 置し,Ⅲ区の面積の約7割をしめる0埋土は暗灰褐色砂質土で

河道氾 底は鉄分により褐色に変色している。高低差などから北東から

濫原 南西の方向に河が流れていたと考えられる。氾濫の時期は埋土

中に肥前陶磁の染付が含まれていることから江戸時代と考えら

れる0

875I岡村遺跡 和歌山県 5a.〉5C 第5a層 オリーブ黒)粗砂)は 第5b層は ★古墳後期0
】第2次 オリーブ褐)粗砂(小磯を含む))は約一0cm ▼第5c層

オリl ブ褐)粗砂)は約 の厚みで堆積している

が.これらは堆積状況の観察の結果,河道の氾濫によるもので

[ありー古墳時代後期のものと考えられる0

876 岡村遺跡 和歌山県 …5C
)

i

大溝 がほぼ埋没した上面において弥生時代後期の ★古墳前期0
第2次 水田遺構を検出した0 しかし.この水田遺構は古墳時代前期に

河道の氾濫を受けて大部分を削平されている ‥(前略)調査 ll
区北東側において,古墳時代前期の河川氾濫に伴い形成され

I一
一

たとみられる落ち込み状の堆積 (第5c層)を検出したeこれは,

河川氾濫に伴う一時期の流路であるとみられ,調査区内におい

て水田遺構の大部分を削平するものである。検出規模は▼幅約

5m ,長さ約 以上,最深部で約 を測る0埋土内から庄内

式～布留式併行期とみられる遺物が出土した0

877 岡村遺跡 和歌山県 SX-3 弥生時代中期の遺構のうち中期中葉とみられるものは, ★弥生中期
第2次 SKー 中期後葉のものは 一 一1I2

である。P18 ‥ は)調査区西側において検出した遺構である

が.河川氾濫に伴う堆積とみられる0東西2m 以上▼南北6m 以

上.深さ の規模を測る。埋土からは中期中葉の壷など

が出土した0

中葉0

878厚 2qf 跡 和歌山県 SX-1 弥生時代中期の遺構のうち中期中葉とみられるものは.

中期後葉のものは

である ー1は)調査区西側において検出した不定形の
遺構であるが,河川氾濫に伴う堆積とみられるO東西3-7m 以上,

南北 以上.深さ を測る。

★弥生中期

後葉。
i

879 岡村遺跡

第2次

和歌山県 SXー2 同上.0 ★弥生中期

後葉。

880 妻木法大 鳥取県 2区 区側と同様に弥生時代後期から古墳時代後期にかけて流 ★弥生後期
神遺跡 れたとみられる小規模な河道を検出している0埋土が比較的細

かな確と砂質土で構成されるため▼周辺の河川から溢出した水

が一時的に流れた流量変化の激しい河道であったと推測され

る0河道堆積物中の少数の遺物からは時期の特定は困難であ

るが,この時期の気候変動が小河道の形成に関係する可能性

は考えられる。

～古墳後期0

881 茶畑六反 鳥取県 Ⅱ 層では)近世後期の国産陶磁器が主体的に出土する0 ▼15世紀0△
田遺跡0区 (Ⅱ層は)灰色砂質土。(中略)溝7から溢れ出た洪水砂層と考え

られる0遺物は貿易陶磁器が多く,15世紀代を主体とする0 この

下面で1区から続く耕作痕を検出している。 層上面

の)遺構面は厚く灰色砂質土(Ⅱ層)に覆われており,同層から

出土した陶磁器類からみて▼これらの遺構は15世紀代のものと

いえよう。

近世後期。
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882 青谷上寺 !鳥取県 南西区

i

ii

〔水村直人「遺跡中心部周辺の古環境」 ー157〕 弥生 ★縄文後期。
地遺跡第2 時代における遺跡南西区の景観を端的に述べるならば,中期と

次～第7次!
後期の間に当該エリアを縦断する河川の消滅という地形環境変
化が生じ,その周辺には氾濫堆積により形成された自然堤防
とーその背後の後背湿地の存在を挙げることができる 北

F

i

i

区では,年代測定の結果から,縄文時代後期頃に生じた洪水イ
ベントにより生成された河成堆積層を各所で確認することが出来
る0 (中略)この洪水砂は,青谷上寺地遺跡の中心域形成史を考
える上で,重要な役割を果たしている0つまり.本格的な遺跡中
心域形成が始まる弥生時代前期末までには,既にこの土砂堆
積が成立しており,周辺域に比して高まりを形成していたのであ
る0この高まりが.中心域を指し示す「微高地」を作り上げた一端
となる可能性がある0

883 青谷上寺 鳥取県 南西区 ～

I

〔水村直人「遺跡の範囲と景観」 〕 弥生時代後 】★弥生後期
地遺跡第2 期/遺跡中心域周辺について)弥生時代後期になると,中期末 以降0
次～第7次 段階まで南西区域を流れていた河川は埋没し,後背湿地化す

る0これにより,一帯はさらに後背湿地の占有する割合が高くな
り,哩没した旧河川の右岸であった地域に至るまで,本格的に
水田開発の手が進出する様子が窺われる0 (後略 ‥(前
略)第7次調査区や複数のボI リングコアにおいてもー弥生時代
後期以降に生成された破堤堆積を確認しており,この一帯に複
数の河川が存在した可能性が高い。(後略)

E

884青谷上寺 】鳥取県 中心域 この調査区の堆積の特徴として,第3層から第7層上面まで ★弥生中期
地遺跡第 t (第4.6 の各層の問に所々で黄褐色シルトまたはにぷい赤褐色シルトの 後菓～古墳
4.6次 I 次調査 薄い層が見られることがあげられる0この堆積はその下に細砂 前期初頭0

(C調査 の薄層が伴うことが多い0第4次調査段階ではこれを人工的に持
区)) ち込まれて敷いf=ものと判断していたが,広範囲での確認を行っ

た結果.洪水などで水に浸った後に溜まった泥層(溢流堆積層)
であると判断した0このことから,調査地周辺が度々浸水した状
況が想定され.包含層の時期から弥生時代中期後葉から古墳
時代前期初頭にそうした状況だったことになる。

885青谷上寺 鳥取県

]

南西区 前略)律令期に至るまでに▼度重なる河川の氾濫などの ★奈良以前0
地遺跡第7 (第7次 土壌の埋積作用により,凹凸のある徴地形が解消され,全面的
次
I

1青谷上寺

調査) に平坦な地形となる0この段階に至ってはじめて水田が一帯-
;面に広がるような景観が出現したと考えられ 以降現代に至るま

で連綿と水田経営が行われていたと考えられる。
886 鳥取県 -中心域 9 第9層はー灰褐色を呈するシルト層を基本とするが.色調を ★弥生中期

1地遺跡第8 ～(第8次 基本として▼第9ー1層(灰黄褐色シルト)および第9ー2層(灰褐 …後葉0

-
lL
-
i
lI

I

～次

一一

[基本層 色シルト)に区分することができる0第9l l層になると▼第8層と
-序) は色調等にも差異が認められ,また遺物出土量も激減した0下

層の第9I 2層は,灰褐色に捉えられる特徴的な色調を帯びる泥
層で▼泥を多く含む洪水の作用によって堆積した土層と考えられ

-
】 】

る。この層は,調査区全面に拡がりを確認できることから.鍵層
として当該調査区の土層把握に大きく寄与することとなった0

)

-

i
i～

1
,

i

i

鹿 漂 温 監 禁 認 諾 警r志孟雷雲孟雲

iある第9- 2層にパックされていることから,水田として利用され

ている際に▼自然災害により廃絶したことをうかがわせる。(後
略)

887 目久美遺 鳥取県

～
I

9-2 P14‥ を埋める第9ー2層はほぼ- 回の堆積と思われる0 ○弥生前期

i

跡第5次 一04について)遺構内は,微細粒から中粒の砂のみが
堆積しており′一時期に埋没したことが窺われる。遺物が堆積中
に弥生時代前期から後期に至る土器が混在していた。このこと
から当遺構は後期中葉,遅くとも後期後葉には完全に埋没して
いたと思われる。

～後期0

888 目久美遺 鳥取県 10- 4 第10層は弥生時代中期を主体とする堆積で,第 ★弥生中期。
跡第5次 ～6 層は粘性の強い堆積で水田利用の可能性を窺わせる。また.寡 ▼弥生前期0

層は洪水堆積であろう。第 層は弥生時代前期
の堆積層で,下層になるにつれ基盤と同質の硬が多く含まれる
傾向になった0

△弥生中期。

889 目久美遺 鳥取県 9 第6次調査第9層は弥生時代中期以降の洪水堆積で,第5 ★弥生中期 …
跡第6次 次調査においては第7層がこれに対応する。 第9層とした洪

水堆積層を掘り下げた結果,第12層.灰色粘土層上面で,第4遺
構面を検出した0この面では▼第9層と第11層とした粗砂層が堆 】
積していたことから部分的に水田跡を検出することができた。
(中略)(第4遺構面の)水田1は,粗砂に覆われていることから,
洪水によって埋没したと考えられる ‥第4遺構面埋没以
後は,頻繁に洪水にみまわれt おりP第9層は▼シルトと粗砂が
互層状に厚く堆積している。

以降0
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890 日久美遺 鳥取県 SDー04 一04は 区にかけてP調査区内を北東ー南 ★弥生後期0

跡第6次

I

】
1

西に横切るように位置する0規模は幅約5m -深さ約2m を測り,

今回の調査では,約40m を検出した0 (中略)埋土は全て粗砂

で▼この粗砂を分層することはできなかった0 おそらく.大規模な
洪水災害により,- 時にして埋没したものと考えられる0粗砂中

には多量の遺物が包含されており,弥生時代前期～後期中葉ま

での土器が混在する状況で出土している0(中略)本遺構を埋め

る粗砂は.法勝寺川の砂襟構成とI 致する0このことから,弥生

時代後期に,法勝寺川の大規模な氾濫があったものと考えられ

る。また▼第3遺構面下層▼上層(第9層.洪水堆積)中の粗砂も,

法勝寺川の砂で,弥生時代中期～後期にかけて,度重なる法勝

寺川の氾濫があったことが窺われる0この弥生時代中期～後期

の土器を含む法勝寺川の砂は,現米子市街地に広く分布してい

る0

891 目久美遺 鳥取県 5 P10 ‥(5層は)灰色系のシルト 砂,粘土がラミナ状に堆積するも ★弥生後期0

1

跡第8次 ので,洪水による堆積層と見られる0色調からグライ化の傾向を ▼弥生中期

示すものとみられ,この層までは地下水の影響を受ける環境に 末葉～後期

あったことがわかる。 層は)洪水堆積。地下水の影響もあ

る。4層は平安後期以降に堆積。 層の下層の)水田面

での遺物が中期末から後期初頭と見られる、水田の上層には,

ラミナ状に厚く堆積したシルト層があり, これらは洪水による堆積
層と見られる0なお.第6次調査でもこの洪水層を検出し,堆積

時期を弥生時代中期前半から後期までと推定したが▼今回の調

査で,この層の洪水堆積が弥生時代後期以前には遡らないこと

が判明した0 (中略)(水田は)水路1を被覆する砂層の年代が後

期初頭頃とみられることから,弥生中期末から後期初頭の段階

に埋没したものと考えられる。

初頭0

892 目久美遺 1鳥取県 第1工区 4 P42‥第2層,第3層は中世から現代に至る層で, (中略)第4層は ▼弥生中期。

1

i跡第10次 洪水の堆積層で▼短い周期で何度も洪水が起こったことを示す

細かい堆積状況となっている。第5層から第10層は弥生時代中

期の堆積層と考えられる層で▼(後略)0

△中世以降。

893 目久美遺 鳥取県 第1工区 F P42‥第2層,第3層は中世から現代に至る層で,(中略)第4層は r★弥生中期。

I
I

-

:跡第10次 洪水の堆積層でー短い周期で何度も洪水が起こったことを示す

E

I

I

1細かい堆積状況となっている0第5層から第10層は弥生時代中

期の堆積層と考えられる層で,比較的安定した堆積状況を示し

ているが▼第7層との問にある若干の洪水堆積層(第6層)がみら
れることから▼少なからず洪水の影響を受けていたことが窺われ

る0第11層から第15層までは弥生時代前期の堆積層と考えられ

…る0
894 目久美遺 [鳥取県 第1工区+16.18 第11層から第15層までは弥生時代前期の堆積層と考えら -★敵 晩期0

跡第10次 E1
i
i
i
1

れる。 第16層から第26層は縄文時代後期から晩期の堆

積層である0 縄文時代晩期E=は粘土層の間に,砂の堆積(第

層)が見られる0特に第18層の砂の堆積は深さ1m 近くあ

りー大規模な洪水が頻発したことによる堆積層と考えられる0

895 目久美遺 鳥取県 E第2工区

t
i

14 ‥(第14層は)白茶色粗砂(洪水堆積層)。 ラインにお ★縄文後期0 i

跡第10次 いて,白茶色粗砂層(14層)の断面を観察し.堆積状態を記録し ○縄文後期。

た。(中略)この洪水層の堆積した時期は▼この層中から縄文後

期に相当する土器1が出土したことや,上層の黒灰色粘土層か

ら突帯文土器が出土したことから,縄文時代後期頃に相当する

ものと考えられる0

△縄文晩期。

896 目久美遣 鳥取県 西区 2 西区2層は)弥生時代中期末から後期初頭に堆積した砂 ★弥生中期

跡第12次 層である0洪水によるものと考えられる粗砂や細砂がラミナ状に 末～後期初

堆積している状況が明瞭に観察できる。過去に実施した調査で

も確認されており▼目久美遺跡一帯に広く分布している0

預。

897 目久美遺 鳥取県 東区 4-1 東区4-1層は)粗砂と細砂のラミナが発達した洪水堆積層 ★弥生後期0

跡第12次 である0弥生時代後期のものと推定されている。

898 目久美遺 鳥取県. 弥生中 弥生時代後期の水路1は(中略)総延長は を超える規 ▼弥生中期。

跡第15次 期水田 模となり′弥生時代後期の水路遺構としては.全国的に見ても例

のなし、大規模なものとなる0この水路の構築は,弥生時代中期

の水田が洪水により埋没した後に掘削されており▼災害によって
被災した生活域を復活される意図があったものと考えられるがP

(中略)水路の堆積土は粗砂1層のみであり▼掘削後,短期間に

埋没したものと考えられることから,水路の掘削後に余時間をあ

けずに,再び洪水砂以外にあったものと推測される。なお▼水路

1が掘削された年代については,弥生時代後期初頭頃と想定し

ている0

899 坪田遺跡 鳥取県 SX12 第7面 P9:第7両は灰黄褐色シルト上面である。所属遺構は と ★古墳中期

である。(中略)(第7面の は,直径 以上の大型

裸を多量に含む河道跡である。調査区南西隅で検出され▼旧東

谷川の氾濫に伴って形成されたものと思われる。(中略)出土遺

物から と は.古墳時代中期から後期と考えられる0

から出土した炭化物をA M S分析にかけた結果,5世紀～6

世紀頃のものというデータを得た。

～後期0
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900 坪田遺跡 鳥取県 第8面 第8面の は洪水の際に生じた河道跡と考えられる0 ★古墳以降0

覆土が灰色砂で,下層から小形の土師器聾片が出土している0 ○弥生中期。

は灰黄褐色シルトを主体とし,花崩岩と砂粒を少量含む浅 △古墳中期
い落ち込みである0底面に根痕と思われる8基の小穴を伴ってお

り,洪水もしくは土石流によって倒れた植物痕と思われる0 (中

略)(第8面の時期は)古墳時代以降と考えられる。

～後期0

901 坪田遺跡 鳥取県 第9面 第9面について)調査地内で基盤層と想定していた南側の ★縄文後期

灰黄褐色シルト層と北側の黒褐色シルト穫層はいずれも洪水等

で堆積した層であり本来の地山ではない。P10 ‥出土遺物から判

断して,この黒褐色の粘土質シルト裸層は縄文時代後期以降

に堆積したと考えられる0

以降。

902 奈免羅.西 鳥取県 1区の について)1区北西側に を設定し土層堆積状況 ▼弥生終末

の前遺跡1 SD1005 を確認したところ,溝の断面と思われる落ち込みを確認した0第3 期以降O

区 面の確認面となっていたにぷい黄褐色粘土粒混じりの黒得色砂

質シルト層は、河川氾濫等による洪水性の堆積層であり,同時に

弥生～古墳時代遺物包含層であった はこの層の直下

で検出され,また の東側には楕円形の落.ち込み
が並存する0 (中略)溝である。出土遺物と検出面から弥生時代

終末期以降と推測する0

903 奈免羅 .西 鳥取県 2区の基 9 ー9層(第9層) オリーブ褐色中粒砂～極細粒砂を主体とす

の前遺跡2 I本層序 る堆積層および土壌層である。2l8層直下に堆積しており

区 層最下層とは地質的に一連の土壌単位と解釈される0調査では

遺構検出面設定の都合上から2-8層とは区別して取り扱った。

基本的に2ー8層と同じく, 高地部では横質過多,低地部で細粒砂

～極細粒砂が主体となる。この低地部の層中には普遍的に細
磯が含まれている0これは八東川の氾濫に起因する堆積があっ

たことを示しており.氾濫堆積物の供給と表層の土壌化を繰り返

しながら層のかさ上げが進んだと考えられる0当層からは現時

点では遺物は全く出土しておらず,その形成時期は不明である0

904 奈免羅.西 鳥取県

F

3区の基 3 ー2層 旧耕作土.‥圃場整備以前の水田耕作土の残骸, ▼弥生後期

の前遺跡3 本層序

Ei
】

近世.近代。3-3層 暗褐色砂層…弥生時代遺物包含層.洪水 (第2面の木

区

i
1

i

性二次堆積層.耕作撹乱を受ける。3-4層 黄灰色砂層…上面 棺墓)0

が第2面,耕作撹乱を受ける 第2面は

木棺墓4基は出土遺物が水昂製小玉のみで年代は確定的では

ないが, 弥生時代後期以降と推測している0

905 奈免羅.西 L鳥取県 3区の基 8 層 黒色土層…無遺物層,上面が第3面.地点により △弥生中期

～

の前遺跡3 i 本層序 シルト粘土質シルト砂質シルトに主体土が変わる03区北側で 後葉。

区 はシルト層であるが,南側では湿地性堆積層の砂質シルトとな

る。南側の黒色砂質シルトは.有機物由来の黒色土と河川氾濫

の砂が混合した層である 第3面は の竪穴
住居跡の検出される面である0確認面は3⊥8層の黒色土上面で

ある。直上に堆積していた黒褐色砂質シルト層を除去した面であ

る。第4面は▼黒色土層を除去した下位面である。時代は弥生時

代中期以前である0基盤層相当とした黄褐色砂層.砂磯層(3-

10層)には遺物は全く含まれない0第2面.第3面で検出された15
棟の竪穴住居跡はいずれも弥生時代中期後葉前後に比定され

る0 (後略)

906 奈免羅.西 鳥取県 3区 第1面 第1面は耕作溝群.ピット列で形成される面である0耕 ▼古代以降。
の前遺跡3 直上 ～耕 の耕作溝群が多数検出される。時代は古代以降であ

区 る。近世以降の耕作土3-2層を除去した段階で検出された0 (中

略)(第1面について)洪水砂堆積層の暗褐色砂層を除去し,黄

灰色砂層.黒褐色砂質シルト層の上面で検出された遺構群であ

る0

907 富田川河 島根県 第1遺 〔西尾克己「小結」 〕 今次の調査では第1遺構面から★ 年。▼
床遺跡第7 構面の 第5遺構面までの遺構を確認した0第1遺構面では廃棄された最 17世紀中葉0

次 上 終の町並みを調査区の全域で検出した0それは幹線道路沿い

に並ぶ町谷とその背後にある空地および小路である0町並みの

埋没は以前より言われていたように飯梨川(旧名富田川)の氾

濫が原因でありーその時期は出土品に照らしてみると古文書が

伝える寛文6年 とも矛盾しない0 (中略)(第一遺構面の時

期は17世紀中葉。)

908 富 河 島根県 第2遺 第2遺構面は調査区の上流部のIP 区において確認されたに ★ 年0 ▼

床遺跡第7 構面の 過ぎない0 (中略)遺構面の標高は で.第1遺構面との比高 17世紀前葉0

次 上 差は となる。この面の埋没時期は,調査区の東側に存在し △17世紀中

た砂層直下より寛永21年 の文字が記された木札が出土

していることより,この年から第1遺構面が埋没した寛文6年 .

までの間である。 第1遺構面の時期は17世紀中

葉0第2遺構面の時期は17世紀前葉0)

葉0
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909富田川河 島根県 第4遺 第4遺構面は)調査区北側のFT区を中心に▼南北30mの ▼16世紀後 報告書には「砂
床遺跡第7
次

構面の
上

範囲に存在する0(中略)調査区の西側には第1遺構面と同様に葉。△16世紀 層」とあるのみ
砂層があり▼遺構面は既に消失していた0〔西尾克己「小結」 後葉0 で洪水かどうか

〕 第5遺構面の時期は16世紀後葉0第4遺構面の
時期は16世紀後葉0)

断定できない0

910[富田川河 =島根県 - 第5遺 第5遺構面はGS区からFT区の砂層中に存在する0(中略) ▼16世紀中
床遺跡第7
次

構面の
上

遺構は総て川砂に覆われており,江戸時代に入る前後の一時 葉。△16世紀
期,飯梨川(富田川)の河床に位置していたことも知られた。〔西
尾克己「小結」 〕 第4遺構面の時期は16世紀後葉0
第5遺構面の時期は16世紀中葉0洪水で埋没0)

後葉0

i

911西川津遺 島根県

-

Ⅱ区左

序

河道跡は北東から南西の方向に認められるが,B調査区は★弥生前期
跡Ⅱ～Ⅳ
区

東南の低丘陵から延びる尾根の先にあたり▼標高 以下に
玄武岩の岩盤が現れた。この岩に堰き止められた形で.弥生時一
代前期から中期の砂襟層が厚く堆積していたOその層は厚く.洪1
水時の強い水流で運搬され.堆積したものとみられる0

～中期。

912 西川津遺 島根県 Ⅲ区左

序

弥生時代の河道跡とこれを削り込んでいる古墳時代の河 ★弥生前期

跡Ⅱ～Ⅳ
区

道跡を検出した0河道跡は北東から南西の方向に認められる
が,弥生時代前期から中期の砂礁層が厚く堆積していた0その
層は厚く,洪水時の強い水流で運搬され▼堆積していた0河川堆
積層は最下層を除いて西に傾斜しており.河川は東から西に移
動したとみられる。(後略)

～中期0

～
E

913 三田谷 I 島根県

i

～
】-

Ⅲ

1

層について)堆積時期は不明である。神戸川下流部の ▼

,

遺跡 ボーリングでア力ホヤ火山灰層の上位に認められる火山灰層と
簸似することから,対応される可能性が高い0(Ⅱ層は)砂磯層0
極粗粒砂～細磯からなる。数cm大の軽石磯をよく含む0粘土分
はあまり含まれない0砂粒は主に安山岩片と同質の軽石からな
るe I層の堆積直後に短期間で堆積したと考えられる0火山活
動による山地の荒廃,火砕砕屠物の供給による洪水の頻発が
予想される0

914古志本郷 F 根県

i

～

水田跡

1

前略)(Cに相当する)洪水堆積土は神戸川の洪水によっ ▼18世紀後
1

】
-l

l

遺跡

i

】

て突発的に堆積するもので▼Bの耕作土を覆うように認められ
るD(中略)水田跡での土層は,基本的に 水田床土)が最
下層にありrその上にBとCが交互に堆積しているOこのことか
ら,神戸川の氾濫により幾度かの水田が土砂に覆われ,その上
にあらためて水田面を作り直したことがうかがえる。これらの水
田が機能した時期はそれほど古くなく,現地表の直下が近年ま
での水甲面▼現地表下 の最下層水田面が18世紀後半以
降のものである0

半以降e

-

915中野清水 島根県 l
1

… 1

"

i

P6;大津町北遺跡と中野清水遺跡Ⅵ区に1層がないのは▼一辺 ★近世以降0

I
1

遺跡 約9m四方の矢板を組んだからである。1層は近世以降～現代ま

でで,水田耕作土の下は幾層かの流砂層がみられた。流砂層は
1層にしかみられず,斐伊川の洪水砂と考えられる0それぞれの
流砂層の下層には水田跡があり,近世以降に水田が幾度か繰
り返されたことが推定された0

916 中野美保 】島根県 基本層
序

1 lP7‥1層は現代の整地土や耕作面を除く洪水堆積層である0ただ ★中世～近 i

i遺跡 し,2層の中世水田面が復旧された二次水日面の堆積もこの層

に含める 中世～近世について)調査区全面に渉つて水
田遺構が広がっていた0出土遺物の様相から.最下層の水田遺
構は中世後期以降を中心に営まれたものと考えられる0水田面
には.人.牛の足跡が無数に検出されている0斐伊川の洪水に
より最低1～2回の水田復旧が行われていることが,畦畔の土層
観察やプラントオパール分析で判明している。

世。

917青木遺跡 島根県 IA区～ 一 区～IC区では 層掘削後に.大小の磯を大 ▼平安前半
IC区 量に含む 層を検出した0これらの蝶層を掘削すると青灰

色粘質土く6.8層)の面で溝状のプランが検出された。このような
プランは調査区内で5か所確認し.土居断面でのみ認識できる
浅い窪みを含めるとさらに多数存在したと者えられる0このうち
IB区で検出した溝は河道1とし,形状や床面の傾斜から遺跡北
側の谷間から南に向かって自然流路と判断した0調査の結果,
遺構内からは弥生時代から平安時代前半の遺物が出土した0
河道1の時期は床面と東側岸部分で9世紀頃の須恵器.土師器
が出土したので,平安時代前半頃までと考えられ▼この流路が
氾濫して北山から大小の磯が運ばれた時期はそれ以降と推測さ
れる。

(9世紀)。
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918 北原本郷 !島根県 1区～3 上層黄 区の基本層序は大きく見て上から順に.水田耕作土. ▼縄文晩期

遺跡 区基本 色砂 造成土ー灰褐色～暗灰褐色砂質土l 上層黒色土ー上層黄色 ～古墳初頭

層序 砂l 黒色砂lー黄色砂1ー黒色砂2l 黄色砂2ー黒色砂3ー黄色

砂3- 黒色砂4T 黄色砂4.磯層に分けられる0 (中略)灰褐色砂

質土からは陶磁器片や鉄津などが出土しており▼中世以降の遺
物包含層か,もしくは古い段階の水田造成土の可能性がある0

上層黒色土は土師器.須恵器片や中世土器片.鉄浮などが出

土しており,中世の遺物包含層と考えられる。上層黄色砂及び

黄色砂1～4は斐伊川の氾濫に伴う砂層で,その間にはさまれた

黒色砂1～4が遺物包含層である。黒色砂1では主に縄文時代晩

期～古墳時代初預の遺物が出土する。黒色砂2は縄文時代後

期中葉～後葉の土器を若干含む0なお.下層の黄色砂2には三

瓶太平山降下火山灰が部分的に入り込んでいる。黒色砂3では

旧河道を中心に縄文時代後期前葉の遺物がまとまって出土し
た0黒色砂4からは縄文土器片がわずかに出土しているが,そ

の時期は判然としない。

(黒色砂1)。

919 北原本郷

遺跡

島根県 1区～3

区基本

層序

黄色砂

1

同上。 ▼縄文後期

中葉～後葉

(黒色砂2)。

△縄文晩期

～古墳初頭
(黒色砂1)0

920 北原本郷

遺跡

島根県 1区～3

区基本
層序

黄色砂

2

同上。 ▼縄文後期

前葉(黒色砂

3)0△縄文後
期中葉" 後

莱(黒色砂

2)。

921 北原本郷

遺跡

島根県 1区～3

区基本

層序

黄色砂

3

同上。 ▼縄文(黒色

砂4)e△縄文

後期前葉(黒

色砂3)0 】
-

922 北原本郷

遺跡
島根県 1区～3

区基本

層序

黄色砂

4

同上0 △縄文(黒色

砂4)0

923 青木遺跡 島根県 現地表直下は水田耕作土.洪水砂など複数次にわたる堆 ★10世紀～

i

i

E
-
i
i

i
i
i

積土で,その下に中近世の遺構面が残る。この遺構面の基盤層 13世紀。▼10

が,山系の谷筋から襲った土石流堆積物で,大小の磯を中心と 世紀。△中世

した土層である0これをⅣ区では4層としている04層の堆積上下 ～近世0

-

～

には構成物の粒度がそろった横位堆積があり,ゆるやかな水流

が認められる部分もある0 しかしながら4層の大半は1単位で構

成されており,1度の大規模な土石流によって一気に堆積が進ん

だことが見て取れる0この土石流が起こった時期は限定できない

が,Ⅳ区ではこれに被覆されている遺構が10世紀頃とみられる

ため 世紀の問と推定される0

924 浜寄.地方 島根県 地方側 2 基本2層は)主に灰白色系の粘質土。約 ほど堆 ★中世前半0 )

遺跡 (1区)基 積している0 キメの細かな砂を含んでおり,過去の洪水に由来す ○奈良～近

本層序 ると考えられる層である。奈良.平安～近世にかけての遺物が出

土しているが,中世前半までの遺物の割合が高く,そうした時期

の層と判断される0

世0

925 浜寄.地方 島根県 地方側 4 基本4層は)主に灰色系の砂0約 ほど堆積して ▼弥生中期
遺跡 (1区)基 いる。この層も過去の洪水に由来する層と考えられる。なお,1C 以前。△弥生

本層序 区.1D区ではこの層の存在が確認できない場所も存在した0基

本的に4層からは遺物が出土していない 基本3層は▼弥

生時代中期後半代の遺物を一定量含むことから▼そうした時期

から形成され始めたと判断できる層であるOただ,遺物の多数を

占めるのは古墳時代であることから.3層の中心となるのは古墳

時代のことと考えられる 前略)基本5層は弥生時代中期

以前と考えることが可能であろう0

中期後半。

926 浜寄.地方 島根県 浜寄側 4 P13‥(基本4層は)主に灰色系の砂質土.硬,砂0約 ほ ○古墳～平
遺跡 (2区)基 ど堆積している。過去の洪水に由来する層と考えられる層で,磯 安e

本層序 と砂から構成される0場所によっては約1m 堆積しているところも

あった。主に古墳時代～平安時代にかけての遺物が出土してい

る。

927 山持遺跡 島根県 Ⅱ区.班 Ⅵ 第9匡 区Ⅵ層はⅢ区Ⅵ層に相当 ‥Ⅴ層は茶褐 0 12世紀～

Ⅱ.Ⅲ区 区基本 色粘質土でⅢ層と同じく水田耕作土である。出土遺物が僅少な ー3世紀0△15

層位 ため正確な年代は不明であるが▼上下の層位関係から

世紀前半を中心とする時期と考えられる0Ⅵ層は灰褐色系の砂

磯.粗砂を主体として構成される層で.各調査区で確認できる0

その構成物から伊努谷から排出された土石流層と考えられる。

年代は出土遺物から 世紀を主体とした中世前半期のも

のが多いが 区では土石流層の上層に15世紀代の遺物も
含まれており.北山山系からの複数回の土石流によって形成さ

れたものと理解される。(中略)Ⅲ区調査の結果,現在の西林木

町の扇状地の形成年代はかなり新しく.その大半は北山山系か

らの土石流が多発した中世以後の形成である可能性が高いも

のと考えられた0

世紀。
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928 夫手遺跡

～

島根県 遺跡全体としては青灰色砂傑層以上の土層は古墳時代中 ★古墳(中期
期以降の土層堆積であると考えられ,青灰色砂磯は▼古墳時代

に周辺の遺構を巻き込んだ土石流のような状態で長海平野の
形成時に堆積したものと考えられる。 古墳時代後期以降
になると長海平野の遺跡数は激減し,南西の本庄町に遺跡分布
の集中が見られるようになる0(中略)その原因としては,夫早遺
跡を形成するほどの大きな自然災害にみまわれたことも一因か
もしれないが.後に島根郡家が設置される本庄町において遺跡
数が急増していることから,時代の大きな流れの中で長海平野
を拠点としていた豪族が新たな支配体制に組み込まれていつた
と考える方が自然であろう。

以降)。

I

929

1

築山遺跡 島根県 . 区基盤層とした砂層は, Ⅱ区の調査結果から弥生初頭 ★縄文晩期
前後に大規模な洪水等で厚く堆積したものであることが判明0さ

らに下層には構文の包含層が存在するようである ‥Ⅱ区
⑥層は弥生初頭前後までに堆積した火山灰質の砂層で,大規
模な洪水により堆積 縄文晩期～弥生前期には厚い砂層
の堆積がみられ,大規模な洪水による地形の変化があった0

～弥生前期O

930小山遺跡 島根県 Ⅲ区 遺構は全て黄褐色砂質土上面で検出しているが,溝状遺 ★縄文後期0

1

第3地点第
5次

構である の底面は黄褐色砂質土の下面にあたる灰白色粗
砂層にまで達していることが注意される。この灰白色粗砂層は,
縄文時代後期頃に斐伊川の氾濫によって出雲平野一帯に厚く
堆積するものと考えられている。

931出雲大社 島根県 地下祭 2 P78‥出雲大社境内地の背後の北山山系からは▼急傾斜の谷筋 ★古墳後期
境内遺跡 礼準備 を素鷲川と吉野川が流れ,扇状地を形成している0特に古墳時 ～平安0

室建設 代後期～平安時代には大規模な土石流により境内に土砂が厚

に伴う調
査

く堆積している0その後も度重なる土石流により土砂が堆積,ま

たは遺構面が削平されている時期もある0

932L島根大学
構内遺跡 `

島根県 基本層
序

.
第6層は)松江層玄武岩に由来するオリーブ黒色粗砂が斜

行堆積する。河川による洪水層で▼比較的,短期間のうちに埋
★縄文前期
初頭0▼Kl

橋縄手地
区

積したものと考えられる。(中略)各層位の堆積年代は.ア力ホヤ Ah。△縄文前
火山灰層上位の第6層が縄文前期初鼠 第5層が縄文前期初頭 期初頭～中

～前半▼(後略)0 期初頚。

933!島根大学
構内遺跡
京田地区.
諸田地区

I

i

l島根県

I

i

】

居…普

層序

2aの下
位砂蝶
層

I

第2a層下位砂層は)にぷい黄褐色粗砂(河川性)。北東か!★古墳後凱 ～

[ !

ii

r

-
i

ら南西方向に傾斜した成層構造がみられる。古墳後期の須恵器

片や炭化した板材を包含する。 縄文早期から晩期前半頃ま

で古宍道湾ないし古宍道湖最奥部の泥底水位域内であった調
査区は▼海成層(第4層)堆積と相対水面低下.砂洲の伸張等が
関与して,縄文晩期頃には湿地化(第3層)するO古墳後期に到
ると,河川洪水によって(第2a層下位砂層)が堆積する等を経
て.第1層下面が古墳後期.奈良時代～中近世の生活面をな
す0遺構は残されていないし.出土遺物も散在的であることから
集落外の空間であったのだろう0

934島根大学 島根県 基本層
+序

.2中砂 第2層中砂層(第5次調査区第2a層下位砂層)は,第2層中 t★古墳後期0 I

構内遺跡 に挟在する▼淘汰の悪い黄褐色粗砂による河川堆積層。 水

京田地区 成層の堆積や海面低下の影響で▼島大構内の推進が浅くなりー

縄文晩期ごろには湿地化する(第3層)。古墳後期になると,河川
洪水によって砂傑層(第2層中砂層)が堆積するなどして▼第1層
下面が古墳後期～近世の生活面をなす0

935 百聞川原 岡山県 左岸用 ー10は)4区中央付近から検出されたものでー前述のD- ★弥生後期
未0尾島遺跡 水調査 4から東へ約9mの所に位置する0北東から南西に向かって流走

区 すると思われるが,調査区中央でやや東へ蛇行する ー

10は)冒.後.Ⅱ以後開溝され,同Ⅳには洪水によって埋没した
ものと考えられる0

936百聞川原 岡山県 左岸用 左岸用水調査区の北東端の6区と7区には微高地の北斜 ★近代。
尾島遺跡 水調査 面が確認できた0(中略)第三層は.黄灰色砂で,おそらく近代の

区6区.7
区

洪水による堆積層であろう。

937百聞川原 岡山県 左岸用 六 ‥左岸用水調査区の北東端の6区と7区には微高地の北斜 ▼弥生後期
尾島遺跡 水調査 面が確認できた0(中略)第六層と第七層は完全に不整合の状 ～古墳後半0

区6区.t7
区

態を示しているO洪水によって堆積する層と,削平される層があ

るが.第七層は削平を受け,第六層は堆積したものであろう。第
六層は,中世の遺物を少し含むO(中略)第七層は▼茶褐色粘質
土で,百聞川後期 Iから古墳時代後半までの遺物を包含してい
る。

○中世。

938百聞川沢 岡山県 第1調査
区

第2面 当調査区の暗灰色粘土層の下からは微高地および微高地 ▼弥生後期 表1「編年
日遺跡 に類似した「島状高まり」遺構と,洪水により一度に埋没したとみ 以降0△古

墳。
対比表」):(冒

られる の黄褐色砂に覆われた.暗灰色粘土の水田層 問川後期Ⅳは
が検出された 当調査区では11条の溝状遺構が検出され 弥生時代後期
た。各溝は規模.方向.埋土状況.底のレベル等において,時期 末葉に相当す
ごとに共通性がみられ 百.中lⅢ)と る。)(以下.こ
l 6(冒l後.Ⅳ)と 一 一10(百.古. I)の三期

に大別できる。 前略 は規模および溝の断
面が「∨」字に近い形状を示し,底近くに段を持つ等形態が似て
おり.両者は同一の溝の可能性がある。この溝が,洪水砂で埋
没していることは.水田と同時期に機能していたことを示し.調査
区内には施設等の遺構は検出されなかったものの,用水路とし
て充分考えることのできるものである。

れに準ずる0)
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遺跡-覧表B-2

939 百聞川沢 岡山県 第3調査 第2面

i

第2面からは,微高地中央部と西端部に洪水層に埋没した ▼弥生後期
田遺跡
～

～

区 水田牡を検出した この水田遺構は,調査区の東側に「水 以降0△古

EEl遺構- I 」「水EEl遺構l Ⅱ」の2ヶ所を検出した0 r水田遺構l

I 」は▼微高地から低湿地に移る位置に▼「水田遺構ーⅡ」は.

填。

微高地上に,それぞれ形成されたものである。この水田遺構は,

いずれも古墳時代の包含層の下層に検出したもので,水田は.

洪水によって堆積したと考えられる砂層で埋まっていた 二徴

高地に近いC層からは▼弥生時代後期に比定される木炭細片を

伴う製塩土器片が出土しており,水田の形成時期の上限を示し

ている。

940 百聞川兼 =司山県 東苗代 五反田樋門について)4層は,灰茶色砂で,厚さ もあ[★弥生後期
基遺跡 調査区 る。この層は.百聞川遺跡全体をおおう百.後.Ⅳの時期の洪水 末。▼弥生後

砂層と考えられる 五反田樋門導入水路について)6層

は,淡黄灰褐色砂で百.後.Ⅳの時期の洪水砂層であろう。

低水路について)8層は,淡黄褐色砂層で▼百.後.Ⅳの

l時期の洪水砂層である。溝ー41はこの砂で埋没している0

期0

941 百聞川原 岡山県 丸田調 7,8 微高地の西側について)(前略 層は弥生時代後期末 ★弥生後期

i尾島遺跡 査区の ごろの洪水による厚い堆積砂▼9層は洪水で哩没する直前の水 末。▼弥生後
基本層 田層.10層以下16層までは弥生時代前期以降の堆積状況を示 期。
序 す0

942 百聞川原 岡山県 川内調 5,6 前略 層は弥生時代後期末の洪水によって堆積した [★弥生後期

尾島遺跡 査区の ものと考えられる砂層である。7層はこの洪水砂によって埋没し 末0▼弥生後
基本層 た水田層である.0この水田層の時期は弥生時代後期と考えられ 期0

序 る0

943 百聞川沢 岡山県 横田調
`

前略)弥生時代後期には▼低位部にも水田が広がり, (中 ▼弥生後期0 -

E田遺跡 査区 E 略)これらの水田は.】時の洪水により▼多量の砂で埋没し,そ

の水田は放棄された。古墳時代には,初期の竪穴式住居,井戸

などが多く検出され.居住区域として変容する0

△古墳e

l
I

944 百聞川沢 岡山県 高縄手A 10,ll 前略)海抜 前後に古墳時代の包含層が認められ i▼弥生後期0

i

田遺跡 調査区 る0その下は微高地.「島状高まり」遺構および弥生時代後期の △古墳。

1
～

の干物 水田を一気に覆った洪水砂 層である0弥生時代後期の

樋門導

入水路.

低水路

地区

水田層は,海抜 前後に認められる0

945 百聞川沢 岡山県 高縄手B 7 低位部では第8層に人工的な掘削痕である水田層が広範 ▼弥生後期0
田遺跡 調査区

-

i

園に広がり,この哩積土である第7層の洪水砂層が水臼層上面

を覆っている0低位部では洪水砂埋土水田層以下に.下層の水

田層が一部に認められる。 弥生後期埋没水田以後の遺構

l△古墳0

～

は.希薄でわずかに古墳時代初頭の井戸や古墳時代の水出層

が確認されたのみである0

～

I

946 百聞川沢 岡山県 竪石調 1 調査区では)堆積層が多いため,百聞川遺跡全体を被う ★弥生後期
】田遺跡

I

[査区 と考えられている洪水層を1層として以下番号を付した0 (後略)

洪水層0百聞川全体を覆う洪水層と同一 】

484▼ 水日間の水口が開口していたことは▼当地区に用水を
流した水田を水溜めにする場合には排水路の一部に堰を設置し

なければならないことから.想定された洪水直前の水田状況は一

休耕されていたか稲収穫前の水落としが終了した時期と考えら

れる0

】末葉0

ii～
i
E

I
i

947 百聞川沢 岡山県 開山下 22 前略 は古墳時代～古代の堆積層で,22が弥生 ★弥生後期0
日遺跡 調査区 時代後期の洪水砂層である024は弥生時代後期水田層 ▼弥生後期0

48は低位部堆積層 は微高地形成層である。 △古墳～古

代0

948 桑瀬遺跡 岡山県 トレンチ トレンチ3について)約 の掘り下げを行った。Eg)の5層 ★ 年0 トレンチ断面図
まかC散布 3.4 ま昭和56年の三倉川の洪水によって堆積したものである。7層 まP37の第19図
也 ま,洪水以前の水田耕土で.溝もほぼ同時期のものであろう。 を参照0近世以

(中略)(トレンチ4について)最深部で約 の堀り下げを行っ

た0図の6層は昭和56年の三倉川の洪水によって堆積したもの

で′8層は洪水以前の水田耕土であるe

前の遺構なし0

949 樋本遺跡 岡山県 A .B調 20 調査区の包含層について)(D ーD,トレンチの)第20層 ★弥生後期

査区の ま灰色を基調とする砂質であるが,その中に砂利を比較的多く 後半0
包含層D

- D,トレ
ンチ

含んでおり▼弥生時代後期後半に近い時期の洪水を物語ってい

る0

950 樋本遺跡 岡山県 C調査区 調査区は.ここより約1km 西を南流する高梁川の氾濫.堰 ★弥生後期

積作用によって形成された地形高所と考えられるeその地形を

形づくる砂利層中に摩滅した土器片が混入している事実は,氾

濫時に水圧により北方向に所在した弥生時代の生活場所の破

壊が考えられ▼その時点で移動してきT=土器の可能性が強い。

弥生時代後期後半の洪水および堆積作用によって形成された

徴高地が.その後の時代の生活の場所として利用されていった

ようである。

後半0
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遺跡一覧表B-2

951[菅生小学 岡山県 請- 1 溝一1に伴う)遺物は,5世紀前半期のものが大半であっ ▼5世紀前

校裏山遺

跡

た 二(港- 1について)下層の灰褐色砂は 前後の堆

積で.洪水等により一気に埋まったものと考えられ▼上層はその

後の淀み状の堆積の状況を示している。 落ち込み】1

は)調査区南東部(12区)の低位部に位置する0 (中略)この落ち

込みは.いずれにしていも周辺の状況からみて▼人工的な遺構

とは考えられず,上流の低湿地部▼各々の谷から流れこんだ自

然の落ち込みと考えられる0また同時期と考えられる清一1にも

溝肩部の崩れもあり▼下層に砂層が堆積していることなどから,

- 時期洪水にみまわれたことが考えられ,その時期にも符合す
る可能性も者えられる。

半O

952 窪木薬師 岡山県 竪穴住 竪穴住居- 11は) Ⅱ区南西部に位置するO (中略)住居 ▼5世紀前

遺跡

i
I
i

i

居11. ま.洪水砂で埋没しており,検出面から床面までの は 半 ?

12.水田 粘性の差はあるものの全て砂という状況である0 (中略)(竪穴住

2 居一日の)時期は.5世紀前半に比定されよう。 竪穴住居

- 12は)Ⅳ区南西部にあって微地形の変換部に位置する。住居
周辺は微高地上面にあつても浅い窪地状になっており.竪穴住

居- 11の埋積砂と同じ洪水砂で約 の深さで哩没して

いた0 (中略)この住居は竪穴住居ー11と同時共存していた可能
性が高いといえる。 ‥竪穴住居 を埋没させる洪水

砂が確認される0竪穴住居11の時期は5世紀前半で, 同12ととも

に同時共存していた可能性が高い。 区北東部からⅥ区
中央部にかけて洪水堆積土砂の部分的な遺存が見られた。水

田I 2としたものは,この下層(海抜 において堆積土砂除

去後に検出された0 (中略)(水EElー2の時期は)状況から古墳時

代前半期の範晦に属するものと推測される ‥古墳時代でも

前半期とした川入遺跡大溝上層段階になると,竪穴住居.水田

等は大規模な洪水による災害を被ったようで,いずれも厚い洪

水砂で埋没していた0 (後略)

953 三手遺跡 岡山県

】

向原 I - 本調査区では,弥生時代の遺構は検出できなかった0しか ★古墳初更

調査区 し,弥生～古墳時代初頭の遺物が相当量出土した0これらの遺 以降0▼弥生

物は.微高地上および北側の斜面の基盤層である礁層中に多く中期末～古

含まれていた。(中略)この礁層から出土した土器は▼弥生中期 墳初頭0△5

未～古墳時代初預のもので,古墳時代初頭以降の洪水により 世紀後半。

磯とともに上流から運ばれ,微高地形成時に混入したものであ

る0古墳時代の遺構としては,微高地上に竪穴住居.溝などが

検出された。また,微高地から旧河道への落ち際にも約10m 幅

の.溝が存在しており,この微高地は5世紀後半頃から居住域と

1して占地されていったものと考えられる。

954～三手遺跡
i
I
i
ii

岡山県 三 三

i

前略)鎌倉時代～室町時代にかけては一部で水田が残 ▼鎌倉～室

り▼微高地部分は居住域として活用された地区である0それ以後

は幾度かの洪水によって砂の堆積がありながらも全体を水田と

ーして利用しているOそれが現代まで続いているものであるD

町。△現代。

955 足守川矢 岡山県 一徹高地 3,4 堆積層は3つに大別された。微高地基盤上に堆積す ★古代以降。

部南向遺
!北斜面

る第 層を決り取るように,洪水砂と思われる第5～7層が堆 ○7世紀後

】跡 ,積していた0これら砂層からの遺物の出土はなかつたが▼基盤

斜面に流れ込む第8層からは水漉粘土で作られた高杯片がみら

れ,弥生時代後期後半以降に埋没したものと考えられる0また,

上層の第3.4層においては堆積状況は下層に比べ緩く北へ傾斜

していたが.下層と同様洪水の影響を受けたと推察される層で.

第4層から7世紀後半と考えられる須恵器高杯の脚柱部片が出

土しており.古代以降に堆積したものと判断される0

半0

i

i

956 北方下沼 岡山県 水田1 水田1 水田1は)後述する水田2A の下層で,薄い間層(洪水砂) ▼弥生前期

遺跡.北方 直上 を挟んで検出されたものである 水田1の時期は)弥生時 中頃～後葉0

横田遺跡 代前期中頃から後半と考えられる0 (中略)(水田2A は)水田1の △弥生前期

上層で検出されたもので,水田1との間に数cm の薄い洪水砂が

残存していた0上面は後に微高地の基盤となる厚い洪水砂で覆

われており.微高地上の遺構調査が終了した後,初めて検出さ

れる0(中略)(水田2Aの)時期は出土土器から弥生時代前期後

葉と考えられる。

後葉0

. 957 北方下沼 岡山県 水田2A . 水田 遺跡は大きく見れば,西端部に弥生時代前期末の沖積作 ★弥生前期

遺跡.北方 2B 2A .2B 用(洪水砂)によって形成された微高地上の遺構群のほかは,す 未。▼弥生前

横田遺跡 直上 ベて微高地の下とその東側に展開する水田.関連する水路であ

る。大半を占める水田は,時期的には弥生時代前期中頃にはほ

ぼ全面に形成された後,洪水による埋没を繰り返しながら現在

に至るまで継続しており.この間に地表面は約 上昇して

いる 水田2A は)水田1の上層で検出されたものでl水
との間に数cm の薄い洪水砂が残存していたO上面は後に微高

地の基盤となる厚い洪水砂で覆われており,微高地上の遺構調

査が終了した後,初めて検出される。(中略)(水田2Aの)時期は

出土土器から弥生時代前期後葉と考えられる ‥(水田2B

は)大畦の東側に展開する水田でー水田2bと同時期の洪水砂で

埋没したことが明らかとなっている。(後略)

期後葉0
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遺跡一覧表白-2

9 58 北方下沼 岡山県 水田3 水田3 P22‥(水田3は)水田い2の東側で検出された最も古い時期のも ▼弥生前期。
遺跡.北方 直上 ので.やはり基盤となる黒色土上に形成されていたものである0
横田遺跡 水田は洪水砂で覆われているが.水田2よりは薄いも

のであり.これと確実に同時期の洪水砂かどうか確証は得られ

ていない0水由層中から弥生時代前期の土器が出土しており,
土層関係とも矛盾していないことから,概ね水田1.2と同時期の

ものといえよう0

959 北方下沼 岡山県

I

水田6.7 水田6. P24‥水田4 .5はその後数枚の水田層を形成した後,弥生時代前 ★弥生前期 参考 第16
遺跡.北方 7直上 期末の洪水砂で埋没したことが判明している0 この埋没時の状 未0 図「北方横田遺
横田遺跡 況が水田6.7として図示したもので,洪水時の捜乱を受けている 跡2区西半水田

ことが明らかであるO 溝 」

960 北方下沼 =司山県

E
水田日 水田11 P32‥(水田11は)水田10の上層で検出されたもので,薄い洪水 ▼弥生中期

遺跡.北方 直上 砂に覆われていたものである。(中略)同時期に埋没した水路 中葉。
横田遺跡 (溝 から弥生時代中期中葉の土器が出土しておりー水田

の機能していた時期を示していることになろう0

961 北方下沼 岡山県 水田14 水田14 水田14は)北方横田遺跡の2区で検出された。洪水砂で埋 ▼弥生後期。
遺跡.北方 直上 没した水田であるが▼大部分は溝30の掘削によって失っている
横田遺跡 ため.畦畔は調査区の南東部でのみ検出できた 遺物の出`

土はみられないが,土層関係から弥生時代後期の水田と考えら

れる0

962 .北方中溝 岡山県 i

～

E
～

i

E

弥生時代後期後半の水田遺構は.洪水砂に覆われた明瞭 ▼弥生後期

-

E

遺跡 な畦畔痕跡を残し▼1.2区のほぼ全面でその存在が確かめられ

た 水田 は)1区の西寄りで検出された畦畔であ

る0洪水砂によって埋没した水田遺構で▼水田12や水田13とほ
ぼ同時期に存在したと考えられる0後期後半に比定される0水田

ー0はやや小区画である。

後半0

963 北方地蔵 岡山県 溝82 溝82について)この溝は.1区の溝81の南側に検出され i▼鎌倉前半0 I
遺跡 た0溝は,やや蛇行しながら東西方向に延びており,溝内に砂が

堆積しており,洪水等によって埋没したと考えられる。規模は▼幅

が約 ▼深さは約9cm を測り.断面形は皿形を呈している。出

土遺物は土師器の椀,小皿,鍋などで鎌倉時代前半期の特徴を

-示している0

964 加茂政所 岡山県 溝8 溝8覆 溝8は 区の南東部,橋脚8調査区に位置する0微高 ▼弥生後期。
遺跡 土 地に沿ってつくられている溝である。幅 深さは5cm

前後残存していたのみであった。洪水層と考えられる灰色徴砂

で埋まっていた。南につくられている水田3の用.排水路ではない

かと考えてている。時期は明確ではないが,弥生時代後期では

なかろうか。

965 加茂政所

遺跡

j岡山県

i

水田3 水田3について)水田層の上層には洪水砂と考えている ★古墳前期0
微砂が堆積している。(中略)弥生時代後期に開田され▼古墳時 ▼弥生後期0

i
i

1
i

代前期に廃絶されたと推測している。

966 加茂政所 =司山県 溝104 2 ‥(近世の溝104は 区とN23区の境界付近で検出され ▼近世0 一
一
i

遺跡 li
I

厄 O(中略)埋土は3層で,しだいに埋まっていつたとみられるが,

[第2層は粗砂層で洪水による一時の埋没が考えられる0

967

山

岡山県 河道10 P21‥(縄文時代後期.晩期の)河道はいずれも蛇行が著しく,主 ★縄文後期

～

など こ微砂.細砂.粗砂で埋没していたが,底近くで比較的多くの縄 ～晩期0
病院)遺跡 文土器片と葉や小枝などの有機宣, ドングリ.トチなどの種子,

そして部分的に流木も認められている0 とくに流木は.根がつい

たままの太さ を越えるものもあり, 当時かなり大規模な洪水

が近辺で起こったことを推定させる0

968 津寺一軒 岡山県 3区 15 Pー 前略)第 層中にも弥生時代後期の土器片▼第14～ ○弥生中期
家遺跡 16層中にも弥生時代中期末の土器片を含む。第15層は暗茶褐 末。.△弥生中

色砂の洪水層と考えられ,層中に弥生時代中期末の土器片を

比較的多く含んでいる。

期末0

969 津島遺跡 岡山県

`

C - D土 ll P5‥C - D土層断面をみると 土層断面とは大きく異なる0第 ★弥生後期

i

層断面 5層まで中.近世遺構の堆積層である点は同じだが,第 層 中葉～後半0

の古墳時代後期の堆積層の下位に洪水砂と判断される第11層 △弥生後期

の微砂層の堆積がみられる。この洪水砂は調査区の東半部で

は全体にみられるが,西半ではほとんど確認できないことから.

もともと東側は低位部であったと想像される。 弥生時代後期

後半について)遺構が最も多い時期だが,溝4を境に東西であり

方は異なる0溝4より東側では洪水によって地形が平らになった

後に遺構が築かれるようになるため,西側の方がやや古い時期

の様相を示す 弥生時代)後期になると前半代の遺構.逮
物は希少で調査区外かまったく違う地点に集落が存在するもの

と推察される。しかしながら, 中葉から後半頃の洪水で地形が平

らになって以後は,遺構.遺物ともに爆発的に増加する。

後半0

i

970 北方地蔵 岡山県 調査区 24～26 P9‥北方地蔵遺跡の第2層と北方薮ノ内遺跡2.3区の第 ★中世0▼室 参考 第7
遺跡.北方 北壁 層は中世の洪水砂で,厚さが 以上に達する箇所もある0 町D△中世未 図「北方地蔵遺
薮ノ内遺跡 北方地顧遺跡で検出された中世の遺構はPその検出面の 期～近世初

頭。

跡北壁土層断

違いから3時期に分けることができる。もっとも上方にあったのは

溝6で, 第7区一第17層の洪水堆積の砂層上面で検出された0中世

末期から近世にかけての溝とみられる。つぎに,洪水砂層を除

去して検出された遺構群で,第13図の柱穴群があり,建物が2棟

確認できた。中世後期の室町時代のものと考えられる。(後略)

面囲」
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遺跡一覧表8-2

971 北方地蔵 岡山県 溝6 北方地蔵遺跡の溝6は)調査区西半を南北に走る大溝で ▼中世末期
遺跡.北方 ある。溝の幅は ▼深さは を測ったO (中略)A溝の埋土 ～近世初頭0
薮ノ内遺跡 は7層に分けられたが, (中略)上層からは遺物の出土がほとん ○16世紀後

どなく.上層の埋没が短期間であったと思われる0土質からみれ

ば,再び洪水が襲ったものであろうか0人為的な埋没とは考えら

れない。(中略)遺物の年代は16世紀後半とみられ,溝が機能し

ていたのは中世末期から近世初頭頃と考えられる0

半0

972 百聞川原 岡山県 井戸16 井戸16は)微高地の中央 区で検出された井戸であ ▼百聞川古 凡例(編年対比

】尾島遺跡
～18 .る0 (中略)埋土は洪水によると思われる砂層が認められる0井 墳時代 I (古 義)=(百聞川古

戸 同様,井戸の廃棄後.洪水に見舞われ埋没していると 墳前期前 墳時代 I は古
思われる0哩土中から,二重ロ縁の壷883や広口壷884▼婁885 莱)。 墳時代前期前

が出土している。出土遺物などから.遺構の時期は百.古. I と

考えられる。 井戸17について)井戸の廃棄後.複数回の

洪水に見舞われ埋没していると思われる。(中略)遺構の時期は

百.古.I と考えられる。(中略)(井戸18について)井戸の廃棄

後▼洪水で埋没していると思われる。(中略)遺構の時期は百.

古. I と考えられる。〔柴田英樹「遺構.遺物の概要」 】280〕

井戸3基については埋土のl 部に洪水によると思われる

砂が認められ.弥生時代の井戸より検出頻度が高く思われる。

弥生時代の洪水砂の再堆積である可能性もあるが,洪水発生

頻度あるいは集落傾向を示すとも考えられる。

葉に相当。)

～

i

973 郷ノ溝遺跡 岡山県 i

～

区の低位部において中世水田を検出した。(中略)畦 ★中世0▼室

畔の西側の水田層下にはさらに2～3層の下層水田層がみられ

る0水田覆土はにぷい黄色微砂～砂質土で,厚さ 前後を測

る0鉄分の沈着が4～6層みられ,近世水田層の可能性がある0

中世水田が洪水で埋没した後に再び水田化したものと思われ

る 中世水田について)出土遺物の特徴から▼水田の時期

は室町時代と考えられる。

町。

974 久日原遺 岡山県 12～15 前略)弥生時代中期の集落はその上面で検出しており, …▼弥生中期0

跡 竪穴住居や土坑▼火処がみられた0しかし,再び起こった洪水に

よって 層)微高地の東は大きく削り込まれており,集落

-は放棄されたとみられるが▼後期段階では再び,水田層(10層)iと水路群(17層など)が確認できる0

△弥生後期。

975 久田原遺 岡山県 5 21 】P17‥縄文の谷(縄文河道2)の最下層 層)は後期から晩 ★縄文晩期。

i
-
l-

跡 期の土器を多く含み.その上面の 層にかけての灰色と暗 ▼縄文後期

灰色の互層(晩期前葉)からは貯蔵穴と考えられる袋状土坑群 ～晩期0△縄

が掘り込まれていた。この谷部も幾度かの流水があり(21層=晩

期の洪水砂)▼その上部の19層 層は晩期後葉～末葉▼

19a層は晩期から弥生を含む)によってほぼ埋没している0

文晩期後葉0

-
976 久田原遺 岡山県 窪地3 窪地3は 区の調査区西部で.大きく…▼古墳前期

跡 西側に下がる状況で検出した0 (中略)窪地は古墳時代前期前 前半。△6世

半頃に形成されPJJ、規模な氾濫が続いたものの▼6世紀末頃に

は安定した地区になったと考えられるe

紀末0

久田原遺 岡山県 (第2分冊 中世について)落ち込み,中世の段階で谷水 E★中世0
跡 などによって遺構面の砂層が削られている0特に遺跡東側部に 】

至藁 盛 運 藍 窯 憲 蓋r藩 、】

よって吉井川の本流から分かれたと考えられるもので, 中世の

段階においても周辺より一段低くなっていたものと思われる0

978 伊福定国 岡山県 P15‥(前略)標高約 に位置する117層付近ではー河川 ★弥生前期0
前遺跡 氾濫を受ける氾濫原あるいは後背湿地のような堆積環境へと変

化している0この117層 層では放射性炭素年代測定から

± ± という年代を得ており, この時期が当地
における堆積環境のひとつの画期であるといえる0この年代は▼

津島遺跡の弥生時代前期の水田層の堆積物から得られた年代

に近く. この両層は弥生時代前期の堆積土である可能性が高

い0その後.標高 付近までは不安定な後背湿地や氾濫原で

あったが,遺構の基盤層となっている標高 付近の100層以

降になって当地が本格的に離水することになる0

i

979 夏栗遺跡 岡山県 ‥南接する久田原遺跡では厚さ2m にも及ぶ洪水砂が堆 ▼弥生中期

積していた0 出土遺物から弥生時代未～古墳時代初頭に比定で末～後期前

きる大洪水がもたらした結果と考えられている。夏栗遺跡は久田

原遺跡より2m 高みに位置しているため,大洪水の影響をほとん

ど受けていない。弥生時代後期前葉の竪穴住居や弥生時代中

期後葉～後期前葉の溝が埋没する段階で,その上層を埋める

程度の洪水砂層が確認できた0しかし.夏栗遺跡で確認された

洪水砂と久田原遺跡で確認されたそれとを同時期のもの特定す

ることは出来なかった 前略)(溝1に伴う)砂層は.洪水

などにより溝1の上部が一気に哩没したことを示唆している。(後

略 溝1について)時期は弥生時代中期末～後期前葉に

比定できる。

葉0
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遺跡一覧表B-2

980 宮南遺跡 岡山県 畝状遺構3は2区の中央部西側で検出された。検出面 ★17世紀後

での長さ 幅 深さ を測る溝が東西あ 半以降。○17

るいは南北方向に接するようーこ密集している。溝内部には- 樵

ににぷい黄橿色を呈するサラサラの粗砂が堆積していた0この
堆積はおそらく.洪水後に耕地に堆積した洪水砂の下から耕作

土を掘り出すとともに▼洪水砂を埋め戻して片付けた跡と推定で

きる0砂の中ら僅だが陶磁器類が出土した0それらの中で最も

新しい年代を示すのは備前焼捨鉢667で. 17世紀後半と考えら

れることから,洪水の時期は▼それ以降と推定される。

世紀後半0

981 三手(庄内 岡山県 C P20 ‥C層は▼層中間に間断ない酸化鉄の水平集積面を二十数 ★室町初期

幼稚囲)追

跡 .

枚も識別でき,中世の中頃以降にこの付近- 帯が居住地区から

水田になって以来,現在に至るまでの数百年間に及び連綿とし

た水田(乾田)形成層である。酸化鉄の水平集積面の平行した

上積堆積状態は,乾田耕作層の上昇,つまり洪水堆積による耕

作土層の上積み現象を物語るものである。 層の上部に

集積する旧水田層中には明瞭に酸化鉄の水平凝結痕が互層を

なしており,洪水堆積による水田面の上昇を如実に物語ってい

る。従って,発掘地における生活空間としての遺跡の形成は.室

町時代の早い時期をもって終了したものと判断される0

以前0

982 三手(庄内 岡山県 G 前略)(遺跡では)E1層削平後に一定の間層(水田層)の ★鎌倉初期0

幼稚囲)逮

跡

堆積を来たした後.G層とした洪水による一括的な厚い砂層の堆

積層を基盤層にして,所謂早島式土器を伴う生活(包含)層が形

成されているものである。 前略)言い換えれば.G 層の形

成直後からD2層を堆積させた生活が営まれたことである0従っ

てPD2層の年代観からPこの地一帯が鎌倉時代初期に大洪水に

見舞われてG層の形成を見たと推定される0

983 南方(国立 岡山県 Z5 層は)灰黄茶色微砂.細砂.粘土層‥洪水氾濫堆積層。 ★ 年。

病院)遺跡 (中略)Z5層,各区壁面において▼洪水奔流状態を示すブロック

的な細砂.中砂の一括堆積が確認でき 年(明治25)の岡

山大洪水時の堆積層と判断される0

984 西祖橋本 岡山県 D4 層は洪水砂層である0全体に薄く途切れ途切れにあり▼ 0 18世紀0

i

(御休幼稚 厚い所では粗砂,薄い所では微砂質となる0(中略)水田はA層

園)遺跡 ～H層で検出した 層からは)備前焼嚢.すり鉢,肥前系

陶磁器.瓦,須恵器嚢などが出土している。18世紀と思われる。

985 岡山城跡

…本丸下の

岡山県 !基本層
庫

D

i

層は, 16世紀末から17世紀初頭までの瓦ほかを多く含

む,花高岩バイラン土～暗褐灰色微砂の造成土で▼一部はその

漂 謂 琵雷

…段
1

～
i

間に起きた旭川の洪水による堆積砂を含んでいるe場所によっ …頭。0 16世紀
て厚さや内容がずいぶん異なるが,下面のほか.層中にも複数 …末～17世紀

の遺構面J生活面が確認できる場合が多い0 (後略) 1初頭0
1

986 吉備津奥 =司山県 Ⅱ- ② 層は中世から現代の水田層と見られる土層である。 ★中世～現

田遺跡 …造成直前まで耕作されていた耕作土(Ⅱ】①),その下の洪水 代。▼9世

砂暦(Ⅱ- ②)より下は▼溶脱の進んだ砂質シルトで,鋤床跡と

みられる酸化鉄の強く沈着する面が何枚も見られる0また▼壁面

東側には の埋土がかかる0このⅢ層の下面を遺構面 I とし

ている。検出遺構は耕作痕とみられる極めて細く浅い溝が大半

であった0Ⅳ層は黒褐色の砂貿シルトで土器片,焼土粒,木炭
粒を多く含む包含層である。下面(遺構Ⅲ)の状況から畑地耕作

土である可能性が高い0Ⅳ層の下面を遺構面Ⅱとしている0遺

構面 Ⅱは標高25m 前後の遺構面で▼Ⅳ層の黒褐色土が落ち込

む形で埋土が形成されている遺構東西あるいは南北方向の溝

状遺構で.特に調査区東半部では切り合し、▼重なり合いながら

何条も検出されている0これらは畑地の畝跡など耕作に関係す

る溝群とみられる。出土遺物はまとまったものがないが.9世紀

頃の遺構群であろう。

紀。

987 吉備津奥 岡山県 Ⅵ 層は遺構面Ⅱの基盤となっている砂層である0厚さ ▼弥生中期

田遺跡 程度の.鉄分を含みにぷい黄褐色を呈する砂層で▼シルト質が 後半～後期

やや強いが洪水砂層とみられる。この洪水砂の下面を遺構面Ⅱ 初頭。△9世

とした0 (中略))遺構面Ⅲは)標高23m 程度で▼下層の褐灰色シ 紀(遺構面

ルト層(Ⅷ層)はⅥ層に埋没した水田層とみられる0 (中略)(遺

構面Ⅲは)弥生時代中期後半から後期初頭の遺構面と考えられ

る0

Ⅱ)0

988 吉備津奥 岡山県 i

i

Ⅸ 層はⅧ層と微高地基盤層であるⅩ I 層の問の層で,描 ▼弥生前期

!田遺跡
灰～黄灰色の粘質の強い土層である0Ⅷ層のように土壌化が進 ～中期中葉0

んでいないことから▼洪水砂の末端に近い堆積物であろうか0こ △弥生中期

のⅨ層の下面はⅨ層- 微高地基盤層となっており▼遺構面Ⅳと 後半～後期

している0遺構面Ⅳは標高 前後と微高地としてはやや低く, 初頭(遺構面

Ⅹ I層も鮎質が轟く微高地の縁辺部と思われるO検出遺構は.

細い溝状遺構 と など小ピットのみで集落

周辺部の状況とみられる。出土物は少ないが,包含層出土の土

器や 出土土器から弥生時代前期から中期中葉の遺構面

とみられる0

Ⅲ)0
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989E霊山田遺 t岡山県 2区の溝 溝覆土 区について)弥生時代の溝は,いずれも当時の濯灘用水 ▼弥生中期 複数回e

i
i

9～13. 3 路として利用されたと考えられ,大規模なものは幅が ～後期。

a

区の溝 にも及ぶものも存在した0両北方向に流走する溝はいず

16 れも規模が大きく▼数回の改修や掘り直しが行われていた0溝内

には砂が厚く堆積し▼洪水によって埋没したと考えられる

(溝9について)(前略)洪水砂で埋没している0 出土遺物はほと

んど認められないものの.検出状況などからみて溝10とさほど時

期差はないものと考えられる0 (中略)(溝10の出土遺物は)(弥

生時代)後期中葉の特徴を示している0 (中略)(溝目について)

溝内は,溝 と同様に洪水砂が認められる0出土遺物は▼確

認できなかったが,状況からみて溝10と相前後する時期であろう

か0 (中略)(溝12について)溝内は▼上下2層に堆積しており,他

の溝と同様に洪水砂で埋まっている0出土遺物はないものの,

溝 と同時期ぐらいであろうか0(中略)(溝13について)溝内

は,堆積層の大半が砂層であるため,洪水で埋まっては溝を掘

り直していたものと考えられる。出土遺物は,完形品も含めて▼

中期～後期の多量の土器が検出された 溝13は)後期中

葉の時期を中心に機能していたと考えられる 溝16につい

て)(前略)レンズ状に砂層が厚く堆積しており▼洪水により埋没

したものと考えられる0出土遺物は▼ほとんど認められなかつた

が,溝15とさほど時期差はないと思われ,弥生中期の前半期と

考えられる0

990 備前原遺 岡山県

I

4 第4層は第2遺構面で検出した水田の基盤層である。P23‥ ▼弥生中期 第1遺構面の年

跡

～

第4層は上層が細砂▼下層が粘土で鉄分の沈着が見られること

から▼河道跡に湿地の様な状態で清水していたところを▼洪水砂

が一気に覆った状況が伺える 弥生時代中期前葉につい

て)第4遺構面の時代である0河道は第4層下層の粘土層を形成
するほど穏やかであったであったろうが,その後,第4層上層の

細砂層を形成する洪水が発生している。

前葉。

i
i
i

代は記載なし0

991 備前原遺 岡山県

1

6 第6層は旧河道の堆積土の3暦日である。厚い所で 程 ★弥生前期0 !第1遺構面の年

跡

!I

度の細砂層である。(中略)第6層も,第2層下層.第4層上層と同

様に洪水によって形成されたものであろう 弥生時代前期

について)第6遺構面の年代である。第6層の細砂層を形成する

洪水が発生している。

代は記載なし。

992 津島岡大 岡山県

i
～
1

5
a

8 弥生時代後期～古墳時代初頚…8層について)谷部分が ▼弥生後期

一
一
一

一

遺跡第3次

I

ほぼ完全に埋没する。砂質の強い層(8層)が下部水田層(9層)

を覆っており,その性状から洪水砂的性格が考えられる。微高

地部分ではこの層は確認されていないが,古代層(7層)が弥生

-時代後期水EEl層(9層)直上にまで及んでいるためrその有無に
…ついては不明確である0

～古墳初頭。

993 津島同大 岡山県 ll 層は)12層を覆う直上の砂層である0微高地の高い部 ★弥生前期0 -

i
i

I

遺跡第3次 分で一部認められないが▼ほとんど全域に堆積する層である0 ▼績文晩期

i
Ei
-
i

i

層 厚は微高地部で ▼少し厚いところで 谷部で5

である0 (中略)下層を巻き込んだ様な層であることから▼

洪水砂的性格が考えられる0 (中略)(弥生時代)前期の時期を

考えたい。(12層は)調査区南～東半部の微高地を形成する水

田層である 層について)本層は形成期は突帯文期ーつ
まり,縄文晩期末葉まで遡り▼最終段階が弥生前期と考えられ

る0

～弥生前期。

i

994 津島岡大 岡山県 14～16 縄文時代後期前半‥.16層～14層について)前段階との地 ★縄文後期 洪水によるもの

遺跡第3次 形的変化は大きくないが,初めて人為的痕跡が検出される。(中 前半。 とは記されてい

略)微高地の部分の堆積土は非常に均質な砂質土で,分層間

の差が非常に小さいことから▼比較的短期間に一気に堆積した

可能性が認められる0 (後略)

ない0

995 津島同大 岡山県 14 層は)谷部のみに堆積し.南北の微高地上には認めら ★弥生前期0 洪水によるもの

遺跡第5次 れない013層が埋積する流路の南側ではa層(灰褐色砂混粘質 とは記されてい

土～灰褐色混粘質土)が堆積し.下半では粘性を強める。上面

は にある0流路の北側に堆積するb層は砂の包含率が

高く,暗灰褐色～青灰褐色粘(質)土と青灰色砂が互層に堆積

する0 13層が哩積する流路からの砂の流出が広がったものと考

えられる。上面は一 にある0全体にマンガンの沈着が認

められる0弥生前期に属する0

ない。.

996 津島同大 岡山県 16 層は)14層と同様に谷部分にのみ堆積する0(中略)15 ○弥生前期。洪水によるもの

遺跡第5次 層の南側では灰褐色粘質土(a層)であるが.北側では砂の包含 とは記されてい

率が高く.青灰色砂混粘土層(b層)を成す。14層と同様に流路

内埋土(15層)からの砂の流出の影響が考えられる。a層からは

弥生前期の遺物が出土している。

ない0

997 津島岡大 岡山県 6 層は)洪水砂層である0微高地最上部にまでは広がらな ○中世末期

遺跡第6次 い07層と5層の間層を成す0標高 前後に.約4cm 程度の厚

さが認められる。主に細砂で形成され,鉄分,マンガンの沈着が

著しい0大半の出土遺物は中世後半に属するが,僅かに陶磁器

類の破片が含まれる0 中世末を中心とする時期だろうが.近世

初更たかかるかもしれない。

～近世初頭0
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998t津島同大 岡山県 t 8 P一 層は)灰褐色～淡灰色砂質土で鉄分.マンガンの沈着が ★古代0 ▼平

遺跡第6次 顕著である。細砂を多く含む。上面の高さは で南に下 安0△平安後

がる傾向が認められるが, 全体としてはほぼ平坦と言える0しか

し一層厚は10′ と幅がある。下層の大溝への流入部あるい

は周辺部では厚くー部分的に鉄分やマンガンの沈着の差が認め

られる0洪水砂としての性格が考えられる0上面では東西方向

の大溝を検出した。これは条里復元ラインに一致する0遺物は
少なく細かい時期決定はしがたいが,遺構の状況からみて.古

代の範囲に考えておきたい 層について)遺物は比較的

多く.土師器が目立つ0古代(平安時代)に属するものが中心

で▼本層の時期を示すと考えられる。 は8層上面が検

出面にあたる0 (中略 の)所属時期はいずれも古代.辛

安時代後半が考えられる0

半O

999 津島同大 岡山県 16 層は)谷部の底付近に堆積している層である。(中略)上 ★弥生前期

遺跡第6次 層は淡灰褐色砂質土▼下層は黒褐色砂質土で砂質が極めて強 後半～中期

い。上面で谷底を走る溝を検出した。標高 である0遺物は土 初更0○縄文

器片が比較的多く出土した0突帯文土器が多いが弥生時代前 晩期(突帯

期後半～未のものも少量含まれ,本層の時期を示す 層 文)～弥生前

は砂質が強いことから,おそらく本流から砂層が溢れてきたもの

と判断される0

期末0

1000 津島同大 岡山県 8 層は)13世紀後半から14世紀頃の土器を含んでおり,本 ▼10世紀後

遺跡第13 層の帰属時期を示すと考えられる。(8層は)砂質に富んだ土層 半または13

次 で,鉄分の沈着が認められる09層直上を覆う砂層で▼洪水砂の 世紀0△13世

可能性が考えられる。ただし.堆積状況が不安定であり▼調査区 紀後半～14

の東半部では堆積が確認できなかった0 (中略)(9層に伴う)遺

物には,10世紀後半の寒色土器椀や13世紀代の土器があり一

本層の帰属時期も二つの可能性が考えられる0

世紀0

1001 津島同大 岡山県 5 層は近世▼6層は中世後半から近世に形成された堆積土 ★近世。▼中

I

遺跡第10 層と考える05層は淡黄灰色の微～細砂層,6層は黄褐色砂質 世後半～近

次 土を呈する。土層の時期は,6層は出土遺物の状況から判断し

たが.5層に関しては直接時期を示す遺物はなく,6層上面の遺

構を覆った洪水砂という性格を考えて, 同層の最終段階である

近世の時期を想定した0両層とも調査区東半部にのみ確認さ

れ-西半部では3.4層によって削平される0 (後略)

ET O

I

i

I
1002 津島同大 [岡山県

E

E
1

7 層からは)14世紀代の遺物が出土している0 (7層は)古 [★古代0○10

遺跡第12 代層と考えられる。粗砂.細砂を含んだ淡黄灰色砂質土で洪水 [世紀。△14世

[次

i

砂と考えられる。上面は である07層の堆積は調査区

の南端までは及んでいない0 10世紀代の遺物が出土してし)る0

覧

1003 津島同大 …岡山県 一
一 10 層は)古墳時代の包含層と考えられる。(中略 ★古墳0△弥

遺跡第12
2

層は)古墳時代層と考えられる灰色砂質土で,洪水砂と判断さ 生未～古墳

次 れる0上面は北区で2加 商区で である0調査区の北側に E後期。 ,
厚く,南に向かうにつれやや薄くなり,南東隅では認められな E

い。10層上面では溝12条,土坑1基を検出した。いずれも出土遺

物から弥生時代末～古墳時代後期に形成されたと考えられる。

1004 津島岡大 岡山県 lla 層は)弥生時代の包含層である。洪水砂層である0 10 ★弥生中期

遺跡第12 層と同様調査区北側に厚く堆積し,堆積の厚い北側では上下に ～後期。▼弥

次 二分できる。南側では11a層が南東隅以外に堆積L t H b層は部 生前期～中

分的に認められた0上層の11a層は灰黄褐色細砂で,鉄分.マン

ガンを少し含む0下層の11b層は明灰黄褐色細砂で. 同じく鉄

分.マンガンを少し含む。上面は北で 南で である0出

土遺物から11a層は弥生時代中期～後期に.ー1b層は弥生時代

前期～中期に形成されたと考えられる0 (後略)

期 層)。

1005 津島同大

遺跡第12

次

岡山県 llb 同上 ★弥生前期

～中期0

1006 津島同大

遺跡第27

岡山県 4′} 10 45. のl虫 の に 、いて の
P 過 日 一。
包含層は0.5′ の厚さで堆積しており,この時期の洪水にと

次 もなって近隣河川から多くの土砂が運ばれてきたと考えられる0

また.中世の各層は基本的に水田層であると思われるので,漢

水のたびに土地を造成し直し水田として利用していた状況がうか

がわれる。

1007 津島同大 岡山県 2 P15 ‥(2層は)上面は標高 にあり▼層厚は全体で ★古代e

遺跡第15 程度である0灰色系の砂質土～粘質土で▼砂質の強し、a～C層と

次 粘性を示すd層に大別される 前略)(2層は)古代に属する

耕作土と判断される。また.地形のやや低い北西部では 層

の上面には,それぞれ洪水砂と判断される の灰白色系

粗砂を主体とした薄い層が堆積しており,d層の堆積以降

層に関しては,洪水の影響を頻繁に被っていた状況が想定され

る。

1008 津島同大 岡山県 3 P16‥(前略)(3層について)本土層は弥生時代後期～古墳時代 ★弥生後期 報告書には「水

遺跡第一5 初頭の耕作関連土層と判断されるeまた▼2層と同様にー北西部 ～古墳初頭。流にともなう堆

次 のより低い北部分において,上面には の厚さ薄い白色微 積」とあるだけで

砂あるいは灰褐色細砂を多量に含む層が部分的に認められる0 洪水かどうかは

水流にともなう堆積が窺われる0 不明0
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1009 津島同大 岡山県 6a 層について)上面の高さは標高 である。a-b ★弥生前期。

遺跡第15 層に細分されるが,主体は の層厚を有するa層であ ▼弥生早期

次 る。(中略)a層は弥生時代早～前期に属する8層上面を覆ってお

り.前期に属する洪水砂としての性格が想定される0

～前期。

1010 津島同大 岡山県 18～20 層 :広域に広がる河道内堆積土層)(中略 層 ★縄文後期。

遺跡第15 について)上面の高さは標高 層厚は であ

次 る0かなり広範囲の堆積が予想される灰色系の砂層である。(後

略 縄文時代後期について)河道部と微高地部の比高

差は を測り,両者の違いが明瞭となる。河道幅は51m

～
以上を測り,北東から南東方向の流路が数回にわたって重複し

つつ形成される。全体的に▼砂の包含が顕著であるのと同時

に,大形の流木を含む木質層が形成されるなど.多くの包含僧

を堆積させている0また▼下層に形成される貯蔵穴の上半を大き

くえぐり取るような状況も確認されることから,水量が非常に多い

洪水的な流れが▼頻繁に起きていたことが予想される0その結

果,微高地部は急速に形成され,河道部との斜面は急峻な立ち

上がりを見せる。

1011 津島同大 】岡山県 河道3 河道3 河道3は縄文時代の河道流路をほぼ踏襲している0 (中略) ★弥生前期

遺跡第23 哩土 河道3は弥生時代前期後半から中期前半の間に埋没している。 後半～中期
次.第24次 河道3を埋没させた埋土は粗砂層で▼これは津島同大遺跡周辺

の他の調査地点で検出された河道内部の堆積構造と類似し,漢
水によって埋没した可能性が高い0

前半。
2

1012 西菓子遺 広島県 西区の は)長さ約20m ▼幅約5m ,深さ約 前後の窪みで,

1

跡 SX5 SX3と同様に人為的な遺構とは考えにくい0用水路の氾濫や西

側の谷からの浸食痕ないしSX6から流れ出た水により浸食され

た痕跡と考えるのが自然であろう 近世の文献資料による

と,本遺跡南側を東から西に流れる黒瀬川は.大雨や台風によ

り幾度とな.<氾濫や増水を繰り返していた▼十数年までまでその

流路は大きく蛇行していた。氾濫時に西束子遺跡の所在する高

さまで水位が上昇してきたかどうかはわからないが.水田層の

下層に粘土層や砂傑層の薄い堆積が部分的に認められ.堆積

や開析が繰り返しあったものと思われ.それは,洪水などの自然

贋 言霊 票 持しようとする人々の営みとの繰り返しを示して

1013 御領遺跡 hLL島県 3 調査区の層序は▼表土.旧耕作土の下層に明黄褐色砂(第 ★ 年。

1

第99ーl次 ～
i
I1

3層)が約 の厚さで堆積するが.この層は 延宝元)

年に国分僧寺の西を流れる堂々川が氾濫したときの洪水層であ

る。

1014 上乗遺跡 山口県 SD5009 SD5009 は)東区と南区の交点▼拡張部に位置し.両 ★室町。
A

i

I
1

埋土 者はほぼ直交するが が に先行する。(中略)

は▼ にほぼ直交し,北北東一南南西を向くが▼土

層断面の観察からは,埋積土は黒褐色砂の単一堆積に近く,漢

水のような状態で一気に堆積したものと考えられる0出土遺物は

少ないが.土師器の皿が出土しており▼中世(室町時代? )の所

産と考えられる。

1015 延行条里 山口県 基本層 ⅢC 層にはまったくといってよいほど腐植土層をはさまず,か ★14世紀～

,遺跡ほか 序 つ斑鉄の集積が顕著である0Ⅲ層は単I の時期の堆積物では

なく.かつ旧耕土層もはさまないことから.氾濫堆積物である。Ⅲ

C層およびⅢd層の- 部を除いては,水EEI基盤の再整備のため,
人工的搬土.造成土とみられる0氾濫堆積層 (砂質土)もまた,た

だちに平坦に達成されて水田革盤となっている。Ⅲb層から上で

は近世陶磁が含まれ,また.Ⅲb層上面で畦畔遺構の一部の移

動.拡大がみられることから▼Ⅲb層が中世と近世とを画している

とみてよい0 ⅢC層の氾濫堆積は14世紀ないし15世紀ごろで特

定ができない。あるいは▼この氾濫堆積層はかなり長期にわたる

堆積物の集合なのかもしれない。Ⅲd層は灰青色の粘質土で12

世紀代の土器を含むO ⅢC層の氾濫まで安定した水田基盤で

あったらしい0Ⅲ層の年代は12世紀から18世紀におよぶが▼そ

の時間幅にたいして堆積の厚さはない0また,各亜層(a層～d

層)ともに全域で平均的な厚さをもって分布している。これらのこ

とから,Ⅲ層の時代には,すでに表面水がよく管理され自然堆積

層を形成する要因は,河川の氾濫を別にすれば,ほとんど除か

れていたとみられる。あわせて,人工的造成による基盤整備が

いく度となく反復されていたことを知ることができる0

15世紀0

1016 延行条里 山口県 基本層 Ⅳb 層は12世紀代の人工造成層である0 (中略)Ⅳb層は大 ▼平安中期

遺跡ほか 序 きく2つに分けられる。1つは北側の台地の谷筋から流積した.砂 ～後期(Ⅴ

磯混じりの灰褐色ないし灰鼠色の粘質土である。その流積に 層)。△12世

よって の谷 もほとんど埋没してしまった0いま1

つは南側の低地に分布する砂質土または粗細砂で,河川氾濫

によるものである0

紀 (Ⅲd暦)0
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1017 延行条里 山口県 基本層

序

Ⅴa P28‥Ⅴ層は平安時代中期から後期にかけての自然堆積層であ ★平安中期

遺跡ほか る。Ⅴa層は暗灰褐色ないし暗灰紫色の腐植土で, ほとんどすべ ～後期0▼10

ての地点で微砂質の小さなブロックを含んでいる。おそらくⅥ層 世紀後半(Ⅴ

やⅦ層の再次的な流積によって形成されたものであろう0 Ⅴb層 b層)。△12世

は帯紫暗灰鼠色ないし帯紫褐黒色の粘土である0Ⅶb層

層やⅩa層に近い。寒冷期の気候土壌である。Ⅴb層の年代は

10世紀後半代を下限としている。Ⅴb層, Ⅴa層ともにほぼ全域に

分布する。現況土壌断面によると下流側の低い地点ではⅤ層は

グライ層となっている。

紀(Ⅲd層)0

1018 吉田馬場 山口県 基本層

序

Ⅶ 層は灰紫色の微砂質土～粘質土で.谷底低地の堆積作 ★平安中期。

遺跡 用が停滞した時期の自然堆積層0冷涼な気候に原因する土壌 ▼奈良～平

かもしれない0土壌化遺跡の結果では▼交錯に利用された可能 安前期0△11

性が指摘されている 表 層は平安時代後期(11世

紀 層は平安時代中期 ? に相当0 )

世紀0

1019 吉田馬場 山口県 基本層

序

Ⅷ 層は奈良時代から平安時代前期の間の砂磯堆積物0地 ★奈良(後

遺跡 点によっては1m を超える厚さがある。堆積の間断期をはさむeこ

の氾濫堆積は.駒辻川の東側では,Ⅸ層～ⅩⅢ層を覆い,標高

の緩やかな傾斜面を形成した。遺跡および遺跡周辺

の地形は大きく変わり.また下位の遺構面は徹底的に破壊さ

れ,または厚く覆われた。なお.上部は微細砂で土壌化してい

る。P9(表 層は奈良時代後期～平安時代前期に相当。)

期)～平安前

期0

1020 吉田馬場 山口県 基本層

序

Ⅹ 層は山麓斜面を開祈.運搬した砂磯層0古墳時代後期の ★古墳後期。

遺跡 短期間の氾濫堆積物らしい。

1021 周防国府 山口県 包含層 包含層が堆積するのは,地山がしだいに低く不安定になつ ★10世紀前

i

跡第107次 Ⅱ

～

てゆく調査区南西部である。包含層 I は中央の南北溝群を覆う 半0▼8世紀

形で堆積するが.包含層Ⅱ.Ⅲは南北溝より西のみに堆積し. ～9世紀前

包含層 Ⅱはこれらの溝のうち の氾濫による堆積土 半。0 10世紀

と考えている0(中略)包含層 I は13世紀代を下限とする遺物を 前半以前0△

含む。包含層Ⅱは10世紀前半代まで,包含層Ⅲは8世紀～9世

紀前半,包含層Ⅳは8世紀前半を主体とする遺物を含む

(10世紀前半の遺構について)浅い南北溝3条

がある。(中略)これらの溝は多量の遺物を含み▼主体は8～9世

紀の須恵器であるが,10世紀前半の完形に近い土師器や黒色

土器を満遍なく含んでおり,埋まった時期を10世紀前半に推定

できる0

13世紀前半0

I
i
i
i

1022 庄.蔵本遺 徳島県

i
i
】】

3一} 5 調査地における地形的変化の概要を推定してみると次 ★弥生前期

跡第10次 のようになる。約 年前の弥生時代前期前葉には地表面が

海抜 前後であった。以後,数度の洪水をうけた結果.最終

的には 程度の堆積層に覆われることとなり,江戸時代の地

表面は海抜3m程度までに上昇した0ただし,いつの時代にも洪

水が頻発したわけではなく,本地点の場合.洪水の影響をまとも

に受けた時期は.弥生時代前期後葉のごく限定される期間で
あったと推定される。3層.4層.5層はいずれも洪水によって押し

流されてきた砂磯層▼および洪水後の滞留水が引くまでの間に

沈殿したものと推定される砂層およびシルト層であるOこのうち

もつとも古い5層は比較的大規模な洪水によるものであったと思

われr弥生時代前期前葉の潅概用水路を完全に埋めている0l

方,3層が堆積した以後は大規模な洪水に見舞われる頻度が大

幅に低下したものと考えられる0先の洪水砂が幾重にも厚く堆積

した結果,調査区周辺の一帯は微高地となりー洪水からは免れ

る地形となったのであろう。この間ーこ鮎喰川本流の流路変更が

生じた可能性もあろう0

後葉0

1023 庄遺跡 徳島県 基本層 5,6 P17‥(前略)第5.6層の上面が第2遺構面である。弥生時代中期 ▼弥生前期

序 後葉(Ⅳ期)から13世紀の遺構を検出するDこの第5.6層が黄褐 後葉ん中期

色砂質シルト層で.弥生時代前期後葉から中期初頭の土器を包 初頭0○弥生

含している0この層下部から, 次の第7層上面において▼弥生時 前期後葉～

代前期後葉.中期初頭の遺構.土器だまりを検出している0これ 中期初頭。△

が第3遺構面である0この黄褐色シルト質砂層は.鮎喰川下流 弥生中期後

域に広く堆積しており,いずれも弥生時代前期の遺物を包含して

いる0部分的には相当の深さがあり.土器の時期も限定しえるこ

とから,洪水などの要因によって短期間に堆積したものと推測す

ることができる。

葉～13世紀0

1024 下川津遺 香川県 第1低地 Ⅱ 第1低地帯のセクション1について)Ⅱ層は灰褐色ないしは ★平安0△平 参考〔大久保徹

跡 帯のセク 黄灰色の均質的な細砂からなる層群で下層に比べ堆積物の粒 安末0 也「下川津遺跡

シ∃ン1 径は大きい。後述するように第4低地帯流路1等に起因する洪水 における地形的

堆積物と考えられ第1低地帯北部全域に分布する。層厚は約 変遷」(第2分

で本層上面で.微高地面との比高は1m 内外にまで減じてい

る0本層上部で黒色土器片を検出していることから▼ほぼ平安時

代末までには堆積を完了していたと推定できる ‥第2低地帯

流路2は,先に見た第1低地帯北部とも共通する平安時代の洪

水砂層堆積時期に突発的に合流部に形成された深い凹地で,

他の流路とは異なる。恐らく洪水時の強い水流によって合流部

の川底の若干の段差部分が局地的に深く決られ滝壷状を呈し
たものと考えている0

冊 〕
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1025 下川津遺

跡

香川県

I

.第1低地 Ⅱ 第1低地帯.第2低地帯合流部のセクション3について)(Ⅲ ★奈良末～ 参考〔大久保徹

帯.第2 層は)第1低地帯l第2低地帯に共通して堆積する黄灰色細砂 1
平安e t

也「下川津遺跡

低地帯 層0 いわゆる洪水砂層0層厚1m ,上面での比高は僅かに に における地形的

合流部 過ぎない。合流部南側で第2微高地が半島状に突出した本層上 変遷」(第2分

の流路 面に平安末以降の遺構が形成されている。 セクション4の 冊 〕

2,セク Ⅱ層は)平安時代の洪水堆積層で第2低地帯流路2とした落ち込

シ∃ン3.

4

みは本層途中で切り込まれ▼完了時には完全に埋没している0

(中略)本層堆積開始は奈良時代末ないし平安時代初頭に遡る

可能性がある0

1026 下川津遺

跡

香川県 第1低地 Ⅱ セクション5のⅡ層は)青灰色ないしは黄灰色の粘土層で ★平安0 参考〔大久保徹

帯.第3 合流部全域に堆積する0これ以北の地点では平安期の洪水砂 也「下川津遺跡

低地帯 層が堆積する層準に相当するが.明確にそれとは異なる。層厚 こおける地形的

合流部 程度で,本層堆積完了時には微志地面との比高はほぼ解 変遷」(第2分

票豊 玉品 よ豊 吉㌢ 芸漂詣 芸書聖芸豊 富 )= ～

(セクション8のⅡ層は)褐色粘質土層で以北に分布するいわゆ

る洪水砂層に対応する層位である。

冊 〕

1027 下川津遺

跡

香川県 第1低地 Ⅱ

～

セクション5のⅡ層は)青灰色ないしは黄灰色の粘土層で ★平安。 …参考〔大久保徹

育.第3 合流都全域に堆積する0 これ以北の地点では平安期の洪水砂 也「下川津遺跡

低地帯 層が堆積する層準に相当するがー明確にそれとは異なる0層厚 における地形的

合流部 程度で.本層堆積完了時には微高地面との比高はほぼ解 変遷」(第2分

消されている0 (中略)(セクション了のⅡ層は)平安期洪水砂層に

対応する時期の堆積層で.セクション 層と同I 層ふ

「冊 〕

1028 下川津遺

跡

香川県 第2低地

+rR〒
】

Ⅱ セクション10のⅡ層は)平安時代洪水砂層e灰茶色ないし ★平安0 参者〔大久保徹

～

は黄灰色の細砂層からなり▼層厚最大 程度を測る。上面の

～

也「下川津遺跡

標高 で微高地面との飛行は僅かに を残すだけである0 における地形的

この砂層は第4低地帯の流路1などから供給されて本低地帯を 変遷」(第2分

越えて第1低地帯北部におよぶ0第2低地帯流路2は本層中位か 5冊

-ら切り込まれ,堆積完了時までには完全に埋没している0

1029 下川津遺

跡

一
一

F 川県

-
i

第3低地

l&.柄,

Ⅱ

I
ら

セクション11の Ⅲ層は)淡灰色砂層。第4低地帯流路1から

供給された平安時代洪水砂層0 この部分をはじめ本低地帯西半

部では層厚最大 にまで達し微高地縁辺部の- 部を覆ってい

E是認 監 一票 帯との合流部にまでは及んでいない0上面の

舶 安。 隈 荒歪悪霊

=こおける地形的

1変遷」(第2分

, 冊 〕
1030 下川津遺 「香川県 .第4低地 Ⅱ … セクション14のⅡ層は)淡灰色.淡黄色細砂層。水田3を被 ★平安0△平 参考〔大久保徹

跡 ]J&
.柄,

覆する砂層0流路1に係わる「洪水砂層」と同一と考えられる。 厚 末0

l

I

也「下川津遺跡

P53‥(セクション15のⅡ層は)灰褐色系統細砂層0流路1堆積層 における地形的

上層。いわゆる洪水砂雇0層厚最大1m を測り,上面ではほぼ微 変遷」(第2分

高地面との比高を解消しており,平安時代未以降の遺構面とな

る0

;冊 〕

1

1031 東山崎.水 香川県 C地区

-

i

本遺跡の中世から近世初喪の集落が立地する微高地か -i

i

IF

I

日遺跡 ら少し下がった場所には集落は見られないことから▼江戸時代

中葉頃になって屋敷は現代集落が立地する旧長尾街道沿いや

B地区の位置する自然堤防沿いに移っていったものと考えられ
る0 おそらく,本遺跡で検出された集落はこのような原因から廃

絶したものと考えられる0

1032 川津- ノ又 香川渠 1①調査 川跡の最終埋没土 層)から.古墳時代後期から奈良 ▼奈良以降0

遺跡 区 時代までの土器が多量に出土している0.この後川跡は水田とし

て使用された0したがって水田の上限年代は奈良時代である0

‥川跡部分は,弥生時代終末期に埋没を開始したものの▼7
世紀以前に一時期水流が存在したようで,川底部分から7世紀

頃の遺物が出土する0しかしながら奈良時代には川跡はほぼ埋

没L t水田化されていたようである0水田耕作土及びそれを覆う

洪水砂層からは平安時代に下る遺物は出土していないeまた▼3

②調査区では奈良時代の水田畦畔とともに畦道状の大畦畔を

検出している。

○奈良0

1033 小山.南谷 香川県 SD701 は▼Ⅴー3区及びⅥ区で検出した溝である。P30‥堆 ▼8世紀～12

遺跡 積埋土は基本的には砂層で▼弱グライ化した灰色～青灰色気味 世紀後半(哩

の極細砂層と褐色～赤褐色の細砂～粗砂層が上層部では交互

に薄い堆積をL l下層では後者が主体をしめる堆積をしている0

この堆積をみると丘陵部からの洪水砂によって,かなり短期間に
堆積したことが解る。この堆積層には数回,おそらく2～3回の堆

積時期が読み取れる。 前略 の掘削時期は,最下

層出土遺物や上～下層の出土遺物に8世紀の遺物がかなり含

まれていることから▼上限は8世紀に遡る可能性が指摘でき,下

限(最終埋没)は,12世紀後半頃に求められる0

没年代)0
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1034 川津- ノ又 香川県 SR01 は)調査域南端部に位置する ー53 =土居はシル ★弥生中期

遺跡 トや微細砂が中心で,粗砂も多く含むラミナ状の堆積状況を示 中葉(畿内Ⅲ

す0図版9で示したように,下部には径 以上もあるような大 前半)0 ▼弥

木が含まれているeまた焼け木も多く含まれ,泥炭層も一部存在

した。 前略)以上の状況から,Ⅲ期前半のあるとき,豪雨

等によって▼大木を流れ去るような大水が発生し,低地部が侵食

され となり,短期間で埋没したことが推測される ‥

(弥生時代中期中葉について)中期集落の消滅については.な

んら根拠がないとはいえ から可能性の- つを読みとって

みたい0即ち において認められた大木をも押し流すような

激流を引き起こした集中豪雨により.集落 自体が大損害を受け

たと同時に.集落の生活を支えていた耕地や自然を破壊した結

莱,他の土地への移住を余儀なくされたのではなかろうか0

生中期。

1035 川津ーノ又 香川県 な は に位置する。N03。Eを向く0北は ★8世紀0○7 「人為的要因」

遺跡 ど の下に潜り込んで消える0 (中略)出土土器から,8世紀の溝と考 世紀後半～8 こよる洪水,ま

える0 (中略 が分岐する地点は が角をなして 世紀前半。

i
-
～

たは流路と判断

曲がる地点でもあることから.そこで水が曲がりきれずに溢れる

こともあつたであろう ー は)調査域中央を北西

- 南東に貫く溝群の最も南よりに位置する。 ‥出土土器は7
世紀後半～8世紀前葉のものである。 の項で述べたように

があふれた水の層で,T トレンチ断面で見たように を

覆っているのであれば もこの水を集め,そこから南東に

流すのが役割であったと考えられる。

した。

1036 中間西井 香川県 谷7

～
～
～

谷了は 区を南北に貫流する。検出面での上面幅は ★弥生後期

I

i

I

坪遺跡 深さは である 弥生時代後期～古墳

時代前期について)谷7出土の土器群は.一部弥生時代中期に

遡るものもみられるがー後述するように主体となるのは弥生時代

終末期から古墳時代前期初頭頃の僅か3～4型式分の土器群で

ある?おそらく谷東部の微高地上に展開した集落の経営期間も.

土器内容からみる限り,谷出土の土器群と大きな時期差を認め

ない。したがって.谷周辺部に集落が経営された期間内に,急速

に谷部への土砂供給が活発化し.谷内部の平準化が進行した

ものと考えられる0その背景として,当該時期に集落等で消費す

る森林資源の無秩序な開発によって,谷上流域の山林が伐採さ

れー雨水等による地表面の浸食が促進し.谷部への土砂供給量

の一次的な急増へと繋がり.谷部の埋没が進行した可能性が強

い0 (後略)

～古墳前期。

1037 川津川西 香川県 -I 区 !1b

～

前略)1b面の所属時期については▼遺構出土の遺物 ★13世紀以

博 跡

ii
i

が僅少であり.一定量の9世紀代前後に遡る遺物の中に.本来

1a面の遺構に帰属したであろう遺物も混在し▼明確な時期を特
定することができなかった。限られた遺構出土の遺物から▼13世

前0

,̀
I

紀代に位置づけられるものと想定していたが.それよりは遡る可

能性も高い01b面包含層も, 1a面包含層同様に Ie区及び Id区

i

南半部では,大きく削平され検出されなかった0 包含層は▼均質

なシルト土層で,層厚 程度で緩やかに北に傾斜して堆

積しており. 旧大束川の洪水堆積の可能性がある。(後略)

1038 川津川西 香川県 I 区 包含層 前略)2面のベ- ス層となる灰黄褐色系粘質シルト～ ○縄文後期

遺跡 Ⅳなど 粘質土は.調査区南部を中心に広く堆積する0本層からは. 若

干量の縄文時代後期から晩期を中心とした遺物の出土がみら

れた。(中略)本層を以下.包含層Ⅳと呼称する0本層下位に

は▼灰色系のシルト～細砂～粗砂層が.上位にいくにつれて粒

径を小さくしながら漸移的に概ね北に傾斜して堆積する0堆積状

況から, 旧大束川の洪水堆積に起因する堆積層と考えられ.包

含層Ⅳを含め比較的短期間内に堆積した可能性が高い。本層

群は,後述するⅡ.Ⅲ区にも共通して堆積しており. Ⅱb区での観

察で層厚 以上を有しており,段丘 I 面の基盤層を形成する

ものと考える0 (後略)

～晩期0

1039 鴨部.川田 香川県 4ー5上 遺構確認面(第4層ないし第5層上面)の上には鴨部川の厚 ○弥生前期

遺跡 い洪水堆積層がみられ,現地表下から1.2′ で弥生時代の ～中期0△古

遺構を確認した0 (中略)(第4層は)標高 に位置する。

粘土.粗砂混じり粘土層である。弥生時代前期から中期の遺物

包含層である0 (中略)古墳時代前期土器とナスビ形膝柄又鍬が

出土した4区の落ち込み は第4層上面で形成されている0

墳前期以降0

1040 原間遺跡 香川県 第Ⅲ調 前略)遺構は現地表から遺構面まで と浅いことや検 ▼弥生後期

査区 出した遺構の深さが約 と浅いことからかなり削平を受

けていることが解り,洪水砂層の堆積から古川がかなりの頻度

で氾濫し.洪水砂層がこの微高地を含め,この全域を覆ったもの
と考えられる。 弥生時代について)出土遺物を時期的に

みるとこれらの遺構は全て弥生時代後期後半の時期に比定でき

る。

後半0

1041 原間遺跡 香川県 第Ⅳ調 第2面 前略)弥生時代において東丘陵裾部を中心に集落が形 ▼弥生0△7

査区 直上 成されたが,度重なる古川の氾濫を受けていたようである。この 世紀中葉(節

調査区が安定する時期はその氾濫による洪水砂が約1m 堆積し 半)(古代 I

た7世紀になってからで,この時期を中心に集落が形成される0

第1面で検出した遺構には7世紀(古代 I .Ⅱ期)以外に平安時

代の遺構も検出されているが▼その量は僅かで7世紀以降の集

落は形成を見ない。

期)0
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1042

I

原問遺跡 香川県 第Ⅴ調 第Ⅴ調査区で検出した遺構を遺構の切り合い,遺構の埋 ▼弥生(下川

査区 土の土色.質及び出土遺物で分類すると,弥生時代の遺構,8世 津Ⅱ式)。△8

紀を中心とする遺構.12世紀を中心とする遺構,忠清から近世

にかけての遺構の4つの時期に分けられる。 ‥(弥生時代に

ついて)それぞれの単位集団の時期は出土遺物から下川津Ⅱ
式併行期と考えられ, 第Ⅲ調査区での遺構の変遷でみると遺構

Ⅱ期からⅢ期にかけての時期に相当する0この時期は第Ⅲ調査

区において遺構数が徐々に増加する時期で,この時期において

のみ第Ⅴ調査区において集落が形成され,以後消滅する0これ

以後集落が継続しないのは旧古川の氾濫で,第Ⅴ調査区が不

安定になったものと考え▼これは遺構面全体で確認された洪水

砂によることから解る0

世紀0

1043 池の奥遺 香川県 自然河 弥生時代中期後半の中頃=土器編年Ⅳー2期について) ▼弥生中期

…跡 川跡 当該時期以降は弥生時代終末期頃(Ⅴー4期)に が突然に 後半の中頃0

～
】

出現した以外は無住の状態になるが,その頃因として の内

部から大型の岩石が検出されたように▼河川の氾濫あるいは山

崩れによる土砂と岩石によって集落が押し潰されたことが考えら

れる0

1044 善門池西 厚 川県 善門池西遺跡を最も特徴付けるのは, 中世である0 (中略) ▼12世紀後

遺跡 出土した遺物の大部分を占めるのは,年代観が与えられえてい 半～15世紀

】る遺物より▼12世紀後半から15世紀前半であり,集落の存続も

およそこの中で考えることができる 前略)この地での居住

の放棄は,別の要因を考えるべきであろう。Ⅴ～Ⅶ区で多数認

められた土石流の痕跡はそのひとつの回答である0

前半0 …

1045 成重遺跡

i

香川県

i
1

Ⅱ区の

谷2

I
i

E

中層

i
i

-
1

谷2は)Ⅱ区北半部で検出した谷地形であるe最大幅

16m 。第1検出面からの深度1m 程を測り. Ⅱ区微高地の中央部

からやや蛇行しながら北東方向へ延びる0層位区分は大別して

5最下層.下層.中層.上層の区分が可能である0 (中略)断面2の

部分では. 中層を切り込むように溝状を呈する部分が見受けら

千

一

Iれるがー局所的なものであり,面的には広がりを見せない0この

部分の埋没土は粗砂層を主体としていることから見て▼中層堆

LG 後の局所的な窪地に洪水砂が堆積したものと見られる。出土
遺物は少数であるが,下層とほぼ同時期の古墳時代前期の土

師器を少量含む0 (中略)(上層の)出土遺物には8C代の須恵器

類と12C代の土師質土器皿や黒色土器椀が含まれる0これら出

土遺物から.中世前半には完全に埋没していたものと考えられ i

る0 r i-
l

1046 原間遺跡

i
i

i
～
-i

季川県 Ⅱ区西

壁土層

[ …P5=遺構の希薄な箇所で▼古川に最も近づく箇所である0土層断

】面では南端から5m 付近までは耕作土の下部で古川の氾濫原が

1 ]認められた、氾濫原の埋土は肩付近が褐色l明褐色I茶褐色砂
j質土で,その他が上部から茶褐色.灰褐色砂(粘土混)▼暗灰

檀 .暗灰褐色粘土 茶褐色砂であった0埋土中からは備前焼措

l
～
i

】鉢が出土しており,古くても近世以降の堆積物である0さらに5m
】北側まではさらに古い古川の氾濫原が認められた0埋土は上部

は明褐色I赤茶褐色.明黄褐色砂一粗砂などで▼下部肩付近は

明灰褐色.青灰白色.オリーブ灰白色粘土.砂混粘土などであっ

た0 (後略)

i
i

1
ー047】成重遺跡 ～香川県 Ⅴ区(旧 旧Gl区では旧 区の近世遺構面を形成する洪水砂磯 ▼古墳～中

G 1区) 層である厚く堆積した褐色.明黄褐色砂層の直下に明黄褐色粘

質土層の上面の標高 の所在で,古墳時代～中世の遺構

面を検出している。

世0

1048 成重遺跡 香Jl=果 Ⅴ区(旧 前略)弥生時代中期の遺構面は.後期の遺構面の上昇 ▼弥生中期0

G1区) 部分で自然河川あるいは大規模な洪水により壊されているため

途切れるが,本来は後期の面とともに上昇して中期と後期が同

一面になる可能性が高い0

1049 成重遺跡

】

香川県 Ⅴ区(旧 調査区の南北方向であるが調査区西端の旧 区の ▼弥生後期0

G 5 .6 .8 土層図を検討すると▼近世の遺構両から下は基本的に洪水砂礁 △近世。

区) 層が厚く堆積している0 この部分は古墳時代～中世の遺構は検

出されておらず,旧G5区の北側では弥生時代中期.後期の遺構

面と同じになる可能性を考えたが▼同調査区の北西隅には大規

模な洪水による撹乱があり,耕作土下 ほどは洪水砂が厚

く堆積している。この洪水砂層の下部の標高 の部分に安

定しほぼ水平に堆積する暗黄茶色粘質土層があり▼この面が弥

生時代後期の遺構面となる0

1050 竹元遺跡 香川県 第 Ⅱ調 第1遺 P24二それぞれの遺構面を形成する基盤層は土質が粘質土.シ ▼弥生後期

査区 構面の ルトからなり,かなり安定していたと考えられるが,第1遺構面上 中葉。

上 に堆積した土層は粗砂層,シルト層と洪水等による堆積層と考

えられ,安定した土層ではない 竹元遺跡では第1-2遺構

面以外に遺構面はなく,第1遺構面の上位に堆積する土層の粗

砂層.砂層.シルト層と洪水等によって- 気に堆積した土層でP

立地的には安定した場所ではなかったものと考えられる。P35‥

検出した遺構から第1遺構面は弥生時代後期中葉.第2遺構面

は縄文時代晩期～弥生時代前期と考えられる0
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1051

i

1052

鹿伏.中所香川県

f遺跡 i

i

鹿伏 目

Ei

I

第1遺
構面の
上

第1遺構面上は 平均 を測り,古墳時代前期前、
以降の遺構が展開している0(中略)トⅢ区に広がる低湿地部
の第1遺構面上には.洪水砂と考えられる約 の淡褐色の粗
砂が堆積しているeラミナ状の堆積も確認できることより,短期
に堆積したことは間違いなく▼この粗砂により低湿地部は現地
の高さ近くまで埋まっている0そのため,低湿地部を埋める大き
な洪水が.この遺跡に及んだことは確かであろう。 低湿地
部の第1.2遺構面上には,洪水砂と考えられる約 の淡褐色
の粗砂が堆積している0(中略)時期については問題を残すが,
少なくとも古墳時代前期後半以降である事だけは確かだろう。
墳時代前期後半以降に集落が廃絶するのも,こういった自然環
境の変化によることも要因のI つと考えられる0

半 ▼古墳前期

間lL後半以降O
盤f

i

古JF

i

I

.中所香川県
遺跡

r

1I

I

由白 目

I区弟2
遺構面
の
など

I

は) I区の第2遺構面上で検出した。(中略)

ー検出長 以上 幅 深さ約 を測る0
面の形態は地点により差があるが,全体的には不整形な日宇状

▼古墳前期
断後半以降。 F

i

m; F I

、i

を呈する0埋土は2層以上に分かれるが,堆積状況から比較的
短期に堆積した洪水砂が主となる。なお.この洪水砂は
35との分岐付近では,かなり広範囲に堆積しているO層厚もかt
リあり,当時の流れの強さを物語っている ー検出長2.5
以上 幅約 深さ約 を測る0断面の形態は不整形なU
字状を呈する0埋土は2層以上に分かれるが,堆積状況から比
較的短期間に堆積した洪水砂が主となる0この溝の時期につし
ては,堆積している洪水砂の状況や検出状況を考慮すれば.古
墳時代前期後半以降の時期が考えられる。(後略)

1054

六 方中
落遺跡

本郷せ

!馴 県 ー

香川県

I

I

E,

SR04 は)1区北東から2区中央部を西に流下し.3区南側を★古代末0
介して調査区外へ至る河川跡である。幅 で 大
の円裸により埋没する0(中略)古代末ごろ土石流によってI 度 l
に埋没した遺構と考えられる0

105

追跡

さ-l 、

SR101,
201

I

は)8区西壁際から7区北西隅にかけて検出した自 ▼弥生後期。参考 ー89;
然河川跡である。幅6m以上 深さ を測る0(中略 第82図「
は 区にかけて.著しく蛇行して走行する自然河川跡であ 辛.断面図.出

土遺物」るO(中略)埋土は上層に黒色.褐色系の粘土層が堆積し,下層に灰褐色系の粗砂層がの厚さで堆積する0粗砂層は洪水等により一度に堆積したものと推定できる0(中略 と同様に,弥生時代後期を中心とした存続時期が想定できる0(中略)
f f

と同- の河川跡であった可能性が高い0(後略)

1056

一一.遠 雷ノ ～香川県 一一

さ- . 、ノ 衰 E] 1

～1つ 弟11層は の河川最深部に厚く堆積する洪水砂層で
ある0灰オリーブ色中～細砂であり,ラミナ- 状堆積を呈し,最も
厚い部分で を測る。砂粒の大きさの違いにより2つに分けら
れる0弥生時代後期の土器.擢状木製品を含む植物遺体が多
量に出土した0

.}r○弥生後期ei

j 1

★弥生前期
漸楓 F

1

ー057

」松 lR J順
木遺跡 [

f i

居石吐跡 香JーE]

15 弟15層は)調査区東端の に堆積する洪水砂層であ
る0褐色を呈し,3層に分けられる0弥生時代前期前半に比定さ
れる土器が出土した 弥生時代前期新段階以前につい
て)本遺跡で明確な遺構が最初に確認できるのがこの時期であ
る0調査区東端で確認した は微高地上の凹みに形成され
たもので,南西からの流れと▼南からの流れが調査区内で合流
し,北東方向に向かって,流れていくものと考えられる。(中略)

が機能を失うのは▼ を埋め尽くす数度の洪水砂層中
に含まれる土器より▼前期新段階であると考えられ 東岸
の微高地はこの時点でほぼ平坦になる。

1058

追

弘福寺領

一県

香一日

SR02 は)罫3区」まぼ全域において確認した南西から北東.★古代末期
に流路をもつ自然河川である。規模は幅 深さ で一～中世初頭0
あるが,概して西岸のほうが深く,東岸は浅い0〔山元敏裕「第4
章 調査のまとめ 第1節 遺構について」 ー137〕 古
代～中世にかけての遺構は第 微高地から多くの溝が確
認されているがr(中略 がこの時期においても,ある程度
の供給があったものと考えられる。このことは において土層
観察により2時期の流路が確認され▼新しい時期の流路は出土
豊 ㌫ 豊 富宍警豊富 宕悪霊嘉豊 艶 詣 票 E

あったことを立証する資料として重要であるこ

JL 、..I

I

¶
山田郡田
園比定地

川県 田園南
地区比
定地B調

7 P57:層序は上位かb,弟1層現耕作i ,第2,3層現代の堆積 ★弥生後期
層,弟4層近現代溝状遺構▼第5▼6層須恵器(6世紀後半)包含
層,第7層洪水砂傑層 第8層弥生後期包含層となっている (中

末葉～古墳
後期0ほか 査区西

区画の
北辺側
準 イ

自略)第7層は西区画のほぼ北西半を被覆する砂傑層で▼北東流
した洪水による堆積と考えられる。セクション部部分では約
の層厚を測り,遺物の包含は見られなかったが,(中略)弥生時
七未から古墳時代後期の間の堆積と考えられる。

305



遺跡一覧表B-2

1059 川南.酉遺 香川県 噴砂検 Ⅲ以下 以下の層はその時期以前に存在した河道を埋積し,近世 △近世後期0

li

～
】

跡 出区 後期まで一時期安定していた面であろう0レンズ状の細磯層を

挟む洪水砂層で.東に傾斜する層が重なっており▼旧河道断面

にあたる 及びⅦ,)層は, 旧河道を埋積しながら北

東へ落ち込む洪水砂層であるが.Ⅷ及びⅨ層は同様な傾きをみ

せながら西側へ向かっては水平な堆積を示して▼同じ旧河道を
埋積しながらも時期と性格が異なるらしい0旧河道を埋め,その

河幅を減少させたⅦ【層が一定の安定期間を経過したのち▼旧河

道の残された流路が洪水による 及びⅦ,)層の埋積で全

て埋没したものではなかろうか0

1060 上西原遺 香川県 第3遺構 第3遺 第3遺構面について)1B 区の東端において南北方向の大 ★弥生前期

跡 面の水 構の面 睦畔を2本▼2区全域において不定形小区画水田を検出した0こ 後葉b

田 水田の れら水田遺構は,オリーブ褐色細磯層に覆われており,おそらく

上 洪水といった自然災害で一度に埋まったと考えられる0(中略)こ

の大畦畔の埋没時期はー弥生時代前期と推測される。 前

略)不定形小区画水田に伴出する遺物は▼水田面上下の土層と

も出土していないが,同じ土壌層および洪水細磯による被覆層

をもつ大畦畔と同時期と考えられる。〔川畑聴「第4章 まとめ 第

1節 遺構の変遷」 ー52〕 高松平野では▼旧河道A 流域を
中心に.弥生時代前期後葉に大規模な洪水が起き▼これにより

水田が埋没し.弥生人の生産基盤が一気に失われたと推測でき

る0 また▼洪水が直接集落や人間にも被害をもたらした可能性も

ある。この変化は.集落の盛衰にも現れる 前期後葉の洪

水が弥生人の生産基盤を奪ったために,集落の減少をもたらし

たと考えられる。

1061 凹原遺跡 香川県 哩

1

は)Ⅲ区北部.地形で言えば小谷底で検出した溝で ★弥生前期

i
i

土 ある。幅 深さ約 を測る0溝西半分は.弥生時代後 末～中期初

期末～古墳時代前期初頭に属する と重複しており

により上部を削られている0埋土は粗砂礁層のみが厚く堆積して

いることから, おそらく洪水により一気に溝が埋没してしまったも

のと考えられる0哩土から弥生土器壷l粟.鉢や石器が出土して

おり,弥生時代前期末～中期初頭と考えられる。

頭。

i

1062 中の池遺 香川県 基本土 】明褐色 b 8 =旧耕土直下には明褐色粘質土が存在する0この層は比較的 ★近世～現

;跡第11次

]

】i

層 粘質土 画 質で▼層厚の厚い部分では部分的に級化や葉理が見られるこ代0
】とから.近世以降現代以前の洪水砂を母材とした層であると考

i
i

えられる0第4調査区 はこの明褐色粘質土を埋土としてい

i

1
-

i
l

る0第9次調査ではこの層より,18世紀後半頃の染付椀が出土し1 -

-
-

ている ‥(第4調査区の は)調査区北側を東北方向か

ら南西方向へ走る溝である 埋土は基本的に葉理を形成す

る黄灰色細砂で,濠漢などの痕跡は一切見られず, 洪水等によ

】る短期間の埋没を窺わせる0 (中略)この溝の埋土は中の池遺

I i跡全域に広がる旧水田床土となっている黄灰色シルトと類似し,

第⑨次調査ではこの層から18世紀の染付椀が出土していること

を考えると▼ の埋没の契機となった洪水が.付近全域を
i
】

覆ったものであった可能性がある。

1063 中の池遺 香川県 第4調査 第4調査区第1遺構面の は)調査区北東隅に位置す ○古墳など0 】

跡第11次 区B .C る浅い落ち込み状の遺構である0深さ 前後を測り▼断面は

地区の 浅い「U」字状を呈する0底部は起伏に富み,底部レベルも一定

SX401 しない0埋土は黄灰色シルトを主体とし.菓理を形成するなど水

流に伴って埋没したことがわかる0埋土はA 区 と類似しー

位置的に 延長付近に位置することから▼ 廃絶の契

機となった洪水によって廃絶した遺構と考えられる0埋土内から

石器.古墳時代の須恵器壷などが出土したが▼遺構の年代を決

定するものではない0

1064 中の池遺 香川県 第4調査 9 第4調査区第2遺構面の水田は)調査区東側で検出した0 ▼弥生終末 参者

跡第11次 区B .C 断面土層国中の12層を母材とした10層を作土とL P初生の ～古墳初譲0 「第4調査

地区の 堆積構造を残す堆積土と考えられる9層で被覆される。9層は暗 区壁面土層断

水田 灰褐色粘土であり, 部分的に葉理を形成する0擾乱により堆積

構造は明確ではない。10層は暗黄褐色粘土であり,9層に比して

葉理は見られず▼粒形は均質である09層は と一体のもの

であることからP水田の潅灘用水路であったから,水田の濯灘用
水路であった を中心として洪水堆積物が運ばれたと考え

られるeL かL t洪水は急激なものではなかつたと考えられ▼9

層.10層の違いはわずかであった 水田の時期についてで

あるが,水口付近 埋没段階の土層から弥生時代終末期

～古墳時代初頭の土器が出土していることから.おおむねその
時期に該当するものと思われる0

面図」

1065 中の池遺 香川県 第4調査 19 第4調査区第3遺構面の水田は)調査区東側で検出した。 ▼弥生前期

跡第11次 区B .C 調査区下層に存在する河川の最終堆積時に生じた浅谷を利用 中葉。

地区 して形成されている。断面土層図中の50層を母材とした22層を

作土とし,初生の堆積構造を残した氾濫堆積物と考えられる19

層で被覆される019層は暗灰色細砂であり,部分的に葉理を形

成する0 (後略 ‥水田の時期については覆土からの遺物の

出土がなく.下限は上層水田の年代をあてざるを得ないが.上

限については下層の から弥生時代前期中葉の土器が出

土していることや第9次調査の成果を合わせて考えると水田の時

期は弥生時代前期中葉を前後する時期と考えられる0
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1066 福角遺跡 愛媛県 基本層 6 層は遺物包含層である0 (中略)包含層の土壌化は未熟 ▼14世紀0○
序 で,頻繁な大水による表土層(A 0層)の流失が予想される0(中

略)第6層の仮面で検出された遺構は(中略)すべての遺構は14

世紀の遺物を主とする包含層t=被覆されているeしたがってこれ

らの遺構はー4世紀を前後する時期の構築であると考えられる。

14世紀0

1067 阿方遺跡 愛媛県 基本層 Ⅳ P1い 層について)洪水などを示すような砂層が見ら ▼古代(Ⅴ
序 れないことから.中世以降継続的に現代まで安定して水田耕作 層)。△中世

が営まれたことが知られる。(中略)Ⅳ層は無遺物層で. 白から

淡黄白色の砂層である0下面が5層を浸食して凹凸の激しい面と

なることや▼ほぼ粒径がそろって有機質を含まない砂であること

から,台風などの洪水などの際に形成された堆積層であると考

えられる。(後略 層は灰色を呈する古代の水田耕作土

層である。(後略)

以降0

1068 阿方遺跡 愛媛県 基本層 Ⅴ 層は灰色を呈する古代の水田耕作土層である0 (中略) .★古代。

序 Ⅴ層中にもごく薄い白色砂のラミナ状の堆積が見られる箇所が

あり,度々小規模な洪水にあって,その都度.水田を再生したも

のと考えられるが,Ⅳ層に覆われた時点で完全に放棄されたも

のと者えられる0牛の足跡が看取できるケースがある0層厚は

を測る0

1069 矢田八反 愛媛県 基本層 Ⅳ 層について)洪水などを示すような砂層が見られ ▼古代。△中

～

坪遺跡 序 ないことから,中世以降継続的に現代まで安定して水田耕作が

営まれたことが知られる0 (中略)Ⅳ層は無遺物層で, 白から淡

黄白色の砂層である05層を浸食して凹凸が激しいことや. ほぼ

粒径がそろって有機質を全く含まない砂であることから,台風な

どの洪水で運ばれた堆積層であると考えられる。Ⅳ層は尾根が

張り出して微高地状に高まるY27区からY30区では見られない0

層厚は を測る0

世以降0

1070 矢田八反 愛媛県 基本層 Ⅴ 層は灰色を呈する古代の水田耕作土層である0 (中略) ★古代0
坪遺跡

】

序 Ⅴ層中にもきわめて薄い白色砂のラミナ状の堆積が見られる箇

所があり▼Ⅳ層以外にも度々小規模な洪水痕跡が認められ,そ

の都度,水田を再生したものと考えられ▼Ⅳ層に覆われた時点

で完全に水田を放棄したものと考えられる0

1071[森松遺跡 愛媛県

F

～ 】

前略)水田耕作土の所属時期について簡単に触れておく04○5世紀前半

I
I

-
i

-

F
I

～

(中略)本来の水田跡を被覆する堆積土は,水田ーこ伴う堤防が

施された自然堤防に埋没した灰色系の砂賢土である0この砂質

土は洪水によって運搬されたものと思われるが この砂質土に

(古照Ⅲ式)。

:覆われた自然流路内に包含されていた遺物が土師器の小形壷

である0この土師器は5世紀段階に位置づけられる「古照Ⅲ式」

に比定できるもので,水田の埋没時期に? いての下限は,この
遺物をもって行っている 前略)古墳時代水田は洪水に

よって埋没されるが,クマザサ属の増加を考え合わせれば,や

や寒冷で湿潤な環境であったと思われ,現在見られるような地

形環境が形成されていつたと考えられる0

ー072 土居窪遺 愛媛県 基本層 ⅦI, P12 ‥Ⅶ【層 は弥生時代中期前半の遺物を多量に混入するが,層 ○弥生中期
跡第2次 序 全体が捜乱されていて.地滑りや土石流などによって運ばれた 前半e△弥生

包含層(Ⅷ層)の二次堆積土と考えられる。3a区と3b区で確認し

た0Ⅷ層 の上面は削平を受けているが,弥生時代終末の遺構

検出面となる ‥Ⅷ層 中には磨耗していない弥生時代中期前

半の遺物が多量に含まれ▼(中略)ある程度堆積の単位を読み

とることも可能である0こうした堆積状況はおそらく地滑りや小規

模な土石流の繰り返しの結果であり.包含される遺物は3a区北

東にあった遺跡から土砂とともに運ばれてきたものと考えられ

る0

終末。

1073 愛媛県 3区など Ⅸ 区の)Ⅸ層が黄褐色から褐色の大磯が混じる粗砂.細砂

層で遺物包含層である 層に細分でき

層が大半を占める。南からの土石流などにより形成されたものと

考えられるが▼時期は出土遺物から縄文時代早期であると判断

した0 (後略)

★縄文早期0 i

遺跡

1074 此花町遺

跡

愛媛県 区ではⅣ層上面にて.9区ではⅣ層下面にて中世の遺

構を検出した0以下は石手川によって運搬された堆積層である0

Ⅴ層は1～3区で認められる暗褐色を呈するシルト層で,土壌化

している。Ⅴ層堆積後に水田開発が行なわれたと考えられる0

Ⅵ層は1～4▼8.9区で認められる細砂またはシルト層で,人顕大

の円裸や半角確を多く含む 区ではⅥ層上面にて古代未か

ら中世にかけての自然流路を検出した0Ⅵ層中からは多くの遺

物が出土している0 (後略)〔兵頭勲.福山裕章「石手川右岸の土

地開発について 〕 土層の堆積状況からは,中世に

は洪水による氾濫と耕作地の再生を繰り返し,近世になって石

手川の河道が固定されて以降は安定した水田経営が行なわれ

ていたことが読み取れる。

★中世。

1075 大測遺跡 愛媛県 基本層 Ⅵ1 第Ⅴ層は)灰(白)色シルト0 中世水田床土。堆積厚8～ △中世O

～

第3次 位 第Ⅵ1層は)洪水(土石流)堆積層である。暗灰色粗砂。

堆積厚 。(第Ⅵ2層は)洪水(土石流)堆積層である。さ

らに大きく2層に分層可能で,上層が暗灰色粗砂= 第Ⅵ2a層▼下

層は黒色粘賢土(褐色混)= 第Ⅵ2b層0堆積厚 を測る。

(第Ⅶ層は)褐色粘土～暗褐色粘質粗砂。
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1076 大測遺跡 愛媛県

1

自然流 は)調査区の北西部においてSR5の東側にほとんど ★14世紀～

第3次 路SR6 並行する状態で検出した。他の流路と同様に南側から北北東方 15世紀以降

向に流れていたと考えられる0 (中略 は 世紀以降▼

中世後期に発生した土石流であると考えられる0

の中世0

r
1077 柳田遺跡 高知県 …I 区

)
il

下層の堆積は砂利層と粘土層の互層を呈しており, 出土遺 …★弥生末～

物からみて弥生時代末から古墳時代に洪水的な運搬力の高い 声 墳0

状況の後に.河道変更が生じたものと考えられる0 1
I
I
a
Iー078 柳田遺跡 高知県 Ⅳ軍 前略)Ⅳ区セクションをみてきたが,南部のは弥生時代前

期末から中期初頭の段階には比較的安定した高まりが形成され

ているものと思われる0 この段階では,河道は から北にか

けてあったものと考えられ▼古墳時代前半の洪水堆積層により,

部分が埋没し.当遺跡内を流れる河道は廃棄されたもの

と考えられる0

L* 古墳前半0 i

1079 異同中山 [高知県

I

基本層 ⅦIa 層について)第24層が相当すると考えられる0 (中略) ○5世紀末～
遺跡群Ⅱ 序 (24) (第24層について)分析によると短期間に速い速度で堆積した層 6世紀初更0

- 2 であると考えられ,河川の氾濫の影響を度々受けていた時代の

堆積層であるとみられる 古墳時代の遺物は第24層から出

土した ‥(第24層の)祭把関連遺構出土の須恵器の蓋

杯は▼後川.中筋川 I編年ではⅡ～Ⅲ期▼陶邑編年では I型式

4～5段階.5世紀末～6世紀初頭にかけてのものと判断される0

1080 異同中山

遺跡群Ⅱ

ー2

高知県 基本層

序
Ⅸa

(25)

層について)第25層が相当すると考えられる0 (中

略)(第2.5層について)弥生時代末期の遺物が多く出土する遺物

i讐 苦霊 詣 害悪慧 譜 竃 宗 雷 雲 霊 誓

えられ,河川の氾濫の影響を度々受けていた時代の堆積層であ

…○弥生末期O

i
I
i

るとみられる0 ～

1081 異同中山

遺跡群Ⅱ

ー2

…高知県 暦 本層 Ef31I)a 品 雷 吉警 孟 宗 L霊 更期 t

{ 薫 fifi蕪 : 軍 ft:tf+ 壷笠琵琶ii京菜If 藍 蓋蓋 蓋還 +

「異同中山 高知県 基本層 ⅩⅥa 層について)第41層が相当すると考えられる。A .D ト…△弥生末期

遺跡群Ⅱ 序 (41) レンチで確認されているが,色調.土質.含有物などから同一層 層)O

- 2 と判断される0 (第41層は 黒褐色粘土層 オ
リーブ灰色粘土を層状に含み,腐食した草木類の堆積が認めら-

l
れる。資料番号6の土壌サンプルを採取しており,分析によると

河川の氾濫による堆積層であると考えられるが,周辺では流水

の影響が弱まり,湿地帯が形成されていたと考えられ,湿地に

生育することが多いチゴササ属の植物珪酸体が検出されてい

る。腐食含量は多い0

1083 異同中山

遺跡群 Ⅱ

- 2

高知県 基本層

序

i
i

ⅩⅦa

1(43)

層について)第43層が相当すると考えられる0D トレ

ンチで確認された0 (第43層は 褐灰色粘土層0

灰黄色粘土を薄く層状に含み,腐食した草木類が堆積

する0資料番号7の土壌サンプルを採取しており▼分析によると

河川の氾濫による堆積層であると考えられるが,周辺では流水

の影響が弱まり.湿地帯が形成されていたと考えられる0腐食含
量は資料の中では最も多い0

怨 芸更期

～

i

一

一
i

i

i

1084 田村遺跡 高知県 …C2区 本調査区の遺構埋土には全体的に灰黄褐色～にぷい黄褐 ▼弥生 Iー2 i

i

～
～

群C2区

ii
i

色の砂賢シルト層がみられるのは一つの特徴である0これは遺 部は

構の埋土上層.下層などに認められ,洪水によって氾濫した土

砂が遺構内に堆積したものと考えられる 表):

の時期は弥生 II2。 は)調査区南端

に位置し に切られる0(中略)住居埋土上層には洪水

砂とみられる,にぷい黄褐色砂質シルト層が認められる。P93 ‥土

層の堆積及び遺物の出土状態から は住居廃棄後し

ばらく経つてから▼洪水に遭つたと考えられる

について)(時期は)弥生 I-3。(中略)哩土中層には灰黄褐色

砂質シルト層が認められ, これは洪水による土砂の堆積層の可

能性が考えられる ‥ について)(時期は)弥生 I

ー 中略)土坑の哩土上層には洪水砂とみられるにぷい黄
褐色砂質シルト層が認められる。 について)(時

期は)弥生 Iー 中略)土層観察により土坑の下層から基

底面にはにぷい黄褐色砂質シルト層が,その上面には炭化物

の堆積が認められた。上層には灰黄褐色砂が堆積している0 こ

れらの砂を含む層は洪水砂の可能性が考えられる0また.基底

面東側では完形の聾が横に倒れて潰れた状態で出土しており.

洪水により貯蔵穴内の遺物がそのまま埋没したとみられる0

について) (時期は)弥生 ト 前

略)埋土壌層に灰黄褐色砂質シルト層が.下層に黒褐色砂質シ

ルト層の堆積が認められた。土坑廃棄後しばらく時間が経つて

から,洪水砂が堆積したものとみられる。 ‥ につい

て)(時期は)弥生 。 ‥埋土上～中層に洪水砂とみら
れる砂質シルトの堆積がみられる。 について)

(時期は)弥生 哩土の色調から洪水砂の可能性もある

が▼不明である。

】弥生Ⅴ。)
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遺跡一覧表B-2

1085下林西田 福岡県

I

SR1 P91‥(旧河川SR1は)調査区東半の遺構密集地の東端にある。 ★弥生中期 I

i

遺跡
E温 T0漂 豊 豊 豊 富 票 芸濃 誉<#

削られてしまった。(中略)最低でも3回は洪水があつたと思われ
る 旧河川としたSR1から東方にも本来は遺構が存したで
あろうが,下部のみ遺存していた と貝層中の土器を参照す
れば,中期前半期の後半代に起きた大きな洪水のごときもので
遺構の大半が失われた可能性がある0

前半の後半。

1086貝元遺跡 福岡県 河跡 i 河跡について)遺跡西端にて検出した南から北へ流れた △7世紀後
河跡でP最大幅時で上端幅 下端幅 最深部
で 分調査したが▼南側の筑紫野市教委調査範囲では
西南方向へ湾曲しておりー旧尾根裾に沿ったものであることが判
かる0粗砂層とシルト賢層が基本的に互層をなしており▼洪水の
度に濁流が走った様相がみられる0遺物は両岸際に大量に出
土し.弥生中期前葉代には既に最大の河幅で存在しており,6C
段階で埋没がかなり進み,7C後葉には完全に埋没しきつて掘立
柱建物群が配置されている0

…葉O

1087貝元遺跡 福岡県 1号溝 号溝は)河跡1の東岸で蛇行して北流する南北溝0幅40 ▼6世紀～7
断面∪字から逆台形をなし深さ 。白い粗砂

が哩土で.洪水で一度に埋没した感じ0すべての遺構を切りー河
跡1から水を引いた導水路的な事から 前半代か0

世紀前半0

1
1088 中町裏遺 福岡県 谷部 〔高橋章「志波の支流谷について」 卜162〕 前略)谷は★中世0 参考 第

跡 現在でも存続しているわけであるが,大きな変化は中世(13世紀 84区lrB地区谷
頃)に訪れる0土層の観察状況からかなり大きな洪水もしくは増 部土層断面図
水量の動きがある0 (後略 前略)中世期に当志波地域に
おいて集中豪雨.増水.洪水等の自然災害があったものと推知
する。(後略)

実測図」

1089辻垣畠田. 福岡県 畠田地 琵壕は)畠田調査区の西南端から.東方向に弧状に延び ○弥生前期0
長通遺跡 区の環 て大溝に合流した現状となっている0(中略)環壕は,現状は最

濠 大幅 ー深さ ▼長さ14mを発掘した0 (中略)埋没した
土層は.上層に黒色粘土と砂質土.中層に褐色砂.下層に黒褐
色粘土が堆積しており▼砂層が多いところから洪水などで急激に
埋没したことが考えられる ‥遺物は▼上層で(弥生時代)前
期後半を含む土器,中層で前期土器が多く,サヌカイト製石鉄も
出土0 (後略)

1090辻垣畠田.～福岡県 …長通地 i

i
E

環濠 について)溝 は.大溝の西側に近接して ▼弥生前期。
長通遺跡 区の環 造られているために,大溝の氾濫によって両端を破壊されてい

漢 て,全長 が調査できたにすぎない。(中略)時期は,若干の
出土した土器細片によると弥生前期であり,昌田M5と一連であ
るとすることに矛盾しない。

1091…辻垣島田. 福岡県 長通地 P83‥溝1は▼4区南側で分岐することから▼(中略)全体に灰黒色 ▼5世紀前
～長通遺跡 区の溝1 の砂質土で埋没している03区で部分的に溝底面に∪字形鋤先 半0

-
i

i
～

痕が多数残存しているところがあった0 (中略)鋤先痕が検出で
きたのは埋土が砂質であったからで,これは掘削後にすぐに洪
水で埋没した証拠ともなるものである0溝1東からは.0区～2区
の下層で多量の土師器が出土している0土師器は,古式土師器
と5世紀前半代のものが混在しているところが多いがー下層ほど
古式土師器が多くなる傾向にある。

1092固 反 福岡県 基本層
序

9 層は弥生時代の29号竪穴住居跡上部の埋土で,7層は
黒褐色を呈し.8層はより暗く.河原石が多い09層は住宅跡下部

▼弥生中期
後半～後期

の埋土であり.暗紫褐色を呈し多量の河原石が充つる。 前半e△弥生
28号竪穴住居跡の埋土も同様であり,美津留川の氾濫によるも 中期後半～
のと考えられる。(中略)弥生時代中期後半から後期前半の竪穴
住居跡が47軒検出されたe (後略)

後期前半。

1093 船越高原A 福岡県

】

13a号溝 号溝は)調査区の中央付近に位置し,暗茶褐色土層 ▼弥生後期
遺跡 上面(第2遺構面)で検出した溝である0 (中略)この溝の埋土

は.東から流れ込んでおり,多くの磯が混入している0おそらく.
川の氾濫によって盛土が崩壊したものであろう。また▼本溝埋土
の上位と同じ土層が溝の対岸にも見られるので.この氾濫の影
響が集落まで及んでいたと考えられる 前略)住居A群の
廃絶後であろうか0その後.弥生時代後期後半に13a号溝として
掘り直しが行われ.その時▼土を溝の両側に盛土として積み上
げている。この溝は徐々に埋没していつたものの,最終的には古
墳時代後期以降まで溝(10号溝)としての概能を失わず,使用さ
れていたものと考えられるe

後半0

1094大的遺跡 福岡県 水田跡 水田跡は)調査区西半部,標高約 の.谷状湿地に位
置する 水田跡を覆うのは淡黄灰緑色粘質土である。(中
略)砂層は全く認められない0 (中略)これらの状況から,洪水に
よって一気に埋まったのではなく,何らかの理由で水田跡が廃
棄された後▼自然に哩没したのではないかと考えている0あるい
は,洪水の被害を受けた範囲の縁辺付近にあたり▼砂でなく泥
土が堆積し水が引くのに時間がかかったのであろうか0いずれ
にせよ,埋没に比較的長い時間がかかったと見ている。P52‥水
田跡は古墳時代前期のうちに耕作が中止され.中期には埋没
が始まっていたと思われる0

▼古墳前期0
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遺跡一覧表B-2

1095 堂畑遺跡

I

福岡県 5区の47 号溝は)調査区の北東端部で検出した溝状遺構であ ▼7世紀初.
号溝 る0 (中略)埋土はシルト賢土を縞状に含む均質な砂質土が大半

を占めており,度重なる洪水等によって徐々に埋没していつたも

のであろう0特に.最上層である7層は溝の埴土となるばかりで
なく,遺構面の上部に厚く堆積していた。これは,本溝がおおか

た埋没してわずかに窪み状になって残っていた段階に,大規模

な洪水が起きて遺構面もろとも地中深く埋没してしまったものと

考えられ,この溝の埋没過程を象徴するような土層である。土器

はほとんど出土しなかつたが,第1区10号溝の調査成果から7世

紀初頭前後と考えられ▼これは土層とも矛盾しない。

頭。

1096 那珂君休 福岡県 Ⅳ 試掘調査において)Ⅳ層は▼暗灰色の砂磯層および砂 ★古墳前期

iE

】遺跡第2次

層で構成され▼チャートと石英の細磯を混入する。砂磯層の厚い

堆積域は南西から南東部にみられ.北部では細粒砂層(l 部で

はシルト層)に漸移することから., 同層は南西から南東方向に供

給源をもつ旧氾濫堆積物の可能性が高い0同層の堆積状況か

ら洪水の頻度を明らかにすることは困難であるが,それは発掘

地点の全域を埋積するほどに広範なものであったと思われる。

層堆積期について)古墳時代前期およびそれ以降にな

ると,当遺跡の地理的位置が,その構成層に大きく影響を及ぼ

すようになる0 (後略)

以降。

1097 那珂久平 福岡県 上層水 上歴水 上層水田牡について)現地表面下 前後である0現地 ▼13世紀後
遺跡 田 田直上 表に営まれている水田の床土を剥ぐと,砂の堆積があらわれ

るO おそらく御笠Jlーの氾濫で押し流されてきたのであろう砂層に
覆われて▼上層水田牡が存在する 上層水田牡の時期

は)13世紀後半以降15世紀以前と考えて大過あるまい。

半～15世紀0

1098 那珂久平 福岡県 下層水 下層水 下層水田牡について)畦畔は,河岸に近付くと中断してし ▼5世紀。
遺跡 田 田直上 まい確認できなくなる0また▼河岸付近では水田面のレベルも- " -

定せず,凹凸が著しい0これは. 旧河岸の氾濫で畦畔や水田土 I

壌が押し流された為▼と考えるのが妥当であろう。(後略

(前略)那珂君休遺跡ではPⅤ層水口牡の下に4世紀後半と考え

られる水利遺構が存在し.それらによりⅤ層水田の時期は5世
i

紀前後と比定された0下層水田蛙がⅤ層水田牡にあたること

は.水田区画の上からも明瞭である0よって, 下層水田牡の年

代を5世紀前後と考えることとする 想像をたくましくすれ

ば.春をむかえ▼これから水を張るために水田の睦畔補修などを

行なっていた頃に洪水にあって埋没したものと思われる。なお,

-
那珂君休遺跡では.水田の水 口が開いた状態で砂層に覆われ

ている点から,水が落ちた秋～春に埋没した可能性を考えてい

る0

1099 那珂君休 -福岡県

i

i

〔力武卓治1大庭康時「総括」 ー188〕 古墳時代(5世 ▼5世紀0△
遺跡第3次 紀前後について)(前略)水田の拡がりは,那珂君休遺跡第2次 j中世。

(那珂久平 調査でも検出されており 平方メ- トル以上に及ぶことは問 I

1

遺跡)

～

】違いない。こうして大規模に営まれた水田も,ある年の春, 田植

えを前にして畦ぬりに余念がなかった頃におきた河川の氾濫に

よって,砂におおわれてしまうのであるe その後▼中世にいたるた

め水田の営みは.少なくとも明らかな遺構としてはみとめられな

い0

1100 那珂君休 福岡県 〔力武卓治.大庭康時「総括」 ー188〕 世紀後半から ▼13世紀後
遺跡第3次 15世紀頃,再び水田が営まれる0 この水田は.木次調査区のほ 半～15世紀0
(那珂久平 ま全域に拡がつている 前略)この水EElも▼ついには砂に

遺跡) おおわれる。かつての河川はすでになく.おそらくはより東を流

れている御笠川の氾濫であろうか▼それによって中世の水田は

完全に埋没する0その後,程なく開発され水田化されたと思われ

るが.その時期を判定することはできない0

1101 那珂君休 福岡県 ⑩黒色 基本層序について)(前略)⑩黒色粘土層 ⑪青灰 ▼夜目0板付

I遺跡第4次 の粘土 色粘土層(八女粘土 この八女粘土層上には▼3次4ト I e
層 レンチ.4次台地上で認められるように黒色の粘土層がある0 こ

れは基盤の粘土が有機化したもので,夜目.板付 I式土器を含

む0同様な層は,板付周辺の沖積地の調査でも検出されてい

る。これを被覆する層は,砂,粘土,シルトとその状態はまちまち

で,河川の氾濫や運搬堆積作用による沖積作用である。

1102 那珂君休 福岡県 ③ 前略)中世に至って完全に陸地化し,調査区のほぼ全面 ★14世紀後
遺跡第4次 が水田として利用されるようになった。この中世水田は,河川の 半0▼12世紀

氾濫で運ばれてきた砂層(③層)に覆われており.すべての調査 後半～14世

区とも現代まで同じ堆積状態を示している 前略)(中世水

田について)その開始は12世紀後半でP 14世紀中頃には埋没し
たと思われる。 前略)この一帯に大規模な水EElが営まれ始

めるのは, 12世紀後半から13世紀にかけてである。(中略)これ

らの水田は旧諸岡川の大規模な氾濫によって, 14世紀の後半に

は再び埋もれてしまったようである0

紀中頃0
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遺跡-覧表B12

1103～岩本遺跡 腐同県
】 】

第3層 P7:堆積層は5層群に区分される0(中略)第2層群 層)は谷▼弥生中期

～

秤(5～ 部の上部哩土である0規模の大きい洪水砂とみられ▼下半部は 末葉～後期

I
6層) 未風化のままである0上部は土壌化し▼黒褐色を呈する0層厚 初頭0△弥生

I は である0本層群が第2面の水田を覆う。また.上面は中期後菓～
■" " - ■-

i

～

第1面である 岩本遺跡では二面の水田遺構を検出した。 後期初頭。

1
～

i

～
i
i
～
I～

その立地は沖積微高地間の細長い低地であり,東から西に下
がる主流部と調査区中央から枝状に分かれ,南西に向かう支流
部からなり,僻轍では略丁字形の水田域を形成している。 ー
33:二面の水田の時期は出土遺物が少なく明確ではないが,二
面は中間に洪水砂を介して畦畔の位置が重複し.水路や水口
の位置が共通するものが多い。また,水田を覆う埋土中に弥生
時代中期後半から後期初頭に比定される土器片が認められるこ
とから,両者の時期幅は少なく,連続した水田経営が予測され
る0第2面の最終的な埋没時期は弥生時代後期初頭と考えられ
る。 前略)二面の水田の形態と水利の変化は,洪水砂であ
る第3層群を介して現れており,第3面水田が洪水砂に覆われた
後の復旧の過程で生じたものと考えられる0特に水利の変化は
第3面においてー北側の長も低い水田部分に厚い洪水砂が堆積
したためであり,それ以前の谷地形との変化に対応した処置で
あったと見られる0洪水砂は最も厚いところで約 並存してお
りT再喝削による水田の復旧を困難にしたものと見られる0

1104比嘉遺跡 福岡県 SD41

i

哩 は)調査区I区西側からⅡ区にかけて検出した主軸 ★弥生後期 】
群第41次 ～ 土

i

を磁北からやや西に振る溝である。この溝の西側は東岸より 以前0▼弥生I
程低くなり,水田面となる0溝の確認規模は25m 一幅は4～ 後期前半～

5mを測る0深さは で軟弱な白色粘土層迄達している。末0
溝の断面形は幅広の∪字形である0溝の湧水はひどく,たえず

-排水をしないとすぐ水がたまる状況であった0溝は堆積状況から
大きく2時期の洪水による埋没が見てとれる0埋土は各期とも粗l■- " -
砂▼シルト砂の互層状態を示し,粘土堆積層は若干上面と下層 t 1
に含むだけである0(後略 前略 は)(弥生時代)後
期前半ごろが主要な時期であろうか0この溝はたび重なる洪水
で後期の末には埋没してしまったであろう。

1105吉武遺跡 浮苗同県 Ⅴ.Ⅵ区 SD-10 弥生時代中期の以降について)五条の溝と掘立柱建物- ○弥生0

一
一

一

一

一

欝莞 芸 [

-

1
-
-

のSD- 哩土の 棟を検出した0溝は台地を北西から南東に切断する に
10111.
12

第Ⅶ層 SDー が流れ込む状態で検出された。(後略 ー10
など lは南東から北西に一直線に延びた大溝である。主軸を

L W にとり,幅3m ,深さ 現長42mを測る。(中略)(第Ⅵ層

, は)黒灰色シルト層で,この層と下層のⅦ層に弥生式土器が多量に含まれ.特に祭把土器が主流である0(第Ⅶ層は)第Ⅵ層の
下層部にある小石を多く含む砂裸層である。この砂磯層はSD I

r

一一lでも認められ,弥生式土器を多量に含む層である。砂磯層
が全面を覆っていることから大きな氾濫があったことが窺わせ 】
る0しかしながら土器自体は口I リングは受けておらず,流され
rrきたものではない0氾濫により破棄した可能性が高い0

i1106 吉武遺跡 福岡県 Ⅸ区の SDー01 は,第一次調査第Ⅲ区で検出された大溝(SDー ▼弥生中期 i
I～
】
i
i

群第2次Ⅸ +S。+01 埋土 01)と同I のものである。第llI区での調査結果は一幅 で初頭0

,

区

-

両岸に杭列が検出され,人工的に工作し使用した旧河川であ
り▼時期は底面出土の土器から弥生時代中期初頭と考えられ
る0Ⅲ区の と方向的に同一であり,この の南側の

一部がⅨ区で検出されたものと考えられる0このSD】01は南西
側でも検出された0しかしながらⅨ区の西側延長上を調査した吉
武遺跡群第五次調査での北側から急激に方向を西にかえてい
る。これ.は旧日向川の支流もしくは氾濫により生じた大溝と考え
られ,西を流れるE]向川が方向をかえ室見川氾濫原に流れてい
たものと考えられる。

1107那珂君休 福岡県 ③ P7:③層は暗褐色粗砂(粒子は大きくしまりに欠け.吸水性は非 ★18世紀後
-遺跡第7次 常に良い。)で,洪水砂にあたる。部分的に灰褐色粘質土を含 半以降0○18

み,④⑤層と区別にしにくい0(中略)⑤層は灰褐色粘質土で.鉄
分が沈着している。近世水田面に相当する 水田を覆う粗
砂層から出土した遺物の中に18世紀前半ごろの肥前系の陶磁
器が含まれており,この頃以降の洪水により水田が埋没したよう
であるe

世紀前半。

1108 那珂君休 福岡県 ⑧ ⑦層は)近世水田面に相当する0調査区南側では切れてい▼5世紀前
遺跡第7次 る。⑧層は黄灰色粗砂で▼青灰色粘質土の問層をはさむ0洪水

による堆積である0⑨層は灰色粘質土で.鉄分が沈着している。
洪水土砂で覆われた水田面である0第2次調査で検出されたⅤ
層水田面と同一の面であり.第2次調査の所見から時期は5世紀
前半とみられる0⑧層の粗砂に覆われていない部分では.⑧層
と区別しにくい0

半0△近世0

1109 那珂君休 福岡県 10 下層水田面である11層上には▼租砂の単純層ではなく粘質 ▼5世紀0
遺跡第8次 土との混合層(10層)が堆積し,また細砂と粗砂が交互に堆積し

ている状況からも数回にわたる洪水が周辺を埋没させたことが
伺える ‥(前略)5世紀に属する水田遺構とすることができよ
う。
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遺跡一覧表B-2

板付周辺 福岡県

】 ー
i

北壁 5 第4層は厚さ10ch 前後の淡茶褐色混砂土層である0径 ▼弥生前期

i

遺跡 1m m の砂粒を多く含んでいる。第5層は厚さ の粗砂層. 初頭(板付

区 洪水層と思われる0板付 I式土器の小片が含まれている0第6 I )0○弥生 】

層は厚さ の暗黒褐色有機質土層。第5層との接点,つ 前期初頭(板

まり第6層の表面には無数の凹みがあるが.これは▼そのほとん

どが人の足跡である。

付 I )0

1111 板付周辺 福岡県 北壁 】6.7層 第7層は第6層よりやや黒つぽい暗黒灰色有機質土層。 ▼弥生前期 i

遺跡 問 厚さ 前後0この層の表面も第6層同様に人の足跡が無数に 初頭(板付

区 つき凹凸が著しい0この部分には見られないが▼調査区の大部 I )。○弥生

分には第6層と第7層の間に洪水砂である粗砂層が介在してい 前期初頭(板

る。第6.7層の下位には小破片となった板付 I式土器が若干出

土している0共に板付 I 式土器期の水田耕作土である。

- 7C区の)第12層.黒灰色粘土層,厚さ ▼G 一7a区の
板付 I 式土器期の下層水田の水田耕作と対応する層と考えら

れるが.G ー7a区でみられた粗砂層の存在はない。粗砂層の存

在から洪水の規模を推測すると. (中略)大きな洪水ではなかつ

たとみられる0

付 I )0

1112 板付周辺

遺跡

区

福岡県 北壁 8

日耕作土の可能性が強いが▼面的は把握できなかった。第9層 F

ま厚さ 前後0暗灰黒色砂質土層であるe上層に比較

し.砂質で粘性はない0部分的に偽層が認められ,洪水による

堆積とみられる0

1113 板付周辺

遺跡

区

i

福岡県 E北墜
ら

i
1

-l

9 第8層は厚さ 前後の暗灰黒色砂質土層である

が▼やや粘性が強い0この層の表面にも人の足跡が部分的に認

められるが,洪水による撹乱が随所に存在する。刻目突帯文土

器期の水田耕作土の可能性が強いが,面的は把握できなかっ

た0第9層は厚さ 前後。暗灰黒色砂質土層である0上

]▼突帯文期O

△突帯文期0

I-
層に比較し▼砂質で粘性はない0部分的に偽層が認められ.漢

水による堆積とみられる0第10層は厚さ 前後の黒灰色粘質

土層0この層の表面も凹凸があり,人の足跡が残っているが,凹

みは浅く.明瞭な足跡は検出できない。刻目突帯文土器期の水
EEl耕作土であるO -

1114 板付周辺 福岡県 両壁 6～10 前略)基準点より の所に弥生時代中期の溝が南 [★弥生中期。一
一…遺跡 北に掘削され.その周辺はかなり層が乱れている06層から10層

]区 1 にかけてが中期層で,いずれも洪水による砂の堆積である06層 I
li】
i

l

1

i
】

は小範囲の層で.厚さ4cm の微砂層。第7層は中期溝が右岸に

約8m 広がる茶褐色粗砂を混入した土層で.厚さ 前後0第8

層は中期溝の両側に堆積した粗砂層0右岸では約6m の範囲

a ( にI 左岸では調査区外に伸びている0厚さ 前後0第 層

～ ,
i

も粗砂層,色の違いで分暦できる0溝内のみに堆積する0溝の

東側の土手には薄く微砂層(第11層)が堆積し,その下は幅約

で畦畔状の高まりを見せる。

1115 板付周辺 福岡県 南壁 12 前略)溝の東側の土手には薄く微砂層(第11層)が堆積 ▼弥生前期

遺跡 し.その下は幅約 で畦畔状の高まりを見せる0第12層は厚 初頭(板付

区 さ 前後の暗灰色粘土層。畦畔状の高まりと区別できない I)(第16

がl中期の水田耕作土とみられる0東側に約5m拡がるが,それ 層)。△弥生

以東は洪水によって流失した可能性がある。東側の基準点から 中期(第6層

の所にも浅い溝状の断面が観察できるが▼これは断面部

分に局所的にみられる。洪水によってえぐられた可能性が強い0

第13層は微砂層の薄い堆積0

～第10層)。

1116 板付周辺 福岡県 南壁 17 第16層は中期溝の西側に堆積した厚さ 前後の灰色の ▼弥生前期 参考)P皇

遺跡 粘土塊を少量混じえた細砂層。第17層は基準点より ▼ 初頭(板付 「 区 土層

区 17m 以西に堆積した粗砂層で の厚さを有する の

軍5層に対応する洪水層で▼調査区内ではほぼ全面にわたって

板付 I 式土器期の上層水田耕作土を覆っている0水田面の足

跡も,この粗砂によって埋まっている。第17層の下面には部分的

に鉄分の沈着した粗砂層が薄く堆積する(第 層)0

I)0 断面図 I 」

I

1117 板付周辺 】福岡県 南壁 22 第20層は厚さ の若干粗砂を混入した淡黒灰色粘 ▼弥生前期

遺跡G ー7a 質土層。板付 I 式土器期の上層水田耕作土である0 (中略)第 初頭(板付

区

～

22層は厚さ 前後,暗灰色砂質土層で土層の水田耕作土よ I)0 △弥生

り粘性が弱い0基準点より12m前後の位置▼すなわち中期溝の 前期初頭(板

すぐ東側に幅 ▼高さ の畦畔がある0北側ではこの東側

に矢板列が打ち込まれている0この畦畔より西は耕作土が東よ

り 低くなり,水平に拡がつているが▼西端部では洪水のため

流されて耕作土は存在しない。第 層は自然堤防状になっ

た部分を形成する層で,板付 I式土器期の幹線水路と水田を限

る畦畔の役目を果たしている0

付 I)0
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1118 東比恵三 福岡県 中居水 東比恵遺跡の各水田面を覆う粗砂層は御笠川の氾濫に ▼弥生中期
丁目遺跡 田の上 よって堆積したもので, (中略)上層水田床土直下には中層水田 末～後期初
第1次 を覆う褐色粗砂が堆積するが.部分的にこの粗砂層は検出され

ず▼上層水田床土と分離困難な箇所もある0Pー ‥上層水田

は中層水田11一枚を中央部分で畦畔によって2分割したも

のである0これらの状況から,中層水田面が洪水によって哩没し

た後.あまり間隔を置かずに復旧作業が行われー上層水田面が

造り出されたことが伺えよう 中層水田について)大畦畔

上は通路として使用されたものと考えられ部分的に硬化する。組

み込まれた木材の中からは破損して廃棄された三又鍬などの木

器が出土する0これら木器群からは弥生時代中期未から後期初

頭の時期が考えられる。

頭0

1119 東比恵三 福岡県 下層水 P10‥東比恵遺跡の各水田面を覆う粗砂層は御笠川の氾濫に ▼弥生中期

】
Ii

丁目遺跡 田の上 よって堆積したもので. (中略)(中層水田について)この層の下 中頃以前0△
第1次 には下層水日面を覆う青灰色細砂層が堆積する0部分的にはこ弥生中期未

の青灰色細砂層上に粗砂が堆積する。この細砂層は一区では ～後期初頭

厚さ 前後で堆積する部分もあるが一二区.三区では検出で

きない部分の方が多く,中層水田面と下層水田面の分離は土質

のわずかな差異を目安に行わざるを得なかった 前略)下

層.最下層面は中期中頃以前に拓かれたものと考えることがで

きよう。

(中層水田)0

112 0 東比恵三 福岡県 最下層 最下層水田について)三区の調査において下層水日面以 ▼弥生中期

i

丁目遺跡 水田の 下の堆積状況を観察するために,中央部に長さ50m のトレンチを 中頃以前0
第1次 上 設定して掘り下げを行ったところ,標高 前後で検出される

暗褐色砂質土層面で溝状の遺構を確認した0 (中略)遺構検出

の結果, ほぼ並行する二条の溝のみが検出され この他の遺構

は検出されなかった0 (中略)下層.最下層面は中期中頃以前に

拓かれたものと考えることができよう。

1121 板付周辺 福岡県 基本土 5 第4層は厚さ 前後の淡茶褐色混砂土居▼径1m m の砂 ○弥生前期 …参考
.遺跡 層 粒を多く含んでいる。第5暦は厚さ の粗砂層ー洪水層と 初頭(板付 調査
区

-

- 1) 考えられる0板付 I 式土器の小片が包含されている。第6層は

厚さ の暗黒灰色有機質土層,この層の下位には径

1cm 前後の板付 I 式土器の小片がわずかにみられる0

I )0 区基本層序」

1122 板付周辺

遺跡G ー7a

福岡県 基本土 6.7層 第6層は厚さ の暗幕灰色有機質土層,この層の 】▼刻目突帯 参考
層 間 下位には径1cm 前後の板付 I 式土器の小片がわずかにみられ 文土器単純 - 1「 調査

!区 ー1) る0 (中略)調査区の大部分には第6層と第7層の間に第5層同様 期(第8層)0

△弥生前期

】区基本層序」

i
1

I
-

の洪水砂である粗砂層が介在している。第6.7層は表面の足跡

や土質からみて板付 I式期の水田耕作土である0 初頭 (板付

I )O

1123 板付周辺 福岡県 基本土 8 第8層は厚さー 前後の暗灰色砂質土層であるがや ★刻目突帯 参考
遺跡 層 や粘性が強い。この層の表面にも部分的に人の足跡が認めら 反 土器単純 l 1「G ー7a調査
区 ー1) れるが,洪水による撹乱が随所に存在している0刻目突帯文士 期。▼刻目突 区基本層序」

器単純期の水田耕作土の可能性が強いが.面的には把握でき 帯文土器単

なかった0 純期。△弥生

前期初頭(板

付 I )。

1124 板付周辺 福岡県 基本土 9 第9層は厚さ 前後,暗灰黒色砂質土層である。上 ▼刻目突帯 参考
遺跡G ー7a 層 層に比較し粘性が小さく砂質である。部分的に水成による偽層 文土器単純 ー1「 調査
一区 - 1) が認められP洪水による堆積とみられる0第10層は(中略)刻目 期。△刻目突 区基本層序」

突帯文土器単純期の水田耕作土である。 帯文土器単

純期。

1125 板付周辺 福岡県 基本層

序 .
10 第10層一.黒灰色粗砂層,厚さ トレンチの全域に ▼弥生前期

遺跡 わたって厚く堆積している 区の板付 I 式土器期の水田 初頭(板付

区 を覆う粗砂層と同- の層と考えられる。(中略)(第10層にあた

る)上層の粗砂層は 区や本トレンチの全域におよんであ

り,また▼水路際の立木が倒壊していることから▼かなり大きな洪

水であったと考えられる0水田の遺棄は洪水の規模に左右され

ていたことがわかる0

I)0

112 6 井相田D遺 福岡県 】 ～第1水 P8=旧水田耕土から約 下の黄褐色細砂などの洪水によっ ▼12世紀後
跡第1次 田面直

上

て運ばれた土砂の下層で第1水田面を確認することができる。調 半～13世紀
査区の東側では水田上面の粗砂の堆積が薄く,畦畔を確認する

ことができなかった。第1水田面下層の灰褐色土層には酸化鉄
やマンガンが沈着している0その下層には洪水砂の白色砂.灰

褐色砂の互層がひろがり▼第2水田面を覆っている0畦畔の技存

は良好でなく▼その高まりはいずれも低い 第1面の)水田

造営の時期は12世紀後半から13世紀前半にかけてと考えられ

る0

前半0
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遺跡-覧表Bl2

元岡.桑原 福岡県 2区 PP1ト12 :調査区中央には南北に粗砂層が走り.旧河川の氾濫 ▼11世紀～
遺跡群第2 部分と考えられる。これの埋没後▼中央に南北に浅い溝があり 12世紀前半0

1

次 !

i

糸切り土師器を出土している0また河川跡の確層中か
ら土師器の坪(ヘラ切り)が出土している。水田を侵食した河川
の氾濫の時期の上限と下限を示す 前略)水只の年代で
あるが.下層に奈良時代の遺物を含むことから,これより以後に
水田が形成され.水田を覆う砂層からヘラ切り底の土師器坪が
豊吉Tの芸 濃 農 芸㌫ 嵩富怨 霊課 1)a

周辺に遺構がみられる0製鉄遺跡群が周囲に展開される時期で
ある。その後,2区東半や3区の磯混じり包含層の状況から洪水
や土石流があった可能性があり,その堆積後に狭小な谷水田が
形成された模様である0

1128

ii

雀居遺跡 福岡県

】

13′} 15 世紀には鉄やマンガンが草根状に入り込んでおり▼ ○10世紀～
第13次

i
i

中世以降の水田耕作土と推測した 層は砂層で 以
上の厚さに堆積している0ちょうど中程に粒子の細かな砂層が
入っており▼後述する曲げ物などの木製品がこの砂層から出土
品 雪OOぎ霊 漂 漂 完禁冨忘詣 芸 、至宝 宗 言訳 】

遺構面とした0 !

12世紀0

1129雀居遺跡 福岡県 第2号自 第Ⅲ面の第2号自然流路 について)グリッドHタlはり東★弥生中
第13次

i
1

然流路 側では黒色粘質土の掘り下げで砂層が薄く堆積していた0面的 期?

E
i
i

SL02

～

こ広げると グリッドを中心にして砂層中に小枝が散乱 …

鑑霊㌫岩塩書監禁琵豊富孟宗禁芸】
いが,一時的にも洪水などで水が流れ込んだという意味から自

然流路 の遺構名を付けたe (後略 ‥(前略)この砂層の

堆積時期を決定できる遺物は出土していないが,砂層下の出土

遺物から大まかに弥生時代中期前後と考えておく。

1130l笠抜遺跡 福岡県

I

C区の貯 貯水遺構について)(前略)遺構が掘削整備されたのは弥 ★弥生後期

第1次.第2 I水遺構 生時代中期未から後期初譲で,そのあと後期中頃から古墳時代 中頃～古墳

前期。
～
1

-

次 前期にわたる氾濫によって埋没したと推定される0粗砂粒やシ

!ルトからなる哩土が,数回の氾濫を物語っているようだ0

1131…金山遺跡 福岡県 Ⅲ区aの - P23 ‥1号井堰も調査区の中央よりやや東側の所から検出してお ▼弥生前期。

;Ⅱ区

,

～1号井堰
り 区に位置している0 (中略)中央部は洪水で押し流

されたようで残りが悪かった0矢板は幅 長さ50～ -
の板材を用いている。(後略 旧河道と3号溝▼1号～3

l

善三三三三宝‡三言
11321金山遺跡 福岡県 Ⅱ区aの P24 ‥2号井堰は調査区の北側 区▼旧河道が北に流れをか ;▼弥生前期0

-Ⅱ区 2号井堰

i

1えてすぐの所から検出している0 旧河道を掘り下げる中で発見し
l

1てお。,砂質土を取り除くと北向に倒れた矢板列が粗砂層の上

から出土した0洪水で倒れたまま埋没したと見られー矢板列と

杭.横木がわずかに残っていた 旧河道と3号溝.1号～3号

井堰は一連の遺構である0 旧河道と3号井堰は弥生時代前期の
時期を考えている01号井堰と3号溝は遺物が出土していない

l

i
が▼旧河道と関係した土層から同時期である0

1133 カキ遺跡

i
】

福岡県 1.3号井 区の南側低地において検出された3基の井堰は,小河 △古墳初頭。参考 第

堰 川の流域に構築された遺構であり,3号井堰→2号井堰→1号井 106図「Ⅴ区東

堰の順で構築されたと推定される0 (中略)これらの井堰は第106 側微高地土層

図に示した土層断面図に基づけば.砂磯層である14層上面を基

盤として構築されており▼井堰構築後に下から 層が順次堆

積している。ただし▼底面の中央に12層は認められておらず,水

流によって流されたが▼溝渡を幾度か行って,水路の管理を行っ

た結果と考えられる。その上に11層が埋積した段階で井堰はそ

の機能を終え,古墳時代初頭頃には南側低地は平坦地となって

いる。 号井堰について)この遺構には水を塞ぎ止めるた

めの縦杭が伴わず▼その骨組みだけの構造となっており▼大規

模な氾濫で縦杭が流されたか.縦杭を打ち込む以前に氾濫に

よって埋没したものであろう0

実測図」

】

1134 金山遺跡0 福岡県 0区の3 P27二(3号土坑について)本土坑は北側調査区の南西側に位置 ▼12世紀前 i

】

I

区 号土坑

,

し,4層除去後に検出された0 (中略)現状における南北方向の

長さ 中央における深さ約 を測る0また. 内部の土層

は第23図に示した如く5層に分かれ.その最上層は氾濫によるも

のか砂混ざりの堆積であるが,それより下位は自然堆積状態で
ある0内部から土師器の椀を僅かに出土したがー小片のため図

示は行っていない。この椀は高台の特徴から12世紀前半と考え

られる。

半0

1135 金山遺跡0 福岡県 0区 7b

】

前略)6層には僅かながら弥生時代後期の可能性のある ○縄文晩期0

区 口縁部と縄文時代晩期と推定した底部片が各1点出土してい △縄文晩期
る。その直下の層は河川の小規模氾濫を窺わせる砂傑層(7b

層)とそれ以前に堆積した緑灰色砂層(7a層)他の7層併行層で

あり,ほぼ同一レベル上にあると考えられる。この7層併行層ま

では縄文時代晩期後半を中心とする遺物の含有が認められ,
無遺物層となる黒褐色有機質土(8層)の上面が縄文時代の土

坑の基盤となっている。(後略)

後半。
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遺跡一覧表B-2

1136 長野フンデ 福岡県 流路2.4 層は灰褐色粘賢土で.弥生時代中期後半頃の土器や8世 ▼8世紀後

遺跡 i 紀後半の須恵器などが出土した 前略)弥生時代の長野川河川域は陸地部分の東端から現在の長野川東岸までー約90mほどの川幅をもっていたと考えられる0この長野川河川域の調査では,河川が幅を狭め陸地化していく様子を把握することができた。その結果,陸地化は4層ころから始まっており,その年代はおおよそ8世紀後半頃と推定される0しかしー長野川が氾濫し4層上面を覆うことも多かったようで▼流路2や流路4がその様相を示しているものと思われる。このように,4層段階では陸地化してきたにもかかわらず,大きく不安定な要素を抱えていたことが窺える0しかし,2層が堆積した頃にはかなり.の範囲で安定した陸地化が進んでいたと思われ▼河川の氾濫による流路などはみられなかった0

[半0
i

1137 長野小西 福岡県 A-2区の P1ー4 :(自然流路 は の下位で検出した0P日 出土 ○弥生前期
田遺跡 自然流 土器は.弥生時代前期末のものがめだっているが. (中略)前期 未～中期後

路M 7 末や中期後半の遺物はいずれも洪水などで埋没時に流れ込ん

だものと解釈せざるを得ない0堆積土層中の粗砂層は度重なる

洪水を物語るものでありー上流の西側丘陵部に存在した該期の
遺構や包含層はこの洪水で何度も削られ流失したのであろう0

半0

1138 長野小西 福岡県 A-2区の 縄文時代の堅異類の水さらし遺構と類似する遺構を検出 ▼弥生前期

田遺跡 水さらし した。(中略)遺構はほぼ南から北に流れる小河川内に築かれて 後半～後期

場状這 おり,両岸の基盤層は青灰色粘土層である。遺構は3期の洪水 前半0
樵 (流水の変化による小河川の移動)により大きく壊されており.何

度かの修復が認められる。洪水の箇所は導水部 号大形

木枠部,9号大形木枠部において顕著に認められる ‥(前

略)水さらし場遺構は,前期後半頃に築かれ, 中期に盛行し▼後

期前半に衰退したことが考えられる0

1139 長野尾登 福岡県 2.4号溝

i
i

P29‥(港(自然流路)について)E 区で5条,F区で3条の合計8条を ★弥生00 弥

遺跡第2地 検出した。E区では土石流跡と考えられる自然流路が3条並んで 生前期末～

点E～H 区 見つかった。特に2号溝は弥生時代の土石流跡で規模も大きく,

南西から北東に向かってE区を貫くように流れている0 流路内か

らは,前期末から後期にかけての土器や石器が多量に出土し

た。他の土石流跡の時期は室町時代に比定される0 (中略)(2号

溝について)E区で検出した大規模な自然流路で. 1号溝と同じく

土石流の痕跡と考えられる0 (中略)(中略)流路の底には粗砂
が堆積L t特に上流側では 大の大石が岩が密集状態で

検出された。土石流の甚大さを物語るといえよう。(中略)繭水や

土砂が中期～後期の間に数度にわたって大量に流れ下った結

果と考えられる 号溝について)(前略)溝内からは弥生

土器の細片が出土しており.遺構時期も弥生時代と推定され

る。(後略)

後期0

1140 長野尾登 福岡県 6～8号 漢(自然流路)について)E区で5条,F区で3条の合計8条を ★近世0
遺跡第2地 請 検出した。E区では土石流跡と考えられる自然流路が3条並んで

点E～H 区 見つかった ‥(6号溝について)(前略)溝自体の時期は近世

と考えられる。(中略)(7号溝について)6号溝から南に約6m はな

れた場所で検出した。(中略)6号溝同様,近世に比定される0

く8号溝について)F区の北部で検出した。(中略)覆土は灰

色砂質土で▼遺物は出土しなかった0溝の時期は覆土から近世

と推定される。

1141 長野角屋 福岡県 7】2区 3下層 下層の上面は凹凸が激しく.絶え間ない氾濫にさらさ ★弥生前期

敷遺跡4 れる環境にあったものと思われる。 各層の堆積時期として 末～中期後

(第7地点) は,7ー1区との関連や出土遺物から.1層が 世紀代▼2層

が弥生～奈良時代.3層が弥生前期末～中期後半頃までと思わ

れる。

半0

1142 長野尾登 福岡県 L4区の 住居跡 住居跡は(弥生時代)前期末に属し.自然流路は前期末か ★弥生前期
遺跡第2地 住居跡 の上 ら洪水により形成され最終的には中世期に埋まったもの。自然 末0

点 . 流路に堆積した土砂を切って箱式石棺が築かれている。

1143 長野尾登 福岡県 5号溝 早 .2号.5号溝は自然流路である。1号 .2号は5号溝が埋 ★弥生前期

遺跡第2地 まつてから流れている0′5号溝は弥生時代前期後半頃からいく度 ～中世0
点 地 となく土石流となって流れていたようで,大きな磯が大量に見ら

点) れた0弥生時代中期末から後期初め頃には埋まってしまうようで

ある。(中略)5号溝はA 区の小さな谷地から土砂が流れ出し,大

きな岩や磯などが堆積していた0弥生時代前期後半以前には溝

が流れており, 中期の終わりから後期の初めにはほぼ埋まって

しまうようである0最終的に溝が埋まってしまうのは中世頃であ

ろう。
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遺跡-覧表B-2

1144能行遺跡福岡県 2′}4 ー86=段丘の北側裾部沿いには,洪水による氾濫によって形○弥生前期
第3地点 -

成されたと考えられる帯状の低地が検出されている0低地は.2 ～11世紀。△
区～4区の間を縫うようにして検出されており,この中でも特に2 12世紀0

i
区では低地を埋める三層 層)からなる遺物包含層から多く
の土器とともに石製品が出土している。低地の3層は,弥生時代
中期の土器が,4層は▼弥生時代前期を中心として僅かに中期"-
前半の土器が含まれている04層の弥生土器の中で最も古期に"-
位置付けられるのは,板付Ib期に併行するか,これよりやや降"-
り板付Ⅱa期に位置づけられる高坪である0資料的に乏しく断定
は出来ないが▼能行遺跡の弥生集落の始まりが板付Ⅱ期を僅
かに前後する時期であることを示している 低地上を覆う堆
積層末期の時期について.出土した中国輸入青磁椀から,1a層
は15世紀▼その下に堆積した1b層は12世紀中頃～後半と考えら■-
れる。また▼低地の堆積層で最も新しい2層の末期は,少量出土■-
した土師器や黒色土器の椀などから▼11世紀前後と推察され ■-
る0

1145 小郡川原 福岡県 C トレン 下層 P6:全体的な層位を把握するため▼トレンチA～トレンチUのトレン ○弥生中期 Ei
田遺跡 チ チ21本を設定した0その結果, 自然流路は河川の氾濫による堆

積の過程で形成されたものであり,この自然流路もまた河川の

氾濫によって埋まっている事がわかった トレンチの下層

より弥生時代中期前半に比定される嚢口縁片が見られることか

ら,この時期に河川の氾濫による堆積がこの調査地点まで及び

始めたことが分かる0 (中略)C トレンチの上層からは,後期後半

の土器が少なからず認められるO土層観察から層位問に大きな

時間の隔たりが認められないことから.この堆積は後期後半ま

で何度も繰り返されているようである。(後略)

前半0 i

I
i～
i

1146 三沢南崎 福岡県 1号流路 運搬堆積によって埋没した1号流路(第1段階)は▼同時に自 ★弥生前期

遺跡

i

など 身の水流で新たな流れを作り出していく0 (中略)1号流路(第2段 中葉0

防)が機能していたのは,運搬堆積による埋土内から出土した

土器と.洪水層から出土した土器の時期から.弥生時代前期中

葉であり▼洪水による埋没は前期中葉であると考えられる。(後

略)

1147 三沢南崎 福岡県

i

E

】

】
i

;

～

今回の調査で確認した土層からは.その後しばらく流路 ★弥生中期 …

遺跡

I
】
～
A
i

i

の存在は認められない01号流路(第2段階)の洪水による埋没

後は,再び洪水層の堆積が認められるため.これによって流路

～古墳前期 】

末0

の埋土が削平されている可能性が高い0この2度目の洪水層の -
l堆積ののち,本遺跡の調査の契機となった水田耕作土の堆積

が認められる0水田痕跡は確認出来なかったものの▼プラント

オパール及び花粉分析からは,水田の存在を示唆する結果が

出ている0水田耕作土の堆積は極めて狭い範囲ことどまるが,

一
一

FI

i

I

i
i

古代の条里施行以前の水田は小規模区画のものがほとんどで

あり,過去の調査事例を踏まえると安当な範囲とも言える0但

し.水田経営時の流路の状況は定かではない。層位によって確

認される次の段階の流路(第3段階)は水田耕作土を切る状況で

川岸を検出しておりーまたこの流路が姿を現す時期を明瞭に判

断出来る資料は出土していないためである0第1ー2段階のよう

に大幅に進路を変更していなかった可能性もあるが,推測にとど

まる0この水田については,耕作土上面に薄く灰～青灰色砂質

土の堆積が認められることから,流路と同様に洪水層の堆積を

受けて廃絶したと考えられる。(中略)(水田の時期は)弥生時代

中期以降ー1号流路(第3段階)の埋没する古墳時代後期以前,

と広い時期を提示するにとどめ.今後の周辺調査の成果を待ち

たい0

1148 大事府条 福岡県 流路 流路 流路 について)本地は調査区南側から北側にか ○11世紀後

坊跡第234 234SX00 234SX0 けて,発掘区ではD′ 区に位置する0 (中略)本姓は御笠 半～12世紀

次 3 03埋土 川の氾濫時に出現した流路であるものと考えられる。埋没土は3

層に分層され▼各土層からは多量の遺物が出土している0出土

遺物のよう層は磁器区分A期の遺物の若干出土しているが,磁

器区分C期(太宰府編年Ⅴ～Ⅸ期▼11世紀後半～12世紀前半)

を主体としており, 当該期の中で埋没したものと推定される。

本流路は御笠川の氾濫時に一過的に出現し.短時間のう

ちに埋没したものと考えられる0

前半。

1149l筑前国分

寺跡第26

福岡県 26SD00

1

河川 は)おおむね中世後期に収まるものと考えら

れ,度重なる洪水層の堆積というよりは.一時期の洪水層を検

★中世後期0

次 出したものと考えることができる0

1150!天田遺跡

1

福岡県 4 層序は上から近代の客土, 近世～近代の水田耕作土.中 ▼8世紀前半

世の水田耕作土.洪水砂+ 第1水田面▼洪水砂+ 第2水田面, 以降(第1水

洪水砂となる 第1水田面では大畦畔および小畦畔によっ 田面)。△中

て区画された水田遺構を検出したO畦畔上に倒立した須恵器の

杯が2ヶ所で確認され.いづれも8世紀前半～中頃のものであ

る0 これらは洪水によって偶然流れ着いたものではなく,水田祭

祀に伴う埋納土器と解釈される0第1水田面の上限は8世紀前半

を遡らないといえる0

世e
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1151 天日遺跡 福岡県 7 層序は上から近代の客土 近世～近代の水田耕作こし 中 ▼弥生後期

世の水田耕作土.洪水砂+ 第1水田面.洪水砂+ 第2水日面, 後半以前0○

洪水砂となる。P58‥(第2水田面について)水田面出土の土器 弥生後期後

中▼刻 目突帯文土器が高い比率を占めるが, 13号土坑は洪水 半。△8世紀
砂のみで埋没しており,その砂層から出土しているのは弥生時 前半以降(第
代後期後半のものだけなので,第2水田面の使用年代は弥生時

代後期後半以前と考えられる0

1水田面)。

1152 大坪遺跡 福岡県 4 層はいわゆる洪水砂で ほど堆積する。酸化 ★弥生中期
の度合い.砂磯かシルトかによりa～Cに細分した。 洪水砂

中より,わずかであるがー中期～後期初頭の弥生土器.黒曜石

片が出土する。水田が使用された時期については, (中略)大坪

遺跡では,土器の中に残存状態のよいものが含まれるため,土

器の時期は本水田遺構が洪水により埋没し,廃棄された時期を

表していると考えられるOこのことは周辺の水田遺構の時期とも

矛盾がない0

～後期初頭0

1153 潤.壱丁田 福岡県 P7:第1区では,調査区東側で▼遺構面である黒灰色粘質土層の ▼古墳前期

F

遺跡 下に灰白色砂質土層が全体的に薄く堆積し,その下には再び黒 (布留)e ○古
灰色粘質土層が続く。この層序は一時的な水害によるものと考 墳前期(布

えられる 第1区西側では⑫層が黒灰色粘土で,⑩層が布留

期の水田跡である可能性。 第3区では,遺構面である黒灰

色粘質土の上層には砂磯層が全般的に堆積していることから,

一時的な洪水があつたと思われる0砂磯層からは布留式土器が
出土することから第1区とほぼ同時期と考えられる0

留)0

日54 半田新田 佐賀県 上 前略)青灰色粘質土層は古代の水EEI跡であったことが推;!l ▼古墳前期

i

遺跡 部

i
】
I

される層であるが.今回の調査では成し遂げられなかった0この 初頭以前00

青灰色粘質土層の先端に当たる箇所より の土器溜状の

遺構を検出し.さらにこの先端は茶褐色砂磯層であった。(中略)

遺物がほぼ完形に近い状態で出土していることから, この遺構

が形成されて間もないころに洪水等で一気に埋まったものと考え

たい。 前略 について)この土器溜状遺構から古

墳時代初頭のいわゆる古式土師器が出土していることからこの

遺物群が帰属する時期かもしくはそれ以前の時期に相当するも

のと考えられる。

古式土師器0

1155Lli田新田 佐賀県 Eh～Hg

I

グリッドにかけては砂硬層が厚く堆積していた0 (中 …○縄文晩期。

-

[遺跡 グリッド

F
F

略)洪水や冠水など繰り返し見まわれ▼環境変化が目まぐるしく

起こった箇所であることが理解され,粗砂層と細かい砂層が交

互に堆積している。(中略)巨 グリッドでは氾濫層である砂

傑層中より縄文時代晩期の遺物群を検出した。

1156 中原遺跡

第6次

「佐賀県
～
i

Ⅴ 牒 雷差違禁 誤 詣 雲芸霊 莞笠 EE;濫 雫慧賢 】★敵 後期。…遺構なしe

l
累重するⅤ層は.細襟をわずかに含む泥混じりの中粒砂～粗粒

砂からシルト質細粒砂へと上方細粒化を示す砂層で, 縄文時代 E
E

後期に形成された洪水堆積物と考えられた0

1157 蔵上遺跡 佐賀県 北側東 調査対象地区は西側を流れる安良川の氾濫により度重な ▼6世紀後半
部分 る氾濫を経験したと考えられており,遺構検出面には氾濫により

運ばれたと考えられる人頭大の川原石が大量に堆積していた。

埋土中にも同様の石が混入しており, 氾濫により埋没し廃棄され

た住居の存在も考えられる。遺構から出土する遺物は6世紀後

半代から8世紀前半代にかけてであり▼集落の開始時期につい

てはそれを遡ることはないと考えている0ただし,7世紀後半代か
ら8世紀初頭にかけての遺物の出土は少なく,遺構の立地も異

なることから連続して集落が営まれていたのではなく, この時期

隔絶があつたと推測される0

～8世紀前

半0

1158 蔵上遺跡 佐賀県 北側部 調査区一帯は,縄文時代後期後半～晩期初譲の時期に ★縄文晩期
分 集落が営まれて以降,古墳時代後期に集落が展開するまでの

約 年もの期間▼全く生活の痕跡が認められない0僅か

程北に位置する養父遺跡では,弥生時代中期初頭および後期

後半～古墳時代初頭の集落が存在することからも不可解な状

況におもえるが, これは,安良川の大規模な氾濫により大小の

磯が多量に流されてきたため,集落の立地としては適合しなかっ

たためとおもわれる。遺跡の状況から▼この安良川氾濫の時期

は縄文時代晩期初頭頃と考えられるe

初頭0

1159 稗田原遺

跡

長崎県 Ⅴ, Ⅵ 層は六ツ木火砕流の流土が水成堆噂したもので▼上面は ★平安0 六ツ木火砕流は
マンガン.鉄が沈着し硬化面を彪成する0これを河道状に切るよ

うに堆積するのがⅤ.Ⅵ層である。古代を主として縄文. 中世の

遺物を含んだ土石流堆積層である。上面には中世の整地層が

あり,火砕流及び土石流による不整合面を調整している。

(前略)少なくとも平安時代のいずれかの時期に土石流が発生し

たと考えられる0

年前0

1160 車出遺跡 長崎県 Bトレン P5 ‥2.3区の青銅製品は鏡2面,鋼鉄3本▼貨泉1枚が出土してい ▼須玖 Ⅱ式
チ2.3区

i

るが▼いずれも保存状態は良好である0 時期的には須玖 Ⅱの段 期～弥生後
階から～後期終末が主流で,そのあとに河川の氾濫の影響を受 期末葉。○古

けたと思われる磯が浅く堆積し.古墳時代の須恵器などが散乱 墳(6世紀～7

する 調査区では)土師器と須恵器が全域にわたって出土

する0時期的には6世紀から7世紀が主体である0

世紀)。
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1161 梅ノ木遺跡 熊本県 Ib P64 ‥I b層は昭和28年の6月26 日の白川大水害の名残りとみら ★ 年6月
れる灰色砂層である0 (中略) I a層はこの 水害の以前の水

田土であり▼I C層はこの大水害後から現在に至る水田土であ
る0

26 日0

1162】七地水田 熊本県 Ⅳ 調査の結果 トレンチの2ヶ所について,現水田層の下 ▼15世紀初

極 跡 層から近世墓坑を初めとし,洪水層(推定)に覆われた埋没水EEl 頭～16世紀
や縄文時代の包含層が検出された。P13‥(前略 トレンチの 中葉0△江戸

洪水層について)この層を切り込む12基の土坑が検出され.4基

からは近世陶器と腐食の進んだ鉄釘の一部が検出された0中世

遺物のみを出土した土坑もあったが,土坑の形状や哩土色か

ら,これらのものは同I 時代と推定される.江戸時代の墓坑であ

ろう。(中略 トレンチからは,- 部r洪水層のみが確認さ

れー遺構は検出されなかった。 トレンチからは.近世墓

坑をはじめー洪水層に覆われた埋没水田を検出した。洪水層と

埋没水田からは多量の中世遺物が出土している0 (中略)(墓坑

は)江戸時代の中期以降のものであろう 前略)埋漠水

田の年代は15世紀初頭から16世紀中葉頃と推察される0

中期。

1163 上片町水 熊本県 3 発掘調査の結果▼条里遺跡とは無関係に近世(18世紀頃) ★ 年(旧 正徳二年は
田遺跡 の洪水層の下から,同一時代の埋没水田牡を検出した0〔菖蒲 暦7月8日)? 年。

和弘「総括」 ー85〕 埋没水田と現水田の畦畔はr同- 方

位のN50。W を示し.今回検出された15本の長軸畦畔の内,5本

までが現畦畔とほぼ重なり合いー残りについても.1本を除いて,

南北間のズレが大体 前後に留まった。現水田の造り

ま,埋没水田のものを踏襲している事が明らかで,賑給水日の

間に時間的な差異は考えられない。洪水時に東方の山腹より流

i

れ出した土砂が,調査区一帯(現在も.周辺地よりやや低地であ

る)を埋め尽くしたため廃田状態となりP結果として,後日の復旧

工事により水田の嵩上げが行われたのであろう 前略)正

徳二年の洪水によって埋没水田が形成された可能性は極めて

高い0

1164 古麓能寺 熊本県 Ⅲなど 層の水無川氾濫による砂磯堆積は低地では厚く,高所に ★10世紀前

-
A
i
E1

】

】遺跡
なるほど薄くなり, 山際では砂傑混入が及ばなかったことが判明 度

後半～10世

紀前半0△12

した。この傾向はⅣ層堆積以前の水無川氾濫による砂礁堆積で

あるⅤ.Ⅵ層でも同じことが云え, 山地形から平地にかけての緩

斜面地形に即して▼低地では水無川氾濫の影響を受けていたこ

とが判明した 遺跡はⅣ層の古代(6世紀後半～10世紀前 LtE紀後半0
半)とⅡ層の中世(12世紀後半～16世紀後半)の2時期に大きく 】

i分かれるOまた▼Ⅱ層とⅣ層の間には水無川氾濫によって流入
Eした砂磯層(Ⅲ層)が入っている0 Ⅲ層は砂層と傑層の交互層か

tらなり,細かく分層すると7層以上に分けることができる0このこと

から▼Ⅳ層からの遺物が消える10世紀前半からⅡ層に遺物が出

現し始める12世紀後半までの期間に7回以上の水無川の氾濫を

受けて砂磯に覆われ.その間は荒地であったものと考えられる。

1165 柳町遺跡 熊本県 調査区 Ⅳ 層であるが▼水田部と微高地をI 様にはまとめられな t★中世0

～

-

第4次～第 全体 いe調査Ⅶ区.Ⅶ【区の水EEl部分ではⅣ層が場所によって大きく

6次 異なる部分があり.それを一概にまとめることは厳しい0調査時

には,まとめてⅣa層▼Ⅳb層とし,砂層と砂質粘土層に分けたe

(後略 中世の遺構は部分的に観察できるものの,調査し

た範囲では非常に少なくなるOこの中世のいずれかの時期に大

規模な洪水が.この調査地を襲っているようである0

1166 山王遺跡 熊本県 流路1. 〔岩谷史記「総括」 〕 確認した遺構は▼中世を主 ★弥生後期。
第1次 3.5 体とする生産遺構(主に畑.水田を伴う溝).古墳時代の集落,

弥生時代の墓地である 弥生時代について)後期の遺構

は や 等が該当する可能性がある。その後.蕊

路 が後期段階に本調査区を覆い,堆積したと考える0流路

4.9もこの段階に堆積した可能性がある0 (古墳時代について)

古墳時代前期の遺構は確認していないが.中期の遺構にはⅧ

およびⅩSEー1.2の井戸▼叩 および

- 2等の小穴がある0古墳時代中期の集落形成の一端を示すも
のと考える?その後▼流路 が中期段階に本調査区を覆い,
堆積したと考える0後期以降.遺構が認められなくなることから▼

流路の堆積により,集落は廃絶された可能性を考える0

▼弥生後期0

1167 キリシタン 熊本県 自然流 ‥第2区と第3区の間には八代幹線水路が西から東へ流れ ○8世紀～10 遺構の年代は
寺院跡 路 ているが.全体的にみれば池尻遺跡の北部から北あるいは北

西に向かって低くなっていく傾向にあり,キリシタン寺院跡もその

低い場所にあたる0平安期以後も自然流路や磯.砂磯が層を成

していることを考えれば,小さな流路が多く見られる湿った土地

(湿原)であり,堆積土などからさらに幾つかの大規模な河川の

氾濫があつたであろうと想定される。また,最終の遺物包含層よ

り下層は砂層になるのが確認された0出土遺物から見れば時期

的には 世紀が主体となる。.

世紀0 不明。
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1168 宮地池尻 熊本県 i

i

i

i

第2面は層の幅が広く 層から11層あたりまでを含む ★8世紀～12
遺跡

E

が,これらの層を時期的に捉えると約8世紀から 世紀まで

の 年間である0層幅は1m 前後であろう0土質は大まか

に捉えれば粘土質ではなくシルト質である 年間で1m

ほどの堆積があるのは時間的に早いほうであると思われる0 こ

の期間に幾つかの大きな洪水災害が起こり▼大量の土砂を運ん

できたと考えられるのではないだろうか。第一面は全調査区で砂
磯.ジヤリが多量に混入しており,第2面直上層には襟層や大

量.多量に磯が集中して出土する面が認められたが,これなど

は河川の氾濫があったことを物語っている0

世紀0

1169 宮地年神 熊本県 A区 前略)A 区では傾斜面は確認できなかったが,何度も河川 各時代に断続
遺跡 の氾濫により削り取られ▼旧地形は消失したと考えられる0 (中

～

】的に複数回洪

略)第4面～第2面はすべての調査区に存在し, 自然流路が検出 …水があつたとみ

されたが,出土遺物より近代の面である0 自然流路からの出土

遺物の中には古代の遺物も出土している0 自然流路に堆積した

水性堆積物や裸を包含する堆積層は,何度も河川が氾濫し自

然流路が錯綜し,堆積物が溢れ出てI 帯に広がったことを示す

ものである0第1面は全調査区において自然流路が確認されて

いる0 出土遺物や近代耕作土の直下より確認されていることか

ら,近代から現代に河川.水路等の氾濫によって形成された面で

あると考えられる。調査区の南側には球磨川および水無川から

引き込まれた水路が存在し. 自然流路の流れる方向からこの水

路が氾濫し流路となったことが想定される0

られる。

I】

1170慣 地池尻 熊本県 4,5 第2面は6暦上面が遺構確認面であり 層から遺物の出 E○8世紀(5

[遺跡

I
i

土が見られた0 (中略)4層は更に2層に細分される。調査区全面

にオリ一ブ褐色粘質土が層厚 で堆積していたが▼部分

的に褐色砂賢土の堆積が見られた0これらは河川の氾濫による

ものと考えられる05層は更に3層に細分されるが,調査区南側

層)。

i
-では河川が氾濫した際の自然堆積膚 になっている 第2面 ～

について)調査区の北部.南部で確認された自然流路では氾濫

が幾度か起こり,その度に多量の土砂や砂襟が流れ込んでい

た0 (中略)第2面の包含層は4-5層であるが, ともに遺物出土は

多く-特に5層からの遺物出土が群を抜いて多かった0時代は古

代で.特に8世紀代の遺物出土が顕著であった。

1171 日田条里 大分県 溝状遺 i

i

遺構については古墳時代前期の竪穴住居跡1軒,土坑2 ★古墳前期0 一
一

遺跡群 構 基ー柱穴群,溝状遺構9条を確認した0 溝状遺構については河"

の氾濫に伴う自然流路と考えられる0
i

1172;三和数日

遺跡C地点

-

大分県

i
`

～7区 】 区においては,花月川の旧河道が確認され堆積した土壌で;○縄文後期 -
i確認することができるほか▼あるI 定の時期に洪水などの強い

i水流で遺物がl 度に流された面を検出することができた0このこ

とから▼縄文時代後期～晩期初頭にかけての土器▼石器,土

偶,木製品などの一括資料を得たことと▼出土状況によれば旧

～晩期初頭0

i

i

河道の左岸台地上に同時期の集落があったことが想定できるも

のである0

日73 龍頭遺跡 …大分県

E

B 区.C 5,6 本地区の層序は12層に分層でき, (中略)4層は散発的 ○8世紀 (6

区 ではあるが, 中近世の遺物を含む。当該時期の水田層である可 層)0△中世

能性が考えられる05層(暗灰色シルト質粘土).6層(明灰色シル

ト質紗)は土壌分析の結果から一連の堆積物であることが判明

しており▼泥流などの一過性の要因で形成された土層である06

層には8世紀代を主体とした古代の遺物が- 定量包含されてい

た0

～近世。

1174 龍豆遺跡 ;大分県 B区.C 9,10

i

PP9⊥10 =本地区の層序は12層に分層でき. (中略)9層(暗灰色シ ★縄文後期

区 ルト賢細粒砂 層(暗褐色砂質シルト)も土壌分析の結果から

洪水.泥流など一過性の堆積が地表面下することで,土壌化が

進行したものである。9層からは縄文時代後期の遺物が出土して

いる 龍頚遺跡は縄文時代後期初頭から前期前後(揺

Ⅱ式.コ- ゴー松式段階～縁帯文土器段階)にかけてトングリ.
ピットが造営されていたが.後期前葉前後(縁帯文土器段階)に

発生した洪水ないし泥流によって,土坑内に貯蔵されていた内

容物ごと放棄された遺跡であると解釈できる0

前葉0

1175 毛井遺跡A 大分県 本調査区周辺は大野川左岸の氾濫原にあたり,大野川の ★昭和戦前
地区 活発な河川活動等により形成された微高地などの微起伏がみら

れる。大野川の大規模な洪水は.堤防が整備される戦前までは

しばしば発生したようで,氾濫原では微地形の変化が絶えずみ

られていたことが想定される0

以前。

1176 井ノ久保遺

跡

大分県 ㊨.⑥ 土層図の基本的な層序埠,.第0層が現在の盛土,第1層が ▼9世紀前 参考
～⑧ 近e現代の水田層r第④.⑥～⑧層が氾濫による砂磯層▼第3～ 半0△近代0 「A 区基本層序

6層は通常の自然堆積土,第7層が9世紀前半代の遺構確認面,

第8層は8世紀末～9世紀初譲の遺構確認面▼第 層が自然

堆積土で無遺物層となっている0調査区南面壁では.標高約

で水田耕作層を西から東にかけて計3段分を検出し

ている。水田層下から遺構確認面の間で計6カ所傑層を確認し-
数回の流路の変更か氾濫の状況が認められた。(中略)第8層

の下面には2層の時期差を伴う砂磯層(⑦.⑧層)を確認した。遺
構面形成前にも数回の流路変更が洪水があったものと思われ

る0

模式図」
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遺跡一覧表B-2

1177 賀来西遺 大分県 第1次調 それぞれの水田の所属時期についてだが▼(中略)第3～7 ▼13世紀～

跡 査区の 号水田の全てが 世紀以前の中世段階に造成.耕作され 近世。

第1.2号 たと推測される0第1.2号水田については,第3号水田の上層で

水田 近世水田の 層の下面なので,13′〉14世紀以降近世以前と

しか言えない 第1.2号ないし第3号水田を覆うように‥最深

部の グリッド辺りでは砂層が見られ,既述のように

第6号水田のA .B ー4.5グリッドでは牛や人の足跡が検出されて

おり.これらの砂層は▼賀来川が氾濫した際の洪水砂層を起源

とすると考えられる。

1178 賀来西遺

跡

大分県 第1次調

査区の

第3号水

田

固上ロ ▼13世紀～

14世紀0

1179 玉沢地区 大分県 2区の水 水田2 水田2)について)水田1の基盤層である洪水層に覆 ▼12世紀中

条里跡第3 田2 の上 われている水田 を検出している。(中略)水田層の時期 頃0

次 であるが,遺物は僅少であるが,時期の比定が可能な遺物とし

て白磁Ⅴ類4aが出土しており.12世紀中頃には水田化している

と考えられる0

1180 玉沢地区 大分県 2区 洪水層 洪水層 について)標高は.東側で約 中央

条里跡第3 S131 で約 ▼西側で約 を測る この洪水層に覆われ

次 た を検出したところ の硬化面を確認している0

その間に 流路が検出された0 (後略)

1181 玉沢地区 大分県 2区 洪水層 P51‥ 洪水層)について 水田層の基盤層となる洪水 ▼10世紀後

条里跡第3 S139 層である。標高は.約 である。埋土は淡黄色砂質土層で 半0○8世紀

次 ある0層の掘り下げ時に8世紀後半～末に比定される土師器坤

が出土するものの.下層の水田層とも関連する 用水路が

10世紀後半に比定されるため当該時期とは考えにくい0

後半～末0

1182 玉沢地区 大分県

i

〔佐藤孝則「まとめと問題点」 〕 中世について) ★中世0

条里跡第3 調査地内において12世紀～16世紀代にかての遺物が出土する

次

-
i

水田層を確認している0 (中略)また土壌に関しては,灰褐色を

呈し粘性ではあるものの手触りはパサバサしており.土壌の老

朽化現象が窺える。これにより▼中世段階では河川からの肥沃

な土壌供給がそれほど頻繁ではなく▼同一の水EEl層を長期間使

用していたと考えられる。よって中世段階で確認される洪水層は

比較的大規模な自然災害によると考えられる0このように,中世

段階の堆積には純粋な洪水層が確認されないことから,洪水堆

積層が流入した場合も速やかに再開発が行なわれていたと読

み取れる0

1183 玉沢地区 大分県 基本土 1b ‥1bは褐茶色土層を基調とする0 1aはこの洪水層を母材にし ▼17世紀前

条里跡第8

次

層 て水田層を形成している。 j半(水

1184 玉沢地区 大分県 基本土 3b は褐黄色土層を基調とする。水田 とする。出土 ▼15世紀(水

条里跡第8 層 遺物は17世紀前半に比定される0第1面として調査を行ってい 田5)0△17世

次 る。3bは淡褐黄色土層を基調とする03aの母材の洪水層であ 紀前半(水田

る。 3)。

1185 玉沢地区 大分県 基本土 4b は淡褐黄色粘質土層を基調とする0水田 とす ▼15世紀(水

条里跡第8 層 る0時期は不明である。4bは黄褐色シルト質土層を基調とする0 田5)。△17世

次 4aの母材の洪水層である0本調査地内でもつとも砂質が多く含 紀前半(水田

まれている05aは褐茶色粘質土層を基調とする0水田 と

する。出土遺物は15世紀代に比定される0第2面として調査を

行っているO

3)0

1186 玉沢地区 大分県 基本土 6b は褐灰茶色粘質土層を基調とする0水田 とす ○古墳。△12

条里跡第8 層 る0出土遺物は12世紀代に比定される0第3面として調査を行つ 世紀(水田

次 ている。6bは嘩灰色粘質土層を基調とする0水田6を母材の洪水

層 である0 出土遺物は古墳時代に比定される0第4面とし

て調査を行っている。

6)0

1187 玉沢地区 大分県 基本土 7b は灰色粘質土層を基調とするO水 とする。時 △古墳(6b

条里跡第8 層 期は不明である07bは明茶灰色粘質土層を基調とする0水田7 層)e

次 の母材の洪水層である。

1188 玉沢地区 大分県 基本土 8b P16‥8aは暗褐茶色粘質土層を基調とする0水田 とす △古墳(6b

条里跡第8 層 る。時期は不明である08bは淡灰茶色粘質土層を基調とする。 層)0

次 水田8の母材の洪水層である。

1189 玉沢地区 大分県 基本土 9b は暗灰褐色粘質土層を基調とする。土壌化は確実に確 △古墳(6b

条里跡第8 層 認される0炭化物も少量含まれている。水田の可能性が考えら 層)。

次 れる層である は灰褐色粘質土層を基調とする09aの

母材の洪水層である。
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1190 下郡遺跡 大分県

E

】

Ⅲ ‥第25次調査地点は大分県教育委員会が調査を実施した ★弥生前期
群第25次

I

I

i
i

下郡桑苗遺跡に近接する。遺物出土状況も類似し,連続する遺

跡と考えて大過ないであろう0土層堆積状況は下郡桑苗遺跡に

比べ. 時期幅は短く,弥生時代についてみてみると前期末を中

心とするものだけであり,下郡桑苗遺跡のように中期初頭ーある

いは中期前半に比定される土層は認められない0第Ⅲ層直上に

は古墳時代の包含層が存在し▼堆積土層に差異が認められる。

第25次調査地点の弥生時代に比定される土層には第Ⅲ層,第

Ⅳ層が相当する0第Ⅳ層は非常に強い粘性を有しており.滞水

状況での堆積環境が想定され,部分的にⅣC層とした砂質土を

含むラミナ状堆積物を含んでおり,一時的に洪水等の自然営力

による環境変化が想定される。これに対し,遺物出土量が最も
多い第Ⅲ層は,第ⅢC層としてラミナ状堆積土層が随所に認めら

れる他,第Ⅲa層,第Ⅲb層ともに土層内には大粒のブロック土を

含んでおり.激しい環境での堆積状況が想定される0したがっ

て.第m 層は極めて短期間に堆積したものと判断されよう0 (中

略)第25次調査地点は, 当該時期集落西端の水際に相当し.前

期末の段階に複数回におよぶ洪水等の大規模な災害に見舞わ

れた状況を示していると考えられる。

末O△古墳0
～

i

i
i

日91 宮苑井ノ口大分県 第3号水 第3号 第3号水田について牛の足跡が)耕作土の下面から▼特 ▼9世紀。

Ii
～

遺跡第2 田 水田直 に グリッドで第3～5号畦畔を跨いで顕著に看取され

次.第3次 上 た0第3号水田耕作土に洪水起源と推定される砂粒が多く混入し

ていることが▼足跡が顕著に残うた理由だと推察される。〔佐藤
孝則.荻幸二「第 I調査区の古地形と土地利用」 卜19り

本遺跡では.砂磯層で形成された幾つかの微高地▼遺跡

北辺を中心とする黒色土層で形成された湿地.そして遺跡両辺

を中心とする砂層なども確認されている0これらの地形を形成し

た要因として, やはり河川の氾濫によって生じた旧河道の存在

が挙げられる。 第3号水田について)本水田の所属時期

も出土遺物からすると9世紀代である0

日92 玉沢地区 !大分県 第Ⅱ調 Ⅳ層水 今回の調査では▼近世下面の水田として第 I 調査区では △l5世紀～ i
条里跡第 I

r

-

査区

I

田/ Ⅳ層調査区ではⅣ層水田の1枚,第 Ⅱ調査区ではⅣ層.Ⅴ層. 16世紀。

-
11

r

t17次

i

F

I

Ⅴ.Ⅵ Ⅵ層水田の3枚,第Ⅲ調査区ではⅣ層水田の1枚が検出され

層水田 た0そのうち,各調査区のⅣ層水田は,いずれも中世後半期=

の下

1
)

i

世紀代の所産と考えられ.同時期に共存したものと推定

!される0第 Ⅱ調査区のⅤ.Ⅵ層水田は.Ⅳ層水田より旧いが. 出
!土遺物から中世半ば～後半が想定され▼それほど時間的に変

わらないものと考えられる0 (中略)調査区南西隅の標高が,Ⅴ.

Ⅵ層水田形成時とⅣ層水田形成時では周囲と比べて逆転して

いるが.これは七瀬川の氾濫による洪水堆積によるものではな

いかと推察された。

1193 玉沢地区 1大分県

i

i

i

3,4 P14 ‥第1面は大規模な東西方向の畦畔 をはじめにとす ▼8世紀～9
j条里跡第9 る良好に畦畔を伴う明確な水田面であり,A 区からF区の全てに 世紀0
i次 おいて検出された。(中略)6層(第2水田面)との層境に層厚最

大 程度認められる洪水によると見られる堆積土居である。

(中略)第1水田面を覆う土層(3層.4層)は▼土色により分層した

が.土質は類似しており.一連の土層である可能性がある。畦畔

によく残存していることから.3層,4層も洪水による堆積物と推定

でき,これらがl 連の洪水によって- 挙に堆積して本水EEl面を
パックした可能性が考えられる0 (中略)(第1面について)本水田

面および畦畔は▼8世紀～9世紀代の古代に遡る可能性が高い

と考えられる0

1194 玉沢地区

条里跡第9

次

大分県 第1.2

面問

同上0

l

△8世紀～9

世紀0

1195

I

大道遺跡 大分県 前略)第15次 は地形の落ちにあたる。遺物包含層 ▼縄文前期e

i
I

,

群

I

からは縄文時代から近世にかけての広い範囲で遺物が出土し

ており▼とくに縄文前期～中期に比定される船元式土器が出土

している点は興味深い0微高地を形成する層に縄文土器が混入

していることから,微高地の形成時期は縄文時代前期まで遡る

と考えられる0出土している縄文土器は比較的良好な状態であ

ることから,河川の影響を受けておらず,突発的に起きた洪水に

よって.縄文時代の遺構が展開されていた小微高地ごと破堤堆

積物にのみ込まれ▼検出面である微高地を形成したと推測され

る。同様の状況は調査区南側に接する第10次および第14次.17

琵 窯 嬰 r㌫ 豊 霊 鵠 富等票 露 F
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1196 大肥遺跡 大分県 基本層

序

12.13,

14

前略 層の水田層には中世の白磁碗などの遺物が △11世紀後

A-1区 含まれていたことから,中世以降にこの一帯に水田開発が及ん 半～12世紀

でいた可能性が考えられる0さらにその下層には 層の

堆積が見られ.これらは砂性が高いことから大肥川の氾濫に伴

う遺物包含層であると考えられるものの,拳大の磯などが多く含

まれることから,氾濫に伴うと断言することが出来ず.あるいは

水田構築時の盛り土の可能性も考えられる 第1面の)1号

竪穴状遺構から出土した土師器の杯身は8世紀後半の特徴を

有しており▼(中略)中世時期まではこの第1面は継続していたも

のと考えられる。 その後▼この上面には堆積層が形成され,

水田が形成される。この堆積層には8世紀後半～12世紀までの

遺物が見られ,また水田層からは11世紀後半から12世紀前半

の白磁が出土していることから.堆積層は第1面の時期と大きく

異ならない極めて短期間のうちに形成されたと考えられ,その後

水田が構築されるのである。

前半。

1197 大肥遺跡 大分県

1

基本層

序

】
1

15,16 層上面に遺構の掘り込みが認められ.この面を第1面とし★奈良以前0

A-1区

1

て遺構の検出を行っている0また一第1面下層には 層が堆 ▼古墳初頭0
積し▼これらには主に弥生から古代の遺物の包含が認められ

た。この層も主に砂質が高いことから,河川氾濫に伴う堆積と考

えられる。17層上面には遺構の掘り込みが認められ.この面を

第2面として遺構の検出を行っている。 調査区全体につい

て)この一帯はもともと大肥川の氾濫原あるいは旧河道にあた
り,その氾濫により安定した砂質の層が堆積したものと考えられ

る。その後,第2面で確認されたように. この- 帯に大肥川より流

れ出る水が溢れ,流路(港)が形成される。第2面にて5条確認さ

れたこれらの溝ーま,このようにして形成された流路で,出土した

遺物は▼その特徴から古墳時代初頭のものと考えられ,外来系

の土器の特徴を有している。(中略)(土器は)布留式土器古段

階.古墳時代初預の時期に該当するものと考えられる0 (中略)

その後▼大肥川は氾濫を繰り返し.第2面上層には堆積層が形
成される。弥生時代全般の遺物に混じって古墳時代の遺物や7

～8世紀代の賃恵器や土師器が包含されていたことから,この堆
積は奈良時代までの期間に該当すると考えられる0こうした形成

された堆積層の上面に第1面が形成され,再び生活の痕跡が認

められるようになる。

○弥生～古

墳。

i

1

1198 大肥遺跡 l大分県 第2両の

港

i 調査区全体について)この一帯はもともと大肥川の氾濫原 i▼古墳初頭

区 .あるいは旧河道にあたり,その氾濫により安定した砂質の層が A(布宮古段

堆積したものと考えられる。その後,第2面で確認されたように,

この一帯に大肥川より流れ出る水が溢れ▼流路(請)が形成され
る。第2面にて5条確認されたこれらの溝は▼このようにして形成

された流路で, 出土した遺物は, その特徴から古墳時代初頭の

ものと考えられ.外来系の土器の特徴を有している0 (中略)(土

器は)布留式土器古段階,古墳時代初頭の時期に該当するもの

と考えられる。(後略)

防)e

i
1

1199 平田迫遺

跡

宮崎県 Ⅱ区 Ⅴ 第Ⅴ層は黒褐色の磯層で大小の磯が密集している0第Ⅵ ▼古代後半

層である昌跡上部に短期間のうちに周辺の丘陵地から流れ込

んだものと考えられる ‥畝状遺構は第Ⅵ層上面で検出した

ことになり.調査区の約6割を占める範囲で検出でき,遺存状況
は良好である。土石流等によって,山の斜面の磯が一斉に流れ

込んだことによって,昌が短期間のうちに埋まったために,この

ような状況が生じたものと考えられる。 ‥昌の経営時期

は古代後半から中世にかけての一時期,おそらく数年間の短い

期間と考えられる0

～中世O

1200 町屋敷遺

跡

宮崎県 堰跡1 堰跡 は▼B 区のSE1とSE2の合流部で検出された。 ▼弥生後期 SE:溝状遺構0
杭がすべて西から東に向かって倒れていることから洪水等に 後半～古墳

よって倒壊したと思われる。P23‥遺物と14C 年代測定の結果から

見てS0 1は▼弥生時代後期後半から古墳時代前期あたりのもの

と考えられる0

前期0

1201 町屋敷遺

防

宮崎県 ‥古代の水田と考えられるものはD 区で検出された0B区で

検出された堰が押し流された状態であったことから.これらの水

田は.洪水等によって先の時代とは異なる地形上に作られたと

思われる。

▼古代。 SE =溝状遺構0

1202 嫁坂遺跡 宮崎県 低位水 6 層は橿色細砂粒を多く含むにぷい黄褐色のシルト質土で、▼ 年(桜

日面 ある0 (中略)南側調査区のみに確認された土層であり,隣接し 島文明軽石)

て検出された旧河道からの氾濫層と考えられる0堆積は ほ

どであるO

(13層)。

1203 嫁坂遺跡 宮崎県 低位水 7 層は褐灰色の細砂粒層で▼栓色細砂粒を多く含む0 (中 ▼ 年(桜

田面 略)最大層厚は を測る0 旧河道の氾濫により堆積した層と 島文明軽石)

思われる。 (13層)0

1204 嫁坂遺跡 宮崎県 低位水 9 ‥9層はにぷい黄褐色を呈する細砂粒層で▼白色軽石をわ ▼ 年(桜

田面 ずかに含む0層厚は である。南側調査区のみに堆積し 島文明軽石)

ており, 旧河道の氾濫層と思われる。(中略 層は 年

(文明3年)桜島噴出の桜島文明軽石層で▼(中略)最大層厚は

である0

(13層)。
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1205 嫁坂遺跡 宮崎県 低位水 16 層は南側調査区中央から南側にかけてのみ確認された △ 年(桜

田面 水成堆積土層である0橿色,にぷい橿色,褐灰色細砂粒土層が 島文明軽

】ラミナー状に堆積するO混入物はなく,締まりは弱い ほど 石)0

!堆積している016層は15層と同範囲で堆積している0下層の褐

灰色シルト賢士層と15層が撹拝された状態であり▼旧河道の氾

濫によるものと思われる の層厚である0

1206 山口遺跡 宮崎県 本遺跡造営以前,少なくとも弥生時代以前には調査区は細 ▼弥生終末
第2地点 見川の一部だったことが窺える0その後,河 の氾濫等自然の

営力により土砂が堆積する0河の流れが微妙に変化するととも

に,弥生時代終末から集落が営まれることになる。集落は▼古墳
時代中期をピ一クに,平安時代まで続くと考えられる0河川を目

前に控えた集落だけに.数多くの被災の痕跡を留めているが.

平安時代以降にそれまでには類を見ない災害に見舞われること

になる。おそらく▼調査区すべてが水没し沼地と化したのだろう0

結果, 集落は調査区東側などの段丘裾部に移動したと考えられ

る0

期～平安0

1207 旭2丁目遺 宮崎県 本遺跡検出の自然流路は▼弥生時代中期以前はさらに流 】▼弥生中期。

跡 域が広く.周辺域も常に洪水の影響を受けた不安定な土地で △弥生後期

i

I

あつたと推測される。その後▼中期になってようやく安定して流れ

始めたほことで,前代までの洪水等がもたらした肥沃な土地であ

る流路.の左岸地帯一帯に生活圏が求められるようになったと考

える0 (中略)後期前半期以降には,この集落は継続しないので

あるが▼その理由として, 自然流路3期を埋没させるほどの洪水

が想定でき▼集落の機能もそこで途絶えたと考える。

前半0

1208 古屋敷遺 宮崎県

I

I 区 Ⅲb 層は,3つに分層でき,a :暗茶褐色土(主として 世 ▼縄文後期

跡 紀 黒灰色土(主として 世紀だが 世紀の遺物 ～10世紀0○

も多く含み,一時期土石流となる)▼C:茶褐色微砂質土(主として 9世紀～13世

5～6世紀で,縄文後期から10世紀の遺物も多く含む)で, (級 紀0△15世紀

略 重機による上土除去の際.Ⅲ層を剥いでみたところ,

調査区中央で,幅 で西から東へ横断する蝶層がみら

れ.土石流と思われる。Ⅳa層からは縄文土器が出土した。

～l6世紀0

1209 江内谷遺 宮崎県 基本層 Ⅶ～Ⅹ 表 層は桜島文明軽石 年)。Ⅶ層は河成堆積 ★古代～中

跡 序

】
-

Ⅲ 物(中世水田耕作土)。Ⅷ層は河成堆積物(プラントlオパ一ル検 世0

出)0Ⅷ層は河成堆積物(プラント.オパール検出)0Ⅸ層は河成

堆積物(プラントオパ- ル検出)。Ⅹ層は河成堆積物(古代水EEl

耕作土)。Ⅷ層は河成堆積物(プラントオパール検出 層

-
l

i

】

は河成堆積物(プラント.オパール検出)。ⅩⅡ層は河成堆積物 l】
1圧プラントオパl ル検出 層は河床堆積物(土石流堆積

Z～

;物 前略)調査区の東側部分では. 旧谷地形が埋没し…
…て平坦化した後,古代から近世にかけて▼稲作が行われていた [

～

～
～

i

…呈謡 款 吾豊 ㌶ 芝.需 品 箸ヾ富監 禁 盟 品

物 及び河床堆積物(土石流堆積物)であり,大量の遺物が水EEl
～
i
1
i

l1
1
-

…耕作土中から出土している事からも▼その様子を窺い知ることが

できる0近世になると▼大規模な水田開発が行なわれたようで.

調査区内においてもかなりの部分が開発による削平を受けてい

た。

1210】坂元A遺跡 宮崎県 溝状遺 突帯文土器期の遺構について)西ブロックの水田区画が ▼縄文晩期

樵 確認された範囲においてー蛇行する溝状遺構を数条検出したO 後半(突帯文

(中略)これらはいずれも9C層を切っており.成層シラス台地側か 期)。○縄文

ら供給されたとみられる軽石まじりの砂によって埋積されてい 晩期後半～
る。断面を観察すると,溝を埋めた砂層が力マボコ状に盛り上

がっている状況が看取される0これらは水田が機能していた時

期または水田廃絶後におきた洪水によって形成された自然流路

と考えられ.砂層の状況から判断すると,扇状地形面上を放射

状に流下する洪水の堆積様式に類似する。 内の砂層

からは縄文時代晩期後半(突帯文土器期)のローリングを受け

磨耗した土器片が出土しているeこのうち とSD4から出土し

た土器片は接合している。また からは弥生時代前期に位

置付けられる土器片が出土している。

弥生前期0

12日E坂元A遺跡

～

宮崎県 K-3区, 軽石粒 層(平安時代)の遺構について)J「5区では.後述する △平安(5c

Lー3区 混じり 5b層を耕作土とする段階の擬似畦畔Bの下位において,ほぼ完 層)09世紀後

の砂 形の土師器杯がロ縁部を逆さにして伏せた状態で見つかってい 半(5b層の

(5C下) るが,その擬似畦畔との関係は不明である。この土師器の年代

は9世紀後半と考えられることから,5C層の形成年代を平安時代

とした。(中略 区とL- 3区では,洪水によって運ばれたとみ

られる軽石粒混じりの砂で覆われた5d層(灰色粘質土)の確認

を行う際に.5C層を耕作土とする段階の水田区画らしい痕跡をと

ら阜ることができた0 (中略)溝状遺構 は東ブロックの北東

部を東西方向に蛇行するもので,幅約 深さ約 であ

る0白色軽石粒を含む灰白色の砂で埋積されており.クロスラミ

ナが認められる0この溝状遺構は5d層堺下を掘り込んでおり,

5c層の直下にある洪水時にできた自然流路と考えられる。

下)。
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12 12 宮田遺跡 宮崎県
I

層は黄灰色～灰色粘質シルト土0 古墳時代前期の水田層 ▼弥生中期0

第1次 10b である0 (中略)8層は灰黄色～浅黄色砂。一連の洪水堆積物と △古墳前期0

考えられる。次の9層とともに,新段階の河道を埋積した堆積物

である09層は灰色～浅黄色砂。場所によっては砂層と磯層がク

ロスラミナをなしているe洪水堆積物である 層は灰黄色～

浅黄色砂質シルト土(部分的に粘質)こ 層は黄灰色粘賢土。

～

10a層と10b層は縞状にみえる部分があり.一連の.洪水堆積物と

考えられる0 (中略 層から弥生時代の土器片(弥生時代中

期? )が出土しており▼放射性炭素年代測定の結果 ±40

年 年)という数値が得られている0植物珪酸体

分析の結果.イネが検出されていることから.弥生時代前半期

の水田層と考えられる0

1213 早馬遺跡 宮崎県 西区の 中世の は 区で検出した南北方向に延びる★中世。 i

SD04 溝状遺構でー を切る。断面形態はほぼ逆台形状を呈する

が.一部底面付近がオーバーハングする。埋土はおおまかにみ

ると下層から砂粒.黄褐色′くミスを多く含む層,粘性の極めて強

い黒色土,黄褐色′くミスを含む黒褐色土が堆積する0埋土のほ

r;曇蔓運 菜議 運 軍 濫 慧 議 決 諾孟宗歪

1214 早馬遺跡 宮崎県 西区の 中世の は)西区西端で検出した南東- 北西方向にほ ★中世。

i

SD12

-

ぽ直線的に延びる溝状遺構で,両端ともに調査区外に延びる0

前略)埋土の堆積状況から推察すると,基本土居のⅥb層

(あるいはⅥa層)が崩れて溝がある程度埋没した後に,洪水な

ど水の流れにより御池軽石.細砂粒などが運ばれて堆積したも

のと者えられる0 (中略)底面付近の埋土が砂層であったり▼砂
粒を多く含む粘質土であることからも▼溝の掘削当初より水の流

れがあったか頻繁に洪水の影響を受けていたものと考えられ

る0

1215 早馬遺跡

i

1

-

宮崎県

～

東区の 中世の は 区で検出された。南- 北東方向へ湾[★中世0 i

SD 18 曲しながら延びている0プランは細長い形状を呈し.遺構自体の

残存状況も悪い0断面形は浅い∪宇状を呈する。溝幅

で▼深さは と極めて浅い。埋土には砂層が堆積して

いたのみである0このことから▼溝としての機能のほかに.洪水

や多雨時に形成された自然流路のように偶発的に形成された可

]能性も想定される。遺物は検出されていない0

1216 平田遺跡C …宮崎県 C 地点のJⅤ 層…黒色粘質シルト土(黄褐色.白色パミス.砂を含む0洪 ▼11世紀後 l-
地点 L基本層 水堆積層か0)(中略)Ⅳ層は中世の水田層であるD陶磁器や土 半～14世紀

前半。

一
一

l
l
1

i
,

-
l1

…序

]

～
i
I
i

i
i

師器が若干出土している0遺物の時期は11世紀後半から14世

I

-

i
i

-
l
-

紀前半に帰属するものである。Ⅴ層は調査区全体に堆積してい

るものではなく,調査区中央を中心に遺存しており,東側には存

在しない の埋土最上層となる層であるが の掘り形上

部を削るように堆積していることから,洪水による堆積層である

可能性が考えられる0

1217 本御内遺 鹿児島県 Ⅱb▼Ⅱ 層は)堆積状態で3層に分層した。(中略)Ⅱb層は.1～ ○12世紀後

* c の小磯を多量に含んだ明茶褐色小裸層であるe土石流堆 半～16世紀

積物と思われる0 ⅡC層は,明茶褐色粗砂とシルト層がクロスラミ

ナ状に堆積している層である。この層も. Ⅱb層同様に土石流堆

積物と思われる 層については,舞鶴城大手前の五間道

路が振り込まれていることから,それ以前の層であると判断でき

る0 (中略)舞鶴城直前の時期の遺物として12世紀後半からー6世

紀前半の青磁や白磁が出土していることから▼Ⅲ層はこれらの

本来の包含層である可能性が高い。

前半0

1218 京田遺跡 鹿児島県 Ⅴ 層は)最大層厚 ▼平均層厚 程の河川の氾濫 ★弥生中期

堆積層で▼上部のⅤa層と下部のⅤb層に細分できる0調査区全 後半。

域に堆積しているが. 自然流路1.2の旧河道部分では残りが悪

い0 Ⅴa層は粘性の強い灰白色粘土で, Ⅴb層は浅黄色細砂か

らなるラミナ層によって形成されている0堆積した時期は弥生時
匿 中期後半頃と考えられる0

1219 京田遺跡 鹿児島県 Ⅵ ★縄文後期

～晩期e

1220 京田遺跡 鹿児島県 Ⅶ 層は,A - 13区下層確認トレンチで把握できたⅥ層以下 ★緯文前期

の自然堆積層である0(中略)流水と停滞を繰り返す環境下で堆 ～晩期0

積している。(中略)Ⅶ層は縄文時代前期から後晩期にかけて堆

積したと考えられる。(後略)
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1221 上水流遺

跡

鹿児島県 】Ⅴa
i

P12 ‥本遺跡で見られる地層は,河川堆積物及びそれらの上に

堆積する腐食土である0秒質の土壌については, 「砂質土」と
「砂」に分類した0河川による氾濫堆積物などを含んでいるので,

遺跡内において必ずしも安定している状況ではなかった。例え

1★縄文中期
…前半0

i

～

ま,Ⅴa層では同I 包含層の中で黄褐色砂質土層と灰白色砂層

が何層にもわたって互いに堆積している様子が観察される地点

もあった。(中略 層は)黄褐色砂質土0縄文時代中期前

半0 (灰～灰色砂との互層となる地点多し0)

1222 上水流遺

跡

鹿児島県 Ⅴa (第1分冊 本遺跡の地層は.河川堆積物及びそれらの上に

堆積する腐植土である。砂質の土壌については, 「砂質土」と

★縄文中期

前半(Ⅴa層)

「砂」に分類した0河川による氾濫堆積層などを含んでいるので,

遺跡内において必ずしも安定している状況ではなかった0例え

ば▼Ⅴa層では同一包含層の中で黄褐色砂質土層(粘質土)と灰

白色砂層とが何層にもわたって互い違いに堆積している様子が

観察される地点もみられた。(中略)Ⅴa層 黄褐色砂質土 縄文

時代中期前半 (粘質土～灰色砂との互層となる地点あり)

など0

1223 中島ノ下遺 鹿児島県 `
i 3b 第3層bは)暗青灰色シルト粘質土層、鉄分斑がみられる ★平安～室 i

-

跡 が.第3層aより少ない0砂が挟まれており 「fー0W (河川の氾 .町0 ▼平安～
濫)によるものと考えられ.付近に河川の存在が予想される0 . 室町。

第3層aは青磁片が出土していることより▼中世の水田層と

考えられる0第3層bはーレンズ状に部分的に堆積している0 これ
ま平安時代から鎌倉.室町時代にかけて河川の氾濫が起きたこ

とを示す0砂層を除去し,畦や小畦等の遺構を探査したが,確認

できなかった0第3層Cは宋代の白磁片が検出されたことより▼平

安時代から鎌倉.室町時代の水田層であろう0
-

1224…鹿児島大

学構内遺

i宗鑑 笠

鹿児島県 10

～

層は)灰褐色少し粘質0砂混じりシルト0′くミス含む。 ▼古墳後半 笹貫式は『日本
P33 ‥10層は砂層で.河川氾濫による堆積物である可能性が高 (笹貫式)0△ 土器事典』
いことを考慮すると▼11層の水田跡が河川氾濫による砂で埋没 古代0 を参照‥6世紀末

後,9層以上で再び水田による稲作が連続的に営まれたと推定 ごろとされる0
i
I
F

I

i
i

r
I
I

することができる。 前略 層上面の と3b号溝は,

若干SD 6が小規模ながらほぼ平行しており▼SD6の代わりに3b

号溝が造られ,3b号溝から南側へ水を引いていたのがSD4で i

あつたと推定できる0 (中略)3b号溝では古代の土師器がある程

度まとまっており も近い時期であろうと考えられる0溝状遺

構 については,検出面直上の13層に古墳時代(おそら

く,笹貫式)の遺物が最新の遺物として包含されていることから,

古墳時代後半期を下限と推定できよう0本調査区付近では河川

】跡が確認されており.本調査区はその氾濫原と考えられる砂層

】に少なくとも2回覆われている(10層.14層)0しかし,それぞれの -
a

上下の層で稲作の痕跡が認められることから,ある程度連続的 :
F

に水田が営まれたことがわかる0 i

1225 鹿児島大 鹿児島県 14 層は)明黄褐色砂層0軽石を含む 層は)にぷい黄 △古墳後半 笹貫式は『日本
学構内遺 橿色砂 前略 層上面の と3b号溝は,若干SD6が (笹貫式)0 土器事典』
跡郡元団 小規模ながらほぼ平行しており の代わりに3b号溝が造ら を参照=6世紀末
地目- 9区 れ,3b号溝から南側へ水を引いていたのがSD4であつたと推定 .

できる0(中略)3b号溝では古代の土師器がある程度まとまうて

おり も近い時期であろうと考えられる0溝状遺構

については,検出面直上の13層に古墳時代(おそらく,笹貫式)

の遺物が最新の遺物として包含されていることから▼古墳時代
後半期を下限と推定できよう。本調査区付近では河川跡が確認

されており,本調査区はその氾濫原と考えられる砂層に少なくと

も2回覆われている(10層.14層)0しかし,それぞれの上下の層

で稲作の痕跡が認められることから.ある程度連続的に水田が

営まれたことがわかる。

ごろとされる0
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山形県

群馬県

新潟県

山梨県

長野県

静岡県

愛知県



遺跡集計表　その1

326



遺跡集計表　その1

県[　山形県 群馬県　　　　　新潟県
50　100　200 50　100　200E　50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200
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ヽ

0.0　　0.0　　0.0
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0.0　0,0　0.0
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,0
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0
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ヽ
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こ0

.0
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0.
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0
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、

0,
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0.0　　0.0　　0.0
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

XEq XHX XK
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0.0　0.0　0.0. 0.0　0.

0.　　　　　　　こ　　　　　.

0.　　　　　.　　　　　.
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.
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6 7 7 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .6 0 .0

6 7 8 0 .0 0 .0 0 .0 ー1 0 .0 0 .0 1 .0 ー0 1 .6 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .6 0 ..0

6 7 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0
ー

6 8 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .0

6 8 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 1 .1 0 .0 0 .0 .1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .0

6 8 2 0 .0 0 .0 0 .0 ー1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .0

6 8 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .0

6 8 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 0 .0

6 8 5 0 .0 . 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0
-

0 -0 0 -0 2 -0 0 .0 0 .8 0 .0

6 8 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 0 .0

6 8 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0
-

6 8 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 1 .3 0 .0 0 Ⅰ0 1 .0 0 .0 0 Ⅰ0 0 Ⅰ0 1 .6 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 0 .0

6 8 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 0 .0

6 9 0 0 .0 0 .0 0 .0 ー3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 I0 0 -9 0 I0

6 9 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 1 .3 一.0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .2 0 .0
-

0 .0 0 .9 0 .0

6 9 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 0 .0

6 9 3 0 .0 0 .0 0 .0 ー4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .3 0 .0 ノ 2 .0 0 ー

6 9 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .6 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 ー 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

6 9 5 0 .0 0 .0 0 .0 ー4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

6 9 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .6 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

6 9 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .6 1 .4 一0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 ー 0 .0 1 .0 0 .0

6 9 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 -5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

6 9 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 t5 0 15 1 -5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 -5 P 1 .5 0 I0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 0 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0
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県 - 山 形 県 I 群 馬 県 ] 新 潟 県 山 梨 県 - 長 野 県 静 岡 県 愛 知 県

A D + 5 0 1 0 0 2 0 0 = 5 0 1 0 0 2 0 0 + 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0

一 一 、
0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 0 2 0 -0 0 l0 0 I0 0 L5 0 .5 1 -5 0 l0 0 -0 1 +0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 0 3 0 .1 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 0 4 0 .1 0 .0 0 .0 0 .4 0 .4 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0 ; 0 l0 0 .0 0 .0 ! 1 .4 1 l6 0 .0

ー
0 .0 1 .0 0 .0

ー
0 .0 0 .0 0 .0 ) 1 .4 1 .6 0 .0 ー0

-
7 0 6 - 0 .ー

-
0 .0 0 .0 2 .0 ー0

7 0 7 一.0 0 l0 0 -0 0 -0 l L4 1 16 0 -0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 0 8 0 -2 0 I0 0 .l E 0 .4 0 -4 1 l6 0 ll 0 ll 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 0 9 、1 0 、 ー0 0 .0 0 .0 2 .0 0 ー

7 1 0 0 .2 0 .0 0 .1 0 .4 0 .3 1 .7 0 .1 0 .l l .0 ー0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 1 0 .2 0 .0 0 .1 0 .4 0 .3 1 .7 .0 .1 0 .l l .0
一 、

0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 2 0 、2 0 、 、1 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 3 0 .3 0 .0 0 .2 0 .4 0 .3 1 .7 0 .2 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 4 0 .3 0 .0 0 .2 0 .4 0 .2 1 .8 0 .2 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 5
一 、

0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 ー

一 一2 0 、 0 Ⅰ0 0 L0 0 t0 1 -2 1 L6 0 L0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 7 0 .3 0 .0 0 .2 0 .4 0 .2 1 .8 0 .2 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 ー8
、 、 ー ー

0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 1 9 0 、4 0 、0 0 一 一1 1 ` 0 -0 0 .0 0 J0 l ll 1 -6 0 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 0 0 .4 0 .0 0 .3 0 .4 0 .l l .9 0 .3 0 .3 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .l l .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 1
一 一

ー0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 2 0 、 一 0 .0 0 .0 0 .0 1 .l l .6 0 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 3
一 、

ー0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 4 0 .5 0 .0 0 .4 0 .4 0 .0 2 .0 0 .4 0 .4 1 .0 0 -0 0 .0 0 l0 l I0 1 -6 0 l0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 5 0 .5 0 .0 0 .4 0 .4 0 .0 2 .0 0 .4 0 .4 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 - 2 l0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 6 0 、 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0
ー

0 .0 1 .0 0 .0

7 2 7 0 .5 0 .0 0 .4 0 .5 0 .0 2 .0 0 .4 0 .4 1 .0 ー0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 8 0 .5 0 .0 0 .5 0 .5 0 .0 2 .1 0 .5 0 .5 1 .0 ー0 0 .0 0 .1 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 2 9 0 .5 0 .0 0 ,5 0 .5 0 .0 2 .1 0 .5 0 .5 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .1 2 .0
-

7 3 0 0 l5 0 .0 0 l5 0 l6 0 -0 2 l1 0 -5 0 .5 1 I0 0 .0 0 .0 0 l0 l l0 l I6 0 .0 0 .0 0 .1 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 3 1
ー

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0
-

0 .0 1 .0 0 .0

7 3 2 0 .5 0 .0 0 .5 0 .7 0 .0 2 .1 0 .5 0 .5 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .1 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 3 3
-

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .2 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 3 4 0 .5 0 .0 0 .6 0 .7 0 .0 2 .2 0 .6 0 .6 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .2 . 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 3 5 0 .5 0 l0 0 l6 0 l8 0 l0 2 .2 ! 0 l6 0 J6 1 I0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .2 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 3 6 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .2 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 3 7 0 .5 0 -0 0 -6 0 r9 0 l0 2 .2 j 0 J6 0 .6 1 -0 0 I0 0 l0 0 L0 : 1 .0 1 .6 0 l0 0 .0 0 .2 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

一 一0 0 -0 0 .0 0 I0 2 1 .0 1 J6 0 -0 0 .0 0 .3 2 .0 0 .0 ー

7 3 9 0 -5 0 .0 0 I7 i 0 -9 0 l0 2 l3 0 .7 0 .7 1 .0 … ▼0
-

0 .0 1 .0 0 .0

i
7 4 0 …

0 I0 0 .0 0 -O i 一.0 1 l6 0 .0 0 .0 0 .3 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

ち
0 .0 0 .3 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .3 2 .0 0 .0 ー

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 14 2 l0 0 .0 1 .0 0 .0

0 .0 0 -0 0 l0 1 L0 1 t6 0 -0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

一 一0
、

0 .0 0 .4 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 4 7 0 .5 0 .0 0 .8 1 .3 0 .0 2 .4 0 .8 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 4 8 0 .5 0 .0 0 .8 1 .3 0 .0 2 .5 0 .8 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 4 9 0 L5 + 0 -0 0 -9 1 I3 0 -0 2 .5 0 -8 0 -9 1 L0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 0
′

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 ,0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 1 0 .5 0 .0 0 .9 1 .4 0 .0 2 .5 0 .8 0 .9 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 2 0 .5 0 .0 0 .9 1 .5 0 .0 2 .5 0 .8 0 .9 1 .0 0 l0 0 I0 0 .0 1 L0 1 16 0 -0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 3 】 一 一0 0 l0 0 -0 0 l0 l L0 1 t6 0 -0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 4 0 .4 0 .0 1 .0 1 .5 0 .0 2 .6 0 .8 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .6 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 5 0 .4 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 2 .6 0 .8 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .6 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 6
、

0 ー 0 .0 0 .6 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 7 0 .4 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 2 .6 0 ,8 1 .0 1 .0
i

0 .0 0 .6 2 .0 , 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 8 0 .4 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 2 .6 0 .7 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .6 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 5 9 0 .3 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 2 .7 0 .7 1 .0 . 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 0 .0 0 .7 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 6 0 0 .3 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 2 .7 0 .7 1 .0 1 .0 0 一 0 .0 0 .7 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 6 1 0 .3 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 2 .7 0 .7 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 0 .0 0 .7 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 6 2 ー0 1 ` ー 0̀ 1 ー 0 .0 0 .7 2 .0 0 .0 1 -0 0 -0

7 6 3 0 .3 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 2 .7 0 .6 1 .0 1 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 1 .0 1 -7 0 .0 0 .0 0 .7 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 6 4 0 .2 8 .0 1 .0 1 .8 . 0 .0 2 .8 0 .6 1 .0 1 .0 ー0 1 ー 0 ,0 0 .8 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 6 5 0 .2 0 .0 1 .0 1 .8 0 .0 2 .8 0 .6 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .8 0 .0 0 .0 0 .8 2 .0 0 .0 ー

7 6 6

7 6 7

8 ‥芸 : =告 :: ‖ ‥ 芸‥引 呂‥: ] ‥告 ‥呂 ー0 0 ー 0 .0 0 .8 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

I
0 .0 0 .8 2 .0 ー0

7 6 8

7 6 9

7 7 0

……日 …… 損 … ……… ……… E ……… ……日 …… 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .8 0 .0 0 .0 0 .8 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

一 一 0 .0 0 .9 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .9 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 7 1 0 ,1 0 -0 1 -0 l l9 0 l0 2 -9 0 -5 1 -0 1 l0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .9 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 7 2
-

一 一 0 .0 0 .9 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

、0 1 ` 、0 1 ー 0 .0 0 .9 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0

7 7 4
ー

0 l0 0 .0 0 -0 1 -0 2 .0 0 L0 0 .0 1 .0 2 .0 ー0

7 7 5 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 3 .0 0 .4 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 -0 l J ) 0 -0
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遺跡集計表　その1
輿 - 山 形 県 群 馬 県 新 潟 県 山 梨 県 】 長 野 県 静 岡 県 - 愛 知 県

A D - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 } 5 0 1 0 0 2 0 0 { 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0

1 1 5 1 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 0 .0 E 0 -0 0 .0 0 .0 0 I0 0 .0 0 I0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 5 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 5 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

l l 5 4 1 0 .0 0 -0 0 -0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 5 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 5 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 .0 .0 0 .0 0 .0 0 l0 0 .0 0 .0 0 l0 0 -0 0 l0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .1 0 ▼0 0 ー

1 1 5 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 r l0 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 l0

1 1 6 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .1
-

1 1 6 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 3 0 .0 0 .0 .0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .2
ー

1 1 6 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 1 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 -0 0 10 0 I0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 i 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 6 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 7 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 Ⅰ0 1 .0 0 .0 0 、0 0 ー ー0 0 .0 1 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 l0 - 1 L0 0 -3 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 7 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 7 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0 ……日 …… … …律 ……… … ……

1 1 7 5 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 7 6 0 L0 0 J0 0 l0

0 .0 1 .0 0 .0

0 .0 1 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

】 0 ー

呂‥3 3 ‥8 3 ‥芸 吊 ‥3 3 ‥3 3 ‥呂

1 1 7 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0
-

0 .0 0 .9 0 -5

0 .0 0 .0 0 .0

F 0 l0 0 -0 0 -0
1 1 7 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .1

1 1 7 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .9 0 .5 i 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 8 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .9 0 .5 ! 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 8 l g 0 l0 0 I0 0 -0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .9 0 .5 [ 0 .0 0 .0 0 .0

1 1 8 2 E 0 l0 0 -0 0 -0
0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 ,1

1 1 8 3 [ 0 .0 0 .0 0 .0
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0.0　　0.0　0.0

.0

.0

、

0.0　　0.0　0.0

.0

0.0　0.0　　0.0

、

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0,0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0,0

0.

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.1　0.0

0.0　0.1　0.0

.0

0.0　0.1　0.0

0.0　0.1　0.0

0.0　0.2　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　0.2　　0.0

0.0　0.2　0.0

0.

0.

0.0　0.3　0.0

0.0　0.3　0.0

-

0.0　0.3　0.0

0.0　0.4　0.0

0.

0.0　0.4　0.0

0.0　0.4　0.0

0.0　0.4　0.0

0.0　0.5　0.1

0.0　　0.5　　0.1

0.0　　0.5　　0. 1
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県 - 山形県 - 群馬県 - 新潟県 [ 山梨県 - 長野県 - 静岡県 - 愛知県
AD + 50 100 200 + 50 100 200 + 50 100 200 + 50 100 200 + 50 100 200 + 50 100 200 + 50 100 200
霊 は ‥3 3‥3 3‥:t 呂‥≡ 呂‥3 3‥出 ‥: :‥ 呂‥3 3‥≡ 呂吊 ‥ 吊 : S‥冒 ::出 : 3‥≡ 呂‥:

1 4 5 3

1 4 5 4

1 4 5 5

0 l0 0 -0 0 I0 0 l5 0 l0 0 I0 0 l0 0 l0 0 -0 0 l0 0 l5 0 l0 0 .0 0 -0 0 L0 ] 0 -0 0 l0 0 L0 0 -0 0 L5 0 L2

0 一 一

0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .2

1 4 5 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .2

ー
0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .3

1 4 6 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .4

1 4 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 10 0 -0 0 .0 0 .8 0 .4

1 4 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 10 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .4

1 4 6 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0
-

0 .0 0 .8 0 .4

1 4 6 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

. 1 4 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0
ー

0 .0 0 .8 0 .5

1 4 6 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .5

1 4 7 0 0 l0 0 .0 0 -0 0̀ ノ ー0 ー0
ー

1 4 7 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 ー0 0 ー 0 ー 0 .0 0 .9 0 .5

1 4 7 2 0 、 一 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .5

1 4 7 3
0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 -0 0 .0 0 .0 0 -0 0 -9 0 l0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .5

1 4 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 ▼0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .6

1 4 7 5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0
一 一

1 4 7 6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .6

1 4 7 7 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .6

1 4 7 8 0 ▼ 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 1 .1 . 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 ー

1 4 7 9 0 .0 0 .0 0 .0 : 0 -9 0 l0 0 l0 0 l0 0 -1 0 -0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .7

1 4 8 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 I0 0 .1 0 -0 0 .0 1 l1 0 l0 . 0 .0 0 .0 0 .0
-

0 ー0 ー

1 4 8 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 ー0 1 一 一0 0 . 1 0 .0 0 .0 0 .0 一.0 0 ー7

1 4 8 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 l9 0 T0 0 l0 i
ー 0 .0 】 ー

ー7

1 4 8 3

1 4 8 4

0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

0 .8 0 .0 0 .0

0 .8 0 .0 0 .0

0 .0 0 .2 0 .0 [

1
0 +0 0 .2 0 Ⅰ0 +

0 .0 1 .2 0 .0

0 .0 1 .2 0 .0

1 0 .0 0 -0 0 -0 0 .2 0 .0 0 .0

ー

0 .0 1 .0 0 .7

0 .0 ー

1 4 8 5

1 4 8 6

1 4 8 7

0 .0 0 .0 0 .0

[ 0 .0 0 .0 0 .0

[ 0 .0 0 .0 0 .0

0 .8 0 .0 0 .0

0 .8 0 .0 0 .0

0 .8 0 .0 0 .0

0 l0 0 -2 0 I0 j

[ 0 .0 . 0 .2 0 .0

+ 0 .0 0 l2 0 -0 +

0 .0 1 .2 0 .0

0 .0 1 .2 0 .0

0 .0 1 .2 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

; 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .8

T o t

I
i 0 ー

ー0 0 、0 … ▼0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 j 0 -3 0 .0 0 -0
ー

l 棚 ノ + 0 、 ▼0
、 ー

1 4 叫 + 0 I0 0 l3 0 -0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .9

1 4 9 l 2 0 I0 0 -0 0 I0 0 l7 0 .0 0 .0 1 0 .0 0 .3 0 .0
0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 ..0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .9

1 4 9 2 0 .0 0 .0 0 .0 = 0 -7 0 l0 0 I0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 ; 0 .0 1 .0 0 .9

1 4 9 3 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -4 0 -0 0 -0 7 + 0 l0 1 -0 0 -9

1 4 9 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 ー0 ー ー0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 4 9 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 ー
一 一

0 .0 1 .0 1 .0

1 4 9 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 1 ,4 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 4 9 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 4 9 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 1 .0 1 .0

1 4 9 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 0 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 ー 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 0 1

1 5 0 2

1 5 0 3

1 5 0 4

1 5 0 5

0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0

0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0

I
0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0

0 -0 0 -6 0 l0 0 -0 1 +6 0 L0

0 .0 0 .0 0 .0

ー0
0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

E 0 l0 0 l0 0 l0

0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

一.0

0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

一.0

1 5 0 6

1 5 0 7

0 -0 0 .0 0 -0

0 .0 0 .0 0 .0
、

3 0 l4 0 L0 0 I0

0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0

0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0

E
0 .0 0 .0 0 .0

> 0 l0 0 l0 0 J0

一.0

0 .6 0 .0 0 .0 .0 .0 1 .0 1 .0

1 5 0 8 0 .0 0 ,0 0 .0 E 0 J4 0 .0 0 .0 、0 0 一 一 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 0 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 ー 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 1 0
-

0 .0 0 .7 0 .0 0 .l l .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 ,0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 1 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .l l .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 1 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 -l l -7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
一 一

1 5 1 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 ▼ 0 .2 1 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

ー5 1 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .2 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
- ー

1 5 1 5 0 .0 0 J0 0 l0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .2 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 1 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .2 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
-

1 5 1 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .2 ー 0 .0 0 l0 ^ 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 1 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .3 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 1 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 1 0 .0 0 .0 0 -0 0 l9 0 l0 0 -3 1 -9 0 .0 ー0 0 .6 0 .0 0 .0 0 ,0 1 .0 1 .0

1 5 2 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 一 、0

」 0 、 0 l0 0 .9 0 I0 i 0 -3 1 .9 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

ー5 2 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 ー

1 5 2 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .4 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 ー0

1 5 2 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0

1 5 2 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1..0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0
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輿 山 形 県 群 馬 県 新 潟 県 山 梨 県 長 野 県 静 岡 県 ! . 愛 知 県

A D 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 . 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 l 0 0 2 0 0 E 5 0 1 0 0 . 2 0 0

1 6 0 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .5 0 .5 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ! 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 0 2 0 .0 0 .0 0 .0 ー6 0 .0 1 .0 0 .0 ー5 0 .0 0 .0 0 .0 0 、 0 ー

1 6 0 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .5 0 .5 0 .5 + 0 -0 0 l0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー

1 6 0 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .7
- ー

0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 0 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 0 .0 1 .0 0 .0 0 .4 0 .4 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 0 6 0 ー 0 、0 0 ー 0 ー 0 .4 0 .4 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 t0 0 .0 0 -0 0 10 0 -0 l Ⅰ0

1 6 0 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 0 .0 1 .0 0 .0 0 .4 0 .4 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー

1 6 0 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 1 .0 0 .0 0 .4 0 .4 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 0 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .3 0 .3 0 .7 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 1 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 1 .0 0 .0 0 ,3 0 .3 0 .7 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0
-

1 6 1 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 ー0 0 .3 0 .3 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 1 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 1 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0

ー6 1 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 1 .0 0 .0 0 .3 0 .3 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 1 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 1 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

ー6 1 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 1 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .8 0 -0 0 .0 P 0 I0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 1 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 1 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー

1 6 1 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .8 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー

ー6 1 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .8 0 一 一

1 6 1 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .9 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

ー6 2 0
-

0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 1 ..0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 2 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .7 0 ー0 1 ー 0 .ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 2 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 0 .0 1 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 2 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 0 ー0 1 ー 0 .1 0 .1 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 Ⅰ0 0 -0 0 10 0 -0 0 10 1 -0

1 6 2 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .9 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 、0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 2 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .9 0 .0 1 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
-

1 6 2 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 2 7 0 -0 0 l0 0 -0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 6 2 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9

1 6 2 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9

1 6 3 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 、0 0 ー 0 .0 1 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9

1 6 3 1 ー0 0 .0 0 ,0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9

1 6 3 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 ー : 0 l0 0 -0 1 -0 0 .0 0 l0 0 -0 1 0 I0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9

1 6 3 3 0 ー
-

0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 、 、8

1 6 3 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 L 0 -0 0 -0 1 l0 0 .0 0 .0 0 .0 ～

1 6 3 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 -0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー8

1 6 3 6 ー0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 一.0 0 .0 0 .0 0 .0 E 0 l0 0 I0 0 .0 ! 0 l0 0 I0 0 -8

1 6 3 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 ー0 0 .0 0 T0 1 -0 0 .0 0 .0 0 .0 [ 0 .0 0 .0 0 .0 + 0 一 一8

1 6 3 8 j 0 .0 0 l0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 一0 0 .0 0 .0 0 .0 ー7

1 6 3 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 L0 1 10 0 -0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7

1 6 4 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7

1 6 4 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 、0 0 ー 1 0 ,0 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .7

1 6 4 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7

1 6 4 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
-

1 6 4 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6

1 6 4 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 10 0 l6
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ー
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-
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1 6 5 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5

1 6 5 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 -lo o -0 3 -0 0 -0 1 10 0 -0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 10 0 -5

1 6 5 3 0 -0 0 t0 0 -0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 .5

1 6 5 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4

1 6 5 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 t0 0 10 3 I0 0 .0 1 .0 0 .0
-

0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4

1 6 5 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 ー0 0 .0 0 .0 0 .4

1 6 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4

1 6 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 ー0 0 ,0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 ▼

1 6 5 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3

1 6 6 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3

1 6 6 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3

1 6 6 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 -0 0 10 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3

ー6 6 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 ー
-

0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3

1 6 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .2

1 6 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 l0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 () .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2

1 6 6 6 0 ー 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 ▼ 一0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 .0 .2

1 6 6 7 0 .0 0 -0 0 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 l0 0 I0 0 .0 0 .0 0 .2

1 6 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 l0 1 I0 0 ,0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2

1 6 6 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 ,0 0 -0 1 -0 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 t0 0 -l

1 6 7 0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 .0 0 -1

1 6 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0
-

0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1

1 6 7 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1

1 6 7 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 ` 一.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1

1 6 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 6 7 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0
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県 - 山 形 県 群 馬 県 - 新 潟 県 - 山 梨 県 - 長 野 県 静 岡 県 愛 知 県

A D - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 [ 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0

………描 ……0: ……… S ‥‥ : ‥告 ‥3 3 ‥3 3 ‥3 3 ‥出 ‥: 呂 ‥告 ‥描 Z ‥3 3 ‥呂 0 .0 0 .0 1 .0

0 .0 0 .0 1 .0

ー

0 .0 0 .0 1 .0

0 Ⅰ0 0 -0 1 I0

0 .0 0 ,0 1 .00 .1 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .8 2 .0 0 .0

1 7 5 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .8 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 5 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 . 1 .6 0 .8 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0
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1 7 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .8 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 1 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .8 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 5 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 1 0 .0 2 .9 0 Ⅰ0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .7 0 .8 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 1 0 .0 2 .9 一 一.7 0 .7 2 .0 0 .0 0 .0 0 l0 l l0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 1 0 .0 0 .0 0 -0 0 . 1 0 .0 2 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .7 0 .7 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 2 0 .0 0 .0 0 .0 , 0 .1 0 .0 2 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .7 0 .7 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 ー7 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 0 .6 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 6 0 .0 0 .0 0 .0 一 、0 0 .0 0 .0 1 .8 0 .6 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 0 .5 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 6 9 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 ..0 0 .0
ー

0 .5 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 7 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 5 2 -0 0 l0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 -2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 0 .5 2 .0 0 .0 0 ー ー0

1 7 7 2 0 ー 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 0 .5 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 7 7 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 、 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 0 .5 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 ー

1 7 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .4 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0
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ー
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ー
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-

0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .8
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1 7 9 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 ー0 0 .0 0 .0 1 .7 0 . l l .7 0 .3 0 .0 0 .0 1 .0 ー0 0 ]

1 7 9 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .7 0 . l l .7 0 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .7

1 7 9 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .6
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1 7 9 6

1 7 9 7
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- ー

0 .0 1 .6 0 .4 0 .0 0 Ⅰ0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .6
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1 7 9 8 0 L0 0 +0 0 L0 、0 1 」 0 ー 0 .0 0 .l l .5 0 .0 1 .5 0 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .5

1 7 9 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .l l .5 0 .0 1 .5 0 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .5

ー8 0 0
-

ー0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 ー 0 .0 0 .0 0 .5

1 8 0 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . l l .5 0 -0 1 15 0 -5 0 .0 0 .0 1 .0 0 -0 0 .0 0 .5

1 8 0 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . l l .5 0 .0 1 .5 0 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .5

1 8 0 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .2 1 .5 0 .0 1 .5 0 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .5

1 8 0 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 ー0 0 .1 0 .2 1 .4 0 .0 1 .4 0 .6 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .4

1 8 0 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .2 1 .4 0 .0 1 .4 0 .6 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .4

1 8 0 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .4
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1 8 0 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 l1 0 .3 1 .4 0 .0 1 .4 0 .6 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .4

1 8 0 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .3 1 .3 0 .0 1 .3 0 .7 ー0 0 .0 0 .0 0 .3

1 8 1 0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .3 1 .3 0 .0 1 .3 0 .7 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .3
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1 8 1 2

1 8 1 3

0 ー
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-
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1 8 1 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .4 1 .2 0 .0 1 .2 0 .8 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .2

1 8 1 6 0 .0 0 .0 0 .0 ー8 0 .0 0 .0 0 .0 ー2 0 .0 1 .2 0 .8 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .2

1 8 1 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .4 1 .2 0 .0 1 .2 0 .8 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .2

1 8 1 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 -0 0 .0 0 -0 0 .3 10 .5 1 -2 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .2

1 8 1 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .5 1 .1 0 .0 1 .1 0 .9 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .1

1 8 2 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 -0 0 10 0 .0 0 .4 0 .5 1 .1 0 .0 1 .1 0 .9
-

ー1

1 8 2 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .5 1 .1 0 .0 1 .1 0 .9 ー0 1 ー0 ー1

1 8 2 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .5 1 .1 0 .0 1 .1 0 .9 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .1

1 8 2 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 -5 1 .1 0 .0 1 .l l .0 ー0 ー1

1 8 2 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .6 1 .0 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0
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県 】 山 形 県 t 群 馬 県 - 新 潟 県 - 山 梨 県 i 長 野 県 t 静 岡 県 愛 知 県
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1 8 3 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 1 .0 0 .2 1 .0 1 .3 0 .0 0 .l l .1 0 .0 0 .0 0 .1
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1 8 3 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0 1 .0 0 .3 1 .0 1 .4 0 .0 0 .l l . 1 0 .0 0 .0 0 .1

1 8 4 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0 1 .0 0 .3 1 .0 1 .4 0 ,0 0 .l l . 1 0 .0 0 .0 0 .1

1 8 4 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .l l .0 1 .0 0 .3 1 .0 1 .4 0 .0 0 .l l .1 0 .0 0 .0 0 .1

1 8 4 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 -l l -l l .0 0 -3 1 .0 1 l4 0 .0 0 l2 1 .2 、2

1 8 4 3 0 .0 0 .0 0 .0
、

1 .2 1 .l l .0 0 .4 1 .0 1 .4 0 .0 0 .2 1 .2 0 .0 0 .0 0 .2

1 8 4 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .2 1 .0 0 .4 1 .0 1 .5 0 .0 0 .2 1 .2 + 0 l0 0 -0 0 -2

ー 0 .0 ー 0 .4 1 .0 1 .5 0 .0 0 .2 1 .2 0 .0 0 .0 0 .2

1 8 4 6 ー0 ー
ー

0 .0 0 .0 0 .2

1 8 4 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 1 .3 1 .0 0 .4 1 .0 1 .5 0 .0 0 .3 1 .3 0 .0 0 .0 0 .3

1 8 4 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 一.3 一 一.3 0 .0 0 .0 0 .3

1 8 4 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 Ⅰ1 0 Ⅰ0 1 .3 0 +0 0 l0 0 l0 i l +3 1 .3 0 L9 0 I5 0 l9 1 Ⅰ5 0 L0 0 L3 1 Ⅰ3 0 .0 0 .0 0 .3

1 8 5 0 0 .0 0 .0 . 0 .0
-

0 .5 0 .9 1 .6 0 .0 0 .3 1 .3 0 .0 0 .0 0 .3

1 8 5 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 1 .3 0 .9 0 .5 0 .9 1 .6 - 0 .0 0 .3 1 .3 0 .0 0 .0 0 .3

1 8 5 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 1 .4 0 .9 0 .5 0 .9 1 .6 0 .0 0 .4 1 .4 0 .0 0 .0 0 .4

1 8 5 3 i
0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 1 .4 0 .8

ー
0 ー

: = 出 3 3 ‥3 3 ‥3 3 ‥: 呂 ‥告 =芸 呂‥3 3 ‥呂 : 侶 ‥告 ‥ 0 L6 0 L8 1 -6 0 -0 0 J4 1 l4

0 Ⅰ6 0 .8 1 .7 0 .0 0 .4 1 .4

】 0 一

、4
1 8 5 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 1 .4 0 .8 0 .6 0 .8 1 .7 0 .0 0 .4 1 .4 0 .0 0 .0 0 .4

1 8 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 … う ー5 0 月 i 0 .6 0 .8 1 .7 0 I0 0 .5 1 .5 ー5

1 8 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 .5 0 IT 0 -6 0 -7 l ] 0 l0 0 5 1 .5 0 .0 0 .0 0 .5

1 8 5 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 -3 0 l0 1 r5 i 0 -0 0 .0 0 l0 l j 1 う 0 7 + い 0 ▼

1 8 6 0 0 ▼ … 1 .5 1 .5 0 .7 ㍉ h 0 .0 0 .0 0 .5

………… ……… … …… ……… 吊 …… ……… j …… H …… ……… ……… 1 .5 1 .5 0 .7

1 .5 1 .5 0 .7

1 .5 1 .6 0 .6

吊 ‥; : 冒 : 雷 ‥3 3 ‥昌 =

[
; 0 ー

再 ‥呂 : ‥3 3 ‥3

0 .0 0 .0 0 .61 8 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 i
i 1 .5 1 .6 0 .6 0 .8 0 .6 1 .8 [ 0 .0 0 .6 1 .6 0 ▼

1 8 6 5

1 8 6 6

1 8 6 7

1 8 6 8

ー8 6 9

1 8 7 0

吊 …… … …… ………

i

E 0 .0 0 I0 0 -0

! 0 .0 0 .0 0 .0

i 0 J5 0 .0 l .6 0 .0 0 .0 0 .0

i 0 l5 0 -0 1 .6 0 I0 0 -0 0 -0

$ 0 う り+O 川

i 0 l5 0 l0 1 .7 0 .0 0 l0 0 -0

～ 0 .5 0 .0 1 .7 0 .0 0 .0 0 .0

、

1 l5 l l6 0 -6 0 -8 0 -6 1 l9 + 0 l0 0 l6 1 -6

i .5 l .6 0 +6 0 -8 0 -6 1 .9 + 0 +0 0 +6 1 .6

ー …,
l L6 l ] 0 +5 0 .8 0 .5 1 Ⅰ9 : 0 Ⅰ0 0 7 1 ]

1 .6 1 .7 0 .5 0 l9 0 l5 1 .9 E 0 I0 0 .7 1 l7

う … 0 こう

0 .0 0 .0 0 .6

0 .0 0 .0 0 .6

0 I0 0 1.0 0 .6

0 .0 0 .0 0 .7

0 .0 0 .0 0 .7

0 .0 0 .0 0 .7

1 8 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .7 0 .0 0 .0 0 .0 1 .7 1 .7 0 .5 0 -9 0 -5 2 -0 I 0 -0 0 -7 1 -7 ー7

1 8 7 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .7 0 .0 0 .0 0 .0 1 .7 1 .7 .0 .5 0 ー 】 0 .0 0 .0 0 .7

1 8 7 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .5 ー8
ー

1 8 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .4 ー8 0 .0 0 .0 0 .8

ー
1 .0 0 .4 2 .0 0 .0 0 .8 1 .8 0 .0 0 .0 0 .8

1 8 7 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .4 1 .0 0 l4 2 .0 0 .0 0 .8 1 .8 0 .0 0 .0 0 .8

1 8 7 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .4
ー

0 .0 0 .0 0 .8

1 8 7 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .4 1 .0 0 .4 2 .0 0 .0 0 .9 1 .8 ‥9

1 8 7 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .3 肘 0 .0 0 .0 . 0 .9

1 8 8 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .3 0 ー 】 0 .0 0 .0 0 .9

1 8 8 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 1 I7 1 I8 0 .3 10 l9 0 l3 2 I0 i 0 .0 0 .9 1 .8 0 .0 0 .0 0 .9

1 8 8 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .3 0 .9 0 .3 2 .0 [ 0 .0 0 .9 1 .8 0 .0 0 .0 0 .9

1 8 8 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .8 1 .8 0 .3 0 .9 0 .3 2 .0 0 .0 1 .0 1 .8 一.0

1 8 8 4

1 8 8 5

1 8 8 6

1 8 8 7

1 8 8 8

1 8 8 9

0 .0 0 ,0 0 .0 0 .8 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0

ー0
0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0

一 一
0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0

1 .7 1 .9 0 .2

1 .7 1 .9 0 .2

1 .7 1 .9 0 .2

1 .6 1 .9 0 .2

1 .6 1 .9 0 .2

1 .6 1 .9 0 .1

0 .0 . 0 .0 1 .0

1 8 9 0 、0 0 一 、0 1 .5 1 .9 0 .1 0 .7 0 .1 2 .0 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 0 .0 1 .0

1 8 9 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 1 .9 0 .1
-

0 -0 0 I0 1 .0

1 8 9 2 0 .0 0 .0 0 .0
ー

1 .5 1 .9 0 .1 0 .7 0 .1 2 .0 0 .0 1 .0 1 .7 0 .0 0 .0 1 .0

1 8 9 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 1 .9 0 .1 0 .7 0 .1 2 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0

1 8 9 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 1 .9 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 ー

1 8 9 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 1 .9 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0

1 8 9 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 . 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 1 .9 0 .0 0 .6 0 ,0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 ー

1 8 9 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 T8 0 .0 2 .0 0 .0 0 I0 0 .0 1 .2 1 .9 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0

1 8 9 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .9 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0

1 8 9 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .9 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 0 0 l0 0 L0 0 l0 0 J7 0 l0 2 .0 0 -0 0 l0 0 l0 1 l2 1 l9 0 l0 0 l5 0 -0 2 l0 0 l0 1 l0 1 -5 0 .0 0 .0 1 .0
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遺跡集計表　その1

県 - 山 形 県 [ 群 馬 県 - 新 潟 県 山 梨 県 長 野 県 静 岡 県 愛 知 県

A D > 5 0 1 0 0 2 0 0 [ 5 0 1 0 0 2 0 0 E 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0

1 9 0 1 0 .0 0 l0 0 .O h o .7 0 -0 2 .0 0 J0 0 .0 0 .0 1 .2 1 .9 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0

、0 0 ー ` 1 .l l .9 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 2 .0 ー0 1 -l l -9 0 -0 0 .5 0 .0 2 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 2 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 2 .0 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .4 0 ー

1 9 0 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 2 .0 0 .0 0 .4 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 6 0 -0 0 -0 0 -0 0 -6 0 -0 2 -0 0 l0 0 -0 0 I0
ー

0 .4 0 l0 2 l0 0 -0 1 10 1 -4 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 . 0 ,0 2 .0 0 ー 1 .0 2 .0 0 .0 0 .4 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 0 .4 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 0 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 2 .0 ー0 1 .0 2 .1 0 .0 0 .4 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 1 0 0 L0 0 L0 0 .0 0 L6 0 .0 2 -0 0 .0 .0 .0 0 .0 ー 0 .0 0 .3 0 .0 2 .0 0 ▼ 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 1 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー 0 .0 0 -3 0 l0 2 .0 0 .0 ー 0 ,0 0 .0 1 .0

1 9 1 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 2 .1 0 .0 0 .3 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .3 0 ー

1 9 1 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0
-

ー0 0 .0 1 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 1 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー2 0 ー0 0 .3 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 1 5 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 2 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .9 2 .2 0 .0 0 .2 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0

-
0 .8 2 .2 0 .0 0 ー

ー
0 ー

1 9 1 7 0 L0 0 L0 0 .0 0 t4 0 L0 2 l0 0 L0 0 -0 0 -0 0 .8 2 .2 0 .0 0 .2 0 .0 2 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0

1 9 ー ー0 0 .2 0 .0 2 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0

1 9 ー 0 .7 2 .3 0 .0 0 .2 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 2 0 0 L0 0 L0 0 -0 0 .4 1 0 .0 2 -0 0 l0 0 -0 0 -0
-

0 ー 0 .0 1 ,0 1 .1 0 ー

1 9 2 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 2 .3 0 .0 0 ー 0 .0 1 .0 1 .1 0 .0 0 -0 1 l0

1 9 2 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 2 .3 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 2 3 0 .0 0 .0 0 Ⅰ0 0 .4 0 .0 2 Ⅰ0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 2 .3 0 .0 0 ー1 0 ー 0 -0 1 10 1 l1
ー

ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 2 .4 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 2 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .0 ー0

1 9 2 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 2 .4 0 .0 0 -0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 2 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 2 .0 ー0 二0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 1 .0 ー0

1 9 2 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

- 、
0 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

- -
0 .2 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 一.0 0 .0 0 .0 1 .0

霊 描 出 ‥: 呂‥出 ‥芸 : ‥呂 芸 ‥呂

霊 呈 H ‥3 3 ‥3 3 ‥3 3 ‥言 : ‥呂 芸 ‥呂

0 .0 0 .0 0 .0

- 0 .0 0 .0 0 .0

! 0 Ⅰ0 0 .0 0 .0

! 0 .0 0 .0 0 .0

0 .2 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 l0 1 L0

0 .1 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 1 .0 ー0

0 .0 2 .5 0 .0 P 0 l0 0 L0 2 l0 0 .0 0 .8 1 .0 0 -0 0 L0 l l0

】
… 0 一

一

i 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 3 6 4 0 -0 0 .0 0 .0 i 0 l1 0 P0 2 .0 { 0 .0 0 l0 0 -0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

飢 … … …… ……M …日 …… … 描 ……… … ……

l
ー

0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

;
1 9 4 0 i 0 .0 0 J0 0 .0 0 .1 0 .0 2 -0 0 ▼ 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 1 - 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 -0 0 .6 1 1 J0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 ー0 0 .0 0 -6 1 -0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 .0 .0 0 .0 0 .0 ー0 ー0 0 .0 0 .6 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 6 0 .0 0 l0 0 -0 0 11 0 -0 2 l0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .6 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 -0 0 -0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 ー 0 .0 0 .6 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 4 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

ー
0 .0 0 .0 0 .0 0 ▼ 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 1 .0 ー0

ー
0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 5 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 1 .0 0 ー

1 9 5 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 1 .0 0 ,0 0 .0 1 .0

1 9 5 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

ー
0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .4 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

一 一 一0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .4 1 .0 ー0

一 一0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .4 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .4 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 l0 0 -4 l l0
-

-
0 .0 2 .3 0 .0

ー
0 .0 0 .3 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

` ー1 0 、 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .3 1 .0 一.0

1 9 6 1 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 一 一0 0 .0 0 .3 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 6 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 ー0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 6 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .3 1 .0 一.0

1 9 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .2 1 .0 0 一 一.0

ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 6 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 ,0 0 .0 . 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 6 9 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .l l .0 0 ▼

1 9 7 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .l l .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 2 - 1 0 -0 ー0 0 .0 0 .l l .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 7 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 . 1 0 .0 0 ,0 0 I0 2 .0 0 .0 0 .l l .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 7 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .l l .0 0 .0 0 .0 1 .0

1 9 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 一 0 .0 0 .0 1 .0

一 、 、0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0
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京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

岡山県

福岡県

全国合計



遺跡集計表　その2

奈良県　i　　岡山県 全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200[ 50　100　200

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0,

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0,0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.　　　　　.0

.0

0.0　0,0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0_0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0_0　　0.0　　2.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2_0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.1

0.0　0.0　　2.1

0.0　0.0　　2.2

.2

0.0　　0.0　　2.2

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0.1

0.0　0.0　0.1

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

.3

0.0　　0.0　0.3

.3

0.0　　0.0　0.3

0.0　　0.0　　0.3

0.0　0.0　　0.4

0.0　　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　0.5

0.0　　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.6

0.0　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0,6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

nK nX Xh

0.0　　0.0　0.7

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　0.8

0.0　　0,0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.

.0

0.

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0,0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0,0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.2

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0,

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.

.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　2.0　3.0

0.0　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　2.0　　3.0

0.0　2.0　　3.0

0.0　2.0　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.

0.0　　2.0　　3.0

0.0　　2.0　　3.0

0.0　1.9　　3.0

0.0　1.9　　3.0

0.0　1.8　　3.0

0.0　1.8　　3.0

0.0　1.8　　3.0

0.0　1.7　　3.0

0.0　1.7　　3.0

0.0　1.6　　3.0

0.0　1.6　　3.0

0.0　1.6　　3.0

0.0　1.5　　3.0

0.0　1.5　　3.0

0.0　1.5　　3.0

0.

0.0　1.4　　3.0

0.0　　3.0　12.1

0.0　　3.0　12.1

0.0　　3.0　12.2

ヽ

0.0　　3.0　12.2

0.0　　3.0　12.3

0.0　　3.0　12.3

0.0　　3.0　12.4

0.0　　3.0　12.4

0.0　　3.0　12.4

0.0　　3.0　12.5

0.

0.0　　3.0　12.5

0.0　　3.0　12.6

0.0　　3.0　12.6

0.0　　3.0　12.7

0.0　　3.0　12.7

0.0　　3.0　12.7

0.0　　3_0　12.8

0.0　　3.0　12.8

0.0　　2.9　12.9

0.0　　2.9　12.9

0.0　　2.8　12.9

0.0　　2.8　13.0

0.

0.0　　2.6　13.1

0.0　　2.6　13.1

0.0　　2.5　13.1

0.0　　2.5　13.2

.2

0.0　　2.4　13.3

0.0　　2.3　13.3

0.0　　2.2　13.3

0.0　　2.2　13.4

0.0　　2.1 13.4

0.0　　2.1 13.5

0.0　　0,0　　0.OI 0.0　1.3　　3.Oi 0_0　　2.0　13.5

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

ヽ

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.　　　　　.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0_0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　0.0　　0. 1

.0　　0.1

0.0　1.3　　3.0

.3　　3.0

0.0　1.2　　3.0

0.0　1.2　　3.0

0.0　1.1　3.0

0.0　1.1　3.0

1　3.0

0.0　1.0　　3.0

0.0　1.0 ,3.0

0.0　　0.9　　3.0

0.0　　0.9　　3.0

0.0　　0.9　　3.0

0.0　0.8　　3.0

0.0　　0.8　　3.0

0.0　　0.7　　3.0

0.0　0.7　　3.0

0.0　　0.7　　3.0

0.0　　0.6　　3.0

0.0　0.6　　3.0

0.0　0.5　　3.0

0.0　　0.5　　3.0

0.0　　0.5　　3.0

0.0　0.4　3.0

0.0　0.4　3.0

0.0　0.4　3.0

0.0　　0.3　　3.0

0.0　0.3　　3.0

0_0　0.2　　3.0

0.0　　0.2　　3.0

0.0　0.2　　3.0

0.

0.0　　0. 1　3.0

0.0　0.0　3.0

.0　　3.0

0.0　0.0　3.0

0.0　0.0　3.0

0.0　　0.0　　3.0

0.0　　0.0　　3.0

0.0　1.9　13.5

0.0　1.9　13.6

0.0　1.8　13.6

0.0　1.8　13.6

0.0　1.7　13.7

.7

0.0　1.6　13.8

0.0　1.5　13.8

0.0　1.5　13.8

0.0　1.4　13.9

0.0　1.4　13.9

0.0　1.3　14.0

0.0　1.2　14.0

0.0　1.2　14.0

0.0　1.1 14.0

0.0　1.1 14.0

0.0　1_0　14.0

0.0　　0.9　14.0

0.0　　0.9　14.0

.0

.0

0.0　　0.7　14.0

0.0　　0.6　14.0

0.0　　0.6　14.0

0.0　　0.5　14.0

0.0　　0.5　14.0

0.0　　0.4　14.0

、

0.0　　0.3　14.0

0.0　　0.2　14.0

0.0　　0.2　14.0

0.0　　0.1 14.0

0.0　　0.1 14.1

-

0.0　　0.1 14.3

0.0　　0.2　14.4

0.0　　0.2　14.5

0.0　　0.2　14.6

352



遺跡集計表　その2

府 県 [ 京 都 府 大 阪 府 兵 庫 県 E 奈 良 県 岡 山 県 - 福 岡 県 - 全 国 合 計

A D E 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 E 5 0 1 0 0 .2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0

1 0 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0
ー

1 0 2
-

0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .3 1 4 .8

1 0 3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .4 1 4 .9

1 0 4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 ,4 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .4 1 5 .0

1 0 5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .4 0 ー 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .4 1 5 .1

1 0 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 l0 0 l0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 0 .0 3 .0 0 -0 0 .5 1 5 .2

1 0 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 ,0 0 ,0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .5 1 5 .3

1 0 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .5 1 5 .4

1 0 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .6 1 5 .5
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遺跡集計表　その2
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0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0_0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　6.5

0.3　　0.0　　6.5

0.

0.3　0.0　　6.6

0.3　　0.0　　6.6

0.3　　0.0　　6.7

0.4　　0.0　　6.7

、

0.

0.4　0.0　　6.8

0.4　0.0　　6.9

0.5　　0.0　　6.9

0.5　　0.0　　6.9

0.

0,5　　0.0　　7.0

0.　　　　　　1

0.5　　0.0　　7.1

0.6　　0.0　　7.1

0.6　　0.0　　7.2

0.6　　0.0　　7_2

0.6　　0.0　　7.3

0.6　　0.0　　7.3

0.7　　0.0　　7.3

0.7　　0.0　　7.4

0.7　　0.0　　7.4

0.7　　0.0　　7.5

0.7　　0.0　　7.5

0.

0,8　　0.0　　7.6

0.8　　0.0　　7.6

0.8　　0.0　　7.6

0.8　　0.0　　7.7

0.8　　0.0　　7.7

.8

0.8　　0.0　　7.8

0.8　　0.0　　7.8

0.8　　0.0　　7.9

0.8　　0.0　　7.9

.0

0.8　　0.0　　8.0

.0

0.7　　0.0　8.0

0.7　　0.0　　8_0

0.7　　0.0　　8.0

.0

0.6　　0.0　　8.0

0.6　　0.0　　8.0

0.6　0.0　　8.0

0.6　　0.0　　8.0

0.6　0.0　8.0

.0

0.5　0.0　　8.0

.0

0.5　0.0　　8.0

0.5　　0.0　　8.0

0.5　　0.0　　8.0

0.4　0.0　　8.0

0.4　　0.0　　8.0

0.4　　0.0　　8.0

0.4　0.0　　8.0

0.4　0.0　　8.0

0.3　　0.1　8.0

0.3　　0.1　8.0

0.3　　0.1　8.0

0.3　　0.1　8.0

0.3　　0.1　7.9

0.

0.2　0.2　　7.7

0.2　　0.2　　7.6

0.2　　0.2　　7.5

0.2　　0.2　　7.4

0.

0.1　0.3　　7.2

0.1　0.3　　7.1

0. 1　0.3　　7.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2_0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

1.1　2.1　24.5

1.2　　2.1　24.7

1.3　　2.1　24.9

1.4　　2.1　25.1

1.5　　2.1　25.4

1.6　　2.2　25.6

.2　25.8

1.8　　2.2　26.0

均　均Blの

2.0　　2.3　26.4

2.1

2.2　　2.3　26.9

2.4　　2.4　27.1

2.5　　2.4　27.3

2.6　　2.5　27.5

2.7　　2.5　27.7

2.8　　2.5　27.9

2.9　　2.6　28.2

3.1　2.6　28.4

3.2　　2.6　28.6

3.3　　2.7　28.8

3.4　　2.7　29.0

3.5　　2.8　29.2

3.6　　2.8　29.5

3,8　　2.8　29.7

3.9　　2.9　29.9

、

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0,0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0_0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

4.1　3.0　30.3

4.2　　3.0　30.5

4.2　　3.1　30.6

4.2　　3.1　30.8

4.2　　3.2　31.0

4.2　　3.2　31.2

4.2　　3.3　31.4

4.2　　3.4　31.6

,4　31.8

4.2　　3.5　32.0

4.2　　3.5　32.2

4.2　　3.6　32.4

4.2　　3.6　32.6

4.2　　3.7　32.6

4.1　3.7　32.6

4.0　　3.8　32.6

3.9　　3.8　32.6

3.8　　3.9　32.6

3.7　　4.0　32.6

3.6　　4.0　32.6

3.5　　4.1　32.5

3.5　　4.1　32.5

3.4　　4.2　32.5

3.3　　4.3　32.5

3.3　　4.3　32.5

gの　　　　更Bl空

3.2　　4.4　32.4

3.2　　4.4　32.4

3.1　4.5　32.4

3.1　4.5　32.4

3.0　　4.5　32.4

3.0　　4.6　32.3

3.0　　4.7　32.4

2.9　　4.7　32.4

2.8　　4.8　32.4

2.8　　4.9　32.4

2.7　　5.0　32.4

2.6　　5.1　32.5

2.6　　5.1　32.2

2.5　　5.1　32.0

2.5　　5.2　31,7

2.4　　5.2　31.5

2.4　　5.3　31.3

2.3　　5.3　31.1

2.2　　5.3　30.9

2.2　　5.3　30.6

2.1 ・ 5.3　30.4

2.1　5.4　30.2

354
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京都府　】　大阪府 全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.1　0.0　　0.3

0.1　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　　0.0　0.5

.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　0.5

0.0　0.0　0.5

.5

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.

0.0　0.0　0.7

0,0　0_0　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　　0,9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.

0.0　　0.0　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0,0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.8　　6.9

0.0　　0.8　　6.9

0.0　　0.7　　6.9

0.0　0.7　　6.8

0.0　　0.7　　6.8

0.0　　0.7　　6.8

0.0　0.7　　6.8

.6　　6.8

0.0　　0.6　　6.7

0.

0.0　0.6　　6.7

0.0　　0.6　　6.7

0.0　　0.5　　6.7

0.0　0.5　　6.6

0.0　　0.5　　6.6

0.0　　0.5　　6.6

0.0　0.5　　6.6

0.0　0_5　　6.6

0.0　　0.4　　6.5

0.0　　0.4　　6.5

0.0　　0.4　　6.5

0.0　　0.4　　6.5

0.0　0.4　　6.5

0.0　　0.3　　6.5

0.0　　0.3　　6.4

0.

0.0　　0.3　　6.4

0.0　0.3 .6.4

0.0　　0.2　　6.4

0.0　　0.2　　6.3

0二

0.0　　0.2　　6.3

0.0　0.2　　6.3

0.0　　0.1　6.3

0.0　　0.1　6.2

0.0　　0.1　6.2

0.0　　0.1　6.2

0.0　　0.1　6.1

0.0　　0.0　　6.1

0.0　　0,0　　6.0

0.0　　0.0　　6.0

0.0　　0.0　　6.0

0.0　　0.0　　6.0

0.0　0.0　　6.0

0.0　　0.0　　6.0

0_0　　0.0　　6_0

0.0　0.0　　6.1

0.0　　0.0　　6.1

0,0　0.0　　6.1

.0　　6.1

0.0　　0.0　　6.1

0.0　　0.0　　6.2

0.0　　0.0　　6.2

0.0　　0.0　　6.2

0.0　0.0　　6.2

0.0　　0.0　　6.2

0.0　　0.0　　6.2

0.0　0.0　　6.2

0.0　0.0　　6.1

0.0　0.0　　6.1

0.0　　0.0　　6.1

0.0　0.0　　6.1

0.0　0.0　　6.1

0.0　　0.0　　6.0

0.0　　0.0　　6.0

0.0　0.0　　6.0

0.0　0.0　　6.0

0.0　　0.0　　6.0

0.0　　0.0　　5.9

0.0　0.0　　5.9

0.0　0.0　5.9

0.0　　0.0　　5.9

.9

0.0　0.0　　5.8

0.0　　0.0　　5.8

0.0　1.5　　7.9

0.0　1.5　　7.8

0.

0.0　1.5　　7.6

0.0　1.5　　7.5

0.0　1.5　　7.4

0.0　1.6　　7.3

0.0　1.6　　7.2

0.0　1.6　　7,1

0.0　1.6　　7.0

0.0　1.6　　6.9

0.0　1.7　　6.8

0.0　1.7　　6.7

ヽ

0.0　1.7　　6.5

0.0　1.7　　6.5

0.0　1.8　　6.4

0.0　1.8　　6.3

0.0　1.8　　6.2

0.0　1.8　　6.1

0.0　1.8　　6.0

0.0　1.9　　5.9

、

0.0　1.9　　5.7

0.0　1.9　　5.6

0.0　　2.0　　5.5

0.0　　2.0　　5.4

0.0　　2.0　　5.3

、

0.0　　2.1　5.1

0.0　　2.2　　5.0

0.0　　2.2　　4.9

0.0　　2.2　　4.8

0.0　　2.3　　4.7

0.0　　2.3　　4.6

ヽ

0.0　　2.3　　4.4

0,0　　2_3　　4,3

ヽ

0.0　　2.3　　4.1

0.0　　2.3　　4.0

0.0　　2.3　　4.0

0.0　　2.4　　4.0

0.0　　2.4　　4.0

0.0　　2.4　　4.0

0.0　　2.4　　4.0

0.0　　2.4　4.0

0.0　　2.3　　4.0

0.0　2.3　　4.0

0.0　　2.3　　4.0

0.0　　2.3　　4.0

0.0　2.3　4.0

0.0　　2.2　　4.0

0.0　　2.2　　4.0

0.0　　2.2　　4.0

0.0　　2.2　　3.9

0.0　　2.2　　3.8

0.0　　2.1　3.8

0.0　　2.1　3.7

0.0　　2.1　3.6

0.0　　2.1　3.5

0.0　　2.1　3.5

0.0　　2.0　　3.4

0.0　　2.0　　3.3

0.0　　2.0　　3.2

0.0　2.0　　3.1

0_0　　2.0　　3.1

0,

0.0　1.9　　2.9

0.0　1 _9　　2.8

0.0　1.9　　2.7

0.0　1.9　　2.7

0.0　1.8　　2.6

0.0　1.8　　2.5

0.0　1.8　　2.4

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

ヽ

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

、

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

,0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0,0

0.1　0.3　　6.9

0.0　　0.4　　6.8

0.0　　0.4　　6.7

0.0　　0.4　　6.6

0.0　0.4　　6.5

0.0　　0.4　　6.4

0,

0.0　　0.5　　6.2

0.0　　0.5　　6.1

0.0　　0.5　　6.0

0.0　0.5　　5.9

.8

0.

0.0　　0.6　　5.6

0.0　　0.6　　5.5

0.0　0.6　　5.5

0.0　　0.6　　5.4

0.0　　0.7　　5.3

0.0　0.7　　5.2

0.0　　0.7　　5.1

0.0　　0.7　　5.0

0.0　0.7　　4.9

0.0　　0.8　　4.8

ー4.7

0.0　　0.9　　4.6

0.0　0-.9　　4.5

0.0　1.0　　4.4

.3

0.0　1.2　　4.2

0.0　1.3　　4.1

0.0　1.3　　4.0

0.0　1.4　　3.9

0.0　1.5　　3.8

0.0　1.6　　3.7

0.0　1

0.0　1.7　　3.5

0.0　1.8　　3.4

0.0　1.8　　3.3

0.0　1.9　　3.2

0.0　1.9　　3.1

.0　　3.0

0.0　　2.1　3.0

0.0　　2.1　3.0

0.0　　2.2　　3.0

0.0　　2.2　　3.0

0.0　　2.3　　3.0

0.

0.0　　2.4　　3.1

0.0　　2.5　　3.1

0.0　2.5　　3.1

0.0　　2.6　　3.1

0.0　　2.6　　3.2

0.0　　2.7　　3.2

0.0　　2.8　　3.2

0.0　　2.8　　3.2

0.0　　2.9　　3.2

0.0　　2.9　　3.1

0.0　　2.9　　3.1

0.0　　3.0　　3.1

0.0　　3.0　　3.0

0.0　　3.1　3.0

0.0　　3.1　2.9

.9

0.0　　3.2　　2.9

0.0　3.2　　2.8

0.0　　3.3　　2.8

0.0　3.3　　2.7

0.0　3.3　　2.7

0.0　3.4　2.7

0.0　　3.4　　2.6

0.0　　3.5　　2.6

0.0　　3.5　　2.5

0.0　　3.5　　2.5

0.0　　3.6　　2.5

.6　　2,4

、　　　　　　　　　　　　　.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.　　　　　.0

0,0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.　　　　　　.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0,0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0,0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　1.9

0.0　　0.0　1.9

0.0　0.0　1.8

0.0　0.0　1.8

0.0　　0.0　1.8

0.0　　0.0　1.7

0.0　　0.0　1.7

0.0　　0.0　1.6

0.0　　0.0　1.6

0.0　0.0　1.6

0_0　0.0　1.5

0.0　　0,

0.0　　0.0　1.5

X.X nX i T4

0.0　　0.0　1.4

0.0　　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.2

1.9　　5.4　29.8

1.9　　5.4　29.6

1.8　　5.4　29.4

1.8　　5.5　29.2

1.8　　5.5　29.0

.8

1.9　　5.5　28.6

2.0　　5.5　28.4

2.1　5.5　28.2

2.1　5.5　28.0

2.2　　5.5　27.8

2.2　　5.5　27.6

2.

2.4　　5.5　27.3

監　　　引

2.5　　5,5　26.9

2.5　　5.5　26.7

2.6　　5.5　26.5

2.6　　5.5　26.3

2.7　　5.5　26.1

2.8　　5.5　25.9

2.8　　5.5　25.7

2.9　　5.5　25.5

2.9　　5.5　25.3

2.9　　5.6　25.3

.2

2.8　　5.9　25.2

2.

2.

2.6　　6.2　25.0

2.6　　6.

2.5　　6.5　24.9

2.5　　6.6　24.8

2.4　　6.7　24.7

2.4　　6.8　24.6

2.3　　6.8　24.5

2.2　　6.9　24.5

2.2　　6.9　24.4

2.1

2.1　7.1　24.2

2.0　　7.2　24.3

1.9　　7.3　24.5

1.9　　7.4　24.6

1.8　　7.5　24.8

.0

1.7　　7.5　25.2

1.6　　7.6　25.4

1_6　　7_7　25.5

監h

1.5　　7.8　25.9

1.4　　7.8　26.1

1.4　　7.9　26,2

1.3　　8.0　26.4

.6

1.2　　8.1　26.5

1.1　8.1　26.3

1.1　8.2　26.2

1.0　　8.3　26.0

0.9　　8.3　25.9

0.9　　8.4　25.8

0.8　　8.4　25.6

.5

0.7　　8.5　25.4

0.6　　8.6　25.2

0.6　　8.7　25.1

.9

0.5　　8.8　24.8

0.4　　8.8　24.7

0.4　　8_9　24.5

0.

0.2　　9.0　24.3

0.　　　　　　.1

0.1　9.1　24.0

0.1　9.2　23.8

355



遺跡集計表　その2

大阪府　　L　　兵庫県 全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　2001 50　100　200

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

ヽ

0.

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

0.0　　0.0　1.0

.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1 _0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.

0.0　　0.

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

1.0

0.0　0.0　1.0

.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

nX XHX iIX

0.0　　0.0　1.0

、

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

.7

0.0　　0.0　　5.7

0.0　　0.0　　5.6

0.0　　0.0　　5.5

0.0　0.0　　5.4

0.0　　0.0　　5.4

0.0　　0.0　　5.3

0.0　0.0　　5.2

0.0　　0.0　　5.1

0.0　　0.0　　5.0

0.0　0.0　5_0

0.0　　0.0　　4.9

0.0　　0.0　　4.8

0.0　0.0　4.7

0.0　　0.0　　4.6

、

0.0　　0.0　　4.5

0.0　　0.0　　4.4

0.0　0.0　4.3

0.0　　0.0　　4.3

0.0　　0.0　　4.2

.2

0.0　　0.0　　4.1

0.0　　0.0　　4.1

0.0　　0.0　　4.0

0.0　　0.0　　3.9

0.0　　0.0　　3.9

0.0　　0.0　　3.8

0.0　　0.0　　3.8

0.0　　0.0　　3.7

0.0　0.0　　3.6

0.0　　0.0　　3.6

0.0　　0.0　　3.6

0.0　　0.0　　3_6

0.0　　0.0　　3.6

0.0　　0.0　　3.5

.5

0.0　　0.0　　3.5

.5

0.0　　0.0　　3.5

0.0　　0.0　　3.5

0.0　　0.0　　3.4

0.0　　0.0　　3.4

0.0　　0.0　　3.4

0.0　　0.0　　3.4

ヽ

0.0　　0.0　　3.3

0.0　　0.0　　3.3

0.0　　0.0　　3.3

0.0　　0.0　　3.3

.0　　3.3

0.0　　0.0　　3.3

0.0　　0.0　　3.3

0.0　0.0　3.4

0.0　　0.0　　3.4

0.0　　0.0　　3.5

0.0　0.0　　3.5

0.0　0.0　　3.5

0.0　　0.0　　3.6

0.0　　0.0　　3.6

0.0　0.0　　3.6

0.0　0.0　　3.7

0.0　　0.0　　3.7

0.0　　0.0　　3.8

0.0　　0.0　　3.8

0.0　0.0　　3_8

0.0　　0.0　　3.9

0.0　　0.0　　3.9

0.0　　0.0　　4_0

0.0　　0.0　　4.0

.0

0.0　　0.0　　4.0

0.0　0.0　4.0

a)X a)0　　年K

0.0　　0.0　　4.0

0.0　1.8　　2.4

0.0　1.7　　2.3

0.0　1.7　　2.2

0.0　1.7　　2.1

0.0　1.6　　2.0

0.0　1.6　　2.0

0.0　1.5　1.9

児　iI翌

0.0　1.5　1_7

0.0　1.4　1.6

.6

0.0　1.4　1.5

0.0　1.3　1.4

0.0　1.3　1.3

0.0　1.2　1.3

. 1.2

0.0　1.2　1.1

0.0　1.1　1.0

0.0　1.1　0.9

0.0　1.0　　0.9

0.0　1.0　0.8

0.0　1.0　　0.8

0.0　1.0　　0.7

0.0　1.0　　0.6

0.

0.0　1

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.3

.2

0.0　1.0　　0.3

0.0　1.0　　0.3

0.0　1.0

0.

0.0　1.0　　0.3

.4

0.0　1.0　　0.4

0.0　1

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.6

0.0　1.0　　0.6

0.0　1.0　　0.6

0.0　1.0　　0.6

0.0　　0.9　　0.7

0.0　　0.9　　0.7

0.0　　0.9　　0.8

0.0　　0.9　　0.8

0.0　　0.9　　0.8

0.0　0.8　　0.9

0.0　　0.8　　0.9

0.0　　0.8　1.0

0.0　　0.8　1.0

0.0　0.8　1.0

0.0　　0.7　1.1

0.0　　0.7　1.1

0.0　0.7　1.2

0.0　0.7　1.2

0.0　　0.7　1.2

0.0　　0.6　1.3

0.0　0.6　1.3

0.0　　0.6　1.4

0.0　0.6　1.4

0.0　　0.6　1.4

0.0　　0.5　1.4

1.5

0.0　　0.5　1.5

0.0　　0.5　1.5

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.　　　　　.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

ヽ

0.0　　0.0　　0.3

0.0　　0.0　　0.3

.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　　0.0
0・4;

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

.6

0.0　　0.0　　0.6

.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.

0.0　　0.0　　0.9

0.

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

.1

0.0　　0.0　1.2

0.0　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.4

0.0　　0.0　1.4

0.0　0.0　1,5

0.0　　0.0　1.5

0.0　　0.0　1.5

0.0　　0.0　1.6

.6

0.0　　0.0　1.6

0.0　　0.0　1.7

0.0　　0.0　1.7

0.0　0.0　1.8

0.0　　0.0　1.8

0.0　　0.0　1.8

1.9

0.0　0.0　1.9

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2,0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　3.6　　2.4

0.0　　3.6　　2.4

0.0　　3.

0.0　　3.6　　2.3

.2

0.0　　3.6　　2.2

0.0　　3.6　　2.2

0.0　　3.6　　2. 1

0.0　　3.6　　2.1

0.0　　3.6　　2.0

0.0　3.6　　2.0

0.0　　3.6　　2.0

0_0　　3.6　1.9

0_0　　3.6　1 _9

0.0　　3.6　1.8

0,　　　　　.8

0.0　　3.6　1.8

0.0　　3.6　1.7

0.0　　3.6　1.7

0.0　　3.6　1.6

0.0　　3.6　1.6

0.0　　3.6　1.5

0.0　　3.6　1.5

0.0　　3.6　1 _4

0.

0.0　　3.6　1.3

0.0　　3.6　1.2

0.0　　3.6　1.2

0.0　　3.6　1.1

0.0　　3.6　1.1

0.

0.

0.0　　3.7　1.0

0.0　　3.7　1.0

0.0　　3.7　1.0

0.0　　3.7　1.0

0.0　　3.7　1 ,0

0.0　　3.8　1.0

0.0　　3.8　1.0

0.0　　3.8　1.0

0.0　　3.8　1.0

0.　　　　　.0

0.0　　3.7　1.0

0.

0.0　　3.6　1.0

0.0　　3.6　1.0

1.0

0.0　　3.5　1.0

0.0　　3.5　1.0

0.0　　3.4　1.0

0.0　　3.4　1.0

0.0　　3.3　1.0

0.0　　3.2　1.0

0.0　　3.2　1.0

0.0　　3.1　1.0

0.0　　3.1　1.0

0.0　　3.0　1.0

0.0　　2.9　1.0

0.0　　2.9　1.0

0.0　　2.8　1.0

0.0　　2.8　1.0

0.0　　2.7　1.0

.0

0.0　　2.6　1.0

0.

0.0　　2.5　1.0

0.0　　2.4　1.0

0.0　　2.4　1.0

0.0　　2_3　1.0

.2　1.0

0.0　　2.2　1.0

0.0　　2.1　1.0

0.0　　2.1　1.0

.0

0.0　1.9　1.0

0.0　　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

.9

0.0　　0.0　　0. 9

0.0　　0.0　　0.9

0.

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　0.4

0.

0.0　0.0　0.4

0.0　0.0　0.3

0.0　　0.0　　0.3

0.0　　0.0　　0.2

0.0　0.0　0.2

.2

0.

0.0　　0.0　　0.1

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0_0　　0.0　　0.0

0,0　　0,0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.　　　　　.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0,0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0,0　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　9.3　23.6

0.0　　9.3　23.3

0.1　9.3　22.9

0.1　9.3　22.6

0.1　9.3　22.3

1.9

0.1　9.3　21.6

0.

0.2　　9.3　20.9

0.2　　9.3　20.6

0.2　　9.3　20.3

ヽ

0.3　　9.3　19.6

0.3　　9.3　19.3

0.3　　9.3　18.9

0.3　　9.3　18.6

0.3　　9.3　18.3

0.4　　9.3　17.9

0.4　　9.3　17.6

0.

0.4　　9.3　17.4

0.

0.

0.5　　9.7　17.1

0.6　　9.8　16.9

0.6　　9.9　16.8

0.

0.

0.7　10.3　16.5

0.8　10.4　16.4

0.8　10.5　16.2

0.9　10.6　16.4

0.9　10.7　16.6

0.9　10.9　16.8

1.0　日.0　17.0

1.0　1　　　.2

1.1 ll.2　17.4

iL　日　　　　月

1.1 ll.5　17.8

1.2　11.6　18.0

.2

1.3　11.6　18.4

1.3　11.7　18.6

1.3　11_7　18.8

iI引　日月

1　　　　　19.2

1.5　11.8　19.4

1.5　11.9　19.6

1.5　1

1.6　11.9　20.0

1.6　11.9　20.2

1.6　11.9　20.5

1.6　11.9　20.8

1.7　11.9　21.1

1.7　11.9　21.4

1.7　11.8　21.7

1.7　日.8　22.0

1.7　11.8　22.3

1.8　11.8　22.6

1.8　11.8　22.9

1.8　11.7　23.2

iH竺　引　　　　　監

1.8　11.7　23_7

1.9　1　　　.0

1.9　11.7　24.3

1.9　11.6　24.6

.9

至　kuの

2.0　11.6　25.5

と冨　iiH至　のgl芽

2.0　11.5　25.8

2.0　11.5　25.8

2.0　11.4　25.9

2.0　1

2.0　11.2　25.9
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遺跡集計表　その2

府 県 - 京 都 府 大 阪 府 i 兵 庫 県 - 奈 良 県 i 岡 山 県 - 福 岡 県 1 全 国 合 計

A D - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 i 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 i 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 J 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0

4 0 1 0 .0 0 .0 1 .0

4 0 2 0 .0 0 .0 1 .0

: =8 3 ‥3 2 ‥3 3 ‥3 3 ‥昌 ‥吊 3 3 ‥呂 芸‥ ‥出 ‥3 3 3 ‥呂 芸‥呂 昔 昌 = ‥=

4 0 3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 4 .0 0 .0 0 .4 1 .5 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .8 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 1 1 .0 2 6 .0

4 0 4 0 .0 0 .0 1 .0 0 ー 0 .0 1 .7 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 1 0 .9 2 6 .0

4 0 5 0 .0 0 .0 1 l0 0 .0 0 .0 4 .0 0 .0 0 .4 1 .6 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .6 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 1 0 .8 2 6 .0

4 0 6 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 4 .0 0 .0 0 .4 1 .6 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .6 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 1 0 .7 2 6 .0

一 一.0 0 .0 0 .0 3 .9 0 .0 .0 .4 1 .6 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .5 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .0 1 0 .6 2 5 .9

4 0 8 0 .0 0 .0 0 .9 一.6 0 .0 0 .0 2 -0 E 0 .0 1 .4 0 .9 0 t0 0 .0 0 l0 + 2 ll 1 0 l5 2 5 -9

4 0 9 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 3 .8 0 .1 0 .3 1 .7 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .3 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 1 0 .4 2 5 .8

4 1 0 0 .0 0 .0 0 .9 ]0 .0 0 .0 3 .8 0 .1 0 .3 1..7 r 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .3 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 1 0 .2 2 5 .8

4 1 1 0 .0 0 .0 0 .9
、 一 一

0 .0 1 .2 0 .9
ち

4 1 2 0 .0 0 .0 0 .9 0 ー ▼0 0 .0 一.ー 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 1 0 .0 2 5 .7

4 1 3 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 3 .7 0 .2 0 .2 1 .7 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 9 .9 2 5 .7

4 1 4 0 .0 0 .0 0 .8
ー

0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .9 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 9 .8 2 5 .6

4 1 5 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 3 .6 0 .2 0 .2 1 .8 0 .0 0 I0 2 .0 0 l0 0 .9 0 l8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 9 .6 2 5 .6

4 1 6 0 .0 0 .0 0 .8 0 l0 0 -0 3 I6 0 -2 0 .2 1 .8 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 9 .5 2 5 .6

4 1 7 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 3 .5 0 .2 0 .2 1 .8 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .8 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 9 ,5 2 5 .5

4 1 8 0 .0 0 .0 0 .7 ー8 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 9 .5 2 5 .5

4 1 9 ー7 0 .0 0 .0 3 .5 0 .3 0 .l l .9 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 9 .4 2 5 .5

4 2 0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 3 .4 0 .3 0 .l l .9 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 9 .4 2 5 .4

4 2 1 0 .0 0 .0 0 .7 ー9 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .7 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 9 .3 2 5 .4

4 2 2 0 .0 0 .0 0 .7 0 l0 0 ,0 3 I3 0 .3 0 -l l .9 0 .0 0 .0 2 -0 0 .0 0 .7 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 9 .3 2 5 .3

4 2 3 0 l0 0 J0 0 L6 0 .0 0 .0 3 .3 0 .4 0 .0 1 .9 0 .0 0 .0 2 .0 L 0 -0 0 .6 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 9 .3 2 5 .3

4 2 4 0 .0 0 .0 0 .6

4 2 5 0 .0 0 .0 0 .6

0 .0 0 .0 3 .3 0 .4 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 3 .2 0 .4 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 2 .0

～ 0 ー

0 .0 0 .6 0 .6

0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 9 .2 2 5 .3

0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 9 .2 2 5 .2

4 2 6

4 2 7

4 2 8

0 .0 0 .0 0 .6

0 .0 0 .0 0 .6

0 .0 0 .0 . 0 .5

0 一

、 一
0 .1 0 .0 3 .1 0 .5 0 .2 2 .0

… …… ……… ……損 … ……… ……… 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 9 .2 2 5 .2

0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 9 .1 2 5 .1

0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 9 .1 2 5 .0

4 2 9 0 .0 0 .0 0 .5 0 .1 0 .0 3 ,1 0 .5 0 .2 2 .0 0 .0 0 .0 2 .0 ー5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 9 .1 2 4 .9

4 3 0 0 .0 0 .0 0 .5 ー0 0 ー ー5 9 ー

4 3 1 0 .0 0 .0 0 .5 0 .1 0 .0 3 .0 0 .5 0 .4 2 .0 0 .0 0 .0 2 .0 一 、0 2 、

4 3 2 0 .0 0 .0 0 .5 0 .1 0 .0 2 .9 0 .5 0 .4 2 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .5 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 8 .9 2 4 .7

4 3 3 0 .0 0 .0 0 .5 0 .2 0 .0 2 .9 0 .5 0 .5 2 .0 ▼0 0 .0 0 .5 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 8 .9 2 4 .6

4 3 4 0 .0 0 .0 0 .4 0 .2 0 .0 2 .9 0 .6 0 .5 2 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .4 0 .4 ▼5

4 3 5 0 .0 0 .0 0 .4 0 .2 0 .0 2 .8 ! 0 .6 0 .6 2 .0 0 .0 0 ,0 2 .0 0 ▼ E 0 -0 0 l0 0 .0 P 2 .6 8 I8 2 4 I5

4 3 6 0 .0 0 .0 0 .4 0 -2 0 .0 2 .8 i 0 I6 0 .6 2 J0
ー -

i

▼4
4 3 7 0 .0 0 .0 0 .4 0 +2 0 -0 2 .T 0 l6 0 -7 2 -0 0 .0 0 .0 2 .0 ー …

4 3 8 0 .0 0 .0 0 .4 0 -3 0 -0 2 l7 + 0 -6 0 -8 2 -0 0 .0 0 .0 2 .0
ち

4 3 9
-

0 .3 0 J0 2 .7 j 0 ] 0 .8 2 -0 0 .0 0 .0 2 .0 0 -0 0 l3 0 l3 0 l0 0 -0 0 l0 + 2 ] 8 ] 2 4

4 4 0 0 .0 0 .0 0 .3 0 3 0 .0 2 .6 + 0 l7 0 -9 2 -0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 -3 0 .3 0 .0 0 .0 0 P0 E 2 -7 8 .6 2 4 .1

4 4 1

4 4 2

0 .0 0 .0 0 .3

ー

～

一 一0

0 .0 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 2 .0

0 .0 0 .3 0 .3

0 .0 0 .3 0 .3

0 -0 0 l0 0 I0 i 2 I7 8 I6 2 4 I0

0 .0 0 .0 0 .0 ～ 2 .7 8 .5 2 3 .9

4 4 3 0 .0 0 .0 0 .3 ー0
ー

0 .0 0 .0 0 .0 2 .7 8 .5 2 3 .8

4 4 4 0 .0 0 .0 0 .2 0 .4 0 .0 2 .5 0 .8 1 .1 2 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .4 2 3 .7

4 4 5 0 .0 0 .0 0 .2 ▼ ー0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .4 2 3 .7

4 4 6 0 .0 0 .0 0 .2 0 .4 0 .0 2 .4 0 .8 1 .2 2 .0 0 .0 0 .0 2 .0 } 0 、 、

4 4 7 0 .0 0 .0 0 .2 0 .4 0 .0 2 .4 0 .8 1 .3 2 .1 0 ー 0 ー

4 4 8 0 .0 0 .0 0 .2 一 、8 8 、

ー
0 ー 0 .0 0 .0 2 .0 . 0 .0 0 .1 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .3 2 3 .4

4 5 0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .5 0 .1 2 .2 0 .8 1 .5 2 .1 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .0 0 .0 0 -0 2 .8 8 .3 2 3 .4

4 5 1 0 .0 0 .0 0 .1 0 .5 0 .1 2 .2 0 .8 .1 .5 2 .1 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .2 2 3 .3

4 5 2 0 .0 0 .0 0 .1 0 .5 0 -1 2 -2 0 -8 / l l6 2 l2 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .2 2 3 .3

4 5 3

4 5 4

4 5 5

4 5 6

0 .0 0 .0 0 .1

0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 0 .0

0 .0 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 2 .0

0 .0 0 .0 2 .0

0 I0 0 1 0 Ll 0 Ⅰ0 0 -0 0 0 + 2 S S 1 2 3 1

、0 2 ー
0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .2 2 3 .1

0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 2 .8 8 .2 2 3 .0

4 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .2 2 .0 0 .8 1 .9 2 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .8 8 .2 2 3 .0

4 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .3 2 .0 0 .7 2 .0 2 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 2 .7 8 .3 2 3 .0

4 5 9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .3 2 .0 0 .7 2 .1 2 .3 0 、 、0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .7 8 .3 2 3 .0

4 6 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .3 2 .0 0 .7 2 .2 2 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .7 8 .3 2 3 .0

4 6 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .3 2 .0 0 .7 2 .3 2 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .7 8 .4 2 3 .0

4 6 2 0 .0 0 .0 0 .0
、 ー -

4 6 3 0 .0 0 .0 0 .0 `0

4 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 一 一 一 、6 8 、

4 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 一 一 一0 0 ー

4 6 6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .4 2 .0 0 .6 2 .6 2 .4 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 l0 0 l0 0 .0 0 L0 0 l0 2 l6 8 l6 2 3 -0

4 6 7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .4 2 .0 0 .6 2 .7 2 .5 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .6 8 .6 2 3 .0

4 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 ー8 2 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 8 .6 2 3 .0

4 6 9 0 `0 0 ー ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 I0 2 l5 8 .7 2 3 l0

4 7 0 0 .0 0 .0 0 l0 0 .9 0 .5 2 .0 0 .5 3 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 8 .7 2 3 .0

4 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .5 2 .0 0 .5 3 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .0 0 ー 0 L0 0 l0 0 J0 2 J5 8 -8 2 3 I0

4 7 2 0 .0 0 .0 0 .0 0 -9 0 .5 2 -0 0 15 3 -1 2 -5 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 8 .8 2 3 .0

4 7 3 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 2 ー

4 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .6 2 .0 0 .4 3 .3 2 .6 0 .0 0 .0 2 .0
ー

ー0 2 ー

4 7 5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .6 2 .0 0 .4 3 .4 2 .6 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 8 .9 2 3 .0
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遺跡集計表　その2

奈良県　、　岡山県 福岡県　　E　　全国合計
AD 1 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 里K iXX　転XX t　監冗　iXX　のXX

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.1　0.0　　0.0

0. 1　0.0　　0.0

0,1　0.0　0.0

0.1　0.0　　0.0

0.1　0.0　　0.0

0.2　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0,2　0.0　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　0.0　0.0

0.3　0.0　0.0

0.3　0.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

495! 0.4　　0.0　　0.0

.0

0.4　　0.0　　0.0

0.5　　0.

0.5　　0.0　　0.0

0.5　0.0　0.0

0.5　　0.0　　0.0

.0

0.5　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.1　0.0

0.6　　0.1　0.0

0.7　　0.1　0.0

510】

511】

512j o.7　0.2　0.0

0.7　　0.

0.7　　0.2　　0.0

0.7　　0.2　　0.0

0.7　　0.2　　0.0

0.7　　0.3　　0.0

0.7　　0.3　　0.0

0.7　　0.3　　0.0

0.7　　0.3　　0.0

0.7　　0.3　　0.0

0.7　　0.4　　0.0

0.7　　0.4　　0.0

0.7　　0.4　　0.0

0.7　　0.4　0.0

0.7　　0.4　　0.0

0.7　　0.5　　0.0

0.6　　0.5　0.0

0.6　　0.5　　0.0

0.6　　0.5　　0.0

0.6　　0.5　　0.0

0.6　　0.5　　0.0

0.5　　0.6　　0.0

0.5　　0.6　　0.0

0.5　　0.6　　0.0

0.5　　0.6　　0.0

0.5　　0.6　　0.0

0.5　　0.7　　0.0

0.4　0.7　　0.0

.0

0_4　　0.7　　0.0

0.4　　0.7　　0.0

0.4　0.8　　0.0

0.

0.3　　0.8　　0.0

0.3　　0.

0.3　　0.8　　0.0

0.3　0.9　0.0

0.2　　0.9　　0.0

0.2　　0.9　　0.0

1.0　　0.6　　2.0

1.0　　0.6　　2.0

rr XL K

1.1　0.7　　2.0

1.1　0.7　　2.0

ヽ

1.1　0.7　　2.0

1.2　　0.7　　2.0

1.2　　0.8　　2.0

1.2　　0.8　　2.0

1.2　0.8　　2.0

1.2　0.8　　2.0

1.3　　0.8　　2.0

1.3　　0.9　　2.0

1.3　　0.9　　2.0

1.3　　0.

1.3　　0.9　　2.0

1.4　　0.9　　2.0

し　2,0

1.4　1.0　　2.0

1.4　1.0　2.0

1.4　1.0　　2.0

1.5　1.0　　2.0

I.5　1.

1.5　1.0　2.0

1_5　1.0　　2.0

1.5　1.0　　2.0

1.5　1.0　　2.0

1.6　1.0　　2.0

.0　　2,0

1.6　1.0　　2.0

1.6　1.1　1.9

1.6　1.1　1.9

1.6　1.1　1.8

1.6　1.1　1.8

1.6　1.1　1.8

1.6　1.2　l.7

1.6　1

1.6

1.6　1.2　1.6

1.6　1.2　1.6

1.5

1.6　1.3　1.5

1.6　1.

1.6　1.3　1.4

1.6　1.3　1.4

1.6　1.4　1.3

.4　1.3

1.6　1.4　1.3

1.6　1.4　1,2

1.6　1.4　1.2

1.6　1.5　1.2

1.6　1.5　1.2

1.6　1.5　1.1

1.6　1.5　1.1

1.6　1.5　1.1

1.6　1.5　1.1

1.6　1.6　1.1

1.6　1.6　1.0

1.6　1

.0

1.6　1.6　1.0

1.6　1.7　1.0

1.6　1.7　　0.9

.9

1.6　1.7　　0.9

il駕

1.6　1.8　0.9

1.6　1.8　　0.8

1.6　1.8　0.8

1.6　1.8　　0.8

1.6　1.9　0.8

1.6　1.9　　0.8

1.6　　2.0　　0.8

1.6　　2.0　　0.8

0.4　　3.5　　2.6

0.4　　3.5　　2.6

0.4　　3.5　　2.7

0.4　　3.6　　2.7

0.4　　3.6　　2.7

0.4　　3.6　　2.7

0.4　　3.7　　2.7

0.4　　3.7　　2.8

0.

0.4　　3.8　　2.8

0.4　　3.8　　2.8

0.4　3.9　　2.8

0.4　　3.9　　2.9

0.4　4.0　　2.9

0.4　4.0　　2.9

0.4　4.0　　2.9

0.4　　4.1　2.9

0.4　　4.1　3.0

0.

0.4　　4.2　　3.0

.0

0.4　　4.3　　3.0

0.5　　4.3　　3.0

0.5　　4.4　　3.0

、

0.5　　4.4　　3.0

0.5　　4.5　　3.0

0.5　　4.5　　3.0

0.6　　4,5　　3.0

0.6　　4.6　　3.0

0.6　　4.5　　3.0

0.6　　4.5　　3.0

0,6　　4.5　　2.9

0.6　　4.4　　2.9

0.6　　4.4　　2.9

0.6　　4.3　　2.9

ヽ

0.6　　4.2　　2.8

m頴　　E!j q軍

0.6　　4.1　2.8

0.6　　4.0　　2.8

0.6　　4,0　　2,8

0.　　　　　.7

0.6　　3.9　　2.7

0.6　　3.8　　2.7

0.6　　3.7　　2.7

0.6　　3.7　　2.7

.6

0.6　　3.6　　2.6

.6

0.6　　3.5　　2.6

0.6　　3.4　　2.6

0.5　　3.3　　2.5

0.5　　3.2　　2.5

0.5　　3.1　2.5

0.5　　3.1　2.5

0.5　　3.0　　2.5

0.5　　2.9　　2.5

0.4　　2.8　　2.4

0.4　　2.7　　2.4

0.4　　2.7　　2.4

.4

0.4　　2.5　　2.4

0.3　　2.4　2.3

0.3　　2.4　2.3

0.3　　2.3　　2.3

0.3　　2.2　　2.3

0.3　　2. 1　2.3

0.2　　2.0　　2.2

0.2　　2,0　　2.2

0.2　1.9　　2.2

0.3　1.8　　2.2

0.3　1.7　　2.2

0.3　1.6　　2.1

0.3　1.6　　2.1

0.0　　0.0　　2.0

0. 1　0.0　　2.0

0.1　0.1　2.0

0.2　　0. 1　2.0

0.2　　0.1　2.0

0.2　　0.1　2.0

0.3　　0.1　2.0

0.3　　0.2　　2.0

0.4　　0.2　　2.0

0.4　　0.2　　2.0

0.4　　0.2　　2.0

0.5　　0.2　　2.0

0.5　　0.3　　2.0

0.5　　0.3　　2.0

0.6　　0.3　　2.0

0.6　　0.3　　2.0

0.7　　0.3　　2.0

0.7　　0.4　　2.0

0.7　　0.4　　2.0

0.8　　0.

0.8　　0.4　　2.0

0.9　　0.4　　2.0

0.9　　0_5　　2.0

0.9　　0.5　　2.0

、

1.0　　0.5　　2.0

1.1　0.5　　2.0

1.1　0.5　　2.0

1.1　0.6　　2.0

1.2　　0.6　　2.0

1.2　　0.6　　2.0

1.3　　0.6　1.9

1.3　　0.6　1.9

1.3　　0.7　1.8

1.4　　0.7　1.8

1.4　　0.7　1.8

1.5　　0.7　1.7

1.5　　0.7　1.7

1.5　　0.

1.6　　0.8　1.6

ヽ

1.5

1.7　　0.8　1.5

1.7　　0.9　1.5

1.8　　0.9　1.4

1.8　　0.9　1.4

1.8　　0.9　1.3

1.9　　0.9　1.3

1.9　1.0　1.3

2.0　1.0　1.2

2.0　1.0　1.2

1.9　1.0　1.1

1.9　1.0　1.1

1.8　1.0　1.1

1.8　1.0　1.0

1.8　1.0　1.0

1.7　1.0　　0.9

1.7　1.0　　0.9

1.6　1.0　　0.9

1.6　1.0　　0.8

1.6　1.0　　0.8

1.5　1.0　　0.7

1.5　1.0　　0.7

1.5　1.0　　0.7

1.4　1.0　　0.6

1.4　1.0　0.6

iHE il冗　XF

1.3　1.0　　0.6

1.3　1.0　0.6

1.2　1,

1.2　1.0　　0.5

1.1　1.0　　0.5

1.1　1.0　　0.5

1.1　1.0　　0.5

1.0　1.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

ヽ

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0_0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0,0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.　　　　　.0

0.　　　　　　.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

,0

2.5　　9.0　22.9

2.6　　9.0　22.8

2.6　　9.1　22.7

2.7　　9.2　22.5

2.8　　9.2　22.4

2.9　　9.3　22.3

3.0　　9.3　22.2

3.0　　9.4　22.1

3.1　9.5　22.0

3.2　　9.5　21.8

3.3　　9.6　21.7

3.4　　9.6　21.6

3.4　　9.7　21.5

3.5　　9.7　21.4

3.6　　9.8　21.3

3.7　　9.9　21.1

3.7　　9.9　21.0

3.8　10.0　20.9

3.9　10.1　20.8

4.0　10.2　20.7

4.1 10,2　20.5

.4

4.3　10.3　20.3

4.4　10.4　20.2

4.5　10.4　20.1

4.6　10.4　19.9

4.7　10.5　19.8

4.8　10.5　19.7

4.9　10.5　19.6

5.0　10.6　19.5

5.1 10.6　19.1

5,

5.3　10.6　18.4

5.4　10.5　18.1

5.5　10.5　17.7

、　　　　　　.4

冒:3　3::冒:呂t呂:冒 3:3　3:冒
0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0_0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

a)0 XHX X.X

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0,0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

ヽ

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

5.7　10.5　17.0

5,8　10.4　16.6

5,8　10.4　16.3

5.　　　　　　.9

6.0　10.3　15.6

6.1 10.3　15.2

6.2　10.2　14.9

6.2　10.2　14.5

6.3　10.1 14.2

6.4　10.1 13.8

6.5　10.1 13.5

6.5　10.0　13.1

6.6　10.0　12.8

6.7　　9.9　12.4

6.8　　9_9　12.1

6.7　　9.8　11.9

6.7　　9.8　11.7

6.6　　9.7　11.5

6.6　　9.7　11.3

6.6　　9.6　11.1

6.5　　9.5　10.9

6.5　　9.5　10.7

6.5　　9.4　10.5

6.4　　9.4　10.3

6.4　　9.3　10.1

6.3　　9.3　　9.9

6.3　　9.2　　9.7

6.3　　9.1　9.5

6.2　　9.1　9.4

6.2　　9.0　　9.2

6.1　9.0　　9.0

6.1　8.9　　8.8

6.1　8.8　　8.7

6.0　　8.8　　8.5

B]知　　巨h　　軍E!

6.0　　8.7　　8.3

6.0　　8.6　　8.1

5.9　　8.5　　8.0

5.9　　8.5　　7.9

358



遺跡集計表　その2

府県l　　京都府 岡山県　】　福岡県 全国合計
50　100　200 50　1 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.2　　0.9　　0.0

0.2　　0.9　　0.0

0.2　1.0　0.0

0.1　1.0　　0.0

0.1　1.0　　0.0

.0

0.1　1.0　　0.0

0.1　1

0.1　1.0　0.0

0.1　1.0　　0.0

0.1　1.0　　0.0

0.2　1.0　　0.0

.0

.0

0.2　1.0　　0.0

0.2　1.0　0.0

0.3　1.0　　0.0

0.3　1.0　　0.0

0.3　1.0　　0.0

0.3　1.0　0.0

0.3　1.0　　0.0

0.4　1.0　　0.0

X.E!　r HX i.X

0.4　1.0　　0.0

0.4　1.0　　0.0

0.4　1.0　　0.0

0.5　1.0　　0_0

0_5　　0.9　　0.0

0.5　　0.9　　0.0

580】

0.5　　0.9　　0.0

0.5　0.9　　0.0

0.6　　0.8　　0.0

0.6　　0.8　　0.0

0.6　　0.8　　0.0

0.6　　0.8　　0.0

0.6　　0.8　　0.0

0.7　　0.7　　0.0

0.7　　0.7　　0.0

0.7　　0.7　　0.0

0.7　　0.7　　0.0

0.7　　0.7　　0.0

ヽ

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0_8　　0.5　0_0

0.8　　0.5　　0.0

0.8　　0.5　　0.0

0.　　　　　.0

0.8　　0.5　　0.0

.0

0.8　　0.4　　0_0

0.8　　0.4　　0.0

0.8　　0.4　0.0

0.8　　0.4　0.0

0.7　　0.4　　0.0

0.7　　0.3　　0.0

0.7　0.3　　0.0

.0

0.7　　0.3　　0.0

0.6　0.3　　0.0

0.6　　0.2　　0.0

.0

0.6　　0.2　　0.0

0.6　　0.2　　0.0

0.5　　0.2　0.0

0.

0.5　　0. 1　0.0

,0

0.5　0.1　0.0

0.5　　0. 1　0.0

.0

0.

1.6　　2.0　　0.8

1.6　　2.1　0.8

1　0.8

i月　　q困　X.翌

ヽ

1.6　　2.2　　0.8

1.6　　2.2　0.9

1.6　　2.3　　0.9

1.7　　2.3　　0.9

1.7　　2.3　1.0

1.7　　2.3　1.0

1.7　　2.3　1.1

1.7　　2.4　1.1

1.1

1.8　　2.4　1.2

1.8　　2.4　1.2

1.8　　2.4　1.3

rH堅　　田　　　駁

.3

1.9　　2.5　1.4

1.9　　2.5　1.4

1.9　　2.5　1.5

1.9　　2.5　1.5

ヽ

2.0　　2.6　1.6

2.0　　2.7　1.6

2.0　　2.7　1.6

2.0　　2.8　1.6

2.0　　2.8　1.7

2.0　　2.9　1.7

2.　　　　　.7

2.0　　3.0　1.7

2.　　　　　.7

2.0　　3.1　1.8

2.0　　3.2　1.8

2.

2.

2.0　　3.4　1.8

2.0　　3.4　1.9

2.　　　　　.9

2.0　　3.5　1.9

2.0　　3.6　1 ,9

2.0　　3.7　1.9

PlX i] rJ qX

2.0　　3.8　　2.0

2.0　　3.8　　2.0

2.0　　3.8　　2.0

2.0　　3.9　　2.0

2.0　　3.9　　2.0

2.0　　3.9　　2.0

2.0　　3.9　　2.0

2.0　　3.9　　2.0

I.9　　4.

1.9　　4.0　　2.0

1.9　　4.0　　2.0

1.9　　4.0　　2.0

1.9　　4.0　　2.0

1.8　　4.1　2.0

1.8　　4.1　2.0

1.8　　4.1　2.0

1 ,8　　4.1　2.0

1.8　　4.1　2.0

1.7　　4.2　　2.0

1.7　　4.2　　2.0

1.7　　4.2　　2.0

.0

,0

1.6　　4.3　　2.0

1.6　　4.3　　2.0

1.7　　4.3　　2.0

1.7　　4.3　　2.0

1.7　　4.3　　2.0

1.8　　4.4　　2.0

1 _8　　4.4　　2.0

1.9　　4.4　　2.0

0.3　1.5　　2.1

0.4　1.4　　2.1

0.4　1.3　　2.1

0.4　1.3　　2.0

0.

0.4　1.1　2.0

0.5　1_1　2.1

0.5　1.1　2.1

0.5　1.0　　2.1

0.6　1.0　　2.1

0.6　1.0　　2.1

0.

0.7　1.0　　2.2

0.7　1.0　2.2

0.8　1.0　2.2

0.8　1.0　　2.2

0.9　1.0　　2.3

0.9　1.0　　2.3

0.9　1.0　　2.3

1.0　1.0　　2.3

.3

1.1　1.0　　2.4

1.1　1.0　　2.4

1.1　1.0　　2.4

1.2　1.0　　2.4

1.2　1.0　　2.4

1.2　1.0　　2.5

1.3　1.0　　2.5

1.3　1.0　2.5

1.3　1.0　　2.5

1.3　1.0　2.5

1.3　1.0　　2.5

1.4　1.0　　2.6

1.4　1.0　　2.6

1.4　1.0　　2.6

1.4　1.0　　2.6

.6

1.5　1.0　　2.7

1.5　1.0　　2.7

1.5　1.0　　2.7

1.5　1.0　　2.7

I.5　1.

上空　　　　　　翌

翌

1.6　1.0　　2.8

1.6　1.0　　2.8

1.5　1.0　　2.8

1.5　1.0　　2.9

1.5　1.0　2.9

1.4　1.0　　2.9

1.4　1.0　　2.9

1.4　1.0　　2.9

1.3　1.0　　3.0

1.3　1.0　3.0

1.2　1.0　3.0

1.2　1.0　　3.0

1.2　1.0　　3.0

1.1　1.0　　2.9

1.1　1.0　　2.9

1.0　1.0　　2.9

1.0　1.0　　2.9

1.0　1.0　　2.9

0.9　1.0　　2.8

0.9　1.0　　2.8

0.8　1.0　　2.8

0.8　1.0　2.8

0.8　1.0　2.8

0.7　1.0　　2.7

0.7　1.0　2.7

0.6　1.0　　2.7

0.6　1.0　　2.7

0.6　1.0　　2.7

0.5　1.0　　2.6

0.5　1.0　　2_6

0.5　1.0　　2.6

1.0　1.0　　0.4

0.9　1.0　　0.4

0.9　1.0　　0.4

冗　　　　冗　　XE!

0.8　1.0　　0.4

0.8　1.0　　0.3

0.8　1.0　0.4

0.8　1.0　　0.4

0.8　1.0　　0.4

0.7　1.0　0.4

0.7　1.0　0.4

ヽ

0.7　1.0　　0.5

0.7　1.0　0.5

0.6　1.0　0.5

0.6　1.0　　0.5

0.6　1.0　　0.5

0.6　1.0　　0.6

0.6　1.0　0.6

0.5　1.0　　0.6

0.5　1.0　0.6

0.

0.5　1.0　　0.7

0.5　1.0　　0.7

0.5　1.0　　0.7

0.4　1.0　　0.7

0.4　1

0.4　　0_9　　0.8

0.4　　0.9　　0.8

0.4　0.9　　0.8

0.4　　0.9　　0.8

0.4　　0.9　　0.8

0.4　　0.8　　0.9

0.4　　0.8　　0.9

0.4　0.8　0.9

0.4　　0.8　　0.9

0.4　　0.8　　0.9

0.4　　0.7　1 _0

0.4　　0.7　1.0

0.4　　0.7　1.0

0.4　　0.7　1.0

0.

.0

0.4　　0.6　1.0

0.4　　0.6　1.0

0.4　　0.6　1.0

0.4　　0.6　1.0

0.4　　0.5　1.0

0.4　0.5　1.0

0.4　0.5　1_0

0.4　　0.5　1.0

0.4　0.5　1.0

0.4　　0.5　1.0

0.4　0.4　1.0

0.4　0.4　1.0

0.4　0.4　1.0

0.4　　0.4　1.0

0.4　　0.4　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　0.3　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.

0.2　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0,0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0_0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0_0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

ヽ

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

ヽ

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

nX XJ W0

0.0　　0_4　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.5　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　　0.0

0.0　　0.5　　0,0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

,0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　0.7　　0.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.9　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.9　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

5.9　　8.4　　7.8

5.9　　8.4　　7.7

5.

5.8　　8.3　　7.4

5.8　　8.2　　7.4

5.9　　8.1　7.3

5.9　　8.1　7.4

6.0　　8.1　7.6

.0　　7.7

6.1　8.0　　7.9

6.2　　8.0　　8.1

6.2　　8.0　　8.2

6.3　　8.0　　8.4

6.4　　8.0　　8.5

6.5　　8.0　　8.7

6.5　　8.0　　8.8

6.6　　8.0　　9.0

6.7　　8.0　　9.2

6.8　　8.0　　9.3

6.9　　8.0　　9.5

6.9　　8.0　　9_6

7.0　　8.0　　9.8

7.1　8.0　　9.9

7.2　　8.0　10.1

.3

7.3　　8.0　10.4

7.3　　8.1 10.5

7.3　　8.1 10.6

7.3　　8.1 10.7

7.4　　8.1 10.8

7.

7.4　　8.2　11.0

7.4　　8.2　11.1

7.4　　8.2　日.2

7.　　　　　1.3

7.5　　8.2　日.4

7,

7.5　　8.3　11.6

7.5　　8.3　11.7

7.5　　8.3　11.8

7.6　　8.3　11.8

7.6　　8.4　日.9

7.6　　8.4　12.0

7.6　　8.4　12.1

7.6　　8.4　12.2

7.6　　8.4　12.2

7.6　　8.4　12.3

7.5　　8.4　12.3

7.5　　8.4　12.3

7.5　　8.4　12.3

7.4　　8.4　12.3

7.

7.3　　8.4　12.4

7.2　　8.4　12.4

7.2　　8.4　12.4

7.0　　8.4　12.4

6.9　　8.4　12.4

6.7　　8.4　12.4

6.5　　8.4　12.4

6.4　　8.4　12.3

6.2　　8.4　12.3

6.1　8.4　12.3

5.9　　8.4　12.3

.3

5.6　　8.4　12.2

5.5　　8.4　12.2

5.3　　8.4　12.2

5.1　8.4　12.2

5.0　　8.4　12.2

4.9　　8.4　12.1

4.8　　8.4　12.1

4.7　　8.4　12.1

4.6　　8.4　12.1

4.5　　8.4　12.1

4.4　　8.4　12.0
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遺跡集計表　その2

府 県 京 都 府 大 阪 府 1 兵 庫 県 奈 良 県 岡 山 県 福 岡 県 1 全 国 合 計

A D 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0

6 2 6 0 .4 0 .0 0 .0 1 .9 4 .4 2 .0 0 .4 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .3 8 .4 1 2 .1

6 2 7 0 .4 0 .0 0 .0 1 .9 4 .3 2 .0 0 .4 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .3 8 .3 1 2 .1

6 2 8 0 .4 0 .0 0 .0 1 .9 4 .2 2 .0 0 .4 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .2 8 .2 1 2 .1

6 2 9 0 .3 0 .0 0 .0 1 .9 4 .2 2 .0 0 .3 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 t0 0 L0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .2 8 .2 1 2 .2

6 3 0 0 .3 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

4 ,2 8 .1 1 2 .2

6 3 1 0 .3 0 .0 0 .0 2 .0 4 .1 2 .0 0 .3 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 l4 .2 8 .1 1 2 .3

6 3 2 0 .3 0 .0 0 .0 2 .0 4 .0 2 .0 0 .3 1 .0 2 .5 - 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .2 8 .0 1 2 .3

6 3 3 0 .3 0 .0 0 .0 2 .0 3 .9 2 .0 0 .3 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .1 7 .9 1 2 .3

6 3 4 ー0 2 .0 3 .9 2 .0 0 .2 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .1 7 .9 1 2 .4

6 3 5 0 .2 0 .0 0 .0 2 .1 3 .8 2 .0 0 .2 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .1 7 .8 1 2 .4

6 3 6 0 .2 0 .0 0 .0 2 .1 3 .7 2 .0 0 .2 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .1 7 .7 1 2 .5

6 3 7 0 .2 0 .0 0 .0 2 ,0 3 .7 2 .0 0 .2 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .0 7 .7 1 2 .5

6 3 8 0 .2 0 .0 0 .0 2 .0 3 .6 2 .0 0 .2 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 ,0 0 ,0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .9 7 .6 1 2 .5

6 3 9 0 .1 0 .0 0 .0 2 l0 3 l5 2 .0 0 . l l .0 2 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー 3 .9 7 .5 1 2 .6

6 4 0 0 .1 0 .0 0 .0 2 .0 3 .4 2 .0 0 . l l .0 2 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .8 .7 .4 1 2 .6

6 4 1 0 .1 0 .0 0 .0 2 .0 3 .4 2 .0 0 . l l .0 2 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 ー2 .6

6 4 2 0 .1 0 .0 0 .0 1 .9 3 .3 2 .0 0 . l l .0 2 .3 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .7 7 .3 1 2 .7

6 4 3 0 .1 0 .0 0 .0 1 .9 3 .2 2 .0 0 .l l ,0 2 .3 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .6 7 .2 1 2 .7

6 4 4 ー0 1 .9 3 .1 2 .0 0 .0 1 .0 2 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .6 7 .1 1 2 .8

6 4 5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 3 .0 2 .0 0 .0 1 .0 2 .2 0 .0 0 -0 1 l0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .5 7 .0 1 2 .8

6 4 6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 3 .0 2 .0 0 .0 1 .0 2 .2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .5 7 .0 1 2 .8

6 4 7 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 2 .9 2 .0 0 .0 1 .0 2 .2 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .5 7 .0 1 2 .9

6 4 8 0 .0 0 .0 0 .0 1 一 、2 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .5 7 .0 1 2 .9

6 4 9 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 2 .8 2 .0 0 .0 1 .0 2 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .6 6 .9 1 3 .0

6 5 0 0 .0 0 .0 0 .0 l L9 2 ] 2 -0 0 .0 1 .0 2 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0
-

6 5 1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 2 .7 2 .0 0 .0 1 .0 2 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .6 6 .9 1 3 .0

6 5 2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .9 2 .6 2 .0 0 .0 1 .0 2 .1 ー0 一.0 0 .0 0 .0 0 .0
-

6 5 3 0 ー 1 .9 2 .5 2 .0 0 .0 1 .0 2 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .7 6 .9 1 3 .1

6 5 4 0 ,0 0 .0 0 .0 1 .9 2 .5 2 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .7 6 .8 1 3 .2

6 5 5 0 -0 0 .0 0 .0 2 .0 2 .4 2 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .8 6 .8 1 3 .2

6 5 6 ー0 2 .0 2 .4 2 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 3 .9 6 .8 1 3 .2

6 5 7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 2 .3 2 .0 0 .0 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .0 6 .8 1 3 .3

6 5 8 0 .0 0 .0 0 .0 2 l1 2 l3 2 L0 T 0 -1 1 L0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .1 6 .8 1 3 .3

6 5 9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .1 2 .2 2 .0 ! 0 .l l .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 ー0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .2 6 .7 1 3 .3

6 6 0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 2 .1 2 .0 ! 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .3 6 l7 1 3 A

6 6 1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .2 2 I1 2 -0 E 0 -1 1 I0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 I4 6 -7 1 3 I4

6 6 2 0 .0 0 T0 0 l0 2 .3 2 .0 2 .0 [ 0 .l l .0 2 ,0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .5 6 .7 1 3 .5

6 6 3 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 2 .0 2 .0 ～ 0 .2 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .5 6 .7 1 3 .5

6 6 4 0 .0 0 .0 0 .0 … 、0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .6 6 .6 1 3 .5

6 6 5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 1 .8 2 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー 4 .7 6 .6 1 3 .6

6 6 6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 1 .8 2 .0 l 0 l2 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .8 6 .6 1 3 .6

6 6 7 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 1 .7 2 .0 i 0 1 1 D 2 ⅠO 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 4 .9 6 .6 1 3 .6

6 6 8 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 1 .7 2 .0 0 .3 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .0 6 .6 1 3 .7

6 6 9 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 1 .6 2 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .1 6 .5 1 3 .7

6 7 0 0 .0 0 .0 0 .0 2 .5 1 .5 2 .0 0 .3 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .1 6 .5 1 3 .8

6 7 1 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 1 .5 2 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .2 6 .5 1 3 .8

6 7 2 0 .0 0 .0 0 .0 2 .4 1 .4 2 .0 0 ,3 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .2 6 .5 1 3 .8

6 7 3 0 .0 0 .0 0 .0 2 L4 1 -4 2 l0 0 -4 1 -0 2 l0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー 5 .2 6 .5 1 3 .9

6 7 4 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 1 .3 2 .0 0 ,4 1 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .2 6 .5 1 3 .9

6 7 5 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 1 .3 2 .0 0 .4 1 .0 2 .0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 5 .3 6 .4 1 4 .1

6 7 6 0 .0 0 .0 0 .0 2 .3 1 .2 2 .0 0 .4 1 .0 2 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 . 1 5 .3 6 .4 1 4 .2

6 7 7 0 .0 0 .0 0 .1 2 .2 1 .l l .9 0 .4 1 .0 2 .1 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 . 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .1 5 .3 6 .3 1 4 .3

6 7 8 0 .0 0 .0 0 .1 2 .2 1 .l l .9 0 .5 1 .0 2 .1 ー9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .2 5 .3 6 .3 1 4 .4

6 7 9 0 .0 0 .0 0 .1 2 .2 1 .l l .8 0 .5 1 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .2 5 .3 6 .2 1 4 .4

6 8 0 0 .0 0 .0 0 .1 一 、2 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .2 5 .3 6 .2 1 4 .5

6 8 1 0 .0 0 .0 0 .1 2 .2 1 .0 1 .8 0 .5 1 .0 2 .3 0 ー . 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .3 5 .2 6 .2 1 4 .6

6 8 2 0 .0 0 .0 0 .2 2 .1 0 .9 1 .7 0 .5 1 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .3 5 .2 6 .1 1 4 .7

6 8 3 0 .0 0 .0 0 .2 2 .1 0 .9 1 .7 0 .5 1 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .8 0 .4 5 .2 6 .1 1 4 .7

6 8 4 0 .0 0 .0 0 .2 2 .1 0 .9 1 .6 0 .5 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .8 0 .4 5 .2 6 .0 1 4 .8

6 8 5 0 .0 0 .0 0 .2 2 .1 0 .8 1 .6 0 .5 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .8 0 .4 5 .2 6 .0 1 4 .9

6 8 6 0 ー 2 .0 0 .8 1 .6 0 .5 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .8 0 .5 5 .1 6 .0 1 5 .0

6 8 7 0 .0 0 .0 0 .3 2 .0 0 .8 1 .5 0 .5 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .8 0 .5 5 .1 5 .9 1 5 .1

6 8 8 0 .0 0 .0 0 .3 2 .0 0 .7 1 .5 0 ー 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .7 0 .5 5 .1 5 .9 1 5 .1

6 8 9 0 .0 0 .0 .0 .3 2 .0 0 .7 1 .5 0 .5 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .7 0 .6 5 .1 5 .9 1 5 .2

6 9 0 0 .0 0 .0 0 .3
I

0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .7 0 .6 5 .1 5 .9 1 5 .3

6 9 1
-

2 .0 0 .7 1 .4 0 .5 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .7 0 .7 5 .1 5 .9 1 5 .4

6 9 2 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .7 . 1 .3 0 ー
-

0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .7 0 .7 5 .1 5 .8 1 5 .5

6 9 3 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .6 1 .3 0 .5 1 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .6 0 .7 5 .1 5 .8 1 5 .5

6 9 4 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .6 1 .3 0 ー 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .6 0 .8 5 .1 5 .8 1 5 .6

6 9 5 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .6 1 .2 0 .5 1 .0 2 .8 0 .0 0 .0 0 .6
-

0 .4 0 .6 0 .8 5 .1 5 .8 1 5 .7

6 9 6 0 .0 0 .0 0 .4 2 .0 0 .6 1 .2 0 .5 1 .0 2 .8 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .6 0 .9 5 .1 5 .8 1 5 .8

6 9 7 0 .0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .6 1 .1 0 .5 1 .0 2 .9 0 .0 0 .0 0 .6
-

0 .4 0 .6 0 .9 5 .1 5 .7 1 5 .8

6 9 8 0 .0 0 .0 0 .5 2 .0 0 .5 1 .1 0 .5 1 .0 2 .9 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 -5 0 -5 0 -9 5 .0 5 .6 1 5 .9

6 9 9
ー

2 .0 0 .5 1 .1 0 .5 1 .0 P 3 l0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 -5 0 l5 1 -0 5 .0 5 .6 1 6 .0

7 0 0 0 .0 0 .0 0 .5 1 .9 0 .5 1 .0 0 .5 1 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 1 .0 4 .9 5 .5 1 6 .1

360



遺跡集計表　その2

奈良県　1　岡山県 全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　0.0　　0.6

0.　　　　　.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　0.7

0.0　0.0　　0.7

0_0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　0.0　0.8

0.0　　0.0　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.

0.

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　　0.9

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1 _0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

mX nX　　引.冗

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0_0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.1　1.1

0.0　　0.1　1.1

0.0　0.1　1.1

0.0　　0.1　1.1

0.0　　0.1　1.1

0.0　　0.2　1.2

0.0　　0.2　1.2

0.0　　0.2　1 _2

0.0　　0.2　1.2

0.0　　0.2　1.2

0.0　　0.3　1.3

0.0　0.3　1.3

0.0　　0.3　1.3

0.0　　0.3　1.3

0.0　0.3　1.3

1.9　　0.5　1.0

1.9　　0.5　　0,9

.9

1.9　　0.4　　0.9

1.8　　0.4　0.8

1.8　　0.4　0.8

1.7　　0.4　　0.7

1.7　　0.4　0.7

1.6　0.4　0.7

1.5　　0.4　　0.6

引駿　　X月　　は完

1.4　0.4　　0.5

.5

1.3　　0.4　　0.5

1.3　　0.4　　0.4

iJlの　　Xパ

1.2　　0.4　0.4

1.1　0.4　　0.3

1.1　0.4　0.3

1.0　　0.4　　0.2

1.0　　0.4　　0.2

1.0　　0.4　　0.2

0.9　　0.4　　0. 1

0.9　　0.4　　0. 1

0.8　　0.4　0.0

0.8　　0,5　　0.0

0.7　　0.5　　0.0

0.7　　0.6　　0.0

0.7　　0.6　　0.0

0.6　　0.7　　0.0

0.6　　0.7　　0.0

0.

0.5　　0.9　　0.0

0.5　　0.9　　0.0

0.4　1.0　　0.0

0,4　1.0　　0.0

0.4　1.1　0.0

0.4　1.2　　0.0

0.3　1.2　　0.0

0.

0.

0.3　1.4　　0.0

0.3　1.5　　0.0

0.2　1.5　　0.0

0.2　1.6　　0.0

.0

0.2　1.7　　0.0

.0

0.2　1.8　　0.0

0.2　1.9　　0.0

0.

0.2　2.0　0.0

0.2　　2.0　　0.0

0.2　　2.1　0.0

0.2　　2.2　　0.0

0.2　2.2　0.0

0.2　　2.3　　0.0

0.3　　2.3　　0.0

0.3　　2.3　　0.0

0.3　　2.4　0.0

0.3　　2.4　0.0

0.3　　2.5　　0.0

0.4　　2.5　　0.0

0.4　2.5　　0.0

0.4　　2.6　　0.0

0.4　　2.6　　0.0

0.4　　2.6　　0.0

0.5　　2.7　　0.0

0.5　　2.7　　0.0

0.5　　2.8　　0.0

0.5　　2.8　　0.0

0.5　　2.8　0.0

0.5　　2.9　　0.0

0.6　　2.9　　0.0

0.6　　3.0　　0.0

0.5　1.0　　3.0

0.5　1.0　　3.1

0.5　1.0　　3.1

0.

0.5　1.0　　3.2

0.5　1.0　　3.2

0.5　1.0　　3,2

0.5　1.0　　3.3

0_5　1.0　　3.3

0.5　1.0　　3.3

0.5　1.0　　3.3

0.5　1.0　　3.3

0.5　1.0　　3.4

0.5　1.0　　3.4

0.5　1.0　　3.4

0.5　1.0　　3.4

0.5　1.0　　3.4

0.6　1.0　　3.5

0.6　1.0　　3.5

0.6　1.0　　3.5

0.6　1.0　　3.5

0.6　1

0.7　1.0　　3.5

0.7　1.0　　3.6

.6

.6

0.8　1.0　　3.6

0.

0.9　1.0　　3.5

0.9　1.0　　3.5

0.9　1.0　　3.5

1.0　1.0　　3.5

1.1　1.0　　3.5

1.1　1.0　　3.4

1.2　1.0　　3.4

1.2　1.0　　3.4

1.3　1.0　　3.4

1.4　1.0　　3.4

1.4　1,0　　3.3

4

1.5　1.

1.6　1.0　　3.3

1.6　1.0　　3.3

1.7　1.0　　3.2

1.8　1.0　　3_2

1.8　1.0　　3.2

1.9　1.0　　3.2

1.9　1.0　3.2

2.0　1.0　　3.1

2.1　1.0　　3.1

2.

2.2　1.0　　3.1

2.

2.3　1.0　　3.0

2.4　1.0　　3.0

2.

2.4　1.0　　3.0

2.4　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　3.,0

2.6　1.0　　3.0

.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

2.6　1.0　　3.0

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

.4

0_0　　0.0　　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　　0_0　　0.4

.0　　0.3

0.0　0.0　0.3

0.0　0.0　　0.3

0.0　　0.0　　0.3

0.0　　0.0　　0.3

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　0.2

ヽ

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　0.0　0.1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　0.0　　0. 1

0.

0.0　　0.0　　0.1

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.　　　　　.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0,0　　0.0

0.

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0 ,0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0_0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

,0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0_0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0_0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0,

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.5　　0.5　1.1

1.1

.5　1.1

0.

0.6　　0.4　1.2

0.6　　0.4　1.3

0.6　　0.4　1.3

0.6　　0.4　1.3

0.7　　0.3　1.4

0.7　　0.3　1.4

0.7　　0.3　1.5

0.

0.7　　0.3　1 _5

.6

0.8　　0.2　1.6

.6

0.8　0.2　1.7

0.8　0.2　1.7

0.9　　0.1　1.8

0.9　0.1　1.8

0.9　　0.1　1.8

0.9　　0.1　1.9

0.9　0.1　1.9

ヽ

1　　　　　　.0

1.0　　0.0　　2.0

▼

・ 2.0

1.　　　　　.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2_0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

ヽ

-

1.0　　0.0　　2.0

I.0　　0.

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2_0

1.0　　0.0　　2.0

.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　0.0　2.0

1 _0　　0.0　　2.0

1.0　　0,0　2.0

1.0　　0.0　2.0

1.0　　0.0　2.0

1.0　　0.0　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　2.0

1.0　　0.0　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　0.0　2.0

1.0　0.0　　2.0

,0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2,0

1.0　0.0　2.0

1 _0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

1.0　　0.0　　2.0

4.9　　5.5　16.2

4.9　　5.4　16.2

4.9　　5.4　16.3

4.9　　5.3　16.4

4.8　　5.2　16.5

4.8　　5.2　16.5

4.8　　5.2　16.6

4.8　　5.1 16.6

4.8　　5.

4.8　　5.0　16.8

4.7　　5.0　16.8

4.7　　5.0　16.9

4.7　　4.9　16.9

4.7　　4.9　17.0

4.7　　4.8　17.1

4.7　　4.8　17.1

4.7　　4.8　17.2

4.7　　4.7　17.2

4.7　　4.7　17.3

.4

4.8　　4.6　17.4

4.8　　4.6　17.5

4.8　　4.5　17.5

4.8　　4.5　17.6

4.8　　4.5　17.6

4.9　　4.5　17.6

.6

5.0　　4.7　17.6

5.0　　4.8　17.6

5.1　4.9　17.6

ヽ

.6

,6

5.4　　5.3　17.6

17.6

5.5　　5.5　17.6

5.6　　5.6　17.6

17.6

5.8　　5.8　17.6

5.9　　5.9　17.6

17.6

6.1　6.1 17.6

6.2　　6.2　17_6

6.3　　6.3　17.6

.6

6.5　　6.5　17.6

6.

6.7　　6.7　17.6

6.8　　6.8　17.6

6.9　　6.9　17.6

7.0　　7.1 17.6

7.1　7.2　17.6

7.2　　7_3　17.6

7.3　　7.4　17.6

7.3　　7.5　17.6

7.4　　7.6　17.6

7.4　　7.

rJ引　　rJ竪　引rJ至

7.5　　8.0　17.7

7.5　　8.1 17.7

7.5　　8.2　17.8

7.5　　8.3　17.8

7.5　　8.4　17.8

7.5　　8.5　17.9

7.6　　8.7　17.9

7.6　　8.8　18.0

7.6　　8.9　18.0

7.6　　9.0　18.0

竪F

7.6　　9.3　18.1

7.6　　9.4　18.2

7.6　　9.5　18.2

7.6　　9.6　18.2

7.6　　9.7　18.3

了jj EHE　川lE
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遺跡集計表　その2

全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.0　　0.4　1.3

0.0　　0,4　1.3

0.1　0.4　1.3

0.1　0.4　1.3

0.1　0.4　1.3

0.1　0.5　1.3

0.1　0.

0.2　　0.5　1.3

0.2　0.5　1.3

0.2　0.5　1.3

0.2　　0.5　1.3

0.2　　0.6　1.3

.3

0.3　　0.6　1.3

.3

.3

0.3　　0.7　1.3

0.4　0.7　1.3

.3

0.4　0.7　1.3

.7　1.3

0.4　　0.8　1.3

0.5　　0.8　1.3

0.5　　0.8　1.3

0.5　　0.8　1.3

0.5　　0.8　1.3

0.5　　0.9　1.3

0.5　　0.9　1.3

.3

.3

0.6　　0.9　1.3

0.

0.6　1.0　1.3

0:7l l.0　1.3

0.7　1.0　1.3

0.7　1.0　1.3

0.7　1.0　1.3

0.7　1.0　1.3

0.8　1.0　1.2

0.8　1.0　1.2

1.2

.2

0.8　1.0　1.2

0.9　1.0　1.1

X.E　　引

1.1

0.9　1

0.9　1.0　1.I

1.0　1

1.0　1.0　1.0

1.0

1.0　1.0　1.0

0.9　　0.9　1.0

0.9　0.9　1.0

0.9　　0.9　1.0

0.9　　0.9　1.0

0.9　　0.9　1.0

0.8_　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.7　　0.7　1.0

0.7　　0.7　1.0

0.7　　0.7　1.0

0.7　　0.7　1.0

0.7　　0.7　1.0

0.6　　0.6　1.0

0,6　　0.6　1.0

0.6　　0.6　1.0

0.6　　0.6　1.0

0.6　　0.

0.5　　0.5　1.0

0.5　　0.5　1.0

0.5　　0.5　1.0

0.6　　3.0 0.0!

0.6　　3.0　0.0

0,6　　2.9　　0.1

0.6　　2.9　0.1

0.6　　2.9　　0.1

0.6　　2.9　　0.1

0.6　　2.9　　0.1

0.6　　2.8　0.2

0.6　　2.8　0.2

0.6　　2.8　　0.2

0.6　　2.8　0.2

0.6　　2.8　　0.2

0.6　　2.7　　0.3

0.6　　2.7　　0.3

0.6　　2.7　　0.3

0.6　　2.7　　0.3

0.6　　2.7　　0.3

0.6　　2.6　　0.4

0.6　　2.6　　0.4

0.6　　2.6　　0.4

0.6　　2.6　　0.4

.4

0.5　　2.5　　0.5

0.5　　2.5　　0.5

0.5　　2.5　　0.5

0.5　　2.5　　0.5

.5

0.5　　2.5　0,5

0.4　　2.4　　0.6

0.4　　2.4　　0.6

ヽ

2.6　1.0　　3.0

2.5　1.0　　3.0

2.5　1.0　　2,9

2.5　1.0　　2.9

2.4　1.0　　2.9

2.4　1.0　　2.9

2.3　1.0　　2.9

2.3　1.0　　2.8

2.3　1.0　　2.8

2.　　　　　.8

2.2　1.0　　2.8

2.1　1.0　　2.8

2.1　1.0　　2.7

2.1　1.0　　2.7

2.0　1.0　2.7

2.0　1.0　　2.7

1.9　1

1.9　1.0　　2.6

1.9　1.0　　2.6

i月　　t

1.8　1.0　　2.6

t由

1.7　1.0　2.5

1.7　1.0　　2.5

1.6　1.0　　2.5

1.　　　　　.5

1.5　1.0　　2.5

1.5　1.0　　2.5

1.5　1.0　　2.4

1.4　1.0　　2.4

1.4　1.

0.4　2.3　0.6) 1.4　1.0　2.4

0.4　　2.2　　0.6

0.3　　2.2　　0.7

0.3　　2.1　0.7

0.3　　2.1　0.7

0.3　　2.0　　0.7

0.

0.2　1.9　0.8

0.2　1

0.2　1.8　　0.8

0.2　1.7　　0.8

0.2　1.6　　0.8

0.1　1.6　0.9

0.1　1.5　　0.9

0.1　1.5　　0.9

.9

0.1　1.4　0.9

0.0　1.3　1.0

0.0　1.2　1.0

0.0　1.2　1.0

0.0　1.1　1.0

0.0　1.1　1.0

0.0　1.1　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　　0.9　1.0

0.0　　0.9　1.0

0.0　　0.9　1.0

0.0　　0.8　1.0

0.0　　0.8　1.0

0.0　　0.7　1.0

0.0　　0.7　1.0

ヽ

0.0　　0.6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.2　1.0

1.4　1.0　　2.4

1.3　1.0　　2.3

1.3　1.0　　2.3

1.3　1.0　　2.3

1.3　1.0　　2.3

1.3　1.0　　2.3

1.　　　　　　.2

1.2　1.0　　2.2

1.2　1.0　　2.2

1.2　1.0　　2.2

1.2　1.0　　2.2

iL　　引

1.1　1.0　　2.1

1.1　1.0　　2.1

1.1　1.0　　2.1

1.1　1.0　　2.1

ヽ

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

0.9　1.0　2.0

0.9　1.0　　2.0

0.9　1.0　　2.0

0.9　1.0　　2.0

0.9　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.7　1.0　　2.0

0.7　1.0　　2.0

0.

,0

0.7　1.0　　2.0

0.6　1

0.6　1.0　　2.0

0.6　1.0　2.0

0.6　1.0　　2.0

0.6　1.0　　2.0

XtS i HX klX

ヽ

0.5　1.0　　2.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0 0.0 i

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

ヽ

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0_0　　0_0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0,0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

1.0　　0.0　　2_0

1.0　　0.1　1.9

.1　1.9

0.9　　0.2　1.8

0.9　　0.2　1.8

0.9　　0.2　1.8

0.9　　0.3　1.7

0.8　　0.3　1.7

0.8　　0.4　1.6

0.8　　0.4　1.6

0.8　0_4　1.6

0.8　　0.5　1.5

0.7　　0.5　1.5

.5

0.7　　0.6　1.4

.4

0.7　　0.7　1.3

0.6　　0.7　1.3

0.6　　0.7　1.3

0.6　　0.8　1.2

0.6　　0_8　1.2

0.6　　0.9　1.1

0.5　　0.9　1.1

0.5　　0.9　1.1

0.5　1.0　1.0

0.

0.5　1.1　0.9

.9

0.4　1.1　0.9

0.4　1 ,2　　0.8

0.4　1.2　　0.8

0.4　1.3　　0.7

0.

0.0　　0.0　　0.01　0.3　1.3　　0.7

7.6　10.0　18.3

7.6　10.1 18.2

7.6　10.2　18.2

7.6　10.3　18.1

7.

7.5　10.5　18.0

7.5　10.6　17.9

7.5　10.7　17.9

7.5　10.8　17.8

7.5　10.9　17.7

7.4　11.0　17.7

7.4　11.1 17.6

7.4　11.2　17.6

7.4　11.3　17.5

7.4　11.4　17.5

7.3　11.5　17.4

7.3　11.6　17.3

7.3　11.7　17.3

7.3　11.8　17.2

7.3　11.9　17.2

7.2　12.0　17.1

7.2　12.1 17.0

7.2　12.1 17.0

7.2　12.2　16.9

7.2　12.3　16.9

7.1 12.4　16.8

7.1 12.5　16.7

.5　16.7

.6

7.1 12.7　16.6

7.1 12.7　16.5

7.2　12.8　16.5

7.3　12.8　16.4

7.4　12.8　16.3

0.0　　0.0　　0.Oj 0.3　1.4　　0.61　7.4　12,9　16,3

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.3　1.4　　0.6

0.3　1.5　　0.5

0.3　1.5　　0.5

0.2　1.5　　0.5

0.2　1.6　　0.4

0,2　1.6　　0.4

0,

0.

0.1　1.7　　0.3

0_1　1.8　0.2

0,

0_1　1.8　　0_2

0.1　1.9　　0.1

0.

0.0　　2.0　　0.0

0.0　2.0　0.0

0.

0.0　　2.0　　0.0

0.

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2,0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

.0

,0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　0.0

.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

ヽ

0.0　　2.0　　0.0

16.2

7.6　12.9　16.1

7.7　12.9　16.0

,9

7.

7.9　-13.0　15.7

8.0　13.0　15.6

8.1 13.0　15.5

8.2　13.0　15.4

8.

8.3　1

8.3　13.1 15.1

8.4　13.1 15.0

14.9

8.5　13.2　14.8

8.6　13.2　14.7

8.

8.9　13.2　14.7

9.1 13.1 14.7

.7

9.4　13.1 14.6

9.6　13.1 14.6

9.7　13.1 14.6

9.9　13.0　14.6

10.1 13.0　14.6

10.2　13.0　14.5

10.4　13.0　14.5

10.5　13.0　14.5

10.7　12.9　14.5

10.9　12.9　14.5

日.1 12.9　14.5

ll.3　12.9　14.4

ll.4　12.9　14.4

ll.6　12.8　14.4

ll.8　12.8　14.4

12.0　12_9　14.3

12.2　12.9　14.3

i R7引　　　　　　　田

iaBj iBlX rE」

12.8　13.0　14.1
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遺跡集計表　その2

奈良県　　t　　岡山県 福岡県　1　全国合計
50　100　200[ 50　100　200 50　100　200 50　1 50　100　200: 50　100　200

0.5　　0.5　1.0

0.

0.5　　0.5　1.0

0.4　0.4　1.0

0.4　　0.4　1.0

1.0

0.

0.4　　0.4　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.2　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

1.0

0.2　　0.2　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

1　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

,0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0,2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　0.1　1.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0,

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.2　1.0[ 0.0　0.0　1.0

0.0　　0.　　　　　.0　　0.0　1.0

0.0　　0.　　　　　　.0　　0.0 l.0

0.0　0.3　1.0! 0.0　0.0　1.0

0.0　0.3　1.0( 0.0　0.0　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0,6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　0.6　1.0

0.1　0.6　1.0

0.1　0.7　1.0

0.1　0.7　1.0

0.1　0.7　1.0

0.1　0.7　1.0

0.2　　0.7　1.0

0.2　　0.8　1.0

0.2　　0.8　1.0

0.2　　0.8　1.0

0.2　　0.8　1.0

0.0　　0.0　1.0

1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.5　1.0　　2.0

0.5　1.0　　2.0

0.5　1.0　　2.0

0.4　1

0.4　1.0　　2.0

0.4　1.0　　2.0

0.4　1.0　　2.0

0.4　1.0 2.0】

0.3　1.0　　2.0

0.3　1.0　　2.0

0.3　1.0　　2.0

0.3　1.0　　2.0

0.3　1.0　　2.0

0.2　1.0　　2.0

0.2　1.0　　2.0

0.2　1.0　　2.0

0.2　1

0.2　1

0.1　1.0　　2.0

.0

0.1　　　　　.0

0.1　1.0　　2.0

0.1　1.0　　2.0

.0

0.0　1.0　　2.0

0.0　1.0　　2.0

0.0　1.0　　2.0

0.0　1

0.0　1.0　1.9

0.0　1.0　1.9

0.0　1.0　1.9

0.0　1.0　1.9

0.

0.

0.0　1.0　1.8

0.0　1.0　1.8

0.0　1.0　1.8

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0,0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,0　　0,0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,0　　0,0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.　　　　　.0

0.0　　2.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0,

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　2.0　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.

0.0　　2.0　0.0

0.0　　2.0　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　0.0

0.0　　2.0　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　　2.0　　0.0

0.0　1.9　　0.0

0.0　1.9　　0.0

0.0　1.8　　0.0

0.0　1.8 ・0.0

0.0　1.8　0.0

0.0　1.7　　0.0

0.0　1.7　　0.0

0.

,0

0.　　　　　　.0　　0.0　　0.0　　0.0　　0.0　　し6　　0.0

0.0　　0.0　　0.01　0.0　　0.0　　0.0

、0　　0.　　　　　.0　　0.

0.0　1.0　1.7i 0.0　　0.0　　0.0

.　　　　　　.0

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

0.0　1.0　1.7

0.0　1.0　1.6

0.0　1.0　1.6

0.0　1.0　1.6

0.0　1.0　1.6

0.0　1.0　1.6

0.0　1.0　1.5

0.0　1.0　1.5

0.0　1.0　1.5

0.0　1.0　1.5

0.0　1.0　1.5

0.0　1.0　1.5

、

ヽ

0.0　1.0　1.4

0.0　1.0　1.4

、　　　　　　　　　.4

0.0　　0.0　1.0

0.0　0,0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.3　　0.8　1.Oi 0.0　　0.0　1.0

0.3　　0.9　1.0

0.3　　0.9　1.0

1.0

0.3　　0.9　1.0

0.4　0.9　1_0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1 _0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　1

0.0　1.0　1.3

0.0　1.0　1.3

0.0　1.0　1.3

0.0　1 _0　1.3

0.0　1.0　1.2

0.0　1.0　1.2

0.0　1.0　1.2

0.0　1.0　1.2

0.0　1.0　1.2

0.0　1.0　1.1

0.0　1.0　1.1

0.0　1.0　1.1

0.0　1.0　1.1

0.0　1.0　1.1

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.OE 0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0,0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0

0.0

0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0:0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

12.9　13.1 14.0

13.1 13.1 14.0

13.3　13.1 13.9

13.5　13.2　13.8

13.8

13.8　13.3　13.7

13.9　13.3　13.7

14.0　13.4　13.6

1　　　.5

14.1 13.6　13.5

14.2　13.6　13.4

13.4

14.4　13.8　13.3

14.4　13.9　13.3

,2

14.5　14.0　13.2

14.5　14.1 13.1

14.6　14.2　13.1

14.7　14.3　13.1

14.7　14.4　13.0

14.8　14.4　13.0

14.9　14.5　12.9

15.0　14.6　12.9

15.1 14.7　12.9

15.1 14.7　12.8

15.0　14.7　12.7

14.8　14.6　12.6

14.5　14.5　12.5

14.3　14.5　12.4

14.1 14.4　12,3

13.　　　　　　.2

i&至　　　　　　　引

.0

13.1 14.1 ll.9

12.9　14.0　11.8

12.6　13.9　11.7

0,0　1.5　0.Oi l2,4　13.8　1l.6

0.0　1　　　　　　　　　　.7　11.5

0.0　1.5　　0.0

0.0　1.4　　0.0

0.0　1.4　　0.0

0.0　1.3　　0.0

.3　　0.0

0.0　1.3　　0.0

0.0　1.2　　0.0

0.0　1.2　　0.0

0.0　1.1　0.0

0.0　1.1　0.0

0.0　1.1　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　0.9　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　0.0

0.0　0.5　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.3　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　0.0　0.0

ll.9　13.7　11.5

ll.7　13.6　11.4

11.2

ll.2　13.4　11.1

ll.0　13.3　日.0

10.7　13.2　10.9

10_5　13.1 10.8

10.3　13.0　10.6

10.1 12.

9.8　12.

9.6　12.5　10.4

10.3

9.1 12.2　10.3

10.2

8.7　11.9　10.1

8.5　11.7　10.0

8.3　11.6　　9.9

.8

8.0　11.2　　9.7

7.9　11.0　　9.6

7.8　10.8　　9.5

7.6　10.6　　9.5

7.

7.4　10.2　　9.3

7.3　10.0　　9.2

7.

7.1　9.6　　9.0

7.0　　9.4　　8.9

6.9　　9.2　　8.8

6.8　　9.0　　8.7

6.7　　8.8　　8.6

6.6　　8.6　　8.5

6.5　　8.5　　8.4

6.4　　8.3　　8.3

6.3　　8.1　8.2

6.2　　7.9　　8.1

6.1　7.7　　8.0

363



遺跡集計表　その2

全国合計

50　100　2001 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.5　1.0　　0.9

0.5　1.0　0.9

0.

0.5　1.0　0.9

0_5　1.0　0.9

0.5　1.0　0.8

0.6　1.0　0.8

0.6　1.0　0.8

0.6　1.0　0.8

.8

0.6　1.0　　0.7

0.7　1.0　0.7

0.7　1.0　0.7

0.7　1.0　0.7

0.7　1.0　0.7

0.7　1.0　　0.6

0.8　1.0　　0.6

0.8　1.0　0.6

0.8　1.0　　0.6

0.8　1

0.8　　0.9　　0.5

0.8　　0.9　　0.5

0.8　0.9　0.5

0.8　　0.9　　0.5

0.8　0.9　0.5

0.8　　0.8　　0.5

0.8　　0.8　　0.4

0.8　　0.8　　0.4

0.8　0.8　0.4

0.8　　0.8　　0 4i

0.7　　0.7　　0.4

0,

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.2

0.0　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.2

0.0　0.0　1.3

0.0　0.0　1.3

0.0　0.0　1.3

0.

0.0　　0.0　1.3

.4

0.0　　0.0　1.4

0.0　0.0　1.4

0.0　0.0　1.4

0.0　　0.0　1.4

1.5

0.0　0.0　1.5

0.0　　0.0　1.5

0.0　0.0　1.5

0.0　　0.0　1.5

0.0　　0.0　1.5

0.0　0.0　1.6

0.0　　0.0　1.6

0.0　　0.0　1.6

0.0　0.0　1.6

0.0　　0.0　1.6

0.0　　0.0　1.7

X駒　　王

0.7　　0.7　　0.3

0.7　　0.7　　0.3

0.6　　0.6　　0.3

0.6　　0.6　　0.2

0.6　0.6　　0.2

0.6　　0.6　　0.2

0.6　　0.6　　0.2

0.5　　0.5　　0.2

.5　　0.1

0.5　0.5　　0.1

0.

0.5　　0.5　　0.1

0.5　0.5　　0.1

.0

.4　　0.0

0.4　　0.4　　0.0

0.4　0.4　0.0

0.4　　0.4　　0.i

0.3　　0.3　0.1

0.3　　0.3　　0.1

0.3　　0.3　0.1

0.3　　0.3　　0.1

0.3　0.3　0.2

0.2　0.2　　0.2

0.2　　0.2　　0.2

0.2　　0.2　　0.2

0.2　　0.2　　0.2

0.2　　0.2　0.3

0.1　0.1　0.3

0.1　0.1　0.3

1　0.3

.3

0.1　0.1　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

.5

0.0　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0,0　0.0　1.7

0.0　　0.0　1.7

0.0　　0.0　1.7

0.0　　0.0　1.8

0,

0.0　　0.0　1.8

0.0　0.0　1.8

0.0　　0.0　1.8

0.0　0.0　1.9

0.0　　0.0　1.9

.9

0.0　　0.0　1.9

0.0　0.0　1.9

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.1　2.0

0.0　0.1　2.0

0.0　　0.1　2.0

0.0　　0.1　2.0

0.0　　0.1　2.0

0.0　0.2　　2.0

0.0　　0.2　　2.0

0.0　0.2　　2.0

0.

0.

0.0　0.3　　2.0

0.0　0.3　　2.0

0.0　0.3　　2.0

0.0　0.3　　2.0

0.0　0.3　　2.0

0.0　0.4　　2.0

0.0　0.4　2.0

0.0　0.4　2.0

0.0　　0.4　　2.0

0.0　0.4　2.0

0.0　　0.5　　2.0

0.0　　0.5　　2.0

0.0　　0.5　　2.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

.0

0.0　1

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

、

0.0　0.1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0, 1　0.0

0.

0.0　0.1　0.0

0.0　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　0.3　　0.0

.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

.　　　　　　　　　　　　,0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.0　　0.9　　0.9

0.0 P,9　0.9

0.0　0.9　　0.9

0.0　　0.9　　0.9

0.0　　0.9　　0.9

0.0　0.8　　0.8

0.0　　0.8　　0.8

0.0　0.8　　0.8

0.0　0.8　　0.8

0.0　　0.8　　0.8

0.0　　0.7　　0.7

0.0　　0.7　　0.7

0.0　0.7　　0.7

0.0　0.7　　0.7

0.0　0.7　　0.7

0.0　　0.6　　0.6

0.0　　0.6　　0.6

0.0　　0.6　　0.6

0.0　　0.6　　0.6

0.0　0.6　　0.6

0.0　　0.5　　0,5

0.0　　0.5　　0.5

0.0　　0.5　　0.5

0.0　0.4　0.0

.0

0.0　　0.4　　0.0

0.

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　0.0

0.0　　0.5　　0.0

.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　0.0

0.

0.0　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　0.7　0.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　0.8　0.0

0.0　0.9　0.0

0.0　0.9　　0.0

0.0　0.9　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　0.9　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.1　0.0

0.0　　0. 1　0.0

0.0　0.2　0.0

0.0　0.2　0.0

、

0.0　0.3　0.0

0.0　0.3　0.0

0.0　0.4　0.0

.0

0.0　0.4　0.0

0.0　0.5　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　　0.0

0.0　0.6　　0.0

0.0　0.6　0.0

0.0　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

0.0　　0,7　　0.0

0.

0.0　0.9　0.0

0.0　0.9　0.0

.0

0.

0.0　1.2　0.0

0.0　1.3　　0.0

0.0　1.3　0.0

0.0　1.4　0.0

.0

0.　　　　　.0

0.0　1.6　0.0

0.0　1.7　　0.0

0.0　1.8　　0.0

0.0　1_9　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

6.0　　7.5　　7.9

6.1　7.5　　7.8

6.2　　7.4　　7.7

6.4　　7.4　　7.7

6.5　　7.3　　7.6

6.6　　7.3　　7.6

6.7　　7.3　　7.5

6.8　　7.2　　7.5

6.9　　7.2　　7.4

7.1　7.1　7.3

7.2　　7.1　7.3

7.3　　7.1　7.2

7.

7.5　　7.0　　7.1

7.5　　6.9　　7.0

7.6　　6.9　　7.0

7.7　　6.9　　6.9

7.8　　6.9　　6.9

7.9　　6.8　　6.9

7.9　　6.8　　6.8

7.9　　6.8　　6.8

7.9　　6.9　　6.7

7.9　　6.9　　6.7

7.9　　6.9　　6.7

oo:冒:::‖:: ::
0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

7.8　　7.

7.8　　7.0　　6.5

7.

7.7　　7.0　　6.4

7.7　　7.0　　6.4

7.6　　7.1　6.4

7.5　　7.2　　6.4

0.　　　　　　　　　.4　　7.2　　6.3

、3　　6.3
l

.　　　　　　　　　　　　.3　　6.3

0.0　　2. 1　0.0

ヽ

0.0　2.3　0.0

0.0　2.4　0.0

0.0　　2.4　　0.0

0.0　　2.5　　0.0

0.0　　2.6　　0.0

.7　　0.0

0.0　　2.7　　0.0

0.0　　2.8　0.0

.0

、

0.0　3.1　0.0

0.0　3.1　0.0

0.0　　3.2　　0.0

0.0　　3.3　0.0

0.0　　3.3　　0.0

0.0　　3.3　　0,0

0.0　　3.4　0.0

0.0　　3.4　0.0

0.0　3.5　　0.0

0.0　3.5　　0.0

0.0　　3.5　0.0

0.0　　3.6　0.0

0.0　　3.6　　0.0

.0

0.0　　3.

、

0.0　3.8　0.0

0.0　　3.8　　0.0

0.0　　3.8　　0.0

-

0.0　3.9　　0.0

0.0　4.0　0.0

0.0　4.0　　0.0

0.0　4.0　0.0

0.0　4.0　0.0

0.0　4.0　0.0

0.0　4.0　0.0

:描 ii:;:::
0.0　0.0　0.0;　6.8　　7.6　　6.2

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.　　　　　.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.

.0　　0.1

0.0　0.0　0.1

0.0　　0.0　　0.1

0.0　0.0　0.2

0.0　　0.0　0.2

0.0　　0.0　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　0.0　0.2

0.0　0.0　0.3

0.0　0.0　0.3

0.0　　0.0　　0.3

0.0　0.0　0.3

0.0　0.0　0.3

0.0　　0.0　　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　0.0　0_4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　0.0　0.5

0.0　0.0　0.5

0.0　0.0　0.5

6.7　　7.6　　6.2

6.6　　7.7　　6.2

6.5　　7.7　　6.2

6.4　　7.8　　6.1

6.2　　7.9　　6.1

6.1　7.9　　6.1

6.0　　8.0　　6.1

5.9　　8.0　　6.1

5.8　　8.1　6.0

5.6　　8.2　　6.0

5.5　　8.2　　6.0

5.3　　8.2　　6.1

5.2　　8.2　　6.1

5.0　　8.2　　6.2

4.9　　8.2　　6.2

4.7　　8.2　　6.2

4.5　　8.2　　6.3

4.4　　8.2　　6.3

4.2　　8.2　　6.4

4.1　8.2　　6.4

3.9　　8.2　　6.4

3.8　　8.2　　6.5

3.6　　8.2　　6.5

3.

3.4　　8.2　　6.6

3.2　　8.2　　6.6

3.1　8.2　　6.7

3.0　　8.2　　6.7

2.8　　8.2　　6.7

2.7　　8.2　　6.8

、

2.5　　8.1　6.9

2.4　　8.1　6.9

2.4　　8.1　6.9

2.3　　8.0　　7.0

364



遺跡集計表　その2

大阪府　】　兵庫県 全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200[ 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　1

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　　0.5

0.0　0.0　　0.5

0.0　0.0　　0.6

0.0　0.0　　0.6

.6

0.0　0.0　　0.6

0.0　0.0　0.6

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　0.7

0.0　　0.0　0.7

0.0　0.0　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　0.8

0.0　0.0　0.8

0.0　0.0　0.8

0.0　0.0　0.8

0.0　0.0　0.8

0.0　0.0　　0.9

.9

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　0.9

0_0　0.0　0.9

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0 l.0

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　　0.0　1.1

0.0　0.0　1.1

0.0　0_0　1.1

0.0　　0.0　1.2

0.0　0.0　1.2

0.0　　0.0　1.2

0.0　0.0　1.2

0.0　0.0　1.2

1.3

0.0　0.0　1.3

0.0　0.0　1.3

0.0　　0.0　1.3

0.0　0.0　1.3

0.0　0.0　1.4

0.0　　0.0　1.4

a)X XHX i4

0.0　　0.0　1.4

0.0　　0.0　1.4

0.

.5

0.　　　　1.5

0.0　0.0　1.5

0.0　0.0　1.5

1.5

0.0　0.0　1,6

.6

0.0　0.0　1.6

0.0　0.0　1.6

0.0　0.0　1.6

.7

0.0　0.0　1.7

0.0　0.0　1.7

0.0　0.0　1.7

0.0　0.0　1.7

0.0　0.0　1.8

0.0　0.0　1.8

0.0　0.0　1.8

0,0　0.0　1.8

0.0　0.0　1.8

.0　1.9

0.0　0.0　1.9

0.0　0.0　1.9

0.0　0.0　1.9

0.0　0.0　1.9

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.5　　2.0

MK X駿　　BIX

0.0　　0.5　　2.0

0.0　　0.6　　2.0

0.0　　0.6　　2.0

0.0　　0.6　　2.0

0.0　0.6　　2.0

0.0　　0.6　　2.0

0.0　　0.7　　2.0

0_0　0.7　　2.0

0.0　0.7　　2.0

0.0　0.7　　2.0

0.0　　0.7　　2.0

0.0　0.8　　2.0

0.0　0.8　　2.0

0.0　　0.8　　2.0

0.0　0.8　　2.0

0.0　　0.8　　2.0

0.0　0_9　　2.0

0.0　　0.9　　2.0

0.0　0.9　　2.0

0.0　0.9　　2.0

.0

0.0　1.0　　2.0

0.0　1

0.0　1.0　　2.0

0.

0.1　1.0　　2.0

0.2　1.0　　2.0

0.2　1.0　　2.0

0.　　　　　.0

0.3　1.0　　2.0

0.3　1.0　　2.0

0.4　1.0　　2.0

0.4　1.0　　2.0

0.0　0.5　　0.5

.5

0.0　0.5　0.5

0.0　　0.4　　0.4

0.0　　0.4　　0.4

0,0　0.4　　0.4

0.　　　　　,4

0.0　0.4　　0.4

0.0　0.3　　0.3

0.

0.0　0.3　　0.3

0.0　0.3　　0.3

0.0　0.3　　0.3

0.0　0.2　0.2

0.0　0.2　　0.2

0.0　0.2　　0.2

0.0　0.2　0.2

.2

0.0　0.1　0.1

0.0　0.1　0.1

0.0　　0.1　0.1

0.0　　0.1　0.1

0.0　　0.1　0.1

0.0　0.0　0,0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.4　1.0　2.Oj o.0　0.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　0.9　0.0

0.0　　0.9　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

0.0　　0.8　　0.0

.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　0.8　　0.0

0.0　0.7　　0.0

0.0　0.7　　0.0

0.0　0.7　　0.0

0.0　　0.7　　0.0

.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　0.6　　0.0

0.0　0.6　　0.0

0.

0.0　0.6　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　0.5　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　　0,5　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　　0.4　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.5　1.　　　　　　　　.0　0.　　　　　　　　.0

0.5　1.0　　2.0

0.5　1.0　　2.0

0.6　1.0　　2.0

.0　　2.0

0.7　1.0　　2.0

0.7　1.0　　2.0

0.7　1.0　2.0

0.8　1.0　　2_0

0.8　1.0　　2.0

0.9　1.0　　2.0

1.0　1_1　2.0

1.0　1.1　2.0

1　2.0

1.1　1.1　2.0

1.2　1.1　2_0

1.3　1.2　　2.0

1.3　1.2　　2.0

1.4　1

1.4　1.2　　2.0

1.5　1.2　　2.0

1.5　1.3　2.0

1.6　1

1.7　1.3　　2.0

1.7　1.3　　2.0

1.8　1.3　　2.0

1.8　1.4　2.0

1

2.0　1 _4　　2.0

2.0　1.4　2.0

2.

2.1　1.5　　2.0

.5　　2,0

2.3　1.5　　2.0

2.3　1.5　　2_0

2.4　1.5　　2.0

2.4　1.5　　2.0

2.5　1.6　　2.0

2.5　1.6　　2.0

0.0　0.0　0.0, 0.0　0.4　0,0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0,0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.

0.0　　4.0　　0.0

0.0　4.0　0.0

0.0　　4.0　　0.0

0.0　　4.0　0.0

0,0　　3.9　　0.0

0.0　　3.9　　0.0

0.0　　3.8　　0.0

0.0　　3.8　　0.0

、

、

0.0　　3.6　　0.0

0.0　　3.5　　0.0

0.0　　3.5　　0.0

0.0　　3.4　　0.0

.0

0.0　　3.3　　0.0

0.0　　3.2　0.0

0.0　　3.2　　0.0

0.0　　3.1　0.0

0.0　　3. 1　0.0

0.0　　3.0　　0.0

0.

.0

0.0　2.8　0.0

0.0　　2.7　　0.0

、

0.0　　2.6　　0.1

0.0　　2.5　　0.1

0.0　　2.4　0.1

0.0　　2.4　0.1

0.0　　2.3　　0.2

0.0　　2.2　　0.2

0_0　　2.1　0.2

0.0　　2.0　　0.2

0,

0.0　1.9　　0.3

0.0　1.8　　0.3

、3　　0.　　　　　　　　.3

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　∴

0.0　0.3　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.

0.0　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.1　0.0

.0

0.0　　0.1　0.0

、

0.0　　0. 1　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

、

.0

.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　1

0.0　1.5　　0.4

0.0　1.4　　0.4

0.0　1.3　　0.4

0.0　1.3　0.4

0.0　1.2　0.4

0.0　1.1　0.5

0.0　1.0　0.5

、

0.0　　0.9　　0.5

0.0　　0.8　　0.5

0.0　　0.7　　0.5

0.0　0.6　　0.6

0.0　0.5　　0.6

0.0　　0.5　　0.6

0.0　　0.4　0.6

0.0　　0.4　0.6

0.0　0.4　0.7

0.0　0.3　0_7

、

0.0　　0.3　　0.7

0.0　0.3　　0.7

0.0　0.3　　0.8

0.0　0.2　　0.8

0.0　　0.2　0.8

0.0　　0.2　　0.8

0.0　0.2　0.8

0.0　0.2　　0.9

0.0　0.1　0.9

0.0　0.1　0.9

0.0　0.1　0,9

0.0　0.1　0.9

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　　0.5

0.0　　0.0　　0.6

0.

0.0　0.0　0.6

0,0　0.0　　0.6

0.

0.0　0.0　　0.7

0.0　0.0　　0.7

0.0　0.0　　0.7

.7

0.0　　0.

0.0　　0.0　0.8

0.0　　0.0　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　　0.0　0.8

0.0　0.0　　0.8

0.0　0.0　　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　0.9

0,0　　0.0　0.9

0.0　　0.0　0.9

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0,

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1,0

,0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0_0　1.0

.0

.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1 _0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

.0

.0

0.0　0.0　1.0

2.3　　8.0　　7.0

2.2　　7.9　　7.1

2.1　7.9　　7.1

2.1　7.9　　7.1

2.0　　7.8　　7.2

2.0　　7.7　　7.2

1.9　　7.6　　7.3

1.8　　7.5　　7.3

1.8　　7.4　　7.3

1.7　　7.2　　7.4

1.7　　7.1　7.4

1.6　　7.0　　7.5

1.5　　6.9　　7.5

1.5　　6.8　　7.5

1.4　　6.6　　7.6

1.4　　6.5　　7.6

1.4　　6.4　　7.6

1.3　　6.3　　7.7

1.3　　6.2　　7.7

1.2　　6.1　7.8

.9　　7、8

1.2　　5.8　　7.8

1.1　5.7　　7.9

1.1　5.6　　7.9

1.0　　5.5　　8.0

1.1

1.1　5.2　　8.1

1.2　　5.1　8.2

1.2　　5.0　　8.2

1.3　　4.8　　8.2

、

1.4　　4_6　　8.3

1 ,5　　4.5　　8,4

1.5　　4.4　　8.4

1.6　　4.3　　8.4

1　　　　　　.5

1.7　　4.0　　8.5

1.8　　3.9　　8.5

1.8　　3.8　　8.6

i tE Blr)　gG

i月　　臣駿　　茸駒

2.

.7

2.1　3.2　　8.8

2.2　　3. 1　8.8

2.3　　3.0　　8.9

2.3　　2.9　　8.9

2.4　　2.8　　9.0

2.5　　2.7　　9.1

2.6　　2.6　　9.1

2.6　　2.5　　9.2

2.7　　2.4　　9.2

2.8　　2.3　　9.3

2.9　　2.2　　9.4

.4

3.0　　2.0　　9.5

3.1　2.0　　9.5

3.2　　2.0　　9.6

.9　　9.6

3.4　1.9　　9.7

3.4　1.9　　9.8

3.5　1.9　　9.8

3.6　1.9　　9.9

3.7　1.8　　9.9

3.

3.8　1.8　10.1

iJg rl竺　iXB

4.0　1.8　10.2

4.1　1.7　10.2

4.1　1.7　10.3

4.2　1.7　10.4

4.3　1.7　10.4

4.4　1.7　10.5

4.5　1.6　10.5

4.5　1.6　10.6

365



遺跡集計表　その2

全国合計
50　100　200i　50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200[ 50　100　200

0.0　　0:0　　2.0

.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0,0　0.0　2,0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2,0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

2.6　1.6　　2.0

2.5　1.6　　2.0

2.5　1.6　　2.0

2.5　1.7　　2.0

2.5　1.7　　2.0

.0

2.5　1

2.4　1.7　　2.0

2.4　1.

2.

2.4　1.8　　2.0

2.4　1.8　　2.0

2.3　1.8　　2.0

2.3　1.9　　2.0

2.3　1.9　　2.0

2.3　1.9　　2.0

2.3　1 _9　　2.0

2.

2.2　　2.0　　2.0

2.2　　2.0　　2.0

2.2　　2.0　　2.0

2.1　2.0　　2.0

ヽ

2.

2.0　　2.0　　2.0

qX qX BIX

1.9　　2.0　　2.0

.0

1.9　　2.0　　2.0

1.8　　2.0　　2.0

ヽ

1.7　　2.0　　2.0

1.7　1.9　　2.0

ih　　引

1.6　1.9　　2.0

1.6　1.9　　2.0

1.5　1.9　　2.0

1.5　1.8　　2.0

.0

1.4　1.8　　2.0

1.

1.4　1.8　　2.0

1.3　1.7　　2.0

1.3　1.7　　2.0

ヽ

1.2　1.7　　2.0

1_2　1.7　　2.0

1.1　1.6　　2.0

1.1　1.6　　2.0

1.0　1.6　　2.0

1.0　1.6　　2.0

1.0　1.6　　2.0

0.9　1.5　　2.1

0.9　1.5　　2.1

0.9　1.5　　2.1

0.9　1.5　　2.1

0.9　1.5　　2.1

0.8　1.5　　2.2

0.8　1.4　2.2

0.8　1.4　　2.2

0.8　1.4　　2.2

0.8　1.4　2.2

0.7　1.4　　2.3

0.7　1.3　　2.3

0.7　1.3　　2,3

0_7　1.3　　2.3

0.7　1.3　　2.3

0.6　1.3　　2.4

0.6　1.2　　2.4

0.6　1.2　　2.4

0.6　1.2　　2.4

0.6　1.2　　2.4

0.5　1.2　　2.5

.5

0.5　1.2　　2.5

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.1　0.1

、

0.

0.1　0.2　0.2

0.1　0.2　　0.2

0. 1　0.3　　0.3

0.

0.2　　0.4　　0.4

0.2　　0.4　　0.4

0.2　　0.4　0.4

0.

0.3　　0.5　　0,5

0.3　　0.5　　0.5

0.3　0.6　　0.6

0.3　　0.6　　0.6

0.3　　0.7　　0.7

0.4　0.7　　0.7

mE!　Xh Xh

0.4　　0.8　　0.8

0.4　0.8　　0.8

0.

0.5　　0.9　　0.9

0.5　　0.9　　0.9

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1,0

0.5　1_1　1.1

、

0.6　1.1　1.1

0.6　1.2　1,2

0.6　1

0.6　1.3　1.3

0.6　1.3　1.3

0.

0.7　1.4　1.4

.4

0.7　1.5　1.5

0.7　1.5　1.5

0.8　1.5　1
・5[

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.1　0.0

0,0　0.1　0.0

0.0　　0. 1　0.0

0.0　　0. 1　0.0

0.0　　0.1　0.0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　0.2　0.0

0.0　　0.2　　0_0

0.0　　0.2　　0.0

0.0　　0.2　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　　0.3　　0.0

0.0　0.3　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　0.4　0.0

0.0　　0.4　　0.0

0.0　　0,4　　0.0

0.0　0.5　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　　0.5　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.0　　0.6　　0.0

0.1　0.6　　0.0

0.1　0.7　　0.0

0.1　0.7　　0.0

.0

0.1　0.7　　0.0

0.2　　0.7　　0.0

0.2　　0.8　　0.0

0.　　　　　　　　　　　　　.

0.8　1.6　1.6

0.8　1.6　1.6

0.8　1.7　1.7

0.9　1.7　1.7

0.9　1.8　1.8

0.9　1.8　1_8

0.9　1.8　1.8

.9

1.0　1.9　1.9

1.0　　2.0　2.0

1.0　　2.0　　2.0

.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　2.0

1.0　　2.0　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　2.0

i.冗

1.0　　2.0　　2.0

1.0　2.0　　2.0

ヽ

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

0.2　　0.8　　0.0

0.2　　0.8　　0.0

0.3　　0.8　0.0

0.3　　0.9　　0.0

0.3　　0.9　0.0

0.3　　0.9　　0.0

0.3　　0.9　　0.0

0.4　　0.9　　0.0

0.4　1.0　0.0

0.4　1.0　　0.0

0.4　1.0　　0.0

0.5　1.0　0.0

0.5　1.0　　0.0

、

0.6　1.0　0.0

0.6　1.0　　0.0

0.7　1.0　0.0

0.7　1.0　0.0

0.7　1.0　0.0

0.8　1.0　　0.0

0.8　1.0　　0.0

0.9　1.0　0.0

0.9　1.0　　0.0

0.9　1.0　　0.0

1.0　1.0　　0.0

1.0　1.0　0.0

1.1　1.0　　0.0

1.1　1.0　0.0

1.1　1.0　0.0

1.2　1.0　0.0

1.2　1.0　0.0

1.2　1.0　　0.0

.0

1.3　1.0　　0.0

1.3　1.0　0.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0

0.

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1_0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0,0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.1　1.0

.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

期　　　臣　iIX

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.3　1.0

.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　0.6　1.0

0.0　0.6　1.0

0.

.0

0.0　0.7　1.0

0.0　　0.7　1.0

0.0　0.7　1.0

0.0　0.7　1.0

0.0　　0.8　1.0

0.0　0.8　1.0

0.0　0.8　1.0

0.0　0.8　1.0

0.0　0.8　0.9

0.0　　0.9　　0.9

0.0　　0.9　　0.9

4.6　1.7　10.7

4.6　1.8　10.8

4.6　1.9　10.9

4.7　　2.1 ll.0

4.7　　2.2　11.1

1.2

4.7　　2.4　11.3

4,7　　2.5　11.4

4.8　　2.7　11.5

4.8　　2.8　11.5

4.8　　3.0　11.6

.7

.2　11.8

4.9　　3.4　11.8

4.9　　3.5　11.9

4.9　　3.6　12.0

EIg il翌　i乙訂

4.9　　3.9　12.2

5.0　　4.1 12.2

5.0　　4.2　12.3

5.0　　4.3　12.4

.5　12.5

5.0　　4.6　12.5

5.0　　4.7　12.6

5.0　　4.8　12.6

5.0　　4.9　12.7

5.0　　5.0　12.7

5.0　　5.2　12.8

5.0　　5.3　12.9

5.0　　5.4　12.9

5.0　　5.5　13.0

13.0

5.1　5.7　13.1

5.1　5.9　13.2

.2

5.1　6.1 13.3

.3

5.2　　6.3　13.4

5.2　　6.5　13.5

5.2　　6.6　13.5

5.2　　6.7　13.6

5.2　　6.8　13.6

5.3　　6.9　13.7

5.3　　7_0　13.7

5.3　　7.2　13.8

、

5.3　　7.4　13.9

5.

.0

5.4　　7.7　14.1

5.4　　7.9　14.2

5.3　　7.9　14.2

5.3　　7.9　14.3

5.2　　7.9　14.3

5.2　　7.9　14.3

5.2　　8.0　14.3

5.1　8.0　14.3

5.1　8.0　14.4

5.0　　8.0　14.4

5.0　　8.0　14.4

5.0　　8.0　14.5

4.9　　8.0　14.5

4.9　　8.0　14.5

4.8　　8.0　14.6

4.8　　8.0　14.6

4.8　　8.0　14.6

4.7　　8.0　14.7

4.7　　8.0　14.7

4.6　　8.0　14.8

4.6　　8.0　14.8

4.6　　8.0　14.8

4.5　　8.1 14.8

4.5　　8.1 14.9

4.5　　8.2　14.9

4.4　　8.2　14.9

366



遺跡集計表　その2

奈良県　;　岡山県 全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200I　50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

0.0　0.0　　2.0

.0

.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.

0.　　　　　.0

0.0　　0.0　　2.0

0.

0,0　　0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0_0　　0.0　2.0

0.

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0_0　　2.0

0.0　　0.0　1.9

0.1　0.0　1.9

0_1　0.0　1.8

0.1　0.0　1.8

0.1　0.0　1.8

XL Xカ　ih

0.2　0.0　1.7

0.2　　0.0　1.6

0.2　0.0　1.6

0.2　　0.0　1.6

0.2　　0.0　1.5

.5

0.3　　0.0　1.5

0.3　　0.0　1.4

0.3　　0.0　1.4

0.3　　0.

0.4　　0.0　1.3

0.4　　0.

0.4　0.0　1.2

0.4　　0.0　1.2

0.4　　0.0　1.1

0.5　　0.0　1.1

0.　　　　　1

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　0.9

0.5　　0.0　0.9

0.6　0.0　　0.9

0.6 .0.0　0.8

0.6　　0.0　　0.8

0.6　　0.0　　0.7

0.

0.

0.7　　0.0　0.6

0.7　　0.0　　0.6

.5

0.7　　0.0　　0_5

0.8　　0.0　0.5

0.

0.8　　0.0　0.4

0.8　　0.0　　0.4

0.8　0.0　0.3

0.9　0.0　0.3

0.9　　0.0　　0.2

0.9　0.0　0.2

0.9　0.0　0.2

0.9　　0.0　　0.1

1.0　　0.0　　0.1

1.0　0.0　　0.0

0.5　1.2　　2_5

0.5　1.2　2.5

0.5　1.2　　2.5

0.4　1.2　　2.6

.6

0.4　1.2　　2.7

0.4　1.2　　2.7

0.4　1.3　　2.8

0.3　1 ,3　　2.9

0.3　1.3　　2.9

0.3　1.3　　3.0

0.3　1.3　　3.0

0.3　1.4　　3.1

0.2　1.4　3.2

0.2　1.4　　3.2

0.2　1.4　3.3

0.2　1.4　3.3

0.2　1.5　　3_4

0.1　1.5　　3.5

0.1　1.5　　3.5

0.1　1.5　　3.6

0.1　1.5　　3.6

0.1　1.5　　3.7

0.0　1.6　　3.7

0.0　1.6　　3.8

.8

0.0　1.7　　3.9

0.1　1.7　　3.9

0.1　1.7　　3.9

0.1　1.8　　3.9

0.1　1.8　　3.9

0.1　1.9　　4.0

0.2　1.9　　4.0

0.2　1.9　　4.0

.0

0.2　　2.0　　4.0

0.2　　2.1　4.1

0.3　　2.1　4.1

0.3　　2.1　4.1

0.3　　2.2　4.1

0.3　　2.2　　4. 1

0.3　　2.3　　4.2

0.

0.4　　2.3　　4.2

0.4　　2.

0.4　　2.4　　4.2

0.4　2_4　4.3

0.5　　2.5　　4.3

0.5　　2.5　　4.3

0.5　　2.5　　4.3

0.5　　2.5　4.3

0.5　　2.5　　4.4

0.5　　2.5　　4.4

0.6　　2.6　　4.4

0.6　　2.6　　4A

0.6　　2.6　　4.4

0.7　　2.6　4.4

0.

0.7　　2.7　　4.4

0.8　　2.7　　4.4

0.8　　2.7　　4,4

0.9　　2.7　　4.4

0.9　2.7　4.4

0.9　2.8　4.4

1.0　2.8　　4.4

1.0　2.8　　4.4

1.1　2.8　　4.4

1.1　2.8　　4.4

、

1.2　　2.9　　4.4

1.2　　2.9　　4.4

1.3　　2.9　　4.4

1.3　　2.9　　4.4

1.3　　3.0　　4.4

1.4　3.0　4.4

1.0　　2.0　　2.0

.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

i u klX BiHX

.0

1 ,0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

.0

1.0　　2.0　　2.0

l.0　　2_0　　2,0

1.0　　2.0　　2.0

i.X kJX BIK

1.0　　2.0　　2_0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　　2.0　　2.0

1.0　1.9　　2.0

1.0　1.9　　2.0

1.0　1.9　　2.0

tM

iIK i Hg　　とX

1.0　1.8　　2.0

1.0　1.8　　2.0

1.0　1.8　　2.0

1.0　1.8　　2.0

1.0　1

1.0　1.7　　2.0

1.0　1

1.0　1.7　　2.0

1.　　　　　　.0

1_0　1.7　　2.0

1.0　1.6　　2.0

1.0　1.6　　2.0

1.0　1.6　　2.0

1.

1.0　1.6　　2.0

1.0　1.5　　2.0

1.0　1.5　　2.0

1.0　1.5　　2.0

1.0　1.5　　2.0

1.0　1.5　　2.0

I.

1.0　1.4　　2.0

1.0　1.4　　2.0

.4　　2.0

.0

1.0　1

1.0　1.3　　2.0

1.0　1.3　　2.0

1.0　1.3　　2.0

iIX i 3 BIX

.0

.0

1.0　1.2　　2.0

1.0　1.2　　2.0

1.0　1.2　　2.0

1.0　1_2　　2.0

1.0　1.1　2.0

1_0　1

1.0　1.1　2.0

1　2.0

1.0　1.1　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.3　1.0　　0.0

1.3　1.0　　0.0

1.3　1.0　　0.0

1.4　1.0　　0.0

1.4　1.0　　0.0

1.4　1.0　　0.0

1.4　1.0　0.1

1.4　1.0　　0.1

1.4　1.0　　0.1

1_4　1.0　　0.1

1.4　1.0　　0.1

1.4　1.0　　0.2

1.4　1.0　　0.2

1_4　1.0　　0.2

1.4　1.0　　0.2

1.4　1.0　　0.2

1.4　1.0　　0.3

1.4　1.0　　0.3

.3

1　　　　　　.3

1.4　1.0　　0.3

.4

1.4　1.0　　0.4

1.　　　　　　.4

1　　　　　　.4

1.

臥.

1.3　1.0　　0.5

1_3　1.0　　0.5

.5

1.2　1.0　　0.5

1.1　1.0　　0.5

1.1　1.0　　0.6

1.1　1.0　　0.6

、

1.0　1.0　　0.6

0_9　1.0　　0.6

0.9　1.0　　0.7

ヽ

0.8　1 ,0　　0.7

0.8　1.0　　0.7

0.7　1.0　　0.7

0.7　1.0　0.8

Xh iカ　は聖

、

0.6　1.0　　0.8

0.6　1_0　0.8

0_5　1.0　0.9

0.5　1.0　0.9

0.5　1.0　0.9

0.5　1.0　0.9

0.5　1.0　0.9

0.5　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

.0

0.4　1.0　1.0

0.

0.

0.4　1

.0

0.

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0_0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

1.0

0.

0.

1.0

0.0　0.2　1.0

.0

0.

0.0　　0.3　1.0

0.0　0.3　1.0

0.0　　0,3　l.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

.4　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　　0.9

0.0　　0.5　　0.9

0.0　0.5　　0.9

0.0　　0.5　　0.9

0.0　0.5　　0.9

0.0　　0.6　　0.8

0.

0.0　　0.6　　0.8

0.0　　0.6　　0.8

0.0　　0.6　　0.8

.7

0.0　　0.7　　0.7

0.0　　0.7　　0.7

0.0　　0_7　　0.7

0.0　　0.7　　0.7

0.0　　0.8　　0.6

0.0　　0.8　　0.6

0.0　　0.8　　0.6

.6

0.0　　0.8　　0.6

0.0　0.9　　0.5

0.0　　0.9　　0.5

0.0　　0.9　　0.5

0.0　　0.9　　0.5

0.0　　0.9　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　0.4

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.4

0.1　1.0　0.4

0.1　1.0　0.3

0.1　1.0　0.3

0.1　1.0　　0.3

0.1　1.0　0.3

0.

.2

0.2　1

0.2　1.0　0.2

0.2　1.0　0.2

0.3　1.0　　0.2

0.3　1.0　　0.1

0.3　1.0　　0_1

0.3　1.0　0.1

0.3　1.0　　0.1

0.4　1.0　0.1

0.4　1.0　　0.0

0.4　1.0　　0.0

0.0　　0.9　　0.9

0.0　0.9　　0.9

0.0　　0.9　　0.8

0.0　1.0　　0.8

0.0　1.0　　0.8

0.0　1.0　0.8

0.0　1.0　　0.8

0.0　1.0　0.7

0.0　1.0　　0.7

0.0　1.0　　0.7

0.0　1.0　　0.7

0.0　1.0　　0.7

0.0　1.0　0.6

0.0　1.0　　0.6

0.0　1.0　　0.6

0.0　1.0　0.6

0.0　1.0　0.6

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.0　　0.5

0.0　1.

0.0　1.

0,0　1.0　　0.5

0.0　1.0　0.5

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　　0.4

0.0　1.0　0.4

0.1　0.9　　0.4

0.1　0.

0. 1　0,9　　0.4

0.1　0.

0. 1　0.9　　0.4

0.2　　0.8　　0.4

0.2　　0.8　　0.4

'0.4

0.2　　0.8　　0.4

0.2　　0.8　　0.4

0.3　　0.7　　0.4

0.3　　0.7　　0.4

0.3　　0.7　　0.4

. 0.4

0.3　　0.7　　0.4
、

0.4　　0.6　　0.4

0.4　、0.

0.4　　0.6　　0.4

0.4　　0.6　　0.4

0.5　　0.5　　0.5

0.5　　0.5　　0.5

0,5　　0.5　　0.5

0.5　　0.5　0.5

0.5　　0.5　　0.5

.5　　0.5

、

0.6　　0.4　　0.6

0.6　　0.4　0.6

0.6　　0.4　0.6

0.6　　0.4　0.6

0.6　　0.3　　0.7

0.6　　0.3　0.7

0.6　0.3　　0.7

0.6　　0.3　　0.7

0.6　　0.3　　0.7

0.6　　0.2　0.8

0.6　　0.2　　0.8

a)完　　αの　XEg

0.6　　0.2　　0.8

0.6　　0.2　　0.8

.9

0.6　　0.1　0.9

0.6　　0.1　0.9

0.6　　0.1　0.9

0.6　　0.1　0.9

0.6　　0.0　1.0

0.6　　0.0　1.0

4.4　　8.2　14.9

4.3　　8.3　14.9

4.3　　8.3　15.0

4.3　　8.4　15.0

4.2　　8.4　15.1

4,2　　8.5　15.3

4.

4.1　8.6　15.6

4.0　　8.6　15.8

3.9　　8.7　15.9

3.9　　8.8　16.1

3.8　　8.8　16.2

3.8　　8.9　16.4

3.7　　8.9　16.5

3.6　　9.0　16.7

3.6　　9.1 16.9

3.5　　9.1 17.0

3.5　　9.

3.4　　9.

17.5

,6

3.2　　9.4　17.8

,0

3.

3.1　9.6　18.3

3.

3.1　9.6　18.4

3.2　　9.6　18.4

18.5

3.3　　9.6　18.5

18.5

3.

3.5　　9.6　18.6

,6　18.6

3.6　　9.6　18.7

3.6　　9.6　18.7

3.7　　9.6　18.8

3.8　　9.6　18.8

3.

3.9　　9.6　18.9

3.9　　9.6　18.9

4.0　　9.6　19.0

4.1　9.6　19.0

4_1　9.6　19.0

4.2　　9.6　19.1

4.

4.3　　9.5　19.2

4.4　　9.5　19.2

4.

4.5　　9.

19.4

4.6　　9.4　19.5

4.6　　9.3　19.5

4.7　　9.3　19.6

4.8　　9.2　19.6

4.9　　9.2　19.6

5.0　　9.1 19.5

5.1　9.1 19.5

5.2　　9.0　19.4

5.4　　8.9　19.4

5.5　　8.9　1g.3

5.

5.

5.8　　8.7　19.1

5.9　　8.6　19.1

6.1　8.6　19.0

6.2　　8.5　19.0

6.3　　8.5　19.0

6.4　　8.4　18.9

6.5　　8.4　18.9

.8

6.8　　8.2　18.8

6.9　　8.2　18.8

.7

7.1　8.1 18.7
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遺跡集計表　その2

全国合計
50　100　200 50　100　200 gj荒　　　　　　潮刊i　監X　　引　　　EX 50　100　200 50　100　200 50　100　200

1.0　　0.0　　0.0

1.0　　0.0　0.0

0.9　　0.0　　0.0

0.

0.9　　0.0　　0.0

0.9　　0.0　0.0

0.9　　0.0　　0.0

0,8　　0.0　0.0

0.8　　0.0　0.0

0.8　　0.0　　0.0

0.8　0.0　　0.0

0.8　　0.0　0.0

0.7　　0.0　　0.0

0.7　　0.0　0.0

0.7　　0.0　　0.0

0.7　　0.0　　0.0

0.7　　0.0　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　0.0

0.

,0

0.5　　0.0　　0.0

0.5　　0.0　　0.0

0.5　　0.0　0.0

0.5　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

、

.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.

0.2　　0.0　　0.0

0.

0.1　0.0　　0.0

0.

0.1　0.0　　0.0

0.1　0.0　　0_0

0.1　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0. 1　0.0　　0.0

0.1　0.0　0.0

0.1

0.1　0.0　　0.0

0.1　0.0　　0.0

0.2　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　0.0　0.0

.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　0.0　　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　0.0　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.5　0.0　　0.0

.0

0.5　　0.0　　0.0

1.4　　3.0　　4.4

1.4　3.1　4.4

1.5　　3.1　4.5

1.5　　3.2　　4.5

1.5　　3.2　　4.5

1.5　　3.2　4.5

1.5　　3.3　　4.5

1.5　　3.3　4.5

1.6　　3.4　　4.6

1.6　　3.4　　4.6

1.

1.6　　3.5　　4.6

1.6　　3.5　　4.6

1 ,7　　3.5　　4.7

1.7　　3.6　　4.7

1.7　　3.6　　4.7

1.7　　3.

1.7　　3.7　　4.7

1.8　　3.7　　4.8

1.8　　3.8　4.8

1.8　　3.8　　4.8

1.8　　3.9　　4.8

1.8　4.0　4.8

1.8　　4.0　　4.9

1.8　　4.1　4.9

1.8　　4.1　4.9

1.8　　4.2　　4.9

1.8　　4.3　　4.9

1.8　　4.3　　5.0

1.8　　4.4　　5.0

I.8　　4.4　　5.0

1.8　　4.5　　5.0

1.7　　4.5　　5.0

1.7　　4.6　　5.0

1.7　　4.7　　5.0

1.7　　4.7　　5.0

1.7　　4.8　　5.0

.0

1.6　　4.9　　5.0

1.6　　5.0　　5.0

1.6　　5.0　　5.0

1.6　　5.1　5.0

1.5　　5.1　5.0

1.5　　5.2　　5.0

1.5　　5.3　　5.0

1.5　　5.3　　5.0

1.5　　5.4　　5.0

1.5　　5.4　　5.0

iI引　　　　　監D]

1.4　　5.5　　5.0

1.4　　5.6　　5.0

1.5　　5.5　　4.9

1.5　　5.5　　4.9

1.5　　5.5　　4.8

1.5　　5.5　　4.8

1.5　　5.5　　4.8

1.5　　5.5　　4.7

、

1.6　　5.4　4.6

1.6　　5.4　　4.6

1.6　　5.4　4.6

1.6　　5.4　　4.5

1.7　　5.3　　4.5

1.7　　5.3　　4.5

1.7　　5.3　　4.4

1.7　　5.3　　4.4

1.7　　5.3　　4.3

1.8　　5.2　　4.3

1.8　　5.2　　4.3

1.8　　5.2　　4.2

1.8　　5.2　　4.2

1　4.1

1.9　　5.1　4.1

1.9　　5.1　4.I

2.0　　5.0　　4.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0 l.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

tX i LX qX

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1.0　　2.0

1.0　1

0.9　1.0　　2.0

0.9　1.0　　2.0

0.9　1.0　　2.0

0.

0.9　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.8　1.0　　2.0

0.7　1.0　　2.0

0.7　1.0　　2.0

,0

.0

0.7　1.0　　2.0

0.6　1.0　　2_0

0.6　1

0.6　1 _0　　2.0

0.6　1.0　　2.0

0.6　1.0　　2.0

0.5　1.0　　2.0

0.5　1.0　　2.0

.0　　2.0

0.5　1 _0　　2.0

0.

0.5　1.0　　2.0

0.

0.4　1.0　　2.0

0.4　1.0　　2.0

0.4　1.0　1.9

0,4　　0.9　1.9

0.

0.3　　0.9　1.8

0.3　　0.9　1.8

0.3　　0.9　1.7

0.3　　0.8　1.7

0.2　　0.8　1.6

0.2　　0.8　1.6

0.2　　0.8　1.6

.5

0.2　　0.7　1.5

0.I

0.1　0.7　1.4

0_1　0.7　1.4

0.1　0.7　1.3

0.1　0.6　1.3

0.

0.0　　0.6　1.2

0_0　0.6　1.2

0.0　　0.6　1.1

0.0　0.5　1.1

0.0　0.5　1.1

0.0　　0.5　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

.0

0.5　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.7　1.

0.7　1.0　1.0

冗駒

0.7　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

.0

0.6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0 0.0!

0.4　1.0　0.0

0.5　1.0　　0.0

0.5　1.0　　0.0

0.5　1.0　　0.0

0.5　1.0　0.0

0.5　1.0　　0.0

0.5　1.0　0.0

0.6　1.0　　0.0

0.6　1.0　　0.0

0.6　1.0　　0.0

.0

0.6　　0.9　　0.0

0.7　　0.9　　0.0

0.7　　0.9　　0.0

0.7　　0.9　　0,0

.0

0.7　　0.

0.8　　0.8　　0.0

0.8　　0.8　　0.0

0.8　　0.8　　0.0

0.8　0.8　　0.0

0.8　0.7　　0.0

0.8　　0.7　　0.0

0.8　　0.7　_0.0

0.8　　0.7　　0.0

0.8　　0.7　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

0.8　　0.6　　0.0

.0

.0

0.7　　0.5　　0.0

.5　　0.0

0.7　　0.5　　0.0

0.6　　0.

0.6　　0.4　　0.0

0.6　　0.4　　0.0

0.6　　0.4　　0.0

0.6　　0.4　　0.0

0.5　　0.4　　0.0

0.5　　0.3　　0.0

0.5　　0.3　　0.0

0.5　　0.3　　0.0

0.5　　0.3　　0.0

0.5　　0.3　　0.0

0.4　　0.2　　0.0

0.4　0.2　　0.0

0.4　　0.2　　0.0

0.4　　0.2　　0.0

0.4　　0.9　1.0・　0.4　　0.2　　0.0

0.3　　0.9　1.0

0.3　　0.9　1.0

0.3　　0.9　1.0

0.3　0.9　1.0

0.3　　0.8　1.0

.0

0.2　　0.8　1.0

0.2　0.8　1.0

.0

0.2　　0.7　1.0

0.1　0.7　1.0

0.1　0.7　1 _0

0.1　0.7　1.0

0.1　0.7　1.0

0.1　0.6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　0.6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　　0.6　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.3　　0.1　0.0

0.3　　0.1　0.0

0.3　0.1　0.0

0.3　0.1　0.0

0.3　　0.1　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　0.0　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.2　　0.0　　0.0

0.1　0.0　0.0

0.1　0.0　　0.0

0.1　0.0　　0.0

0.1　0.0　0.0

0. 1　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0_0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　1.0

0.6　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.4　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.3　　0.0　1.0

0.3　　0.0　1.0

0.3　　0.0　1.0

はa b]O i U

0.3　　0.0　1.0

0.2　　0.0　1.0

0.2　　0.0　1.0

0.2　　0.0　1.0

mの　　XHX LD

0.2　　0.0　1.0

0.1　0.0　1.0

0.1　0.0　1.0

0.1　0.0　1.0

0.1　0.0　1.0

0.1　0.0　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.　　　　　.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0,

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

1.0

0.0　0.0　1_0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.1　0.1　1.0

1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

0.1　0.1　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.2　　0.2　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0.3　1.0

0.3　　0,3　1.0

0.4　　0.4　1.0

0.4　　0.4　1.0

ヽ

0.4　　0.4　1.0

0.4　　0.4　1.0

0.5　　0.5　1.0

0.5　　0.5　1.0

.5　1.0

7.2　　8.0　18.6

7.2　　8.1 18.6

7.2　　8.1 18.6

7.2　　8.2　18.6

7.2　　8.2　18.6

7.2　　8.2　18.6

7.2　　8.3　18.6

7.2　　8.3　18.6

7.2　　8.4　18.6

7.2　　8.4　18.6

7.2　　8.4　18.6

7.2　　8.4　18.6

7.2　　8.5　18.6

7.2　　8.5　18.6

7.2　　8.5　18.6

7.2　　8_5　18.6

7.2　　8.5　18.6

7.2　　8.5　18.6

7.2　　8.6　18.5

7.2　　8.6　18.6

7.1　8.7　18.6

.8　18.6

6.9　　8.8　18.6

6.8　　8.9　18.6

6.

2

6.5　　9_2　18.6

6.4　　9.2　18.6

6.3　　9.3　18.6

6.2　　9.4　18.6

.6

5.9　　9.5　18.6

5.8　　9.6　18.6

5.6　　9.7　18.5

5.5　　9.8　18.5

5.3　　9.9　18.5

5.2　　9.9　18.5

5.0　10.0　18.5

4.8　10.1 18.5

4.7　10.2　18.4

4.5　10.3　18.4

4.4　10.3　18.4

4.2　10.4　18.3

4.1 10.5　18.3

3.9　10.6　18.2

3,7　10.6　18.2

3.6　10.7　18.2

竪　i軍F

3.3　10.9　18.1

ヽ

3.0　11.0　17.9

3.0　11.1 17.8

.1 17.7

3.0　11.2　17.6

3.0　11.2　17.5

2.9　11.2　17.4

2.9　日.3　17.3

2.9　11.3　17.2

2.9　11.4　17.1

2.9　11.4　17.0

2.8　11.4　16.9

2.8　11.5　16.8

2.8　11.5　16.7

16.6

2.8　11.7　16.5

2.7　11.7　16.4

、

2.7　11.8　16.2

2.7　11.9　16.1

2.7　12.0　16.0

2.6　12.0　15.9

2.7　12.0　15.8

2.8　12.0　15.7

2.9　12.0　15.6

3.0　12.0　15.5
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遺跡集計表　その2

全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200

0.5　　0.0　　0.0

0.5　0.0　0.0

0.5　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　0.0

.0　　0.0

0.6　　0.0　0.0

0.7　　0,0　0.0

0.7　　0.0　0.0

0.7　　0.0　0.0

0.7　　0.0　　0.0

0.

0.8　　0.0　0.0

0.8　　0.0　　0.0

0.8　　0.0　　0.0

0.8　　0.0　0.0

0.8　　0.0　0.0

0.9　　0.0　　0.0

0_9　　0.0　0.0

0.9　　0.0　0.0

0.9　　0.0　　0.0

0.9　　0.0　0.0

1.0　　0.

1.0　0.0　0.0

1.0　　0.0　　0.0

2.0　　5.0　　4.0

2.1　4.9　　3.9

2.1　4.9　　3.9

2.1

.8

2.2　　4.8　　3.8

2.2　　4.8　　3.7

2,2　　4.8　　3.7

2.2　4.7　　3.7

との　　E!馳

2.2　4_7　　3.6

2.2　　4.7　　3.5

2.2　4.7　　3.5

2.2　4.6　　3.5

2.2　　4.6　　3.4

2.2　4.6　　3.4

2.2　4.6　　3.4

2.2　4.6　　3.3

2.2　　4.5　　3.3

2.2　4.5　　3.2

2.2　4.5　　3.2

2,2　　4.5　　3.2

2.

2.2　　4.5　　3.1

2.2　　4.4　3.0

2.2　　4.4　　3.0

こ::冒:冒:::E Z:こ芸::芸::
0.9　　0.0

0.9　0.0

0.9　　0.0

0.9　　0.0

0.8　　0.0

0.8　0.0　0.0

0.8　　0.0　　0.0

0.8　　0.0　　0.0

0.8　　0.0　　0.0

0.7　　0.0　　0.0

0.7　　0.0　　0.0

0.7　　0.0　0.0

0.7　　0.0　0.0

ヽ

0.6　　0.0　0.0

ヽ

0.6　　0_0　0,0

0.6　　0.0　　0.0

0.6　　0.0　　0.0

0.5　0.0　　0.0

0.5　　0.0　　0.0

0.5　　0.0　0.0

0.5　　0.0　0.0

0.5　0.0　0.0

0.5　　0.0　　0.0

0.4　0.0　　0.0

0.4　　0.0　　0.0

0.4　0.0　0.0

0.4　0.0　0.0

0.4　0.0　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　0.0　0.0

0.3　　0.0　0.0

0.3　　0.0　　0.0

0.3　　0.0　0.0

0.2　0.0　0.0

0.2　0.0　　0.0

0.2　0.0　　0.0

0.2　0.0　0.0

0.

0.1　0.0　0.0

0.1　0.0　0.0

0.1　0.0　　0.0

0.

0.1　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

2.0　　4.2　2.8

1.9　　4.2　　2.8

1.9　　4.2　　2.8

1.8　4.1　2.7

1,7　　4.1　27

1.7　　4.0　　2.6

1.6　　4.0　　2.6

1.6　　4.0　2.6

.5

1.5　　3.9　　2.5

,8　　2.5

1.3　　3.8　　2.4

1.3　　3.8　　2.4

、

1.2　　3.7　　2.3

1.1　3.6　　2.3

1.0　　3.6　　2.2

1.0　　3.6　　2.2

0.9　　3.5　　2.1

0.9　　3.5　　2.1

0.8　　3.5　　2.1

0.

0.

0.6　　3.3　1.9

0.6　　3.3　1.9

0.5　　3.3　1.9

.8

0.4　3.2　1.8

.1　1.7

0.4　　3.1　1.7

0.3　　3.0　1.7

0.3　2.9　1.6

0.3　　2.9　1.6

0.3　　2.8　1 _5

1.5

0.　　　　1.5

0.2　　2.6　1.4

0.2　　2.6　1.4

0.2　　2.5　1.4

0.2　　2.5　1.3

0.1　2.4　1.3

0.1　2.4　1.2

.2

0.1　2.2　1.2

0.1　2.2　1.1

0.0　　2.1　1 _1

0.0　　2.1　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　0.5　　0.9

0.0　0.5　　0.9

0.0　　0.4　　0.9

0.0　0.4　0.8

0.0　0.4　0.8

0.0　0.4　0.7

0.0　0.4　0.7

0.0　　0.3　　0.7

.6

0.0　0.3　0.6

0.0　　0.3　　0.5

0.0　　0.3　　0.5

.5

0.0　　0.2　　0.4

.4

0.0　　0.2　　0.4

0.0　　0.2　　0.3

0.

0.

0.0　　0. 1　0.2

0.0　　0.1　0.2

0.0　　0.1　0.1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0_0　0.0　0.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

0.0　　0.5　1.0

.0

0.0　　0A 1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.4　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　0.3　1.0

0.0　0.3　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　　0.3　1.0

0.0　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　　0.2　1.0

0.0　0.2　1.0

0.0　0.2　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

0.0　　0.1　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.1　0.0　　0.9

0.1　0.0　0.9

0.1　0.0　0.9

0.1　0.0　　0.9

0.1　0.0　　0.9

0.0　0.0　0.0! 0.2　0.0　0.8

0.0　0.0　0.OE 0.2　0,0　　0.8

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0_0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.2　0.0　　0.8

0.

0,2　　0.0　　0.8

0.3　　0.0　　0.7

0.3　　0.0　　0.7

0.3　　0.0　　0.7

0.3　　0.0　　0.7

0.3　　0.0　　0.7

0.4　　0.0　　0.6

0.4　0.0　0.6

0.4　　0.0　　0.6

0.4　　0.0　0.6

0.4　　0.0　　0.6

0.5　0.0　0.5

0.5　　0.0　0.5

は虫　　nX 5)監

0.5　0.0　0.5

0.5　0.0　0.5

0.5　　0.0　　0.5

0.6　　0.0　　0.4

0.6　　0.0　　0.4

0.6　　0.0　　0.4

0.6　　0.0　　0.4

0.6　　0.0　0.4

0.7　　0.0　0.3

0.7　　0.0　　0.3

0.7　0.0　0.3

0.7　　0.0　　0.3

0.7　　0.0　0.3

、

0.8　　0.0　　0.2

0.8　0.0　0.2

0.

0.8　　0.0　　0.2

0.9　　0.0　　0.1

0.9　　0.0　　0.1

0.9　　0.0　　0.1

0.9　　0.0　　0.1

0.9　　0.0　　0.1

1

1.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.1

0.0　0.0　0.1

0.0　　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　0.0　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　　0.2

0.0　　0.0　0.2

0.0　0.0　0.2

0.0　0.0　0.3

,3

0.

0.

0.0　　0.0　　0.3

0.0　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.4

0.0　　0.0　0.4

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.5

0.0　　0.0　0.5

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0.6

0.0　　0.0　　0,6

0.0　　0.0　　0.6

.6

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　　0.0　　0.7

0.0　0.0　0.7

0.0　0.0　0.8

0.

0.0　0.0　0.8

0.0　0.0　0.8

0.0　　0.0　　0.8

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　0.9

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0,0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1 _0

0.0　0.0　1.0

0.

0.0　0.0　1.0

.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0_0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.5　　0.5　1.0

0.5　　0.5　1.0

0.5　　0.5　1.0

0.6　　0.6　1.0

0.6　　0.

0.6　　0.

0.6　　0.6　1.0

0.6　0.6　1.0

0.7　　0.

0.7　　0.7　1.0

0.7　　0.7　1.0

1.0

0.7　　0.7　1.0

0.8　　0.8　1.0

0,8　　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.8　　0.8　1.0

0.9　　0.9　1.0

.9　1.0

、

0.9　　0.9　1.0

0.9　0.9　1.0

1.0　1.0　1.0

.0

1.0　1

1.0　1.0　1.0

0.9　1.0　1.0

0.9　1.0　1.0

0.9　1.0　1.0

0.9　1.0　1.0

0.9　1.0　1.0

0.8　1.0　1_0

1.0

0.8　1.0　1.0

0.8　1.0　1.0

1.0

1,0

0.7　1.0　1.0

0,

0.7　1.0　1.0

0.7　1.0　1.0

0.

0.6　1.0　1.0

0_6　1.0　1.0

0.6　1.0　1.0

.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

0_5　1.0　1.0

0.5　1.0　1.0

1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.4　1.0　1.0

0.

0.4　1.0　1.0

0.3　1.0　1.0

0.3　1.0　1.0

1.0

0.3　1.0　1.0

0.3　1.0　1.0

0.2　1.0　1

0.2　1.0　1.0

0.2　1.0　1_0

0.2　1.0　1.0

.0　1.0

1.0

1.0

0.1　1.0　1.0

1.0

0.1　1.0　1.0

0.0　1.0　1.0

0.

3.0　1

3.1 12.0　15.4

3.2　12.0　15_3

3.3　12.0　15.2

15.1

3.4　12.0　15.0

3.5　1　　　.9

3.5　12.0　14.8

3.6　12_0　14.7

3.6　12.0　14.7

3.7　12.0　14.6

3.8　12.0　14.5

14.4

3.9　1

3.9　12.0　14.3

4.0　12.0　14.2

4.1 12.0　14.1

4.1 12.0　14.0

4.2　12.

4.2　12.0　13.9

13.8

4.4　12.0　13.7

4.4　12.0　13.6

4.5　12.0　13.6

4.5　12.0　13_5

4.5　11.9　13.3

13.1

4.　　　　　13.0

4.4　11.6　12.8

.5　12.7

4.3　11.4　12.6

4.2　11.3　12.4

4.1  I

4.1 ll.1 12.2

4.0　11.0　12.0

4.0　10.9　11.9

3.9　10.8　11.7

3.8　10.7　11.6

.5

.3

.4　11.2

3.6　10.3　11.1

3.5　10.2　10.9

3.5　10.1 10.8

3.4　10.0　10.6

10.5

3.3　　9.8　10.4

.7　10.3

10.2

3.1　9.5　10.1

3.1　9.5　　9.9

3.0　　9.4　　9.8

3.0　　9.3　　9.7

2.9　　9.2　　9.6

2.8　　9.1　9.5

2.8　　9.0　　9.4

2.7　　8.9　　9.2

2.7　　8.8　　9.1

2.

2.6　　8.6　　8.8

2.6　　8.5　　8.7

2.5　　8.4　　8.5

.4

2.5　　8_2　　8.3

2.4　　8.1　8.1

2.4　　8.0　　8.0

2.4　　7.9　　7.8

2.3　　7.8　　7_7

2.3　　7.7　　7.6

2.3　　7.6　　7.4

2.

2.2　　7.4　　7_2

2_2　　7.3　　7.0

2.2　　7.2　　6.9

2.2　　7.1　6.7

369
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岡山県　　E　　福岡県 全国合計
50　100　200 50　100　200 監X i冗　　　　　　監刃　　引XX　均XX 50　100　200　　50　100　200 50　100　200

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0,0　0.0　0.0

0.0　　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0_0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　,0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　0.0

.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.0

0.0　0.0　　0.1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　0.0　　0. 1

0.0　　2.0　1.0

0.0　　2.0　1.0

0.0　1.9　1.0

0.0　1.9　1.0

0.0　1.9　1.0

0.0　1.9　1.0

0.0　1.9　1.0

0.0　1.8　1.0

0.0　1.8　1.0

0.0　1.8　1.0

0.0　1.8　1.0

0.0　1

0.0　1.7　1.0

0.0　1.7　1.0

0.0　1.7　1.0

0.0　1_7　1.0

0.0　1.7　1.0

0.0　1.6　1.0

0.0　1.6　1.0

0.0　1

0.0　1.6　1.0

0.0　1.6　1.0

0.0　1.5　1.0

0.0　1.5　1.0

0.0　1.5　1.0

0.0　1.5　1.0

0.0　1.5　1.0

.0

.0

0.0　1.4　1.0

0.0　1.4　1.0

0.0　1.4　1.1

0.0　1

0.0　1.3　1.1

.1
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0.0　1.3　1.2

0.0　1.3　1.2

0.0　1.2　1.2

0.0　1.2　1.2

0.0　1.2　1.2

0.0　1.2　1.3

0.

0.0　1.1　1.3

0.0　1_1　1.3

0.0　1.1　1.3

0.0　1.1　1.4

0.0　1.1　1.4

0.0　1.0　1.4

.4

0.0　1
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0 .0 0 .7 0 .3 0 .0 0 .0 1 .0 1 .8 5 .7 1 4 .1

1 5 1 0 0 .0 0 .0 1 .7 0 .0 1 .0 4 .1 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .3 0 .0 0 .0 1 .0 1 .8 5 .7 1 4 .2

1 5 1 1 0 .0 0 .0 1 .7 0 .0 1 .0 4 .1 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 0 .7 0 .3 0 .0 0 .0 1 .0 1 .8 5 .8 1 4 .2

1 5 1 2
一 一 一

0 .0 0 .0 1 ,0 1 .8 5 .9 1 4 .3

1 5 1 3 0 .0 0 .0 1 .7 0 .0 1 .0 4 .2 0 .0 0 .7 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .3 ー0 1 .9 6 .0 1 4 .4

1 5 1 4
` ー

0 .0 0 .8 0 .2 0 .0 0 .0 1 .0 1 `

1 5 1 5
、 ー

! 0 .0 0 ,8 0 .2 0 .0 0 .0 1 .0 ー4 .5

1 5 1 6 0 .0 0 .0 1 .8 0 .0 1 .0 4 .2 0 .0 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .2 0 ー 1 .9 6 .2 1 4 .6

1 5 1 7
、

0 .0 0 .0 1 .0 1 .9 6 .3 1 4 .7

1 5 1 8 0 .0 0 .0 1 .8 0 .0 1 .0 4 .3 0 .0 0 .8 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .2 0 .0 0 .0 1 .0
-

1 5 1 9 0 .0 0 .0 1 .9 0 .0 1 .0 4 .3 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .1 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 6 .5 1 4 .9

1 5 2 0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 6 .5 1 4 .9

1 5 2 1
` ー

0 .0 0 .9 0 .1 0 ー 2 .0 6 .6 1 5 .0

1 5 2 2 0 .0 0 .0 1 .9 0 .0 1 .0 4 .3 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 ,0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .1 0 .0 0 .0 1 .0
ー

1 5 2 3 0 .0 0 .0 1 .9 0 .0 1 .0 4 .4 0 .0 0 .9 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .1 0 一 一0 2 .1 6 .8 1 5 .2

1 5 2 4 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0
-

0 ▼ 2 .1 6 .8 1 5 .3

1 5 2 5 0 .0 0 -0 2 -0 0 I0 1 I0 4 .4 0 -0 1 l0 l .0 0 -0 0 -0 0 L0 E 0 l0 1 l0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .1 6 .9 1 5 .3
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遺跡集計表　その2

府 県 京 都 府 】 大 阪 府 兵 庫 県 奈 良 県 岡 山 県 福 岡 県 全 国 合 計

A D 5 0 1 0 0 2 0 0 1 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 ー 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0

1 5 2 6 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 1 .0 4 .4 0 .0 1 I0 l l0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .2 7 .0 1 5 .4

1 5 2 7 0 .0 0 .0 2 .0 0 .l l .0 4 .4 一.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0
ー

1 5 2 8 0 .0 0 .1 2 .0 0 .l l .0 4 .4 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .2 6 .9 1 5 .4

1 5 2 9 0 .0 0 .1 2 .0 0 .2 1 .0 4 .4 0 .0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 -3 6 -9 1 5 l4

1 5 3 0 0 .0 0 .1 2 l0 0 -2 l l0 4 -4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .3 6 .9 1 5 .4

1 5 3 1 0 .0 0 .1 2 .0 0 .2 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 6 .9 1 5 .4

1 5 3 2 0 -0 0 - 1 2 -0 0 l3 1 .0 4 l4 0 ー 0 ー 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 6 .9 1 5 .4

1 5 3 3 0 .0 0 .2 2 .0 0 .3 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 6 .8 1 5 .4

1 5 3 4 0 ー 一.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 6 .8 1 5 .4

1 5 3 5 0 .0 0 .2 2 .0 0 .4 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0
i

0 .0 0 .0 1 .0 ー5 .4

1 5 3 6 0 .0 0 .2 2 .0 0 .4 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 6 .8 1 5 .4

1 5 3 7 0 .0 0 .2 2 .0 0 l5 1 l0 4 l4 0 .0 一.0 1 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 ー5 .4

1 5 3 8
ー

0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .6 6 .7 1 5 .4

1 5 3 9 0 .0 0 .3 2 .0 0 .5 1 .0 4 .4 0 .0 一.0 1 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .7 6 .7 1 5 .4

1 5 4 0 0 .0 0 .3 2 .0 0 .6 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .7 6 .7 1 5 .4

1 5 4 1 一 、4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .7 6 .7 1 5 .4

1 5 4 2 0 .0 0 .3 2 .0 0 .7 1 .0 4 .4 一.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .8 6 .7 1 5 .4

1 5 4 3 0 .0 0 .4 2 .0 0 .7 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .8 6 .6 1 5 .4

1 5 4 4 0 .0 0 .4 2 .0 0 .7 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 l9 6 I6 1 5 -4

1 5 4 5 0 .0 0 .4 2 .0 0 .8 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 ー0 2 .9 6 .6 1 5 .4

1 5 4 6 0 .0 0 .4 2 .0 0 .8 1 .0 4 .4 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .9 6 .6 1 5 .4

1 5 4 7 0 .0 0 .4 2 .0 0 .9 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .0 6 .7 1 5 .4

1 5 4 8 0 .0 0 .5 2 .0 0 .9 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .0 6 .7 1 5 .4

1 5 4 9 ー4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .1 6 .8 1 5 .4

1 5 5 0 0 .0 0 .5 2 .0 1 .0 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 3 .1 6 .8 1 5 .4

1 5 5 1 0 .0 0 .5 2 .0 1 .0 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 E 3 I1 6 l8 1 5 l4

1 5 5 2 0 .0 0 .5 2 .0 1 .l l .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 ー 0 .0 1 .1 0 .0 0 ー0 0 ー 3 .2 6 .9 1 5 .4

1 5 5 3 0 .0 0 .5 2 .0 1 .l l .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .2 6 .9 1 5 .4

1 5 5 4 0 .0 0 .6 2 .0 1 .l l .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .2 7 .0 1 5 .4

1 5 5 5 0 .0 0 .6 2 .0 1 .2 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 ▼

1 5 5 6
ー

0 .0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 ー2 0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 3 ー

1 5 5 7 0 .0 0 .6 2 .0 1 .3 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 . 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .3 7 .1 1 5 .4

1 5 5 8 0 .0 0 .6 2 .0 1 .3 1 .0 4 .4 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .3 7 .1 1 5 .4

1 5 5 9 0 l0 0 ] 2 I0 = l l3 l L0 4 l3 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 、0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .4 7 .2 1 5 .3

1 5 6 0 ー7 2 I叫

ー
0 .0 0 .0 0 .0 ー0 ー0 ー5 .3

1 5 6 1
ー

0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .4 7 .2 1 5 .3

1 5 6 2 : ‥Z : ‥昌 ‥3 日 目 ‥3 2 ‥3 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .5 7 .3 1 5 .3

1 5 6 3 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 T0 0 l0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 3 .5 7 .3 1 5 .3

1 5 6 4 0 .0 0 .8 2 .0 ～ 1 .5 1 .0 4 .2 0 ,0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .5 7 .4 1 5 .2

1 5 6 5 0 D 的 川 1 1 0 ー0 1 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .6 7 .4 1 5 .2

1 5 6 6 呂‥: : ‥: Z =出 ‥芸
0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .6 7 .4 1 5 .2

ー5 6 7 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー4 0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .6 7 .5 1 5 .2

1 5 6 8 ー2 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 . 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .7 7 .5 1 5 .2

1 5 6 9 ……… ……… 狛 … ……… …=-i 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 l0 0 Ⅰ0 1 I0 3 .7 7 .5 1 5 . 1

1 5 7 0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 ー

1 5 7 1 0 .0 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .8 7 .6 1 5 . 1

1 5 7 2
、

ー

0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 ー

1 5 7 3 0 .l l .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 4 .0 7 .7 1 5 . 1

1 5 7 4 ー0 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 4 .1 7 .7 1 5 .0

1 5 7 5
-

0 .2 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー6 0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 4 .2 7 .8 1 5 .2

1 5 7 6 0 .0 1 .0 2 .0 2 .0 .1 .0 4 .1 0 .3 1 .0 1 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 4 -2 7 18 1 5 l4

1 5 7 7 0 .0 1 .0 2 .0 1 .9 1 .0 4 .1 0 、3 1 ー 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 1 .7 0 .1 0 .0 0 .0 1 .0 4 .3 7 .9 1 5 .5

1 5 7 8
、 ー

0 .4 0 .9 1 .1 0 .1 0 .0 0 .1 0 -0 1 17 0 -1
ー

4 .3 7 .9 1.5 .7

1 5 7 9 0 .l l .l l .9 1 .8 0 .9 4 .1
-

0 .1 0 .0 0 .1 0 .0 1 .7 0 .1 0 .0 0 .1 0 .9 4 .4 8 .0 1 5 .9

1 5 8 0 0 .l l .l l .9 1 .8 0 .9 4 .1 0 .5 0 .9 1 .1 0 .1 0 .0 0 .1 0 .0 1 .8 0 .1 0 .0 0 .1 0 .9 . 4 .4 8 .1 1 6 .1

1 5 8 1 0 .l l .l l .9 1 .8 0 .9 4 .1 0 .5 0 .9 1 .1 0 .1 0 .0 0 .1 . 0 .0 1 .8 0 .1 0 .0 0 .1 0 .9 4 .4 8 .1 1 6 .2

1 5 8 2 0 .l l .l l .9 1 .7 0 .9 4 .1 0 .6 0 .9 1 .2 0 .1 0 .0 0 .2 0 .0 1 .9 0 .2 0 .0 0 .1 0 .9 4 .5 8 .2 1 6 .4

1 5 8 3 0 .2 1 .2 1 .8 1 .7 0 .8 4 .1 0 .7 0 .8 1 .2 0 .2 0 .0 0 .2 0 .0 1 .9 0 .2 0 .0 0 .2 0 .8 4 .5 8 .2 1 6 .6

1 5 8 4 0 .2 1 .2 1 .8 1 .6 0 .8 4 .1 0 .7 0 .8 1 .2 0 ,2 0 .0 0 .2 0 .0 ー 0 .0 0 .2 0 .8 4 .5 8 .3 1 6 .8

1 5 8 5 0 .2 1 .2 1 .8 1 .6 0 .8 4 .1 0 .8 0 .8 1 .2 0 .2 0 .0 0 .2 0 .0 2 .0 0 .2 0 .0 0 .2 0 .8 4 .6 8 .4 1 6 .9

1 5 8 6 0 .2 1 .2 1 .8 1 .6 0 .8 4 .1 0 .8 0 .8 1 .2 0 .2 0 .0 0 .2 0 .0 2 .0 0 .2 0 .0 0 .2 0 .8 4 ー

1 5 8 7 0 .2 1 .2 1 .8 1 .5 0 .8 4 .1 0 .9 0 .8 1 .3 0 .2 0 .0 0 .3 0 .0 2 .1 0 .3 0 .0 0 .2 0 .8 4 .7 8 .5 1 7 .3

1 5 8 8 二 1 .0 0 .7 1 .3 0 .3 0 .0 0 .3 0 .0 2 .1 0 .3 0 .0 0 .3 0 .7 4 .7 8 .5 1 7 .5

1 5 8 9 0 .3 1 .3 1 .7 1 .5 0 .7 4 .1 1 .0 0 .7 1 .3 0 .3 0 .0 0 .3 0 .0 2 .1 0 .3 0 .0 0 .3 0 .7 4 ー

1 5 9 0 0 .3 1 .3 1 .7 1 .4 0 .7 4 .1 一.3 0 .3 0 .0 0 .3 0 .0 2 .2 0 .3 0 .0 0 .3 0 .7 4 .8 8 .6 1 7 .8

1 5 9 1 0 .3 1 .3 1 .7 1 .4 0 .7 4 .1 1 .1 0 .7 1 .3 0 .3 0 .0 0 .3 0 .0 2 .2 0 .3 0 .0 0 .3 0 .7 4 .8 8 .7 1 8 .0

1 5 9 2 0 .3 1 .3 1 .7 1 .3 0 .7 4 .1 1 .1 0 .7 1 .4
-

0 .0 2 .3 0 .4 0 .0 0 .3 0 .7 4 .8 8 .8 1 8 .2

1 5 9 3 0 .4 1 .4 1 .6 1 .3 0 .6 4 .1 1 .1 0 .6 1 .4 ー4 0 .0 2 .3 0 .4 0 .0 0 .4 0 .6 4 .8 8 .8 1 8 .4

1 5 9 4 0 .4 1 .4 1 .6 1 .3 0 .6 4 .1 1 -2 0 -6 1 -4 0 .4 0 .0 0 .4 0 .0 2 .3 0 .4 0 .0 0 .4 0 .6 4 .8 8 .9 1 8 .5

1 5 9 5 0 .4 1 .4 1 .6 1 .2 0 .6 4 .1 1 .2 0 .6 1 .4 0 .4 0 .0 0 .4 0 .0 2 .4 0 .4 ー6 4 ー

1 5 9 6 0 .4 1 .4 1 .6 1 .2 0 .6 4 .1 1 .2 0 .6 1 .4 0 .4 0 .0 0 .4 0 .0 2 .4 0 .4 0 .0 0 .4 0 .6 4 .8 9 .0 1 8 -9

1 5 9 7
-

1 .2 0 .6 1 .5 0 .4 0 .0 0 .5 0 .0 2 .4 0 .5 0 .0 0 .4 0 .6 4 .8 9 .0 1 9 .1

1 5 9 8 0 .5 1 .5 1 .5 1 .1 0 .5 4 .1 1 .2 0 .5 1 .5 0 .5 0 .0 0 .5 0 .0 2 .5 0 .5 0 .0 ′ 4 .8 9 .0 1 9 .2

1 5 9 9 0 .5 1 .5 1 .5 1 .1 0 .5 4 .1 1 .3 0 .5 1 .5 0 .5 0 .0 0 .5 0 .0 2 .5 0 .5 0 .0 0 .5 0 .5 4 .8 9 .0 1 9 .4

1 6 0 0 0 .5 1 .5 1 .5 1 .0 0 .5 4 .1 ー5 0 ー 0 .0 2 .5 0 .5 0 .0 0 .5 0 .5 4 .8 9 .0 1 9 .6
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遺跡集計表　その2

福岡県　】　全国合計
50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200 50　100　200t　50　100　200

0.5　1.5　1.5

0.5　1.5　1.5

0.5　1.5　1.5

0.6　1.6　1.4

0.6　1.6　1.4

0.6　1.6　1.4

0.7　1.6　1.4

0.7　1.6　1.4

0.7　1.7　1.3

0.8　1

0.8　1.7　1.3

0.9　1.7　1.3

0.9　1.7　1_3

1.2

1.0　1.8　1.2

1.0　1.8　1.2

1.1　1.8　1.2

1.1　1.8　1.2

1.1　1.9　1.1

1.2　1.9　1.1

1.　　　　1.1

1.

1.3　1.9　1.1

1_3　2.0　1.0

1.4　　2.

1.4　2.0　1.0

1　　　　　　.0

.0

1.4　2.0　1.0

.0

1.4　　2.0　1.0

1.4　　2.0　1.0

1.4　　2.0　1.0

1.4　　2.0　1.0

1.4　　2.0　1.0

1.4　　2.0　1.0

I.4　　2.

1.4　　2.0　1.0

1.4　　2.0　1.0

.0

.0

1.4　2.0　1.0

1.4　2.0　1.0

1.0

1.0

1.4　　2.0　1.0

1_4　2.0　1.0

1.3　　2.0　1.0

1.3　　2.0　1.0

1.3　2.0　1.0

1.3　　2.0　1.0

1.3　　2.0　1.0

1.2　　2.0　1_0

1.2　　2.0　1.0

1.2　2.0　1.0

1.2　　2.0　1.0

1.1　2.0　1.0

1.1　2.0　1.0

1.1　2.0　1.0

1.0　2.0　1.0

1.0　　2.0　1.0

0.9　　2.0　1.0

0.9　2.0　1.0

1.0

0.8　　2.0　1.0

0.8　　2.0　1.0

0.7　　2.0　1.0

0.7　　2.0　1.0

0.7　　2.0　1.0

0.6　　2.0　1.0

0.6　　2.0　1.0

0.5　　2.0　1.0

0.5　　2.0　1.0

0.5　　2.0　1.0

0.4　2.0　1.0

1.0　　0.5　　4.1

0.9　　0.5　　4.1

0.9　　0.5　　4.1

0,9　　0.4　4.i

.4　　4.1

0.8　　0.4　4.1

0.7　　0.4　4.1

0.7　　0.4　　4.1

0.7　　0.3　　4.1

0.6　　0.3　　4.1

0.6　　0_3　　4.1

0.5　　0.3　　4.1

0.5　　0.3　　4.1

0.5　　0.2　4.1

0.4　　0.2　　4.1

.2　　4.1

0.4　　0.2　4.1

0.3　　0.2　4.1

0.3　　0.1　4.1

0.2　　0.1　4.1

0.2　0.1　4.1

0.2　0.1　4.1

0.1　0.1　4.1

0.1　0.0 ・4.1

0.0　　0.0　　4. 1

0.0　0.0　4.0

0.0　0.0　4.0

0.0　　0. 1　4.0

0.0　0.1　4.0

0.0　　0.1　4.0

0.0　0.1　4.0

0.0　　0.1　4.0

0.0　　0.2　　4.0

0.0　　0.2　　4.0

0.0　　0.2　4.0

0.0　　0.2　　4.0

0.0　　0.2　　4.0

0.0　　0.3　　4.0

0.0　0.3　　4.0

0.0　　0.3　　4.0

0.0　　0.3　　4.0

0.0　0.3　4.0

0.0　　0.4　　4.0

0.0　　0.4　4.0

0.0　　0.4　　4.0

0.0　　0_4　4.0

0.0　　0.4　4.0

.9

0,

0.0　0.5　　3.9

0.0　0.5　　3.9

.9

0.0　0.5　3_8

0.0　0.6　3.8

0.0　0.6　　3.8

0.0　0.6　　3.8

0.0　0.6　　3.8

0.0　0.6　3_7

0.0　　0.7　　3.7

0.0　　0.7　　3.7

0.0　0.7　3.7

0.0　0.7　　3.7

0.0　　0.7　　3.6

0.0　0.8　　3.6

0.0　0.8　3.6

0.

0.0　0.8　　3.6

0.0　　0.8　　3.5

0.0　0.9　3.5

0.0　　0.9　　3.5

0.0　　0.9　　3.5

0.0　　0.9　　3_5

0.0　　0.9　　3.5

0.

0.0　1.0　　3.4

1.3　　0.5　1.5

1.3　　0.5　1.5

1.3　　0.5　1.6

1.4　0.4　1.6

1.4　0.4　1.6

1.4　0.4　1.6

1.4　0.4　1.6

1.4　0.4　1.7

1.5　　0.3　1.7

1.5　　0.3　1.7

.7

1.5　　0.3　1.7

rk X断　　引.竺

1.5　　0.2　1.8

1.6　　0.2　1.8

1.6　　0.2　1.8

1.6　0.2　1.8

1.6　　0.2　1.9

1.6　　0.1　1.9

1.7　0.1　1.9

1.7　　0.1　1.9

ih XF iHE

.0

1.6　　0.0　　2.0

1.6　　0.0　　2.0

1.6　　0.0　　2.0

1.5　0.0　　2.0

1.5　　0.0　　2.0

1.4　　0.0　　2.0

1.3　　0.0　　2.0

i HE ～)K qX

1.2　　0.0　　2.0

1.

1.1　0.0　　2.0

.0

1.0　　0.0　　2.0

0.9　　0.0　　2.0

0.9　　0.0　　2.0

0.8　　0.0　　2.0

0.7　　0.0　　2.0

0.7　　0_0　2.0

0.7　　0.0　2.0

0.6　　0.0　　2.0

0.6　　0.0　2.0

0.6　　0.0　　2.0

0.6　　0.0　2.0

,0

0.5　　0.0　　2_0

0.5　　0.0　　2.0

0.5　　0.0　　2.0

.0

0.5　　0.0　　2.0

0.5　　0.0　　2.0

0.4　0.0　　2.0

0,4　0.0　2.0

0.4　0.0　2.0

0.4　0.0　　2.0

.0

0.3　0.0　　2.0

0.

0.3　　0.0　　2.0

0.3　　0.0　　2.0

0.3　　0,0　　2.0

0.2　0_0　　2.0

0.2　　0.0　　2.0

0.2　0.0　2.0

0.2　0.0　2.0

0.2　　0.0　　2.0

0.1　0.0　2.0

0.1　0.0　　2.0

0.1　0.0　　2.0

-

0.1　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.0　　0.0　　2.0

0.5　　0.0　　0.5

.5

0.5　　0.0　　0.6

0.6　　0.0　　0.6

0.6　　0.0　　0.6

0.6　　0.0　　0.6

0.6　　0.0　　0.6

0.6　　0.0　　0.7

.7

0.6　　0.0　　0.7

0.6　　0.0　　0.7

0.6　　0.0　　0.7

0.6　　0.0　　0.8

0.6　　0.0　　0.8

0.6　　0.0　0.8

0.6　　0.0　0.8

0.6　　0.0　0.8

0.6　0.0　0.9

0.6　0.0　0.9

0.6　　0.0　0.9

0.6　　0.0　　0.9

0.6　　0.0　0.9

.0

.0

0.6　　0.0　1.0

0.6　　0.0　1.0

0.6　0.0　1.0

0.5　　0_0　1.0

0.5　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.

0.5　　0.0　1.0

0.5　　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.4　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.4　　0.0　1.0

0.3　　0.0　1.0

0.3　　0.0　1.0

0.3　　0.0　1.0

0.

0.3　　0.0　1.0

0.2　0.0　1.0

0_2　　0.0　1.0

0.2　　0.0　1.0

0.2　　0.0　1.0

.0

0.1　0.0　1.0

0.1　0,0　1.0

0.1　0.0　1.0

0.1　0.0　1.0

.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　0.0　1.0

0.0　　0.0　1.0

0.0　　2.5　　0.5

0.0　　2.5　　0.5

0.0　　2.5　　0.6

、

0.0　　2.6　0.6

0.0　　2.6　　0.6

0.0　　2.6　　0.6

ヽ

0.0　　2.6　　0.7

0.0　　2.6　　0.7

0.0　　2.6　0.7

0.0　　2.6　　0.7

0.0　　2.6　　0.8

0.0　　2.6　　0.8

0.0　　2.6　　0.8

0.0　　2.6　　0.8

0.0　　2.6　　0.8

0.0　　2.6　　0.9

.9

0.0　　2.6　　0.9

0.0　　2.6　0.9

0.0　　2.6　0.9

0.0　　2.6　1.0

0.0　　2.6　1.0

0.0　　2.6　1.0

0.0　　2.6　1.0

0.0　　2.6　1.0

0.1　2.5　1.0

.0

0.1　2.5　1.0

0_2　　2.5　1.0

.0

0.2　　2.5　1.0

0.2　　2.4　1.0

0.2　　2.4　1.0

0.3　　2.

0.3　　2.4　1.0

0.3　　2.4　1.0

0.3　　2.3　1.0

0.3　　2.3　1.0

.0

0.4　　2.3　1.0

0.4　　2.3　1.0

,0

0.4　　2.2　1.0

0.5　　2.2　1.0

1.0

1.0

0.5　　2.1　1.0

0.5　　2.1　1.0

0.5　　2.1　1.0

0.6　　2.1　1.0

0.6　　2.1　1.0

0.6　　2.0　1.0

0.6　　2.0　1.0

.0

0.7　　2.0　1.0

0_7　　2.0　1.0

0.7　　2.0　1.0

0.7　　2_0　1.0

0.7　　2.0　1.0

1.0

.0　1.0

0.8　　2.0　1.0

0.8　　2.0　1.0

0.8　　2.0　1.0

0.9　　2.0　1.0

0.9　　2.0　1.0

0.9　　2.0　1.0

0.9　　2.0　1 _0

0.9　　2.0　1.0

1.0　　2.0　1.0

1.0

1.0　　2.0　1.0

1.0　2.0　1.0

0.0　　0.5　　0.5

0.0　　0.5　　0.5

0.0　0.5　　0.5

0.0　　0.6　　0.4

0.0　0.6　　0.4

0.0　　0.6　　0.4

0.0　　0.6　　0.4

0.0　0.6　　0.4

0.0　0.7　　0.3

0.0　0.7　　0.3

0.0　　0.7　　0.3

0.0　0.7　　0.3

0.0　0.7　　0.3

.2

0,0　　0.8　　0.2

、

KD]　XHB]　WhJ

0.0　　0.8　　0.2

0.0　　0.9　　0.1

0.0　0.9　　0.1

nX nE XL

0.0　　0.9　　0.1

0.0　0.9　0.1

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1_0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.

.0

0.

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0・ 1.0　0.0

0.0　1,0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1

0.0　1.0　　0.0

0_0　1.0　0.0

0.0　1.0　　0.0

0.0　1.0　　0.0

.0

4.8　　9.0　19.8

5J至　　B)冗

4.8　　9.0　20_1

4.8　　9.0　20.3

4.8　　9.0　20.5

4.8　　9.0　20.6

4.8　　9.0　20.8

4,8　　8.9　21.0

、

4.8　　8.9　21.4

4.8　　8.9　21.5

4.8　　8.9　21.7

4.8　　8.8　21.9

4.8　　8.8　22.1

4.8　　8.8　22.2

4.8　　8.8　22.4

4.8　　8.8　22.6

4.8　　8.7　22.8

4.8　　8.7　22.9

5l至　　Sh　均

4.8　　8.7　23.3

4.

4.7　　8.6　23.6

4.7　　8.6　23.8

4.6　　8.6　24.0

4.6　　8.6　24.0

4.5　　8.6　24.0

4.4　　8.5　23.9

4.4　　8.5　23.9

4.3　　8.5　23.9

4.2　　8.5　23.9

4.1　8_5　23.9

4.1　8.5　23.8

4.

3.

3.8　　8.4　23.8

3.

3.7　　8.4　23.7

3.6　　8.3　23.7

3.5　　8.3　23.7

3.4　　8.3　23.7

3.4　　8.3　23_7

、

3.3　　8.2　23.6

3.3　　8.2　23.6

3.2　　8.2　23.6

3.2　　8_1　23.5

3.

3.0　　8.1　23.5

3.

2.

2.9　　7.9　23.3

2.8　　7.9　23.3

.3

.2

2.6　　7.8　23.2

2.6　　7.8　23.1

2.5　　7.7　23,1

2.5　　7.7　23.1

.0

2.3　　7.7　23.0

2.3　　7.7　22.9

2_2　　7.6　22.9

2.2　　7.6　22.9

2.1　7.6　22.8

.8

2.0　　7.6　22.7

1.9　　7.5　22.7

iIE rJS BnEJ

1_8　　7.5　22.6

1.7　　7.5　22.6

1.7　　7.5　22.5

1.6　　7.5　22.5

削　　　　引

1.5　　7.4　22.5
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遺跡集計表　その2

府 県 京 都 府 大 阪 庶 兵 庫 県 奈 良 県 岡 山 県 - 福 岡 県 ! 全 国 合 計

A D 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0

1 6 7 6 0 .4 2 .0 1 .0 0 .0 1 .0 3 .4 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0 2 ,0 1 .0 0 .0 1 .0 0 .0 . 1 .4 7 .4 2 2 .3

1 6 7 7 0 .4 2 .0 1 .0 0 .0 1 .0 3 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 1 .0 1 .0 1 .9 1 .0 0 .0 1 .0 0 .0 1 .4 7 .3 2 2 .2

1 6 7 8 0 l4 1 l9 0 L9 0 .0 1 .0 3 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .9 1 .0 1 .9 1 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .4 7 .2 2 2 .0

1 6 7 9 0 ー 0 Ⅰ0 1 .0 3 .3 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .9 1 l0 1 l8 1 .0 0 -0 0 .9 0 l0 1 .3 7 .2 2 1 .9

1 6 8 0 0 .3 1 .9 0 .9 0 .0 1 .0 3 .2 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 1 .8 1 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .2 7 .1 2 1 .8

1 6 8 1 0 .3 1 .9 0 .9 0 .0 1 .0 3 .2 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 1 .8 1 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .2 7 .1 2 1 .6

1 6 8 2 0 .3 1 .9 0 .9 0 .0 1 .0 3 .1 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .9 ー 1 .2 7 .0 2 1 .5

1 6 8 3 0 .3 1 .8 0 .8 0 .0 1 .0 3 .1 ー0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .7 1 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .1 6 .9 2 1 .3

1 6 8 4 0 .2 1 .8 0 .8 0 .0 1 .0 3 .1 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .8
-

1 ー

1 6 8 5 0 .2 1 .8 0 .8 0 .0 1 .0 3 .0 0 .0 0 ,0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .6 1 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 6 .8 2 1 .0

ー6 8 6 0 .2 1 .8 0 .8 0 .0 1 .0 3 .0 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .8 1 .6 1 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 6 .8 2 0 .9

1 6 8 7 0 .2 1 .8 0 .8 0 .0 1 .0 2 .9 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .8
一 、

1 .0 6 .7 2 0 .7

1 6 8 8 0 .2 1 .7 0 .7 0 .0 1 .0 2 .9 0 .0 0 .0 2 .0 0 -0 0 l0 0 .7 0 .7 1 .5 1 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .0 6 .6 2 0 .5

1 6 8 9 0 .l l .7 0 .7 0 .0 1 .0 2 .9 0 .0 0 .0 2 .0 0 ー 0 .7 1 .5 1 .0 0 .0 0 .7 . 0 .0 0 .9 6 .6 2 0 .4

1 6 9 0 0 .l l .7 0 .7 0 .0 1 .0 2 .8 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 1 .4 1 .0 0 .0 0 .7 0 .0 0 .9 6 .5 2 0 .2

1 6 9 1 0 .l l .7 0 .7 0 .0 ー 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 、 ー1

1 6 9 2 0 .l l .7 0 .7 0 .0 1 .0 2 .7 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .7 ー0 0 .8 6 .5 1 9 .9

1 6 9 3 0 .l l .7 0 .6 0 .0 1 .0 2 .7 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .6 1 .3 1 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .8 6 .4 1 9 .8

1 6 9 4 0 .0 1 .7 0 .6 0 .0 1 .0 2 .7 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .6 1 .3 1 .0 0 .0 0 .6 0 .0 0 .7 6 .4 1 9 .6

1 6 9 5 0 .0 1 .7 0 .6 0 .0 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 2 .0
ー

0 l6 1 -2 1 .0 0 .0 0 I6 0 l0 0 .7 6 .3 1 9 .5

1 6 9 6
ー

0 .0 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .6 0 ー6 1 ー ー9 .4

1 6 9 7 0 .0 1 .7 0 .6 0 .0 1 .0 2 .6 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .6 0 l6 1 - l l -1 0 -0 0 -6 0 l l
-

1 6 9 8 0 .0 1 .7 0 .5 0 .0 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .5 0 L5 1 l 1 1 -1 0 -0 0 -5 0 l 1 0 .6 6 .3 1 9 .3

1 6 9 9 0 .0 1 .7 0 .5 0 .0 1 .0 2 .5 0 、 一1 ー5 0 .5 1 .l l .1 0 .0 0 .5 0 . 1 ー9 .2

1 7 0 0 0 .0 1 .7 0 .5 0 .0 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 1 .0 1 .1 0 .0 0 .5 0 . 1 0 .6 6 .2 1 9 .1

1 7 0 1 0 .0 1 .7 0 .5 0 .0 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .5 0 ▼ 0 .6 6 .2 1 9 .0

1 7 0 2 0 .0 1 .7 0 .5 0 .0 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 0 .9 1 .2 0 .0 0 .5 0 .2 0 .5 6 .2 1 8 .9

1 7 0 3 0 .0 1 .7 0 .5 0 .0 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .5 0 .5 0 .9 1 .2 0 .0 0 .5 0 .2 0 .5 6 .2 1 8 .9

1 7 0 4 0 .0 1 .7 0 .4 0 .0 1 .0 2 .4 ー2 ー4 一 一2 0 .5 6 .1 1 8 .8

1 7 0 5 0 .0 1 .7 0 .4 0 .0 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .4
I

0 .5 6 .1 1 8 .7

1 7 0 6 0 .0 1 .7 0 .4 0 .0 1 .0 2 .4 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .4 0 .4 0 .8 1 -2 0 .0 0 .4 0 .2 0 .5 6 .1 1 8 .6

1 7 0 7 0 ,0 1 .7 0 .4 一4 0 .0 0 .0 2 .3 一 0 一 一 0 .4 0 .7 1 .3 0 .0 0 .4 0 .3 ー8 .5

1 7 0 8 0 .0 1 .8 0 .4 0 .0 0 .9 2 .4 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .4 0 .4 0 .7 1 .3 0 .0 0 .4 0 .3 0 .5 6 .1 1 8 .5

1 7 0 9 0 .0 1 .8 0 .3 0 .0 0 .9 2 .3 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .3 0 I3 0 I7 1 I3 ; 0 .0 0 .3 0 l3 0 .5 6 .0 1 8 .4

1 7 1 0 0 .0 1 .8 0 .3 0 .0 0 l9 2 l3 0 .0 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .3 0 .3 0 .6 1 .3 5 0 .0 0 l3 0 l3 0 .5 6 .0 1 8 .3

1 7 1 1 0 .0 1 .8 0 .3 0 .0 0 .9 2 .3 0 .0 0 .0 2 .4 0 l0 0 l0 0 .3
ー

0 .5 6 .0 1 8 .2

1 7 1 2 0 .0 1 .8 0 .3 0 .0 0 .9 2 .3 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .3 0 -3 0 l5 1 +4 + 0 I0 0 l3 0 -4 0 .5 6 .0 1 8 .2

1 7 1 3 0 l0 1 +9 0 3 0 .0 0 .8 2 .3 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .3 一 一4 0 .5 6 .0 1 8 .1

1 7 1 4 0 .0 1 .9 0 .2 0 .0 0 .8 2 .2 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .2 ー4 0 .5 5 .9 1 8 .0

1 7 1 5 0 .0 1 .9 0 .2 0 一 一2 0 .0 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .4 1 .4 0 .0 0 .2 0 .4 0 一 一7 .9

1 7 1 6 0 .0 1 .9 0 .2 0 .0 0 .8 2 .2 0 .0 0 .0 2 .5 0 l0 0 I0 0 L2 一 一4 0 .5 5 .9 1 7 .8

1 7 1 7 0 .0 1 .9 0 .2 0 .0 0 .8 2 .2 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .2 0 .2 0 .4 1 .5 0 .0 0 .2 0 .5 0 .6 5 .9 1 7 .6

1 7 1 8 0 .0 2 .0 0 .2 0 .0 0 .7 2 .2 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .2 0 ー 0 .6 5 .9 1 7 .5

1 7 1 9 0 .0 2 .0 0 . 1 0 .0 0 .7 2 .1 0 .0 0 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .3 1 .5 0 .0 0 .1 0 .5 ー7 .4

1 7 2 0 0 .0 2 .0 0 - 1 0 .0 0 .7 2 .1
-

ー1 0 .1 0 .2 1 .5 0 .0 0 .1 0 .5 0 -6 5 18 1 7 l3

1 7 2 1 0 .0 2 .0 0 . 1 、7 2 `1 0 .0 0 .0 2 .5 0 -0 0 -0 0 11 0 .1 0 .2 1 .5 0 .0 0 .1 0 .5 0 .6 5 .8 1 7 .2

1 7 2 2 0 .0 2 .0 0 . 1 0 .0 0 .7 2 .1 0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .1 0 .1 0 .2 1 .5 0 .0 0 .1 0 .5 0 -6 5 .8 1 7 」

1 7 2 3 0 .0 2 .1 0 .1 0 .0 0 .6 2 .1 0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .1 0 .ー 0 .6 5 .8 1 6 .9

1 7 2 4 ー 0 .0 0 .0 0 .6 2 .0 0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . l l .6 0 .0 0 .0 0 .6 0 .6 5 .7 1 6 .8

1 7 2 5 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .6 2 .0 0 .0 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .6 ー7

1 7 2 6 0 .0 2 .1 0 .0 0 l0 0 -6 2 J0 0 .1 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .6 0 .7 5 .7 1 6 .5

1 7 2 7 0 .0 2 .1 0 .0 0 .0 0 .6 1 .9 0 .1 0 .0 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 l0 1 l6 0 -0 0 l0 0 .6 0 .8 5 .7 1 6 .4

1 7 2 8 0 .0 2 .1 0 .0 ー9 0 .1 0 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 ,7 0 .8 5 .7 1 6 .3

1 7 2 9 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .5 1 .8 0 .1 0 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 ,7 0 .9 5 .8 1 6 .2

1 7 3 0 ー0 0 .0 0 .5 1 .8 0 .1 0 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .7 1 .0 5 .8 1 6 .2

1 7 3 1 0 .0 2 .2 0 .0 0 .0 0 .5 1 .8 0 .2 0 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .7 1 .1 5 .8 1 6 .1

1 7 3 2 、0 ー7 0 .2 0 .0 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .7 1 .1 5 .8 1 6 .0

1 7 3 3 0 .0 2 .2 0 .0 ー7 0 .2 0 .0 2 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 1 .2 5 .8 1 5 .9

1 7 3 4 0 .0 2 .3 0 .0 0 -0 0 l4 1 16 0 .2 0 .0 2 .8 . 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .8 1 .3 5 .9 1 5 .9

1 7 3 5 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .4 1 .6 0 .2 0 .0 2 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .8 1 .4 5 .9 1 5 .8

1 7 3 6 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .4 1 .6 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .8 1 l5 5 19 1 5 ]

r l 7 3 7 0 .0 2 .3 0 .0 0 .0 0 .4 1 .5 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .8 l I5 5 .9 1 5 .7

1 7 3 8 0 l0 2 J3 0 l0 0 .0 0 .4 1 .5 0 .3 0 .0 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .9 1 .6 5 .9 1 5 .6

1 7 3 9 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .3 1 .5 0 .3 0 .0 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .9 1 .6 6 .0 1 5 .6

1 7 4 0 0 ー 0 .0 0 .3 1 .4 0 .3 0 .0 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 0 .9 1 .7 .6 .0 1 5 .5

1 7 4 1 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .3 . 1 .4 0 .3 0 .0 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 -0 1 -6 0 .0 0 L0 0 l9 1 ` ー5

1 7 4 2 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .3 1 -3 0 .3 0 .0 2 .9
-

0 一 一 1 .9 6 .0 1 5 .4

1 7 4 3 0 .0 . 2 .4 0 .0 0 .0 0 .3 1 .3 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 -0 0 .0 1 -6 0 -0 0 -0 1 -0 2 .0 6 .0 1 5 .3

1 7 4 4 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .2 1 .3 0 .4 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 6 .0 1 5 .3

1 7 4 5 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .2 1 .2 0 .4 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0 2 . 1 6 .0 1 5 .2

1 7 4 6 0 .0 2 .4 0 .0 ー2 0 ▼ 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 2 .2 6 l0 1 5 -1

1 7 4 7 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .2 1 .1 0 .4 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .6 0 .0 0 .0 1 .0 2 .3 6 .0 1 5 .0

1 7 4 8 0 .1 2 .4 0 .0 0 .0 0 .2 1 .1 0 .5 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 2 .3 6 .0 1 4 .9

1 7 4 9 0 .1 2 .4 0 .0 0 .0 0 .l l .1 0 .5 0 .0 3 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 6 .0 1 4 .7

1 7 5 0 0 .1 2 .4 0 .0 0 .0 0 .l l .0 0 .5 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 6 .0 1 4 .6
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遺跡集計表　その2

府 県 - 京 都 府 - 大 阪 腐 兵 庫 県 奈 良 県 岡 山 県 福 岡 県 ! 全 国 合 計

A D - 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 i 5 0 1 0 0 2 0 0

1 7 5 1 0 .1 2 .4 . 0 .0 0 .0 0 .l l .0 0 .5 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 2 .6 6 .0 1 4 .5

1 7 5 2 0 .1 2 .4 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .5 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 2 .6 6 .0 1 4 .4

1 7 5 3 0 .2 2 .4 0 .0 ー9 0 .5 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .5 0 .0 0 .0 1 .0 2 .7 6 .0 1 4 .3

1 7 5 4 0 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 2 .8 6 Ⅰ0 1 4 .2

1 7 5 5 0 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .6 0 .0 3 Ⅰ0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 2 .9 6 .0 1 4 .0

1 7 5 6 0 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .6 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 3 .0 6 .0 1 3 .9

1 7 5 7 0 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 . 0 .7 0 .6 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 3 .0 6 .0 1 3 .8

1 7 5 8 0 l3 2 l4 0 -0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .6 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .4 0 .0 0 .0 1 .0 3 . 1 6 .0 1 3 .7

1 7 5 9 0 .3 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .7 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 3 . 1 6 .0 1 3 .5

1 7 6 0 0 ,3 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .7 0 .0 3 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 3 .2 6 .0 1 3 .3

1 7 6 1 0 .3 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .7 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 3 .3 6 .0 1 3 .2

1 7 6 2 0 .3 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .7 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 3 .3 6 .0 1 3 .0

1 7 6 3 0 ー 0 L0 0 10 0 -5 0 .7 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .3 0 .0 0 .0 1 .0 3 .4 6 .0 1 2 .8

1 7 6 4 0 .4 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .8 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ,0 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 3 .4 6 .0 1 2 .6

1 7 6 5 0 .4 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .8 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 3 .5 6 .0 1 2 .5

1 7 6 6 0 .4 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .8 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .2 0 .0 0 .0 1 .0 3 .5 6 .0 1 2 .3

1 7 6 7 0 .4 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .8 0 .0 3 .0 0 ー0 0 ー 一.2 0 .0 0 .0 1 .0 3 .6 6 .0 1 2 .2

1 7 6 8
-

0 .0 0 .0 0 .3 0 .8 0 ,0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 一.2 0 .0 0 .0 1 .0 3 .5 6 .0 1 2 .0

一 、0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .9 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 . 0 .0 日 0 .0 0 .0 1 .0 ー0 1 1 ー9

1 7 7 0 0 .5 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .9 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0 3 .7 6 .0 1 1 .8

1 7 7 1 0 .5 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .9 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0 3 .7 6 .0 1 1 .6

1 7 7 2 0 ー 0 .0 0 .0 0 .2 0 .9 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0 3 .8 6 .0 1 1 .5

1 7 7 3 0 .5 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .9 0 .0 3 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .1 0 .0 0 .0 1 .0 3 .9 6 .0 1 1 .4

1 7 7 4 0 ー 0 .0 0 .0 0 .1 1 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 ▼

1 7 7 5 0 .6 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 ー ー0 0 .0 0 .0 1 .0
ー i

1 7 7 6 0 .6 2 .0 0 .0 0 ー 1 .0 0 .1 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 l0 0 .0 1 l0 4 .0 6 .1 1 1 .0

1 7 7 7 0 .6 2 .1 0 .0 0 .1 0 .1 0 .1 1 ー ー0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 4 .0 6 .2 1 1 .0

1 7 7 8 0 、 0 .1 0 .1 0 .1 0 .9 0 .1 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 ▼0 0 l0 l 0 l0 1 l0 3 .9 6 .3 1 1 .0

1 7 7 9 0 ー 0 . 1 0 .1 0 .2 0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 1 .0
ー

一0

1 7 8 0 0 .6 2 .1 0 .1 ー1 0 3 0 .9 0 .2 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 -8 6 l4 1 1 Ll

1 7 8 1 0 .6 2 .1 0 .1 0 . 1 0 .1 0 .3 0 ー ー0 0 .1 0 .0 1 .0
-

3 .8 6 .5 1 1 .1

1 7 8 2 0 .6 2 .1 0 .1 0 .1 0 .2 0 .4 0 .9 0 .3 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 .1 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 l7 6 L5 l l -1

1 7 8 3 0 .6 2 .1 0 .2 一4 0 .8 0 .3 2 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 1 .0
ー

1 7 8 4

1 7 8 5

0 +6 2 11 0 l2

0 .6 2 .1 0 .2

0 .1 0 .2 0 .5

0 ー

0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .6 6 .7 1 1 .1

ー8 0 .0 0 .0 0 .0 ー0
- ー

1 7 8 6 0 .6 2 .1 0 .2 0 ll 0 .2 0 r6 0 .8 0 .5 2 .8 .0 .0 0 .0 0 .0 ー0 … …… ……… ……… 日 …… ……… …………

1 7 8 7 0 +6 2 11 0 l2 0 .1 0 .3 0 .7
l

0 .8 0 .5 2 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .2 0 .0 1 .0

1 7 8 8
-

l 0 l1 0 .3 0 J7 ー7 0 .0 0 .0 0 .0
ー

1 7 8 9 0 .6 2 .1 0 .3 0 .1 0 .3 0 .8 0 .7 0 .6 2 .7 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 一.0 0 .0 0 .0 1 .0 . 3 -3 7 I0 1 1 +2

1 7 9 0 0 .6 2 .1 0 .3 0 .1 0 .3 0 .8 0 .7 0 .6 2 .7 0 ー 0 .3 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .2 7 .0 1 1 r3

1 7 9 1 0 .6 2 .1 0 .3 0 .1 0 .3 0 .9 0 .7 0 .6 2 .7 0 ー0 0 ー 0 .3 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .2 7 .1 1 1 .3

-
一.0

-
0 .0 0 .0 0 .0 0 .3 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 3 .1 7 .1 1 1 .3

1 7 9 3 0 .6 2 .1 0 .4 0 .1 0 .4 1 .0 0 .6 0 .7 2 .6 0 ー0 . 0 ー 0 .4 0 .0 1 .0 0 ー 3 .1 7 .2 1 1 .3

1 7 9 4 0 l6 2 l1 0 .4 一.1 0 .6 0 .8 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー4 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 ー1 .3

1 7 9 5 ー4 0 .ー 0 .6 0 .8 2 .6 0 .0 0 l0 0 l0 0 .4 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .9 7 .3 1 1 .4

1 7 9 6 0 ー 0 .1 0 .4 1 .2 0 .6 0 .8 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .4 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .9 7 .4 1 1 .4

1 7 9 7 0 ー 0 .1 0 .5 1 .3 0 .6 0 .9 2 .6 0 t0 0 10 0 -0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 2 .8 7 .5 1 1 .4

1 7 9 8 0 .5 2 .1 0 ,5 0 .1 0 .5 1 .3 0 .5 0 .9 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 1 .0 0 ー

ー7 9 9 0 .5 2 .1 0 .5 一.4 0 .5 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 1 .0 ー0 2 .7 7 .6 1 1 .4

1 8 0 0 0 .5 2 .1 0 .5 0 `1 0 ー 0 .5 1 .0 2 .5 0 ー 0 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .7 7 .7 1 1 .5

1 8 0 1 0 .5 2 .1 0 .5 0 .1 0 .5 1 .5 0 .5 1 .0 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .7 7 .8 1 1 .5

1 8 0 2 0 .5 2 .1 0 .5 0 .1 0 .5 1 .5 0 .5 1 .1 2 .5 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .6 7 .9 1 1 .5

1 8 0 3 0 .5 2 .1 0 .5 0 .1 0 .6 1 .6 0 .5 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .6 7 .9 1 1 .5

1 8 0 4 0 .4 2 . 1 0 .6 0 .1 0 .6 1 .7 0 .4 1 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 ▼

1 8 0 5
-

0 .4 1 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 8 .1 1 1 .5

1 8 0 6 0 .4 2 . 1 0 .6 ー8 0 .4 1 .2 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 8 .2 1 1 .6

1 8 0 7 0 L4 2 」 0 l6 0 .1 0 .6 1 -8 0 .4 1 .3 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 8 .3 1 1 .6

1 8 0 8 0 .4 2 . 1 0 .6 0 .ー 0 .7 一.9 0 .4 1 .3 2 .4 0 .0 0 .0 0 .0 0 .6 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 8 .3 1 1 .6

1 8 0 9 0 .3 2 . 1 0 .7 0 .1 0 .7 2 .0 0 .3 1 .4 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 8 .4 1 1 .6

ー 0 .3 1 .4 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .0
′

1 8 1 1 0 .3 2 -1 0 .7 0 .1 0 .7 2 .1 0 .3 1 .4 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .0 1 .0 0 ー 2 .4 8 .6 1 1 .8

1 8 1 2 0 .3 2 .1 0 .7 0 .1 0 .7 2 .1 0 .3 1 .5 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 8 .6 1 1 .9

1 8 1 3 0 .3 2 .1 0 .7 0 .1 0 .8 2 .2 0 .3 1 .5 2 .3 0 .0 0 .0 0 .0 0 -7 0 l0 1 l0 一.0 ー9

1 8 1 4 ー3 0 -2 1 l5 { 2 l2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 8 .8 1 2 .0

1 8 1 5 一 一3 0 .2 1 .6 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0
一 一

1 8 1 6 0 .2 2 .1 0 .8 0 .1 0 .8 2 -4 0 .2 1 .6 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0
-

2 .3 9 .0 1 2 .2

ー8 1 7 0 .2 2 .1 0 .8 0 .1 0 .8 2 .4 ー2 0 .0 0 .0 0 .0 0 l8 0 .0 1 ,0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .3 9 .0 1 2 .3

1 8 1 8 0 .2 2 .1 0 .8 0 .1 0 .9 2 .5 0 .2 1 .7 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 0 -0 0 :0 1 L0 2 .3 9 .1 1 2 .3

1 8 1 9 0 .1 2 .1 0 .9 0 .1 0 .9 2 .5 0 .l l .7 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .3 9 .2 1 2 .4

1 8 2 0 0 .1 2 .1 0 .9 0 .1 0 .9 2 .6 一1 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .2 9 .3 1 2 .5

1 8 2 1 0 .1 2 .1 0 .9 0 .1 0 .9 2 .7 0 .l l .8 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 2 .2 9 .4 1 2 .6

1 8 2 2
-

0 .1 0 .9 2 .7 0 .l l .9 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .1 9 .4 1 2 .7

1 8 2 3 0 .1 2 -1 0 .9 0 .l l .0 2 .8 0 .l l .9 2 .1 0 .0 0 .0 0 .0 ー0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .1 9 .5 1 2 .8

1 8 2 4 0 .0 2 -l l .0 0 .l l .0 . 2 .8 ー0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .0 2 .1 9 .6 1 2 .9

1 8 2 5 0 .0 2 .l l .0 0 .l l .0 2 .9 0 .0 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .0 9 .7 1 3 .0

375



遺跡集計表　その2

府 県 - 京 都 府 大 阪 府 兵 庫 県 L 奈 良 県 - 岡 山 県 t 福 岡 県 1 全 国 合 計

A D - 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 5 0 1 0 0 2 0 0 j 5 0 1 0 0 2 0 0 + 5 0 1 0 0 2 0 0 + 5 0 1 0 0 2 0 0 - 5 0 1 0 0 2 0 0

1 8 2 6 0 .0 2 .l l .0 0 .ー 0 ー ▼1

1 8 2 7
ー

0 .l l .0 3 .0 0 .0 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1 .0 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .1 9 .6 1 3 .2

1 8 2 8 0 .0 2 .0 1 .0 0 .l l .0 3 .0 0 .0 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 Ⅰ9 0 Ⅰ0 1 Ⅰ0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .1 9 .6 1 3 .2

1 8 2 9 0 .0 2 .0 1 .0 0 .l l .0 3 .0 0 、 一 、0 0 .0 0 .0 1 .0 . 2 .1 9 .6 1 3 .2

1 8 3 0 0 .0 2 .0 1 .0 0 .l l .0 3 .0
一 、

t
0 一 一

1 8 3 1 0 .0 2 .0 1 .0 0 .l l .0 3 .0 0 .1 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .3 9 .6 1 3 .3

1 8 3 2 0 .0 2 .0 1 .0 0 .l l .0 3 .0 0 .1 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .9 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .4 9 .6 1 3 .4

1 8 3 3
一 、

0 .1 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 一.0 2 .5 9 .6 1 3 .4

1 8 3 4 0 .0 2 .0 1 .0 0 .2 1 .0 3 .0 ー0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .5 9 .6 1 3 .4

1 8 3 5 0 .0 2 .0 1 .0 0 .2 1 .0 3 .0 0 .1 2 .0 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 ,0 1 .0 ー0 2 .6 9 .7 1 3 .7

1 8 3 6 0 .0 2 .0 1 .0 0 .2 1 .0 3 .1 0 .1 2 .1 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .8 0 .0 1 .0 0 .0 0 .0 1 .0 2 .6 9 .9 1 3 .9

1 8 3 7 0 .0 2 .0 1 .0 0 .2 1 .1 3 .1
、 ー

0 .8 0 .l l .0 0 D 0 -0 1 1 + 2 7 -0 1

1 8 3 8 0 .0 2 .0 1 .0 0 .3 ー 0 .ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .l l .0 0 .0 0 J0 1 .1 i 2 .8 1 0 .2 1 4 .4

1 8 3 9 0 .0 2 .0 1 .0 0 .3 1 .1 3 .2 0 .1 2 .2 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .l l .0 … 2 .8 ー

1 8 4 0 0 .0 2 .0 1 .0 0 .3 1 .1 3 .2 0 .1 2 .2 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .7 0 .l l .0 [
0 .0 0 .0 1 .1 . 2 .9 1 0 .5 1 4 .8

1 8 4 1 0 .0 2 .0 1 .0 0 .3 1 .1 3 .3 . 0 .1 2 .3 2 Ⅰ0 0 .0 0 .0 0 .0
ー

0 .0 0 .0 1 .1 3 .0 1 0 .7 1 5 .1

1 8 4 2 0 .0 2 .0 1 .0 0 .4 1 .2 3 .3
ー

0 .7 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 1 .2 3 .1 1 0 .8 1 5 .3

1 8 4 3 0 .0 2 .0 1 .0 0 .4 ー 0 .ー 0 .6 0 .2 1 .0 0 .0 0 .0 1 .2 3 .2 1 1 .0 1 5 .6

1 8 4 4 0 .0 2 .0 1 .0 0 .4 1 .2 3 .4 0 .1 2 .4 2 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 ー 0 .0 0 .0 1 .2 } 3 l3 1 1 .2 Ⅰ1 5 lS

1 8 4 5 一.0
-

0 ー 0 .0 0 .0 0 .0 0 t6 0 L2 1 -1 0 -0 0 l0 1 .2 i 3 .4 1 1 J3 1 6 .1

1 8 4 6 0 .0 2 .0 1 .0 0 .5 1 .2 3 .5 0 .1 2 .5 2 .0 0 ー 0 ,6 0 .2 1 .1 0 .0 0 .0 1 .2 3 .5 1 1 .4 1 6 .3

1 8 4 7 0 .0 1 .9 1 .0 0 .5 1 .2 3 .5 0 .1 2 .5 1 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 一 一1 0 .0 0 .0 1 .2 3 .6 1 1 .4 1 6 .4

1 8 4 8 0 .0 ー 0 .6 1 .2 3 .5 ー0 0 l5 0 l3 1 11 0 .0 0 -0 1 3 .7 1 1 .5 1 6 .6

1 8 4 9 0 .0 1 .8 1 .0 0 .6 1 .2 3 .6 0 .1 2 .5 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .3 1 .1 ー5 ー6 .8

1 8 5 0
ー

0 .7 1 .2 3 .6 0 . 1 2 .5 1 .8 0 .0 0 .0 0 .0 0 .5 0 .3 1 .2 0 .0 0 .0 1 .2 3 .9 1 1 .5 1 7 .0
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福岡県　　t　　全国合計
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